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職業 年齢 性別 ご意見の概要 御意見及びその理由

54002 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発を即時廃炉にしてください 処理のしようのない核のゴミを増やすのは止めて下さい。

54003 個人 家事専
業

６０代 女性 0% 福島原子力発電所事故で明らかになった
原発は日本には不向き
危険　早く止めて！

54005 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 (1)のゼロシナリオを選択します。私たちは今、子ども
たちの命と引き換えに、電気を作っているようなもので
す。すみやかに原発を停止しましょう。

たとえば１０年間事故を起こさない仕組みを作るということは、できるかもしれません。一方、無限の時間軸で事故を起こさない仕組みを作ることは、あまりに難しい。そして、原発というものは、
事故を起こしてはならない仕組みです。
しかし原発を運転し続けることで、事故が起こる確率はどんどん増えていきます。フクシマで「想定外」の事故が起きたことも、やはり必然として考えるべきでしょう。

さらに難しいのが放射性廃棄物です。核は私たちの一人の人間が制御できる時間軸の中にはありません。どこに活断層があるかすら調査が終わっていないこの国内で、できた放射能汚染物
質を安全な処分ができると考える根拠は何でしょう？これも、増やせば増やすほどリスクは増大します。

私たちは今、私たちの設備やゴミで子孫が事故を起こす確率を上げ続けているのです。スパンを長く考えれば、原発の「経済効率が良い」という性質は、逆転します。私たちにできることは、幅
広い自然エネルギー利用を促進する一方、可及的すみやかに原発を停止させることしかないと考えます。

54006 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 直ちに原子力発電は直ちに中止すべきと考えます。 核燃料廃棄の問題のため

54007 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。 　既に破綻している核燃料サイクル温存が2と3のシナリオです。再処理の廃止を決めてください。
また、メタンハイドレートを活用すれば、原発はゼロでも十分んエネルギーは賄えるはずです。経産省の天下り確保から脱却できるチャンスです。宜しくお願いします。

54008 個人 自営業 ３０代 女性 今後直ちに原発は廃止の方向に進め、自然エネル
ギー利用の開発に力を入れるべき

今回福島の原発事故があり、多くの方が避難を余儀なくされています。避難を免れた方も、この先何十年も続く事故処理に不安を抱えています。
今回の東日本大震災で事故があったからこそ、核や放射能に対して注意を向ける機会になった訳だけど、事故どうこうよりも、核廃棄物の問題も解決の道筋が決まっていないような物を使い続
ける事にそもそも無理がある。
日本は島国で海にかこまれている。温泉もある。太陽も風もある。こちらは無限でゴミも出ない。
きちんと扱えない物を使い事故を起こし使えない土地を増やすより、こちらを開発して行き、移行させていく方が国にとって有益だと思います。

54009 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 可能な限り早くすべての原発を停止させて下さい。 「2030年に原発をゼロに」などと悠長なことを言わず、可能な限り早くすべての原発を停止させて下さい。原発に頼れば電気は潤沢、電気料金は上がらずに済む、地元にも仕事が落ちる、と喧
伝されていますが、それは見かけだけのこと。増殖炉が実用化されなければ核燃料はいつか尽きますし、されたところで運用～廃炉～放射性廃棄物の管理は必要ですから、リスクや費用を次
の世代に先送りするだけのことです。
それよりも原発に使う予定だったお金を再生エネルギーに回して開発を加速すれば、想像以上に早く、原発なしの電化生活が可能になるでしょう。そこに税金を使ってこそ、国民もこれまで以上
の省エネ・節電に取り組む意欲が湧くと思いますし、震災で亡くなった方や原発被害で家を追われたり風評被害に遭っている方に報いる、本当の「絆」になるのではないでしょうか。

54010 個人 家事専
業

５０代 女性 今すぐすべての原発を止めてください。すべての原発
を廃炉にしてください。
誰もが安心して生活できることを基本としたエネル
ギー政策をしてください。

昨年３月１１日の福島原発事故で多くの方が被災されました。
福島原発事故の後始末と、被災された方々への補償、今まだ高濃度汚染地域におられる人々の避難を最優先にしてください。
原発事故が起きれば故郷は失われます。誰も住めなくなります。
誰もが安心して暮らせますように、生活できますように、だれにとっても安心安全のエネルギーを選択してください。

54011 個人 家事専
業

４０代 女性 原発はなくしてください。原子力にかわるエネルギー
開発を進めてください。

福島の事故を繰り返したくありません。

54012 個人 自営業 ４０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」ゼロシナリオを支
持します。

今後数十年で寿命を迎え廃炉になる原発がどんどん増えていきます。
廃炉作業には何十年、何百年掛かるのでしょうか？
行き場のない核廃棄物の処分と共に、これからどんどん増え続ける廃原発は、何も生み出さず安全管理するだけで税金を浪費していきます。
地震の多い国土で、すでにある何十機の廃原発の安全管理だけでどれだけの税金を浪費するのでしょうか。
一度作ったら数百年単位で後処理をしなければならないような施設はこれ以上増やしてはいけないと思います。

54013 個人 自営業 ３０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見 2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽力すべき》

このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。前提自体が国民を騙すトリックだ。再び事故が起これば、日本は再起不能になる。政府は自然エネルギー比率を増や
すスケジュールを国民にしっかり示すべき。

54014 個人 自営業 ４０代 男性 日本は地震が世界で最も多い地域で当然津波も想定
外ではないです。近年では4000ガルというような常識
を超えるレベルになっています。地震の少ない欧州の
ような段階的廃炉の選択肢はあり得ません。

選択の中では「2030年原発ゼロシナリオ」を選択するが、原発依存する必然性はなく地震の多い日本では即刻廃炉すべきです。ドイツではGDP成長率GHG(温室効果ガス)排出量は反比例して
います。GDP成長率はエネルギー消費量を減らせます。電源構成はピーク瞬時の電気需要に対して構成されます。なのでピーク瞬時の需要を下げれば足ります。省エネや自然エネルギーに対
しても経済的負担が大きくなるとあるが、わずか数年の電気料金で取り戻せるのになぜ負担が大きいのですか？原発に依存する必然性はなく、逆に動かすことのリスクは限りなく高いため、即
時のゼロシナリオを求めます

とにかく危険です。
この地震大国で原発を稼動させることの難しさを３１１で既に経験していますよね。
そして、第二次世界大戦時には、長崎や広島でどんな痛ましいことが起きていたんですか？
チェルノブイリ後、今も続く諸問題について、きちんと情報を吸い上げていらっしゃいますか？

エネルギーが全く要らないなんてことは言いません。
けれど「たかが電気」のためにどうして「命」と背中合わせの危険な綱渡りをしなくちゃいけないんでしょうか？

（横道に逸れて畏れ入りますが、それはモンサントと言う企業をこの国に居させている事態も全く同じ図式に見えて、異常と見受けられて仕方がありませんが、いかがでしょう？原発でお金を作
るフランスでさえも、モンサントは決して許可していません。）

原発賛成派の皆さんには、子供さんや家族はいないんですか？

子供さんたちが将来大きくなったときに、この前の福島のような場所だらけの日本になることを夢見ているんでしょうか？

それは、良識ある人の考えることなのでしょうか？

自分たちの中に答えが無いとき、人様からの意見を聞くことはとても大事ですよね。それが確かに単なる欲にまみれたものの場合も、ありはするでしょう。ですが、遠い昔から私たち日本人の
持っていた「善悪」への感覚をきちんと持って向き合えば、そのソーティングは決して難しくないはずです。

倫理に反するものに対しては「ならぬものはなりませぬ」そう言って、倫理と言うのは受け継がれてきていたはずです。

大切なのは今後の日本が、そして今後の地球がわれわれの子供たちにとって、「住みよい場所であること」ではありませんか？

将来にはもしかしたら「金銭」と言うシステムさえも、古くなっていることだってあるかもわからないのです。

それなのに、一時的な金銭欲に揺さぶられて、今さえよければよいというのではそれはあまりにも人としての品格の無い考え方であり、行動と言わざるを得ません。

私たちがこの国を「近代化」するとき、１０００年以上昔から外国からの知恵を借りてこの国を作ってきたはずです。なぜ、それが急に出来なくなってしまうんですか？

ドイツから知恵をお借りしてはいかがですか？
北欧の国々も風力などの自然エネルギーを生かして暮らしています。
原発に頼らずとも、成り立っている国があるのです。

そして、原発事故で、未だに沢山の人々が苦しんでいる現実を抱えた場所も存在しています。

そうした国々から何かを学んでいますか?
やり方がわからないなら、頭を下げてでも教えを乞いに行きましょう。

戦後の復興を見事になしえた我々が、本気で向かって出来ないことなどないと信じてください。

そして、子供たちへ負の遺産を残さないため、国民の全員が真剣に向き合う日本を作って行こうではありませんか。

何よりも一部のお金で買われている人たちの頭の中だけでの構想を、国民の存在を忘れたままで具現化することは、どうかおやめください。ですので、福島原発の事故を起こす元となった人物
を登用することも、お辞め下さいますよう、強くお願い致します。

それは何よりも、あなた方のお子さんたちの未来のためなのです。

そして、あなたたちへ、命をつないできてくださったご先祖様たちへのご恩返しとなるはずです。

(神の存在はなんとなく、あるだろうと感じる程度で無宗教な私ではありますが、今ここに「ある」私たちは急にわいて出たものではなく、長い長い歴史の中で、命をつないで来てくれた両親の両親
の、その両親の両親・・・・という命のつながりがあったからこそ、ここに居るのですよね。)

勝手に一人でこの世に居るのではないと言うことをご理解戴きたいのです。
そして、地球は我々人間だけで暮らす場所でもありません。

どうかどうか、責任ある行動をしてくださいませ。

54004 個人 自営業 ３０代 男性 原発依存度0を支持。原子力は倫理的にも経済的に
も推進すべきではない。世界最高水準の再生可能エ
ネルギーと節電技術を政策で推進し産業として育成。
原発再稼働が必要ならば規制の体制を確立すること
が条件。

2030年時点の原発依存割合は「0％」を支持する。

理由1：原子力発電には倫理的な問題があるため、推進すべきではない。
・廃棄物の処理方法が定まっていない。数万年にわたって安全な保管方法が確立できるとは思えない。廃棄物を子孫に遺すことは許されない。
・事故のない通常運転においても作業員が被曝するという非人道性がある。

理由2：原子力には経済面の問題があるため、推進すべきではない。
・事故発生時の社会的影響が多大である。テロの標的になり得ることも明らかになった。
・原子力の安全規制は厳しくなり、事故の賠償や除染にかかる費用は算定すらできていない。コストは今後、間違いなく上昇する。
・ウラン埋蔵量にも限りがある。
・高速増殖炉による核燃料サイクルは実現の目処が立たない。

理由3：政策予算を原子力よりも再生可能エネルギーに優先して振り向けるべきである。
・再生可能エネルギーのコストは今後低下する傾向である。
・事故が起きても、そのリスクは原子力と比べてはるかに小さい。
・再生可能エネルギーの技術力において、日本はすでに世界有数の水準を有している。普及を促進する政策により、今後の主力産業に育てるべきである。
・省エネルギー技術も日本の得意とするところであり、これも今後有望な産業となる。
・新興国がより多くの資源を消費するようになれば、世界的な資源不足が生じる。その時、省エネルギー技術の価値は今以上に高まる。

原発再稼働について
原発依存率を0にするまでの過程で、既存原発の再稼働の問題に直面するので、これについての意見を述べる。
既存の原発は、理想的には即時停止し再稼働しないでほしいが、多額の投資をした施設が一気に不良債権になれば電力会社が倒産するという事情も理解できる。ドイツでさえ即時停止ではな
く10年かけて廃止するという方針なのだから、即時停止が困難なのはわかる。だが、稼働するのならば、少なくとも次の要件を満たしてからにすべきである。

・原子力規制庁が発足し、原子力発電に対する有効な規制が実施される。
・テロを含めた全電源喪失事態を想定し、たとえ外部支援がなくても原子炉を冷温停止に持ち込める体制を確立する。
・活断層の存在などの疑問が呈された場合は、「動かしながら確認する」のではなく、「停止してから確認する」ことを原則にする。
・事故は起きないということを前提にせず、起きることを前提に、被害を最小限にするための現実的な対策を立てる。
・周辺自治体が、事故発生時の対策や避難計画を確立する。

以上の要件を満たし、リスクを定量的に考慮した原子力発電規制の体制が確立されるならば、当面の間、必要な場合に最小限の稼働をすることは容認する。しかし、今までのようなお手盛りの
規制に基づき、定量的な根拠のない理由での稼働には反対する（大飯原発は要件を満たしていないと考える）。

政府には、今までの原子力政策が失敗したことを事実として認め、現実に即した政策転換をするよう要望します。

54001 個人 その他 ４０代 女性 地震大国での原発保有は危険です。
原発ではなく、再生可能な自然エネルギーへの切り替
えの為、誰が、何をどうしたら良いのか。そして、それ
は誰の為にする事なのか、よく考えて欲しいのです。



54015 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発の即時全面停止と廃炉を求めます。 人間の作ったものに完全は無く、それを扱う人間も無謬ではありません。 今、現在も福島原発からは放射性物質は排出され続けており、東北、関東の多くの地域が放射線管理区域となってお
り、本来、人が住んではいけない状況にあります。 もう一度、日本のどこかで同様の事故が起きれば、国内で人の住めるところが無くなってしまいます。この規模の事故発生確率がゼロとならな
い限り、また、放射性廃棄物の完全に安全な処理方法が確立されない限り、原発に頼ることは止めるべきです。  また、現在の政府、電力会社、メディア、産業界には一切の信頼が置けない状
況にあり、それらから如何なる情報がもたらされても全く信用出来ないということも、原発即時停止及び廃棄を求める理由です。

54016 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 原発に反対です 関西在住ですが大飯原発再稼働は電力のためでは無かったんですよね？
どれだけお金が動いたのか分かりませんが、一部の利権者のために沢山の市民の命や生活を脅かす原発には反対です。

もちろん電気は必要ですが実際に原発再稼働後に止まった火力発電所もあるわけですし。

54017 個人 その他 ６０代 男性 国はまともな未来への展望を示せ。即脱原発しか無
い。30年などと寝言を言うな。

福島の原発事故以来、日本の原子力政策について明らかになり国民が広く認識した事は数多くある。原子力村と呼ばれている推進機関が如何に杜撰で良心なき悪魔のような存在であったか。
それを許したのは50年代以来の国策にもと図いていた事。所謂安全神話なるものが跋扈し教育界から国民を洗脳して来た事。恥ずべき政治家学者経済人報道関係者が起こるべくして起こった
福島事故を準備したと言っても過言ではない。この際根本の国策から見直すべき原子力政策を未だに改める気もなく経済を理由に長らえさせようとしている。その未来への創造力の欠如と無
責任は最早悪魔と言っても良いと思う。原発を即廃止にしても残された負の遺産を経済的にも技術的にも背負っていかねばならないというのに、まだ負債を増やそうというのか、負けた博打の
損を取り返そうと更に資金を注ぎ込む愚か者よりももっと愚かな行為だ。原発は原爆に反対した日本人民への目くらましだった。その非人道性は原爆による人殺しと変わらない、何故なら原発
労働は階級差別と奴隷制によらなければ成り立たない。このまま、いい加減な対応を続ける事は日本という国家の崩壊を表している、むしろ人類全体の消滅の危機さえ増大させようとしてい
る。現在の政府の問題は国民に将来への展望とプログラムを示せない事である。まやかしの選択肢など意味は無い。即脱原発ゼロしか道はないのが何故分からないのだろうか。

54018 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 日本の国土に原発は危険すぎます。
できるだけ早期にエネルギー政策の転換を！

54019 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発反対 不便でも構いません。原発撤廃。よろしくお願いします。

54021 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ゼロシナリオに賛同します。 万が一とはいえ事故の場合の被害の甚大さは、万が一の確立を上回るものと思えます。
時間的にも長期にわたる被害であり、地理的にも実に広範です。
また、長い年月によってはぐくまれ蓄積された文化が根こそぎ失われます。
また、燃料の廃棄、40年周期の廃炉について、安全性の確立は、そもそも困難と言わざるを得ないものと思えます。
今は安全でも、それらは未来の生命に脅威を残すものとなるでしょう。
核の平和利用とは言え、原爆と同じ放射性物質を扱う原発の危険性に変わりはないはず。

54022 個人 自営業 ３０代 女性 再稼働反対！ 原発0の世の中に！

54023 個人 無職 ５０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持。ただし原発ゼロは５年以内に
達成し、代替のエネルギーは天然ガスを主とした火力
で賄う。

まず、日本は大量の放射能を地球上にまき散らした責任があり、原発事故は必ず起こるものであるから、原発はできる限り早く廃止すべきである。そのために、短期間で大量の発電を増強でき
るものは火力発電しかない。電力会社は原発を所有していれば、その経営上、動かさざるおえないので、新しい法律で原発を電力会社から切り離すべきである。

つぎに、大きな視点となっている地球温暖化問題であるが、そもそも現在地球が温暖化しているという科学的に明確な証拠はない。しかも二酸化炭素が地球温暖化に寄与する程度は非常に小
さいとされている。よって、地球温暖化問題はエネルギー選択の視点から外すべきである。結果として化石燃料の割合は80～85%となる。

火力発電を増強するにあたり現在最も適切なものは天然ガスによる GTCC である。天然ガスはシェールガス等、新しい形態のものが大量に確認されており、天然ガスの値段は下降している。
日本は安く天然ガスを購入することに力を注ぐべきである。そうすれば電気料金の上昇も殆ど抑えられるはずである。

自然エネルギーについては、まだ発展途上の段階にあり本格的に普及させるには時期尚早と考える。石炭ガス化複合発電 IGCC も実用化の段階に達していることでもあり、2050年頃までは化
石燃料中心で行き、それまでに実用的で有効な自然エネルギーの研究開発に力を注ぐべきであると考える。

以上

54024 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持します 使用済み燃料を「再処理」する現在の方式は、安全性・経済性の点で問題が多すぎます。また、高レベル放射性廃棄物を最終処分する場所を長年探していますが、候補すらない現状で、これ
以上の原子力発電を続けることは倫理的な点からも問題が多いと思います。こうした点を考慮すれば、直ちに原子力発電を中止することが望ましいので、それに一番近い「ゼロシナリオ」がよい
と思います。

54025 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持。今すぐ全原発廃炉に向
けての道筋をたて、早急に原発ゼロ社会を実現させる
ことを強く望みます。

理由
今の国のエネルギー政策には福島原発の事故の教訓が反映されていないように感じます。原発に依存しなくても日本がやっていける方法を探るべきです。大飯原発は再稼働しましたが、報道
などを観ていると関西でも電力は足りているし、とにかく今の原子力に関っている人達について信頼ができないと感じています。枝野大臣も「再生可能エネルギーは経済成長にもプラス」と言っ
ていましたが、これを期に新しいクリーンな社会を選びたいです。

54026 個人 家事専
業

４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、提
案を求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

54027 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 福島の原発事故のような悲劇を繰り返してほしくないから。

54028 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを希望します なぜ原発を止められないのか。今まで築き上げていたものが無駄になるし、原発産業はお金を産むから。
しかし原発の危険性と比べたら、もうストップするべき。国民はもう分かっています。
普通に考えてください。「継続のための継続」は必要ありません。ストップしてもいいのです。自然エネルギーの導入を希望します。

54029 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロのシナリオを支持します。 経済的発展、生活の安定、温暖化対策等、すべて不要なこととは思っておりません。むしろみな大切なことと考えます。
しかしそれら全て、原発を利用せずにできる範囲でやっていただきたい。
利用せずとも様々な可能性があるという説もいろいろ耳にします。
しかしもしそれが実際不可能で、結果経済が縮小し、生活が不安定なものとなり、環境破壊等がより進むとしても、かまいません。
身の丈にあったもののみで暮らしたい。

54030 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 原発即廃止 命を守るため

54031 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発の今後について、「原発ゼロシナリオ」で即時０％
を希望します。

親戚が福井県の若狭エリアで「原発立地でない」とある市町村に住んでいる。
東電の原発爆発事故において、インターネット「住民への通知がないままベントが実施された結果、いきなり被爆した双葉町長のインタビュー」を読み,聞き、考えた。
もしものときにこそ近隣住民が見捨てられる、そんな危険な施設に未来はない。
　また、原発ゼロでいきなりすべての電気が失われるわけではない。今まで原発によって電気最終消費者から膨大な経済的利益を取り続けてきた電力会社が、その過去の利益を「原発から別
の発電手法に切り替えることで生じる経済的負担」に振り向ければよい。
　さらに、関西在住の親が、関電及び在住市町村から「電気消費多い場合にはあなたの居住エリアは計画停電にします」という輪番停電の通知を受けた。
住んでいるのはマンションで、親は心臓病持ち。ヘンなタイミングで停電決行され、親にもしもことがあったらどうにもできない。このような無神経な計画と称する脅しをかけてくる会社に公共イン
フラである電気を事業とする資格はない。
　東電原発爆発事故より以前から、関電が、原発を推進するために福井県高浜町の反原発町長を犬を使って暗殺しようとしていたルポタージュなどを読むと、原発のカネがいかに関電や立地
市町村を狂わせているか、そのおぞましさに「今から原発ゼロに向けてできることを一つ一つしらみつぶしにやり続けるしかない」という結論です。

ちなみに、東電原発爆発事故の後、夏休みに親戚の家に行ったものの海水浴には行っていない。行く気がしないから。残念ながら、帰るのも正直気が進まない。

54032 個人 自営業 ３０代 女性 原発０％を支持いたします。 そもそも多大なる危険を伴う原子力をつかうことになったことに疑問を感じます。
日本は唯一の被曝国なのに。壊れても直せない、処分する方法もない、そのようなものを作ることが間違いではないでしょうか？もちろん便利になることはありがたい。私も電気にあやかり生活
を送っています。しかし、誰かの命を犠牲にしてまで必要でしょうか？経済が労働者需要が、などといっていてもイコール原発でいいのでしょうか？だって、昔はそうやって生活がなりたっていた
のですから。原発を動かしたい方々、では原発で働けますか？政治家のみなさん、家の隣に原発が建ったらどうですか？自分の身に置き換えて考えてください。使用済みの放射性物質の行き
場もなく放置される。世界は繋がっています。空も海も。もうみな汚染されまくりではないのですか？今がよければそれでよいのでしょうか？どうしてそんなに原発を動かしたがるのですか？電気
が足りないとか、そんな言い訳ではなく本当のことを国民に伝えて欲しいです。自分たちが住んでる場所ですから。こんなに世の中から声があがっているのに、それでもなぜ？なにが善い悪い
でなく、きちんと本当のこと、今起こっていることを伝えてください。
あらゆる場所をコンクリートで埋めうくし、熱がこもり夜も暑い。子供のころは真夏日なんて稀でした。
原子力発電ゼロを支持いたします。

54033 個人 学生 １０代以
下

男性 欧州に代表される諸外国の十分な議論を見習い、今
回の2030年のエネルギー・環境の選択肢の議論が国
民の間で引き続き行われるための動機づけとして1年
ごとの見直しを行うことを要求したい。

今夏の国民的議論の期間が十分であったとは思えず、また国民も議論の存在自体を認知していなかった人が多いと考えられる。その原因としては、告知の不足や市民社会が前例のない形式
での議論を十分に受け入れられるだけの社会情勢が整っていなかったことが考えられる。
また国民の間で今後も議論が続いていくことが必要だというのは、学生、ＮＰＯ、教授などの方々も考えているとお聞きした。しかし、行った議論が政策に全く反映されないという状態では、議論
を行う動機が乏しいものとなってしまう。そこで、従来の三年に一度見直されていたエネルギー戦略を毎年見直し、そこに国民の間で行われた議論の成果を反映させる仕組みにしてほしい。
私が欲しているのは、パーセンテージのどれを選ぶかではなく、国民が納得のいく選択肢を選ぶことができることである。
なお私が他の人からお聞きした意見は、みんなのエネルギー・環境会議やＹＯＵＴＨ　ＥＮＥＲＧＹなどのイベントや個人的にお話を伺いに行った際に得たものである。

54034 個人 自営業 ６０代 女性 2030年原発ゼロシナリオに賛成します 原発はいらない。
福島の事故まで電力会社の思惑に踊らされ　原発の恐ろしさを広島・長崎の原子爆弾の怖さを忘れさせられていたと思います。
2030年自分はこの世にいないかもしれないが　子供や孫に安心の生活環境を整えるための一票を投じたい。
原発ゼロは雇用を減らすと経団連が発言しているがグリーンエネルギーをつくりだすための新しい産業に新しい雇用は生まれないのだろうかと不思議に思う。

54035 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます 原発の安全性を保障できる要素が十分に無い以上、また、事故時のリスクがあまりも大きすぎることを考えても、中長期的観点からは、原子力発電の存続は不可能だと思います。国家安全保
障の問題はもちろん別途解決しなければならないと思いますが、それ以前に、これ以上放射能汚染で国土の健全性を失ってしまうことは絶対に回避すべきだと思います。

オーストラリアの、アボリジニの女の子に出会いました。
2つ年下の彼女は、私に「私の故郷に、大事な大地に穴を開けないでくれ」と言いました。
最初、彼女の訴えの意味がわかりませんでした。

私が日本で使う電気が、オーストラリアから輸入されたウランを使う
原子力発電所から来ることは知っていましたが、
そのウラン採掘によって、社会的に不利な立場にいるアボリジニの人々が
彼らにとっての聖地を採掘場として奪われるだけでなく
放射能汚染にも苦しんでいるということを知らなかったのです。

何気なく、アタリマエと思って使う電気が、
知らず知らずのうちに目の前の女の子を傷つけているということ。
ものすごいショックでした。

彼女に出会った2ヶ月後に、東日本大震災が起こり、福島での事故がありました。

安全管理の難しさをクリアしたとしても、採掘の時点から、傷つく人がいるのです。
よりによってその人たちは、私たちの何倍も自然を大切にし、
自然と共存して幸せに生きていた人たちなんです。
私たちの勝手で便利な生活・経済活動のために、彼らがないがしろにされていいはずがありません。

電力にまつわる問題に触れる限り、原子力発電でなくても、
知らず知らずのうちに誰かを傷つける構図が出来上がってしまうと思います。

自然エネルギーの促進と、市民が自ら電力源を選択できる仕組みの採用を支持します。

自然エネルギーの普及にしても、不可能なことはないと思います。
これだけ危険性が高く、経済的合理性も低く、技術的にも困難な原発が
日本にここまで普及したのが何よりの証拠ではないでしょうか。

政府に任せるのではなく、国民一人ひとりが努力する仕組み。
今までに傷つけた人のことを考えれば、私たちの努力は当然のものです。
我慢する努力ではなく、前に進むための努力をしたい。

宜しくお願いします。

54020 個人 学生 ２０代 女性 2030年までに原子力発電による電力を０にする、ゼロ
シナリオを支持します。



54037 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 2030 年における３つのシナリオでは、「ゼロシナリオ」
を選択すべきである。

その理由としては、１．原発事故の酷さである。今回の福島原発事故に見るように、原発から大量の放射性物質が広範囲に放出され、その広がりは大きく、未だに避難されている方々は約３５
万人に及び、住民の健康被害の多発は、これから明らかにされるであろうが心配だ。福島原発のこれからは、溶解した炉心から核燃料棒の取り出しに困難を極め、チェルノブイリ原発と同様に
「石棺」化することも予想される。結果的に放射性廃棄物が莫大に発生し、放射性廃棄物の処理問題が残っていく。また、原発が事故を起こさず、放射能を環境に放出しないとしても、これまで
運転し続けたことで、蓄積された放射性物質の処理・処分問題が残っていく。放射性物質の処理が科学的に未だに解決できず、危険な放射性廃棄物を１０万年もの間、管理可能なのか？技術
に事故はつきものであり、原発事故は社会的に許容できないもので、日本のような地震・津波の多発する国に原発は設置してはならなかったのである。２．再生可能エネルギーについては、自
然条件により左右され変動する等が言われているが、自然エネルギーの生産技術の制御は十分可能であると考える。風力の耐風速技術、太陽光発電の蓄積技術等について、研究が進めば
そうした制御が可能だろう。３．省エネ・エネルギーの効率的利用の社会的追求は可能である。３．１１後、電力不足を補うための節電の工夫や意識は社会的に広まって来た。また、地域に依存
する自然エネルギーによる地域循環型経済社会の推進も試みられている。それには、地域住民の参加が欠かせないが、必要な情報の公開や住民の自発性の発揮により、可能であると考え
る。

54038 個人 自営業 ２０代 男性 0シナリオを選択。 環境的、経済的にみて原発のデメリットがメリットを上回る。

54039 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選択。
即廃止、現状でも発電量は足りている

原発即廃止、解決出来ないでいる使用済核燃料が増えるだけ、最終処分場所等。
原発は、想定外の事が起きた時、コントロールできない、あまりにも、被害が大きくなる。子供孫の時代につけを残さない様に、今即脱原発へ方向を変えよう。
なにごとも、変化出来ない国、組織は衰退するだけ、世界に先駆け変化を。

54040 個人 学生 １０代以
下

男性 原発反対 再稼働反対 私は原発反対です
原子力発電というものは、とても恐ろしいものです
今回の福島原発の事故で私は気づきました
安全だと信じていましたが、なにを根拠に安全だと信じていたのか、
今では不思議に思います。
実際、安全ではありませんでした、
地震が起こり、事故が起きました、そして何万人という人が避難生活をし、死者が出たのです
私は原発に反対です、
原発は即刻すべて停止すべきです

経済のためにも原発は稼働させるべきだという意見もありますが、
経済のためといっても、もし放射能をばらまいてしまっては日本はもう
死の国となってしまいます
経済のためにしても、原発は稼働させるにはリスクがあまりにも高すぎます
安全安全といっていても、いつ東日本大震災よりもっと強力な地震が起こり、津波が押し寄せるかもわかりません。
人間の科学の力を過信せず、人間らしく生きるべきです
話はそれましたが、
政治家の自覚があれば国民のための政治をすべきと思います

以上です

54041 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成です。 まず何よりも先に、私は政府がこうして意見を聞いてくれる場を作って下さったことに感謝したいと思います。本当にありがとうございます。何故なら、国民の意見を聞かずに世の中が政府だけ
によって進められ、物事が決められて行くことが一番恐ろしいことだと思うからです。

私にはまだ子供はいませんが、正直、よく不安になります。果たして今の世界が、将来産まれてくる子供達に「将来産んでもらって良かった」と思ってもらえるような世界なのだろうかと疑問に思う
からです。

すでに、毎日放射能の値を気にするような、そんな生活になってしまったことだけでも十分すぎるほどです。それを反省し、少しずつ改善策を見いだして行くことがせめて私達の出来ることなの
に、原発をこれ以上推進する意味がわかりません。

私は断固としてこれ以上の原発稼働に反対します。
そして、新しい自然エネルギーを見いだす方に労力を注いでほしいと思います。

どうぞ私達の意見を無視することだけはしないで下さい。お願いです。

54042 個人 家事専
業

２０代 女性 原発0！瓦礫拡散反対！ 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。

未来を考えたら当然の選択です！！！

54043 個人 無職 ３０代 男性 即時原発ゼロシナリオ希望 福島第一原発事故被害者への補償、核廃棄物の問題、核燃料サイクルの破綻、安全性が担保されているとは思えない原発の再稼働等、原発を動かす為に納得のいく説明のないままに、これ
までのエネルギー政策を微小に改編するだけでは問題は改善されない。ごまかしが多すぎる。
即時原発ゼロを希望します。

54044 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオ　もんじゅは廃炉 既に膨大な量の使用済み核燃料があり、何万年にも渡っての処分のめどもたっていません。
次世代にこれ以上の負の遺産を残すべきではないと考えます。
原発は即時停止し、廃炉作業を進め、ほかの電源による電力確保と省エネの推進をしていただきたいと存じます。

54045 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 提示された選択肢からは０％以外に考えられない。 日本は自然災害の多い国ですが、ことに、地震はひとたび大きな揺れが襲った場合、甚大な被害をこおむることになります。東北大地震はたびたび『想定外』という言葉が使われますが、福島
原発の状況を見れば、もう二度と想定外はあり得ないのです。なにより、原子力のゴミをこれ以上増やしてはいけないという、根本的な問題があります。核燃サイクルなど、まだ現在の技術では
不可能であるし、プルトニウムの抽出は武器としての転用のリスクが高すぎます。まず、核のゴミをこれ以上出さない。そのためにも、原子力によるエネルギーは０％にする必要があるのです。
ところで、再生可能エネルギーにも数々の問題があります。私自身は環境を破壊する可能性が高く、送電ロスも高い風力発電には反対です。手軽にできるから、という理由で増設が進んでいる
のでしょうが。そもそも、原子力発電における『コストが低い』という言い訳を、将来かかる廃炉の費用、核のゴミの始末にかかる費用、いったん事故が起こった場合の費用などなどを考えた場
合、原子力発電にはあまりにもコストがかかるという現実を直視し、それらを新たな、当初は開発・研究に費用はかかるが、将来的にコストが下がる再生可能エネルギーに投資することを心から
願います。いまが、発想を転換し、大きく舵を切る最後のチャンスなのです。

54046 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 即時、脱原発支持です。 これからの社会のあり方を選択しようという選択。
経済的なマイナスを承知で、新しい社会を選びたいという真摯な意見を汲んで欲しい。
絶望している者達の、既得権益者、強者への単なるリアクションではない。

54047 個人 法人等 ３０代 男性 原子炉（核分裂炉）の安全を最大限にする。既存およ
び開発中の国産資源（地熱発電、核融合炉など）を使
う電源の高効率化および開発のスピードアップを図
る。ここでいう国産資源とは、構造物の製作材料も含
む。

　まずは、既存の原子炉（核分裂炉）の安全確保を最大化する。原子炉を稼働する際に、考えられる対策を行う。対策は後で行うのではなく、行ってから稼働する。当然である。核分裂炉は、現
状で、超長期間（数千年間以上。）管理しなければならない廃棄物が大量に出る。この廃棄物が出ない方法、もしくは宇宙に破棄するなどの超長期間の管理が必要ない方法が開発されない限
り、核分裂炉は可能な限り早急に廃止の方向に進むべきである。
　既存の電源について、高効率化を進めるべきである。マスメディアを通して火力発電については高効率な方法があると聞く。地熱発電資源は、日本は世界でも指折りの資源量を誇ると聞く。地
熱資源は地球がある限り無限の資源と考えられるので、発電量を大幅に増やし、発電の高効率化を急ぐべきである。海を利用した発電（波力、潮力、温度差など。）についても同様にほぼ無限
の資源量なので、高効率化が可能か、研究を促進すべきである。太陽光発電については、資源量は無限であるが、現状で希少金属を使うと聞く。希少金属は希少なので、資源量に限りがある
とも考えられる。資源に限りがある電源から資源に限りがない電源に移行を早急に進めるべきである。
　既存の基幹電源（水力、火力、原子力）と同様に基幹電源になりうる電源に核融合発電がある。核融合発電は海から燃料が確保できる。その資源量も数万年に及ぶ。同じ核力を使用するが、
既存の原子炉（核分裂炉）と違い、超長期間の管理が必要な廃棄物がでない。（100年間程度管理が必要な廃棄物が出るが、人類が管理できる期間である。）核融合発電が商用炉となるには、
現状で数10年先であるが、開発のスピード発布を図り、早急な商用炉への実現を図るべきである。

54048 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ゼロシナリオを支持します。核燃料サイクルについて
も廃止としてください。今回のパブリックコメントについ
ても、国の責任で、もっとたくさんの公の施設でのPR
や、チラシの各戸配布をするべきだったと思います。

唯一の被爆国として、原発の事故が起きた場合の恐ろしさについては、日本が1番わかっていたことだと思います。そのことにキチンと真摯に向き合ってこなかった結果が、今回の福島の事故で
はないでしょうか。事故が起きてから、想定外だったとごまかす姿勢は人として許せません。想定内の事故は事故ではありません。なぜならそれは防げるからです。予測もつかないことが突然起
こるから事故なのです。知らなかったから、予測できなかったから、仕方ないじゃないか…と、そんな風にごまかす電力会社や国に命を預けることはできません。また、原発は、他の発電方法に
比べて、お金がかからないということについてですが、確かに『発電』という部分についてはそうなのかもしれません。でも、ウランを採掘し、多大の費用をかけて発電施設を作り、また、廃棄物を
遠い未来まで安全に保管しなければならない。そういうことを全部まとめてもなお、コストが安いと言えるのはなぜですか？　私には都合が悪いからとしか思えません。また、今回のように事故
が起こった場合の補償のことについても考えたら、とてつもない予算を組まないとできないことだということがよくわかります。過疎化しているところのためにも何かが必要だということについては
確かに理解はできます。でも、そのために原発をというのは理解ができません。それしか方法がないと言われているから、みなさん仕方なく受け入れているのではないでしょうか。全てにおいて
情報や、選択肢が少なすぎます。故意にそうしているのでは・・・？と、疑いたくもなります。本当に、他に方法はありませんか？　皆さん優秀な議員さんたちなのですから、真面目に考えたら…
自分の立場とかではなく、国民のこと、そこの住む人たちのことを真剣に考えたらですけど…。もっと違う方法が見つかるはずです。
それから、今回の避難区域ですが、ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘリに比べてすごく狭いですよね。『ただちに影響が出るわけではありません。』から、国としてはこれでいいのかもしれませんが、実際はどうなので
しょうか。原爆による被爆者の人たちのように、将来発症した時の被ばく被害の人たちへの補償をできるだけ少なくするためですか？　それとも、正しく発表してしまうと、住む場所がなくなってし
まうからですか？　狭い日本ですから、次にまた事故が起きたら、本当に住む場所がなくなってしまいますよね。そして、放射能には国境はありません。自分の国内でごまかしていても、いずれ
は、他国への影響も出てくるかもしれません。そうなった時の、他国への補償はどうするのですか？　それも予算に入っていますか？　そういうところに使うお金を、是非、今原発が立っている、
またこれから立つ予定の過疎の村に使ってください。働きたくても働けない人たちがたくさんいるじゃないですか。そういう人たちが働ける場所を作ることはできませんか？　今、コストが安いから
と、東南アジアや、中国にたくさん工場ができていますよね。作る側の会社はそうしないと運営できない場合もあるとは思うので、仕方がないことだとは思いますが、そういう所へ、国が補助金を
出して国内に作ることはできないのでしょうか。その方がよっぽど国民のための政治だと思います。今のやり方では、国民のための政治ではなく、議員や財界の人たちのための政治としか思え
ません。国として、きちんと国民のための政治を行ってください。そのための議員だと思っています。
そして、政治とは、常に先を見て行っていくことですよね。子どもたちが大人になり、またその子どもたちが大人になり・・・、まだ見ぬ子たちにまで、私たちが快適な生活を送るために出したつけ
を回すことはやめませんか？　自分たちでやったことの責任は自分たちで取るべきです。とれる内容のことだけしかすべきではありません。それが1社会人として、大人としての姿勢だと思いま
す。今の子どもたちに正しい大人の生き方を示してください。そのためにも、今のそしてこれから先に生まれてくるであろう、国民一人ひとりの生活や安全を守るために、脱原発の政策を強く強く
願っています。

54049 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 現在原発依存の日本の体質から、太陽光発電、地熱
発電、風力発電などの環境エネルギーを積極的に活
用していくことを強く要望致します。原発は即時0を切
望致します。万一の爆発後のリスクが高すぎます。

自分たちで原発の最終処理が出来ない、またコントロールできるモラルや技術力がない今、原発は即時廃止（原発ゼロ）にすべきと考えます。爆発した後のリスクが高すぎます。
そして福島原発が今現在完全に終息出来ていない現実を見ても、稼働させるべきではないと考えます。汚染が今後数10年、数100年続くかもしれない。また大地はもちろんのこと、野菜や、食べ
物、家畜など全てが汚染され続けて、今後もなかなか除染が出来ないことを考えるとあまりにもリスクが大きいと考えるからです。

54036 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 (1)ゼロシナリオ支持。原発は万が一のリスクが大きす
ぎ。隕石が落ちた場合、燃料プールのすべての放射
性物質が飛散　地球規模でダメージ。エネルギー安全
保障の観点からも再生可能エネルギー１００％以上を
目指すべき

１）原発は万が一の際、許容できないリスクの大きさ。
　隕石落下した場合、日本列島のみならず破滅的な被害をもたらす。
フィンランドのような大深度地下保管施設も作らないでおいて、原発を推進するというのは「リスクをわざと想定しなかった」福島事故の繰り返しになる。
フクシマ周辺をダメにしておきながら竹島や尖閣のような小さな領土では強気になっている。日本には領土を失うリスクがたくさん存在しているのにそれを容認している。これはおかしい。

２）エネルギー安全保障
　経産省の中野剛志氏はエネルギー安全保障の観点が重要と言っておられるが、エネルギー安全保障の観点であれば燃料確保や有事の際のリスクのある原発よりも自然エネルギー１００％
にした方がよい。
もちろん、太陽光や風力の場合、火山の噴火や気候変動の影響を受けるため、あまり頼れない。なので、地熱、潮力、マイクロ水力を基本に太陽光風力なども開発して、電力供給率を２００％
等過剰に確保すべき。ここには税金を投じてもいい。結局、石油の備蓄等の代わりにもなる。余った電気は海外に売るか、アルミ精錬など電気を必要とする産業に格安で使わせたりしてはどう
か。雇用も生まれる。蓄電は何も電気で貯めなくてもモノという形に変える方法もあると思う。
分散型の発電になれば、停電に強い国土も築ける。

３）原発は高コスト
　原発は万が一の事故を許容するなら、それは低コストかもしれないが、絶対起こさないというのであれば、限りなく高コストに近づく。
フィンランドのような地下保管施設を作り、きちんと処理場を作り、超高強度繊維補強コンクリートで建屋を作り‥‥とすると異常なまでのコストになるはず。
それでもなお、絶対安全が実現できるとも限らない。
結局、将来何十万年先にコストを先送りしただけの「安さ」であって本当の安さではない。

４）今後の進め方
 - ガスコンバインドサイクル発電化
　再生可能エネルギーですぐにすべてを賄うことはできないので（ただし１０年もあれば可能と考える）、既存の火力をガスコンバインドサイクルの最新の発電所に更新するべき。これをすれば少
ない燃料費で発電できＣＯ２排出問題もクリアできる。なおかつ、原発の建設費に比べて安価。

 - 再生可能エネルギーの拡張
　太陽光は問題のあるシステムですが導入しやすいと思います。政府が毎年、１０兆円等、決まった金額を支出することを約束して、日本の企業に入札させて、最も良い企業の太陽光設備を設
置するようにしていけば企業の開発も加速すると思います。そして、地熱やマイクロ水力などもどんどん補助金で普及させます。
太陽光よりも補助金を出してもいいと思いますが。

５）原子力技術の維持
　原子力空母、潜水艦用途として残していくべき。

６）参考記事と試算
２０１１年に世界全体で太陽光発電などの再生可能エネルギー開発に投資された額は、前年から１７％増加し、過去最高の２５７０億ドル（約２０兆７千億円）に達したとする報告書を１１日、国連
環境計画（ＵＮＥＰ）などが発表した。太陽光発電のコストが急激に低下したために各国で開発が進み、設備容量は昨年１年間で１・７倍に増加。風力発電も着実に増えた。総投資額は０７年の
ほぼ２倍に急伸した。
昨年は太陽光発電が世界的に急成長し、総設備容量は１年間で２９７０万キロワットと大型原発３０基分近く増え、総計で６９７０万キロワットに達した。
日本の太陽光発電の容量は１年間で１２９万５千キロワット増えて４９０万キロワットに達したが、これはトップのドイツの約５分の１。１２８０万キロワットのイタリアに次ぐ３位にとどまり、風力発電
の開発も低迷していた。

太陽光(1)建設費2970万ｋｗで20.7兆(2)設備稼働率→少なめに15％(3)実際の発電量445万ｋｗ(4)設備寿命２０～３０年▼原発(1)建設費100万ｋｗで0.5兆、廃炉0.5-1.0兆以上、燃料、処分その他
で合計2兆(2)設備稼働率→65％(3)実際の発電量65万ｋｗ/基(4)設備寿命３０年

445万kｗ÷65万ｋｗ＝約原発7基分　20.7兆÷7基＝約3兆　原発１基２兆円分の電力を太陽光なら３兆円。コスト１．５倍か。安いやん。
原油輸入がストップする等エネルギー安全保障の観点で原発重要と言われるけど、再生可能エネルギーなら燃料費かからんからＯＫやね。
もちろん、火山の噴火と火山灰で太陽光発電がダメになる時や、風が止まった時のために備えて地熱や風力、蓄電池などもいるけどね。



54051 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 原発はゼロですべて廃炉にしてください。原発０シナリ
オ、原子力発電ゼロでお願いします。

３１１福島原発事故で日本はとりかえしのつかない事態となり、今現在も収束していない事は原発が現時点で日本国および電力会社の手におえないという事実がはっきりわかりました。

54052 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発反対 私たちが生きている時代はまだなにもないかもしれない。けど、自分の子供やそのもっともっと先の時代を考えたいです。

54053 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発は即時廃炉を求めます。
今すぐ０％。
2030年まで待てません。

2030年なんて呑気なことは言ってられません。
即時廃炉を求めます。
今すぐ０％です。

原子力発電所の危険性は、今回の事故で良く分かりました。
事故の補償もきちんとしてもらえない。
原因究明もまだ完全に解明されていません。
こんな状況で再稼働などありえません。

しかも、稼働していなくても、核燃料の冷却が滞ると事故に至るなんて、
こんなブレーキのついていない車みたいなものを、よくも走らせる気になるものです。

日本は地震国です。
しかも、活断層が至る所に走っていて連動する大地震が起きる可能性は、
３．１１を経験した私たちなら、誰にも否定できないことです。
今すぐに手を打たないと（廃炉にしないと）手遅れになりかねません。
これは、原子力産業で利益を得ている人たちも一緒のことです。
日本に住めなくなったら、お金どころの話ではないでしょう。

最後に、核廃棄物の問題です。
10万年先まで厳重な管理が必要な核廃棄物、
誰が責任を取れるというのですか？
未来の人類は、きっと現代の人間を軽蔑するでしょう。
人の家の玄関先に汚物を置きっぱなしにするのと同じ行為です。
この核のゴミをこれ以上増やしてはいけません。

以上が、全ての原子力発電所を即刻廃炉にして欲しいという意見とその理由です。

54054 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ゼロシナリオを支持します。
現在と将来の日本国民の健康と安全な国土を守りた
い観点から、今すぐ全原発を停止し、廃炉に向けた施
策を開始すべきと考えます。

私の意見：
１）再稼働した大飯原発も含めただちに全原発を停止するべき。
２）全原発から放射性燃料を回収し、当座は最も安全で悪影響の少ないと思われる場所に集中し一括管理する。
３）国として次の３点を最重視して2030年までの具体的な目標を立てて取り組む。(1)福島原発事故の被害者支援・健康管理、(2)代替自然エネルギー発電の実用化技術開発推進、(3)放射性物
質の安全な廃棄処理技術開発推進

その理由：
１）日本のように地震が多発する狭隘な国土で原子力発電を進めてきたこと自体、現在と将来の国民にとって非常に危険な誤った施策であること。
２）これまで国や電力業界が進めてきた「安全神話」はまさに根拠のない神話であることが福島原発事故で明らかになったこと。全国５０数カ所のどこでも原発事故は明日にも再び起こりうるし、
その場合の損害は計り知れない大きな物となること。
３）原発システムは、仮に事故を起こさずにいるとしても、環境汚染問題、原発労働者被爆問題、最終処分場問題などの深刻な問題を継続的に起こしていること。

以上

54055 個人 家事専
業

５０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
「２０３０年度に原発０」ではなく「即　原発０」を主張

現在原発稼働ありきで動いているが、再生可能エネルギーに尽力して欲しい。再び事故が起こる環境におくことは危険で事故が起きたときに日本は再起不能になってしまう。未来に希望を持っ
て復興するためにも放射能の危険から解放されたい。

54056 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 (1)ゼロシナリオ推進を支持
この度の原発事故により、今後の賠償費用等従来か
ら言われる低コストの前提が完全に崩れ、安全性との
観点からも原発を使用する自体現実的な選択肢では
無い。
そのため(1)を支持する。

(1)ゼロシナリオ推進を支持
そもそも議論の前提となる原発のコストに疑問がある。
従来からの原発の低コストは、1.最終処分費用の事実上の棚投げ、2.電源三法からの潤沢な補助金　3.免責付きの貧弱な保険　4.津波・地震対策の不十分な設備
以上の４点によって実際のコストより低くなっている。

そして福島の賠償費用も加わり、現実的な実際のコストでは既に低コストとはいえなくなるのではないか。

それをふまえ高性能化と低コスト化著しい再生エネルギーに資源を投入する方がコスト、国内産業の振興、エネルギー安全保障の観点からも合理的ではないかと思う。

そして廃炉によって懸念される、立地自治体の雇用経済対策として南相馬市のメガソーラー事業などの再生エネルギー関連事業に優遇措置をつければ、痛みを最小限にできるのではないだろ
うか。

以上の論拠により、私は原発を全廃する(1)ゼロシナリオ推進を支持する。

54057 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年までではなく、即刻原子力エネルギーは、廃止
にすべき。
また原発の再稼働には反対です。

今回の福島の原発事故で、放射性物質の影響がどれほど深刻なものかを、はっきり認識させられました。 これまで根拠のない、放射性廃棄物の処理の楽観論も崩壊してしまった現時点におい
ては、これ以上の放射性廃棄物を増やすことが、
どれだけ日本の未来に禍根を残すことか。
10万年以上もの期間本当に安全に管理出来ると言い切れる根拠を示してほしいものです。
要望
1  再稼働の中止、大飯原発の停止。
2  発電、送電の完全分離
3  再生可能エネルギー の固定買取制度の 対象範囲の拡大

54058 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 将来的には原発は廃止、ゼロにすべき 事故があった際のリスクが大きい。

どんなことでもリスクはゼロにはならない。
また特に災害は発生リスクが読めない。
かつ、事故が生じた際のリスクが大きい原発は廃止すべき。

ただし、一方で停電という経済への影響もあるので、電力不足になる恐れがあるうちは暫定的に原発を稼働せざるを得ない。そのためには徹底した安全対策も必要。

経団連は雇用が減るといっているが、新たな産業、再生可能エネルギー事業などもあるのだから、その産業に投資し、あらたな雇用、需要をうみだせばよい。

イノベーションなくして、産業は発展しない。そしてイノベーションが生まれるのは、追い込まれた時の方がおおい。

今までの産業が通用しなくなった時、もう一度同じ道をたどるのではなく、新たな道を探し、作り上げていかないとダメだと思う。

54059 個人 自営業 ４０代 女性 既存原発稼働させ、経済成長を促し、主体的に人生
を選択出来る豊かさを被災して様々な物を失った
人々にも、子どもたちにも渡すべき。

既存原発稼働させ、経済成長を促し、それによって次世代エネルギーへの投資を増やすべきです。
一部の何も知らずに騒ぐ人々の声の大きさに迎合せず、先進国として他国への援助(取引相手としての立場)も続けられるだけの体力保持、増強を目指すべき。
　経済成長期に生まれて今まで、私は高い教育を受け、働く機会を与えられ、高齢になって子どもを持つことまで選ぶことが出来ました。主体的に人生を選択する機会を与えられて来たのです。
しかしながら、同年代でも全ての人がそうとは限りませんし、後のタイミングを生きた女性たち全てがそうかと言えば、経済成長の失速の中で怯えて来た人もいます。日本が充分に豊かになった
かと言えば、まだまだだと思います。
　そんな中で起こってしまった、不幸な災害や事故を理由に、今あるエネルギーを放棄するのは、馬鹿げているとしか思えません。多くを失った方々がもう一度それらを取り戻すためにも、エネ
ルギーの安定的な供給は必要で前提の条件です。
　私たちがこれまで手にして来た自由や豊かさの価値を、国民自身に再認識させるべきで、それと同等かそれ以上のものを子どもたちに渡して行くためにも、しっかりとした国のあり方のビジョン
を示して下さい。またそれと同じような自由と豊かさを、日本以外の国の人々が得られる助けを、間接的にでもわずかにでもして来たことを、堂々と国民に伝えるべきだと思います。
　私が国に求めているのは、日本はダメだというマインドを払拭する堂々たるリーダーシップです。
既存原発の稼働によるエネルギーの安定供給によって、増税も可能となるのではないでしょうか。
　

54060 個人 自営業 ５０代 男性 原発依存の即時0％を希望します。 後世に禍根をのこくすから。

54061 個人 その他 ３０代 女性 原発は全て廃止にしてください。 利権問題、差別問題、関わっている上部の人たちが責任を取らない仕組みになっていて、信頼ができない。
事故を起こしたら、国境関係なく、地球上の全ての生命に多くの犠牲がでる
原発によるエネルギー政策は廃止にしてください。

54062 個人 自営業 ６０代 男性 原発依存度をゼロを選びます。 地震国日本において、また人類が処理しきれない大量の核廃棄物を生み出し、処理できない原発は、だれが考えても必要ない事です。真に日本の国を守りましょうー！

54063 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
風力発電（民家を離れたところ）などの開発を推進してください。

54064 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオ希望。廃炉に！ 人間では制御不能な 極めて危険なものに頼って電気を作り続ける事に大いに反対。福島のことも手に負えない状況で原発を推し進める体制は理解できない。事故を起してしまった今、エネル
ギーをシフトさせる大きな転換期として進まなければならないと思う。廃炉にするだけでも長い年月とお金がかかる。でも、続けていくより よっぽどマシ。日本の行動を世界が見ている。クレイ
ジーと呼ばれるのも無理はない現状。今、大きな決断をしないでどうするんだと思う。本当にいらない。もんじゅまで使う気でいるのも 信じられません。原発反対です。本当に危険すぎます。

チェルノブイリの健康被害の恐ろしい状況を知れば、原発の存在そのものがあり得ないですね。人類とは共存できない代物です。もし、チェルノブイリ級の事故が起きれば日本は壊滅的状況に
陥り、2度と立ち上がれないでしょう。したがって、即時原発全面廃止以外の選択肢は考えられません。以下に私どもが訳した「チェルノブイリの恐ろしい健康被害」の一部を掲載します

 1.遺伝性および催奇性障害（奇形）は、直接被害を受けた3国（ロシア、ベラル－シ、ウクライナ）だけでなく多くのヨ－ロッパ諸国で、明らかに増加した。ドイツのバイエルン州ではチェルノブイリ事
故以来先天性異常が1,000人から3,000人も増加した。ヨ－ロッパでの10,000人以上にのぼる重篤な奇形は放射線によってもたらされたのではないかと危惧している。人工中絶は未報告例が多
いと思われるが、あのIAEA（国際原子力機関）でさえ、チェルノブイリ事故によって西ヨ－ロッパで100,000人～200,000人の人工中絶があったという結論に達した。

 2. UNSCEAR（放射線の影響に関する国連科学委員会）のデータをもとに計算すると、チェルノブイリ地域で12,000人から83,000人の子どもが奇形を持って生まれ、全世界では30,000人から
207,500人の子どもが遺伝子の障害を受けると予想されている。第一世代ではみられる障害者数は、予想されるすべての障害者数のわずか10%にすぎないことも銘記しておかなければならな
い。

 3.  チェルノブイリ事故の余波はヨ－ロッパで死産や奇形が増えただけでなく、男女比の割合にまで影響を及ぼした；1986年以降明らかに女児の出産が減少したのである。クリスチ－ナ・フォイク
トとハ－ゲン・シェルブの論文によれば、1986年以降、チェルノブイリの影響でヨ－ロッパでの子どもの出産数は、予想より80万人も少なかった。シェルブは、この論文ではすべての国をカバ－す
ることができなかったが、これも入れるとチェルノブイリ事故後、失われた子どもの総数はおよそ100万人に達するであろうと推定した。出産数の減少は、地上核実験後にも観察された。

 4.ベラル－シだけでも、事故以来12,000人以上が甲状腺がんになった（パベル・ベスパルチュク、2007年）。WHOの予測によると、ベラル－シのホメリ（ゴメリ）地域だけで今後50,000人以上の子ど
もたちが甲状腺がんになるだろう。 この予測にすべての年齢層分を追加すると、その数はおよそ10万人に達すると計算される。

 5.ベラル－シとウクライナにおける甲状腺がんの実際数をもとに、マルコ（2007）は予測される将来の発生数を計算した。それによれば1986年から2056年のあいだに92,627人が甲状腺がんにな
るという。この数字には、汚染除去作業員の甲状腺がんは含まれていない。

 6.  チェルノブイリ事故後スウェ－デンおよびフィンランド、ノルウェ－では乳児死亡率が、1976年～2006年の予測死亡率と比較すると15.8パ－セント有意に増加していた。アルフレ－ト・ケルブラ
インの計算では、1987年から1992年の6年間に1,209人の乳児が余分に死亡していた    （95%信頼区間：875人から1,556人）。

 7. ドイツの科学者たちが次のことを発見した。チェルノブイリ事故の9ヶ月後に生まれた子どものあいだで21トリソミ－（訳注：ダウン症）が有意に増加していた。この傾向は、特に西ベルリンと南ド
イツで著しかった。

 8. オルロフとシャヴェルスキ－は、ウクライナの3歳未満の子どもで脳腫瘍が188例あったと報告した。その内訳はチェルノブイリ事故前（1981年～1985年）には5年間で9例であった－1年あたり2
例以下。ところが事故後（1986年～2002年）の16年間では、脳腫瘍と診断された子どもは179人に達した－1年あたり10人以上。

 9.  南ドイツのより多く汚染された地域では、小児腫瘍の中でも比較的少ないタイプ－神経芽細胞腫－が有意に増えていた。

 10. ウクライナのチェルノブイリ省によって発行された資料によると、各疾患が以下のごとく大幅に増加していた。1987年から 1992年の6年間で、内分泌系（25倍）、中枢神経系（6倍）、循環器系
（44倍）、消化器系（60倍）、皮膚と皮下組織（50倍以上）、筋肉・骨格系と精神的障害がともに（53倍）であった。1987年から1996年の10年間で、避難者のうち健康な人々の割合は59%から18%へ
と減少した。汚染地域に住む人々では52%から21%と変化した。特に悲惨なのは、両親が高レベル放射能にさらされた子どもたちで、自らは放射性降下物の被ばくを免れたにもかかわらず、健康
な子どもの割合が81%から1996年には30%に減少した。

 11. ここ数年間、小児および青少年のあいだでI型糖尿病（インスリン依存性糖尿病）が急激に増えていると報告されている。

 12.白血病やがんなどの悪性疾患よりもがん以外の病気がはるかに多い。

54050 法人・
団体等

法人等 ６０代 男性 チェルノブイリの健康被害の恐ろしい状況を知れば、
原発の存在そのものがあり得ないです。もし、同様の
事故が起きれば日本は壊滅的状況に陥り、2度と立ち
上がれないでしょう。即時原発全面廃止以外は考えら
れません



54065 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 脱原発のゼロシナリオを支持します。 原発の維持を考えるより、水力や火力の稼働率を上げていった方が国民の生活を考慮した時に重要だと思えたからです。
現在、原発の稼働率は７０％、水力は２０％、火力は５０％で稼働しており、発電に至っては、水力を主軸に稼働率を上げれば原発の発電量を十分に賄えることが可能です。ここで、それぞれの
事故を仮定した場合の原発がとても危険で、事態の収拾と解決（放射能の影響緩和を含む）に時間が掛かりすぎるのが安易に想像できます。
以上の事を踏まえて、ゼロシナリオを支持します。

54066 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロ 危険な原発は要りません。

54067 個人 自営業 ４０代 男性 原発絶対反対です！即刻０％にすべきだと思いま
す！！！！！

野田首相は大飯原発再稼働のとき、安全性に責任を持つという趣旨の事を言っていましたが、もし事故が起きたら、だれも、どんな手段をもってしても責任を取る事が出来ません。責任を取ると
いう事自体が、当てはまりません。そんな原発です。原発絶対反対です！即刻０％にすべきだと思います！！！！！

54068 個人 自営業 ３０代 女性 原子力発電はできる限り早く0%にするべき。それぞれ
をきちんと廃炉にし、
日本の国土、資源、国民の健康、命を守らなければい
けない。

原子力発電所の事故は国土を汚染し、日本にとって大切な資源である美しい水、安全な食料を破壊してしまった。次の日本を担う子供の健康を守ることもできず、20年後、その先の日本で、
いったい誰が毎日働いて、税金を払い、国を守るのでしょうか。

電力会社を守り、その周辺の利害関係を守って、事実や予想される未来の危機にも対策をとれずに、日本という国そのものを見殺しにして、原発を存続させてなんの意味があるのか、全く理解
できません。

電力を大きな施設で大規模に発電する時代はすでに終りました。小水力発電など、小・中規模で拡散した発電所を作り、効率よく使うべきです。
発送電の分離を行い、もっと安価な電力が日本を支えるべきです。

日本は地震の巣の上にある国と言っても過言ではなく、常に大地震のリスクがあります。これをふまえた国づくりをできなければ、また原子力発電所の事故にみまわれ、今度こそ国を失うことに
なると思います。

原子力発電所はできる限り早く、すべて廃炉にし、今の日本の状態に合った国づくりをすべきと考えます。
54069 個人 その他 ４０代 女性 ２０３０年までの日本の原発のあり方、「原発ゼロシナ

リオ」でお願い致します。高速増殖炉もんじゅも廃炉に
してください。NO NUKES More LOVE（アーティストの
アイデア拝借）です。

福島第一原発の事故収集がいまだに終わっておらず、解決の策も見出せず、苦しんでおられる被害住民や産業の方々が大勢いる中、また私達身内の子供などへの健康被害の不安なども考
えたとき、原発の推進や継続など選択できません。廃炉の方向に向かっても、その関連作業で現在の原発従事者などの雇用は相当確保できるとも聞いています。また再生可能エネルギーでの
雇用促進も期待できます。一日５千万円使いいまだに稼動した事のないもんじゅ（だからと言って無理に稼動すればいいというものでもありません。自殺者も出てるではありませんか。）も廃炉を
お願い致します。今回の事故が無くても被曝労働者（社会的な弱者）に支えられた産業技術であるなど。今こそ日本は生まれ変わるときでないでしょうか。

54070 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発は子供たちには残せません。原発に頼らず自然
エネルギーの開発を進めて、持続可能な社会をめざ
して、GDPではなく国民幸福度を高めて笑顔が溢れる
未来を残していける、政策を実行できる政治家を支持
します。

今の政策では国民は幸せにはなれません。

54071 個人 その他 ４０代 男性 原発の全面的廃止 半減期が長期間に渡る危険な放射性廃棄物の有効な処理方法が「地下に埋める」しかないというのは、今の世代が享受している繁栄のツケ（＝危険性）を子孫に廻すという、無責任極まりない
ことだと思う。よって、未来の地球生物のことを考えれば、多少の不便を耐えても（それが利便性や国家としての勢いを失うことに繋がるとしても）原発の全面的廃止を目指すべきである。

54072 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオで即時０％を希望します。 また大地震が起きて、西日本で原発事故が起きれば、
日本全土が汚染で住めなくなってしまうから。

54074 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロ 原発ゼロシナリオ。もんじゅなどの高速増殖炉は廃炉

54076 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
膨大なコストがかかる。ひとたび事故が起きれば多くのひとの命や生活が犠牲になる。万が一事故がなかったとしても、放射性廃棄物は何代も先の子孫にまで残さざるを得ない大きなツケにな
る。原発は百害あって一利なし。今すぐ全ての原発を停止・廃炉とすべきです。
そして、発送電分離や電力ビジネスの完全自由競争化（現行電力会社による地域ごとの独占からの脱却）などを実現するために、電力システムの大幅な再構築を進めていただくことを切に願
います。

54077 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 選択肢(3)番　原発依存度２０～２５％に賛成。
より安全な原発を建設し、地球温暖化、エネルギーコ
スト低減を推進すべき。

企業が海外に出ていったら、日本経済の発展は無い。
消費増税して電気代も上がるようでは家庭は大変である。

54078 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。 　東京電力福島第一原発の事故は、いまだ収束せず、放射能の放出は続いており、危険な状況が続いています。そして、この事故により、今も多くの人が苦しんでいます。事故の原因の究明も
不十分です。エネルギー政策を決める前に、原発の再稼働を先行させていることにも問題があります。
　原子力発電は、地震などによる事故、放射能による災害リスクなど恒常的な問題を抱え、核廃棄物を排出し、処理方法も未確定であり、現在の電力のために千年・万年の単位の子々孫々の
代まで、核のごみを残すようなことは許されません。福島原発事故の被害を誠実に賠償した場合、賠償金額は数十兆円、数百兆円にものぼるだろうとの試算も行われています。福島原発の爆
発事故によって、原子力発電による利益では支払いきれない経済的損失が発生しています。原子力発電はもはや安価な電力ではありえません。私たちの子孫に、核廃棄物の管理という負の
遺産を負わせてはなりません。何百年先、何千年先の未来の日本人に迷惑をかけるのでしょうか。発はそこで働く人に被ばくすることを強制します。被ばく労働を前提にした非人間的なエネル
ギーに頼るのはやめるべきです。
　エネルギーシフトは経済の転換であり、社会そのものの転換です。福島第一原発事故を契機に日本のエネルギー政策を根本から変えることが求められています。２０３０年の省エネではもっと
大幅削減を提示し、そのための政策を導入すべきであり、再生可能エネルギー（太陽光・風力・天然ガス・バイオマス・燃料電池など）を最大限導入すべきです。エネシフによって、地域の雇用を
作り地域の振興も進めていく道を探るべきです。そしてエネルギー構造を変えるというのは、経済の構造を根本から変えていくことであり、命を大切にする経済を求めていくべきです。核と人類
は共存できません。原発は、コスト・採算・利潤原理を基準とする限り、十分な事故対策、災害対策をとることはできません。利潤原理を基準とする商業的発電として原子力発電を推進してきた
こと自体が誤りだったのだと考えます。安全を放棄して、利潤・採算を採った、だから起こるべくして事故は起きたといえます。私たちは「絶対安全」を求めます。安全確保、放射性物質のもれ、放
出を起こさない対策を十分とろうとすれば採算に合わないし、万が一の賠償の負担もできない、というのなら原発はやめるべきです。
　東京電力福島第一原発の事故を受けて、政治がなすべき第一は、「原発ゼロ」に向かうという決断です。事故当事国であり、まして常に地震・津波・噴火の危険にさらされている我が国では、
もはやあらゆる意味で「安全神話」はなりたたちません。事故後、国民の中に広範に生まれた「原発ゼロ」への思いを受け止め、また、世界に向けて我が国の立場を明確にするためにも、政治
が原発ゼロにむけたしっかりとした論議と政策選択を行うべきです。福島第一原発及び老朽化炉の速やかな廃炉、浜岡や柏崎刈羽など震源域の原発の即時停止、全原発でマグニチュード９以
上の地震や津波を想定した安全点検、原発の新増設計画の凍結など、「脱原発」政策の推進が求められています。

まずは、
エネルギー政策に携わるすべての方々に敬意と感謝を。

大変な時代の大変な指針に関する判断というのは、
非常に難しい事だと思います。

３．１１後、
より一層、現実的な生活への影響の大きさを痛感しております。
誰かが決めてくれれば良いというスタンスではなく、
自分の意見も積極的に発信することが大切だということを実感します。

結論から述べると、
「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。

複雑に入り組んだ仕組み故に捉えにくいトピックですが、
ウラン鉱山から最終処分地までの過程の至る所に
解決しえない問題があると感じます。

原子力の発電時に生まれてくる
放射性物質の問題。
そして
高濃度の放射性廃棄物の行き先（つまり最終処分地）の問題。
数万年安全に管理するというスケールも非現実的な話に感じます。
誰しもが自分の土地では受け入れたくはないという現実です。
未来に気安く任せられるものでは決してありません。

「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望の背景には
私の場合は自分なりに「核燃料サイクル」について
構想や現状を整理しなおした中で
導き出した結論であります。　＊１

その思いが政策に反映されることを願っております。

＊１

『もんじゅのはなし「全」:（随時更新）』
http://ameblo.jp/mimizunoe/entry-10985535803.html

[北村やすし『みみずの絵の日記（仮』）のブログ内]

54075 個人 自営業 ３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。

54073 個人 その他 ５０代 男性 国と人類の行方を決める政策に権限を有する方々
に、正しい権限行使を求む。常温核融合実用化に予
算をつけ、原発依存ゼロの早期実現を。死の瞬間、悔
いなく自らの栄誉を称え、安らかな心で移行されんこ
とを願う。

買い物を終え広い駐車場に戻り、車のドアをあけようとして舗装された地面の上に視線を落とすと蝉のムクロ(骸)が転がっている。毎日、蝉しぐれを聞きながら、夏が駆け足で去ってゆくことを例
年のごとく感じると同時に、誰からも顧みられることのない空蝉(うつせみ)の姿が心のスクリーンに映じた。蝉は天命をまっとうし得て、向こうの世界に帰ったの だろうか。その亡骸(なきがら)は透
きとおり、何らの感情も想いも遺してはいない。この地上に湧いてきて、いのちのかぎり短き日々をひとしきりなき尽くし、また帰ってゆく。彼らはあらんがきりの声を出すために薄い翅でおおわれ
た体全体を震わせる。

私達は、そのようにして生きているか。

蝉が何かのメッセージを訴えているかどうかはわからないが、私達は今の地球に何らかの決意をしてやって来ているのではないか。

原爆の落ちた67年前の日本の夏。百年は緑も再生しないだろうと米国は予測したけれど、 土地の土壌微生物の生命力によって、二、三年を俟たずしてみごと緑の命は吹き返した。

当時、蝉の声を聞いた人の耳には、それが鎮魂歌とも生命賛歌とも聞こえたかもしれない。

広島・長崎の火の玉の炸裂と、昨年の福島の原発のメルトダウンは、同じ人類の過ちである。

太陽の恩恵への感謝を忘れた人類が飽くなき欲望のためにエネルギーを貪欲に奪い、お金 を神のように崇めた結果、「火の過剰」が、自然界の摂理とバランスを破壊した。

そして、原発事故による甚大な放射能汚染と再稼働への不安が日本全土に広がりつつあるにもかかわらず、今回の貴重な学びから学ぼうとしない人々がいる。

本来なら、コストや経済性のことをいう前に、線量の高い福島で疎開もできず、せいぜい県外の受入れ施設に保養に行くことしか許されぬ子どもたちがいるという現実の緊急性や切実さに意識
を合わせるべきだ。国民の安全にたいし最も責任ある立場の政治家や官僚、そして電力各社、経団連のトップらは、その権限と地位を正しく使い、日本国中の原子炉の即刻全廃を決めるべきで
ある。月給泥棒にならぬように。

しかし、誰もが責任を持とうとしない。常温核融合、フリーエネルギーの他にも、再生可能エネルギーと呼ばれる代替エネルギーで十分にやってゆけるのに、原発依存度をゼロにする道に進む
べく指導力を発揮できないでいる。

これは、除染事業に関しても同じだ。スキミング(表土剥ぎ取り)、高圧洗浄、吸着方式(ゼオライト等による)では実効性のないことを政府も認めざるを得ないところまで来ている。
微生物による複合発酵法による除染、有機物磁性分解装置による放射能汚染産業廃棄物の安全な処理など、国を挙げて交付金を出し、環境省の除染ガイドラインに反映すべき本物のテクノ
ロジーはある。にもかかわらず、経産省やバックの研究開発機関の担当官は、「セシウムは消えない」「核変換など あり得ない」という言葉を繰り返すばかり。誤った地球の科学常識に逆らって
まで認めるわけにはゆかないという理由で。結局は自分の首が飛ぶのだけが怖いという保身から何も決められない。ただ、明日の我が家の生活さえ安泰であればいいというのであろうか。国家
公務員として、代議士としてのお役目を果たす必要がある。(自分の生きている間の繁栄だけでなく、子孫の代の地球のことまでも考え、使命を果たしてください！)

残念ながら、現在の地球の意識レベルはかくも低い。権限を握った組織の幹部が、未だそうした意識圏を超え出ないのも、個人の良心の問題だけにとどまらない。集合無意識のエネルギー
フィールド(磁場)に引っ張られてのことでもある。
だから、人類の集合無意識の波動が上がってゆかないと、ダメである。意識レベルは、人により本当にさまざまであるから、一筋縄ではゆかない。 言葉でいってもダメな相手のこともあれば、そ
こにこめられた魂や言霊の力により、相手の心の奥深くに閉ざされた部屋の扉があくときもある。

忘れてはならないのは、日々の暮らしの中で庶民の心に響く祈りだ。この地球上では、先住民の知恵に代表されるエソテリック(秘教的)な儀式などにより、人類の潜在意識に眠っている領域を
目覚ますように作用し、蓄積されていっている光明的なエネルギーもある。
脱原発デモに参加して思うのは、昔の全共闘世代のデモとは異なり、権力と闘う姿勢ではなく、高邁な「祈り」にまで高めあげられつつある点だ。当然の命の権利を希求する叫びをごく自然に、
それも団体の一員としてではなく、あくまで個人参加の立場から責任ある表現を行う。しかも、この動きは大きな影響力をもったエネルギー磁場を形成しつつある。

デモに参加できない人々よりも、健全に自己表現している人々の鳴らしているアラームにこそ、忠告だと思って耳を傾けて欲しい。体験から学んだ国民の叡智を軽んじてはいけない。職責に恥じ
ない仕事をして欲しい。それは何も特別なことではない。同じ人間としての共感、退職した日のこと、子孫のことまでも想像して権限行使をするだけだから。

国の進むべき道を左右するお役目の重さをよく自覚され、原発即時停止、さらに全廃と代替エネルギー開発(一例として、イタリアでは既に実用化段階に入っている常温核融合技術のことをまず
ご自身で勉強され、研究開発費用に十分な予算を割く)、自然と調和し、知足と共生を旨とした新たな国民のライフスタイルの確立へと舵を切っていただくことを望む。

そして、あなたがたが死ぬ瞬間に、後悔ではなく、自らの栄誉を称え、安らかな心で移行していただくことを、私は自分事のように望む。



54079 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。
目に見えない恐怖、人体への影響は、他の何にも変
え難いものだと思います。

原発ゼロシナリオで、クリーンエネルギーを増やすことを希望します。
原発がなくても、やっていく方法は、必ずあるはずだと思います。

54080 個人 学生 １０代以
下

男性 国のエネルギーの選択肢 原発使用を「０％」にして下さい！

54081 個人 その他 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
フクシマ原発事故以後の日本で、もはや電力のために原発に
依存するなんて誰も選択出来ないはずです。
事故の収束も遠い道程の厳しい作業です。原発事故の被災者への
補償も全く進んでいません。よくも、野田政権はありもしない
収束宣言をしたものです。大飯原発再稼働を決定したものです。
更に核のゴミの問題は世界中で解決せず、放置したままです。
私は、電力などもっともっと減らして、スローライフの豊かな
精神性のあるこの国の将来を切望します。

54082 個人 その他 ４０代 女性 原発はいりません。
原発はできる限り早くゼロに進め
完全廃炉  を希望します。
原発依存は0％のエネルギーへの転換を希望します。

原発はこれほどに安全性があやういのに、
みずからの健康を賭けのようにひきかえにして、
持つものでない。

福島の事故で、全世界にまで、放射能を撒き散らし続けて
いる。
現在進行形です。

お金がかかっても仕方ない。
原発以前はそれでやってきたのだから、
できなくはない。
エコ製品もどんどん出ている。

○そこまで電気を消費しなくてよい製品の開発
○原発をゼロ→代替エネルギーへの転換

を進めることを希望します。

54083 個人 自営業 ３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。 ・処理方法すらまだ見つかっていない核のゴミを、これ以上増やすことに反対だから。
・原発作業員が強いられる劣悪な労働条件や労働環境にはとうてい納得できないし、今後それらが改善されるとも思えないから。
・地震大国である日本には、もっとふさわしいエネルギー源があるから。
・原子力エネルギーは「クリーンなエネルギー」と言われてきたが、その原子力エネルギーが土も水も空気も汚染し、国の内外に放射性物質を撒き散らしたことに憤りを覚えるから。

原子力発電所はいりません。即時０％を希望します。

54084 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 １、ゼロシナリオ、を選択します。選択肢が３つしかな
いので１を選びましたが、即刻廃止を希望します。

「電気がないと快適な生活はできない」ということ自体が幻想だと思いますし、原子力発電がなくても、ある程度の電力はまかなえるはずです。福島原発の事故以来、都内在住でも放射能に怯
えながら暮らしています。原発を建てた時点では、巨大地震が来てこんなことになるとは考えていなかったのはもはや仕方がない。しかし、あの事故で「地震国であり、活火山も多い日本での原
子力発電は危険すぎる」と思いました。廃炉を今決めたとしても、完全に廃炉にするまでには長い時間がかかるでしょう。お金も手間もかかるでしょう。でも、今から取り組まないと、100年後には
日本という国自体がなくなってしまうのではないかと心配で仕方ありません。

54085 個人 自営業 ３０代 女性 脱原発、原発ゼロを望みます。 人の命より大切なものはあるのでしょうか。
故郷を亡くした福島の方々、これからでるかもしれない健康被害にどう責任が取れるのでしょうか。
地震大国日本で同様の事故がおきたらどうするつもりなのでしょうか。
エネルギーの詳しいことはわかりません。
でも原発なしでもやれるはずです。

これからの日本がなくなるか、
存続して新しく生まれ変われるかがかかっています。

これ以上犠牲をださないでください。お願いです。

54086 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発を即時停止。 子供達に悪影響があるのをわかっていながら、そのまま続けているなんておかしい。都会のために地方の人たちが犠牲になるような政治構造は常に振り返って改められるべき。テレビ局に圧
力をかけているのも露骨すぎるし、風評被害なんて、気にする方が悪いような言い方は逆に差別である。

54087 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電の即時廃止を希望します。 絶対的な安全性はあり得ず、核廃棄物の処理も確立されていない。「原発が現実的には必須である」という考えに与しない。かように危険な原発と暮らすことのほうが、非現実的である。そして
将来にわたる責任を今、我々が果たすためにも、原子力発電から直ちに手を引くべきである。科学技術の粋は、廃炉および既に存在する核廃棄物の処理にあててほしい。そしてGTCCなど代
替の発電方法を直ちに検討すべし。

54088 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発の再稼働には絶対反対です。 福島もまだ終わってあらず原因さえ究明されていないのに、再稼働はあり得ない。

54089 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (3)の20～25シナリオで行くべき。 今すべきことは震災とデフレで疲弊した経済活動を正常に戻すこと。したがって他の原発再稼働は一刻も早く行うべき。年間数兆円の燃料費浪費は問題外。
そもそも、今回の事故も技術的には津波による全電源喪失が原因なので電源の多重化などの対策で対応可能。それでも心配なら、老朽化の状況に応じて稼働の優先順位をつければいい。本
当に問題なのは技術ではなくガバナンスの問題。例えば福島第一なら海水注入しての冷却をしていれば炉心溶融と爆発はなかった。
したがって、多重事故想定を行った上で対応しきれなくなった場合は廃炉覚悟で第三者が判定・対応することのルール作りが必須。（当面ははまだ間に合わないので電源の多重化と電源車の
確保で対応、周辺自治体に納得いただく。本当は政府がしにものぐるいですすめるべきだった）
将来の原発ゼロを目指すにしても、今存在する原子炉はいずれ廃炉しなければならない。そのために必要な技術者、研究者を確保育成しつつ、原子力産業を支えながら安価なエネルギーを追
求する。具体的には、トリウム溶融塩原子炉等の次世代原発開発と廃炉ビジネスを国家的に推進し、福島ほか他原発立地自治体の不安を解消するべき。（廃炉=失業という人も多い）
その中で最適な原子力エネルギーの依存率を決定すればよいのでどのシナリオが適正か不明。専門家に任せたいが、3の20～25%でよいのではないか。

54090 個人 自営業 ６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。福島第一原発事
故の結果、原子力の安全利用の夢は消えました。兵
器利用と表裏一体の原子力利用は、我が国のみなら
ず世界中で終えるべきです。

わが国の原子力発電所の開発と設置は、果たして国民の総意だったのでしょうか？けしてそうとは思えません。このたびの福島第一原始力発電所の事故により、さまざまな問題が明らかになっ
てきました。同時にまだまだ隠蔽されていつ事柄も多いと思われます。安全な原子力利用のプロパガンダにだまされてきたと思わざるといえません。唯一の戦争被爆国の日本に核兵器保有の
欲求があったことも確実のようです。信じられないことです。各兵器利用と表裏一体である原子力の平和利用は極めて脆弱な管理下にあるといえます。まして、技術的裏づけもなく、安全な廃棄
処理も確立できず費用対効果も明らかないできない原子力の利用は、即刻終了すべきと考えます。

54091 個人 自営業 ４０代 女性 今ある原発の即停止、および廃炉を求めます。子ども
たちを殺さないでください。植物や動物を、滅ぼさない
でください。水を汚さないでください。原発は不要で
す。

電気はなくても生きていけますが、水や植物・・・飲み物や食べ物が無くなったら、生きていけません。人間として、何を第一優先とするか、考慮したうえでの、発電方法を採用してください。
美味しい水と、美味しい空気、そして元気の出る食べ物が、必要です。
生きていくうえで、電気はサブです。メインではありません。いくらでも工夫できます。原発は、不要です。

54092 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロ。既設全廃、新設及び工事中止解体。
代替は火力・水力発電の活用と依存率拡大で賄ってく
ださい。
国内のガス田開発も急いでください。

そもそも、日本政府は、原子力発電を推進することを国民に問うたことがないではありませんか。まず、その原点に立ち返ってください。
福島第一原発の爆発事故で、福島県だけでなく、国土が広く放射性物質に汚染されました。
現状も、事故機から環境へ、放射性物質が拡散され続けており、その放射性物質に汚染された農畜産物や海産物が東北関東から全国へ、国の政策で流通されています。
また、東北震災被災がれきの広域処理も国策で行われており、わざわざ放射性物質を拡散させる政策であり、容認できません。
放射性物質に、健康被害リスクがある以上、この国策は間違っています。
東北食べて応援キャンペーンも、被災がれき広域処理も、ただちに中止してください。
事故がなくとも、原発の運転で拡散する放射性物質が、健康被害を引き起こすリスクがある以上、原発の存在を容認できません。
半減期まで何十万年もかかる放射性廃棄物も問題で、そんな遥か先の未来まで国が管理できる保証がありません。いま以上増やさないでください。

54093 個人 自営業 ３０代 男性 原発0シナリオ支持 福島の事故を起こして、もう原発と人間が共存する道はないのだと知った。
これからのこどもたちにこんな危険な物を残しては置けない。
再稼働反対。
原発のどれも支持しません。

54094 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを求めますが、
今すぐゼロ％にしてほしいです。

福島での事故のこともあり、リスクの高い原子力エネルギーに頼るのはとても不安です。考え方も古いと思います。
北欧のほうでは安全で進んだ電力供給の道を選んでいます。
日本も先進国ならば、未来のことを考え、古い考えにとらわれず新しいエネルギーへと即切り替えてほしいと願います。
このままでは日本は世界に放射脳汚染をまき散らす大国になるでしょう。
自然豊かな美しい日本を原発で壊したくないです。

54095 個人 無職 ６０代 男性 原発は０％にすべきです。
原発は人間の手に負えないと言っているのです。原
発を残す意見を持っている方は、エネルギー・経済的
な解決策を示さないから０％は机上の空論だとの意
見は論点のすり替えだと思います。

原発は０％にすべきです。
私は埼玉県在住です。昨年3月、福島第一原子力発電所において全電源消失・冷却機能停止のニュースを耳にした時の恐怖は忘れません。報道も政府も全く詳しい発表をしなかったためとて
も不安を感じました。この時の各テレビ局や政府が、原子炉状況を詳しく説明し、どのような危険が迫っていて、それに対してにどのように対応しようとしているのかを説明すれば、私は政府を信
頼することができるし、自分でも何らかの行動を自己責任で取ることができた。しかし、原子力の専門委員会も東電も何が発生しているのかわからず、対応もできなかった。テレビ局は専門家を
コメンテーターにして解説しようとするが、さまざまな意見が乱立しかえってわからなくしてしまった。
その後、爆発・放射性物質による被曝・海洋汚染等・広域避難となった。その時も各テレビ局も政府も無力で発表自体が信用できなかった。私は自分で線量計を購入し自己防衛を行った。
現在、スーパーで食料品を買う時いまだ福島県および隣接県のものは買い控えています。
拡散してしまった放射性物質の処理もできず、事故が起きた原子炉の修理も撤去もできず、放射性物質で汚染されたごみ焼却も住人の理解を得られず、原発導入以来使用済み燃料の処分も
できない状況からもはや、原子力利用は継続できないのは明らかです。
エネルギー政策の大転換を強烈に行うべきと思います。

54096 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 核廃棄物の処理法が見いだせていない以上、原子力
発電をやめるべき。(1)経済効率、(2)環境保全を謳い
原子力を進めてきたが、実際は(1)バックコストが高
い、(2)人が住めない環境を創った原子力を続ける名
目はもはや無い。

原子力を用いたエネルギー政策の根本的な問題は、核廃棄物の最終処理法を技術的に見いださないまま、現在まで来たことにある。震災前、全国に５０基以上配置されている原子力発電所
が、日々処理の方法の分からない高レベル放射性廃棄物を生み出してきた。震災後、原子力による発電は順次停止していったが、各地の原子力発電所の使用済み燃料の貯蔵施設には、未だ
解決のつかない廃棄物の山が厳然と存在している。
　高レベル放射性廃棄物の有害性がなくなるには、数万年かかることはよく知られた事実である。この廃棄物の処理・解決法も考えずに原子力政策を決定することは、ブレーキのない暴走機関
車を走らせているのに似ている。このことにより、未来世代に取り返しのつかない負荷をかけることとなるのは間違いない。
　また、福島第一原発で大きな問題の一つとなっているのが四号機の核燃料プールであるということも、この問題の大きさを違う角度から示している。貯蔵する以外に明確な処理法が見つかっ
ていないため、現行システムでは４階（もしくは類似の高さ）という不安定な位置に燃料プールをつくらざるを得ない。このシステムのもつ危険性と脆弱性が、先の震災によって明らかにされたこ
とは、贅言を要さないだろう。
　つまり、処理技術が生み出されていない現在、核廃棄物は、(1)現在の社会を脅かし、(2)未来世代にも大きな負債を残す、という二つの致命的な問題をかかえていることになる。当然、放射性
物質を無害化する技術が将来生み出されることに問題解決の糸口を見いだそうとすることは、科学的見地からいって、ほぼ不可能に近い。
　となれば、原子力を推進する名目としてよく使われてきた「経済効率の良さ」にも、大きな矛盾がでてくるだろう。
　理由は明確である。バックコストが異常に高くつくからである。
　処理方法が無いまま、使用済み燃料を保管してゆくには、年あたり莫大なコストがかかる。これだけで、すでに「経済性」の観点から原子力を推進・存続してゆく必然性がないことがよくわか
る。
　また、直近数年の経済利益を求めるために、他のエネルギー技術の開発を疎かしてきたことにも、経済的にみて大きな問題がある。処理法がない以上、将来のいずれかの時点で、必ず原子
力に依存しない社会に移行せざるを得ない。産業・社会構造が確実に転換する時期がくることは、歴史的見地からいっても明らかである（そもそも産業・社会構造が転換してこなかった歴史を持
つ国は存在しない）。
　ならば、今からその将来を見据え、他のエネルギー技術を少しでも早く・多く蓄積してゆくことこそが、新たな産業を創り、雇用を創出し、経済を回してゆくための最良の手段になると言えよう。
このことは、原子力発電の分野で利潤を出してきたエネルギー関連の企業・産業・団体にとっても、自身の存続をかけた大きな命題となるだろう。他国よりもエネルギー技術の転換が立ち後れ
れば、当該分野に大きな損失が生じることが予測されるからである。
　原子力ゼロを主張するならば、原子力に変わる代替エネルギー案をだすべきである。これが、原子力推進・存続を主張する一つの大きな根拠となっている。ならばこそ提案したいのは、他のエ
ネルギー技術を利用できるよう、社会構造を変えるべきだ、ということである。
　自然エネルギーなどの小規模発電などは、設備不良による停電の頻度が高いことなどから、社会に与えるリスクが大きいとの主張もある。だが実際には、原子力による発電こそ、ひとたび事
故が起きた際に、小規模発電を大幅に上回るリスク・影響を社会の多方面にもたらすものであることは、この度の事故で明確に実証された。
　ならば事故を起こさなければよい、との主張もある。だが、地震が頻発する活動期に入った日本で、老朽化した原発が事故を起こさない保証はどこにあるのだろうか。そもそも、地震などの災
害がない平時においても、原子力発電が軽微事故を頻発していることは、厳然とした事実である。先日、運転が再開された大飯原発で、軽微問題が多発したのはその好例である。このように機
能不全をおこしている制度のもと管理される原子力発電が、果たして大きな自然災害に耐えうるか否か。客観的データに基づいて判断すれば答えは明らかであろう。
　上記の諸点に鑑みれば、エネルギーのリスク分散の観点からも、新エネルギーが参与できる社会システムを構築してゆくべきである。しかし残念ながら、現状では発電送電の分離の議論もあ
まり進んでおらず、新エネルギー技術が産業として参与できる余地は、かなり制限されているように見受けられる。
　今国会でだされた増税案を国民に説明する際、野田総理は、存続可能な社会を構築するために「将来世代につけを残さない」ことを強く主張された。これは非常に首肯できる主張である。なら
ば、エネルギー分野において「将来世代につけを残さない」政策が如何なるものか。高レベルでの有害性・危険性を何万年ものあいだ持ち続ける廃棄物を生みだす原子力エネルギーが、果たし
て「将来世代につけを残さない」ものなのか。
「将来につけを残さない」エネルギーを如何に選択してゆくか。この問題に係わる権利は、納税の義務を果たす国民にもあると考えられる。少なくとも、直接投票でこれらの問題を決める権利を
国民に与えることは、存続可能な開かれた社会を構築する上で大切なことであると思われる。



54097 個人 学生 ２０代 男性 私は3つのシナリオのうち20~25のシナリオを支持しま
す。

　本当ならば原子力依存率は25%以上が良いと考えます。
　なぜなら、日本が今後も国際社会において発言力を維持していくためには強固な経済成長が欠かせないと考えます。原子力発電なしには電力価格、電力の安定供給、産業の発達、地球温暖
化問題のいずれの点でも不利になると考えます。現在の日本の原子力に関する技術は世界一で原子炉の圧力容器を溶接なしに製造できるのは日本の企業のみでアメリカでさえもその企業か
ら圧力容器を購入しています。日本が原子力をやめるということはその企業の技術は日本では必要でなくなり日本からその技術が流出してしてしまうことの考えられます。また、再生可能エネル
ギーも製品を製造する過程で電気が必要で一度製品を作ったからといって永久に発電できるわけでなく、製造にかかった電力をとり戻るだけの発電量を本当に確保できるかが疑問です。
　地球温暖化の点から見ても今回の原発事故では何万人もの方が故郷を追われましたが、幸い原発事故により直接命を落とした方はいませんでした。しかし、日本が必要な電力、太陽パネル
の製造に必要な電力を火力発電から得ることにより大量の二酸化炭素を出すことにより、世界的に二酸化炭素排出量が増加しアフリカのサヘル地域の干ばつはさらにひどくなる可能性があり
ます。もし、アフリカで干ばつをおきたならば数万人の方の命が奪われると思います。これは故郷を追われることよりも悲惨なことです。日本人ならばアフリカの人を犠牲にしてまでも自分たちの
一時的な安全を守ろうとするでしょうか。

54098 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発ゼロ 日本は唯一の被爆国として原子力・核は必要ない、としてきたはずです。
そんな日本が原子力をエネルギーとして今現在利用していること自体、まったくもって意味不明。
原子力のどこに安全性があるのでしょうか？何をもって安全・安心としているのでしょうか？
原子力によって得たエネルギーの代償は現代だけでなく後世に対しても責任を押し付けるものだと思います。

そもそも原子力エネルギーなど使わなくても電力需給が足りるということを国民は知っています。それをあたかも原子力がなければ日本の電力は賄えないと思わせるような電力会社や国の行
動に非常に憤りを感じます。

私は、原子力発電０％を希望します。

54099 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 福島だけでなく、宮城、岩手、関東各地も放射能汚染の影響を受けました。もうたくさんです。

54100 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。それ以前に福島の事故原
因の解明、対策が不十分であり、核廃棄物の最終的
な処理技術が確立していない現状では原子力発電所
の再稼働事態に反対です。

今後は再生可能エネルギーの開発に予算をシフトし、原子力技術は廃炉や核廃棄物の最終処理に生かしてもらいたいです。

54101 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロしか、未来はありません。 放射汚染が続く中、寿命を迎え始め、後処理の答えすらない原発を（利権にすがりつく経団連などの業界団体のために）維持していくのは、ナンセンス。

また、チェルノブイリの研究からだと、原発の放射能被曝による甲状腺などのガンには発祥するまで、待機期間が２～５年以上あると言われています。

あれからまだ、１年数ヶ月。

まだ、その影響や、脅威が見えていない段階で、福島の「安全性」を訴えたり、食を押し売りするのは、すぐにも止めてください。

54102 個人 その他 ５０代 女性 原発０％、それも即時原発０％を希望します。 放射性物質という、人類が後始末もできないものをこれ以上自然界にばらまかないでください。人間だけでなく、あらゆる生き物の生存を脅かす物を、たかが経済のために使用しないで下さい。

54103 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 (1)ゼロシナリオを支持します。

核廃棄物の最終処分場所・方法が確立されていない
段階での原子力発電は容認できない。

(1)ゼロシナリオを支持します。

理由：原発を作ったものとして最終処分場所、方法が決まっていないものを推進することはできません。お寺の新聞でもこの問題を取り上げましたが、沖縄問題と同じ構造で誰かが引き受けると
いう仮定のもとでの現状の原発推進は将来に禍根を残します。

54104 個人 自営業 ３０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」について、選択肢
の中では「(1)ゼロシナリオ」を選択しますが即時廃炉
すべきです。
また、全国の原子力発電所及び再処理施設の（可動
及び再稼動）に断固反対致します。

理由としては、

(1)2011年3月に発生した震災で発覚した全原発及び再処理施設の、国民・国土に対する安全性が極めて脆弱であり且つリスクが高いこと。（並びに安全保障に関しても万全の対応ではない）

(2)テクノロジーとしても、その廃棄物に関して永続的な管理が完全に確立されたものではない。

(3)コストについて、その高さはすでに「原子力のコスト(岩波新書)」などで立証されており、経済性や国際競争力からは原発を選択することは矛盾している。

以上により、原発に依存する必然性はなく、逆に動かすことのリスクは
限りなく高いため、即時のゼロシナリオを求めます。

また、

(4)エネルギー問題に関して、国政に於けるその選択肢が極めて偏りがあり、且つ選択肢が少ない。結果的に原子力に依存せざるを得ない状況をつくりだしているのではないでしょうか。
世界的にもエネルギー問題は非常に重要な問題と扱われています。石油の枯渇に対して世界の多くの国々で自然エネルギー（再生可能エネルギー）を産業化出来ている事例が実際にありま
す。
我が国でも「できるかどうか」の視点での試算ではなく、「どのようにするか」という試算を早急計算し、新しい産業として法令の整備をし確立して下さい。

(5)廃炉については少なからず損失（特に各電力会社・株主・投資家への損失）があり、その額が巨額故に「廃炉をしない・再稼動する」という理由を挙げられるかと思います。
それについては、そのための新しい税をつくり税収し、一定の損失を補填するシステムをつくり、前倒しで廃炉すべきです。

以上

54105 個人 自営業 ２０代 女性 ゼロシナリオを選びます。
原発事故により100%安全ではないということが分かっ
た今、他の選択肢を選ぶことはありません。また、管
理が難しい放射性物質を抱え込み、着々と増産し続
ける原発は必要ありません。

ゼロシナリオを選びます。
原発事故により、国土の一部が人が住めない状態に損なわれ、帰るべき場所を無くした人たちがいるということ、原発が100%安全ではないということが分かった今、他の選択肢を選ぶことはあり
ません。また、管理が難しい放射性物質を抱え込み、着々と増産し続ける原発は必要ありません。

54106 個人 その他 ３０代 女性 原発０％、２０３０年まででなく、即廃炉を希望します。 原発事故を起こした日本が、未だに原発に頼るということは世界から見ても将来的に見ても大変恥ずかしいことです。素人から見ても今すぐ原発を無くしても電力が足りているのは明らか、今す
ぐ原発を廃炉にしても莫大な時間と費用がかかるのです。現在もどんどん蓄積していく手がつけられない放射性廃棄物のことを考えてもしかり、倫理的にも経済的にも間違っているのは自明の
理です。人命なくして経済などありえませんが、それほど経済のことを言うのなら、自然再生エネルギーの開発に予算を費やし、日本のすばらしい技術、製品を世界に輸出した方が経済的にも
将来性があるでしょう。世界は日本がそうやって過ちを認め再び立ち上がるのを待っています。これからの日本の未来、夢を奪うことだけは絶対にやめて下さい。

54107 個人 自営業 ５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を希望します。なるべく早く、原発
ゼロにすべきだと思います。

「原発ゼロシナリオ」を希望します。なるべく早く、原発ゼロにすべきだと思います。

日本は、地震、台風等の自然災害が多く、原子力発電所に向かないと思います。また、原子力発電自体、事故があった場合の影響を考えると、現在の私たち人間の手におえるものと思えませ
ん。たしかに現在は便利で快適ですが、その便利さ快適さを犠牲にしても、原発ゼロの世の中のほうが良いように思います。

54108 個人 自営業 ３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 原子力が及ぼす多大なる代償を今まで私たちは、目先の利益や『今』のみを見据える考えから目隠しをされてきましたが、真実を知ることで未来を始めてちゃんと考えようと日本国民は目覚め
始めています。
地震のみならず、いついかなる時にどのような事が起るかなど誰しもが『想定外』なのです。私たちも東日本大震災が起るまでは原子力エネルギーの恩恵を当たり前に受けてきた事に疑問をあ
まり持たなかったけれど、沢山の方が身をもって『危険なモノを保有している』のだという事実に気づかされたのです。戦争の反省と後悔のように。人は皆、愚かだけれど誰もが未来に希望を持
ちたいと考えています。
過去から続く地震から何度も復興してきた先人たちのように今また、国民の心が一つになり団結し、声を上げています。それは、国を変えられるすごい力です。

核エネルギーがもたらす破滅のシナリオをゼロにしたいと強く願います。
日本人の素晴らしい技術と団結力をもってすれば、新しい資源や開発で新たな道が開けてゆくと信じています。

今や数年先では無く、何十年も先の日本の事を考えて声を受け取ってください。
お願いします。

54109 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 １５シナリオ選択に賛成します。２０３０年までに原発
ゼロは不可能に近い。しかし原発を維持するのであれ
ば、より安全な原発を建設するべき。

１５シナリオ選択に賛成します。
火力・水力・その他の再生可能エネルギーの電力供給能力、燃料価格、などの現在の状況から鑑みて、２０３０年までの到達目標原発ゼロは不可能に近いであると考えます。
しかしながら、現在稼働中の原子力発電所も老朽化の懸念があり、一度福島第一原子力発電所と同規模またはそれ以上の事故が起きれば、これまで見られた通りに多数の人命が失われ、ま
た発電所の停止により、現在東北に見られるような産業の停滞を招く事態も起こることが予想されます。更に従来型の原子力発電所から出される高レベル放射性廃棄物の保管への懸念もあり
ます。
従って原子力発電を維持するという事であれば、現在の安全性に疑問が残る従来型の原子炉に代わり、より安全性が高く、高レベル放射性廃棄物処理の問題も軽減される加速器駆動型原子
炉などへの転換を推進するべきではないでしょうか。
同時に原料費抑制のため、輸入燃料に頼らない、発電効率の高い再生可能エネルギーの開発、発電のムダをなくす為の大規模蓄電池の開発などを推進するべきだと考えます。

54110 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 断固「ゼロシナリオ」を支持します。人類が未だ原子力
を100%コントロール出来ない以上、中長期的に生命危
険のリスクを背負う原子力発電はできる限り早急に廃
止すべきです。

人類が未だ原子力を100%コントロール出来ない以上、中長期的に生命危険のリスクを背負う原子力発電は、できる限り早急に廃止すべきと思います。
現状、電力不足では無く経済面の問題を主たる理由にし、ついに大飯原発を再稼働してしまいましたが、経済よりそれを支える「国民の安全」を優先すべき事は明白です。

日本国憲法の前文には「われらは、全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免れ、平和のうちに生存する権利を有することを確認する。」とあります。
首相官邸や関西電力本社にあつまるデモ市民の数はご存知でしょうが、少なくない数の日本国民が原発事故による放射能に対し「恐怖」を感じているという事実を、今一度しっかりと考えて頂き
たいと思っております。

また原発停止に伴う核燃料廃棄物の処理についても、政府バックアップの元より一層の研究が必要だと思われますので、廃止に向けた「前向きな原子力政策」へ転換頂きたいと考えます。

54111 個人 家事専
業

５０代 女性 即時原発を０％にすべきです。 今、再稼動しなければ、０％にできます。エネルギーが足りないからといって、原発の稼動を認めることは、安全性の確保を未来に先送りすることになります。原発は、発電所の安全性が確保で
きないばかりでなく、核廃棄物の処理問題が解決していません。今すぐ、日本の総力を挙げて、再生可能エネルギーの利用を促進すれば、エネルギー問題は解決します。まずは、再稼動をや
めて、節電とガス火力発電でしばらくはしのいで、大至急、再生可能エネルギーの利用拡大をすべきです。

54112 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 少なくとも20～25シナリオを採用するべきであり、本来
は脱原発依存政策が修正され、原子力発電を健全な
国民福祉に役立てるべきである。

福島第一の事故の対策が施されたことにより、原子力発電所の安全性は、十分に向上したことは明らかであり、国はすみやかにその安全性を確認し再起動させるべきである。
日本の原子力発電は、安全性、経済性を具備したものとして、海外への展開も進めるべき戦略産業として位置づけられるべきである。
従って、少なくとも20～25シナリオを採用するべきであり、本来は脱原発依存政策が修正され、原子力発電を健全な国民福祉に役立てるべきである。

54113 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます 　どんな物でも100％の安全性などと言うものは存在しない。事故は必ず起きると言うことを前提にすべきである。
　日本の様な狭い国土で，再度原発事故が起これば，それこそ住む所も無くなってしまう。従ってすぐには無理でも将来的には原発ゼロを目指すべきである。
　分散型エネルギー，自然エネルギーの比率をもっともっと高める様な政策を推進すべきである。特に日本は世界有数の火山国で有るから，地熱発電は有望では無いか。又，発送電分離を早
急に行い，真の電力自由化を実現すべきである。

54114 個人 自営業 ４０代 男性 「ゼロシナリオ」を求めます 「ゼロシナリオ」以外の選択は考えられないし、「ゼロシナリオ」でも不足です。
「ゼロシナリオ」では2030年時点で0％としているが、いま現在発電供給量に占める原発の割合は1％もありません。即刻0％は可能でありその選択肢があってしかるべきと思います。

地震国の日本で原発を使用していくということは、今後も深刻な事故が起こる可能性を否定できません。そんなリスクを選択することはありえません。

54115 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 (1) 脱原発シナリオを指示します。 1. 事故が起きた際の原発のリスクは計り知れない。たとえ事故がなくても、原発作業員やウラン採掘現場での被曝など多くの人々の健康な生活を脅かす原子力エネルギーには、依存すべきで
ない。
2. 火力での代替や再生可能エネルギーの利用増、節電や電力利用のピークシフトなどの工夫で電力は足りる。
3. 「使用済み核燃料の再処理を止める」と述べているのは原発ゼロシナリオのみ。



54116 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 国民的合意事項として原子力発電の拡大および現状
維持は政策として取りえるものではない、技術的な制
約により2030年までに15%以下に減少させ、原子力発
電の停止時期を明示することを提案する。

1．技術的課題について
　1-1　25%案は原子力発電所の新設、更新を前提としており、現在の国民議論の前提に合致していない。
また、使用済み核燃料の課題に対してこれまで長年技術的に解決していない高速増殖炉の完成を前提にしており、技術的に合理性を欠く案である。

　1-2　15%案は現在の技術的課題である核燃料の再処理を勘案したもので現在とりうる物の中では合理的である。
　
　1-3　0%案の最大の課題は使用済み核燃料の問題であり、現状日本国内では最終処分および再処理ができないことを考えると、技術的な課題が多い。

2．技術的な課題以外について
　いずれにしても原子力の依存を低減する場合において、その技術特性上「しまいの技術」の開発が急務である。
　そこで下記の提案を行う。
　ソフト面から
　　2-1　研究助成の見直し。
　　　　　これまで文部科学書の科研費など大学や研究機関に配分される研究助成を大胆に見直し、政府として原子力開発の重点分野を見直すことが必要である。
　具体的にはこれまでの原子力推進を前提にした助成プロジェクトの見直し(廃止）など。
　一方ではその代替となるエネルギー開発への助成の増額。
　
　　2-2　原子力発電のコスト再計算とその活用
　今回の福島第一原発の事故で明らかなように、これまで原子力発電コストには本来計上されるべきコスト（事故に備えた保険的費用、公金で外部化された費用）が多く本来のコストが提示され
てこなかった。
　そのため、どの案をとっても電気料金の増加は避けがたく、いまの景気では経済界に大きな不満がでるだろう。
　そこで企業活動において本来払うべき電気コストを算出し、実際の電気料金と差額を企業の原発への依存低減への貢献に応じて政府から補助する方法を提案する。
　これは電力会社が社会的コストとしてきた原子力コストに対して本来支払うべき金額を政府が徴収する代わりに、政策的誘導を目的としてユーザーに分配する政策である。
　実際の運用としては政府が直接運営するのではなく市場を活用することが望ましい。

　
　54117 個人 法人等 ４０代 男性 １．ゼロシナリオ　を選択します。

国民皆で知恵を絞って、少しでも安全な未来を子供た
ちに引き継ぎましょう。

福島原発事故の影響の大きさを考えれば、中途半端に原発を残すことは考えられない。「ゼロ」にする以外の選択は考えられません。

54118 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。
脱原発

原発ゼロシナリオを支持します。
原発が無くても電気は充足している。
原発事故による放射能汚染への対応が不可能。

54119 個人 無職 ７０代 女性 日本の全ての原発を、直ちに廃炉にして下さい。
政府と関西電力が強引に再稼働した大飯原発3号
機、4号機を、即時停止して下さい。

福島第一原発の事故により、地震国である日本で原発の運用は大変危険であることが証明されました。

更に、福島第一原発の事故で被災した福島県の皆さんは、東電や国やから、極めて不完全な補償しか受けられず、事故を起こした東電・政府の人たちは、ほとんど何の責任も問われず、事故
起こした責任者の多くが、まだ原発行政に携わっています。

今後、再び原発事故を起こしても、今回の福島第一原発の事故と同様、電力会社および政府の人たちは誰も責任を取らず、原発立地の被害者だけが苦しむ結果に終わるのは、火を見るより明
らかです。

このような、無責任な電力会社、官僚、政治家に、原発の運営・監督は任せられません。

日本の原発は即刻、全廃するべきです。

54120 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 国のエネルギーの選択肢 原発の依存率「０％」

54121 個人 その他 ４０代 女性 核廃棄物処理の問題を今の世代で解決できない状況
では、原発ゼロを支持します。

原発が抱え、関わっている課題が多岐に渡っていることは理解しています。そして、それらの課題としてあげられる、核廃棄物処理の問題、温暖化対策との絡み、経済との関わり、国としての電
力確保能力の独立性の問題、原子力そのものをコントロールする技術の限界、これからも起こる地震の懸念、事故後の処理の困難さ、等々を整理し、何ができて何ができないのかという問題
以前にまず念頭に置かなければならないことがあるのではないでしょうか。
この国をどのような国に導くのか、この国の未来を背負う世代に何を託すのか、その視点で考えるとき、列挙される課題に対して責任をとれないもののひとつが核廃棄物処理の問題であると思
います。今の世代だけでは解決できないことは明白です。数万年という単位の核廃棄物管理、そのような長期スパンでは、言語も変わり、地殻変動も起こり、現世代が作った構造物もすべて無く
なっていることも想像されます。結果、未来の世代に生存に関わる甚大な害悪を押し付けてしまう。
少なくとも、我々の世代は過去千年、万年単位の前に生活していた祖先から害悪を受けていません。我々の世代はすでにそのことをやってきてしまった。まだ見ぬ世代・人類へ解決できない負
の遺産を押し付けることをやってはいけないと考えます。
原発利用は木を見て森を見ず的な政策と考えます。
以上のことから、ゼロシナリを支持するものです。

54122 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 段階的脱原発。現時点で全てなくすべきとは言わな
い。だが、安全保障・テロ対策などの視点も加味し、再
生・クリーンエネルギーの技術開発に傾注、その技術
を輸出するべきである。

「原発依存の上に成り立ってきた豊かな日本」という現実は、苦々しくも受け入れなければならない。

54123 個人 その他 ５０代 男性 原発はいますぐにでも止めるべきです。

日本は原発を運営するシステムを持てない。

自然再生エネルギーに転換するという、決意をするべきです。
もう一度事故を起こしたら日本は終わる。
何故、原子力村の既得権益を国民の犠牲の上に守らなければならないのか。

54126 個人 自営業 ２０代 男性 ゼロシナリオを選びます。
原発事故により100%安全ではないということが分かっ
た今、他の選択肢を選ぶことはありません。また、管
理が難しい放射性物質を抱え込み、着々と増産し続
ける原発は必要ありません。

ゼロシナリオを選びます。
原発事故により、国土の一部が人が住めない状態に損なわれ、帰るべき場所を無くした人たちがいるということ、原発が100%安全ではないということが分かった今、他の選択肢を選ぶことはあり
ません。また、管理が難しい放射性物質を抱え込み、着々と増産し続ける原発は必要ありません。

「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する意見

原子力発電、原子力に頼るエネルギー政策に反対します。
2030年までに原発依存度ゼロシナリオを支持し、できれば、それよりも早くゼロになることが望ましいとも考えます。

今回の原発事故において、「想定外」という文句が多く使われましたが、そもそも人間の想定の範囲を超えるようなことは自然界では多々あるのだと思います。未だによくわからないことが多い
事故原因や状況を考えれ、今後、原発を継続することは考えられません。

先日までの原子力発電が止まっていた状況の中で、なぜ、最稼働が必要ということばかりが先行したのでしょうか？　原子力が止まっていても何とかなっている状況の中で、他の道を創出する
契機をすべきではなかったでしょうか？
原発事故後、震災被災地でもあるのにひどい計画停電の中に置かれましたが、あの計画停電は本当に計画的なものだったのでしょうか？
福島原発から80キロ、福島から多くの避難者を受け入れた場所に暮らす者として、昨年の事故はとても切迫したものでした。中央の視点からでは見えないものが、避難区域だけでなく様々なと
ころにあるのです。

現況の経済の観点からだけでなく、人が暮らして行くという本来の姿をグランドデザインの根幹として考えて欲しいです。復興に関しても再生エネルギーの創出を被災地の産業振興に据えられ
るようにして欲しいです。
原発がない時代、その後を考えて原発を導入したのでしょう。それならば、もう一度、原発のないところに立って、今後、どうしていくかを皆で考えたら良いと思います。
甘いことを言っているようですが、理想がなくては現実は生まれません。

将来を考えれば、示されているような電力料金のアップは納得できます。電力会社の経営姿勢やあり方、国の方針に信用性がないから反対するのです。

経済を支えるも、日々の暮らしを営む一人一人の働く人たちです。
自然エネルギーが一大産業となるようなビジョンを国が示せば、日本の優秀な企業は、その技術をこぞって開発するのではないでしょうか。
また、大企業が一括統制する電力供給でなく、小さな場所でその特徴を生かすような発電技術、エネルギー技術もあるのではないでしょうか。

このチャンスを逃せば、日本はどうなってしまうのでしょう。
自然エネルギー大国になろう！と皆で考え、取り組み、進んで行くようにできたら良いと考えます。
できるだけ早く、原発依存の議論を超えて、その先に取り組む瞬間が来ることを願っています。

以上

54125 個人 その他 ３０代 男性 地震・津波のある国で原発はリスクが高すぎる。再生
可能エネルギー・省エネ家電・住宅普及により国内で
のエネルギー自給率を高め、安価なガスコンバインド
サイクルと組み合わせ原発ゼロに向かうべきと考えま
す。

原発震災により原発のリスクが顕在化した。地震・津波のある国で原発はリスクが高すぎるため「ゼロシナリオ」を支持する。
スリーマイル事故後にアメリカでは原発の新規建造が出来なかった。日本で原発の新規建造を国民が許容するとは思えない。40年廃炉ルールで40年以内に原発ゼロになる。
原発メーカーGEのCEOも「世界の多くの国で価格が安いガスによる発電に移行しつつあると指摘し、ガスと風力か太陽光発電の組み合わせに多くの国が進んでいる」との見方を示した。先進国
ではこのエネルギーシフト。日本には、原発以外の発電や省エネ等の技術があるので、こちらに投資した方が長期的に国際的競争力が高まると思う。
再生可能エネルギー・省エネ家電・省エネ住宅普及により国内でのエネルギー自給率を高めると、海外のエネルギー資源に依存しなくなる。海外からエネルギー資源を購入する代わりに、国内
でエネルギーを生産できる設備を製造すれば、国内に資金が向かい国内雇用も発生する。よって、再生可能エネルギーの低価格化のための技術革新への投資、再生可能エネルギー普及促
進に注力すべき。

原発の代替エネルギー
1. 再生可能エネルギー（太陽光・太陽熱・風力・洋上風力・地熱・バイオマス・水力・波力）
太陽光、風力：天候によっては発電量が安定しないことがデメリット。海外では、天候による発電量を予測して太陽光・風力の発電量が少ない場合、火力発電により補うという技術を確立してい
る国がある。太陽電池の発電効率を2倍以上に向上させる画期的な技術が国内で開発された。技術革新に期待。
地熱：世界第3位の地熱大国日本には、原発119基分に相当する？地熱資源がある。地熱発電は安定電源で、原発の代替エネルギーとなる。世界各国でEGSという新技術の開発にしのぎを
削っている。
波力：海に囲まれた日本には波力エネルギーも豊富にある。国内では1kw/h当りのコストは30円台。海外では1kw/h当り20円台の発電機も開発されている模様。
水力：現時点では、水力はその他の電源と比べても安価。

2. 老朽火力発電所をガス・コンバインドサイクルへリプレース
低効率(エネルギー利用率40%)で発電コストが高い老朽火力発電設備を、高効率(60%)なガス・コンバインドサイクルへ転換することで安価な電力を供給できるようにする。将来的にはトリプルコ
ンバインドサイクル(70％以上)等、より高効率な発電設備に転換。
シェールガスの採掘技術が確立されたことにより、ガスの埋蔵量は400年といわれ、ガス価格も安価になっている。

3. 省エネ家電・省エネルギー機器普及
省エネとなる冷蔵庫、LED、エアコン、テレビ、パソコン等の普及により電力需要を減少。エコポイントのような省エネ家電普及政策も効果があると思う。省エネを選択肢に購入する人が増えれば
省エネ製品に競争力発生

4. 住宅・企業の省エネ化・エネルギー効率向上
断熱材、断熱効果の高い複層エコガラス
太陽光発電設備、太陽熱温水器
エコウィル、エネファーム、エコジョーズのように廃熱を有効活用し、エネルギー効率向上
緑化

5. 蓄電池でピークカット
プラグイン・ハイブリッド車や電気自動車は蓄電池として活用できる。昼間電力のピークカットに活用したい。電気自動車の普及には夜間に充電するというスタイルにならないと昼間電力が不
足。
そのためには、夜間の電力料金を安価にして、昼間のピーク時間の電気料金を高価にする電気料金の価格プランが必要になると思う。（東電はピークシフトプランあり）電力不足時に蓄電池か
ら売電すると利益が出る制度があっても良いのでは。
東日本大震災の後、原発だけでなく火力発電設備が損傷したため電力不足になった。蓄電池が普及し、夜間に蓄電池に充電し、昼間にその電気を使えば、計画停電のような産業へも影響が
出る停電は防げるのではないか。

6. 発送電分離により使用電力を選択制に
電力を大量消費する産業の競争力を高めるため、電力会社を選択できるようにすべきだと思う。
googleでは、2つの水力発電会社から安価な電力会社を選択することで、大量に電気を使用するデータセンターの電力をまかなっているらしい。安価な水力発電、ガス火力発電の電気を購入で
きるように発送電分離すべきと思う。
現時点では、再生可能エネルギーは高価であるが、再生可能エネルギーを選択した企業の製品・電力を購入して応援する消費者がいるかもしれない。

・再生可能エネルギー固定買い取り制度
再生可能エネルギーの普及促進のために必要な制度であるが、買取価格が高すぎるのではないか。
ドイツとスペインでは太陽光発電バブルが起き、電気料金の値上がりが問題になった。両国の政府は今、制度の縮小や一部廃止に動いている。
電気料金の値上がりにより、両国と同じ道を歩むこと、産業競争力が低下しないか懸念する。

・個人的な節電・再生可能エネルギー導入
今年になって太陽光発電システムを導入した。
節電は、消費電力が少ないテレビを購入。震災以降、冷蔵庫、ノートPCを一番の省エネタイプに買い替え。寒冷地でエアコンはない地域だが扇風機はUSB給電の省電力タイプを購入。全てLED
電球に交換。
計画停電のあった地域なので、非常用の電源になる太陽光パネル、バッテリー、充電コントローラー、インバーター、LEDを購入し、独立系太陽光発電システムを構築。一部夜間照明、パソコ
ン、スマホ、通信機器、テレビ、晴天時の冷蔵庫の電力をまかなっている。晴天時の電気購入量はゼロ。
これらの取り組みにより電力自給率は600%になり、電気購入量は昨年同月比60%～73%の減少になった。
太陽光発電システムだけでも節電しているため8年で投資回収可能という見積りであり、現時点で見積り以上の発電。節電のために購入した機器を含めても12-15年以内に投資回収可能見込
み。

54124 個人 自営業 ４０代 女性 原発依存度、(1)ゼロシナリオを支持します。シナリオ
については火力を抑え、再生可能エネルギーをもっと
増やせたらとも思います。コントロール出来ないリスク
を背負う原子力に頼ることから脱却すべきと考えま
す。



54127 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します いつ起こるかわからない大地震やテロの脅威から身を守るために必要不可欠な措置。大惨事が起きたときにかかるお金を考えれば原発ゼロにかかるお金は高くない。

54128 個人 自営業 ２０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 初めまして。私は熊本に住む一児の母です。
原発事故があってからというもの、正直生きた心地がしません。
福島原発事故が一切収束していない状況の中、汚染瓦礫の拡散、反対意見を押し切っての大飯原発再稼働、必要のない計画停電、とても正気の沙汰とは思えません。
もう本当に間違っている事も間違っていると言えない利権まみれの原発から足を洗う時が来ていると思います。
世界的にも、日本はこの先どんな立場になってゆくのかとても不安を感じています。そのしわ寄せが一番に来るのは今の子ども達です。
関東の放射能汚染の深刻化、それを報道しないマスコミや政府にも滞りを感じます。
利権の美味しさを手放せない一部の人たちが無理矢理に原発を動かすことばかりにとらわれて、全ての選択がまともになされていないと感じます。
チェルノブイリ原発事故においては、お札一枚すらも汚染区域から出さないように注意していたと聞いています。汚染瓦礫を燃やすなんてもってのほかだと思うのです。気化した放射能物質は
N95マスクでも防げない微粒子になって、大気や地表に降り注ぎます。

本当に原発が必要で、そしてこれからも原発を所持していく国であるのならば、もっと厳重な管理と正しい知識、そして危機意識が絶対的に必要です。利権がらみの電力組織であってはならな
いと感じます。
現状のように汚染された瓦礫を平気で燃やしてしまうような国に原発は所持／管理出来ないと心から思っています。
放射性物質をバグフィルターで防げない事は、バグフィルターの製造元も認めています。
そういった真実を、今やたくさんの国民がシェアするようになりました。
変わるときではないでしょうか。

どうか、子ども達の未来の為、原発ゼロの国に生まれ変わって頂きたいです。
愛する家族と毎日を過ごす事が、当たり前の幸せであって欲しいです。
お金は紙切れに過ぎません。人間として大切な物を、取り戻して欲しいです。

原発ゼロシナリオを支持します。

54129 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます 稼動させるリスクがあまりに高過ぎる。
他の自然エネルギーの技術開発を行った方が、中長期的にはよい結果をもたらすと思う。

54130 個人 学生 １０代以
下

男性 原発の再稼働に反対です。 福島原発事故の影響で食物は被害を受けました。また、その放射線の影響で私たち人間にも被害が及ぶかもしれません。とても恐ろしいです。どうしてそんな危険な原発を再稼働させてしまう
のだろうと思います。すべての原発をなくしてほしいです。

54131 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 我々日本人は便利さと引き換えに、最悪の選択をして
しまった。
今回の事故で絶対に子供、孫たちに残してはならな
い。と、痛切に感じた。　原発０を切に願う。

今回、被爆した方々の病状を公開できない現状、放射能測定器の偽装等を考えれば、如何に危険か明白。

54132 個人 無職 ５０代 女性 「2030年に原発ゼロ」ではなく、「即刻、原発ゼロ」を主
張する
 『政府府は再稼働させることなく廃炉を進めるべき』

地震列島の日本に原発を作ること自体が間違っていた。政治家も官僚も学者も電力会社も原発を制御できる能力がないことが明らかになった。速やかに廃炉を進め自然エネルギーを推進する
ことで、日本は世界トップレベルの廃炉技術、省エネ技術、自然エネルギー技術をもつことができる。新しい自然エネルギー開発は地域分散型とすることで、地方に新しい産業と雇用を生み出し
地方の活性化につながる。

54133 個人 その他 ４０代 男性 国土の環境特性にフィットしたより安全なエネルギー
施策を切望。

　福島原発事故により特に東日本における環境に及ぼした被害はいまだ未知数であり、更に広範囲に拡散した放射性物質による国民の健康被害及び精神的な不安は今後も継続していくと思
われる。我が国のみならず海を越え放射性物質は地球環境に広く拡散した事実。このことを重く認識した上で政府にエネルギー政策の根本的な見直し政策転換と早急な対策を願いたい。
　
　もともと原子力発電の技術は日本と環境特性の異なる米国から輸入されたものであり、特に初期型のものは地震を考慮した設計がされていないという事実が原子力技術者達の数々の所見
からも明らかになった。
また決して広いとは言えない国土面積の我が国においていざ事故が起きた場合の避難の困難さは福島の事故後の状況をみても明白である。
更に事故後現場での収束に当たっている作業員の被曝による健康への影響も心配であるし、過去のチェルノブイリ原発事故等の事例に照らした場合、廃炉への道筋も困難を極めるだろう。

　以上の事柄を踏まえた上で具体的にどのような発電方法が我が国に相応しいのであろうか、短期的にはLNGコンバインによる火力発電所の増設。電源三法を見直し発送電分離による電力
自由化を早い段階で決め企業間競争を促す。長期的には日本の国土の特性を生かした地熱発電、洋上風力発電、波力発電、バイオマス発電等への政府のバックアップによる研究開発。希望
的観測かもしれないが、これは新たな雇用創出にも大きな効果をもたらすかもしれないし、経済の活性化に繋がるだろう。

　現状の社会構造を鑑みるに困難を極めるだろうが、政府には将来を見据えたより安全でより効率的なエネルギー政策を提示していただきたい。そして社会全体が2030年までに限りなく原発ゼ
ロを目指す流れができることを切に願う。

54134 個人 法人等 ５０代 男性 原発はできるだけ近いうちにゼロにする。 　日本の社会が将来どちらに向かった方が良いのかを考えてみると、経済的なコストだけで判断してはいけない。一度敦賀や小浜で､福島と同じような事故が起きると、特に冬季は西や北西の
風が強く吹く滋賀県は､広範囲に放射能を被り、近畿の水がめである琵琶湖全体も汚染され、滋賀県だけでなく京都、大阪も住めなくなる。
　原発は絶対安全だという保証を誰も確約出来ない。福島の事故でも誰も責任を取っていない､というより誰も責任をとれない。責任問題になったら当事者が多すぎて､結局は誰も自分の責任だ
と言う人はいないだろう。数多くの関係者全員に責任を取れと言っているのではなく、現代だけでなく将来でも誰も責任を取れないのに､現在のコストや政治的な思惑だけで原発を続けることは､
また将来に悲しむ人たちを沢山作ることに他ならない。
　

54135 個人 学生 ２０代 男性 原子力発電所への依存は段階的に下げるものの、０
にはしない。エネルギー政策に対する国民の理解を
得るために、様々な施策を取る必要がある。

私は、原発はしばらくは現状維持、また古い原発は廃炉にし、新しいものを作りながらも、新しいエネルギー源の発展を待つべきだとおもいます。これまでのエネルギー政策は、地下資源の乏し
い日本にとってベストではないもののベターな選択であったと思います。原子力を国策として進めたこともオイルショックの影響を考えると仕方の無いことであったでしょう。
しかし、同時に原子力反対派を生み出すことになり、国内に対立の構造を生み出してしまいました。反対派へ対抗するために原子力発電の『安全神話』を語り始めたた愚行は、今回の事故への
遠因となりました。安全と言い張るために、小さな危険を認められず、あらゆる自体を想定するべきところで、甘さが出てしまったと感じています。
日本の資源をめぐる立場は、変化していません。原油、液化天然ガスなど、すべてのエネルギー源を輸入に頼っている関係上、また中東における治安の悪化を考えると、原子力を抜いた状態
での電力供給は危険であると言えます。しかし、同時に原子力への期待や幻想を、ある意味で証明し、また裏切った今回の事故の結果、これ以上の原発依存への反発は避けられません。
政府は、今回の原発事故の対策をしっかりと毅然とした態度で行い、危険なものは危険と認め、国民に対して説明しなければなりません。その上で、日本国民ひとりひとりが深刻なエネルギー
の問題に向きあうように訴えかけなければなりません。まずはそこからはじめなければ、この問題はいつまでたっても堂々巡りをします。
これからの対応を期待しております。
最後に、未来への見通しをもたずに、ただ原発を止めるなどの愚行を行わないでください。よろしくおねがいいたします。

54136 個人 自営業 ４０代 女性 即時原発０％を望みます！ 昨年の大震災により福島はじめ東北～関東は多大な被害を被っています。一年以上経過した今でも事態の収束ははるかに遠く、現場で作業している方たちの健康被害は目をつぶられ大きな
犠牲の上に進んでいます。こんな大変な事態なのに今なお各地で原発が稼働していることが驚きです！
大きな地震がくることも避けられないこの日本で、また地震から原発を守る技術もないのにこれ以上危険を大きくする意味がどこにあるのですか？
今すぐ原発を止めてください！
代替エネルギーで賄えるはずです。省エネにも努めます。
核兵器の材料としてプルトニウムが必要というなら、それも要りません。それ以外の抑止力を持ちましょうよ！
みんなが安心して暮らせる国を取り戻しましょう！！

54137 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力平和利用の維持発展と古い原子炉の建替え
を。

エネルギー自給ができないわが国にとって、準国産エネルギーとも言える原子力は不可欠です。
今回の事故の原因の一つに「原子炉が古い」が挙げられると思います。古い原子炉の建替えとそれを支える立法措置をお願いします。
あれだけ大きな事故が起きた余韻の覚めやらぬ状況では、冷静で的確な原子力政策の決定は難しいと考えます。

54138 個人 家事専
業

３０代 女性 即時、原発ゼロシナリオ    /  再生可能代替エネル
ギー開発への移行を希望/放射能環境汚染対策に
EMの活用希望

政治家の保身のための地域経済買収は、現代の若年層30代には通用しません。国民を動かすには即刻原発ゼロシナリオの提示に勤めるべき。少子高齢化により原発作業員の確保も厳しくな
ることは容易に考えられる。自然災害の凶暴化が叫ばれている現在、廃炉にも相当の時間がかかることを見据えても再
稼動は絶対反対です。

54139 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 3つのシナリオのうち「原発ゼロシナリオ」を断固指示
します。

福島の例を出すまでもなく
地震大国である日本に原発を置くことへの不安と、
そして核燃料廃棄物の決定的な処理方法が確立されないまま
未来へ先送りにされている事への不安と憤りを強く持っています。
自然エネルギーをより活用した方向への転換を
心から願います。
どうか宜しくお願い致します。

54140 法人・
団体等

自営業 法人等 法人等 1)国は原発縮小に向けての経済的な仕組みづくりに
集中願います
2)原発管理技術者の育成は重視して欲しいです
3)意見表明や違う意見への対応の仕方、合意形成の
仕組みを見える形に

みんな、本当に原発縮小になるのか、またエネルギーのことを考えているのか国を不審に思っている、という姿勢が明らかです。お互いを信頼しあえる社会に、日本をしたいです。

まず、やはり福島以外の古い廃炉に実際に着手して、方針を明確にして、安心したいです。

同時に、再稼働についてはスピードを大切に、安全性の高いものは稼働させて、エネルギー確保のメッセージを出す。その際に避難や事故が起きることを前提に、対応方法を暫定的でいいから
決めておく。また、★原発を運転すればするほどコストがかかり、地熱などの発電にお金が行くシステムを、同時に組む。

1)公営化ではなく民営化の方向で、原発を縮小・廃炉した方が経済的になるようになる仕組みを整えて頂きたいです。

2)廃炉や廃棄物処理を含めた原発技術は、今も動いている原発用に、国内海外に生かして、技術と売り込みを共に重視した方がいいと思います。少なくとも管理と廃棄物処理は、非常に高度
なものだと思いますので、ここに資源を集中して、企業を応援してあげたらいいと思います。

3)自由な意見を言える雰囲気はあるけど、やはり違う意見を潰しがちなところがあるので、それは違うことをはっきりさせて、合意形成の仕組みを見える形で作りたいです。

ありがとうございます。

54141 個人 その他 ５０代 女性 原発ゼロシナリオ これからも「トイレのないアパート」の住人でいいわけがない！
問題を先送りして、誰かがどうにかしてくれる、とか「原子力発電はエコでクリーンな最良のエネルギー」という一方的で、安全神話に頼った思い込みの選択はやめましょう。利権に対する不信感
の一方で、日本経済が破綻するぞとか、停電していいのかなど、不安が煽られています。事故の重大性に経済不況の不安を覆いかぶせて脅すのは、あまりに無責任なやり方です。1年以上
経っても、解決に向かわないのに、目先の日々の生活にかこつけて無理やり先に進む怖さ、考えない方が楽だと思わされています。まず「ゼロ」ありきで、今出来ることを一緒に考え協力したい
と思います。子どもたちの未来に、責任を持った選択をしましょう?

54142 個人 無職 ２０代 男性 原発ゼロシナリオで即時０％を希望します。 経済よりも安心して暮らしていける社会を築くべきだから。
福一の責任の拠り所がはっきりしない以上、原発という選択肢はない。
また、原発のない社会を実現するこそ、国際社会の中での日本の責務だと思うから。

54143 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 現時点では原発による電気を利用させていただいて
おりますが、今回の震災で原発施設が100％安全で
はないことが分かったため、将来的には自然エネル
ギーへの完全移行を希望します。

今回の震災で原発施設が100％安全ではないことが分かったことと、周りに住む方々、施設で働く方々、その周辺で取れた農産物・魚類を食べる他県の人々、子供たちの安全を考え、将来的に
は自然エネルギーへの完全移行を希望します。今後、より高度な安全技術を持ってしても施設に飛行機が落ちる可能性がゼロではないことから是非、自然エネルギーへの移行をご検討くださ
い。日本が自然エネルギーの分野でリードすることで、世界も変わってくれると信じています。

54144 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を強く希望します。 私たちの国、日本は地震の多い国です。昨年の震災による原発事故でもはや絶対安全という保証は全く無くなりました。私たちの生命、環境に大きな被害を与える可能性のあるエネルギー源
を頼りにする生活など望みません。

○原子力発電所の再稼働を辞めてください。
○省エネルギーを推進してください。
○自然エネルギーの活用を推進してください。

私は現在ドイツ在住です。ドイツは昨年の日本の事態から学んで２０２０年までの原発廃止を決めました。新しいエネルギー源の開発、それを継続していくための方法を皆が考えています。
デュッセルドルフのエコ推進団体は日本の電力会社をもっとも地球に迷惑をかけた企業として名指ししました。日本製の食品を外国人に供すると、これは放射能汚染されていないか、いつ、どこ
で作られたものだ、と真剣に尋ねられます。仕事や旅行での日本行きを震災を境に中止した外国人をたくさん知っています。

本当の国益とはなんでしょうか。日本国民のために、自然環境や国際社会のために、恥ずかしくない正しい「幸福の価値」を基準として、ものごとを進めなくてはならないはずです。私たち国民も
日々できることから最善の努力をして参りますのでどうか原発ゼロシナリオを目標に皆で力を合わせて進んで行きましょう。

54145 個人 自営業 ３０代 男性 自然エネルギーである再生可能エネルギーを多く取り
入れ、原子力発電ゼロの「ゼロシナリオ」を求めます。

今までのエネルギー政策で原子力発電の恩恵を受けてきたことは確かですが、この度の福島の事故により、もしもの時に危険であること、そのもしもが起こりうることを実感しました。日本という
技術が発展した国で、時間はかかるかもしれませんが、自然エネルギー・再生可能エネルギーの開発に力を見せてほしいと思います。生きていく上で安全であるという未来をぜひ作ってほしい
です。

54146 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 原発を全部廃炉にして、電力会社も民間参入させ、太
陽光や風力発電所を作って欲しい。

原発は、命に関わる見えない核兵器でもある。絶対廃炉！！今度福島の二の舞になってからじゃ、もう日本には住むことができない！
また太陽光は、各企業行いたいと言っている気持ちを、無駄にしてはいけないと思います。
また各電力会社だけじゃなく、電話などのように民間企業も参入させると、国民には選択肢が増え、安く電気を得る事が出来ると思います。

54147 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 ゼロシナリオに賛成です。 ゼロシナリオに賛成です。地震が多く海に囲まれた日本では、安全な原発は不可能です。昨年のたった一つの原発事故で、現在も大変な損害が続いています。原発は一つも残す訳にはいきま
せん。いくら安全性を高めても、絶対に安全ということはありません。何かが起きてしまったとき、原子力発電は他の発電と比べあまりに危険性が高いです。

54148 個人 その他 ４０代 女性 原子力発電所は不要です。
もともとつくるべきではなかった。

人間が制御できる代物ではないからです。



54149 個人 無職 ３０代 男性 原発ゼロシナリオ。もんじゅは廃炉。 日本の高度経済成長や外交政策のパワーバランスがさまざまな原子力政策によってなされたことは事実であり、政府の考えと国民の希望もある程度は一致してあたように思う。しかし3.11福島
第一原発の事故以降、さまざまな杜撰な構図が国民に対して露呈し、国民の安全を脅かす存在としてある以上、今後の原発再稼働はナンセンスである。自然エネルギー政策を促進しかつ温暖
化政策との両立を考えシフトすることが、今後の国際社会のリーダーシップをとることにも繋がるのではなかろうか。原子力はもはや終わったコンテンツです。そして国民の生活が第一であるな
らば、過去の利潤に固執せず新しい政治を目指して欲しい。

54150 個人 無職 ２０代 男性 全原発を段階的ではなく即廃炉にして欲しいです。 福島で悲惨な原発事故が起こり、安全性も確認されていないのにも関わらず、原発をまた動かす意味がわからない。日本の未来に原子力エネルギーはいらない。

54151 個人 無職 ６０代 男性 　ゼロシナリオを支持する。原発の最大の課題は放射
性廃棄物の処理である。脱原発に向けて廃棄物処理
法の開発とその実行のため、原発の推進にかけてき
た国と電力会社のリソースを転換することを提案す
る。

　選択肢の中ではゼロシナリオを支持するが、これに加えてゼロにする期限とエネルギー政策を明確にする必要がある。

　原発の最大の問題は放射性廃棄物の処理方法が未だに決まっていないことである。使用済み核燃料だけでなく、原発事故の除染により生ずる低濃度廃棄物すら処分法が決まっていない。こ
の問題を放置したまま原子力開発を続けることは許されることではない。再度の災害により保管プールにある使用済み核燃料などに起因する大規模な放射線汚染も危惧されており、総力を挙
げて取り組むべき最優先の課題である。これまで原発の開発、稼動に懸けていた国と電力会社のリソース（人材、資金)を全面的に廃棄物処理に転換することを提案する。脱原発と福島原発の
事故処理に関わる事業は長期に亘るとともに技術課題も多岐におよび膨大なリソースが必要とされる。原発開発に換わる産業として雇用の確保と技術開発の発展に寄与できると考えられる。

　コストの面では火力発電の燃料調達コストの増大が問題となっているが、原発に関わる放射性廃棄物の処理と原発事故の賠償金や今後の事故に備える保険金を考えると原子力発電の優位
性は低い。数十兆あるはそれ以上と言われる原発事故の賠償金の負担や民間では引き受けてのない原子力災害保険などコスト増大の要因は多い。コスト削減は高効率火力発電、再生可能
エネルギーなどで推進することを提案する。

　エネルギー確保の観点からも電力会社の独占的な「エネルギー開発＝原発の推進」には疑問を持たざるを得ない。関西電力が原発再稼動に伴い稼動していた火力発電を停止したことを考え
ると、ピーク時の電力確保の手段が課題である。ピーク時の電力確保の手段として、発送電分離による電力自由化と小規模蓄電装置の開発を提案する。
　電力自由化により発電事業への参入が容易になり、電力供給業者や自治体が独自に電力開発を行うことにより産業界などの大規模消費者への供給を拡大することができる。ピーク時対応
は電力会社の揚水発電を活用する。
　小規模蓄電装置は一般家庭などの小規模消費者のピーク電力を削減する手段を提供するものである。電気自動車の蓄電池による家庭への電力供給も実用化してきており、コスト削減により
普及を拡大できるものである。

　以上の観点から、原子力開発リソースの新分野への転換について国民に公開のもとで早急に議論を進めるべきである。新分野として、1)放射性廃棄物処理（最終処分場の確保を含む、核燃
料サイクルは除く）、2)地熱、太陽光、風力、小規模水力などの再生可能エネルギー、3)ピークシフト技術（発送電分離による電力自由化、小規模蓄電装置などを含む）、などが挙げられる。

54152 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」 一日も早い全原発廃炉への道を選択してほしい。
いのちを脅かす放射能の問題、原発で働く方々の人権問題など考えると本当につらいです。

国として、便利さをこれ以上追及しないで、自然とともに生きる道を進んでほしい。
必要な分は、安全なエネルギーで暮らしたい。

54153 個人 無職 ８０代以
上

男性 2030年までに 2020年の方がもっと良い。
・原発ゼロとする。核燃料サイクル政策に関して、
使用済核燃料を直接処分する政策を
採用する。

日本は地震大国
原発を使わなくても電気は作れる。
地熱、風力、太陽光、小水力、バイオマス、潮流、コジュネ、
色々な方法で 電気は作れます。
まず発送電の分離と新規事業者の参入を則す。
インターネットや携帯電話の用に 消費者が選択出来るのが当たり前。
そもそも日本の電気代は高すぎ、韓国の三倍 アメリカの二倍
総括原価方式とかあり得ない 国民を馬鹿にするな。
公共料金と言う詐欺 優遇されすぎの事業者は早く潰せ！
原発事故の責任は誰が応のか 刑事責任を追及せよ。
経産省 東電 メーカー 責任者を極刑にせよ。それが民意だ。
米国GEをなぜ訴えない、
地震で壊れる原発を買わされ、製造者の責任も追求しろ。
今から原発を輸出(ODA)が国益と言う嘘、国益って 経団連とか米国のため。
野田内閣の海外融資総額14兆3300億円 海外に使うのなら 福島県民に使え、
消費税もTPPも反対 暮らしやすさ 幸福度 上げる努力を政治家と官僚は考えろ。
いつまで米国の奴隷で居るつもりだ。
ps --
米ゼネラル・エレクトリック（ＧＥ）のジェフ・イメルト最高経営責任者
（ＣＥＯ）が、原子力発電について「正当化するのは大変難しい」と述べた、と
３０日の英紙フィナンシャル・タイムズが報じた。
ＧＥは日立製作所と原発事業で提携し、東芝?米ウェスチングハウス、三菱重
工業?仏アレバとともに、原子炉メーカーの世界３大勢力の一角を占める。東京
電力福島第一原発の１号機を建設したのもＧＥだ。
　ところがイメルトＣＥＯは同紙に対して、世界の多くの国で価格が安いガスに
よる発電に移行しつつあると指摘し、「ガスと風力か太陽光発電の組み合わせ
に、多くの国が進んでいる」との見方を示した
国民は馬鹿じゃない！
日立 東芝 三菱 の 不買運動開始します。

54154 個人 自営業 ５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオ」を選びます。安全性が確保できない原子力発電はできるだけ早く無くし、効率的な節電を行いながら自然エネルギーの開発を進めることが、全てのもののためになると考え
ます。

54155 個人 無職 ６０代 男性 原発は直ちに廃止すべきである。直ちに原発０％にす
るべきである。

原発を廃止すべき理由
１．原子力、正しくは核分裂反応をエネルギーとして利用する事は、原発事故が発生した場合（冷やす、閉じ込めるが制御不能）人知で対処しきれない事態になる事が、３．１１東電福島原発事
故で明らかになった。一刻も早く止めるべきで、廃止する対策を実施すべきである。

２．将来のエネルギーを語る前に、今すぐ福島の原発事故対策に国の英知を集めなければならない時に何をやっているのか。放射能汚染水の情報が少なくなり、一体何処に漏れているのか。
それすら明らかにできない状況ではないか。何よりも、いまや核のゴミ、高濃度廃棄物の処理の対策に全力を尽くすべきじゃないのか。

３．節電への国民的な協力体制をみると、また、再生可能エネルギーの買い取り制度も後押しして、再生可能エネルギーも以前に比べ飛躍的に増えてきている。おそらく増えることはあっても減
ることはない。国の予算を再生可能エネルギー開発に重点配備し日本ならではの最先端技術力を発揮してもらいたい。

４．まず、原発を止める、廃止する、廃止するための課題を整理する事に着手することが最も必要なことであると思う。一刻の猶予もない。

以上意見を述べました。

54156 個人 自営業 ２０代 男性 全ての原発を廃炉にせよ！即時に！直ちに！ 原発は当然ゼロにしなければならない。政府、マスコミ、御用学者（経済含む）、電力会社、財界などなどなどが言う原発必要論は大嘘かつ非常にせせこましいトリックによる虚像に過ぎない！
そして、大多数の国民はその事を知っている！バレているのだ！
二十年先などと言わず即座に全原子力発電所の廃炉作業に取り掛からねばならない！

54157 個人 家事専
業

４０代 女性 安全な核廃棄物の処理方法がみつかっていない原発
運転には反対です。2030年には０％を希望します。

これから生きて、生き続けていくヒト、生物、植物の、「いのちの未来」を想い、考えてみてください。原発のことだけでなく、瓦礫処理のことやそのほか、起こっている問題の数々に、続いていく命
の未来、の配慮がみえません。
送電網の電力会社からの分離や、再生可能エネルギーの推進など、いろいろな団体や個人が、原発なしで生きる方法を　提案しています。真摯に耳を傾けて頂けることをのぞみます。

54158 個人 その他 ３０代 女性 原発絶対に反対です。
今すぐ、すべての原発を廃炉にすべきです。
日本には新エネルギー開発先進国です、
新たなエネルギー計画に移行し、世界をリードすべき
です。

地層処理も出来ないのに、
放射性廃棄物を日々産出し続けるのはあきらかに無駄です。
この美しい国を再生し未来の子供達に
恥ずかしくないよう
美しい日本を守るべきです。
それが私達の使命。
地球は誰の物でもありません。

54159 個人 会社員・
公務員

７０代 男性 ２０～２５シナリオを選択する。
エネルギー安全保障の観点から、ゼロシナリオはリス
クが大きすぎる。中韓の太陽光パネルの輸入に国税
を充て、雇用も生まれない。原子力平和利用技術なき
日本は国際貢献も出来ず。

・原子力について：事故が2度と起きないよう革新することが科学・技術である。ゼロシナリオは、「羮に懲りて膾を吹く」の愚である。今回の事故を経験とした原子力安全技術は、福島第一の安
全解体を含めて、世界的に共有されるべきだ。逆に、米国での高い設備利用率や、原子炉が40年超えても運転されている安全技術・体制は、取り入れるべきだ。
・太陽光発電について：地球物理の観点から、現在、太陽の黒点活動が低下する周期にあり、地球に注ぐ宇宙線増加?雲の発生増加?日照低下は、現実である。もともと低い設備利用率の太陽
光発電の発電量が期待されない。供給パネルの内訳は中韓製である。言いなりの固定価格買取制度で売りまくった業者は、初期投資を国税で回収して逃げる戦略だ。太陽光発電には、火力
発電のバックアップが不可欠であることは、国民に説明されていない。
・風力発電について：絶えず偏西風にさらされている西欧に比して、日本の風況は良くない。崩れやすい山岳地帯が多く、陸上立地点は少ない。洋上・浮揚型の立地コストは高い。景観、低周波
騒音、バードストライクなどの対策を考慮しているのか、選択肢からは見えない。
・省エネルギーについて：新築住宅、自動車は経済成長がなければ導入は少ない。今後高齢化が進むので、中古住宅に住み、自動車なしの単身高齢所帯が増加する。選択肢からは、GDPや
人口構成をどこまで考慮したか見えない。
・再生可能エネルギーのなかのバイオの位置づけ：再生可能エネルギーでは、太陽光と風力が中心の評価である。しかるに、ドイツの再生可能エネルギーは、発電量の実績順では、風力、バイ
オマス、太陽光、水力、その他である。日本の平均気温・湿度はドイツよりもバイオマスに優れているはずだ。選択肢には、日本のバイオマスに関して位置づけが言及されていない。バイオの技
術開発余地があるにも拘わらず、太陽光ムラ業者の意見が強く反映されている。選択肢は片手落ちである。
・将来の電源構成について：バイオマス、太陽光、風力、小水力、地熱などと原子力の比較を数年毎に行い、電源比率を決めるべきだ。2030年の比率を固定化し、全ての政策を合わせてしまう
やり方は、自由度が低く、不確実な将来のリスクを回避できない。事故後の感情に振り回されている現時点での政策決定は国を過つ。
以上

54160 個人 自営業 ５０代 男性 原発は不要、っとゆうか無理です。 我々にはコントロール出来ないモノを扱ってはいけません。福島第一の燃料棒だって落ちてしまい もはや地中、もぅどぅにも出来ない。四号でもあの状態。廃棄物も どぅにも出来ない。未来に危
険この上ない負の遺産をのこす。現在のほんの一部の者達の利益の為とは あまりにも愚か。電力だって充分に足りています。電力会社、マスコミと共にいつまで嘘をつくのですか？

54161 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。エネルギー消費に関
わる諸制度を設け、政治的にエネルギー消費を抑制
すること、また、予算を投じて再生可能エネルギーの
拡大することに力をいれて欲しい。

原発依存ゼロシナリオを選択します。エネルギー消費に関わる厳しい制度を設けて、政治的にエネルギー消費を抑えて欲しい。エネルギーを多量に消費する家電製品への課税など検討して欲
しい。エネルギー関連産業へ参入しやすくなる仕組みや、消費者がエネルギーを選択できる仕組みと組み合わせての税制を検討して欲しい。このような再生可能エネルギーの拡大に寄与する
制度作りなどへ予算を大幅に投じて欲しい。安全や信用に関わる部分は国が管理し、その他は市場に任せられるような制度は作れないのでしょうか。
政権が短命に終わる日本の政治の現状では、選挙のたびに迎合的な政策が打ち立てらる。だから、エネルギー政策に関しても長期的な実現には期待できない。短期での改革を望みます。私
は小学校教諭です。2030といえば、今教えている子供達が私の年齢になるころです。問題を先送りして、彼らに問題を押し付けるような恥ずかしいまねはできません。

54162 個人 学生 １０代以
下

女性 0シナリオしかないです。 ふくしまけんの事故で沢山の人が住む家を無くしたと学校で先生に習いました。
もう原発は1個もいらないです。

54163 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 2030年までにではなく今すぐにでも原発を止めて他のエネルギーに転換してください。
我が国は自然エネルギー先進国として歩むことができるだけの技術は持っているはずです。
地震は止めることはできません。過去を変えることもできません。
しかし地震大国としての備えをして未来を変えることは可能です。
今変わらずしていつ変わるのでしょうか。
どれだけ大変な事故を起こしてしまったのか国は自覚してください。
そして国としてはっきりと国内外に示すべきです。

54164 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 使用済み核燃料の問題を含め、原子力は自然界、地球にとって有害であり、温暖化以上に有害だと考えるからです。地球が病気になれば、経済活動などできません。

福島の事故があった直後は、原子力も多少はやむなしと思っていました。しかし、現在までの政府の対応を見ていると、ゼロシナリオ以外考えられません。任せられません。

54165 個人 無職 ５０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を希望。
政府は原発にかけていた力を再生可能エネルギー開
発に向けるべき。

「2030年に原発0」ではなく「即刻原発0」を希望。
このパブコメ募集の前提「2030年時点」は、2030年まで原発稼働可とする国民を騙すトリック。原発事故は、現時点で人間には制御できない。結局、命と経済どちらが大事かということ。政府は
国民の命のために、自然エネルギー比率を増やすスケジュールを示すべき。

54166 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 全校の原発を「即時廃炉決定」と、二度と原発を使わ
ないためのエネルギー政策の決定を希望

国民の圧倒的多数が、原発はもういらないという思いでおります。
政府は国民の意志にきちんと沿った政策を出していただきたい。
国民の血税で養われている以上、官僚（特にトップ）は己の立場をわきまえ、日本の国民、市民のためだけに、まっとうな仕事をすべきです。

54167 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電に反対します 今回の原発事故で人間がコントロールすることが出来ない技術を公に使用してはならないと考えます。

火事のようにその火を消せば事故そのものが収束するものと違い
原子力発電は事故が起きた場合の影響はあらゆる方面に甚大な被害を及ぼしてしまう。

事故が絶対起きないといったことはあり得ないことだと我々は知ってしまったのです。

次にコスト

原発建設費、周辺住民等に対する補助金、使用済み燃料の処理費、寿命後の廃炉処理費、ましてや今回の様な事故が起きてしまった場合の事故賠償費用を鑑みた場合単価の安い電力とは
全くの嘘であると思います。

今こそ　国として原子力に変わる発電方法の確立に舵取りを決断するときだと考えます。

悪しきしがらみからの脱出を節に希望します。



54169 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 0のシナリオを選びます。 原子力に頼らない政策を選ばない限り、電力会社は原子炉という資産を絶対に手放そうとはしないでしょう。
この先、この日本に生まれた人々にとって、今を生きている人間は、立つ鳥跡を濁しすぎて汚しすぎていることに、早く気づいて欲しいです。

54170 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電所を全部廃炉にし、
自然エネルギーへの移行をお願い致します。

原子力発電所を全部廃炉にし、
自然エネルギーへの移行をお願い致します。

理由
原子力発電所が人間の手にはおえないため
原子力発電所で事故がおきても誰も責任を取らないため

日本の未来のために、原子力発電所を廃炉にし、
自然エネルギーへの移行をお願い致します。

54171 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 0%を選択します。それ以外の選択肢は考えられませ
ん。

福島原発を例にあげるまでもなく、原子力発電に内在するリスクは、現在の人類にヘッジする手段はありません。いかなる対策を施そうとも、原子力発電の原理は、地球上の生命に負の影響を
及ぼす放射能を発生させることで成り立っています。
更に、未だ人類はこの発電原理が必ず発生させる核のゴミを完全に処理する手段を持っていません。
多大な電力需要が、我が国民にはあり、経済活動もその上に成り立っていることは紛れもない事実ではありますが、代替エネルギーの選択肢は確実に存在します。原子力発電のコストがそれ
ら代替エネルギーのコストより安いという論理は、ウラン精製からゴミ処理、更には巨額のリスク回避コストや、今回の福島原発事故後の処理コストまでのすべてを加えて計算したものではない
ため、全く議論にならないと考えます。

54172 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 １．原発を０％にする。 風力発電や水力発電のほうが災害が起きたときの二次災害がおきにくいと考えるためです。また、日本中の屋根にソーラーパネルを装着し、自家電力を作れる環境を作ることが大切だと考え
ます。

54173 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します ０％を選択すべきです。
15％は意味のない、まやかしの案に過ぎません。
原発推進の原発２０－２５シナリオでは、明るい未来などあり得ません。また、使用済み核燃料の再処理の方法もないまま、原発を稼働し続けることは負の遺産をさらに増やしていくことになりま
す。
セロシナリオは、再生エネルギーへの転換に投資が必要ですが、そのためであれば、国民が負担する額が増えるのも納得できます。
国民が納得できる政策を推進できない政府などいりません。今回のパブリックコメントの結果を尊重し、日本の未来を見据えた選択案となることを心から願っています。民意無視は絶対に許しま
せん。

54174 個人 家事専
業

４０代 女性 全ての原発を即時停止、廃炉すべき。 子孫への健康被害は国益に反する。

54175 個人 学生 ３０代 女性 原子力でないエネルギーを使いたい 電力は必要です。でも原子力でないエネルギーを使いたいです。
もしかしたら世界を殺してしまうかもしれないような可能性を内包したエネルギーを使い続けることが正しいとは思えません。

54177 個人 自営業 ３０代 男性 ０％　一刻も早く！ 激震に耐えたというのは勘違い
原発安全神話は全くの嘘
原発利権は許せない

私は、他者への侵害の上に成り立つ生活をしたくありませんので、原発0シナリオを支持します。

項目
・代償を誰が払うか
・他人に支払わせる原発
・豊かさの議論と内閣府への期待
・経済学の間違いを正せば道が見える
・ツケを押し付けるとは
・感謝

＜代償を誰が払うか＞
私たちは、大いに豊かさを楽しむべきですが、そのためのツケを将来の世代や遠くの人々、そして自然界に押し付けることは許されないと思います。自分たちの享受する豊かさの代償は自分た
ちで支払うべきなのです。

残念ながら、現在の日本の豊かさは他者の犠牲、別の言い方をすれば他者への侵害の上に成り立っていると言えるのではないでしょうか。原発もその一つです。

＜他人に支払わせる原発＞
核廃棄物が生物に影響を与えない放射線レベルになるには、世代を超えた超長期の時間を要します。しかも、安全な処理方法は確立されていませんし、近い将来に確立する見込みも見えませ
ん。また、原発自体の安全性も長期に渡って保証することはできません。「いつか技術が発達して解決する」という論も、正に将来世代への侵害です。それでも、「今の経済や豊かさを保つには、
原発の電力が必要だ」というのは、「豊かさの代償は誰か他人に払わせる」と言うのと同じではないでしょうか。

＜豊かさの議論と内閣府への期待＞
この論が極端に響くことは理解しています。「では、あなたは今の豊かさを手放せるのか」という議論になることでしょう。豊かさとは何なのか、その基になる経済のあるべき姿はどのようなものな
のか。原発や電力の問題を語るとは、このような根本的なことをしっかりと語ることを意味します。これまでは、そのような議論が充分にはなされてきませんでした。もっと言えば、どんな社会にし
たいのかについての議論は、国民の中でなされていないと言えるでしょう。そして残念なことに、政治家もその議論をしていません。

原発問題をきっかけに、大きな議論が巻き起こること、内閣府がそのような動きの一つの柱となることを期待します。

＜経済学の間違いを正せば道が見える＞
「経済が成り立つ、成り立たない」と言う時の「経済」は、これまでの古い学問に基づいて語られる経済です。その古い経済学では、物事をお金で測ることはできるものの、実際の資源量や廃棄
物量を正確に把握することができていません。限られた資源と環境容量の中で動く経済を、その現実に即した形に改める必要があります。「環境経済学」は注目を集めていますが、そのさらに
先には「生態系経済学（エコロジー経済学）」があり、既存の経済学の間違いを正す役を果たすことになるでしょう。

＜ツケを押し付けるとは＞
ちなみに、豊かさのツケを遠くの人に押し付けるとは、例えば二酸化炭素の排出で日本以外の国々の人が温暖化の被害を受けることや、熱帯林の過剰伐採や魚の取り過ぎで地球全体の生態
系を壊してしまうこと、食料の輸入を通して外国の農地の水を収奪してしまうことなどです。

また、自然界にツケを押し付けるとは、自然界の循環速度を超えて資源を取り、廃棄物を捨てることで、自然界の容量をむしばむ現在の経済活動がそれに当たります。

容量を超えて利用することもしばらくは可能ですが、針金を何度も曲げているといつか折れてしまうのと同じく、遠くない将来にその容量の限界に達し、復旧不可能な状態を招く危険性がありま
す。

＜感謝＞
膨大な意見を精査する作業に携わるご担当者の方々のご尽力に心から感謝いたします。

54176 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 即ゼロシナリオを。 歴史からも福島第一からも、原子力事故による災害は人類の手に負えないものであることが明確になった。
また、地震国日本で設置する事自体無謀である。
安全に絶対は無い事が福島第一で示された。

真相解明にも隠し事が多く、賠償も進まず、逮捕者も出ない。
その後の再稼働へのチェック内容も、素人が見てもおかしな事ばかりである。
放射性廃棄物の処理も問題。

誰かが、どこかの土地が、
他の発電方法よりも大きな犠牲を払うシステムになっている。

「種」の最も大事な、次世代に命をつないでいく仕事がある。
次世代に何を残すのかを考えてもらいたい。
汚染された大地、食物、壊された遺伝子など望まない。

原子力を辞めると経済が…という妄言も、
汚染で次世代が健康に育たなくなれば、経済どころではない。
雇用についても、
原子力関連で仕事をしていた人を、そのまま再生可能エネルギーに従事させればいいと思う。

国防の面で技術も必要なのかもしれないが、
日本にこんなに原発を置いていただきたくない。

景気もよろしくない昨今、日本は新たな政策へとシフトしてほしい。
世界をリードするような、再生可能エネルギー大国を目指してほしい。
予定、計画は遅れるものである。だからこそ、最短の時間でゼロシナリオ実現を目指してほしい。
現状では不可能な部分もあるだろうが、今までの日本も、不可能を可能にしてきたのだから
ここは全力を注ぎ、踏ん張ってゆくところだと思う。

私が育ててきた土、樹木も汚染された。（自腹で測定した）
賠償基準に満たないのだろうが、汚染は汚染だ。ばらまかれて大変迷惑している。
後片付けすらできないのに平然と再稼働する状況、正気とは思えない。
原子力はもう沢山だ。

54168 個人 その他 ４０代 男性 原発0以外の選択肢は、子どもたちに総額も定かでな
い巨額のツケと、誰も責任を取らない放射線の危険
性、を渡すシナリオであり認められません。「経済が成
り立たない」という逃避論を乗り越える必要がありま
す。



54179 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 将来のエネルギーに関して、国民投票を行って欲しい 地震大国での原子力発電の限界は、やはり事故を通して明白になったと思われます。先進国で技術を持ち合わせ、環境に配慮することが出来る日本ならではの、新しいエネルギーにシフトす
べき時です。原子力発電の停止と、国民投票を希望します。今後に関して、先進国ドイツのような展開を、国際社会で担う立場へ日本が向かうことを望んでおります。

54180 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ０％。原子力発電の可及的速やかな停止および廃
止。

原発に関する是非はさておき、現在の日本の政府（とりわけ監督官庁）と電力会社に原発を安全あかつ合理的に運営する姿勢と能力が欠けているため。換言すれば信用できないため。

54181 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 福島の事故を教訓に原発ゼロの国に！！ 子孫に核のゴミを残してはいけない。
世界で唯一の被爆国として原爆も原発もなくす努力をすべき。

54182 個人 家事専
業

５０代 女性 原子力発電所の即時停止と撤廃を強く望みます。 原子力発電に頼らない、再生可能エネルギーの開発に力を入れ、それを利用

していれば、福島原発のような事態にはならなかったと、強く思います。

今こそ、自然を有効に活用した、日本独自のエネルギー政策を育てるチャンス

です。日本には豊かな自然があるのですから。

震災後一年半経っても放射性物質で海や空気を汚染し続けているという現実

から目を逸らさず、国の政策として自然可能エネルギーの開発に即刻取り

組んで下さい。そして、この道で日本が世界のトップとして胸が張れるよう

心血を注いで下さい。

未来ある子供たちに、これ以上、大人の恥ずべき姿を見せたくありません。

54183 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 今までは生まれてからすでにそれが普通になっていた原発。
しかし事故が起きてからなんて危険な物と生きてきたのだろうと思いました。怖くてたまりません。
今後また事故が起きたら誰も責任を取れないし、一般市民はみな辛い目にあいます。これからの子供たちに住みやすく不安のない国を！この事故の経験を生かして、原発をなくして欲しい。こ
れ以上国に対する不信感を増やさないでください。
その他の自然エネルギーをもっと使用してほしい。安全な生活ために。

54184 個人 学生 １０代以
下

女性 最終処分場の決まらない原子力エネルギーへの依存
度を今後10年でゼロにして、再生エネルギーで電力
の安定供給を目指すべき。

現在のエネルギー政策は、私たち子供世代が引き継ぐことができるとは到底思えないものです。福島の事故の収束を政府が勝手に宣言しただけで、現実には1年以上立っても収束する見込み
は数十年先といわれています。原子力エネルギー政策の存続は現実性のないものであり、そういったものを次世代に渡すことは非常に無責任だと思います。従来の原子力エネルギー政策はア
メリカ政府の意向が大きいといわれていますが、今となっては、そういった政策は180度転換せざるを得ないと思います。地震大国日本にそもそも原子力発電所は危険きわまりないものであり、
なおかつ唯一の被爆国になぜそのようなものが必要なのか、私たちは考えることすらしなかったことを、今回は猛省しています。
その反省と後悔の上にたち、原発依存度を今後10年をめどにゼロにし、同時に再生エネルギー政策の推進へと舵を取るべきだと思います。それは新しい産業を生み出すきっかけになりますし、
日本の技術力が結集すれば世界に先駆けるものを生み出すことができると思います。そのためにもまずは、原発依存度をゼロに目標をかかげるべきです。

54185 個人 自営業 ６０代 男性 原発依存度をゼロを選びます。 地震国日本において、また人類が処理しきれない大量の核廃棄物を生み出し、処理できない原発は、だれが考えても必要ない事です。真に日本の国を守りましょうー！

54187 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを希望する 原発の無い国にするというちゃんとした計画を早く示して下さい。福島の事故からいったいいくら時間がかかっているのでしょう。福島の方々の思いをちゃんと受け止めて下さい。
私は早急に（０にする）とは言いません。時間をかけてもいいからちゃんとした０へ向かう計画を示して下さい。そうでなければ我々は明日への希望が持てません。その気持ちは経済にも悪影響
です。

想定外の事故であるという言葉がありました。大自然は人間の頭で考える想定を越えた事が起こすのが当たり前です。絶対安全などという事はありえません。
又実際の事故が起きた場合、人間の対応力も又想定外な事をします。人が出来る事には限度があるのです。

私達は太陽を回る小さな星の上に生きている小さな生き物だという事を忘れないで下さい。

54188 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はいりません シンプルに考えて下さい。

これからの子供たちの為に。

原発いりません

54189 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成です。
今まで大きな地震がなかったので大丈夫だったけどこ
れからは活動期に入るので大変危ないし核のゴミの
処理についても心配。

ごく一部の人にしかわからないというか人間の手に負えないかもしれないものなものを身近に置いておくのは危険。皆が仕組みがわかるものがいい。

大量生産、大量消費の社会の時代はもう終わりでこれに固執すると逆に経済力も弱くなると思う。全て発想の転換期で省エネでエコスマートでエレガントな社会への変換期であり唯一の原発被
爆国で更に福島事故での甚大な被害を受けているのにこれを逃して今までと同じ体制でいくとあまり明るい未来が見えなくなる予感がする。

54190 個人 無職 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを求めます。 原発に事故が起こった場合、福島の様に住居の立ち入り禁止や
健康・風評被害が起る可能性が否めない為。現在存在している原発も、
老朽化や地震のプレートが近くにあると聞いております。

早急に、ドイツの様に再生可能エネルギー電源設備に
切り替えるべきだと考えています。

以下の5つの論点から，原発と同程度のコストでリスクが格段に低いLNG火力発電をベース電源とするのが，もっとも効率的で実現可能な発電手法の選択と考える。

1. 発電手法の評価に当たっては，コスト(またはリターン)とならび，リスクも同時に検討すべきである。原発のリスクを考慮すると，原発はLNG火力に比べ，リスクが高いのにコストが同程度の技
術である。原発はリスクテイキングに対する追加的なリターンといえるリスク・プレミアムがほとんどないか，マイナスとなる非効率的な技術選択である。

2. 国家戦略室「コスト等検証委員会」報告書では，石炭・LNG火力の発電コストが，CO2排出権価格と将来の燃料価格，為替レートの設定の点で，異常に割高に計算されている。とくに排出権価
格が持続的に下落している実態が反映されていない。

3. 当面の電力需要は火力を主力としてまかなえる。そのことは，この猛暑を原発2基分236万kWの稼働だけで，それを上回る1000万kW規模の余裕(火力の調整)で乗り切れていることで実証さ
れつつある。今後の長期的な人口減少を考えれば，国内電力需要はピークを過ぎて減少が続く可能性が高い。想定外に高い経済成長が予測される場合には，LNG火力を増設すればよい。突
然の原発事故はあっても，突然の好景気はないからである。小規模ガスタービン火力の増設ならば，半年程度で実現できる。

4. 現在の火力発電の主燃料は石油ではなくLNGと石炭であり，主要輸入先はオーストラリア，マレーシア，インドネシア等で，地政学的なリスクはごく小さい。さらに，日本の天然ガス需要は世
界全体の消費量の高々3%程度(エネルギー白書)であり，LNG輸入拡大でLNG価格が高騰する可能性には，定量的な根拠がない。

5. 電力会社が原発の廃炉を迫られると，その資産価値の毀損分だけ減損処理を行う必要がある。その巨額の特別損失の計上で，債務超過となり，資金調達の困難化や経営破綻が懸念され
てはいる。しかし，廃炉となる原発は，結局は不良資産であり，バブル崩壊後の金融機関の不良債権処理と同様に，先送りするよりも早く償却した方が財務内容や収益の回復も早い。政策対
応としては，不良債権処理同様に，相応の公的資金の注入か，整理回収機構のような不良債権買取の公的機関(たとえば原発整理機構)を創設し，機構が原発を現在の貸借対照表上の資産
価値で買取ってもよい。その場合，電力会社にとっての追加負担はなくなり，引当金の多い原発を切り離せるために，その後の収益性は急激に改善する。さらに，公的資金注入の場合は，それ
による株価の上昇があれば，国民負担も軽減できる。

以下に，各点のうち理由の細部を追記する。
1. 火力と同程度のコストでリスクが高い原発には経済合理性がない
　リスクが大きく異なる選択肢から経済合理的な選択をする場合には，リスクとコスト(またはリターン)の組合せを同時に評価する必要がある。これは，リスクとリターンの異なる証券を組み合わ
せて，同じリターンでもリスクを最小化するポートフォリオを考える現代のファイナンス理論の共通理解である。
　LNG火力を基準としたとき，原発のリスクとそこに要求されるプレミアムは次式のように考えられる。
原発のリターン(内部収益率)=LNG火力のリターン+原発のリスク・プレミアム
　このとき，原発とLNG火力が同程度のリターンでは，原発のリスク・プレミアムはきわめて小さいか，マイナスである可能性すらある。そのような技術は，負担したリスク(リスクテイキング)に比べ
てその見返り(リスク・プレミアム)の乏しい非効率的な選択肢であり，選ぶのは合理的でない。
　もちろん，リスクのない発電手段は存在しない。原発は冷却を継続できなければ，炉の損傷か，損傷を防ぐためのベントによって，長期にわたり健康被害を与える放射性物質を広範囲に拡散
させる高いリスクがある。
　一方で，火力発電もリスクがゼロではないが，地震・津波による損壊・浸水で制御不能になっても，燃料が燃え尽きることで事態は終息する。人的被害は燃え尽きるまでの避難で回避でき，長
期の避難や除染が必要な物質も排出しない。
　ただし，地震・津波がありえない地域では，原発のリスクは火力と同程度になるから，原発は効率的な発電手法になりうる。重要なのは，日本は地震・津波の分だけハイリスクで原発を運転せ
ざるをえないことであり，そのコストがLNG火力と同程度ではリスクをとる意味がないことである。

2. 火力のコストはコスト検証委員会の報告書より安い
　「コスト検証委員会」報告書では，2012年のLNG価格がIEA新政策シナリオに準拠して11.78$/MBtuと想定しているが，現状では，米国でのシェールガスの掘削技術開発により米国市場価格が
2～3$/MBtuへと著しく下落している。にもかかわらず，日本の商社や電力会社によるLNG輸入価格は，原油価格に連動した契約のために，異常に割高なLNGを購入する想定になっている。こ
の不合理は，契約方式の変更で回避できる。現に東京ガスはシェールガスの米国からの直接調達を進めている。
　さらに，CO2排出権価格が2012年で21.6$/t(=1690円/t)に想定されているが，排出権は高値から下落を続けており，7月末の日経JBIC排出量取引参考気配では274.5円/tと，この想定より
83％も低い。
　国家戦略室の提供する「発電コスト試算シート」で，LNG価格400$/t，CO2排出権価格3.5$/t，為替レート79円/$を想定すると，割引率3%でも，LNG火力のコストは7.5円/kWhで，原発の8.9円
/kWhを下回り，原発より安い。この場合，原発のリスクテイキングは無意味になる。
　こうしたコスト評価は，ほぼ全発電量が火力で，原発のない沖縄電力の電力料金が，他9電力に比べて10%程度しか高くないことで実証済である。

54186 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選択致します。 「原発ゼロシナリオ」を選択致します。

まずこのパブリックコメント募集の、三つの選択肢設定自体について、原発のエネルギー比率を維持すると言う本末転倒の目的の為に火力発電プラントの多くを敢えて停止し続ける、東京電力
福島第一原発事故以前の電力供給のパターンと同一の前提に立っている点で、中立性の欠如が明確に現れていると認識しています。

現在、国内では２基の原子炉が稼動しているに過ぎないにもかかわらず、実際には夏季の電力需要ピークを問題なく乗り切りつつあることがその最大の証拠です。

２０３０年までに「原発比率を２０－２５」シナリオは甚だ非現実的と考えます。
原発プラント設計上の想定耐用年数・４０年を超えた老朽施設の運用延長が前提となっている事に加え、１０年・２０年の延長を認可しても期間終了を迎えた分の発電量については、新規建設
が前提になる為、交付金・補助金を積み増ししたとしても、苛酷事故を経験した我が国の国民が立地にたやすく応じる可能性は極めて低く、この選択肢自体が「絵に描いた餅」と言わざるを得ま
せん。

「原発比率を１５」シナリオについても、稼働率８０％として耐用年数４０年で既存の原発を廃炉にすることを前提にしたものとは言っても、現実の稼働率は定期検査や、無数に隠匿されて来た不
測のトラブルにより７０％にも達しない時期が多い事から、１５％を恒常的に達成する為には新規建設が前提になり、根本的には２０－２５シナリオとの決定的な違いがありません。

全地球規模での急速な温暖化による気候変動は極地の氷床融解、海面上昇、大気・海洋の温度分布移動など、深刻な実害が出始めており、待ったなしの緊急事態である事は論を待ちませ
ん。
当面は石油の使用、天然ガス等によるコンバインドサイクル等、化石燃料にある程度頼らざるを得ない状況が避けられないとは言え、世界有数の技術力を持つ我が国が太陽光・太陽熱・風力・
地熱・ダムに頼らない小規模水力・潮汐・波力・バイオマス等の、地理的にも我が国ならではの無尽蔵に恵まれた資源の利用に徹底的に官民併せて国力を注ぐ事で、新たな産業構造を創新
し、豊かな雇用と地域の再生に繋がることは明らかです。

石油やウランと言った輸入エネルギーに国の運命の殆どを依存する産業形態は、国家の安全保障上も、他国との対等な関係を構築・維持してゆく上で大きな不安材料を抱えています。
核武装への道筋を閉ざさない為、あるいは核兵器の材料を製造する産業としての核燃料サイクルを維持する欲求を、広島・長崎と二度も核攻撃の惨禍に遭った我が国が持ち続けている事も、
次第に国民の知る所となり、今後の若い世代にはとても容認されないでしょう。

最終的な核廃棄物の安全な処分法も保管地もあやふやな状態で、廃棄物を増やし続ける事は未来への世代へのツケの先送りでしかありません。３０年と言う長い時間の中では大きな震災が
再び我が国を襲う可能性が高いのです。運転停止中のプラントの使用済み燃料保管プールですら、冷却システムが機能しなければ福島第一の四号機と同じ運命を辿ります。

医療用・科学研究用のアイソトープ製品は、震災の危険の低い原発所有国との関係の中で、小規模な研究炉・実験炉を今後どう収斂させてゆくかの論議の上で考えれば充分でしょう。

まずは福島第一原発からの核燃料の抜き取り・除去・封じ込め、
放射性物質の大気・水系・土壌への漏洩の一刻も早い遮断、
世界の知見を結集しての事故収束・廃炉技術の研究開発、
国内全ての原発の稼動の即刻停止、
全国民への汚染実態情報の真実の開示、
原発事故被災者への疎開支援、医療支援、東電解体を通じた生活保障の充実、
建設中の工事を中止し、新規建設計画を白紙撤回する事、
既存施設の廃炉についての中長期的ロードマップを早急に組み立てる事、
送電網の国有化による発送電分離・電力事業者選択の自由化、
新エネルギー立国に向けての国家総ぐるみでの政策シフト、
これが我が国がいま全てに優先して行わなければならない課題です。

54178 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発はLNG火力と同程度のコストだが，地震・津波国
では原発のリスクが火力よりはるかに高い。高いリス
クをとってコストが同程度の原発はハイリスク・ローリ
ターンといえ，経済合理性はなく廃炉を急ぐべきであ
る。



54191 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「ゼロシナリオ」を選びます。
安全性と経済性が確立していない原子力発電から脱
却することと、政府公約の「２０２０年までに二酸化炭
素を２５％削減する｣ことの両立を求めますし、可能で
あると信じています。

「ゼロシナリオ」を選びます。
１．原発は安全ではない
(１)原発は安全ではないからこそ、送電による損失があるとか、送電網の整備に大きな経費を要したとしても、事故が生じた際にはその影響が少ない過疎地に原発は作られている。フクシマの
方々には申し訳ないが、奇くしもこの策は被害を小さくすることができた。大都市圏に設立されている火力発電とは、事故が発生した場合の大きな違いである。
(２) もんじゅの事故、柏崎刈羽原発の事故、など現実に起こった事故の例でも安全ではないことは明らかである。
(３)再処理方法であるプルサーマル計画も高速増殖炉の技術もまだ確立していない。法的には使用済み核燃料の処分が地下埋設することになっているが、まだ国民的な合意とはなっていな
い。おそらく場所の選定を含めて、安全に管理をするには長期の期間を要し、次世代に負の遺産として引き継がせることになる。
(４)現時点では安全性が担保されていないといっても、核分裂や核融合など原子核には資源としての可能性を包含しているので、安全な使用技術を確立するためには、使用済み核燃料の処理
方法を含め研究は進めるべきである。
２．原発は経済的とは言い切れない。
・他のエネルギー源と比較するときに、原発には使用済み燃料の保管費や処分費及び事故時の復旧費用や損害賠償費が含まれていない。これらを含めると決して安いとは言えない。
３．脱原発と地球温暖化対策を両立させる。
(１)原発推進と再生可能エネルギーの普及とは両立しません。現に政府が原発推進したことによって、再生可能エネルギーの普及は減速し、ドイツやデンマークなどに追い抜かれてしまいまし
た。しかも、太陽光発電においては日本技術が活用されていたのです。
(２)原発はゼロ稼働か１００％稼働という選択肢しかないため、運転休止時には代替発電が必要となります。このために、原発の推進によって石炭による火力発電が増えました。つまり、必ずし
も原発は地球温暖化対策には結びつかないと考えます。
(３)詳細に部分に関しても、原発には温水というエネルギーが廃棄されますが、再生可能エネルギーにはこれはありません。この点でも再生可能エネルギーが優っています。
(４)多くの自治体で地域新エネルギー･省エネルギー推進計画を策定しています。原発はエネルギー使用量を削減しないことを前提とするような発電方法なので、新エネ･省エネを普及させるこ
とには逆行するものです。

54192 個人 無職 ７０代 男性 原発ゼロに賛成です 地震国、日本で　制御不可能な　原発を　可動させることに　反対します。

54193 個人 自営業 ４０代 女性 地震大国日本にもう原発が不要であることが３１１の
震災で証明されたと思います。原発に代わるエネル
ギー発電で日本はやっていくことを決意するときがき
たと思います。

なぜ、安全を主張してきた東電があれだけの大きな事故を起こし、今福島では恐ろしい高線量の場所から出ることも出来ずに病気になるのを待っているような人々が未だ存在するというのに、
これから大地震が予測されているにもかかわらず、原子力エネルギーに頼り続けるという思考は、もはや利権やお金の問題としか思えません。あれだけ多くの人々が脱原発を叫んでいるという
のに、その声は届かないというのは、やはり日本は民主主義国家ではなかったのだと思わざるを得ません。国を立て直そうという気持ちがあるならば今からでも遅くありません。国民の政府に
対する不信感を拭うには、非を認め本当に国民のためにやり直していくことだと思います。

54194 個人 学生 ２０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します テクノロジーは現代の人間の生活に欠かせないものですが、人間がコントロール下におけるもの、人間の時間軸内で制御できるものであるべきだと思います。
放射性廃棄物の処理方法は人間の手に負えるものではありませんし、事故があった際に故郷を失う人、仕事を奪われる人がいるような仕組みありきの電力の安定した社会ならば、停電の可能
性があるけれども原発のない社会を日本は目指すべきだと思います。未だに太平洋を汚染しているのに、経済のしがらみのせいで原発再稼働せざるを得ない日本が悲しいです。ぜひ現在原
発で働いている人を廃炉の仕事に従事させたり、自然エネルギーでの発電事業で雇用してください。脱原子力発電をし、環境に負荷のかからない発電事業に舵を切り替え、その技術や技術者
を輸出するようなモデルに切り替えて欲しいです。

54195 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 日本は原発ゼロシナリオを目指し、自然エネルギー・
クリーンエネルギーにおいて世界の牽引者(リーダー)
と成るべき。

過去の経済成長を支えてきた日本の世界に誇るべき技術があれば、諸外国のさらに上を行く自然エネルギー・クリーンエネルギー開発・利用ができるはずである。また日本は戦後の荒廃、幾
多の災害を経験し乗り越えてきたのだから、このエネルギーの危機もその知識、技術、精神と連携で乗り越える事ができるはずだ。
そして、最も大事なことは私たちの子孫に胸を張って美しい日本・地球を残す事ではないだろうか。チェルノブイリでは今だに住民は自分の家に帰れず、広島・長崎の被爆者は後遺症などに苦し
んでいる。5年10年先ではなく、100年先1000年先を見据え考えるるべきだと思う。

54196 個人 その他 ３０代 男性 2030年までのゼロシナリオを支持しますが、2030年で
は遅すぎます。即時ゼロにすべき。

　今回の東京電力福島第一原発事故によって、核と人間が共存できないのは、経験としてわかったことがらである。原発は事故が一度おきれば、人間と社会にとりかえしのつかない被害をあた
える。
　また、被ばく労働を生み出す原発は本来的に存在してはならない人権と声明を危険に追いやる暴力装置である。
　エネルギー・環境の問題ではなく、人権の問題の観点から原発は存在してはならない。エネルギー・環境の問題は、即自原発停止を前提に、根本から議論を作り直すべきである。

54197 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発依存即時ゼロに。日本は世界有数の火山国であ
り地熱発電に力を入れるべきではないか。温泉地も観
光だけでなく、発電所という雇用を生むこともできる。
放射能でこれ以上国土をなくさぬ仕組みを採用してほ
しい。

「核の平和利用」と言ってはみても、原子力のそもそもの目的は大量破壊。核融合反応は恒星の仕組みと同じで、エネルギーが大き過ぎるのだ。恒星はある温度にまでなると超新星爆発を起こ
しブラックホールとなる。宇宙にはそれを止める術はないし、原発で繰り返し起きている様々な事故を思えば、制御棒などというものでコントロールしきれるとも到底思えない。取り返しのつかな
い事故は既に起きてしまった。施設の老朽化を思えば、事故の危険性がさらに高まっているのは明らか。原発作業員の被曝もこれ以上見過ごせない。放射能汚染は国土を失うということ。国が
国民の生活を守らずに、何の意味があるのか。人命を犠牲にするものにお金をかけるより、再生可能エネルギーの開発にその力を注いでほしい。どんな仕組みでもメリット・デメリットはあるが、
これだけの火山がある日本で、安定したエネルギーを得られる地熱発電の開発に力を入れない理由はないのではないか。何十年、何百年先にまで被害を残す原発は、すぐにでもやめてほし
い。
原子力の強大な破壊力を知りながら「せっかく作ったんだからとっておこう」などという思惑が隠れているとしたら、こんな恐ろしいことはない。そんなことはないとは言っても、それを手放したがら
ないというだけで、周囲の疑心暗鬼を生むには充分。広く、遠く、よりよい人類の未来を描く視点をもって、国をつくっていってほしい。

54198 個人 無職 ５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。
今、原発との決別を決断すべきです。

　ゼロシナリオを強く支持します。
　また、今決断すべきことは、原発との決別であり、できるだけ早期に原発から撤退することができる道筋を確立することだと思います。
　今回の東日本大震災に伴う福島での甚大な原発事故について、国・電力会社のみならず我々国民自体も、これまでのあり方を厳しく反省するとともに、その反省に立って今後のあり方を大き
く見直すべきと考えます。これまでの経済第一、利益追求第一、利便性第一、自分さえ良ければそれで良い、といったあり方は、勇気をもって見直すべきです。
　今回の大震災のように、一旦事が起これば人間の手では制御不可能・処理不可能となる核物質と人間の生存とは、そもそも相容れなかったものと改めて思いました。いくら核の平和利用と
いっても、重大事故が起きてしまえば、広島・長崎への原爆投下と同じ事態となってしまいます。この際、はっきり原発からの決別を決断すべきです。
　１５シナリオは、３つのシナリオの中間的な案かも知れませんが、結論の先送り、将来の方向づけが曖昧で、今後の投資も無駄が生ずる恐れがあると思います。従って、今はっきり決断するの
が最も効率的な今後の投資となると思います。
　ゼロシナリオにおいては、国民に種々の負担がかかる見込みですが、これは原発との決別を決断する以上はやむを得ないことであり、覚悟をもって国民挙げて負担を背負っていかなければ
ならないと思います。国民各層の英知を結集し、再生可能エネルギーや省エネ、その他技術開発等に全力で取り組み、困難を乗り越えていかなければならないと思います。

54199 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はすぐにゼロにすべきです『原発ゼロ』『即時廃
炉』

福島の大惨事が未だに収束されぬまま、大飯原発の再稼働。福島の惨事を繰り返してはいけません。このままだらだらと原子力エネルギーに頼り続けても何もいいことはない。期限を設けず
に、すぐに廃炉にしていただきたいです。

54200 個人 自営業 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します！ 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します！

原発で作る電力が無くても 電気が足りる事はもう皆が知っています。
経済の為に原発を維持するのはやめてください。
核のゴミも処理できないんだから、これ以上増やすのもやめてください。

私達の意見をちゃんと反映させなければ、私達は政府を支持しませんよ。

54201 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオ希望 原発反対です。
事故が起きた時の被害があまりにも大きすぎる…

3.11以降の生活。こんな事になるなんて、不勉強過ぎた自分にも腹立たしいです。

自分たちだけで責任取れないモノ、創りだして廃棄も不可能。共存してる仲間たちにも、申し訳ない気持ちで一杯です。

まして、日本は地震大国。
何が1番大切か考えたら、答えは出てると思います。

日本の技術や知識は、まだまだ素晴らしいと思っています。
それをどうか、クリーンエネルギーに費やして下さい。
これ以上、絶望させないで下さい。

宜しくお願い致します。

54202 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 2030年原発ゼロシナリオを支持します。 　原子力発電自体に反対します。2030年ゼロシナリオを支持し、可能な限り早い時期に原発ゼロを実現すべきと考えます。

　2011年3月11日東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故により、原子力の安全神話は崩壊しました。原子力をコントロールすることがいかに困難であるかが明確になった
のです。日本国内であと一つこのような事故が起きれば、日本は壊滅的な被害を受けるでしょう。

　日本という地は、地球上でも地震の多発する地帯です。まだ明らかにされていない活断層もあるのです。そもそもその日本の上にこれほどの数の原発が建てられていること事体がおかしいと
言わざるを得ません。

　重要な問題点はもう一つあります。使用済み核燃料の処理方法が確立されていないということです。その問題を子供たちの世代に押し付けることは出来ません。そうである以上、原子力発電
に依存していくことは考えられないことです。

　早期に新たなエネルギー政策への方向転換を決断、表明し、日本の技術をもってしてその方向に邁進することが、日本が震災からの真に復興すること、また経済復興への道筋ともなるのでは
ないでしょうか。

　それが日本の今後の大きな役割のひとつであると考えます。

54203 個人 自営業 ４０代 男性 原発に一切頼らない方向に（ゼロシナリオ） 東北震災からわかるように地震国である日本には不向きであると考えます。

54204 個人 その他 ２０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます 「原発ゼロシナリオ」を選びます。電力会社が独占企業のようになっている現状を変え、より国民の購入意思が反映される電力供給システムをつくってほしいです。そのことが、自然エネルギー
を発展させ、また国民・企業の電気の使い方を変え、原子力発電をしなくても豊かな社会を築くことにつながっていくと思います。

54205 個人 家事専
業

５０代 女性 「ゼロシナリオ」を選択します。
そのうえで、即時、原発ゼロを望みます。

原発「ゼロシナリオ」を支持します。
地震列島の日本で、安全・安心な生活を続けていくために、今、すぐにも原発はゼロにしてほしい。
そして、自然エネルギーのさらなる推進を望みます。

54206 個人 学生 ２０代 女性 原発比率「０％（即時）」を選択します。原子力の平和
利用は幻想にすぎません。いまの世代のたかだか数
10年の「豊かさ」のために未来永劫にわたって負の遺
産を押しつけることは許されないと考えます。

繰り返しませぬからと誓いながら、日本はヒロシマ・ナガサキについでフクシマの地を新たな被曝地にしてしまいました。この悲劇を今度こそ絶対に繰り返したくありません。

原子力の平和利用は幻想です。原子力発電は悪夢のエネルギーといっても過言ではないでしょう。人間が制御できない技術であることは、福島第一原発の事故で明らかになりました。この事故
によって、フクシマをはじめとする多くの方々の人生が切り裂かれたのです。さらに、原子力発電を続けるかぎり、私たちは被曝の恐怖におびえなければならず、100万年後の未来にまで核廃棄
物という負の遺産を残すことになります。

以上の理由から、原発の即時廃止。原発比率「０％」の実現を希望します。

54207 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 脱原発。あしたの為に‥未来の為に
これからを生きるコドモたちの為に

原因と結果の 因果関係を見つめ直して
みんなの笑顔を繋げていきましょー
♪( ´▽｀)ノ not nukes

小さな祈り 願いが 大きなチカラになる事を信じて‥

54208 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 原発のゼロシナリオを希望 危険な方法は無くて済むなら無い方がいい。

54209 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオ 選択の中では「2030年原発ゼロシナリオ」を選択しますが、即刻廃炉すべき。再稼働はしないでください。子供たちに健康な未来を残す為に、原発はゼロにしてください。

54210 個人 自営業 ３０代 男性 原子力発電所の閉鎖 福島の悲劇を繰り返さないために。

原子力に依存してるのは国民ではなく官僚。

もっと世界をみてほしい。日本がどれだけ遅れているか。

Noと言える日本に。

太陽光、風力、地熱、自然エネルギーへのシフト。

54211 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロのシナリオを支持します。 全ての原発の再稼働反対。核廃棄物の処理方法がない。
原子力規制委員会の人事に疑問。
自然エネルギーをもっと増やしてください。

54212 個人 家事専
業

３０代 女性 ２０３０年に原発ゼロ 人間の作った機械で人間が制御して、
またあのような事故が１００％起こらないなんてありえない。
小さな子供がいます。
将来原発はゼロにして違うエネルギーを２０３０年までに開発してほしい。



54213 個人 その他 ５０代 女性 原発ゼロシナリオで即時０％を希望します。 いきなりの全廃は難しいことだと思います。
しかし、福島の場合で何かがあったら、人間の手で手におえないことははっきりしました。
知恵と努力でさまざまなことを乗り越えてきた日本人です。今こそ、多くの知恵を結集し、速やかに全廃への道を探るべきと思います。

54215 個人 学生 １０代以
下

女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張します。
《政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽力すべきです》
原発は原爆と同じです。事故を起こすと被害甚大です。
経済原理で人間性を無視する原発は不要です。
尽きることのない自然エネルギーを平和に利用することを望みます。

54216 個人 その他 ５０代 女性 選択肢としてある3つのシナリオだけでなく、原発ゼロ
にしつつ地球温暖化対策を進めるという4つめのシナ
リオを作ってそれを進めて欲しい。

原発の恐ろしさは、想定外とかいう言葉で片付けられるような簡単なものではない事が昨年の大震災ではっきり分かったのだから、今ある原発はすべて停止にして欲しい。さらに、地球温暖化
対策を講じながら外国＆原発に頼らない自前のエネルギー確保に労力と費用をかけて欲しい。目先の利益ばかりを追求して来た様々なつけをもう先送りしないで、今ちゃんと払うべきだと思う。
ここでまた先送りにしたら、もう日本に未来はない。

54217 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 今すぐ原発をゼロにすると、電力不足になるとか、火力発電が増えて燃料費が莫大にか かるなどと言われることがあります。しかし、設備容量は足りていますし、ピークカット やピークシフトなど
電力の需要をコントロールすることで省電力を実施したり、古い設備 の更新やさまざま省エネ対策を実施することでピーク時の電力不足も解消できます。省エ ネが進めば、化石燃料のコストを
小さくすることも可能なのです。こうした方策も十分検 討せず、安全性を確認することもなく、再稼働に踏み切りました。エネルギー政策を決め る前に、原発の再稼働を先行させていることにも
問題があります。

54218 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロシナリオで即時撤廃を支持します 福島の原発事故により、いまだ各地で避難生活を送る多くの方たちの存在、そして被災者でなくても、自分たちの生まれ育った日本の食への不安、環境への不安、健康への不安、将来への不
安を日常の中で感じています。核廃棄物の最終処分方法も決まらず、核燃料サイクルの再処理もままならず、安全管理も十分されず、将来の地震の予測は不可能、事故後の解決手段もない
ままに、コントロール不可能なハイリスクな原発を稼働するべきではないと考えます。また、地震、津波対策、活断層の問題など、安全対策がなされないままの再稼働はしないでほしい。審査も
まったくの第三者機関をいれるべきです。原発にかける予算を、より安全な自然エネルギー、再生可能エネルギーの開発に注ぎ、安定供給をめざし推進するほうが、長い目でみると将来性が高
いと考えます。

54219 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 エネルギー・環境に関する選択肢は将来、「原子力発
電は０を目指し」大規模な自然エネルギーへの転換を
するべきである

いうまでもなく、昨年の東日本大震災ならびに津波の影響が、福島第一原子力発電所に与えた今回に大事故は日本人として、このままでよいのか改めて考えさせられることとなった。今まで安
心・安心といわれ、列車や航空機事故などリスクに対応する備えなどは各種段階で行われきた。しかし、今回の福島原発事故は国会事故調査委員会がいうようにまさに「人災」であったと思い
知らされることが、次々に明るみに出てくる。まだ、放射能被害で避難生活を強いられている多くの人々の通常生活に戻す責任は国であり、東電である。何年かかってもこれは最低限度の保障
であると考える。つまり、何が起こっても対応できる対策と資金が担保されていなければならない。その総額が原発の原価であり東電がその資金をまかなえることを可能にしなければ原子力発
電は使用してはならない。電力料金で今後の保障資金を出すのは愚の骨頂である。電力量はこれまでの発電能力で可能であると考える。しかし、CO2削減は全世界的課題である。そこで、日
本こそ、広島・長崎で原子力爆弾を投下され、第五福竜丸で被爆し、ここで福島第一原発の被害を受けたこの経験から「脱原子力」といくのが日本国民にとって自然な流れであると思う。いろい
ろな自然エネルギー開発もされ、電力を作り出してきている。電力の購入や送電システムなど、自然エネルギーの開発拡大に政府は力・「資金助成」を注ぐ時期に来ている。ぜひ、「原発０％を
目指す」と世界に向かって日本が胸を張って公言できることを願っている。

54220 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 2030年に原発０ではなく、即時原発０。 原発は一旦事故が起これば取り返しのつかない事態を引き起こし被害範囲も
地球全体に及ぶ。
原発からでるゴミは無害化する処理方法も確立されておらず、原発同様に
危険だ。
このパブコメでは、2030年時点での原発比率を選択させている。
それまでは原発を維持することを示唆しており、容認出来ない。
即時、全原発停止し廃炉への道を進むべきだ。

54221 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」 安全な社会の実現を！

54222 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 1.のゼロシナリオを選択します。
２０３０年ではなく、２０１２年現在に原発を撤廃すべ
き。

原発をコントロールできる気になっているだけで、実はテクノロジーやリスクに対する機能があまりに未熟だから、撤廃すべき。災害国でもあるし。

54223 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発廃止を！ 安全が確認できないので。

54224 個人 無職 ６０代 男性 選択肢は「原発ゼロシナリオ」ひとつしかない。 フクシマの事故で、原発が人の手ではコントロール出来ない事がハッキリしまた。
自然災害を免れない日本（特に地震災害）で、絶対安全な原発などあり得ないことも納得させられました。
従って、事態に真摯に向き合い、過去のシガラミにとらわれず、「ゼロシナリオ」に向け、カジをとるべきであると思います。
今まで原発に向けられてきた金と人材を自然エネルギーの開発に向ければ、
２０３０年を待たずして、ゼロシナリオは実現可能であると思います。

「原発ゼロシナリオ」の遂行が沈滞した経済の再浮揚に繋がり、希望のもてる社会の実現に向けた一歩になるよう勇気を持つべきだと思います。

54225 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオ。2030年を待たずになるべく早く原発を
ゼロに。
自然エネルギー、再生可能エネルギー、ガスコンバイ
ンドサイクル発電を拡大させる。
「もんじゅ」はこのまま稼働させずに廃炉。

ゼロシナリオ。2030年を待たずになるべく早く原発をゼロに。
自然エネルギー、再生可能エネルギーを増やすほか、火力でもガスコンバインドサイクル発電で二酸化炭素を抑えて必要な電力をまかなう。
原発ゼロを目指すので核燃料サイクルは不要であるうえ、
原理的に危険でトラブルの絶えない「もんじゅ」はこのまま稼働させずに廃炉にする。
原発は事故が起きると何十万人の土地を奪い、避難生活を強いて人生を破壊するものであることが実証された。この惨事が繰り返されてよいとは絶対に思えない。
電力会社と政府は2011年の事故において、情報を隠す、騙す、シラを切る、脅す、開き直る、責任をなすりつけるといった国民や国際社会を裏切る対応を何度もとってきた。
国民の安全よりも責任逃れや自己保身を重んじるこのような電力会社と日本政府の体質が根本から変わったとは全く思えず、原発の運営を任せられるとは全く思えない。
コストについて。現在の原発のコストの試算は安全のための十分な投資と核廃棄物の処理費用と事故補償費等が含まれておらず、不当に安く試算されている。これらを誠意ある姿勢でまともに
計上すれば他の発電よりも安いとは思えない。

54226 個人 無職 ６０代 男性 原発依存度は２０～３０％は維持すべき 原発依存度は２０～３０％は維持すべき

理由・地球温暖化対策として有効
　　・日本には化石燃料資源はなく、輸入に多くを依存することは避けるべき
　　　国として、貿易赤字は避ける必要あり
　　・電力は、産業の根幹をなすものであり、電力が高騰することは、日本か
　　　ら雇用の場がなくなることを意味する（企業は海外に工場を移転させる）
　　・原発関連の雇用がなくなるが、これら関係者の雇用を吸収できる産業は
　　　ない
　
提言・放射能が恐いからという理由で安易に原発を廃止にするのではなく、国
　　　を上げて、各種災害に強い原発を開発し、活力をつける
　　・電力会社に対しては、原発再稼働条件として本社機能を原発敷地内に設
　　　けることを最低条件とする（こうしなければ、原発の安全は確保できな
　　　い、当然家族も原発周辺に居住させること）

54227 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロを選択。 火力、水力、等　代替えに全てしたことによる電力料金のupは負担します。
（2030年までには、upしない方法が確立していると考えます。あと5年以上もあり、十分なビジネスチャンスと捕らえて動いている企業は確実にあります。）
原子力発電の発電コストがどんなに他の発電方式に比較して廉価であっても、一度事故を起こした場合の被害は甚大過ぎ（今回の福島の1件だけで、東京電力は実質経営破綻、地元の３０ｋｍ
圏内は、その住んでいる方の寿命の間は戻れない）るため、コストが合わないと考えるためです。そのため　原発ゼロを選択します。
野田さん　谷垣さん、よろしくです。

54228 個人 その他 １０代以
下

女性 0シナリオ希望 あんな事故を起こした原発なんてもう1個もいらない

54229 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電を即時撤廃。まずゼロにして、そこから対
策を考える。

原子力発電を即時撤廃。まずゼロにして、そこから対策を考える。でなければ、ズルズルと稼働を続け、さらには稼働する原発を増やすという事態を招きます。
実際現状の安全管理の信憑性は、地に落ちているにもかかわらず、再稼働を急ぐという政府、東電その他の対応を見て、危機感を覚えます。まず、危険因子を取り除くのが先決だと考えます。

原発をなくした後に、その先の対策をもっと考えるべきではないでしょうか。発電、送電、蓄電の新しい技術の開発。設備の見直し。今使っているものが最もロスがないのでしょうか。日本の政治
家同様、無駄を省ける箇所がたくさんあり、かつ効率を上げることが出来るはずです。
そういった技術開発を達成できれば、他国への技術の輸出も考えられ、世界的に原発を減らす、なくすことが可能になるのでないだろうか。そうした技術開発への支援を多いに増やしていただ
きたい。

電力会社の1社独占の撤廃。自由競争の導入は当然の流れです。実質国有化等しないで、解散、解体させるべきです。当然、今回の事故の保証は続きます。変わらぬ組織を残していては、い
ずれ同じ過ちが繰り返されます。

「エネルギー・環境に関する選択肢」の議論と同時に、福島の事故の収束、解決へ向けての取り組みの強化をもっと考えるべきではないでしょうか。今後起こりうる事故の結果が目の前にあり、
その対策は万全と呼べるものでは決してないです。東電、政府は現実から目を背けていると感じています。
起きてしまった事故の解決も図れず、その対策に取り組む姿勢も弱く、なお原発を使うということは、断じて容認できません。

54230 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを希望します。命や環境と引き換えに発
電コストを抑えるより、高価でも安全な発電方式の中
で節電に努めたい。命や環境に多大な被害をもたら
す恐れのある原発は一刻も早く中止すべき。

　今回の東日本大地震による福島第一原子力発電所の事故でも明らかな通り、現存する原子力発電所の安全神話は崩れました。また、現在再稼働している大飯原発を含め、現在の原子力発
電の安全性は過去の安全基準によるものであり、今後再び東日本大震災と同じような、もしくはそれ以上の地震が起きた場合は、福島第一原発と同じような、もしくはそれ以上の被害が発生す
る恐れがあります。日本は地震大国であり、世界中で想定外の気候変動が起きていることから、今後も想定外の地震が起こる可能性があります。地球温暖化の原因となる温室効果ガスを放出
しないといっても、人体や環境に多大な被害をもたらす可能性のある発電方式は、辞めるべきだと思います。
　さらに、原子力発電では使用済み核燃料の処理や廃炉に多額の費用がかかり、長期間にわたって事故の危険性と隣り合わせです。安価で発電できるといっても、トータルで見て安価な発電
方式であるとは言えません。
　原発ゼロを目指すとなると、国民もそれなりの発電コストの負担を強いられることになると思いますが、命や環境と引き換えにコストを抑えたいとは誰も思わないと思います。それよりは、高価
でも安全な発電方式の中で節電に努めることを選ぶのではないでしょうか。命や環境に多大な被害をもたらす恐れのある原発は一刻も早く中止すべきです。

54231 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。 上記と同じ

54232 個人 その他 ２０代 女性 今以上のの原子力発電所の再稼働反対です。日本
は原子力に頼らない自然エネルギーも利用した電気
供給に変換していくべきです。

私が一番大事に思うのは生命です。人間だけじゃなく、この地球上に生きる生き物全てのです。今の日本で私は子供を産む事ができません。それは放射能汚染が怖いからです。また子供達の
世代にきれいなままの地球を残せないからです。
もう原子力発電がクリーンなエネルギーなんて誰も思ってません。上関原発建設でどれだけの人が傷付けられたか東京に住んでいる私でも知っています。
どうかお願いです、これ以上若者をがっかりさせないで下さい。

今なお人命を危険にさらしている福島第一原発が一向に収束の目処が立たないのに，再稼動はありえません。日本だけでなくこの地球を危険にさらしているという認識がないのでしょうか。
経済が後退したら，そのことで職がなくなり生活できなくなる人がいるということを再稼動の理由に挙げる人がいますが，一緒に比較するレベルの話ではないです。もう一度原発事故を起こした
ら，もう日本はおしまいです。生活する場所も，飲み水を得られる場所も，食べものを作る場所もなくなってしまいます。仕事が云々なんて言ってる場合じゃないんです。生活できる安全な場所な
くして，企業だって成り立たないんです。
今の原子力ムラの管理方法では，いくら下請けの方々が命を削ってまでまじめにお仕事に取り組んでくれたとしても，とても安全に稼動ができるとは思えません。この地殻変動はまだ収束した
わけでもないし，今後も日本の周辺では大きな地震が来る可能性は高いはずです。
誰かの利権のために，国民に犠牲を強いるのはもうやめて下さい。

そもそも電気は足りているのに虚偽の報道を意図的に流して，国民に電気が足りないから原発を稼動させるしかないなどとウソをつくあたりも許せません。

もともと原子力発電所は地震の少ない場所での使用を想定して作られていると思います。それでも，コントロールは難しいはずです。なぜドイツが脱原発したのか。福島原発を作ったアメリカの
ＧＥはなぜ撤退したのか。

原発がなくて困るのは，私たち国民ではないはずです。
電力会社と原子力ムラの人たちです。

天然ガスを使用した発電は，危険が少なく，環境にも優しいと聞きます。十分に置き換えが可能なのではないでしょうか。

日本は，アメリカのまねをするだけの国である必要はないのです。最初はバカにされるかもしれません。でも，そんなのは放っておけばよいのです。新しい時代に入ったことを認識して，世界に
向けてこんな方法があるよと発信する国でよいではないですか。

本当に大切なものは何かを考えたら，一刻も早くすべての原発を停止して，原発の安全なる廃棄を真剣に考えるべきです。

日本の科学技術を持ってすれば，原発の代替エネルギーを探すのはたやすいことです。邪魔さえ入らなければ，今利権を持っている者がこれ以上欲をかかなければ，新しいエネルギーを使っ
た発電にシフトできます。
マスコミを利用して正しい情報を流してください。

原発のない，安心して暮らせる世の中にしましょう。

どうぞよろしくお願いいたします。

54214 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを希望します。



54233 個人 自営業 ６０代 女性 これからのエネルギーについて「原発ゼロ」「脱原発」
以外考えられません。

娘や、これから生まれてくる孫のためにも

安心できる社会、

本当に国が国民のことを思い動く

そんな社会の実現を切に願います。

そんな中で、原発という、ひとたび事故を起こしてしまえば

とんでもないコストがかかる上に

人の命を子孫にまで脅かす

あんな恐ろしいものは、断固として反対です。いりません。

54234 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ２０３０年時点での原子力発電の比率は０％が望まし
い。

再び原発事故がおこると日本で生活することが困難になるであろうこと、事故がおこらなくてもそもそも核のゴミを処理することが困難であり、それにかかわる人的被害、また金銭的な負担が莫
大であろうことを想像する。おそらくその負担は電力会社ではなく税金から使われるのであろう。長期的な経済性も不良と想像する。北欧のように地下に埋めるのかどうかもわからないが、その
ような処理困難なものを増やすことは非常に危険であり、次世代に残す負担を増やすことは反対である。
　近年の技術革新により利用できる天然ガスが増えている様子。天然ガスによる発電を増やし、節電対策をさらに改善させ、石油の利用を減らしつつ、自然エネルギー利用を増やしていくべき
と考える。原子力発電は早急に０をめざし、長期間かかる廃炉対策に重点を置くべきであろう。

54236 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 0シナリオを希望します

原発の安全に絶対はないため
経済的懸念もあるが、ある程度の継続的負担増を国
民が請負つつ、エネルギーに関する多角的な新たな
アイデアの採用により実現してほしい

今回、事故が起こるまで事故対策の施設の強度不足という単純な対応不足が発覚していなかった。または無視されていた。
今後も対策が完壁ということはありえないだろう。
予期されている巨大地震などが起こり、このようなことが再び起これば国家を維持していくことさえ危ぶまれる事態となるのではないか。

地熱の活用、石油エネルギーの効率的な燃焼方法、グリーンエネルギーなどと複合的な省エネルギー対策を行い、他国の指針となるような国のエネルギーモデルを構築し、国民が原発事故を
乗り越え、それを誇りに思えるようなやり方ぜひ目指して頂きたい。

54237 個人 その他 ４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 福島県のみなさんから故郷を奪った罪は大きく計り知れません。経済、産業優先で福島県のみなさんのことを無視するのでしょうか？再稼働反対。原発の維持推進反対。

54238 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発の比率は、ゼロシナリオで行くべきである。 福島第一原発が4機とも致命的な事故を起こした今、地震や津波のリスクが大きい日本国において原子力発電は我が国にあってはならない設備であることが明確となった。
今もなお50数機の原発や核施設が日本中に点在しているが、使用済み核燃料の最終処分方法さえも決まらない状況で、さらに使用済み核燃料が増やしてしまう原子力発電は直ちに停止すべ
きである。
また、原子炉の廃炉や使用済み核燃料の処分方法を本格的に進めるのは原発事故を起こしてしまった日本国にこそ実施可能な政策であると考える。
目先数年の経済活性化を理由に原発を放置せず、数十、数百、それ以上の長期的展望を持って政界的難問に取り組む姿勢を世界中の人々に見せてほしい。

54239 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発0%希望！　即刻全て廃炉。 既にたくさんの方が知っているように、電力は足りている。原発を推進（依存）し続ける理由が分からない。福島は収束していない。多くの国民を被爆させ、海洋汚染を続けている。国民の生活を
奪い、基準値を上げ健康を脅かすしまつ。推進してきた国や東京電力は責任転嫁。全くの反省もなし。日本ではリスクが大きすぎる。廃棄物の処理・処分も不透明。六ヶ所、もんじゅも巨大な箱
もの。核燃料サイクルは夢物語。何兆円・何十兆円投資しているのでしょうか。「雇用がない」とかバカなこと言ってないで、自然エネルギー普及の為に金を使え。スマートグリッドを普及させれば
雇用も増える。それを普及させるだけの技術は日本にはある。それをさせないのは、原子力ムラ村長、田中俊一みたいな人間。核をもちたい国の方針ではないのでしょうか？原子力規制委員
会の見直しもお願いします。即刻「0％」としっかりとした数値を立ててください。多くの国民は願ってますよ。国民投票をしてください。パブリックコメントするより簡単に結果がでますよ。それと、
NHKも金を払っているので真実を伝えてください。

54240 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 ゼロシナリオを選びます。
原発をこれからも使用するリスクが高すぎます。いか
に負担や規制が増えようとも、原子力比率を0にしてく
ださい。

ゼロシナリオを選びます。
原発をこれからも使用するリスクが高すぎます。いかに負担や規制が増えようとも、原子力比率を0にしてください。

54241 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロに向けて 　２０１１年３月１１日の原発の事故から原発存在の是非について色々と意見が出ています。原発反対のデモも数多く実施されています。
　確かに今まで、私たちは電気の供給を原発に頼ってきました。しかし、原発の事故以来、原発の周辺に住んでいた方達は、非難を余儀なくされ、自宅に帰ることすら許されていません。さらに、
福島周辺の農産物などは汚染が心配されています。それと共に、福島やその周辺だけでなく、関東にも放射線が流れていたという報道もされていました。
　なぜ、多くの人が原発を反対するのでしょうか？それはチェルノブイリの事故後の被害を見れば一目瞭然です。チェルノブイリの被害は１０万人にのぼると言われています。それに匹敵する被
害が日本でも報告されないという保障は、全くありません。原発が放射線により稼働していることはまぎれもない事実であり、今後、福島と同等、もしくはそれ以上の事故が起こらないという言い
切れる人は皆無でしょう。ですから、国民は原発に反対をしているわけです。確実に安全と言い切れるわけではない原発をこのまま稼働していていいわけがないです。
　すぐに全部の原発を停止するのは難しいと思います。ですので、変わりになるエネルギーの開発を進めていってもらい、２０３０年には原発ゼロを目指してほしいです。日本の優秀な人材や技
術力をもってすれば不可能なことではないと思います。
　日本国民全員が安心して暮らせる国作りを切にお願い致します。

54242 個人 その他 ３０代 男性 ゼロシナリオを選択 時期に限らず、早期の対策を望む。

54243 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 【原発依存は０％】にしていただきたいと思います

放射能の処理方法が確立されない限りは

【『原子力』と『生物』は絶対、共存できない!!】と思いま
す

【『原子力』と『生物』は絶対、共存できない!!】と思います

『原発を安全に動かす！』云々よりも
『使用済燃料の処理方法が確立されない』事の方が深刻な問題だと思います

福島事故のように一たび事故が起これば、
県や国または地球が丸ごと、何世代にも渡り被害が及ぶような【原発】と【原爆】は、さほど替わらないものだと気付きました

危険な【原発】を無理やり動かそうとする労力とお金は、
【再生可能エネルギー】の研究開発に使って欲しいものです

福島原発事故も今なお現在進行形です

今だに、事故原因の真相が明確にされてないにも関わらず大飯原発を稼働させたり、
多くの福島県民が被ばくして不安に苛まれているにも関わらず、被ばくの実態も曖昧にされ、
多くの福島県民が、自分の土地を追われ避難生活を強いられているのに、電力会社も国も誰一人として責任を取っていないではないですか･･･

こんな無責任な人たちが、原発を取り扱う事に、背筋が寒くなる恐怖を覚えます

今現在は【大飯原発】のみが稼働していますが、日本全体でどれ程の電力が不足しているのか、とても疑問です･･･

【大飯原発】を即刻止めて
【原発依存は０％】にしていただきたいと思います

54244 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原子力発電ゼロシナリオを支持します。 昨年度の福島原発事故を受けて、これまではあまり関心の無かった原子力発電に対して考える事が多くなった。

その中で、果たして本当に原子力発電という発電方法が必要なのか？という事を考えるようになりました。
今現在、日本で稼働している原発は大飯の３、４号機だけであり、これも電力需給量とは関係ないようです。
電力需給量だけで考えると原発は日本国内では不要ではないのか？？
－だとすると何の為に稼働させるのか？？

もし電力会社及びそれに係る経済的利益の為に稼働させるとするならば、それは間違っていると考えます。
事故発生時の損害（経済的なものだけではありません）はそれを遥かに上回るのではないでしょうか？
－実際に日本国内に居住出来ない地域を作ってしまった。これは異常な事態です。

いずれこれから先、安全で効率の良い新たな発電方法が開発されると信じていますし、それが無ければ電力消費量を減らすしかないでしょう。

今日本が出来る事は、福島原発事故を収束させ、他の原発については廃炉を進めてその過程で世界に誇れる廃炉技術を開発し、多の国のモデルになる事しかないと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

54245 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ゼロシナリオを希望する。 北海道電力において、現在泊まり原発稼働した状態にあるが各家庭においてエコ活動をして原発に頼らなくても安定した電力供給されている。今後も今の生活を維持できると思う。原子力に頼
らない発電に動力をそそいだら良い。人間は過ちを起こすものであるが、過ちを反省修正できるもが人間の良いところだと思う。是非、原発における人類の危機を回避したい。

54246 個人 自営業 ４０代 女性 原発依存を、即事0%にしてください。 原発依存を0%にしてください。いつどこでどんな地震や災害がおこるか、誰にもわかりません。政治家も本当はわかっているのでしょう。どれだけ原発が日本にあることが危ないか。世界中が注
目しています。ヒロシマ、ナガサキ、そしてフクシマを経験した日本人がどう行動するかを。原発に変わる自然エネルギーの開発に力を入れて日本人の叡智を集結させ、未来の日本人のために
も、即事原発0%を求めます！

54247 個人 自営業 ２０代 女性 原子力発電ゼロシナリオを選択 エネルギーの選択・エネルギー供給会社の選択等の自由化を希望しています。

54248 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発再稼働反対！！　原発即時全廃止！！ 　原子力発電は、一度でも事故が起きるとデメリットがそれまでの全てのメリットを上回る。また、原子力自体、人間の手に負えず、リスクが大き過ぎる。

54249 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」ですが、2030年ではなく即時０％
を希望します。

何か起こった時に、作った人や許可した人が対応しきれず、次の世代に後始末をお願いしなければならないようなものを使うのは、とても恐ろしいことだと思います。

どうか、2030年と言わずに、一刻でも早く0にしていただきたいです。
また、再稼動もしないでいただきたいです。
どうか、自然派エネルギーを増やしていって欲しいです。

子どもたちをはじめ、人々の健康と安全のために、よろしくお願いいたします。

54235 個人 家事専
業

４０代 女性 原発はすぐにやめてほしい。原発事故後の体調、原
発施設の脆弱性に関する危惧、核利用は危険。ウラ
ン原料がなくなったと思ってこれからのエネルギー計
画を考えるべき。

私は福島原発が事故を起こすまで原発が事故を起こし、その影響で生活がこんなに変わってしまうなんて思いもしていませんでした。
それまでもむつの原子力船の問題や原発建設反対の問題をテレビで見ても自分の生活とそんなに関わりがあると思いませんでした。チェルノブイリの事故の後でも日本は技術が高いから大丈
夫とか電気の為には必要なこととか思って『必要悪』というものと原発を位置付けていました。

今回、原発事故が起こって、水が汚染され飲めなくなったり、水を使うと肌が赤くなって荒れたり、空気が汚染されて湿疹が出たり、息が苦しく感じたり、咳が出たり、体のあちこちが痛くなったり、
熱が上がったり、だるくなったり、心臓がばくばくしたり、食べ物が汚染されて下痢したり、湿疹が出たり、筋肉に痛みがずっと残ったり、掃除をしても湿疹が出たり、胸が痛くなったり、頭痛がした
りといろいろな体の不調を家族とともに経験してきました。

日本では放射能の汚染基準をただちに引き上げ、子どもたちを被曝させたり、農産物を流通させたりといった、狂ったとしか思えない施策が行われました。
復興のためと言われた瓦礫拡散も汚染物質を移動するもので正気の沙汰とは思えないものだと世界中から思われていて、日本中の瓦礫拡散、焼却された県のものは輸入禁止にするということ
も聞かれます。

福島第一の原発事故は収束宣言は出されていますが実際は収束できていません。今でも汚染は続いているし、４号機が崩壊すればさらにひどい汚染が懸念されるという局面に日本は立たさ
れているのです。

日本は地震の活動期とも言われています。原発の施設、核燃施設が活断層の上やその近くに建っている所も多いと聞きます。さらに原発はほとんど海に面しています。地震、津波で第２、第３
の福島第一の事故のような大きな放射能漏れ事故が起きることは目に見えています。さらにこれから原発の老朽化という問題もあります。原発の地震に対する脆弱性の問題もあります。はじめ
から原発は地震に弱いと言われていたのではないですか。

また、原発は二酸化炭素を出しませんが海の水温を上げます。排水が温かいからです。これは地球環境に変化を与えます。異常気象の一因でもあるのではないですか？さらに普通に稼働して
いても大気、海に排気、排水から放射能が漏れていることを知りました。これだけでも原発は生物、自然に悪影響を与えるものだと思います。二酸化炭素削減と秤に掛けるようなものでしょう
か。

汚染をしながら電気を作ったって、その先健康な人間が何人残るのでしょう。さらに大きな事故が起きれば電気どころではないと思います。日本人が減って外国人が入ってきても同じです。みん
な健康を害してしまいます。２０３０年までに原発依存度を15％、20～25％にするシナリオもあるようですがその間に原発は老朽化してそのことからくる放射能漏れの恐れも大きくなると思いま
す。大きな地震も起きます。

この事故を経験した日本が原発は危険であり、収束も不可能に近いことを世界に示し、世界中の原発や核施設をやめるように訴えることが日本の役割なのだと思います。
人間が絶滅して原発だけが残った世界なんて考えたくありません。さらに、核爆弾でも同じです。戦争にも使用してほしくはないです。犠牲になるのは子どももいることを忘れてはいけないと思い
ます。

原子力規制委員会の人事案がでているようですが原発推進派が多いようです。規制と名がつくものなのに推進派が多いのはおかしいのではないでしょうか。地震学者ではなく地質学者が必要
とも言われていますが何を考えてこんなものを作ろうと思っているのですか。
この委員会が決まってしまえば国も口出しができないと聞きますがおかしいではないですか。

素人ながら震災後原発事故を経験したものとして即、原発廃炉を希望し、また核燃料の再処理工場の稼働もやめていただきたいとお願いいたします。

石油ショックを経験した日本ではありますが原発も２０年～３０年後にはウランも手に入らなくなるでしょう。今、この時だからこそその後のことを考えて、地熱発電（アイスランドの地熱発電は日
本の技術と聞きます）や蓄電施設の増設など原発推進のために抑えられてきた技術を取り入れて、エネルギー計画を立ててほしいと思います。



54250 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 できるだけ早い段階で原発がなくなることを希望しま
す

あれだけの惨事がおきていながら原発を残す理由はないと思います。
原発事故は自然災害ではありません。
3.11以降恐怖でニュースから目が離せず、福島の親戚、人々、動物を想い涙し、今もずっと気が晴れません。子どもたちに同あじ思いをさせないことが今を生きる大人の使命ではないですか？

未だに収束しない事故の責任は誰がとれるのでしょう？

経済のために・・・と言いますが、生物の命より大切なものはないと思います。
不便な生活にもどってもいいので、この恐怖心から解放されたいです！！

54251 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロを目指します。 東京電力福島第一発電所の事故は全く終息の目途はたっていません。
空気、水、大地が美しい事が私たち生物にとって一番大切なことです。
二度とこの惨状が起こることの無いように、発電方法を全面的に方向転換をしましょう。
昨年の震災以降政府の歩もうとする方向は多くの国民の望む所と、大きく違っているように感じられます。
この機を逃さず、独立した国として国民に色々のことを明らかにし、自分たちの暮しを選び決める権利、義務を守れる方向に変わってください。
原発ゼロを望みます。

54252 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを選択します。 福島のような事故を起こしたときのリスクが高すぎる。
事故を起こさない場合でも核廃棄物の処理の問題が解決しないままに進めるのはいかがなものか。
原発設置、核廃棄場所は必ず財政難に陥った自治体に押し付ける…そんな弱いものに犠牲を強いるような原子力発電は望ましい発電方法ではない。

54253 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電所の段階的全廃。5年以内に実現。 安全のリスクが高い。誰も住めない土地にしてはならない。子供達の世代に安全で確かな未来を託したい。事故の起きた時の賠償額が高く誰もリスクを取れないのなら、使うべきじゃない。

54254 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 大きなリスクを伴う原子力エネルギーを今後使い続けることは、人類にとってマイナスでしかありません。震災によって事故は実際に起こってしまいました。同じ過ちを繰り返さないためにも、原
子力に頼らないエネルギー供給の体制を確立すべきであると考えます。

54255 個人 自営業 ６０代 男性 原発0%を支持します。今回の事故で明らかになったこ
とは政府にも学者にも東電にも当事者能力がまったく
無い事実です。このような国民の生命を軽視する体制
は改善が見込め無い、危険度の高い原発から廃止す
るべき。

原発0%を支持します。いくら安全策を講じたとしても、想定外の事態は起こり得るから、又、今回の事故で明らかになったことは政府にも学者にも東電にも当事者能力がまったく無い事実です。
このような国民の生命を軽視する体制は改善する見込みは少ないと言わざるを得ない。よって当面はいくら電気料金が上がろうと産業が停滞しようが、危険度の高い原発から廃止してゆくべき
だと考えます。又、それを長期的には日本経済を改善することにも繋げていくことは可能だと考えます。現在の産業構造そのものが原発推進体制を前提としている限り、脱原発は産業界の反発
は当然でしょう。産業構造を本当の意味で21世紀の世界にふさわしいものに変革できれば、これからの世界の先頭に立つことができるのではないでしょうか。

54256 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発運転の即時中止を求めます。3つのシナリオの中
では「ゼロシナリオ」を支持します。

原発の安全性の確認が不十分である事。
原発再稼働までのプロセスに問題がある事。
原発事故の補償金額が確定出来ない事。
使用済み燃料の処分技術が確立していなし事。

なにより、福島県の事故処理の目処すら立っていないためです。

原発を再稼働するにあたって、これから原発の割合をどうするか決めていないという
長期ビジョンの欠落に驚きました。

日本のエネルギー構造をどう変えようかという議論を、
1年以上も経った今頃行っていること自体が不思議でなりません。

このままなし崩し的な原発稼働では、安全神話、
自分たちが担当している間は事故が起きないだろうという慢心が
払拭されないと思います。

以上の理由から原発運転の即時中止を求めます。

54257 個人 自営業 ４０代 女性 (1)2030年ゼロシナリオを選択→即時廃炉を望みま
す。理由）１．原子力発電事業は総合的に見て収益性
がない　２．原子力発電は最終処分の方法が確立さ
れていない　３．事故の損害を電気事業者だけで負担
しきれない

大飯原発を即時運転停止し、50基全ての原発の廃炉を速やかに始めることを希望しています。

１と３について　米国やヨーロッパと同等のレベルで安全対策をした場合、相当な追加コストがかかります。また現在は過酷事故が起きた時の事故コストを電力会社が負担しきれない場合、実
質、国が負担する仕組みになっています。十分な損害賠償保険（またはそれに代わるシステム）もありません。また、今はまだ見積不可能な最終処分のコストもあります。これらを全て電力事業
者に負わせた場合、原子力発電についての損益が、黒字になるとは思えません。安全対策や『もんじゅ』に無駄な追加コストをかけるのであれば、廃炉や最終処分にその資金を使う方が合理
的です。

２．原子力発電が始まってから５０年間、未だに使用済み核燃料の最終処分について有効な方法がありません。場所さえも見つかっていません。一般的に、最終的に安全な処理が保証されて
いない事業については認可されないはずです。事業として不完全です。

その他　福島原発事故から１年５カ月たって、未だに事故は収束していません。福島の方は１０万人以上がふるさとを追われています。この事故で分かったことは、原子力発電は人間のコント
ロール能力を超えているということです。能力を超えていることを認め、速やかに撤退するべきです。

54258 個人 学生 １０代以
下

女性 脱原発！！(1)　０％　を選択します これからの未来ある私たち子どもや若者のために、また息とし生ける地球の生命のために、そして地球の存在を続けるためにも原発を一刻もやめてください。電気は自然エネルギーで十分で
す。大人のつけを私たちに回さないようにお願いします。「今が良ければ全て良し」の気持ちを一番持っているのは今の大人のように思います。私たち子どもや若者にとって良心的な結論を今の
大人が決断することを期待しています。

54259 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 0％（全既存原発の早急な廃炉を希望） 福島第一原発の事故によって、国土が使えない状態になり、世界に深刻な核汚染ダメージを与えること、使用済み核燃料も消すことができず、どんどん山ずみになることを考えても、原子力発
電から一刻も早く脱する道を国家として選ぶべき。

54260 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発絶対反対！ 誰が放射能に勝てますか？

54261 個人 その他 ４０代 女性 0パーセントにするための、日常生活の中で発生する
動力の再利用について

あくまでも0パーセントを支持です。

日常生活の中で発生する振動や圧力やアスファルト熱などを利用して発電するアイデアなど、電力貯蔵システムの合理的な方法がもう少し研究される必要があると考えます。

日常生活で、というと、歩行や走行のときの重力がもしも電力に変わるなら、特に交差点、車道や歩道の下に電力貯蔵システムがあれば合理的、と素人考えでは思います。
例えばですが、人の多い繁華街のスクランブル交差点など、動力の集まりやすい場所に変換システムを構築できれば、企業の無理な節電を強制することなく解決することがあるかもしれませ
ん。

以上です。

54262 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 福島第一原発の事故。その影響は今の技術では復旧することが出来ない。
現在の技術で造られた原発は全て同様の事が起きる可能性がある。
従って即時で停止、廃炉させるべきである。

経済・雇用云々は別の問題であり、他の方法で対応すべきである。

54263 個人 その他 ６０代 男性 人類の危機、安全性に問題ある原子力発電は早急に
廃棄すべき。代替えの再生可能エネルギーの促進
は、自然環境や生物多様性保全に十分に配慮し、ア
セスメントを簡略化せず、地域の合意形成を図ること
が重要だ

原子力発電は、持続的で安全なエネルギー供給でなく、新設・増設・継続せず、計画的に廃止すべきです。とくに原子力発電は、安全な管理技術とは言い難く、事故時には、人類とあらゆる生
命に対し、永遠に悪影響を長期的かつ広範に与えます。二酸化炭素の排出が少ない発電方法であっても、燃料は枯渇する資源であり、放射性廃棄物は将来世代に大きな負担となります。
それゆえに、今後のエネルギー・環境政策は、ゼロシナリオを基本にすべきです。
一方でなお、日本の国土で賄えるエネルギー量には、現在の持続可能な生活では、その潜在的な限界がある。今回のシナリオの検討では、環境のなかでも、自然環境や生物多様性の保全に
ついてまで十分に検討がされていません。また、この報告書には、アセスのことは触れられていませんが、いずれのシナリオにおいても、再生エネルギー促進の観点から、今後、風力や地熱の
アセスの簡略化等の議論が起こると考えられます。
風力や地熱の促進のためには、地域環境への配慮がきわめて重要であり、そのためにアセスをしっかり実施し、地域社会の合意形成をはかることが必須であります。
原子力発電への依存を下げることの先には、再生可能エネルギーが代替になるだけでなく、エネルギーの生産と消費のあり方を地域の責任と選択による地産地消型に変革していく社会にする
ことも大きな課題です。

54264 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 即時「０」を求める 子どもたちに安心して住める、誇れる国を残したい。

54265 個人 自営業 ４０代 男性 全ての原発の即時廃炉を求めます。 原発は、トイレのないマンションといわれる。
原発からでる放射能を含んだ廃棄物には、適切な処理方法がなく、地中に埋めて、数万年保存するしかない。
いま電気を得るためだけに、これらの危険物質を、何の恩恵も獲ることの出来ない私たちの子孫たちは、何万年も面倒を見なくてはいけない。
いわば、今電気を使うために、数万年先までそのつけを残すのである。

このような原発を経済の問題として議論することが、そもそも間違っている。

即刻、原発はすべて廃炉にした上で、子孫につけを廻すことのないこれ以外の選択肢の中から、エネルギーの問題は議論するべきだ。

54266 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオ
原発0%
まるきりやめなければ意味がありません

原発ゼロシナリオ
原発0%
まるきりやめなければ意味がありません。
少しでも稼働していれば、危険なことに変わりありません。
環境を生活を国土を失ってしまうのです。取り返しがつかないことです。
その恐ろしさについて、よく考えてみてください。

原発0%と決めて、その方向へ経済活動をすすめてゆけばよいのです。
原発0%と決めてしまった方が、その後の未来を設計しやすいと思います。

よく考えてみてください。

54267 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ゼロシナリオを支持します。

大飯原発をはじめ全ての原発の稼働に反対です。

ゼロシナリオを支持します。

福島の事故の究明も不明なまま、原発を再稼働させ、あたかも電力不足の大義名分を装う欺瞞に不信を持っています。
人類が制御できず、再処理もできない原発エネルギー政策は早急に持続可能な自然エネルギーへ転換すべき。その具体化の道筋を明確に打ち出すべきである。

54268 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 １．原子力発電は「安価なエネルギー」とは言えない、
将来世代・周辺住民の負担低減対策が不十分である
ことから「ゼロシナリオ」を支持する。
２．議論の前に、原子力発電推進側の説明責任を果
たすべきである。

原子力発電を安価なエネルギーと主張する為には、(1)使用済核燃料の最終処分・管理費用(2)事故が起きた場合の賠償・現状回復費用、という将来発生する（可能性のある）コストを反映させ
る必要がある。(1)の具体策が決まっていない以上、現段階では原子力を「安価なエネルギー」と断言できず、経済性の観点から原子力を推進することはできない。
また、使用済核燃料の最終処分・管理費用は現状では将来世代の人々が負担することとなり、事故が起きた場合の放射線による影響は周辺地域は将来世代に及ぶ。最終処分・管理方法の具
体策を提示、最終処分・保管費用の今の世代による負担、事故予防策の実施、事故が起きた場合の対策・補償方法の具体化、被害を受ける可能性のある住民の合意、が原子力発電の推進
の前提である。
これらの責任が果たされていない以上、「ゼロシナリオ」以外の選択肢はない。原子力発電を推進する立場の人々がコスト面・安全面等に対する疑問に答えて、初めて原子力発電への依存度
を議論することができると考える。

54269 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 将来的に原発廃止を前提とした政策を求めます。
政府が提示した3つの選択肢から選ぶとすれば、
原発ゼロシナリオを求めます。

人間が自分たちの世代で無害化できない廃棄物を生み出すような発電方法に、
このまま頼り続け、貧困層や未来の世代にそのツケを回し続ける訳にはいきません。

54270 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 脱原発依存（原発依存度0%）をお願いします。 原子力は人間にコントロールできないことが、今回の福島第一原発事故で大きな犠牲を伴って充分すぎるほど証明されたため。子供のある、また、これから子供を持とうとする同世代の不安は
計り知れません。

54271 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」に賛同いたします。日本国内のみ
ならず、国際協力を含めて、ひとの命を脅かすエネル
ギー政策ではなく、安心して暮らせる経済と安全保障
の新しいモデルを世界で推進する国家をつくりましょ
う。

「原発ゼロシナリオ」に賛同いたします。
その理由は、ひとの命を、生活を、安心して暮らせる新しい経済と安全保障のある国家のモデルとして、世界をリードする国の国民でありたいからです。

過去の歴史から教訓を学び、国民の生存と文化のある生活を保障することを国民に誓い、ひとの命を脅かしうる産業の輸出を国際協力の分野でも行なわないことを世界へ宣言することのでき
る国家であってほしいと願います。

54272 個人 学生 １０代以
下

女性 原発０にしてください。 ・昨年のような事故がいつ起こるかわからないから怖い。
・原発を止めて電気不足になるのなら、原発のかわりに太陽光とか風力とほかの発電方法をもっと増やせばいいと思う。



54274 個人 その他 ４０代 男性 ゼロシナリオを支持 原子力発電の廃棄物を処理する納得できる方法がありません

54275 個人 その他 １０代以
下

男性 原発０シナリオ支持 もう絶対に原発なんて1個もいらない

54276 個人 法人等 ３０代 女性 2030年を目処にゼロシナリオを目指すべきと考える。 福島の事故を2度と繰り返さないために、
クリーンエネルギーの効率的な活用方法の
研究を進めてもらいたい。
クリーンエネルギーを原子力に代わる産業として
経済の空洞化を避けながら、実用化に向けた
官民の動きに最大限注力してもらいたい。
国民の意識、行政・企業等組織の意識改革次第で、
ゼロシナリオでのエネルギー消費量は
シナリオよりも削減することが可能であると考える。

また、アジア諸国が取り組みつつある原子力発電が
安全にすすめられるためにも、
原子力発電と放射性廃棄物の処理についての
研究は進められ、近隣諸国に必要な情報は
共有されるべきだと考える。

54277 個人 家事専
業

３０代 女性 0シナリオを選択します これからの生活には原発はいらない！私達はともかく、これからの子供が大きくなった時、影響が残るものは、地球にとっても悪い！地球は、私達だけの物ではないことを、もっと知って勉強して
ください?

54278 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 遠い未来に向けて「脱原発、原子力発電”０”」にした
いです。
何かが起こってからでは遅かったことも、それを元に
変えられます。
子どもたちのためにも、私たちの未来、地球のために
も。

　昨年の東日本大震災で起こった福島の原子力発電所の爆発は、今まで見て見ぬ振りをしていたものを大震災を通して、自然界の力が引き起こしているような気がしてなりません。
　原子力発電で出される放射性廃棄物を地下処分することは、人間が生み出した悪い物をただ地球に押し付けているだけです。例えば他人から汚れた物を押し付けられて黙っていられるでしょ
うか？押し付けられた方は怒ります。原子力発電と人間のゴミを同じにするなと思うかもしれませんが、やっている行為は同じ。ましてや高濃度の放射線を出す廃棄物は処理できません。仮に
今後、地球に地震どころか地殻変動が起きたとして今ある原子力発電の燃料、地下に埋められた放射性廃棄物が露出したら、総理大臣が、政府が、東京電力が一切の責任をとれるのか？そ
んなこと無理だからだれの責任にもならない、と本当は思っているのでは？いつ起こるのかわからないことに怯るのではなく、自然エネルギーにシフトチェンジすべきです。そんなことしたら原子
力発電所がある地域の収入がなくなってしまう、という問題もあるでしょうが、今まで安全ばかり言ってきて、一部だけが潤うというのではなく、自然エネルギーで様々な地域が潤うようにすべき
です。
　人間が地球と共存共栄していくためにも、今が脱原発のチャンスです。

54279 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 以下の理由により原発の即時０％を希望します。

・今回の東京電力福島原子力発電所事故のように、原子力は人間がコントロール出来るものではない。
・原子力は、事故の範囲が広大で、その影響が長く続き、発電のメリットに比べてリスクが大きすぎる。
・原子力は、利用後の廃棄物の処理ができない

54281 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。
この３つの選択肢の中から選ぶのであれば、これしか
有りません。

まず福島第一原発の事故以前に、核廃棄物の処理方法が無い現状で、原子力発電を稼働するということは、今後生まれてくる子孫に負担を押し付けることで、恥じるべき行動です。経済上必
要だと主張する人は、金を借りて贅沢をした挙句、返済を子や孫にさせるのと同じことです。プルサーマル計画が奇跡的に軌道に乗ったとしても、核廃棄物は無くなりません。未来から軽蔑され
るような時代を作る人間にはなりたくありません。
また、福島第一原発の事故後の政府、官庁、電力会社の対応には、事故に対する反省、二度と事故を起こさないという意思があまりに弱いと思います。今一番優先することは事故の正確な原
因の究明であり、事故の終息に向けての取り組みであり、また他の原発で何が起きても外部に放射能を出さない対策作りのはずです。決して、担当官庁の役人や、電力会社の役員、社員、株
主、その他原子力にかかわってきた人間の財産を守ることではないはずです。
失敗をしたものが信頼を取り戻すには何をすれば良いか、良く考えることが必要だと思います。

54282 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持いたします 原子力発電のリスクが現実化してしまったことで、リスクの過小評価や対策・方針の曖昧さ、管理する企業や機関の体制の対応能力の低さなど、原子力発電を取り巻く様々な問題が明らかにな
りました。そして、そのような問題が露呈された今でも、事実を真摯に受け止め改善していこうという姿勢は見られません。
このような体制下のもとで、引き続き原子力発電を安全に継続していくことは、天災を予知することができないという大前提を踏まえると、到底容認することはできないと思われます。
また、発電後に発生する放射性廃棄物の処理の問題も、以前明確な答えが出されておらず、これらの安全な管理という点でも問題は先送りされ、山積みになっている状況だと思います。

私たちは、自分たちの生活の利便性の向上や経済的な受益のために、エネルギーを中心に大量のモノを消費する生活をしてきました。しかし、世界規模で考えたときに、こうした大量消費の生
活が誤りであることに気づきつつあると思います。
原子力発電に代替するものとして、再生可能エネルギーを挙げ、それらに関連する技術やシステムの構築を目指していくとともに、私たちの生活の在り方を目指していく。そんな、新しく希望に
あふれた道筋を、今の日本が率先して進んでいくべきではないか、と考えております。

自分たちの利益、目先の利益だけにとらわれない社会をつくっていくためにも、原子力による発電はゼロにし、世界規模で持続可能なエネルギー体制・社会を目指していきたいと考えます。

54283 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原子力発電は、全廃してください。 原子力発電は、全廃してください。まだまだ私たちには
手に負えない技術です。掌握していない手段での発電には
賛成いたしかねます。

54284 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 国内の原発全てを廃炉に、最終的には再生可能エネ
ルギーへの転換を希望します。

国内の原発全てをすぐに廃炉にし、最終的には再生可能可能エネルギーへの転換を望みます。暫定的に発電効率をより高めた火力発電でしのぎ、同時にこの転換プロセスを新規雇用の創出
に繋げてほしい。

現在、国内で利用している各種エネルギーの多くを「電気」という形に変えることで大きな無駄が発生しているのが現状と認識しています。このエネルギーの変換で出る無駄を削減し、これを活
用することで当面の原子力発電への依存度は軽減可能となるはずです。まずはここから始めていただきたく思います。

昨年の原発事故以降、多くの人間の生活を犠牲としながら、それまでの「日常とされるもの」が継続しているのが現状です。この多大なる不幸と不均衡を取り除くことにより、はじめて「幸せな国
のかたち」というものが見えてくるのではないのでしょうか？

御一考の程、よろしくお願いします。

54285 個人 自営業 ５０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
「2030年に原発0」ではなく、「ただちに原発0」を主張し
ます。

このまま、原発を稼働するのは、リスクが高すぎます。
これ以上、何かあれば取り返しがつきません。

54286 個人 無職 ６０代 男性 直ちに、原発の廃止、稼働した大飯も即刻停止し、こ
の国から原発をなくし、環境にやさしい、自然のエネ
ルギーをもってのクリーンな電力でいきたい。即刻
０％でいくべきである。

広島・長崎への原爆投下により多くの犠牲を払った我が国が、原発というこれまた多大の放射能、放射線量をもっての建設について、恐ろしさを感じていた。それがチェルノブイリで現実になり、
そして我が国でも起きた。大丈夫、安全だのの神話は崩れ去り、現地の人々への多大なる犠牲を払った。それについても、企業主体はまったく責務を感ぜず、どう今後の対策をたて、被害者へ
の謝罪や補償がさらにどうなっていくのか。心配である。その他多くの問題があるが、詳細はあとに譲り、意見として、直ちに「０％」にをめざし、動いて行くべきである。それでも今後相当な期間
が、気の遠くなるような機関がかかるであろう。金のかからない原発というが多大なる経費であることが明らかである。建設費、維持費管理費、処理費などととてつもない中身があることを公表し
ないで、表面のところだけで安いをいっている。とにかく、「原発」危険をまねき、生活を、生命を脅かす。なんとしても終わりにし、あらたなエネルギーですｓめてもらいた。

54287 個人 学生 １０代以
下

女性 脱原発！！(1)　０％　を選択します これからの未来ある私たち子どもや若者のために、また息とし生ける地球の生命のために、そして地球の存在を続けるためにも原発を一刻もやめてください。電気は自然エネルギーで十分で
す。大人のつけを私たちに回さないようにお願いします。「今が良ければ全て良し」の気持ちを一番持っているのは今の大人のように思います。私たち子どもや若者にとって良心的な結論を今の
大人が決断することを期待しています。

　エネルギー・環境会議の検討の重要な視点の一つに、コストの抑制、空洞化の防止とある。太陽光パネルや耐震設備の設置費用、電気料金の上昇率、これに伴う産業の空洞化や失業率の
加速など国民負担となる事項は、ほとんど説明されていない。資料で様々な機関が試算した電気料金の上昇率を表にしているが、バラバラの検討結果を表示しただけであり、国民はどう判断し
てよいか解らない。これに伴う産業の空洞化や失業率の上昇など社会的な影響が評価されていない。商工会議所等経済団体も３案とも国民に問うには、不明な点が多く実現可能性の検証も不
十分としている。産業用電力料金の上昇も含めて、「壊滅的なダメージが生じかねない。」とも指摘している。
再生可能エネルギー固定価格買い取り制度が７月に開始された当時、国は、これに伴う標準家庭の増加負担額は７５円から１１１円程度であると説明した。国民はその程度ならと皆が安心した
はずである。だがこれは、太陽光発電が少ない現時点での話であり６０００万ｋＷも導入されたときは、はるかに高い料金になるのは確実である。これも丁寧な説明がないと、その時になれば国
民はまた騙されたたと思うであろう。コストや産業空洞化など重要事項に不明確な点が多く現段階で選択肢を国民に問うのは不適切である。

ここではさらに明確するべき技術事項について記述する。
今回エネルギー・環境会議が提出した３案はすべて、太陽光で６６６億ｋＷｈ以上を発電する前提なので、そのために太陽光は６０００万ｋＷ以上の設備容量、風力は６６３億ｋＷｈ以上の発電量
とするので４０００万ｋＷ程度の設備容量が必要となる。つまり風力・太陽光で(以下不安定電源という)１億ｋＷ以上の設備容量になる。
これらの不安定電源を優先的に発電させるとしているので、日本の発電のピーク時（約１．８億ｋＷ程度）の６０％以上を不安定電源が占める。連休中の昼間など需要が少ないときは、１００％を
不安定電源の発電で占めることが頻繁に発生する。そうしなければ、１億ｋＷの不安定電源で年あたり１３００億ｋＷｈ以上の発電量は得られないからである。しかしピーク時の６０％以上や需要
が少ないときの１００％を不安定電源で賄うことは可能だろうか？

２０１０年に纏められた次世代送配電ネットワーク研究会（経産省）の報告書(以下報告書)では、２８００万ｋＷの太陽光発電設備導入を目指している２０２０年までに系統安定化対策が必要とし
ている。また同報告書では、太陽光発電１０００万ｋＷの時点から余剰電力対策が必要としている。需要が少ないときは、１０００万ｋＷでも太陽光が余剰となるケースがあることを示している。
そこで次のような疑問が生じる。

 １、２０３０年時点の送配電系統で、不安定電源１億ｋＷ以上の受け入れは、可能か？
つまり不安定電源１億ｋＷ以上を活用するため系統安定化対策の開発見込みは確実か？

 ２、１億ｋＷの不安定電源からの発電で年間どの程度の余剰電力が発生するか？
 ３、余剰電力が多いということは、１億ｋＷの設備が過剰ということにならないか？
 ４、１３００億ｋＷｈの発電量を得るためには、余剰電力を貯蔵する必要があるが

大容量の蓄電池システムの開発の見込みは立っているか？
 ５、ｋＷｈで表示して、どの程度の容量の蓄電池システムが必要か？
 ６、蓄電池システム設置の費用は見込まれているか？どの程度の国民負担になるか？

以上のことは３案が成立するか否かの技術の問題でありかつ大きな国民負担の問題である。
国民に三択を求める前に、このようなことについて丁寧に説明するべきと考える。

エネルギー・環境会議が示している案では、風力・太陽光発電は、１３００億ｋＷｈ～１６００億ｋＷｈ程度であり、これは全発電量の１６％程度に相当する。一方、再生可能エネルギー合計では、
最大３５％としており、残りをどんな再生エネルギーに期待するのか明確にしていない。　水力１０％を考慮しても、水力、風力、太陽光以外に大容量を得る発電方法は、見当たらず残りの約１
０％程度の電源をどんな方法で賄うのか、明確にするべきである。技術開発への期待だけで、国家のエネルギー戦略を論ずることは楽観的にすぎ、政府としてすべきでないと考える。

民意の聴取については以上を明確にし、国民の負担と現在の技術レベルを説明にしたうえで実施することを、提案したい。

54280 個人 その他 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持する。
原発は日本だけの問題ではなく世界の問題であり
人間だけの問題ではなく地球上の生命全ての問題に
なる。
「水・空気・土」を守ることが人間の生きる術だと思う。

原発をエネルギーとして選択肢に出来るのは
放射能を安全に無害にする技術を人間が持ち
そして立ち入り禁止区域となった福島の地域を
元に戻せる力を持つ時だろう。

原発に「決してあってはならない事故」というものが
あるならば、決して原発は持ってはならないだろう。

なので再稼働もあってはならないし
速やかに原発を卒業していくべきと思う。

原発は今回被害を受けた土地の歴史、文化、生活
水、土、水、生物、未来に計り知れない影を与えた。
（海や大気を考えると地球規模になる）

これで学ばなければ・・どうするのだろう。

そしてなによりも
画期的なエネルギーが民間の中にあり
芽を伸ばす機会を待っている。

そのようなものに目を向けてほしい。

この問題は地球上の生命全てに関わっている。

日本が先駆けて新しい道を拓いて行くことを望む。
それが今回の事故を起こしてしまった日本の責任でもあり
役割でもあり望まれ進む道だと思う。
そして日本はそれが出来る国だと思う。

54273 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 民意を問うには次の説明が必要。
1．電気料金上昇率、パネル等設置費用、産業空洞
化、失業率上昇等国民負担の説明、
2．風力太陽光で1億kWを超える設備。ピーク電力の
60％となるが技術的に可能なこと。



54288 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 今年から2030年までに全原発の廃炉を希望します。 2030迄に廃炉等という悠長な事を言ってい る場合ではないのではないでしょうか。
私は日本に産まれて来て本当に良かったと思っています。
日本の国が大好きだからです。
未来に原発を残したくありません。
心からお願いします

54289 個人 自営業 ４０代 女性 二児の母として、原発ゼロシナリオ＆即刻停止＆完全
廃炉を求めます。

今回の事故で、原発の危険性を改めて認識しました。廃炉に今すぐ着手しても、長い時間がかかると思います。これからの世代の負担を少しでも軽くするために、今から廃炉の技術を磨き、こ
の分野で世界をリードするシナリオを描いてはいかがでしょうか。原発は、通常運転時でも労働者が被曝せざるを得ないこと、さらに廃棄物の処理方法が確立していないことを考えると、仮に事
故を起こさない原発があったとしてもそれは持続可能ではないはずです。政府の中枢にいらっしゃる優秀な皆さんの良心を信じています。

54290 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で取り組め。2030年までに依存度
０にするのではなく、停止している原発の廃炉と、技術
的に未確立な廃炉技術の確立のため必要な研究開
発に取り組み、　同時に、エネルギーの転換をいそ
げ。

　3.11福島原発事故が起きるずっと以前から、核・原子力の計り知れない危険性をいかに回避し安全に利用するのか専門家技術者らは取り組んできたとおもう。国民もそれなりに信頼し、容認
してきてしまったが、ここにきて一切の信頼は崩れ、原理原則さえも自ら捨て去り、なりふり構わず「根拠のない安全」を押しつけるに至る様は、われわれ国民を欺いた。
　子供にもわかる言葉「冷やす、固める、閉じ込める」という言葉は、いわば国民の側の最後の綱であり、ここにこそ信頼の基礎があったことを思い出せ。
　国は、そもそも「大原則」などこの世にないかのように、放射性物質を希釈し拡散させることしか考えていない。
　ことの軽重を見誤り、国と国民の利害を一部の事業者と利害を同じくする者たちの利害にすり替えられた。　エネルギー政策の根本的転換は、3.11事故の経験で運命づけられている。　なぜ、
これがわからぬか。
　「かつてのような警戒の必要がなかった」としたら「という、妄想」のみで「国の運営」を行うとするのは、国民への裏切りである。
　全原発の廃炉と自然エネルギーへの大転換は、同時に取り組むことで、国の第一優先課題であり、それへ取り組む日本国の正義と英知を全世界に示すことで、国民の信頼を取り戻す努力を
せよ。

54291 個人 自営業 ２０代 男性 原発依存度、ゼロシナリオを選択します。 原発依存率0%を目指したいです。なぜなら、人災、天災に関わらず、福島で起こった事故が二度と起きてほしくないからです。しかもまだ、終結していません。
僕は昔から、外で遊び、アケビや、クワの実、グミの実を食べたりして子供の時を過ごしてきました。そんな自然を残して生きたいです。だいたい安全だ、汚染はしないって言うんなら、東京、大
阪等の都会のど真ん中、海側、につくってほしいです。それができないのに、何故安全だとか言えるのでしょうか？
僕は、太陽光、小水力、地熱、風力、波力、バイオマス等で発電できることを東日本大震災以降に学びました。これらのエネルギー源の方がのびしろがあるのではないかと思います。
核兵器を持たない日本が、安全利用の核で自爆。人を傷つけたり、家族を引き裂いたり、地元に住めなくしたり、これを兵器と言わずに何と言うのでしょうか。
情報を隠したり、捏造したりされたら、電力会社と同様に国も信頼できなくなってしまいます。なので、何をどうするにせよ、しっかり情報を出して、国を再建してほしいです。
  日本から原子力発電所がなくなって、世界トップクラスの自然大国になることを願ってます。

54292 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 子どもたちの未来のために、クリーンな、自然エネルギーに転換していくべきだと思います。

54293 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はいりません。 一部の人や未来の子孫が苦しむ道具は一切いらない。
国民から信用されていない人たちが、そんな危険な道具を操っていることも続けようとすることも信じられません。

54294 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発の危険性以外においても、原発の非有効性は証明できます。

現在、各電力会社は、総括原価方式により使用済み核燃料まで資産として
電気料金に計上しています。これを是とするならば、いくらでも、原発資産を増やしたほうが儲かるし、原料も高く仕入れたほうがよいことになります。

彼らの出すデータはその前提からして間違っています。
これらのことを認めてきた国とこれまでの国策にも問題があります。

54295 個人 自営業 ５０代 男性 原子力発電所の稼働はいますぐにでも、止めて欲し
い！

東電の原発人災事故があっても、その安全な対応策もとれないでいるのに、今後また原発事故が起きたらどうするの？　野田総理が責任取るとか言って大飯原発が再稼働したけど、事故が
あったら、どうのように責任取るの？　野田が総理大臣やめても、事故で被害を受けたり、亡くなる方が生き返る訳じゃあるまいし、無責任な事は言わないで、とにかく原発はゼロに！　自然再
生エネルギーの開発に全力で取り組むべきだ。

54296 個人 家事専
業

３０代 女性 原発によるエネルギーは０％。即時原子力によるエネ
ルギー政策の廃止を求めます。

ただちに国内全部の原発の廃止廃炉を決めたとしても、廃炉の完了まで数十年。取り出した燃料の処理方も確立出来ない。
そんな後世の人間に後まわし、押し付けありきの政策を認められません。
福島第一原発の事故処理についても、終息宣言などの茶番。
現実廃炉までの期間、手だて、費用も本当はわからないのに。
それでも原子力による発電をやめないなど認められません。

54297 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 原発は安全では無くて、まだ未熟な技術だから。

54298 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロ、いりません。
もんじゅも廃炉にしてください

ゴミの処理が出来ないようなものはどう考えても使うべきではないと思います。
他ではゴミ量削減をうたいつつ原発の使用後はどうなのでしょうか？
矛盾だらけでです。。。
お金のためとしか受け止められません！
このままで動かし続けてだれが幸せになるのでしょうか？
もんじゅもいい加減諦めてその費用を別にあてるべきとおもいます

よろしくお願いします！

54299 個人 家事専
業

４０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する御意見
の募集（パブリックコメント）について

１、原発の国内保持はゼロとする事

２、国の様な曖昧な未来ではなく、今すぐに速やかに原発ゼロにすべき
（原発の再稼働はぜず、原発の新設禁止、建設中の原発は以後工事は中止、国内全ての原発をゼロの対象とする）

３、国内にある原発を全て廃止し、速やかに廃炉とする事。

日本で原子力の平和利用が出来ない事は福島県の方々が国からどの様に扱れているかをみて痛感している。
原子力に関わる電力会社と国の規制委員会などが適正な危機管理を
保持できず、対処方法も稚拙である故、日本での原発使用や建設は
一切賛成出来ない。
国策としても、電力供給手段としても原子力利用は
反対！

54300 個人 家事専
業

７０代 女性 原発２０３０年で全廃に賛成 (1)原発を全廃して、核燃料サイクルは直接処分にすべきです。
(2)１８年後にむけて今から廃炉にすてゆくべきです
(3)自然エネルギーにむけて今から準備しましょう
(4)電力自由化や配送電分離を推進し、電力の自由供給でまかないましょう
(5)日本の技術をいかして自然エネルギーの開発を推進すべきです。

54301 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオ 原発ゼロ
これ以上被曝したくない

54302 個人 無職 ６０代 男性 ２０３０年において原発は０％とすべき。 誰も責任を取れない、取らない技術は人類として所有すべきではない。
原発が無くても、電力が厳しくとも、智恵を出し合い、凌ぎ合う社会を構築するのが
真っ当な人の選択肢であるから。

54303 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオ。もんじゅは廃炉。 日本は地震が多く原発の使用に適していない。今後、原発に何が起きても安全だと誰が宣言したとしても、福島の惨状をみてしまった現在ではまったく説得力がなく、日々不安はつのるばかり
である。瓦礫の拡散と焼却による放射能の高濃度化について政府が懸念を抱かないことはとても恐ろしいことだ。わたしには外国人の友人が多数居るが、みな異口同音に「日本の政府は悪魔
のようだ」と言う。わたしには返す言葉がない。

54304 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発０％シナリオを支持します 原発は使用済み燃料をまったく無害な形に処理することはできず，それらを保管するには危険が伴います．
そもそも現在の電気などのエネルギーに頼った生活そのものを見直す時期に来ていると思います．使用する量に合わせてエネルギーを生産するのではなく，エネルギーを生産できる量に合わ
せて暮らすだと考えます．
国には，そ総合的な環境負荷を小さくする技術・産業を支援することを望みます．その中には，あらゆるものを輸入に頼る状況からの脱却も含みます．輸入に頼ることは運送のエネルギーコスト
が大きくなるのみならず，将来的に輸入が不可能になったときのリスクが非常に大きすぎるからです．
残念なことですが，世界を見渡すと紛争はなくならず，気象条件が厳しくなっているために食糧等の生産はより不安定なようです．日本の子どもたちが，日本で生存していける社会のシステムを
構築していく足がかりとして，まず原発０％を即時実現することを希望します．

54305 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択。
２０３０年まで引き延ばさずに、できるだけ早く、原発ゼ
ロを目指すべき。
高速増殖炉もんじゅは廃炉にする。

福島の事故から学んだことを、今活かさなければ、こどもたちへの責任が果たせない。我々日本国民は全力を挙げて、原発ゼロ、クリーンエネルギーへのシフトを実行しなければならない。
地球温暖化防止のために原発が必要だと言うが、一度事故が起きれば、取り返しのつかない放射能汚染を引き起こす。それは二度と繰り返してはならない。原発再稼働はやむを得ないならば
できる限り最小限に留め、再生可能エネルギー等の研究開発を産業として推し進め、火力も段階的に減らしていく。
ただし、現状での原発再稼働には反対である。福島の事故の真相究明と事故処理は未だ終わっていない。安全対策も十分とは納得しがたい。

54306 個人 無職 ７０代 女性 安全性、経済性、そして正義を重んじる日本人として
「原発ゼロ」シナリオを選択します。

国民の安全と健康を守るためには、脱原発が絶対に必要です。
国は、原爆や水俣病の被害認定でも、補償額、被害者範囲や保証時期について、因果関係立証の困難性から、原告の訴えに対応できていません。放射能の被害についても、様々な学説があ
り、例えば、福島第一原発の被爆被害についても、何年か後に発症したものは、被爆との因果関係を立証することは、たいへん困難です。被害を受けても、ほとんどの国民は泣き寝入りをする
しかありません。このような、危険な設備を運用することは、国民の安全を第一に考えるとする国家がすることではありません。
次に、原発は、資源エネルギー庁などから、最も安価な発電方式として、「８．９円以上など」と広報されていますが、たいへん疑義があり、国民を馬鹿にしているとさえ思えます。一度、福島のよ
うな事故が起きれば、想像もつかないほどの（恐らく何十兆円）コストが掛かるのに、それらの費用は発電コストに正しく反映していません。新たなコスト計算では、事故率なども加味しているとの
ことですが、地震多発国であることや原発が密集する日本の事情を組み入れているとはとても思えません。さらに、米国やＥＵ各国から出ている発電方式によるコストを見ても、原発のコストは、
風力発電と同程度で、安価な発電方式にはなっていません。経産省は、国民に正しい情報を開示し、将来のエネルギーは、どうあるべきかを真摯に検討すべきです。そうしなければ、製造業の
空洞化や非正規雇用の問題は、さらに悪化するでしょう。
最後に、福島第一原発の事故では、津波対策の不備や事故対応などについて、誰も責任を取りませんでした。
東京電力などは、経営がたちゆかなくなり、国民の税金で助けられたにもかかわらず、事故原因の解明に繋がるテレビ会議記録を隠蔽するなど、全く反省していません。私は、このままでは、
「日本では悪いことや失敗があっても、隠すか、嘘をつけば良い」のだという、精神が植え付けられてしまうのを最も危惧します。事実、福島第一原発の事故に起こった「いじめの隠蔽」や「警察
の劣化」など、日本のモラル崩壊の兆候と言えます。原発事故が発生したとき、国民の安全か、国民でもある電力社員の安全を優先するか、の矛盾も解決できない原発を運用していくことは、
日本の中に新たな差別と不条理を生む温床になることでしょう。

以上の理由から、私は、脱原発を推進し、2030年を前倒して、できる限り速やかに、日本から全ての原発が無くなることを切に願います。

54307 個人 無職 ３０代 男性 ３０年後でなく即時原発を０に。 安全性の検証不完全だし、廃棄処理物の工程がいまだ見えない。

54308 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 原子力発電は廃炉にする。放射性廃棄物の処理？処
分の計画を示して欲しい。

　福島第一原子力発電所事故の原因究明が完全になされていない。
　特に今後何十年もかかる廃炉作業の困難さ、故郷を失った住民の悲劇を目の当たりにすると、巨大システムの事故ではなく、生命の生存を脅かし、抹殺するのが原発である。
　変動帯の日本列島に、核発電所は無理です。核廃棄物の処理についても見通しはなく、結論は先送りされている。変動を受けない地下処理は不可能。
　50数基の核発電所と膨大な核廃棄物を抱えてしまった日本は、今すぐに核発電所の廃炉をはじめるべきである。
　

54309 個人 法人等 ５０代 女性 ２０３０年には原発ゼロを。 代替エネルギー技術の開発に大きな資金、人材を投入することで、技術力の高い日本の産業の活性化をしてください。
原発がある限り、いつも、不安と危険を感じながら暮らさなければなりません。
完璧な人間はおらず、完璧な社会はないのですから、
原発の危険性を封じ込めることに努力をするよりも原発をなくす方向で、安心な社会を作り出して下さい。

54310 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発を廃止してほしい。
すぐに無理なら期限を定めて、ヒステリックでない現実
的な解を。
また、これまで原発で生活してきた方々が、今後は廃
炉のための
事業で十分な生活ができるようにしてほしい。

福島の事故が未だ収束しておらず今後の展望もないことから
原発が人類の手に負えるものでないのは誰の目にも明らかです。
ただし、多くの人の生活も大きくかえることになるので
その方を切り捨てるのではなく十分な配慮をお願いします。」

54311 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発再稼動反対の件 原発、いりません。
あんな大きな事故が起きたのに何故ですか。
同じことが絶対に起こらないわけがないのです。
きっと忘れた頃にまた大惨事が起きてしまいます。
いつ起こるかもわからない事故に怯えて過ごすのは嫌です。
少しでも幸せな将来が欲しいです。
よろしくお願いします。



54312 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ３つの選択肢については、ゼロシナリオを支持しま
す。

実際は、原子力発電の廃止すなわち温暖化対策の放棄であるかのように見えます。
温暖化対策の観点からは、３つの選択肢のゼロシナリオでさえ不十分と言えます。

既存の原子力発電施設は老朽化が進む一方である中、原子力発電を残すという選択は、原子力発電施設の新設を意味するものと受け取られます。

地域振興の観点からも、原子力発電に依存する地方都市町村を生み出すのは、地方自治の観点からも得策とは考えられず、旧パラダイムでしかありません。
首相のコメントも、「まず原発ありき」であり、政府の議論もその前提から始めて、そこに落とし込もうという意図が透けてみえ、ますます国民の不信を買っています。官邸前のデモをどう見ている
のでしょうか。

54313 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発を即時に0%にせよ！再稼動撤回！ 明るい未来に原発の電気の明かりは要らない．
代替エネルギーや電力自由化を．
負の遺産原発の核廃棄物は要りません．

54314 個人 学生 １０代以
下

女性 脱原発！！(1)　０％　を選択します これからの未来ある私たち子どもや若者のために、また息とし生ける地球の生命のために、そして地球の存在を続けるためにも原発を一刻もやめてください。電気は自然エネルギーで十分で
す。大人のつけを私たちに回さないようにお願いします。「今が良ければ全て良し」の気持ちを一番持っているのは今の大人のように思います。私たち子どもや若者にとって良心的な結論を今の
大人が決断することを期待しています。

54315 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。 あの福島第一原発事故を経てなお、原発稼働に頼ろうとする考え方の根底には、1000年、1万年単位での未来への依存、軽視があります。廃棄物処理の手続きが破綻していることを見ようとせ
ず、「今」稼働しなければ「今」の経済が破綻する（それすら確証はありませんが）との言説に誰もが盲目になっているように思えます。
あえて弁護するならば、人類のイノベーションを信じる一人として、次代の処理技術の進歩に大きな期待をしたいのはよく分かります。しかしその楽観主義は、まず「今」の技術的課題を徹底した
現実主義で打開しようとする人間にしか許されないものではないでしょうか。そして何より、次代の技術に期待をするのであれば、さらにその次代まで持続可能なクリーンエネルギーを受け継ぎ
発展させてくれることを期待し、そのきっかけを作ることの方が遥かに価値のある態度ではないでしょうか。
以上の考えから、可及的速やかな原発ゼロ化・クリーンエネルギーシフトを行う方向性を支持し、あらゆる原発の稼働に反対することを改めて意思表示いたします。

54317 個人 その他 ２０代 女性 原発ゼロシナリオ(即時) 2030年までに原発依存度ゼロシナリオを。
可能な限り早期での全原発停止および廃炉を求めます。

54318 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。
中途半端にやっても、反って経済は停滞します。原発
からのスイッチングコストは、一方では経済効果であ
り、またその影響範囲は必然的に広く波及するはずで
す。

　原発からの脱却により、エネルギー効率の低下などから、経済への悪影響を懸念する声は多いが、これはむしろ逆である。現在のやり方を続けることは、現在の延長線上にしか未来を描けな
いということであり、日本の現在の延長線上に華々しい展望が見られないことは周知の事実である。

　原発から脱却するための、省エネ、小口需要増進、スマートグリッドなどの各種エネルギー政策を実行するには、大規模な公共投資の実施が不可欠であることは自明である。
　現在の日本の国民意識を勘案すれば、東日本大震災被災地への復興事業と同じかそれ以上に、国民からの絶大的支持を獲得しながら実行できる公共投資は、これらエネルギー関連事業投
資以外には考えられない。

　中途半端に15シナリオなどでは、これら事業投資を実行しにくくするだけであり、結果波及する経済効果も限定的にしかなりえない。
　ゼロシナリオを描いて初めて、そこに日本全体の経済復興ビジョンを上乗せすることができるのである。

54319 個人 法人等 ５０代 女性 0%シナリオを選択。即刻全廃炉を達成してください。次
の一歩は、地域の電力会社を倒産させずに、エネル
ギーチェンジを行っていくか、産学官民が「自分たちの
こと」として取り組む。原発再起動ではありません。

0%シナリオを選択します。2012年に全廃炉を達成してください。
東京電力福島第一原子力事故が、地球にとって取り返しのつかない大惨事であったことを謙虚に認め、その事故の背景にあるものを見据えたとき、さらに日本の自然条件を考えたとき、もう原
子力という選択肢はないと考えます。

北海道では、市民が「自然エネルギー100％」のロードマップを作成しています。
次の一歩は、地域の電力会社を倒産させずに、どうスムーズにエネルギーチェンジを行っていくかを、市民と行政・企業が「自分たちのこと」として取り組んでいくことであって、原発の再起動では
ありません。
自然エネルギーのポテンシャルの高い北海道から、希望とモデルを作っていければと考えます。ぜひ、勇気と覚悟を持って、人類史に残る転換を成し遂げてください。

節電・省エネは、各自治体が防災無線等を使って「電気警報」を徹底てきに発信していくことで、ほとんどの地域が回避できます。「原子力」をあきらめ徹底的なキャンペーンと補助政策を徹底し
てください。
立地自治体には廃炉技術者養成学校や技術研究所、ロボット開発、放射線医療などの研究機関、再生可能エネルギー機器の研究所を配置してください。出しtがしまった放射性廃棄物の中間
貯蔵施設を、万全の技術を持って各サイトに配置してください。技術・人材を世界に輸出できる国になってください。

54320 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオ」を選びます。
地震の多い国土に合わない発電方法から、一刻も早く脱却するべきだと思います。
利権ではなく国民を大事にする政策を強く望みます。

54321 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロを支持します！ 福島の事故によって、非常に危険な原発が、小さな国土の日本の中に54基もあることを知りました。
今なお、放射能は漏れ続けています。
日本は活断層だらけの島国です。
いつまた、どこで大きな地震に見舞われるかもわかりません。
それなのに、このような発電システムに今後も頼ろうとするのは、どう考えてもおかしいです。
せっかく止めていた大飯原発も再稼働させてしまって、正気の沙汰とは思えません。
とにかく、一刻も早く全原発をストップし、廃炉の道を進むべきです。
廃炉の技術を磨き上げて、その道のリーダーシップを世界から勝ち取ろうではありませんか！
そして、自然エネルギーで日本を再生させてください！
日本なら絶対にそれができます！！

54322 個人 家事専
業

７０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。 一度原発事故が起きると、自然が破壊され、地球全体が汚染されます。
健康や食べ物への影響も計り知れません。
後世に負の遺産を残してはいけないと強く思います。

54323 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 大勢の犠牲の上に成り立つ原子力はやめるべき。 「原発はできる限り早くゼロにする」
「完全廃炉」

以上を要望いたします。

一つまみの偉い人たちのオカネ遊びと不労豪遊三昧な生活を支える為に、大勢の犠牲を伴うエネルギー政策など直ちにやめて頂きたいです。

54324 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発に頼らない、かつ経済の滞らない自然エネル
ギー開発を希望します。

放射能に脅かされる日常生活はいりません。

54325 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 原発ゼロシナリオにしてください。地震が多い日本に
原発はいらないです。
再稼動をしないでください。
そして、自然エネルギーを開発してください。
未来に負の宿題を残さぬために。

福島の問題を一刻も早く解決し、福島の人たちをいまの状態から解放してほしい。
除染やがれきの撤去をすばやく進めてほしい。福島の人たちが安心して暮らせるために。
これらのことが遅々としている中の原発再稼動には政府と東電の原発事故の無反省と厚かましさを覚えます。
ドイツでは福島原発事故ニヶ月後に原発をゼロにする決定をしたのに、日本では原発再稼動をするという、この意識の差は何なのでしょうか？
原発をゼロにすべく、自然エネルギーの開発推進を望みます。

54326 個人 無職 ６０代 女性 シナリオ１を選択今すぐ原発ゼロ

コストやＧＤＰではなく、命を含めた生き方を見直す必
要がある。

　理由
ゼロシナリオは電気代が高くなると指摘されますが、福島第一原発事故を経験してもなお、コストやＧＤＰが社会の重要な基準なのでしょうか。原発事故は避難、除染、賠償などの膨大な経費、
東京電力への税金投入、帰ることをためらうふるさと、帰ることができないふるさとをつくってしまいました。事故収束のめどがたちません。
　福島第一原発事故を契機として、改めて大量生産大量消費ではなく、また誰かの犠牲の上に成りたつ「豊かな暮らし」ではなく、コストやＧＤＰに置き換えられない命やありふれた生活を大切に
してゆく社会にしたいと願っています。

54327 個人 その他 ４０代 男性 原子力発電所はすべて廃炉にすべきと存じます。 昨年、福島第一原発があのような事故を起こして以来、わが国はまったく様変わりしてしまいました。原子力発電所の是非の問題は、人間として何を選択し、どう生きるかという問題に直結して
います。多くの人びとの土地を、家族を、生き甲斐を奪う原子力発電所を是とすることは人間として到底許すことができません。
また、大飯原発についてですが、多くの国民の声を無視し、強行突破するようなかたちで再稼動するようなやり方に｢これは何かある」と思わない人はいないでしょう。正当性を欠くエネルギー施
策に賛成する者等日本国民に居るとはとても思えません。

54328 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 日本に原発は必要ないと思います。 現在、原発に求められている必要性と莫大なコストと、今回のような事故が起きた場合の未来永劫に抱え込むリスクを比較すると、答えは歴然としていると思います。原発はあまりにも代償が大
きく必要ないと思います。
今までに原子力にかけていた莫大な費用と優れた能力を、より安全な次世代エネルギー開発に投入し、日本は新しいエネルギー技術先進国を目指すべきだと思います。
東アジアにも核兵器が広がるなか、宇宙開発と原子力エネルギーの保有によって日本にも核の抑止力の力が働いているのかは、一国民の私にはわかりませんが、どうなのでしょうか。
しかしながら、やはり事故が起きた場合に、誰にも政府すらも保障することができないようなエネルギーは必要ないと思います。いまの人類の能力で、原発を稼働させること自体が無謀なことの
ような気がします。

54329 個人 自営業 ３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 再生エネルギーのビジネスには、経済的効果や雇用が期待できる。
使用済み核燃料の問題は解決されていない。
原発でひとたび事故が起これば人間がコントロールできないという事が福島の事故でハッキリした。
日本が安心して子供を育てられる国になってほしい。

原発ゼロシナリオをえらびます。自然エネルギーの開発に全力でとりくみ、
みんなが安心して暮らせるよりよい社会に替えていって下さい。
原子力はいりません。
人間が手を出してはいけないものだったことを、私たちは自覚しなければ
なりません。
小さい家でもいい、夜に明るい電気がつかなくてもいい、
不便になっても、みんなそれに合わせ、工夫して暮らしていけます。
家族そろって、地域の人たちと手をつなぎながら、
ちいさいコミュニティーの単位で大事に仲良く暮らしていく。
必要とされる仕事をする。
みんなが笑顔になることが、自分の幸せと感じる。そんな暮らしがしていきたい。
表面が幸せでも、裏に原子力がある社会は残酷です。
正しいと、社会に貢献していると、善意で働く人が沢山いるほど、
原子力がある社会は残酷です。
今からでも、ほんとうの意味での幸せをみんなで考える時です。
原発からのごみも原子炉も、言うまでもなく、
途方も無い、頭を抱える問題です。知らないふりで済みません。
現実と向き合い、正しい方向に進み始めるのは、今しかありません。
次の世代に任せるのか、その次の世代に、とのばしても、
いつかはぶち当たる問題であり、
手遅れになってしまうかもしれません。
もう、手遅れだったのかもしれません。
日本の国土の半分が汚染されてしまいました。
こんなに悲しく絶望することが、私たちの人生、世代でおこるなど、
誰も考えていなかったでしょう。まだ現実として捉えられていない人も
いるでしょう。しかし、起こってしまったのです。
もう迷う余地などありません。
新しい一歩に、誰からも支配されない日本に、
自分の力で考えて行動する、
自立した日本に、
みんなが成らないといけません。
つきあい、利権、そんなものよりも
正しいことは正しいと言える、間違いは間違いと言える、
国民に愛される政府となって、
愛される国になってください。
お願いします。

54316 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロシナリオをえらびます。自然エネルギーの開
発に全力でとりくみ、
みんなが安心して暮らせるよりよい社会に替えていっ
て下さい。



54330 個人 その他 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。

直ちに日本にある原発の廃炉、および核燃料再処理
計画が中止されることを望みます。

原発ゼロシナリオを選択します。

直ちに日本にある原発の廃炉、および核燃料再処理計画が中止されることを望みます。

経済を優先するのではなく、人の生命と子供たちの未来を大事にする政策が
取られることを望みます。

地震国である日本において、再び重大事故を起こし放射能汚染を
広める可能性のある原子力発電所には頼るのではなく、
再生可能なエネルギーを循環していく社会を実現していくために
技術の開発や社会の構築を推進する政策が取られるべきだと考えます。

54331 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。 福島県民への責任も取れていない状態で、今後同じような原発被害が発生した際に、政府はどのような責任を取れるというのでしょうか？自分の家にいまも帰れない人々、放射性物質に対す
る国民の不安など、いまも問題は山積みで、全く信用ができません。原発に変わるエネルギー対策を早急に考えるべきだと思っています。

54332 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します

54333 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロのシナリオを選択します。 原発ゼロのシナリオを選択します。ただし「2030年までに」とありますが、それでは遅すぎます。即時の全原発停止と、核燃料再処理計画の中止を望みます。

地震が起きやすいこの国で原発を稼働させるのは危険極まりないということが、昨年の福島原発で示されました。
安くて安全というのは、間違いだったのです。
原発事故により住む家を失った人や健康被害を受けた人への
補償は、まだまだこれからです。電力会社だけでは支払い切れない、大きなものとなります。誰が負担できるのでしょうか。
こんな事が繰り返されないためにも、次の大きな地震がくる前に、直ちに全ての原発を廃炉にすべく進めて行く必要があると考えています。

54334 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 原発依存０パーセントを希望します。 事故があった際、人間その他地球上の生物の健康を著しく害するので即時０％、原発稼働を認めません。

54335 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 できるだけ、少しでも早く0%になってほしい 福島第一原発事故が、社会的・精神的・健康的悪影響を与え続けている。
地震国である日本において今後そういうことの無いようにできるだけ0%に近づけてほしい。
そして、代替として地熱発電の開発や天然ガスの輸入コストの削減に積極的に取り組んでいってほしい

54336 個人 無職 ６０代 女性 原発0％を支持します。今回の事故で原発がこの狭い
日本に51基も作られていたことに唖然としました。政
治に目をむけていかなければ、これからの子供たちが
危険だと日々新聞・ラジオに興味を示しております。

次の選挙までに勉強をして本当に任せられる人に、大事な一票を入れたいと思います。

54337 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発絶対反対です。貴方もそう思っているんでしょ？
本当は？
自分の心と向き合ってください。金や権力なんか死ん
だら終わりですよ。

もうこれ以上悪い事は辞めましょう。もうこれ以上悲しい人を増やすのは辞めて。

54338 個人 自営業 ３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を断固支持します 100パーセント安全が保障されない限り、原発の再稼働はありえない話です。
未来の子供たちに「負の遺産」「責任」を押し付ける政府のやり方は考えられないです。

54339 個人 自営業 ２０代 男性 ゼロシナリオを支持します。実際には原発の稼働は今
後一切ゼロを納税者、これからの日本を担う20代の
国民として希望します。

ゼロシナリオを支持します。実際には原発の稼働は今後一切ゼロを納税者、これからの日本を担う20代の国民として希望します。選択肢の中に原発即廃止のシナリオが無いのは広く国民の意
見を問うパブリックコメントの様式としてふさわしくないと考えます。
多くの人が選択を希望する内容のシナリオを設定していない可能性が非常に高いこと。また、パブリックコメントの存在や期限の情報を広く国民に伝えることが出来ていないことに対して国民と
して担当責任者様に改善を求めます。
行政のかた頑張って下さい。よろしくお願いします。

54340 個人 無職 ４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。
地震大国・日本に於いて事後始末の出来ない原子力
エネルギーはゼロに向かわせる方針を立て、出来る
限り早急になくすのが良いと考えます。

現在、安価で大量の電力を賄える原子力発電所の運用は、実社会では必要とは仕方なく思います。もし日本が発展途上国のように知識も技術もなければ、原子力に頼るしかないと思いますが
そうではないと考えます。「今すぐに」は出来なくても、「これからは原子力に頼らず自然エネルギーで！」と政府が強い方針を立て、専門機関や大学・企業に補助金を出すなどして促せば２０３０
年には十分可能だと考えます。ここで新たな技術を作れば、今後、脱原子力を目指す国などに技術などを輸出することで外貨も稼げ、国庫の不安も解消されるでしょう。
「省エネは儲からない」という環境も、政策で払拭しなければならないでしょう。「儲かる」と分かれば企業も放っておかないし、人材の確保にも必死になるでしょう。子供達の理系離れにも歯止め
がかかります。日本という国が、本来の姿を取り戻す切欠には十分すぎると考えますがいかがでしょうか？
今も、そしてこれから何十年も福島の一部地域は住むことができません。そのような状況は原子力発電所がある限りは、いつでも起こりうる。そんな単純なことは誰でも分かるはずです。事故後
の処理は金がかかるだけで、実際は気休めにしかならないのも承知しているはずです。是非、憂いのない日本を未来に残してあげてください。お願いします。

54341 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 追加対策をふまえたゼロシナリオを支持します。
現段階で社会的・経済的な負担をおっても今後の日
本社会の発展のためには
ゼロシナリオを選択すべきと考えます。

多額の費用をかけて原子力発電所を維持するよりも
我が国の多様な資源の開発や発電・節電技術の発展のために投資をするのが
国益になると考えます。
原子力にだけ多額の資金を投下するのではなく、多様な資源の開発、
発電・節電技術の発展に研究資金を投下すべきではないでしょうか。
原子力発電所の維持や安全、自己処理のためには必ず被爆をする人が
必要になります。どんなに安全対策をしても、お金で保障をしても
自らの健康を犯す危険のある仕事を誰かがしなくてはいけないのが
どうしても割り切れません。
被爆や原子力の安全性について理論で説明されても
どうしても割り切れません。
感情論と言われても原子力発電の維持のために、
どこかの地域や誰かが犠牲になる社会は信じられる社会ではないと思います。
クリーンエネルギーには多くの課題がありますし、
現行の発電技術についても改良が必要です。
今後、日本社会はエネルギー問題だけではなく、水資源やゴミ問題にも
直面することになります。
ゼロシナリオは大きな経済的負担を強いる側面もあるでしょう。
しかし、2030年以降の経済発展を成し遂げるためにも、本当に信じられる国家を作るためにも
現段階で2030年までに原発をゼロにするシナリオを選択し、
2030年以降も続いていく日本社会を本当にいいものにしていかないといけないと考えます。

54342 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 いくら化石燃料が乏しいと云う事実があったとしても、
そもそも地震が頻発するこの日本の国土に原発は適
さないものだった。

ゼロシナリオを指示します。何故なら、それ以外の選択肢では両案ともに、新規の原発の建設が必要となるからです。今、国も電力会社も到底信用出来る状態にありません。それは原発に関し
ては昔からそうでした。それから、元々原発は、アメリカが広島と長崎に落とした原爆をごまかす意味がありました。まあ、そうやって核（原子力）を平和利用すれば、少しは国民の一部をごまか
す目的も達成したかと思います。

日本が、石油を初めとする化石燃料が乏しいと云う事実を否定する気はありません。しかしながら、これから新規に造られる原発が、絶対に安全であると言えるでしょうか。原子力の技術自体が
まだ未完成のものです。使用済み燃料の最終的な処分って決まってないですよね。野田首相は消費税に関しては将来に対して付けを回さない為に導入するのだと言っていますが、ではこの原
発の使用済み燃料に関しては、将来に対して付けを回さないって事は考えてないのでしょうか。将来に付けを回さない唯一の方法は新規に原発を造らない。そして全ての原発を廃止する事で
す。

メルトダウンした福島第一原発は、当初の予定ではもう少し高台に建設される筈でしたよね。それを少しでも海岸から近くして、配管を短くして少しでも安く造ろうとしました。更には、その当時ア
メリカの専門家が古くて駄目だと言ってたGE社のを導入しました。その結果、実は津波にやられる前に原子炉を冷却する為の配管がやられてしまったのだと、この間のNHKの特集でも報道して
いました。

上記に書いた事全てが正しい事だと云う自信はありません。が、これだけは言えると思います。世界で唯一被爆国の日本、そして福島第一原発でメルトダウン事故を起こした国、日本。万が一
でも再度福島の様な事故を起こしてしまったら、本当に日本は立ち上がれなくなってしまいます。４つのプレートの上にある日本に、パーセンテージは忘れましたが、これまでに起きた世界の震
度６以上の地震が相当数占めています。これから再稼動、新規着工し稼動する原発を、あの地震と同程度以上の地震によって被災させる事は絶対に食い止めねばなりません。その唯一の方
法が原発を稼動しない事です。

「将来の原発比率」をテーマに、全国１１箇所で開かれたエネルギー政策意見聴取会に関しても意見があります。共に後から修正されましたが、割合が大きく異なるのに３選択肢の意見表明者
枠を同数にしたり、電力会社の社員が意見を表明していました。確かに単純に考えると、寧ろ「電力会社の社員が意見」は自然な事にも一見感じます。しかしながら、あえて今の時期に首になる
のを覚悟で原発廃止で意見を述べる社員は皆無です。仕事が減るのを覚悟に、反原発を訴える山本太郎さんの様なそんな立派な倫理観で、意見表明する電力会社社員なんてこれからも出て
来る筈がありません。

54343 個人 その他 ２０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します 原発の再稼働に反対です。
なぜ再稼働をするのか、本当の理由を隠している事にも大きな疑問を感じます。
確かに原発をなくすことによって職を失う人が増えたり、経済に大きな影響をあたえることは分かります。
だからといって、嘘をついて事故のリスクを抱えたまま稼働をすることは余りにも危険すぎると思います。
長い時間をかけてでも、みんなで解決策を考えて実行していくことができるのではないでしょうか。
自然エネルギーをもっと活用できないのでしょうか。
子供たちの未来や、日本の未来、地球の未来を考えてください。

54344 個人 その他 ４０代 女性 日本は原発０をめざすべき 危険すぎるとこの震災で悟りました。
どうして安全というのかどうやっても理解できません。

54345 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は０％にしたほうが良い 理由としては１５％だと、既存の原発の廃炉を考えた場合に
実質の増設になると考える。
だから原発は全て今現在から廃炉に向けた方向性を示す必要がある。

54346 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオを選択。早期に地熱或いは他の再生可
能エネルギーへの転換を行うべきと考えます。また、
破綻している核燃料サイクルへの投資もこれ以上す
べきではないと考えます。もんじゅの再稼働も必要あ
りません。

理由1.核燃料サイクルが破綻したまま、これ以上核のゴミを増やすべきではないと考えます。
理由2.スーパーフェニックスにみられるように核増殖炉のこれ以上の投資は現実的ではありません。
理由3.地熱他の再生可能エネルギーへの転換によって他国への依存度をさげるべきです。
理由4.常温核融合など新たな技術への投資を行うべきです。
理由5.上記の事によって新しい産業・雇用を増やすべきと考えます。

54347 個人 自営業 ５０代 女性 原発には反対です。できるだけゼロに近づけるよう、
早急に対処お願いします。

自宅にある果樹や野菜を検査したところ、部分的に放射能の影響がありました。安心できる食材を今後も食べたいので、爆発の影響を心配しなくても良いように、原発には反対です。

54348 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロシナリオを希望 原発ゼロシナリオを希望します。

54349 個人 無職 ６０代 女性 原発は再稼働を停止し、すぐゼロにすべきだ。 世界有数の地震国の日本で、福島第一原発のような事故がまた起きる可能性は大きい。人間のとれる対策には絶対安全などない。一度おきれば、多くの生命、健康、財産に被害が出る。環境
の汚染は何百年、何千年と続く。副産物のプルトニウムの管理、廃棄された原発の処理と管理に膨大な費用と時間が必要になる。現代の生活を維持するためなどの理由で、子孫にこのような
危険に満ちた「負の遺産」を残していけない。

54350 個人 自営業 ４０代 男性 最終的に原発はゼロにするべき。 経済より安全を最優先に考えます。事故で広大な国土を失ってしまったわけです。これから健康被害も出てくるでしょう。だれも責任の持てない制御できない事態に陥る可能性のあるものは使う
べきではない。

54351 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。

再稼働反対！

使用済みの核燃料の処理ができない。
いまだに福島の原発の後処理ができない。
これらができて、初めて原発について考え始めるべきではないか。
電力が足りないとの話とは、違う話ではないかと思う。

54352 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 日本に現存する原子力発電所は全て即刻運転を停
止、廃炉にし自然エネルギーによる発電にシフトする
原発ゼロシナリオを支持します。

私には4歳になる子どもがいますが、その子の世代だけではなくその後々の世代まで汚染が残り、遺伝子のレベルまで影響を与える放射能汚染をこれ以上拡げることは絶対に許されないことで
す。このような意見に対して安定した電力供給や資本主義経済が立ち行かなくなると反論される方がいますが、これからは自動販売機や24時間営業のコンビニ等過剰な電力消費を少しずつ改
め、原子力に頼らずに誰もが安心して生活できる社会を目指すべきです。原子力発電に頼る生活が安心できるものでないことは福島原発の事故が証明しています。事故によって福島原発周辺
の土地が汚染され、今も16万人もの人が故郷に帰れずにいるのです。経済について、日本においては戦後の高度経済成長によって国民の生活レベルが向上したことは事実です。そしてその
発展に原子力発電が貢献してきたこともある意味では事実かもしれません。しかし福島原発の事故が起き、いつ収束するかもわからない放射能汚染が拡がっている今、唯一の被爆国でもある
日本は、経済を最優先することを改め、今すぐに原発ゼロの社会を目指すべきです。以上を踏まえ、私は原発ゼロシナリオを支持します。



54353 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電所の全機停止と廃炉、及び東海村文殊の
廃止を強く望みます。

この度の原子力発電所（以下原発）の事故により、生活や人生設計に大きな影響が出ました。海外移住した友人もいます。
私は日本国を愛していますが、もう一度このような事故があった場合、絶望とここまでの民意を無視した失望で、もう日本に住み続けることはできないでしょう。

福島第一原発事故の検証が納得のいく内容だったとも思えません。反省を生かすのには感情や都合を抜いた、理性的で正確な分析が不可欠ですが、それを満たせてるとも思えませんでした
し、反省を生かせていれば、現在稼働中及び停止中の原発に、あの様な評価は出来なかったと思っています。

原発に関しては色々検証している、検証しようとしているとのポーズは見受けられますが、「と言う訳で、再稼働します」という答えに導くために、必死に工作していると思えてなりません。

世界中で、地震と原発事故、その後の対応の酷さで日本の印象は悪いものとなっているでしょう。国民の中でも、政府と民衆の乖離はもうどうすることもできないのではないか、と言う絶望感は
決定的なものとなっています。
政府は、我々市民からの代議員では無かったのでしょうか？代議を託した人間の意を汲まないで、他に何をするのでしょう？それで世辞離れを問題視する云々、ちゃんちゃらおかしいとは思い
ませんか？

この辺りで大きく脱原発を打ち出し、世界や国民からあっと言われるくらいしないと、もう今までの陳腐とも言える対応を払拭することはできないと思っています。
小泉政権を支持していたわけでもないし、それによって良くなったとも言えないと思っていますが、原発に関しては「痛みを伴う大改革」でも支持します。
現在の電気料金値上げや寄付金の使い方には非常に腹立たしく思っていますが、本当に何としてでも国民の生活を守りたいと思って原発全機廃炉としてくれるなら、電気料金や税金の値上げ
も納得できますし、国を挙げての節電なんて、CO2排出量の大幅削減なんかより、より一層環境配慮のできる国家と評価されるのではないでしょうか？

軍事的な国家勢力関係上、などとも言いますが、核を持たなければそんなに駄目なんでしょうか？もう、懲り懲りなんです。
ほんと、勘弁して欲しいんです。
本当に安全で恐るな、福島第一原発事故は収束した、というなら、国会議事堂を30km圏内位に引っ越して来てください。それでも大丈夫と言い続けるならまだわかりますが。
お願いします。私たちの声をちゃんと聞いてください。

54354 個人 その他 ３０代 男性 0％を限りなく目指す。 まず30年後に何％かという質問設定自体がおかしい。そのときの割合よりもまず最終的に目指すビジョンが必要なわけで、10％だろうが25％だろうがどこに向かっているのかで全く意味が違う。
全くばかにした政策論理、パブコメである。

54355 個人 法人等 ４０代 男性 （1）ゼロシナリオ支持。（2）原子力発電のリスクは計
測不可能。もはや「原子力安全への国民の信頼回復」
は国民の支持を得ない。（3）脱原発社会への移行方
策について多極的な主体による国民的議論をすすめ
る。

　ゼロシナリオを支持します。原子力発電のリスクが計測不可能なのは、今回の3/11の被害・影響をみて国民のだれもがわかりました。ひとたび事故が起これば、国民の社会生活にも国民経
済にもそのダメージは甚大です。「原子力安全への国民の信頼回復」はすでに不可能に思え、このスローガンが国民の支持を得ることは今後ないでしょう。国際社会のなかでも、被爆国である
日本が今回の反省を生かしてどうするかは注目を集めているはず。原子力発電所がなくても電気供給はまかなえるという試算があることも、国民にはすでに広く知られています。クリーンエネル
ギー利用の具体的方策にかんする議論も同時におこない、脱原発社会への具体的な方途をさぐることがこれからの日本国民の使命でしょう。
　その際には、「国民的議論のすすめ方」にも、日本国民だけでなく世界の人びとが注目しています。国民的議論には、言うまでもなくたいへんな時間がかかり、どこまで時間をかければよいの
かの判断も難しいところです。立場の違った複数の専門家にスピーチをしてもらい、のちに参加者市民全体で議論する、というようなスタイル（たんなる「講演会」に終わらない）が推奨できます
が、政府だけがこの企画・実施責任を負うべきでもありません。すでに全国のNPO、自治体などが自主的な討論・意見収集・勉強会の場を無数に設けています。政府だけではなく、地方自治体・
企業・NPOなどもふくめた多極的な主体で国民的議論を推進していくべきだと考えます。そのさいに、議論の場を設定する資金が不足している場合には政府は少し補助を考えてください。また、
こうした多極的な議論を総合・統合してゆく方法を考案することは、政府やシンクタンクのしごとでしょう。もちろん、統合の方法はそのつど開示されるべきです。
　私の意見は、経済的なコストパフォーマンスの議論以前にゼロシナリオを採用すべきというものですが、原子力発電を残すべき（ゼロシナリオ以外）という意見の説得力としては、やはりデータ
にもとづいたコストパフォーマンスの話が必要です。しかし私をふくめ、ほとんどの国民はこの具体的データを知りません。（1）ゼロシナリオでいけばどれだけのものが失われ、どのようなリスクを
負うことになるかという内容と、そのコスト計算。これにはすべての原子力発電所を停止したとしてもかかる原子力発電所跡の維持コストも含まれます。（2）原子力発電を続ける場合にどれだけ
の費用がかかるのかというコスト計算（シナリオによって程度の差があるのでそれもふくめて）。もちろん事故がおこったときのコストは計算不能だということは前提です。これらにかんする具体的
データを、できるだけわかりやすく、国民がアクセスしやすいところに公開していくことは、有効な国民的議論をすすめるための政府の責任としてもとめられます。
　これとあわせて、（3）ゼロシナリオを採用した場合の当面の電力需給計算（すでに公開されている資料もあると思います）、（4）クリーンエネルギーの必要の程度、どのようなエネルギーを利用
するか、そのコスト計算。これらを材料にしながら議論していくべきでないかと考えます。
　多極的な主体による国民的議論をすすめるなかで、政府・地方自治体・企業・市民など各主体のあいだでの利害の不一致が意見の相違をかならず引きおこすと思います。これをあらかじめ国
民のみえないところで調整してしまうのではなく、そうした利害の不一致や意見の相違をまず共有するところが、国民的議論のなかで重要になってきます。そうした全体像をあるていど把握したう
えでの難しい判断を、政府と専門家にまかせきるのではなく国民ひとりひとりがすべきなのです。その意味で、国際社会が注目するこれからの日本の脱原発社会への以降の過程は、同時に、
日本国民が〈デモクラシー〉の質を再検討し、更新していく過程として注目されているのだと思っています。

54356 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオを選択すべき ゼロシナリオを選択するが、本来は、速やかに原発ゼロを目指すべき。再稼動は直ちに停止すべき。節電も取り組まれ、原発再稼動なしで、当面の電力は足りる状況をつくれる。
福島事故の原因や経過の究明も途上で、解明されていない。
原発の生み出す放射性物質を完全に閉じ込めておく技術はない。
政府、国会、民間各事故調の報告を見ても、安全性はまったく保障されていないことは明らか。
自然エネルギーへの転換こそ、進むべき道。
原発ゼロへの決断をしてこそ、自然エネルギーへの転換も本格的な取組みになる。

54357 個人 無職 ７０代 男性 (1)　０％　を選択します。 今回の事故以来、様々な報道から、思っていたより原発技術がいいかげんなものなのに幻滅した。
福島第１原発２号機の爆発の原因が、非常時に対応できない構造上の欠陥だと知り、散々安全だと宣伝してきたのに対し、憤りを感じる。

もう原発技術は信用できない。二度とごめんだ。今あるすべての原発を即時廃炉にすべきであり、他のエネルギー政策に転換すべきである。

54358 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 原発ゼロシナリオを望みます 日本人はエネルギーを無駄に使いすぎています。もっと節電は可能です。すなわち真剣に節電に取り組めば原発は不要ということです。
火山国日本に原発はふさわしくありません。原発事故、放射能汚染におびえながら生活したくありません。「原発の安全性を強化する」という政府の言葉を私は信じません。

54359 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 可能な限り速やかに脱原発を国の方針に定めましょ
う。

人類が核と共存できるなどとという思い込みは、人間の思い上がった幻想にすぎなかったことが、福島の災厄により誰の目にも明らかになった今、取るべき道は、原発に依存するエネルギー政
策を即時廃棄すること以外にあり得ないと考えます。
脱原発を非現実的、と否定する向きもありますが、代替エネルギーの開発、その実用化に向けた研究に、これまで原発推進政策に注ぎ込まれてきたのと同等の予算および人材を振り向けれ
ば、それなりの成果があがるはずで、いったん大事故が起こった時の収拾のつけ難い損害を考えれば、非核エネルギーの追求こそが、社会の持続可能性において現実的な方策であると思い
ます。
同時に未だ不十分な福島第一事故原因の究明と現状の解析を急ぎ、放射性廃棄物の適切な管理方法や、廃炉のための技術の確立、汚染された国土の復旧のための技術の実用化を、国を
挙げて推進すべきです。
そしてそうした脱原発のための諸技術の水準においてこそ、日本は世界をリードし、信頼と尊敬を集める存在となることを目指すべきだと思います。
言うまでもなく、依然として行なわれている、外国に原発
を売り込むような恥知らずなことは即時とりやめるべきです。
国是として速やかに脱原発依存を明確に定めること、そこからしか建設的な方向性は何も見いだせないと思います。

54360 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原子力発電ゼロプランになるべく早く近づけること、及
び「もんじゅ」の速やかな廃炉を望みます

日本という地震や台風などの天災が少なくない国土で、原子力発電に頼った暮らしを造って来た過ちは、東京電力福島第一発電所の事故を見ずとも明らかだ、と考えます。現在立地している原
子力発電所の多くにも、古さや耐久性、地盤の安定性等に疑問が持たれています。一刻もはやい原子力発電ゼロに近づけることが、新しいエネルギー開発等も含め、この国の生き残る積極的
な姿勢であると考えます。核燃料リサイクルという幻想にさよならすべく、即刻「もんじゅ」も廃炉にし、原子力発電ゼロで皆が安心して暮らせる国の新しい姿を見せることが、真の世界貢献であ
り、未来への素晴らしい贈り物だと信じ、ここに速やかな原子力発電ゼロプランを提案します。

54361 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 3つの中では原発ゼロシナリオを支持します。
ただし、いつゼロにするのか具体的な時期など
内容については、より多くの公平／公正な（偏らない）
情報の開示と
それに基づく議論が必要であると考えます。

原発が安全である、などとはもう誰も思っていません。
地震国の日本では、今後あのような震災に見舞われれば
同じかそれ以上の事故は避けられない。
これ以上、苦しむ人々を増やしてはならないし、
また核廃棄物によってこれ以上未来の世代への負担を
増やしてはならないと思います。

今年は実際に原発ゼロの時期があり、夏期冬期を含めても
より積極的な省電力・消費のコントロール
（その為に消費者である我々の意識を変えなければならない）、
自然エネルギーの開発利用により実現可能であると考えます。

また脱原発による、経済的負担増という脅しのような文句で
仕方なく原発を容認している人も多いが
電力の自由化により選択肢を持たせる事で
クリアできる問題ではないでしょうか。

政府には、本当に大切なのは何かを今一度考えて欲しい。
情報の開示、説明の責任を果たし
国民の意思を尊重することを求めます。

54362 個人 自営業 ３０代 男性 人為的に発生した放射性物質が、地球環境や全ての
生命にとって無害化出来ない限りは、原子力（核）エ
ネルギーを使うべきでは無いと考えますので、原子力
エネルギーへの依存を0%にすることを望みます。

3つのエネルギー計画は私たち国民の生命を守ること、安心して暮らせる環境を約束することとはほど遠く感じます。
稼働するだけで地球環境に有害な物質を垂れ流し、地域と人の分断を生み、ウランを掘り出し、管理しきれない放射性廃棄物の処分まで、生命を脅かす原子力エネルギー政策にどれほどの意
味があるのでしょうか。このような不可思議な政策の裏側にあるものを想像したくはありませんが、原子力エネルギー政策に対する疑念は常に頭にあります。
薬でも毒でも全て対となる特効薬が用意されて初めて有効なものになるはずですのに、より恐ろしい人為的な放射性物質に関してはその点が全く考慮されていないのも、不可解でなりません。
人口も減少します。そんな状況で、一体どれほどのエネルギーを必要とするのでしょうか？私はほどほどに暮らせれば良いです。「足るを知る」この言葉を推進したい人、反対したい人両方に贈
ります。
また福島第一原子力発電所の事故処理もまだまだ続くはずです。そんななか他の原子力発電所に人員を割く余力があるのでしょうか？
放射性廃棄物の処理方法も確立されていませんよね。他の国に廃棄物を押し付けようとする行為に憤りとともに恥ずかしさを感じます。

以上から私は以下を要求したいです。
・全ての原子炉の廃炉に向けた行動をとること。
・直ちに原子炉の再稼働をやめる事。
・再生可能エネルギーの研究、普及の奨励をすること。
・古くも新しい未来へ、価値観の転換のための教育。
・エネルギー事業への民間企業、また自家発電と発電した電気エネルギー使用の自由化。
・事故を起こした原子力発電所の徹底した調査と積極的な情報の開示
・全ての原子炉の廃炉に向けた研究をすること。
・原子炉の新設計画の撤回。
・建設中の原子炉建設の即時中止、白紙撤回。
・原子力発電所設置のために破壊した自然環境を少しでも回復する事。

原子力発電所が無くとも生きていけますが、健全な土や水、空気、健全な自然環境が無ければ生きていけません。皆様が同じ日本に生まれた人間として、新しい未来に向けて勇気と知恵を絞
り、子どもたち、これから生まれてくる子どもたちがおびえる事無く成長して行ける環境を創り、守るべく行動していただけることを切に願います。

54363 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。
原発は現実的な時間をとって無くすべき。現実的と
は、10年。

原発は水蒸気タービンという原始的な仕組みで発電している。それでまかなえるエネルギーなら、代替エネルギーでもまかなえるのでは？水力、風力、太陽光、ハーベスティング。やれることは
まだまだあるわけで、原発の継続はやれることをやりつくしてから考えるべき。

54364 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを望むが、選択肢が大雑把過ぎるので、
具体的な脱原発手順を詰めてほしい。

具体的な脱原発の手順を詰めてほしい。
危険な原発から止めていくべきだが、老朽化した原発を優先的に止めるべきか、プルサーマルから止めるか、活断層が疑わしい原発から止めるのか。
活断層については、地震学の専門家が調査をすべき。
電力会社の調査は信用できない。

核燃料サイクルは放棄すべき。
高速増殖炉は実用化が遅すぎる。安全性も疑わしい。
そもそも使用済核燃料の処分問題を避けるために再利用（核燃料サイクル確立）を推進したとしか思えない。
英国の高速増殖炉と同じく、設計上の危険性があるにも関わらず存続させるのは馬鹿げている。

脱原発には省エネと代替エネルギーの問題が必須だが、代替エネルギーのうち、火力発電をどう位置づけるかが選択肢では明らかでない。
温暖化防止問題との兼ね合いを考える以上、火力発電を一くくりにすべきでない。何を燃料にした火力発電なのか、それによってCO2排出量は相当変わる。
石炭火力とLNGを区別せず、シェールガスの利用もシナリオには組み込まれていない。
これでは脱原発と温暖化防止問題は2択であるかのように思われてしまう。
再生可能エネルギーで賄える時代が来るまで、火力発電をいかに少ない環境負荷で生かしていくか、具体的なシナリオが必要。

54365 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発シナリオは20～25 日常生活において電気の供給に不安があってはいけない  病人も健常者も、おなじ。ガスの利用でも電気がかかせない状況だ  町にあふれた高層ビルのくらしに、電力に不安があってはならな
い
多くのひとがたずさわる産業界においても、豊かな暮らしに資して生産をするには電力の不安があってはならない
原発運営により、大きな供給を続けて欲しい  叡知を結集させて安全な安心な運営を行って欲しい



54366 個人 家事専
業

８０代以
上

女性 ゼロシナリオを希望します。原子力発電所の即時停
止と廃炉作業へ向かうよう希望します。

福島第一原発の事故から原子力発電の安全神話は壊れました。
原子力安全委員会や原子力保安院や経産省や環境省、電力会社の方々が事故に対応する力が無い事もわかりました。
今　原子力発電所は2基しか動いていませんが、電力不足はありません。地震が多いこの国に原発の安全性はあり得ません。
１　コストについて。
電力会社が勝手に決める電気料金に異存があります。広告宣伝費や寄付、贅沢な報酬や福利厚生費まで消費者が負担するなど、普通の民間企業では考えられません。原子力発電だけでな
く他のエネルギーのコストの計算をあなた方官僚や電力会社から完全に独立した委員会などがしなければ信用できません。
２　安全性について
原発の安全性については、福島第一原発事故を完全に収束してから、放射性物質を完全に閉じ込めてから、被災者を完全に助けてから、作業員の方々の労働を完全に安全にしてから述べて
下さい。今は全く安全でない、使用すべきでない、と考えます。
３　今でも原子力が無くても大丈夫なのですから、化石燃料を使いながら、今迄おさえてきた再生可能エネルギーの利用にシフトして下さい。
４　これまでの委員会や官僚の方々の考えは信用できません。人事を刷新して電力会社をきちんと監督して下さい。客観的な情報開示を常に求めます。それなしでは今後のエネルギー政策の
議論もできません。

54367 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 安全性が確保出来ない、という理由でレバーの生食を法規制するのであれば、
原子力発電を規制しないのはおかしいのではありませんか？
レバーは食べなければ中毒を起こすことも、生命の危険もあり得ませんが、
原発が壊れ、放射性物質が大気に流れでたら、電気を一切使っていない人だろうが、湯水のように使う人だろうが、健康に害が及びます。
高卒、派遣社員の私ですら分かっているのですから、国の中枢である方たちとなれば、より詳しく、高度な知識をお持ちのことと思います。
どうか、くれぐれも、判断を誤ることのないように、お願いしたいです。

54368 個人 自営業 ５０代 男性 原発再起動、原発の存在 日本に置ける原発の存在は日本国土に地震を起爆剤とする時限核爆弾を配置するようなものです。経産省と各電力会社は一部のものの利権を守る為に活断層をなきものとして原発を立地し
ています。又東京電力第一原発のように経済優先の設計により安全装置の無い施設を作りました、その事で我々福島県民は要らぬ放射線物質に汚染されました。この地で生活している我々
は逃げるに逃げられず以前のように何をしても心の底から喜べないのが実態です。そして国、東電は根拠の無い安全宣言を出し、原発推進派の大学教授を福島県に放射線アドバイザーとして
送り込んで来ます。その事で責任回避をしようとする国、東電の姿勢に怒りが収まりません。
総理大臣は国民の生活を盾にして原発の再稼働を決定しました、なんとお粗末な決断でしょう、国民を馬鹿にしています。東電の福島第一原発の事故を教訓にするのであれば、日本全国の原
発は安全装置を整えながら廃炉にし燃料の最終処理の方針を決定して行くのが、この問題の政治の筋と考えます。利権に絡む政治はもうやめましょう!!!!!!!!

54369 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。日本のエネルギー政
策を、自然エネルギーや再生可能エネルギー中心の
エネルギー政策へ転換してください。原発依存ゼロの
社会を作っていくべきです。

想像を遙かに越える核のリスクを、私たちや将来の世代に負わせないでください。福島原発事故を経験したにもかかわらず、原発に依存し続けることによって、日本という国が失うものは大きい
と思います。
私は今、海外の大学で日本語を教えています。日本語・日本学を専攻する学生たちは、将来の日本とその国を繋ぐ架け橋であり、頼もしい存在です。しかし、原発事故が起きて、よく耳にするよ
うになったのは、「放射能が心配だから留学／ワーキングディを諦める」「原発事故があって、両親に日本に行くのを反対された。」「就職は日本でしたいと思っていたが、日本に行くのは怖いの
でやめた」という声です。せっかく、日本という国に興味を持ってくれた若い世代が、原発／放射能のリスクがあることで、日本という国から離れていってしまいます。将来の日本を魅力的なもの
にしていくためにも、脱原発の社会を作っていくべきだと思います。

54370 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今後、国としての原子力エネルギー依存の方針を直
ちに撤回し、再生可能エネルギー、及び小規模発電
へのシフトを国をあげて行うべきだと考えます。

　福島の事故で、これまで「安全」と言われて来た様々な基準や体制が、いかに不十分で脆いものであるかが露呈しました。また、事故後の収束に向けての対応を見るにつけ、原子力はその存
在自体が、人間の手に負えないものであるという思いを強くしました。日本は世界に対して加害者となっているという現状認識が政府におありですか？
　これを機に経済効率優先の発想を転換し、再生可能エネルギー、小規模発電の促進などで世界のモデルケースとして、イニシアチブを撮って行くことが日本の勤めであると考えます。大企業
だけが持っているわけではない、日本の誇る技術力がその推進力になると思います。そのためには、政府が発想電の分離を始め、電力供給に関する自由競争の行われる基盤を作ることが求
められます。
　このパブリックコメントにどれだけのこれと同様の意見が送られてくるのでしょう、国民の多くが初めて行った投稿を、担当の皆さんが事務的に処理すること無く、きちんと今後の方針に反映して
いただけることを願います。

54371 個人 無職 ６０代 男性 政府が示しているシナリオから選ぶなら、原発ゼロで
あるべき。
まず原発を廃止するという大目標を明確にすることが
大事。
そのうえで、自然エネルギーの研究・開発促進、省エ
ネ対策の目標を持つ。

原発は原子力兵器を発電に転用しただけのもので、その本質は、人類を絶滅し、自然界を破壊する絶対に許してはならない兵器です。そのことは、自民党の石場さんが「原発は抑止力だ」と
言っているように明らかなことです。
憲法の思想と人類の豊かな未来を侵害する原発は廃止する以外にありません。

そのことを前提にして物事を考えれば、省エネの対策も、代替エネルギーや自然エネルギーの研究・開発も、爆発的に進むでしょう。

その柱を立てないで、原発を何％にするかという問題の投げ方では、議論が抽象的・概念的にならざるを得ないと思います。

54372 個人 家事専
業

３０代 女性 0%
即停止

子供たちを守りたい！
電気は足りる。省エネに力を入れれば簡単。

54373 個人 その他 ３０代 女性 自然エネルギー１００％利用の国に今すぐ切り替え これ以上日本の大地を汚染しないために、そして日本人、それから世界中の人の健康を危険に犯さないために、原子力発電所をすべて停止し廃止しつつ、自然エネルギーで１００％電力供給
をまかなうために規制や法律の整備、企業・研究者（機関）への援助を即刻始動してください。

54374 個人 自営業 ６０代 女性 ２０３０年には０％シナリオ希望。
選択肢にはないが本心は即刻廃炉、即刻０％シナリ
オ希望。
今まで原発政策に関心を持ってこなくて大反省。発送
電の分離を望む。
地域ごとの小電力で地域が自立する道を。

国土を汚して、原発下請け作業員の生命を縮めての電気など使いたくない。

自然の力を活かした再生可能電力を希望。

54375 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 再稼働反対　大飯も即止めるべき
将来的に原発依存率０パーセントにするべき

福島の事故の収束も原因もつかないままもう多分あんな地震と津波はこないだろうという根拠なき観測のもと再稼働はありえない
日本は地震国。使用済み核燃料の保管の問題の解決策もないまま原子力をすすめるべきではない。
アメリカですら、原子力の未来はないと認めたいま、事故をおこした日本が技術をもって他のエネルギーでやっていく意思を表明し実現する努力をすべき。
今再稼働、ましてはこれからも推進などというのは狂気のさただし、福島の方々に失礼だ。

54376 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 私は原発ゼロシナリオを支持します。チェルノブイリ、
東海村JCO臨界事故の教訓を全く活かしていない。
今後の地震のリスクを背負ったままこの国際社会に
おいて日本が誇りを持って進んで行く先に、原発はい
らない。

現時点で電力は足りており、福島の原発事故の教訓を活かすにはどうしたらよいか。唯一の被爆国である日本がこの国際社会において訴えていけることは考えられていないのではないでしょう
か。2011年3月11日の地震以降、ますます日本の地震のリスクはすぐそばにあります。
明日、東京直下型がおきるかもしれない。
明日、原発の下の断層で地震がおきるかもしれない。
原発をなくしたら雇用がなくなるなどという話もありますが、
国を挙げてすべきことは、原発依存ではない社会全体の意識改革であり、そこにおいて雇用を考えていくことにほかならないのでしょうか。
恥じることなくこの大地を次の世代に受け渡すには、これからの国のあり方を今こそ、今すぐ脱原発にシフトしていただきたい。

54377 個人 自営業 ５０代 男性 ０％を選択 原発が無くても電力は他の方法で確保できるから。
また福島のような事故が起きてしまえば、日本は立ち直れなくなります。ただちに、原発をすべてなくす政策にかじを切ってください。

54379 法人・
団体等

会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します

54380 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ０パーセント そもそも、福島の事故も収束していないうちに、原発を再稼働すること自体が、非常識。被爆国であるのに、核物質について軽んじすぎている今の世の中を、不安に思う。自分たちよりも、先の
世代のことを考えれば、これからも原発のある日本を選択するなんて、ありえない。
原発が無くても、電力不足にならないということは、もうわかっている。
それを、前面的にださず、”電力不足”であることから”節電を求める”という、政府と電力会社の姿勢は、重罪に値する。

本当の人間の理性があるなら、今すぐにでも原発をとめ、即０パーセントにすべきである。

54381 個人 家事専
業

３０代 女性 原発依存度ゼロシナリオを支持します。１歳の娘がい
ます。どんなに電気料金が値上げされようが娘達の
将来の日本に原発はあってはならないと思う。今ゼロ
にしない限り依存率は将来的に上がる事も懸念して
いる。

原発依存度、ゼロシナリオを支持します。現在、１歳の娘がおります。水はをーターサーバーからのもの　食べ物も原発の影響が少ないと思われるものを中心に与えています。福島の子供たち
の報道を見ると胸が痛みます。原発は核廃棄物も出す、地球や人に優しくない時代遅れのエネルギーだと思います。ほとんどの国民が原発依存に反対している中、原発政策を続けるのは民主
主義では無いと思う。政府はもっと国民の声を聞くべきだと思います。

54382 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオに賛成します。 原子力発電所ででた放射性廃棄物の最終処分方法がいまだに決まらず、決まったとしても後々の世代に負担と危険を押し付けるだけのような気がします。日本が今後大きく経済成長すること
は難しいと考えていますので、社会保障にしても、エネルギー政策にしても、今生きている人が相応の負担をするシステムに改めないと、問題が大きくなっていくばかりだと考えます。

54383 個人 無職 ６０代 男性 確実に　ゼロ　を 未来有る子供達に負の遺産である原発を残してはならない
また　唯一の被爆国である日本　二度と同じ過ちをしては
成らないと誓ったはず
放射能の恐怖を子供達にさしてはならない

54384 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発は必要か、必要でないか。 今現在電気が足りている以上、原発は即時完全停止、廃炉を望みます。
仮に足りないとしてもメガソーラー等による電気の確保は容易なはずです。
原発はいりません。
東電は被害者に対する完全補償を行うべきです。被害者の範囲・金額、どれもが不十分です。
そもそも事故を起こした時に責任も取れないような原発は、いりません。
子供に安心な未来を残せない原発は、即時完全停止、廃炉にすべきです。
原発は絶対に必要ありません。

54385 個人 自営業 ３０代 女性 国内の全ての原子力発電所及びそれらにまつわるこ
との再稼働または稼働の撤廃を強く希望します。

健康被害の恐れや不明な点があるため、日本の新たな暮らし方を見出し別な豊かさの価値を探すために。

54378 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年に原発ゼロを目標にすべき
・自然エネルギーを推進し、将来的にはその先進国と
なるべき
・二重目的炉の考えでの原発維持は21世紀にそぐわ
ない
・福島第一の収束もいまだ困難を極めている

2030年に原発ゼロを目標にすべきです。
日本における原発利用はそのデメリットが大きすぎると思います。

＜原発のデメリット＞
・大きすぎる危険性
　今回の福島第一での事故の主な原因について、東電は未曾有の天災による被害という主張をしています。もしこれを正しいものだと解釈するならば、その未曾有の天災はいつどこで起こりう
るかもわからず、また地震国の日本において今回のような規模の事故が起こりうる可能性は否定できない。

・コストの問題
　コストが安いという主張もあるがそれは間違いではないでしょうか。バックエンド費用なども含めると、他の発電方法に比べて割高です。また需要に合わせた細かな発電調節などもできませ
ん。よって経済を優先する立場をとっても将来的にはそのコストは多大なものとなってしまいます。

・次世代への借金
　現在の科学では再利用も困難、地中などに保管するのみ。これは次世代への借金であると言えるのではないでしょうか。化石燃料で貯金を使い果たし、それでも足らず将来への借金をしてし
まってもよいとは到底思えません。

＜国防・軍事に関して＞
　おそらく上記の原発のデメリットについては、推進派であっても同様に感じている人もいるかもしれませんが、こと軍事・国防としての「二重目的炉」という観点においては様々な意見があると思
います。しかしながら、20世紀が戦争の時代だとしたなら、21世紀は共存の時代へと移り変わろうとしているのではないでしょうか。知識や情報を、国や人種、階級の隔てがなく、同時に共有でき
るような時代が求められているのではないでしょうか。その時代変遷のなかで、二重目的炉という考えで原発を維持するというのには当然ながら大反対です。

＜日本の産業として＞
　産業として原発の輸出というのは国として重要というのは理解できます。しかしこの危険性の高い原発が、いつ、どこで、どのような規模で事故を起こすかはわかりません。その可能性はゼロ
とは絶対に言い切れないのです。もしその事故が起こった際（日本で起こるかもしれませんが）、世界的に脱原発～自然エネルギーへの転換といった流れになるでしょう。このまま原発を主産業
としていたのでは大打撃です。もし日本が、今の段階から自然エネルギーに取り組んでいれば、将来世界的に起こりうる自然エネルギーへの転換の際に、世界を牽引するリーダー国となれるで
しょう（福祉のスウェーデンのように）。そして当然ながら経済的にも大変潤うはずです。

＜最後に＞
　チェルノブイリから25年のうちに同レベルに近い原発事故が日本で起こってしまいました。どちらも広範囲の土壌を汚染し、また生態系への影響は計り知れないでしょう。そして福島第一の1～
4号機についてもまだ収束はしていません。特に4号機については世界的にその危険性が懸念されています。3.11ほどでなくとも、ある程度の震度の地震が付近で起こってしまった場合、どのよ
うな状況になるのでしょうか。想像もつきません。このような状況のなか、安全性の確保もきちんとなされていない原発を動かすことにも大反対です。

　このような理由により、我々日本人は、原発を捨てる勇気を持つ必要があると考えます。



54386 個人 法人等 ５０代 男性 ただちに「原子力発電をゼロにする」。エネルギー総
消費量を削減し、集中型エネルギー供給から、バイオ
マス熱源、小規模水力発電など分散型の再生可能エ
ネルギー供給に転換、二酸化炭素排出等の環境負荷
を低減する。

あらゆる工程で放射線被曝を避けられず、ひとたび事故が起きた場合に地球全体にに壊滅的な損害をあたえ、いまだに確立していない放射性廃棄物処理の負担を次世代に押し付ける、非人
道的エネルギー源である原子力の利用は直ちに止めるべき。

極端な電力への依存状態にある現在のエネルギーの利用形態の再構築が必要。熱の直接利用をはじめとするロスの低いエネルギー利用を推進し、大規模低能率な大型発電設備と長距離送
電という無駄をやめる。

あらゆる産業を大都市集中から国土の隅々まで多面的に利用するような形態へ再構築し、エネルギー総消費量を減らす。
エネルギー利用の効率化をすすめながら、総消費量を削減することはCO2排出など環境負荷の低減に直結する。

これらの政策転換にかかるコストは、原子力発電所の事故による負荷、次世代への廃棄物処理の負荷と比較したばあいに、充分に支払う価値がある。

54387 個人 自営業 ４０代 男性 原発絶対反対！！！！原発は即刻０％にすべきと考
えます！！！！！

福島原発事故はまだ全く収束していません。なのに原発を再稼働するなんておかしいと思います。原発絶対反対！！！！原発は即刻０％にすべきと考えます！！！！！

54388 個人 その他 ４０代 男性 すぐに、とは現実的に難しいとは思いますが、最終的
には原発をすべて廃炉に持っていってください。

報道などを見る限り、あまりにも「安全性軽視、とにかく原発稼働を最優先！」という姿勢が見えて本当に腹が立ちます。国民のためではなく、一部の既得権益者のために原発は存在するんで
すか? そんな姿勢が変わらないなら、日本に原発はいりません。風力や太陽光などの検討を開始してください。

54389 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 「2030年までに原発ゼロ」を選択します。
2030年までに出来る限り早い段階での全廃を希望し
ます。

福島での事故が何の収束もしていない現在において、
明確な期限を設けることなく2030年までに脱原発をするというゼロシナリオ以外に原発全廃の選択肢がないことに違和感を覚えます。

放射能汚染が進み私達や子供達の未来に影を落とそうとしている今
またあのような事故が起こる可能性がある限り
原発に依存した未来は考えられません。
即時全廃を求めます。

また、省エネルギーへの取り組みの強化や
自然エネルギーの推進も併せて希望します。

54390 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「２０３０年に原発ゼロ」ではなく「即、原発ゼロ」とする
べき。日本人類の存亡に比べれば経済復興など小さ
い。

２０３０年まで地震発生はない！と誰が保証できるのか？
あと一度、事故が発生すれば、日本人類の破滅につながる問題。日本人が存続してこその経済復興であろう。

54391 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロにしたいです。 原発事故が起きた場合の安全な対策がままならないのに稼働しているのは浅はかだからです。
隠蔽しすぎて安全と言われても信じられなくなっています。

すぐにとはいわないから脱原発できる方向に日本が向かうようにしたいです。

54392 個人 その他 ５０代 女性 「2030年までに原発は 0％」に賛成。大飯原発を含む
商業用原子力発電所は全て即時稼働停止、再稼働
禁止。早急に廃炉作業を開始する。発送電分離と電
力の自由化、分散型・循環型エネルギー源を開発す
る。

「2030年までに原発は 0％」に賛成。
そして、大飯原発は即時稼働停止し、すべての商用原子力発電所は早急に廃炉にすべきです。

自然災害の多い（特に地震）日本において原発がいかに危険かは、今回の福島原発の事故で証明されたようなものです。
放射線による被害は、小児、幼児、乳児、胎児において危険度が増します。
日本の将来を担う子供達が健康に育っていける社会を作る責任が大人にはあるのです。
事故だけでなく、核廃棄物の処理による放射能汚染も将来にわたり、大きな問題です。

また、原発がなければ電力不足に陥るといわれましたが、まず第一に原発がすべて稼働していなかった時にも支障なく生活が送れたことから、今までの電力使用量が多すぎた可能性がありま
す。
また、エネルギー問題の点から考えると、将来的に全エネルギーを減らす必要があると思います。
以上から、原発は不必要であり、その危険性から即時廃炉にすべきです。

54393 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します」 まず第一に事故が発生してからの電力会社及びマスコミ、また政府の発表に強い不信感を持っています。そして原子力事故を100%未然に防ごうとしても恐らく無理なのではないかと言う思いも
あります。このように不透明な状況で尚且つコントロールも出来ないパワフルなものを取り扱うのは、例え平和利用だとしても危険であり、早急に停止するべきと判断しました。今回の事で、人類
は原子力を完全にコントロール出来ないんだと言う事がよく分かりましたし、万一事故を再びおこし、何世代にも渡って負の遺産を遺すの事はどうあっても防ぐべきでしょう。無ければ人類が滅
亡してしまうと言うなら別ですが・・・。他にエネルギーを作り出す手段があるのだから。ですので、原子力発電の即時0%を希望致します。

54394 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は直ちに全機廃炉 地震立国日本にとって安全は確実なものでなくてはならない事である以上

建物、設備の損壊で広範囲に住民の健康的影響の著しく損なう恐れのある

放射性物質の拡散の可能性のある原子力発電は停電のリスクを取ってでも

停止、廃炉、解体、までのプロセスを明確にし自然エネルギーの開発、

発展に未来をかけた方があらゆる意味で現実的で経済的にも展望があると

思うし国の国体を維持する唯一の方法だと信じる。

54395 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロシナリオで即時０％を希望します 使用済み核燃料の処理方法がない以上、これ以上原子力発電を続けるのはナンセンスです。

54396 個人 自営業 ４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 原子力を完全に制御しきれていない現状の技術で
原発を稼働するのには無理があるとおもいます。
現在の視点でなく、将来も踏まえたもっと大きな視点で考えれば
原発はゼロにするべきだと考えます。
それは日本国民だけでなく地球全体に対しての責任だと思います。

「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します

54397 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 もんじゅは廃炉。
原子力発電所があることによって受ける恩恵よりも、私たちの生活を脅かすリスクの方が大きいため。安心して暮らすためにも長きに渡って処理を続けなければならない原子力よりも自然エネ
ルギー発電への転換を求めます。

54398 個人 自営業 ６０代 男性 全ての原発・核燃料サイクル施設は直ちに停止し、安
全保管可能な対策を取る事を望む。
次の巨大地震、巨大津波は2030年まで待ってくれな
い気がする。再び過酷事故が起これば日本は終わ
る。

福島の悲劇を見て、私は原発を巨大な「生き地獄製造機」と考える。
反原発を言うのは感情的な反応だと誹謗する言が聞こえるが、正常な想像力、洞察力、判断力を持つ人が、活動期に入ったと言われる地震大国日本に５４機もの原発が存在していることに強
い危機感を持つのは当然のことだ。

原発には、安全性、経済性、環境親和性、継続性など、考慮すべき様々な項目について、
合理性が全く無いと考える。

発電以外に原発の有用性は無い。　プルトニウムの保有を意図する向きもあるようだが、その利用は核兵器の材料として使う以外に無く、検討以前の馬鹿げた論である。

原発を再稼動しなければ夏場のピーク時を乗り越えられない、などという電力会社の物言いは国民に対する「恥ずべき脅迫」であることは多くの国民が見抜いている。

既に各原発では貯蔵保管の限界がきている状況で、今後更に原発の運転を続けたり、新設しようという考えは全く馬鹿げている。　現有の使用済み核燃料だけでも後の世代に重過ぎる負担と
なるのに、これ以上その量を増やす行為は許されるものではない。

そもそも電力事業者のコスト削減意識は無きに等しかった。時代錯誤の総括原価方式を今だに認めていてはコスト低減の意欲など出るはずが無い。その結果、他分野と比較しても異常に高い
人件費や入札価格、贅沢な交際費など無駄な経費が多過ぎる。　絞れるだけ絞った後でないと、料金の値上げなど承服できるものではない。

原発を放棄することで財務破綻する電力会社は東電同様国有化する。国民の税負担も増えるだろうが、国を挙げて節電、コスト削減、原発以外の発電、自然エネルギー利用の新電源開発に取
り組めば必ず乗り越えられる。

54399 個人 自営業 ３０代 男性 原発依存度はゼロにしたい。しかし、この選択肢には
正当性がない。

　概要に書いたように原発依存度はゼロにしたいが、決して選択肢１を支持している訳ではない。原発依存度を無くすことは出来るだけ速やかに早く実現すべきであると考えている。その為2030
年という期限がある選択肢の内容には、反対である。もっと前倒しすべきだ。
　そして、まずこの選択肢が出てきたプロセスに大きな疑問を感じている。総合資源エネルギー調査会基本問題委員会で作られたシナリオが元になっているが、今回の問題に関して選択肢で
提示すようなことに多くの委員が反対していたにもかかわらず、この様な三つの選択肢で提示されている。
　つぎに、エネルギーミックスやベストミックスといった文言にかんしても多くの委員が、使うべきでないと提案していたにもかかわらず盛り込まれている。ベストミックス・エネルギーミックスといっ
たような考え方は、既にある原子力エネルギーを混ぜるにはどれくらいのミックス度合いが良いですかと尋ねているようで、前提が間違っている。今回は全てをゼロベースで考え直すはずであ
り、３１１を受けてエネルギー政策を見直す今回の事案にはふさわしくない言葉である。
　さらに、この会議の議長である三村明夫委員長（新日鉄会長）が、産業界から選ばれているということが決定的にこのシナリオに疑問符を付けなければいけない要因になっている。利益相反
の疑いがある。安い電気を買いたい・既存の産業構造を変えたくないと考えている産業界から議長が選ばれていること自体、未来のこの国の政策を大きく決める為の委員会としては正当性を
持たない。
　以上のように正当性のない委員会のシナリオを元に議論されたエネルギー・環境会議の選択肢に、正当性はないと言える。
　正当性のある、別の手法で議論されるべきである。

54400 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。もんじゅも廃炉です 放射性廃棄物の処分方法も決まっていない
日本が地震大国であり、活動期に入っている。原発は適切でない
さらにかかる燃料費、廃炉費用等を電力会社と国が相談の上なんとかしてください
ガス発電所が増えること、小水力発電が増えることを期待します

54401 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 自然エネルギーへの移行を望みます 今現在、私の職業は青果市場における卸売り業です。

福島原発の事故当時、風評被害による営業妨害に苛まされました。

最近でも福島産は値段を下げないと売れないような風潮は残っています。

電力供給は大切な問題でもあり一概に原子力発電を止めるとは言い切れない。

しかし福島原発の事故処理だけでも遅々として進まない、そして地震大国

小さな島国である日本において原子力発電を推進することは自殺行為に等しい

のでは。日本国土の利点を最大限に生かしたエネルギー政策を

打ち立てて欲しい。

これからも自然の恵みを享受し、自然を、あらゆる生命を慈しむ。

愛あふれる生活を送っていきましょう。

54402 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロは選択肢ではなく、必須です。選択肢がある
とすればどのようにそれを成し遂げていくか、であっ
て、原発を維持するために注いでいる労力をどのよう
にやめていくかに向けましょう。

概要に同じ。

54403 個人 無職 ６０代 男性 原発に対する依存率はゼロパーセントにし、脱原発を
めざすべきである。
現在ある原発施設は廃棄処分とすべきである。

福島原発事故は未だ終息しておらず放射能は垂れ流し状態である。大量の冷却水を保管する施設はなく冷却水は海に垂れ流し状態にあると知り合いの原発で働いた友人は語っていた。にも
関わらず民主党政権は昨年１２月に終息宣言を出した。政府は何をもって福島原発事故は終息したと言っているのか理解できない。
新しいエネルギー政策づくりについても事態が収束もしていないのに時期尚早である。敢えて問われれば原発依存度はゼロパーセントにすべきである。
そもそも原発からでる廃棄物の処理施設が正常に機能してなく、再処理や完全廃棄の見通しも無い中で、原発を稼働させることが問題である。
そもそも日本は有数の火山国であり大量の活断層が国中に張り巡らされており、そうした所に原発を作ること自体が問題である。
原発をゼロにすることで不足するエネルギーは、火力発電や再生可能エネルギーや節電でのりきるべきと考える。
東日本に限らず日本は放射能汚染
取り返しのつかない原発事故を起しておきながらもなおかつ原発に依存すると言うことにはならない。



54404 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 即、脱原発！ 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します

54405 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 何十年か先を目標に原子力発電を0にしたい。 1)使用済み燃料の廃棄コストが高い(現状は先送り)
2)地震のリスクが高いエリアでは原発のリスク管理しきれない

54406 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ０シナリオを選択します。
全原発即廃炉を希望します。

福島第一原発の事故、チェルノブイリ事故、長崎・広島への原爆投下など、
核は人類には必要ないと考えます。
また、核廃棄物のきちんとした処理も進んでいるとは思えません。
このまま核で発電を続けていては、人間だけではなく、
かけがえのない地球環境が汚染され、他の生き物も生きていけなくなる
可能性が高いと考えます。
医療において、治療や検査で必要な場合は、最小限の使用で運営していく
ことで十分だと思います。
どうか、日本政府には、核廃絶において世界をリードする存在であって
下さい。お願いいたします。

54407 個人 その他 ３０代 女性 原子力発電ではない方法での電力供給を希望します 昨年の３．１１以降事故後の処理、安全確保もできていない状態での再稼働および推進では安心して生活することが困難です

54408 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 ２０３０年までのなるべく早期に原発比率ゼロに。
ゼロシナリオを採用する。

続く命のための、今私たちがすべきことだから。

54409 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 原発依存２５パーセント以上を支持します。
エネルギーの多様化を否定するような政策は間違い
だと思う

地球上にある資源を有効に活用するのが大切で選択肢を狭める政策は将来の日本の経済力を失うと危惧します。
特に世界の国々が原発を利用し活用しようとしている中で、日本の技術力を世界に売り込むにしても国内での技術を高めて推進すべきだと思います。

54410 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発への依存度は2030年を目処に0パーセントを目
指すべき。

原発の隠れた社会コスト(合意形成、テロ対策等)を考えると、新エネとのコスト差は小さくなる。日本のエネルギー自立を目指し、安全保障のコストと考えて自然エネルギー、既存エネルギーの
高効率化などに研究開発、投資をすべき。

54411 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発をゼロにしつつ、温暖化対策をさらに強化した提
示された3つ以外のシナリオを支持します。

今回の福島の原発の事故で、原発が100％安全では無いことが証明されました。原子力という目には見えず、生命に危険を及ぼすようなものを使って、安心して生活をしていくのは最早不可能
であると思います。
原発の比率だけ見ればゼロシナリオになりますが、それだけでは不十分であり、温暖化対策の更なる強化が必要であると思います。そのためには、自然エネルギーの普及率の具体的な目標
を掲げ、そこに向けた具体的な対策を講じる必要があると思います。事あるごとに税金の使い道に関して、何かと話題になっていますが、具体的な目標、その為に必要な具体的な対策を順を
追って明示すれば、そこへ税金を使うことに国民も納得できるのではないでしょうか？
（あくまで”具体的な”説明を分かりやすく伝えることが必要です！！）
とにかく、現時点で考えられるのは自然エネルギーの普及は必要不可欠で、原発をゼロにしつつ、温暖化対策をさらに強化する必要があると思います。

54412 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力による発電は、日本経済が安定もしくは改善す
るまでは稼働すべき。
大口需要家に対しては、再生エネルギーによる発電
を義務化すべき。
メタンハイドレードの実用化を早期実現化に向けて予
算を組むべき。

電力がなくては、生産活動に支障があることは明らかである。
また、電力料が高騰しても生産活動に支障が出る。
結果、生産拠点を海外に移す企業が増えれば、国民の就労率が下がり、生活困難者が増加してしまう。
この不況を乗り切るためには、電力の確保が大切である。
ただ、原発のリスクを考えた際に、いつまでも原発に頼るのはどうかとも思う。そこで、将来的に原発に頼らなくても、電力の安定供給、安価供給をはかる方策を整えるまでの移行期間として原
発を稼働したらどうかと考える。
工場等、日中の稼働に備えては、大口需要家に再生可能エネルギーによる発電の義務づけを行い、安定供給をはかる。そして、日本近海にあるメタンハイドレードの実用化を早く実現し、輸入
に頼らないエネルギー資源を開発することで一般家庭への安価供給を実現するというのはどうでしょうか。

54413 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオ 早急にすべての原発を廃炉にしてください。

54414 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ (即時)」
「もんじゅは廃炉 (即時)」

少しでも危険なものは動かすべきでは無い。
小学生でもわかる単純なこと。
もっと、国民の事を思ってください。
この国は、こんなに隠し事ばかり、儲ける事ばかり考えるような国だと信じたくありません。
この日本という国をこれ以上汚さないでください。
お願いします。

54415 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 選択の中では「2030年原発ゼロシナリオ」を選択しま
すが、即刻廃炉すべきです。

日本は地震が世界で最も多い地域です。当然津波も。「想定外」ではありません。近年では4000ガルというような常識を超えるレベルになっています。耐え得る構造物はありません。　地震の少
ない欧州のような段階的廃炉の選択肢はあり得ません。 　また原発のコストの高さはすでに「原子力のコスト(岩波新書)」などで立証されています。　経済性や国際競争力からは原発を選択す
ることはできません。 　そもそもGDP成長率がエネルギー消費量を考える元になっていますが、ドイツではGDP成長率とGHG(温室効果ガス)排出量は反比例しています。GDP成長率はエネル
ギー消費量を減らせます。 　省エネや自然エネルギーに対しても、「経済的負担が大きくなる」としていますが、わずか数年の電気料金で取り戻せるのに、なぜ「負担が大きい」のでしょうか。イ
ニシャルコストだけで、ランニングコストを考えていないように見えます。 　電源構成はピーク瞬時の電気需要に対して構成されます。したがってピーク瞬時の需要を下げれば足りるのに、年間
電力消費量で考えられているようです。　八幡東区で「新日鉄」などがやっているように、ピーク時の料金を10倍まで高くする仕組みを入れれば、ピークの消費を下げられます。　電源構成は瞬
時の対応ですからその点から考え直すべきです。 　以上により、原発に依存する必然性はなく、逆に動かすことのリスクは限りなく高いため、即時のゼロシナリオを求めます。

54416 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発は即時廃止。再稼働絶対反対。 福島の事故の原因も不明、再発防止も不十分、廃棄物の処理方法未確定、被曝作業という差別労働を放置、理由はいくらでもあります。原発は即刻廃止して下さい。

54417 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 自然エネルギー１００％利用の国に今すぐ切り替えす
る

これ以上日本の大地を汚染しないために、そして日本人、それから世界中の人の健康を危険に犯さないために、原子力発電所をすべて停止し廃止しつつ、自然エネルギーで１００％電力供給
をまかなうために規制や法律の整備、企業・研究者（機関）への援助を即刻始動しなさい

54418 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 現場の作業員の働き方、働かせ方を知るにつけ、原
発は「正義にもとる技術」だと感じます。原発ゼロシナ
リオを支持します。

原発に反対する最大の理由は、原発のあり方が「正義にもとる」と感じるからです。とりわけ現場の作業員の働き方や働かせ方を知るにつけ、一刻も早く廃止して欲しいと思います。もちろん作
業員の方たち全てが、「いやいや従事している」とは思いませんが、少なくとも私は従事したくありません。世の中に危険な仕事は他にもたくさんあります。その危険度に見合う充足感や周りから
の尊敬があれば耐えられるかもしれませんが、今の日本の原発の作業員にそれが得られているとは到底思えません。福島第一原発の事故後の報道においても自衛隊や消防士たちは英雄的
に報じられても、さらに高いリスクを負っているだろう現場の作業員の活動がほとんど報じられないことからも、何か「後暗い存在」として扱われているようにさえ感じます。自分にはとてもできな
いと思っていることを人にやらせることで成り立つような技術を私たちは求めるべきではないと思っています。

54419 個人 自営業 ４０代 女性 自然エネルギーへのシフトを希望 原子力発電が日本で始まってほんの数十年です。
戦後の経済が活発化して、今の日本になる為には必要なものだった。

と考えることは出来ますが、今後の継続に関しては賛成できません。

自然エネルギーは『自然』で、かなり永遠です。
完全に永遠ではないようですが、人工物よりはるかに長く活動します。

日本においては、最終処理方が決まっていない『危険』で『不自然』なエネルギーを使い続ける事に反対します。

原子力エネルギー作ることに、関わる場所、関わる人に直接的で強いダメージがーあるのが現状です。

そんなかけがえのないものを犠牲にしてまで、原子力でのエネルギーを作り、使い続ける事はやめ、自然エネルギーにシフトして生きて行くべきだと考えます。

原子力をの基になる原料が無い日本
原子力爆弾で直接的な被害を受けた唯一の国
そして、こんなに小さい国なのに、世界的に強い影響力がある日本だからこそ、自然エネルギーへシフトするイニシアチブをとるべき国だと考えます。

ありがとうございます。

54420 個人 家事専
業

３０代 女性 国内における原子力発電に反対します。稼働中、休
止中の原発共に、即時廃炉を求めます。

昨年の福島原子力発電所の事故を目の当たりにし、原発の危険さを身にしみて思い知らされたと同時に、その管理運営の杜撰さ不透明さに強い憤りを感じています。また原発事故が起こって
しまった時に、国・政府は国民と原発のある土地を見捨てる（見捨てざるを得ない）ということを現実に見てしまいました。原発の周囲に暮らしていた人々は今までの住処を奪われ、心身の健康
を奪われ、国民としての尊厳を奪われています。事故から1年半経とうとする今、いまだその保障は進んでいません。たった一度の事故のために、誰かがそのような状況に陥る可能性があること
を、国は認めていいはずがありません。さらに、放射線の流出による、世界規模での環境汚染、食品汚染という重大な問題もあります。これは今後生まれてくる未来の国民の命にも大きな影響
を及ぼすものです。
このように私は、原発稼働に伴うリスクが大き過ぎると考えます。今後二度と、このような事態を繰り返さないために、一国民として原発の撤廃を強く求めます。

54421 個人 自営業 ３０代 男性 (1)ゼロシナリオを支持。

・即刻、原子力発電を停止し、全原子力発電所の廃炉
に取り掛かることで、世界に先んじて廃炉技術の成熟
を図り、経済力・国際競争力の発展に結びつける。

広島・長崎への原爆投下、福島原子力発電所の事故において、原子力という巨大な暴力による取り返しのつかない傷を、国民の心身と、国土に負うといった経験を経て、今なお、原子力発電に
頼る道を選ぶ理由は、倫理的に成り立たない、と、私は考えています。

加えて、福島の原発事故において、私たち日本国民は、国境を越えて、今なお、暴力を振るい続けている加害者であるといった点も踏まえると、これからも原子力発電を続けるという行為は、国
際社会に対して、あまりに無責任です。

また、原子力を用いないと、電気代が上がるなど、国民負担増を危惧する声もありますが、むしろ、短期的な利益に囚われ、原子力に頼り続けることの方が、将来的な技術力の発展と経済成長
を妨げるものであり、その結果、大きな損失をもたらすものと考えます。
即ち、原子力発電の即時停止と、速やかな廃炉の実践、使用済み核燃料の健全な処理方法の確立により、世界に先んじた技術革新を果たすことこそが、自国の経済的発展に結びつくこととな
ると考えます。
また、これらの技術革新こそが、原発事故を起こした国が選ぶべき、国際貢献であると考えます。

最後に。

私は、福島原発の事故をうけ、今、私たちに必要なのは、如何に儲かるエネルギーを選ぶか？という考え方でなく、どのような電気を使い経済活動を行うことが、電気を使う一人一人にとって健
全であるのか？という生き方の問題として、捉える必要があると、考えるようになりました。

エネルギーと環境に関する政策は、国民の生き方の問題です。

原子力発電による危険な電気ではなく、「心おきなく使える電気。」を作る技術を確立することこそが、子供たちと未来への責任ではないかと、強く思っています。

54422 個人 その他 ３０代 女性 3つの政策モデルが提案されているが、そのなかでも
「ゼロシナリオ」の実現を強く願う。

発電事業、とりわけ原発をめぐる雇用や地域経済の問題点は速やかに解決すべきであり、そのためには原発０の方向に舵取りしないといけないから。

54423 個人 自営業 ５０代 男性 原発は危険。即時全停止し、原発ゼロ。廃炉に向かう
べし。

放射性物質、核兵器、原発と人類は共存できない。

54424 個人 家事専
業

５０代 女性 即日「原発ゼロシナリオ」を懇願します！！
エコで接続可能な世界を築き上げようとしているこの
世の中に於いて、
これほどまでにエゴの塊の発電方法があるでしょう
か。

これからの時代は、再生できる資源を利用したものを使うこと以外には考えられません。
地震国である日本にこれほどまでの数の原発が造られていることに憤りにも似た感情をいだきます。原発が使えなくなっても、それは大きなゴミとして残り、現代の人々が如何にエゴの塊であっ
たかということを示す遺産となってしまうものに他ありません。
私たちは子孫にこのような施設を造ってしまったことに謝罪しなければなりません。
それが今後どのような災害をもたらすかは、福島から多くを学んでいると思いますが、それを隠ぺいしたところで「裸の王様」でしかありません。
私たち以上に他の国々はその「裸の王様状態である政府や電力会社」を知っています。
その姿を知らないのは当のご本人たちであることを知っていただき、原発ゼロシナリオを急ぐ必要があります。
こんなにも小さな、しかも地震国である日本に、危険きまわりない原発を私たちは絶対に作動させてはなりません。
それらが存在しているということだけでも「大きな負の遺産」であることを知ってください。

54425 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを強く推し進める 原子力から撤退すべき理由は、日本がこれまで経験してきた公害問題をはるかに凌ぐリスクを伴うから。処理に行き詰っている核廃棄物、事故リスク、海水温度の上昇や放射能漏れなどが国
民の健康を損ない、国力を落とす。クリーンエネルギーの開発を急ぎ、次世代エネルギーの旗手となるべく舵を切るべき。
具体的には、原発の助成金などすべてを廃炉コストに充当し、クリーンエネルギー開発や推進事業特区をつくり法人税をゼロにするなどが必要。不足分は、財政の透明化をはかりスリム化した
うえで、国民負担とする。



54426 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 全ての選択肢とも再生エネルギーの割合が大きく国
民負担が過大であり選択し得ない。二度と福島のよう
な事故が起きないよう安全確保を前提として原子力を
推進することが、科学技術立国たる日本の目指すべ
き方向。

＜経済への悪影響＞
脱原子力依存という言葉に違和感を感じます。日本が率先して原子力を無くして世界をリードするなど格好良い言葉が踊っていますが地に足が着いた議論とは思えません。
どの選択肢も経済への悪影響が大きく、脱原子力、再生可能エネルギーの強制導入では電気料金が上昇、産業は空洞化し、街には失業者があふれ、治安は悪化するシナリオだと考えます。

みんなで助け合って生きて行けばよい。我慢しましょう。覚悟して下さいと
話す人がいます。申し訳ありませんが勘弁してください。
うちの妻は、ホームヘルパーの仕事をしてます。おじいさん、おばあちゃん
達は、「大きな声では言えないが、世の中節電、節電と言っている中、年寄りには体に堪えるので申し訳ないので、エアコンを使わせてもらっている。年金生活なので、電気料金が上がるのは心
配。」と話しています。

社会のしわ寄せは弱者に行きます。
元気な人ほど我慢すべきと声高く主調しますが、弱者に対する配慮を欠いています。これから超高齢化社会に突入する日本において経済を壊してまで、脱原子力依存に向かう余裕はないと考
えます。

＜シナリオについて＞
シナリオについて再生可能エネルギーの導入量が多すぎます。技術的にも経済的にも社会に混乱を招かないことを優先して導入していくべきと考えます。
特に原子力ゼロシナリオでは再生可能エネルギーを強制的に増やす施策が並んでいます。この国は社会主義国になったようなおどろおどろしい言葉が並んでいると感じます。

＜今後の目指すべき方向＞
科学技術は失敗を乗り越えて成熟するものだと思います。難しいから放棄するのではなく、二度と福島のような惨事がおきないよう安全な原子力技術を開発するのが、事故を起こした科学技術
立国を目指している日本の責務だと考えます。

再生可能エネルギーの導入量を現実的に減らした上で、原子力は２５％以上
のベストミックスを目指すべきだと考えます。

54427 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０～２５％を指示する。ただし、再生可能エネルギー
の医術開発状況に応じて柔軟に対応できるシステム
の追加が必要。

廃炉を含む原子力技術の維持向上のためには、近い将来での０％の選択はかえって安全性を損なう結果につながる。
再生可能エネルギーへの過度の期待感が増大しているが、確固たる技術開発の目途はなく、目標値を固定化することは化石エネルギーへ安直に依存することになり、これは国家のエネル
ギーセキュリティー、国富の流出、ＣＯ２の排出量増加の観点から大いに問題がある。

54428 個人 その他 ３０代 男性 日本とアメリカの原子力開発の歴史は構造的に酷似
し、社会的弱者の犠牲のもとにすすめられてきた。こ
のような悪循環から脱却し、一日も早く脱原発するの
が、被爆国としての日本の責務。

　私は２０年以上にわたってアメリカ先住民（ネイティブ・アメリカン）の研究をしてきた。彼らの住む居留地のほとんどは「辺境」に位置し、経済開発には不向きとされ、産業廃棄物やミサイル実験
場など、さまざまな迷惑施設が押し付けられてきた。
　アメリカ中西部ニューメキシコ州では先住民が生活していた場所に、いきなり原子力研究施設が建設され、ロスアラモスは核開発のメッカになった。さらに同州の南部では広島と長崎に原爆を
落とす前に原子爆弾の実験がおこなわれ、現在も立ち入り禁止の地域がある。この場所、トリニティーサイトも先住民の生活圏だった。先住民の犠牲なしにはアメリカの原子力開発は語れな
い。
　ナバホ族やラグーナ族の居留地ではウラン採掘が行われ、きちんとした情報を与えられずに採掘作業に従事した多くの先住民の人たちが被曝をした。その補償は完全な形でおこなわれてい
ない。冷戦期に９００回以上の核実験が行われたネバダ州も先住民の人々にとってはかけがえのない生活文化の空間だった。そして、原発の立地やその廃棄物、その矛先は現在、経済開発に
恵まれない、「辺境」の先住民居留地に向けられている。
　アメリカの原子力開発の歴史と、日本における戦後の原子力開発が酷似しているのは、どちらも社会的弱者の犠牲のうえになりたっているという点だ。経済的、地理的、政治的に観点から定
義される弱者、環境破壊と先住民およびヒスパニック系移民やアフリカ系アメリカ人、そのほかのマイノリティは切っても切れない関係がある。そんな従来の構図を打ち破るかのように、アメリカ
でも福島の事故以来、脱原発の機運が高まっている。また、シェールガスの採掘が盛んになっていることも影響しており、原発依存は逆に多くの被害をうみだすことから、高くつくといわれてい
る。
　特筆すべき点は、１９７０年代以来最近まで、アメリカで原子力発電所の新説は行われなかった。ブッシュ政権の名残を受け継いだオバマ政権は、原発推進の立場を強調し、さらなる建設の意
向を明らかにしているが、日本のメディアでも紹介されているように、住民運動は大きくなっている。福島での事故は、原発を抱える国家であれば、起こりうる可能性があることであり、他人事で
はないという意識を共有しているからだろう。
　日本という中央集権制の国家が、地方自治体に原発を誘致させるときの強引さ、資金力、政治力をそのまま自然エネルギーの開発に費やせば、早急に脱原発は可能なはずだ。この場におよ
んでの再稼働は、国際社会の期待を裏切る行為であり、明らかに時代に逆行している。
　これだけの被害を被った日本が被爆国として脱原発の旗手になるのは、当然のことで、経験から学んだことを、近隣諸国をはじめ、世界にむけて発信していけることは少なくない。国際社会
で、脱原発への移行を提唱し、地球や地域にやさしいあらたな産業の発展を促進していく方向へ舵取りしていくことが、日本の責務である。

54429 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオ希望。電力不足に陥らない。手に余
る技術は扱うべきではない。一部の人々に犠牲を強
いるシステム。廃炉で支出抑える。放射性物質は生物
の遺伝子に傷作る。世界平和に貢献。優先は「命」
「安全」。

「原発ゼロシナリオ」を希望します。
理由。
１．全国の原発が停止しても電力は不足することがなく、再生可能エネルギーは開発・実用の余地がある。事故以後、国民にも節電する意識や習慣ができてきており技術的にも節電対応の製
品が多く開発されている。
２．福島原発の事故後、専門家ですらまともに対応できず後世に残る大きな被害を出し続けている。自分たちで手に負えないものを扱うべきではない。
３．設置地域の周辺住民はもちろん、現場（原発）で働く作業員が命の危険にさらされている。一部の人々に犠牲を強いるシステムはやめるべきである。
４．日本に設置されている原発は老朽化が進み、常に地震や津波による被害に遭う危険に晒されている。もし新たな事故が起きれば福島の二の舞になる可能性が高い。廃炉にすれば事故に
よる賠償など余分な支出をする必要はなくなり経済的な損失はない。
５．放射性物質は生物の遺伝子に傷をつけ、すでにヤマトシジミに異常が出ている。人間にも広島や長崎の被爆者のように晩発性障害が出る可能性があり、子孫までその影響は続く。
６．原発は核爆弾の原料を作ることのできる施設である。なくせば世界平和に貢献できる。
７．優先されるべきは経済でも一部の人間の利害でもなく、「命」「安全」である。原発再稼働は日本国民のためにはならない。

以上のことから、人間と原発との共存は不可能であるのは明白である。よって、原発の廃止を断固として希望する。

54430 個人 自営業 ４０代 女性 原発0％希望 今こそ原発依存社会を止める勇気を。
次の事故が起きてからではもう取り返しがつきません。

54431 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 いわゆるゼロシナリオが穏当だと思いますが、２０３０
年までにというのは遅すぎるので、できるだけ直ちに
実現してほしいと思います。

　いわゆるゼロシナリオが穏当だと思いますが、２０３０年までにというのは遅すぎるので、できるだけ直ちに実現してほしいと思います。
　理由は、次のとおりです。
１．安心して住めてこその日本だと思います。住めない土地が増えては困ります。一刻も早く危険を低くしていく必要があります。
２．放射性廃棄物など負の遺産を大きく未来世代に残すのは、心苦しいです。目先の利益にとらわれすぎず、避けられるものは避けるべきだと思います。
３．すべての政策にはバランスが必要だと思いますし、どのような政策を選択しても良いことずくめではないと思いますが、使用済み核燃料や放射性廃棄物を増やすことはデメリットが大きすぎ
ると思います。素直に考えて、これまでは、原子力のメリットを強調しすぎ、他方でデメリットを軽く見過ぎていたと思います。
４．直ちに廃止するのが本来なら望ましいと思いますが、それでは困る人もあるでしょうし、福島原発の事故を経験しても直ちにはデメリットの大きさを認められない人もあると思います。整理の
ための猶予期間はいるものと思います。
５．被害者対応や除染などとともに、福島原発の片付けも速やかに進めていくことが必要です。そのなかで、原子力のデメリットについても理解を深めていくことが大切かと思います。
６．以上を総合して考えますと、２０３０年までにゼロにというのは遅すぎる気がします。２、３年のうちで、できるだけ直ちにというのが穏当だろうと思います。

54432 個人 無職 ５０代 女性 ゼロ・シナリオをぜひ進めてください。 核廃棄物がこれ以上増えることのないような日本を造ってほしい。

54433 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 三つから選ぶならゼロシナリオだが、それでは遅い。
まず２０２０年頃までに原発ゼロでも需要を満たすだ
け発電所（火力等）を建設し、原発を止める。火力を次
の再生可能エネルギーに置換えるロードマップは今
後の議論

 福一については東電責任者の発言を記録したビデオが隠蔽され、原子力保安院や安全委員会、首相や閣僚が参加した意思決定の会議の議事録も残っていない。さらに、地震による損傷が無
かったと東電が発表しているその他の原子力発電所では、地震の影響を解明する現場検証や証拠の保全が行われていないままに「修理」が行われてしまった。最低限、緊急に定めるべき住民
の避難計画も作成しないまま再稼働を強行し、商業運転しながら断層の調査をするなどの手順前後もはなはだしい。非常に不誠実な運用や非科学的な対応が続いている。今後の原子力発電
所の継続した運転を任せることはもはやできない。全原発の廃止が当然の結論だ。
 まずは２０２０年をめどに原発ゼロでも需要を満たせるように原発以外の発電所を建設する。当面はLNGガスタービンコンバインドサイクル発電所が中心になる。これをどのような再生可能エネ
ルギーにシフトするのかは継続して議論する。
 使用済核燃料、特に発熱の大きいプルサーマルのものを原発建屋内のプールに一時保管することでリスクを増大させている。最終処分までのロードマップを直ちに明らかにすべきだ。また、運
転が始まれば多量の核廃棄物を垂れ流す核燃サイクル施設は即時廃止が当然だ。事故時の対応が困難なナトリウム冷却材を使用する原子炉は実験炉も禁止。

54434 個人 自営業 ５０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に関して 「ゼロシナリオ」を支持します。

昨年2011年3月11日14：46、東日本大震災が起きました。その一時間前、あるいは一日前に、こんな大きな地震が起きると前もって知ることの出来た人は、科学ではうかがい知れないような予
知能力を持った人などでない限り皆無だったといえると思います。

そして、東京電力福島第一原子力発電所で起きた事故は、一年以上経った2012年8月現在今もって自宅に戻れない多数の人々を生み出したことを始めとして放射性物質による実害・風評被害
は今後いつまで続くものか、どのくらいの経済規模になるものか予測が出来ません。

ひとは、一分先に起こることを知ることができない存在であり、過去現在未来においてこのことは人間のおかれている条件ということが出来ると思います。

地震・津波以外にも原発の事故は「想定外」にいつ起きるかしれないものであり、ひとたび事故が起きれば、わが国は破滅するのみならず、地球全体の環境に深刻な損傷を引き起こし、化石燃
料を使いすぎたために二酸化炭素が増え、地球が温暖化したという仮説よりももっと深刻な放射性物質による被害を人(類)の寿命を超えた長期間にわたるものであると考えます。

現時点で放射性廃棄物の処理・無毒化が出来ない以上、まずは原発を止め、原発依存度を限りなく早く下げ、より安全な環境を確保していくこと、その世界的なさきがけとなるような日本であっ
てほしいと思います。

54435 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 人道上の罪と歴史的責任を自覚し、即時の脱原発と
既存核廃棄物の地上での継続管理を行うべきである
と考えます。

原子力発電とそれに関わる産業の各工程は現場労働者の日常的な被曝を前提としています。原子力発電推進論者やその受益者は、通常運転・運営における被害者とは別人であり、被害者の
犠牲の上に立って利益を享受していることは無責任であり、人倫に反する行いです。

原子力発電によって発生する核廃棄物の無害化技術は、原子力発電の運用上の前提条件です。この前提条件無しに運転・運用を行っている現状は、過去の公害事例と同様、無責任状態で
す。
将来への禍根を積み重ね、解決策は将来の世代が案出してくれるとの楽観論を弄することのできる人々には、時間的にも空間的にも広範囲の結果を伴う事業に関わる素質はありません。核廃
棄物の地層処分は、管理すべき期間内に地層構造の変動によって手に負えない結果を生じさ得る以上、やはり歴史的にも無責任な行為です。絶えざる意識・注意を喚起すべく、核廃棄物は各
地の電力大消費地（大都市部・大工業地域）に集約・管理を行うのが適切と考えます。

福島第一原子力発電所での事故を待たずとも、日本での原発事故の発生とその被害についての論理的な警鐘は絶えず鳴らされてきました。この事故は、これを無視もしくは軽視して原子力産
業を推進もしくは容認する思考・判断が多勢をしめる社会自体の産物です。社会自体の性向・能力に起因する事態のため、現状からの脱却は困難を極めることとは思いますが、エネルギーの
生産・消費の局面にとどまらず、どのように天然資源の代謝活動を行う社会を築いて行くかを皆で考えて実行に移して行く段階に入ったと思います。

歴史的に持続・発展してきた共同体は大抵先人の肩の上に立っているものと思われます。
私たちの世代が将来の世代の足を掴んで泥沼に引きずり込んでしまうなら、社会も衰退・消滅するでしょうが、肩を差し出すことができれば持続・発展するものと思います。

54436 個人 自営業 ３０代 男性 「３つのシナリオ」はもちろん原発即時０シナリオでお
願いします。

日本を担う内閣府の皆様、こんにちは。
少しだけ、意見を書かせていただきます。
「３つのシナリオ」の件ですが、もちろん即時０シナリオでお願いします。充分可能なはずなのですから、あとは、やるかどうかなのだと思います。

これから、地震がおこり、フクイチのようにならないとは限らないのです。充分ありえます。太陽嵐による電子機器の破壊により原発の暴走あってありえますし、テロの対象にだってなり得ます。
ひとたび事故を起こせば取り返しのつかないことは今回の事故でよくわかったとおもいます。どうか、賢明な選択をし、原発を地球上からなくしていくことができるように、動いていただけますよう
に。まずは、日本からだと思います。それに世界がつづくことを願っています。

未来の人達に、安心安全に暮らせる環境を手渡していきましょう。そのためにも原発は、絶対になくしていかなければなりません。どうぞ、よろしくお願いします！

54437 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今後の発電方法について、技術的に安全な物を選択
すべきだと思います。

昨年の、東日本大震災により福島第一原子力発電所が制御不能に成り
原子炉の損傷により、放射性物質を大切な地球にばらまいてしまった
のは、日本の科学技術からみて恥じるべき事件だと思います。

人類がどんな状況でも100％制御出来ない物は使うべきでは無いと
思います。

第二次世界大戦時に原子爆弾で被害を受けた唯一の国家です。
反核、反戦そして今回の震災の影響でも核物質を出してしまった
教訓を世界中に発信し安全なエネルギーへの転換をして行くのは
日本の役目だと思います。

電力の安定した供給が出来ず、また価格高騰して経済活動が
悪化するかも知れませんが、国民の安全や今後の人類が安心して
暮らせる様に核エネルギー0％の社会を早急に築いて下さい。

54438 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原子力発電はゼロにすべきです 原子力発電を継続すればするほど、核のｺﾞﾐが処理できない規模で蓄積する。
何万年もしょりできない核のゴミを次世代に残すべきではない。
地震大国である、日本で原子力発電所の建設は危険すぎて認められない。
自然エネルギーで対応すべき・
今の電力会社が独占している、送電権をもっと分散すべき。

54439 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 今を考えるのではなく50年後100年後を見据えて、原発ゼロを希望します。もう二度と福島のような場所を作りたくないです。今回の事件をきっかけに日本は新しい未来を考えるべきです。その
未来に原発は必要ありません。



54441 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 2030年原発ゼロを希望します。可能であれば即日ゼ
ロにして頂きたい。

電気は足りています。地震大国日本で危険性を抱えてまで原発を動かす理由を見つけられません。

54442 個人 無職 ６０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオ」を選びます。
 １、全健な社会をむしばむ原発利権構造の解体は、即原発0以外には不可能です。
 ２、今回の3つの選択肢の２，３は、脱原発へ向かっての道筋ではなく、やむをえず「原発ゼロシナリオ」をえらびました。

３、ェネルギー政策の決定にはもっと時間をかけた丁寧な国民的議論が必要です。
４、地震大国の原発利用ははずかしいことです。
毎日、どこかで地震がおきています。それも巨大地震の可能性が指摘されています。今回も想定をはるかに超えた地震が起き、その津波が原発事故につながったと東電は言っています。破壊
された時の被害規模が桁違いに大きく、営々と築いてきた人間の営みそのものを無惨に破壊し、再生不能にしかねない原発については、連動さえ予測されている巨大地震に対して絶対といえ
る備えはないとわたしたちは考えるべきであり、必須の態度と考えます。自然を超克の対象として発展してきた科学技術ですが、それは常に謙虚さに裏打ちされたものでなければならないのだ
と思います。福島をどん底の不幸に陥れてしまった今回の事故が、そのことをわたしたちに改めて教えてくれています。
５、次代に負の遺産を残すわけにはいきません。
見通しのない核廃棄物の処理、使用済み燃料棒の処理。それを示さず、今回のように意見を求められても本当に困ります。
６、原発の被曝労働を許容する社会は不健全です。
私は、事故後初めて被爆を避けられない原発労働の実態を知りました。しかもこのような労働現場には、格差社会のしわ寄せを受け、やむなくそのマイナスを身に受けて働いている人が多く、
いわば格差社会の矛盾のるつぼであることが、明らかにされています。このような事実にほおかぶりしたまま、エネルギー政策を問う姿勢はおかしいし、順序が逆だと思います。

54443 個人 その他 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 自分が暮らす国に「住めない場所」をつくってしまったということは、とんでもない恥辱です。繰り返さないためには、ゼロシナリオ以外にはありえません。なにをおいても、まずそこからスタートし
て考えてください。温暖か云々以前の問題です。

54444 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を強く支持します。

明かに破たんしている「核燃料サイクル政策」の下、
次世代へ問題(禍根)だけを先送りする原発は、必要
ありません。

福島第一原子力発電所事故、ならびに、安全性(過酷事故)への対策、対応もできておらず、さらに、使用済核燃料の問題さえも、いまだに解決できないまま、今に至っている(核燃料サイクル政
策自体も破たんしている)状況を知りながら先送り（放置）し、子どもたち、次世代の生命の危険を代償にしながらがら、原発を再稼働、新設することは、一日本人として到底受け入れられない。

また、『再稼動なし』(原発ゼロ)でも、電力が十分足りていたこと（政府の示した夏の電力需給見込みも再稼働ありきで提示されたこと）は、今夏で証明されており、原発の(仮想)発電コストにおい
ても、今後発生する福島第一原子力発電所事故・廃炉・使用済核燃料等への費用を、適正に提示（反映）されておらず、政府の示し方（選択肢）として（下記事項を含め）は大いに問題点を含ん
でいる。

(1) 原発をいつまでにゼロにするか期限が示されていない
(2) ３つとも省エネの見込みが甘い（省電力たった1割で固定）
(3) 電源構成が化石燃料依存型でとりわけ石炭依存が大きい
(4) 自然エネルギーの導入見込みが甘い
(5) 温暖化対策と原発ゼロとを天秤にかけている
(6) 核燃料サイクル・再処理の余地を残している
(7) 電力自由化や発送電分離などシステム改革に触れていない
(8) ゼロシナリオでは重い負担や厳しい規制を印象づけている

今夏の電力需給見込みさえ正確に見通すことのできない（意図的に操作する）、この福島の事故以前の原発推進体制（知見のない事務局主導）のままで、2030年の日本のエネルギー政策を議
論・決定（誘導）していくことは、看過できない。

あわせて、日本のエネルギー政策においての議論を議事録としてしっかりと残し、今までのように一部既得権益のために便宜をはかることができないよう、決定における体制、プロセス（責任の
所在）を明確にすることが欠かせないが、未だに、国会事故調の報告書で指摘された原因・提言に対して、政府として、何ら、事故に対する防止、及び、事故に伴い発生する被害を軽減するた
めの施策、措置を講じることができていない（日本国民、国土を守ることができない）ことからも、原発を温存する他のシナリオ（選択肢）は、一国民として、明かに受け入れらるものではない。

54445 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 『ゼロシナリオを選択』『再稼働中の原発は即時停止』
『稼働・停止中を問わず原発は全て廃炉に』を提案。
マイクロ水力発電、太陽光発電、地熱発電、潮力発
電、風力発電等の再生可能エネルギーの開発を進め
て欲しい。

1.現在、稼働中の商用発電用原発17原発は50基中2基のみですが、今年の夏は計画停電が必要とするような電力不足には襲われていません。加えて大飯原発を稼働中の関西電力エリアでは
3基の火力発電所が停止中。つまり、現状では電力は足りているのではと考え、将来的に原発を所有する必要は認められず、『ゼロシナリオを選択』を提案します。

2．世界の原発の平均運転期間は22年なのに対し、国内の原発は【40年越し】 1：敦賀原発1号炉  2：美浜原発1号炉 3：福島第一原発1号炉  4：美浜原発2号炉【35年越し】 5：島根原発1号炉
6：福島第一原発2号炉 7：高浜原発1号炉 8：玄海原発1号炉  9：高浜原発2号炉 10：福島第一原発3号炉
（「原発・核関連地図から引用http://genpatumap.seesaa.net/article/199181955.html）
等、建設後30年以上経過したものが多く（18基以上）安全性に多くの疑問が残ります。また、無理矢理再稼働した大飯原発と同様に安全対策が充分であることも証明されていません。そのため
『稼働中の原発の即時停止』を求めます。

3．一番深刻な問題は、使用済み核燃料等の放射性廃棄物を最終的に安全確実に処理、保管する技術を日本を含めたどの国も持っていないということです。使用済核燃料に含まれる放射性
部室の半減期はウラン235は7億年、ウラン238は、44億6000万年、プルトニウム239は、2万4000年、こんなに危険なものを遠く将来の子孫に残したくはありません。したがって、『ゼロシナリオを
選択』『稼働中の原発の即時停止』『国内の原発の即時廃炉』を求めます。

4．深刻な事故が発生させ、多大な賠償をも止められる可能性がある原発を輸出することに努力するより、マイクロ水力発電、太陽光発電、地熱発電、潮力発電、風力発電等の再生可能なエネ
ルギーの開発をすすめ、そうした技術を近隣の国々に供与するような尊敬される国になって欲しいです。

54446 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ。もんじゅは廃炉。 少なくとも現在ある程度影響力のある立場で原子力関係の業務をしている方たちの意見や行動に信用のおけるものが皆無なため。

54447 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 2030年までの「原発ゼロシナリオ」を選択します。再稼
動をせずに、自然エネルギーの利用、省エネルギー、
新しい電力供給方法等により出来る限り早期に原発
をゼロにする。

原発はリスクが高すぎます。
福島の事故の原因究明も未だで、福島原発もこれから廃炉までにどれだけ放射能を出すかも不明です。他の原発は地震でも大丈夫だったと言われますが、それも偶然の結果であり、地震国の
日本で、多くの原発が断層の近くに建っている現状では、原発が安全だという証明にはなっていません。多くの人の尽力により、免れましたが、福島原発がもっと酷い爆発を起こす可能性もあっ
たはずです。見えない放射能の危険により精神的、具体的被害は計りしれません。
核廃棄物の処理の問題もあります。原発作業員の被爆の問題もあります。
経済的に考えても、ピーク時以外に必要のない電力を発電し続けるシステムは不経済です。
価格の計算方法ははっきりせず、保障費、補強費などを考えると決して原発は安価とは言えません、又、一度事故が起これば、その費用は計りしれません。
日本は早期に原発０を目指し、自然エネルギー、省エネルギー、電力供給法、蓄電法などの技術を高めて行くべきです。それが経済発展にも繋がると思います。

54448 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロシナリオ　もんじゅ廃炉 福島第一原発の事故対応が今後数十年続くこと
次の事故に対応する余力はないと思われること
膨大な使用済み核燃料は、既に沢山存在しているのに数万年に渡る安全な処理方法のめども立っていないことを考えても、原発は即廃炉していただきたいです。

54449 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 「原発ゼロシナリオ」希望
2013年度までにゼロ％にする。

「原発ゼロシナリオ」希望
2013年度までにゼロ％にする。

子どもたちを危険にさらす、そして命を奪い故郷を奪う原発は「ゼロ」にすべきです。節電・省エネをもっと効率よくしていく。住民に利益が周るような自然エネルギーの利用をしていく。大企業や
一部の人たちだけが利益を独り占めするような形態ではなく、国民に平等に利益が行き渡るエネルギーシステムの構築を国や担当省庁、地方自治の公の機関で構築していくべきです。

54450 個人 その他 ５０代 女性 原発は、再稼働中のものはすぐに停め、他のものは
再稼働せず廃炉にする。

福島の事故を見ても、原発事故のもたらす被害の大きさはあまりにも巨大で、賠償できるものではありません。それに誰も責任を取らないということも、信じ難いです！原発がなくても電力は足り
ているので、電力会社の利益のためにだけ原発を動かす必要はありません！！
日本は地震大国で、地震学者が、活動期に入ったと言っていますし、実際、毎日、日本の至る所で地震が起きています。誰も責任を取らないのに、なぜ、こんな危険をあえておかすのか、理解
できません。
これからは、使用済核燃料をどうするかということと、廃炉に向かって進んでいってください。

54451 個人 その他 ７０代 男性 原発は出来る限り早く(10年程度以内)廃止されたい。 　今まで原発は安全、クリーンで安価という「宣伝」であったが、東電福島第一原発事故後、前記の3点の何れもが嘘であった事がはっきりしました。
　その上、原発を稼働すれば子々孫々に至る迄、半減期が数万年規模の猛毒の放射性廃棄物が地球上にたまり続け、人類のみならず自然界に巨大な被害を及ぼす事です。
　地震国の日本は、現在地震の活動期に入っている事からも、直ちに対応されたい！

54452 個人 無職 ３０代 男性 (1)原発は即刻ゼロに。

(2)子供を被曝させ使用済み核燃料を後世に遺すの
は、子供達への裏切りです。

(3)海底ガス田や自然エネルギーを活用し、足りなけ
れば経済を身の丈に合わせる以外許されません。

３つの意見の理由は下記のとおりである。

(1)
安全も安心も信用もメリットも全くない。
・原発は安全だと言いながら、大飯もんじゅJOC福島と大事故を続いたので事業者が全く
　信用できない。また関係官庁も大事故が発生したにも拘わらず、安定ヨウ素剤も配布せず
　安全だ安全だと連呼し国民を欺き続けた。技術面以前に人間性が信用できない。
・耐震性能は震度６となっていると聞く（武田邦彦氏の話）。これでは地震が来るたびに
　バクチであり、まともな人間のすることではない。
・安全保障面においては、有事の際に敵国に狙われるだけで、沸騰水型軽水炉だから兵器級
　プルトニウムは生産できず、原潜・原子力空母の原動機にも使えず、メリットは全くない。

(2)
ウランを燃やして得をするのは我々、使用済み核燃料の処分費用と被曝作業は子供、これでは子供に借金を肩代わりさせるのと同じであり、真っ当な人間のすることではない。
原発に賛成する人々は事故が起こったら事故処理作業を買って出る覚悟があるようには見えない。彼らには原発に賛成する資格はない。反対派は節電し停電を覚悟しているが、余りにも対照
的である。

(3)
電気の無駄遣いが多すぎる。
・日中にガラガラの電車が走っており、
・商店は冷房を使いながら出入り口を開けっ放しにしたまま営業している。
・必要を遥かに超えたサイズの商業施設が平日昼間で客が殆どはいないのに、冷房とエレベータと
　エスカレーターをフル稼働させている。
・二重窓も普及率が低い。

電気が足りないので原発をやるのは、お金が足りないので風俗でバイトをするのと大差がない。
まず節電に努めるべきである。

54453 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 原発ゼロシナリオを望みます 日本人はエネルギーを無駄に使いすぎています。もっと節電は可能です。すなわち真剣に節電に取り組めば原発は不要ということです。
火山国日本に原発はふさわしくありません。原発事故、放射能汚染におびえながら生活したくありません。

54454 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 全原発停止、廃炉を求めます。 化石燃料や、自然エネルギーでまかなえるものを、あえてハイリスクの原発でまかなっていることに理解ができません。

理由
1.核廃棄物処理
10万年以上の歳月が必要な核廃棄物の処理コストは決して安価なものではない上に、人類が管理できる年月ではないこと。

2.電力問題
この夏も原発を停止させても不足する程の需要があるとは認められないこと。

3.環境
ＣＯ2削減だけに注目するのではなく、原発から排出される放射能汚染や海への高温になった冷却水による生態系の破壊、核廃棄物処理による環境汚染等を視野にいれると決してクリーンエ
ネルギーとは言えないこと。

4.事故処理対応能力
各電力会社は東京電力福島第一発電所のような事故が起こっても、事故によって影響を受けるであろう人々（日本国民以外においても）、生物、植物への保障対応できないことが安易に予想で
きること。

5.現状
現状の不安が解決していないこと。
東京電力は未だ東京電力福島第一発電所周辺住民に対して満足な保障を対応していないこと。
放射能汚染地域拡散による不安を払拭できていないこと。
事故対応において情報も隠ぺいしていること。
原発立地の問題（活断層上に建設の疑い）があること。

6.電力消費
無駄な電力消費が数多くあること。
健康な人のエレベーター、エスカレーター使用。
長袖が必要な位の商業施設での空調温度。
オール電化住宅。

上記内容は一部であるが、不安要素あまりに多いので脱原発を支持します。

54440 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 脱原発を支持します。



54455 個人 その他 ３０代 男性 原子力発電に対する依存度について、選択肢のうち
(1)のゼロシナリオを目指すことを提案します。

　福島原発の事故からも明らかになったように、原子力発電は非常にリスクに高い発電方法です。事故があった場合の被害は半永久的なもので、他の発電等の事故とは比べ物になりません。
また事故の規模によっては、一つの原子力発電所が、日本全体を危機に追い込む可能性すらあります。そのような危険な発電方法からは、根本的に脱却するべきであると思います。
　また使用済み核燃料の問題も全く解決していないという状況であり、仮にリスクのことを考えないとしても、原子力が資源として他の資源よりも効率的であるとか、経済的であると主張すること
も難しくなっています。
　以上の理由より、今後の日本は、原子力発電への依存度をゼロとし、他の代替的なエネルギーを積極的に模索していくべきであると考えます。

54456 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全で安心な環境を約束出来ません。原子力エ
ネルギーに頼らない国、経済のあり方を模索するべき
だと思います。

原発の事故は一度起きてしまえば、長期に渡って人々の生活を崩壊させます。おそらく2度と住めない場所さえ作り出してしまいます。
そして多くの人たちが長期に渡り被曝におびえ不安の中で生きていかなければならない事が福島の事故でわかりました。
これだけの犠牲の上に成り立っているエネルギー政策を今後も維持していくことには到底納得できません。
地域ごとで自然エネルギーを活発化してゆくことが大切と考えます。

54457 個人 その他 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。
福島の事故で原発の恐怖は現実のものになった。日
本にも世界にも原発はあってはならない。地球と命の
為に原発は急いで止めなくてはならない。

急いで！原発ゼロに！
　原発は危険と言われてきました。でももしかしたら大丈夫かもと甘い期待も捨て切れなかった私たちの愚かさ。しかし原発が危険なこと、持っていてはいけないことが福島の事故で明らかにな
りました。
　世界中に放射能の毒が撒き散らされ、あの日、日本は大きな信頼を失いました。福島原発事故によって多くの人がそれまで大切に積み上げてきた生活を奪われました。日本の誇りである豊
かな自然が汚され命が脅かされ続けています。
　あったことをなかったことにしてはいけない。原発では被曝しながら労働者が働いています。見てみぬふりをしてはいけない。政府も文科省も「命を大切に」と子どもたちに訴えているではありま
せんか。「差別はいけない」「嘘はいけない」とも言っています。原発は命を殺す、貧しい人ほど苦しい目にあう、事故は防げるというのも嘘。
　電気の使用量をもっと減らした生活にシフトしていけます。原発を使わない地球温暖化の努力はできます。
お願いです。原発を止めてください。なくしてください。地球と命を人間の叡智で守りましょう。

54458 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 反原発 原発ゼロシナリオ希望
原発必要無し

54459 個人 自営業 ４０代 男性 原発依存度「ゼロ・シナリオ」を支持します。
これまで自分たちが盲目的であったことの反省と教訓
を、日常レベルでさまざまな立場のひとたちと共有し
ていく努力を始める、最大のチャンスだからです。

原発依存度（１）「ゼロ・シナリオ」を支持します。

　これまで自分たちが盲目的であったことの反省と教訓を、「ゼロ・シナリオ」で想定されるさまざまな懸案を現状認識の機会ととらえ、さまざまな立場のひとたちそれぞれの課題として、互いに共
有していく方法を辛抱強く模索しながら、新しい日本に変わっていける土壌を耕し始める最大のチャンスだと思うからです。

　個人、家庭、中小企業、各種業界、国際社会等々と、全領域に渡る影響と変化をできるだけ明らかにして、これからの自分たちが身につけてゆかなければならない国民性を、日常レベルでさ
まざまな立場のひとたちと共有していく努力を始める最大のチャンスでもあるからです。

　また、広島・長崎から福島に至る原子力について日本が経験したことを、まずは身近な東アジアの中で指針となるような国に変わっていけるようになるためには、「ゼロ・シナリオ」に取り組んで
みることが、自他のさまざまな現状を認識し、互いのこれからについて、新しい対話と理解が促されることにもなるのではないか、と思います。

54460 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 段階的にでも原子力に頼らず、ゼロでと考えています
よってシナリオ1を選択します。

温暖化の問題については、原子力発電の非効率性により、発電力（お湯を沸かす）のうち七割が温排水によって海洋に流されているということも無視はできないのではないかと思いました。
稼動中も定期点検などで作業員の方に負担が大きいという点も原子力ではなく他の方法でと思うことのひとつです。
どうぞよろしくお願いいたします。

54461 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を望む。
核問題とはゴミ問題であり、地域対立・世代間対立の
元である。その経済損失はプライスレスだと思う。

「原発ゼロシナリオ」を望む。
核問題とはゴミ問題であり、地域対立・世代間対立の元である。その経済損失はプライスレスだと思う。

54462 個人 学生 １０代以
下

男性 原発依存０%がいいです。 少しでも減ったほうが放射能や放射性物質が減ると思うから。

54463 個人 家事専
業

４０代 女性 「2030年原発ゼロシナリオ」を選択し、２０３０年と言わ
ず即刻廃炉を望みます。

日本は地震が世界で最も多い地域であり、当然津波も起きる国です。そんな国で津波や地震が「想定外」なんてありえません。

小学生でもわかることだと思います。

そんな地震大国で、地震の少ない欧州のような段階的廃炉の選択肢はあり得ません。

たかが電気よりも、国民の安全な生活に重点を置いて下さい。

原発がなくなると、経済効果が下がるなんてうそばっかりついてないで、もっと国民の意見にも耳を傾けて下さい。

また原発のコストの高さはすでに「原子力のコスト(岩波新書)」などで
立証されています。
経済性や国際競争力からは原発を選択することはできません。

原発に依存する必然性はなく、逆に動かすことのリスクは
限りなく高いため、即時のゼロシナリオを求めます。

一部の原子力ムラばかりが既得権益をがっつり死守して、犯罪者東電は誰も責任をとらず、電気料金の値上がりを押し付けられ、国民は税金をむしり取る打ち出の小槌か奴隷かのごとく、増税
を行い、控除を減らす等々・・・

もううんざりです！！！

まずは原発は即刻廃止を求めます！

54464 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを選択します

これ以上人間のエゴで地球を汚染したくありません。

ゼロシナリオを選択します

これ以上人間のエゴで地球を汚染したくありません。

自然の恵みなくしては生きられない人間が、
核で国土を汚染していくことの愚。

人類は何万年経っても学ぶ事ができないのでしょうか。

54465 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発継続　0%指示 再稼動反対です。

54467 個人 自営業 ３０代 女性 原発に反対します。依存度について何案かでていま
すが、私は０％以外は結局呈ののよい言い訳だと思
います。

経済活動への影響への議論をすると「確かにな・・・」と思いますが、それと国民生活の安全性はやはり比べるべきものではないと思います。
原発村といわれる原発マネーの存在は世に明らかです。原発のある地域は、その関連企業で働いている方が多いから、個人として原発に反対かと聞かれれば「安全性を国が保証してくれるな
ら・・・」と言ってしまうのは当然です。
でも冷静に考えて、誰か原発の安全性を保証できるのでしょうか。使用済み燃料の最終処理の技術もあやふやな現状なのに、地震だっていつどこで起こるかわからないのに。メディアで各界の
専門家の方々が様々な憶測を述べていますが、あくまでも統計であって、やはり保証されるものではない。
３．１１の悪夢のような光景を忘れてはいけない。
もし同じようなことが起きたら、また内閣や電力会社は同じ対応を繰り返すと思います。多少対応がよくなったとしても、完璧にはなり得ない。それは、もはや人の手が及ぶ限度を超しているか
ら。だから、根元からなくすしかないと思います。
今、国が原発依存度０％という勇気ある決断をしたとしても、これから数十年にわたって処理をしていかなければならない。危険はずっとつきまといます。
だから一刻も早く、勇気ある決断をしてください。

54468 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発の無くして安全な国つくりを? 「原発ゼロシナリオ」を選択します。自然エネルギーを進める政策に即刻切り替えてください。

54469 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持 さらには、即時原発ゼロを望んでいます。

よろしくお願いいたします。

54470 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発の即時停止と、代替エネルギーの研究開発へ予
算転換。

福島の事故の顛末をみれば、事故が起きた時の「責任」は個人も、法人も、政府もだれも取ることができないことが明らかである。「政府責任で」の再稼働は国民の不信感を煽るばかりである。
火力発電所の緊急設置でエネルギー不足を回避し、一方で新たなエネルギー開発を国家プロジェクトとして、新たな産業、雇用を生み出し、重要な輸出産業とする事で、日本の国土も経済も守
られる事と思う。もはや原子力はビジネスにならない。今、舵を切らなければ、次のチャンスはないと思う。

54466 個人 その他 ３０代 女性 即刻全ての原発を停止し、廃炉にするべきです。 核廃棄物の処理方法がないのに、これ以上廃棄物をつくりだしてはいけないと思います。

核兵器の材料となるものはつくるべきではないと思います。

全原発がとまっていても電力は足りていました。
動かす必要はありません。

有能な科学者、技術者に、もっと、省エネできる商品開発をしてもらい、それが安く購入できるよう国が援助すべき。
そうすれば原発を動かさないと電力が足りない、なんてことはない。

福島産の農産物など、安全だというなら、官僚や政治家、東電の社員食堂で全部買い上げて、食べてください。
お願いします。
一般国民に消費させるのはやめてください。

福島の原発事故だけで、こんなに影響があるのです。
日本は地震国ですし、またどこかで地震があったら同様のことがおこります。
日本をつぶすつもりですか？
住めなくなります。

福島をはじめ周辺、本当はどこまで放射能で汚染されているか、我々一般国人には知らされません。
隠蔽が多すぎです。
国の発表は信じられません。

原子力はもう限界です。
難しいと思います。
日本の未来を考えたら、もうやめるべきです。
子孫にたいして無責任です。

機械は劣化するものです。
放射性物質のような、危険なものを取り扱う、原発の寿命が３０年とか４０年とか、本当に大丈夫なんですか？
原子炉は丈夫かもしれませんが、配管など、そこで不具合がよくおきていますよね、大丈夫なんですか？

安全だとおっしゃるなら、国会議事堂、首相官邸を是非、原発のすぐ隣につくってください。
そうしたら、我々も安全であると少しは信じられます。

原子力以外の発電方法は、いろいろありますよね？
それらにもっと力を注いでください。
今まで原子力関連に流れていた予算を他の、発電所が爆発しても、人が亡くならない発電方法に使ってください。

原発事故で避難させられたひとたちの援助を最優先に考えてください。

これ以上悲しい人、汚染された土地、水、増やさないでください。

本当はあなた方ももう原子力は無理だとお分かりだと思います。

まともな、ﾋﾄとしての選択をされることを願います。



54471 個人 その他 ５０代 女性 提示された三つのシナリオでは、ゼロシナリオを選択
せざるを得ません。

困難な問題が待ち構えているにせよ、ドイツでは長期にわたる国内での議論を重ね、ドイツ政府諮問委員会である「安全なエネルギー供給に関する倫理委員会」が論じ、その結果を受けたメル
ケル首相は脱原発を選択しました。私も「ドイツのようであって欲しい｣と思いますが、同国の倫理委員会に至る歴史的文脈を考えると、単純に「ドイツの結果｣だけを持ち込むわけにはいきませ
ん。議論の結果に至るプロセスが重要だと考えるからです。

本来なら、様々な層で、様々な仕方で、時間をかけて議論をして到達するような事柄だと考えられます。せめて、あと1年、地域レベルでの議論を積み重ね、各層による議論を重ね、ステークホ
ルダー会議を開き、第三者機関によるシナリオ設定会議を実施するなどしてもっと適切なシナリオを用意し、第三者の手が入った資料を用意し、8月4日～5日の討論型調査をして欲しかったで
す。

だが一方、早急に決めなければならない事柄でもあるように見えてしまいます。であるなら、決めた上で、その実現を可能ならしめる考え方や手段等を早急に構築する道があってもよいかと考
えます。ただし、構築に際しては、ドイツの倫理委員会のような場はもちろんのこと、国民参加の余地も必要だと考えます。

悩ましいことではありますが、私は、ゼロシナリオを選択すべきだと考えます。15シナリオでは、放射性廃棄物等の後始末の方策に関する議論が曖昧だと思われるからです。また、原子力発電
所下及び近くの活断層問題は無視できない問題だと思われるからです。

従って、政府にはゼロシナリオを選択した上で、達成するための方策を様々な関与者による様々な視点からの議論を、政策レベルから町内会レベルまでの幅広い層において展開する道を整備
してほしいと願います。同時に、民間が主導する熟慮した先に行う様々な試みを吸い上げるシステムも、整備してもらいたいものです。

今以上に効率よくエネルギーを生み出し、より良く制御しうるように、原子力技術が向上する可能性は確かにあると思います。しかし、使用済核燃料棒を含む高レベル廃棄物の処分(及び処分
地)問題(中･低レベルでも今後社会問題化するのではないでしょうか)はどうでしょうか。我々国民は、地層処分地オンカロを幌延等に設置することを相談されてもいないし、意見を求められても
いません。地震国ゆえの諸問題は技術的に解決可能だという証拠は、これまでに出された論文・見解等を読む限り、はなはだ心細いものです。さらに言えば、環境中に放出されてしまった放射
性物質の挙動を考えると、原発のリスクを確率の数字だけで決めてかかるのは、もはや難しいのではないかと思うからです。

ゼロシナリオは原子力関連技術の衰退を招くものだと恐れるのではなく、雇用の減少を生むものだと恐れるのではなく、経済の衰退をもたらすものだと恐れるのではなく、代替エネルギーでは無
理だと決め付けるのではなく、挑戦しごたえのある問題群と捉えるわけにはいかないのでしょうか。また、商業運転ではなく試験炉をどうするかという問題も残されているように思えます。

なお、いずれの選択にせよ、その後にも国民を巻き込んだ議論は必要で、議論を重ねたその先に、修正の道が出てくるかもしれないということはあるのかもしれません。

54472 個人 自営業 ５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。 原発事故の影響は日本だけではありません。小さなこの地球全体に大きな、取り返しのつかない汚染を引き起こします。特に今は地震の活性期。日本のどこで予想外の大きな地震が起こるか
もしれません。なのに、地球上でも最も密度が高いと言われるほど多くの原発が存在するという状況は信じられません。現在、大飯原発以外のほとんどの原発が休止中ですが、それでも燃料棒
はあります。大きな地震が来た時に冷却し続けることのできる保証はありません。一刻も早く原発全基を廃炉にしてください。大飯原発は即刻止めてください。

54473 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 脱原発（ゼロシナリオ）を支持します。 現在の選択肢の中では、「脱原発（ゼロシナリオ）」を支持します。
理由：原発事故に対し、今後いくら危機管理対策を講じたとしても、それ以上の不足の事態の発生の可能性はゼロには成り得ないと思います。
福島原発の今の状況を解決できていない状況で、今後存続する選択肢があること自体疑問視します。国際的な観点からも、原爆を投下された唯一の国である日本が、真っ先に脱原発に向かう
英断をすべきだと思います。

54474 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 2030年までに原発ゼロシナリオを支持します。大災害
時、原子力施設でのトラブル、ヒューマンエラーで甚大
な被害・影響を出すことがわかった現在、現状以上に
使用済み核燃料を増やす施策は支持できません。

2030年までに原発ゼロシナリオを支持します。大災害時、原子力施設でのトラブル、ヒューマンエラーで甚大な被害・影響を出すことがわかった現在、現状以上に使用済み核燃料を増やす施策
は支持できません。
これまで核燃料サイクル達成のために注力してきた資金や人材を再生可能エネルギーの実用化に向けることは今後必須です。長い時間をかけて実用化できていない方法を推進するのはやめ
て、別のベターと思われる方法の研究を進める判断は適切と思われます。再生可能エネルギーを、実用化の可能性がないからと切り捨てることはできません。核燃料サイクルも、多くの問題が
ありながらも研究をすすめてこられたものと思うからです。
首都圏在住者の発電方法についての無自覚が原発利用の一因になっていたのならば、検討されている規制や負担も妥当と思われます。
いま日本に暮らしている人全員が現在の生活様式を変えるのはまず不可能です。ただ、実感として、いままで発電方法に見て見ぬ振りをしていた自分を含め
新しい社会の雰囲気を作ろうという機運が高まっていると感じています。
さまざまな利権関係を別に、社会のムードが変わって、世代交代もすすめば負担を負担と受け止めなくなる人が多勢になる可能性もゼロではありません。
省エネルギーや発電以外のエネルギーの有効利用も、その雰囲気と国の補助次第でより促進されると予想されます。
火力発電の割合が減らせない問題は確かに残ります。CO2排出も、火力発電所自体のリスクもあるため、その点で意見が分かれてしまうのは当然ですので、
議論を続けていくべきです。
ただ、今回のパブリックコメントを受けての国としての決定が、震災後の多くの人の原子力発電、
核燃料サイクルへの疑念を無視するものでないことを強く願います。

54475 個人 自営業 ５０代 男性 ゼロシナリオを選択します。
直ちに原発ゼロを希望します。

大飯原発、志賀原発、敦賀原発などほぼすべての原発直下に活断層があり、いつまた福島のような事故が起こるとも限りません。なぜ大飯原発が安全と判断されて再稼動されたのか疑問で
す。
原発事故はひとたび起こると、人間の手には負えません。総理大臣であっても責任が取れるようなものではないのです。福島の事故に学び、日本は自然エネルギーや再生可能エネルギーの導
入を推進し、省エネにつとめ、原発に依存しない国として、その技術を世界に広めて欲しいと思います。

54476 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを選択することは，リスクを避け，かつ新
エネルギー開発分野で他国を先んじるチャンスになる
はずである．

原子力分野の科学的発展の社会経済上の有用性はすでにないと考えるべきであろう．
（ただし，軍事技術開発上の有用性は残存するので，そちらの研究・技術開発は進めるべき）

これまで原子力エネルギー開発に投じてきた予算を，新エネルギー開発へ移行することで，他国を先んじることができる可能性が高まる．

54477 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は廃止していくべきです 日本は地震国なのでリスクが大きすぎる。

54478 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 一刻も早く、原発をゼロに。 原子力発電による発電を望みません。
なぜなら、それは地球を、命を破壊するものだからです。
そして、放射性廃棄物の処理の問題が何ひとつ決まっていないということは、これから先原発を稼働させても核のゴミが地球上にどんどん溜まって行くだけということです。
今も福島原発の4号機の燃料プールから目が離せない状態です。
私たちが原発を使ってきたツケを子孫に回して死ぬことは、私には出来ません。
一刻も早くすべての原発の稼働をやめ、廃炉と廃棄物の処理ができる人材を育て、そこで雇用を生むようにして欲しいと思います。

54479 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は全て廃止すべきだと思います。 原発がある以上、事故が起きなくても、放射能汚染の漏れは防ぎようがありません。また、使用済み核燃料の保管場所の確保と環境汚染の問題がつきまといます。なにより、福島第一原発の
事故の収束もできていない現在、命を脅かす原発は絶対に許してはいけないと思います。

54480 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は廃止してください 放射性廃棄物の処理法、被爆労働者の問題を解決しない限り、原発はクリーンで安全なエネルギーではありません。
第２の福島を生み出す前に即刻廃止してください。

54481 個人 その他 ６０代 女性 原発ゼロシナリオ　即時0％を希望致します。 この国に残された後少しの緑の自然を、子どもたちが手に触れ、深く息の出来る
健康な大地を守るために。今少し、賢明な知恵と勇気を持って御決断ください。
世界の叡智を集めて、とにもかくにも４号機の安全を確保してください。
それぞれの利権ではなく、真の未来の希望を子どもたちに残しましょう。

54482 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 自然エネルギー１００％利用の国に今すぐ切り替る これ以上日本の大地を汚染しないために、そして日本人、それから世界中の人の健康を危険に犯さないために、原子力発電所をすべて停止し廃止しつつ、自然エネルギーで１００％電力供給
をまかなうために規制や法律の整備、企業・研究者（機関）への援助を即刻始動しなさい

54483 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電自体に反対します。
それ故、2030年ゼロシナリオを支持するとともに、可
能な限り早期の原発ゼロを実現すべきと考えます。

2030年ぜろシナリオを支持し、かつ2030をまたずともできる限り早い段階での原発ゼロを実現すべきと考えます。

2011年3月に起きた東日本大震災での原子力発電事故による事故被害の大きさ、原子力自体のリスクの大きさがどれほどのものかということがわかりつつあり、かつ原子力発電の制御が非常
に困難であることはすでに経験したことから明確になっているはずです。

産業の発展、人々の豊かな暮らしは、人々の豊かな心身と自然があって、初めて成り立つものであると考えます。

目先の経済成長率の鈍化ではなく、長い目でみた場合の日本という国を見据え、そこに住む私たちの未来を見据え政府方針をしっかりと立てるべきです。

またどのシナリオを選んでも、さほど負担率は変わらないという試算もでています。
であれば、最小リスクを選択することになんの迷いがあるのでしょうか？

またすでに余力がなくなりつつあるのかもしれませんが、いま、精神的財政定期に余力を保てているいま、新たな投資にむけて全力で取り組む以外にいつ、それがなし得るのでしょうか？
一般事業会社でも新規投資は事業が右肩下がりになる前に着手します。
下がり始めてからではもう、その決断はできません。これが現実です。

であればいまが最後のチャンスではないでしょうか。

また双葉町の人々のドキュメンタリーもみました。
その地にいた彼らが、反対しているんです。
もうこんな被害を他の場所にいくつもつくることのメリットが私にはわかりません。

生かすべき技術開発は、心配の要因となるだいたいエネルギーによる、二酸化炭素排出量の増加などに注ぐべきであると考えます。

なんのための電力なのか、
根本に立ち返って欲しいと思います。

まず、こういったエネルギーの安全保障に直接関わる問題について国民に選択肢を問う事自体が、国政に携わる者として非常に無責任であると考えています。国民に意見を聞き、その通りに
選択した結果が正しければ何も問題とならず、その通りに選択した結果が間違っていればその責任は国民に有る、いずれの結果にせよ国政に携わる者には何の責任も無いという事になりかね
ません。国家戦略はそういった無責任な姿勢で決めてはなりません。

民主主義において、市民の意見を国政に生かす事は非常に重要な観点である事は言うまでも有りません。しかしそれは冷静に考えられた理性的な意見でなくてはならず、容易に移ろいやすい
大衆の感情その物であってはなりません。一時の熱狂が政治に反映される事により、国家が間違った選択をした事は先の大戦においても明白であり、冷静な意見と熱狂による意見を峻別する
のが、歴史に学んだ成熟した現在の民主主義でしょう。ましてそれが非常に長期に渡る影響を与え、国家として投入する資源配分を決定する国家戦略であるなら尚更です。

ならば先の震災と原発事故による恐怖により冷静さを失った世論に、国家戦略を委ねるのは間違いであるとしか言えません。また日本人は個々で冷静に論理的に思考する事を苦手とし、「熱し
やすく冷めやすい」国民性であるとよく言われます。そういった国民性から考えても、本パブリックコメントにより非常に偏った意見が世論を代表するものであると受け取られる事を非常に危惧し
ています。端的に言えば本パブリックコメント自体が愚策であるというのが私の意見です。

しかしながら、ここで熱狂的で偏った意見だけが寄せられることに任せてしまう事が、何より間違った事になりかねないと考え、私の意見を述べさせていただきます。

■結論
(1)3つの選択肢には適切な選択肢が無い。
(2)しかし発電電力量における選択として強いて選ぶならば「20-25シナリオ」。

■理由

まず第一に、現在の原子力比率が26%である事から「20-25シナリオ」は現状の発電比率をほぼ維持する事を含めての選択肢となりますが、現状の発電比率を維持する事は非常に困難であり
それを目標とすべきではないと考えています。
第二に、現在の再生可能エネルギー比率が10%である事や、再生可能エネルギーの稼働率が容易に上げられない事から考え、再生可能エネルギー比率を10%から*大幅に*増やす事は非常に
困難だと考えています。

私は原子力発電を否定はしていませんし、廃炉や核廃棄物処理の問題を考えれば、そういった技術を実用化する事を避けられません。またエネルギーの安全保障面からも現時点では原子力
は欠かせないと考えています。
しかし老朽原発を稼動し続けるのは無理である上、現在の世論から見て原発の新設は非常に困難であるとしか言わざるを得ません。
また温室効果ガスの排出量が-25%となっている点について、私はこれを非現実的に高すぎる目標値であると考えています。鳩山首相の25%削減公約は元々支持していませんし、撤回すべきと
も考えています。

54484 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 3つの選択肢では選べないが、敢えて選ぶならば「20-
25シナリオ」。ただしあくまでも発電電力量における選
択であり、原子力委員会による核燃料サイクル政策
には全く同意しない。



54485 個人 その他 ６０代 女性 原発０へ！ドイツの様に１０年単位で日本の原発を廃
炉へ！行程表を作成して、
国民に情報を開示する！！ドイツに学べ！！

米原子力規制委員会（ＮＲC）が７日、最近の連邦控訴裁判所の判決で提起され
た使用済み核燃料政策の問題への対応が出来るまで、原子力発電所の認可手続き
を停止すると発表したとワールドストリートジャーナル紙が報じています。
また米ゼネラル・エレクトリック（ＧＥ）のジェフ・イメルト最高責任者（ＣＥ
Ｏ）が原子力発電ついて≪原発の正当化するのは大変難しい！≫と３０日の英
紙のフィナンシャル・タイムズが報じています！また彼は≪世界の多くの国で価核が安いガスによる発電に移行しつつある≫と指摘し、≪ガスと風力か太陽光発電の組み合わせに多くの国が
進んでいる≫との見方を示したと言っています！
世界の原発は少しずつ変化しています！！さらに昨年９月にドイツのシーメンス
が原発事業から撤退を表明しています。気がつけば放射性廃棄物の山だけが残っ
たと言う事業になる可能性があるからでしょう！至急に現在の古い原発は、
廃炉にしなくてはならないと思います！何れ廃炉をすれば４０年位かかるそう
ですから、当然廃炉ビジネスが発生します。雇用は完全に確保できますよね？
経団連の米倉さんや関連企業は、失業者が出ると大げさに発言していますが、
何を基準に発言しているのですかね。ご自分の会社の利益しか考えていない人
に発言権などないです！！原爆・原発を２度も被害に遭っているこの日本に、
再稼働なんて有り得ない！！もっと海外の情報に目を向け、原発ゼロに向かって
さすが日本だと評価される様に努力しましょうよ！！

54486 個人 家事専
業

４０代 女性 原発再稼働反対。 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。

54487 個人 家事専
業

５０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張

このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。
前提自体が国民を騙すトリックだ。再び事故が起これば、日本は再起不能になる。
地震国日本で、2030年まで再び大地震が起きないという保証はない。

54488 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 高い再エネ目標の実現可能性に否定的な意見もある
が、ポテンシャルを詳細に分析し、適切な方策をとる
ことで実現可能性を高めることができる。ゼロシナリオ
を選択し、再エネの調査・普及を推進方針を示すこと
が重要

再エネポテンシャルは均一なものではなく多様な特徴のものが存在するため、それぞれの地域に存在するポテンシャルの特徴を分析し、特徴に適した導入方策を分析する必要がある。（参考
文献）

　日本では地域森林計画対象民有林や農用地区域が広い面積を有していることから、再生可能エネルギーにおいてもこれらの土地に大きなポテンシャルが評価された。さらに、森林地域と農
業地域にそれぞれ賦存する再生可能エネルギーポテンシャルの間には、その性質に異なる傾向がある。例えば、風力発電のポテンシャルの分類の場合、森林地域の風力ポテンシャルは傾斜
や標高が大きい傾向にあり、農業地域では傾斜が小さく低地にある傾向がみられた。また、森林地域のポテンシャルと比較して、農業地域の風力ポテンシャルは、周辺地域の人口密度が高
い。太陽光のポテンシャルについては、森林地域では、傾斜が大きい上に森林を切り開いての大規模な太陽光発電の環境影響をどのように低減させるか、といった方策の検討が必要になると
考えられる。そのため、今後日本のそれぞれの地域に、どのような特徴のポテンシャルが存在しているか調査し、それぞれの特徴に応じた導入方策を検討することが必要である。
　また現状では、例えば農用地区域において風力発電を設置する場合、農地転用を行い、農業振興地域の整備に関する法律に基づく、農用地区域から除外する必要がある。また、保安林で
は、保安林の解除を行う必要がある。今後、再生可能エネルギーの利用を目的とした土地利用が全国各地に拡大した場合、例外的に、農地転用、農業振興地域除外、保安林解除によって発
電設備の導入を可能にすることは本質的な解決になっていないと考える。これらの地域での再生可能エネルギー利用の在り方を議論し、法律や計画の中で位置付ける必要があると考える。あ
るいは、｢再生可能エネルギー用地域｣、｢再生可能エネルギー公園｣など再生可能エネルギーの利用を主目的とした土地利用形態を法律や計画の中で位置付ける必要がある。
　ゼロシナリオで、再生可能エネルギーの高い導入目標を示すと同時に、日本各地に存在するポテンシャル（森林地域、農業地域などのポテンシャル）にそれぞれどのような対策をもって普及
を促進するか、今後の検討が重要であると考える。

参考文献
博士論文　GISを用いた再生可能エネルギーポテンシャル評価に関する研究
https://qir.kyushu-u.ac.jp/dspace/handle/2324/22003

54489 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオが良いと思います。 南関東大震災や東海大地震が来る可能性があり、再びあのような悲惨を繰り返してはいけません。

54490 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを基本的に推進する。４０年超の旧式原
子炉から順次廃炉にする形で安全性の劣る原子炉が
経済的理由などによって延命されない方針をはっきり
打ち出してほしい。

今回の原子力発電所の事故が、様々な条件の悪いポイントが重なり合うことで被害を大きくしていることは理解するが、他の古い原子炉の稼働が継続しているのは、今後の大地震発生確率の
上ブレ、新たな活断層の発見が続く現状において、適切な政策とは考えられない。
今後の政策として、耐震性の向上、安全確保システムのさらなる厳重化をほどこした新型原子炉というものを検討する余地はあるのだが、残念ながら、現在のシステム運用者（電力会社および
政府、統括官庁）への信頼性を維持できない以上、一度なくす方向で考えるべきだと考える。

経済的な問題は確かにあるが、発生してしまったらその国土を永久に失う可能性と天秤にかけて、守らないといけない産業はないし、また、最終処分にかかるコストがいつまでもはっきりしない
ままでは、現在の原子力政策が「安上がり」であると信じるには根拠が足りないと思われ、その点でも原子力の継続を支持できない。

あと、「企業」は用がなくなればその国からいつでも出ていくが、「国」は、汚染された場所にいられないから他の土地に移っていくというわけにはいかないことをもう少し考えるべきで、自然災害
が発生しやすい地域特性に見合った政策の転換が必要と考えます。

54491 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ゼロシナリオ 今すぐに、原発は廃止。
原発はひとつの発電方法でしかない。
必要なのは電気。
放射性廃棄物の処理方法も決まっていないのに、続けることはありえない。
海水温を上昇させているし、燃料をつくる段階でなど、全体で見たらCO2排出量は少ない訳でもない。(そもそも、温暖化をCO2だけで考えること自体、まちがっっているとおもう。)
再処理も、無理だと思う。
核燃料サイクルもやめて、もんじゅも即廃止するべきだと思う。

54492 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー・環境に関する選択肢 核とは共存できません。
出来るだけ早い段階での原子力による発電以外の方法を望みます。

54493 個人 その他 ６０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「２０３０年ゼロシナリオ」ではなく「即刻原発０」を主張

原子力発電によって生み出される核廃棄物を「負の遺産」として将来の世代に残すことはきわめて非倫理的である。原子力発電所が稼働しなければ経済破綻するという経済界の恫喝は非倫理
性を超えて、ほとんど非人間的である。電気代が少々高くなることと、もう一度いずれかの原発が事故を起こした場合の被害を天秤にかけてみれば、原子力発電維持の考えが非理性的である
ことは明白である。

54494 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 やばいやばい福島第一原発の事故処理すら終わっていないのに、
またぞろ再稼動だ。世界中の笑いものになっているのが判らないのか。

54495 個人 自営業 ４０代 男性 今すぐ原発依存度「0%」をお願いします。大飯原発の
稼働も止めてください。お願いします。数十年後、数百
年後の姿も描きながら、政策を組み立ててください。
いまがよければいいという、時代は終わりにしたい！

使用済み核燃料の処分方法もないと聞きます。原発を減らすにしても、その技術者がこれから何年にもわたって必要だと思います。でも、福島のようなことがおこり、有能な人材が「学問としての
原子力」の道へ進まないと聞きます。この事態は、遅かれ早かれ、問題になるのではないでしょうか。
いまだけが良いというのではなく、数十年、数百年あとのことも考えた政策を組み立てるようにお願いします。

そして、そのためにも、いますぐ原発依存度を「０％」にしてください。どうか、どうか、お願いします。
もちろん、大飯原発も、一刻でもはやくとめてくださいますよう、お願いします。

54496 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は0％を希望。発電のメリットに対してリスクが多
く、国民の健康を犠牲とするシビアアクシデントが発生
するため。

地震大国に原発はあわない。福島第一原発の事故を見れば、多くを語る必要は無い。経産省や東電は自らの「安全神話」に飲み込まれ、安全対策をして来なかった。日本人という国民も、原子
力を持つだけの成熟をしていないのだと痛感した。原発を都市部に置けるようになるなら、原発を存続させることも可能なのだろうと思う。原発推進の陰に隠れてしまい、様々なエネルギー開発
が後手に回ってしまったが、これからの新しい産業や雇用を生むのは、原発ではなく新しいエネルギーだ。

54497 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は今すぐにすべて廃炉にすべきです。
原発依存率は０％を選択します。

原発は今すぐにすべて廃炉にすべきです。
原発依存率は０％を選択します。

54498 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 全原発の即時廃炉 人間が操業する以上、全ての生物に多大な被害をもたらす事故が防げない。
さらに事故で撒き散らされた放射能を全て回収する技術がない。
そして何より、使用済み燃料の処分をする技術がない。
このような理由から、全ての人間の暮らしを脅かす技術で発電することは、これ以上被害を出さないために、即刻やめてほしい。

54499 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します フクシマが元通りにならない事を考えると、もう原発を使う事は赦されることではないです。
直ちに廃棄への道を。

54500 個人 家事専
業

５０代 女性 　原発ゼロを望みます。理由は数多くありますが、自
分達の手に負えない、そしていつ処理できるともしれ
ないゴミを未来に残す、この一点だけでも原発推進に
断固反対します。

　まず、このパブリックコメントが国民に充分周知されていないこと、募集期間があまりにも短期間であることに抗議します。
　７月１６日の「さようなら原発大集会」のデモ行進の途中、列を外れて歩道の隅にリタイアしたひとりのお年寄りがいました。炎天下、疲れ果てて座りこんだそのおじいさんは、それでもデモ行進
の掛け声に合わせて、「再稼働反対」と小さな声でつぶやいていました。胸がつまりました。このおじいさんは、決して自分の為にデモに来たのではないのです。
　日本だけでなく、世界中の未来、あらゆる生物の未来が、今日本が選ぶ道に託されているといっても過言ではありません。
　私は、自分が命を全うする時、何も残せないとしても人として恥じない生き方をしたのだと思いながら死んでいきたい。原発を推進している人達すべてに訴えます。あなたは人として尊厳を持っ
て死んでいけますか？と。

も考えています。

原発比率を現状から下げる事を考えると選択肢は「20-25シナリオ」より小さなものとなりますが、次の「15シナリオ」では再生可能エネルギーが30%となり、これは非現実的であろうと考えていま
す。

ここまでの理由を踏まえると、(1)「選択肢が無い」という結論となります。

しかしここでいずれかを強いて選ぶとなると、「20-25シナリオ」の再生可能エネルギー比率が15%～20%となっている点で、これまでの再生可能エネルギーの開発状況から考えても実現可能であ
る線であろうと考えられます。また「20-25シナリオ」では現状より原発比率を下げる点においても、全く否定されるものではないとも言えます。

それらの事を踏まえると、(2)「強いて選ぶならば「20-25シナリオ」」という結論になります。

■注意点

上記のように私の選択肢は「20-25シナリオ」という事になりますが、ここではその選択肢として同意していない点について敢えて述べさせて頂きます。

1. 現状維持は望んでいない

「20-25シナリオ」では発電比率の現状維持が含まれていますが、私は現状維持は支持していません。
原発比率は現状より下げ20%程度とすべきと考えています。

2. 温室効果ガスの25%削減は望んでいない

「20-25シナリオ」では温室効果ガスの25%削減が含まれて居ますが、私はそれを支持していません。
大幅な削減が困難である日本では20%削減でも大胆な目標であると考えています。

3. 核燃料サイクル政策への合意ではない

原子力委員会において「核燃料サイクル政策の選択肢について」が発表されておりますが、こちらでの「選択肢3」(原子力発電比率を概ね20～25%程度)は全く支持していません。
高速増殖炉のこれまでの開発は支持していますが、これ以上の発展は大幅な材料工学的な発展が無ければ無理と考えています。



54501 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します」 ○再稼働について
明らかに責任がとれない首相と関連官庁が、単に電力会社の利益のために地域住民、はたまた国民の安全を無視して原発を再稼働させたことは俗にいう『永田町』『霞が関』の論理で国民の
意思を全く反映していない

毎週、集まる首相官邸のデモの人々の声、日本語は『永田町』『霞が関』の方には理解できないのでしょう？

官僚のかたは明治以降のシステムで、国民の意思など関係ないですが
次回の選挙はまちがいなく大きなうねりになります

○原発について
政治家、官僚の方が既得権益(天下り、予算獲得、献金など)で継続したい気持ちはわかります

しかし、福島事故の検証もされないまま(事故の原因の究明、責任者の責任追及、その後の安全対策など)現在の原発を維持していくことは本当に賛成できません

経済理論だけで、安全性の担保のないエネルギー政策を行うことは
福島のみなさん、国民のことを考えていない政策だと思います

もっと、原発問題に厳しい意見の専門家を含めてもっとオープンに何年もかけて検証する必要があると思います

国民の日本語が通じない『霞が関』の理屈、権益だけで原発を含めたエネルギー対策を運営することは反対します

54502 個人 自営業 ６０代 男性 原発事故は超長期かつ広範囲に生活権・財産権・営
業権等を奪う基本的人権を剥奪する憲法違反の重大
事故であり確率論で云々すべきでない。、このような
発電装置は反社会的な装置であり国策として全廃す
べきである。

核燃料廃棄物処理は日本では解決不能かつ高額な費用を要する事案であり、事故の損害費用も含めると発電コストは想定以上のものとなり、かつ農林漁業・製造業・観光業等々の産業への
間接的な損害費用は影響が膨大にもかかわらずそのほとんどが算定包含されていないのが実態である。
また、活断層の上や至近距離に原発を建設したり、原子炉建屋内に使用済核燃料を保管したり、事故時のシステムの多くが手動で低レベルな自動システムであったり、安全理念や安全哲学の
常識を逸脱した設計やシステムや管理は地震大国日本という国情を考えれば凶器に等しい存在である。
従って、安全・クリーンなエネルギー体制構築を国策として拡大しなければならないのは自明の理と言える。
自然エネルギーはコストや安定性に劣るという見方もあるが、それはエネルギーシェアが低い現状を前提とした話であり、利用の拡大と技術革新によりこうした課題の解決は時間の問題であ
り、むしろ資源の少ない日本はこうした技術を世界一にすることこそが産業発展とコスト低減につながるものである。
一時的な発電コストの上昇のためにリスクが高く将来のウラン調達や廃棄物問題を包含する原子力を残し、自然エネルギー開発を後手に回すことが本当に日本の将来のためになるであろう
か。
かって日本は小資源国だから世界とは頭脳で勝負と言っていたが、それは今でも変わっていないはずである。
将来の防衛の為に原子力技術を温存するやの考えもあるようだが、日本は絶対に核兵器を製造も実験も保管もできない。
防衛のためには通常兵器であるＧＰＳ誘導の巡航ミサイル等を開発し、高性能爆薬により敵国の拠点を正確に粉砕する能力を持つことである。
これからも核兵器保有が政治的な優位性を持つと考えるのは余りにも無見識で時代感覚の無い非現実的な考え方であろう。
ましてや原発を隠れ蓑に原子力技術を磨くというのはお門違いも甚だしいと言わざるを得ない。
近年の日本の政治の貧困や官僚の出来の悪さは日本が凋落国家になる兆候であり、高い見識と洞察をもって是々非々を貫いて国政に当って戴きたい。

54503 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成。
出来る限り早い段階で原発ゼロにし、すべての原発を
廃炉にすべき。

福島の事故で、原発の安全神話は完全に崩れたと思います。
事故後の対応をみても、世界を滅ぼす可能性のある原発を任せられる国/企業ではない、と感じました。
今回の事故は、日本のみに限らず、太平洋全体を(今もなお)汚染している事を忘れてはなりません。
そんな中、活断層の調査結果をうやむやにしたまま原発を再稼働させるのは、やはりおかしいと思います。
2030年よりも早い段階で、原発をゼロにし、すべての原発を廃炉にすべきであると思います。

子供たちへ、明るい未来を残したいです。
世界から批判/差別されるような国/人になりたくないです。
今変わらなければ、いつ変えられますか？
今がそのチャンスだと思います。
より良い国と人を作っていきましょう。

54504 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 悲惨な福島の原発事故を経ていながら、しかもこんな
に地震や水害の多い国で、原発にこれかも依拠しよう
というのは、正気の沙汰とは思えません。即、脱原発
に向けて国をあげて動き出すべきです。

死ぬまで故郷に帰れない、家族離散、健康不安、深刻な自然汚染という悲惨な状況を生んだ福島の原発事故を経ていながら、しかもこんなに地震や水害の多い国で、原発にこれかも依拠しよ
うというのは、正気の沙汰とは思えません。原発をなくすと多くの仕事も失われるというのであれば、その分を自然エネルギー開発や社会福祉にまわすべきです。日本の高い技術をもってしても
防げなかったフクシマ、、二度と起こしてはなりません。即、脱原発に向けて国をあげて動き出すべきです。

54505 個人 パート・
アルバイ

３０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します 現在の技術では完全にコントロールできない原発を使うことはリスク高すぎると感じます。今こそ自然エネルギーの開発に力を注ぐべきと思いますし、そのための増税であれば賛成できます。

54506 個人 無職 ６０代 女性 意見の概要
原発はゼロにすることを求めます。原発の再稼働に反
対です。現在の原発は順次廃炉にして下さい。

意見とその理由
私たちは宇宙の小さな一角で、命を受けて、一生懸命生きています。地球という水の惑星は、あまた輝く星の中でも稀有の存在だと思います。
　いったん地球を汚染すると、その汚染は、どこにも分散させることは出来ません。閉鎖系地球の環境破壊によって、私たち自身の生きる基盤を失うことになると思います。現状の資源、環境の
許す範囲で生きる対策をつくるべきです。

54507 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 １５シナリオを支持 ０（ゼロ）が望ましいことは、あのような福島の現象を見れば、人として当たり前だとは思います。
しかしながら、まだまだ資源を輸入に頼らなければならない現状、隣国との関係が不透明な現状などを鑑みれば、軽々にエネルギー資源の完全輸入に舵をきることはできないのではありませ
んか？
他国の思惑によって資源調達は変化しますが、わざわざ自分からリスクを高める必要はないと思われます。
日本近海に存在が確認されている資源の抽出、エネルギー化そして官、企業、家庭、全ての分野における更なるエネルギー消費の効率化、それらを行いながら最終的に０（ゼロ）を志向すると
いうのが、現実的な方策ではないでしょうか？
また、日本だけが脱原発を行っても、近隣諸国が原発建設を続けていることを考えれば、日本の技術、貴重な事故経験を生かしていくためにも、０（ゼロ）という選択肢は非現実的だと感じてしま
います。

いろんな分析はあるでしょうが、なぜ日本が絶望的な戦争に突入したのか。
たった５０．６０年前のことなのに忘れてはいませんか？
どんなに外交手段を用いても、それを上回る悪意を向けられたら堪えられない状況も現出するということを忘れてはいけないと思います。

54508 個人 家事専
業

７０代 女性 原発ゼロに　賛成です。 原発は　ゼロにすべきです。広島、長崎、福島で　その恐さを　知りました。地震国、日本で　これ以上　続ける事は　できません。即刻、ゼロと決め、代替エネルギーに　切り替えるべきです。

54509 個人 家事専
業

３０代 女性 原子力エネルギーゼロの計画筋書きの提案を求めま
す

直ちに原子力再稼働をやめて下さい
再生可能エネルギーの生産を加速させて下さい
直ちにもんじゅを廃炉にして下さい
汚染されている地域以外での瓦礫処理を直ちにやめて下さい

54510 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 全ての原発を即時停止。その上で2030年時点の原発
稼働率は0％を支持。
他の選択肢は支持できない。

人類は使用済み核燃料を無害化する術を持ち合わせていない。
これ以上、無害化出来ない危険な廃棄物を作り続ける理由はない。
また、後世のことを考えた際、これ以上危険な廃棄物を産み出す選択肢はない。
また、今年5月5日から6月30日までは原発稼働0だったが、電力不足は起きなかった事実がある。
原発稼働0でも電力不足は回避できたので、全ての原発を廃炉に向け、すぐに動いていくべき。
夏場の電力需要にも原発稼働0でも耐えられたと考える。
一方で、再生可能エネルギー産業を積極的に育成していき、そこで雇用の場を創造するべき。
また、海外の情勢に左右されやすい化石燃料に依存しない為にも、再生可能エネルギーの推進は必須。

2030年時点で原発15％を維持するには新しく原発を増設しなければいけないので、15%は支持できない。20－25％はさらに積極的に原発増設なので、論外。

政府には変わる勇気を持ってほしい。

54511 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発はゼロでお願いします。 火力、風力、水力、地熱、太陽光を総動員すれば十分に賄えるはずです。
例えば、東京電力が東京大学に調査依頼した千葉県の房総沖での風力発電のデータがありますが
そのデータでは原発の存在理由がないほどの発電データが出てしまい東電が東大にデータの発表を
しないように要請した経緯があります。これなどは氷山の一角で、自然エネルギーを総動員したら
日本に必要な電力は足りるであろうし、原発関連業の雇用もそちらで十分に受け皿は作れる筈です。
放射能廃棄物の安全な処理方法がないまま世界中でこれだけの原発がありますが、そのこと自体がそもそも可笑しいのです。地球も地球上の生きとしいける全ての動植物たちも人間の自分勝
手さ、傲慢さに辟易しているに違いないです。だから、ここ数年の地球規模での自然災害は、地球のＳＯＳ信号であり、怒りのメッセージではないでしょうか？今後も懲りずに原発が存続するな
ら、その内、天の怒りとしてもっと厳しい状況に地球全体がなって行くのではないでしょうか？

54512 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原子力発電は即時廃止すべきです。 人間がすみやかに制御することができない以上、安全ではない。

人間が動かす以上、絶対の安全はない。

自然環境の中で稼働するとき、地震・津波・火山など自然災害の完全な
予測は不可能。
予測は予測でしかない。
事故後、「想定外」を繰り返すことは間違っている。

54513 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
１００％絶対安全はありません。原発は一度事故を起こしたら、
取り返しがつきません。ドイツの例を参考にしながら自然エネルギーを
推進して下さい。金儲けより命が大事です。子供たちの未来のために、
脱原発に方針を変えて下さい。

54514 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今後の原発のあり方 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。

54515 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発に関しては、即停止。即０％とし、将来的にも０％
とすることを望みます。

原発は福島第一発電所の事故が起こったように、危険なものです。原因は津波かもしれないし、地震かもしれない。日本全国にある原発も同様に、事故が起これば、放射性物質をまき散らし、
避難が必要な人が出てくる。そういう原因をちゃんとわからない。また、それに対する安全対策ができていない状態で再稼働することは危険きわまりなく反対です。

54516 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 原発0%をお願いします！ 最終処分場がないからです。
広島、長崎、フクシマをこれ以上増やしたくないからです。

54517 個人 自営業 ３０代 女性 原発は反対です。 別の選択肢があると思います。

54518 個人 家事専
業

５０代 女性 エネルギー・環境政策において、すぐには無理でもで
きるだけ早期に原発をゼロにしてほしい。
原発依存度をゼロとすることを、政府の政策としてほ
しい。

・福島の事故によって暴露されたように、地質的にも事故後の対応能力をを見ても、日本に原発を作り維持するのが危険であることは明らか。
・使用済み核燃料の扱いについても、核燃料サイクルは宙に浮き、最終処分方法も決められない。
・燃料であるウランも地球上の埋蔵量には限りがある。

そのような原発にエネルギーを依存することには、どう考えても無理があります。

６０年間、政府民間が総がかりで推進してきた政策をいったん立ち止まって考え直し、より安全に国民が生活できる方向に改めるには、政府として、目標を原発ゼロにし、代わりに再生可能エネ
ルギーの開発に全精力をかたむける「姿勢」が絶対、必要だと思います。

54519 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 　原発の安全神話は崩壊した。この現実に対して目を覚ますべきだ。
　結局、これまで私たちは原発依存症だった。本当はやめたほうがいいと思いながら、その快楽（経済的利益）にひかれてやめることができず、身も心もぼろぼろになっていく。気がついたら取り
返しのつかないことになっている。福島の事故があったあとでも原発を維持しようとする人々は、依存症から抜け出せない重度の原発依存症患者である。それは本人を蝕むだけでなく、日本
人、いや地球に生きる全生命を脅かすことになる。
　消費増税は将来に過根を残さないためだという。地下に埋める以外、放射性廃棄物の処理方法が見つからない原発を維持し続けることのほうが、よほど将来に過根を残すことになる。近視眼
的な発想はやめるべきだ。
　原発がないと経済成長が望めないというが、それも決めつけにすぎない。むしろ、自然エネルギーの効率を高めたり、蓄電技術や省エネ技術を高めることによって、日本は世界をリードする国
になるような方向に進むべきだ。そのほうが国民のモチベーションが数倍アップするだろう。もっとドイツに学ぶべきだ。
　原発を使っているかぎり、日本人はどんなに見て見ぬ振りをしても後ろめたさが消えないだろう。これは国民にとって不幸であるばかりか、国力の衰退にもつながるだろう。
　時に過酷な姿を見せるが、ふだんは穏やかで美しく、稔り豊かなこの国の自然を日本人は愛しく思ってきた。その自然の荒廃は心の荒廃につながる。このような日本人の心を大切に思う気持
ちがあれば、原発がそれと相容れないことはすぐにわかるはずだ。
　原発はすぐにやめるほうがいい。

54520 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選んだ理由 原発ゼロシナリオを選びます。危険な物は一刻も早く無くしてほしいと思います。ただ、今後も研究を続け、廃棄物の処理を含めた原子力発電自体の安全性のレベルを根本から上げてまた原子
力を有効に使ってほしいです。



54521 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 3.11で、現在の技術力で原子力を制御できていないことは明らかになりました。

原発を再び使い始める選択は、経済（お金）の面を危惧してのことだと理解しています。ですが、安全に住めない・働けない場所で、活き活きとした経済活動をすることは不可能だと思います。

私は実際に、原子力発電が廃止されないようなら、海外に移住することを真剣に考えています。同じように考えている友人も少なくありません。特に、比較的身軽な10代後半～30代前半の友人
から、日本に居続けることが安全面でのリスクになりうるという話をよく聞きます。

また、私は現在、いわゆる外人ハウスに住んでいますが、震災以降、外国人から「日本に居続けたい」という声を聞くことが少なくなりました。脱原発を世界に向かって大きくアピールしないかぎ
り、海外からの人材獲得にも影響が出るでしょう。優秀な人材であればあるほど、リスクを冒すことは避けると思います。

これからの労働力を担う世代が海外に流出してしまえば／海外から入ってこなくなれば、そもそも原発を稼働する目的であった経済が危うくなります。

したがって、原発を再度稼働していくことに、プラスの意味はないと考えます。
安全面では確実にマイナスであることが、昨年の事故で証明されているのですから、即時０％以外の選択肢はないと考えます。

54522 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030年原発ゼロシナリオを支持するとともに一日も早
く原発ゼロを実現すべきと考えます。

原子力発電に強く反対です。

勿論、2030年ゼロシナリオを支持するとともに一日も早い原発ゼロを実現すべきとだと思います。
また、現在の電力会社の地域独占状態を早期に解消、発送電分離、電力の完全自由化を図るべきと考えます。

原発をゼロにすることによる懸念材料としては、電力不足及び電気料金の上昇が考えられますが、電力不足は、今の時点でも起こっておらず、
大企業が持つ自家発電所の電力を融通させることなどにより、関西の電力不足も解消（そんなことしなくても足りていると思われますが）されると思われます。
電気料金に関しては、独占状態を解消することによって、各社が競合し、コストも下げられ、むしろ電気料金は下がるのではないでしょうか。
それは、NTTが独占していた電話を見れば明らかです。

それと議論は少々ズレますが、総括原価方式も早く撤廃するべきと考えます。
これがあるせいで、各電力会社のコスト削減への意識は低く、今までの燃料費もいい値で決まっていたのではないでしょうか。

今が色々なことを変えていく良い機会と思われます。

出来ないと言う事は誰にでもできます。
それを変えていく事で、日本の国力をアップしていけると私は信じています。

54523 個人 自営業 ６０代 男性 原発ゼロ。

即時停止。

食品を扱う店をしています。

食べることは、生きるうえで一番大事な行為です。

食物とその大地を汚染してしまう放射能。

そんな危ないものを人間は使うべきではない。

自然を尊び、自然と手をつなぎ、必要最低限の電気でくらす。

あんなに大仰な施設はいりません。

54524 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発ゼロ　一刻も早く完全廃炉 地震大国の日本原発は向かない。今度の福島の事故で人間に核のコントロールができないことがわかった。
また事故を起こせばどんどん住める場所が減っていくだけでなく経済的にも巨額な賠償金がかかりｄ
とても負担できる額でないからリスクが大きすぎる。

54525 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発ゼロシナリオを選択します。
原発の危険性に対応出来るような体制が将来においても構築されるとはとても思えない。子供たちの将来のためにも直ちにゼロにするべき。

54526 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 日本に原発はいりません 私の彼は仙台の歯科研修医です。このまま彼と結婚し、仙台で暮らすことになれば、放射能汚染された地で子育てし、生活を営むことになるでしょう。そんな未来に絶望しています。これ以上こ
んな理不尽を国民に強いるつもりですか？いますぐ大飯の再稼働を止め、日本から原子力発電所をなくしてください。よろしくお願いします。

54527 個人 法人等 ５０代 女性 １．０％　　を選択します 原発を続けると言うことは、これからも多くの原発労働者＝被曝労働者が必要であるということで、多くの人の命を引き換えに生み出すエネルギーは極悪だと思う。

稼動中に放射能を出し、事故が起こればとんでもない被害があり、使用済み核燃料の始末も出来ない、容易に廃炉もできない、解体も出来ない、こんな極悪エネルギーは使いたくない！

どんなことをしてでも、原発はやめるべきである。
日本の技術があれば、もっと違うエネルギー利用を可能に出来ると思う。

54528 個人 自営業 ４０代 女性 原発を廃止し、自然エネルギーへの移行を希望しま
す。

見えない不安から解放されるために、原発を廃止し、自然エネルギーへの移行を希望します。闇雲に反対をしているのではなく、安心で平和な暮らしをしたいとただ願っているだけです。

54529 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発依存、０％」　に１票です。 原発依存ゼロに1票を投じます。

福島原発をみて、原発が１００％安全でないこと、

そして、万一事故が起きれば、人間の生命をおびやかす

危険のある物質がばらまかれます。

子孫に、そんなものおしつけてはいけません。

もし、代用エネルギーはコストがかかるとおっしゃるなら

もっと何にいくらかかるという詳細をもっと国民に説明して

ください。きちんとした説明があれば、国民だって、みんなで少

しずつ痛みを分かち合います。

「事故が起こってからでは遅い」

事後の収束もつかぬまま、安全の確約のとれないままの状態で

稼働することに、断固反対です。

54530 個人 その他 ３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します もしも今より不便になったとしても原発は嫌です。安心して暮らしたいです。

54531 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発は即廃止して下さい。当然2030年は0%です。 命が大切だから。子供たちを危険に晒すわけには行かない。安全だなんて、信じられない。現に今も福島の身近な人が苦しんでいる。まず省エネルギーをするだけで、原発なしでも電気は十分
たりるから。

54532 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します」 福島第一原発事故に関連する諸問題が、解決していない。
核廃棄物処理の場所の確保が困難。
また、日本が地震大国であるため、他の原発でも福島第一原発と同様な事故が
起きる可能性が高い。
上記現状により、今後原発を稼働する事はハイリスクであると
考えられるため、私は原発ゼロシナリオを支持いたします。

54533 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオを選択します。
それも今すぐ。

地震は待ってくれないから。

54534 個人 その他 ３０代 男性 ２０３０年（では遅すぎますが）には稼動原発ゼロを希
望。廃炉仕切るまでの年数はどうでもいいです。

民意はもう出てるはずです。国会議事堂前に集まった人間の数を
僕も知っているからです。国の意向を鵜呑みにして死んでいった
戦争被害者たちと同じ過ちを犯すべきではないと意見を書き込んでいます。
放射能に対する絶対安全措置がとれない限り、ドラえもん級の
クリーンな原子炉が開発されるまでは、停めておくべきだと思います。
それでも無理というなら国会議事堂を原子炉に隣接して
建ててそこで政治運動をすればいいと思います。
この一瞬しかどうでもいい政治家の方々が、この一瞬で狂わされる
こどもたちや家族のことを慮れない以上、背負いきれてないリスクを
置き去りにするのはやめて下さい。
意見の量が出てこないことをわかってのパブリックコメント募集や
情報操作にお金を使っていることも腹立たしいですが。
それでもやるなら政治は民意でないことを掲げてやるべきです。

54535 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 現状維持の「20～25シナリオ」では「脱原発」になりま
せん。一方「0シナリオ」は産業への影響が大きいだけ
でなく、低所得者に大きな負担を強いられます。以上
の点から、「15シナリオ」を支持します。

「脱原発」という言葉は、人によって様々な意味で使われています。しかし、小異はともかく、「脱原発」が国民の多数派の願いになっていることは間違いありません。その意味で、現状維持の「20
～25シナリオ」では国民の納得は得られないと考えます。政府自身が「脱原発依存」を掲げているからには、「20～25シナリオ」という選択肢はあり得ないのではないでしょうか。
一方、「0シナリオ」には2つの懸念があります。一つは産業への影響です。今後、日本が高成長社会になることはおそらくありません。超高齢化が進み生産人口も減る中、他国との競争力を保
ちながら国内経済を維持していくには、高集積・高付加価値型産業に特化していくことが重要だと考えます。そのためには（現状では）電力は欠かすことのできないエネルギー源です。
もう一つの懸念は、低所得者層への影響です。20年ほど前、埼玉で生活保護受給者の自宅にクーラーの設置が許可されず、熱中症で病院に運ばれた事件が起きました。現代において、電力
は生命を左右する重要なファクターです。電気代には、低所得者ほど負担率が高いといういわゆる逆進性がありますので、電気代の値上がりは低所得者ほど厳しくのしかかります。低所得者
対策としては別に施策を行うべきだと考えますが、その施策は「0シナリオ」における急激な電気代の値上がりには追いつかないだろうと予測します。
以上のことから、「20～25シナリオ」「0シナリオ」には反対します。
「15シナリオ」は「反原発」の立場の人から見た場合、積極さに欠けるという批判もあるかと思われます。しかし、40年という原発の寿命を考慮し、着実に「脱原発」を実施するという点で実現可能
性が高いプランだと考えます。また、安価な代替エネルギー開発促進の観点からも、「15シナリオ」を支持します。

54536 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢に対する意見
3つの選択肢の中では、(1)の2030年にゼロシナリオを
支持。
国際社会で存在感を失う日本は、アジアでのクリーン
エネルギー先進国となり、生き残るしかない。

地震大国で、またいつどこの原発が同じような状況になるかわかりません。
もしまた起きれば、本当にこの国は終わりです。被爆か、節電か、どちらを選ぶのでしょうか。安全な食料もなく、外出もできず、水も飲めない。そんな国にしたいのでしょうか。
使用済み燃料の安全な廃棄方法もなく、100万年後の人たちへ、その危険性を伝えるためのシンボルマークを考えるために知恵を絞らないといけない、そのどこが安全なのでしょうか。
少子化が進み、経済力を失い、国際社会での存在感を失っていく日本が、今後も生き残る道は、アジアでのクリーンエネルギー先駆者となる以外、ありません。

クリーンエネルギーのためにインフラを行い、新技術を開発し、新しい雇用を捻出してもらいたい。

2030年といわず、もうどの原発も再稼動せず、即刻脱原発を開始してほしい。

54537 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発依存0％　それにいたるまでも今からどんどん廃
炉にしていく。

原発依存０％目指すとともに、
高速増殖炉もんじゅの即刻廃炉。
他の国でも危険だと言ってプロジェクトをやめているのに、地震国である日本で、危険すぎるのを承知で、存続させるのは狂気としか言いようがない。
何か起こっては日本の国力がとか国民がとか政府がとか言ってる状況ではない。
国際的な非難は想像を超えるし、そうなったら、日本自体が存在出来るのかわからないのを、それでもギャンブル続けるという決断に驚きを隠せません。

コストがいくらかかろうが、廃炉にする覚悟が日本には必要だと思います。
宜しくお願いいたします。

54538 個人 自営業 ７０代 男性 原子力発電は、稼働停止中のものは再稼働せず、稼
働中のものは６ヶ月以内に稼働停止すべきである。

福島の事故を経験し、原子力発電は人間が制御することは不可能であることが分かった。
自動車、飛行機も危険であるが、事故の被害は限定的である。
ところが、原子力発電の事故の被害の範囲は全く予測不可能であり、無限である。
従って、いかなる理由があるにせよ、稼働は危険である。



54539 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。 原発なしでも、電気は足りていることに、多くの日本人は気付いています。
いわゆる原子力ムラと呼ばれる一部の人間達が原子力発電で利益を得ている反面、日雇い労働者等の人間が健康を害したり、命を危険にさらすような労働を強いられている現在の状況は、
狂っています。
また、我々の時代だけでなく、子孫に負の遺産をほぼ永久に残すことになる、原子力発電に反対です！
即刻停止すべし、と考えます。

54540 個人 家事専
業

４０代 女性 今ある原発はすべて廃炉、関係企業もすべてたため
２度と放射能に手を出すな

危険な物を廃止するのは当然
日本産に放射能が付いているなんて本当に信じられない時代
既に負の遺産を子供達に受け継がないとならないとは
心の底から悲しい
瓦礫の拡散も絶対に反対
今の政府は、狂気の集団にしか見えない

54541 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発稼働0%！ ただでさえ地震が多いこの特性を持った土地で、原発なんて現実的ではありません。
ましてや活断層の上に建っているって、爆弾抱えて生活しているのと同じ。
活断層があるような土地じゃなきゃ安く買えないって時点で不可能と悟るべきです。
また、核のゴミも処理できないし、除染もできていない(そもそも除染ってことは最終的には不可能です。どこかへ大量の放射性廃棄物を移動させるだけなんだから)。完全な見切り発車でよくここ
まで事業拡大できたなと呆れています。

国内だけでなく、海外からの賠償金もそのうち求められますよ。
ランニングコストだけを説明して安いエネルギーだと吹聴している人が多いけれど、頭から計算したら超高額です。

他国に原発売った手前、うちだけ撤退できないからなんて体面のために関係ない国民まで巻き込まないでほしい。
推進している人だけの国じゃないんだから。
もんじゅもそうだけど、彼らの無謀な夢に私まで巻き込まないで。

どうせエネルギーで台頭するならもっとマシな発電考えてそっちで儲けてほしいです。地熱はやりすぎると地下に負担がかかって地震や噴火を誘発させてしまうからほどほどにしてほしいけれ
ど、風力、波力、太陽光、ほかにも海藻から発電できたりするんだから、天候に合わせて組み合わせて使えばいいんです。

もしもの時の後始末ができないものを始めるのは計画としてあってはならないこと。
それくらいわからなくてどうするのかと。

柔軟なアイデアと代替性に富んだ知恵を出すことができるのが日本人だし、美味しいもの食べて、野山で深呼吸して、海に潜れる美しい国が日本なのではないでしょうか。

54542 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発の比率は、ゼロシナリオにすべきだと考えます。 もんじゅの様に、事故で稼動していない原発もあり、またその修理に対しても莫大な費用がかかっていると思います。また、人間の身体に害を及ぼす可能性がある原発は、必要ないと思いま
す。そのため、私は原発はなくした方が良いと思います。

ですが、ゼロシナリオにはいくつかあやふやとなっている部分があるので、そこをはっきりさせていかなければいけないと思います。

いつ原発をゼロにするのか、省エネする見込みの甘さ、自然エネルギーの導入見込みの甘さ、これらを明確に決めるべきであるし、国民にも提示すべきだと思います。

54543 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 広範囲にわたる生活環境に一度かつ急激に決定的な
ダメージを与え、その後も長期にわたる悪影響を続け
る大事故を起こすリスクのある原発は、経済への影響
などへの考慮に先んじて、即刻停止すべき。

将来の世代、そして地球環境への責任。

54544 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます！
そして、今すぐに、原発は停止してください！
電力システムの改革や、自然エネルギーを推進してください。
また、ゼロシナリオでは負担や規制を印象づけているが、これは大きな問題だ。
まだ国民をだまし続けるのか？

54545 個人 自営業 ５０代 女性 2030年に原発ゼロに 原発というものは、弱者に危険性を追わせ、
強い一部の人達だけが、潤うシステムであること。

そして、原発事故がこれ以上起こったら、
日本は、人が住めない環境になってしまうこと。
2030年までにゼロにして欲しいです。

日本のような地震の多い国に原発がある事自体がそもそも、
大変に恐ろしい危険性を持っていること。

命の危険を犯してまで、経済を優先するべきではない。

チェルノブイリ事故では、多くの子供達の体に影響があったという
映画を見ました。

原発に頼らなくても、地熱発電など、まだまだいろいろな発電方法がある、その
日本の技術は世界最高だという情報を得ました。

それで、日本の復興を願っています。

54546 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発利用は0%とし、核燃料サイクル等のために溜め
込んだ費用を含めて、自然エネルギー普及に即刻努
めつつ、原発は廃炉にすべき。

放射性廃棄物の数万年単位での管理に要する費用や、今般の福島第一原子力発電所事故によってもたらされる被害の救済や環境回復に必要となる費用を勘案すれば、原発を利用するコス
トは自然エネルギーの発電に関わる費用より過大となるのは周知である。また今回の状況を鑑みれば、原発にトラブル等が起こった際のバックアップ電源として火力発電所が必要とされること
は明らかであり、原発の利用が温暖化問題の対策とはならない。再開した大飯原発を即刻停止するとともに、国の政策として原発利用率0％、自然エネルギーの抜本的普及拡大を打ち出すべ
きである。その際、核燃料サイクル等、原発の維持及び利用拡大のために積み立てられている費用は自然エネルギー普及拡大の使途に活用すべき。

54547 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 原発は機械で機械は時に事故を起こします。
それらを造り、操作しているのは人間です。
人間は間違いを起こす可能性があります。
日本は地震が多い地域です。天災による事故もあり得ます。
福島の件で、原発は安全でないことがよくわかりました。
もう原発はいりません。
人の命、健康よりも大切なもの、優先されるものなんて無いと私は思います。

54548 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 今こそ原発ゼロへ 広島・長崎で私たちは核兵器の恐ろしさを目の当たりにしました。被爆した方たちは、その後発症する健康被害と闘いながら生きていらっしゃいます。核兵器は人類を蝕み、そして地球環境を大
きく破壊してきました。
それは「平和利用」をうたう原子力発電とて同じことでした。チェルノブイリでは未だにその地に立ち入ることはできませんし、その対策は25年を経た現在でも続いています。人々に、特に子ども
たちに大きな健康被害が出ています。
原発は「トイレのないマンション」と言われるように、ひとたび、事故が起きたときに、私たち人類はそのエネルギーをコントロールする術を持ち合わせていません。事故が起きずともその廃棄物
を処理する能力すらないのです。
私たちは、もはやこれ以上の核廃棄物を自らの「快適」のために生み出すべきではないのです。そうはいっても、ほんの少し、せいぜい時代を２０年～３０年巻き戻せばいいだけです。そして、あ
らたな自然エネルギーの研究や開発、利用によって経済活性をはかればいいのです。
原子力発電を維持することにかけるコストや政財界の利権をめぐる無駄なエネルギーを、福島原発の事故の収拾と、福島の子どもたちの健康被害（これから明らかになるだろう）のケアに向け
てください。
今すべきは脱原発、原発ゼロを実現するシナリオをしっかり描くことです。

54549 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030には原発ゼロを目指すべき。そのためには、それ
に向けた方針を出し、即時全原発の停止を行うべき。

2030には原発ゼロを目指すべき。そのためには、それに向けた方針を出し、即時全原発の停止を行うべき。

理由

（１）エネルギー行政を考える上では、国民の生命を最上位に置くべき。
（２）上記にしたがえば、安全の保障されていない、又、廃棄物の処分の方法の決まっていない原発など即刻廃止に向けた方針を出すべき。
（３）一部の人たちで原子力行政を決めるべきではない。責任が取れないことは明白。それどころか、責任を取ろうともしていない。

54550 個人 自営業 ３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。いざ事故が起こったとき、全く制御出来ず、甚大な被害を及ぼす原子力発電を使用することに反対します。

54551 個人 自営業 ２０代 女性 原発ゼロシナリオを推進します。 再稼働はしないでください。私は20代ですが、放射能のせいで本当に出産をするのが怖いし、まわりの友達が産む子供に対してもすごく心配です。もちろん自分自身も。
今すぐ原発をゼロにすると、電力不足になるとか、火力発電が増えて燃料費が莫大にかかるなどと言われることがあります。しかし、設備容量は足りていますし、ピークカットやピークシフトなど
電力の需要をコントロールすることで省電力を実施したり、古い設備の更新やさまざま省エネ対策を実施することでピーク時の電力不足も解消できる、省エネが進めば、化石燃料のコストを小さ
くすることも可能としりました。こういった方策も十分検討せず、安全性を確認することもなく、再稼働に踏み切りました。エネルギー政策を決める前に、原発の再稼働を先行させていることにも問
題があると思う。
ゼロシナリオでは、2030 年の時点でゼロですが、2013 年～2030 年までの 18 年間の間のどこかということになります。脱原発を実現するためには、できるだけ早期に０％を実現することが必要
です。今年の 5～6 月は、すでに原発 0％を実現した実績もあり、今、多くの人が「今すぐ原発ゼロ」を望んでいます。
毎日不安です。よろしくお願いします。

54552 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 『原発ゼロシナリオ』
全ての原発の再稼働をしないで下さい。
再稼働してしまった原発を今すぐ止めて下さい。

子供達に負の遺産を残さないで下さい。
原発はゼロにして下さい。
国民の、子供達の命より大切なものはありません。
地震が多い日本での原発は危険すぎます。
またいつどこで『想定外』の地震が起こり津波が押し寄せるかわかりません。
国民に節電が根付いてきた今、さらに省エネルギーに取り組み、自然エネルギーを推進すれば原発は必要ないと思います。

54553 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 現状では３のシナリオを支持します。 最終的には０％が望ましいことですが・・・
現状では０％は難しいかと思います。

まず考えるべきことは原発廃止ではなく、いかにして原発に頼らずに生活
出来る環境を作るべきかではないかと思います。

その為の制度作りに国は動くべきだと思います。

消費税増税やらなんやら、内閣不信任やらなんやらもめてないで、
議員が結束して、有効な制度を作成して欲しいです。

原発廃止のための第一歩を示して欲しいです。

54554 個人 その他 ５０代 女性 早急な原発依存ゼロをめざし、方針の確定と実現に
向けたロードマップを作成するべきと考えます。

活断層が活性化してきている現状を考えると、原発の稼働はあまりにもリスクが大きく、経済的にも見合わないと考えます。
最大多数の最大幸福というのが政治の使命という時期もありましたが、一部の犠牲のもとに成り立つ社会がよいとは思いません。現状、福島第一原発周辺の方たちの犠牲を顧みず、再稼働に
動くことが進歩とはとても思えません。管元総理を必ずしも全面的に支持するものではありませんが、最少不幸社会というのは、最大多数の最大幸福へのアンチと受け止めています。水俣病な
ど少数の公害被害者の犠牲のもとに多くの日本人が高度経済成長による繁栄を享受してきました。最大多数の最大幸福が政治の使命であればそれはよしということになるのかもしれません
が、やはりそうした人が存在することを限りなくゼロにしていくことが政治の役割と考えます。すでに犠牲者を出しつつ、さらにその危険性を残したまま、日本経済全体の繁栄のためというのは、
100年前となんら変わらず今後も多くの犠牲者を出し続けるでしょう。
エネルギー産業のスクラップアンドビルドはいつの時代にもありました。それによる被害と今後想定される被害と勘案しても、いま、原子力産業をスクラップしていく方向性を決断する必要がある
と考えます。かつての炭鉱産業のように、あまりにも想定される危険が大きく、経済的にも採算が合わないからです。
そのための方針の明確化と、それによる弊害をいかに少なく貧困や生活困窮に陥る人を防ぐか、そのためのロードマップの作成が急がれると考えます。
そのためにも、いま、早急な原発依存ゼロを明確にし宣言することがまずは重要です。その後、ロードマップの明示、関連産業のスクラップに向けた助成事業などを明確にすべきです。
代替エネルギーについては、十分に可能とする意見と絶対に無理という意見が全く分断した中で語られています。立場によって180度違う見解は、客観的に検討しようというものにとって、判断
材料になりにくいものがあります。何が無理なのか、どうすればいいのか、客観的に精査し判断できる材料を提示していくべきと考えます。

54555 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持する。
原発を将来的になくすことがゴールであり、それが明
示されている選択肢が「ゼロシナリオ」しかない。ま
た、2030年にゼロも可能と考える。

運用中の安全面のリスク、使用済み核燃料の処分方法のなさ、問題が発生した時の対処の難しさから、将来的に原発をなくすことを望む。「エネルギー・環境に関する選択肢〔概要〕」の中で、
共有されつつある方向性として「原発依存度を可能な限り減らす」とあるが、「可能な限り減らす」が将来的にゼロにならない理由があるだろうか。私はないと考えるので、どのシナリオにするか
を選択する前に将来的にはゼロにすることをまず決めるべきだと思う。その上で2030年までに原発依存度を何パーセントまで削減できるかを考えればよい。

2030年の原発依存度については、現状、ほぼ原発ゼロでなんとかなっていることを考えると2030年に原発ゼロは実現可能な数字と考える。むしろ、このまま原発を再稼動せず原発の安全対策
に当てる費用を省エネ対策や再生可能エネルギー開発に当てたらどうだろうか(再稼動てもしなくても安全対策費は同じ程度必要なのか？)。原発を再稼動せず、原発を廃止した場合の問題点
であるCO2削減・エネルギー安全保障の強化・エネルギーコストの削減に力をかけた方が、原発を再稼動して原子力の安全確保を行いながらこれらの問題に対処していくよりは、リスクが低く効
率的なエネルギー政策になると考える。



54556 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 原発 必要ないと、思います。  電力需要、総発電量、核燃料の貯蔵量。その他諸々、色々改竄してたところはバレてるし、あまり深く掘り下げるタイプではない、うちの母親でさえも、大飯原発再稼働
は利権絡みの人が動かしたんだら？って言ってる始末です。   勿論、40年近く原発利潤で飯を食ってきた人達がいますから、仕方ないとは思います。その人達を、ニューディール政策って言っ
たら例えが変かもしれないですが、別の仕事にシフトさせていくってのが、この先、大切なのかもしれませんね｡

54557 個人 学生 ２０代 男性 すべての原発は速やかに廃炉すべきです。 すべての原発は速やかに廃炉すべきです。原発を全く稼働させなくても日本の需要電力をまかなうことは可能であると広瀬隆や小出裕章など、多くの有識者が指摘しています。原発が一度大
事故を起こせば、国民への健康被害や経済的損害は無視できないものになります。

54558 個人 自営業 ３０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」記載の「１５シナ
リオ」に賛同します。

　東日本大震災に関連して生じた福島第一原子力発電所の事故により、被災地の一部では立入制限等の設定による復旧・復興に遅れが生じた他、放射性物質による農林水産業への影響も
生じました。また、福島第一原子力発電所の事故への対応については、十分かつ効果的な対策ができておらず、迅速な冷却の実施が阻害される、大量の放射性物質の拡散が生じた、適切な
情報発信が行われず避難等の混乱が生じた等、人災による二次的な災害が生じていました。
　このような事情を鑑みた場合、現在の日本では原子力発電を適切に運用できる状況ではないと考えられ、電力需給において原子力発電への依存度を下げる必要があると思われました。
　しかしながら、電力は国民の生活、医療、産業等の維持に必須なエネルギーであることを考慮し、十分な電力供給量を維持する必要があることも事実です。急激な原子力発電の依存度低下
を実施した場合、電力の不足による在宅医療の阻害、産業の衰退により雇用が困難になるなど、他の社会問題を引き起こす原因になりかねません。
　従って、電力需給のバランス、原子力発電と他の社会問題のリスクのバランスを考慮し、「１５シナリオ」を実行することが妥当と考えられました。

54559 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に関してはゼロシ
ナリオを支持します。

○原子力の安全確保
　私がゼロシナリオを支持する理由の第一は、原子力の安全確保ができていないということです。
　有害な放射線を無害化する技術さえない状態で、原子力が大規模運用されている現状は、いわば見切り発車的な運用をされているように思えてなりません。
　東日本大震災後、原子力発電システムを管理・運用する方法の見直しがされていないことも気になります。次に大きな災害などが起こったとき、どのような方法で危機管理を行うのかというこ
とが改善されていない現状で、原子力発電所の一部が運用再開したことも憂慮すべき状況と考えます。

○エネルギー安全保障の強化
　現在の不安定な世界情勢の中、エネルギー確保を国内でまかないたい、という願望は理解できるものですが、福島第一原子力発電所の事故、そしてその後の状況を見たとき、原子力に依存
することが日本全体の安全保障の強化につながるとは思えません。

○地球温暖化問題解決への貢献
　二酸化炭素排出による温室効果で地球温暖化が進んでいることは、たしかに自然環境保護の立場からも憂慮すべきことであります。ですが、大規模な原子力発電所の事故による自然環境
への汚染も警戒すべきことと思います。
　原子力システムの管理・運用に不安をかかえる中、原子力発電をこのまま続けていくのではなく、より安全性の高い将来性のある再生可能エネルギーに注力していくことが地球温暖化問題解
決への貢献になると思います。

○コストの抑制、空洞化防止
　原子力発電をゼロにした場合、コスト面での負担が多くなることは承知しています。
　しかし、このたびの福島第一原子力発電所の事故を見ると、原子力発電がもっとも安価で安全な発電システムとは思えないというのが正直なところです。
　それならば、保険に加入したつもりでクリーンで安全な再生可能エネルギーのコストを毎日負担していく方が合理的なように思えます。

　以上の理由で私は2030年までのなるべく早期に原発比率をゼロとする「ゼロシナリオ」を支持します。

54560 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選択します 　原子力発電は、「トイレのないマンション」に例えられるように、大量に排出される極めて高レベルの放射能物質の最終処理方法が確立されていません。また原発そのものが、常に放射能物質
を排出し続ける廃棄物です。低線量の放射性物質の影響も図り知れません。人類とは共存できません。まして地震国・日本で原発を維持することは極めて危険です。まして福島第１原発の原因
や対策も不明なまま、原発を再稼働させていること事態、信じられません。
　「ゼロシナリオ」を選択し、再生可能エネルギーを推進すべきです。

54561 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発０％に賛成です、 核のゴミ、未来へ先送り先送り、どーするんですか？これ以上行き場のないものを増やさないでください。
原発がなくとも電気はまかなえる。原発が１基しか動いていない今夏が立証しています。エネルギーを作り出すことよりも使いすぎないようにすすめてください。

54562 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 原発は即時ゼロ。再稼働はとんでもないことで絶対に
反対です。この第４のシナリオを支持します。

　孫が生まれました。福島の事故により彼が大人になっても東北、関東から
放射能が消える事は無いでしょう。もし他の原発でも事故があれば、この美しい
日本の国土はほとんど放射能に汚染されてしまいます。そのとき日本人はどこに
住めば良いのでしょう？可愛い子供たちや未来の日本の人々のために、危険な原
発は即やめるべきです。美しい山や川、森や林、海、安心して暮らせる自然を未
来に渡したい。それが私の願いです。

　

54563 個人 その他 ４０代 男性 「ゼロシナリオ」。但し、更なる見直しが必要。原発稼
働の地理条件・施設・事故対応に対する福島事故か
らの知見に基づく条件の厳格化。そして「ゼロシナリ
オ」の根底の確認と実行する上での第三者による管
理の必要。

選択肢の中では「ゼロシナリオ」。しかし、「ゼロシナリオ」の内容や、この3つの選択肢を選ぶにあたっての内容には疑問がある。まず、選択の前提には今回の原発事故からの知見がどこまで
入っているのか。

地盤・地理的状況に対する徹底した見直し、事故発生時の冷却システムの維持方法・SPEEDI等を活用した住民避難の計画、被災者への充分かつ円滑な補償ができる仕組み…それらが不全
の状態で原発を稼働させることはありえない。

そして、「ゼロシナリオ」の根底とする上で、当然のことながら稼働40年原発の即廃炉、新規原発建設からの全面撤退と、使用済み核燃料再処理や高速増殖炉からの撤退も当然だといえる。

なによりも、エネルギーの供給計画に原発からのそれをいれないようにすることは、現在原発なしで成り立っている現実を鑑みても、「今すぐに」できることだと言えるし、よしんば計画にいれると
しても、その根拠は電力及び原発関係者に依らない第三者によって厳しく査定されるべきだと考える。

54564 個人 無職 ３０代 女性 脱原発の方針を指示します 未だに福島第一原発を沈静化できない上、周りは人が住めなくなっている状況になっているのに原発推進するなんておかしいと思います。
汚染水まだ流してますよね？
原発を推進する人々には福島第一原発の近くに長く住んでいただき人体に影響がないことを身をもって証明して欲しいです。

54565 個人 無職 ６０代 男性 どのエネルギーも絶対的なものがない中で、偏った議
論や風潮で物事を決めてしまうことは、後世に禍根を
残す。慌てて決める必要はなく、すべて組み合わせて
取り組んでいくべき。（選択肢は選べるものになってい
ない）

私は、障害を持つ老人です。

節電や今後の料金上昇が、社会に与える負担の側面を軽視するべきではない。
現在の議論を聞いていると、電気代が上がる選択肢しかなく、非常に恣意的なものを感じる。この中から選べというのは、無理ではないか。
責任感のある議論がなされたとは思えない。担当大臣等責任のある方々が何の根拠も示さずに、原子力をやめた方が経済的に良いといったような発言をすることもその表れのひとつであり、ま
た、最近、冷静な識者から、自然エネルギー村なる言葉が発信されているのを見るにつけ、冷静な議論ができるだけの状況・情報がそろっているとはいえないと考える。

国民にとって、情報が十分に与えられた、冷静な議論ができる環境を整え、最終的にはイデオロギーを離れて、責任のある判断を行うことが政治の責任であり、そういう意味では、現在の議論
の進め方には大いに問題があり、これでは国民は判断も議論もできないのではないか。

日本には技術力があり、それを磨くことで国を伸ばそうというという思いで、我々世代は頑張ってきたが、この資源のない、また外交交渉力が盤石とはいえない国が、他国の意向に左右されず、
独立した安定した国家であり続けるために、エネルギーセキュリティを十分に考えた選択が必要ではないか。

また、自然エネルギーについても、どんどん電気代が上がり、裕福な企業のみが利益を上げるような仕組みを望んでいる国民は少ないのではないか。現行の仕組みのそうした側面が国民に十
分に伝わっているとは思えない。
まずは、技術革新に十分な資金を投入し、すぐれた国産技術の確立により、国内産業も国内の自然エネルギーも伸びていく（＝本当に日本経済に資する）道が選択肢になりうるが、こうした選
択肢がないことは、これまでの日本の強みを無視しているのではないか。今の仕組みは、他国や他国のメーカーだけを利して、日本の国力が沈んでいくようにしか見えない。これは化石燃料に
頼らざるを得ず、国富の流出に対して手を打てない状況も同様と考える。

以上、どのエネルギーも絶対的なものがない中で、現在のような偏りのある議論により、大切な将来像を決めてしまうことは、後世に禍根を残すのではないかと考える。したがって、あわてて物
事を決めてしまうのではなく、原子力の安全性の追求、化石燃料発電の効率化、再生エネルギーの技術革新と現実的な拡大といったものを、すべて組み合わせて取り組んでいくことで、将来の
日本を創っていくべきだと考える。

54566 個人 無職 ４０代 男性 2030年原発ゼロ
（即刻ゼロ）

原発は人類を不幸にする悪魔エネルギー
である。過ちを認め反省し、即刻ゼロにするべきである。日本が主導的になり世界中に廃原発を推進
するべき。

54567 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 選択肢としてゼロシナリオを支持します。ですが、資料
にあるようなものではなく、自然エネルギーをもっと強
化した、コストも下がる方法を考えるべきです。

絶対的に原発は無くしていくべきです。そして、自然エネルギーをもっと活用し、将来的にコストダウンを図れるように、研究をより進めるべきです。同時に温暖化対策も視野に含め、未来の日本
をより安全に住みやすい国にしていくべきです。一つのもの（原発、火力）に依存しない事。すなわち、こちらの資料に上げられたどのシナリオとも違います。とても偏りのある資料に疑問を感じま
す。原発0、自然エネルギーで電力を賄い、汚染物質の処理、原発そのものの処理、どれだけ期間のかかるものなのかは、計り知れないかも知れません。しかし、だから、今から始めていきま
しょう。その方向が日本の国力を上げる事にも必ず繋がります。私たちが安心して子供を産んで育てていける未来を造りたいです。

54568 個人 その他 ２０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。また、核燃料サイク
ル、再処理についても、撤退への議論を開始すべきで
す。

東電・福島第一原発が起こした大事故。またそれに対する電力会社、原子力産業、政府、保安員らのずさんな対応が明るみになった今、原発を維持するという選択肢はありません。これまで原
子力産業に傾けてきた予算や人的資産を、再生可能エネルギーの促進や、節電やエネルギー効率の向上の開発に取り組むべきです。

また、使用済み核燃料の処分や、老朽化し寿命を迎える原子炉の廃炉への道筋なども決まっていません。増え続けるプルトニウムは、国際的にも説明のつかない状況となっています。
「見切り発車」によって始まった日本の原子力産業は、開始から50年を経た今も同じ問題を抱えたままです。

こうした産業に未来はありません。
原発をゼロにすることを早期決定し、新しいエネルギー政策の確立、原発廃炉への行動を始めるべきです。

54569 個人 家事専
業

３０代 女性 原発反対！ 原発反対。絶対に安全なんて絶対に無い。少しずつでも別エネルギーに変えていくべき。

54570 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロを選択すべきと考えます。が、今回示された
「ゼロシナリオ」を全面的に支持するわけではありませ
ん。

全原発の即時廃止を切望します。あと１８年もかかってはいけない。
・理由１　福島原発事故以来、私たち、多くの国民が放射能の危険にさらされながら生活しているが、原子力規制委員の人事案をはじめ、国が国民の安全を守ることを放棄し、逆に加害者であ
る東京電力を守るような政策をとっている。また、復興予算の１兆円を特別会計にまわし、もんじゅや武器購入に使われているなど今の政府は信用ならない。核を扱う資格はない。
・理由２　日本は地震大国であるために、いつ他の原発事故が起こり同じようなまた今以上の被害や、その後の国によるひどい対応がが繰り返されるか分からないため。安全確認があいまいな
大飯原発を動かしていることがその証拠である。活断層の調査が適当なこと然り、ベントや耐震免棟がないこと然り。事故調でも指摘されているのに保安員は無視している。
・理由３　原発作業員の人権が侵害されている。作業員が線量測を鉛で遮蔽していたことがニュースになっていたが、それは氷山の一角だと考えている。被ばく線量の偽装、下請け作業員の労
働環境の劣悪は非常に問題である。
・理由４　燃料でウランを掘り起こすところから、放射能汚染、被ばく労働の問題がある。そもそも被ばく労働は容認できない。イエローケーキなど使えない掘り起こした燃料のほとんどが利用で
きずに打ち捨てられていることも問題である。使用済み済み核燃料、核の廃棄物も増え続けている。
・理由５　電力は足りている。現在関西電力以外原発は動かしていない。関西電力は原発を動かしているが、その分火力発電所を８機止めている。
・理由６　原発は経済的に見合っていないとのある指摘の声がある。たとえば天然ガスが１０年来安値の水準であることなどが報道されている。ほかにも、風力や太陽光、地熱などを組み合わ
せて発電することが望まれる。

54571 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 もし3つの選択肢の中から選ぶとすれば、ゼロシナリ
オ
ですが、
現行の発電所すべて再稼働せず、このまま即時停止
することを望みます。

１.昨年度の福島での事故で、原発が天災その他の原因により、甚大なトラブルが起こる確率が決して無視できるほど低くないこと、トラブルが起こった場合に対応するシステムが全く不十分で
あることが明らかになりました。リスクを　確率×被害の大きさ　で考えると、これまでは、前者は極めて低いので後者は（甚大であるが）無視できるといっていた前提が、間違っていたということ
になります。
このような場合、もし再稼働をするとしても、間違っていた部分を徹底的に潰して、確率が無視できるほど下がったと言えるようになってから、復旧するというのが安全の基本的な考えであると思
いますが、実際には、先送りになっているものや、零回答になっている課題がいくつもあります。これは、原子力は、現在の我々では手に余る技術であり、充分リスクの低いシステムを構築する
ことが不可能であることを示しているといえるでしょう。従って、即時停止し、原発に投入してきたコストを（放射性廃棄物の安全化についてをのぞき）他のあらゆるエネルギー産業へ振り向ける
必要があると考えます。現在の日本には、このような無駄なところにコストをかける余裕はないはずです。
もし、このようなものを使いつづけていれば、次は本当に国が滅びることになり、環境省と歴代の政権が「一億玉砕」を敢行した、と歴史に刻まれることは免れないでしょう。

２.経済的にみても、放射性廃棄物の処理（研究開発費を含む）、周辺の住民・自治体へのケアなどトータルで考えると、他の発電よりコストが安いとは、とてもいえないことは明らかだと思いま
す。
また、今夏の実績をみてもわかるように、原発がなくても社会はまわっていくことは可能です。むしろ、そうしたほうが、他のエネルギー産業を進歩させるドライビングフォースとなり活性化するこ
とが見込まれると考えられ、原発がないほうが、日本国内の産業/技術の面からも長期的にみてメリットがあると考えます。

３.国防上の観点から見ても原発は問題があります。すなわち日本に敵対する外国/テロ組織にとって格好の標的となります。相手から見れば、場所は特定でき隠すことはできないものなので探
しまわる必要もなく計画をたてやすいものですし、ちょっとした武器を使うだけで日本に非常に大きな被害を与えることができる。もっとも都合の良いターゲットであります。更にはそれが全国にま
んべんなく存在するのは、今後、戦争やテロの不安が増した際には日本にとって大きなアキレス腱となるでしょう。福井県のどれかひとつと浜岡さえ攻略すれば、東京から大阪までの全てを人
の住めない土地にすることも可能になることが確かめられたのですから。

環境省は、環境にかんするリスクを評価し、その視点に基づいた政策を実行するところであり、その意味で経済産業省などの他の省のカウンターパートとしての役割を果たす重要な省だと思っ
ていましたが、最近の大臣の発言などをきくかぎりでは、その考えは間違っていたようですね。経済産業省環境庁としての役割を十二分に果たしているようです。

54572 個人 自営業 ５０代 男性 発電における原発比率=0％とし、既設の原子力発電
所は速やかに廃炉とすべきである。

原子力はいかなる利用方法であっても、その原料・イエローケーキの採掘から、使用後の廃棄物処理に至るまで、全ての工程であまりにも危険であり、この危険度合いは原子力利用による如
何なる有利性・利便性を考慮しても有り余ると考える為。



54573 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオをのぞみます 各シナリオは様々なことについての具体性に乏しいところがあり、そのため信頼性が薄く、誘導的な感じもする。これでいずれかひとつを選択しろということには大いに疑問を感じるが、あえて言
うなら原発ゼロシナリオを選択する。

原子力のコントロールなど人間には不可能だと思う。私はこれから先も新たなる原発事故によるリスクを背負ってまで、原発がつくり出す電気の供給によって生活が成り立つような暮らしをした
いとは思わないし、そんな日本社会にしたいともまた思わない。
もっと再生可能エネルギーと省エネ対策への積極的な取り組みを推進すべきた。日本の海域のシェールガスにも燃料コスト削減の効果を期待したい。そして安心してくらせる社会の実現のため
に、原発のないエネルギー政策の再構築を強くのぞむと共に、原発の比率を２０３０年までに０％というあいまいなことでなく、即時廃炉を強くのぞみます。

核燃料サイクルという大変危険なものにも反対です。世界中どこの国でも事故続き、コストもかかりすぎて、既に撤退している。日本ではもんじゅや六ヶ所村でこれまで莫大な予算を浪費し、事
故続き失敗続きで技術的にも実現不可能だといわれている。既に破綻しているにもかかわらず、外国から使用済み燃料を受け入れて危険な核燃料サイクルに存在の意味を持たせて存続させ
ようと計画することなど止めて、再処理は廃止すべきだ。
直接処分もこの先何百年もの間、外に漏れ出さないしっかりとした技術と管理をしなければならない。今以上に核生成物を増やしてはならない。即時廃炉をのぞみます。

日本中の原発が停止していても、何ら電気の供給に不足などないということは、現在証明されたも同然だと私は思っている。このまま電力不足などといって原発を稼動させる必要はないだろう。

54574 個人 無職 ４０代 男性 ゼロシナリオ支持。原発は即廃炉。小規模分散社会
構築のためにも発送電分離を行う

発送電分離は所有権分離まで行い、完全独立送電会社にて運用を開始する。
配電部門も自由化して、サービスステーションにて燃料と電気を販売する形式を確立させる。
送電網を公共インフラとすることで、可能になると考える。
配電サービスは国からの認可事業サービスになるとは思うが、小さい単位での配電サービスが生まれることが重要に思う。
それを行うことで、隣り合った家同士の電力の譲り合いができると考える。
今後政府は、災害時において避難所の電力確保を考え、学校施設及び市役所施設・避難所指定施設に太陽光発電を設置して欲しく思う。
さらに、太陽光発電の自立運転モードに切り替える仕組みの共通規格を設けて、災害時の潤滑な移行ができるようにして欲しく思う。
災害後の仮設住宅施設において、太陽熱温水器や太陽光発電を標準仕様とすることで、エネルギー節約と被害者の経済負担軽減をさせるように法制化して欲しく思う。

54576 個人 無職 ４０代 女性 脱原発。大幅な予算を投じ自然エネルギーでまかな
い得る環境にシフトすべき。仮に１０年などと期限を設
定し、一気に推し進めるべき。福島原発の悲劇を経験
した我々の世代だからこそ果敢に舵を切る勇気を持
てる。

言うまでもなく、福島原発の事故がもたらした想像を超える被害。後年に永きにわたる放射能汚染の悪影響。人々の絶望感。健康不安。これが脱原発に向かわせる動機である。
そしてひとたび事故が起これば、その被害当事者の範疇で考えれば経済的損失、精神的喪失、いずれも補償、賠償の可能なものではない。それが明らかになった以上、現在のゆるい安全基
準、強引な再稼働は狂気の沙汰であろう。
電力供給のあり方、エネルギー資源の開発努力をもっと真剣に、そして早急に考えなければならないはずだ。日本にはその資源も技術力も潜在的にもっている。
関わる分野の全ての叡知を総動員し、全国民の協力をもって、電力環境をシフトさせることは、福島の人々のかなしい想いに報いることでもあり、実現に向けて動き始めることがわれわれの新
たな希望をもなりうるのだと考える。

54577 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオ。 わたしは福島県の富岡町、福島第一原発から10kmのところで生まれ育ちました。
その土地には、わたしの家族がいて、友人がいて、大好きな海があって、川があって、山があって、田園があって……、人生がありました。
けど、そこにはもう帰れません。大好きなお父さんのお墓参りにすら行けない……。
原発事故は、わたしから多くのものを奪いました。
泣くのはもうやめましたが、嘆きがやむことはありません。

もう二度と事故を起こすことはなく、核廃棄物の処理手段が見つかったのなら、原発はあってもいいと思います。けど、わたしの知り得る限り、事故を起こさない保障はどこにもなく、処理方法も
未だ見つかっていない。サスティナブルじゃないシステムはすでに破綻しています。場当たりで的な政策でその場を回避し問題を先送りするにはもう限界がきました。

やっぱり、わたしは
原発はないほうがいいと思います。
豊かな生活の本質を、見直すときが来ていると思うのです。

子どもが産みたい。日本で産みたい。
わたしは日本で子どもを安心して育てたいのです。

54578 個人 自営業 ５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。命の危険を伴う原
子力発電には強く反対します。

原子力利用の廃棄物など、処理が人間の能力には及ばないものを使用すべきではありません。地球上の生命を脅かすものをあえて選ぶ必要はありません。再生可能エネルギーの開発を要望
します。

54579 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。 ・2人の子どもを持つ母親として、人類の生命を脅かし、自然を破壊する原子力発電をとうてい許すことはできない。
・使用済み核燃料の処理技術が確立されておらず、このままでは未来の人類に危険なつけを残すことになる。
・現在原発の存続に賛成しているのは、経済的な効率のみを重視する財界や電力会社、それと癒着した官僚やマスコミ、御用学者などのいわゆる原子力ムラの人々だけであり、このような腐敗
した癒着構造自体を解体しない限り日本の将来はない。
・福島第一原発の事故により、未だに16万人の避難者が苦しい生活を続けているにもかかわらず原発を再稼動するなど、狂気の沙汰であり、即刻原発は停止すべきだ。

54580 個人 無職 ６０代 男性 与えられた３つの選択肢に限れば、原発ゼロシナリオ
しか考えられません。
個人的には、２０３０年という事ではなく直ちに（出来る
だけ速やかに）全原発の廃炉に進むべきと考えてい
ます。

３つの選択肢では原発ゼロシナリオしかあり得ませんが、２０３０年まで待つのではなく「直ちに」全原発の廃炉を考えるべきと思います。以下に理由を述べます。

・日本は地震国であり、今後どのような規模の地震がどこに起こるか誰も判らな
　い。何か起こった度に「想定外だった」では済まされない。国内の原発は基本　的に震度６には耐えられないと言う意見を専門家から聞く。
・使用済み核燃料の最終処分方法はどうするのか？これも今後起こる全ての地震
　に耐えられるような方法が存在するとはとても思えない。しかも数千年から数　万年にわたり管理してゆく事等本当に可能なのか？これまで生じたプルトニウ　ムなどの管理だけでも困難なの
に、これ以上増やす事は許されない。
・昨春の事故で福島県民が置かれた悲惨な状況は１年半が経過しても一向に改善　されていない。点と線で除染を行っているが森林や山に降った放射能の除染が　進まなければ根治はできな
い。原発事故というのはかくも過酷なものなのだと　思う。そのような現地からの悲惨な声を無視して「原発事故収束」を宣言し、　大飯原発再稼動に踏み切るような感覚の統治機構では、そもそ
も安全に原発を　動かす事そのものが危うい。
・国民はこの厳しい夏を節電で乗り切ろうとしている。総理大臣が言っていた様　な２基の原発再稼動が本当に必須だったのかは今後厳しく再点検する必要はあ　るが、殆どの原発を止めたま
ま夏を乗り切ろうとする日本国民の意思を正しく　受け止めるべきだ。
・製造から廃炉や使用済み燃料の最終処理まで考えると、原発が温暖化防止に役　立つとは、とても考えられない。

54581 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロ。地震国に安全な原発などない。即時廃炉
に向かうのが唯一の安全策。大飯原発を即時停止
し、全ての原子炉から核燃料を取り出し、地震や津波
の影響を受けない場所に保管すること。核燃料サイク
ル事業は中止。

電気エネルギーが現代社会において不可欠な重要性を持っていることを考えるとき、その供給は持続可能なものでなくてはなりません。原子力発電は、ウラン採掘から廃棄物処理までのトータ
ルコストとそれに要する時間を考えたとき、現在の人類の科学レベルでは安定的に持続可能なエネルギーではありません。石炭・石油・天然ガスを使った火力発電にも問題はありますが、まだ
解決の余地はあります。持続可能なエネルギーの開発を推進し、電力の需給バランスの適正化を図り、みんなが我慢すれば希望は持てます。現在および近い将来のことだけを考えるのは、未
来に対する越権行為です。わたしたちは覚悟しています。原発のない世界のためなら、どのような苦難も乗り越えていく覚悟です。原発ゼロ、即時廃炉を全世界に先駆けて表明し、一歩一歩進
んでいくことが、福島原発事故を起こしてしまったわたしたちの責任です。

まずは稼動中の大飯原発を停止し、原発ゼロの状態に戻し、そこから時間をかけてこれからの日本のエネルギー政策を国民的な討議課題にするべきです。結論を急ぐ必要などありません。す
でに従来とは全く違う数のパブリックコメントが届いているはずです。わたしたちには原発の必要性がわかりません。国民投票で決めることにして、1年間、TVや新聞、討論会やネットでの意見募
集、あらゆるメディアを使って公正な議論をしましょう。

福島原発事故の原因究明も中途半端なまま、動かしていい安全な原発などどこにもありません。まず必要なことは福島をはじめとする被災地への支援強化と健康被害への備えを万全にするこ
と。そして原発を推進してきたひとたちを裁くことです。それなしに新たなエネルギー政策を策定するなど、順序が間違っています。

あらゆる英知を集め、新しい国土作りの中心に「脱原発」を掲げ、すばらしい国を作っていくために、原発を停止してください。

54582 個人 その他 ２０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 福島第一原子力発電所の事故が、まったく収束していない、地震の被災者・原発の被災者が必要な救済措置を受けれていない状況での、原発の維持、再稼働はあり得ません。

原発の再稼働が前提の、政府のやり方には本当にあきれています。
この国に、本当の意味での民主主義を取り戻すためにも、原発は絶対になくさなければならないと思っています。

全基即時廃炉を望みます。

54583 個人 自営業 ４０代 男性 原発絶対反対！！！！原発は即刻０％にすべきと考
えます！！！！！

絶対安全ならば東京のど真ん中に原発を建てたら良いと思います。
それが出来ないならば原発は即刻０％にすべきと考えます！！！！！
原発絶対反対！！！！

54584 個人 自営業 ３０代 男性 原子力発電は全て停止して、持続可能な社会を目指
しましょう。

経済活動以上に大切なことがあります。
原子力発電に依存しない、持続可能で思いやりのある社会を作りましょう。
というか作りたいです。
エネルギーも環境も同じことですよね。

54575 個人 自営業 ３０代 男性 　２０３０年時点での原発比率は「０」でお願いします。 　早期廃炉をお願いします。

　現在は国内の原発はほとんどが稼動していません。
　それでも電力不足は起きていません。
　２０３０年までには
　代わりの発電方法を開発すべきです。

　一部には
　「電気が足りなくなるから」
　……と原発を温存する意見の人も
　いるようです。

　百歩譲って
　原発を全て廃炉にすると
　電気が足りなくなるかもしれません。
　海外での取引で
　デメリットを被るかもしれません。
　
　将来原発が必要になるとしても
　今の電力会社・原子力委員会・政府の
　関係は
　「誰も責任をとらない」仕組みになっています。
　東京電力に資金援助をした
　株主も損をしていません。
　銀行の融資もほぼ無事です。
　被災者を含めた国民の税金が
　注ぎこまれただけです。

　東京電力の社長は
　安全対策が不十分だったかの
　審査もなしに
　億単位の年金で裕福な生活を
　しています。

　はっきりいって
　政府や電力会社への信頼は
　地に落ちました。
　このような意見の募集が
　各所が信頼を取りもどした後ならともかく
　現状では「０」以外ありえません。

　絶対に「０」にすべきです。



54585 個人 法人等 ４０代 女性 １．ゼロシナリオを支持します。
２．原発の再稼働に反対します。

シナリオそのものへの疑問点や意見もありますが、このシナリオをもとにするならば、ゼロシナリオを支持します。

ゼロシナリオを実現するために、再生可能エネルギーの拡大に向けて、総発電量における再生可能エネルギーの比率のさらなる拡大と、再生可能エネルギーに関わる雇用創出を今以上に積
極的に描く施策の立案を求めます。

また、化石燃料の比率はゼロシナリオに示された以上に減らせるはずです。

原発を再稼働することには反対です。

以上です。よろしくお願い致します。

54586 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 自然エネルギーへの転換の為に、国民を監視するシ
ステムを導入するな！！

私はあなたたちに騙されはしない。脱原発は実現できるし、その為の監視システムも必要ない。

54587 個人 自営業 ３０代 男性 これから先のエネルギーについて 失礼します。

3.11以降原子力の安全性、明るい未来、核の安全、ずべてに疑問を抱く様になりました。

100%安全な物などこの世には無いとおもいます。

しかし、一度暴れだすとどうにも出来ない原子力発電所は必要ないとおもいます、
今後、次の世代に核の廃棄物をの越すのもイヤです。

その核を再処理し有効利用をしようとする、もんじゅ　　　も、国の税金を多額に
放り込み、未だに稼動しない現状。

その中での消費税の増税や、社会保養など言われても納得がいきません。

100%安全なら原子力の明るい未来も賛同しますが
ぜったいにそんな事はない　ので反対をします。

54588 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発は要りません。ゼロシナリオを推奨します。 原発の存在する世界に平和はありえません。安心も安全もできない生活よりも経済向上を優先するなんて言語道断。今なお苦しんで生活してる人がいるのに、どうして原発を稼動しなければな
らないのか。１８年先を見据えた設定さえも理解に苦しみます。今すぐ廃炉にして下さい。

54589 個人 自営業 ２０代 男性 原発ゼロシナリオ！即時０パーセントを希望します。
同じ事を繰り返さないで下さい。国民の意見を聞いて
下さい。

311の事故があった以上、自分らの代の人々から産まれた、産まれて来るであろう子ども達、さらにはその子達から産まれて来るであろう子ども達まで完全に守ることが確約されていないのであ
れば、全ての原発を停めるべき。
福島も何も収集がついてない今、再稼働なんて、あり得ないと思いました。
もっと国民の本当の意見を聞いて下さい。

54590 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロをお願いします
今現在停止しているものも、できる限りそのまま廃炉
にしていただきたいです

制御しきれない危険なものを扱い、またそれによって未だに処理できない危険な使用済み核燃料が増え続ける今の流れは、改善すべきかと思います

54591 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 私は1.ゼロシナリオを支持します。
原発が一機でも稼働している現状にも反対です。
原発がゼロになりクリーンエネルギーに移行していく
事が望ましいと考えます。

私は1.ゼロシナリオを支持します。
福島第一原発の事故が想定外の災害により起こってしまったように
どんなに対策を講じても、又想定外の事態がやってくれば
再び原発は事故を起こすのではないかと思います。

事故処理や賠償でかかった莫大なお金を考えると決して
原発がコストパフォーマンスがよいとは考えられないと思います。

又、原発なしでは電力が足りないという言説にも
疑問を感じます。過剰に空調がきいた商業施設や、公共施設、電車など
節電対策が十分に講じられていない状況で
足りないというのには違和感があります。
原発ゼロのエネルギー社会に早急に進路を取るべきと思います。

54592 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを選択します 福島第一原発の事故処理もできていないのに加え、これまで稼働していた原発の使用済み燃料の処分方法も確立されていません。規模の大きな地震も多く、また原発の安全性が確立されても
いません。再稼働や新設はあり得ません。コストについても原発が低コストでないことは明らかです。2030年と言わず、即時停止を求めます

54593 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 私は現在稼働している原発を、早急に停止、廃炉に
向けた準備作業を開始すべきと考えます。そして新た
な制度と技術の元に、新しい時代の原発建設を模索
すべきです。

理由としてはまず、現在稼働している原発全てが疑わしい制度と利権、技術の元に建設されたこと、未だ福島の原発事故の原因が、津波によるものか地震によるものか、未だはっきりしていな
いこと。私は自然エネルギーが原発の代替エネルギーとなり得るのか、正直わからない。また原発を廃止することで、火力等既存のエネルギーが及ぼす温暖化や我々の生活や生命にどれくら
いの影響を与えるのかもはっきりわからない。色々な専門家の意見を見ても、見ている視点によって変わってくるし、何が正確な情報なのかもはっきりしない。しかしそれでも一度立ち止まり、原
発の不確定な危険は取り除かなければならないと思う。廃止することで慢性的にエネルギー不足に苦しみ、日本経済はますます停滞し、医療、産業多くの場所で多大なる影響を及ぼすだろう。
無責任かもしれないが、それでも一度立ち止まる必要がある。現段階では、原発は人類ではコントロールできないように思える。ゼロサムゲームに近いものがある。国土も狭く、自国でエネル
ギーも生産物を賄えない日本は、原発のように異常に効率の良いもので、成長を維持するしかない。だが原発がもたらした過剰なエネルギーは、無駄なコストやシステムの腐敗をもたらした。
我々は身の丈にあった国創りを改めてしなければならない。先進国であり、世界に名だたる経済大国であるプライドを一度捨て去り、新しい価値観で再生する必要がある。原発による経済力や
国力の維持は、
古い価値観に基づく日本の繰り返しである。一度止めてもらいたい。そこでエネルギー依存率をどのようにしていくのか、シビアアクシデントに繋がらない原発の建設が可能なのか模索すべき
だ。一時的に大変なことになるだろう。原発に関わる企業、地元自治体、日本という国。それでも国は残りに日本人は存在し続ける。原発は、現実的な話として国や国民の存続を危うくする。
我々は1000年に一度の災害を経験し、1000年に一度の勇気ある決断をする機会に恵まれている。約2万人の犠牲は無駄にはならないし、フクシマの長い間住めない土地も帰れない住民も報わ
れる。あの悲劇を体験した国民がいる、今だからこそ合意形成がとれる。今しかない。人は善だが、弱い。また時期が立てば合理的で経済的見地に立った判断をし始める。原発事故のもたらす
惨事は、その異常なまでの効率性の裏返しに、国民にトラウマティックなショックをもたらす。今、冷静になってはならない、半ば感情的になっても原発は廃止すべき。子孫に日本を自慢したい。

54594 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発即時０パーセント 廃棄物の処理が確立されていない。
発電だけを考えれば安いかもしれないが、その他全てを含めた総コストで
考えた時、自然エネルギーによる発電よりも安いという確信がもてないから。
風力、太陽光、地熱などとは比較にならないほどリスク高く、しかも運用している側にまったく信頼がないから。

54595 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 昨年３月の東北大震災に伴って生じた福島原発事故
によって、今までの「原発安全神話」はまったくデタラメ
であることが判明しました。私は原発はなくすべきだと
思っています。「脱原発」を進めるべきです。

事故を起こした「福島原発」の周辺２０ｋｍに住んでおられた方々は立ち入り禁止になり、平和で住み心地のよかった故郷にいつ帰れるかわかりません。またさらに東北から関東にかけて放射
能の影響で農林水産業は多大な被害が生じました。今までの苦労が台無しになり、生活にも支障を来していることはご存じだとおもいます。平和に暮らしてきた多くの国民が、何も悪いことをし
ていないのに苦しまなければならない。あの「原発安全神話」は何だったのでしょうか？今国民の多くが「原発はなくそう」と主張しています。「電力不足はどうするんだ」と言われる国会議員は、
口では「国民が大事」と言ってることと裏腹の考え方になると私は思います。この夏は「原発」がなくても電力不足は生じていません。政府の考えていることは実態に即していません。あの「原発
事故」で放散した放射能は目に見えないだけにやっかいです。これから外部被曝や内部被曝の問題が発生するのは目に見えています。もうこれ以上、国民を苦しめる「原発」は必要ありませ
ん。「原発」に変わりうる「再生エネルギー」を活用するために税金を使うべきです。日本の技術力を生かして、危険な「原発」より「再生エネルギー」をもっと有効活用することは十分可能だと思い
ます。

54596 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は反対です。今回の震災で便利な反面 凶器にも
なると痛感したので、反対です。

環境・エネルギーというのは、世界で注目しています。
日本現代にとって原発依存せざるおえないこともわかります。しかし、今の子供と今から産まれてくる未来の子供の為に、遅かれ早かれ⇒シフトチェンジが必要だと思います。そして、今はマスメ
ディア等で国民皆が思案していることでしょう。電力としてはピンチみたいですが、今なら国民が注目していますし、今こそがチャンスでもあると思います。
本当に日本国民のことを考えるなら原発廃止のベクトルの法案を考えていただきたいと考えております。
どうか日本がチェルノブイリの二の足を踏まぬことを望みます。

よろしくお願いします。

54597 個人 家事専
業

５０代 女性 ゼロシナリオ 福島原発での放射能汚染、原発の安全性、廃棄物処理、人の健康被害、等、なんら解決法が見つからないまま、原発を稼動されることはただ被害を拡大させることにつながる。

今まで、自然の再生力に甘えてきた。環境を守り、地球と共存していくエネルギー政策に早く切り替えていかないと、将来、地球は体力を使い果たしてしまう。

54598 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 政商に騙されてはいけない。 孫正義氏の政商ぶりは目に余るものがある。
政府に持ちかけ、太陽光の買取価格を高値で設定させ、
国民の血税を喰い物にしようとする姿勢がにじみ出ている。

私利私欲のために政治を利用する人物に左右されるような
政治判断を行なってはならない。

54599 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電の廃止。
発送電分離による発電方法選択の自由。

福島において大きな人災を起こした原子力発電をなぜ日本が先頭に立って、NOと言わないのでしょうか。見せかけだけの安全性が確認だけ行い、国民の反対を押し切ってまで行う再稼働は誰
のためですか。
今までの考え方を捨てるのは大変なことでありますが、真っ当なことを行えば、結果は後から着いてきます。勇気を持って、脱原発宣言をしてください。

54600 個人 家事専
業

３０代 女性 原子力エネルギーゼロにすべき。 原子力事故で美しい世界を汚した代償はあまりに大きい。これ以上、苦しむ人々を増やしてはならない。処理方法すら決まっていないものを、そもそも利用してはならない。

54601 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 現状で、核力を完全にコントロールできるという技術が存在しない事は明らかです。そんな片手落ちな技術体系は危険でなりません。
現在の核エネルギー利権者(電力会社・政府・関係学術会)は信用できない。様々なことを隠蔽してきたことも明らかで、核エネルギーを推進したいがために「安全だ」と思わせる情報誘導をして
きている。こういった現実があるので、今後どんな情報を流されようと信用して任せる気になれない。
省エネ対策について言えば、まだまだ不十分であり、何かともっともらしい理由をつけて協力しない大口利用業界もある。取り組みが甘いのである。
代替エネルギーについていえば、今後核エネルギー施設維持にかけるコストを同レベルで研究開発にかける必要があるが、それをしてこなかった意図的な偏りを感じる。
そして最も重要なのは、発電コストが最も安いという嘘が未だに堂々と語られているという事実。何れは廃炉という結末をもつ技術であるのに、そのコストが十分に見積もられていないこと。維
持・廃炉処理・再処理いずれの過程でも多大な危険が潜んでおり、万が一の場合「費用」という形ではとても補いきれない。意図的にこの費用を隠しているにせよ、不勉強から理解していないに
しろどちらもそんな状況は認めるわけには行かない。
以上のことからゼロシナリオを支持します。

54602 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。
トイレなきマンションの建設はありえません。
今回のフクシマのように一度大事故が起きれば、取り
返しのつかない犠牲が生まれてしまいます。

原子力発電はなくす方向で考えるべきと思います。

廃棄物処理の方法も完全にはできておらず、将来世代に任せるなどありえない選択です。「トイレなきマンション」という事実はあまりにも思い事態です。
また、今回の福島第１の事故のように、一度大事故が起きてしまえば取り返しのつかない事態が生じてしまいます。

これらの教訓を生かすには「原発ゼロ」を選択するのが賢明です。
もう２度と原発事故は起こせないのです。
経済優先の発想から抜け出していくことこそ、いま求められている発想ではないでしょうか。

将来世代から責められない、笑われない選択が今求められています。
そのことを世界中から見守られていることも忘れてはなりません。

54603 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロのシナリオを望みます。 どんなに安全性を高めても自然の力は人間がおさえれるものではないのは
今までの自然災害の記録でもわかっていること。

放射能による人体の影響について
直ちに人体に被害はなくてもそれはデーターがないだけ。
未知数の放射能物質による影響を考えるならリスクの高い原発は直ちに全て廃炉を望みます。

昨日までヨーロッパに仕事で行ってましたが、いたるところに風力と太陽光発電がみられ

町には自販機がほぼなく、夕方には飲食店以外の店が閉まります。

それでもヨーロッパのひとは不自由そうではなく
飲食店は灯りを押さえ、テーブルにはキャンドルの灯り
それで充分でした。

今までのようにエネルギー大量消費の生活を工夫して変えてくことが必要でありmそれは決してできないことではないとヨーロッパにいて実感しました。

54604 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオで、即時0％を希望します。 後始末のできないものを、利用するべきではないと思います。未来に負の遺産を残すより、今やめるべき。



54605 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発のこれからについて
いますぐ原発0プランに同意。
2030年までに確実に0を目指してください。

福島第一原発で事故が起こり、見直さなければならない時期がきたと思いました。日本は地震の活動期に入っているのは、もう周知の事実だと思いますが、それ以上に、福島の状況は悲惨な
ものだと思います。僕自身福島の方たちと知り合う機会が増えており、聞くにたえないお話だらけです。
エネルギー問題は人類にとっては常につきまとう問題だと思われますが、どうかこの機会に即原発0を目指していただけないでしょうか？？
個人的に今回の事故が起きても他の方法を考えないというのは愚かな行為にしか感じません。
自然エネルギーは時間がかかるのは承知しております。
ですが、
シェールガス革命にのっとり、
いますぐガスコンバインドサイクル発電をどんどんすすめるべきだとおもいます。

代替エネルギーに頼りながら、自然エネの技術向上を目指し、
これ以上悲しむ人が出ないようにしていくことが当たり前の責務だと思われます。

まだまだ言いたいことはありますが、
よろしくお願いいたします。

54606 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発依存のエネルギー政策は転換すべきです。原発
の依存度が0パーセントになる計画を立ててください。
お願いします。

避難路をどの原発避難地域もできていないこと。避難には県単位ではなく、隣接県を含む避難計画が必要だと思いますが、その具体的な避難経路がわかりません。

現在の原発で発電させる電力の費用には、廃炉や使用済み燃料の費用が含まれているのか疑問。電力会社が負担するコストが低い、というだけで、原発のエネルギーを容認できない。

太陽光エネルギーに関わる計画に切り替えれば、ソーラーパネルを開発する電機メーカーの需要が増えて内需拡大となり、経済が好転する機会となる。

海外から見れば、「原発」や「放射能汚染」は、旅行者にマイナスのイメージしかないだろう。観光庁の仕事は無駄になる。

54607 個人 その他 ３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。 原発に依存しすぎる電力供給システムに安定性が認められないことが明らかになったいま、速やかに脱原発に舵を取るべき。

54608 個人 その他 ５０代 男性 ゼロシナリオに賛成。使用済み核燃料の処理不能の
現状と、安全性や事故対策の備えに全く信頼できない
からです。2030年までにそれらが解決されれば政策
変更もありですが、今はゼロシナリオに賛成です。

　2030年で原発による電気エネルギー依存をゼロとするシナリオに賛成します。
　理由は、(1) 使用済み核燃料の処理ができないでおり、高速増殖炉を用いた核燃料サイクルは不可能な状態で、六ケ所村での再処理工場もMOX燃料にしか役に立たず、結局使用済み核燃
料は直接処分するしかありません。しかしその方法は、場所的にも技術的にも確立されておらず、できるかどうかもわかりません。このような現状では、子孫への未解決の課題を押し付けること
をなるべく避けるべきですから、使用済み核燃料を生み出すのは必要最小限にすべきです。
　また(2) これまでの原発は安全神話維持を優先し、危険が指摘されても安全神話を揺るがすことはできないとして、対策もとらないで来ました。その結果が福島第一発電所の事故です。このよ
うな体制の下では、安全だと言われても全く信頼が置けません。
　原子力規制の新たな体制がスタートしても、規制委員会のメンバーが原発を推進してきた関係者でほとんど占められるなど、従来の安全神話に囚われてきた愚を改めようという姿勢は見られ
ません。
　加えて、大飯原発再稼働に当たっても、活断層の存在が指摘されていても無視して再稼働を推し進めたり、活断層かどうかの調査は原発稼働の利害当事者である関西電力にそのまま任せ
たりして、地震のリスクをきちんと評価して備えようとすらしていません。ましてや、全電源喪失、そしてメルトダウンといった過酷事故への対策は先送りにしたままです。どうせ事故は起こらない
から事故対策は先送りでいいということであれば、福島第一発電所の事故の教訓を全く活かしておらず、相変わらずの安全神話依存です。
　従って、これでは大飯原発の再稼働すら賛成できませんが、こうしたいい加減な対応でごまかすのをやめて、きちんと安全性確保を図るのであれば、当面の原発再稼働はやむを得ないところ
です。原発に30%も依存してきた以上、電力の安定供給も、従来の経済構造も、原発立地地元の生活構造も、直ちにゼロにするといった急激な変化は打撃が大き過ぎますから。ただし、それで
もトイレのないマンションといわれる使用済み核燃料の問題は残りますし、事故のリスクとあわせて、そのコストは電力使用者が負担して行かなければなりません。
　2030年までに、原発の安全性確保や事故対策が進み、かつ使用済み核燃料の処理の問題が解決されれば、原子力発電の維持もあり得るかもしれません。その場合は、将来の政策変更も可
能です。その点を留保した上で、現時点では、ゼロシナリオを当面の政策目標とし、再生可能エネルギーの開発や省エネルギーに政策と予算の優先順位を与えるという方針に賛成します。

54609 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオに賛同します。 原発は、化石燃料と違い、二酸化炭素の放出がなく、クリーンエネルギーと言う。そして、地球温暖化を進行させているのは二酸化炭素である。よって、原発は、地球温暖化の防止に貢献すると
言う。
はたしてそうだろうか。
地球温暖化は、原発の冷却に不可決の大量の海水使用も原因ではないのか。
二酸化炭素は出さないが、一方で海水温度を上昇させているのではないか。
二酸化炭素という一面だけでなく、多面的な検証が必要。
１回の事故が世界に影響し、生命を長期にわたり危機にさらすことになる原発事故を思えば、二酸化炭素を排出しないだけで「クリーン」と言い切る論調に多大の疑問を感じる。
原発は、二酸化炭素の放出に関しては「クリーン」であるとしても、多面的に考え総合すると、化石燃料の比どころでない、実に「ブラック」なものである。

54610 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発は廃炉すべき、動かすベキではないと思います。 廃棄方法がわからない、できてないものは必要無いと思います。

54611 個人 自営業 ４０代 男性 原発比率ゼロ％。即時ゼロ％であるべきだと考えま
す。理由は２つ。(1)取り返しのつかない大事故が何時
どんな原因で起きるか分からない事。(2)使用済核燃
料の最後に出てくる高レベル放射性廃棄物の引き取
り手がない事。

即時全原発を廃止し、比率ゼロにするべきである。理由は２つある。
(1)取り返しがつかない大事故がいつ起きるか分からない
きっかけは、地震かもしれない、津波かもしれない、またそのどちらでもなく材料の劣化が引き起こす事故であるかもしれない。いまや福島第一原発事故を経験した国民の眼にはこの技術は後
始末ができないことが明解になった。取り返しがつかないことが起きるまえに、全原発を廃止するべきである。
(2)高レベル放射性廃棄物の引き取り手がない
最後に発生する高レベル放射性廃棄物は、自分の県で引き取るか、他の県民に押し付けるか、道は二つしかない。どの県民も嫌である。であれば、入口が間違っている。全原発を即刻廃止
し、これ以上増やすべきではない。
以上の２点の理由から、原発比率は即時ゼロ％とするべきだと考える。
なお電力は、健全な競争原理を取り入れた電力流通網を国が責任をもって整備し、高効率、短期設置可能ガスコンバインドサイクル発電を当面の電力救急源として、多いに活用するべきであ
る。この体制を先ず作り、自然エネルギーの開発は将来に向けて時間をかけてやればよい。電力は既存火力、す力で不足しないのだから、自然エネルギーの確立は原発をゼロにする必要条
件であはない。

54612 個人 その他 ６０代 男性 福島原発事故を経験して、今度大事故を起こした場
合には、日本は経済的な面を含めて、壊滅する危険
性が高い。しかも、原発は基本的には福島事故以後
変わっていない。再稼働などしてはならない。

福島原発事故を経験して、今度大事故を起こした場合には、日本は経済的な面を含めて、壊滅する危険性が高い。しかも、原発は基本的には福島事故以後変わっていない。再稼働などしては
ならない。日本は世界有数の地震国で、最大規模の地震や津波さえ断定できない中で原発敷地内に活断層がみつかり、耐震バックチェックすらまともにやってきていない。保安院が昨年来、各
電力会社へ出した緊急安全対策も、原発の外から人の手で行うもので、大規模な事故の時に有効に機能するとは限らないことは、福島原発事故でイヤというほど知らされたはずだ。
炉心溶融を防ぐシビアアクシデント対策も、所詮は原発の安全系統が機能しなくなった時に外部から手を加えて防ぐもので、プラント固有の安全性とは全く異なる。むしろ、現在の原発の基本設
計に問題があったと見る方が正しい。例えば、1号機の隔離時冷却系（アイソレーションコンデンサ）は、電源がなくても機能するはずの冷却システムだが、福島事故では機能しなかった。頼りの
まともに格納容器も機能せず、格納容器ベントしようしたがそれすらうまくいっていない。
そもそも、格納容器ベントなど到底許されることではない。フィルターをつけても、事故の形態、例えば大規模な爆発現象が起きてしまえば、格納容器自身が破壊され、ベントフイルターすら意味
がない。このように考えると、現在の日本の原発は、極めて危険の状態にあり、再稼働など狂気のさたと思える。
　また、自然エネルギーに比べて原発が電力の安定供給できるとしている人が多いが、私はそうは思わない。たとえ、大規模な事故にならなくても、日本では今後とも地震が起きることを考える
と、その度に広域で原発がとまりしかも長期にわたって検査がいるので、原発はなかなか立ち上げられない。つまり地震国日本では、原発は地震の度に止まる不安定電源である。できるだけ速
やかに原発をなくすことが今最も重要である。日本の技術力をもってすれば自然エネルギーの開発は相当程度できる。

54613 個人 その他 ３０代 女性 絶対にシナリオゼロを希望します。 福島の事故が終息していないのに稼動させるのは危険
電力は足りている
安全性が確保出来ていない
廃炉までにも時間がかかる
廃棄物の処理方法が確立していないから、これ以上増やしてはいけない

54614 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年原発比率ゼロシナリオを支持します。加えて、
省エネ努力により傾注し、ロスを回避する技術育成、
安定的自然エネルギー電源を早急に開発する、地域
分散型の社会を設計するなどの社会づくりを提案しま
す

原子力推進を国策としてきた結果、今回の事故が引き起こされ、日本社会は決定的なダメージを受けた。これを第二次大戦に続く「敗戦」ととらえて、今回は国民的討議をつくして社会的責任を
明らかにし、日本社会・日本人の生活様式の再構築に本気で取り組まなければならないと考える。以下、シナリオの不足部分について意見を述べる。
（１）電力独占体制の自由化
電力の独占体制によってあるべき市場メカニズムが働かず、基礎研究から技術開発、原料・資材調達、建設コストなどが高値安定している。総括原価方式に要因があり、ここで自由化しないと
世界的課題から取り残され新規産業の芽をつぶしていくだけである。
（２）省エネ技術の育成開発
化石燃料多消費、電力多消費という20世紀的な資源浪費によって経済成長を達成するという体制が続いてきたが、環境的にも資源的にもこの体制は将来性がないことは明らかになりつつあ
る。
エネルギーロスに注目し、社会全体でのエネルギー有効利用を目標に、全面的な省エネ技術開発、輸送交通体系、都市計画などの見直しをするべきである。
「シナリオ」においては経済効果が負担のみ強調されているが、省エネ技術は十分に輸出可能な倫理的にも誇りうるものである。中国やインドなど新興国の市場向けにも開発を急ぐべきであ
る。
省エネは節約という「後ろ向き」だけではなく、むしろいままで不可視であった生活様式を見える化することで自己制御する範囲を拡大するという「前向き」にとらえる必要がある。企業のみなら
ず、家計での省エネは国民教育という観点からも重要視されるべきであろう。
（３）自然エネルギーの普及
地熱エネルギーの開発がここ数十年ストップしている。安定的なベース電源になりうる規模が日本列島の各地に埋蔵されており、早急な探査と開発着手が求められる。また小規模型のバイナリ
発電も可能性を探り、地域振興策と一体的に開発を進めることができる。
森林資源の持続的な開発も必要である。木質バイオマスを森林組合などにより保全と一体化した地域産業化し、近隣都市部のコジェネ利用するなどのアイデアを加速する必要がある。
（４）討議の仕方
まずは現在の全原発について活断層チェックを含めた耐震・対津波・対テロなど想定される事故対策を全面的に洗い直し、安全性が確認されない限り稼働させるべきではない。燃料プール問
題や廃棄物処理も含めて原発のライフサイクルコスト（経済的・社会的）を再確認し、エネルギー利用のあり方を国民が決めていくプロセスが不可欠である。事故の結果被害をもっとも受けるの
は国民であり、その子々孫々、われわれのこどもたちなのである。現在の「われわれ」は子々孫々への責任として十分に討議して政策決定をすることを求められている。
エネルギーシナリオの国民的討議を課題として掲げながら、一方で大飯原発は十分なチェックもなしに再稼働され、シナリオ案が出て数ヶ月で結論を出すなどというのは実質的には討議が国民
的にはなされないということであり、横暴とさえいえる。エネルギー利用は、産業構造、国民の生活様式など社会の全面にわたる課題が含まれる。市井のあちらこちらで資料をもとにエネルギー
論議がなされるべく努力しなければならない。

54615 個人 その他 ６０代 女性 原発は、即、廃止してください。 今なお収束せず、放射性物質を排出し続ける福島第一を、恐怖の思いで見つめています。子や孫、子孫たちが、どれほど困るか、考えるだけでも、胸がいっぱいです。原発は、全てを即廃炉に
してください。

54616 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は全廃すべき、 原発は絶対安全なものではなく常に危険を伴っている。原発が最悪爆破したことを想定し、対応する事が前提になっていない。廃炉までのシナリオが無い。東電は解体すべき、事故後も何も考
え方がかわっていない。

54617 個人 その他 ７０代 男性 ２０－２５程度はやむ得ない。自然エネルギーの利用
のためには装置の製造が必要であり、そのためのエ
ネルギーは化石燃料か原発に頼る他無い。製造に使
用した量を取り戻すためには最低10年以上はかか
る。

原発による電力供給は２０－２５程度はやむ得ない。自然エネルギーを利用するためには装置の製造が必要であり、製造に使用したエネルギーは化石燃料か原発エネルギーに頼る他無い。
加えて、製造に使用したエネルギー量を自然エネルギー、例えば、太陽エネルギーから取り戻すためには、最低10年以上あるいはそれ以上はかかる。風力エネルギーは、そのエネルギー源は
太陽エネルギーであり、ソーラーパネルよりさらにエネルギーの回収効率は下がる。取り戻す前に装置の保守のためや故障等がおこり、そのエネルギーは永久に取り戻せないであろう。
核分裂原発の場合は、入力エネルギーの数倍以上のエネルギーを発生するので、エネルギーの現在国民が使用しているエネルギーの補給には欠かせない、エネルギー源である。
問題は、福島の経験を踏まえて、機器の安全性を如何に向上するかと言うことである。スリーマイル島の経験をもっと利用し、装置の精度を上げることである。残念ながら、福島の装置は日本で
最も古い装置の１っであり、しかも日本での改造は難しい状況になっていた。女川原発は日本製であり、可なりの欠点は修正されていたと想像できる。
自然エネルギーの利用を主張なさる方々は、装置の製造に使用したエネギーの部分を論ぜず、装置が出来上がった後の議論のみであり、ナンセンスである。装置の製造には大量のエネル
ギーを必要とし、そのエネルギーは他のエネルギー源で賄うほかない。加えて、エネルギー変換効率は１以下(１００％の変換郎率の装置はあり存在しない)であり、使用したエネルギーを回収す
るためには極めて長い年月を必要とし、その間装置の保守や故障があるとさらに回収時間は伸びる。そのことを何故はっきりと示し論じないのか理解に苦しむ。
外国、例えばドイツやイタリーが原発を止めると言っているが、ヨーロッパは電力線がすべて繋がっており、ドイツの電力が不足した場合はお隣の原発大国であるフランスから直ちに供給でき
る。米国―カナダ間も電力線は接続されており、互いにエネルギーの供給を行っている。残念ながら、日本は島国であり、化石燃料等の資源がないためすべて自前で賄うほかない。ドイツの状
況は日本にとっては参考にならない。この事情の違いを国民へもっと認識させるべきである。それらの情報が出ないため、素人が勝手な論理で原発反対のみを主張している。加えて、自然エネ
ルギー主張者の言動を見ていると、自分の「儲け」に繋がる事柄のみを主張しており、本当のエネルギー問題を論じているようには受け取れない。政府を中心に冷静な判断ができることを願う
のみである。因みに私はソーラーパネルを使用することを止している。理由は、私の生存中にエネルギー的に取り戻せず、後世の方への負担を残すことを良しとしないがためである。

54618 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを希望 原発ゼロシナリオを希望します。今後の処理についてはっきりしないものを続けるのでなく、代替エネルギーに転換していく必要があると思います。

54619 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロプラン これから子供達 その先の世代は一生放射能の心配と暮らしていくのです。いい加減に大人たちの目先の利益や 理由の為にでなく、、本気で何が大切か 長期の目線で考えて下さい。今の国
は国民の真意が全く反映されていません。原発では豊かにならない。絶対反対です。

54620 個人 その他 ４０代 男性 ゼロシナリオを選びます。
基本的には即時廃炉を望みます。
ゼロシナリオの中で、即時廃炉～２０３０年廃炉の具
体的な方針を公開の場で検討し決めてください。

国会議員により危険な原発が指摘されております。これらの原発（約３０～４０機弱）を即刻廃炉としてください。これらのプールの核燃料を保護する対策を実施してください。全ての原発の安全
性を強化する事を止め、これらプール等の安全に集中しコストを抑えてください。
賠償、廃炉、放射性廃棄物をコストに含めれば、高いエネルギーであることは明らかです。このように高く問題の多い原子力発電を進めてきた責任は大きいです。原発を残す場合、数機だけと
し（２０３０年まで）（当然完全な安全性を確保）その利益で賠償、廃炉、廃棄の費用としてください。企業の利益としない。
完全な安全性を確保できない場合、即刻全原発を廃炉にしてください。

理由：
原子力災害は、他の事故と違い、とてつもない被害とコストを伴う。特に地震津波の多い日本にはふさわしくない発電です。
原子力災害の賠償、廃炉、放射性廃棄物の処理等目処がたっておりません。賠償について風評被害他満足できる倍書とは言えません。賠償、廃炉、放射性廃棄物いずれもどれだけコストがか
かるか見積りさえできない状況です。
電力会社の火発増設があれば、若干の社会的影響はあっても電力は足りています。一時的には化石燃料で代替可能です。
長期的には自然エネルギー、メタンハイドレート、地熱などを中心とし、小水力、潮汐発電、省エネ、住宅の断熱、街創りなどあらゆる対応が必要と考えます。
化石燃料が高騰した場合は、中期的（2030年ぐらい迄）なエネルギーが問題になります。唯一このケースは原子力で補うことが必要性かもしれないと考えます。

54621 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望 福島原発が終息していない現段階で、再稼動が行われることは、国民として納得できない。



54622 個人 家事専
業

７０代 女性 　原発に依存してきた国の政策を原発０の方向に向
かって進めたい。
原発の開発や維持に使ってきた莫大なお金を自然エ
ネルギーの開発に。　国の内外で議論を起こし解決方
法を探りたい。

　原発の事故が起きて私たちは原子力発電所がこのように沢山日本の中に作られていたことを知りました。事故の結果原子力が人間の力では制御しきれないものであることもわかりました。思
えばアメリカやロシアでの事故が起きた時、そのことを警告している学者やジャーナリストがいたことを今になって気が付きました。人は我が身に危険がふりかからなければまじめに立ち止まっ
てそのことを考えないということも知ったのです。
　原子力は今人間の力では利用しきれない危険をはらんでいます。
とくに地震国日本はよその国よりもはるかに立地条件が悪いです。
安全神話にどっぷりとつかってきた自分が恥ずかしい。
　大事なことは、情報が開示され、人々が自分のこととしてエネルギーについて考えられるような教育がなされ、議論が起こることを願ってやみません。
　誰かに任せるのではなく、自立した一人の人間として暮らしを見直すことから始めたいと思います。

54623 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ・脱原子力における各家庭の負担額の明確化
・太陽光（メガソーラー）における国民のコスト負担の
明確化

・脱原発を望むなら個人の負担を覚悟せねばならない。自然エネルギーの増加による個人負担の増大が明確に示されていない。マスコミ報道でも電力料金の値上げはけしからん、電力会社の
自助努力が足りない。との意見が強いが「原発は嫌だが電気料金の負担はしたくない」との身勝手な意見が多いことに驚く。加えて福島の原発問題から東電の国有化で「給料が高い」との批判
が多い。この事は致し方ないが、全ての電力会社に負担を求め、給料が高いと矛先を電力会社に求めるのは本末転倒である。リスク無くして豊かな暮らしなどありえない事を国民に判らせるべ
きである。脱原発を否定しないが、国は国民が正しく判断できる材料を明示すべきである。
・目下、メガソーラーの計画が目白押しで、自治体でも補助金を出して誘致に躍起になっている。42円が決まり、ベンチャー企業も多く参加している。建設コストが安ければ採算性は上がる事か
ら、中国製のパネル、架台等が採用・検討されている。
一方、20年後のパネルの廃棄処分での検討は何もされておらず、膨大な廃棄コストが掛かる事は明白である。
現在の日本の景気動向は円高も含め悪化の一途を辿っている。その中でメガソーラーではパネル・架台で中国にお金を落とし、20年後に中国製パネルの廃棄に日本国民の税金（電気代）で負
担する。こんな馬鹿げた話はない。
毅然と国産指定をするなり、事前に廃棄費用を負担させる（42円から差引く等）事を必ず実行してもらいたい。このまま進めば国民の負担の先送りである。

54624 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 原発反対 もう危ないものはやめて、新しいエネルギーに目を向けるべきです。あとでおおきな被害をまねくより今小さな被害の方がいいのでは？考え方がナンセンスです。

54625 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発０％に賛成です、 核のゴミ、未来へ先送り先送り、どーするんですか？これ以上行き場のないものを増やさないでください。
原発がなくとも電気はまかなえる。原発が１基しか動いていない今夏が立証しています。エネルギーを作り出すことよりも使いすぎないようにすすめてください。

54626 個人 自営業 ３０代 女性 福島原発事故の検証、各原発の安全度の再検証、そ
れぞれのエネルギー策におけるメリットとリスクを明確
にする事。それが全く成し得ていない現状では、ゼロ
シナリオを支持せざるを得ない。

福島原発事故の検証、各原発の安全度の再検証、それぞれのエネルギー策におけるメリットとリスクを明確にする事。それらの情報を元に国民が考え、方向性を決めていくのが民主主義であ
る。現状では情報隠避や未確認事項が多すぎて、原発ゼロシナリオを支持せざるを得ない。

54627 個人 無職 ３０代 女性 早期（15年以内）の原発廃止を望みます。
経済より、国民の健康と、未来も安心に暮らせる国土
を守ることを優先する政策を摂ってください。

1.福島の事故での健康・環境への影響の全貌は、遠い将来にならないと不明
2.「核燃料の安全な完全処理」の見通しがない
3.原発の災害対策が十分でない（現状の基準についても不安）
4.福島で被害を受けた方々の心情を考えると、推進はあり得ない

上記の理由から、原発への不安が大きいため、早期の原発廃止を望みます。

54629 個人 会社員・
公務員

２０代 男性  脱原発(ゼロシナリオ)を支持します。ともに力を合わ
せて、自然エネルギーを中心とした循環型の社会をつ
くり、安心できる、豊かな世の中を作りましょう。

昨年の東京電力福島第一原発事故という惨状を経験した、私たち。いま変わらないで、いつ変わることができるのでしょう？　それはまさに「いま」でしょう。　これを決して後世に伝えてはいけま
せんし、ここで脱原発（ゼロシナリオ）に舵取りをしないと、子供たちにも、失望感と、マイナスのメッセージを残すでしょう。自然エネルギーへと勇気を持って、舵取りをする。私は、日本の国民とし
て、その未来を選択します。

54630 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 【原発ゼロへ】
震源地により近い女川原発が爆発しなかった以上、
東京電力及びその株主には株式市場のルールに則り
全員退場してもらいます。それができないのであれば
我々の世代は諸外国と信頼関係を結べなくなる

【原発ゼロへ】
震源地により近い女川原発が爆発しなかった以上、東京電力及びその株主には株式市場のルールに則って全員退場してもらいます。株式市場が暴走しないための最低限のルールさえ守れな
いようなら、諸外国に対して我々の世代は信頼関係を結べなくなる。海洋を汚染し、諸外国からの信頼をなくした人間を守ろうとするならば、守ろうとする人間はそれ以上に罪が重い。それはイ
ジメの傍観者と同じ。
私は最低限諸外国と外交関係を結べる国でありたい。
このパブコメを精査している全ての公務員の方たちに考えて欲しい。
『核』を持つ資格のある国とはどういう国ですか？
LNG、石炭、地熱、潮流。全ての選択肢を即刻行動に移してください。
１年以上経ってケジメをつけられない国に核エネルギーを持つ資格はありません。

54631 個人 学生 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。
私は福島県からの自主避難者です。原発事故は人生
を狂わせます。環境を壊し、生活を壊し、そこまでして
なぜ必要なのか理解出来ません。そもそも電気の使
い過ぎです。

政府と電力会社、その他の利権に絡んだ企業や人々の為に、犠牲になりたくありません。

54632 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 (1)即時廃炉:原発が稼働していなくても電力は足りているから
(2)自然、省エネルギーを増やす:雇用にもつながる
(3)雇用:廃炉には30年以上かかるといわれているので、原発誘致の町は、廃炉で雇用対策してもらう。
(4)福島原発事故で日本の3分の1は汚染されたので、次回、事故があると日本は終了すると思う。

以上の理由で原発ゼロシナリオを選択します。

54633 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 原子力発電は放射能が外部に漏れる事故が発生すると、市民や国の経済へ回復不可能な損害を発生させてしまう。
事故を完全に防ぐことができないことは、昨年の災害ではっきりとしている。

54634 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 想定外を想定することが最も重要である。また、発送
電分離による新エネルギーの促進を行うこと。高速増
殖炉の実用化も含め、廃棄物処理の技術開発を高め
る。その上で、現状の２５％程度を維持してもよい。

　福島第一原発の事故により、これまで想定しなかった原発事故が起こりうることが明らかになった。そのため、1000年に一度の大震災によって、仮に甚大な被害が生じるような事故が起こった
としても、それに対処できるような措置を講じることが最も重要である。
　すなわち、想定外を想定すること、それを国民も受け入れることこそが最も重要である。逆に言えば、それが実現されれば、原子力発電の比率を減らす必要はないはずである。
　想定外を想定するというのは、ストレステストの一次評価のみならず、二次評価に耐えることに相当する。例えば、1)数十メーターの津波にも耐えられる堤防を構築することや、活断層上に発
電所を構築しないのに加え、ダクト等も含めて、大地震に堪えうるような耐震設計を行うことは最低限必要である。
　しかしそれ以上に、甚大事故が起こった場合を想定し、その際の対策を講じることが重要である。ハード面の対策として、2)全ての電源を喪失した際に、電源を回復させる対策や、3)ベントを行
わなければならない場合、それが手動ででも出来るような設備を構築すること、またベントを行わざるを得ない場合に、4)放射性物質が漏れないようなフィルターを作ると言ったことである。加え
て、法的な整備も含め、ソフト面での対策も重要である。例えば、5)放射性物質が漏れたという想定で、物資の輸送をどのように行うかを法的に規定しておくといったことがあげられる。
　以上、言わば有事に備えることが出来れば、原子力発電のシェアに関しては、立地条件の制約がない限り従来通りで問題はないはずである。ただし、この機会に原子力発電のみならず、エネ
ルギー全体の問題についても検証するのは有益である。
　先ず、これまで立地に際しての補助金や、放射性廃棄物の処理の先送り等によって、原子力発電が低コストに誘導されてきたことが、新たなエネルギーの開発やそれを用いた発電への参入
が抑制されてきたことも事実である。また、こういった参入の阻止は、原子力関係の利権の維持のみならず、電力会社自体の発送電一体供給の維持のための組織防衛として行われてきたこと
があげられる。
　よって、新エネルギーの競争促進のため、発送電分離を行うことで、様々な発電技術を用いた発電企業が参入し、代替エネルギーの技術進歩を促進することが必要である。
　また、原子力のみならず、エネルギー政策全体で、促進と安全規制が資源エネルギー庁という同じ組織で行われていることは、原子力行政で指摘された問題と同様の問題が生じることが考え
られる。そのため、従来のままでは、仮に発送電分離が行われたとしても、発電系統の子会社の利益を守るため、送電系統を担う会社による参入の阻止(exclusion)や、発電会社による不当廉
売(predation)の問題が生じても、適切な規制が十分行われない危険性がある。これらの改善のため、規制を行う側の改革も必要となる。資源エネルギー庁の組織改編等を行っていく必要も検
討すべきである。
　また、原子力発電を継続して行く限り放射性廃棄物の処理は不可欠である。これに関して、処理の長期化や処分場の不足等、問題が多いことが指摘されている。にもかかわらず、その対策に
向けた技術進歩は十分進んでいないと言えよう。より安全かつクリーンな処理を行うための技術開発の促進は不可欠である。高速増殖炉の実用化や核融合の研究まで視野に入れて、研究を
担う組織の民営化等、組織改善を行うなど、より効率的な方向を検討すべきである。
　以上のような対策を講じた上で、現状の２５％程度を維持してもよいと考える。

54635 個人 自営業 ３０代 女性 「2030年の電源全体に対する原子力発電所の割合を
ゼロにする」
を選択しますが、「即時廃炉」お願いします。

地震の多い日本で、これほど危ない立地の原発が今現在あること事は自殺行為です。今までは安全であるのかもしれないと、多くの人が深刻に考えなかったかもしれません。けれど事故が起
きてしまった今、そこから学ぶべき時だと思います。福島の未だ終わりの見えない状況を、二度と故郷に帰れない人をこれ以上増やさないためにも、廃炉をお願いします。
自然エネルギーへの移行お願いします。成功している国はあります。
日本は火山国、地熱も一つの選択肢。日本の周りは海があり、波力発電の素晴らしい技術も成功しています。
どれも原発の高いコストから考えれば可能であると思います。
「想定外」はもう沢山です。手遅れにならないためにも、出来るだけ早い対応お願いしたい。
以上により、即時廃炉のゼロを選択しました。

54636 個人 その他 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持 原発ゼロシナリオを支持する。あれだけの大事故を惹き起こした原発を今後も存続させてゆくことは許されない。このことを大前提としたうえで、温室効果ガス削減、自然エネルギー比率の拡大
を、同シナリオにある以上に目指してゆくべきであろう。

54637 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 最終エネルギー消費形態の5割は石油であり、資源メ
ジャーの寡占化も懸念されさらに化石燃料の生産減
少が問題となるのは今世紀後半である。代替エネル
ギー源としての核融合エネルギー開発研究の促進が
必要と考える。

このエネルギー・環境会議の議論では、長期的なエネルギー政策の視点は別途議論するとして含まれていない。
しかし、日本の最終エネルギー消費形態で電気の占める割合は23%であり、提案されているシナリオは原発依存度26%をどのように割振るかという議論にしかすぎない。
最終エネルギー消費形態の5割は石油であり、資源メジャーの寡占化も懸念され、さらに化石燃料資源の生産減少が問題となってくるのは2030年以降である。
したがって2030年までに行わなければならない最重要課題は「代替エネルギー源の開発」と考える。再生エネルギーは不安定型の自然エネルギーであるが、これももちろんのこと、原子力も含
めあらゆるエネルギー源を動員することが予想される。
　今回のシナリオとは並行して「代替エネルギー源の開発」、日本独自の技術も含まれる核融合エネルギー実現に向けた開発研究の促進を加速するべきである。

54638 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 大地震は、明日、いや今、起こるかもしれません。
東日本大震災で、我々は原発の危険を肌で感じたはずです。にもかかわらず、同じ過ちを繰り返すのは、愚の骨頂といえます。世の中には、安全な原発など存在しないのです。「危険なもの
は、やめる」という、いたってシンプルで当たり前な判断をするべきです。「危険なものは、やめる」という考え方を絶対保持軸とし、そこから派生する経済の問題の解決に取り組むべきです。「経
済が立ち行かないから、原発を止めない」というのは、明らかな本末転倒です。原発を止めて、かつ経済を良くする、という知恵を皆で絞ればいいのです。現実的には、「原発があることで食えて
いた方々」に対して、「原発を動かさなくても、食えるようにしてゆく」工夫が、政治のなすべきことであると考えます。

　繰り返します。
「危険なものは、やめる」という至極当たり前の判断をするべきです。

54639 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原子力ゼロシナリオに向けて、原発の再稼働を見直
し、自然エネルギーへのシフトを促進してほしいと思い
ます。

東日本大震災及び福島第一原子力発電所の事故を受けて、原子力発電の危険性が浮き彫りになったと思います。
早急に原子力ゼロシナリオに向けて舵をきる必要があると思います。
島国の日本は列島のあちらこちらに自然が広がっています。
今こそ自然エネルギーの利用を促進していく必要があるのではないでしょうか。
自然エネルギーの利用は日本の科学力の見せどころでもあると考えます。
世界の最先端を行く技術力をものに将来予想される資源の枯渇・エネルギー危機を乗り越えていけたらと思います。

一刻も早く原子力発電に終止符を打ち、自然エネルギー中心の社会への移行を強く望みます。日本は唯一の被爆国で、史上最悪の原発事故を経験しました。だからこそ東電福島第一原発事
故を教訓として、今すぐ原発をあきらめ、自然エネルギー導入を牽引する世界的なリーダーになれるのではないでしょうか。一方で電気料金の上昇が懸念されますが、さらなる事故が起きた場
合の補償や地方交付金も含む原子力発電への「ネガティブな出費」よりも、安全で二酸化炭素も出さず、さらに将来性のある自然エネルギーを促進するために「ポジティブな出費」をする心の準
備はあります。

「原発比率0%」を支持する理由は下記の３点です。

第一に、東京電力福島第一原発事故が起きたことにより、原子力発電のリスクが明らかになりました。深刻な環境汚染と海洋汚染、食品をとおしての内部被ばくの恐れ、老朽化原発への不安、
再度大地震が起きた場合の原発の安全性への疑問、テロ攻撃や飛行機事故などの対策の不十分さ、現場従業員の安全性と倫理的な就業現場の確保、使用済核燃料および核廃棄物の最終
処理方法が決まっていないこと、これらは市民生活を脅かす大きなリスクです。このような不備が福島原発事故後に明らかになり、漠然とあった「原子力（核）」への不安は絶対的なものになりま
した。また、福島の事故が収束していず、避難や放射能の不安にさらされながら生活することを余儀なくされ、首都圏でもホットスポットと呼ばれる場所ができ、生活が一変した方々が私の周りに
もいます。そして大飯原発では敷地内に活断層がある可能性も専門家に指摘されながら、原発の再稼働を決定した日本政府の姿勢に強い憤りを感じます。そして個人的には、いつどこの原発
が事故を起こすか怖くて仕方がありません。

第二に、原子力発電のコストが安いということがウソだと分かりました。「原発は安全でクリーン（二酸化炭素も出さない）、そして安価な夢のエネルギー」だと宣伝されていましたが、福島の事故
を経験した今、そこには事故のコストなどが含まれていないことが分かりました。福島の原発事故の被害総額は不明確で10兆円とも20兆円ともいわれていますが、除染に必要な費用も今後明ら
かになってくれば、その総額は図り知れません。そして放射性物質の飛散は、自治体、県境、国境も超えることがわかりました。原発事故の責任を取るのは国なのか電力会社なのか、そして除
染の負担や医療保障も国や自治体がどこまで負担するのか、いまだに手探り状態が続いているのではないでしょうか。このような事故は二度と起こしてはいけませんし、再度起こる可能性があ
れば、原発の安全性を高めるのではなく、原発を止める方向で動いてほしいです。暗闇の中でライトなしに自動車を運転するような行為を、日本全体で起こそうとするのはあまりにも危険です。

第三に、自然エネルギーの導入という、技術的な解決策があるからです。REN21レポート「自然エネルギー世界白書2012年度版」によると、2011年の自然エネルギーによる発電設備容量は、世
界全体のすべての発電設備容量の25%以上を占め、特に太陽光発電への投資額は一気に52%増加しています。そして、太陽電池モジュールの価格も50％近く低下しています。また、アメリカの
ゼネラル・エレクトリックのイメルトCEOが7月30日、世界のエネルギー市場は天然ガスと風力・太陽光との組み合わせが主流になり、原発を経済的に「正当化するのが難しい」と述べたことは記
憶に新しいです。日本がなぜ原発にこだわり続けるのか、その根拠もあいまいです。

結論として、日本政府には、市民の脱原発を希望する声を聞き入れ、具体的な「原発ゼロ政策」に今すぐ取りかかることを希望します。「どのように私たちが生きたいか」「どのような社会を後世
に残したいか」、首相官邸前や電力会社前に抗議に集まる人々は、その気持ちを訴えているのではないでしょうか。

最後に、日本に根強く残る「エネルギーコンプレックス」からの脱却を提案します。日本は「資源のない国」として、20世紀は資源を求めて大陸へ進出し、敗戦後は広島と長崎での原爆を体験した
にも関わらず原子力に「夢」を託して高度成長を遂げ、世界有数の経済大国になりました。前世代の方々は「誰のおかげで今の暮らしができるのか？」とおっしゃるかもしれません。ただ、現世代
に生きる一人として、やはり今「原発をゼロ」にすることが最も正しい判断だと私は思うのです。

1987年に国連の「環境と発展に関する世界委員会（通称ブルントラント委員会）」が「持続可能な発展」を、「将来の世代が自らのニーズを充足する能力を損なうことなく、現在の世代のニーズを
満たすような開発」と定義しました。福島第一原発事故の被害は、将来世代に財政面、そして環境にも人々の健康にも負債を残すことになります。自然エネルギーという、発展の可能性のある
技術が解決策としてある今、原子力にしがみつくことは愚行だと思うのです。そして原子力をどうするかだけでなく、中長期的に見てどのような社会を作っていくかを、経済面だけでなく、社会面
と環境面で、あらゆるセクターを巻き込んで議論すべきだと考えます。

54628 個人 法人等 ４０代 女性 2012年夏の電力ピークが過ぎた後の、一刻も早い「原
発比率0%」を希望します。



54640 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 （１）原子力発電からの転換
（２）発送電分離を行い、地域独占をやめさせる。

（１）
全ての原子力発電をやめ他の発電方法に切り替えなければならない。
地震国日本において原子力発電で電力を賄うことは危険きわまりない行為であることが3.11で証明された（電力会社の対策不備もあるが）。
日本に立地する以上地震は避けられず、事前の活断層の調査もきちんとされているとは思えない。非常用発電機が止まった程度で水素爆発（3号機は核爆発）して放射性物質を撒き散らし、人
が住めない土地を作るような発電方法は今すぐやめるべき。核廃棄物の処理問題も未解決のままなのにいつまで電力会社主導の発電方式を続ける必要があるのか？
日本は地震国であるとともに世界有数の火山を抱えている。地熱資源は世界トップクラスである。温泉地により嫌悪感を示しているところもあるが源泉と地熱発電の利用域は違っているので影
響はおそらくない。国定公園も法律を変えればすむ。海底にはメタンハイドレートがあり、北海道・東北は風力発電に適した地域もある。千葉県沖も洋上風力発電に適している。遊休地は太陽光
発電が可能なところも多くあるはず。石油・石炭・原子力に頼らずともこれだけの可能性があるのだから多種多様なエネルギーによる発電に日本は転換していくべき。原子力発電においては既
存の寿命をもって廃炉とすべき。

（２）
原発事故は電力会社の危機管理能力の欠如により発生した。
これは発電から送電まで地域独占にさせたことが原因の一つである。
地域独占のため競争がなく電気料金は高止まり、発電方法は自分たちに利益があがる原子力を推進、新規参入を阻害するなどやりたい放題やった結果が今回の事故である。すみやかに送電
網を別会社化し、発送電分離を行い、発電事業の新規参入を一刻でも早く行うことが重要である。

54641 個人 学生 ２０代 男性 「2030年までに原発は 0％」に賛成。大飯原発を含む
商業用原子力発電所は全て即時稼働停止、再稼働
禁止。早急に廃炉作業を開始すべし。発送電分離と
電力の自由化、分散型・循環型エネルギー源を開発
すべし。

「2030年までに原発は 0％」に賛成。
そして、大飯原発は即時稼働停止し、すべての商用原子力発電所は早急に廃炉にすべきです。
原発を動かせば動かすほど、処理できない核廃棄物を増やすだけなので、子孫への負債をこれ以上増やさないためにも原発を稼働させるべきではありません。
また、地震学の所見によれば、日本全土が地震活動期に入っています。福島第一原発は、津波だけでなく、地震そのものによって故障していたと考えられることが、調査報告書でも指摘されて
います。もともと地震国日本に原発のような危険な設備を作ってはいけなかったのです。
福島第一原発を含めて54基すべての原子炉を廃炉にするには、気の遠くなるような期間と、膨大な費用、極めて多数の人間が必要です。廃炉をビジネスとして成立させ、安全な廃炉を進める
ための方策を探るべきだと思います。日本が廃炉技術を確立させれば、世界でこの分野でリーダーになることもできますし、世界の尊敬を得ることも可能です。
原発を止めることで、電気エネルギーが不足する可能性が喧伝されますが、現実、今年のこの暑い夏を停電なしに乗り越えることができています。関西電力は大飯原発を稼働させると同時に
火力発電所を停止した訳ですから、原発がなければ電気が不足するという話は、事実によって否定されています。
ウランよりは供給期間が長いとはいえ、いずれ石油、石炭、天然ガスも枯渇することが予測されていますから、当然代替エネルギーを考える必要もあります。地球環境に与えるインパクトを少な
くするには、石油、石炭、天然ガス、あるいは地熱など、地球内部からエネルギーを得る方法は最小限にし、太陽エネルギーを利用するのが最良です。
しかしながら、大規模ダムも大型風車も大規模太陽電池パネルも環境を破壊します。狭い国土の日本では、小規模水力、小規模風力、そしてバイオマス発電や微生物を用いた石油生成技術を
推進すべきだと考えます。いずれにせよ、このような技術開発を進めることで、新しい市場、新しい雇用を生むことができ、日本国民に希望を与えることができるようになります。
このような分散型の循環可能なエネルギーの開発と利用を促進するためにも、発送電を分離し、国民が自由に電力会社や発電方法を選択できるようにすべきです。
日本社会で続いている閉塞感は、従来のやり方を続け、既得権益を守るだけで、新しい国造りの指針を示せない今までの政治によって作られていると考えます。今回の原発事故をきっかけにし
て、新しい方針を国民に示すことができれば、日本はさらに発展し、国民の幸福度を増すことができるはずです。

54642 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発の即時停止、廃炉実現です。 私は、原水爆禁止運動に関わってきました。ヒロシマやナガサキやビキニの被爆者の話に耳を傾け、３たび、被爆者を生んではいけない思ってきました。しかし、3.11以降自分自身がいかに無
知であったかを知りました。原発と原爆は似ているが、中身が違うものであると信じていた私自身を恥じます。原発は原爆と同じに大変危険なもので歩こたが分かりました。原発は、燃料の採掘
から、定期点検、使用済み核燃料の処理を含めて常に被曝労働の上に成り立っていた事を知った時、世界からなくさねばならないものであることに気がつきました。日本のような世界一の地震
国にはあってはならないものです。地震はいつ起こるかわかりません。活断層の上に建っている原発もあるようです。今すぐ廃炉にするよう取り組み、少なくとも日本から原発をなくすことは急務
です。　　　(削除)

54643 個人 自営業 ３０代 女性 原発は稼働していないものから順次廃炉へ。最終的
に全廃の方向へ。

原発なしでも電力はまかなえていました。もし足りないというならば、これだけリスクのあるものを保持するよりも、原発にかかる費用で新エネルギーの開発にむかうべきです。それだけ膨大な予
算が使われているのだから。とにかくここまでの数いらないことは明らかです。原発事故でこれだけの被害、損失を被ったいま、恐ろしい危険性を孕むものを持つ必要性はないと思います。まず
は、使われていないものから廃炉にしていくべき。

54644 個人 家事専
業

４０代 女性 原発依存は0%を希望します。 この度の原発事故を受けて私も含め多くの大人たちが無関心でいたエネルギーの題を様々な角度から見つめ直して、考えてきました。
日本政府の言う安全は国民の命を第一に考えたものではありません。
放射能の害について一番考えていかなければいけない立場のはずです。原発ではなく我が国こそ新たなエネルギー政策を考えていってください。
原発は廃炉に！
この廃炉も長い時間を要します。この廃炉の為の新たな技術も世界から協力を求めて叡智を結集し、この日本こそが進めて行くべきと考えます。
我が子が無事に大きくなるのか？こんな不安を抱えながら生きていく日々をずっと続けていかなければいけない国になってしまった。
命を第一に考えてこなかった国に怒りを覚えると共に、落胆の思いしかありません。こんな国だったのか…我が国は。
当然、私達の責任でもあります。だからこそ、我が子や、その先の子供たちの為にも原発依存は0%で、廃炉です。

54645 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発の比率はゼロシナリオで行くべきである。 2011年3月11日の原発事故後、政府の発表する安全基準・対策は、いずれも根拠が明確でなかったり、後々になって真実が明るみに出るなど、日本国民を不安に陥れた。またその中で大飯原
発の再稼働を無理に推し進めたことは、日本国民の多くを落胆・失望させ、この国の明るい未来を信じるのは、もはや困難である。30代の私個人にとっては妊娠・出産し子どもたちに囲まれた人
生を夢見てきたが、生まれた子どもたちに安全な将来を与えることができないのであれば、子を持たないという人生を選ぶほかないと思ってしまう。もしくは海外へ移住し安全に暮らすことを選択
せざるを得ない。このままではさらなる少子高齢化が進み、まさに日本国の将来が危ぶまれる。安心して子育てができる国づくりを目指すべきである。

54646 個人 自営業 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代に対し
て安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、踏
み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求
めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。
具体的に私たちは以下を要求します
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

54647 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロ・即時０％を希望します 東日本大震災以降、わが国のエネルギー政策は見直すべき時期であると考えます。
福島第一原発が収束したと言われつつ未だ放射性物質は拡散されたままであり、
人的被害・経済的被害が未知数な状態で原発を再稼働させることは、
地震大国である日本にとっては何一つメリットはないと思います。
海外へは日本の農作物を輸出禁止にされている現在、再稼働により万が一
新たな被害を出してしまっては、地震の被害国から放射能汚染の加害国であると
非難されることでしょう。

自然エネルギーへのシフトや原発の廃炉による雇用も日本経済にプラスになるかもしれません。
今一度、後世にとって何を残すべきか深慮の上、エネルギー政策を見直して頂きたくお願い申し上げます。

54648 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成です。 ドイツが2022年までに原発廃止することを宣言しているので、ドイツと協力しあいながら、日本も2030年を前倒しして廃止できるよう進めていくことができるのではないでしょうか。

54649 個人 その他 ６０代 女性 ゼロシナリオを選びます。いつ地震、津波に襲われる
かわからない原発、最終処理の目処もたっていない
原発、次世代にこのような負の遺産を残す事はできま
せん。

ゼロシナリオといっても、期限がしめされていません。再生可能エネルギーの開発・利用、省エネなどは、シナリオにかかれている以上にできるのでは一日も早く
ゼロを実現すべきです。

54650 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオ（原発０％）を望みます。 ゼロシナリオ（原発０％）を強く望みます。
これ以外の選択肢はありえません。
福島の悲惨な事故が教えてくれたように、原発に依存した現状のままでは、安心して生活することができません。
原発をゼロにして、これ以上日本が汚染されないことを強く望みます。

54651 個人 自営業 ５０代 男性 日本人のために原発は即刻止めるべきである。 原発により生命が脅かされている。

54652 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原子力発電は要りません。今すぐ0％にするべき。 　誰にも制御不能のものを何故、採択する必要がありますか。
　3.11でどれだけの方が未だに住む家もなく、彷徨っていることを忘れたわけではありませんよね。原発で働いている方が連日連夜、炉心溶解や水素爆発を避けるため、死を隣にギリギリのとこ
ろで働いていることを忘れたわけではありませんよね。
　未来を生きる子供たちが命の心配をしながら生きるなんておかしい。
　わたしたち大人はもう、間違った方向を選んではいけない。
　そのためには、原発は要らないのです。命を亡くしてでは遅いのです。新エネルギーの開発や発明は必ず日本の素晴らしい頭脳をお持ちの科学者や技術者なら出来る。原発で働く人々を新
エネルギー開発のために職場を提供してください。
　電力の節電を国民皆が協力し、日本人全員で乗り越える。原発をなくすことで日本の復興は、進むことができると思います。
　命あっての人間です。制御不能の怪物は要らないのです。今すぐ0％にするべきです。

54653 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 一定期間（例えば、10年間とか20年間等）の間に原発
を全廃することをまず基本方針として決定した上で、
目標達成の為の具体的推進計画について現実的な
対応方法を具体的に検討すべき。

今回の事故で明らかになった通り、原発は人間の管理能力を超えるものであり、人間が自己の存続を原発に依存することは自己矛盾以外の何物でもない。従って、原発を一定期間（例えば、
10年間とか20年間等）内に全廃させることは基本方針として決定する必要がある。一方、産業政策や代替エネルギー政策の観点を踏まえた上で、上記目標期間（変更不可）の範囲内で、現実
的且つ柔軟な目標達成計画を検討・策定することは許されてよいと考える。

54654 個人 家事専
業

６０代 女性 原子力発電ゼロ　シナリオを支持したい。
母なる国土を原子力発電に依存することで汚されてし
まう危険は避け、
日本にふさわしいエネルギー立国を目指して国力を
結集する政策を期待します。

「クリーンエネルギー原子力発電」と信じておりました。
しかし、原子力発電について昨年の福島のアクシデント後可能な限り勉強いたしました結果、人類の叡智を結集しても未だコントロールできていないシステムと判断いたします。
とりわけ危険な放射性廃棄物についての最終処理方法については地球規模の危うさと隣り合わせなのではと心配です。
自然環境の厳しい立地である日本では適当な最終処理地を決定しなければならないという喫緊の大仕事が未解決です。また既に抱えてしまった廃棄物分量の多さを知り仰天しました。
やはり　ゼロ　シナリオが必要なのです。

世界の中の日本として問題児になってしまったことを恥じます。
次世代を担う若者が自信と希望を胸に前向きに生きていける国にしなければならないと思います。

54655 個人 家事専
業

７０代 男性 再稼働反対です。使用済み核燃料棒の処分の見通し
がないまま、放射能被災者の健康保証・診断の終身
継続保証もないまま、そして万一事故発生時の対応
体制の確立の保証のないまま、本当に再稼働が出来
るのでしょうか。

今回の政府の態度は、電気を止めるわけには行かないから再稼働せざるを得ないという、政府のまた政権与党のやむにやまれぬ決断のように見えます。首相の本音は「再稼働はしたくない」
のではないでしょうか。私も反対といいながらも条件付きで稼働に同意したいという矛盾した気持もあります。その条件とは、事故が発生したときの対応策を十分に公開議論され、決定されなけ
ればならないということです。「起こらない」というより、「もし起こったとき」のことの対応策を持つことの方が重要です。福島原発の事故は人災といいながら、未だ何処の誰が、何の組織が、何を
怠ったからこれらの惨事が生じた、その責任は何処にあると言うことが公開されていません。これらが明らかになって始めて「真の対応策と安全策」が明確になるでしょう。各種委員会の報告は
単なる報告であって、責任の追求にはなっていません。まだ形骸的な報告でしかありません。これらだけでは再発防止の役にも立たないでしょう。刑事問題化して法廷で責任を追及することが
必要でしょう。それらを整わせることをもっと優先して欲しいのです。これは政治主導でできるのではないでしょうか。東電の情報が未だにオープンにならないこともおかしいのです。刑事問題が
生じると検察庁が現場に立ち入るニュースがよくテレビには出てきます。同じことが東電に対しては出来ないのでしょうか。それが出来ていないことが不思議に思われます。それは東電に対して
だけでなく国政側にも必要かもしれません。かっては太平洋戦争で政府の要人が戦争犯罪人として裁かれたように。原発が国家事業と云われているからにはその覚悟も必要でしょう。人災の
責任を明確にして始めて再稼働の安全性が保証されることになるでしょう。それをお願いします。

54656 個人 自営業 ５０代 男性 ゼロシナリオ 広島、長崎において核兵器の災禍をこうむった世界で唯一の国、日本。そして、66年を経て、ふたたび原発事故によって未曾有の被害を受けた日本。武器であれ、平和利用であれ、3度にわ
たって核の脅威にさらされた私たちが、どうして原子力発電を認めることができるでしょうか。原発再稼働反対。ゼロシナリオを選択します。

54657 個人 その他 ５０代 男性 原子力発電ゼロシナリオ（2030年までのなるべく早期
に原発比率をゼロにする案）に賛成です。

原子力発電ゼロシナリオに賛成の理由は以下のとおりです。
１　原子力発電は、人間がコントロールできる範囲を超えている。
２　特に、津波や台風、最近では竜巻など、自然災害の激しい日本では、原子力発電は、人間がコントロールできる範囲を超えている。
３　放射性廃棄物の処理は、非常に困難で、費用がかかり、将来の世代に大きな負担、つけを残す。原子力発電は、世代間の公平を害す。
４　結局、原子力発電は、わずかな利益を得るために、生命、暮らし、財産など、失うものが大きすぎる。

54658 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発を今すぐすべて停止して下さい。大規模・電力会
社任せの発電から、太陽光、小型水力など小規模・中
小企業が参入でき、個人の自家用発電にこそ助成す
る仕組みを導入して下さい。

   原子力発電の低い経済性も危険性も、国民は皆、認識しました。一部の電力会社の採算性のためだけに、国民の命を危険にさらすような発電はもう不必要です。

54659 個人 家事専
業

４０代 女性 原子力発電について。できるだけ、早く原子炉を廃炉
にするべきです。これ以上、放射性廃棄物を増やして
はいけないと思います。

私自身が原子力発電に反対だからです。東京電力福島第一原発所の事故で、原発事故がいかに重大な影響を後世まで及ぼすか、初めて気がつきました。反省です。

二酸化炭素増加してしまう→だから原発、
ということとは別に考えなければならないです。

我が家は生協を利用していますが、何ベクレルかということを、
表でいちいち確認しながら買い物しないとならない。
これが、ずっと続きます。

検査の費用、原発被害者の移住費用、精神的･身体的不定愁訴による医療費増大のことを考えると、原発事故で多大な経済的不利益をこうむったのは国民です。
政府には、「国民の生活」をまず第一に考えてほしいです。

54660 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロのシナリオを選びます 原発ゼロのシナリオを選びます。原発事故を期に自然再生エネルギーへの変換を望みます。コスト面でも原発は高すぎる、お金で解決されない事がありすぎる。国内で安心して日常生活を送る
ために、この様な取り返しがつかない事態を二度と起こしては　現在故郷を追われている福島の方たち風評被害にあわれている方、将来のエネルギー選択権のない未成年者達に申し訳ない
です。



54661 個人 その他 ４０代 男性 原発の比率は、ゼロシナリオで行くべきである。 10年以内に原発の稼働をなくすとことを決定するべきである。原子力事故は一度発生すると手におえないことは証明された。なくてもこの夏を乗り切れている。
さらに、原発廃止にすると電気代が上昇するというのは、まやかしの議論である。なぜなら、原子力発電のコストは、将来の廃棄物対策や、今回の事故による甚大な損害をすべて含むと考える
べきであり、もっとも高価な電気が原子力発電というべきである。したがって、目に見える電気代の上昇のみを電力のコストに見せるのは、子供でもわかるまやかしだ。
日本の技術力は、安全な原子力からの撤退と、代替エネルギーの開発に向ければよく、期限を区切ることで効果的な開発が進むであろう。従って、その期間は10年程度をみるのが一つの考え
になる。

54662 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 私は「ゼロシナリオ」を選択します。
ただし、2030年までと悠長なことではなく、　即時に原
発をゼロにすることを強く希望します。

原発利権は許せない
子供たちを守りたい！

電気は足りる。省エネに力を入れれば簡単。
省エネは日本の力が発揮できる分野

54664 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持致します。 15シナリオが現実的な解かもしれませんが、原子力の安全性確保に対してかけるコストをCO2排出量削減を検討するコストへ回し、国際社会をリードするエネルギー方針を示していければと思
います。

54665 個人 自営業 ５０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張す
る。
政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発自然エ
ネルギー開発に尽力すべきである。

このパブコメの前提が「2030年までは原発を稼働する」というものである。
再び福島のような事故が起これば、日本は再起不能になる。
ただちに原発を廃炉にすべきである。
政府は自然エネルギー比率を増やすスケジュールを国民に明確に示す義務がある。

54666 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロを希望します。
日本にある全原発を即廃炉にして下さい。

福島であれだけの事故を起こしておいて、まだ原発を存続することが許されるはずがありません。日本の国土を汚し、人びとを被爆させている原発を即廃炉にすべきです。地震が今後も多発す
るであろうこの国で、原発は危険過ぎます。しかも処理することの出来ない核廃棄物を次の世代に残すことは無責任に過ぎる。電気は火力と天然ガス、地熱や波力などの自然エネルギーの開
発と省エネでなんとかする。未来の世代にこれ以上の負の遺産を残すことは許されない。誰にも責任がとれない原発を出来るだけ早く廃炉にし、次の自然エネルギー開発に全力を注ぐことがこ
の国が目指す方向だと考えます。

54667 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 シナリオ１の0%に賛成。さらには全原発の即時廃炉。
強力な再生可能エネルギー推進。

福島の事故により、東電はもとより政府やメディアへの不信感は拭えない状況になり、東北や関東に住む人間に無視できないストレスを与え続けています。また、原発の再稼働によって、海外
から見ても事故を起こした当事国の対応であるとは到底理解されず、今後の国際的な信頼回復にも大きな影を落としています。一つの事故によって各方面に足かせがはめられた状態である上
に、海洋汚染による賠償請求など今後の課題も山積みであり、一つ選択をあやまれば日本自体の存続も危ぶまれます。今、日本に出来ることは、原発の即時撤退を世界に宣言し、再生可能エ
ネルギーへのシフトを明確に打ち出し、未来のエネルギー技術のリーダーになることしかありません。この危機をチャンスに変えるには「脱原発、再生可能エネルギー推進」すること。その姿勢を
打ち出すことでのみ、原発事故によって世界に迷惑をかけてしまった国としての存在意義が認められると思います。

54668 個人 自営業 ４０代 男性 原発依存度をゼロにする政策を支持。
安全が確保されない限り原子力発電を行うべきでは
ない、また脱原発により代替エネルギーの技術を始め
様々な技術革新が促され、停滞した経済や社会の活
性化につながるから

「エネルギー・環境に関する選択肢」
原発依存度の(1)ゼロシナリオを支持します。
福島第一原子力発電所の事故により、地震や津波に対する原子力発電所の脆弱さ、安全対策のずさんさのみならず、官・産・学にまたがって原発推進派が原子力行政を牛耳るという、いわゆ
る「原子力ムラ」が、日本の政治、経済、社会、学術のあらゆる側面を大きく支配しているという実態が明らかになりました。こうした構造により日本の環境やエネルギーをめぐる状況は硬直化し
柔軟さを失っていると思います。
まず第一に、安全性が確保されないうちに、原子力発電を続けるべきではないと強く考えます。発電所の安全性そのものばかりでなく、使用済み燃料の処理方法、遺棄・保管場所もいまだ確
保・確立されてはいません。現在の私たちの安全はおろか将来にわたって長く人類そして生物全般の命をおびやかず放射能を垂れ流しにする原子力発電を継続することは、決して許されるべ
きものではありません。
第二に、前述した、硬直化し柔軟性を失った環境・エネルギーを巡る状況を打開するためにも、原発依存度をゼロにして、代替エネルギーの研究開発を促進し、エネルギー供給のあり方を抜本
的に見直していくべきだと思います。そうすることにより、あらたな技術開発の波が生まれ、日本の経済や社会の活性化につながっていくと思います。
以上の理由により、原発依存度を出来る限り早くゼロに近づけていくべきだと考えます。

54669 個人 その他 １０代以
下

男性 原発０％ 経済よりも健康が大事だと思います。

54670 個人 無職 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します 福島第一原発事故の後処理を知るにつけ、
現時点で政府（現政権という意味ではありません。政治家全員でも構いません）及び電力会社に原子力発電を運営する能力があるとは考えられません。
責任のなすりあい、情報の隠蔽・遮断、安全性を過信した管理の杜撰さ、
これらを連日の様に目の当たりにした上で、
原子力発電に依存すべきとは全く思えません。
我が国の技術力の問題ではなく、運用する方々のバカさ加減に呆れたのです。

もういい加減にして下さい。

バカなの？

54671 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 15シナリオで良いと思います。 再生可能エネルギーの比率を上げていく目標は良いと思いますが、2030年までに転換が進まない可能性も考えられるし、温室効果ガスの削減や化石燃料や天然ガスなどの資源の消費は極力
抑えて行くべきだと思うので、原発に関しては依存度を下げられるのであれば望ましいが、ある程度は余裕を持たせておくべきだと思います。ただし、安全性の確保や災害時の対応について
は、今以上の厳しい管理が必要だと思いますし、その点は国民に報せていって欲しいです。後は国民が節電に対する関心を持ち続けられるようなプログラム(エコポイントなど)も、検討して頂け
ると良いかと思います。

54672 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 廃棄物を処理できぬ原発は全て廃炉。二酸化炭素が
増大するというのなら、高速道路も新幹線も大型
ジェット機も不要。地産地消社会にするしかない。
もう発展の時代は終わり、縮小しながら生きてゆく社
会だ。

放射性廃棄物の処理に未来へ先送りするしか方法のない原子力発電は、人智を超えたもの。
それで二酸化炭素が増大するというのなら、自動車の利用は極限までに縮小が要求される。
これにより、高速道路そのものが不要になり、大出力を要求される高速鉄道も、大型ジェット機も存在が許されなくなる。
高速道路で輸送する物資のうち、相当数は船舶輸送すれば、必要なエネルギーは１００分の１に減少する。
大都市の人口を支える事は、輸送力低下で食料品価格は相当上昇することもあり、困難になってゆくだろうが、首都機能を合衆国のように機能別に地方都市に分散させれば、地方の衰退と大
都市の過密をを少しでも食い止められるのではないだろうか。

54673 個人 自営業 ３０代 女性 2030年に原発ゼロを目指す、「ゼロシナリオ」を希望し
ます。

福島原発の事故は科学の力の限界を見せつけました。「絶対安全」と言い続けた政府や電力会社は重大な過ちをおかしたことを認めるべきだと思います。まだ福島や東北・関東地方の方たち
の中には不安な思いを抱えて生活している人たちがいる中で、これ以上原発に依存することは考えられません。

原発がなければ電力不足に陥る、と政府や電力会社の人たちは言いますが、今年の夏は大飯原発3・4号機は稼動していますが、他の原発が稼動しない中で、停電などはおきていません。
原発を再稼動する前に、電力不足にならないように省エネへの努力を行うことが先決だと思います。

3つのシナリオの中で、「ゼロシナリオ」だけが、原発ゼロへの道をすすめるものですが、二酸化炭素の排出量増加とセットになっているところは、改めて考えるべき点ではないかと思います。
原発ゼロと二酸化炭素の排出量の削減は両立できます。今も省エネの技術は日々進んでいて、その分野を伸ばすことで、エネルギー全体の消費量を減らすのです。

それは政策でできるはずです。政策がそれを決めるかどうかで大きく結果が違ってきます。経済や効率ではなく、命や命をはぐくむ地球環境を最優先させた政策にシフトして頂きたいと切実に
思っています。

54674 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）!!!!!!!! 国民の生活が第一？国民の生活を守る？　まずは国民の命を守ってください。

54675 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年時点でのエネルギー?環境に関する3つの選択
肢からは(1)ゼロシナリオを支持します。

本当は今すぐにでも全ての原発稼働を止めて欲しいところですがこの意見募集では2030年時点ということで(1)ゼロシナリオを選択しました。

東電福島第一原発の事故で100%安全な原発は存在し得ないということがわかりました。
それに万が一の時に安全を確保する為の様々なバックアップも機能し得ないということもよくわかりました。

言うまでもなく日本は世界唯一の原爆被爆国です。
核の恐ろしさは身にしみて分かっているはずです。
今の安全対策のままで十分なのでしょうか？

再生可能エネルギーの推進を支持します。
そして一日も早く全ての原発を廃炉にする方法を皆で考えていきたいと思っております。

54676 個人 自営業 ４０代 男性 原発絶対反対！！！！原発は即刻０％にすべきと考
えます！！！！！

なににも怯えず天寿を全うしたいものです。人間の、植物の、動物の、自然の健全に生きる権利を踏みにじらないでほしい！！！！！原発絶対反対！！！！原発は即刻０％にすべきと考えま
す！！！！！

54677 個人 学生 ２０代 男性 「原発ゼロシナリオ」 地球環境を崩したのは人間。でも知恵を出し守ろうと変えていけるのも人間。
再生可能な社会へ転換してほしい。

54678 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発ゼロシナリオを支持します。 沖縄で食品を扱うお店です。

放射能汚染された食材が沖縄にもどんどん流通していると聞きます。

嘘がまかり通る今の政治は、まったく信用なりません。

お願いです、真剣に命と向き合う政治を。

不安のない未来を。

54679 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します. どの様に表現を変えても、原発は「安価で安全」であるとの嘘がバレタ以上原発０シナリオを推し進めなければ日本国中放射能汚染地域になり、外国からの観光客も来なくなり、肝心の日本製
品の国内生産物が輸出も出来なくなる。

フグの毒である「テトロドキシン」や「ダイオキシン」も無毒化する事が出来る技術があるのに、放射能の無毒化は実現出来ていないと言うか不可能。

これからは再生可能エネルギーやメタンハイドレードなどにシフトしなければ日本は人のすのことが出来なくなるだろう。

54663 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はすぐにゼロとすべき。福島の事故の教訓，(1)
重大な原発事故は起きるということ，(2)重大事故が起
きれば広範囲の国土が何十年何百年も居住不能とな
ること。原発に未来はない。再生可能エネルギーは急
速に発展する

　これまでの原発事故や放射性廃棄物の問題を考えれば，原発はすぐにゼロとすべき。そのうえで，エネルギー自給の問題，二酸化炭素排出の問題，これらの解決のために，如何に早く再生
可能エネルギーにシフトしていけるかが大きな課題となっている。再生可能エネルギー技術の進展は目覚ましい。
１　なぜ原発をゼロとすべきか
　　福島第一原発の事故の教訓は何か？(1)大量の放射能漏れを伴う重大な原発事故は起こり得るということ（安全神話の崩壊）。(2)一度，重大な原発事故が起きれば，非常に多くの犠牲者が
出る可能性が高く，広範囲にわたって国土が放射能に汚染され，何十年何百年，下手をすると何万年も住むことができない土地ができてしまう。
　　安全神話がなぜ生まれたのかを考えてみてほしい。福島第一原発の教訓(2)で述べたように，重大事故が起きれば取り返しのつかない甚大な被害が生じてしまう。だから「絶対に事故は起き
ない」と言って住民を説得してきたのだ。しかし，それが福島第一原発の事故で重大事故が現実となってしまった。福島第一原発だけでなく，チェルノブイリ，スリーマイル，ＪＣＯ，もんじゅの事故
など，人が作り，操作する以上，必ず事故が起きる。飛行機事故，列車事故などの事故がなくならないのと同じだ。国土を守り，国民の安全を守るために，原発は減らすだけではなく，ゼロとしな
ければならない。
　　もうひとつ原発を廃止すべき理由は放射性廃棄物の問題だ。核燃料は人が近づくことのできるものだが，核分裂を起こして発電に利用すれば人の近づくことのできない放射性廃棄物とな
る。放射性廃棄物の再処理は更に危険である。再処理の際にできる高レベル放射性廃棄物のガラス固化体は，表面で14,000Sv/h，１ｍ離れた場所で420Sv/hの放射線を出す（内閣府原子力
委員会の資料より）。１ｍ離れていても約２０秒で致死量になるほどの強さだ。たとえ大きさは小さくても，そう簡単に扱えるものではない。更に，高レベル放射性廃棄物の放射線がウラン鉱石と
同程度になるまでに約１万年かかる。それだけの長期間，安全に保管する方法すら確立されていないのに，そんな危険なものをどんどん生み出すというのはどう考えても間違っている。
２　地球温暖化の問題
早期に二酸化炭素の排出削減をするなら，２００８年現在で２６．８％を占めている石炭による発電を天然ガスなどの二酸化炭素排出量の少ない資源に切り替えるだけで大幅な削減が可能だ。
こうした資源の確保については，不当に高い価格で供給されないように，日本政府の外交力を駆使する必要がある。また，シェールガスやメタンハイドレートなど新たな資源の確保や開発につ
いても検討すべきだ。
３　再生可能エネルギーへのシフト
　　太陽光，風力，水力，地熱，バイオマスなど個々に事業が進められ，普及しているものもあるが，全体的にどのようなバランスでどのような需給システムを構築していくかというビジョンを示す
ことが重要だ。
　　大きな課題となっているのは，天候などに左右される不安定さとコストだ。
　　電力の買取制度により，メガソーラーなどの建設が進んでいるようだが，太陽光発電は，メガソーラーという形よりは，各家庭や工場などごとに発電して使用する方が効率的と考える。規模
が大きくなれば大きくなるほど気象による変動も大きくなり，制御が難しく効率が悪い。
　　今後は電力も地産地消を進めるべきと考えるが，地域によってどのような発電方法が最も適しているかは異なってくる。例えば，雪の多い地域に太陽光パネルを設置しても効率は悪いが，
農業用水や河川を利用した小水力の設置が可能な場合が多いと思われる。地産池消といっても，発電方法によってその適用範囲は様々であると考える。
　　個人的には，太陽光は１世帯や１敷地ごと，小水力はその規模によるが隣組規模（５世帯程度）～１集落（１００世帯程度），風力は１集落～市町村規模，地熱は市町村～都道府県くらいで適
用していくのがよいのではないかと考えている。また，都市部では太陽光，山間部では小水力などの地域特性によっても最適な発電方法は異なる。
判断要素となる地域特性を整理し，地域に最適な発電方法の導入モデルをつくり，コストやメリットデメリットを明確にしたうえで導入を推進していけば新たな電力需給システムの実現も可能と考
える。もちろん送電の制御の問題や火力や蓄電池設備等によるバックアップなど検討すべき課題はあるが，今の技術でも実現可能なモデルはあるはずだ。技術の進歩により効率化され早期実
現すれば理想だ。
コストの問題であるが，電力の買取価格は早期に見直すべきだ。諸外国に比べても高すぎる。電気料金の値上げについても，多少は仕方ないと思うが，あまり弱者に負担がかかるような不平
等が起きないようにする必要がある。
太陽光パネルの設置でいえば，立地的な日照条件によって設置したくても効率が悪く設置できない場合や，設置にあたって耐震改修等の負担が必要な場合もある。再生可能エネルギーの付
加金のかけ方や，太陽光パネル設置費用の貸付，その他必要な法規制等についても検討すべきである。
参考として今年３月に設置した太陽光発電設備について紹介する。３．３６ｋｗ（東芝，パネル１４枚）設置費用約１５０万円（－補助金約３０万円）。総発電量1971.4kWh，総消費電力量812.7kWh
（３月３日～８月１１日）
４　最後に
　　原発をなくすことによって中小企業などへの負担増による影響が懸念されているが，それは中小企業への支援策（太陽光パネル設置費用貸付など）を充実させることによって緩和できる。
　　各個人に多少の負担がかかっても，原発のリスクの大きさを考えれば，原発はゼロとすべきだ。
　　戦後のどん底で国民が一丸となって努力したように，原発ゼロに向けて日本の力を結集すれば，必ずや実現可能であると信じている。



54680 個人 自営業 ５０代 女性 ゼロシナリオを選択します。
ただ、2030年までではなく、即時ゼロを希望。

日本のような地震が多い国では、原発は稼働すべきではないと考えます。
安全で、事故など起こらないと言われていましたが、福島の原発の惨事を見れば、
私たちが、 原発をコントロールできるものではないことは明らかです。
将来を担う子どもたちが、安心して生きていかれるようにするのは、大人の義務です。
これ以上、原発で悲惨な事故は起きてほしくないです。

54681 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 即時原発廃止 世界標準で考えたら、
未だに原発に依存しているのは将来性が全くない。
安全性をの観点からも存続はあり得ない。
経済的にも新エネルギーの分野で新たな利益創出を考えれば良い。
電力消費量的には全く必要ない。
子供達の未来を考えましょう。

54682 個人 学生 ２０代 女性 「エネルギー･環境に対する選択肢」に関する意見。長
期的計画でなく即刻原発依存を改め、我々にとって安
全なエネルギーを普及させることが国の将来につな
がる。

2030年ではなく、いますぐ脱･原発依存を掲げ、自然エネルギーの普及へシフトするべきだ。地震の活動期である今の日本にとって、原発を再稼働させ今後も依存し続けることはさらなる大事故
を招き、国を再起不能にさせる。将来を担う子供達や若い世代にも放射能は脅威である。安全な環境を目指したエネルギーの普及にこそ平和な未来が保証される。

54683 個人 自営業 ３０代 女性 私はゼロシナリオを選択します。理由は、福島原発の
事故により、地震国日本において原発の安全性には
限界があると感じたからです。よって再生可能エネル
ギーの開発と節電の強化へ国全体が舵を取るべきだ
と考えます。

私は2030年に原発依存０％のゼロシナリオを選択します。
理由は、福島の事故により地震国日本において、原発の安全性には限界があるということがわかりました。原発事故によってもたらさせる被害は日本や人間や地球にとって取り返しがつかない
規模だということもわかりました。よって原発に依存しないエネルギーの生産とその生産能力に見合ったエネルギーの使い方を真剣に実行すべきだと思います。
福島の事故により、反原発やクリーンエネルギーへの転換の意識も国民の間で高まって来ています。この意識の高まりを利用して、国民全体で考え、再生可能エネルギーの開発と節電の強化
へ国全体が舵を取るべきだと考えます。
そのために、電力が現状維持できなかったり、電力料が上がったりすることへの国民的な負担は仕方ないと思います。
今後、自然エネルギーの開発や、原発の廃炉技術の開発に投資をし、日本がこの技術を世界的に牽引し、原発の輸出ではなく、これらの技術の輸出で成長したり、世界への貢献を目指せれば
良いと思います。

54684 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 当座としては、原発に頼らざるを得ないが、将来に向
けて社会を変えていくという観点では、ゼロシナリオを
選択するべきであり、これを達成すべく企業も変って
いかなければならないと考えています。

当座としては、原発に頼らざるを得ないが、将来に向けて社会を変えていくという観点では、ゼロシナリオを選択するべきであり、これを達成すべく企業も変っていかなければならないと考えてい
ます。解決すべき課題が解決できず、多くの犠牲を伴う原発の利用には、早々に見切りをつけるべきだと考えます。国が、国民や企業の現状の維持に心を配っていただくことはありがたいことで
はありますが、将来あるべき姿を示し、掛け声を掛けることも重要な役割であるはずです。目指すべき目標をしっかり掲げることで、国民や企業が信念をもって目標に向かうことができるようにな
るはずです。

54685 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオで即時０％を希望します 節電、省エネについてもっと開かれた意見が聞きたい。

54686 個人 その他 ４０代 男性 原発ゼロシナリオで、前原発を停止、廃炉に向かい、
代替エネルギーに向かうことを希望します。

昨年の福島第一原発事故により、原発の危険性およびそれに関する電力会社、政府諸機関の対策の無力さが明らかになりました。このように危険な原発を再稼働することなく即時停止し、廃
炉に向かうことにより、安全なエネルギー源の確保に向かうことを強く希望します。

京都精華大学准教授　(削除)

54687 個人 自営業 ４０代 男性 原発０シナリオを選択します。 これ以上放射能や核の危険に晒さないでほしい。

電力が足りないなどと堂々と嘘をつくな。
子供が大人（政府と要電）を信用しなくなっている。

54688 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロの国を希望します。 福島の事故で安全性が疑問視されているなか、何も解決されておらず、未だに避難していらっしゃる方々がいるなかで、原発再稼動は考えられません。
命や健康よりも大切な豊かさなんて、ありえません。
今の日本や世界の智恵を集めれば、代替エネルギーの開発と実用化は不可能ではないはず。
子ども達の命と健康を、守る国であってください。

54689 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します エネルギーはまかなえる。
原発がなくても。

54690 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオ即時実行を要望。経済と命をてんびんに
かけることは許されない。現在原発二基にて全国の
電力需給が可能である真実。原発下活断層、使用済
み核燃料問題など、原発の実態は完全な行き詰まり
にある。

もはや経済の時代は終焉したと考える。
人口減少、消費の欲望が衰退している現状、その先に迎えた3.11ののち、私たちが心から大切だと気づいたのものはなんだろう。
それは、きらびやかなモノに囲まれることでも、たくさんのお金を持つことでも、いつまでも長生きできることや美味しい高級レストランの食事ではなかった。ただ安らかな生活であり、家族一緒の
時間であり、年齢相応に健康なからだであり、誰かとの何気ない日常の会話であり、故郷であり、庭の野菜であり、安全でおいしい水であり、いそがしいけれど子どもの笑顔に救われる育児の
時代であり、静かな読書の時間であり、自然であった。そのことさらでない普通の日常を送ってきた人々の生活を刃物で切るがごとく断ち切り、苦悩の放浪の旅に立たせているのはいったい何
者か。「原発」というこの恐ろしいものに私たちはこの30年頼って生きてきたのだと思うと、後悔と責任の無さに胸が痛む。子どもや、こどもと出会う友人、恋人たち、生まれるこどもたちに私たち
はなんと言ってこの世界を渡せばよいのだろう。
いのちがあれば、いのちがじょうぶであれば、いのちが最も大切にされているという精神のもとで運営される世の中であれば、わたしたちはごく普通に安心していのちを全うすることができるは
ずであった。今、失楽・絶望の世界で私たちはこの時代を受け入れ、生きていく。この時にこそ大事なのは、どう生きるべなのかという哲学や倫理を国民すべてが深く思考し、ぶくぶくと膨れ、じ
ぶんの場所からはみ出し過ぎた経済の論理を排除することから始めなくてはならない。私たちは平等に放射能の世界に生きている。その平等さを逆に立ち位置として、私たちは国を再生すべき
だと思う。
それでも現行の経済を遂行すべき、第一義であると考えるならば、経世済民という国家をマネージする時の崇高な考え方に政治家の方々に立ち戻っていただき、民主主義、資本主義、個人主
義がセットとなった世界的な行き詰まり状態を、再び民主主義の精神に則り、「国民と手をつないで」再構築していただきたい。その道程は長く辛い脱原発の道のりと重なると考えている。わたし
ち国民はもはや隠されたものを見ないことしない。隠されたものは見るべきであると知ったからである。この国民の覚醒を侮ってはいけない。日本国民として、国家を背負う政治家としての冷静
な判断を、枝野氏、細野氏、古川氏、そして野田首相に強く望む。

54691 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望。 長い時間考え続けましたが、やはり、ゼロシナリオを希望します。そのために、どんな対価を払う必要があるのか、どんな立場の人たちにどんな苦境を突きつけることになるのか、覚悟があるの
か？人事だから分からないのだ！と自分で自分に問い続けましたが、それでも、いま舵を切る時だと考えます。

54692 個人 自営業 ３０代 男性 原子力発電は0%にすべきです。さらに地球環境に負
荷を掛けないエネルギーの開発と徹底した省エネ技
術の確立を求めます。

原発は一度暴走したら止めることは出来ず、さらにそこから出る核のゴミは何万年もあとの世代まで影響を及ぼすのでしょう？
歴史を振り返ってみたら100~300年で常識というものや価値観はコロコロ変わっていきます。今の価値観は今のものでしかないのです。政府や一部の財界人が追い求めている利潤という価値観
の為に何億年という時間の流れとともに様々な奇跡が重なってできた今の地球の環境をぶち壊すのはヤメテ欲しい。
さらに現在のエネルギー政策は日本人の技術革新にブレーキをかけていると思う。
戦争や利潤の為ならとてつもなく凄い技術を開発する能力を持っていても、この美しい国の環境の為、そこに暮らす人々の笑顔の為にはこの国の技術力は力を発揮できないのでしょうか？ 私
はそんなことはないと思う。真にこの国の未来の為に必要な技術や理念をもった技術者は大勢いると思う。政府はそういった技術者達をバックアップして、目の前の利潤を追い求めるのではな
く、未来の世代に美しい日本国という財産を残せる様にリーダーシップをとって頂きたい。

54693 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発0%を主張します。 制御できないものは、作るべきでない。保有するべきでない。
また、今回の事故で、国は被害者を補償しきれず、国民への情報発信も曖昧なものが多く、信用できない。このような事態のまま、原発によって電力を確保するというのは、リーズナブルでない
と思います。生きるために必要だという電力を、命をおびやかす発電方法によって獲得するなど、本末転倒です。
これを機会に消費電力量を減らす生活への転換、安全な発電方法の開発にこそ税金を費やしてほしいです。

54694 個人 自営業 ４０代 女性 原発の即時停止および廃炉へ向けた手続きをすみや
かに

原発の即時停止および廃炉へ向けた手続きをすみやかに始めることを求めます。
原発はそのメリットに比べ、デメリットがあまりにも大きく、万が一のリスクの高さも侮れません。
危険すぎるエネルギーです。

54695 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 エネルギー政策は最重要な国策なので、多面的な分
析のもとで誤らない道を選ぶべきである。意見公募の
前提は不十分であるが、下記の理由で国の基幹エネ
ルギーには原子力が欠かせないので、２０－２５％案
を支持する。

１．日本はエネルギー資源が乏しいために、長期的にも国際的に可能な選択肢として原子力を基幹とする国策を進めてきた。そのため、関連技術開発、法規制などの整備、人材育成、資源外
交、プラントの建設、燃料事業の育成を約50年にわたり進めて原子力を確保した。その前提はほとんど変わっていない。
２．今回の東電事故では地震津波を契機として未曾有の原子力事故となり、未だ避難と汚染が続いており、事故究明と除染や健康対策など最優先で進めるべきである。
３．エネルギー政策の選択において、原子力に頼らない方向が可能が可能か、それには各エネルギー源のメリットとデメリットが何かを、技術や外交など多面的が分析を行って判断すべきであ
る。
４．今回の事故を踏まえて、原子力の安全性を広くハードとソフトの両面から向上させることはわが国の役割である。今回の事故にひるむことなく、むしろ克服して将来に活かすことが国際的な
責務でもある。
５．エネルギーセキュリティ、温暖化対策の点から中長期的に原子力に代わる基幹エネルギー源確保は現実的には難しいと考えられる。
６．再生可能エネルギー、蓄電技術、スマートグリッドなどの構築は、将来的に大きな魅力があるので、原子力を基幹エネルギーとして国力や産業競争力を確保しながら着実に進めるべきであ
る。感情的で楽観的過ぎる判断で原子力から再生エネルギーへというのは、コンクリートから人への掛け声のように、我が国の足元を見ていない議論である。
７．経済か人かでなく、経済産業は人らしく暮らすための手段であり、世界各国が躍起となって取り組んでいる。国を誤らない経済産業政策とエネルギー政策を合理的に進めるように切望する。

54697 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
少しの化石燃料と太陽光発電、風力発電にシフトし
て、原発を二度と再稼動させないでください。
そして情報の捏造をやめ、分かり易く論理的で、透明
性のある情報公開を求めます。

東日本大震災以降、原発の危険性は十分すぎるほど認知されました。
これからは、日本と世界の未来の為に今日本に住む私たちが一丸となって、原発以外の再生可能エネルギーへシフトしていくべきと思います。
2011年の電力不足も捏造された情報であったり、今の日本政府には不信感がつのるばかりです。
これ以上私たちの信用を損なわないよう、まずはこのパブリックコメントの意見を捏造せず反映させ、透明性のある情報公開をして政策を進めていってください。
そうすることで、様々な経済等の問題も解決していくことが可能になると思います。

54698 個人 自営業 ５０代 男性 原発依存度0%にすべき 地震国日本において原子力発電所に頼る事はあまりにも危険　現実に大事故が起こり事故の収束　被害補償等の目処も立てられないのが事実
原発は国としてゼロにする方向で行かねばならない

54699 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発”ゼロシナリオ”を支持。
他の選択は原発ありき、未来の子供たちの為にもゼ
ロ実現。
政府は原発を無くせない理由を考えるのでは無くどう
すれば無くせるのかを
議論しロードマップを国民に示すべき。

そもそも脱原発を目指すならゼロ以外に選択肢が無い
今現在の話では無く２０３０年の話なのになぜ地震対策が十分かわからない（説明できていない）原発の再稼動、更には原発を増やすなどという選択肢が出てくるのかわかりません。
まずは脱原発ありきでいかにしたら実現できるかを検討ください。
自然再生エネルギー比率を高め未来の子供たちに安全な社会をお願いします。

　【前提１】本意見を申し上げる前提として、私は日本における発電源としての原発の社会的信頼性はZEROになってしまった、と捉えています。それは事故を未然に防げた可能性のあるIAEA基
準や歴史的背景を無視する事によって、その監視基準にガバナンスやマネジメントが欠如すると共に、必要とされる安全性確保が実施されていなかった事が最大の要因と思います。それを顕
著に表していたのが、国会事故調における『規制の虜』という指摘と捉えています。そして未だ日本の原発全50基において、この事故の教訓が全く活かされてないばかりでなく、政府の監視能力
も電力会社の安全対策も全く向上していない、というのが現状ではないでしょうか？

　【前提２】その一方で、電力供給不足による過度な節電は一般国民の生活の安全を棄損すると共に、経済活動を収縮させてしまっていると認識しています。その中でも、貿易収支において燃
料の輸入によって赤字が定着化しつつある事を鑑みれば、原発を稼働させねば各企業は競争力や収益力を失い、従業員解雇や資金繰り悪化・倒産に陥り、国や自治体としても税収を失い経
済的に破たんをする事を意味すると捉えています。その意味においては、例え安全性が満たされていなくても、社会的信頼性が乏しくても、関西地区では大飯原発を再稼働せざるを得なかった
事については、そのトレードオフとして致し方なく捉えざるを得ないと共に、北海道地区における泊原発の再稼働についても、然るべき意思決定と国家的覚悟が要されると捉えざるを得ないのが
現状です。

　【前提３】つまり、日本の2012年の電力事情が意味する事とは、「１）原発の安全性を日々憂いている」「２）世界一高い電力料金の進行化懸念」「３）必要とする電力供給量すら満たされてない」
という事が現実だと思います。

　【戦略１】よって、2030年を見据えた国家戦略を考えるならば、「一）脱放射能外部放出リスクに日々恐れる事が無い」「二）電力料金が国際的に見ても標準的価格で入手可能になる（購買力平
価ではなく名目価格）」「三）計画停電や努力目標が国や自治体から発令されない電力供給量を得る」の３つの必要条件を満たす事が、内閣府国家戦略室が提示すべき「エネルギー・環境に関
する選択肢」だと考えます。

　【戦略２】加えて、原発比率のメニューは、『ゼロシナリオ』であっても『20～25シナリオ』であっても、これを実現できるか否かは、そのイノベーションやガバナンスによって、前記【前提１~３】を解
決できるか否かでしかありません。よって、どの選択肢が選ばれたにしても、中間査定が必要です。つまり、『ゼロシナリオが選ばれても、電力料金が下がらず、加えて電力供給量が満たされね
ば、それを破棄する』『20～25シナリオが選ばれても、原発の安全性が満たされねば、それを破棄する』という強い意志と覚悟を持って、其々のシナリオにおいてイノベーションやガバナンスを実
現させねばなりません。

　【戦略３】前記【戦略１～２】を満たす為には、内閣府国家戦略室は、この原発比率のメニューに加えて、「発送電分離および系統接続確保」を絶対条件として提示すべきです。そして「安全性に
満たない原発の送電拒否する事」ならびに「FITを廃止および破棄し自然エネがその質と価格によって市場競争させる事」を整えるべきです。その上で、「あ）原発の安全性を高めるにはどうする
か？」「い）自然エネの料金を下げ、かつ供給量を増やす為にはどうするか？」「う）火力の燃料確保・費用低廉化と発電効率向上をどうするか？」について、どの原発比率のメニューが選ばれて
も継続的に追及すべきです。

　【戦略４】尚、どの原発比率のメニューが選ばれても、使用済み核燃料の処理から誰も逃げる事はできません。加えて、40年を超える原発の廃炉も同様です（勿論、『ゼロシナリオ』でも同様で
す）。よって、どの「エネルギー・環境に関する選択肢」においても、国がその比率を決定する以上、その費用は国民負担になる事を明確に提示すべきだろう、と思います。

　【戦略５】加えて、原発停止以降の一般家庭向け電力料金については、速やかにその値上げを行うべきです。また過去に遡ってその差額を請求すべきです。なぜならば、その燃料費は受益者
たる利用者が支払わなければならないからです。　しかしながら、その燃料調達費の交渉は電力会社が行ったものです。今迄が総括原価方式かつ地域独占であった以上、ここに選択肢がな
かった事を、内閣府国家戦略室は深く認識すべきです。内閣府消費者委員会においては、2012年2月28日に『公共料金問題についての建議』を提出しています。よって、この電力料金の値上げ
については、経産省に加えて内閣府消費者委員会（公正取引員会や消費者庁含む）として詳細を監査・監視する事が必要であると共に、前記【戦略３】において示した「発送電分離および系統
接続確保」によって、地域独占ではない市場競争を一般家庭向け電力市場においても展開させると共に、その場合の電気料金においては、3.11事故前の価格をベースに、その上限にキャップ
を掛ける事で、この世界一高い電気料金を支払わずに済む道筋を、内閣府国家戦略室として提示すべきと捉えています。

　【まとめ】以上、「エネルギー・環境に関する選択肢」に対して、その前提ならびに戦略として、本パブコメを述べましたが、私個人の意見としては、やはりどの選択肢も選べない、という点をお伝
えせねばなりません。それ程にこのエネルギー問題は、国の命運を左右するものだからです。無責任な希望やワガママを述べる事が本パブコメにおいて１つもあってはならぬ、と思うからです。
是非、内閣府国家戦略室におかれましては、『規制の虜』に陥る事無く、且つ『過激デモや過剰妄想』に捉われる事無く、≪日本の発展と安全の両立を具現化する為の戦略≫を担うセクションと
してその職務を全うされたく、一国民としてこの想いをお伝えしたい、と思っております。

54696 個人 自営業 ３０代 男性 本選択肢に必要なのは、原発比率のメニューではあ
りません。「１）原発の安全性を日々憂いている」「２）
世界一高い電力料金の進行化懸念」「３）必要とする
電力供給量すら満たされてない」を解決できる方法で
す。



54700 個人 家事専
業

６０代 女性 ２０３０年には０％を希望。
本当は、即刻廃炉、即刻原発０％を希望。そちらを選
べるようにしてください！！！核のゴミは経済の発展
を阻害する。断層の活発化。電力会社や一部産業が
潤って国土が汚れる非道。

福島の小さな生物に異常が発生している。
人間も、傷つくのは卵子や精子。人間が存続できない。
孫達やひ孫達を放射能汚染の病気にしてまでの電気を使いたくありません。

54701 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 　3つのシナリオどれも反対です。“2030年までのなる
べく早期”などではなく、ただちにゼロにすることを希
望します。

　理由は、さまざまありますが
・福島の事故を通じて、日本の電力会社および原子力関係機関、政府には原発を安全に運用する能力も体制もないことが露呈した
・事故によって失われた土地や故郷、食の安全の崩壊、生産者と消費者間の失われた信頼関係、ほかの有意義なことがらに使えたはずの失われた時間 等々をこれ以上拡大して欲しくない
・これからを生きていく子供たちに負の遺産を残して欲しくない
からです。
　ただちに原発を廃止し、ほかのエネルギーへのシフトに全力を尽くし、省エネへの取り組みも大胆かつ速やかに実行していただきたいと思います。

54702 個人 家事専
業

５０代 女性 そもそも、放射能廃棄物、核のゴミの処分方法が無い
まま原発を動かし核のゴミを出す事が無理。

核のゴミは日本のみならず、世界中の原発の悩み。日本の核のゴミをフランスに置いてもらったりしているが、それも返される。
プルサーマルも成功し無い。
そもそも、ウラン発掘その物にも危険がある。なにより、ウランを輸入したり核のゴミをフランスに送ったりする船がもしも何らかの事故を起こし海に核物質が流出したら海は汚染される。
３．１１で世界中があんな技術国の日本でも原発の崩壊を止められなかった事を目のあたりにした。日本は地震、津波という惨事によりF1はあんな事になってしまい放射能は人間の手に負える
ものではないということが証明された。
世界は当事国の日本より冷静に正確にそれを捉えたと思う。
核を持つことが為政者の宿命と思っているならその思想を持つ者に権力を与えてはいけ無い。特に日本は原爆を2度も落とされた被曝国なのだから。

54703 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオを支持します

原発の再稼働反対です

再稼働反対の理由を下記します。

１．マグニチュード６以上の地震回数の20.5％は日本で発生しています。これは北米プレート、フィリピン海プレート、太平洋プレート、ユーラシア・プレート４枚が日本の真下でひしめき合っている
からです。今後も東北地方太平洋沖地震なみの地震が発生することは間違いなく、第二の福島が予想される。

２．福島の事故では政府、原子力安全委員会などが事故発生時に法律やシステム、マニュアルをまったく使えなかった。（素人同然）
ただ被害を小さく見せようとする言動のみで、素人同然なので今後も同様な対応となることは必定。

３．原子力発電所の立地審査指針を非居住地域・低人口地帯を原発から１０Km以上に基準を変更すべきですが、日本では無理です。

４．現在の原子力発電所には事故発生時に必要な設備が設置されていない。ベントに備えたバグフィルター、大容量の緊急時冷却設備など。

54704 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」、原発依存から速やかな脱却 資源的に限りのあるウラン、しかも近い未来に供給不足が懸念され価格高騰も予見され、また再処理工場も現時点でフランスしかない状況で、原発に依存する危険性を考えると、原発ゼロシナ
リオを選択せざるを得ない。

50年も前の旧態然と技術で、一度事故が発生すると小国の国家予算なみの費用がふっとび、また事故が起きれば世界で2度も原発事故を起こした国として歴史に汚点を残し、技術立国として
の日本の地位が失落するのはあきらかだ。

以上のことから、私は原発ゼロシナリオを選択します。

54705 個人 家事専
業

５０代 女性 再稼働したものは止め、止まっているものは再稼働し
ない。

(1)０％

フクシマでの過酷事故の原因究明も対策も取られないままの
再稼働は世界中から非難されている。
いますぐ大飯原発を止めるべき。
明日、3.11よりも大きな災害が起こったら
この国は、もう存在を無くしてしまうでしょう。

１０万年後まで核廃棄物の最終処分を
責任を持ってできる国も、人も存在しません。

いつまで経済かいのちかの議論をしなくてはいけないのでしょう。
エネルギーの使用をもっと減らし、自然エネルギーへの転換を！！
そして先進諸国に暮らす人間が、
自分たちの今の生活を続けていくというエゴを捨てること。

便利快適な生活よりも、人間が自然と共存でき
シンプルな、ゆっくりとした、人間らしい生活を私は選びます。

54706 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。
ただし2030年までに徐々にゼロを目指すのではなく、
即時停止を求めます。

原発停止による電力不足とそれに伴う経済成長の鈍化が指摘されますが、たとえこれらの便益を失ったとしても、原発を稼働し続ける社会的費用やリスク（安全管理、核廃棄物処分、事故リス
ク等）は、許容範囲を超えています。
原発ゼロを前提に、全ての政策を作り替えるべきだと思います。
省エネや分散型エネルギー源の確保など、現在の電力消費量を最小化し、不足分については将来的には再生可能エネルギー、当面は火力でまかなうのが基本だと考えます。
GHG削減については、原発のライフサイクルのGHG発生量を考えると決して原発が削減効果があるとは思えず、根本的に見直すべきだと思います。

54707 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電はできるだけ早い時期に廃止すべきで
す。

原子力発電はできるだけ早い時期に廃止すべきです。

理由１：あらゆる種類の事故に対して安全が確保されておらず、特に廃棄物処理の点で、将来にわたっても確保される見通しがないから。

理由２：上記の事実が多くの議論によって明白であるにもかかわらず、原子力技術を管理運営する政府および電力会社の方々が、誠実に受け止めていないばかりか、不都合な議論を無視して
いるから。

理由３：太陽光発電、地熱発電など、代替発電の効果がどんどん高まっており、他方では天然ガスの価格も下がっているから。

もっとも重要な理由：子子孫孫への負担を、どうしたら正当化できるのか？

54708 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオ。地震大国日本において、原発の稼働が
国民生活に多大なリスクを及ぼしていることは明白。
日本は一刻も早くクリーンエネルギーにシフトチェンジ
するべき。

　原子力の安全確保と将来リスクの低減を考えるとき、もっとも即効性があるのは、ただちに原発稼働を止めることである。また現存する使用済核燃料や放射性廃棄物の処理だけでも多大なコ
ストがかかることを考えれば、これ以上の核のゴミを出すという選択肢自体がナンセンス。これ以上、負の遺産を残すべきではない。
　代替エネルギーとしては、地熱発電を増やしていくことが、火山の多い日本の地理的条件を考えても、また将来的なコスト面でも効果的。太陽エネルギー利用のさらなる技術開発ももちろん必
要。その移行までに時間がかかるとしても、原子力を動かし国民の命を脅かし続けることが、経済的事情に優先されるべきではない。
　地球温暖化問題への貢献については、21世紀全体を見通した対策立案が必要だ。原子力依存を2030年でゼロにすることで一時的に温室効果ガス削減が達成できなくなったとしても、その後
の70年を見通した開発・技術革新を目指し、21世紀を通した削減目標を実行していけば、国際貢献は果たせるはず。
　そのような新分野の技術革新を日本がリードして行っていくことは、活力のある日本再建へと?がる。一時的な経済不安定より、未来の産業発展・雇用拡大を目指すべきだ。
　以上の理由から、ゼロシナリオをとるべきである。

54709 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発0シナリオ」を選びます。 当面大部分を化石燃料に依存していくには、コストもかかるし環境の問題もあるでしょう。
しかし、電気を得るために人命を危険にさらすリスクを犯さなくてはならないというのは本末転倒であると思います。
また取り返しのつかない事故が起きたことを想定していけば、そこにかかるコストは化石燃料の比ではありません。
また放射能が何百年もの間環境を汚染する度合いに比べれば、化石燃料が環境に与える影響などまったく大したことが無いレベルだと考えます。
したがって、本心は原発は即廃止にしてほしいところですが、3つの選択肢の中では「原発0シナリオ」を選択するべきと思います。

54710 個人 自営業 ３０代 男性 原子力発電所はいらいない ８月９日に長崎にいきました。原爆により被害を受けた我が国が今度は自滅的な福島の事故でまた放射能の被害を受けました。

利権やしがらみ、そんな物は所詮お金でどうにでもなるものです。人の命、美しい国土はお金ではどうにもならない事です。

自然を愛し、我が子を愛する事により本当に大切な事がわかるはずです。

世界的に現状は許される物ではなく、このままでは日本は世界から孤立する事は間違いないです。

福島の事故を教訓として今こそ日本が原子力について考えるリーダーになるべきです。

54711 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 2030年までのなるべく早期に原発比率ゼロにすべき 現状として核廃棄物の安全な処理方法がない、事故があったら住めなくなるほど空間を汚染するなどたくさんの問題を抱えた原子力発電は、なくしていくべき。
今回の事故で原子力発電にリスクがあることを身をもって体験したのに、このまま知らぬ顔をして続けて行くわけには行かない。
2030年まで時間は短いかもしれないが、国を上げて努力すべき。地震大国で福島のような地域が増えて、日本に住めなくなればなんの意味もない。国民も覚悟が必要。政府も増税が痛みと説
得するように、国民を説得するつもりでいて欲しい。

54712 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 再稼働はしないでください。子供たち に健康な未来を
残す為に、原発はゼロにしてくださ い

原発はゼロにすべきだが、火力発電を増やすのではなく、もっと省エネルギーの取り組みを進めてくださ い。 もっと自然エネルギーを推進してください。 既に破綻している核燃料サイクル温存
が2と3のシ ナリオです。再処理の廃止を決めてください。

54714 個人 無職 ７０代 女性 原発０％希望。　即時廃止希望。 地震大国で原発の安全は確保できない。
福島もなんの手だても出来ないのに原発再稼働は間違ってる。
核のゴミを増やすな。

54715 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 現在稼働中の原子力発電所は直ちに停止し、速やか
に全ての原発を廃炉する。必要な電力は、一時的に
火力の増強で賄いつつ、再生可能エネルギーの実用
化に向けて、国を挙げて推進していく。

福島第一原発の事故により、多くの人が故郷を奪われ、また健康被害の恐れに怯え、明日の見えない生活を強いられている。また、農業、林業、漁業や観光等、地元の産業への打撃も考えれ
ば、この事故による被害は計り知れない。原子力はまだ人が制御しきれない非常に危険性の高い技術であり、これを我が国のエネルギー供給の一角を担うものとすることは、再び事故が起こ
れば国を破滅に導く、亡国の政策である。また、発電によって排出される放射性廃棄物の問題も解決しておらず、数千年、数万年に渡って子々孫々に大きな重荷を負わせてしまう。発電コスト
の面においても、事故の収束、廃炉、補償費用まで考えれば、とても割の合うものではない。これらの理由により、全ての原発の即時停止と廃炉、一時的な火力の増強と、国を挙げての再生可
能エネルギーの実用化への努力を求めるものである。

54716 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 福島の原発事故を収束させるのに一体何年かかるのでしょう。今日もTWITTERで、現場で働く作業員の方が、現状を報告してくれていますが、首相の宣言などとはほど遠い状況であることは明
白。あんな爆弾をこの狭い国内に何十カ所と抱えて生きるのはごめんです。国内だけではない、海外の人々だって、海洋汚染・大気汚染の害を被っているのです。政府関係者や政治家は海外
に出るたびに「日本は世界唯一の被爆国で…」などと言い、日本はその悲惨さを知っているとアピールしてますが、福島の後で原発を続けようと考えているのであれば、あの言葉は全部ウソで
すね。

周囲で若い人たちが、少ないお金のやりくりをしながら、子どもを産み育てています。彼らに福島に続く未来を残したくはありません。原発の廃止には長い時間がかかるのです。今すぐ始めなけ
れば、いつ始めるのですか？

54713 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 2030年へ向けた「原発ゼロシナリオ」を選択します。 ご提示いただいた3パターンのシナリオから、どれかを選択しなければならないとすれば、「ゼロシナリオ」しかありません。

しかし、実際にはその2030年までとする計画は、危機感が無く悠長であると感じます。

たった今、全原発廃止を決定し、エネルギーシフトに取り組まなければ、取り返しのつかない状況に、既に追い込まれていると思います。

この猛暑でも、原発ゼロで乗り切れたことは、自明です。
（大飯原発の再稼働を強行した関西電力自身が、電力不足の見通しが過大見積りであったことを認め、余剰分の火力発電所を停止させています。）

電力供給量に関して、原発が無ければならない、といった理由で原発の存続を認めることは、もうできません。

耐久年数を超える危険な原発をこれ以上稼働しないでください。

今後起り得る巨大地震に対して、防災対策ができていない原発を、これ以上稼働しないでください。

活断層、破砕帯に立地している原発を再稼働しないでください。

その処理方法が事実上確立されていない放射性廃棄物を、これ以上増やさないでください。

技術的に不可能な「核燃料サイクル」は今すぐ諦めて、「高速増殖炉もんじゅ」を今すぐ廃炉にしてください。

苦し紛れのプルサーマル計画で、これ以上放射性廃棄物を増やさないでください。

子供や孫の世代に半永久的に残る、「放射性廃棄物」という負の遺産をこれ以上増やさないでください。

半世紀以上を賭けて来た「原子力政策」から今すぐ撤退する勇気を持ってください。

全原発を今すぐ廃炉し、火力発電で賄いながら、再生可能エネルギーにシフトして行く、「第４のシナリオ」以外、日本が生き残る道は無いと考えます。

原発の廃炉技術と放射性廃棄物の処理技術の開発にこそ、日本の優れた英知を結集させ、雇用を生み出し、その平和技術を世界に役立てることこそが、被爆国である日本の国際的な責務で
あると考えます。

何卒ご一考をお願い申し上げます。



54717 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発そのものに反対。再稼働に反対。 放射能が日本のみならず周りの国々に死を脅かします。後世に負の遺産を残すことになるからです。

54718 個人 自営業 ５０代 男性 (1)日本海側の原発は即時廃止
(2)その他の原発は耐久年数超施設より順次廃止（浜
岡は即時）
(3)ベースエネルギーを地熱に切り替える
(4)火力発電所は順次、最新設備に切り替え
(5)メタンハイドレートの開発

高リスク・高コストの　原子力発電は日本にとって危険極まりない発電方法です。より安全・安価な地熱発電をベースに日本のエネルギーを変更する。将来安全な核融合技術が実用化されるま
では地熱をエネルギーベースに。

(1)日本海側の原発は特に危険です。
　A; 設計も古く耐用年数が迫ってきています。
　B；十分な地質検査がなされておらず、危険極まりない立地です
　C；想定される地震に対して防波堤高があまりにも低すぎる。日本海中部沖　　地震の波高１０M、奥尻地震の波高２０Mに対し、全く考慮されていない
　D；テロに対してあまりにも無防備、日本を敵国視している北朝鮮・韓国の　　　攻撃に対し考慮されていない
(2)原発は順次廃止、高コスト体質です
　A；原発の正確なコスト計算は公表されていません。
　　　開発費用（国も民間も）・地元対策費用（表も裏も）・原発廃炉費用
　　　核廃棄物の処理費用・１０万年後までの核廃棄物の保管費用を正確に
　　　国民に明らかにしてください
　B；浜岡は非常に危険です。首都圏の安全を脅かし、日本の経済活動を止め　　　る危険があります
(3)燃料費無料の地熱をベースエネルギーに
　A：原発２０基～５０基分の発電所を今後数年内に建設可能です
　B；地熱発電所を中心に、リゾート開発・農業振興を
　C:地熱発電に対する人材、技術、設備は日本が世界の最先端です
(4)最新の火力発電所のエネルギー効率は従来の発電所と遥かに向上しています
　A；よりよい設備に切り替え、CO2の排出量の減少を計り、原料輸入を減少
　　すさせる
(5)メタンハイドレードの開発（開発のより安易な日本海より）
　A：日本で使用しているLNGの１００年～２００年分のメタンハイドレード　　　が日本海に眠っています。日本海側の原発を廃止し、目の前の原油・メ　　　タンを利用をしましょう
　B：これにより、日本の国際収支も改善されます
　

54719 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロをめざすべき！ 福島の原発の被害を見ていて、他の県でも同様なことが起こる可能性がある。絶対に政府は、日本の将来のになう子供達の事を考え、原発ゼロをめざすべきである！！

54720 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発依存即刻０％で ひとたび、事故が起これば、何億人もの人に影響が出る。使用済み燃料の処理には何万年もかかる。こんな怪物を、動かそうとすること自体、狂っていると思います。
原発が動かなくなれば、経済損失が…などという話も出ていますが、昨年の3.11以来、空気に気を遣い、掃除に気を遣い、食べ物に気を遣い、他人との会話に気を遣い…情報に気を遣い…。も
う、疲れました。こんなことが、また起きてしまうかもしれないのです。停止中のものでさえ、冷やし続けなければ危険。たかが電気のために、命を脅かさないで欲しいです。即刻、０％でお願いし
ます！

54721 個人 学生 ２０代 男性 原発稼働率0％を切望します。 私は、原発再稼働には全面的に反対です。即時撤廃は困難かもしれません。しかし、段階的に原発使用比率を下げていき(期日は絶対に明確にして下さい)、0％にまで持っていっていただきた
く思います。自然エネルギーへの転換も諦めなければ不可能ではないと確信しています。国民の未来、日本の未来を守ってください。お願い致します。

54723 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 私は原発発電0％がいいです。 私には3人の子どもがいます。
私は将来彼らに安全に暮らしてもらいたいです。

現在の私たちの暮らしには余分な電気を使いすぎです。
夜のネオン、パチンコ屋の照明等、子どもたちには関係のない大人の贅沢の為の使いすぎが多いように思います。

テレビで見ていると芸能人が冬でも「自宅では下着でいます。」と平気で言っていますが、それも「家では暖房をきかせています。」といっているようなものです。
もっと皆の意識が節電に向かえば原発は必要ないと思います。

徳島では、県や市で太陽光発電の立地をしています。
私は素晴らしいことだと思いますし、徳島を誇りに思います。

大飯原発の周辺の方が「原発がなければ私たちは食べていけない。」とおっしゃっていました。
そのような何もないような土地にこそ太陽光発電を国の税金で立ててあげれば、安心で生活が潤うのではないでしょうか？

もう少し政治家の方は自分たちの党を守ることばかり考えず、一丸となって日本の将来のことを考えてほしいです。

54724 個人 その他 ３０代 男性 選択肢の「原発ゼロシナリオ」を支持し、「2030年まで
に」ではなく「即時廃止」を求めます。

原発の即時廃止を求める理由
（１）燃料であるウランは自給率0％の枯渇資源であり、持続可能性がない
（２）耐震性には限界があり、活断層に関する調査も非常に不十分で、確実な安全性が担保されない
（３）ウランの採掘、精製から原発労働に至るまで、作業従事者への被曝はもとより、周辺への放射能汚染と住民への被曝はきわめて深刻である
（４）周囲の農水産物への放射能による悪影響が懸念されることで、産業に打撃を与える
（５）冷却水が毎秒数tの温排水となって海に放出されるため、海水を温暖化させ、生態系を破壊する
（６）ゼロシナリオ以外であれば原発の新規立地を検討しなければいけないが、原発は計画立案から完成までに数年から数十年を要するため、温暖化対策として時間がかかりすぎる
（７）立地上、電力消費地から離れており、送電中に電力の大半が失われる
（８）膨大な科学技術予算を浪費している核燃料サイクル事業は、見るべき成果が得られていない
（９）そのために電力料金全体を押し上げ、日本の産業の国際競争力を低下させている
（１０）核廃棄物の安全かつ恒久的な処理方法はいまだ見つかっていない
（１１）発電所の安全な解体方法はいまだ見つかっていない
（１２）テロや爆撃の標的になるなど、安全保障上の危険が非常に大きい
（１３）国内・域内の電力消費量は火力・水力など従来の発電で十分まかなえるにもかかわらず、「原子力発電所がないと停電が起こる」などの過剰な宣伝が行われている
（１４）原子力発電への過度な依存は、再生可能エネルギーへの転換の妨げとなる
（１５）特に上関町における原子力発電所建設は、昨年10月の生物多様性条約第10回締約国会議で取り上げられるなど、生物多様性の観点からも世界から非難の的となっている

54725 個人 学生 １０代以
下

男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させてくださ
い。

将来の日本を担って行く10代の私たちに、安心できるような日本を、生活環境を約束して欲しいです。
ひとたび事故が起こればその後何年もつきまとう放射能への不安。
そんな将来は欲しくないです。
どれだけ安全対策をしても事故を起こさない保障はありません。

54726 個人 自営業 ４０代 男性 脱原発希望！ 東電解体、発送電分離希望！ 核燃料のゴミは未来永劫 超無駄。ガスコンバイン発電の推進。自然エネルギーの活用。スマート発電、スマートタウン、スマートシティ構築しましょう。(｀_´)ゞ

54727 個人 学生 ２０代 男性 脱原発のゼロシナリオを支持します 福島の人達のような原発の被害者をこれから未来にはもう出したくはないです。
ゼロシナリオに向けてならば、私たち消費者がなんからの不自由を背負わせれるとしても、わたしは構いません。
もし、もう一度あのような事故が起きるかもしれないという可能性が1%でもあるのならば、脱原発をするべきであると思います。
過去はもう変えることは出来ませんが、未来は今からつくられるものです。まだ若い私たちのこれから、私たちの未来の子どもたちの時代、原発のない日本にしたいです。

54728 個人 その他 ５０代 女性 福島原発事故の教訓に学び、原発はゼロにすべき 　ただちに原発ゼロの政治的決断をし、事故の解決と全原発の廃炉にむけた行程を明らかにすべきです。同時に、自然エネルギー・再生可能エネルギーの本格的開発と普及促進にむけて予
算も確保し、政府のイニシアチブを発揮すべきです。

　第1に、福島第一原発事故は、世界最悪の事態であり、いまなお収束せず解決の見通しも立っていません。原子炉建屋の爆発により、メルトダウンにより、漏れ拡散した放射能は、福島県をは
じめ広範囲にわたって土壌も田畑も、山林も、海も地下水も高濃度で汚染しました。多くの住民が日常生活を奪われ、農林水産業をはじめ地域の生業を奪われ、子どもたちの外遊びも奪われま
した。今なお10数万もの住民の避難生活が続いています。
　福島事故は、これまでのチェルノブイリ事故同様、原発はいったん事故を起こせば、修復のできない甚大な被害を及ぼすという異質さと人類と共存できないものであることを改めて証明しまし
た。
　そもそも使用済み核燃料の最終処理ができないという致命的問題を持っており、稼働すればするほど、死の灰が山積することになります。人類の未来のためにも、いまこそこの道から脱却す
べきです。

第2に、日本は地震列島であり、今後も巨大地震が予想されています。その列島の上に、福島をふくめて54基もの原発が群れをなしていること自体が異常です。福島原発事故も、津波にとどま
らず地震そのものによる影響も指摘されています。今後どこかで同様な事故が起きれば、日本列島そのものが汚染列島になる可能性があります。

第3に、今回の事故を通じて、日本政府も電力会社も規制機関も、原発の安全確保の能力がないことが明らかになりました。今なお関係者はまともな責任をとらないままで、被害者への賠償も
不十分なままです。
　国会の事故調査委員会が明らかにしたように、規制する側と規制される側との力関係が逆転し、電力会社の利益優先がまかりとおっています。それは、事故後も改善されることがなく、事故原
因の究明を怠り、再稼働に執着するなどの態度につながっています。
　政府の新たな規制委員会も、原発推進の環境省におかれ、推進の立場の委員を選出しようとするなど、まったく規制機関としての機能を果たせないものです。

　第4に、原子力規制員会設置法制定と原子力基本法改正にあたって、「安全保障に資する」という文言を明記しましたが、核兵器開発につながる立場であり、許されるものではありません。

　ドイツ政府は、日本の福島事故を踏まえて、ただちに原発からの撤退方向に舵を切り替え、自然エネルギー推進で成果を上げています。当事国日本が、福島原発の事故から深い教訓を学び
取り、原発ゼロの道を進むことは、世界に対する日本の責務です。
　政府自身が無反省なまま、原発推進と海外展開の道を走ることは、この国の進路を誤らせ、世界の信用を失うものです。将来世代への責任としても、いまこそ、原発ゼロの決断をすべきです。

原発は早急に０％にするべきと考える。

・なぜ原発を０にする必要があるのか
＜核のごみ問題＞
原発から無害化処理できない核のゴミを排出されるが、それを誰にも迷惑をかけずに保管できる場所が日本にはない。

＜原発事故問題＞
原発周辺に影響を及ぼす大事故が一旦発生すると、長期間立ち入ることもできない地域ができるなど、地震をはじめとする天災以上に甚大かつ悲惨な損害を与える。また、長期間立ち入ること
ができなくても誰にも迷惑をかけずにできる場所が日本にはない。
大事故が発生する可能性は低いのではあろうが、今回発生してしまったので、どれだけ対策をしても事故を起こすリスクを０にできるとはいえない。
以上より、日本はもう原発を取り扱ってはいけない、早急に原発を０にする必要があると考える。

・原発を０にして電力需要を満たすことができるのか
＜省エネについて＞
昨年、今年と電力需要がピークの夏場を原発を減らしながら省エネで乗り切ってきている。今年の夏は原発２基が稼動したが、その代わり止めた火力発電所もある。２基の稼動がなくても省エ
ネだけで乗り切れるのではないか。
１９７３年の石油ショック時、日本は国を挙げて省エネを実施し、最初は省エネルックやエレベーターの一部停止など我慢をすることから始まり、省エネの技術革新を進めることで世界いち早く石
油ショックから脱却できた経験を生かす時ではないかと考える。

＜発電について＞
脱原発を実現し、なお経済が好調なドイツから手法を学んではどうだろうか。
今回も原発事故を機に、省エネの更なる技術革新と、発電の技術革新に取り組み電力の産業構造を変え、世界に輸出できる位になると、日本も元気が出てくるのではないだろうか。
経団連をはじめとする経済界こそが、駄々っ子のように原発を求めるのではなく、原発のない日本に向けて、知恵を出し、額に汗して取り組んでいく必要があるのではないかと考える。

・原発０％が実現可能なのか
＜ＣＯ２削減について＞
そもそもＣＯ２削減問題は電力だけの問題ではないので、省エネも含めて国全体の活動を考える必要があると考える。
その中で、火力発電が増えるとＣＯ２の排出も増えるが、発電のところで書いたように、ドイツから手法を学んではどうだろうか。
国は太陽光と風力しか考えていないが、クリーンエネルギーも太陽光や風力だけでなく、地熱もあれば潮力もある。台風や雷などは使えないだろうか。
一時的に火力発電に依存することでＣＯ２は増えるだろう。しかし、様々なクリーンエネルギーに取り組み火力依存度を継続的に下げていくことで、世界公約に間に合わないかもしれないが、Ｃ
Ｏ２削減努力を主張できるのではと考える。

＜電力会社について＞
原子炉廃炉による財務上の毀損、火力発電依存による発電コストの上昇により、電力会社は存続の危機を迎えるだろう。
ここは国が梃入れするしかない。原子炉を国が買い上げるか資本注入して間違いなく廃炉につなげる。必要最低限を見極めた電力料金の値上げなど。
国際競争上困ることになる中小企業が出てくるので、国の支援が必要だろう。
税金を使う以上は、このような事態を招いた責任をとってもらう必要がある。過去から現在にかけて原子力ムラと呼ばれる方々、原子力政策を進めてきた方々、電力会社の過去からの経営者な
ど、けじめとして少しでも損害賠償していく必要がある。
また、これを電力業界の効率的な再編（発送電分離など）に結び付けていく契機にできる。
水道が地方公共団体の事業になっているように、ライフライン事業は国や地方公共団体が手がけた方がよいのではないかと思う。

以上より、原発は０％にすべきと考える。

54722 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は２０３０年０％。早急に、脱原発を実施してもな
お経済が好調なドイツから手法を学び、２０３０年より
前倒しで原発０％を達成すべき。



54729 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 　　　『即時　原子力からの撤退！』
　　　　ゼロパーセントを望みます！

　変化する事を実現しなければ、社会は変わって行きません。
　より良い方向に向けての話しですが。

　無責任に危ない物を作り続けて来たこの数十年の日本。
　何割かの方々は、昨年の３１１以前に時間を戻したいと画策している
　様ですが、それは経済とかの要因でかたずけられる事では、無いと
　思います。

　この狭い国土は今、地震の活動期に入り稼働していない原子力発電所も
　燃料が抜かれて無ければ危険極まりない代物に過ぎないからです。

　私の知人の何名かは、今後の放射能汚染と再稼働を大変に危惧して
　ビジネスの拠点をアジアを始めとする海外に移して行っています。

　これによって損失なのは、人材の流出です。有能で在れば在るほど
　日本を後にして海外へと移り住んでいるのですから。
　世界の何処へ行っても日本人の楽園など存在しません。

　日本人の楽園と呼べるのは、核の存在しないこの大地でしか有り得ない
　と強く確信しています。

54731 個人 自営業 ４０代 男性 技術的に出来るだけ早く、原発ゼロ。
既存の手段から自然絵エネルギーへ。
コストは優先しない。

持続可能性ある社会構築のため
国防のために核は不要ふ

54732 個人 自営業 ４０代 女性 原子力発電所をできるだけ早く撤廃し、地球環境や人
体に害の少ない代替エネルギー技術の開発と普及に
力を入れてほしい。

原子力発電が安全ではないことが明らかに証明されたから。肉体的にも精神的にも、また、家族関係や人間関係にまで、甚大なダメージと悪影響を国民に広く及ぼしてしまっている。
代替手段がない、とは考えられない。
むしろ、日本の科学技術をもってすれば、代替エネルギー開発において世界をリードするチャンスにすらなると考えられる。
この危機にこそ、転換の勇気をもっていただきたい。

54733 個人 自営業 ５０代 男性 原発再稼働反対、石油燃料でもなく勿論原発でもない
新しい発電方法を模索し、色々と試していこうよ、それ
に対してのコスト高が生じるんなら私は国民皆と政府
でシェアして行けば良いと思います。

あんなに良い所で良い人達の住んで居た国を、地震で壊れたんじゃ無く家も畑も海も見た目どうもなって無いのに、永遠に近く人が棲めないとこらにしてしまった原発事故ってのは二度と有って
はならんし、もう一度やればこの国は滅亡し周辺諸国の格好の餌食になってしまうと私は思いますんで、原発も原発再稼働も反対です。

それと同時に現在有る原発を廃炉にするのにどのように安全に、廃炉に出来るかを予算をもって研究すべきだと思います。

それと新しいエネルギーを生み出すシステムもそれこそ、子供手当なんちゅう中途半端な金を使うくらいなら研究費にあてて頂きたい。

そうすればこれからの人達も安全に子育てするには自分達の労働が必要なんだなって意識が芽生えるんじゃないかと思います。
子供の内に国を愛する心と家族を大事にするこころを、まず学校で教えましょう。
それが新しい国づくりになって行くんじゃ無いでしょうか！

なんか取り止めのない話で申し訳ないが、今私が感じてる政治家と政府の原発に対する意識の低さに対する憤りと意見であります。

以上  (削除)

54734 個人 法人等 ６０代 女性 いますぐすべての原発を停止して、将来にわたって、
原発ゼロを選択すべきです。

人間には原発を制御することができないことが、福島で実証されました。これ以上の悲劇を引き起こすことは、決して許されないと思います。原発そのものを制御できないだけでなく、核のゴミも
安全なものに処理できていません。こんなにも危険なものを、外国に輸出するという政府の考え方には、恥知らずという言葉きり出てきません。広島・長崎の原爆を経験していながら、かつ原発
への恐れを感じながら、今まで積極的に原発反対の行動をとってこなかった自分を恥じています。今後、生涯をかけて原子力行政を監視していく覚悟でいます。

54735 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030年のエネルギー依存度の選択肢は(3)20~25シナ
リオが適当であると思います。再生エネルギー開発の
成否が不確実な中で、エネルギー依存度の多様性は
重要だと思います。

将来に向けてエネルギー依存の項目が少ない、資源のない日本では外部環境に多くを依存することになってしまうため、将来に向けての戦略として、とるべきではないと思います。エネルギー
供給源の多様性確保を重点において、今後のエネルギー政策は実施されるべきです。

再生エネルギーの開発を進めていくことは前提として、科学技術の開発にはリスクを伴いますので、現時点での判断としては、必要以上に原子力技術の依存度を抑えることはするべきではない
と思います。
国際的にも、二酸化炭素の提言・化石電源の比率を提言させることは日本のエネルギー面で有利に立たせることにも繋がると思います。

ただし、原子力技術を維持する上での前提として、開発の透明性の確保、予算配分の再生エネルギー開発へのシフト、安全性の開発への重点配分など、従来の原子力開発体制からの抜本的
な変革を、国民の目に見える形で実行することが必要だと思います。
「東電福島原発事故を経験した我が国のエネルギー・環境に関する選択は、
　国民的な課題の選択であり、将来世代に影響を及ぼす選択であり、
　世界が注目する選択でもある。」
「震災と原発事故を経験した我が国の選択が持つ意義、意味は重い。
　エネルギー・環境に関する選択肢の国民的議論への参加を期待する。
　それを礎にして、政府は責任ある選択を行う。」

・本事案は、2030年時点での話であり今から18年も先のこと。
　問題の先延ばしにも思えるがそのような猶予はあるのか。
　バックエンド、核のごみの問題を考えたら、
　「将来世代に影響を及ぼす」“負”の選択は、政府の「責任ある選択」などにはなりえない。
　エネルギー云々という以前の問題であり、０以外の案は愚作。

・25シナリオ。
　論外。過去も含めた被曝者、被災者に対する冒涜。
　生命を軽視し、エコノミックアニマルと化した人間の狂気の案。

・15シナリオ。
　再稼動も可能で新規増設すら認められる、ある意味逃げの案。
　わずかでも比率が減ったら「脱原発依存」なのか。
　稼働が２機のみの現在から見れば増加になり、依存体質が透けて見える。

・ゼロシナリオ。
　火力の比率がまだ高い。再生可能エネ・省エネにおける技術開発、
　システムや製品の普及などをより早急に推し進める必要があると思う。

無駄なエネルギー消費を減らし、即時廃炉の決定とともに
より後世への負担を軽減する方向へ舵をきってほしい。
責任逃れや押し付け合いではないあらゆる分野の協力姿勢が望まれる。
国を作っているのは経済ではなく、分け隔てなく国民ひとりひとりである。

54736 個人 その他 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持。ただしそれを前提とした
即時廃炉、再生可能エネルギーの推進等を希望する
と同時に、
それらに関する要綱を盛り込んだ案の提示、意見公
募なども要望する。

54730 個人 無職 ７０代 男性 速やかに脱原発を
理由
安全でない
安全な代換え手段が構築可
事故の被害は地球規模
拡散した放射能は制御不能
使用済核燃料の処理技術は未確立
事故が発生したら日本は再起不能
　

原発は安全でないことを福島の事故は実証した。速やかな撤退を望む。一旦放出された放射線は何人も制御できないことや事故後処理に巨費と長年月を要することも教えた。国民の半数近く
が入れ替わる長年月である。子孫に安全な社会が残せるか重い責任を負う。
これまで経済優先のもとに一部の原子力村村民が我田引水の元、安全を十分議論せぬまま或いは不都合な部分は隠蔽して、国会ですら斑目委員長のごとくはまじめな答弁もせず、安全神話
をでっち挙げ意のままに国策として国民を誘導してきた。しかるに今回の事故に対し彼らは誰一人責任を取っていない。斑目氏や官僚に至ってはいまだに在職し政府はこれを許し専らこれに寄
り掛っている。原発の発電コストについては事故後色々な議論が行われ、 従来言われて来た程低コストでないことが明らかとなって来た。推進論者が都合の良い数字を並べ検証すべきマスコ
ミも検証の努力を怠ってきた。或いは業界の圧力を恐れ、社会の公器たる責任を放棄して３．１１を迎えたのである。
このような無責任体質の国家、付和雷同の社会・文化では大きな危険を伴う原発の運営は出来ないと反省し改めるべきである。国会の事故調ですら十分な調査権を与えられながら事故の当事
者・東電への追及が甘い。期限を設けて調査すべきだはなく十分の調査こそすべきである。国会の事故調は事故原因を解明したか。実態は事故を誘発した遠因とその後の対応についての調
査ではないか。いまだ事故原因は解明されていない。国際的にも評価の得られるような調査を希望する。調査委員は国外を含め中立・高潔・権威ある人で構成し後世の評価に耐えられるように
枠組みは政治が指導して欲しい。国際的にも事故処理の重要な資料である東電の録画の公開に至っては巨額の国費を投じ会社の会長まで送りながら埒が明かず経産省の指導で種々の条件
を付けやっと一部の公開となった。当然全面無条件公開させるべきである。東電は加害者、これと結託したのは共犯者である。この業界に対する政治の弱さ、会社の節操のなさ。民主党内閣で
評価できる唯一の点は浜岡を止めたことだけ。これだけでも一部の不安解消となっており喜んでいる。
政府が主体的に機能せず原子力村、官僚などの既得権力に引きずられ安易に形だけ国民の声を聴くポーズをとることに腐心し無為無策に時を浪費しているのが現状だ。世論に背を向け、福
島原発事故の原因も十分解明されないのに、都合の良い安全基準を自作し素人集団である４大臣が、誰の意見を取り入れたのか旧来の手法で隠蔽したまま安易に大飯原発を再稼動するよう
な野田内閣では日本のエネルギー転換は期待できない。大飯再稼動は総理の責任において云々と言うがどんな責任が取れるか。おごりも甚だしい。事務的な事故後の議事録すらなくどのよう
に改善したか、危機管理能力はあるか疑問だ。
放射線に境界なし地元同意は無意味。安全を一部の地域の住民の判断に委ねることは不適当。地元の住民は生活と各種の交付金のために不安を抱えながら同意せざるを得ないから渋々同
意していると推測する。地元は
短時間に生活の基盤を変更できない。政治が機能しなければならない。福島の人々が口を揃えて原発反対に回っている現状を素直に理解したい。将来の電力供給を如何に確保するか国民投
票で決めるべき大きな課題である。これがなぜできないか。政治家が変化に対応できず政局に明け暮れ真剣に日本の将来を考えていないからだ。この大きな課題は弱体内閣では対処できな
い。国民投票の結果でしか無理であろう。一応の形が出来たとしても骨抜きにされるだろう。また、ストレステストや活断層の調査等なぜ電力会社に任せるか。国が主体的に調査する能力が無
いなら原発を保持する資格もない。国民は電力会社や現内閣を信用していない。
更に地震が予知可能となっても地震防止は絶対不可。日本は世界有数の地震列島の上にあることは疑いようのない事実である。また数多くの原発が活断層の上や、敷地内にこれを抱えてい
ることが再調査や過去の資料の見直しで明らかとなって来た実態がある。
福島が地震でどの程度決定的な損傷を受けたか明確にされていないが原発は一旦有事となれば手の打ちようがなく人知の及ばない範囲にあることを国民は体験した。希望的観測で国民の将
来を危険に曝すことは出来ない。国が守るべきは国民の生命、財産である。脱原発には種々の改革が必要となり既得権益者の激しい抵抗があろうが世論を背景に果敢に取り組み原発に関す
る国費の関与は廃炉と使用済核燃料の安全なる保存の研究に留め再生エネルギ－の開発に全力を。危険度の高い原発から廃炉することを望む。
新原子力規制庁の人選は原子力村に無縁の専門家、原子力にまるで無縁の人、国外の専門家を含め真に信頼の置ける人を望む。
２０３０年と言わず政治が脱原発の姿勢を明確に示し政府がリーダーシップを発揮して国家が総力を挙げて取組み新たな産業を育成し再生エネルギーを開拓して脱原発を達成する。ビジョンを
明確に示すべき。内閣がこの努力を払わないなら退陣を。



54738 個人 その他 ３０代 男性 原子力発電所は即時停止し、自然エネルギーではな
いLNG等の火力発電へと転換していくべきだと考えま
す。

地震国日本での原子力発電の安全な運用は、何重もの安全対策をもってしても不可能であると考えます。

54739 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 国の方針として原子力発電をできるだけ速やかにゼロにすることを希望します。
原発は事故があったら取り返しのつかないことになります。
そんな重大事故は昨年すでに起こってしまっています。
核燃料サイクルには限界がありそれを続けることは今すぐやめることよりも莫大なお金がかかります。
今すぐやめたほうがお金は安いですし、廃炉の為の技術者育成などを世界にさきがけてすすめることもできます。
様々な理由から、日本は原子力発電から完全に撤退するよう希望いたします。
福一の事故があっても、国や電力会社は被害にあった国民を守ってくれないことがよくわかりました。
活断層だらけのこのせまい日本に原発はあまりにもリスクが高すぎます。
もう国民は気づいています。原発は危なすぎる。
国のエネルギー政策として、当分は天然ガスを中心とした火力発電をメインにし、原発ゼロシナリオで動いていくことを希望します。

54740 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原子炉全部の即時廃炉決定と完全実施を要望しま
す。

原子力技術自体が不完全であること(燃料の確保は今後難しくなること。燃料の製造及びあらゆる管理過程での自然破壊と健康被害と事故の危険。労働者の健康が保証されないこと。発電効
率に比してリスクが高すぎること。など)による将来への禍根を少しでも減らすために、全廃を希望します。

54741 個人 家事専
業

５０代 女性 安全な新エネルギー開発に力を入れてください。 増税したものを、安全な新エネルギー開発(常温核融合など）に使用し、長期的には社会全体のエネルギー使用費用をへらして、物価を下げることにより増税の負担のバランスをとる。

原発再稼動を続けることは、地震大国である日本のいつ起こるかわからない大地震で、故障した原子炉からの世界的な放射能汚染の加害国になってしまいます。

私たちの国民的特長を生かして世界に先駆けて新エネルギーの開発をし、そのテクノロジーと技術を世界に発信していきたいと思います。

世界に対して、加害者である日本人よりも、
誇れる日本人でいたいです。

54742 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 国企業とも使いこなす能力を持ち合わせていないから

54743 個人 その他 ５０代 女性 ２０３０年時点の日本におけるエネルギーは、原発依
存度(1)ゼロシナリオを
選択します。

ヒロシマ・ナガサキと世界で唯一の被爆国であること、そして、フクシマの原発事故を起こしてしまった日本は、世界に先駆けて原発と決別すべきです。

日本のような地震大国に原発をエネルギーとして選択したその時点で大変なあやまりでした。また、使用済み核廃棄物の安全な処分方法すら確立されていないのに、未来の子どもたちにどう責
任をとるというのか、その時あなたたちは死んでいるのですよ！無責任すぎる。

発送電を分離し、消費者が本当にクリーンなエネルギーを選択できるようにしたい。電力会社の独占であってはならない。

これからのエネルギーは、今までのような大規模ではなく、それぞれの地域の自然環境や生活環境を考慮した太陽光・風力・バイオマス・地熱・小水力など地域に合ったものを選択したい。それ
を進めるためにも発送電分離は必要である。（オール電化住宅は本当のエコではないので止めましょう。）

現在、上記のような自然エネルギーには、国家予算が数パーセントしか使われていない、もっと予算をつけるべきです。早く原発に見切りをつけて大転換しよう、新しいビジネスチャンスにもつな
がる。

例えば、上関原発を中止し祝島・豊島・直島など瀬戸内の島々をエコロジーな島にしていこう、エコツアーなど観光立地もめざそう！！

最後に、民主党、自民党など、今後においてまだ原発にしがみつこうとする政党の未来はない、今こそ自然エネルギー革命を起こそう！！！！！それだけが、あなた方の生き残る道です。

54744 個人 その他 ６０代 男性 原発０シナリオ。即時原発０を望む 地震国日本ではいつ福島の原発事故と同じ事が起きるか解らない状況にある。福島がまだ収束していない状況は、原発は人間の手に負えなくなるものである。二度と福島の様な事故を起こし
てはならない。安心して生活出来る社会を作り、残していくのが今の私たちの、又政治の責任とである。自然エネルギーへの転換は充分可能だと思うし、していかねばならないと思う。

54745 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発は完全廃炉。
原発はなるべく早い時期にゼロにする。

福島原発事故でこんな甚大な被害を受けているのに、原発を再稼働するなんて信じられません。
このままでは、日本はつぶれてしまいます。
原発は完全廃炉にし、代替エネルギーへのシフトを早めて下さい。

54746 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発について 原発は即時撤廃。電気は足りてます。
発送電分離の実現。

54747 個人 無職 ８０代以
上

女性 私は「ゼロシナリオ」を選択します。
ただし、2030年までと悠長なことではなく、　即時に原
発をゼロにすることを強く希望します。

高レベル放射性廃棄物の処分方法が全く無い
子供たちを守りたい！

54748 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発0％！ 私たちが気持ちよく暮らせる日本になりますように。

54749 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 全原発を即時廃炉にして、再生可能エネルギーの割
合拡大に全力で取り組むべきです。３つのシナリオは
どれも支持しません。絶対にどれかを支持しなければ
ならないとしたら、ゼロシナリオを支持します。

３つのシナリオはどれも支持しません。
絶対にどれかを支持しなければならないとしたら、ゼロシナリオを支持します。

原発を稼働しないでも電気は実際に足りているのですから、全原発を即刻廃炉にして、再生可能エネルギーの割合拡大に全力で取り組むべきです。

そのために国民一人ひとりに経済的コストが求められるとしても、進んで経済的コストを支払う覚悟はできています。原発廃炉という希望・意見は、譲れません。

2030年まで時間をかけずに（可能な限り早い時期にとゼロシナリオに書いてありますが）、大飯原発も停止し、全原発を廃炉にすべきです。

今回、国民、世界の人々の目に明らかになった原発の社会的リスクの甚大さを教訓とするならば、「15シナリオ」と「20-25シナリオ」は選択肢にそもそも含めるべきではありません。
2030年になっても原発を残すという選択は、国民の生命を脅かし続けることを、「仕方がなく」ではなく「積極的に」選択していることになります。政府としてとるべき選択の真逆の行為です。（しか
も、それぞれの案は、2030年以降、各エネルギーの割合がどう推移していくのか全く触れられておらず、分かりません。再び原子力の割合を増やしていくこともあり得るという不信感をもってしま
います。）

「20～25シナリオ」の実現には「原子力及び原子力行政に対する国民の強固な信認が前提」とありますが、「信認」は既に崩れ去りました。再び信認されるためには、原発ゼロを政府として必ず
確保する他ないと思います。

「15シナリオ」は様々な条件に「柔軟に対応」するものである一方、ゼロシナリオは、「広範な規制と経済負担」を伴うことが強調されていますが、15よりはゼロの方がまだ柔軟な対応です。15とい
う数字の根拠も明らかにされていません。15は、原発に関しては現状維持とどう違うのでしょうか？

福島原発事故で、食べるもの、行く場所、生活の全てに不安を感じながら毎日を過ごしています。知識がないゆえの感情的な不安ではなく、歴然とした、絶対的な物質的精神的被害を受けた方
が大勢、大勢います。今後、何年、何十年と続くものです。いくら管理技術の精度を上げ安全性を高めるといっても、リスクを伴うものを、選択するわけにはいきません。

政府には、国民の生命を第一に守る義務があります。民主主義の国の政府として、国民の意見を聞いて、政策決定に反映させてください。お願いします。

54750 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 日本のすべての原子力発電所の廃止と、自然エネル
ギー発電への移行を最速で求めます。

地球の今と未来のために。現実に、原子力発電所の事故により、日本だけでなく世界中の人々が健康被害、心理的被害、経済的被害、居住地への被害を受けている。また、現在も福島原発に
よるさらなる被害の拡大リスクは存在している。
原子力発電以外の発電方法で、原子力発電よりも安全性が高く、供給もまかなえる自然エネルギーの発電は日本以外の各諸国で実現されている。
未来、日本、地球のすべての人が笑顔で暮らせる英知を発揮できる力が日本にはあると信じている。新しい方向へ、日本も大きな一歩を踏んでほしい。

54751 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発ゼロシナリオを選択します。 本当の原発の発電コストは高く、電気は足りています。脱原発と発送電分離、電力再編を進めて、アメリカ並みの電気料金（日本の半分）を実現すれば、中小の製造業は生き返ります。
また、脱原発と言う政策を政府がハッキリと選択する事は、「明るい未来」と「変革への勇気」を国民に感じさせる事であり、消費マインドの向上をもたらすと思います。一刻も早い、全原発完全廃
炉を望みます。既存の固定観念を打ち破る政府の強いリーダーシップが日本経済を蘇らせる起爆剤になると信じます。

54752 個人 自営業 ３０代 男性 原発は要りません。 福島原発の事故による放射能被害は深刻で長期にわたるものです。数多くの方々が住む場所を追われ、被害を受け続けています。事故は未だに収束していません。
電力不足やエネルギー不足を理由に原発政策を続けることは反対です。まず原発を全て無くすことを前提として、その上でエネルギー政策を議論するべきです。

54737 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発の即時停止、及び代替エネルギー・スマートグ
リッドの導入と資源開発（海洋ガス資源）を行うべき。

東日本大震災によりメルトダウンし、地球規模の放射能汚染をもたらした原子力エネルギーの危険性とその汚染の継続性（半減期）はもはや明白。
日本国民のみならず生命の危険をもたらし、東日本の農産物のみならず、太平洋の汚染は未だ未知数。
それぞれ根拠を下記に示す。

安全性の問題
１）多数の断層上にある原子力発電所は、津波以前に安全が保証されて
　　いない。直下の断層や、耐震性（2008年に記録された岩手・宮城内
　　陸地震（4000ガル）に耐えうる原子力発電所は無い。
２）交通事故や、その他人災事故との比較がなされるが、放射能汚染は
　　子々孫々に残される。
３）高レベル放射性廃棄物の処分
　　世界で最終処分場があるのはフィンランドのみ。六ヶ所村には高レ
　　ベル放射性廃棄物処分の対応がなされた施設ではない。
４）福島第1原発3号機などで使用されているMOX燃料（プルトニウム）
　　は停止後も数百年レベル（500年と認識している）で冷却が必要
　　だが、日本は500年もあれば大地震の無い地域はもはやない。
５）今回の事故が正しく検証されていないのに、安全が保証される
　　はずがない。例）国内の原発は非常時にドライベントしか
　　できない上に、ベント時のフィルターすら無い。
６）一般人の普通の認識で脆弱限界が95度（玄海原発）

電力の供給に関して
１）東日本は火力発電で十分まかなえることは実証済み。
２）西日本は大飯原発の稼働時に火力発電所８カ所を止めたことで
　　既に十分まかなえることは実証済み。
３）地球資源で石油やガス、石炭に比して残存燃料が最も少ない燃料
　　がウラニウムである。
４）シェールガス、天然ガス、オイルサンド等日本が入手可能な
　　エネルギー、メタンハイドレート・シェールオイルなど日本が
　　開発可能な海洋資源が潤沢にあることが判明している。

安全保障上の問題
１）今回の原発事故で明らかになったのは、いとも簡単に核戦争レベル
　　の放射能汚染をもたらすことが可能になったことを知るべきであ
　　る。
２）国内５０カ所以上の各原子力発電所に保管されている、濃縮ウラン
　　プルトニウムをミサイルやテロリストから守ることができない
　　防衛体制。
　　※今回の原発事故後ですら、不法侵入を何度も許した。

放射能以外の環境への問題
１）冷却される海水等が加熱され、周囲の生態系に影響を及ぼすことは
　　既に周知の事実である。中でもエネルギー効率が低い原子力発電は
　　廃熱量がぬきんでて多いことで知られている。

非核三原則に関する問題
１）広島・長崎と被爆した日本国が核兵器の廃絶を目指すことは、
　　日本国民の義務と考える。
　　一方で、大量の核兵器を製造しうる核燃料を製造し続けている。
　　これは明らかな矛盾である。
以上



54753 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオん選択します この地震が多い国で、あれだけの被害を出した原発はあってはならないと考えます。汚染された地域は何万年単位で汚染されたままです。
我々国民にとっても、それ以外の生物、植物にとっても大変な
迷惑です。リスクが極少であってもゼロ出ない限り原子力発電の存続
はありえません。

54754 個人 学生 ２０代 男性 原発ゼロシナリオ(即時) これからの後世の子供達のために国民と一緒に考えませんか？

54755 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本の国情、今後の行く末を考えれば、原子力発電
の比率を、現状より、更に高めるべきは自明のことで
あり、今回の選択肢の中には、日本の明るい未来も、
世界の明るい未来もない。

　現代階で、国民生活と我国の経済活動に支障を来たすことなく量的質的に安定した電力を供給できのは、原子力発電のみであり、その安全性も、他の発電方式に勝ることはあれども、劣るこ
とは断じてない。
　「福島原発事故」と称される事故も、冷静に判断すれば、技術的な欠陥に起因する原発事故ではなく、津波による天災であり、この事故由来の直接的な放射線障害もなく、ただ単に、放射線の
影響を恐れすぎた対策に基づく、一種の官製パニック事故であった。
　それは、この事例を発端にして、マグニチュード９という途方もなく大きな地震でも原子炉を安全停止させた日本の原子力発電の技術が、国際的には、大きく評価され、各国が争って日本の原
発を導入し始めたことでも明らかである。福島原発は、只単に、津波対策が不十分であっただけなのであり、原子力発電そのものを考え直さなければならないような事故事例ではなかった。こ
れは、現に、更に震源地に近かった女川原発は、その津波対策が功を奏し、福島のような事故とはならなかったことでも明らかである。
　したがって、原子力発電に対する否定的意見そのものが、極めて冷静さと客観性を欠いた原子力アレルギーに由来する情緒的意見であり、このような感情論で国是を定めようとする姿勢に疑
問を持つ。
　また、太陽光にあれ、風力であれ、水力であれ、自然エネルギーを利用する方式は、自然の影響を大きく受ける為、電力の安定供給という面で、質的にも量的にも、我国全体の国民生活や経
済活動を支えるという意味で、信頼性に欠け、更には、そのコスト面に関しては、国民生活や経済活動への障害要因とさえなるのであり、我国の基幹的な発電方式として取り入れることは、笑
止千万な愚策であり、その論の稚拙さに呆れるばかりである。
　更に、化石燃料を用いる火力発電は、そのエネルギー原料を他国に依存するという点が最大の欠点であり、我国の存亡の鍵を他国に委ねる危険性を回避するという観点から、できるだけ避
けるべき発電方式である。
　以上、まとめると、原子力発電が、最も、我国の現状に適合し、未来をも切り開く発電方式であり、技術立国する我国の国際的なストロングポントでもあるので、今後も更に、発展させるべきも
のでもある。

54756 個人 自営業 ２０代 女性 原発ゼロシナリオで即時０％を希望します。 再稼動に反対です。
これ以上未来に負の遺産を残すべきでない。
便利さや快適さを手放しても、原発はもう欲しくない。

54757 個人 自営業 ３０代 男性 脱原発（ゼロシナリオ）を支持します。 少数の大手電力会社が電力を供給するスタイルになりがちな原子力発電ではなく、地熱発電をベースとしながら太陽光（熱）や水力をくみあわせた形のもっと自由化された電力供給の体制を望
みます。

54758 個人 家事専
業

６０代 女性 原子力発電所は、０％にすべきです。
地震大国の日本は原発には不向きな国です。使用済
み核燃料の処理すら出来ず、核分裂生成物（死の灰）
を抱え込んでいます。子孫にこれ以上負のつけをまわ
してはいけません。

　福島の事故の影響の大きさ、被害の深さ、を見聞きするごとに、原子力の怖さ、１００％コントロール出来るとしてきた傲慢さをかんじます。
今も故郷に帰れない人達、低線量被曝させられている人達、子供達の苦悩は現在も進行中です。それを知りながらも思うのです。まだこの国は幸運であったと。いまの被害の大部分は、事故後
数日の風向きによります。この国の卓越風は西風です。福島ではなく新潟であったならば、あるいは福井であったなら。
その被害は、福島の比ではありません。
　新潟生まれの私は、冬の北西風を知っています。夏の午後海から吹く風も。
冬の雪が放射能に汚染されたらいったいどうなるのでしょう。

　そんなことを考えながらも思います。いずれにしても、この地球上の事です。かっての原発事故と核実験同様、地球を被曝させ続けているのだと。

　日本が先見性のある先進国であり、技術力のある、団結力のある国だというのなら、直ちに原子力発電所を０にすべきと思います。

54759 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 未来のエネルギーについて(原発反対！) 311の地震の時に福島原発が爆発し、未だ放射能汚染が続き、先がみえません。電気が足りないからと大飯原発を再稼働しましたが、地下には活断層があるかもしれないと言われています。
安全でなく、事故が起きたら責任が取れなくなる原発に頼る事なく、次世代エネルギーの開発に力を注ぎ、未来の子供達に負の遺産を残さないで欲しい。また、再稼働容認する事なく、すぐさま
原発廃炉にして欲しい。

54760 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます。

ゼロシナリオ、いつまでにゼロにするのか期限が示されていません。
また、核燃料サイクル、再処理の余地を残している。
今すぐ、停止してください。

電力自由化、発送電分離などシステムの改革を！

原発ゼロ社会は有り得ない という呪縛を解いてください。

54761 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発はなくしてください 自然にかえらない材料をつかったエネルギーは、無理があると思います。今の原発被害がとてもこわいです。食べ物の汚染、環境の汚染、命の危険を感じながら、生活していくのはつらいで
す。

54762 個人 家事専
業

４０代 女性 原子力発電電力は即時０％を希望します。 私は原子力発電の電力利用率はゼロパーセントを希望します。

原子力発電はコストがかかり過ぎです。廃炉にする費用も膨大にかかり、国民に負担がかかってきます。ましてや、今回の福島の原発事故。このように大事故を起こした場合は、計り知れない
額の費用がかかります。それらがすべて私たち国民に負担としてのしかかってくる、本当に許せません。

そして、費用だけの問題ではなく、福島県民の方々が被った甚大な精神的、身体的苦痛は、保証金などではとても癒されるものでは有りません。しかも遥か未来へ永々と続くものです。福島県、
その周辺だけではなく、日本全体、また地球全体に放射性物質をばらまいた責任は、誰がとれるものでしょうか。とてもリスクが膨大過ぎて、正常な判断が出来るものならば、選択するものでは
無いと思います。

日本政府は直ちに原発を止め、世界が今どのように電力政策をとっているかを勉強して欲しいと思います。自分たちの利権の為の政治はやめて下さい。国民が希望している声に耳を傾けず
に、政治家を名乗る資格は有りません。

54763 個人 自営業 ６０代 男性 ゼロシナリオを支持します。
即時原発ゼロを熱望します。
原発なくても電力足りる。
電気料金あがっても原発なければ快適に過ごせる。
実は電気料金は上げなくても原発ゼロを実現できる。

日本が必要とする電力の供給能力は、原発ゼロでも現在においても十分に備わっている。
カフェで呑むコ－ヒ－を２～３杯我慢して、原発ゼロが買えるなら安いもんです。
しかも、電気料金は下げられる。
独占の電力市場に自由競争原理を実現すれば、価格の下方硬直性が改善され、電気料金は下がる。

54764 個人 その他 ５０代 男性 原発、欲しくありません。 政府も自治体も企業・団体も国民ひとりひとりも、脱原発の方向性を確認して知恵を出し合いましょう。結構おもしろい取り組みができるかもしれませんよ。ゼロシナリオを支持します。

54765 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (1)「即時」原発ゼロシナリオ。被曝を前提にしたエネル
ギーとは、即時に手を切ること。それが唯一の被爆国
であり、帰宅困難者の土地を作ってしまった日本とし
ては、唯一、未来につながる責任のあるビジョンで
す。

原発の資源となるウランの採掘から原発の運営、核処理施設、処分場まで、このエネルギーに関わるためには、被曝が避けられません。
放射能の人体に対する影響は、しきい値がないという新しい研究報告を前提に考えれば、極力避けるべきものです。国は年間許容量の1mSvを順守するべきです。放射能の影響は、直接本人
に出ない場合であっても、遺伝子レベルでその子孫へと受けつながれてしまいます。日本は、そうした体験を広島、長崎における原爆により、幾多の人々の犠牲を伴ってきています。
原発で出た処分されるゴミの放射性物資の持つ、数万年という時間的なスパンは、私達の生活や社会で考えられる範囲を大きく超えたレベルで存在します。そうした今現在、処分に対して責任
の持ちようのないゴミを出てしまうようなエネルギーをさらに使うことは、子々孫々に渡った私達の世代の恥であり、無責任な態度です。
これからはそうした放射能の被曝や汚染の影響をできるだけ減らす努力へと研究を変更し、原発によるエネルギーとは即時に手を切ることが、この国に暮らす一市民としての願いです。

54766 個人 自営業 ６０代 男性 「原発比率35％」（参考シナリオ）が望ましい。再生可
能エネルギーが2030年までに30％～35％になること
が前提となっている３つの選択肢は拙速で無理があ
る。強いて選ぶなら「原発比率を20～25％」。

現在提案されている３つの選択肢はすべて、再生可能エネルギーの全電力に占める割合が2030年までに30％～35％になることを前提にしている。この目標の実現は我が国の自然条件から極
めて困難であり、経済的な負担も大きい。原発比率を低減すれば、化石燃料への依存を増大せざるを得ない。石炭、石油、天然ガス等化石燃料の資源は有限であり、世界の人口の増大と生活
の向上などにより、その争奪が不可避である。これを軽減するためにはエネルギー源の多様化が必要であり、原子力発電は有力なエネルギー源として、発展途上国からも期待が高まってきて
いる。日本は原子力発電の先進国として、培った原子力関連技術で発展途上国を支援する責務を負っている。日本は自国民の生活の質を維持するとともに、世界の国々のエネルギー多様
化、原子力発電に貢献するために、原子力発電を全電力に占める割合を35％以上にすることが必要不可欠である。事故を克服し「安全で安心できる原子力」の実現が真に求められている。

54767 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 脱原発・再稼働反対 原発に頼らない安心な日本になるように強く望みます。
世界に先駆けて原子力に代わるエネルギーの開発をするべきではないでしょうか。
核廃棄物の処理もできないまま原発を動かすことは後世にわたって課題を先送りしているに過ぎません。核廃棄物は溜まっていく一方です。
3・11以降、水も空気も食べものも安心して口にできない世の中になりました。
汚染は広がる一方です。
子供たちに安全・安心な日本を残していくことこそ、私達の役目だと思います。
フクイチの収束を一刻も早く望みます。

54768 個人 その他 ５０代 女性 ２０３０年時点の日本におけるエネルギーは、原発依
存度(1)ゼロシナリオを
選択します。

ヒロシマ・ナガサキと世界で唯一の被爆国であること、そして、フクシマの原発事故を起こしてしまった日本は、世界に先駆けて原発と決別すべきです。

日本のような地震大国に原発をエネルギーとして選択したその時点で大変なあやまりでした。また、使用済み核廃棄物の安全な処分方法すら確立されていないのに、未来の子どもたちにどう責
任をとるというのか、その時あなたたちは死んでいるのですよ！無責任すぎる。

発送電を分離し、消費者が本当にクリーンなエネルギーを選択できるようにしたい。電力会社の独占であってはならない。

これからのエネルギーは、今までのような大規模ではなく、それぞれの地域の自然環境や生活環境を考慮した太陽光・風力・バイオマス・地熱・小水力など地域に合ったものを選択したい。それ
を進めるためにも発送電分離は必要である。（オール電化住宅は本当のエコではないので止めましょう。）

現在、上記のような自然エネルギーには、国家予算が数パーセントしか使われていない、もっと予算をつけるべきです。早く原発に見切りをつけて大転換しよう、新しいビジネスチャンスにもつな
がる。

例えば、上関原発を中止し祝島・豊島・直島など瀬戸内の島々をエコロジーな島にしていこう、エコツアーなど観光立地もめざそう！！

最後に、民主党、自民党など、今後においてまだ原発にしがみつこうとする政党の未来はない、今こそ自然エネルギー革命を起こそう！！！！！それだけが、あなた方の生き残る道です。

54769 法人・
団体等

会社員・
公務員

２０代 男性 原発が必要なのかどうか、公にされている情報では
判断出来ない。
必要であるなら反原発推進派と公的な場で公開討論
などして必要であるとする根拠を明確にして頂きた
い。

原発が必要なのかどうか、公にされている情報では判断出来ない。
必要であるなら反原発推進派と公的な場で公開討論などして必要であるとする根拠を明確にして頂きたい。

地域によって、原発への依存度が異なるため一概に要らないという判断はできないが、今の東電や政府に原発を安全に運用出来るのか疑問もある。
反対派との公開討論で問題点を国民の誰にでも分かる形にした上で
国民に是非を問うて欲しい。

54770 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発依存度ゼロのゼロシナリオを指示します。
2030年時点での目標では遅すぎます。
今すぐにでも原発はゼロに！

私は青森県に住んでいます。
青森県は大きな原発マネーで成り立っているような県です。
だから今まで原発は必要だと思っていました。

東日本大震災の影響で、八戸市沖で採れた真鱈からセシウムが検出されました。
その後の検査は基準値以下だったため安全宣言が出され真鱈漁が解禁されました。
その直後、流通していた真鱈の加工品からセシウムが検出されました。
つい最近の話です。

私は福島産、栃木産、千葉産の物はいくら安全宣言が出されても購入することはありませんでした。
全ての安全が担保されるとは思えなかったからです。
それが身近な青森県産品で起こるとは・・・。

やっと目が覚めました。
お金を貰っても健康は買えません。
安心は得られません。

諸悪の根源である原発は私たちの世代で止めるべきです。
新しい世代に負の遺産は残してはいけないから！

54771 個人 家事専
業

６０代 女性 2030年に原発ゼロではなくできるだけ早く原発依存を
ゼロにするべき。今ある原発は全て廃炉にするべき。

地震も多発している中で原発を稼働するのはあまりにも危険です。一度事故が起これば取り返しがつきません。福島の原発事故の収束もできておらず、住民への保障も十分できていないのに
新たな事故が起こった時に国はどう責任をとるつもりなのでしょうか。

原発ゼロにするため必要であれば計画停電や節電は受け入れます。

54772 個人 自営業 ６０代 女性 原発を存続させる事には反対です。 最終処分の出来ないものを、使い続けるのは「今だけよければそれでよい！！」ということではないでしょうか。
原発を語るとき、常に経済で語られてきていますが、経済で語る問題ではありません、
命の問題として、議論してください。

便利さよりも命が大切です！！



54773 個人 学生 ２０代 男性 私は１案を支持します。福島出身ですが、程度の差は
あれ多くの人が事故によって生活様式の強制的な変
更を強いられました。二度とこうしたことが起こらない
ように出来るだけ早い脱原発の実現を望みます。

私が１案を指示する理由は以下の２つです。

(1)原発の維持・増設の問題
電源比率を鑑みた場合、他の二つの案では原発の増設が可能であるだけでなく、電源確保のために福島第二原発なども稼働させる必要が生じる可能性があります。今回の震災／原発事故を
受けて福島県は既に脱原発を決めており、稼働する際に福島県の合意を取り付けることは難しいと思います。

(2)事故後のリスク
概要でも書いた通り私は福島県の出身です。今回の事故によって程度の差はあれ多くの人が事故によって生活様式の強制的な変更を強いられました。
生活様式の変更には様々なレベルが存在していると思います。まず、物質的な側面です。これは特に食・住に関して顕著だと思います。移住、避難を余儀なくされた人ももちろんですが、残って
る人に関しても生活を元に戻すというのは大変な困難です。これまで普通に作りたいものを作り食べたいものを食べる自由、そして居たいと思った場所に居る、居続けられる自由。その自由を
安全に享受できるようになるには、長い時間がかかるでしょう。
次に文化的な側面。イメージと言い換えてもいいかもしれませんが、よく言われた風評被害や差別といったものだけでなく、自らの価値やアイデンティティといったものも相当変わってしまった。

おそらく事故からの復興というのは、この物質的／文化的側面を解決してようやく達成されるのだと思います。（そのための一つの手段である補償は進んでいるとは言い難いのではないでしょう
か。避難／残留すべての人に十分な補償がなされるべきです。またそのためにこのような意見集約の機会をもうけられるべきだと思います。）

このようなリスクを他の自治体に押し付けることがあってはならないと思います。

54774 個人 その他 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。再稼働はせず、でき
るだけ早く廃炉に着手することを希望します。

国家が存続できる条件は、領土が保全されることと、国民の生命が守られることだと思います。福島第一原発の事故は、その両方を失わせました。とりかえしのつかないことが、本当に起きてし
まったのです。次の事故だけは、なんとしても防がなければ日本国が終わってしまうと思います。福島事故を収束させ、今ある原発を安全に廃炉にする取り組みの中にこそ、日本の真の復興の
希望が見えると思います。

54775 個人 その他 ５０代 女性 2030年に原発０％を選択します。 「核エネルギー」に安全は無い。

54776 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発比率ゼロを支持します。 以下理由です。

今後日本は地震の活動期に入るため、また福島のような原発事故が起こる可能性が否定できないこと。もし起こった場合、その影響は計り知れなく、予防原則の観点からも出来るだけ早く原発
をなくしていくことが望ましいと考えます。原発がなくても電力が足りることは実証されましたし、地熱や風力など有望なエネルギーを推進することで原発を代替することは可能と思います。多少
の負担は覚悟しても安心して日本で暮らしていくことができるようにしてほしいと切に願います。

54777 個人 学生 ２０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を希望します。できるだけ早く０％
にすることを希望します。

「原発ゼロシナリオ」を希望します。できるだけ早く０％にすることを希望します。原発のある地域を犠牲にしたくないからです。

54778 個人 その他 ２０代 女性 エネルギー・環境に関する選択肢（原子力発電につい
て）

「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。

54779 個人 その他 ３０代 男性 原発ゼロ依存の選択を 日本の技術をもってすれば自然エネルギー再生可能エネルギーを持ってして
原発依存ゼロは十分可能です。
基本的は各地域、自治体、個人、最適なエネルギーを自己負担し
国はそのサポートを。
（たとえば緊急時に最も優先順位の高いエネルギーを必要する場所への
　共有ルートを確保しておくなど。）
個人宅に数百万単位のエネルギー創出元、さらにメンテナンスで費用も創出。
経済的にも活性化できると思います。

54780 個人 無職 ６０代 男性 日本国内にある原子力発電所は即刻廃止（廃炉）とし
てください。

福島第一原発の爆発は津波でなく、地震によるものと考えております。我が国はご存じのとおり地震大国であり、ヨーロッパのように原発が安定して立地可能なな場所は無いと聞いております。
このような日本に原発を54基も設置してきたこと自体が国民の安全を無視し続けてきた結果でしょう。福島第一原発の爆発以降、私たちの頭の中には常に「放射能汚染の恐怖」があります。実
際に福島原発は未だ「収束」などとはほど遠く、不安定な状況にあると認識しております。こんな状況にあって、あいまいな根拠や基準をもって次々と再稼働をするなど常識を疑います。政府か
ら安全と言われても信用できません。
「安全」とは、物理的に安定している状況かどうかを、その受け手である我々国民自らが確認・理解することです。そしてそれが確認できて生まれる精神的な安定感を「安心」と呼ぶのです。今の
我が国の政府及び原発行政からは、決して「安全・安心」は得られません。以上の点から「日本国内の原子力発電所はすべて（１基残らず）即日（明日にでも）廃止してください。

54781 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」 原発反対。

54782 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電所の廃止を希望します 福島第一原子力発電所の状況を見ても原発による発電は危険過ぎます。大飯原発即時停止、すべての原発の廃炉を希望します。

54783 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 脱原発ゼロシナリオ支持 全炉即廃止以外考えられません。
今後も大きな地震は必ず、必ず起きます。
ゼロシナリオ支持です。

54784 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 「原発ゼロシナリオ」希望
2013年度までにゼロ％。
環境に・人にやさしいエネルギー供給を1番に考える。

「原発ゼロシナリオ」希望
2013年度までにゼロ％にする。

子どもたちを危険にさらす、そして命を奪い故郷を奪う原発は「ゼロ」 にすべきです。環境に多大な負荷を与える原発ではなく、人や自然に優しい持続可能なエネルギー供給が必要です。10万
年以上もの間、原発からでる核廃棄物を安全に管理するのには莫大なお金と労力が必要であり、その技術は確立されていません。節電・省エネをもっと効率よくしていってください。住民に利益
がまわるような自然エネルギーの利用をしていく。大企業や一部の人たちだけが利益を独り占 めするような形態ではなく、国民に平等に利益が行き渡るエネルギーシステムの構築を国や担当
省庁、地方自治の公の機関で構築していくべきです。
原発事故の責任はだれがとるのでしょうか？福島原発事故の責任はだれが取ったのでしょうか？このような大事故を起こすものに個人で責任が取れるわけがありません。

54785 個人 家事専
業

２０代 女性 原子力発電即刻廃止を希望します。 全ての原発を停止し、廃炉に。
未来ある子供達に負の遺産を残したくないので。

54786 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ２０３０年までのできるだけ早い時点での原発ゼロを
望みます。

原発が動いている以上、リスクをゼロにできないし、なにかあった場合、昨年の事故より軽微で済ませられる体制になっているとは思えない。
古い技術には見切りをつけ、原発ゼロを前提に、エネルギー供給のための新しい技術の確立に一刻も早く全力で取り組むべき。

54787 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 『原発ゼロシナリオ（すべての原発を今すぐ廃炉）』を
支持します。

廃炉にしても、百万年はお守りの仕事。
誰が守っていくのでしょうか。

原発をやめることによって生活できない人がいるとしたら、
わたしにできることはなんだろう？分けてあげられるものはなんだろう？

54788 個人 その他 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオ」を選びます。
地域分散型のエネルギー供給を進めるよう、電力システムを改革してください。

54789 個人 自営業 ４０代 女性 原発稼働率０％を要望します。 原発は、増やせば増やすほど、私たちの子どもや孫の世代に後処理の負担を課すことになります。ごみや施設の安全な処分方法も分からないのに、どうやって継続しろと言うのでしょう。原発
には絶対反対です。
先日、公聴会で「原発事故の放射能で死んだ人はいない」と発言した東電社員がいましたが、津波後に救助が打ち切られて死んだ人も原発事故の犠牲者です。こんなことが二度と起きてはい
けません。絶対安全な原発など、作れないと思うのですが、推進する人はできると考えているのでしょうか。あまりの傲慢さに戦慄を禁じ得ません。

54790 個人 家事専
業

５０代 女性 原発依存は0％を選択します。ただし、２０３０年ではな
く原発はできる限り早くゼロに「完全廃炉」作業に取り
掛かるべきです。

・国民の声を無視し大飯原発を再稼働したが電力は足りた。
・ここ、九州でも原発ナシで電力供給は問題なく、現在計画停電は行われていない。
・福島第一原発からのセシウム２２％は陸地に沈着。大半は太平洋に流れ出たとされている。（２０１１年８月２６日福島民友新聞）
海を汚染してしまったことは、日本だけの問題では済まされない。
もし日本海側で原発事故が起きたら、日本は壊滅的打撃を受ける恐れがある。
・原発を動かせば、それだけ核廃棄物が生じる。無毒化できない核廃棄物をこれ以上増やすべきではない。
・目先の経済優先主義に囚われている人は、今度事故が起こったらという想像力に欠けている。未来にこれ以上負の遺産を残すべきではない。
・福島原発の事故原因も未だわからず、事故は収束していない状況で、未来のエネルギー政策を原発に頼るという選択肢があることが理解できない。

54791 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発再稼働反対 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します

54793 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電による電力供給は可能な限り速やかに0
とすべき。

電力供給不足の不安は尤もなれど、先の震災時事故により広範な国土が居住すら不可能になったという現実が何より重大と考えます。今一度、万が一でも同様の事故が生じれば、もはや国家
存続すら能わないと思うからです。

◆　「ゼロシナリオ」+「今年に止める」
・　世界的に、「放射性物質」が持つ健康に及ぼす問題特性を、きちんと解析出来ている現状ではないと理解しております。さらに、『原発』は『被ばく労働がつきまとう問題があり、その『使用済み
核燃料』の処理法が未確立の技術であり、かつ、その事故の影響は甚大です。現実の状況としては、東京電力福島第一原発事故が現実に起きた事実、5月5日から2ヶ月近くを『原発ゼロ』で支
障なかった事実、および、もっとも電力需要が高まるといわれていたこの夏場においても電力は十分足りている現状をふまえ、「原発の即時停止」を求めます。

◆　「使用済み核燃料　全量直接処分」
・ 年間33京ベクレルもの放射性物質を環境中に放出することを前提としている『六ヶ所再処理工場』はただちに閉鎖へ向けて対策を取るべきであり、『使用済み核燃料』の処分は、『全量直接処
分』、かつ、地震国かつ水資源の豊かな日本では地中に埋めるべきではないと考えます。

◆　「省エネ10％」について
　2030年には、2010年の人口の約92％、2040年には約84％で、さらに、電気製品の省エネ性も高まるはずと考えます。
　 綜合資源エネルギー調査会の基本問題委員会委員 の伴英幸氏は25％を主張していたと聞きましたが「3案一律　省エネ10%」の根拠は何かを知りたいと思います。

◆　「自然エネルギーの割合が多いと負担増大　の視点について」
・　「原発廃炉処分費用、事故対策費をどこから捻出し、どう決算するのか？」については、私は『原発コスト』に関係する問題と認識し、「15％」「20～25％」案では、当然その費用が上乗せされる
はずと考えますが、「15％」「20～25％」案は同額です。したがって、原発コストの算定根拠に疑問が残ります。

・　『エネルギー・環境選択肢』の資料のなかで、『自然エネルギー安定供給』のための費用負担の大きさを指摘していますが、『原発』の問題に付随する上記費用については、きちんと述べてい
ないのは、「エネルギー選択」の判断を求める上で公平さを欠くと思われます。

◆　『CO2排出量』の問題と『地球温暖化』
　様々な地球環境の危機が指摘される中に、『深層海流』の変動がみられるとの話しも聞きます。『原発』は原子炉を冷やすための水および海水は、「水温が7℃上昇した」状態で環境中に放出
することが必須である問題を考える時、「原発の運転にともなう余分な熱量放出の連続」である事実の方が、『CO2排出』の問題よりも『地球温暖化』への影響が大きい可能性は十分高いといえ
ます。したがって、『地球温暖化』の問題に関しては、世界的に原発からの撤退を早期に実現すべきであり、日本はそのための道筋を確立することに重点をおくべきであると考えます。

　『CO2排出量』の問題は、「自然エネルギーの実用化をパワフルに促進する政策」で排出量低減の努力をすべきと考えます。
　太陽光発電も、最近のものは原発よりも『CO2排出量』性能が高くなっているとききます。資料では、太陽光発電に関して、「個別の家の屋根への設置数」で換算されていますが、『メガソー
ラー』も検討したときに実現可能性がどのように変化するのかを知りたいと思います。

◆　『エネルギー安全保障』「エネルギー自給の観点」
　「自然エネルギー」を生み出す技術を高める努力をすることが、最も長期的かつ無理のない「安定したエネルギー自給」への道だと考えます。同時に、「快適な生活」とは、「エネルギー需要拡
大」の視点の中だけにあるのではなく、身体能力を高めることも含めた「省エネ」の道の中にもあると考えます。

　たとえば、『暑さ・寒さ』に対して、電気機器に頼って身体適応能力を削ぐ方向ではなく、日常的に『適応する身体の働きを高める』ことに意識を向けることによる『省エネ』は可能であり、「エネル
ギー不足」の危機を緩和すると思われます。この観点は、医療費増大化の対策にもつながるものと認識いたします。

その他1
　『エネルギーと安全性』に関わる観点
　さらに、「生命エネルギー」にも注目する時、「生命」を育む『食」の自給率を高めることもまた大変重要な課題だと考えます。したがって、第一次産業を守り、その「食材」の生み出される環境を
少しでも良好に保つために、福島第一原発事故による放射性廃棄物、焼却灰とうの処理は汚染を拡げない観点で十分留意しながら行なうべきと考えます。

その他2
　原子力規制委員会委員長について、『原子力ムラ』で活躍してきた人は、「原子力の規制」に気持ちを向けるのは非常にむつかしいと思われます。
　「大飯原発再稼働」にともなう関電の資料のごまかしを見抜けない、あるいは意図的に見抜かない保安院の安全に対する姿勢には多大な疑問があり、かつ、玄海原発1号機に関しては専門家
が疑問を提出している状況の中で「健全性」を宣言する「原子力安全・保安院」の姿勢をみるにつけても、これまで原子力推進の立場で活躍してきた2012/8/12現在の「原子力規制委員会委員」
の候補者は、「規制」の側面においてきわめて妥当性を欠くと考えます。また、法的にみても妥当でないとの指摘もかんがみ、人事案白紙撤回を要望いたします。
　原発の運転をやめたにしても、「使用済み核燃料」の問題も残っており、「廃炉」を進めるにあたってもなお「原発の不安」は国民の胸に深く根差します。

　『福島第一原発事故』による問題を解決していくために多大の費用を負担しなければならない国民と政府の信頼関係を構築する上において、長い時間をかけて国民的な議論をおこないつづ
け、『東京電力福島第一原発事故』をきっかけに脱原発を決定し、その実現への道を歩んでるドイツから人を迎えてこそ、原子力規制委員会は「原子力規制」の働きをなし得ると考えます。

54792 個人 その他 ６０代 女性 「ゼロシナリオ」「今年に止める」
「使用済み核燃料の全量直接処分」
の政策を選択し、かつ、
「使用済み核燃料を埋めるのではない方法での直接
処分」を要望します。



54794 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 もう原発はいらないし原発なしで火力発電や再生エネ
ルギーなどを利用してそれに合わせた経済活動や生
活をしていけばいいと思います。日本のような小国に
今までの経済活動は巨大すぎたのです。原発０％を
支持します。

東日本大震災で日本は地震活動期に入りました。あれから１年５ヶ月も経ちますが未だに日本列島は東に引っ張られ続けています。いつ日本のどこかでまた大地震が起きるかわかりません。
そのような状況下で地震に弱い原発を動かすことは常識的に考えると無謀です。原発立地の法律にも活断層がある所に建設してはいけないという法律があるのに、それを無視して５４基も建
設されてしまいました。アメリカやヨーロッパにも原発はありますがどこも地震帯ではない場所に建設しています。そもそも地震列島である日本に原発を持ち込んだことが間違いなのです。福島
第１原発の事故で特に３号機は水素爆発ではなく核爆発を起こし、大量の放射性物質を大気中に放出しました。報道はされてませんが福島第２原発と東海原発もベントした際に高濃度の放射
性物質を大気中に放出しました。そのせいで関東圏の大部分が汚染されました。そして今現在も福島第１原発は何も収束せず、毎日大量の放射性物質を大気中に放出し続けています。またア
メリカのハワイや西海岸にも放射性物質による汚染が拡散し続けています。原発事故は日本だけの問題ではなく、今や世界中の問題です。その責任も取ろうとせず、関電の経済状況のみの判
断で大飯原発を再稼働するなど愚の骨頂です。原発は事故が起きたら人間にはコントロールできない魔物です。放射能と人間や生物は共存できません。こんな魔物は早く切り捨て、火力発電、
太陽光発電、地熱発電、ガスコンパインド発電、海洋発電などの安全で人間がコントロールができるエネルギーに変えるべきです。原発はもういりません。原発０％を支持します。

54795 個人 自営業 ５０代 女性 原発に依存しない電力供給を強く望みます。 事故が起きたあとの被害が計り知れない、核廃棄物の処理法もないのに推進はありえない。フクシマ後、いったいどれだけの人がどれだけの期間、放射能汚染の恐怖に怯えなければならない
のか？

54796 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロを推進していただきたいです。省エネ、自然
エネルギーの推進に舵をきっていただきたいです。現
在を生きる我々のためにも、子孫のためにも原発は
やめてもらいたいです。

経済的な事情や原発の輸出など様々な原発推進の理由があると思いますが、万一の事故のときはそれ以上のものを失うことが先の災害で明らかになったと思います。核廃棄物の処理方法も
確立されておらず、自分たちの子孫に大変な重荷を負わせることになります。優先順位を考えると原発ゼロを選択するしかないと思います。

54797 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 あえて分類するなら2030年原発0%、本当は即刻0% 世紀単位で見るなら、基本自然エネルギーの社会となっている。それまでのスピードをどう選択するのかということ。
自然エネルギーを早めにして、自然エネルギー技術を育成するのが産業振興にもなり良い。海外競争を高める点でも良い。

福島原発の補償がちゃんとおこなわれていない。現在、原発事故が起こると、同様に保障ができない状態となってしまう。政府が中途半端に支援したために、責任があいまいになっている。原
発保障の費用を後から、利用者に課すというのもおかしい。例えば保険をかけるなどして補償ができる体制にしないと、再稼働すべきではない。

また、福島原発事故の情報公開が十分行われておらず、事故の教訓がくみ出されていない。
事故の教訓がくみ出されないと同じ事故が起こってしまう原因となる。
そもそも、情報は電力会社が持っており、その情報公開をする意思が弱く、事故の教訓がくみだせる体制ではない。

日本は地震国であり、他地域とは異なる。こんなリスクの高い地域で原発をうごかすべきではない。
特にリスクとしては、今回の福島事故は主として西風が吹いていたため相当幸運が働いていたが、福井で同様の事故がおきた場合は、関西全域が住めなくなる可能性が高い。

54798 個人 自営業 ５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 必要な電力も、人々の協力とさまざまな技術の利用で自然エネルギーだけでも、十分足りると思うから。

54799 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発０シナリオ！ 日本は、唯一の被爆国で、核ミサイルを保有していません。しかし、未だ原発を使い続け、肯定していくのは矛盾があるように感じます。
もちろん、核兵器とエネルギーを作る原発は違います。違いますが、言ってることとやってることが違う　と感じざるを得ません。

また、原発０　にはいくつか問題はありますが、いちばん身近なのは温暖化政策についてだと思います。
もちろん、温暖化問題が先送りになってはいけません。地球規模の問題です。
どちらも私たちにじわじわとですが、影響があること。
天秤にかけるのでなく、両立していくために国民が知恵を出し合わなくては、と思います。

そのために、まずは意見を持つこと。
私も、今回自分の無知を知りました。これから勉強しながら、現実的な意見を持ち、自分たちの問題と自覚しなければと思っています。

54800 個人 その他 ４０代 男性 原発ゼロを支持します。 原発は、今この瞬間からゼロにすることを目指して、日本全体で知恵と力を出し合うべきです。これは、原発だと被害の大きな事故が起きるかもしれないとか、原発をやめたら経済が沈滞するか
もしれないとか、そういう確率論ではなく、まして一部の人たちの既得利益の問題でもなく、どういう未来を作るべきなのかという哲学の問題だし、今の僕らの世代がどういう未来を選択するのか
というとてもポジティブな話だと考えます。使用済み核燃料の処理方法が見つからないのが現状なら、そこを出発点に、原子力のない社会をどうやって作り、後世に渡せるかを考えてみません
か。経済的にも政治的にも社会的にもポジティブな解を見つけるのではなく、僕らが作るのです。

54801 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 2030年に原発ゼロ 2030年では遅い

54802 個人 自営業 ６０代 女性 原発絶対反対です 素人の私には電力が今の日本にどのくらいいるのか又足りないのか解らないのですが原発を持つことによっての生じる使用済み核燃料の処理の問題は解決が付かないことは解ります。次に
災害の多い日本にとっての対策が納得いかないものがあります
人間あっての電力です　3/11のように多くの犠牲者を出すのでは意味のないように思えます
原発ゼロに立ち返って出発することに困難があるでしょうが国民はその困難に納得すると思います

54805 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。 原子力は危険なものであるとの認識は３・１１以降，実感として明らかになりました。

専門家と言われている人でさえ，どうすれば原子力発電の安全を確保することができるのか，もし３・１１と同程度の地震がきたらどうなってしまうのかはっきり示すことはできていないように思い
ます。

原子力発電がなければ経済が終わってしまうとの意見についても，３・１１が起こる前から日本の経済は下降の一途をたどっており，原子力発電の必要性と経済の悪化は因果関係があるとは
思えません。

さらに，内閣，官僚，原子力安全委員会などの対応をみるに到底信用することはできません。
３・１１前の原子力行政の運用が間違っていたからこそこのような事態が起こったのであり，これは明らかに人災です。
「自分の判断が間違っていました。でも，もう大丈夫。ちゃんとします。」では済まされないほど，原子力は重大な危険をはらんだものです。
どうしても原子力発電をしたいと思うのであれば，各原発がある町に内閣，霞が関，官僚とその家族のムラを作ればいい。

したがって，私は(1)ゼロシナリオを選択します。

◆　「ゼロシナリオ」+「今年に止める」
・　世界的に、「放射性物質」が持つ健康に及ぼす問題特性を、きちんと解析出来ている現状ではないと理解しております。さらに、『原発』は『被ばく労働がつきまとう問題があり、その『使用済み
核燃料』の処理法が未確立の技術であり、かつ、その事故の影響は甚大です。現実の状況としては、東京電力福島第一原発事故が現実に起きた事実、5月5日から2ヶ月近くを『原発ゼロ』で支
障なかった事実、および、もっとも電力需要が高まるといわれていたこの夏場においても電力は十分足りている現状をふまえ、「原発の即時停止」を求めます。

◆　「使用済み核燃料　全量直接処分」
・ 年間33京ベクレルもの放射性物質を環境中に放出することを前提としている『六ヶ所再処理工場』はただちに閉鎖へ向けて対策を取るべきであり、『使用済み核燃料』の処分は、『全量直接処
分』、かつ、地震国かつ水資源の豊かな日本では地中に埋めるべきではないと考えます。

◆　「省エネ10％」について
　2030年には、2010年の人口の約92％、2040年には約84％で、さらに、電気製品の省エネ性も高まるはずと考えます。
　 綜合資源エネルギー調査会の基本問題委員会委員 の伴英幸氏は25％を主張していたと聞きましたが「3案一律　省エネ10%」の根拠は何かを知りたいと思います。

◆　「自然エネルギーの割合が多いと負担増大　の視点について」
・　「原発廃炉処分費用、事故対策費をどこから捻出し、どう決算するのか？」については、私は『原発コスト』に関係する問題と認識し、「15％」「20～25％」案では、当然その費用が上乗せされる
はずと考えますが、「15％」「20～25％」案は同額です。したがって、原発コストの算定根拠に疑問が残ります。

・　『エネルギー・環境選択肢』の資料のなかで、『自然エネルギー安定供給』のための費用負担の大きさを指摘していますが、『原発』の問題に付随する上記費用については、きちんと述べてい
ないのは、「エネルギー選択」の判断を求める上で公平さを欠くと思われます。

◆　『CO2排出量』の問題と『地球温暖化』
　様々な地球環境の危機が指摘される中に、『深層海流』の変動がみられるとの話しも聞きます。『原発』は原子炉を冷やすための水および海水は、「水温が7℃上昇した」状態で環境中に放出
することが必須である問題を考える時、「原発の運転にともなう余分な熱量放出の連続」である事実の方が、『CO2排出』の問題よりも『地球温暖化』への影響が大きい可能性は十分高いといえ
ます。したがって、『地球温暖化』の問題に関しては、世界的に原発からの撤退を早期に実現すべきであり、日本はそのための道筋を確立することに重点をおくべきであると考えます。

　『CO2排出量』の問題は、「自然エネルギーの実用化をパワフルに促進する政策」で排出量低減の努力をすべきと考えます。
　太陽光発電も、最近のものは原発よりも『CO2排出量』性能が高くなっているとききます。資料では、太陽光発電に関して、「個別の家の屋根への設置数」で換算されていますが、『メガソー
ラー』も検討したときに実現可能性がどのように変化するのかを知りたいと思います。

◆　『エネルギー安全保障』「エネルギー自給の観点」
　「自然エネルギー」を生み出す技術を高める努力をすることが、最も長期的かつ無理のない「安定したエネルギー自給」への道だと考えます。同時に、「快適な生活」とは、「エネルギー需要拡
大」の視点の中だけにあるのではなく、身体能力を高めることも含めた「省エネ」の道の中にもあると考えます。

　たとえば、『暑さ・寒さ』に対して、電気機器に頼って身体適応能力を削ぐ方向ではなく、日常的に『適応する身体の働きを高める』ことに意識を向けることによる『省エネ』は可能であり、「エネル
ギー不足」の危機を緩和すると思われます。この観点は、医療費増大化の対策にもつながるものと認識いたします。

その他1
　『エネルギーと安全性』に関わる観点
　さらに、「生命エネルギー」にも注目する時、「生命」を育む『食」の自給率を高めることもまた大変重要な課題だと考えます。したがって、第一次産業を守り、その「食材」の生み出される環境を
少しでも良好に保つために、福島第一原発事故による放射性廃棄物、焼却灰とうの処理は汚染を拡げない観点で十分留意しながら行なうべきと考えます。

その他2
　原子力規制委員会委員長について、『原子力ムラ』で活躍してきた人は、「原子力の規制」に気持ちを向けるのは非常にむつかしいと思われます。
　「大飯原発再稼働」にともなう関電の資料のごまかしを見抜けない、あるいは意図的に見抜かない保安院の安全に対する姿勢には多大な疑問があり、かつ、玄海原発1号機に関しては専門家
が疑問を提出している状況の中で「健全性」を宣言する「原子力安全・保安院」の姿勢をみるにつけても、これまで原子力推進の立場で活躍してきた2012/8/12現在の「原子力規制委員会委員」
の候補者は、「規制」の側面においてきわめて妥当性を欠くと考えます。また、法的にみても妥当でないとの指摘もかんがみ、人事案白紙撤回を要望いたします。
　原発の運転をやめたにしても、「使用済み核燃料」の問題も残っており、「廃炉」を進めるにあたってもなお「原発の不安」は国民の胸に深く根差します。

　『福島第一原発事故』による問題を解決していくために多大の費用を負担しなければならない国民と政府の信頼関係を構築する上において、長い時間をかけて国民的な議論をおこないつづ
け、『東京電力福島第一原発事故』をきっかけに脱原発を決定し、その実現への道を歩んでるドイツから人を迎えてこそ、原子力規制委員会は「原子力規制」の働きをなし得ると考えます。

54804 個人 その他 ６０代 女性 「ゼロシナリオ」「今年に止める」
「使用済み核燃料の全量直接処分」
の政策を選択し、かつ、
「使用済み核燃料を埋めるのではない方法での直接
処分」を要望します。

54803 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」への意見

今回2030年目途として仮提示された3つの案に対し、
2030年ではなく、即刻停止から廃炉への計画を要求
します。

いま、地震は大きな活動期を迎えており、
地球上の地震プレートを示した際にその真上にある国が日本であり、
プレート地図を見れば日本は塗りつぶされて見えない場所。

永い地球の歴史のうえでは短期間の現象で、
戦国時代の人間のことさえ理解できない現在の人間の能力の限界。
100万年の監視が必要な核のゴミも処理できずに溢れ漏れている事は、
知らない役人は見当たらないはず。
無駄で無利益で非人道的な行いはアメリカが既に失敗しており、
追随する必要も無い。
日本人は優秀であることを認められないのは同じ日本人であり、
人の価値は学校の成績、としか認識できない
エセセレブ文化的画一的な教育を受けたパワハラ官僚。

いま何が大切なのか見えている官僚達は、
もう迎合してはならないのです。
次のエネルギー開発は日本が先頭を切らなければならない。
新しいシステムが日本を経済大国に蘇らせる。

それまで、日本人が滅亡しないように即刻原発を止めなければ、
瓦礫拡散など行われ、地産地消以前に国の土が死んでしまう。

「土が死ぬ」とはどういうことなのか、ピンと来ない頭なら
省庁勤めなど辞めて欲しいが、福島の農家の方に聞くといい。

放射性瓦礫が全国に回れば子ども達は内部被曝し早死にしてしまう。
国の未来は見えない。

古いポンコツの原発システムから卒業し、
告発されてもいい電力不足という嘘をつきながら
原発再稼動をするような国民の命を無視した非道は
国家公務員全員ひとりひとりの家族や縁者も滅亡させる。

即刻、原発停止・廃炉にむけて活動してください。



54806 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 絶対に原発の再稼働は困ります。原発は誰も責任を
取らないのにこの国を滅ぼすだけの力があります。そ
んな危険な物を稼働させられては困ります。

あらゆる生き物の命を脅かし、人々を恐怖のどん底に突き落とす原発を動かすなど正気の沙汰とは思えない。誰か一部の金儲けの為に多くの命が犠牲になり、保障すらしてもらえず病気に
なっても保障されないような物を動かすなどとんでもない事だ。人間だけじゃない他の生き物にとってもとても危険であるのに、人間さえ助かればそれでいいのか？福島の動物たちの悲惨な死
に方をみたらなぜあれで命が失われた事はないなどと図々しい事が言えるのか、呆れてしまう。原発は既に多くの命を奪い、生命に危険を及ぼしている。絶対に反対。本当だったら今すぐ日本
から全部の原発を無くして欲しいです。実際にそんな事すら出来ないのに再稼働なんてしてる場合じゃない。

54807 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電自体に反対です。従ってゼロシナリオを支
持します。それも「2030年までに」では遅すぎます。如
何なる困難があろうとも即時廃止が最優先に行動す
べきです。

1. 原子力発電は、どんなに安全対策を講じたとしても、原理的に使用済み核燃料という高レベル放射性廃棄物を生み出します。これを処理するためには何万年～何十億年も地中に埋めておく
しかありません。そんな長期間、誰がこれを管理するのでしょうか？　またそのコストは誰が負担するのでしょうか？　将来の人類やその他の生物に、そのようなものを残すべきではありません。
「経済を最優先」などと寝言を言っている今この瞬間にも、高レベル放射性廃棄物は作られ続けています。一時的な経済の停滞などの短期的な問題は、我慢すべきものです。私も日本の国民
の一人として、我慢することも止むなしと考えます。
2. 電力会社や原発推進派は、原子力発電に対する安全対策を講じると言っていますが、そのような言葉は全く信用できません。原発推進ありきの「口からでまかせ」や「嘘」だと感じます。安全
対策がこれからも全く講じられないであろうことは、3.11以降現在までに分かった多くのことで、十分に証明されると考えます。

54808 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。今すぐ全ての原発を停止
し、廃炉にすべきです。
人間としてその存続ため、コストの問題ではありませ
ん。太陽光発電等の再生可能エネルギーに投資しそ
の割合をふやすべきです。

先の通り、ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発を止めることを切に希望します。
現在、家庭では省エネが進み、また産業用でも省エネと自家発電が進み、この夏でさえ原発無しで乗り切っています。さらに現在の公共の場における節電が進んでいます。使用済核燃料の最
終処理のめどもまったく立たない状況です。即刻原発をすべて止め、廃炉を進めることを切に希望します。

54809 個人 自営業 ４０代 男性 原発絶対反対！！！！原発は即刻０％にすべきと考
えます！！！！！

もう一度原発事故が起きたら日本はおしまいかもしれません。そういうことを本当に分かっているのでしょうか？おしまいですよ！！！経済うんぬん言う前に原発は使ってはいけないものだと思
います。生命を根本から破壊するものなのです！原発絶対反対！！！！原発は即刻０％にすべきと考えます！！！！！

54810 個人 自営業 ３０代 女性 原発のゼロシナリオを希望 2030年に原発ゼロでは遅い、即時停止を希望します。
福島の原発事故が未だ収束されず、現在も多くの被災者が帰る家を土地を失っているままであること、東日本から関東の放射能汚染は続いており食料、水、環境汚染など被害は甚大であるこ
とから、即時停止を強く望みます。
瓦礫もたらいまわし、汚染物質は海へ垂れ流し、原発政策がこんな無責任で稚拙なものなら即やめていただきたい。
国民の命よりも優先されるべきものは何もない。
大地震による原発事故の被害想定は計り知れず、それに対する正確な対処が考えられていないという無責任な国に原発を扱う資格はありません。
もとより人間が扱えるものではなかったと、世界の多くの人達は気づいたはずです。
日本が滅びる前に、いますぐ全原発を停止してください！！

54811 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 私は、政府が原発ゼロシナリオに沿ってエネルギー政
策に取り組むことを望んでいます。また、原発が0とな
る2030年までの間に、より再生可能エネルギー発電
の研究・開発・実践を政府が進めていくことを望みま
す。

まず、昨年3月に起きた福島第一原発の事故、その事故に伴って発生した様々な問題が何一つとして解決されていない中、その問題の根本となる原子力発電を再開しようとすることに疑問を感
じます。未だに福島の故郷に帰ることのできない人々が大勢いる状況下で、同じ様に地震による事故が引き起こされるリスクを抱えている他地方の原子力発電所を再稼働させるという選択は、
国民の声を無視した、また、新たな事故を引き起こす可能性を担保する選択であり、正しいとは思えません。
また、原子力発電という方法を棄てることになると、それに替わるエネルギーを生み出す方法が求められるかと思います。よく、懸念される声として耳にするのが、原子力発電を棄てる事によっ
て、CO2排出量が増え、地球温暖化に拍車をかけるのではないかという問題です。しかし、その問題の解決策となるであろう再生可能エネルギー・自然エネルギーに対しての研究・開発がそも
そも存分にされていないのではないかと思います。少なくとも、一般の、エネルギー問題に関して専門知識の無い私の様な国民には、あまりそういった研究努力は伝わってきていません。
今後、2030年までの20年弱で、省エネ・節電に加え、再生可能エネルギーによる発電の促成を行うことで、是非、日本を原発0の国にしてもらいたい／していきたいと思っています。

54812 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオに基づき早期にすべての原発廃炉を希
望します。

福島原発事故で原発は安全でないことは明らかになりました、使用済み核燃料の処理の問題もあり、1日も早く脱原発をしなければ、未来に問題を先送りするばかりだと思います。
原発をゼロにすることを決めて、優秀な日本人の英知を結集して再生可能エネルギーなどの対応を検討すべきと思います。

54813 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発ゼロ　一刻も早く完全廃炉 地震大国の日本原発は向かない。今度の福島の事故で人間に核のコントロールができないことがわかった。
また事故を起こせばどんどん住める場所が減っていくだけでなく経済的にも巨額な賠償金がかかり、とても負担できる額でないからリスクが大きすぎる。

54814 個人 自営業 ２０代 男性 原発ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにするこ
とを希望します。

福島県近辺では豊かだった土地が死にゆき、もはや誰も安心してものを口に運べない状況です。
結婚しこれから子供をつくり、育てていく立場として、何を使っているか分からない飲食店ではもはや気軽に外食できません。
野菜は全て実家のある愛媛県から取り寄せています。
なお実家付近にも原発があります。
地震があり原発が壊れてからでは全てが手遅れです。
電力使用量は我が家では半分に成りました。節電と言うものはさほど難しくないことと理解しています。
即刻すべての原発を停めていただくことをお願い申し上げます。
自身の家族と全ての人々のために、お願い申し上げます。
(削除)

54815 個人 法人等 ６０代 男性 「努力目標」でなく「実現可能」なものとすべき。原子力
比率については、「選択肢３を支持」。３つのシナリオ
に共通の省エネと再生可能エネルギーの実現可能性
が疑問なため、いずれも支持しない。

省エネや再生可能ｴﾈﾙｷﾞの実現性が無いことから、３つの選択肢はいずれもそのままでは、成り立たないと考えます。

また、3つの選択肢それぞれによる経済（GDP）、電気料金、CO2排出量への影響試算結果は、その妥当性に疑問があるだけでなく、国民に十分に説明すらされていないと感じます。

加えて、このような国家100年の計ともいえる重要な課題をきわめて短時間に決定するというやり方は危険だと思います。

「国民的な議論」を踏まえて、政府が決定するとい言いますが、我が国の「エネルギー政策の歴史」や「エネルギーをめぐり我が国が現在おかれている立場」を十分に理解していない一般人（多
くが「kW」と「kWh」の違いさえ理解していない）を巻きこむことは、意味がないだけでなく、国益の観点から極めて危険です。結局誤った政策はこれら一般国民の生活に将来跳ね返ってくるのです
から。

・・・提案したいことは、ドイツのように、有識者による委員会（いわゆる有識者ではなく、さらに高い次元の有識者をバランスよく集め）を設置して、少なくとも半年間の公開議論を行って政府へ答
申を出すようなやり方です。

54816 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発絶対反対、即刻停止願います 命の危険を感じ、故郷を追われる人がいるようなエネルギーには断固反対致します。

原発事故以来、食品（農業）、空気、漁業、水、と甚大な被害があり、まだその深刻な被害は続いています。食物連鎖もあり、いつ収束するのか、めどもありません。全て身体を作る、基本的な命
に関わる事柄です。

地震が活動期に入った活断層だらけのこの狭い日本列島で、このまま原発を動かして行くのは危険すぎます。まだどこかで原発の事故があったら、
安心な食品も、水もますます手に入りにくくなるでしょう。
生きるために口にする食物や水で、病気になるような、悲劇を見たく有りません。

子供たちに、自然を満喫して安心して暮らせる、
美しい、世界に誇れる日本を残したいのです。

これから最低でも２万４千年は関知し続けなくてはいけない原発やMOX燃料。
たかだか西暦２０１２年を生きる私たちが、関知できることなのでしょうか。。縄文時代でも４千年。なのにそれプラス２万年も誰が管理するのでしょう。

雪に戯れて、海で遊び、秋には森へ、春は山菜を、
そんな四季おりおりの美しさ、楽しさがある日本。
いつまでもそんな故国であって欲しいのです。

去年から、そんな喜び愉しみが遠のいていること、
不安が勝っていることをお伝えしたいです。

原発絶対反対、即刻停止でお願い致します。

54817 個人 パート・
アルバイ
ト

７０代 女性 私は日本にこんなに多くの原発の存在に驚くばかりで
す
未来は原発０を期待します。人間、全人類が早く、目
覚めることを願います。
原発０％選別します。

地球全体の安全のためです
未来の人類のためです！

54818 個人 自営業 ４０代 女性 原発比率０％案を支持します 福島でこれだけの事故がおきて原因も責任も取られていない現状
少しでも健康に被害がでる可能性があるもので発電する必要がないと思う。
いままで原発にかけていたお金を火力発電の効率性を高めるための費用にし、また風力、太陽光発電など再生可能エネルギーの開発費にするべきである。
それによる電力不足がおこるというが実際電力はあまっており、いま原子力発電をとめても困るということはありえない。
このような理由から原発を即刻停止を望み、０パーセントを支持します。

54819 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを要望します。日本のように地殻変
動の多い土地で絶対安全な原発はあり得ないと思い
ます。子どもたちの幸福な将来のために、脱原発を願
います。

原発ゼロシナリオを要望します。日本のように地殻変動の多い土地で絶対安全な原発はあり得ないと思います。万が一にも福島と同様な事故が起きれば日本人は国を失うことになってしまう。
子どもたちの幸福な将来のために、脱原発を願います。

54820 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発をなくすことを目標にする。 一度事故が起きれば、環境と健康と経済（３つのＫ）にとてつもなく大きな害を及ぼす原発は、すぐになくすべきです。次の地震や事故は、いつ起きるかわかりません。
また、自然エネルギーと節電を大きく前進させて、地球温暖化の削減にも力を入れていくことを望みます。
原発を推進することは、国のエネルギー方針として何十年間も続けられてきました。それを、すぐに方向転換することは大変な勇気と決断が必要だとは思いますが、地球の未来のためにも今、
英断してほしいですし、そうするべきだと思います。

54821 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は段階的に減らし、将来的にゼロを希望します。 エネルギーコストの安さから原発を選択していたはずが、福島の事故はいまだ収束しておらず、全国民に対して外部被ばく、内部被ばくの心配をしいている。さらに世界中に日本のネガティブイ
メージを植え付けるなど金額に換算できないダメージが甚大。自然エネルギーの開発によるコスト低減を進め、この効率の悪いエネルギー源である原発は比率ゼロにすべき。

54822 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発比率の議論ではなく、原発は即刻ゼロにして、そ
の上で日本のエネルギーをどうするかの議論をすべ
きです。

原発比率の議論ではなく、原発は即刻ゼロにして、その上で日本のエネルギーをどうするかの議論をすべきです。

7/28から8/5までの夏休みを利用して福島県のいわき市、川内村、田村市、葛尾村、浪江町、川俣町、飯館村、伊達市、福島市を訪ねました。そこは、いまだ放射線量が高い状態で、人が暮ら
せる状態ではない所もありました。住んでいた人達が其処に暮らせない状態を発生された“原発”は即刻ゼロにすべきです。大飯原発の再稼動は即刻中止するべきです。

今、原発をゼロにしても使用済み核燃料は残ります。この使用済み核燃料は今後数十万年に渡って安全に管理しなければならないとんでもない“毒物”です。それは、将来の世代に対する負の
遺産です。このような使用済み核燃料を生成する“原発”は即刻ゼロにすべきです。

今後のエネルギー政策ですが、中小出力の再生可能エネルギーを爆発的に復旧させ、エネルギーの地産地消をはかり雇用の増大をおこなうべきです。また同時にCO2削減に取り組むと共に、
省エネルギーとピーク電力を抑え、安定的に電力供給を行うシステムを確立するべきです。

安定的な電力供給のためには、地域独占の現在の電力会社方式ではなく、発電と送電を分離し、発電は民間の株式会社に任せ、送電は全国一律にして公社方式にすべきです。そうして、電
気の消費者は何処の発電事業者からとも契約可能にするべきです。

54823 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本に原発は要りません。
速やかに大飯原子力発電所を停止し、全ての原子力
発電所を廃炉にしてください。

原発依存は0％

地震多発の日本に原子力発電所は要りません。
再び福島原子力発電所規模の事故が起きた場合、日本の国土のほとんどが放射能に汚染されてしまいます。
国土が汚染され人が住めない状態になれば国体を維持することができません。

現状、関西電力の大飯原子力発電所以外の原子力発電所は停止していますが、関西電力以外の地域で電力は不足していません。

関西電力管内に関しても大飯原子力発電所稼動後火力発電所を停止しました。
大飯原子力発電所の発電能力以上の火力発電所を停止している事を考えても原子力発電所を稼動しなくても電力が足りていることは明らかです。

使用済み核燃料の処理方、保管場所も確保できていない状態でこれ以上原子力発電所を稼動することは無意味であり危険と考えます。

54824 個人 自営業 ４０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張しま
す
《政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽
力すべき》

このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。前提自体が国民を騙すトリックだ。再び事故が起これば、日本は再起不能になる。政府は自然エネルギー比率を増や
すスケジュールを国民にしっかり示すべき。

54825 個人 自営業 ４０代 男性 「ゼロシナリオ」を希望します。さらに、「原発ゼロ」の
実現時期を２０３０年ではなく、直ちにゼロにするよう
に求めます。

原発の運転を続けると、使用済核燃料や高レベル放射性廃棄物が増えます。
これらは危険すぎて、処分方法すら確立のめどが立っていません。
それなのに運転を続けるというのは暴挙です。
トイレなきマンションの運営をいつまで続けるつもりなのか？
２０３０年までに原発ゼロにするというのでは、遅すぎます。
いますぐ原発ゼロを実行に移すべきです。



54826 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 三つの選択肢から、しいてあげればゼロシナリオです
が、2030年より早く国内の原発をゼロにできる方法を
とってほしいです。核のゴミをこれ以上増やさないでく
ださい。

老朽化した原発を延命することに不安があります。
核のゴミの処理方法が確定しない中で、原発を稼動すること（ましてや新設すること）を恐れます。

どれだけ安全対策をしても、災害には太刀打ちできないことを日本は体験しました。
たとえ半径何キロであれ、全住民・通行人すべての避難を速やかに行うことは事実上無理です。
目に見えない放射線に対して、個人で防衛対策することはできないので、元を断つことを求めます。

発電を火力に頼るとコストが高い、自然エネルギーに頼ると安定しない、と、他の選択肢にも難点があることは承知しています。
適切なバランスで発電するしかないのでしょうが、安定供給のためには、需要のピークを下げる工夫もまだまだできると思います。
　夏の平日の昼間にピークが高いのであれば、その時間帯に稼動している企業や公的機関へ補助を出してでも、節電機器を早く導入してもらったり、バッテリーに電気をためてピーク時はそこ
から取ったり、推進してはどうでしょうか。
事故などを起こした後に賠償金のために値上げされるより、賠償しきれないような事故を起こさない仕組みのために電気代を払いたいです。

ぜひ政府として真剣に取り組んでください。
よろしくお願いいたします。

54827 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 すぐにでも原子力発電をゼロにし、放射能の危険性を
最小化すべく廃炉等の対応をしてください。

運転中のみならず点検中も人々を被曝させること前提にした設備は、人道的位にも認められません。原子力発電を必要とする社会の仕組みを作ってきた政策自体を見直すべきです。原発に頼
らず日本の国民が生きていくことは十分可能であり、それは我慢や忍耐を強要するものではありません。ごまかしと謀略によって必要と安全をすり込んできた罪は重い。

54828 個人 学生 １０代以
下

男性 「原発ゼロシナリオ」を望みます 再稼働はしないでください。将来世代に健康な未来を残す為に、原発はゼロにしてください

54829 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 三択の中では「原発0％シナリオ」を選びますが、2030
年という先ではなく、今すぐ全ての原発を廃炉にして、
既に技術力がある太陽光発電、地熱発電、風力発電
などの無限エネルギーによる発電を普及すべきです。

日本は世界的に見ても地震が頻発しているだけではなく、近年の地震活動の活発化と活断層のずれでは、到底耐えうる建造物は皆無です。

人間を含む全ての生命は、放射能と共存できません。

電気はなくても人は生きることができますが、
全ての命は地球環境の恵みの上にしか成り立ちません。

放射能が降り注ぎ、人が住めない地域を生み出したこの犯罪の責任を、未来の子どもたちに押し付けないためにも、今すぐ原発を廃止してください。

原子力に一切頼らなくても、既に電力は十分足りていることを国民は知っていますよ。

日本は四方を海に囲まれた海洋国ですから、風力、潮力も莫大なエネルギー資源です。
わざわざ化石燃料を他国の倍ほどの高値で輸入せずとも、
今後は、化石燃料にも頼らない、エネルギーシフトを本気で取り組むべきです。
今こそ、日本の本当の技術力を発揮するときです。
世界中が固唾を呑んで、日本の行く末を見守っています。

「原発を無くしたら雇用が悪化する」という詭弁は、廃炉ににするための人員が必要ですから成り立ちません。
しかも、再生可能エネルギーを推進していく過程で莫大な雇用が生まれるのです。

国民の目を欺いてきたこれまでのエネルギー政策を「即刻」転換してください。

今を生きる大人にしか、未来の子どもを守ることはできないのですよ。

既に生態に異変が起きていることを、取り返しのつかない事態になっていることを真剣に見据えなければなりません。

54831 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます
事故が起こったら責任を取ると言っても、何をどう責任を取るのか。
もし命を落とす人が出たらどう責任を取るのか。
生き返らせでもしてくれるのか？
責任を取ることの意味もわからないのに無責任に原発を動かしてほしくない。
安全基準を自分たちに都合のいいように変えての稼働はやめてください。

54832 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発の稼働は最小限に抑え、まずは油の確保が出来
る状態を作る必要があると思います。海峡封鎖された
らアウトです。それと並行して代替えエネルギーの確
保をすべきと考えます。

現在の日本の置かれている立場は非常に危機的状況だと思われます。円高を維持し続ける欧米投資家（またそれを容認するオバマ大統領）、または中国・韓国・北朝鮮に因る日本国民自身の
「反日感情」を先導する活動には辟易とします。
それを退けるためには、外部からの干渉を許さない「本当の主権」を日本が内外に明示すべきと思います。その為には防衛費を増やし自国だけでアメリカの助けなどいらないほどの力を持つべ
きなのです。加えて、これまで日本の下支えをしてきた沖縄や東北地方に特区を作り、企業誘致や税制優遇などを行い、全体最適を行うべきだと思っております。
いつ首都直下の地震が起こるかわからない状況において大阪都構想は推進すべきです。東京がやられたら大阪を中心に日本を動かしていくべきです。
いずれにしろ、一刻も早く最低限の原子力発電所を稼働させ、油に頼らなくても安定的エネルギー供給が行える状況とし、代替えエネルギーの確保を見当すべきと考えます。
再生可能エネルギーがどこまで安定的に運用できるか、またそれを守るための防衛力を持てるかが大変常用な課題だと思います。
政局も、消費増税税も結構ですが、まずそれを行わずして、どうして日本の将来を語れるのでしょうか。果たしてこの声がどこまで届くのか知りませんが、今、我が国は我が国の国民自身に潰さ
れる状況だけはなんとしても避けなければなりません。野田さんを辞めさせるとか総選挙だと言う前に仕事をしなさい!!!!

54833 個人 その他 ７０代 男性 所与の3つの選択肢の中では、「ゼロシナリオ」以外に
あり得ない。人の尊厳を脅かすエネルギーとは一日も
早く決別し、クリーンエネルギー技術と核廃棄物・汚染
処理技術の開発に注力し世界をリードするべきである

　「エネルギー・環境に関する選択肢」に対するパブリックコメントが本日8月12日午後6時に締め切られるとのことを偶然知り、以下にコメントをするが、この様に重要なテーマに関するパブリック
コメント募集の話を政府は何故もっと積極的に広報活動をしなかったのか疑問が残る。　国民に対する広報活動の方法も今後是非改善して頂きたい。

　さて本論「エネルギー・環境に関する選択肢」に関してだが、結論から先に述べると、与えられえた3つの選択肢の中では、「ゼロシナリオ」以外にあり得ない。　如何に安く発電効率の良い（こ
の点も大いに疑問だが）、CO2排出の無いエネルギーであっても、スリーマイル、チェルノブイリ、福島と3度も制御不能な事態により人々の生活、健康、生命という人類の根幹が脅かされる経験
をした以上、原子力依存から可及的速やかに脱することは最早議論の余地は無い。

　本来であれば、何故菅直人元首相の云う2025年ではなく、2030年を目標年と設定するのか、何故この3つの選択肢なのか、基本的な疑問が残る。15シナリオや20～25シナリオのように比率で
示すことは一見定量的且つ合理性のある案に見せるが、比率はあくまで比率である。　例えば、15シナリオでは、2030年における総電力量を約1兆kWh (この点は20～25シナリオも同じ)としてい
ることから2030年には原子力発電総量を1500億kWh以下とする目標と読み取ることが出来るが、何故絶対値として1500億kWhと示さないのか。　又、2030年以降どの様に原発を位置付けるの
か、野田首相は脱原発依存を標榜するが、どの様に原発を減らしてゆくのか具体的な記述が無い。　又「原子力、再生可能でエネルギー、化石燃料を組み合わせて活用し、エネルギー情勢や
地球環境を巡る国際情勢、技術の変化など様々な環境変化に対して柔軟に対応する」という表現があるが、この事が具体的に何を意味するのか、甚だ曖昧である。うがった読み方をすれば、
様々な環境変化によっては，1兆kWhを大幅に上回る電力を必要とし、更に（或いは）原子力依存度15％さえも変更せざるを得ないと読み取ることもできよう。電卓を叩かなくても直ぐに2000億、
3000億kWhを原子力発電に依存する可能性が見えて来る。つまり、15シナリオはそのシナリオを策定した時点の意図と異なり、将来15%を下限とした原発依存拡大へのシナリオとなりうる可能性
すらあると言う事ができる。

　3.11以降、本日2012年8月12日に至るまで私たち国民は、上記の様な疑問、懸念を増幅させる多くの事象を見せつけられてきた。卑近なところでは、原子力規制委員会委員長職に元原子力学
会会長を起用するという現政権の政治感覚、国会事故調査委員会の最終報告提出前に大飯原発をその安全性に関する明確な基準とデータを示すこと無く再稼働させた政治判断、その後専門
家による大飯原発敷地内に活断層が存在する可能性の指摘は、一切斟酌されず大飯原発は現在フル稼働状態にある。そして今、毎週金曜日に国会議事堂周辺で行われる脱原発デモに対す
る反応の鈍さ、電力会社による様々な情報操作疑惑、放射能・放射線汚染地域住民に対する対応の遅れ等など最近の例だけでも現政権或いは広く現在の政治に対する疑問点は枚挙にいと
まが無い。様々な事故調査委員会報告書をどの様に取り扱うのかについても全く見通しが示されず、現政権或いは国会も含めてこれらの報告書が提出された段階でことを終えようとしているよ
うにさえ見える。この様な状況下に於いて、2030年に少しでも原子力依存率を残すことは、将来の政治環境、国際環境、再生可能エネルギー開発進捗状況等様々なことを理由に脱原発依存か
ら反転、原発依存に突き進む可能性を想定せざるを得ない。

 “原発”という魔物から1日も早く決別する方針を明確にし、再生可能エネルギー技術開発促進に政官財学と国を挙げて取り組むことが最重要であり、世界をリードする豊かな社会日本を再構
築する最短路であると確信する。この決断から逃げるほどに我国の再生可能エネルギー技術開発は遅れ、結果として世界の後塵を拝する事になる。重要課題を先送りして失われた○○年を
更に積み上げることは是非避けたい。核燃料廃棄物処理技術や汚染処理技術開発への注力も我国技術の先進性を高める良い機会である事を付記しておく。

54834 個人 自営業 ５０代 女性 原発依存は0％を支持致します。日本は早く「完全廃
炉」を目指してください。
原発はもう一基も必要ありません。

福島第一原発の事故をつぶさに見る限り、原発は日本にはもう必要ありません。
一度事故が起きたら日本の国土も世界の海もみんなの健康も多くの物を失いました。
原発はできる限り早くゼロにして行くべきです。「完全廃炉」に向かって将来の計画を立てて行く時期です。
使用済み核燃料の最終処分を先延ばししてはダメだと思います。
これ以上のリスクを受け入れたくありません。
福島だけでなく東北、関東、中部にいたる広範囲を汚染されているにもかかわらず
国の取った政策には非常に疑問を感じています。
この対策を見て、日本は危険にさらされ続けて行く事になるとハッキリ感じました。
誰も責任を取らずまき散らされる放射性物質、収束していない福島第一。
核の問題と生活に関わる電気はきちんと一線を引いて下さい。

54835 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを望みます。国民の安全と、日本の国土
や経済の長期的な安全を考えた時に原発から早期に
撤退する最良のチャンスです。国家戦略室がきちんと
した提言をとりまとめることを大いに期待する。

　私どもは、東北での災害、福島の事故に直面しながら、政治と言うものに不信を抱かざるを得ない現状を憂いています。次の大震災の出現に多くの国民が不安を抱き、備えをせざるを得ない
ときに、コントロールが非常に疑わしい原子力技術に頼りながらこの先やっていけるとはどうしても思えません。その最後のチャンスを､このパブリックコメントへの意見表明で訴えたいと思いま
す。
　ドイツの脱原発の宣言が脚光を浴びました。その背景はいろいろあり、すぐに後を追えるとも簡単には思いません。しかし、あと一回どこかの原発で事故が起これば、日本の国土にさらに立ち
入れない地域が増えるのです。この狭いけれども美しい国土の中に。我々はロシアの広大なツンドラにすんでいるわけでは無いのです。経済界は、きっと原発へのつんのめった投資を回収する
ために何とか時期を遅らそうとするでしょう。ただ世界の原発関連企業でさえ撤退を加速しています。もう世界の趨勢は原子力をコントロールできうる安全な科学技術と考えていないのではない
ですか？ババを引いてしまったかもしれない産業でも、廃炉の手段の確立に多くの肩入れを国家としてせざるをえないでしょう。それ以外は崩壊の道です。決めたら止まらない事業を止めるの
は大変ですが原発の新設、再稼働はここでストップさせましょう。それが、次世代のエネルギー産業を早めに育てることになる。次世代の､自分の子ども達や､まだ見ぬ孫の世代を思い浮かべた
時に、このツケを将来の世代の負わさない方針は間違っていない。2030年と言わずに、18年も待たずに、早く原発依存構造から撤退しましょう。しっかりした社会を作り上げるためにも､まず政治
の先見性を示し、信頼を回復するような決定をしてください。私どもは、54基の核爆弾の上で暮らすのも、もうごめんです。
　国家戦略室の官僚の方々が、公務員としての制限から自由に発言したり、私見を述べることはなかなか叶わないのは分かっています。しかし、この混迷した政治状況と、一部の意識の大変低
い政治家達の諸先生の中にあって、やはりきちんとした方向性をもってもらいたい。（余りに理不尽な国会答弁があったときに内閣法制局が憲法に関して揺るぎない立場をきちんと持っていたこ
とに救われた思いをしたことがあります。）経済界と政治の影響では無く、一定の倫理性と先見性を持って是非意見をまとめてほしい。4～5万しか集まっていないかもしれないこの時期のコメント
をどう役立てていくのか、あなたたちの手腕にもかかっているのです。

54836 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 原発は、将来世代にとって、大変な負担になります。
新しい経済、生活のシステムを確立すべく動きだすべき。

54837 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 地球環境は、未来に引き継ぐものではなく、未来から
借り受けたものであるという考え方から、安心・安全が
保障されない原発に依存する社会からいち早く脱却
すべきであり、シナリオ ゼロに賛成する。

選択にあたり考慮しなければならない要素、安心・安全、地球温暖化、エネルギー安全保障、経済等の中でも最も重要視しなければならないのが、安心・安全である。これは人間の基本的欲求
の一つ（マズローの5段階欲求の2番目）である。上記どの要素も重要であるが、これほど科学技術が発展した段階では、相当複雑で危険な技術が隣り合わせとなっており、まずは安心・安全で
あるという大前提なしに人間の社会生活が幸福を追求していくものにはならないのではないかというのが、私の根本的な考え方である。
よって、今回の選択の段階で安心・安全を明らかにすることができていない状況では、「シナリオ　ゼロ」が唯一の解であると考える。

54830 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 「今すぐ原発０」あるいは「2030年までに原発０」この２
つの選択肢以外無い。時代が進めば、自然エネル
ギーによる発電がもっとも安定的で安価である。これ
を選ばないという選択肢は無い。

「今すぐ原発０」あるいは「2030年までに原発０」この２つの選択肢以外無い。日本から海外への原発輸出を禁じる法律を制定せねばならない。放射能公害を防ぎ、永続する生存権と文化的生
活の権利を全国民が得ることが柱とすべき。
　日本国憲法の前文にはこう記されている。「われらは、平和を維持し、専制と隷従、圧迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと努めてゐる国際社会において、名誉ある地位を占めたい」私はこ
れを現実のものとして作っていった人々を永遠に支持する。故に福島第一原発事故以降に日本から原子力先進国以外に対し原子力システムを輸出することは、未来に於ける不平和ならびに
専制と隷従を誘発し圧迫と偏狭を引き起こすがゆえ絶対に認められない。
　また憲法第11条および憲法第25条を政治に反映させるため、福島第一原発と同種の放射能公害を未来永劫完全に防がねばならない。時代が進めば、自然エネルギーによる発電がもっとも
安定的で安価である。これを選ばないという選択肢は無い。
　ものごとには優先順位が重要であり、まず国民の最大の要望を叶えなければならない。全国民が等しく絶対的に願うことは「福島第一原発崩壊に近しい害ならびに、一般市民に被害を与える
放射能公害を、日本は二度と繰り返さない」ということである。この絶対的必要不可欠な要望を叶えるために、原発利権者が損失を被るというのなら、民主主義の名においてこの利権者の権力
を剥奪せねばならない。重要なことはなんぴとの生存権をも剥奪せず、原子力利権を完全に剥奪することである。

　このため、可能であれば以下の法律も定めるべきであると考えられる。すべての原発の廃炉は、膨大な費用がかかるため、まずは安全第一で、2013年以降、稼働30年を過ぎた原発と、津波
被害や震度５以上の地震の疑いのある地域の原発と、事故発生が過去に認められた原発と、事故発生原因がある原発（もんじゅ）と、未知の危機が専門家によって指摘される原発と、電力余
剰状態地域原発の運転を永久に禁じる。なお２０２１年以降はすべての原発の稼働を禁止する法を定め、２０１４年以降、稼働する原発には必ずベントの設備をし、アメリカの審査機関の力を借
りてこれの審査の合否を決め、安全性に疑いがある場合は稼働を禁じられる。廃炉は、危険性の高いものから順に行程表を作ってこれを順次実行する。電力会社は廃炉の義務を負う。
　全原発廃炉機関を政府内に新たに創らねばならない。そこに必要な人材は、原子力機関との癒着の無いことが絶対条件である。原発事業推進を目的とした者や原発利権に携わるものは一
切この機関に関われない。そして、スイスの廃炉機関の仕組みに習い「われわれは市民の安全しか考えていない」という独立体制の元、事故０ですべての原発を廃炉にするまでこの組織は正し
い権力を持ち続ける。

　この規制機関の草案は以下のようになる。規制機関は２つの委員会から構成される。脱原発政治委員５名と、脱原発市民委員５名（脱原発文化人）の２つの委員会。１０名の徹底した分析に
より、実行可能な「事故０で、経済的損失が限りなく０に近い、可能な限り早期の脱原発実施」の草案が１０案提出され、社会学者、環境学者、政治学者、法学者、経済学者５名の厳密な調査の
もと、この１０案の中心（重心）を計測し、３年に１度、厳密な脱原発計画が提出され、これを政府と官僚が厳守するという機関を提言する。これが実現すれば、少なくとも２０３０年までには経済
的損失が最少に抑えられた状態で脱原発および廃炉がほぼ完了し、永続的な火力自然エネルギー発電推進国家が成立するはずである。

　参考にしたのは原発依存度が４０％もあったスイスが、原発０を決定したという事実から導き出しています。２０３０年頃には、自然エネルギーのほうが高効率になって安くて安定定期に電力を
供給できるようになるんですよ。また原発０を決定したドイツイタリアなどの仕組みも取り入れるべきだと思います。だから、原発輸出も非常に危険な体制で現在輸出の約束をしているので、す
べて白紙撤回するより他無いと私は考えます。

　閉鎖環境に於ける単純多数決によって福島第一原発の大災害が生じてしまったというのが私の見解で、この政府や原子力関連企業の利権争いのみに固執する単純多数決を否定し、なおか
つ国民の全総意である「私の住む町で放射能災害を絶対に起こさないでくれ」という１００％の民意を政府が実現するには、脱原発を確実に行うより他道は一切ありません。日本がすでに、地震
活動期に入ったことは、歴史を調べても地震学を調べても明らかなのです。
　民意が完全に反映されるには、事情を理解しないまま述べられてしまった意見は淘汰され、内容を深く吟味する機会をもうけられた政治家・文化人・市民のみが、全体像の策定をし、その計画
を政府官僚企業が厳守することが重要となると思われます。



54838 個人 その他 ２０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 原子力発電によるメリットを考察した上でも、自然環境や人体及び生態系に与える影響を考えればまったく割に合っていないことは既に明らかとなりました。

2011 3/11以降日本国は居住可能な国土の減少、食料問題を初め今後予想される人体及び生態系への多大なる悪影響、瓦礫拡散による被害の拡大化、外交関係の悪化等、全く改善の方向
に進めていません。

正常な子供を産むことが出来る国民がいるうちに次世代エネルギーへの技術を高めるべきです。

原子力発電依存をこれ以上続ける事に全くメリットが感じられません。
原発ゼロシナリオを全霊で主張致します。

54839 個人 無職 ６０代 男性 原発比率20~25% 第二次大戦の過ちは国家リーダーの方向性が極端に偏ったことにあります。エネルギー戦略は世界的視野、100年のスパンで考える必要があります。今原発反対がトレンドになっています。こ
こは政府が市民運動的レベルでなく、政治経済外交軍事すべてで日本を発展させる政策を打ち出してください。原発比率はその結果として解決されるし、その時期を待つべきです。すべてを公
明正大にすることが民主的ではないし、こういうときこそ叡知にたけた国家リーダーの出番と期待しています。福島の悲惨さと東電の怠慢は一点の疑いがありません。そうであってもエネルギー
戦略は国家の存亡に直結します。

54840 個人 無職 ６０代 男性 原発はゼロすべき。そして直ちに廃炉にする事。一日
でも長く運転すれば人類史上最も危険な高濃度放射
性廃棄物を生産するのみである。高濃度放射性廃棄
物は人知では処理出来ずて危険を先送りするだけ。

　事故を起こせば原爆の数百倍の高濃度放射性廃棄物をばら撒く原発はゼロシナリオにすべき。
　元々原発を造るべきではなっかった。核エネルギーはいかに能率よく人間を殺傷するかを研究し兵器として開発したものである。その結果広島長崎に原爆を投下し数十万人を殺傷した、そし
て被爆者はいまだ放射線障害で苦しんでいる。それ以降日本はビキニの水爆実験で操業中のマグロ漁船が被爆し船員は放射線障害で死亡あるいはガンなどで命を落した。原発が運転してか
ら数万から数十万原発作業員が被爆、多く人が放射線障害で苦しみ亡くなっている。更にスリーマイル、チェルノブイリ、日本ではJCO、今回福島第一原発の手をつけ様のない人類史上最悪の
事故。これでもまだ懲りないのだろうか。これでもまだ原発を廃止にしないのだろうか。

　福一原発事故は科学技術、経済、政治、倫理、全ての限界を超えてしまっている。
　いまだ事故の全貌が明らかになっていない。メルトダウンからメルトスルーになった状態をいまの科学技術では高レベル放射能に阻まれ見ることも接近することも出来ないのである

54841 個人 自営業 ５０代 女性 原発をゼロに。原発はコストの面でも事故の対応や廃
棄物の処理を含めると膨大なものになると思います。

事故のことを考えると、原発は取り返しのつかないほどに環境を汚染しています。それは日本だけではなく海や大気によって世界中を汚染してしまうことになります。
目先のことだけを考えずに、長い目で見たら今からゼロにするべきです。
この地球は私たち人間だけでなく、すべての生物によって成り立っています。すべての生きとし生けるものみんなのものです。原子力は本当に責任が持てる時まで使うべきではないと思うので、
今すぐゼロにしてください。

54842 個人 自営業 ５０代 男性 安全性の高い航空機でも、レーダーの読めない管制
官がマネジメントする飛行機には乗れない。原子力発
電も同様である。レミングの行進に、付き合わされる
理由はない。

　どんなに安全性の高い航空機でも、燃料計算のできないディスパッチャー、レーダーの読めない管制官がマネジメントする飛行機には乗れない。原子力発電も同様である。原子炉直下に活断
層は「ない」ことにしてしまう地盤調査。近傍の活断層を「消して」評価されたSs。国会事故調の報告・提言を無視する国会。原子力規制委員会人事の決定プロセスと提示された人事。まるで3.11
がなかったかのように進行するこの国の行政と政治（および一部の広告代理店、大手マスコミ）には、正統性がないばかりか、犯罪的ですらある。

　７月以降の予想最大電力に対するピーク時供給力をみると、東電で平均20％、関電は大飯原発の再起動と同時に８か所の火力発電所を停止したにもかかわらず、平均で17％の余裕があっ
た。安定供給や停電を理由にした再起動の脅迫には、根拠がない。

　推進派が強行突破を謀る再稼働の目的は、廃炉にした場合に発生する特別損失総額4兆4000億円と電力会社の債務超過にあるのだろう。しかしこれは、計算可能なリスクである。天秤の反
対側に乗っているのは、ドイツで「残余のリスク」と呼ばれる以前の、空気支配の中で決定される原子力行政が引き起こす、第２のフクシマのリスクなのだ。

　レミングの行進に、付き合わされる理由が、どこにあるのだ。

54845 個人 自営業 ３０代 男性 *即時、廃炉を!
*原発以外の発電量の詳細データが分からなけれ
ば、議論にならない。
 原発がなくともまかなえるのでは。

福島やその周辺地域の健康を害されるであろう人達への疎開、移住等への積極的な支援が未だ、まったくみられない。これは第二の棄民にほかならない。
そんな状況の中、再稼動はまったくありえないことだ。ましてや、安全も確認できないままの稼動はどうかしているとしかいえない。

構造全体を変えなければ、このまま蟻地獄が続くのは分かりきったこと。
ユダヤ金融資本マフィアの支配、そして日本傘下の構造を変えなければ、パブリックコメントもなんら意味を持たないどころか、時間の無駄である。

54846 個人 学生 ２０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
原発はいりません。
再稼働した原発を止めて、他の原発ももう再稼働しな
いでください。
原発を解体するための議論を始めてください。

原発はいりません。

なぜなら第一に、原発は危険だからです。通常運転でも放射性物質を撒き散らし、原発労働者を被曝させます。また、使用済核燃料は処分方法もありません。3万年の間地中で管理することが
可能だとは思えません。日本の隠蔽・虚言体質ではますます心配です。事故が起きれば、フクシマになります。土地も自然も失われ、好きなものを食べることも雨に当たることも自由に息をする
こともできなくなります。そんな世界に住みたくないし、子どもができた時に住まわせたくありません。

第二に、電気は足りているからです。あなた方は関西電力管内での電力不足を叫んでいましたが、電力需給はこの異常な暑さの中でもずっと90%以下です。関西電力は大飯の再稼働後、原発3
基分の火力発電所を停止しました。つまり、原発再稼働は金儲けのためだったということでしょう？電力会社の金儲けはミジンコほふぉも私たちの利益になりません。

原発を止め、解体を始めましょう。

付記１）
福島第一原発事故によって、これまでのエネルギー政策は根本から見直されなくてはならなくなった。しかし、「エネルギー・環境に関する選択肢」を読んでも、認識が甘いのではないかと思わさ
れる部分がある。その点について述べたい。

１）日本は地震の活動期に入った。原発の安全性確保について抜本的な見直しが必要。
２）安全性は（企業の論理においては）経済性に優先しない。よって十分な安全性が確保されることはない。

１）東日本大震災とそれによって引き起こされた大津波は1000年に1度の災害といわれる。しかし、2011年にそれが起きたことは、当面そのようなことが起こらないということを意味しない。
「日本は地震の活動期に入った」という認識がまず欠かせない。
しかも今の状況は、貞観地震を含む９世紀の一連の地震頻発期に酷似しているともいわれ、今後もM8～9クラスの地震が起きる蓋然性は決して低くない。

（経済界を除いた）国民の多くがゼロシナリオを志向してると聞くが、それはこうした「今後も大地震があったとき、これまでの原発の安全基準ではもたない」と考える「理性的」な思考がそうさせて
いると考える。経済の主体となる国民に多数の死傷者が出たり、広範囲に渡る健康被害が出ては元も子もない。このことを重々含みおいていただきたい。

２）「安全な原発」は机上にだけ存在し、実際は存在しえないことが明らかになったといえる。
「安全な原発」は、設計上はもしかしたら可能であるかもしれない。しかし、現実にはコストを重視するうちに設計や製造の過程で様々な安全装置が省略されてきた。また、事故を起こしたマークI
については、他国から改修を提案されていたにも関わらず東電は聞く耳を持たなかったことが明らかになっている。
さらに、小さい事故があった際の補修が繰り返されていくと、徐々に設計段階の安全性は確保できなくなる。経年による炉の脆化も無視できまい。

すなわち、総括原価方式を採用している今においてすら、原発は安全性を蔑にし、収益性に重きを置いてきたのだ。「安全技術と安全規制で事故リスクを制御するというアプローチ」がいかに絵
に描いた餅かお分かりいただけるのではないか。
よって、原発の「安全性」は検討するに値せず、「もし事故が起きたときに不可逆的なインパクトを社会としてどの程度許容できるか」という命題でしかありえない。そして、その命題に対し福島第
一原発事故を体験した私たちは、原発について「社会として許容することはできない」と判断せざるを得なくなったことを忘れないでいただきたい。

付記２）
本パブリックコメントに回答するにあたって気の付いたこと

１）GDP成長率の前提について
1．シナリオを検証するに当たり踏まえるべき視点
（１）　１）にある
「2030 年までにGDP が２割以上増える見通し」
は今後、随時見直されるべき部分ではないだろうか。それによって必要なエネルギー総量も方策も変わるはずである。
また、「過ぎたる「富国」は国民の幸福と必ずしもリンクしない」ことは、20世紀の日本、明治－大正－昭和を経ていざなみ景気が終焉した日本における教訓である。官僚諸氏は、いつまで「富国
強兵」のような国是に則っているのか。いまは21世紀である。「国民益」となることを第一に、今一度、国のあるべき姿を見直されたい。

２）回答期間とその後の段取りについて
国のエネルギー政策について、国民からパブリックコメントを求めるという今回の施策については高く評価できる。しかし、その後のシナリオが判然とせず、パブリックコメントがどのように生かさ
れるのか不明なことや、その不明瞭な手続きのまま本件を押し進めたことに対する不信感は根強い。さらに、広く意見を募られるべき重要な案件であるにも関わらず、それを周知させようとする
姿勢が見られないことには落胆させられた（例えば、ウェブサイトにおいてはもっと積極的にフィーチャーすべきであるし、「エネルギー・環境に関する選択肢」もPDFだけでなくHTMLで全文掲載
すべきである）。
また、告知から締め切りまでの日数があまりにも短いことも問題である。最低３ヶ月から半年かけて各地で意見聴取会を行い、テレビやラジオで討論を行い、多くの人の意見が出され、熟考期
間があって、初めて人々の意見が出てくるものではないか。この点について、今からでも遅くないので、締め切りのさらなる延長と今後のスケジュールの見直しを求めるものである。

以上。

54844 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電比率は2025年以降ゼロ、2012年～2017
年においてゼロを選択します。2018～2025年の８年
間、原子力発電を利用するかは、原発ゼロを３年以上
経験した2015年に決定します。

（1）2025年以降ゼロとする理由
原子力発電は平常時にも作業者への被曝を強要し、人道上看過し得ない差別構造を生み出しています。事業者が責任を回避するための多重下請けが常態化していることが、その事実を端的
に表しています。このような電力を使って生活を成り立たせていくことを、私は認めません。

原子力は発電所または使用済み核燃料保管施設で事故が起こった場合の危険がきわめて大きく、東京電力が今回起こした規模に数十倍する事故が起き得ます。そのような選択をするべきで
はありません。

原子力発電に使われる燃料であるウラン235は、資源量が石油に匹敵するほど少なく、天然ガスや石炭よりはるかに貴重です。石油とウランには、今後の技術進歩によりさらに有効な利用法が
考えられる。今世紀中に使い尽くしてしまうことはあまりにもったいない。

商業運転開始から半世紀が経過したにもかかわらず、使用済み核燃料について、安全な処分・保管方法がいまだに確立されていません。もはや国策で補助・研究する段階にありません。これ
から発生する使用済み核燃料については、事業者が責任をもって安全保管の体制をつくり、基金をつくり、地域の合意を得なくてはなりません。しかし、それは不可能です。

以上の理由により、反倫理的で将来性のない原子力発電所の新設は一切認められません。
石油と原子力が担ってきた発電量を再生可能エネルギーと省エネ技術によって代替完了できるのが2025年。それ以降は軽水炉による発電は完全に不要です。

（２）2017年までゼロとする理由

これまで、原子力を管理・規制するはずだった官庁が、原子力推進と一体化し、安全への提言を無視してきました。この人員を総入れ替えして、新しい規制体制をつくり、国民の同意をつくるの
に２年。その規制体制にのっとって、事業者が原子力発電事業を継続するか決断し、事業者の負担により基準を満たすのに３年は最低でもかかります。
この間、原子力発電を動かさないということを決めておけば、別の手段による発電事業がずっと起こしやすくなり、各企業も省エネルギー投資をしやすくなります。

また、規制後も原子力は反倫理的でありつづけ、高価にもなるので、全消費者が電源を選択して購入できるようになるべきです。そのための発送配電分離にもそのくらいの期間が必要となるで
しょう。

（３）原子力発電の暫定的利用が可能になる条件

2015年までの原発停止によって電力の逼迫が生じ、なおかつ、

・地震・津波・噴火等の天災リスクの見直し。対策。
・テロ対策。とくに航空機および船舶による突入・攻撃の阻止。
・立地周囲5kmの土地の買い上げ。周囲50kmの事故避難訓練実施。
・事故補償基金（50兆円ていど）の設立。
・発電所および廃棄物保管施設の周囲200kmの全自治体からの運用合意。

上記すべてを妥当な新規制基準にしたがって事業者の費用負担によっておこなう場合、2025年までの運転を許可します。

54843 個人 自営業 ４０代 男性 今後の日本の原発政策を基に考えれば「原発ゼロシ
ナリオ」以外の選択はありえない。さらに、省エネ対策
と化石燃料依存を減らす方策も組み入れて、温暖化
対策にも与するような、より野心的なシナリオが求め
られる。



54847 個人 家事専
業

３０代 女性 原発「ゼロシナリオ」を希望します。 福島第一原発の事故以降、私たちの生活は一変しました。

私の住む東京都も放射性物質により汚染され、近所の学校、保育園、幼稚園、歩道など、いたるところで除染を行っています。
我が家には小さい子供がいるので、食べ物や普段の生活に事故以後は一層神経を使っています。そんな暮らしも疲れてきたし、今後このまま子供を東京に住まわせて本当に大丈夫なのか不
安なので、どこか西の方へ移住したいと検討していますが、長く住み、親しんだ土地を離れることに、まだふんぎりがついていません。

原発以外の発電方法は事故が起きても、地球規模の影響はありませんが、原発は周辺地域のみならず、地球規模で空気、水、土、海、山、川、植物、生き物、人間すべてを汚染します。

確かに原発によって大きなエネルギーを得ることはできますが、それ以外の小さなエネルギーを沢山作って原発に匹敵するくらいの量にすることは今ある技術で可能だと思います。

またそういうエネルギー開発を奨励し、サポートする体制を確立してください。新しいエネルギー技術で今傾いている経済を立て直すきっかけも見出せるかもしれません。

原発の古い技術に頼って思考停止になってほしくありません。古い技術には明るい希望が全くありません。

原発でまた事故が起きるのではととても不安でなりません。

一日も早く、すぐにでも原発をエネルギー政策から削除し、新しいエネルギーに注力してください。

よろしくお願いします。

54848 個人 無職 ６０代 男性 人間は核を制御できない（核とは共存できない）ことお
よび経済より人命、環境優先で０％シナリオを選択す
べきである。また稼動中の原発は即時停止すべきで
ある。

以下の理由により、「０％シナリオ」しか選択はあえ得ない。

１．原発事故は０にできない。核の廃棄物の処理も決っていない。
　・人間は核を制御する技術を持っていない。
　・日本は全国地震地帯にあり、今後も東日本規模の地震がいつ発生するか現在　　の科学技術からは想定できない。明日にでも発生し事故が発生するかも知れ　　ない。原発の建設に適しな
いのは明白。
　・原発事故の想定外はあってはならないが現在は想定の条件で作られている。
　・原発事故による汚染は永久的に人類、環境を破壊する。
　・核燃料の廃棄処理も決っていない。廃棄処理の技術もない。核のゴミはたま　　る一方であり、処理コストも膨大になる。
　・これまでの政府、電力会社の原発ありきのもとで作られた安全神話はうそと　　わかり、まったく信用はできない。このような状況で原発があり、運用され　　ていくのが恐い。

２．電力の不足期間は夏季の２週間程度であり、知恵で克服可能である。
　・電力不足といっても夏のわずかな期間で、休暇、節電、代替えエネルギーの　　積極的活用などで克服できる。
　・関電は福島の原発事故後に代替エネルギーを推進せず、需要予測もいい加減　　な数値を出したりしており、本当の不足がわからない。真面目に取り組めば　　原発なしでもやっていける。
　
３．政府、電力会社、原子力村は真剣に脱原発を考えていない。
　・原発事故の原因も究明中であり、再稼動はすべきではない。今年の夏も原発　　なしでも乗り切れている。
　・クリーンなエネルギー代替え政策を早急に強力に推進すべきである。

54849 個人 自営業 ５０代 女性 （旧世代）原発ゼロ・シナリオ
廃棄場所と管理方法の定まらない旧式の原発は､地
震国日本では危険すぎる。できるだけ早期に稼働を
やめ、廃棄やエネルギー問題を解決すべく第４世代
の原発の開発を国際協力で。

　いつ大地震が起こるかわからない日本では､現在の原子力発電所ではリスクが大きすぎ､立地を受け入れる地域への補償ができない。

　日本の風土にふさわしいのは原子力ではなく、時として災害を起こすほど大きく豊かな自然エネルギーを有効に利用する自然エネルギーの利用である。

　廃棄方法･新世代の開発はやめるべきではないが､それは核融合のように､国際協力で進めていってほしい。

54850 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 一刻も早く日本から原子力発電をなくしてください。 何故ここまで大きな事故がおきているのに、再稼働に踏み切るのか
本当に納得がいきません。
こんな事故が起きる前から原発には疑問を持っていました。
当時からきちんと声をあげて反対してこなかったことを今
とても後悔しています。
あの事故以来、被災地や被災者や、放射能汚染されてしまった海や
自然のことを考れば考えるほど、気持ちがふさぎ込んでしまいます。

日本に元気を取り戻したいと本気でお考えならば
今の日本の構造を一から見直し、反省し
立て直してゆくことだと思います。

54851 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） どんなに日本の原子力発電技術が優秀で、決して地震、津波等でも壊れない発電所を建て、決してミスしない優秀な人たちによって運転されたとしても、核廃棄物の処理方法が確立されていな
い以上、原子力発電はまだ不完全な技術です。今動かしている大飯原発を即刻止めて、全ての原発を廃炉にすべきです。
天皇が、放射能の問題を克服しなければならないと仰いました。
克服できていないものは実用化してはいけません。
後世に大きすぎる課題を残す無責任な原発を、自分は使いたくありません。
原発ゼロ。

54852 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 選択肢を提示する形式があまりにも稚拙すぎ、現状
の原発温存および規制の体制構造を温存することを
目的として設定されているため、そもそもこのような決
め方に賛同できない。

仮に各シナリオを検討したとしても0以外の選択肢を提示する根拠が薄弱すぎる。

つまり、不要な選択肢を並列に提示することによって、0以外の選択が選択肢上多いように見せているにすぎず、0以外のシナリオを選択する理由は、国民側にはない。

なぜこのような決め方や提示になったのかを検証委員会を組織して検証すべきだろう。

54853 個人 家事専
業

４０代 女性 「ゼロシナリオ」を選択します。
ただし、2030年までと悠長なことではなく、　即時に原
発をゼロにすることを強く希望します。

子供たちを守りたい！
原発安全神話は全くの嘘

54854 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 全ての原子炉を廃炉するべき 放射能被害をなかった事同様に扱い、一度事故が起きれば収束出来ない原子炉は再稼働すべきではない。違うエネルギー政策をとるべき。世界一安全だった日本と日本の食べ物を返せ！

54855 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 ２０３０年の総発電量に占める原発比率は０%とすべき
です。原子力発電所は発電を停止していても安全が
担保されるものではないことを重く考えるべきであり、
一刻も早くすべての原発を廃炉にする決定をして欲し
い。

原発から出る核廃棄物を１００％安全に処理する方法が見出せない現状において、原発を稼働し続けることなどあり得ないことだと思う。原発のコストが安いということも、原発の建設等にかか
るコストや核廃棄物処理にかかるコストなどを無視した、電力会社と政府が長年に渡りつき続けたウソである。福島第一原発の事故に対する東京電力の対応のお粗末ぶりは、「原発は安全」と
いうのは、まさに神話であり、真っ赤な嘘であったことを示している。また、福島第一原発４号機でわかるように原発は稼働していなくても危険なものであり、一刻も早くすべての原発を停めて、安
全に廃炉にすることを考えるべきである。

54856 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 2030年を待たず、今年、来年くらいのタイムスパンで
建設中の原発を含めた全炉について廃炉・廃止作業
に着手し、可及的速やかにゼロとすべきである。

１） 使用済み燃料の再処理技術が当面確立できないこと、既に保管場所が満杯に近いことが福島事故をきっかけにいみじくも公になった以上、原子力発電所の再稼働によりこれ以上使用済み
燃料を増やすことは最早許されない。保管費用の後世へのつけ回しといった金銭面の問題と同時に、大変な世代間不公平感、モラルハザード等の問題を惹起し、相互扶助心、愛国心といった
国の道徳的存立基盤の脅威となる。

２） 天然ガス、再生可能エネルギーの活用が十分ではない現状でも、出来る範囲の努力により電力不足がさほど目立っていない事実を踏まえ、電力会社の経営問題さえ脇に置けば、国民に
とって原発を無理に動かす必要は全くない。ただし、火力発電燃料費増大分はこれまで安い電力料金をエンジョイしてきたツケであると位置づけ、今生きている世代が負担増を甘受するほかな
い。廃炉費用も同様の意味あいから早期の費用化開始が望ましい。

３） 全世界的な地震活性期に入ったと言われているが、原発敷地内の活断層や過去の地震履歴についての調査・発電所基本設計への反映が不完全なままであり、一定の安全対策が完了す
る前に次の被害が生じる可能性が否めないので先を急ぐ必要がある。揺れによる配管等の破断といった、福島原発のハード面での事故原因も未だ明確になっておらず当該安全対策に反映さ
れていないなど、いまだなお安全対策そのものが、ある一定の想定を超えないレベルであり、透明性・スピード感が一向に高まらない現状から、民間の電力会社による安全対応・責任負担はも
はや不可能と判断せざるを得ない。

４） 大地震や巨大津波のみならず、太陽のスーパーフレアを含む宇宙的な異常気象等についてすべて織り込んだプラントはこの世に存在しおらず、福島事故のような想定外の過酷事故が今後
も起こりうる。

５） 玄海１号機を筆頭とした脆性破壊の懸念がありながら、人為的に決めた４０年という稼働年数を前提としたパーセンテージの選択には何ら意義を見出せない。

６） 平常運転中であっても高線量被爆労働者を多く生み出しており、人権軽視が甚だしいことも露見したため、先進国が持ちつづけるべき技術として最早適切ではない。

７） 日本は島国国家であり、土着傾向が大陸住民よりも強いため、国土の喪失・汚染という半永久的なショック、有形無形資産の無価値化を乗り越えてまで原発に拘りつづけるインセンティブが
最早存在しない。経済を原発に依存してきた立地自治体に対しては、自助努力を促しつつも、補完措置として廃炉ビジネスや再生可能エネルギーの分野で生きていけるよう国がリードしなけれ
ばならない。

８） 新設の原子力規制組織の独立性・透明性を幾ら高めようと、経産省・文科省や原子力事業関係者の囲い込みの徹底ぶりからして既成観念・人的ネットワーク・過去のしがらみ・既得権益等
からの離脱・脱却は殆ど期待できず、従前からの責任不在の内部牽制を改善することによって次の過酷事故を防止できる保証がどこにも見当たらない。

54857 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発１５シナリオ、原発無くしては、日本経済が動がな
いのでは、思います。どれだけ地中に埋めようが、効
力が無くなるのに、何百年、今を、生きるだけでは？
是非、将来の子供たちに、自然あふれる未来を！

たとえば、東北地方太平洋沖地震で住居を失った方々の土地を月の２０万前後でレンタルし太陽光発電パネルを展開．．．
今の仮設住宅をマンション型へ（当然ながら、地域住民丸ごと、それも近い地域に、家賃は２万円程度、年金暮らしの方々多い！！）
風力発電も込みで．．．

54858 個人 無職 ６０代 女性 今すぐ原発ゼロにすべき。再稼働なんてもってのほ
か！

福島の人たちの悲劇を繰り返すようなことはあってはならない！子供たち孫たちに負の遺産を残してはならない。

54859 個人 自営業 ３０代 男性 *即時、廃炉を!
*原発以外の発電量の詳細データが分からなけれ
ば、議論にならない。
 原発がなくともまかなえるのでは。

福島やその周辺地域の健康を害されるであろう人達への疎開、移住等への積極的な支援が未だ、まったくみられない。これは第二の棄民にほかならない。
そんな状況の中、再稼動はまったくありえないことだ。ましてや、安全も確認できないままの稼動はどうかしているとしかいえない。

構造全体を変えなければ、このまま蟻地獄が続くのは分かりきったこと。
ユダヤ金融資本マフィアの支配、そして日本傘下の構造を変えなければ、パブリックコメントもなんら意味を持たないどころか、時間の無駄である。

54860 個人 無職 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 原発は、廃棄物の処理問題が全く解決されておらず、環境、人類への影響がきちんと把握できてない現段階ではゼロシナリオを選ぶしかないと思います。
自然エネルギーは、本当の意味で国産エネルギーなので、それ中心の社会を目指すべきだと思います。
脱原発と同時に 温暖化対策などの地球レベルでの環境保全にで日本が世界に貢献していくことは、日本経済にとっても重要です。
未来の子ども達のために美しい日本、地球を残してあげるため、少しでも環境に負荷の少ない方法を模索していただきたいです。

54861 個人 無職 ６０代 男性 (1)ゼロシナリオ 人間としての倫理から
地球と人間以外の生物を守るためにも
リスクの高すぎる原子力によるエネルギー確保という選択肢はないと思う
経済最優先の価値観から脱却しなければ未来はない
原発からは即時撤退すべきである

54862 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発稼動０％ 関西も現在電力余っています。
関東は原発稼動ゼロでもスカイツリーもライトアップしてます。

原発による経済的・未来の影響は大きいです。
絶対原発ゼロで。

54863 個人 家事専
業

４０代 女性 「なるべく早く、０パーセント達成」を目指す。 原発事故の影響の大きさ、深刻さを考えると、そのリスクがたとえ小さくても、０でない以上、運転を続けることは、倫理的に許されない。まして、ただでさえ地震の多い国土であるうえに、地震活
動の活発期にあるといわれる現在では、原発のリスクは決して小さいものではない。できる限り早く、脱原発を目指すべきである。

人々の生命や健康、財産が脅かされる状況があっては、経済活動も沈滞してしまうでしょう。

54864 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます 以下の理由のより原発ゼロシナリオを望みます。
・100パーセント安全な原子力発電ができるとは思えない。
・未来に対して核廃棄物の管理に責任がもてない。
・「原発停止による経済への打撃」より安全で安心できる生活を望む。
・原爆の被爆国である日本が、原発事故で再度放射能被ばくを起こしてしまったことを恥ずかしく思う。

原子力発電を何も考えずに肯定してきた自分たちにも責任はあります。
政府に望むだけではなく、自分たちでも省エネに努めなければ「原発ゼロ」は不可能だと思います。



54865 個人 家事専
業

４０代 女性 原子力エネルギーをできるだけはやく0%にしてくださ
い。

地震国に原視力発電はナンセンスです。福島第一原発事故レベルの事故がまたおこれば日本はおしまいです。事故が起きなくても通常運転でさえ放射能を撒き散らし人間の命を脅かします。
核廃棄物の処理の仕方も決まっていなく、処理に膨大なお金がかかることはわかっています。負の遺産を未来にたくしてはいけません。再生可能エネルギーの開発に力を注いでください。

54866 個人 家事専
業

３０代 女性 　原発比率ゼロシナリオ（即時廃炉）を支持。つなぎの
電源として高効率コジェネの小規模火力発電を導入。
　日本の人口減少により2030年に必要なエネルギー
はより少なくなる。

　原発比率ゼロシナリオ（即時廃炉）を支持します。
　理由は原子力発電所が地震や津波、複数トラブルの同時発生に弱い事が明らかになったからです。
　即時廃炉を基本としてエネルギー効率の良い社会を構築します。原発廃炉で生じる電力不足は、節電に加えコジェネ使用の小規模火力発電所を地域ごとに導入し、再生可能エネルギーの本
格的普及までのつなぎとします。
　
　「エネルギー・環境問題に対する選択肢」では触れられていませんが、日本の人口減少は2008年から始まっており、その減少ペースを考えれば2030年に社会が必要とするエネルギーはもっと
少なくて済むはずです。

54867 個人 その他 ４０代 男性 ２０３０年時点で原発ゼロシナリオとの考えに賛成で
ある。

福島の原発事故をみるにつけ、原発は一たび事故が起きれば国土そのものを危うくしかねず、わが国そのものが滅びる可能性が十分考えられる。国家の健全な発展と繁栄のため、原発ゼロ
シナリオを選択することが是非とも必要と考えるので。

54868 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電は即時全廃すべきです。 原子力発電は即時全廃すべきです。
原発は、事故が発生した場合に取り返しがつかないことはもちろん、事故が無くとも放射性廃棄物の排出がとまりません。
数万年もの間、放射性廃棄物を安全に管理することは不可能です。
過去の10万年を見ても、大きな地殻変動があったり、類人猿からの進化の過程であったり、到底先を予測できる時間のスパンではありません。
また、世界に拡散すればするほど、事故のリスクは高まります。
国内で全廃するだけではなく、世界中の原発廃止を先導すべきです。

54869 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 処理方法も未定の原発を人間の力で存続していくには無理があると思います。
また再処理や高速増殖炉も危険が大きいうえにコストもかかるので再稼動も反対します。

54870 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発の再稼動には反対です。
原発は、全廃すべきものだと考えています。

原発再稼動に際して、首相は自分の責任で・・・と言われましあたが、福島原発の事故（人災）で、誰か責任を取ったのでしょうか。
すでに起きている原発事故の責任さえ明確にできない政府、首相にどのような責任が取れるのでしょうか。
企業優先の政策は、もうたくさんです。
国民の命を第一に考えた政策を望みます。
今、すでにある核廃棄物の処理方法を明確にすることが最優先事項です。
それもうやむやにして、再稼動というのは、どう考えても誤った考え方としか言いようがありません。

54871 個人 無職 ３０代 男性 　　今すぐゼロシナリオ(今すぐ原発廃炉)

　大飯原発は今すぐ止める
　国内にある原発は今からすべて廃炉にする

　人間の健康に被害をもたらし、人を殺す原発はいらない。
　火力・LNG・石炭を中心にやるべき。
　二酸化炭素が多少増えても、原発はいらない。
　お金儲け・核開発のために、ヒトゴロシはやめましょう。
　東北関東の人に東電・国はお金を出して避難させましょう。

54872 個人 その他 ４０代 男性 原発依存０％、再稼働をせずに、原発はすぐにゼロに
する。

原発依存０％、再稼働をせずに、原発はすぐにゼロにする。原発を稼働させると事故の危険を除去できない、核のゴミ処理ができない、被ばく労働がなくならないから。

54873 個人 家事専
業

３０代 女性 原発比率は、ゼロシナリオしか考えられません。
人命を削ってでしか成り立たない人の道に反する原
子力など即時に見切りを付け自然エネルギー、新エ
ネルギーへの新しい方向性へ日本を導くべきです。

■福島第一原発事故の大惨事は未だに収束していない。
何十万人という人が放射能汚染に怯えながら暮らしてます。わたし自身も3.11当初妊娠初期だったため胎児への影響を恐れ一年間中部地方に避難し職を失いました。首都圏から移住した統計
にのってこない人々もおり影響は計り知れません。
福島がなにも解決していなく、今も汚染地で健康に怯えながら暮らしている人々がいるのに、第二の福島が起こりうるリスクを無視するなど人間として許すまじきことです。
■原子力を選択しなくても、新エネルギーが間に合わなくても、十分に電力はたりていることは、今夏火力発電所を故意に停止した関西電力や、東京電力をみるに明らかです。

54874 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発でなく自然エネルギーを使ってください。 現代はすでに自然エネルギーで賄えます。
原発勤労者、関係者は、人員が足りない人のための福祉に回してください。

人は自然の中から産まれてきたので、大切にすることをしてください。
一人ひとりが創る国にしてください。
こんなに行動しているのに、
諦めさせたら、今の
これから産まれてくる子どもたちに失礼です。

知っている人々は呆れています。
残念です。
どうかこれで最後にしてください。

54875 個人 無職 ３０代 女性 全ての原発を可能な限り速やかに、廃炉にする。そう
強く望む。私たちは、福島の大惨事を起こしてしまった
以上、「２度と事故を起こさないために、原発を廃炉に
する」という前提に立つべきだと思う。

現在提示されているエネルギー計画は、原発を可能な限り動かしてゆくための誤魔化しとしか思えない。真剣にこの国の将来、起こりうる環境問題、エネルギー問題について取り組む気がある
のか甚だ疑問である。

・全ての原子炉の再稼働を直ちに禁止する
・全ての原子炉を廃炉にするための道筋を示す
・原発を抜きにして、日本の掲げた温室効果ガスの削減目標を達成するために、
どのような施策が考えられるのか提示する。

そのためにどれだけ税金がかかるのか、どれだけ電力をセーブする必要があるのか、それでも原発を停止したいのか、国民に問うて欲しい。
もうこれ以上、若い世代に焦燥感、虚無感を与え続けるようなことは止めてほしい。これからも続く未来に、少しでも希望が持てるよう、新しいエネルギー計画を望む。

54876 個人 家事専
業

５０代 女性 エネルギー政策について　日本の原子力発電所を０
パーセントにしてください

このたびの福島原子力発電所の事故におきまして、ひどく心痛めております。このような悲しい事件は二度と繰り返されるべきではありません。世界の手本になるべき態度をこの日本が取ること
を心より願っております。

54877 個人 無職 ７０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 原発の安全性に疑問を感じるので将来的には原発をなくしてほしい。

54878 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 一刻も早く全ての原発の稼働を止め、廃炉に入り、日
本から原発をなくす。
 

原発のエネルギーは即時にやめ、それ以外の方法を考える。当面は火力が主であるが、再生可能の自然エネルギーが主になるよう転換していく。
原発は、事故をおこすと取り返しつかない。
原発は、放射性廃棄物の処理がわからない。
原発は、エネルギーの大半を海水を温めており、効率がわるい。
以上、原発がいらない理由。

54879 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 【原発ゼロシナリオ】原子力発電所の再稼働をしない
でください。

いつ爆発が起こるかわからない、放射能という見えない恐怖におびえながら暮らすのはいやです。今ではなく未来のために、こどもたちへ日本を引き継ぐために、原子力発電所を作ったり使っ
たりすることをやめたいと願います。いつになったら達成するかはわからなくても稼働率０％を目指したい。可能な限り自然エネルギーで電力がまかなえるよう世の中になってほしいと強く願いま
す。

54880 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発稼動０％ 関西も現在電力余っています。
関東は原発稼動ゼロでもスカイツリーもライトアップしてます。

原発による経済的・未来の影響は大きいです。
絶対原発ゼロで。

54881 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発を 0%にしたい。 福島の原発事故が起こるまで、発電について知らなかった。
こんなにも日本に原発があり、廃棄の方法が無く、
10万年も管理しなくてはならない危険な物だという認識も薄かった。
未来に全てを押し付けるような、破滅型社会はこりごりです。
地震の多い日本に原発は向いていません。
全ての費用を考えたら安くないし、エコでもない。
安全保障も無い。危険すぎます。

自然エネルギー、新しいエネルギーに研究費を出し、
国家的急務なプロジェクトとして進めて欲しい。
新しい未来を描ける、かっこいい国をめざして舵を切って欲しい。

日本人として誇りをもてるような新しい社会を希望します。

54882 個人 自営業 ３０代 女性 2030年までに、ではなく、即座に原発ゼロを目指すべ
き

　用意された選択肢の中では「原発ゼロ」を選ぶが、それは「2030年までに」という条件ではなく「即刻」原発ゼロが望ましい。
　巨大地震の活発なサイクルに入り、今度原発事故が起こったとしたら、日本のどこで事故が起きたとしても世界の信用はなくなり、日本経済は立ち直れない状況に陥るだろう。日本経済の心
配をするならば、原発ゼロを即刻宣言し、信用を回復することしかない。
　それに加えて、今まで原発につぎ込んできた補助金を、自然エネルギー開発の方へとシフトし、日本の高い技術をもって、これからの日本ブランドの一つとして売り出していくべきである。
　政府は、もっと長いスパンで世界的な潮流と国民の利益とを見極めるべきである。原発をゼロにすることの経済的な損失よりも、原発を続けていくことでのリスクや世界的な信用低下の方がは
るかに大きい。
　ましてや、国民の声、国民の命を最優先に考えるならば、即座に原発をゼロにする方向へ進むことしかありえない。

54883 個人 自営業 ３０代 男性 原子力の使用即時０％を希望します 原子力は必要なし！！

54884 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロ これまでも福島県出身者として、原発の危険性については非常に危惧してきたが、それでも国や電力会社がいう「安全」という神話を信じてきた。
しかしながら、3.11震災後、その危険性及び管理体制の不備、また廃棄物処理の問題等、何一つ私たちが子供を産み育て、この国で暮らして行きたいと思える材料が見つけられない現実を痛
感した。
唯一の被爆国で、放射能に関しては神経質なくらいだと世界中から言われてきた日本で、福島で、震災と津波によって、あんなにも簡単にメルトダウンするなどという現実はあってはならなかっ
たし、起こってしまった事実について、私たちは、未来を生きる子供たちのために、真摯に、正直に向き合わなくてはならない。
そのために、私はこの地震国・日本から、出口のない原発はすべてなくすべきだと信じて疑わない。

54885 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発は、廃棄物の安全な処理が不可能であり、福島
のような悲劇を繰り返さないためにも「ゼロシナリオ」
以外の選択肢はないと考えます。

　自分たちの力で制御できない物は使わない。最終的にはこの一点に尽きると考えます。　経済・雇用の問題、設備の安全性などが議論されますが、それは枝葉の部分ではないでしょうか。根
本的な問題として、ほとんど未来永劫と言える負の遺産の処理を、無責任に子孫の時代に受け継ぐことは許されないでしょう。今を生きる誰もが、「私が責任を持ちます」などと言えないことは明
白です。
　目先のことを考えれば、困難な課題もあるでしょう。しかし、長いスパンで見れば、必ず利益が上回ると思います。世界から見ても、安全なエネルギー開発・環境の保護は大きな課題です。ここ
で、安全性を無視して原発利用を進める（現状維持）よりも、世界に先駆けてシナリオを実行していくことの方が、評価を得られるはずです。
　「買い物袋持参」といった運動一つとっても、浸透するのに１０年かかりました。圧倒的多数の人に理解を得るには長い時間を要するのかもしれませんが、私たち国民は、よき方向に導いてくれ
るリーダーを支持し、一人一人が努力していくことを誓う岐路に立っていると考えています。

54886 個人 その他 ２０代 女性 0%案を支持します。 東日本大震災で原子力発電の危険性はみなさん十二分に理解されていると思います。たとえメルトダウンする可能性が僅かでもあるなら、このような事故を二度と起こさないためにもエネル
ギー政策の転換が必要だと考えられます。土壌、水質、全てを汚染し人が住めなくなる。そんな地域が増えてもいいのですか。今決断しなければならないのは原発をなくしていくことだけです。
廃炉にするのに必要なコストがかかるのは十分承知しています。しかし、電気料金を適正価格に正し、その上でのコスト上乗せを検討してください。それが適正であると考えられる費用であれ
ば、国民は協力を惜しまないでしょう。
国民に選ばれた政治家ですから、国民を守る政治を行ってください。

54887 個人 自営業 ２０代 男性 ゼロシナリオを希望します 三つの選択肢の中から選ぶとしたら、ゼロシナリオしかありません。

福島原発事故を受けて、私や私の周りの人たちは、みな原発の恐ろしさに気付き、これから先
は日本に原子力発電所をなくしていきたいと思っています。

たくさんの国民が反対脱原発の声をあげているにもかかわらず、政府はそれを無視したり、隠したりしています。政府は国民と一緒になってこういった重要な判断をするべきです。

このパブリックコメント以外にも国民投票なども視野に入れて検討すべきです。

このパブリックコメントの選択肢の中では、ゼロシナリオを希望します。

54888 個人 その他 ４０代 女性 原発の再稼働に反対します。 福島原発事故によって安全な管理ができないことを思い知らされた今、原発に頼ってはいけないと思う。住むところを失くし、食べ物を汚染し、家族と別れて暮すようなことを繰り返してはならな
い。そんな不安な社会で子どもを育てていきたくない。



54890 個人 自営業 ３０代 男性 原発はすみやかにゼロにすべきです。そして自然エネ
ルギーの開発を進め、その割合を増やすべきです。

原発はすみやかにゼロにすべきです。
福島第一原発の事故のように、安全とは言えず、事故を起こしたときの被害は後世まで莫大な影響を及ぼします。
このようなものに頼るべきではありません。

そして自然エネルギーの開発を進め、その割合を増やすべきです。

54891 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロのシナリオをを選択します。非核三原則を掲
げている国として出来るだけ早い時期に原発利用を
やめて世界に示すことが出来ることを望みます。

・原発ゼロのシナリオを選択します。
・２０３０年に原発ゼロとは言わず、現在稼働している原発も出来るだけ停止させ、早い時期での原発ゼロを希望します。
・非核三原則を掲げている国として核を持つべきではないと考えます。
・どんなに安全と訴えても今回の福島原発の結果が全てで、今後も危険な要素をはらみ続ける。
・低コスとの意見もありますが、今回の福島原発の事故から値上げをする東京電力がコストがかかることを証明してくれたと考えられます。

54892 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 大飯3,4号機は即刻稼働停止し、今後の新規稼働は
一切おこなわず、原発依存0パーセントを早急に実現
すべきである。

連日の猛暑にも電力需給は安定しており、原発がなくても電気が足りるのは明白。
全原発について即刻廃炉手続きに入ると同時に、これまで原発運営に使ってきた全ての資金を、再生可能エネルギーの技術開発・実用化に振り向けるべきである。
過大なリスクを内包し、人類の生存を脅かす原発は、必要ない。

54893 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロに賛成します！
原子力を使用するコトに、強く反対します！

理由は、放射能の問題が解決していないからです。
放射性廃棄物の処理が出来ずに、危険だからという理由で埋め立てる土地が、安全だという保証もありませんし、10万年後に安全域に達するとされている放射性廃棄物を、誰が10万年後まで
面倒を見るのですか？
人類が生き残っている保証は無いですよね？
人類が進化した生き物で生きている未来かもしれません。
その時の生物全てに、危険因子を任せるのは余りに幼稚な考えです。
今、必要な物を生み出すために出てくる廃棄物は、今、処理を行う必要があります。
埋め立ては処理ではありません。
分解し、再生可能な物とするコトが、処理だと考えます。

それも出来ないのに、扱えてないのに、原子力を使用するコトは、幼稚園児が車の運転をするコトよりもずっと危険なコトです。

今すぐ再生可能な自然エネルギーへの転換を、国中が、世界中が協力して行っていくべきです。

もっと政府が「再生可能な自然エネルギーへの転換」を、強く訴えて下さい！
理由さえハッキリ分かっていれば、必ずみんな賛成してくれます！

未来の子ども達の為に、綺麗な地球を残しましょう！

54894 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 脱原発、そして次のエネルギーへ 状況を見ていて感じるのは、今の状況だけを羅列して、あくまで原発を正しいものとしようとする、経済会、電力会社。そして、それらに配慮した形で、なかなか次のステップに移れない政府だと
想います。

政府というものは将来を見越した日本のあるべき姿を指し示す役割を担っていると思う。目先の決算ばかりに気をとられている経済界の意見に惑わされることなく、
あるべき日本の姿を指し示してほしい。

日本は世界に先んじて、次のエネルギーに向けての施策を早急に執り行うべきだと思います。資源のない国がいつまでも旧エネルギーに依存していては、将来は暗い。国策レベルでの、原発
に依存しないエネルギー政策に期待しております。

54895 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ 「政策」を考案するのがあなた方の仕事のはずです。

電気が不足します等の状況の報告だけしているのではなく、原発は決して安全ではないということが分かった今、それに対応する政策を考えてください。

沈みかけている日本の価値観や哲学、コミュニケーション方法を体現したような仕事の仕方をしているのがあなたたちです。

もう一度、自分の頭で考えてください。

54896 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「　０　シナリオ選択　」 「　０　目標に向かって国全体で努力し、開発に力を注ぐ　」
事故が起きてその収拾に莫大な経費と時間が浪費されるようなエネルギー政策は賛成できません

54897 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオをお願いします。 子供のため。

54898 個人 自営業 ４０代 女性 原子力発電の巨大なリスクへの認識が共有されてい
る現在、安定供給の問題をクリアしつつ早期に原子力
によらない社会を実現することが今後の日本にとって
最も現実的な選択です。ゆえにゼロシナリオを支持し
ます。

ゼロシナリオを選択する主な理由は以下のとおりです。
これまで脱原発は高コストで不安定であり、原発は低コストで安定的なものとされてきました。しかし、今後はCO2の排出抑制やエネルギー安全保障の観点から、再生可能エネルギーを推進し
ていく方針はどのシナリオにも共有されており、原発を維持／推進したとしても、電力料金が格段に下がるわけではありません。また、政府シナリオの料金算定には問題も指摘されており、特に
原発のもたらす社会的なリスクや核廃棄物の最終処理に関するコストは組み入れられていません。むしろ原発推進＝最終的には高コストとなりえます。
また、核廃棄物の処理の問題があります。
現在、原発から排出される核廃棄物の処理方法についての議論は、方法論のレベルで頓挫した状態です。よって、少なくともこの廃棄物の最終処理の問題に見通しが立つまでは、原発の再稼
働は見合わせるべきであり、可能ならば廃炉作業に入るべきだと考えています。今後、日本は現在抱える核廃棄物を可能な限り安全に処理する方法を模索する方向へ政治的な決断を行う必
要があります。
上記に適合する選択肢は3つの中からはゼロシナリオしかありません。
決して2030年まで問題を先送りにするのではなく、即時原子力政策を転換し特に危険度が高いとされているものから廃炉を決定して脱原発政策に舵を切るべきです。
原発立地の自治体は概ね産業に乏しく交付金などの原発マネーに依存しており、廃炉による新たな雇用の創出も必要となります。昨年の福島の事故を経験した今、これ以上の悲劇を繰り返さ
ないために喫緊の政治的決断が必須だと考えます。

54899 個人 自営業 ５０代 男性 １．ゼロシナリオを選択します。

それはあえて選ぶのであればということで、本当は即
日全面廃炉にすべきと考えます。

その理由は

放射能の危険性は、人間がコントロールできるものでは有りません。
常識的な費用や時間でコントロールしきれないコトが明快になった今
過ちを訂正するべきで今がその時と心底思えるからです。

廃棄物の処理が未だ解決できないものを、これ以上増やしてはいけません。
人類として当然の決断ができない国やシステムこそ問題です。
決して安全無害と言えないものに未来を依存できるワケがありません。

仮にゼロシナリオに決定しても多くの課題が残る事が明白なのに
これ以上何かを先延ばしする決定は目標としてはあり得ないはずです。

全ての原発を即時運転停止し廃路に向けて進み始めてください。

54900 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します 原発ゼロシナリオを希望します。直ちにゼロにしてください。
そのために
　原発をゼロにするための取り組みを再度検討してください
　原発をゼロにするには、市民や組織が何をしなければならないか提示してください
　原発に頼るのかどうかを、原発ありきではなく、公平で誠実な議論をすることを政府に求めます。現在は原発ありの結論に政府が誘導していると読み取れます

54901 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。ただし2030年よりも早急
に原発ゼロを実現すべきと考えます。

今回の選択肢では、どれを選んでも2030年までは原発の稼働が可能となるようになっています。そうではなく、まず原発ゼロという方向性を早急に・明確に打ち出すこと、それに向けての道筋を
議論すべきであると考えます。

54902 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成です。原発を維持せず即廃
止、代わりに再生可能エネルギー開発を。

福島第一原発事故が起き、改めて原発の危険性が明るみになりました。地震大国日本にはそもそも原発は不向きです。かつ、チェルノブイリ原発事故のように人的ミスで大事故が起こり、その
後何十年かかっても処理ができない状態が続いているのを見ても、原発はリスクが高い。維持費も事故処理費用も莫大です。
電力の安定供給を引き合いに出されますが、そもそも日本は原発依存度が低く、電気は火力で充分まかなえてきました。今後の電力事業を考えるのであれば、よりクリーンな再生可能エネル
ギー開発をいち早く進め、かつ、安定供給も可能になるようにすればよいと思います。そもそも0％の次が15％、なぜ、原発維持率をあげなければならないのでしょうか。ゼロシナリオを選択しな
い限り、後は原発を維持し続ける事になる今回のシナリオにも問題があります。世論は原発反対が大多数です。

54903 個人 自営業 ６０代 女性 原発即ゼロにすべし、地震国に原発を導入した事は
大きな間違い！ビキニを含め、4回の被爆をした、悲し
い国民が世界にありますか！日本人だけです。
自給自足のエネルギーを目指せ！

何千年もかけて廃炉しなければならない原発など人類は使用してはいけない。
あらゆる方法を用いてエネルギーの確保をすべきです。政府は国民を守るのが
仕事のはずです、それがなぜできないのか、無能者の集とし考えられない！郊外の、田舎の一戸建てはエネルギーの自給自足が可能ではないか、次世代の家の理想はエネルギーの自給自
足です。経済効率で人は幸福になりますか。電力の90％は個人契約者、電力会社の利益はこの個人契約者で成り立っている。
原発を持つ電力会社に依存しないで、生きれるよう我々も考ええる。

54904 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 エネルギー、感興に関する３つの選択肢のうち、０シ
ナリオを選びます

これからの子ども達に負の遺産を残すことは、したくありません。今まで排出された放射能廃棄物だけでも、すでに大きな負の遺産を残してしまっています。せめてこれからでも、人類が管理で
きる安全なエネルギーにかえていくことが、今この時代に生きている私に出来ることと考えます。

54905 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発比率は０％を選択します。 天災、人的ミスがゼロにできない限り、原発は人間が完璧にコントロールできる技術ではないです。
また、使用済み核燃料の最終処分場も確保できない・数十万年単位での管理が必要な点においても、原発維持は無責任です。
新たな事故により、これ以上、人の住めない汚染地域を増やすリスクを考えれば、国民少しずつの負担増（経済的損失・節電の努力など）が生じるとしても、地熱や風力等あらゆる発電方法を
探っていくべきだと考えます。

54906 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 エネルギー施策について 現在の原発は安全性に不安があるため、稼働はせず見直してほしい。依存をしないことはむずかしいと思うので15%のシナリオが現実的だと思う。ただ、きちんと安全性は確保して下さい。嘘だ
けはつかないでほしい。

54907 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオ、支持します。 原発ゼロシナリオを支持します。

稼働中の原発を停止し、これからは自然エネルギーの推進を求めます。311の経験をへて、これからも日本の土地で暮らしたいと思うものからの意見です。

あまりにもリスクの大きい原発を次の世代に渡したくないからです。

ご提示いただいた3パターンのシナリオから、どれかを選択しなければならないとすれば、「ゼロシナリオ」しかありません。

しかし、実際にはその2030年までとする計画は、危機感が無く悠長であると感じます。

今すぐ、全原発廃止を決定し、エネルギーシフトに取り組まなければ、取り返しのつかない状況に、既に追い込まれていると思います。

この猛暑でも、原発ゼロで乗り切れたことは、自明です。
（大飯原発の再稼働を強行した関西電力自身が、電力不足の見通しが過大見積りであったことを認め、余剰分の火力発電所を停止させています。）

電力供給量に関して、原発が無ければならない、といった理由で原発の存続を認めることは、もうできません。

耐久年数を超える危険な原発をこれ以上稼働しないでください。

今後起り得る巨大地震に対して、防災対策ができていない原発を、これ以上稼働しないでください。

活断層、破砕帯に立地している原発を再稼働しないでください。

その処理方法が事実上確立されていない放射性廃棄物を、これ以上増やさないでください。

技術的に不可能な「核燃料サイクル」は今すぐ諦めて、「高速増殖炉もんじゅ」を今すぐ廃炉にしてください。

苦し紛れのプルサーマル計画で、これ以上放射性廃棄物を増やさないでください。

子供や孫の世代に半永久的に残る、「放射性廃棄物」という負の遺産をこれ以上増やさないでください。

半世紀以上を賭けて来た「原子力政策」から今すぐ撤退する勇気を持ってください。

全原発を今すぐ廃炉し、火力発電で賄いながら、再生可能エネルギーにシフトして行く、「第４のシナリオ」以外、日本が生き残る道は無いと考えます。

原発の廃炉技術と放射性廃棄物の処理技術の開発にこそ、日本の優れた英知を結集させ、雇用を生み出し、その平和技術を世界に役立てることこそが、被爆国である日本の国際的な責務で
あると考えます。

何卒ご一考をお願い申し上げます。

54889 個人 自営業 ４０代 女性 2030年へ向けた「原発ゼロシナリオ」を選択します。



54908 個人 その他 ３０代 女性 ただちにゼロシナリオ 廃棄物の問題、周辺住民の健康被害、事故の危険性、廃炉費用等を鑑みれば、原発は負の遺産以外の何者でもない。利権構造を含め、問題だらけであることが分かっている機関を、これから
の世界を生きる人たちに押し付けてはいけない。2030年などと悠長なことを言わず、即時ゼロという大前提のもとにシナリオを描かねばならない。

54909 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は即時停止、ゼロシナリオを希望する所存です。 頼むから、国民の命を天秤にかけたマネーゲームは終わらせて下さい。

54910 個人 自営業 ３０代 男性 今後の日本のエネルギーに関しまして 原子力発電所に関しましては廃炉の方向でお願いします。
東京電力に変わる企業の参入を認め（但し日本企業のみ。株保有者も日本人に限る）
東電解体、隠蔽体質、官僚との癒着、天下り、全て改善しつつ
発送電分離のシステム構築、インフラ整備行って下さい。

同時にメタンハイドレードの実用化に向けた取り組みを早急にお願いします。
（排他的経済水域の確保が大前提）
太陽光エネルギーに関しましても震災に乗じてソフトバンク孫氏がからくりを駆使し、いつのまにか独占する体を成していますので日本人による日本企業の為の法案の作成を早急にお願い致し
ます。今の内閣に言いたい事はただ1つ。日本国民の安全と日本領土の確保に努め、日本経済の発展に尽力の方お願い致します。

54911 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 2030年までに原発ゼロと言わず出来る限り早くゼロに
するべき。
危険な核燃料サイクル政策も即時廃止。

絶対安全と言われていた原発が2011年3月11日に起こった地震であっけなく壊れ、放射性物質を撒き散らす事態がまだ収束していません。
政府・東電は誰も責任を取らない、取れないのだからこんな無責任なことはない。
想定外の津波で壊れたと言うが、地震で壊れた可能性もかなり高い。
想定外の事に対応するのが危機管理だと思いますが、この能力が著しく低下、もしくは無い現状ではとても原発を扱う資格など無い。
避難情報を意図的とも言える程に発信せず、国民を見殺しにした罪は重い。
ＳＰＥＥＤＩを公表せず、ただちに健康に影響が出るものではないと言い続けたが、将来影響は出るという詭弁にしか聞こえなかった。
最低限、妊婦・小さな子供等の避難を最優先にするべきだった筈だ。
昨今、原子力規制委員会人事、5年間も誰も罷免出来ない委員長に原子力推進派の田中氏を国会で同意するかが問題になっています。
なぜ、規制する側の委員に推進派と言われる人を選ぶのか。
規制する側なのだから、原発に中立な立場もしくは否定的な立場の人物が就任するのが筋ではないのか。探したが断られたと細野氏は言っているが、多くの批判を受けているのだから再考す
るべきだと考える。
誰も責任を取らず反省せず、国会事故調の調査書が出る前に再稼働をするなど言語道断。電力が足りないと言って再稼働したが、実際には足りていた。
政府・電力会社の嘘や無責任な姿勢が正されない限り、このような原発災害はまた起きる。
したがって、原発という危険な物を動かすという資格など無いのだから即時停止し
全ての原発を廃炉にするべきである。
これが私の意見です。

54912 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 １　ゼロシナリオ　を支持します。 ２０３０年までのできるだけ早期にとありますが、
今すぐ、直ちに全ての原発をゼロにして頂きたいです。

毎日ガイガーカウンターで放射線量を測定し、
下がらない数値を見て落胆する日々です。

安全な空気を吸わせて下さい。
安心して生活できる環境を返して下さい。

もう私たちのような思いを誰にもしてほしくありません。

そして、子供たちに負の遺産を残さないで下さい。

即刻、原発ゼロを支持致します。

54914 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオが望ましい。 今すぐ原発比率を０％にしていくことを求めます。経済的な理由で原子力発電所を再稼働させたことは間違っていると思います。次世代のエネルギー政策への転換をすすめていただきたい。原
発は次の過酷事故が起きてしまったら日本国もおしまいです。即刻原発全基を廃炉にする方向へすすめて下さい。お願いします。

54915 個人 自営業 ３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 福島事故で原子力とは共存できないとよくわかったから。

54916 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 即０％！！即ゼロ％！！これからは自然エネル
ギー！！楽することは、何か大切なものを犠牲にして
しまうのです。暮らし方を見直して、素敵な日本でいて
欲しいです。

１５％では、増設も含まれるから。数字でごまかしてもダメです。

54917 個人 その他 ５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」支持 原子力発電は 2030 年といった遠い将来ではなく、今年、来年程度の短期間で 0 にすることが必須である。福島原発事故は事故の確率がこれまでの公式の主張に比べて数倍の可能性がるこ
とを示す。加えて原子力発電所でこれ以上事故が起きなかったとしても、使用済み核燃料の問題が解決されない。原子力の利用を完全に停止し、再生可能エネルギー の利用の推進等により
CO2 排出の削減、コスト削減をはかっていくべきと考える。

54918 個人 その他 ４０代 女性 脱原発・ゼロシナリオを支持。再生エネルギー利用を
加速させるべき。

脱原発・ゼロシナリオを支持します。また，ドイツを見習って再生エネルギー分野での産業育成を加速させ，火力発電への依存度を下げるべきだと思います。

脱原発を支持する理由は日本のどこでも大規模地震・津波のリスクがあり，再び被害が発生した場合に生ずる損害に見合わないことです。

火力発電への依存度を下げるべきなのは環境保護と温暖化防止のための我が国の国際法上の義務の履行のためです。

再生エネルギーでの研究開発・産業育成は，最新技術の開発により世界的な需要が見込めるため，雇用促進や国際競争力の維持の観点からも国策としてもっと真剣に取り組むべきです。

54919 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオ 震災であれだけの大惨事になって、
未来を背負う子供たちの将来を傷つける事はできないと思う。

戦争で、被爆して亡くなった方、生きていても大変な苦労をし続けた
方々の事、忘れてはいけないと思う。
原発を許すと言う事は、過去の悲惨な現実を無視すると言う事ではないか。

原発は凶器だ。人々の安全を考えるなら、無くすべきであると思う。

54920 個人 その他 １０代以
下

男性 げんぱつかどう０％ ぼくのあんしんなまいにちをかえしてください。
げんぱついらない。

54921 個人 学生 ２０代 男性 原子力発電は電力コストこそ安いものの、その後のプ
ルトニウム貯蔵などにおいて膨大な費用と時間が必
要なため、原発は全て止めるべきである。

原発はやめるべきだと思う。なぜなら、原子力は未だに安全だと保障されたわけではない。政府の発言を私は信用することができない。電力が足りているにも関わらず原発を再起動させた関西
電力しかりである。
放射能にさらされた人の恐怖を政府は判っていない。国民を守るのが政府の役目であるはずであるのに、今は全く逆のことをしようとしている。政府が果たす役割というものをしっかり考えてい
ただきたい。利権まみれで既得権益に固執し、官僚のいいなりになっているようでは国民は救われない。

今こそ日本にも真のデモクラシーを体現させるため、政府は私以外の多くの国民の意見を真摯に受けとめ、その上での政策を考えて頂きたい。

54922 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 現時点では制御できないエネルギーである放射能を生む原子炉は即時は色しかありません。

54923 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発即刻ゼロ！ シンプルに考えて、良いか悪いか。エネルギーと命、どちらが大事でしょう？
2030年までに、もう原発事故は100％ないと言い切れるのでしょうか？
予定ばかりで原発を再稼働して、これ以上、どこから学べば良いのでしょう？
みんなが安心して暮らせるエネルギー政策をお願いします。
原発は今すぐにでもいりません。

54924 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発は即ゼロにしてほしい。 原発は即ゼロにしてほしい。大飯原発を止めてほしい。

54925 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 「原発の即時廃止」を望みます。 日本はもう元には戻りません
事故のおきる可能性はあります
ただちに原発の即時停止を望みます

54913 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発再稼働をすべて中止し、原発ゼロの社会を希望
します。

返す当てもないのにまだ借金を重ねる気でしょうか？

すでに大量の放射性廃棄物が行き場を失い、
かつ、その最終処分の場所も方法も何も決まっていない状態において、
新たな核のゴミが増えることはあってはならないことだと思います。
たとえるなら、借金で首が回らなくなっているのにもかかわらず、
まだ貸金業者から金を借りているようなものだと感じています。
重ねていうならば、今の日本は、福島原発の事故によって
どうにもならなくなり、自己破産してしまったような状態です。
「このような暮らしの立て方はは間違っていた」と
すみやかに清算処理（すべて廃炉）をして、
あたらしい生活の糧を得る方法を見つけるのが道理ではないでしょうか。
そのためには、一度貧しさを体験することも、避けては通れない。
経済が後退することも受け入れる覚悟が必要です。
それしか日本の「更生の道」はありえないと思います。

原発の維持は、生態系が許しません。

すでに東日本の多くの土地、川、海、大気が汚染されてしまいました。
放射性物資の半減期を考えると、元の状態にもどるには、
数万年単位の想像を絶する時間がかかる計算です。
私たちはすでに取り返しのつかない大罪を犯してしまったのです。
いま、被ばくについて議論されているのは、
ほとんどが「人間がどのような影響を受けるか」
という点のみのように感じます。
しかし、福島で生きているのは人だけではありません。
鳥も、小動物も、魚も、昆虫も、植物も、微生物も棲んでいるのです。
そのすべてが、これから数万年も（たとえ人類がいなくなったとしても）、
放射性物質の影響を受け続けなければならないのです。
人間の生活は、すべての自然の恩恵を受けて
成り立っている事を忘れてはなりません。
「人間が死んでないからいいじゃないか」というのは、
あまりにも乱暴で、品のない、自然に失礼な思想です。
私たちが犯した罪を償う第一歩は、
その原因をつくった原子力発電所の稼働を
すべて止め、廃炉への道を選ぶことしかありえないと思います。



54926 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ◎「ゼロシナリオ」を支持する。 ◎「ゼロシナリオ」支持の理由
原子力発電は、事故が起こった場合の甚大な被害及びコストを考慮すると、他の発電方法よりリスクが高くかつ高額なコストを要する発電方法である。
もしまた事故が起こった場合、周辺住民はどこに避難して、どこで生活してゆくのか、それぞれの原発ごとに具体的なプランと受け入れ先その費用はあるのか。
また、使用済核燃料の処理方法も決まっておらず、再処理のための設備は何十年たってもまともに稼働していない。今後も無理であろう。そのうえ、今現在ある核のゴミも、直接処理する場所が
候補地さえ全く決められない状態で、中間施設のゴミが一杯になろうとしている。この状態で稼働を続けるということは、無責任以外の何物でもない。ゼロシナリオを支持する人が多い理由は、
まさにここにあるといえよう。
また、どのシナリオも、2030年は今よりGDPが増えているという想定で必要なエネルギーを算出しているが、はたしてそうだろうか。
人口が減り高齢者が増えれば、大量のエネルギーはそんな原発を稼働してまでますます必要ない。
従って、「ゼロシナリオ」を支持する。
◎18年後の技術への期待
・このシナリオは、「2030年」つまり、18年後の話である。
もし原子力発電に頼れないとなれば、それまでに必死に代替エネルギーを開発すれば、ゼロも可能と考えるのは、楽観的過ぎる意見だろうか？
今まで再生可能エネルギーのコストが高額だったのは、緊急の課題ではなく、設備数がきわめて少なかったのが一番の原因である。
今後数が増えれば、必ずコストは下がる。
◎ゼロシナリオに向けての対策
・「ゼロシナリオ」の対策に、「太陽光・風力発電を、経済負担が重くなってでも促進」「重油ボイラーの原則禁止」「省エネ性能の劣る設備・機器・住宅の販売制限」「中心市街地へのガソリン車の
乗り入れ制限」「自動車総数の3割を電気自動車にする」とあるが、どれも素晴らしい案である。
逆にいえば、ゼロにしないと、ここまでやる気がないのかとも思ってしまう。18年たっても、電気自動車はまだ自動車全体の3割でしかないのかと愕然ともする。もっと高くてよい。
温暖化対策および二酸化炭素削減からいっても、目標は高くあるべきだ。
・もちろん他にもエネルギー削減のための施策は必要だ。
例として、車に解除できないアイドリングストップ装置の装着義務化・「開かずの踏切」の解消・24時間営業店舗の原則禁止・過度な照明や音響や冷暖房の禁止・自転車専用レーンを作って自転
車・徒歩の推進・バスやタクシー等公共車の電気自動車化・一定の広さの建物の敷地内緑化義務化・公園や街路樹を増やす・林業の促進・農政改革・等々。
◎原発の「安全神話」への疑念
・他の「15シナリオ」「25シナリオ」は、現在点検中で稼働を中止しているの原発も、点検後すべて稼働させ、25シナリオは新設もした場合の％である。
どう考えても、「安全第一」ではなく「稼働ありき」のシナリオではないのか。

54927 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発はいわゆる核で、安全性、コストに問題あり。原
発をゼロにして、自然エネルギー等にきりかえるべき
です。

原発は既存の物は、廃炉にし、使用済み燃料棒をどうすべきか本気で議論すべきです。廃炉費用、使用済み燃料棒のコストを考えずに原発が安いなど到底考えられません。福島の事故費用
は私たち使用者にその費用が上乗せされ払わされというこの無責任さに怒りを覚えます。今夏国内の原発は関西電力のものだけです。なくても日本経済、国民生活がおびやかされることもあり
ません。原発をゼロにし、代替えエネルギーを開発、研究すべきです。

54928 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発による発電は可及的速やかのゼロにする。もん
じゅは廃炉。

原発による発電は可及的速やかのゼロにする。事故が起きた時の被害が大き過ぎ、不可逆的である。もんじゅは廃炉。

54929 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 1番の原発ゼロシナリオでお願いします。 原発の安全性の不透明さに不安を持っています。
子供たちのためにも、未来に負債を残すエネルギーではなく、火力や新しい発電方法での電気供給をお願いします。
今すぐ原発を全機廃炉にしてください。

54930 個人 学生 １０代以
下

男性 原子力発電について 震災以降、放射能の影響は様々なところで出ています。
福島第一だって到底収束したとは言えない。

そんな中大飯原発を初めとして各地の原発を動かそうとしている。
あり得ないと思います。扱いきれていないモノを動かさないでください。

54931 個人 法人等 ５０代 男性 原発ゼロを支持します。環境的にも経済的にも将来に
あまりにも大きい負の遺産を残すことになる原子力発
電は至急的速やかに停止するべきだと思います。

　一旦、想定外の事故が起こるとどうなるかという経験を我々は自ら体験しているわけで、それを真摯に受け止めるべきです。これだけ進歩した日本の科学技術の総力を挙げて、エネルギー利
用の効率化と代替エネルギーの開発に一層力を注ぐことを望みます。

　たとえ不測の事故が起こらなくても、使用済み燃料の処理・処分を計算に入れると、どう考えてもコストは莫大なものになり、原子力発電はあまりにも高いエネルギーになります。環境的にだけ
でなく、経済的にもあまりにも負担の大きい原子力発電は、将来の日本にとって大きい負の遺産となると考えます。

54932 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 原発０％希望。　原発は即時廃止希望。 地震大国の日本で原発は管理しきれない。
福島が未だに終息しないのに再稼働はおかしい。
核のゴミを増やすな。
雇用の問題は、自然エネルギーを推進すれば雇用が増えて解決する。

54933 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 即時全原発停止を支持します 仮に現在の原子力発電所でこれ以上事故が起きなかったとしても、使用 済燃料の再処理技術が確立しておらず、また長期的な原子力利用のためには必 須の技術である高速増殖炉が実現
の目処すらたっていない現状では、軽水炉の 運転を継続することは将来、数千年から数万年にわたって安全に保管する必要 がある放射性廃棄物を製造し続けることであり、再処理技術、高
速増殖炉技術 あるいはそれに代わる長寿命の放射性廃棄物の処理ないし安全・安価な保管技 術が確立するまで運転を止めるべきと考えます。原子力は 2010 年で電力の 26 パーセント、一
次エネルギー全体から見ると 10 パー セント以下にすぎないものです。まず原子力の利用を完全に停止し、それから 天然ガスの利用、省エネルギーの推進、太陽エネルギー等の再生可能エ
ネルギー の利用の推進等により CO2 排出の削減、コスト削減をはかっていくべきと考 えます。

54934 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します １．原子力を克服する日本人
ヒロシマ、ナガサキ、フクシマというモルモット実験場をこれ以上増やさない。人類は成長のピークを迎え今後は衰退の道をたどり”ゆっくりとした自殺”をしているのではないでしょうか？他の民
族に勝ちたいがために原子力という危険な技術を操る満足感に税金を浪費するのではなく、再生可能エネルギーの発電効率を高める、設備を安価にするという達成感に税金を先行投資してほ
しい。

唯一の被爆国と呼ばれる日本なら、原子力は日本人のアイデンティティのひとつなのではないかと考えています。正なのか負なのかわかりませんが、抱えて解決すべき民族の課題だと思いま
す。ただし、もう犠牲者の屍の上にたって歩んでいくのは、耐えられません。

電気供給量が不足するから原子力。景気が鈍くなるから原子力。大企業からお金がもらえるから原子力。雇用があるから原子力。
それらのこまごまとした論理で現在の状況をもぐらたたきすることをやめてほしい。日本人は今後どう生きていくのか、世界はどう生きていくのか、人類は発展しなければ生きていくことができな
いのか。大義の見えない政策に賛成しません。

２．政策決定機関のメンバーの半分は女性にする
私は男です。子供時代の憧れとしてヒーローになってみたいという思いがあったようで、世界滅亡を救う映画が好きです。東北大震災後のお手伝いに参加してみると男性は一時のヒーローで、
女性はゆっくりのヒーローのように感じました。ゆっくりのヒーローは、自分の目の前に迫った危険だけでなく、子供の目の前に起きるであろう危険に対して活躍しているのだと思いました。

子供世代という将来を決める政策は女性の意見が当然入るべきだと思います。

54935 個人 その他 ５０代 女性 「原発０」を支持します。早急に原発を停止し、これか
らのエネルギー・環境について未成年者も含む市民
のディスカッションを重ね、将来を見据えたエネルギー
政策の転換へコンセンサスを得ていくことを希望しま
す。

提示された３つのシナリオでは、「原発０」を支持します。
3.11以降の深い絶望と無力感の中で、いま早急に決着を付けるのは、あらたな暴力につながります。
福島原発の事故は、いまだ収束せず、放射能の放出と危険な状況が続いています。
この事故により、16万人の人々が故郷を追われ、今も多くの人が苦しみ、日本の対応を世界中が注目しています。
被爆地帯の人々の救済と安全性の確保を最優先しつつ、エネルギー政策においては「日本の優れた科学技術をもっても、原子力の平和利用には未熟すぎた」ということを誠実に認めなければ
なりません。

その絶望から希望を描き出すことが、この時代に生きているものの務めであり、次代に繋ぐ生きた証となるはずです。

今回の試練から、まず原子力依存を手放し、その上で、１人ひとりが、省エネ、再生可能エネルギーの導入、電力の自由化…持続可能なエネルギーシフトに向かう道を拓き、日本からオルタナ
ティブなひな形を世界に示していけると信じています。

54936 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます 「原発ゼロシナリオ」を選びます。経済より、安全を優先するということです。当面の火力発電によるコスト増はしょうがないと思います。

人間が制御出来ない技術、廃棄物を処理出来ない技術、到底容認出来ません。

54937 個人 学生 １０代以
下

女性 原子力発電所は不要です。また、現在国内にある原
子炉はすべて完全廃炉にして下さい。できる限り迅速
な原発ゼロ社会の実現を望みます。

福島第一原子力発電所の事故から色々と調べてみて、やはり、原発は危険で、今現在自分の置かれている環境が危険だということ、同時にエネルギー生産に関しては他にも様々な手段があ
るということを知りました。他に方法があるのならば安全な手段を選んで欲しいと思います。なぜ原子力発電でなくてはならないのかがわかりません。
私は都内に住む学生ですが、自分自身の安全のために進学を都外に考えています。これから生まれてくる子供や、これから日本で暮らしていく私たち若い世代が、事故以前と同じように安心し
て暮らせる社会を作るためにも、原発はゼロにして下さい。今の子供たちを危険に晒すことは、将来の日本の担い手の芽を摘み取ることです。同じように生きていくなら、何の心配もいらない安
全な社会で生きていきたいです。
原発は絶対に要りません。全て廃炉にして、これまでに起こってきた事故を一つも風化させずに、一刻も早く、危険のない新しいエネルギー政策を打ち立ててください。

54938 個人 自営業 ３０代 女性 ２０３０年段階の全電源に占める原発の比率につい
て、(1)０％を希望

広島・長崎・福島、、、
これ以上、被災地を増やさないでほしい。
そして、そこで犠牲になった方々の命を無駄にしないでほしい。

54939 個人 家事専
業

５０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見。
原発をゼロにするよう、即刻、動いてください。代替エ
ネルギーの問題を精査していてからでは次の原発事
故は防げません。

原発がなくても電気は足りている状態。地震列島の日本。しかも活断層上にも原発がある。なにより原発をゼロにすることが急務。今すぐ、停止と廃炉に向けて動いてください。

54940 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 停電について記載がなく、選択肢の説明として不十分
と考えます。
停電の危険性と、各案の停電のリスクを明示し、再度
国民の意見を募るべきと考えます。

停電が起こると、人工呼吸器がバッテリー切れで停止して使用者が死亡する危険があります。
枝野官房長官らが東電の計画停電に対し、「計画停電をするなら殺人罪だ」と発言したと報道されたのは記憶に新しいところであり、また、いくつかの団体が自治体や電力会社に対応を要望し
ているところであります。

ここで、「エネルギー・環境に関する選択肢」では、どのシナリオでも電力消費量を１０％減少させることを前提しておりますが、これまで地球温暖化対策としてさまざまな施策を講じてきたにもか
かわらず、電力の消費量は大きく減ることはなく、家庭用は大幅増でも打つ手がありませんでした。
この状況を見るに、節電が想定どおり進まず電力不足となることが懸念されます。

なのに、この文書には「重要となる視点」の中でさまざまなリスクについて言及していますが、文書全体を見ても「停電」の文字すらありません。
計画停電ですら殺人罪と所管する大臣が息巻くほど停電は深刻な問題なのに、この文書でまったく言及がないのはなぜでしょうか。この文書は残念ながら計画として重大な欠陥があるといわざ
るを得ません。人命にかかわることである以上、できれば停電回避を優先する方針を打ち出して欲しいです。少なくとも停電のリスクを３案で比較する必要があると思います。
停電が人命にかかわることを明記し、リスクを明示して再度国民に説明すべきです。

なお、３案から選ぶというのであれば、震災前の状況に一番近く、停電のリスクが一番小さいと思われる２０～２５のシナリオになります。

54941 個人 家事専
業

３０代 女性 ２０３０年までに「原発０％」案を支持するが、原発は
即刻廃炉を希望。

次世代の子供たちに廃炉の危険作業を押し付けるのはおかしい。
原発を始めた世代や原発を推進した人物が廃炉作業に従事するべき。

選択肢が三つに絞られていること自体おかしい。
きちんと選択肢も国民に問いかけをするべきが正常。

54942 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロシナリオ、０％即時希望します。 ・人、動物、環境への放射能の影響が心配で不安だから。

原発の有事の放射能汚染は、放射能測定器を使わないとわからないなど、目に見えないので怖いです。

私は農作業ボランティアをしてきましたが、東日本大震災以降、植物や動物への影響に不安を覚えています。せっかくよりよいものをと、減農薬や無農薬に近づけようと頑張って植物を育てて
も、放射能という目に見えないものにもし汚染されてしまったら、苦労が全て水の泡だし、私達も食べるものがなくなってしまうことも考えられます。

これまでの原発による電力供給はありがたかったですが、何か事故が起こった際には人が止めることが困難だというのはリスクが高すぎると思いますし、日本だけでなく地球全体の問題になっ
てしまい、危険が大きすぎます。

今、放射能汚染を不安、心配して暮らす私達国民の状況は一見普通に見えますが、実は異常だと思います。

将来の子供達のことを考えてみても、原発ゼロシナリオ、０％即時希望します。

54943 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。
いますぐにすべてを廃止することは難しいのかもしれ
ない。
でも、まずはすべてを停止し、原発に変わるエネル
ギー政策に移行すべきであると考えます。

原発で生み出される電気にかかる莫大な費用はもちろんのこと、電気を生み出すことで生じる核廃棄物を、完全に安全な状態にすることが出来ないにも関わらず、原発を動かし続けているの
は、どう考えてもおかしいと感じます。
いま、どうにもできないものを、将来に持ち越し続けるという不安を生み出し続けることは、人々の安全な生活を脅かすだけでなく、地球全体に悪影響を及ぼすと考えます。
地球は、日本人だけのものではなく、ましてや人間だけのものでもなく、後処理の不可能なものを生み出し続けることで起こる様々な環境破壊に危機感を感じています。
原発にかかる費用を、代替エネルギーへの費用へ転換し、できるだけクリーンな電気を生み出すように、と強く希望いたします。

54944 個人 家事専
業

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。 甚大な被害をもたらしている福島原発の事故がいまだ収束せず、次の地震がいつ起こるかわからない日本において、これ以上原発を維持していくのは不可能と考えます。もし次の事故が起
こったら日本は終わりです。火力でつなぎつつ、自然エネルギーへの転換を！

54945 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発即時廃炉を支持します。 生命の危険回避が先で、
目先の経済は後回しする勇気が
必要に迫られていると考えます。



54946 個人 自営業 ６０代 男性 「ゼロシナリオ」を選択します。
ただし、2030年までと悠長なことではなく、　即時に原
発をゼロにすることを強く希望します。

原発安全神話は全くの嘘
電気は足りる。省エネに力を入れれば簡単。

54947 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原子力0%！もんじゅも反対！ 福島の原発事故が起きてから、何かあってからじゃ遅い。ということを痛感しました。原子力ゼロを前提、理想に掲げたエネルギー政策を望みます。

54948 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 私は原発ゼロシナリオを選択します。 地球と原発は共存できません。
福島の原発事故で身をもって知りました。
日々子供に何を食べさせるのか、何を外で食べてきたのか、
水道水で野菜を洗い、仕上げにペットボトルのミネラルウォーターで洗う日々。
自問自答の日々です。涙が出てきます。

一部の原子力ムラの人間の為に原子力エネルギー政策を続ける愚かさに政治家の皆さん気付いてください。

原発をできるだけ早く停止、廃炉にし、自然エネルギーへ国家レベルで転向しましょう。自然エネルギーに転向したら、自然エネルギー社会に応じた経済が回り始めます。私は、国際経済競争
に勝てなくても、放射能の脅威にさらさらされない自然の美しい未来を選択します。

54949 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー・環境に関する選択肢に対する意見
原発ゼロシナリオを支持する。
同時に、2030年までに1つでも多くの原発が廃炉に
なっていることを希望する。
なお、現状での再稼働はありえないと考える。

原発はゼロにすべきである。
原発建設当初から、政府も東京電力も、すべきことの基本を忘れすぎている。米国から原発技術を導入したとき、日本は都合の良いように運用マニュアルを編集し、「事故は起こらない」という
方針で建設した。
仕事に対する基本的な取り組み方としていい加減の極みであり、また、国民生活の安全を守る使命があるはずの国・企業としての倫理観の欠如と言わざるを得ない。

そして、事故後の対応が的確にできず、メルトダウンという最悪の事態に至らせてしまった。
事故発生時の重要な役割を持つ復水器を、それまで誰も操作した経験が無かったことが、その大きな原因の一つであるとも聞いている。
これも管理する立場にある者としての常識と責任感を疑う。

天災は避けられない。避けられない中で、すべきことの基本は、「危機管理」の徹底ではなかったのか。この基本を守ることができてこなかった日本に、原発を維持する資格は無い。

この先、原発０は大前提である。
全原発の運転停止だけでなく、廃炉にすることも同時に進めるべきである。
代替エネルギーで、本当の安全を築いて頂きたい。

54950 個人 無職 ６０代 女性 今すぐ原発ゼロにすべき。再稼働なんてもってのほ
か！

福島の人たちの悲劇を繰り返すようなことはあってはならない！子供たち孫たちに負の遺産を残してはならない。

54951 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発はいらない」「原発はできる限り早くゼロにす
る。」「完全廃炉」
「原発依存は0％」
「今後は火力発電を主とし、地熱発電等の普及を」

外国による日本への核攻撃や外国の原発事故による日本への放射線被害も考慮すべきであるが、まずは自国の原発による健康被害のために日本人が自滅する可能性は避けるべき。
今後、国内、特に西日本で福島第一原発並の事故がおこった場合、
ほぼ日本全土が放射能汚染され、健康被害により日本人は日本列島に居住できなくなる可能性が高い。

また、日本経済への影響について述べるならば、既に放射能汚染を恐れ、日本からの輸入を一部停止している諸外国がある。今後、新たな原発事故が発生した場合、更に日本からの輸出が
難しくなり、日本経済は完全に破綻することも懸念される。

原発の安全神話が完全に崩壊した現在、新世代の原発の安全性も全く信用できない。
必ず、また事故を起こす。

原発はいらない。

したがって、原発は、福島第一原発を含め直ちに収束、出来る限りゼロにし、完全廃炉を急ぐべき。

今後は発電のための原発依存度は０％。
安定した火力発電を主としつつ、地熱発電等の普及を急ぐべきである。
日本にはそのために必要な技術力は充分にある。

3.11後の南東北・関東エリアの放射能汚染と向き合い、
産官政学民一体となり、新しい明確な国づくりのビジョンが早急に必要。

54952 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《即原発ゼロへ。弱者の保護を優先》

大飯原発、志賀原発、敦賀原発。
ほぼすべての原発直下に活断層。
日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」。
2年程度の計画停電も受け入れよう。
ただし、病人、被介護者、子供、老人は守らなければならない。

54953 個人 無職 ５０代 女性 原発ゼロシナリオで即時０％を切望します。 いざ事故が起こったら、何もできず、誰も責任をとれません。
なにごとも原発ありき、で語られている世界を変えましょう！
原発でエネルギーを、という概念を覆す科学力も育てるべきです。

54954 個人 法人等 ３０代 男性 ゼロシナリオを選びます。 原発が無くても電力は賄えます。

電力に過度に依存する生活を見直して行くことが、持続可能な社会を造ることになります。
それでも電力のない生活は難しいので、再生可能エネルギー発電所を設置して行けばよいと思います。

起きてはならない原発の事故が起きてしまい放射能の拡散によって国内の人・物・自然が汚染されてしまいました。
無関心であったことを反省しています。
これ以上、人間がコントロールしきれないものに依存し、また核廃棄物という人間の手に負えない物質を作り続けてはいけないと思います。

加えて、福島第一原発事故を教訓にして私たち日本人は、核物質と人間は共できないという事を世界に対しても手本として示さなければならないと思います。
人間の新しい生き方を提示するのです。

従って、今とるべき選択は原発を再稼働したり新設したりすることではなく、原発をやめる事です。

原発は要りません。

54955 個人 学生 ２０代 男性 １案を支持します。脱原発を目指すことは、福島第一
原発の事故による被害の大きさからみて自明であると
思われます。

福島第一原発のメルトダウンによる放射能の拡散は、多くの人の生活を脅かし、現実に原発の周辺地域から避難せざるを得なくなってしまった人もいることから、極めて甚大な被害をもたらした
ことが確認出来ます。生活の基盤を全く新しい地域に移すことによる精神的、経済的苦痛は尋常ではありません。
放射能汚染によって食品が汚染され、農業や漁業を生活の基盤としている方達へ深刻な経済的被害をもたらしました。内部被ばくという、微量の放射線でも長期間被ばくし続けるリスクの存在
が明らかになり、今後どのような健康的被害が出るのか定かではありません。日本の食品が海外に輸出出来ない状況は全国規模で経済的被害をもたらしています。
日本の原子力政策と東京電力による電力供給の独占は国民の電力購入の自由を奪っています。日本国民が世界一高い電気料金を払っている理由の一つにはこのような背景があるため、電
力自由化と共に、再生可能エネルギーへの投資を望みます。
原子力発電の事故は国内のみならず、世界中に影響をもたらす危険性があります。太平洋への放射性物質の拡散は巡り、食物連鎖による蓄積を通じて世界中に汚染を広げてしまう危険性が
あります。福島原発は地理上太平洋に面していましたが、西日本側の原発が事故を起こした場合、アジアの近隣諸国への被害も考えうる問題です。原子力発電に必要なウランの採掘は海外に
放射能汚染や環境破壊をもたらしており、国内のみで語れる問題ではありません。
地震大国日本において、巨大地震のリスクを充分に考慮せず設置された浜岡原発など、地理上危険な位置に設置された原発や、経年劣化が心配される原発などから順次廃炉にすべきだと考
えます。その他、放射性廃棄物の処理という大きな問題もあり、日本という狭い国家にしてはあまりにも多くの原発が存在している状況には疑問を覚えます。
以上のことから、脱原発を目指す第１案が適切である、と考えます。

54956 個人 自営業 ７０代 男性 ゼロシナリオ　２０３０年までに原発ゼロ 「経済優先、経済優先！」の合言葉で原発を再稼働させたようですが、いつから日本人は「銭のためなら命は要らない」人種になり下がってしまったのでしょうか。
原発ゼロになれば今よりは不便になるでしょうが、真っ当に働いて、それなりのレベルで生活をする（不必要な贅沢はしない）昔からの本来の日本人の生き方に戻れるのではないでしょうか。

54957 個人 その他 ６０代 男性 ２０３０年までに、原子力の比重をゼロとすることを目
標に、自然再生可能エネルギーをフルに活用すべく
早急に思い切って対策を取り、世界的にも最も優れた
技術を創出して、エネルギー産出体系の抜本的転換
を計る。

まず、自然再生可能エネルギーの代表である太陽光の利用は微々たるものである。これから４０億年続くと思われる太陽の恩恵は多いに受けてしかるべきである。聞く所によると宇宙に太陽光
パネルを浮かべて利用しようとする試みもあるという。おおいに夢をもって取り組みたいものである。その他、波動、風力の利用は周囲を海洋に囲まれた我国にはは他にない利点がある。また、
火山国で’ある日本は同様な火山国アイスランドのように地熱の利用も積極的に行うべきである。大規模な施設の建造を理由に立地条件が限られているとする意見があるが、すでに水力発電
で開発試験が行われている小規模な施設の活用をも念頭におけば、普及は急速に進むであろう。一方で、原子力発電についは溜まり続けている使用済み核燃料の処置に全くメドがたっていな
い。原子力発電を続れば続くほど使用済み核燃料が増え続け、将来に思いツケを廻す事になる。さらに、現在まで建設した原子力発電所の近くに活断層の存在が認められるケースすらあるの
である。活断層の存在をすべて現在確認できるわけでわないし、そして福島第一原子力発電所のように現在でもいつどこにどのような規模の大地震が起きるかまったく感知できない。従って、
たとえ想定外でも重大な事故にならないようにするには、原子力発電所のような核装置を廃棄して事前に危険を取り除く必要がある。

54958 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。 私は一歳5ヶ月の息子を持つ母親です。
日本は唯一の戦争被曝国であり、去年、世界最大の原発事故を起こしました。
今こそ原発を0%にしよう、と国民全員が決めることが大切なのではないでしょうか。
コストはかかっても、原発はできる限り早くゼロにし、再生可能な自然エネルギーの割合を増やしていくことが、大人たちの責務だと感じています。また、安全性に疑問が残る核燃料の再利用も
ありえないです。完全廃炉を希望します。
こどもたちやそのこどもたちが安心して暮らせる世界を創り出すために。

54959 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 本当ならば原発ゼロは即時の全原発廃炉であってほしい。
2030年までになど、現在の政治家で権力を持っている方はどの程度ご健在か。
今からを生きてゆかなければならない子供、若者に尊敬されるに値する行動をして頂きたい。
自分の代だけの事なかれ主義は辞めて頂きたい。
どれだけ子孫にツケを回したら気が済むのか。
原発を止めれば不良債権になるのでしょうが、これまでの判断ミスの引責として政治家、官僚がいままで搾取してきた分を国民に還元する時です。
私たちと同じレベルの生活でも死にはしません。
いままで贅沢した分を還元して下さい。

54960 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発事業継続に反対します。 事故が起こると、人類さえ滅ぼしかねない危険な事業を続け、安全を説きながら安全対策の不備が露呈。人類が扱えないものを扱うだけでも人災。
すぐに自然エネルギー対策を進め、原子力発電から撤退すべき。そのための電気事業増税は仕方なし。原発雇用は新しいエネルギー事業より捻出。

54961 個人 家事専
業

５０代 女性 (1)のシナリオを選びます。 私は広島で生まれ育ちました。祖父は原爆の翌日、救助に市内に入り、残留放射能にやられ、最後はがんで亡くなりました。放射能の恐ろしさは、広島、長崎の被曝２世、３世、そして４世とどの
ような影響が出てくるのか、まだ十分に解明されていません。私も、直接被害を受けてなくとも、私の子どもや私自身が、甲状腺の病を持つに至ったこと、もしかしたら、なんらかの遺伝や影響が
あったのではないかと思うことがあります。福島の現実から目をそらさず、いまこそ原発ゼロの決断をすべきです。

1．原子力発電に依存しない安全なエネルギー政策の必要性
　2011年3月11日の東日本大震災に起因する東京電力福島第一原子力発電所の事故は、三基の原子炉が炉心溶融し格納容器を損傷して外部に放射性物質を漏洩、原子炉損傷を免れた四
号基も建屋の爆発により使用済み核燃料が保管されたプールがむき出しのままという、原子力発電運転の歴史において類をみない深刻なものである。一年半が経とうとする現在も、事故原因
の解明はおろか、収束すらできずに放射性物質の放出が続いている。
　事故の背景には、原子力技術の持つ潜在的危険性を無視し、過酷事故は起こりえないと断定し、過去に事例があるにも関わらず巨大な地震や津波の可能性を否定・隠蔽してきた，政府や原
子力産業界の作為的な対応がある。マグニチュード6を超える世界の地震の二割が日本で発生している状況を鑑みず、60基近くの原子力発電を建て続け、使用済み核燃料の処分も定まらない
まま運転を続けてきたことは異常な事態である。この無責任体制によって引き起こされた今回の事故の取り返しのつかない結果を考えれば、すべての原子力発電所を早期に停止していくことし
か日本のできる選択はない。

2．気候変動問題に対応する持続可能なエネルギー政策の必要性
　政府の提示する選択肢は、2030年レベルで23％の温室効果ガスの削減を前提とし、今までの気候変動対策から後退している。過去十年あまりの日本の政策は、気候変動を理由に原子力推
進を強引に正当化しようとするものだった。一方で、わたしたち環境の観点から気候変動を現実の脅威として捉えている者は、かねてより省エネルギーや自然エネルギーの普及だけが、気候変
動を緩和できる持続可能なエネルギー政策であると訴えてきた。原子力は、むしろエネルギー消費を増大させ、巨大事故の可能性や核廃棄物などの新たな環境問題を生み、核拡散により国際
安全保障を脅かす。
　政府のシナリオでは、製造業の生産量を多めに見積もっており、まだ省エネルギーの余地が大きい。電力消費で約1割、エネルギー消費で約2割の削減が前提とされているが、前述の数値の
再考や、熱を電力で賄うよう推進してきた電化政策を転換することで、電力で2割、エネルギー全体についても3割の削減が可能である。
　また、シナリオでは自然エネルギーについて否定的な記述が目立つが、他国の実績をみれば杞憂であることがわかる。日本とほぼ同じ面積のドイツは、2012年の上半期で440万kWの太陽光
発電が登録され直近の6月だけでも約180万kWがある。2011年末で2482万kWの導入がなされている。風力についても、2011年末で2907.5万kW、今年中には3000万kWを越す。すでに2011年に
太陽で190億kWh、風力で465億kWhを供給している。その他にもバイオマス・バイオガスによる電力・熱の供給や小水力発電の開発も盛んである。未だ学ぶことが多い例である。

3．産業構造の変革を前提とした経済を強化するエネルギー政策の必要性
　政府はゼロシナリオを選択することで、将来の電気料金が上昇するとしている。しかし、当財団の検証では、原子力発電について、近年の建設費、老朽化に伴って増える修繕費、安全対策の
実施、事故の被害賠償、廃炉や廃棄物処分などにかかるコストが上昇しており、適切なコスト算入をすれば、むしろゼロシナリオのほうが、原子力を今後も続けるシナリオよりも安くなる可能性
が高いことが明らかとなった（『「エネルギー・環境に関する選択肢」－原子力発電コストの検証』、公益財団法人 自然エネルギー財団 、2012年8月、
http://jref.or.jp/document/doc_20120810.html）。実際にも、 日本の電気料金は、税金を除く実質電気料金でみれば、世界でも一番高い（2010年。産業用のみイタリアが高く二番目）。
　また、政府のシナリオは、今の産業構造や垂直統合・地域独占型の電力システムを前提としているが、わたしたちは、特に電力システムの改革がより競争的な経済の実現につながると考えて
いる。
　1995年以降、徐々に電力市場の自由化が進められ、現在は市場の三分の二以上が“自由化されている”という。しかし新規の参入者（新電力）のシェアは総需要の2％程度であり、販売電力
量でみると、2010年には3.5％程度で、実に96％以上が電力会社に寡占されたままである。事故後、電力会社から新電力へと乗り換えを希望する需要家が急増しているが、一般家庭など小口
の需要家は電力会社以外から電気を買えず、値上げ要求にも抵抗する術を持たない。また自由化対象の需要家も、電力会社以外に乗り替えできることを知らないケースがあり（自治体全体の
約六割、企業全体の約三割）、乗り換えしたくてもパイの少ない市場では新電力との契約ができない。

54962 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 2030年までのできるだけ早期に、原子力の占める割
合をゼロにしていくとともに、電力・エネルギー双方に
ついてさらなる省エネルギーを行い、エネルギー効率
を高め、自然エネルギーの導入を急速に進めるべき
である



54963 個人 その他 ４０代 男性 「2030年までに15％削減」を支持するが、原子力発電
依存を減らしながら、より長期的・総合的視野から次
世代のエネルギーへの転換を図るべき。

ウランの埋蔵量を考慮すると原子力発電の寿命は、あと数十年～百年といったところであると言われている。その解決策として期待されていた高速増殖炉の開発は現時点では未だにどこの国
でも成功しておらず、撤退が検討されているところも多い。原子力発電が始まってから現在まで解決の目処すら立たない核廃棄物の問題も考慮すると、今回の福島での原発事故は今まで国策
として進められてきた原子力の推進を見直し、次世代のエネルギー開発（再生可能エネルギー、核融合、等）へと政策を転換すべき良い機会であると考える。
ただし、研究開発には資金もエネルギーも必要であり時間も労力もかかる。近年の化石燃料の高騰などを考えれば選択肢は多い方が良い。国内の原子力発電所の中で老朽化したもの、安全
性に問題のあるものを順次廃止しながら、経済への影響や国民の負担を出来るだけ少なくなるように、現状の原子力発電を次世代エネルギーまでのつなぎ役として維持しながら50年～80年ほ
どかけて縮小する方向に進むべきであると考える。

54964 個人 無職 ７０代 女性 原発はゼロにし、もっと自然エネルギーを推進してくだ
さい。

福島の事故により原発が危険なものであるということがわかり、さらに日本の

原発が地形、自然環境においてもきわめて危険な所に建設されているというこ

ともわかりました。

使用済み燃料や廃棄物の処理もままならないことなど考えると経済がどうのと

いう以前に人命にかかわることです。ドイツでは倫理的に原発はもつべきでは

ないと考え脱原発ということになりました。

まったくそれに賛成です。

これからは自然エネルギーへ力を注ぐべきだと思います。

54965 個人 その他 ４０代 女性 私は「中長期的には原発依存度を可能な限り減らすし
くみづくり～2030年までのなるべく早期に原発比率ゼ
ロ」をめざす【ゼロシナリオ】を支持します。

　エネルギー・環境問題はたいへんに複雑なものであり、広範かつ深い理解、冷静な分析･判断が必要であることは承知の上で…私が【ゼロシナリオ】を支持する理由は…まず何よりも「日本は
地震国である」ということが根底にあります。そして「人災ゼロの難しさ」と「放射性物質の危険性（使用済み燃料含む）」を無視・軽視することはできない、と考えるからです。
　震災･東京電力福島第一原発事故から約１年半が経とうとする現在も、事故についての十分な検証がされておらず、具体的対策も遅々として進んでいない。唯一明確にされたことは、「絶対の
安全性など無い」という真実のみ。そんな中、今なお日々揺れ続ける脆弱な列島の上に多数の原発が存在しているという現実を直視せずして、ゼロシナリオ以外の選択はどうにも考えることは
できません。
　「エネルギー問題を感情的に捉えるべきではない」「原子力発電以外のエネルギー選択をしてもコスト・リスクは生じる」「厳しい条件付きでの再稼働」「安全運転･保全技術の進化」等の意見が
いくらあろうと、万全の対策が無いに等しい現状において、いつまた原発施設に甚大な地震災害が及ぶかわからない状況での原発依存からは、１日も早く脱したいのが“電気消費者としてでは
なく、生活者として”の本音です。
　平成24年度の『環境白書』でも、原発事故による放射性物質汚染については「最大の環境問題」と厳しく指摘しており、その被害影響は今後ますます世界にも及ぼしていくだろうという予測され
ています。また、数字や目に見える被害だけでなく、地域コミュニティの崩壊、人々の心情や家族生活、将来的な健康への被害等も相当深刻であることも決して見過ごせません。そうした環境に
よる出産率の低下、自殺率の増加は、経済的負担よりも多大な国益の損失となるものではありませんか？
　戦後経済成長率ばかりを追い続け、心の問題を置き去りにし続けてきた日本は、エネルギー･環境問題のみならず、身近な生活において厳しい問題に多々直面しています。それでも、震災を
機に国民の多くがこの１年半でさまざまな問題に目を向け、関心を深め、多くを学び、考え、行動し始めていることを忘れないでください。いえ、もっともっと気づいてほしい。「国民の幸福度」をゼ
ロシナリオに向かわせる政策には、おおいに疑念、不安、不信感を持ち、自分の言葉で発言していく。そんな人が身近にも増えつつあります。
　日本人は小国ながら、個々の勤勉、明晰、器用、実直さに加え、精神性の高さ、美学、集団力など、独自の能力で困難を切り拓いてきた歴史があることを忘れたくありません。きっと、私たちは
まだまだ進化できます。物質的な豊かさを追い求めてきた国から、世界に誇れる心豊かな国に変えていく。どうか「エコノミック・アニマル」ではなく、「考える国民」が育っていくことを真の国家資
源＝エネルギーと考えて、エネルギー基本計画の舵切りをしてほしいと願います。
　そのためには、“経済的な負担が増えても…”という枕詞付きの悲観的試算からではなく、国民の幸福度をいかに創出、向上していけるか、それを豊かさの本質に置き換えて智慧を集め、【ゼ
ロシナリオ】の実現をめざしてほしい。新しい時代の日本にしかできないエネルギーバランスを生み出せる「国民のためのエネルギー基本計画」を求めます。期待します！

54966 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電ゼロシナリオで、順次廃炉を主張します。 何千年、何万年も残留して生態に影響を与えてしまったこと。水力、地熱をすすめる。

54967 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを求めます。しかし、2030年ではな
い、即時ゼロを求めます。18年後に生きているかわか
りません。原発をなくし未来の世代に繋ぐその使命を
果たして死んでいく。それが私の存在価値の証明で
す。

福島原発事故は、原発に依存した電力で、贅沢の限りを尽くしている日本人への警告です。その警告を無視しての原発再稼動は愚の骨頂です。次はもう容赦はない！あるのは滅亡だけだ。
今、原発を棄てなければ日本は間違いなく滅びる！
議論の余地はない。選択肢は2つ、原発を続け自分逹だけが幸せに便利に贅沢を尽くせれば、その後の日本はどうなろうが関係ない…破滅への選択。もう一つは3・11の教訓から学び未来の
人を々の為に原発を棄て、質素倹約につとめ日本人の誇りをもって新しい日本を目指す…真の復興への選択。代替エネルギー云々騒ぐ馬鹿がいるが、世界を知らない、歴史を知らない馬鹿と
しか言いようかない。どれだけこの時代に日本人として生まれ幸せか認識しなければいけない。世界中の人逹の中で贅沢の限りを尽くしているのは、日本を含め数ヶ国だ。日本歴史上でも、そ
れは然り。これ以上、何を望むのか。欲望には限りがない。欲望の権化には幸せもない。もう、経済の発展はいらない。もう充分だ。地球人として謙虚になり人間としての尊厳を日本人としての
誇りを持てる、国家に変わらなければいけない。福島の悲劇は何一つ収束していない。どれほどの長い年月がかかるかわからない。只一つ、今直ぐに出来る事がある。原発を棄てることだ。原
発再稼動は、福島の人逹を見捨てる所か傷口に塩を塗る行為だ。世界に笑われる行為だ。懲りない民族だと。恥知らずの日本人として生きるか、今、日本人の資質が問われている。日本の未
来が問われている。以上の理由で、即時原発ゼロを求めますが、原発の代替エネルギーはいりません。電力の贅沢をやめ節電に努める。具体案として電気代を2～3倍に値上げする。嫌でも節
電する。生活弱者には負担をかけない還元をする。原発の電力分を差し引いた１人あたりの平均をだし、それを越えた電気代は高くする。とにかく、電気を使い過ぎるだけの話しです。！極一部
の為の再稼動は絶対許せません！

54968 個人 自営業 ５０代 男性 原子力発電依存度基準で２０３０年までに：（１．ゼ
ロ％）を選択。但し，選択肢に「即時ゼロ％にする」の
項目がないのは不備である。

昨年３月１２に人類史上類を見ない，未曾有の原子力発電所事故災害が起こり，東日本の殆どの地域で人が日常を営む上で困難を伴う程，放射性物質に汚染されてしまった。特に福島県の惨
状には目を覆いたくなる現実がある。この度の内閣府が設置したエネルギー・環境会議の「エネルギー・環境に関する選択肢」では，原子力発電による電力エネルギー依存度について，三つの
選択肢を問うているが，夫々の選択肢におけるシナリオでは，国民の本当の声を聞くことができないものである。１．憲法に保障される国民の安全を確保するための視点がない。２．福島県で起
きている現実を踏まえているようにシナリオが書かれているが，現実に起きている悲惨な状況を改善する為の，人命を救う為の具体的な対処について，を原発依存のリスクに入れていない。
３．原発推進の為に云われ続けて来た多くの隠された事実をリスクにいれていない｡４．未だ放射能を飛散させ続けて，国民を被曝させ続け事故現場から遠く離れた地域でも，まともに日常を送
れない現実をリスクに入れていない。５．自然を汚染してしまったため，食料自給率を大幅に下げる結果になってしまった事がリスクに含まれていない。６．子供達の被曝により，将来生まれて来
るであったろう優れた人材を失うリスクが含まれていない。これらのリスクは日本の経済に大打撃をあたえてしまった事の評価がなされていません。国家として計り知れない程多くのものを失わ
せ，将来の国家の存続まで脅かしている原発を続ける事は出来ない。依存度何％などと云っている余裕はありません。全ての原子力発電所を即刻廃炉にすべきです。（廃炉にする場合の放射
性物質の処理について）シナリオでは直接処分を提言しているが，「深地層処分」も含めて一番やってはいけない事である。地層処分を決めたスウェーデンなどの地層は安定しており，日本の
地層とは大きく事情が異なる事を周知させるべきでしょう。日本で出来る処分法の唯一のものは，福島原発の周辺地域を立ち入り禁止にして，巨大地震への対策を施した堅牢な施設を作り，１
０万年以上に亘って管理出来る，管理型処分法である。その点においても，この度のシナリオは，余りにも原子力発電を推進して来た側のシナリオに沿ったものであります。もっと深い，真剣な
議論を要望するものです。

54969 個人 その他 ３０代 女性 ゼロシナリオに賛成。安全面、処理方法　まだまだ問
題があると考えられます。今も福島の問題が解決され
ていないにもかかわらずの稼動には　賛成できない。
想定していた以上の事態が起きる可能性がゼロでは
ない。

私はゼロシナリオに賛成です。
３つのシナリオを比べてみましたが（資料を確認しました）差がないと感じました。そうであれば、ゼロシナリオが良いに決まってます。第2の福島を作ってはいけません。
第一、福島の問題も解決していません。大切な故郷を失った人達の苦しみは今消えていないのです。さらには風評被害等、さまざまな問題が解決されていないにもかかわらずの稼動は賛成で
きません。もしも稼動して　またしても予想をはるかに超える事態が起こってしまったら、日本はどうなってしまうのでしょう。私は　この国で育ち、この国でこれからも生きてゆきたいのです。未来
を生きる子供達へも　住みよい国であってほしいです。作ってしまったものは　どうすることもできません。だからといってあきらめるわけにはいきません。稼動するのであれば　国民が納得がいく
安全策を提示してください。それから　原発の処理　この問題も非常に重要であると思います。稼動しなければ良い　ではないとも思います。

福島の原発の問題で　東電への批判がなされていますが、私は　少し違うかと思います。予想以上の事態が起きたのです。予想を超える出来事だったのです。責任を誰かにおしつければ問題
は解決するわけではありません。福島も　元に戻りません。

54碁　これだけの数の原発が日本に必要だったのでしょうか？その当時賛成した人達がいて　作ろうとした人達がいて　本当に必要でこれだけの数を作ったのでしょうか？非常に疑問です。

それでも　悪者探しをするのではなく　未来の為に　福島の方々の為にも　今回の出来事を決して無駄にしてはならないのです。
亡くなられた方々の為にも　残された私達は　考えなければなりません。そして
政治家の方々も私達国民も　同じ日本に住む者として　損得なしで真摯に考えなければならない問題であることだと思いますので、どうか安全に暮らせる日本を皆で作っていきましょう。

54970 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオの選択をお願いします。事故後の処
理も、安全な運転もできていないことがわかったいま、
原発を使ったエネルギー対策は日本人が生きるため
にベストではありません。

日本はすでに「かつてのシステムでは維持すらできない状況」に突入しています。原発依存型のシステムであった日本に原発事故が起こり、さらにその対処方法に信頼性が認められない現状
は、日本人の体、日本国土（環境）、産業（農業、酪農、水産業など国民の食に関するものから、製造業、輸出業など）を苦しめる結果にしかつながっていません。海外からの信用も低下し、国際
情勢の中でも苦しんでいる状況です。

万能な安全策、対応策がないとわかったいま、原発ゼロへの道が選ばれなかったとすれば、私たちは今後の国の判断を信用できなくなります。

「かつての利権」を守るための対策など未来の日本には不要です。

原発ゼロに向けての行動をお願いします。

54971 個人 家事専
業

３０代 女性 ただちに原子力発電所を稼働率０％を希望します！ 今回の福島第一原発の事故を受けて、安全ではない原子力発電所は廃炉の方向にするべきだと思います。それに代わるエネルギーを開発、普及して行くことが今、急務だと思います！未来に
負の遺産を増やすことは良い国策とは思えません。

54972 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオ 理由は、あまりにもハイリスクだからです。原発立地県で、避難訓練が実施されていなかったこと自体大変な驚きです。自民党・民主党政権ともに、国民を守るリスク管理が、まるでできていな
い。福島県で、あれだけの凄惨な事故を起こし、まだなおこの地震国で原発を維持していこうというのは、合理的でない。原子力エネルギーは、放射性物質で土地を永年に渡り汚染するだけで
なく、遺伝子にまで影響が残るもの。国際社会においても、国としての信頼を失墜させるものである。国益を思うならばこそ、即刻廃炉に向けて早急に取り掛かるべきであると考える。30％の電
力不足は、省エネと自然エネルギ－の振興で、まかなえるものであると思う。次の事故があれば、日本で食べられる作物、輸出できるものが無くなる。ご英断を、期待しています。

54973 個人 自営業 ５０代 女性 原発の未来はゼロシナリオと確信。福島第一の事故
で放射性物質は福島から地球全体を汚す事態となり
膨大な数の人間が被曝を余儀なくされました。大勢の
人間を悲惨な目にあわせる危険性を持つ原発はゼロ
に。

地震国ではないドイツも脱原発(将来ゼロ）を選択しました。
日本国は、地震の多い場所であることは自明であり、
かつ、福島第一原発の事故がまったく収束していない、安心できない状況に置かれ、日々作業員の方々が被曝しながらがんばってくれていることを世界のどの国よりもよくわかっている国であ
るはずです。何もなかったふりをすることは、日本政府が日本国民に対し、世界の人々に対し、最もしてはいけないことだと考えます。
経済的な問題は乗り越えて、日本という国が存続するためには、原発ゼロに速やかに舵を切ることが、必須であると考えます。

54974 個人 自営業 ５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 世界で唯一の被爆国である私たちが、今まで感じずにいた、見ないでいた、考えずにいたことを、自身が反省すべきである。その反省をするためにも、選択は一つ。地震による原発事故を経験
した私たちが、「原発ゼロ」を選ぶこと。「被爆」の危険性を二度と起こさない社会をつくることこそが、私たちが、私たちだからこそできる選択だと思います。「段階的に」とか「中長期的に」という曖
昧な表現で、向かうべきゴールがぼやけることは避けたい。本来３つの選択しではなく、ゼロか否かで問うべき。原爆経験からもうすぐ70年近く。今から30数年後、広島・長崎に原爆が投下され
てから100年、一世紀を迎えるとき、私たちが「原発ゼロシナリオ」を選択したこと正しかったと思える社会であることを、心から願います。

54975 個人 自営業 ３０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する御意見
の募集（パブリックコメント）

とにもかくにも、安全でないことが実証された今、一日も早く！一日も早く！原発依存ゼロにすべきだと思います。日本のためです。あたらしいエネルギーで経済を発展させましょう！

54976 個人 その他 ３０代 女性 震災での原発事故、原爆の経験と科学的根拠を考慮
し、ゼロシナリオを推進するべき。同時に、電力会社
の独占を廃止し、利用者が会社の経営方針、発電方
法などで、電力を購入できるようにし、競争と評価を促
すべき。

震災での原発事故、原爆の経験と科学的根拠を考慮し、ゼロシナリオを推進するべき。同時に、電力会社の独占を廃止し、利用者が会社の経営方針、発電方法などで、電力を購入できるよう
にし、競争と評価を促すべき。

54977 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発廃炉希望。原発ゼロシナリオ 即時0%希望 健康で命を全うしたい。
まだ死にたくありません。
なにかあったら、じゃ遅い。

全ての人に健康に生きる権利を。

このパブコメを読み、集計して下さっている方にも。

自分は安全なところにいて、安全なものを食べているから大丈夫っていうのは
ずっと続きますか？

安全は皆で作らないとね♪

54978 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原子力発電に反対します。
2030年、ゼロシナリオを支持します。

可能性な限り早急に原発ゼロにする。

原子力の代替として、自然エネルギーを利用する。

東日本大震災で、東京電力福島第一原子力発電所の事故により、これまで国が言ってきた、原子力の安全神話が崩れました。
福島の住民が、他、たくさんの人達が、色んな
被害を受けています。

この様な中、なぜ原子力発電を継続していくのか？
他の安全なエネルギーがあるにも関わらず。

当たり前の事だが、電力会社の利益を優先にするのではなく、国民の安全を第一に考えるのが優先ではないか！！

約六割、企業全体の約三割）、乗り換えしたくてもパイの少ない市場では新電力との契約ができない。
　このような市場が保持されてきた最大の理由の一つに、出力調整ができず、総括原価により利益を保証された原子力発電の存在がある。今後発電部門と送電部門の分離が行われれば、市
場競争できない原子力発電は、いずれにしても市場から退場していくことになる。

日本政府が，現時点でゼロシナリオを選択することは、市場に明確なメッセージを与え、自然エネルギーや省エネルギーの投資の加速、透明な電力市場の構築へと大きな一歩を踏み出すこと
につながる。以上の理由から、自然エネルギー財団はゼロシナリオを選択するとともに、現行シナリオ以上の省エネルギーと自然エネルギーの促進、電力システムの徹底的な改革を要求する
ものである。

主な参考資料：
ドイツ連邦政府環境・原子炉安全・自然保護省、2012年3月8日“Zeitreihen zur Entwicklung der erneuerbaren Energien in Deutschland”
経済産業省総合資源エネルギー調査会電力システム改革専門委員会第1－8回資料



54979 個人 自営業 ４０代 女性 原発は再稼動しないでください。原発ゼロでお願いし
ます。

地震大国日本で原発を再稼動させることは、日本に壊滅的打撃を与えることになります。
いえ、もっといえば、世界を壊滅させることになるのではないですか？
子ども達の健康を守るためにも、ぜひ原発はなくしてください。
太陽光発電、風力発電など、自然エネルギーの開発を急いでください。これにより原発を使う必要はまったくなくなるはずです。
原発を使っていなかった期間、電力供給にはまったく問題がなかったはずです。
どうか、目先のことだけをかんがえるのでなく、私たちが死んだ後も残っていく子ども達のために、真剣に考えていただけないでしょうか。
人類が行き続けていくために、もう方向転換の時期が来ているのだと思います。

54980 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発ゼロシナリオで即時０％を希望します 原子力発電のリスクの大きさはもう十分わかっているはず。
一刻も早く全てを廃炉にして、核物質を永久に閉じ込めるべきです。
原子力発電がなくても電気はまかなえる。
蓄電システムの開発にもっと力を入れるべきだと思います。

54981 個人 家事専
業

５０代 女性 原発が最も安全クリーン安い料金で使えるエネル
ギーであるという神話は３.１１の想定外のケースとさ
れた自然災害により崩れ去りました。
自然災害を止められない以上原発は即刻廃止するよ
う要望します。

政府がもし原発を再稼働させるのであれば安全という意味で今回の事故からどういうケースを想定外として想定しなおしたのか、どういうことがかさなったら放射能漏れが起こる可能性があるの
かを国民に開示すべきです。

そして即刻原発以外のエネルギーだけで発電していく場合の国民の電気料金の負担増額や電力不足による停電の頻度等のシミュレーションを開示して国民に選択させて欲しいと思います。

私たち国民は便利さ安さと引き換えに物凄い危険を選択してきたのだと言うことを福島の方々の犠牲によって思い知りました。

54982 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 「経済的負担が重くなってでも」という文言で、他のシナリオへの誘導するかのような意図が透けて見えるのが残念。
即時廃止というような現実味のない意見には賛同しかねるものの、世界で希有の地震国である我が国では、近い将来の廃絶を目標として掲げないわけに行かない。
福島原発事故での東電の対応に見られるように、何とか国民をごまかそうとする姿が顕著であるけれど、このパブリックコメントの受付が単なるガス抜きに終わらないように願いたい。

54983 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 １．０％　を選択 今回の福島原発事故は、ずっと恐れていたことがそのまま現実になった。

おろそかな耐震構造、対策されてこなかった非常事態、ずさんな安全設計、隠しに隠す東電の体質、無責任な経営陣、無知な政府、名ばかりの保安院、金の癒着と権力の乱用、

知れば知るほど、原発を取り巻く悪質な利権構造、権力構造が許し難いものであることがわかる。

どんなに原発技術が開発され進歩したとしても、この悪質な社会構造そのものは変わりようがない。

原発産業そのものをやめるべきである。

54984 個人 自営業 ４０代 女性 なるべく早期に原発比率ゼロを目指してほしい。グ
リーンエネルギーには太陽光、風力だけでなく地熱や
天然ガスも入れ、化石燃料への依存はどんどん少なく
する。加えて、日本での電力自由化の早期実現も希
望。

「エネルギー・環境に関する選択肢」を拝見し、私は(1)ゼロシナリオを実現できる施策をぜひ早急にお願いしたいと考えている。ただ、シナリオ中では導入するグリーンエネルギーが太陽光と風
力のみの記載だったのが気になった。
たとえば、「エネルギー・環境に関する選択肢」内で「地熱は国産でCO2を出さず安価であるが開発の余地が限られる」としか触れられていない地熱発電についてはどうか。数年前からアメリカ
の環境学者レスター・ブラウン博士が提言しているように、日本には一万ヵ所も温泉があり、日本固有の特徴を生かしたグリーンエネルギーになりうる可能性を秘めているのではないか。「開発
の余地が限られる」と切り捨ててしまうのは簡単だが、長い目で見てこの国にとって無理・無駄がなく、益になる選択をしていくべきではないか。
外国からの輸入に頼るしかない化石燃料への依存もできるだけ少なくしていくべきと思うし、実用化に向けて地熱発電を研究、開発している専門家や団体を支援する施策もぜひ検討いただきた
い。現在、アイスランドの電力発電の99％は水力と地熱だそうだ。日本でももっと地熱発電の実用化が進むことを望む。
また、イギリスなど他国ではすでに実現している電力の自由化を、日本でも早期に実現してほしい。消費者が再生可能エネルギーから発電された電力を複数の電力会社から自由に選んで購入
できるようになれば、電力会社間の競争が起こり意味不明な値上げなどなくなり、コストも安価に供給されるようになるのではないか。

54985 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 先に起こった、福島原発事故でも明らかな通り、原子力を使った発電は大変危険であり、事故が起これば非常に多くの人々の生活と健康を脅かすものです。また、核により発電することで、非
常に危険で半永久的な核ゴミを遠い未来まで抱えてゆかなければなりません。
太陽光発電や水力、風力発電、地熱発電などの、自然エネルギーを使った発電にだんだんと切り替えていくことは可能であり、そうすることが、地球温暖化を防止することにもつながると思いま
す。
また、節電節電と言う前に、膨大な量の電気を消費する資本主義社会を、人々はもう一度見直し、本当に必要なものはなんなのかを今一度問い直すべきだと思います。

54986 個人 無職 ７０代 男性 ゼロシナリオを選択します。福島の事故は、原発が
「いのち」とは相いれない科学・技術であることを教え
てくれました。日本列島をこれ以上壊すべきではあり
ません。世界のためにも新しいエネルギーを開発すべ
きです。

ゼロシナリオを選択します。福島の事故は、原発が「いのち」とは相いれない科学・技術であることを教えてくれました。日本列島をこれ以上壊すべきではありません。世界のためにも新しいエネ
ルギーを開発すべきです。

54987 個人 学生 ３０代 女性 原発ゼロシナリオで　即時０％を希望します 子供たちのために　環境をまもり原発なくしていきたいです。
地震大国の日本では原発の存在がどれほど恐ろしいものかを痛感しております。

すべての原発の廃炉を希望します。
そしてそれに代わるクリーンエネルギーの開発を推進していく方向に舵をとって頂きたいと思います。

54988 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロ、即時撤廃でお願いします。 日本の原発に関わる方が信用できないからです。
政府も規制する人も官僚も、電力会社も動かしたいと言う経団連のような人達、
都合の良い報道をするマスコミも、自分達の利益、経済のことしか考えていないように思われるからです。

信用できない理由。
当時スピーディを公表しなかった、気象庁は放射能拡散予想することを担当じゃないとしてしなかったこと、マスコミが政府の都合のよい報道をしたこと（プルトニウムは遠くには飛びません、食
べても排泄されて直ちに影響はありません、
3号機の爆発映像は海外のニュースで先に見たこと）、
食品基準値をあげたこと、意味ない除染をすること、
瓦礫を広域で処理させることなど。

日本に住むことが幸せだと感じることのできる国を作って欲しいです。

54989 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 即時、脱原発０を支持します。 この美しい日本に住んで、豊富な食を楽しんで来ました。目に美しい緑、山、川、自然の動植物、もう元には戻りません。こんな悲しい事が起きるなんて信じられません。それでも、これから先、
自分たちが出来る範囲で、先祖の方々が守って来た国を守りたいと思います。

福島原発は自然災害と思われているようですが、私は人災と考えています。たとえ、電力会社や政府が絶対に大丈夫と言われている原発を作っても、動かすのは人間です。勘違い、ミス、間違
いETCは必ずあります。又、核廃棄物を処理する方法がないのに、次世代に手におえない毒物を大量に残す事は到底出来る事ではありません。その他に、活断層、津波がどう影響するかは全
くわかりません。次に福島原発がどうなるかもわからないのに、更に命にかかわる問題を作るのは理解できません。

罪のない命が一方的にDNAを破壊される。先祖代々育まれて来た生命を破壊し、日本の国を自爆させます。祖国を破壊するものを拒否します。祖国防衛です。

恐ろしいのは、日本の問題だけではないという事です。地球全体の問題です。この危機がわからない方は政治家として活動して欲しくはないです。

54990 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 「ゼロシナリオ」を基本として考えることを求めます。将
来に渡って、日本国民はもとより世界全体の安全を守
るため原子力発電に頼らないエネルギー政策への転
換を求めます。

原発ゼロを求めるのは、いったん事故が発生した場合のリスクが非常に大きい上に、原子力発電の安全性が十分に担保されていないこと。使用済核燃料の適切且つ有効な処理方法がいまだ
確立されておらず、非常に長期に渡る将来への負担を残すことになること。また国土が狭く、地震が頻発する日本では更にリスクを増大させていることです。

「エネルギー・環境に関する選択肢」では、原子力の安全確保、エネルギー安全保障の強化、地球温暖化問題解決への貢献、コストの抑制、空洞化防止の４つの視点が並列で提起されていま
すが、前提は、原発および廃棄物に関する安全性の確保であるべきです。また、事故が起きたときの経済的影響は、今回の福島原発の事故が示すように甚大なものなります。そのことも踏まえ
て、原発に頼らないエネルギー政策への転換という方向性は明確にすべきものと考えます。

可能な限り早期に、原発に頼らないエネルギー政策を実現する立場から、三つのシナリオの中では「ゼロシナリオ」を基本に考えることを求めます。原発ゼロへの方向性をはっきりさせた上で、
更に議論を積み重ねることで、より具体的な「ゼロ」に向けたシナリオが作られ国民的合意が進むものと思います。

また、エネルギー政策の検討を進めるにあたっては、省エネによる、電力量全体の削減を重要な柱にすえること。地球温暖化問題、エネルギー安全保障などの評価をするにあたっては、電力
以外の運輸部門等の燃料などについても総合的な検討をおこなうことを求めます。

54991 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。本来議論すべきは、私た
ちの生活を、豊かでかつ省エネルギーを実現するライ
フスタイルに変えるか、である。原発はリスクの高すぎ
るので、頼らないことを前提に考えなければならない。

ゼロシナリオを選択します。
議論すべきは、国民のライフスタイルを見直し、如何にして省エネルギーを進めるか、であると思う。本当の意味での省エネルギーとは、エネルギーの使用を抑えながら如何に豊かな生活が出
来るか、という観点であるべきライフスタイルを考える事であり、家電製品の省エネ性を競うだけでは、十分な議論がなされているとは言えないと考える。
本当に家庭で冷蔵庫を一年中使う必要があるのか？本当に事務所の照度は700Ｌｘ必要なのか？空調を使わなくても、もっと快適に過ごせる住まいは作れないか？議論の余地はまだまだ残っ
ていると思う。
震災をきっかけに、原発の危険性が明らかとなった。使用済核燃料の処理方法が決まっていないにもかかわらず、なしくずし的に原発政策が進められてきた。あまりに怖すぎて、こんなものは
絶対にいらない。原発が必要か否か、ではなく、原発に頼らないために、私たちの生活をどう変えるべきか、という議論を進めなければならない。

54992 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で、２０３０年を待つことなく０％を
希望します

日本では原発を実用ベースで保有する資格や能力はないというのが、福島での事故から現在わたしたちが得るべき教訓と考えます。
「安全に稼動できる」ということが前提になってしまっていて、地震や津波だけでなく懸念される事柄を議会その他で指摘されても、大丈夫と言い張ってきたことが今回、はっきり破綻したのでは
ないでしょうか。
また、使用済核燃料の処分問題も技術的な目途がたっていないことも、再稼動させることでリスクをさらに悪化させるだけではありませんか。

２０３０年まで待つことなく、ただちに現在のエネルギー政策を転換すべきと考えます。

54993 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発を可能な限り早く廃止するべきだと考えます。 福島での原発事故以来、いま食べているものが安全なのか、子どもに影響はないのか、ずっと不安に感じています。それによって政府に対する不信感も生まれてしまいました。
再び災害や事故が起これば手が付けられなくなる事態になるのではないか。
事故の確率がゼロではない原発の存在がある限り、日本で心から安心して生活することはできません。
数千、数万年先の子孫にまで放射性廃棄物を押し付ける責任は誰が取るのかもわかりません。

そのような不安を生み出すものを使うべきではないと強く思います。

54994 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原子力発電は不要。政府として、原子力発電を5年
後、10年後に0にするための政策をたてて、実行して
ほしい。

原子力発電は不要。政府として、原子力発電を5年後、10年後に0にするための政策をたてて、実行してほしい。原子力に使っている予算を、エコエネルギー開発にまわしてほしい。原子力発電
無しでもやっていける先進国として、世界に誇れるようになりたい。

54995 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します 原子力の事故が発生すれば、人間には制御できないとわかったから

54996 個人 学生 ２０代 男性 国民的議論が二分する原子力政策に関して、単なる
シェア計算では国民の理解は得られないだろう。した
がって、私が政府に対して提言することは、堅実的な
再生エネルギー推進と原子力政策の国民投票に集約
される。

　エネルギーミックスのシェアを語る前に、現実的な達成可能目標を設定しなければならない。エネルギー・環境会議が提示する2030年までの再生エネルギーシェア目標25％～35％というのは
あまりにも野心的数字と言わざるを得ない。さらに国民的議論が二分する原子力政策に関しても単なるシェア計算では国民の理解は得られないだろう。したがって、私が政府に対して提言する
ことは、堅実的な再生エネルギー推進と原子力政策の国民投票に集約される。以下、理由を述べる。
　まず、第一に再生エネルギーについて述べる。政府が目標とする25％～35％という数字はあまりにも希望的すぎる。世界で最も再生エネルギーの導入に成功したドイツとスペインでさえ15年
かけてようやく再生エネルギーによる発電シェアを10％程度上乗せすることが出来た。（参照：OECD Factbook 2011）それに比べて我が国はRPS法の導入の成果もあったが、Feed In Tariff
(FIT)を先月に始めたばかりである。常識的な見識からして、2030年の我が国における再生エネルギーによる発電の電力シェアは、現行の10％から10％程度の上乗せ、多くて15％というのが妥
当であると思われる。それ以上の希望的観測による2030年の我が国のエネルギー政策の策定は計画と結果の乖離を生み、結局10年後あたりの2025年に大幅な改定をしなければならなくなる
だろう。よって、堅実的な再生エネルギーの導入を進言する。
　次に、原子力政策についてであるが、シェア計算による単純な３択では国民の理解は得られない。それは毎週金曜日に首相官邸前で市民が大飯原発再稼働反対デモを実施していることから
政権中枢におられる政治家・官僚の方々は熟知のとおりである。これらに参加している市民のさらに後ろに控えるデモに参加していない民意も汲むべきである。私は原発反対論者ではないが、
我が国が民主主義国家であるならば、このような民意が二分する議題については国民投票をもってして将来の原発政策を決めるという政治的決断がもっとも国民が納得する手法であると考え
ている。事実、ドイツ・イタリアなども国民投票を実施し、エネルギー政策のガイドラインを決定している。我が国においては、憲法上の制約があり政治上のハードルが高いが、ここまでの重大な
国策であるならばそれを実施すべき時ではないだろうか。政府がやるべきことは国民に選択の余地を与えることであり、逆にやってはいけないことは国民に選択の余地を与えないことである。
　以上の２点から私はこのパブリックコメントに対して以下を提言する。
「2030年までに国民投票ができるよう憲法を改正し、2030年以降の我が国のエネルギー政策において原子力発電を維持するか否かの国民投票をもってして民意を問い、国策を決定する。」
これにより、民意が原発を維持するなら2030年以降も原発を維持。脱原発を推進するなら目標期限を定めて脱原発を目指す。
　2030年の国民投票が実現するまでの間は、我が国のエネルギー安全保障と再生エネルギーの脆弱性をカバーするため、原発による発電シェアを15％程度維持。それと同時にFIT政策による
一層の再生エネルギーの導入を進める必要がある。さらにシェールガス・メタンハイドレート・サンドオイルなどの化石燃料の多角開発ならびに輸入先確保を積極的に推進。同時にCarbon
Capture Storage(CCS)の技術開発を促進し、化石燃料による地球温暖化対策を強化。これらの新技術を輸出し、途上国でのCO2削減に貢献する。以上が2030年までのエネルギー・環境政策
である。
　次に重要な政策として、電力行政の硬直的制度からなる国民の不満を解消するため、電力市場の完全自由化ならびに地域独占体制の解除、分散型電力供給による電力購入の選択の余地
を国民に与えることである。発電と配電を自由化し、送電分門を国営並びに公営化する。原子力発電所も全国一律国営化する必要がある。これは福島保障と同時に自由化競争下では原子力
はリスクの大きさから競争力を持たないためである。これらの電力市場自由化と分散型と同時にスマートグリッドを早期に構築して、都市部でのスマートシティ化を目指す。これにより、電力の総
需要量を低減させるとともに省エネ効果を最大限実現することができる。エネルギー・環境会議が提示する省エネ政策はもっともらしい政策ではあるが、すでに我が国は省エネ大国を築いてお
り、OECD各国比較でのエネルギー効率は世界一である。産業部門での電力消費水準も1970年代の水準でとどまっており、さらなる省エネは難しい状況である。以上のことからさらなる産業部
門への省エネ推進は我が国の産業を衰退させるリスクが大きい。反対に需要が増え続けている家庭部門でのスマートグリッド化によるさらなる省エネ大国を目指すことが妥当ではないか。FIT
による各家庭の太陽光発電導入、さらに蓄電池技術の積極的投資による開発により、各家庭内である程度の電力を賄えるシステムを構築する。蓄電池には電気自動車が主な役割をなすだろ
う。そして蓄電池技術促進は我が国の自動車産業の勃興にもなりえる。
　エネルギー政策とは、経済成長・価格・安全保障・環境という4つの視点を同時に持ち、どちらが欠けてもいけない。特に我が国はエネルギーの安全保障の面では分が悪いが、国産エネル
ギーになりうる再生エネルギーという希望がある。しかしこれに固執はせず、あくまで多様性という観点から多方面的開発を続けていく必要がある。最後に私が提唱する2030年までの発電に対
するエネルギーミックスを提示する。
「再生エネルギー（水力含む）：20％、原子力：15％、石炭：15％、石油：5％、天然ガス（シェールガス・ＬＮＧ含む）：45％」
　一民間人ではあるが、以上の提案が日本政府を動かし、21世紀の我が国のさらなる繁栄を約束する施策とならんことを欲す。
以上。



54997 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 掲げてある3つのシナリオには反対。原発の即時撤廃
を希望します。

（１）フクシマ以前の原発に関わる事故（e.g.もんじゅナトリウム火災、東海村JCO臨界事故）からして原子力をエネルギーとして利用するには代償が大きすぎると感じていた。

（２）フクシマの事故により取り返しの付かない放射能汚染が広範囲に渡って起きてしまった現実にもはやこれ以上原子力をエネルギーとして利用する理由が見つからなくなった。

（３）事故の収束にかかる費用、被曝の影響はマイナスでしかない。原発に100%の安全はありえないのだから、再稼働した原発が新たな事故を引き起こす可能性は常にあると見ている。フクシ
マの他にまた事故があればその費用、人的資源を賄うことはできない。

（４）不必要な電気の使い方が節電を経ても多すぎる。代替エネルギーへの移行とともに、電気使用量の総量をさらに減らす方向にもっていけば原子力をエネルギーとして利用する必要はな
い。

（５）使用済み核燃料の処分ができないところにこれ以上多量の核廃棄物をつくるべきではない。

以上の事から原発は即時停止しるべきだと考えます。

54998 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロ！核施設ゼロ！安心で安全な未来を子供達
に残したい！
原発事故の責任を取れ！

福島県いわき市から札幌へ避難しております。
放射能の影響から子供3人を守る為です。スーパーで買える食材、水道水、給食の食材、空気、土の状態…すべてを原発事故前に戻して頂きたい！

野田、枝野、細野。責任取れ！
東電を解体して、責任取れ！

54999 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 国民の生活権の問題、安全保障上の問題など、長期的に国内が抱えるリスクに着目すれば、現政府は、期間を明確にしたうえで、将来的に原子力発電をゼロにする、と明言するべきです。新
エネルギーの開発研究に出来るだけ予算を投入し、日本が開発第一国だとみなされるようにしたほうが、利益は高いのではないでしょうか？ そのような議論を透明性の高い場で行い、国民の
声が広く反映されるようなメディアを活性化させることが肝要です。

55000 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発はゼロにすべきです。 人間の生存にとって一番重要な「自然ちに共生」をないがしろにし、自然環境を犠牲にして、経済成長を最優先にしてきた結果が、今の日本です。環境に負荷をかけない循環型社会をめざす方
向性は、今、世界の先進国の流れと言っても過言ではありません。未来への負の遺産を遺さないためには、遅すぎるかもしれませんが、できるだけ早く、原発をゼロにするためのシナリオを考
え、実行していく必要があります。

55001 個人 その他 ４０代 女性 原発の比率をできるだけ早く０％に。 原発の比率をできるだけ早く０％に。
ＤＮＡを壊す放射能を出す原子力は、人類のみならず地球上の全生物と相容れないものだと考えます。今回の福島の原発事故による被害は身体的なものだけではなく、土地を奪い生業を奪
い、未だ誰も正確な知識を持ちえない放射能の害に関する認識の違いにより人々の関係を分断し、争いを生んでいます。しかもそれがこれから何十年も続くのです。
日本の技術力をもってすれば、それを阻害する力さえなければいくらでも新技術の発展が進むと感じています。ひとつの発明から、それ以前には思いもつかなかったような道が拓け、飛躍的に
技術が発達するということもこれまで何度もありました。自然エネルギーを頭から否定する声も聞かれますが、これほど甚大な人的金銭的損失を経験してなお、なぜ既存の枠組みを外して考え
てみようとしないのでしょうか。
従来の電力会社の地域独占をやめ、発送伝分離を含めもっと自由競争を取り入れて、消費者が選べるようなシステムにしていただくことを切に希望します。

55002 個人 学生 １０代以
下

男性 原発はゼロにしてください。 放射能で病気になり、死んでしまうなら原子力はいりません。外で自由に遊べる時間を返してください。

55003 個人 学生 ２０代 女性 2030年までに原発比率を0％とすることを目標に定め
ることに関しては、注意が必要です。

大学の先生から、既に約7割の方が2030年までの原発比率0％を希望していると伺いました。
私は、政府がその主張におされて自然エネルギーを導入する際に、はやまって環境アセスメントを疎かにしてしまわないか心配です。
二次的な被害をよけいに生まないためにも、風車の設置は低周波を考慮して民間から遠ざけて設置しなければなりませんし、地熱発電を進めるには温泉街への影響も考慮しなければなりませ
ん。
期限決めの目標を設定するよりも、一定の合格基準をクリアした政策を随時進めた結果、これだけの年月がかかりましたという方が、より事実なのではないでしょうか。
様々な自然環境に富んだ、風土に見合う日本独自のエネルギー政策を進めてください。

55004 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオ希望します。 原発はなくても自然エネルギーでまかなっていけるはずだから。

代替エネルギーの話しを語る前に、まずはエネルギーの効率化を早急に図ってください。
以下のことには、すぐにでも取り組めるはずです。

・関西５０ｈｚ、関東６０ｈｚで分断されてしまっている送電状況を６０ｈｚ統一してください。
・ロスの生じない電線を全国的に普及させてください。
・スマートグリッドなどを用いて、電力使用のピーク時が異なる地域を相互的にカバーし、エネルギーが効率よく循環する形を作ってください。
・近年、格段と技術が向上したスターリングエンジンなどを取り入れて、エネルギー効率を高めてください。幅広い形で導入することができるはずです。
・送電線を国有化し、企業や都道府県、市区町村が独自で電気を作ることができる体制を整えてください。
・オール電化系の家を推奨するよりも、地中熱などを利用した家を推奨してください。
エネルギー問題を語る際、すべてを一度電気に変換しなくてはいけないという風潮がありますが、地中熱をはじめ、エネルギーをそのまま利用できる技術を用いればエアコンに頼ることもなくな
ります。

原発に代わる代替エネルギー政策として。

・地熱

現段階で最も有力であり、実現可能な技術力を有している地熱発電をもっと積極的に普及させてください。　アイスランドなどに地熱発電の技術提供をしているのが日本企業であることはすでに
知っています。　地熱導入の技術はすでに有していますよね。

地熱発電において、以前は温泉源が必要で、温泉が枯れたり、自然破壊の可能性が指摘されましたが、今は温泉源に依存せず、揮発しやすい液体を用いて熱交換する「バイナリー方式」が開
発されており、地球上どこでも深く掘れば高まる地熱を活用できるはずです。

この技術において、日本はもっともリードしていることを知っています。　技術を有しているのが三菱重工や日立など原発メーカーと同一なので、推進できないのではないですか？

・大型洋上ハイブリッド発電

社民党のＨＰにて確認させていただきました。　こういった技術の推進も平行してお願いしたい。　http://www5.sdp.or.jp/policy/policy/electoric/electoric_hybrid01.htm

他にも、いままでのようなウラン、石油などに依存しないエネルギー構想や、フリーエネルギー構想は数多く持ち上がっています。　確実な廃棄法が確立していない核燃料廃棄物をこれ以上無
責任に後世の人々に残していくことはできません。１０万年以上も隔離して保存しなければいけない安全が保障できないような代物を、歴史上、最悪の原発事故がすでに起きてしまっているこの
現状において、どうしてこうも無責任に増やしていくことができるのですか？　原発に頼らなくてもやっていけるポテンシャルを日本は充分に有しているはずです。

電気が足りないと称した大飯原発再稼働問題について言及したいことがあります。

関電は、大飯3号機再稼働による供給力の増加を原子力118万kW、揚水発電（※注）53万kWの計171万kWと公表している。ならば大飯原発3号機がフル稼働した7月10日以降は、単純に計算し
ても2640万kW以上の供給力があってしかるべきだろう。　しかし、3号機のフル稼働後も関電の最大供給力はほとんど変化していない。7月10日は2441万kW、11日は2520万kWである。　関電は
大飯3号機を再稼働した後、一部の火力発電所を止めることによって自ら供給力を調整していた。

これが事実であるとすれば、大飯原発再稼働は完全な詐欺行為ではありませんか。

もう、このような私利私欲のためのゲームにはうんざりしています。　国民の多くは気付いています。　一国の首相が述べる「責任」という言葉の軽さ。。　すでに内閣不信任案が突きつけられて
いる野田首相に対して言いたいのは、あなたの言う責任とはなんなのですか？ということです。

スウェーデンは原発問題に関して、国民にきちんとリスクなどについて学ばせ、原発をやめたら最初のうちは苦労するかもしれませんが、それでもやめることを選びますか？と国民にきちんと問
うたではありませんか。　なぜ、首相の一存で、これだけ多くの人々が原発を望んでいない現状において、無理矢理、原発を推進しようとするのですか？

私は一国民として、真に民主的な決断が成されることを願っています。
真の愛と平和の下に、国民が真に豊かに暮らすことのできる社会を目指していただきたいのです。
国民の望まない政策ばかりを推し進める政府のために税金を納めたくはありません。

国民の声に真摯に耳を傾けてください。
国民の命より、利権を重視しないでください。
このパブリックコメントのことを知らない方は大勢いるはずです。
メディアを通じて、国民にフェアな呼びかけをしてください。

よろしくお願いいたします。

55006 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する意見
原発ゼロシナリオを支持します。
再稼働についても反対。地震の活動期に入っている
国で原発を運転することこそが経済的打撃の根源。

即時であろうと18年後であろうと、「原発ゼロ」が「バラ色の未来」を
約束するものとは、全く考えていません。

経済その他、様々な面でのデメリットは発生するだろうと予想しています。
（この選択肢の提示とともに、ゼロにした場合のシミュレーションデータを
公表して頂きたかったです）

現在の不況に拍車がかかり、倒産・失業率・自殺者・犯罪などが大幅に
増加し、その状況が長期にわたって続くことも充分あり得ると考えています。

しかし、そうした国力の低迷が私自身の生活をも締めつけることになると
しても、やはりこの国で原子力発電を継続するべきではないと考えます。

理由は以下の3点です。
(1)次の巨大地震がいつ起こってもおかしくない状況であるから
(2)原子力発電を制御し、事故発生に的確に対応し切れる人材がいないから
(3)核廃棄物の処理に対する具体策が決まっていないから

(1)については無論のこと、(2)・(3)についても、即時的に現状を変えることは
可能でしょうか？
我が国の原発運用レベルが実は非常に未熟であり、その未熟さの根源が
電力会社の意識の低さにあることは、さきの事故調の最終報告書でも
明らかになっています。

大の大人のそうした意識のあり方を一朝一夕に変えることは実質
不可能であり、またそうした彼らを、エネルギー問題以外にも
重要かつ緊急な課題を山のように抱える政府が漏れなく
監視・指導し得るとは、現実問題としてイメージできません。

よって、豊かで便利な生活を生まれた時から享受してきた世代としては
大変に不本意であるものの、消去法として、全原子力発電所の運転停止
を求めざるを得ないという結論に至りました。

提示された3つのシナリオからどれを選ぶかと問われれば「ゼロシナリオ」
になりますが、何を根拠に18年後を設定されるのか、分かりかねます。
また、「ゼロシナリオ」における＜廃炉＞の扱いについても不透明です。

エネルギー政策に対する意見を厳密に述べるなら、
全ての原子力発電所および関連施設での運転を即時停止し、
廃炉作業に移行することを希望します。

そのうえで、火力など既存エネルギーおよび太陽光など自然エネルギー
の運用・開発について、一般市民が参加できる勉強会や聴取会を開催して
頂くことを併せて希望します。

なにとぞ、ご英断頂けますよう、伏してお願い申し上げます。

55005 個人 自営業 ３０代 男性 電気は足りています。原発を即時０へ。



55008 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロを目指して 福島第一原発の事故もまだ収束していません。
どうして危険な原発にこれからの未来を託せるのか。
再生可能エネルギーに期待します。

55009 個人 自営業 ４０代 女性 原発再稼働に反対です。 安全が確保されないから。

55010 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 代替エネルギーへの設備投資、継続的な節電により
原子力依存を削減（１５％程度まで）することを目指し
てください

代替エネルギーへの設備投資について
　将来的には消費者側で使用エネルギーを選択できるシステムへ。
　既存火力発電所の大幅なメンテナンスもしくは新規発電所が必要になるかと思います。

継続的な節電について
　待機電力ゼロ家電や、過度に電気を使用しない製品の開発を推進してほしい。
　（時代に逆行していると思いますが、ひとつの選択肢として）

原子力発電所の徹底的な安全運用技術と、事故後の廃炉技術を世界に輸出できるよう、
原子力工学を学ぶ若い頭脳を育てる環境整備に期待しています。

以上、拙い知識と文章にて失礼いたしました。

55011 個人 その他 ４０代 女性 2030年には原発ゼロシナリオを希望します。 現在停止している原発も、廃炉にするにはとても時間がかかりますし停止しておくためにも電力はかかります。
即刻原発停止では電力が足りないのはわかっています。いきなり原発ゼロではなく、きちんと検証してまだ他の原発より安全だと対策がはっきりとれる原発を最低限だけ再稼働し、その間に他
の代替え策を講じて経済危機も回避しつつ同時に少しずつ廃炉に持って行くよう希望します。
その為には今電力がどれくらい足りないか、廃炉にしていく為の長期計画等をきちんと国民に説明して下さい。そうでないとただ再稼働するだけでは反感を買うだけです。
廃炉にする為に技術者を育てるのも大切です。今東電で頑張っている人達も30年後まで働く事は出来ません。その事もしっかりアピールして人材を確保して欲しいです。

55012 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 2030年時点の原発比率に関し、原発ゼロシナリオを選択します。理由は福島第一原発事故後、知人が現地へ収束作業をしに行ったためです。

55013 個人 無職 ６０代 男性 多少の困難はあっても２０３０年を待たず早期の原発
ゼロに努力すべきです。日本の国土条件では原発は
危険性が高すぎます。この危険性の除去への取り組
みが、発展にも繋がる最良の選択であると考えます。

２０３０年を待たず、できるだけ早い時期に原発依存をゼロにするよう努力すべきです。
日本の国土条件(地震・火山国である、国土が狭く利用率が高い、他国からの攻撃の標的に恰好etc)からみて原発の存在は危険性が高すぎます。国土無くして国民はなく、したがって国も存在
しえません。２０３０年にゼロの選択肢が提示できるのなら、多少の困難を伴っても前倒しで危険性の除去を急ぐことが最良の選択であると考えます。

現在の電力需要では、課題は絶対量の不足ではなくピークの抑制であり、震災後の混乱期で多少の困難を伴ったものの、対応可能な状況にあることは実証されました。今後の工夫次第で困難
はさらに軽減できるはずです。一時的な経済停滞が発生するとしても、長期的にはその工夫に伴う効果は成長につながり、十二分に補償され得ると考えます。また、経済成長だけでは国民の
幸福につながらないことも明らかになり始めていて、経済第一主義からの脱却も同時に図る機会とすべきです。目標を明示して取り組みへの号令を発することが最良の選択です。取り組みは早
いほど効果が期待できます。

温暖化はCO2削減だけでは防ぎきれなくなります。CO2は温暖化を後押ししているだけで、人類が発生する熱総量の抑制こそが課題です。地球は熱バランスを取るために温暖化せざるを得な
いからです。原発も熱を発生しますから根本的解決ではありえません。超省エネ、超エネルギー効率、低エネルギー消費社会の構築に率先して取り組むことこそ日本の発展につながる道だと
考えます。

55014 個人 自営業 ４０代 男性 原発は即時全廃に。 原子力発電所の即時全廃を求めます。
再処理施設やもんじゅ等も同様です。
原子力の利用は人には不向きです。

55015 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

即刻、原発ゼロを求める。

世界の中でも地震の多い国である日本が、コントロールできないと証明された原子力発電所を使用し続けるべきではない。また、廃棄物の処理方法も明確に提示されておらず、このままでは廃
棄物の処理場所（つまり立ち入り禁止区域）がどんどん増加し日本の「領土」そのものが減少してしまう。

55016 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電廃止に向けてのエネルギー政策の見直し
と
最終的には全原発の廃炉を求めます。

今回の震災で原子力発電の安全性に関して大きな問題があると痛感しました。
地震が大い日本において、原子力発電は危険性をはらんでいるとともに、
将来について不安が残るのが率直な思いです。

現状、私たちのライフスタイルはかなりを電気に依存したかたちに
なっているかとは思いますが、これを機に、ライフスタイルもふくめ、
エネルギー政策を見直してほしいと思います。

原子力発電も使っても使わなくてもリスクのあるものです。
長期的に廃炉にしていけるようにしていただければと思います。
未来に不安を残さないためにも、
今、エネルギーと生活スタイルの見直しが必要だと思います。

国民としてできることはしていきたいと思っています。

55017 個人 家事専
業

４０代 女性 原発比率はゼロシナリオで行くべき。即。福島事故で
明確になった事故のリスク、対策の不充分さ、未だ解
決できない核廃棄物の処理問題等、様々な問題を抱
えるから。核ゴミを子孫に丸投げするような原発はお
かしい。

▼省エネについて
 温暖化対策の目標が不充分になっている原因として、省エネ想定が甘いことがある。
 14ページの表を参照すると、省エネルギーが各シナリオとも2030年時点で概ね2割減（最終エネルギー消費）、1割減（発電量ベース）でしかない。これでは不充分である。東京都で実施された
節電の実績を見ても、震災前の2010年の比較して、10～15％もの節電に成功している。1～2年間でそれだけの節電が可能な地域がある中で、今後18年間で国全体でそれだけしか省エネがで
きないと想定するのはおかしい。

55018 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロ政策を希望します。 ただし、政府から提示されている「原発ゼロシナリオ」を支持するものではありません。
3つのシナリオからの選択が必須なのであれば、「原発ゼロシナリオ」を選択した上で、多くの人から指摘されている問題点を解決するための修正を加え、すみやかに実行されることを希望しま
す。

福島原発の深刻な事故の状況と、日本が地震の活動期に入ったことを考えると、既存原発の危険性を認め、全廃することが、国土と国民を守るための最優先課題だと考えます。

加えて、処理が不可能である危険な核廃棄物をこれ以上、増やさず、また考えうる限りの安全な処理を行うことも、未来の国の安定と繁栄のためには不可欠です。

この緊急で、重大な課題を解決するために

・原発の稼動をただちにとめること。また核廃棄物の再処理政策も破棄し、新たに安全かつ持続可能な核廃棄物の処理方法を検討すること

・エネルギー政策を根本から立て直し、再生可能エネルギーの利用と省エネを軸とすること。

上記2点についてすみやかに政策化されることを、納税者の一人として希望します。

55019 個人 会社員・
公務員

３０代 女性  原発は必要か。エネ環会議で原発比率の話し合いが
進み、最終的に政府が決めるが、今の政府に国民の
原発廃止の叫びが届いているように見えない。福島
のような被害者をもう出してはいけない。即時の原発
ゼロを！

大飯原発の再稼働をめぐり、議論の末、橋下市長（当時知事）は再稼働容認を撤回したが、ふたをあけてみたら、結局のところ、大飯原発を再稼働する必要なはなかったという結論に至ってい
ます。電力は、結果、余力のある状況になった。つまるところ、再稼働はあくまでも原子力村の人々のための再稼働でしかなかったとしか思えません。
  原発をゼロにすることで、原発が不良債権化することは、企業にとっては痛みですが、もうどうしようもないではありませんか。いまここで原発を止める勇気と決断をしなければ、私たち日本人
はあの311の多くの犠牲を出した福島から何を学んだと言えるのでしょうか。政府は比率を15％におさえ、原発の比率を少しでもあげようとしているとしか思えません、産業界の保護の前に国民
の命と健康を守るのが政府の義務であることを、もう一度、野田首相含めて政府や原発に関わる人々は思い起こして頂きたいと思います。

55020 個人 その他 ４０代 女性 「０％シナリオ」を支持します。かつ、さらに省エネを進
め、温暖化対策もしっかり実施していく内容にして欲し
い。

東日本大震災による原発事故は、私たちの生活に大きな影響を今でも及ぼしました（現在進行形で）。現在、０歳の子どもを育てていますが、子どもが食べる離乳食の材料を探しに近所のスー
パーに行くたび、ため息が出そうな毎日を送っています。福島やその近隣で採れた野菜や果物…それらを育てている農家の人たちの想いを考えると本当にたまりません…が、将来子どもの体
に放射性物質の影響が万が一出てしまったらと思うと、親として選ぶことは出来ません。あの事故以来、魚は全くと言っていいほど、福島近辺はもとより東日本で捕れたものは全くといっていい
ほど口にすることも出来なくなりました。セシウムだけでなく、ストロンチウム、その他の物質もどれだけ土壌や海に残っているかと思うと、全てを測定しているわけではありませんし、政府が発表
している数値や規制値だけを信じてということは出来ません。私の周りの多くの母親も同じです。

福島第一原子力発電所の事故はいまだ収束しておらず、東日本大震災以降増え続けている地震のことを考えると、今後日本のどこで再び大きな地震が発生するとも言えず、そうなったときに
日本はどうなるのでしょうか。福島で数多くの方々が味わっている苦しみを、他の地域の人々にも経験させてはならないと思います。放射性廃棄物の処理についても、どうなるのか見通しがたた
ず、将来のこどもたちに大きなつけを残してしまうようで心配です。

原発は必要だという方々は、口々に、「原発が無くなったら、電力が足りなくなるから」と言われますが、本当にそうなのでしょうか。足りなくなるということを証明するデータは公表されておらず、
国民の多くは疑問を持ったままです。私は、去年も今年も、エアコン無しで生活しています。乳幼児がいるので心配でしたが、あせもや水分補給をこまめにしながら、がんばっています。そういう
人はたくさんいます。「電気が足りなくなるから我慢して」と言われれば、いくらでもします。もうこれ以上、放射能におびえて暮らすのはいやです。

55021 個人 その他 ６０代 男性 ２０３０年までに、原子力の比重をゼロとすることを目
標に、自然再生可能エネルギーをフルに活用すべく
早急に思い切って対策を取り、世界的にも最も優れた
技術を創出して、エネルギー産出体系の抜本的転換
を計る。

まず、自然再生可能エネルギーの代表である太陽光の利用は微々たるものである。これから４０億年続くと思われる太陽の恩恵は多いに受けてしかるべきである。聞く所によると宇宙に太陽光
パネルを浮かべて利用しようとする試みもあるという。おおいに夢をもって取り組みたいものである。その他、波動、風力の利用は周囲を海洋に囲まれた我国にはは他にない利点がある。また、
火山国である日本は同様な火山国アイスランドのように地熱の利用も積極的に行うべきである。大規模な施設の建造を理由に立地条件が限られているとする意見があるが、すでに水力発電で
開発試験が行われている小規模な施設の活用をも念頭におけば、普及は急速に進むであろう。一方で、原子力発電については溜まり続けている使用済み核燃料の処置に全くメドがたっていな
い。原子力発電を続れば続くほど使用済み核燃料が増え続け、将来に思いツケを廻す事になる。さらに、現在まで建設した原子力発電所の近くに活断層の存在が認められるケースすらあるの
である。活断層の存在をすべて現在確認できるわけでわないし、そして福島第一原子力発電所のように現在でもいつどこにどのような規模の大地震が起きるかまったく感知できない。従って、
たとえ想定外でも重大な事故にならないようにするには、原子力発電所のような核装置を廃棄して事前に危険を取り除く必要がある。

55022 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電所は再稼働せず、原子力発電所ゼロの
日本を。
自然・再生エネルギーの活用、エネルギーの地産地
消へと、エネルギー政策の転換を求めます。

　放射性物質や放射線のコントロールについては、現在の技術では限界があり、また、将来にわたっても解決できる見込みがあるものでもない。さらに、放射性廃棄物の処分についても、展望
が持てない状況が続いている。原子力発電については、燃料の採掘から最終処分にわたるまで、そのサイクルの各段階で被曝者を生みだし、治療のできない被害を被っている作業員が多数
いることも考えなければならない。今後、再び大地震等ををきっかけとして苛酷事故が起きる可能性がある限り、原子力発電所が安全とはいえない。
　このような状況を考えれば、震災前の時点でも、すでに原子力を基幹電源としたエネルギー選択は、政策として誤っていたと考える。
　「大胆なエネルギー構造改革」「革新的エネルギー・環境戦略」をいうのであれば、原子力発電所の再稼働は断念し、早急に再生可能エネルギーへの転換をすすめるべき。
　太陽光や風力はコストが高いというのは、原子力産業を守るため、これまで政策的に導入する気がなかったからシェアも広がらず、いつまで経ってもコストが下がってこなかったから。エネル
ギー政策の転換で、再生エネルギー分野への投資を強め、研究の発展と大規模導入を実行に移せば、コストは下がっていく。原子力発電は、発電所の廃炉作業とその後の維持管理費などは
コストに考えられておらず、これらを含めた比較をすれば、再生エネのコストが高いなどということは言えないはず。
　これからは、発電所の、消費地と離れた立地や、大規模立地ではなく、小規模水力発電等の活用も含めた、エネルギーの地産地消を実行に移すべきだと考えます。

　提示されているシナリオで強いていうならば、私は「ゼロシナリオ」を選びます。

　しかし、本当は「今すぐに原発ゼロ」を支持します。

　まず、第一に、安全な原発は無いということです。
　福島原発の事故後も未だに「日本の原発は世界最高レベルだから」のようなことをニュースなどで聞きます。ずっと原発を推進してきた人の「無神経」さや「驕り」を感じます。福島事故の究明や
対策もできないまま、津波や活断層の恐れがあるのに原発を動かしてしまう政府や電力業界の体質が変わってない以上、いかに技術が進歩しようとも、安全な稼動はありえないと思います。
　また、世界最高レベルでもこんなに危険なのだから、原発は今すぐ廃炉にすべきです。原発というのは技術的にまだまだ未熟なのだと認識すべきです。自然災害やテロが起こっても大丈夫な
原発、事故を起こしたときに高放射線量下でも速やかに対応できる技術、広範囲にばら撒かれた放射能を数ヶ月で回収して事故前のレベルに戻す除染技術、放射線被爆者を治す医療技術が
確立してないのは明白です。原発は危険で事業化するレベルに無いと認識すべきです。
　福島のような事故は二度と起こしてはいけません。危険なものに人や動植物の命をかけてはいけません。
　

　第二に、原発が無くても電気は足りています。
　昨年、今年の現状から分かるように、原発が無くても電気は足りています。国民は必死に努力しています。震災の後、政府が原発に拘らずに対応していたならば、今年の夏はもっと楽に過ご
せたのではないでしょうか。足りないのは変えようという政策立案者と実施者の意思なのです。
　また原発をやらなくても、日本の技術力が世界のエネルギー不足を解決し、日本にとってビジネスチャンスになると思います。日本の技術力はそれくらいすごいのです。元々日本の製品は省
電力でしたが、家電エコポイントの時期にさらに省電力が進みました。私はもともと節電に取り組んでいましたが、昨年、思い切ってテレビと冷蔵庫と扇風機の買い替えをして約40%の節電を実
現しました。そして今まだ機器の省エネ化は進んでいます。自然エネルギー技術で現在のエネルギーの構成を変え、省エネ技術で生活レベルを下げずに使用電力量を抑えられれば、日本だけ
でなく世界に貢献すると思います。

　第三に、原発の発電コストは安くありません。
　電力会社が正確な数字を提供しなかったり、間違ったり・不公平な条件で計算がされたりで、原発が安いような情報が流れていますが、正しくありません。原発事業には私たちの税金が国を
経由して投入されています。これも発電コストです。また、福島事故で分かるように、原発の安全対策に適切な投資が行われてないから安いのです。また、なかなか東電が損害賠償に積極的で
なかったり、国が法律違反をして安全基準を高めに設定したので賠償費用が低く抑えられていますが、本来、保険や賠償費用はもっと必要なはずです。核のゴミの処理費用はこれから何千も
の世代もが負担しなければなりません。先日、テレビで城南信用金庫の理事長が「メガバンクは原発に投資しない、民間でできない」という趣旨のお話をされていて、尤もだと思います。

　そのほか、電力業界・政府・マスコミなどから正しい情報が提供されず、誰も責任を取らず、誠実な対応がされないことにとても不安を感じます。このエネルギー政策や原子力政策の決定に原
子力ムラの人は入れないでください。それができないならば原発稼動などありえないことです。現在の原子力規制委員会の人事案などもってのほかです。

　最後に、二度と福島原発のような悲惨な事故を起こさないために、未来を担う子どもたちのために、今すぐ原発をゼロにするよう希望します。

55007 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ３つのシナリオから選ぶのであれば「ゼロシナリオ」を
選ぶ。本来は「今すぐに原発ゼロ」にするべき。
安全な原発はありません。電気は足りています。原発
は安くありません。未来のためにもっと誠実な対応を。



55023 個人 自営業 ３０代 男性 後始末出来ない事をなんでやる？ 後始末出来ない。
体にも悪い。
ほかのエネルギーを突き詰めたほうが、未來がある。

そこまでわかっていて、なんでやる？

55024 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 2030年時点の原発比率に関し、原発ゼロシナリオを選択します。理由は福島第一原発事故後、知人が現地へ収束作業をしに行ったためです。

55025 個人 自営業 ４０代 女性 基本的なところで、現在のこの国の状態を一度、ゆっ
くりかんがえなければいけないのではないかと思いま
す。

エネルギーの問題にしても、表面的なことだけにとらわれず、持続可能な方法を多角的視点から考える必要があるのではないかと思います。

とにかく、戦後この国が向かっていた方向が本当に正しいのか考え直さなくてはなりません。
そういったことも踏まえ、多くの国民の意見を聞いてほしいと思います。

55026 個人 学生 ３０代 女性 全ての原発を即停止し、即廃炉にしなければなりませ
ん。永久に。そうしなければ、日本は近いうちに滅ぶと
思います。そして、世界中を被曝（内部被曝）させ、汚
染します。そんな末路の為に政治をされているのです
か？

原子力研究者の小出裕章氏は、以前より、原発は非効率で無駄の多いエネルギーだとおっしゃっています。それにもかかわらず、原発が抱える危険、ましてや、地震国（しかも活動期にある）の
日本で原発を持つのは、自殺行為です。小出裕章氏は、火力発電の有効性を訴えていらっしゃいます。洋上風力発電（大規模発電）と太陽光（民生向け小口発電）も有効でしょうし、水力発電、
海洋発電、などそれぞれに良し悪しがあるようですが、原発の危険に比べれば小さなものです。原発を維持することに時間と労力とお金を使うのは、即やめてください。
原子力は、人間の細胞を壊すものです。自然を破壊し、人間を破壊するものです。
ヒロシマナガサキの原爆、ビキニ水爆実験での被曝、原発労働者の被曝、そして、福島第一原発事故による被曝と今後も続く内部被曝、本当に日本は、世界を汚染しながら、自滅して行きま
す、このままでは。

全原発即停止、即廃炉。これしかありません。

55027 個人 家事専
業

３０代 女性 原発は0に！
もんじゅは廃炉に

福島の事故のように事故を起こすと周囲の人々に多大な影響を与える、使用済燃料の処理方法がない、作業員の健康を犠牲にしているという点で、原発には反対です

55028 個人 家事専
業

６０代 女性 「ゼロシナリオ」を選択します。
ただし、2030年までと悠長なことではなく、　即時に原
発をゼロにすることを強く希望します。

低線量放射能の人体への影響が未解明,
危険
いや！

55029 個人 法人等 ５０代 男性 原子力に代わる安定で安価なエネルギーの見通しが
つくまでは、震災前の原子力発電比率を維持するべ
きである。そのために、安全対策を着実にやるべきで
ある。2030年の比率を先に決めるのは順序が逆で愚
策である。

 日本が原子力利用をしている理由は、エネルギー保障に不安があれば日本の産業も経済も国力もそして国民も沈没するからである。従って、将来にわたり、エネルギー確保がより確実にでき
る方法を、その時点の社会情勢や国民意識、エネルギー受給などを勘案しつつ、柔軟に選択するべきである。
 なぜ、2030年なのか、なぜ、選択肢に示された比率なのかの根拠を示し、その合理性についての国民的議論をしない限り、宝くじに国の将来をかけるようなものである。
  今は、事業者も規制機関も専門家も、原子力の安全性に対して真剣に取り組み、安全対策がしっかりなされている。この状況を将来にわたり維持できる制度や仕組みを工夫して、継続的に安
全を守りつつ、当面は原子力発電比率を4分の1から3分の1に維持するべきである。
 なお、安全性の確保については、それができたのかという問いは愚問である。なぜなら、安全確保にゴールはないからである。原子力の恩恵を享受するという意思決定が先ず必要である。原
子力の利用することに正当性と合理性があるとき、原子力発電所の安全評価を終えたものから再稼働し、継続的に安全向上を実践する。このような戦略が最も国益に合致する。

55030 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030 年における原発のエネルギ- 占有率は、(1)０％ 原発は地球の生命にとって、制御できないものである。廃炉にして更地に戻すのにも３０年以上かかり、放射能の管理はさらに１０万年ほど必要である。軽々に誰かが責任をとれるものではな
い。日本はこれまでに培ってきた技術をもとに、原発０の政策を世界に宣言し、持続可能な社会を形成するリード役を担ってもらいたい。

55031 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を希望します。 福島県をはじめ、東日本の被災地の多くが経験した災難を今後完全に防ぐことができる保証はどこにもありません。原子力発電を続けることは、そのリスクを将来絶えず背負い続けることを意
味するわけで、今回の震災で得た教訓を学ぶべきです。火力発電への負担とコスト高は短期的に増すでしょうが、それは安全へのコストとして国民が負担することで、長期的に水力・地熱・太陽
光などによる発電の活用や効率化を少しずつ進めていけば、原子力発電の利用を必要としなくなります。CO2削減目標についても前述と同様、短期的には火力発電によるCO2排出が増加しま
すが、水力・地熱・太陽光などの発電活用をより広域かつ効率的に行ってCO2削減を増やしていくよう検討を進めていく必要があります。原子力を増やすことはもってのほか、「15％」の数字をい
うくらいならゼロを目指すべきです。

福島県の浜通り地域に住んでいた人々が避難を余儀なくされたことを、政府や政治はどのように受け止めているのでしょうか。地域住民には全く落ち度がなく、電力会社の発生させた事故で彼
らの生活が一変してしまったことを、国は大変重く受け止めるべきです。原子力発電を続けた場合、今後同じような被害が起きないという保証はどこにもありません。活断層対策も十分ではない
なか、原子力発電からの電力供給を続けることは、失敗から何も学んでないと言っているようなものです。

原子力発電を廃止するとなると、経団連や電力会社から強い抵抗があると思いますが、政府として国民の安全と生活を守ることを第一の義務として、原子力発電を廃止していくよう進めるべき
です。憲法25条で書かれているような権利の保護を、国は福島からの避難者に対して十分行えているのでしょうか。そして、今後新たに原発で事故が発生した際に生じる被災や避難で憲法の
条文が脅かされる危険性を、十分考慮しなくてはなりません。

「第二十五条 　すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。
○２ 　国は、すべての生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆衛生の向上及び増進に努めなければならない。 」
（出典：　電子政府ポータルサイト、法令検索
http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S21/S21KE000.html）

福島の被害や強制避難を実際に体験した今、これ以上原子力発電を存続することに固執する必要はありません。今こそ、日本のエネルギー供給構造を中長期視点から変革していくべきです。
以上の理由から、私は原子力発電の利用ゼロを将来シナリオとして強く希望します。

55032 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 一日もはやく原子力発電所の稼働停止と廃炉を願い
ます。

日本は活断層がそこら中に走っています。
そして、3/11の大震災で津波の恐ろしさを実感しました。
日本の原子力発電所はほとんどが海岸沿いにたてられています。
福島の原子力発電所が地震と津波に「耐えた」と言う意見もありますが、
未だ使用済みも含めて燃料棒の取り出しさえままならず、
立ちいることが出来ないような高い放射線量のエリアができてしまった状況が
本当に「耐えた」と言える状況だとはとてもおもえません。

被ばくによる身体への影響は、よくわかっていない、
というのが本当のところだとおもいます。
だからこそ、軽く見ないで欲しいのです。

ウランやプルトニウムの毒性が無害になるまでに、途方もない時間がかかるのです。そんな荷物をこれ以上背負い込みたくないのです。

一刻もはやく、すべての原子力発電所や再処理工場を廃炉にしてほしいです。

55033 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発をなるべく早くゼロにしてください。
高速増殖炉もんじゅを速やかに廃炉にしてください。

原発の危険性は、福島の事故が起こる前からわかっていることです。
地熱、風力、太陽光など、代替エネルギーがあるのだから、原発にこだわる必要はないと思います。

55034 個人 学生 １０代以
下

男性 原発ゼロシナリオを選びます。しかし、2030年ではな
く、今すぐにでも原発ゼロでお願いします。

原発は、放射性物質が降って、住む場所や食べられるものが減ってしまう。また病気などになりやすくなる。だから、原発は今すぐなくしてほしい。原発はなくても、電気は足りている。

55035 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「温暖化防止・省エネ」と
なる「即刻、原発0」を主張
政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽力
すべき

火力発電燃料による温暖化および資源の枯渇を促進しないよう、再生可能エネルギーにもとづく国の電力計画・省エネ生活の促進のために、政府は尽力すべきである。

その目的を果たすために、「弱者を除く」わたくしたち国民の能力・体力を活用してほしい。

放射能に対する恐れから解き放つことがこの国を復興へと導き、エネルギーの転換があらたな経済発展を生む。

わたくしたちが豊かな生活を日々送ることができるのは、電力の恩恵を存分に受けていることにほかならない。原子力発電技術の発明とそれを支えてきた技術者の方々が、わたくしたちの歴史
の一過程にとても大きな利便性をあたえてきたことに敬意を表するとともに、わたくしたち人間の力では管理しきれない存在を取り扱ってきたという人類最大級ともいえるこのたびの失敗が後世
まで忘れられないようにしてほしい。

55036 個人 会社員・
公務員

３０代 女性  原発は必要か。エネ環会議で原発比率の話し合いが
進み、最終的に政府が決めるが、今の政府に国民の
原発廃止の叫びが届いているように見えない。福島
のような被害者をもう出してはいけない。即時の原発
ゼロを！

大飯原発の再稼働をめぐり、議論の末、橋下市長（当時知事）は再稼働容認を撤回したが、ふたをあけてみたら、結局のところ、大飯原発を再稼働する必要なはなかったという結論に至ってい
ます。電力は、結果、余力のある状況になった。つまるところ、再稼働はあくまでも原子力村の人々のための再稼働でしかなかったとしか思えません。
  原発をゼロにすることで、原発が不良債権化することは、企業にとっては痛みですが、もうどうしようもないではありませんか。いまここで原発を止める勇気と決断をしなければ、私たち日本人
はあの311の多くの犠牲を出した福島から何を学んだと言えるのでしょうか。政府は比率を15％におさえ、原発の比率を少しでもあげようとしているとしか思えません、産業界の保護の前に国民
の命と健康を守るのが政府の義務であることを、もう一度、野田首相含めて政府や原発に関わる人々は思い起こして頂きたいと思います。

55037 個人 自営業 ５０代 男性 ・原発比率は０％に速やかにすべきである。
・実験用と含めすべての原子炉を即刻廃炉にすると
決定すべきである。
・核燃料サイクルからは速やかに撤退すべきである。

・国のエネルギーとして核を使う必要性はまったくないし、今回の事故でその弊害が露呈した。もはや核・原子力を継続することは福島をはじめ国民を苦しめ、民衆の巨大な不満が増大し国家と
しての信頼を失うだけである。
国民に大きな嘘をついてきたことを官僚は充分に反省した上で、政府は国民に反乱を起こされる前に速やかに原子力政策を改めるべきである。
・原子力の代替エネルギーは短期中期は天然ガス、長期的には再生エネルギーで充分可能である。すでにそのための技術開発は世界中で進んでいるし、日本が遅れをとってはならない。エネ
ルギーシフトはビジネスチャンスであり経済も活性化させる。
・コストも天然ガスなどは現時点で実際に安い。しかも世界中にあるので石油のように安保上で湾岸に依存することもない。再生エネルギーも10年後には大幅に下がることは明白である。常に
先を読んで考えるべきである。
一方、原発は長期的に見れば非常にコストが高くつくのは大島氏などの研究にもあるように明白である。うその数値を積み上げた経産省の担当者はクビにすべきである。
目先の利益しか追えない経団連の米倉などの一部の無能な経営者の言うことはまったく論外である。かれらは自分たちの経営センスのなさを転嫁させているだけである。
・原子力規制委員会の人事は一から見直して国民投票に付すべし。

55038 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 「原発ゼロシナリオ」　１００％代替エネルギーにすべ
きです。

「原発ゼロシナリオ」
福島の原発事故は他のどんな事故よりも取り返しのつかない事故です。
被災地の人々はもちろんのこと、日本国中の人々に目に見えない無限の不安を与えています。日本国のみならず世界中にその影響が及んで行きます。その不安に終止符が永久に打てませ
ん。そんな危険を孕んでいる原発をどんな理由があろうと許す訳にはいきません。

55039 個人 学生 ３０代 女性 原発ゼロ。完全廃炉。 原発は100％安全できないことが明らかになったから、原発ゼロ、完全廃炉は当たり前。

55040 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は必要。原発による電気のおかげで多くの命が
救われている。

原子力発電を停止し、節電を呼び掛けたことにより、この夏、多くの方々が熱中症にて亡くなられました。因果関係は証明できないかもしれませんが、節電のためエアコン等を控えたため亡くな
られた方も多数おられるはずです。
「たかが電気のために命を危険に晒してはいけない。」と発言された有名人もおられますが、原発による電気のおかげでどれだけ多くの方の命が救われているか、考えられたことがあるのでしょ
うか？
医療の現場に勤める者として、いかに電気が多くの命を救っているかを目の当たりにしています。日本の原発は、皮肉なことにこの大震災によって、世界から安全性の高さが認められ（あの地
震でも壊れなかった。津波による電源喪失が原因）、受注が増えていると聞きました。原発廃止ではなく、リスクマネジメントが大事なのではないでしょうか？日本の経済回復にも悪影響を与える
と考えます。本当に原発に代わるものが出来上がるまでは原発は維持すべきと考えます。

55041 個人 自営業 ３０代 女性 原発のいらない。原発はできる限り早くゼロにする。
完全廃炉。原発依存は0％選択。

レベル7という原発事故がおこり、いまなお収束していない状況で原発に依存する事は正気の沙汰ではない！！

55042 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 早期の原発0のエネルギー政策をお願いします。 昨年、福島第一原子力発電所事故が発生し、大人数の方々が故郷を失うこととなりました。
本来、安定した電気供給によって人々の生活を豊かにするはずのエネルギー政策は結果として人々の生活を大きく変えてしまいました。

早期に期限をつけて原子力発電所を廃炉して、再生可能エネルギーで人々の生活を豊かにできるよう、道筋をたてるべきです。

よろしくお願いします。

55043 個人 無職 ６０代 女性 原発比率ゼロを目指す政府と国民が力を合わせて、
５０年後１００年後の日本を平和で心豊かな幸せの国
にしましょう

　放射性廃棄物が人類を含む生物界に与える悪影響は否定できない。そして放射性廃棄物の処理に要する途方もない時間を考えたとき、今すぐ原発を止めることが人類として正しい選択だと
考える。
　すでに我々世代では全く処理しきれない放射性廃棄物と核燃料が存在する事実を、私たちはしっかりと意識して今回のエネルギー問題を考えなければならない。後世に恐ろしい遺産を残すこ
とがわかっていて、今のままのエネルギー消費を続けることはできない。私たち日本人は国土に見合った省エネルギー、少人口、小規模国を目指すことが必要だと考える。
　簡単ではなく５０年、１００年とかかることだとは思うが、日本人として日本を愛し、自分の家族を愛し、皆の幸せを願う国民と政府が力を合わせれば必ず実行できると信じている。
　５０年後１００年後の日本を平和で心豊かな幸せの国にするための第一歩を、今こそ踏み出す時です。あなたも私も、日本人一人ひとりが覚悟をするときですね。

55044 個人 法人等 ６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で直ちに稼働０％を求めます 多くの批判も出ているように、現在までに提案されている管理チェック体制では原発再稼働後の確実な安全を保証できるものではないと思います。しっかりと国民を納得させる工程表、体制作り
が整うまでは稼働０％とするのが合理的な判断だと思います。また、現在の物事の進行は政治的にもデモクラシーの根幹に大きく反するものと考えます。



55045 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロシナリオ支持。即時０％を希望します。 千葉県の中学三年生です。

原発の比率は即時０％にするべきです。
現に福島の原発事故でたくさんの人が被害に遭いものすごく大変な思いをしていて、全国に放射性物質が拡散し、海へも汚染物が流出している。他にも農作物や観光地など広い範囲に風評被
害が及び、小さい子供の居る家庭は内部被ばくを心配している。
避難者の中には家庭を引き裂かれたという方も居ると聞きます。震災復興では「絆」「希望」という言葉を多く聞きますが、そういった方々の家族の絆は一体何処へ消えてしまったのでしょう。
こんな大変な事故を起こして原発再稼働なんて絶対にありえないです。
毎週金曜日のデモでは何万人もの方々が「原発再稼働反対」を叫んでいます。
こんな猛反対の嵐の中で再稼働し、地下に謎の亀裂が走る大飯原発の安全性は、本当に確保されているのでしょうか？
地震大国日本です。全国民が心得ている事でしょうが、いつ大きな地震が起きてもおかしくないのです。

見たくないことにはなかなか目を向けず、メリットばかり見ていては何の進歩もありません。それどころか未来の私たちから激しい非難が浴びせられるかもしれません。

64年前、広島や長崎に原子爆弾が落とされ、日本人は何十年も前から放射能の怖さを知っているはずなのです。私も小学生のころ原子爆弾に関する衝撃的な資料を目にし、その恐ろしさを知
りました。

2011年3月11日、身をもって感じた大きな揺れや、津波被害を伝える様々な情報で不安な中、更に原発事故が起きたあの恐怖と不安はいつまでも忘れません。

55046 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギー政策として、原発ゼロを目標に脱原発を推
進する事、代替えエネルギーとして、自然、再生可能
エネルギー導入の推進を切望します。また、省エネ施
策と併せて、計画、推進して頂きたくお願いします。

東日本大震災による、福島原発の事故により原発の危険性をハッキリと認識しました。事故発生時の被害リスクがあまりにも大きすぎます。
特に、日本のような地震が多い国には、原発はどう考えても不適です。
さらに、放射性廃棄物を安全に処理、管理管理できる見通しも無く、将来に不安を残しています。
得られるメリットに対してリスクが大きすぎ到底受け入れられません。
日本にとってまず必要な基本条件は、まず国民が安全に健康に生活できる環境です。
この基本を無視したところに各施策が構築されることはありえません。これを守ることは後世に対する我々の義務だと思います。
エネルギー政策を見直し、原発ゼロ、代替えエネルギーの推進をお願いします。代替えエネルギーの推進により、日本がこの方面の技術で世界をリード出来れば日本の強みとなります。
震災は悲劇を生みましたが、この教訓を今後に活かす事が今一番重要な事です。後世に、日本の政府、国民はあの時に素晴らしい判断、決断をした、と残したく、よろしくお願い致します。

55047 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロ。もんじゅは廃炉。 二度と福島を増やさないため。

55048 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電所と自然エネルギーについて 原子力発電所そもそも、夏以外の季節では必要ないですね
7月現在までに稼働している原発は、1つも無かったはずです。

特にどこかで困っているのだろうか？あれ？なくっても平気なんじゃないか？

以前調べた資料に「 日本エネルギー経済研究所」って所から（もちろん通産省の天下り先ですよね）「原子力発電の再稼動の有無に関する 2012 年度までの電力需給分析」って言うやたら長い
名前の報告書を読んでみましたが、呆れかえる内容でした。

「夏季最大電力」は、6000万kWを想定しているらしいが15％の節電が前提条件らしい。

で文書の最後に「以上の課題を踏まえつつ、エネルギーベストミックスの観点から、省エネ・再生可能エネルギー促進を図りながら、安全性の確保を最重点課題とした上で、原子力発電の再稼
働問題を真摯に検討することがわが国にとって喫緊の課題となる。」？？？・・結局「原発の再稼働を要請する」って事でしょ。

ってか、「安全性の確保を最重点課題とした上で」なんて書いてあるけど、安全じゃないってみんな知ってるのに、ホントしつっこいな。小学生以下だな！！

節電すればホントに平気なのかチョット東電の「月別最大電力実績一覧」って奴を見てみた。
東電もやっぱり「足らない系」で見てほしいらしく12月～４月までの「電力供給量と電力使用量」って奴で

最高電力供給量が5,330万kWで93％だったりかと思えば3,900万kWで93％だったりで、％ってなんだよ！！供給量（分母）が違うのに90％以上でしたって言っても説得力ねーし「何時もこれだ
け％も使ってます！」って意図的に％の数字上げたいだけだろ。これって子供だましみたいでムカつきます！

まあ、原発に関しては反対はしねーけど賛成もしません。
で、結局、夏場は足りるんであれば今まで何で原発を使っていたかって事のが気になる。
無くても足りるのであれば何故作ったのか、そのへんの回答をして欲しい
模範回答の「安定供給の為」は無しですよ。

55049 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は出来る限り早くゼロにしてください 　電力は、原発がなくてもとりあえずは足りています。関西電力の大飯原発の再稼働の後の火力発電所停止と、現状を見れは明白と思われる。
　福島の原発事故を受けて、原発を動かすのは無理だと思われる。いったん事故が起きればこれは、人類のみならず、地球環境を広範囲・長期間にわたり放射性物質で汚染されることは明々
白々である。
　したがって、原発は全部廃炉にし、現在稼働中、稼働予定のものは速やかに停止されるべきである。
　原発は永久にいらない。それから、今まで発生した核のゴミというものをどうやるのかが喫緊の課題である。
　代替エネルギーとしては、天然ガス、地熱、小水力など安定的に取り出せるものを優先させれば良いと思います。

55050 個人 その他 ５０代 男性 ２０３０年までに原子力発電ゼロを目指すべきだと考
えます。

3.11から2030年まで19年あります。
敗戦から東京オリンピックと同じだけの時間です。これだけの時間があれば新しい産業　エネルギーへの転換が不可能なことではないと思います。
　
　これまで太陽光発電や小規模水力、風力発電といった再生可能エネルギーの普及が進まなかった大きな理由の1つは送電の制約や各省庁間にまたがった許認可の壁による物が大きいと考
えています。
この点については制度や法律の問題なので政府が真剣に取り組めばすぐにでも解決できることがほとんどではないでしょうか。
もちろん発電効率や安定性などの問題もありますが技術立国を言う政府が　19年もの時間があって解決できないとしたら恥ずべきことです。

電力会社、政治、官僚が国民の信頼を失った状態で今後新しい原発の建設など受け入れる自治体があるでしょうか。
今回の事故は事故そのものも問題でしたが　事故後政府や電力会社の対応のひどさによる物が大きく　今も不信感は増し続けていると見るべきだと考えます。信頼の回復は容易ではなく　ま
た、時間もかかるでしょう。
比較的安全性の高い原発をしばらくは動かしたとしても2030年には耐用年数を超えた原発ばかりなつてします。
原発依存の選択肢を選び　他のエネルギー開発に全力を注がないと20年後に深刻な電力不足に陥りかねないのではないでしょうか。

他の選択肢は選ぶべきでは無いと考えます。

55051 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電は、人間が投じるコストの総和が、発電に
よって得られる利益の総和より大きい。人間の富を減
らす装置である。核燃料サイクルはさらに富を減ら
す。速やかに撤退すべきである。。

　原子力発電には、他の発電方法に比べて多くのコストがかかる。表面にあらわれるコスト以外に次のようなコストがある。（１）原子力発電所設置のために費やされるコスト。交付金だけでなく、
住民や地方自治体を説得するために、政府の役人が費やす膨大な時間も大きなコストである。さらに、原発は価値があるという偽情報を『教育』するためのコストもある。原子力のためだけに保
安院などを設置して税金を使うだけでも相当なコストである。また、技術開発費も相当なコストになる（２）危険に対して払うコスト。事故は、原発だけでなく、燃料加工や運搬の過程でも起こりう
る。そしていったん起きたとき、ばらまかれる膨大な放射線による健康被害は、目に見える形では把握できないが、長年にわたり、見えない形で地域住民をむしばむ。それは、地域住民の不幸
というコストであると同時に、医療費や、防災訓練費や、放射能測定のための費用や、地域住民の不安というコストとして膨大なものになる。これは他の発電法にはないコストであり、積算は難
しいが、膨大なものである。（３）バックエンドのコスト。核燃料サイクルを前提に、これまで使用済み燃料の処理費用を考えてこなかった。しかし、再処理、そして、高速増殖炉という核燃サイクル
は、その回転のために投入されるエネルギーを考えると、むしろマイナスであることは、これまでの原発以上である。せめて直接処分にするしかないが、それにしてもその処分には、直接的なな
コストだけではなく、難航必至の最終処分地を決めるコスト、そのための交付金、健康被害、住民の不安と、放射性物質を取り扱うために必要な多くのコストがかかってくる。これらのコストを払う
のは未来世代であり、いわば、現在は未来に大きな借金を背負っているために、原発が可能なのである。（４）議論のためのコスト。パブリックコメントを含め、原発のために多くの議論と対立を
生み出している。これは、原発が、トータルでは人間社会に利益をもたらさないにもかかわらず、一部の人を犠牲にして、一部の人が利益を得るシステムとして成立しているからである。いわば
内戦を引き起こしているために、争いごとが絶えないのである。これも大きなコストである。
　これらのコストを総合すると、人間たちは、原発に投じたエネルギーよりも少ない電力しか得られていない。いわば、自転車の発電機を必死で回してかいた汗をその電気で作ったクーラーで冷
やしているようなものである。それくらいなら、風のある日陰でゆっくりしていた方がどんなにましかしれない。原発を最も安い方法でなくしていくことを考えるべきである。
　代わりのエネルギーをどうするのか、という話がよくでるが、実は原発を維持していくために相当のエネルギーを使っているので、なくせば、むしろエネルギーにとってプラスになると思われる。
　また、核燃サイクルは、原発以上に効率が悪いのは明らかである。なぜなら、より放射能が強く、より危険なものを扱い、さらに高度な再処理が必要だからである。これまでの経緯を見れば、
事故の確率もよりいっそう高い。４０年もやってほんの少しも進歩していない。直ちに諦めるべきである。
　原発は科学だと思われている。しかし、それはむしろ社会問題である。この場合、科学的知見を持つ専門家は、それを飯の種にしているために、コストを支払う人のことを意識の外に追いやっ
て平気だし、そういう人ばかりが出世するシステムができあがっている。したがって、この問題は、専門家に任しておいてはいけない。むしろ彼らは自分に都合のいい数字だけ並べているのでは
と疑ってよい。すべての人が、自分の頭で考える必要がある。
　

55052 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は０にし将来の原発事故によるリスクを０にす
る。代替エネルギーとして自然エネルギーを利用す
る。

原発は０にし将来の原発事故によるリスクを０にする。代替エネルギーとして自然エネルギーを利用する。

55053 個人 自営業 ４０代 女性 (1)ゼロシナリオを支持します。しかし、このシナリオを
実現するための行程として2030年を想定するのでは
遅すぎると思います。即ゼロにするシナリオをぜひ検
討してください。

　私は東京都町田市に住む、3歳の男児の母親です。大学非常勤講師として、20歳前後の若者とも多く接している生活をしております。自分の息子も含め、若い世代の将来に関して不安でなり
ません。
　福島の原発事故が起きて以来、外気や地面にある放射能（放射線）という、見えない、でも確実にそこにある不気味な物質の存在を常に意識し、不安を抱えながら生活する日々へと、生活は
一変してしまいました。第一原発から250キロも離れたここ町田市でも、ところどころ、放射線の線量が高い所が発見された、ということを知らされる機会があるたび、また、3歳の息子がひんぱん
に鼻血を出すようになったという現実を見るたび、自分の身の回りにある放射線という存在に、無神経、無感覚であってはならないと、肝に銘じております。福島から遠く離れたこの町田市でさえ
私たちの感じる恐怖はこのようなものなのですから、もっと線量の高い地域に暮らさざるを得ない人たちの不安と恐怖はさぞかし大きいものだろうと想像します。
　このような現実を見れば、そして、地震が頻発するという、この日本の国土が抱えた宿命を鑑みれば、原発ゼロ以外の選択肢を選べるはずはないと思います。どうして、福島の事故後、すぐ
に、原発ゼロを目指すという方針を政府が打ち出せたドイツのように、日本はなれないでいるのでしょうか。私には不思議でなりません。
　今、世界中が日本を注視しているはずです。福島から放出された放射線が今後の日本人にどのような影響を与えていくのだろうかと。誰も口には出さないでしょうが、日本人全体がモルモット
になっているようなものです。このまま日本が原発維持政策を続け、近い将来必ず起きるであろう次の巨大地震により、また、同じような原発事故を起こしたとしたら、どうなるでしょう。日本人は
自然災害によって、そして、失われた2万人余りもの尊い命によって受けた警告を教訓とせず、また同じ過ちを犯した愚かな国民として、世界中から笑い物になることでしょう。笑い物になるだけ
ならまだしものこと、日本国全体が、人間の住めない国土と化すでしょう。そのようなことを事前に推測し、そうならないよう賢くふるまう力が、日本人にはあるはずです。そして日本全体をそのよ
うに引っ張って行くのが政府の役割であろうし、そうできる能力が現内閣にもきっとあるはず、そう期待したいと思っています。

　脱原発の実現を急いでください。

55054 個人 その他 ４０代 女性 将来的エネルギー比率については原子力比率０％、
核燃料サイクルについては直接処分、高速増殖炉に
ついては開発中止を支持します。

市場経済原理に従った原子力エネルギーから代替エネルギーへのシフトは可能だから。リスクマネージメントなき再稼働が近将来的には日本のマーケットとしての価値低下を招いているから。

55055 個人 家事専
業

３０代 女性 原発はすべて廃炉にしてください。
今すぐ実行してください。

原発ゼロシナリオを支持します。
常陽、もんじゅも廃炉にしてください。

あと何年、ということではなく、いまからすべて廃炉へと動いてください。
子供の世代に押し付けないでください。

55056 個人 無職 ８０代以
上

男性 １．「２０～２５シナリオ」の選択。
２．専門家の活用。
３．原発の再稼働には、最新の知見に基ずく安全審査
と情報公開。
４．再生可能エネルギーの開発促進。
５、福島第一の事故の経験を世界的活用。

１．「２０～２５シナリオ」を選択すべきである。
理由　(1)　経済やの発展のためには、安定した電気エネルギーの供給が必要である。技術の進歩・普及、コストの面で再生可能エネルギーによる代替えは難しい。エネルギーの制約で国力を
弱めてはならない。
理由　(2)　温室効果ガス排出量の削減も大きな課題で、経済成長を維持しながら、国際公約を達成するには、原子力は欠かせない。
理由　(3)　化石燃料への依存度が高いと、国の安全保障上の弱点となる。
２．国としての方針決定には、専門家を十分に活用すべきである。
理由　(1)　現在の意見聴取は、民主的な方法とされているが、「声なき声」がどれだけ反映されるのかは分からない。声高に出てくる意見のみに引きずられるのは良いことと思わない。
理由　(2)　自分も含めて、普通この種の問題はバランスのとれた検討を行うのは難しい。専門家の知恵を集約して論議すべきである。
理由　(3)　その場合、専門家の会議はいわゆる「村」を作らせないように、完全な情報開示を行うことが前提となる。また、直接論議に加わっておらず、疎外されていると感じている専門家の見
解も、比較対比できるような開示の方法を工夫すべきである。結論を急ぐ必要はない。
３、原発の再稼働、４．再生可能エネルギーの開発　自明なので理由は省略
５、福島第一の事故の経験の国際的活用
理由　(1)　日本が原発をとめても世界中には多数の原発が存在し続ける。ここで凹まず事故の経験を活かし世界をリードすべきである。
理由　(2)　原発を持つのは、そのための技術力を確保するのに必要である。



55058 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 ２０～２５シナリオに賛成します。
自然エネルギーはまだ不安定で研究開発を進めつつ
も、まだメインとしていくには時期尚早だと思います。

地球温暖化、外国からエネルギーを輸入しなければいけないこと、使用済み燃料を処理しなければいけないこと、既存の原子力発電設備の維持もしくは更新・解体に必要な技術、安定した電源
などを考えた場合、原子力を維持、更新していくべきだと思います。
日本は海に囲まれており、小さな国土で、欧米のように電力を融通できる相手もなく、天気まかせな自然エネルギーには向いてないと思います。
自然エネルギーを推進しつつも、原子力の研究開発、安全性の向上に力を入れていくべきだと思います。

55059 個人 家事専
業

４０代 女性 既存原発の安全強化には限界があり、即時廃炉を求
めます。◆CO2回収型の火力発電所新設など、政府
に取り組んで頂きたい四項目。◆特に、国民の分断
（原発立地地域⇔他の地域）には、大変心を痛めてお
ります。

3.11以降、活動期に入ったと言われる地殻変動や多発する自然災害。廃炉にかかる経費。万が一事故があった場合の賠償金など。
これら全ての安全性を備え、コストを見込んだ原子力発電所を維持する事は、事業の採算性という面だけ見ても非現実的です。特に、緩い基準／検査で建設され、経年劣化した発電所の安全
基準をアップグレードするのは限界があります。例えば、原子炉に繋がる何百もの配管全てに耐震性を持たせるよう新設することは、果たして可能でしょうか？

多くの国民が、全原発の即時廃止を求めるのは、感情的になっているからではありません。災害の起こる確率や安全強化の非現実性を踏まえての冷静な結論なのです。
一方で、政府は差し迫る危機を正しく理解できているようには見受けられません。中長期ビジョンは大事ですが、次の100年地震が起こらないかのような前提で検討する事に意味はありません。

今後、早急に取り組んで頂きたいこと：
１．CO2回収型の火力発電所の新設。
２．原子力偏重による遅れを取り返すべく、再生エネルギーの開発に予算を集中させる。
３．最終処分場の決定まで含めた、廃炉事業を審議し、国民に政府の方針を明らかにする。
４．原発誘致しなければ、生計が成り立たないような貧困地域を幾つも作り出してきた、地域格差・社会構造の抜本的改革。

原発建設とそれに続く、土木・建設事業には持続的な効果がなく、立地地域を一層疲弊させます。それどころか、 立地地域とそれ以外の国民の間に、深刻な分断を引き起こします。
政府は、他地域からの福島・相双地域難民に対する、差別的な発言を確認されていますでしょうか？　支援活動を主催する身としては、大変心が痛む現状です。原発事故による恐怖やストレス
によって、国民の攻撃性が高まっているのではないでしょうか。政府は、今こそ、柔軟で新しく、希望の持てるポスト原発政策を打ち出すべきだと考えます。

55060 個人 自営業 ４０代 男性 原発依存度を即刻（今日にでも）「ゼロシナリオ」で実
行すべきと考えます。
これは可能ですし、日本の民間技術力によって猛暑
の今夏でも電力は足りています。

・原子力発電はコストがバカ高い。（核ゴミ処理に数万年必要）

・原子力発電所で放射性物質をまき散らす重大事故が発生した場合、大規模な範囲で人が住めなくなり実質的に国土が一部失われる事になるから。

・原発の代替となる再生可能エネルギーは既にあり、国策でリソースを注げば発電コストも安くすることは十分可能である。

・国や経済界が意図的に無視をしているが、大変有望な発電手段として「海流発電」がある。日本の周辺には24時間365日絶え間なく流れ続けている海流（黒潮や親潮など）があり、これを利用
した発電システムを開発すべきである。これには既存の造船技術や海底ケーブル技術など、日本が世界に誇る技術力を活かせる。これを国家戦略として実施すれば雇用や経済発展にもつな
がる。さらに海外へ技術と電力の輸出も可能になるであろう。

55061 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 原子力発電所はこの未来の子孫へ残すべき地球に大きな傷跡を残します。未だ見えない使用済み燃料や、核廃棄物の処分方法。またはそれを巡る核燃料サイクルも見直しせざるを得ない状
況であることは明白です。

経済的に判断しても、発電後のコスト負担は大変重く、それらを顧客に負担させる方法を編み出したとしても、かえって国民の経済発展の足かせになるもので長く続くものではありません。

これらのことを考慮しても、未来からお借りしている地球に計り知れないゴミを残す原子力発電所は即時停止をして、国民が十二分に理解をして貰った上で、今までの分の処分の負担を御願い
するべきです。

先日、東京電力の値上げを検討する際に、国は東電の努力が足りないと申しました。この先、国が国民に負担を御願いする際にも同じことが言えます。
どうか、研究開発・政策研究の先端を、再生可能エネルギーや、核廃棄物処分軽減に重点を置いていただき進めて貰えればと、子を持つ親として、一国民として思います。
よろしく御願いいたします。

55062 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。
ただし2030年に原発ゼロではなく、即時原発ゼロを主
張します

「原発ゼロシナリオ」を支持します。
ただし2030年に原発ゼロではなく、即時原発ゼロを主張します。

●エネルギー戦略以前に、倫理の問題です。原発安全神話を長年、吹聴したあげく、結果レベル７の大事故を引き起こして、まだ収束していないことをお忘れですか？「福島」の惨状をどうお考
えですか？　毀損された国土、汚染された農作物、海産物、低線量被曝にさらされる子どもたちの現状、離散した人々の苦難、国際的に失墜した日本のイメージ…に目をつむり、何事もなかっ
たかのように、さらに2030年まで原発を動かそうというのは、どういうおつもりですか？　過酷な現実を直視していただき、ただちに原発ゼロの道筋をたててください。

55063 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ２０３０年時点での原発割合０％を支持します。
それ以前の原子力発電の早期廃炉を求めます。

巨大地震の発生頻度が高い日本は、世界で最も原子力発電を導入すべきでない国の一つであろうと考える。使用済み燃料の廃棄方法が定まっていない等論点はいくらでもあるが、ここではも
う一度事故が起こってしまったときのことを考えてみたい。最も典型的には、福井の原発で事故が起きた場合、それが福島ほどの規模でなかったとしても、琵琶湖が汚染され京都を含む関西地
区に住めなくなるかもしれないほどの広がりを見せることが想像に難くない。そうなれば日本人の生活が困難となることはもちろん、海外から日本に来ようとする人は皆無となり国際会議・ス
ポーツイベントを皆済することはことはできなくなるであろう。当然オリンピックどころではない。
地震活動が活発になりつつある今後数十年内に太平洋岸の一連のものや首都直下型のものが発生する可能性が高く上記のような懸念が現実になりうることを考えると原子力発電は一刻も早
く止めることが最善の策と判断する。
代替エネルギーの心配は当然あるが新しいガス資源で補いつつ、再生可能エネルギー（プラス二次電池）の実用化を強力に推進することを望むものであり日本にはそれを可能にする技術と熱
意があると確信するものである。

55064 個人 無職 ６０代 男性 「ゼロシナリオ」を選択。但し、本来は2030年を待たず
に即時原発全廃と考える。我々の「今」の快楽の為の
原発利用は、将来の世代に対する我々世代の重大な
負の遺産であり、倫理的に決して許されないと思う。

福島の事故により、すでに原発が一旦事故を起こせば多数の国民から生活する権利さえも奪ってしまうことが明白になりました。また、コスト面からも賠償・廃炉・廃棄物処理等のコストを加えれ
ば、他のエネルギーに比較して全く安価ではありえず、これに原発事故のみならず、廃棄物の自然や人体に与えうるリスクを考慮すれば、原子力発電を続けてゆく選択肢は全く考え得ないもの
になったはずです。
そもそも日本は欧州に比較して日本島の生成が極めて若く岩盤が欧州ほど硬くない上に、世界の1割の地震が発生する地震大国であることを考えても、本来原発以外のエネルギー推進を図る
べきであったと思います。さらに地震については全国土で巨大地震の発生可能性が高まっていることは政府自身が認めていることです。
こういった状況下で、本来国が考えるべきことは、このような選択肢を検討する以前に、今回の事故の原因究明を徹底的に行うとともに、政官財の癒着の象徴としての原子力ムラが、今回の事
故があったにも拘らず一切の責任を取らず、依然として原子力政策に大きな影響力を及ぼしている状況を完全に排除した上で、名目だけの公聴会などでお茶を濁さずに、時間をかけてしっかり
と原発廃絶に向けての議論を国民を巻き込んで行ってゆくことであると考えます。
この点から、「国民の生活を守るため」と称して大飯原発の再稼働を強行した政府のやり方は、「経済が落ち込んでは元も子もない」と言う一種の功利主義的発想による詭弁でしかなく、福島の
難民および福井の県民を愚弄するものでしかありません。
政府の全面的な意識改革を望みます。

55065 個人 無職 ６０代 男性 原発依存は即刻「0」とすべし。 ・廃棄物は安全に最終処分できない。
・原発の100％安全運転は有り得ずまた経年劣化もあり運転を続ければ自然災害がなくとも放射性物質垂れ流しの危険性は何時でもあり得る。
・福島の事故を思えば原発継続は世界への恥。唯一の被爆国としてまた大事故を起こした国として核に対して世界で最も謙虚であるべき。ましてや原発輸出等人類の滅びの原因を日本人自ら
作るべきではない。
・誰も事故の責任を取れないことをすべきではない。
・今夏も原発が無くても電力不足には至っていない。
・温暖化を抑え且つコストも抑えた代替エネルギーで十分経済発展できる国家造りに叡智を傾けるべし。日本人として世界に範を垂れるべし。
・子孫に対して今の責任ある世代が禍根を残すべきではない。

55066 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロを選択。理由は核燃料採掘から永久的な猛
毒核廃棄物管理まで、凄まじいCO2排出、全過程で
の被曝労働、経済優位性皆無のため。大至急、発送
電分離と再生可能エネルギーの小規模分散自給地
域確立が必要。

平易な用語で上記に凝縮いたしました。
原発ゼロと再生可能エネルギーによる、エネルギー自給地域の確立こそが
最優先の国家戦略です。命を大切にする国をつくりましょう。

55067 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します 日本の広い大地が放射能に汚染され、子どもたちに食べさせるものにも気を遣う毎日です。

この日本に原発が54基もあることは、本当に恐ろしいことです。次にどこかの原発が地震などにより事故を起こしたら日本は住めるところがなくなってしまいます。経済よりも便利さよりも命が大
事です。

美しい自然に恵まれた日本をこれ以上汚してはなりません。

これから先、福島の子どもたちは甲状腺がんが発症するかもしれないという大きな不安の中で生きていかなければなりません。女の子は、出産に大変な不安を抱くことでしょう。何の罪もないの
に。

できるだけ早く原発が１基もない国になることを願っています。
55068 個人 自営業 ４０代 男性 世界の核に関するあらゆる利用・開発・施設等の現状

から見て、原子力の平和利用が絶対にあり得ないこと
は明白である。よって全ての原発は即刻廃炉にすべ
きである。

原発の燃料であるウランは地中から採掘した時点で放射能汚染が始まる。一例として1962年から採掘を続けているインドのウラン鉱山ジャドゴダでは周辺７万人の住民がひどい放射能汚染で
苦しんでいる。健康体で生まれてくる子は皆無に等しく、死産、無脳症、多指症、癌、白血病等で苦しみながら死んでいく。一方、100％のウラン鉱石であっても燃料にできるのは0.5％に過ぎな
い。残り99.5％は劣化ウランと呼ばれ、航空機や列車等のウエイト、弾丸等に使用される。イラクの大地はアメリカ軍が撃ち込んだ劣化ウラン弾により放射能汚染が進み、そこに生えたマッシュ
ルームを食べたイラク人は子どもたちを中心に癌や白血病で苦しんでいる。私たちが生活で恩恵を受けている原発の電気は、このように多くの人たちの生活を奪い、多大な犠牲の上につくりだ
されていることを知らなければならない。

55069 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発比率０％を支持します。ただし、2030年でなく、
2012年の今直ぐに。
この夏の需給から、原発は必要無い事がわかりまし
た。直ちに唯一稼働中の大飯原発3,4号機の停止し、
他の再稼働も不要です。

原発比率０％を支持する。ただし、2030年でなく、2012年の今直ぐに。
この夏の需給から、原発は必要無い事が判明した。直ちに唯一稼働中の大飯原発3,4号機の停止し、他の再稼働も不要です。

万一必要な場合はガスコンバインドサイクル火力の増設で対応すべきです。このように火力の一時的増強に頼ってでも、原発を直ちに止めるべきです。

また、小規模発電の規制緩和と自由化を行い、近所隣組、集落、村、町、地域での小型水力などを可能にする。

現在の時点で２０３０年のエネルギーミックスを議論し、特に原発の割合を決める事等はバカげている。自然エネルギーは地域の特性を生かした自発的開発に任せ、中央がトップダウンで決め
るべき事ではない。

55070 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ 」を支持します。２０１２年現在から
全ての原発を停止し廃炉にするべき。高速増殖炉の
廃炉、核燃料再処理工場を廃止すべき。福島県民を
避難させ、放射性廃棄物の最終処理場を建設すべ
き。

地震国日本で綱渡り的に老朽化した原発を稼働させなくても、火力で十分にまかなえる。たとえ電力が不足しようとも、人間の命や尊厳を脅かす原発を倫理的に動かしてはならない。
福島原発事故の問題解決も責任追及もされていないまま、事故を引き起こした同じ人間や組織が、同じ原発を稼働させて、同じ事故が起こらない保証ない。福島原発事故が収束していないに
も関わらず、安全性に問題のある大飯原発の２基を、責任も取れない政治家の判断で稼働させるのはおかしい。
原発は効率が悪く莫大な費用がかかる上、事故の責任者は責任を免れ、賠償などの費用は私たちの税金や電気料金をはなから当てにあてにしているのは許せない。
これ以上被害を拡大させないため、正しい情報を開示し、汚染地域の住民を避難させ、汚染地域の食材の生産や流通をを止めるべき。このままでは、人口減少、出生率の低下に拍車がかか
る。健康被害や除染は無意味であることをチェルノブイリなどの前例から学ぶべき。
この状況で原発を稼働させ汚染がれきを全国にばらまいていたら、輸出が止められ日本は国際社会から相手にされなくなる。広島、長崎、福島と三度も被ばくした日本は核との決別を世界に示
すべき。

55071 個人 家事専
業

４０代 女性 将来の自然エネルギーや原子力発電の割合につい
て、原発ゼロシナリオを求めます。

即廃炉が理想ですが、三つの選択肢の中では、ゼロシナリオしかありえません。

55057 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選択
福島第一原発事故の当事国である日本が、目先の経
済的観点だけで原発をこれ以上稼働することは倫理
的にも許されない。
経済よりも全ての生命の安全が大切なのは論を待た
ない。

　この夏、大飯原発3・4号機の再稼働を許してしまったが、原子力発電がなくても、夏のピーク時及び夏全体の需要を賄えることはすでに証明されていた。
 再稼働に反対している市民の多くは、「原発の再稼働は需要を満たすためではなく、関西電力の経営破綻を避けるため」であることを知っている。
 また、福島第１原発事故の被害者に対して東京電力が支払った賠償金や仮払金が、７月末時点で総額約１兆７９５億円になっており、今後必要となる賠償金が予想できないことを考えると、地
震の活動期に入った日本で、原発を稼働することのリスクは計り知れないものとなる。
 この状況において、国民の生命と財産を守るべき日本政府が「原発ゼロ」以外のシナリオを選ぶ余地はない。

 議論すべき課題は
　既に原発サイトに貯蔵している使用済み燃料を地震や災害・テロからどのように守るのか？
 使用済核燃料をどう処分していくのか？
 省エネルギー、再生可能エネルギー転換をいかにして最速で達成するのか？
これまで原発に依存してきた地域の住民や行政をいかにして地域自立経済に転換するか？
という点などと考えられる。これらの課題を解決するために、以下の政策が必要となると考える。

■再生可能エネルギー研究、開発、地域自立型事業の促進
・これまで原子力に向けられてきた研究開発費を再生可能エネルギーに向けるべき。
・7月施行の再生可能エネルギー固定買取価格制度は支持する。
・今後は研究、開発だけでなく、再生可能エネルギーの生産地である地域の住民を主体とした再生可能エネルギー事業を展開する企業家やコーディネーターが必要となる。これは第３次産業
の人材の雇用創出にもつながる。

 ■電力会社に向けた脱原発支援策
これまで日本政府と電力会社、原発関連企業が共に原子力行政を行ってきた。
この「共依存」を支えてきた仕組みを廃止し、電力会社に「安全な電力の安定供給」という本来の社会的責任を果たさせる必要がある。そのためには以下の５点が必要。
・天下りの廃止
・発送電分離
・総括原価方式の廃止
・原発事故時の補償の無限責任化
・情報公開と引き換えの脱原発経営のために必要となる補助金

 ■炭素税の導入
 上記３項目を達成するために最も効果的な制度は「炭素税」の導入。
 既に多くの国で採用されており、効果や課題についても多くの事例がある。
エネルギー政策の根幹となる政策のひとつとして国民的議論をしながら、導入すべき制度だと考える。



55072 個人 その他 ４０代 男性 原発ゼロシナリオ 再稼働なし、即廃炉を希望。

子供たちに健康な未来を残す為にも原発は稼働すべきではないと思います。

既に破綻している核燃料サイクル温存が2と3のシナリオ。再処理の廃止を決めるべき。震災での教訓を活かし、この国に暮らす誰もが安心して暮らせるよう、原発はゼロにしてください。

55073 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオ、かつ即時0％にすべきです。 東北の大震災以降、活発化している日本列島の地震活動。
そして福島第一原発の事故後1年以上たった今も放射能に生活を脅かされている人々がいるという現実。
どんなに想定した対策をしても、想定外のことが起きるのが自然災害です。
化石燃料の問題点や地球温暖化の問題点を考えるなら、原子力発電も原料のウランは有限ですし使用済み核燃料の処理の問題も考えるべき。
そうしてコスト（処理と事故対策も含む）やリスクを比較すれば、原発利用を続けることは非現実的と言わざるをえません。
自然エネルギーに切り替え、ますますの省エネ商品を開発することは、経済の活性化につながりますし、技術大国日本の得意分野だと思います。

55074 個人 自営業 ４０代 女性 選択肢に問題ありと認識。少なくとも「5年以内にゼロ」
にするシナリオを提示すべき。18年の間にもう一度原
発事故があれば国の存続にかかわるダメージであ
る。

何故目標が2030年にだけ設定されているのか。大きな震災は新潟県中越地震で7年前、阪神淡路島で16年前。今回の震災により明らかにこれまでとは変化した地震の状況、国内の原発の不
備、地下に活断層があるのに建っている原発が次々に見つかる状況を見ても18年間に国内で大きな震災があり原発事故が起こらないとはまったく言えない期間である。
「エネルギー・環境に関する選択肢」ではCO2排出も少ないLNG調達の難しさが資料で語られているがカナダ、アメリカのシェールガスにより安価に大量に入手可能な事が語られていない。この
開発はすでに東京ガス、三菱商事などが実行している。CO2の問題は数百年単位で考えるべき、もっと長期的なものであるはず。数十年単位でリスクを考えるのであればまず原発の全廃が急
務である。

55075 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。できるだけ早期に願い
ます。

福島の事故が収束できていないし、できる目途も経っていないのに他の原発を稼動して良い訳がありません。日本は地震大国です。またいつ同じような事故が起き、放射能汚染されてしまうか
分からないです。そんな不安を持ってこれからを生きていきたくないです。また原発の使用済み燃料の最終処理方法も決まっていないのも問題だと思います。何万年もの未来に任せるなんて無
責任です。私はなるべく早く原発をなくすべきだと思います。

55076 個人 法人等 ２０代 男性 「ゼロシナリオ」を選択しますが、即時廃炉にすべきで
す。

変えられるかどうか、ではなく変えるのです。その変化に私たちが合わせればいいです。

55077 個人 学生 ２０代 女性 ゼロシナリオ
省エネの対象は企業ではなく家庭へ

大学でスマートグリッドの研究をしており、世界のスマートグリッド先進国といわれる、アメリカ、中国、イタリア、スウェーデン、日本など各国の政策および、普及状況を調べて、日本のエネル
ギー政策を考え、関西電力などにプレゼンテーションしたものです。

日本で今すぐ原発0にすることは厳しいのは、化石燃料の調達と価格、そしてCO2問題です。しかし、地震などのリスクを考えればなせばなりません。
それには、まず国際的に京都議定書の削減率が達成できないことを謝罪したうえで、脱原発を発表。燃料調達の協力を呼び掛けることが必要でしょう。
また、安定的な供給ができないことによる企業への電力規制は産業衰退の要因となるため、脱原発をするなら、家庭に規制をかけるべきです。

55078 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 いざ事故が起きた際のインフラ整備さえもきちんとなさ
れていない。今回の原発の事故ではある自治体が住
民7000人の一斉避難で20キロを移動するのに8時間
を有したと話す。安全対策も未整備な原発再稼働に
反対。

今年1月に放射能を含む水が漏れだす事故を起こした南カリフォルニアのSanOnofre原発では、三菱重工製の水蒸気発生装置に欠陥が見つかり、NRCの調査では1万カ所以上に摩耗の後が見
つかっており、老朽化した原発の運転がいかに不安定なものであるかをあらためて立証した。東電福島第一原発について、かつてある自治体の議会では、老朽化した第一原発を廃炉にし、代
わり安全性の高い新たな原発を新設する動きが盛んに議論されていたものの結局見送られたという経緯を先日地元議員から聞いた。最新の設備を備えた原発であれば事故はここまで深刻化
しなかったかもしれないと悔やまれる。海外輸出向けの原発には最新鋭の設備が導入される見通しであるにも関わらず、なぜ、日本の原発には同様の対策が迅速にとられないのか。いかに経
済活動、利潤の追求が優先されて来たかがよくわかる。電力会社や政府機関の隠蔽体質が続く以上、正確な情報を国民が共有し議論し、建設的なエネルギー政策の未来を語る事はできな
い。そもそも物理的に地震・津波が何度となく押し寄せるここ日本において、原子力発電所が抱えるリスクは欧米各国に比べて高い。安全対策が徹底されず、正確な情報の共有もなされず、地
震や津波のリスクと常に向かい合わなければいけない原子力政策にこれ以上の税金を投入する価値はあるのだろうか。韓国、中国、ロシア、アメリカとの外交を懸命に立て直しエネルギー供給
の融通がきく日本であるよう全力を尽くしてもらいたい。原発に頼らない国づくりを目指す事で国全体の体力をあげる舵取りを、国や政府にお願いしたい。

55079 個人 その他 ５０代 男性 (1)ゼロシナリオを支持します。原発はすべて廃炉にす
べきです。

　被爆国である日本は、核の脅威に最も敏感であるべきです。福島原発の事故の教訓は、原子力に絶対安全はなく、万一の事故の時には甚大な被害がもたらされると言うことです。また原発
は、地方住民の擬制や差別の上に成り立っており、こういう体質も一刻も早く払拭すべきです。原発を廃炉にして、再生可能エネルギーを中心にするエネルギー政策の転換を、コストがたとえか
かっても、国民は支持します。また自己の収束のリスクも踏まえれば、コスト的にも原発は大変な費用がかかります。すべての原発は直ちに廃炉にするエネルーギー政策の大転換をもとめま
す。

55080 個人 自営業 ５０代 女性 原発をゼロにしつつ、温暖化対策もしっかりする事を
強く望みます。

福島原発事故は原発がいかに危険であり、管理ができないエネルギー源であるかを証明したと思います。事後が起きる前から使用済み燃料の管理等、問題を一杯抱えるエネルギ－源である
ことは明白でした。自然エネルギーという選択があるのですからそれをもっと追求すべきです。　原発を輸出するのではなく、自然エネルギー、再生可能なエネルギーの技術を確立すればそれ
らを発展途上国だけではなく欧米等にも輸出することが可能なはずです。それは日本の経済を活性化する可能性があることでもあると思います。まだ福島の事後原因の究明もできていないな
か発電所の再稼働、原発の輸出をするというのは到底納得がいきません。電力のコストを検討することは大事ですが、今回のように事故が起きた時の賠償金、廃炉のためのお金等を考えると
とても原発の方が安いとは言えないと思います。勿論過疎の地域の経済の活性化も考えなくてはいけません。しかし都市に作れない、作らせたくない（not in my backyard 的発想のため）過疎に
悩んでいる地域に作るのが正しい選択とは思えません。安易な選択です。他に経済を活性化する方法はあると思います。政府は是非国民を欺くようなことをしていただきたくないです。４０年で
廃炉、と一度は決めたのに早速例外を設けるということはどういうことなのでしょうか。大勢の福島に住む方々、福島がふるさとの方々の事を思うと心が痛みます。そしてこれからも福島の方々
の事を考えて、私にできる事を考えないといけないと強く思います。とても不幸な、辛い事故でした。もうそれ以前の日本に戻ることはできません。事故、歴史から学ばなければまた同じ間違いを
繰り返してしまいます。この狭い日本でこれ以上原発事故が起きれば安全に住むところはなくなります。

55081 個人 無職 ５０代 女性 2030年までのなるべく早期に原発比率をゼロとする
『ゼロシナリオ』を支持します。

ひとたび事故が起きれば多くの国土を失いかねないことがはっきりしたのに、何故、原発に執着するのか不思議でならない。再生可能エネルギーなど、未来に希望が見えるものに対してはコス
トを負担する覚悟はあるが、原発（核エネルギー）のリスクやコストを負担する気には全くなれないし、行き場の無い核廃棄物を増やし続けるのは論外だと思う。
事故が起きる可能性は決して0％に出来ないのだから、万一の事故後の対応についても、他のエネルギーの方が前向きに考えられるし、公でも個人レベルでも努力の仕様があると思う（そもそ
も、事故前は原発は絶対安全だと言い、事故が起きてみたら今度は放射性物質は安全だと言うスタンスを信用することは出来ない。発電コストやCO2の排出量についても、原発に都合の良い
数値なのではないかと勘ぐりたくなる）。
核の問題は数万年、数十万年単位で考えなくてはいけないことだから、経済レベルではなく、もっと慎重に謙虚に対応すべきである。
私たち一人一人が安心してこの国に暮らしていけることを願います。

55082 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 15シナリオが妥当か。原発稼働に関しては、客観的な
データを併用した十分な説明が必要。

　どっちつかずと言われるかもしれないが、３つのシナリオの中では15シナリオを推したい。今後再生可能エネルギーの目処がつきそうなら、もっと原子力比率を落としてもいいだろう。個人的に
は、ある程度の原発の運用は原子力技術保持・発展のために必要だと感じている。
　しかしながら、これだけ反対デモが頻発かつ継続的に行われている状況を鑑みれば、それが世論的に難しいことは認識している。また、残念ながら、現状の原発関連管理者にはその資格が
無いものも多いようだ。
　私自身は原子力にまだ期待する部分があるので、感情的に原発０を叫ぶことは避けたいが、それではどうすれば皆を納得させられる方法でもって原発利用を正当化できるのか。正直なとこ
ろ、天災・人災に対して十分な対応策が為されていない原発は全て廃炉にすべきだと思うし、原発のシステム（材料は何で、どのようなゴミが出るのか、など）についての周知も原発を管理する
側に欠けている。責任者が「ご理解を」というだけでは説得力が無い。
　おそらく、原子力の扱いについては賛否両論が続くだろうし、それは当然だ。今の段階で明らかに必要なことは、より一層の再生可能エネルギーの開発・実用化・コストダウンの促進だろう。ど
う転んでも、その部分だけは外さずに計画を定めていってほしい。

55083 個人 学生 １０代以
下

女性 原子力の再稼働に関して反対意見です。 私は原子力自体には賛成でも反対でもありませんが、原子力から出る放射性廃棄物の行先を明確にしてから使用することを求めます。
事故が起こること自体は火力も水力も風力も起こるものなのである程度は仕方がないと思ってしまうのが素直なところですが…。

55084 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 再稼働はしないでください。
子供たちに健康な未来を残す為に、原発はゼロにしてください。
既に破綻している核燃料サイクル温存が2と3のシナリオです。再処理の廃止を決めてください。

55085 個人 自営業 ４０代 男性 エネルギー比率は原子力発電０％シナリオを選択しま
す。

小さな島国で地震大国、そして唯一の被爆国でもある我が国でこれ以上不幸な惨事を繰り返して欲しくはないからです。
いち早く再生可能なエネルギーに転換し、世界の手本となれる本当の意味での先進国であって欲しいと願います。

55086 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発比率ゼロを選択。
2030年度時点ではなく、即時全原発停止を希望。

原発比率はゼロシナリオを選択する。
福島原発事故が明確にした事故のリスク、
未だ解決できない核廃棄物の処理問題等
多くの問題がある。
コストの面でも、事故後の補償・廃棄物処理・廃炉費用を
考慮すれば有利とは決して言えない。

55087 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します 国民との約束を守らない民主党が生んだ野田政権は信用に足らないからです。
核の恐怖に何度もさらされておきながら無策で、これ以上に国民の命を犠牲にする政権が核をこれからも使うのなら、我々は原発のない世界を選択する。

55088 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ２０３０年までに原発比率をゼロ％にすべき。安全性
が確認された原発は稼動させていくが、今後、新設は
行わず、再生可能エネルギーの開発を行い、３０年ま
でにはすべて稼動をやめる。

安全性が確実に確認された原発は再稼動させるが、その間に再生可能エネルギーの開発・利用に国家の技術を総動員し、３０年までには原発依存をゼロにする。
理由は、１．自然災害の多い日本で原発の安全を確保するのはもともと難しい上に、そのためのコストも結局高くなる。２．核廃棄物の処理方法が確立していないまま、核廃棄物を増やしていく
のは未来に対して無責任すぎる。３．日本の技術を総動員すれば、再生可能エネルギーを原発に代えて主力とすることは十分可能。

55089 個人 その他 ２０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張しま
す。

原発を新たに作ることは可能でも
汚染された自然を元に戻すのは容易ではない。
即刻０にして何より福島から国民を避難させることを
第一優先にすべきだと思います。

福島の原発事故を未だ収束出来ないで
再稼働などあり得ない。

即刻原発0を願います。

子どもたちが苦しむ未来より
子どもたちが輝く未来を。

55090 個人 家事専
業

４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させ、原子
力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離の実現
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

55091 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発ゼロを目指したい この地震国日本に原発は危険極まりない。何万年にも亘る安全対策は絶対矛盾である。

55092 個人 その他 ３０代 男性 2030年原発の依存度ゼロシナリオ(原発０％)賛
成！！

僕達の生活を脅かす原子力や放射能問題にはもうこりごりです！！たとえ多少の苦労や、生活の不便が生じても、まずは安全最優先！！もとより、放射能のゴミの問題はどうするんです
か？？このまま埋め続けるんですか？？もんじゅをまだ活用できるなんて本気で思ってるんですか？？国民も馬鹿じゃありません！！

55093 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力の利用、使用は、平和的利用、軍事的使用に
限らず、これを放棄すべきである。０％を期待する。

原子力を利用する当時、人間が制御できないという危険性が指摘されていた。
それにも拘わらず、利用を優先し、危険性の排除、放射能の無力化は後世の科学の発展に委ねた。
しかし、現実に危険性は、最近の一般事業所における品質保証の考えを以てしても幼稚な考えを押し通し、押しつけ通している。
また、科学の進歩も放射能の無力化は広島の原爆投下以来解決していない。
今回の事故にしても、今後にしても、その引き金になる可能性は多々あり、そのすべてが、事故につながらないように対応することは不可能である。

近辺の行政地域に保証して生活していたもの以外をも巻き込り、平和に暮らしていた今回の被害に、原子力発電０％以外の選択肢は無いと考える。

55094 個人 自営業 ２０代 女性 持続可能エネルギーを未来に残すため、原子力発電
をやめることを希望します。世界に自然エネルギーで
の発電技術を広めることで、原子力発電で仕事を得
ていた人たちが自然エネルギーでの仕事に移行でき
たらと考える。

自然の脅威を知った日本、世界中を震撼させた東北の地震による福島原発の事故。そこから沢山の人の命や生活と引き換えに、学んだことは私たちがあまりにエネルギーについて無知であっ
たということ。

子供たちに、この世代が世界のエネルギーの考え方を変えたと提示できたらと心より思っています。利権が絡む複雑な問題だとは思いますが、地球に生かしてもらっている人間、冷静に考えた
ら、誰もが危ない発電はいますぐやめるべきだと思う。

よりよい未来を作るため、どうかよろしくお願いします。
55095 個人 無職 ７０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。 現行の軽水炉はすべて、｢運転中に停電してしまえば或る時間で必ずメルトダウンに至る｣構造であり、フェイルセイフという安全工学上の基本原則に背反した誤った設計思想に基づいている。

これをカバーするために種種の人為的努力が為されてきたが、原理的に起こりうる事故はその確率が低くとも何時かは起きる。これまでの事故の実績から考えて、１基の炉を１年動かせば０．１
～０．０５％の過酷事故確率は見込まねばならないだろう。この数字は小さく見積もっても１桁は違わないであろう。詳しくは保険確率の計算法に依るべきだが、いずれにせよ無視できない過酷
事故発生確率であり、今後再度の過酷事故が決して許されないからには、現行の軽水炉型原発を諦めるほかはない。原発以外の発電手段にはそれぞれ欠点もあるが、原発の過酷事故と比
べれば、それらの欠点の克服、受忍はずっと容易である。

55096 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 できるかぎり早い時期に全ての原発を稼働停止し、廃
炉にするべきだ。

「ひとつの原発事故がどれほど酷い状況を引き起こすのか」を目の当たりにしてから、原発に依存するのは怖いことだと体感したため。代替できるものがあるのならばそちらに移行するのが（子
孫のことを考えても）真っ当だと思う。現存する原発の老朽化も気になる。できるかぎり早い時期に全ての原発を稼働停止し、廃炉にするべき。

55097 個人 自営業 ５０代 女性 脱原発、原発「０」推進。 日本人ならば、原発に反対する理由をいちいち述べる必要はないと思います。

55098 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発0%選択。もんじゅ廃止。 まだ大きい力にすがらなくては駄目なのでしょうか？この意見をまとめられる方々が、ご自分の正義感を誤魔化さずに済む検討が、今後行われる事をお祈り申し上げます。30年後の人類に恥じ
ぬ様な選択を期待します。



55099 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオに賛成します。 まず、原発が絶対安全であるという保証は、将来的にもあり得ないと思うからです。
次に、原発に依存しない社会に進んでいくほうが今の閉塞した社会状況を打ち破っていく気概を日本国民が持てると思うからです。原発に依存したままでは今のままと変わらないか、少しずつ
衰退していくようにしか思えません。

55100 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 原発をゼロにしてください。命を大切にしてください。 地域住民を騙し、不安にさせたなかでの原発再稼働は許される行為では無い。また、安全確認が取れてないままでの再稼働は信じられない。

使用済み核燃料の処理も決まってない原発より自然エネルギー、省エネルギー政策を推進してください。

私は20数年間、生きてくることができましたが、私よりも早く原発で亡くなってしまう人がでてほしくないです。

よろしくお願いします。

55101 個人 自営業 ５０代 女性 日本中の原子力発電所は即時停止。すべて廃炉にす
る。

２０１１年３月１１日以降にあったことを見続けてきて、原子力発電に関しては、国も電力会社もすべて信用できない。
原発は信用できない人間に任せておけるものではない。
福島の人たち、原発の周辺に生活していた人たちの人生ががもとどうりにならないのを目の当たりにして、原発の存在は到底、容認できない。

55102 個人 無職 ７０代 女性 １．０％　を選択します。 茨城は福島に次ぐ放射能汚染地になってしまいました。

放射能が健康にどう影響するのか、大切な孫達は大丈夫か、毎日が不安です。

まだまだ地震も多く、これ以上放射能を心配する原発は断固反対します。

それに北朝鮮から飛んでくるテポドン１つが、日本中にある原発に落とされたら、どうなりますか？

それを考えただけでも恐ろしく、３０年後と言わずに原発はすぐに廃止にしてほしいです。

55103 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発０％希望 なるべく早く原発０％を希望します。
日本にオンカロは作れません。

55104 個人 家事専
業

３０代 女性 原発はできる限りは早くゼロにする。
全ての原発を完全廃炉にする。
原発依存度は０％で！！

事故が起きてしまった。
もう元には誰も戻せない。

放射能がばらまかれた日本で、今後福島の子供ももちろん東京に住む
私たちの子供の健康が害された時にもきっと政府は責任は取らないでしょう。
取れないと思います。

もう一度事故が起きたら、日本は終わると思います。

55105 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発の再稼働はしないでください。
原発はゼロにしてください！

再稼働はしないでください。子供たちに健康な未来を残す為に、
原発はゼロにしてください。
・もっと省エネルギーの取り組みを進めてください。
・もっと自然エネルギーを推進してください。

日本は第二の被曝を、今度は自らの手で引き起こそうとしています！
2030年までに、なるべく早く、原発ゼロにすることを強く要望します。

55106 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電所再稼働反対です。原発ゼロシナリオに
向けて即時０％を希望します。

東電および政府のデタラメな政策に反対します。震災によって原子力の怖さがわかってしまったこの状況で、再稼動に踏み切る政府の方針について、撤回を求めます。

55107 個人 無職 ３０代 女性 ３０年後でなく即時０％に。 まだ安全性の検証がされていない上、廃棄物処理の見通しもできていない。

55109 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロの理想も見据えた、科学的に妥当で国際社
会に受け入れられ、そして国益に繋がる判断をお願
いします。次の震災をどう乗り切るかという問題でもあ
ります。

 各個人への健康被害や、テロの危険性、予測不能な火山活動などを考えれば、原子力比重ゼロが安全上理想である事は揺ぎませんが、その他の考えるべき要素については各個人で把握出
来る情報には限度がありますので、科学的に総合的に国益にかなう判断をされる事を強く望みます。

 国益追求のためには、世界情勢を睨んだ厳しい判断も必要かと思います。日本が舵を切った時に他国はどう動くのか不透明な部分もあり、決めつけることは困難です。拙速ではなく透明性の
高いプランが必要だと思います。

 エネルギーは経済、産業の要であり国力に直結します。エネルギーを供給すべき今後の国力の主幹は何が担うのか。それらは将来に渡って主幹として機能するのか。国家経営の方針が問わ
れているのが現状だとおもいます。
 
 エネルギープランの中には日本で再び起こるであろう次の震災を見据えた防災、減災プランも合わせて、国際的な信頼を得て、国民の理解を得て国民の幸せを守る必要があります。そのため
に透明性の高い妥当性のある説明をお願いします。

 私は皆さんがどのような判断をされ、それがどう機能して行くのか見つめて今後の勉強にさせていただきたいと思います。

55110 個人 自営業 ５０代 女性 エネルギー環境に関して原発ゼロを望む。 地震大国日本で原発を続けることは国民の未来への希望を奪うことに他なりません。2030では遅い。再度目標を提示、推進しながら、早急に原発を止めて欲しい。

55111 個人 自営業 ５０代 女性 原発シナリオゼロを選択します 原発事故が起きて、日々食などにも神経を使っているので、もうこりごりです。
汚染がれきや、除染、など問題が解決されないのにもかかわらず、原発が再稼働されてしまいました。

最近の調べで、大阪電力は再稼働されなくても、エネルギーがずいぶん余っていたこともわかり、そんな計算もできないわけがなくて、またもや不信感をますばかりとなりました。

このような、国民に不信感ばかりを募らせる社会に、子供たちは明るい未来が感じられるわけがなく、最近の統計では20代の女性の自殺率が増えていることは、それを象徴しているのではない
のでしょうか。

さらに原子力規制委員会などと、どうみても形だけの委員会を作って、そこに税金が投入されようとしていて、どう考えてもいい方向に行くとは思えせん。

このようなパブコメも形だけなんでしょうか？本当に聞く国民の声に耳を傾けようとされるなら、もう少し反映されるとおもうのですが。

それでもこの時代に生きて、ただ何も言わないで死ぬよりましかと思って、コメントさせていただきます。

55112 個人 家事専
業

３０代 女性 原発事故の甚大さを鑑みれば、この機会にゼロシナリ
オに舵を切るのが当然です。経済的負担は仕方あり
ません。再エネ開発はもちろん、省エネCO２削減規制
も経済効果も得られるので厳しく実施して頂きたい。

原発ゼロシナリオを選択すべきです。福島第一原発事故の被害の甚大さを鑑みれば、地震多発国である日本で原発を運営するのは無謀としか言い様がありません。猛毒の核廃棄物の最終処
分方法も決まっていないのに、原発に今後も依存するという発想は近視眼的で無責任です。この原発事故を転換点にして脱原発に舵を切るのが当然の道筋であり、原発の新設をしないゼロシ
ナリオしか選択肢はありません。その為に経済的負担を伴うとしても、最優先政策として増税しても行うべきです。省エネ、温室効果ガス削減の規制は一時的には厳しくとも、むしろ新技術開発
を促進し、経済効果をももたらし得ます。省エネについては、各シナリオ一律一割になっていますが、節電実績を考慮すればもっと高い削減も可能なはずです。ともかく、できない理由を考えて
踏みとどまるのはやめて頂きたい。できるための方法を考えて実行することが求められています。ゼロシナリオに向けて挙げられている施策と伴に、廃炉に向けてのシナリオを描き、国が責任
をもって速やかに実行してください。原発のように危険なものは、営利追求の企業が運営するべきものではなかったと考えます。ゼロシナリオこそが多くの国民が望んでいるものであり、そのた
めの国のリーダーシップを強く望んでいます。

55113 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 安全性や廃棄物処理ができればコスト勘案して原発
使用は必要　(3)

省エネルギー社会の実現、高齢化社会への対応など原発についてという狭い観点とは離れて日本の将来を考えていただきたい。世界各国とのつながりこそが日本を活かす道です。

55114 個人 無職 ４０代 男性 原子力発電は即時いりません。 不便でも、極力リスクの少ないエネルギーを選択すべきです。

55115 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 0％。
30年を待たずして、即刻すべての原発を停止、廃炉。

原子力は人間が制御できるものではない。
地震や台風といった自然の猛威も、人間が想定できるなんて思ったら大間違いである。
おごってはならない。
自然の力の前には、科学の進歩など無力である。
地に足をつけた生活をすべき。
なんなら停電したっていいから。

また、外国で原発を建設するといった破廉恥な行為にも断じて反対である。
私は、自分の暮らす国が「文明国」であってほしいと思う。
文明とは、いいもの、人の暮らしを良くするものである。
身をもって危険性とやっかいさを知りながら、良いものでないことを知りながら、外国に押し付けて汚い富を得ることは恥ずべき行為である。

55116 個人 その他 ６０代 女性 選択枝(1)0パーセントに賛成です。 徹底した安全対策の強化を図ったとしても、地震大国日本では、リスクをゼロにすることは不可能でしょう。問題は、目先の日本のことではなく、将来の地球環境のことです。未来の人類への責
任を考えるべきです。

55117 個人 その他 ４０代 女性 原発はすべて廃炉希望。 「原発ゼロシナリオ」で、即時０％を希望します。

55118 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 今の状況での選択肢としては、"０シナリオ"、それも
できるだけ早くに廃止、廃棄以外にはない。この国が
持つ「自然環境」と「人間」のと言う豊かな資源をまも
り、活用するにはそれ以外ありえない。

　資源小国と言われるこの国だが、実際は、豊かな水、肥沃な土壌、温暖な気候、教育の行き届いた文化水準の高い国民と言う、豊かな資源を持っている。また、海洋大国としても、海域面積
による鉱物資源だけでなく、恵まれた海流、海洋地形によって自然から膨大な水産資源が与えられている。
　しかし、今回の原発事故で明らかになったのは、原発一つで、それらを全て無に帰してしまうと言うことだ。これでは、リスクが大きすぎる。また、かつての自動車排ガス規制にも見られるよう
に、今後さらに省エネルギーの方向を強化することは、かえって産業・経済の発展を促すことになるに違いない。目先の利益にとらわれて、将来の発展の芽を摘むのは愚かなこと。これは、かつ
てアメリカの自動車メーカーが、環境保護に背を向けて利益確保に走ったことで、その後の競争から脱落した先例から明らか。
　もともと制御不可能なものを制御する技術を開発するより、省エネ、脱炭素、環境保護の技術開発に目を向け、資源を投入する方が、現実的であり、産業・経済の発展と言うリターンも大きい
に違いない。経済効率からも、長い目で見ればその方が妥当に違いない。
　今、電力会社が原発に固守するのは、発電していれば「資産」だが、発電を止めればただの不用施設になり、いくらかかるかわからない廃棄費用が「負債」となって、財務状況を悪化、場合に
よれば債務超過になりかねないからでしょう。えさ代だけで金の卵を産む鶏だと思っていたのに、産ますのやめれば、一気にとんでもないお荷物になってしまうってことを知っているので逃げて
いるだけです。

１、原子力利用の危険性
　原子力の利用による発電が安全で環境負荷が少ないというのは事実に即していません。
　ウラン採掘場での環境汚染や労働者の被ばくによる健康被害、原発稼動時の放射能汚染、温排水となった二次冷却水の海洋投棄、恒常的、突発的な労働者の被ばくの現状、使用済核燃料
の処分方法の問題等を人の生存を考えた時に排除すべき事と提言します。
　また福島第一原発事故を初めとして、原発の突発的事故は絶え間なく、人やその他の生物の生存を脅かすもので、今後巨大地震が起きる可能性が非常に高い日本では非常に危険な発電シ
ステムです。

　野田首相を始め原発推進派の政治家は、万が一の事故が起きた時は、その責任をとると言っていますが、誰も原発事故の責任などとることはできないと思います。今の福島の事故でさえも何
も解決していないに等しいです。
　福島の人達は高い放射線量のもと、暮らし続けています。チェルノブイリにおいては強制的な避難区域に相当するような地域でも生活しています。除染などという効果のない安易な処理を行っ
ておきながら、本当にすべき住民の避難を行わない政府の施策は原発推進派故の犯罪的な行いです。
　再処理施設の使用も同様に危険です。もし六ヶ所再処理工場で大きな事故が起きれば世界全体に甚大な放射能汚染が広がります。再処理システムによるプルトニウムを燃料とする高速増
殖炉計画も長年に渡り莫大な資金を浪費するだけで実現されていない。お金の浪費で言えば、原発も同じで稼動のためのコストや老朽化した原発を廃炉するため莫大な費用も計画されていな
いのが現状。

２、原発比率をゼロに
　だからできるだけ早期に原発比率をゼロにすべきです。
　使用済核燃料については、再処理は行わず直接処分する事。原発依存をゼロにするために現行でも高度な技術を持つ火力発電等の化石燃料によるエネルギー生産に頼り安定した電力の
供給を可能にする。これにより早期に原発による電力依存率は下げる事ができる。それと同時に太陽光、風力、地熱などの再生可能エネルギーの技術の向上と事業の拡大を行い再生可能エ
ネルギー比率を上げる事を提言します。

３、電力システムの改革
　原発以外の発電方法や、電力会社・発電方法別に電力購入を選ぶ事を可能にする自由な小売市場の基盤をつくるためには、電力システムの改革が不可欠であると思います。
　その電力システムの改革のポイントとして、電力市場の完全自由化と発送電分離（所有の分離）の二つを提言します。

・電力市場の完全自由化
一般家庭向けの電力小売市場は１００％独占市場であり、公平な市場競争が行われていない。その中で企業向け電力料金（１０～１２円／ｋｗ）の2倍以上の価格（約２４円／ｋｗ）で購入を余儀
なくされている。その独占市場を完全自由化して、小売企業や発電方法の異なる電力の購入を選択できるようにする。

・発送電分離（所有の分離）
送配電会社を規制強化のもとで完全に発電会社と小売会社から切り離し（所有権の分離）、発電会社において規制緩和をして企業参入の自由化を進め、小売会社においても規制緩和のもと新
規事業者の参入を進め、どの小売会社に対しても同じ手続き、価格で電力を提供するシステムを実現させる。
このように発送電の分離を行う事で、既存の発電会社（東電ほか9社）は各地域ごとで閉鎖的な経営を行ってきているが、それを日本全国を市場とし互いに価格競争を行う事が可能になる。こ
れにより、公平な自由競争のもと国民はより安価な電力を購入できるようになり、国内全土で安定した電力の供給が可能になる。

55108 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０３０年までの間で、できるだけ早く原子力の利用を
ゼロにする事を支持します。
また既存の電力会社が市場を独占している状態を解
体し、電力の発電、小売の自由化を提言します。



55119 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオ。国内全原発即時廃炉にむけた手続き
を希望します。

今回の大事故で露呈した原子力発電所そのものの負弱性と、その
事故によってもたらされる自然環境の破壊と国民の生活全般に
影響する甚大な被害。
原発を運営する東電の腐敗した企業倫理、体制及び
それらと癒着、促進関係にあるとも言える政府の悪政によって
苦しめられている国民の1人として、国内全原発廃炉、
ゼロシナリオ、また同様の事故、被害をもたらす可能性が高いにも
関わらず他国への原発技術の輸出の促進等、原子力に関わる行政全般の
見直しを希望します。

55120 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 原発ゼロシナリオ　唯一の脱原発シナリオでお願いし
ます。

今の事故後の状況や不安を、減らすようにお願いします。

55121 個人 その他 ４０代 男性 原発比率をゼロにしてください。 原発事故処理が進んでいないこと、使用済み核燃料処理が未来永劫不能であることは、野田首相が消費税増税の説明で表現したように、「未来を搾取する」に他ならないと考えます。

55122 個人 家事専
業

３０代 女性 危険な原発は，いらない。 これだけの人が、あんなに苦しんでいるのに，安全宣言をし，まだ再稼働させる。
このやり方を，海外の人は，笑っています。
福島４号機に何かあったら、日本人が住めなくなってしまうだけでなく、
世界中の人にも相当な被害が及ぶ。
今の政治家の人達は，子供達に影響が出始める頃には、引退してる。
責任転嫁しておわり。
日本という国，日本人を守るには，イギリスのように風力、またはソーラシステムに投資するべき。
この状態では，日本はエネルギー輸入をし，ロシア，中国の言いなりになってしまう。この様な状態を理解しているが，
政治家ではない日本人には，日本の国際的経済的な立場よりも、安全の方が大切です。
使用済み核燃料は，どうしますか？
お金を払い海外に持っていってもらいますか？

今まで、原発はお金を生んでくれましたが，もう原発には，無理があります。
人々が笑顔で暮らせる日本になるように、どうか正しい選択を。
原発関しては，国民投票を希望します。

55123 個人 その他 ３０代 男性 「ゼロシナリオ」を選択します。
ただし、2030年までと悠長なことではなく、　即時に原
発をゼロにすることを強く希望します。

原発利権は許せない
子供たちを守りたい！

55124 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。それも即刻ゼロにし
て欲しい。
経済、温暖化防止も大切ですが、もし、もう一度原発
事故が発生すれば、日本は立ち直れないでしょう。

原発即０へ。
即刻原発はなくすべきだと考えます。経済、温暖化防止も大切ですが、もし、もう一度原発事故が発生すれば、日本は立ち直れないでしょう。私たちには未来の子どもたちへの責任があるので
す。
原発は事故が危険なだけではなく、作業において被爆する人を生み出し、処理技術がない状況では放射性廃棄物を貯めていく一方です。後世にゴミを山積みにしていくだけです。
いまこそ、新しいエネルギー技術開発に本腰を入れるときです。そのために節電で不便な部分は、受け入れる覚悟もあります。
安直な再稼働をせず、すべての原子炉を廃炉にするべきです。

55125 個人 自営業 ３０代 男性 エネルギー・環境に関する選択肢　２０３０年までの日
本の原発のあり方

原発ゼロシナリオを選択します。

原発を推進するというのは “ 今 ” しか見ていません。
確かに今も大事かもしれませんが、人間は未来に向かって生きるべきです。 “ 今 ” しか見ていないということは、原発に関する利権や、社会的損失などのお金の話が中心になります。特に利
権に群がる黒い人だかりはこの国の未来の光を消そうとしています。いいかげん目を覚ましてください！

今はお金が減っても、社会的損失が増えても、未来の為の代替エネルギーを開発し、それによる雇用を増やし、またその技術で世界にアピールしていけば日本はより良い国になるはずです！
3.11があったからこそその選択をしなければ、いつまでもこのままの日本でしょう。そうしているうちにまた大地震が起きて、同じ事を繰り返すでしょう。

人間の欲望とは本当に愚かなものなんです！

広島、長崎、臨界事故、そして3.11。
これだけ放射能を浴びてもまだ止めないという国の方針は、
間違った未来への選択に他ありません。

もう一度書きます。

日本の未来、地球の未来の為に、
原発ゼロシナリオを選択します。

２０１１年に生まれた子供を持つ親より

55126 個人 自営業 ３０代 男性 原発0％でお願いします。 事故時等リスクがまだまだ高すぎるからです。

55127 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 日本国民は3.11以降の福島第一原発の事故で、原子力の恐ろしさや現代科学では原子力はコントロール不可能だという事を知るきっかけになりました。チェルノブイリやスリーマイル原発事故
の歴史からなぞらえて、子供や孫の安全を考えると「原発ゼロシナリオ」を支持するしか無いと思われます。まず、大飯原発の稼働を中止し、即刻全ての原発の廃炉を求めます。

55128 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 脱原発を推進すべき 今回、あのような事故を起こしてしまった事で、人のてに終えない物と確認出来た以上、撤廃すべき。但し、撤廃に当たっては、適切な処理の実行、原発周辺地域への特に経済的配慮、関連企
業への特に就業者への配慮、代替エネルギーの開発等をしっかり進めて頂きたい。

55129 個人 学生 １０代以
下

女性 ２０３０年までの原発ゼロを支持します。 福島原発の事故の後、福島産の野菜や魚などを口にするのが怖くなりました。
風評被害に苦しんでいる福島の皆さんには、本当に申し訳ないのですが、安全基準を満たしていると言われても、そもそも長期に研究が行われたデータが裏打ちするものとは言えないのに、信
じられません。

福島の女子高生が、『うちら結婚できるのかな…子ども産めるのかな…』と
呟く姿に、心が痛くなりました。

こんな思いは、これ以上自分もしたくないし、日本人だけではなく、世界中の誰にもさせたくありません。

一度暴走し始めたら、人間がコントロールできないことがわかったのですから、原子力発電は止めて下さい。このようになっても、安全には十分配慮すれば使い続けても大丈夫だいう人がいるこ
とが信じられません。

原発を使い続けることには、絶対反対です。

55130 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力は人類が実用として扱うには早すぎる技術で
あり、事故が起きた際の被害が大きすぎる。日本は安
定したエネルギーが見込める潮力発電と地熱発電の
開発を進めるべきである。これは日本の国益に叶うこ
とである。

長い間国策として原子力発電が平和利用の名の下で推進されてきました。そこには絶対安全神話という根拠のないセーフティーネットが前提となっていました。

しかし化学と違い人類が核を利用し始めてからまだ100年にも満たない状況で、しかも一度事故が起こると取り返しの付かない事態になるという危険な核（分裂）を扱うことは、現時点で明らかに
人類の制御を超えた話であることは今回の事故が証明しています。

まず、原子力事業者は解体させるべきです。解体し、他のエネルギー事業にシフトさせるべきかと思います。

エネルギー開発はいまの人類にとって不可欠です。いわゆるクリーンエネルギーも電力不足を補うのに不十分だという意見もあります。しかしこれまで核の開発にかけてきた莫大な費用と労力
をクリーンエネルギーにかけていれば、日本は世界の中でもトップクラスの未来指向型社会を気づけたはずで、今回の事故を契機に完全にその方向に舵を切るべきかと思います。これは日本
経済の活性化と世界での日本の地位と影響力の向上に確実に繋がるでしょう。

現在、日本の潮力発電の技術は、隣国の韓国に流れています。潮力発電は海洋国日本の、そして地熱発電は火山国日本のおおきな可能性を秘めています。しかもエネルギーの供給は安定し
ていて半永久的です。是非とも潮力、地熱発電のさらなる開発を国策として推進してください。

55131 個人 学生 ２０代 女性 日本の今後のエネルギーについて 火力発電が温室効果ガスを増やすということから、原子力発電は必要だという人もいますが、私は、3.11の震災をうけて、福島の土地を離れなければならなくなった人のことや、被曝の可能性に
怯えることを考えると、原子力発電を減らしていってほしいと考えます。昨今のメディアの報道など、福島の原発事故以来、批判が強くなっています。悪い面だけが見えているという可能性もあ
る。しかし、原発はいらない。電気はとても大切ですが、電気を得るために人々の生活が危険にさらされることはあってはならないと強く考えます。今後日本は人に優しい国へと変化するべきだ
と考えます。

55132 個人 自営業 ５０代 男性 原発の比率はゼロシナリオに導くべきである。もうこれ
以上、事故のリスクや解決の見込みすらない核廃棄
物など様々な問題を未来へ先送りにしないことこそ、
消費税より「待ったなし」で決めるべきことである。

原発の比率はゼロシナリオに導くべきである。ただ、今回示された３つの選択肢の内から選ぶとすればゼロシナリオということであって、その内容は必要十分ではなくさらなる国民的議論により
修正が必要と考える。
　もうこれ以上、事故のリスクや解決の見込みすらない核廃棄物など様々な問題を未来へ先送りにしないことこそ、消費税より「待ったなし」で決めるべきことである。
　エネルギーや環境問題の根本は「不公正（＝フェアでない）」にあり、温暖化のリスクも福島原発事故が明確にした事故のリスクも、核廃棄物の処理問題も、要するに受益者（電力の大消費
地、地球環境がまだ何とかなっている今を節度なく生きる私たち）たちが公正公平にそれらのリスクを負担しあうのではなく、問題やリスクを（このさきどうなるかわからないけれどとりあえず）先
送りしたり、物言わぬ（物言えぬ）弱者たち、たとえば、原発立地地域の人々、未来のこどもたち、動物や虫、植物たちに不公正に負担させている、との自覚からまず議論を始めるべきである。そ
れでもわたしたちはそうしたいのか、そうしたくないのか、と。
　税率があがると“待ったなしで決まった”消費税が、人間社会の決めごとである「お金」の話であり、そのリスクもベネフィットも人間社会内でなんとか調整可能なものであり、現世の人間の負担
でしかない。これに対し、原発事故や環境破壊は「生命の基盤」を半永久的にゆるがすものであり、この今回の選択肢にまつわる国の在り方こそが最優先に「待ったなしで決める」べきことであ
るし、決まっていなければいけなかったことである。
もう「決めることを先送りしない」と「決める」国民的覚悟が必要である。

55133 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発をゼロにし、なおかつ温暖化対策を強化する第4
のシナリオを望みます。

　3つのシナリオでは原発ゼロしか支持できるものはありません。しかしこのゼロシナリオも温暖化対策の目標が不十分です。2020年の目標が7～11％でしかなく、現状の25％から大きく後退し
ています。　私は温暖化対策の観点からは、下記の問題があると思い、どのシナリオも選ぶことはできません。
1.省エネの目標がきわめて不十分である。
2.化石燃料特に石炭火力発電への依存度が高い。
3.自然エネルギーの導入見込みが非常に甘い。

それに選択肢原発ゼロ以外は使用済み核燃料の再処理の余地を残しています。

原発ゼロを目指し、温暖化対策をすすめることができる第4の選択肢を私は支持します。

2011年8月には東京電力管内前年比16.8％の節電を達成できたという大幅な削減実績があります。省エネルギーを推し進め再生可能エネルギー普及のため発送電分離と電力の需要能動化を
システム化することが必要と考えます。世界をみても再生可能エネルギー風力に関しては、ドイツやスペインのみならず、中国やアメリカでの導入が急速に進んできています。コストやさまざまな
課題もできないというのではなくいかに進めていくべきかを考えるべきです。

東京電力福島第一原子力発電所の事故はいまだ収束せず、放射能の放出は続いており危険な状況が続いています。この事故に依り、今も多くの人が苦しんでいます。日本国土にたくさんの
放射性物質を撒き散らし、子どもや子育て中の母親、これから母となる若い女性への心身共に与える影響を考えると今現在を生きている私たち親世代の責任として今決断が求められていると
思います。

55134 個人 家事専
業

５０代 女性 脱原発、できるだけ早く他の発電方法に切り替えるべ
き。

原発の再稼働には反対します。
まだ福島の事故処理も終わらず、被災者の救済もされない状態での再稼働はあり得ないと思います。
もしまた大飯原発で福島と同じような事故かわ起こった場合政府は具体的にどのような責任を取るのでしょうか。
総理は責任を取ると言っていましたが、福島の現場も回復されないままの今具体的にどんな責任を取れるというのでしょう。
あまりにも無責任な発言です。
仮に再稼働するとしても、福島原発の事故処理を完全に終わらせ、尚且つ大飯原発の設備をしっかり整えた上、そして核廃棄物の処理方法を確立した上でなければならないと思います。
現在の核廃棄物処施設はこのまま原発を動かし続けた場合数年で満杯になると聞きました。その後、核廃棄物はどうするのでしょうか。
危険な核廃棄物の処理を引き受ける自治体はないと思います。
将来の展望もないまま、電気が足りないと国民の不安を煽るような発言はすべきではないと思います。
昨年のあの事故を教訓に再生可能エネルギーの開発に国が本格的に取り組み将来はに不安を残す原発に頼らない世界を作って欲しいです。

55135 個人 その他 ５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 現在の技術では、より大きな自然災害を防げない。

55136 個人 学生 ２０代 男性 原発に関わるエネルギー政策は、経済的問題として
以前に、倫理的問題として扱わなくてはならないと考
えます。このまま原発を続けることは倫理的に間違っ
ています。

原発に関わるエネルギー政策は、経済的問題として以前に、倫理的問題として扱わなくてはならないと考えます。大きな原発事故がもたらす悲惨な被害、たとえば、放射能汚染によって故郷が
住めなくなるといった被害の大きさは、経済的尺度では捉えきれない。事故の被害者に対する責任が問われます。今回の事故では、東電も政府もこの責任を回避しようとしている。
たとえ大きな事故が起きなかったとしても問題は残ります。現在の原発は、作業員の健康を害することで成り立っています。彼らに対する責任が問われます。彼らがいくら高給を取って納得した
うえで働いているとしても。また放射性廃棄物は数十万年残ります。その間に環境に拡散する可能性はゼロではありません。未来の子孫に対する責任が問われます。彼らにどう弁明するのか。
このまま原発を続けることは倫理的に間違っています。
したがって、三つの選択肢の中では、ゼロシナリオが好ましいと考えます。しかし三十年とは言わず、もっと早くできればそのほうが良いでしょう。

55137 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。

すべての問題を棚に上げ、未来の人間に託すのは倫理として間違いだと思います。



55138 個人 自営業 ４０代 男性 原発は段階縮小、全基廃炉を指示します。研究の為
の施設は、今後も継続運営してもよいのでは、と考え
ます。

不測の事態に、現運営では、対応できない事がはっきりしています。
技術としても、停止後、ひと月で復旧再稼働ができないということは、
世界を相手として競争する現在、経済的にも、役に立たないものと、判断します。

早急に主なエネルギー供給方法を他の方法で確立し、今後の災害予測と照らし合わせ、被害を受けた場合の早期復旧状態が見込めない被害を予測させる炉は、順次廃炉していくことを望み
ます。

今後の技術の進歩による、新しい展開は、最悪の事態の収集も含めた全体的な確証がたてられる迄、基本進めない事を望みます。

55139 個人 自営業 ４０代 男性 2012年中に原発増殖炉を停止し原発０％。直ちに全
廃炉。小水力地熱太陽光の支援。化石燃料の低コス
ト購入。使用済み核燃料は原発再処理施設立地自治
体での貯蔵廃棄。発送電分離。

2012年中に原発と増殖炉を停止し原発０％。直ちに全廃炉の準備。小水力地熱発電普及の法整備。家庭や遊休地の太陽光の支援。化石燃料の低コスト購入の施策。使用済み核燃料は原発
再処理施設立地自治体での貯蔵廃棄。発送電分離。

55140 個人 その他 ５０代 男性 選択肢1　ゼロシナリオを選択します。 希望としては選択肢にない即時廃炉をのぞみます。
事故以前原発についてまったくの無関心であった自分を強くはんせいします。
事故後考えたことは、この国は地理的のも人的にも原発を進めていくのはまったく
ふさわしくないと思いました。
民主・自主・公開が原則の方針がまったくまもられていない。
多大な被害者が出ているにもかかわらず。誰も責任をとれず。事故を小さく、小さく見せようとするやりかた。根拠のない収束宣言。原発ありきで進められる再稼動。どれもこれも全く納得できな
いまま政策がすすめられています。
核燃サイクルなど実現できない希望的観測のみで進んでいる政策には一刻も早く終止符をうっていただきたいものです。

55141 個人 家事専
業

３０代 女性 原発はできる限り早くゼロにする。原発依存0パーセン
ト。

原発事故が起きないなんて誰も保証できません。
事故が起きたら誰にも責任は取れません。
危険極まりない原発は、今すぐ完全廃炉にするべきです。

55142 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます。 再稼働はしないでください。子供たちに健康な未来を残す為に、原発はゼロにしてください。
省エネルギーの取り組み、自然エネルギーの推進を望みます。

55143 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します 原発は危険だからです。

55144 個人 その他 ３０代 男性 原発への依存0%を要求します 福島県出身の者です。原発への依存0%を要求します。一度の事故でここまで悲惨な状況が現出される原発は、あまりにもリスクが高すぎます。原発以外の、新たな再生エネルギー産出手段の
開発を提案します。

55145 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 今回提示された3つの選択肢に関して、大いに不満点がありますが、その中で選べと言われれば、もちろん「原発ゼロ」シナリオです。
昨日、鎌倉市の市民団体で主催された自主的意見聴取会に参加し、戦略室員の方による説明を初めて聞きました。
経緯は理解しましたが、そもそも3つのシナリオがそれ以前に必要な議論が不十分な中選ばれた選択肢であることに非常に不満を感じました。
核燃料サイクルに関する考え方についても、直接処分、再処理共にまったく解決策が見つかっていないという状況の説明も国民に対して不十分すぎます。
この状況を知れば、処理の解決策が見つからないまま、核燃料を使い続け、核のゴミを溜め続ける「15シナリオ」も「20-25シナリオ」も全くおかしい選択肢です。
国としてのあらゆる可能性を想定した議論が本当に不十分です。
有能な官僚が無駄に使われているとしか思えません。

そして、そもそも、国としてまず大切なのは「国民の安全保障」なのではないですか？
なぜ経済効果を優先するのでしょうか。経済効果は、国民の安全が守られなければ生れないでしょう。
企業の圧力に屈した政策はやめてください。
企業は利益追求と存続が目的ですが、その企業を動かすのも国民です。
一番底辺で支える国民の声を大事にしてください。

原発はいりません。
今まで大量消費を放置してきた国も、企業も、そして何も考えず政府任せにしてきた国民の私たちにも、内なる意識改革が必要です。

どうか、国民が失望するような道を取らないでください。

55146 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発比率はできる限り早く０％とすることが望ましい。 福島の事故の現状を考えれば明らか。今後、何十年間は元には戻らない。
また、事故は収束していないのも明らかで、いまだに外部に放射能を漏らし続けている状態が続いている。
他のどの原発でも想定外の事故が起こりうる現状、できるだけ早く０％にすることが望ましい。
脱原発による経済の停滞を心配する声があるが、
 1.発送分離などを早急に実施し、電力市場自由化を進めて電気料金を下げる。
 2.日本の技術力を利用し、原発以外の代替エネルギーの安定供給技術の開発、輸出を推進する。
ことが先決。
それでも経済が停滞したときに、初めて再起動の議論を始めるべき。

55147 個人 自営業 ５０代 男性 原発は反対です。今回の事故状況を見れば明らかで
す。政府、東電は事故後天災のように対応し全く当事
者犯人としての責任を果たしておりません。事故が
100％起きないという確証がない限り再稼動には反対
です。

福島で現実に原発事故の被害にあえば誰しもが原発の危険性を身にしみて実感できると思います。命よりも大切なものはありません。日本の経済がどうのこうの、豊かな暮らしがどうのこうの、
という人は自分がその犠牲となってみてください。原発がなくなっても電気がすべてなくなるわけ訳でははありません。不安のない安心できる暮らしを過ごす権利が私たちにはあるはずです。未
来の子供たちに禍根を残さないことは今を生きる私たちの責務だと思います。強く原発０を求めます。

55148 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発依存0％、速やかに全面廃炉。直ちに全面稼働
停止

大飯原発を再稼働させた後、関西電力は火力発電所の稼働を停止したが、夏場のピークにおいて電力不足には陥らなかった。
よって、大飯原発を再稼働させなくても、火力発電で十分対応できたことが言えるのではないか。原発依存０％が当たり前。

地震国日本で、原子力発電所があること自体が危険。即全面廃炉に向けて動かなければ、日本人の命が危ない。地震によってメルトダウンする可能性が十分にある。直ちに全面稼働停止す
べき。

使用済みの放射性廃棄物はどのように処理するのでしょうか？また、処理費用はいくらなのか明確に示して、水力、火力、原子力、その他のエネルギーの価格の比較をすべき。

55149 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します 事故が起きた時の対策の不充分さと対応能力の低さを見るに、電力会社も政府関係各所も到底原子力エネルギーを管理できる水準に在らず。国の人事システムでは有能な専門家を育成でき
ない。

老朽化した発電所は稼働を禁止し、すぐに廃炉作業を開始し、
同時に核廃棄物の処理について早急に対応を検討すべき。

予想される電力不足については計画停電せずとも現状のままで充分対応できる。
電力会社の広報活動の禁止し、広報予算を燃料費に活用すること。

温暖化対策は省エネと高機能触媒の開発、熱エネルギーの再利用で対応する。

55150 個人 家事専
業

３０代 男性 原発ゼロのシナリオを支持します。最終核廃棄物の
処理、原発の事故の影響などを考えると、今２歳の子
供が大人になった時「なぜあの時に止めなかったの
か？」と問われらたら答えられません。倫理として原発
反対です。

経済発展・維持の為に、原発が必要というのは一面に過ぎないと思う。新しいエネルギーシステムにチャレンジすることが、未来の日本に向けて力になると思う。

55151 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発いらないです。 原発がとまってる地域で電力不足による死者が増えているという話はききません。
原発稼働による環境破壊、身体への悪影響しかききません。

原発はいらない。
安心して暮らせる日本がほしい。

55152 個人 その他 ４０代 男性 原発ゼロ！ 処理できないゴミがでる

55153 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 たった数十年のエネルギーのためにその何倍も処理
に費用も次回もかきる原発を推奨するのは効率的で
はない。とても日本の頭脳が導き出した結論とは思え
ない。

本当に効率的、経済的な結果としての原発であるならば示して欲しい。
可及的速やかに方針を転換し、より持続的なエネルギーへのシフトが必要だとかんがえる。
上の世代は後始末を次世代に残しすぎた。

55154 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発は０シナリオで、できるだけ早い実現をお願いし
ます！！

　これまで日本のエネルギーについてほとんどと言ってよいほど考えていませんでしたが、東京電力福島第一原発の事故以降、個人的には反省しています。
　あの事故の後、かつて東芝でもんじゅ関連の仕事をしている友人と他の友人たちと飲んでいて原発は危険なのではないかという話になった際に、彼は詳しいことは話さずただ安全だと言って
いたのを思い出しました。彼は、今の記者会見をしている東京電力の人たちと同様に努めて冷静に話していたのですが、最後に私たちが「万一事故があったとき、生身の人間の体一つで近づく
ことができるのか？」尋ねたとたんにブチギレて席を立ちました。東大卒の彼に言わせると私たちのように何もわかろうとしないものたちに言っても無駄、ということだったらしいのですが、その直
後にもんじゅのナトリウム漏れ事故があってあれ以来彼とは全く会っていません。
　また、外資系に勤めていた友人が北陸電力と商談があるからと今私が住んでいる土地に来た時にちょうど志賀原発の臨界事故隠しが発覚しました。このため商談が流れた友人と空港でお茶
をした際に、「今までずっと高飛車だった北陸電力社員がものすごく腰が低くなっていて驚いた」といろいろ話してくれたのですが、彼の会社のほうが世界的に大きな影響力を持っているのにいく
ら客だからとはいえ、そんなに尊大な態度をとるのかと驚きました。普通の企業では考えられない態度でした。
　そして福島の事故です。原発で電気を作ることに関わる会社は原発がどのような害を与えるか知っていて、今も廃棄物が処理できないことや原子炉が止まっていても事故の危険があること、
原子炉自体を止めることにもエネルギーが必要なこと、古くなった原子炉を廃炉にする技術がないことなど、自分に不利益になることをなるべく周知しないようにしてきたとわかりました。こんな
やり方はアンフェアですし、そんなことの上に成り立っている繁栄はいりません。
　経済上の理由で原発を動かしたい方々は安いエネルギーが欲しいというならば国民の安全や税金をあてにせず、ご自分たちで原発をどこかで動かせばいいでしょう。お金でなく何か別なもの
の理由で賛成する方も同様です。国民全員を巻き込まないで欲しいです。一時的でも暮らせなくなるような土地をこの国に発生させる装置などいくら安くても必要ないです。そんなものを元に社
会システムを作らないでください。

55155 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。原子力発電の使用につい
ては3年先、2015年末までに、今年において2基稼働
であるものを直線的に0基稼働に低減すべきと考えま
す。

1. 残余大事故発生確率について
福島第一原発事故においては「想定外」とされてきた津波リスクが現実のものとなり大規模放射能放出に到りました。津波リスクに対する対策については部分的に実施が行われて今後も推進
するとされていますが、この他の「想定外」リスクがどの程度あるのかは全くの未知です。
津波リスクが最初に顕在化したことからすると、津波リスクは福島第一原発事故以前において「想定外」であった潜在リスクのうちのかなりの部分を占めるのであろうとは考えられますが、観測
済み強地震動への対策や、専門家により指摘されている各地の原発近傍の活断層への対策は未だ実施されていません。
具体的には既に柏崎刈羽原発で観測された中越沖地震の強振動に基づき、柏崎刈羽原発のための基準地震動は大幅に引き上げられていますが、この基準は全原発に適用されるべきもので
す。ことにM9クラスの地震は周辺の地殻の応力分布に大きな変化をもたらし、これまで観測されていなかったパターンの大地震を誘起します。実例としては2004年スマトラ島沖地震が挙げら
れ、それ以降スマトラ島周辺では大地震が頻発しています。このことからすると、現在の日本列島はどこでM7級の地震が起こっても不思議ではない状態にあると考えるべきです。
以上を勘案すると、原発を「想定外」の大地震が襲って大事故に至るリスクは津波リスク対応後も相当残るものと考えます。ざっくり1/3とか1/10くらいはあるものと想定すべきと考えます。
2. 大事故損害想定について
第一に卓越風の影響を考慮する必要があります。福島第一原発事故においては福島の東半分において農業に制約が出る程度の汚染を受けました。しかしながら、この汚染は、西風卓越の日
本列島の東岸の原発によるものです。8割方の放射能は太平洋に流れたことがわかっています。しかし、日本の原発の大半は西岸にあり、それらから放射能が放出された場合それは卓越風に
載って日本列島にかぶさることになります。このことから、今後発生しうる大事故における汚染被害は福島第一事故の4倍程度は大きく見積もるべきと考えます。
第二に、福島第一原発事故において、原子炉建屋近辺における作業が可能なレベルの汚染に留まったことにはかなりの幸運があった、と考えます。4号炉使用済燃料プールの水位が燃料棒
冠水を維持できたことについて、炉心からの冷却水流入が大きく効いていたと報道されていますが、この炉心の水は作業が順調に進んでいた場合抜かれていた筈でした。そうなっていた場合、
逆に炉心にプールの水が流出していた筈で、使用済燃料は早期に空気中に露出し大規模放射能放出に繋がっていた可能性が高い、と考えます。仮にそうなっていた場合、福島第一原発サイ
トに接近できなくなっていた可能性が高く、それは1-6号機全てにおいてメルトダウン・放射能放出につながったであろうことを意味します。これは放出放射能量において2-3倍の増加につながり
ます。
以上をまとめると、今後の大事故損害としては福島第一原発事故のそれを大雑把に1桁上回るものを想定する必要がある、と考えます。項目1と2をあわせると、残余大事故発生確率と損害の
積は(放射能汚染にして)福島第一原発事故と同程度、残余原発の設置箇所を考慮した想定汚染地域の人口密度が福島県東部の数倍以上であることより、損害額としては福島第一原発事故
の数倍を想定すべきと考えます。
このような大損害を想定しつつ原発を使用しつづけるのと、ゼロシナリオを推進して政府発表による推計で電気代が2割上がるのを比べた場合、後者を採るべき、というのが私の意見です。
自然エネルギー導入には時間がかかりますが、それまでは天然ガス火力を増設して不足分を補うべき、と考えます。3年というのは増設所要時間として想定しています。



55156 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 選択肢の中から選べるのはゼロシナリオだけだが、
2030年まで待つ必要はない
即時廃炉して、廃炉技術と再生可能エネルギー技術
で世界のリーダーシップを取るよう
政策転換するべき

福島第一原発の事故を見ても分かる通り、一度過酷事故が起こったら、自然界に拡散した放射性物質を元の状態に戻すことは、人類の科学では不可能なのことは明らかです。
放射性物質はいかなる方法でも分解や中和などのような別の安全な物質に変えることはできません。
人間を含め動植物の遺伝子を破壊するため、回復不能なダメージを与えてしまいます。
人間というものは、過ちを犯す動物であることは明白な事実ですから、それを前提に物事を考えるべきです。
形あるものは、いずれ必ず壊れる時が来ることも、明らかなことです。
地震の巣のような立地の日本においては、地震の影響を無視することはできません。
電力業界や、電気料金で優遇を受けている経済界は、原子力発電が無いと電力が足りなくなって、経済が衰退するということを言いますが、今年の夏は原子力発電がなくても電気が足りなくな
るような事態にはなっていません。
大飯原発を再稼働しなくても電力は不足しないということは、関電が認めています。
原発はいずれ廃炉しなければならない時期が来ます。
それまでどんどん処理できない核のゴミがたまり続けます。
処分するにも分解不能ですから、埋めておくくらいしか出来ません。
無害になるまで数十万年もです。
たった数十年分の電気を得るために、数十万年もゴミを残す…そのようなことが合理的だとはとても言えません。
そのような負の遺産を子孫に残すことが、明るい未来につながるのでしょうか。
いざ廃炉という時に、国内に技術がなけれあ、海外の企業にお金を払って廃炉するしかありません。
これから数十年の間に、世界中の原子炉が寿命になって廃炉が必要になります。
その時に、日本が先頭に立って人類の安全のために貢献できる。
そのために、今から国が率先して廃炉技術を育てておくのは、とても有意義なことだと思います。
広島長崎と福島の3度の核被害を受けた日本だからこそ、核のない安心して暮らせる世界を作るのに貢献するべきです。

55157 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 全原発の廃炉を要求致します 福島の原発が何も解決しないままの終息宣言、電気が足りないと煽りをつけた再稼働の強行を野田政権下にて行いましたが、私は何一つ了解をしておりません。経済の安定などと銘打ってあ
なたたちの私腹を肥やすために国民を危険に晒すことなど毛頭容認する事など出来ません。
直ちに全ての原発の廃炉を決定し、火力に切り替える事によっての環境被害を視野に入れた、クリーンエネルギーへの転換を協議して頂けるように要求致します。私も官邸前デモに参加してい
るものです。
これ以上国民の意見を無下になさらないよう、何卒宜しくお願い致します。

55158 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。なるべく早く実現してもら
いたいです。

政府は２０３０年時点での原発の割合を国民に問うていますが、
これだと、どのシナリオを選んでも２０３０年までは原発を動かすという
ことになってしまいます。そんなことを勝手に公言してもらっては困ります。

耐震性も津波防御対策も避難体制も何もかも不十分なまま、大飯原発再稼動を
強行しておいて、一方で２０３０年までのエネルギー戦略を国民に問う？
これは茶番劇だと思います。
明日来るかも知れぬ巨大地震・巨大津波が来るかもしれない。
過酷事故が起きてからでは遅いのです。

人間がどんな対応をとったところで、絶対安全を保てる技術など
存在しません。そのつど、想定外だったと言い訳するのですか？
言い訳を繰り返しながら、国は滅びていってもいいのですか？

今すぐ、「原発ゼロ」を実現してください。
お願いします。

55159 個人 その他 ４０代 男性 今すぐ、原発の依存度をゼロにするべき。
そのために再生可能エネルギーによる雇用を増や
し、経済モデルを替えるべき。

あれだけの事故を起こしながら、内閣府、経産省、東京電力…誰一人逮捕されないほどの「無責任」体制が整っている現在、原子力発電事故およびプルサーマルの軍事利用についても、今
後、責任を持った管理、政策が行われる可能性はゼロパーセント。
理由をつけて、原子力行政の無用な延長、拡充を進めるために、これまで原発を推進してきた人々が全力をかけてくるのは目に見えており、必要も未来もない原発を中途半端に「電力不足」を
理由に運用する必要は無い。
必要であれば、電力管理を的確に行うと同時に、いままで企業への売電を異常に安価に抑え、一般市民に高値を押しつけてきた現体制をあらため、調整することで十分な対処が可能であるこ
とは、今年の夏に電力が余っていることからも十分立証できたはずです。

55160 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 1970年代の「夢のエネルギー」は，原発事故を受けて
「悪夢のエネルギー」に変わった．実現困難な核燃料
サイクル政策は即刻放棄して，実績のある高効率の
火力発電で代替し，将来の自然エネルギーを目指す
べき．

「2030年に」ではなく「明日にでも原発ゼロ」を！

1970年代の「夢のエネルギー」は，原発事故を受けて「悪夢のエネルギー」に変わった．実現困難な核燃料サイクル政策は即刻放棄して，実績のある高効率の火力発電で代替し，将来の自然
エネルギーを目指すべきである．

55161 個人 その他 ５０代 男性 国のエネルギー政策において原子力発電所のない社
会を求めます。

昨年の東日本大震災による福島第一原子力発電所は重大な被害をもたらしました。未来を担う子供たちにとって不安をあたえる結果となりました。現在生きている大人の責任において、原子力
発電所の完全撤廃、廃止を望みます。

55162 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 再稼働に反対「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望
します

安全性が確保されない、そして事故が起きたときにリスクが高すぎる。メンテナンスにも被曝が生じる。普通の考えをすれば、そんなエネルギーの算出方法は取るべきではないと思います。日本
の技術を他のエネルギー算出に尽力すべき。即座に0%を目指してください。ドイツにだって出来たんだから。

55163 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。

また、省エネは、官民一体となって
もっともっと努力すべきです。現状、まだ不必要な電気
が使われています。

福島の原発事故が収束もみないのに、大飯原発を再稼働したこと
とんでもないことだと思います。電力は足りているのに！！

官邸前抗議などにも参加しています。
原子力ムラの人々のやり方は、いまや子どもやお年寄りたちだって
知っている層が厚くなってきています。

これ以上、自国のみならず、全世界を取り返しのつかない汚染で苦しめることは
空恐ろしいことです。決して許されることでは有りません。

再生可能なエネルギーを熱望します。

原発は全て廃炉にしてゆかねばなりません。

55164 個人 その他 ４０代 女性 原発依存度0
ふくいち事故原因究明も済んでいないので、原発稼働
リスクを正当に評価できていない。
原発は必要だから推進してきたのではなく、利権を守
るために推進し、他の新エネルギーを潰してきた。

ふくいち事故で津波だけではなく、地震でプラントが損傷したとすれば、現在の耐震基準が不十分ということになり、すべての原発の稼働に影響を与える。このため、政府および事故調はふくい
ちの地震による影響の評価を避けてきた。逆に言えば地震による事故の影響が皆無であったことが証明されたわけではないのだから、原発を稼働すべきではない。地表が数メートル隆起する
と言われる直下型地震に循環冷却システムの配管が耐えられるはずもなかろう。
つまり、原発0以外のシナリオは原発のリスクを不当に過小評価しているわけで、評価に値しない。

電力会社は総括原価方式による無尽蔵の工作資金によって利権をばらまき、原発シンパを増やし、反原発運動と新エネルギー開発を抑え込んできたが肝心の安全対策はなおざりにしてきた。
こうしたことやSPEDII情報を隠蔽した謝罪はするが責任もとらずに原発は維持するという利権、なかんずく経産官僚と政府の図々しさは許せない。
東電を日航のように破綻処理せず、株主責任、メガバンクの貸し手責任を問わずに国民負担だけを求めることも許せない。
危険な原発を維持する動機は利権以外にないことを国民は知っている。

エネルギーなくして産業も文明も立ち行かないことは自明だが、産業や文明の発展はエネルギー消費量に比例するとした旧来の発想からの転換が必要だ。昨夏の節電騒動でこれまで無駄な
電力消費が多かったことが明らかになった。省エネを推進するとともに、電力消費に頼らない産業の育成を成し遂げ、エネルギー消費を抑えてなおかつ経済発展する経済戦略を内外に示して
ほしい。

原発や核燃料サイクルに費やした予算をシェールガスを含む新エネルギー育成に充て、電力会社の地域独占を廃止し、原発利権の顔色をうかがう政策をやめよ。

55165 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「明日にでも原発0を」
原発ありきではなく、使用しないシステムをどうつくる
かの議論をすべき

「安全に電気を充足させることができれば、それにこしたことはない。」
この点においてはだれでも賛成だと思います。

そして今年の冬を2基の原発で乗り越えられたことを思うと、安全が確保されない原発の利用を即刻やめるべきです。

原発がらみの利権がからむ話がネックになるなら、原子力発電所の近くに火力発電所を建てて設備を一部再利用したり、再生可能エネルギー分野での優遇を認めるなどの現実的な対処をうま
くやってください。

55166 個人 無職 ７０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 放射性廃棄物の最終処分のやり方が決まらない中でこれ以上原発を動かすのは将来にツケを回すことになるので。

55167 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発依存度ゼロシナリオを支持します。 ただし2030年までと言わず、可能な限り早く依存から脱却すべきだと考えます。現在の福島のような惨状を招いたり、実用化から数十年が過ぎた今も廃棄物処理の方法が確立されていないこと
からも明らかなように、原発は未完成の技術です。それを今夏、経済性のみを優先させ、表向きは電気が不足すると脅して強引に再稼動させたことは、許しがたい暴挙です。そんな物が稼動
し、存在し続けることを認めるのは、立地の周辺住民や国民、さらには世界中のすべての生物の命と健康を軽んずることと同じです。
さらに、15％シナリオですら原発の新設が必要となれば、選択肢はゼロ以外にあり得ません。

55168 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発依存度ゼロ%の支持及び即実行 福島第一原発の事故がまだ全く収束していないのが明かなように、人類が原発と平和的に共存できるのは不可能です。核のゴミの問題など、未来の世代に負担を押し付けるのは、大人世代の
無責任さの現れです。日本の技術力を生かし、再生可能エレルギーで世界をリードし、良き未来を子どもたちに残してあげるべきではないでしょうか。肩書きや置かれている立場ではなく、一人
の人間として、夢の描ける未来のために、政治家の皆さんの英断を期待致します。

55169 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発をゼロにするか、１００パーセントにするか、どち
らかにするべきだ。

１００年後にはクリーンなエネルギーが使えるようになっていてほしい。わ
もちろん、原子力を完全に使いこなして、全て原子力発電にするというのは十分にあるだろう。
その見通しが無いのなら、脱原発に向けて早急に動き出すべきだ。

55170 個人 学生 １０代以
下

女性 原発０％ このまま続けていたら将来、がんにかかってしまうこどもたちも多くなってしまうと思うし、チェルノブイリのような悲しいことはもう起こってほしくないです。

55171 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 原発ゼロを前提に政策を考えて欲しい。 原発事故から、原発は怖いと思いました。実際原発の近くに住んでいる人は常に恐怖にさらされているでしょう。いつまた地震が起きるかわかりませんし。。ドイツのようにまず原発をゼロにする
と決定した上で、代替エネルギーをどうするのか、電気代をどうするのか、どう原発を管理するのか、補助金を受けていた地方自治体の財政をどうするのかなど様々な問題をみんなで議論して
いくべき。
このような議論を十分に行うには時間がかかることはわかりますが、議論しているうちに地震がきたら・・・なので、まず原発を廃止して、それから議論すべきだと思う。

55172 個人 自営業 ４０代 男性 原子力、核エネルギーの利用には絶対反対！
原子力発電所も直ちに停止すべき！

東北の震災ではっきりしたように、自然の驚異の中では人間は無力です。また、人間では核エネルギーを管理しきれないという事実を認めるべきだと思います。
更に、先日の電力会社の発言のように「人の痛みがわからない」”ムラ”の連中が管理しています。一部の人間の利益のためだけにあるような原子力は、もう必要ありません。
絶対に反対です！！

55173 個人 その他 ２０代 男性 原発をなくして欲しいと思う理由 原発再稼働に反対です。そして将来的に原発ゼロを望みます。
福島での原発事故があり、その解決方法も見えてない中で原発を
再稼働する意味がわかりません。他のエネルギーで十分まかなえるとはずです。
絶対安全なんてありえないとわかった今、原発を無くして自然エネルギーへと以降していくべきではないのでしょうか。
コストがかかるのはわかるけど、安全安心は金では買えません。

今そのような決断を下すのは年寄りですが、何年かして今の政治家のトップは全員死んでます。今の政治家の判断は将来私達の世代、さらには今の小さい子やこれから生まれてくる子供の為
にあるべきだと思います。

効率より命の方が大事です。
政治家でなく、国民が何を一番望んでるかをしっかり理解して、色々決断していただきたいと思います。

55174 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 全原発、即停止、即廃炉。原発は必要ない。 原子力研究者の小出裕章氏は、以前より、原発は非効率で無駄の多いエネルギーだとおっしゃっています。それにもかかわらず、原発が抱える危険、ましてや、地震国（しかも活動期にある）の
日本で原発を持つのは、自殺行為です。小出裕章氏は、火力発電の有効性を訴えていらっしゃいます。洋上風力発電（大規模発電）と太陽光（民生向け小口発電）も有効でしょうし、水力発電、
海洋発電、などそれぞれに良し悪しがあるようですが、原発の危険に比べれば小さなものです。原発を維持することに時間と労力とお金を使うのは、即やめてください。
原子力は、人間の細胞を壊すものです。自然を破壊し、人間を破壊するものです。
ヒロシマナガサキの原爆、ビキニ水爆実験での被曝、原発労働者の被曝、そして、福島第一原発事故による被曝と今後も続く内部被曝、本当に日本は、世界を汚染しながら、自滅して行きま
す、このままでは。

全原発即停止、即廃炉。これしかありません。

55175 個人 無職 ５０代 女性 人類のしあわせと命を奪う原発は要らない。
再稼働反対。原発ゼロの地球に。

人類のしあわせと命を奪う原発は要らない。
再稼働反対。原発ゼロの地球に。

55176 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電は即刻廃炉。自然エネルギーへの移行を
加速させるべき。

福一でのあれだけ事故があり、その処理も満足にできていないのに、その他の原発を再稼働する事は、全ての生物にとって無責任です。処理しきれない廃棄物もこのまま増え続けることは、望
ましくない。
やはり出来るだけ、環境に負荷の掛からない自然エネルギーへの転換しかありません。

55177 個人 自営業 ２０代 女性 (1) ゼロシナリオ 福島原発での事故が収束していない中、現在も事故の根本的な原因究明もされず、統括も行われないまま誰も責任を取らない現状、、また責任を取れないような国家機関と組織(東京電力)が
管轄を行う以上、日本で原子力をエネルギーとして扱い続けるは無理だと思う。
地震をはじめとした自然災害が偶発的に発生する島国でともすれば世界中を核の脅威に晒すエネルギー政策から転換、脱却するべきだと思う。
少なからず今後20年で原発の新規建造はせず、段階的に廃炉とし自然エネルギーを利用した原子力以外のエネルギーの研究開発へ様々なリソースを投資するのが現実的だと考える。

55178 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオ（２０３０年までに原発依存率０％）を選択
すべきと考える。

ゼロシナリオ（２０３０年までに原発依存率０％）を選択すべきと考える。
理由は以下の４つ。
１．事故発生時の影響や対応コストがあまりに高く、発電により得られるメリットに比べてデメリットが大きすぎるため。
２．使用済み核燃料の最終処分方法も決まっていないため。
３．我が国が核兵器を保有するのであれば原子力発電所は必須だが、保有しないのであれば不要と考えられるため。
４．太陽光の他、天然ガス、地熱、風力、波力等再生可能エネルギーの開発と設備投資に注力すべきと考えられるため。

ただし、外国の核兵器への対応を研究する目的で、国内に数基（５～６基程度）の原子力発電所及び最終処分処理場を建造・維持することは必要と考える。

以上



55179 個人 自営業 ３０代 男性 原発依存度をゼロにする政策を支持。
地震災害が多いこの国は特に原子力発電を行うべき
ではない、また脱原発により代替エネルギーの技術を
始め様々な技術革新が促され、停滞した経済や社会
の活性化につながるから

「エネルギー・環境に関する選択肢」
原発依存度の(1)ゼロシナリオを支持します。
福島第一原子力発電所の事故により、地震や津波に対する原子力発電所の脆弱さ、安全対策のずさんさのみならず、官・産・学にまたがって原発推進派が原子力行政を牛耳るという、いわゆ
る「原子力ムラ」が、日本の政治、経済、社会、学術のあらゆる側面を大きく支配しているという実態が明らかになりました。こうした構造により日本の環境やエネルギーをめぐる状況は硬直化し
柔軟さを失っていると思います。
まず第一に、安全性が確保されないうちに、原子力発電を続けるべきではないと強く考えます。発電所の安全性そのものばかりでなく、使用済み燃料の処理方法、遺棄・保管場所もいまだ確
保・確立されてはいません。現在の私たちの安全はおろか将来にわたって長く人類そして生物全般の命をおびやかず放射能を垂れ流しにする原子力発電を継続することは、決して許されるべ
きものではありません。
第二に、代替エネルギーの研究開発を促進し、エネルギー供給のあり方を抜本的に見直していくべきだと思います。電線も電力会社の独占にせず各地で発電、蓄電、スマートグリッドを導入す
べきです。そうすることにより、あらたな技術開発の波が生まれ、日本の経済や社会の活性化につながっていくと思います。
以上の理由により、原発依存度を出来る限り早くゼロに近づけていくべきだと考えます。

55180 個人 無職 ６０代 女性 原発比率ゼロを目指す政府と国民が力を合わせて、
５０年後１００年後の日本を平和で心豊かな幸せの国
にしましょう

　放射性廃棄物が人類を含む生物界に与える悪影響は否定できない。そして放射性廃棄物の処理に要する途方もない時間を考えたとき、今すぐ原発を止めることが人類として正しい選択だと
考える。
　すでに我々世代では全く処理しきれない放射性廃棄物と核燃料が存在する事実を、私たちはしっかりと意識して今回のエネルギー問題を考えなければならない。後世に恐ろしい遺産を残すこ
とがわかっていて、今のままのエネルギー消費を続けることはできない。私たち日本人は国土に見合った省エネルギー、少人口、小規模国を目指すことが必要だと考える。
　簡単ではなく５０年、１００年とかかることだとは思うが、日本人として日本を愛し、自分の家族を愛し、皆の幸せを願う国民と政府が力を合わせれば必ず実行できると信じている。
　５０年後１００年後の日本を平和で心豊かな幸せの国にするための第一歩を、今こそ踏み出す時です。あなたも私も、日本人一人ひとりが覚悟をするときですね。

55181 個人 家事専
業

４０代 女性 原発依存０％でお願いします。 原発依存０％でお願いします。環境や生き物へのリスクの高すぎるエネルギー原発は０％でお願いします。

55182 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今すぐ全原発廃炉
火力へ

　「原発がダメなら再生可能エネルギー」と考えているのは日本だけで世界は「石油、石炭、天然ガス」を使おうとしている。
　石炭や天然ガスの火力発電所を急いで作り、日本がその国力にあった2億キロワットぐらいの発電容量まで行けば、電気代は2分の1になり、産業はまったく困らない。反対に太陽電池などを
やると、電気は使えず、電気代は2倍（1キロワット42円＝日本産業の破壊）になる。

55184 個人 自営業 ６０代 男性 早急に原発を廃止し再生可能エネルギーで代替す
る。途中過程は天然ガスによるコンパイルドサイクル
発電などでまかなう。

原発と使用済み核燃料の処理は未完成の技術、福島のような事故が再発すれば国家は滅亡する。核廃棄物は子孫に負の遺産だが再生可能可能エネルギーの技術は永遠の資産だ。原発マ
ネーを新エネの開発に使える。

55185 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電所は2030年までにゼロとし、水力を含め
た自然エネルギーを代替とする。電力会社の地域独
占を止め、発送電持病の分離を可能とする。東日本
が50Hz、西日本が60Hzという周波数の違いは統一す
る。

　原子力発電所の危険性は以前から言及されてきたが、昨年3月11日の福島第一原発の事故により、危険性のみならず、後処理費用が膨大に掛かり、経済性の面でも不利であることが明らか
になった。しかし今すぐ全廃となると、夏期や冬期のエネルギー需要を賄えない不安が残る。
　そこで私はドイツが提示した、2020年までに全廃という案を支持する。内閣府が提示した選択肢に従えば、当然「2030年に原発ゼロ」を選択する。もちろんその代替は、水力を含めた自然エネ
ルギーによって行う。
　自然エネルギーというと太陽光や風力ばかりに目を向ける人間が多いが、欧州では水力も自然エネルギーに含まれている。私は日本の気候や地形は水力発電に向いており、水力に再注目
したいと考える。自然破壊に言及する者もいるが、太陽光や風力も自然破壊の上に成り立っていることを納得すべきである。
　化石燃料を用いる火力発電への依存度は、コストの上昇のみならず、環境悪化にもなるので避けるべきである。今すぐ全原発を停止とせず、段階的にゼロという意見なのはこの点によるとこ
ろが大きい。
　またエネルギー転換と同時に、電力会社の地域独占を止め、発送電持病の分離を可能とすることで、電力の自由化を促進することや、長期的には東日本が50Hz、西日本が60Hzという周波数
の違いを統一することも望みたい。

55186 個人 その他 ４０代 女性 私達の国は、原子力エネルギー0パーセントの依存率
を支持します。

1.福島原発の問題が解決しないまま、原発エネルギーの保持するのは無謀と言える。軍事利用の可能性もある。処理出来ないものを作るのは認められない。
2..原子力エネルギーの利権問題で、東京電力、マスメディア、自民党など、一部の権力のある団体が利権を貪っていた事に気がつきました。私は40代ですが、この国の政治に対して、選挙権を
持った時点から今回のような悲惨な出来事が起こるまで、無関心でいた自分を恥じています。と、同時に私達が未来に何を届けるのか責任のある行動を取りたいと考えています。原発事故が
きっかけで色々なことを学び始めましたが、この国の未来に対して、国は何もしていないという事を知りました。私達国民は、今以上に自分達の国に対して意見を述べ、未来に、子供達に自信を
持って安全な国を届けたい。今回の悲惨な出来事を繰り返したくありません。
3.原発を停止する事によって危機感を提示する人達もいるが、まずやめる事を決めてから全ての問題に対処すべきです。
4.0％にすることで、あらたな国へのシフトチェンジにもなるようにしたい。この国の政治を諦めたくない。日本人である事に誇りを持っていたいです。これから国の政治にしっかりと関わっていく所
存です。

55187 個人 自営業 ６０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成します。 原発は人間の制御能力を超え、ひとたび事故が起これば人類の生存を脅かす。そのことが福島の事故がはっきりした以上、即時原発停止に踏み切るのは日本の義務だと思います。再生エネ
ルギー開発に本気で取り組むべき。住民の本気の訴えに政府は真摯に耳を傾け、本当の意味でいのちを守るための施策=原発ゼロ・再生エネルギーへの転換を打ち出していくべきだと考えま
す。

55188 個人 家事専
業

３０代 女性 原発は全廃すべきだ。 環境に優しい、クリーンだとする原発はそもそも使用済み核燃料の処理方法が確立されていない。それは地球温暖化を語る以前の問題だ。原発維持のために地方に支払う税金を当てればメタ
ンハイドレイドの実用化に向けての足がかりはできるはず。環境の事を考えるのなら尚更原発は全廃すべきだ。

55189 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 福島の原発事故の被害がひどいので。
もともとなかったものなので。

55190 個人 自営業 ４０代 男性 　ゼロシナリオを支持。
　地震発生が必然の日本列島においては、利益よりも
リスクが大きいことは明らか。今後、安全な廃炉と廃
棄物処理のために、使命感をもって取り組む専門家
の育成を行うべき。

　地震から逃げられない日本列島においては、原子力発電は事故の危険が大きすぎます。安全な場所はなく、原発がある限り、その不安は払拭されません。
　また、廃棄物の最終処理が行われていないにもかかわらず、これ以上放射性廃棄物を増やす原発稼働を続けるわけにはいかないと思います。
　史上最悪の重大事故が起こったにもかかわらず、原発推進の方針が変わらないなど考えられないことです。
　希望がなければ必要な人材も育ちません。明確なゼロシナリオの方針と、世界の先端を行く廃炉、廃棄物処理の技術育成をめざすべきです。

55191 個人 無職 ７０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させ、原子
力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離の実現
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

55192 個人 法人等 ４０代 男性 3つの選択肢のなかでは，ゼロシナリオを支持するし
かない。しかし，3つの選択肢はすべて地球温暖化対
策の観点からは極めて不十分であり，温室効果ガス
を2020年25％削減するシナリオを再検討すべきであ
る。

福島第一原発事故は，原子炉のなかの膨大な放射性物質を，完全かつ安全に閉じ込める技術が存在しないことを明らかにした。「原発安全神話」は崩壊し，原発に頼らないエネルギー政策へ
の転換が求められている。
こうした観点からは「ゼロシナリオ」を選択することになるが，これらの 3つの選択肢はいずれも地球温暖化対策の観点からは極めて不十分であり，温室効果ガスを 2020年までに 25％（90年
比）削減し，かつ原発ゼロを達成する脱原発と地球温暖化対策を両立させるシナリオを再検討すべきである。
提示されている 3つの選択肢のうち，「15 シナリオ」は浜岡 3～5 号機を含めた原発の再稼働や新設が，「20～25 シナリオ」は原発増設や新設がなければなりたたないシナリオである。こうした
シナリオはそもそも現実性に欠けるだけでなく，「中長期的には原発依存政度を可能な限り減らす」との方針からも逸脱している。
また，地球温暖化防止の観点からは，「ゼロシナリオ」を含めて極めて不十分である。3つの選択肢は主として2030年の温室効果ガス削減量を提示し，2020年については2010年と 2030 年の中
間値を提示するに過ぎないが，「ゼロシナリオ」では 90 年比で 2020年に 0～7％削減，「15 シナリオ」で 9％削減，「20～25 シナリオ」でも 10～11％削減に過ぎず，2020 年 25％削減の国際公
約は捨て去られてしまっている。
当会では，独自に開発した「CASA2020 モデル」により，(1)原発を 2020年までに全廃するシナリオ，(2)再稼働無しに即時全廃するシナリオで，2020 年のエネルギー需要を賄えるか，CO2 排出
量 25％削減が可能か，その経済影響について試算した。試算結果は，(1)及び(2)のシナリオでも，省エネ対策などによるエネルギー需要量の削減と，エネルギーシフト（脱原発・脱化石燃料，
再生可能エネルギーの普及）により，2020 年に CO2排出量を 1990年比で 25％削減が可能となっている。また，この温暖化対策の実施によるマクロ経済への悪影響もほとんどなく，むしろ雇用
創出などの経済波及効果が期待されることが明らかとなっている。
3つの選択肢の温室効果ガスの削減が不十分な理由は，
(1)省エネを十分に見込んでいないこと，
(2)粗鋼生産量や貨物輸送量を増やす従来型の経済成長に固執していること，
(3)少ない再生可能エネルギーの導入見込み，
(4)石炭を中心とする化石燃料依存，などにある。
典型的なのは，3つの選択肢とも2030年までに 2010年実績から発電電力量は10％しか減らず，最終エネルギー消費も約20％しか減らない前提を置いていることである。
当会の試算では，省エネ対策などによるエネルギー需要量の削減により，発電電力量は現状から 2020年まででも約27％，最終エネルギー消費は約 28％削減される。地球温暖化問題は人類
の生存がかかった問題であり，福島原発事故を理由に，国際公約である 2020年 25％削減目標を取り下げるべきではない。脱原発と地球温暖化防止のどちらかを優先するのではなく，脱原発
と地球温暖化防止を両立させる選択肢が必要であり，こうした選択肢を再検討すべきである。

55193 個人 自営業 ４０代 男性 原発０の選択を選びます。生き残るには即時廃炉しか
無いでしょう。

現在、電力が使用電力ピークですら余っている状況なのが
見えている状況で、どうにもならない原発を可動させているのは
とても不思議ですが、そんなに余る電力が必要ならば、
ガスタービン発電で十分可能。２０２０年までとは原発延命誘導の
ようにしか捕らえる事しか出来ません。

55194 個人 家事専
業

５０代 女性 ３つの選択肢全てに反対です。全ての原発の即時停
止を、強く求めます。

日本は、環太平洋地震帯に位置する地震多発国です。活断層が隈なく存在する日本の地下を調査すること自体が不毛なことであり、もはや、原発を立地させることを諦めるべきです。
福島原子力発電所の事故が起き、ひとたび事故が起きれば、想定をはるかに超える地域が、まだらに汚染されるかとが分かりました。また、除染がいかに困難で不毛なものなのかも分かりまし
た。
原発は、トイレのないマンションといわれるように、その廃棄物を処理する方法が、まだ確率していません。増える一方の核廃棄物を何万年もの未来永劫にわたって、保管、管理していくことは、
たかだか数千年の歴史しか持たない人類には、不可能です。
今も福島第一発電所では、多くの方が被曝をしながら、その収束作業に当たっていらっしゃいます。
居住不可能な高汚染地域の人々は、今も、難民状態です。また、低線量汚染地域の私たちは、不安と怖れの中暮らしています。
全ての原発を即刻停止し、廃炉にすべきです。

55183 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 福島第一原発事故の被害および放射性廃棄物処理
にめどが立っていない状況で、できる限り早期の原発
ゼロ達成は不可避である。その上で更なる省エネル
ギー、再生可能エネルギー政策を進め、電力システ
ムを改革すべき。

福島第一原発事故の被害が続き、放射性廃棄物処理にめどが立っていない状況でできる限り早期の原発ゼロ実現は不可避である。その上で省エネルギー、再生可能エネルギー政策をさらに
進め、電力システムを改革すべきである。

１）福島原発事故をふまえれば、原発ゼロシナリオが唯一の現実的選択肢である

事故時のリスクの大きさ、放射能被害の深刻さに鑑みれば、「原発の安全な運転」は不可能である。原発事故原因の究明も途上である。また、福島県だけでも16万人以上が避難生活を余儀な
くされている、福島第一原発サイトでは高線量が続き、被ばく労働を伴う廃炉作業は数十年にわたる、放射能による健康影響にはしきい値がなく、今後数十年にわたり影響が出る可能性がある
など、原発事故はまったく収束していない。
さらに、原発事故の賠償や除染費用の総額はまだ不可知である。原発のコストは試算より当然高くなる。倫理的、社会的、経済的に考えても、原発ゼロシナリオの選択が不可避である。

２）核燃料サイクル政策は破綻し、放射性廃棄物の最終処分にもめどが立っていない。
ゼロシナリオの選択に加え、核燃料サイクルについても「再処理中止」を決めることが必要である。日本は、使った以上の核燃料（プルトニウム）を高速増殖炉で作り出すという再処理・高速増殖
炉計画を推進してきたが、高速増殖炉の開発はもんじゅで頓挫し、使い道の無いプルトニウムを長崎型核兵器にして5000発分以上も溜め込んでいる。

さらに、六ヶ所再処理工場が本格稼働すれば、核兵器１０００発分ものプルトニウムが毎年取り出される事になる。これ以上、プルトニウムを増産し、核テロの脅威も高めることは、世界の現実
から乖離している。
各原発サイトの使用済み核燃料プールは、保管容量の合計（2万630トン）の7割近くが埋まっている。各原発の使用済み核燃料が、六ヶ所再処理工場の貯蔵プール（容量３千トン）に運び込まれ
ているが、すでに2919トンとほぼ満杯である。
原発が稼働していなくても使用済み核燃料がプールにあるだけで危険なことが福島第一原発事故で明らかとなっている。既存の使用済み核燃料は、最終処分場ができるまでの間、古くなって
温度の低くなったものから順番に、プールより安全な空気冷却の乾式貯蔵で管理すべき。再処理の結果出てくる高レベル廃棄物も、最終処分場ができるまで保管しなければならないことに変わ
りはない。

原子力政策大綱の見直しの中でも、「再処理」よりも、そのまま地下に埋める「直接処分」の方が数兆円も経済的である事が明らかとなっている。危険な放射性廃棄物をこれ以上作らないために
も、脱原発の決断を一刻も早く行うことが不可欠である。

３）ゼロシナリオをベースに、省エネルギー、再生可能エネルギーをさらに深堀りすべき

ゼロシナリオでは、省電力を1割しか見込んでいないため、化石燃料への依存度が高く、再生可能エネルギーの導入見込量も不十分である。さらには、温室効果ガス排出量は1990年比で2020
年に0～7％削減と京都議定書第一次約束期間の削減義務である6％削減から時間を逆戻しするようなシナリオであり、2030年でも23％削減という持続可能な社会への道筋をつくるものではな
い。

ゼロシナリオに対して、さらに踏み込んだシナリオが必要である。電気のロスをなくし、無駄に捨てている熱を有効に利用していくことで、家庭や業務の分野だけではなく産業分野も含めて省エ
ネを大幅に進めること、産業構造転換も視野にいれグリーン産業や雇用を生み出すような産業を大きく育てること、石炭利用を減らすこと、電力システムの構造を分散型地域エネルギーへとシ
フトさせていくこと、電力自由化や発送電分離を進めること、それらによって大幅に再生可能エネルギーを増やすことが可能である。

ゼロシナリオにおいて、経済的負担の強調ではなく、省エネ、再エネの政策・技術のプラス影響を適切に評価し、あらたなグリーン産業育成によって世界をリードしていく方針をこそ示すべきであ
る。

＊エネルギーシナリオ市民評価パネル報告書　『エネルギー・環境のシナリオの論点』
脱原発と気候変動対策を両立させ、持続可能な社会を目指して行くことは可能であることが示されている。
https://www.facebook.com/enepane/app_211074635600191

４）大規模集中型から小規模分散型に電力システムを改革すべき

世界では先進国の大半で、電力の小売の全面自由化や発送電分離が実現している。日本でも、10電力会社が発電・送電・小売りを一括して扱い、地域独占している方式を変えていくことが不
可欠である。

送電線は「電力会社」が所有しており、再生可能エネルギーの発電会社が発電しても、送電出来ないことも多々ありました。送電線は社会的共通インフラとして、一層の中立性・独立性が求めら
れます。この実現のためには発送電分離、所有権分離が必要となります。

東日本大地震後に大規模な停電となった原因の一つは、わずかな電力しか地域間で融通できないことであった。遠隔地の大規模集中型電源へ依存する従来の電力システムは安定供給体制
とは程遠いシステムであることが明らかとなった。地域間で多くの電力を送電するためには地域間連系線の整備が必要である。また、地域ごとではなく、日本全国大で需給のバランスを取ること
により、大量の再生可能エネルギー電力を送電することが可能となる。

また従来は、奔放な需要に対して発電側が一方的に追従するという、高コストで硬直的な運用がなされ、これも震災後に電力需給が著しく悪化し、計画停電にまで至った原因の一つであった。
今後は、需要側も柔軟・能動的に需給バランスを取ることが求められる。「節電」や「能動化」は「発電」と同じ価値を持つものであるという認識のもとに、多数の節電所を生み出し、それを支える
制度を設けることが求められる。



55195 個人 自営業 ５０代 女性 即時全ての原発を止めなさい。未だに垂れ流しの放
射能。何一つ終息していないのに、政府は国民に原
発事故以前の安全な日本に戻ったかのような情報操
作。経済より命を守りなさい。

もう一基、原発が爆発したら日本はどうなるのですか？活断層の上に原発を平気で建てる、幼児なみの頭の悪さ。しかも再稼動ですか？すでに奇形の生物が続々と生まれ、食べ物も水も汚染
されている。政治家や金持ちの家の庭にも平等にセシウムは永遠に降り続ける。その事の危機感を持っていますか？今後の日本を背負ってたつ、子供達のうちどれだけが、五体満足でいられ
ると思いますか？その中には、金と権力しか頭にない、あなたたちの子供や孫も含まれているのですよ。何故、福島の人達のどん底の苦しみを、自分の事として捕らえられないのですか？自殺
も含め、これだけたくさんの人間を殺した東京電力を何故、罰しもせず、我々の税金を絞りとり救済しようとするのですか？
自分の孫が6本指や癌で死んで、「私は愚かだった」と気づかれても、手遅れなのです。
即時、全ての原発を止めなさい。

55196 個人 無職 ６０代 男性 　「大前提」に基づくと「(1)ゼロシナリオ」が妥当。作
業を早めるために、東北地方全域を特区として、域内
の
電力需要量に対する再生可能エネルギーによる電力
供給
量を２０２０年までに百％以上とする。

　「大前提」に基づくと「(1)ゼロシナリオ」が妥当と考
える。作業を早めるためにまず、東北地方全域を特区と
して、域内の電力需要量に対する再生可能エネルギーに
よる電力供給量を２０２０年までに百％以上とする。　　　理由は唯一「使用済核燃料を直接処分する政策を採用
する」から。高速増殖炉開発での「もんじゅ」の失敗、
使用済核燃料再処理工場開発での「六ヶ所再処理工場」
の失敗は「プルトニウム・リサイクル路線の破綻」を示す。まやかしのプルサーマル・サイクル路線の誤りを直
ちに認めて使用済核燃料直接処分政策とその実現に取り
組むべきだ。
　そのために(1)ゼロシナリオ」をどう実現していくか。
　東北地方の自然エネルギーの導入ポテンシャルは高く、既に現在の電力需要と比較しても遜色がない。
　加えて3.11大震災・福島第一原発事故からの復興という課題を持つ。
　そこで「東北地方全域を再生可能エネルギーによる電
力供給量を２０２０年までに百％以上とする」数値目標
を国民的な合意事項として、その実現へ向けて改革を進
めることが、最も現実的な方策と考える。　　以上

55197 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオで即％を希望します。 子供を守る事は国の責任として、絶対にやらなければなりません。原発事故でこれ以上子供を被爆させたくない。これ以上故郷や住む場所を奪われる人をふやしてはならない。

55198 個人 その他 ２０代 男性 ゼロパーセント
ぼくは２０代の料理人です。

危険な原発と暮らすのはお断りです。

原発がなくても電気は足りていると、もうみんな知っています。

大地震が起きる可能性が高いということも、みんな知っていて、とても心配しています。

少し不便でもみんなが安心して暮らせる「原発ゼロの社会」をのぞみます。
僕たちに負の遺産を残さないで欲しい。

55199 個人 自営業 ３０代 女性 原発はゼロにもっていく 原発はゼロにしてほしい。
日本は唯一の原爆被曝国、そして今回の福島第一原発の事件。

とても再稼働していい状況とは思えません。
あまりにも不安です。

経済、政界、さまざまな力関係があるでしょうが
ぜひとも人に思いやりのある政策を期待しています。

55200 個人 その他 ４０代 女性 原子力発電は廃止すべきです。再稼働反対であり、
「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。

廃棄物の処理の負の遺産問題、事故のリスク、という点だけでも、原子力発電は廃止すべきです。再稼働反対であり、それ以上に使用済みと未使用の燃料の保管状態も保管でのつめ過ぎで、
冷却が止まるとメルトダウンする状態で危険なので「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。直ちに新エネルギーに移る作業を始めるべきです。新エネルギーでの成長計画で日本の未来
を開いて下さい。

55202 個人 自営業 ５０代 女性 すべての原発の廃炉と膨大な核廃棄物の未来永劫
の保管に向けて、全力で取り組むべき。

いまだに放出され続ける放射性物質。唯一の被被曝国が世界を被曝させせ続ける現状を、一刻も早くやめ、日本の、そして世界の原発の廃炉と後始末に向けて、日本の英知を結集すべきで
す。原子力規制委員会のトップは、廃炉に向けた指揮を採れる人材であるべき。いまのままでは日本は核犯罪国です。地殻活動が活発化している日本で再び福島のような事故が起きれば、日
本どころか北半球は終わりです。

55203 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 日本の原子力発電を０パーセントにしてください　脱原
子力エネルギーのお願い

国民が安全に暮らせる国を作るのが政府の義務だと思います。日々放射能に脅かされる生活を国民に強いるおつもりでしょうか？どうか日本の原子力発電を０パーセントにしてください。

55204 個人 自営業 ３０代 男性 「志としての原発依存0%」
サステイナブルな社会に対する観点から

原発依存度は原則として0%を目標とすることを意見します。

理由は明確です。使用済み核燃料の処理の問題をどうするか、明確な答えが出ない限り原発を続けることは将来にたいしての問題を先送りすることであり、論理的にも破綻しているからです。
使用済み核燃料の危険性にたいしては、福島の事故によってその危険性が明らかになりました。原子力発電を続けるかぎり、使用済み核燃料は増え続け、その処理と保管の問題は拡大し続
けます。このような状況において、原子力発電所を稼働し続けることは非常におろかなことであり、ましてや地震が多いこの国においては自殺行為に等しいと考えます。

原子力発電所によって、この国の経済や私たちの日常生活に与える利点。化石燃料を使用した火力発電に比べて温室効果ガスの排出が圧倒的に少ないなどの利点などを鑑みても、将来に対
する影響を考えると目標値を0%に設定することは非常に重要である考えます。

以上がその理由です。

55205 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギーの新しい供給方法の開発、運用と原子力
発電の廃止を望む。

国民の進歩と発展に安全を、経済の発展も同様に。

55206 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく「即刻、原発0」と言う意見で
す。

福島第一原発事故の全容が明らかになっていない上に、収束状況についても東電の発表を待つばかりで、国としての態度が甘すぎます。起きてしまった事故への対応が出来ないまま、国内の
原発稼働を優先させている経産省の姿勢に疑問を感じます。原発ムラと世間で揶揄されている根本原因を真摯に見つめ直し、国民の利益を最優先に考えるならば、原発ありきの仕組みから改
めるのが当然です。

55207 個人 自営業 ２０代 女性 できるだけ早期に原発依存度をゼロにすべき。 原発はそもそもエネルギー問題や経済問題なのではなく、政治問題であり軍事問題に根差していることは、もはや大多数の国民が気づいていることと思います。
でなければ、なぜ10万年もの間、核廃棄物を安全に処理し続けなければならないという大前提があるのにそのコストを無視して「低コスト」と言い切れるのか、説明がつきません。莫大な開発
費、維持費、今回の福島原発の事故のように、万一の際の補償など、“経済”的に見れば、非常にコストパフォーマンスの悪いエネルギー政策としか言いようがありません。原発を「低コスト」と
する根拠は、あくまで“燃料あたりのエネルギー生産量”に基づいたものでしかなく、もはや「原発は低コスト」「原発エネルギーなしに産業を維持できない」といった論法は国民との間に隔たりを
生むのみです。
どうか、日本の世論を見誤らないでください。私たちは一過性の危機に面して感情的に反応しているのではありません。冷静に、現行の日本の社会システムのからくりに気づき、限界を感じてい
るのです。

まず、個人的意見を送付する前に、eシフトの声明として私も中心に執筆した意見を以下に送付します。
『eシフト』脱原発・新しいエネルギー政策を実現する会
http://e-shift.org/

【eシフト声明】その１
「エネルギー・環境に関する選択肢」の“国民的議論”に向けて
原発ゼロシナリオ+省エネ/再エネ強化で持続可能な社会を

2012年7月6日
eシフト：脱原発・新しいエネルギー政策を実現する会

先月29日、エネルギー・環境会議で「エネルギー環境に関する選択肢」が決定しました。将来のエネルギー・環境のあり方について選択肢として示されたのは、2030年時点の発電電力量におけ
る原発の割合を基準とした(1)ゼロシナリオ、(2)15シナリオ、(3)20～25シナリオの3つでした。eシフト（脱原発・新しいエネルギー政策を実現する会）は、2011年3月11日に起きた悲惨な原発事故
の経験を踏まえ、また原発の倫理性や経済性から判断し、以下のとおり声明を発信します。

１． 脱原発依存を選択するには(1)ゼロシナリオしかありえない
脱原発を実現するためには、2030年時点で0％という選択だけでは不十分であり、できるだけ早期に０％を実現することが必要です。今年の5～6月は、すでに原発0％を実現した実績もありま
す。0％シナリオの中に、いつ0％を実現するのかという選択があってしかるべきではないでしょうか。あえて、政府提案の３つの選択肢から選ぶとすれば、0％シナリオしかありえません。

２． (2)15シナリオは原子炉の新規建設を可能とする原発温存シナリオである
2030年15％というのは、既設の原発を減価償却が終了する40年間まで運転を続行し、電力会社、原子力産業界、財界が経済的な負担を回避するための原発温存シナリオで、脱原発依存には
ふさわしくありません。15％を守るために、立て替えや新設による新規原子炉の建設の恐れも含んでいます。

３．(3)20～25シナリオは原発推進シナリオであり、論外
　2030年20～25％というのは、40年で廃炉にする原子炉を考慮すれば、数多くの原発を新規に増設するシナリオで、原発推進シナリオに他ならない論外の選択肢で、現実的ではありません。

４．３つの選択肢から、真ん中の中庸に見える(2)15シナリオへ誘導していないか
日本の慣習では、意見が分かれたときに足して２で割る案を選択する、中庸の案を選択させ無難に決めるという文化があります。この３つのシナリオの提示は、国民の多くを真ん中の(2)15シナ
リオへ誘導する、原発を続行するための恣意的な選択肢の提示に他ならないでしょう。

５．望ましい選択肢には、多様なゼロシナリオが用意されるべき
ゼロシナリオでは、脱原発の時期が明確になっておらず、電力システム改革や産業構造の転換など具体的な道筋が示されていません。また、省電力を1割しか見込んでいないため、化石燃料
への依存度が高く、再生可能エネルギーの導入見込量も不十分です。さらには、温室効果ガス排出量は1990年比で2020年に0～7％削減と京都議定書第一次約束期間の削減義務である6％
削減から時間を逆戻しするようなシナリオであり、2030年でも23％削減という持続可能な社会への道筋をつくるものではありません。
よって、ゼロシナリオのパッケージ全体を支持できるものにはなっていません。

政府が出した「ゼロシナリオ」に対して、さらに踏み込んだシナリオが必要です。エネルギーシナリオ市民評価パネル(エネパネ)では、そのためのエネルギーシナリオの論点を提示し、そのような
論点を踏まえたNGOのシナリオを紹介しています。それらのシナリオでは、脱原発と気候変動対策を両立させ、持続可能な社会を目指して行くことは可能であることが示されています ＊。電気
のロスをなくし、無駄に捨てている熱を有効に利用していくことで、家庭や業務の分野だけではなく産業分野も含めて省エネを大幅に進めること、産業構造転換も視野にいれグリーン産業や雇
用を生み出すような産業を大きく育てること、石炭利用を減らすこと、電力システムの構造を分散型地域エネルギーへとシフトさせていくこと、電力自由化や発送電分離を進めること、それらに
よって大幅に再生可能エネルギーを増やすことが可能なのです。こうした選択肢が示されてこそ、私たちはその選択肢を未来の姿として選び、希望を見いだすことができます。

55201 個人 自営業 ５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。その中でも、今すぐに原
発をゼロにすることを求めます。昨年、今年の実績か
ら考えても、原発ゼロによる電力需給の問題は無いこ
とが証明されています。



55209 個人 家事専
業

３０代 女性 世界中に原子力発電所は必要ないと思っています。 危険だとわかっているのに、稼働させるなど あり得ない事だと考えます。安全に暮らせる日本を希望します。今すぐにでも脱原発を！

55210 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成（原発即時廃止）
理由
使用済み燃料、廃炉の費用その他を入れると原発は
コストが高い。
核兵器に転用したくて残そうとする勢力がある。大地
震が起きる日本には危険。

　原発は再稼働せず、廃炉にしていきましょう。
　今まで原発がクリーンで安いという宣伝が通ってきたが、これは自民党政権時代の国策だから。
　今の監視体制（保安院）が規制庁になっても規制を公正に行うとは思えない。なぜなら委員長以下の人選が原子力村の人たちだから。今の保安院の二の舞になり、事故を起こすより廃炉にし
たほうがよい。
　かつ自然エネルギーを政府の説明では低い評価にしすぎている。このパブココメの企画自体が中立公正は立場でなされていない。なぜ2030年をベースにするのかの説明もない。国民に正確
な情報を出す必要があったが、そうではないので、原発ゼロを選ぶしかないのです。
　本来は賛成も反対も、意見聴取会をもっと大規模に行い、活発な討議を行い真剣に多面的に大勢の人たちが考える必要がある。政府・官僚の思惑の入ったシナリオどおりにことが運ぶわけ
ではない。
　今回はやむを得ずコメントを出しますが、国民が熟慮して考える機会をもっと打ち出してください。

55211 個人 自営業 ３０代 女性 原子力を使った電気はいりません。ゼロシナリオでお
願いします。

水道から出ている水が飲めることが、日本の大きな豊かさです。お水から植物が育ち、われわれ人間も生かされています。原子力を使い、福島の事故が起こり、水が汚れ、食べ物もなくなって
いる状態を作ったのは原子力発電です。政府と、一部の権力者の利権のために再稼働させることには絶対に反対です。

55212 法人・
団体等

法人等 ４０代 男性 この3つから選ぶのであれば、0パーセントを選びま
す。

地震国であるうえ、周りを海に囲まれ津波が心配される日本で、万が一の事態に陥った場合のリスクが原子力発電所は高すぎます。実際の被害、それに伴う風評被害により、現在東北地方の
大部分が復興のスタートも迎えられていない状況をみれば、その代償の大きさは明らかです。
現状の生活（というよりも産業）では電力不足に陥るという意見も理解できますが、目標としては、原子力発電所0パーセントを共通認識としてエネルギーを考え、未来の日本を考えて行くべきか
と思います。

55213 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発依存度に関して原発の稼働率を即時０パーセン
トにする、「ゼロシナリオ」を希望いたします。

一度原子力施設が重大な事故を起こしてしまうと、広範囲に及ぶ汚染被害、莫大なる経済的損失が避けられない事を福島第一原発の事故が証明しております。
今後、不安視されている各地の巨大地震の影響も無視できない問題です。
東日本大震災以降、日本の多くの地域で大規模地震が起きる可能性が高まり、且つ全国の火山活動も活性化してきていると言う情報があります。
地震や津波のリスクが高いこの日本において恒久的に原子力施設を安全に運営する事は不可能だと考えるしかありません。

事故が起きた時のリスクだけではありません。
原発により発電で生み出される核廃棄物の問題も無視できません。
高濃度に汚染された核廃棄物は、最終的には埋めた上で数万年も安全に管理しなければなりませんが、人類にそのようなことは不可能です。
現状、仮処分場も満杯になりつつあり、危険な最終処分場を受け入れる地域もないと言うこの現状を政府はどのように考えているのか明確な意思表明もありません。
何世代も後の子孫たちに、そのような重大なリスクを残すべきではないでしょう。

原発で働く作業員の健康被害も全く無視できない課題です。
作業員の健康を犠牲にしてまで、我が国は豊かな生活を求めるべきではない。
我々日本人は昔はもっと貧乏でしたが、果たして不幸だったでしょうか。
身の丈に合わない生活を捨てて、一刻も早く国民全員が安心できる日本を取り戻すべき時期だと考えます。

55214 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 3つのシナリオの中から選択するならば、原発比率ゼ
ロ、のシナリオを採用すべきだと思います。

・現時点で、廃棄物処理の問題が全く解決されていない原子力発電は、採用すべきではないと思います。

・福島での原発事故を通して、その危険性とシステムの脆弱性を再認識した今、根本的な解決・処理方法がない原子力発電はとうてい採用できません。

55215 個人 家事専
業

４０代 女性 選択肢の中ではゼロシナリオを支持します。
ただ、意見としてはすぐにでも脱原発を図り、原発依
存度を0％にしてほしい。

原発はあまりにもリスクが大きく、国民に負担を強いるエネルギーだ。事故が起きた時の対策、また被害を受けた人への補償も十分ではなく、また、原発稼働により出てくる「核のゴミ」に対して
は、処理の方法さえ確立されていない。このようなエネルギーに、地震の多い島国日本が頼るべきではない。

55216 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ０％シナリオを選択する。原発は放射性廃棄物の処
理で将来世代に負担を強いるものだ。それで得られる
経済成長でなく、再生可能エネルギー拡大と更なる省
エネ推進、発電熱効率向上で持続可能社会を追求す
べき。

原発は将来世代に放射性廃棄物処理の負担を強いる世代衡平性に欠けるものだ。０％シナリオを選択し再生可能エネルギーの利用を拡大して持続可能な社会を追求するという野心的方針の
もと、熱効率の向上、コージェネの拡大を図り、産業・民間共にさらなる大胆な省エネルギーを推進するべき。再生可能エネルギー分野で世界をリードしながら国民の幸福度向上を目指すべき
だ。大震災と原発事故の教訓を踏まえたエネルギー政策を選択しなければ、日本は反省のない国として国際信用力をなくしてしまう。

55218 個人 その他 ６０代 男性 ２０３０年までに、原子力の比重をゼロとすることを目
標に、自然再生可能エネルギーをフルに活用すべく
早急に思い切って対策を取り、世界的にも最も優れた
技術を創出して、エネルギー産出体系の抜本的転換
を計る。

まず、自然再生可能エネルギーの代表である太陽光の利用は微々たるものである。これから４０億年続くと思われる太陽の恩恵は多いに受けてしかるべきである。聞く所によると宇宙に太陽光
パネルを浮かべて利用しようとする試みもあるという。おおいに夢をもって取り組みたいものである。その他、波動、風力の利用は周囲を海洋に囲まれた我国には他にない利点がある。また、火
山国である日本は同様な火山国アイスランドのように地熱の利用も積極的に行うべきである。大規模な施設の建造を理由に立地条件が限られているとする意見があるが、すでに水力発電で開
発試験が行われている小規模な施設の活用をも念頭におけば、普及は急速に進むであろう。一方で、原子力発電については溜まり続けている使用済み核燃料の処置に全くメドがたっていな
い。原子力発電を続ければ続くほど使用済み核燃料が増え続け、将来に重いツケを廻す事になる。さらに、現在まで建設した原子力発電所の近くに活断層の存在が認められるケースすらある
のである。活断層の存在をすべて現在確認できるわけではないし、そして福島第一原子力発電所のように現在でもいつどこにどのような規模の大地震が起きるかまったく感知できない。従っ
て、たとえ想定外でも重大な事故にならないようにするには、原子力発電所のような核装置を廃棄して事前に危険を取り除く必要がある。

55219 個人 自営業 ３０代 女性 ゼロシナリオを希望します。 原発は事故が起きたときの代償が大きすぎる。
今はしていないが、仮に汚染地域の補償をすべてしたら経済合理性もない。
原子力発電の燃料にだって限界はある。
再生可能な自然エネルギーに替えていくのが現実的。

基本的には脱原発を目指すべきであると強く思う。
でもできる限り近い将来にそうするべきであり、現状を踏まえると原発は段階的に減らしていく事が現実的ではないだろうか。

現実的なことを考えると、天災とヒューマンエラーの双方を含めて再びどこかの原発事故が起こる確率はどのくらいだろうか？おそらく相当低い確率である。

一方では原発関連の報道で、電力会社のありさまや政府の対応などあきれることだらけである。しかしそうした方々にもご家族はあるだろうし、電力会社や政府のだらしなさを知らずして原発建
設地を居住地として選択した、あるいは選択せざるを得ないかった市民も大勢いるのである。

要は、リスクを把握しながら“『罪なき原発依存者』がたくさんいる”のである。
政府としてみれば、そうした方々への配慮も当然必要となってくるはずである。

都市部やその近郊の生産施設において消費電力の観点で考察すれば、やはり原発に依存せざるをえない企業が多々あるのが現実であり、そうした生産施設で働く方々やそのご家族を考える
とさらに『罪なき原発依存者』相当な数になるだろう。

知らずして間接的に原発に依存している人の数はかなりの数である…。
ライフスタイルを深く掘り下げてみないと真の原発依存度はわからないであろうが…。

そういった『罪なき原発依存者』を考慮し客観的に判断すると、経済的な理由で多くの方々の生活が脅かされる確率のほうが、即原発をゼロとしてしまうことより、原発を直ちに止めてしまうこと
のほうが高いはずである。

生活の糧はやはりまずはお金である。エネルギー政策の急な変換で生活が脅かされてしまう『罪なき原発依存者』をはじめ、将来日本の未来を背負う子どもたちがいきききとした暮らしができる
生活を構築していくためには、経済面にも配慮したエネルギー政策の選択が必要なのだと思う。

声を大にして『再稼働反対！』と叫ぶ市民活動が現在盛んであるが、今後日本国内の原発は廃炉にしている必要があり、核燃料の廃棄問題や廃炉計画において優秀な原子力関連の技術者
の確保が課題である。『原発＝悪のかたまり』のような魔女狩り的なシュプレッヒコールでは、高度な技術を持つ人材を育てることもできず、今後の日本社会の行方を心配してしまう…。原子力
技術者の人材を育てるには十年単位でかかると言われている。ご承知の様に、原子核の半減期はそれ以上の時間がかかるのである…。

原発施設を所持してしまった以上は、廃棄の問題から逃れることはできず、これからずっと何十年、何百年と原子核と付き合っていかなければならいのである。国際的な視野の中でも原子力技
術基盤を損なうような政策の選択はするべきではないだろう。残念ながら核を持つことにより国際的に平和的な立ち位置を確保してきているのも、これまた現実なのである。

シュプレッヒコールを唱えている方々の中にも知らずして『罪もなき原発依存者』となっている方も多くいるであろう。冷静に総括的に現実を考え、一方的に意見を主張するのではなく、多方面と
の意見交換をすべき時期なのである。

反省すべき点は原発に対して誰もが何気なく不安に感じる一方で、声を大きく出さずに過ごしてきたために現在54基もの原発が既に建設されてしまっている…という現実なのではないだろう
か？

今後においては、エネルギー供給源だけの議論ではなく、そもそもライフスタイルを見直すべく省エネ生活を覚悟すべきであるし、同時にスマートシティやスマートコミュニティとして提唱されてい
る様に、地域単位、街単位でエネルギー利用を有効に活用する社会づくりも重要である。

当然スマートシティやスマートコミュニティを構築していくにも時間が当然かかるため、再生可能エネルギーを徐々に増やし、同時に技術開発を推進しながら、脱原発を果たしていくことが現実的
である。理想を追えば即時に脱原発にシフトすべきであるが、そうできない現実を全体で議論していく必要があろう。

2030年という短い時間軸のスパンでは、エネルギー源構成比で原発依存度が数％であってもやむを得ないのが現実であると強く感じるのである。

それは東日本大震災を経験した今を生きる日本人にとって、『覚悟ある生き方』が大事なのでは？ということである。50年以上先か数百年後であれば「原発：ゼロ」のシナリオは成り立つだろう
が、たかが十数年先では理想論では社会が成り立つはずがない。

それぞれの立場で、自身の『覚悟ある生き方』を選択すれば、社会全体ではどんな選択肢を選ばざるをえないかが見えてくるはずである。今、私達は次世代のライフスタイルを意識しながらも、
現実を踏まえて『覚悟ある生き方』を真剣に選択すべき時である。

残念ながら政府の示す「エネルギー・環境に関する選択肢」には、省エネルギー再策やスマートシティやスマートコミュニティを構築していくプロセスとそのために必要なエネルギー必要量につい
てほとんど触れていない。（１）大胆なエネルギー構造の改革に関する３つの視点の章の１）クリーンエネルギーへの重点シフトと成長の確保であっさりと概要を表記しているのみである。

クリーンエネルギーへの重点シフトしていくためには、様々な新たな地域や産業の活性化は不可欠であり、今以上または同等のエネルギー需要を必要のはずだ。その説明とプロセスについて
詳細が描き切れていないことが残念で極まりない。

したがって繰り返すが、2030年という短いスパンでは、エネルギー源構成比で原発依存度が数％であってもやむを得ないと強く感じている。

そういった軸足に立って考察すると、極端な政府による「エネルギー・環境に関する選択肢」の三択の中からは「ゼロシナリオ」が最も近い選択肢であると考え、パブリックコメントとせざるを得な
い状況である。

55217 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「ゼロシナリオ」を推進していくべき。
現状を踏まえると原発は段階的に減らす事が現実的
で、選択肢にない「５％シナリオ」が理想に近い現実可
能案であるが、その選択肢がないため「ゼロシナリオ」
に賛同する。

55208 個人 自営業 ５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。その中でも、今すぐに原
発をゼロにすることを求めます。電力が足りていること
が分かった今、原発事故の危険を冒す必要はありま
せん。

まず、個人的意見を送付する前に、eシフトの声明として私も中心に執筆した意見を以下に送付します。

【eシフト声明】その２　続き

５．望ましい選択肢には、多様なゼロシナリオが用意されるべき
ゼロシナリオでは、脱原発の時期が明確になっておらず、電力システム改革や産業構造の転換など具体的な道筋が示されていません。また、省電力を1割しか見込んでいないため、化石燃料
への依存度が高く、再生可能エネルギーの導入見込量も不十分です。さらには、温室効果ガス排出量は1990年比で2020年に0～7％削減と京都議定書第一次約束期間の削減義務である6％
削減から時間を逆戻しするようなシナリオであり、2030年でも23％削減という持続可能な社会への道筋をつくるものではありません。
よって、ゼロシナリオのパッケージ全体を支持できるものにはなっていません。

政府が出した「ゼロシナリオ」に対して、さらに踏み込んだシナリオが必要です。エネルギーシナリオ市民評価パネル(エネパネ)では、そのためのエネルギーシナリオの論点を提示し、そのような
論点を踏まえたNGOのシナリオを紹介しています。それらのシナリオでは、脱原発と気候変動対策を両立させ、持続可能な社会を目指して行くことは可能であることが示されています ＊。電気
のロスをなくし、無駄に捨てている熱を有効に利用していくことで、家庭や業務の分野だけではなく産業分野も含めて省エネを大幅に進めること、産業構造転換も視野にいれグリーン産業や雇
用を生み出すような産業を大きく育てること、石炭利用を減らすこと、電力システムの構造を分散型地域エネルギーへとシフトさせていくこと、電力自由化や発送電分離を進めること、それらに
よって大幅に再生可能エネルギーを増やすことが可能なのです。こうした選択肢が示されてこそ、私たちはその選択肢を未来の姿として選び、希望を見いだすことができます。

６．パブリックコメント、意見徴収会や討論型世論調査の期間が短すぎる
今回の「選択肢」には、内容面の問題だけではなく、決定までのプロセスにも問題があります。今回、日本の原発依存脱却に向けた未来を決める重大な決定をするにも関わらず、6月29日の提
示からたった一ヶ月でパブリックコメント募集を締め切り、1ヶ月にも満たない期間での情報提供、意見聴取会や討論型世論調査などを一部の人たちだけで行って、来月には結論を出すという強
行スケジュールです。昨年の原発事故以降、多くの国民が脱原発の声をあげており、官邸前には10万人以上の人が集まってその意思表示をしています。今までになかったムーブメントも起きて
いる中、たった1ヶ月で“国民的議論”と呼ぶにはあまりにもお粗末なアリバイづくりです。メディアなどを通じて十分な時間をかけて周知徹底し、議論を深め、民主的な決定をしていくことが不可
欠です。

７．公正な情報提供が無ければ、意見徴収会や討論型世論調査の枠組みは不十分
意見聴取や無作為抽出市民における討論型世論調査において、前提として説明される情報は大きな影響を及ぼします。福島原発事故において、被害住民が置かれている現状、被害額の大き
さ、人が住めない汚染地域の出現、事故収束の方法やめどすら立たない原発事故、地震国日本における原発の危険性などに関しての情報を提供した上での議論を行わなければ、公平な国民
的議論とはいえません。

８．国民的議論の実施方法について、市民の意見を反映させるべき
ドイツでは、十数時間にわたる原発是非の討論をテレビ放送した上で、2022年までに原発を0％とする方針を決定しました。
日本においても、公正な国民的議論を実施するためには、公共放送であるNHKが原発の是非に関する討論番組を十分な時間放送し、そのうえで国民の意見集約をおこなうなど、充実した方法
が必要です。
現在提案されている国民的議論に加えて、市民が提案する国民的議論の方法を追加すべきだと考えます。

９．核燃料サイクル問題、再処理、もんじゅの決定が隠されている
今回の選択肢では核燃料サイクル問題を選択できる構造にはなっていません。
(1)ゼロシナリオのみが再処理中止を含み、(2)15シナリオや(3)20～25シナリオでは自動的に再処理の続行、六ヶ所運転が選択されてしまうという図式の問題があります。(2)15シナリオや(3)20
～25シナリオは、いずれも非現実的であるばかりか、危険で使い道のないプルトニウムを取り出す使用済み核燃料再処理の継続さえ含んでいるのです。
極端：中庸：極端、という形で、真ん中の「中庸」の選択を誘導し、その場合は自動的に再処理が国民の選択とするというのが原子力委員会の提案ではないでしょうか。
政府は、再処理については後で政府が決めると言いつつ、最終的にこの論理を使う可能性が高いと思われます。再処理問題についても、国民に明示し、選択肢を用意すべきです。

私たちeシフトでは、こうした問題を多くの人たちと共有し、将来の脱原発と新しいエネルギー政策を実現させたいと考えています。



55220 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。地域分散型のエネル
ギーに力を入れてください。在野の研究者達の研究
成果を取り入れ、新たな視点をもってエネルギー供給
に取り組んでください。

原子力発電所は今回の福島原発の事故で明らかなように、事故が起きれば人間の力では制御できません。ほかの大規模発電所の事故と違い、原発事故は地球規模で深刻な影響を及ぼしま
す。現在の日本列島の地震や大雨などを考えれば、想定内の自然災害しか起きないとは断言できません。
ですから原発ゼロを目指すべきだと思います。
また、大規模な発電所による発電は送電することで大きなロスを生みます。地地域分散型のエネルギーに移行すべきだと思います。
さらに、在野でエネルギーを研究している研究者がおられ、ある程度の成果を上げています。しかし、現在まで日の目を見ることはありませんでした。そうした研究者とともに新たな視点でエネル
ギーを供給を進めていっていただきたいと思います。

55221 個人 無職 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させ、原子
力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます

?直ちに原子炉再稼働をやめさせる
?再生可能エネルギーの生産を加速させる
?発送電分離の実現
?石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

55222 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 3つの選択から「原発ゼロシナリオ」を選択します。そし
てその上で、即刻、廃炉を希望します。誰かを犠牲に
し、人々を分断させる原子力など使うべきではなく、そ
こには明確な理由があります。

原発を廃炉にし、原子力に頼らない生活をするべき確固たる理由があります。それは以下です。
●理由１：地震が多い国であること。
昨年の東日本大震災での被害の大きさは誰の目にも明らかです。いまだ神戸大震災の影響を心に受けている方も多いほか、これまでの歴史でも分かる様に、地震、そして津波が多い場所な
のです。それは自然の脅威でありますが、もはや想定外などではない、まぎれもない事実です。
欧州では、原発の段階的廃炉という選択肢がある様ですが、それは日本とは地震・津波を含む環境的条件があまりにも異なり、日本では即刻、廃炉にするべきです。

●理由２：コスト高であること。
まず日本国内における、エネルギー消費量の試算方法に誤りがあります。
現在は、国民のGDP成長率を予測し、それをまかなう為に必要なエネルギー量として試算していますが、GDP成長率はエネルギー消費量を減らすことが可能であり、それはすでにドイツで実証
済みです（ドイツではGDP成長率とGHG(温室効果ガス)排出量は反比例しています）また、原子力のコスト高については様々な書籍で証明されており、「原子力のコスト(岩波新書)」の立証内容
でも明らかです。
省エネや自然エネルギーに対して、済的負担が大きくなるという旨の主張をしていますが、わずか数年の電気料金で取り戻せるのに、
なぜ「負担が大きい」のでしょうか。イニシャルコストだけで、ランニングコストを隠蔽しているように思えます。
考えていないように見えます。

エネルギー消費量の試算時、電源構成はピーク瞬時の電気需要に対して構成されます。したがって
ピーク瞬時の需要を下げれば足りるのに、年間電力消費量で考えている、と以前、エネルギー委員の方からうかがいました。
電源構成は瞬時の対応であり、そういった原点から考え直すべきです。

以上により、原発に依存する必然性はなく、逆に動かすことのリスクは限りなく高い。
即時のゼロシナリオ、その上で即廃炉を求めます。

55223 個人 法人等 ６０代 女性 原子力発電は危険です。事故で命を奪うだけではな
く、長期にわたって人間の健康を害し不安を消すこと
はできません。地域も人間関係も破壊して、生きる希
望を奪います。すべての原発を廃炉にしてください。

福島現地に沢山の知人友人がいます。その人たちが、望まない人生の選択を迫られるために、様々な苦労、困難を強いられています。個人の事故責任で解決できる問題の範囲をこえていま
す。
避難・保養もしたい人は自由にすればよいといっても、自由に選択できる条件をもっている人はごくわずかです。政府と東京電力の責任で、その自由を保障すべきです。

政治や政策は人々が安心してくらせるように、命と財産を守ることが第一義的な責務ではありませんか？それをおいたところでは、経済活動そのものがなりたちません。

目先の利益や、利害関係でこの重大な出来事の解決を行わないでください。人類の存亡がかかっているといっても過言ではない事態の前で、すべての言い訳は無力です。

人間の制御できないものを、あたかも制御しコントロールできるかのように思いこんだつけはあまりに大きすぎます。人間は自分が作り出したものによって、自ら滅ぶことになります。生命の安全
を補償することは何にもまして大きいことを、考えてください。

55224 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 当然ゼロシナリオ！ 当然ゼロシナリオです！
国家予算大量に投入し、国民の経済負担をかけても、
できるだけ早い段階で原発ゼロの社会にしなければならない！
できることなら2020年を目標にしたい！

55225 個人 その他 ７０代 男性 2030nen dewa genpastu teishi suru niwa osoi。
hayame no teishi o　onegaishimasu.

内容は同左です。

すいません、意見の概要が漢字変換できませんでした。パソコンに慣れていません。

何卒よろしくお願いします。

55226 個人 家事専
業

４０代 女性 原発はゼロにして、自然エネルギー100％を目指しま
しょう

原発の安全神話は崩れました。放射能をコントロールできない今の福島の現状況を鑑みて、原発はゼロシナリオしか考えられません。

化石エネルギーによる発電は地球温暖化対策のため、将来的にはなくしていく方向が望ましいと思います。

自然エネルギーによる発電は技術的に可能になってきています。日本の技術を世界に広めましょう。

～原発の倫理的問題について追記～
・ウラン燃料は主にオーストラリア・カナダ・アフリカ諸国からの輸入です。アボリジニなど原住民の聖地や居住地を奪い、環境を破壊する採掘は問題です。
当地で働いている労働者の環境も心配です。
・テロの標的になりうえます。しかし電力会社の安全管理は不十分です。
・原発の廃棄物処理問題はいまだに解決していません。現在の人類のゴミを未来の人類に押し付けてよいものでしょうか。

55227 個人 無職 ７０代 男性 ゼロシナリオで臨むべきだと思う。 １．原発では制御不能な事態が発生することを想定しておくことが肝心。
２．万一の事態が発生した場合の被害は甚大。（範囲も期間も）
３．使用済み核燃料や核廃棄物の処理方法がいまだに確立していない。
４．原発を維持し続ける限り、核廃棄物などの負の遺産を将来に残し続ける。
５．これらのことは、経済のことや地球温暖化などの問題より優先すべき課題である。

55228 個人 その他 ４０代 男性 エネルギー・環境に関する選択肢 出来るだけ早く日本の全ての原発を廃止にしてほしいです。

55229 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発再稼働反対 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。
子供の未来のため、日本の未来のため、原発はいりません。

55230 個人 自営業 ４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で、今すぐ全ての原発の廃炉作
業が開始されることを希望します。

すべての原発を即時停止して、廃炉に向けて作業を開始すべきと考えます。

理由としては、

(1)日本は地震大国で、いつ想定外の災害が起こるか分からないから。

(2)放射性廃棄物の処理方法が確立していない。今現在も既に未来の国民に多大な迷惑をかける事態になっている。これ以上、放射性廃棄物を生み出すことは許されない。

(3)原発事故が起こった場合の被害が甚大だから。この場合の被害とは、心理的ストレスを含む健康被害、経済的被害、地域社会が崩壊する被害などを含む。

(4)原子力発電所の運転は被曝労働が前提になっているから。

(5)原発を止めることは、社会全体の電力の使い方を見直す契機になるから。
原発を止めることによって、本当の電力事情が明らかにされ、社会全体で安全で無理のない節電を実行して行くことが可能になる。

(6)原発を止めることによって、エコ産業や、より安全な自然エネルギー産業が活性化され、結果的に経済が活性化されることになるから。

55231 個人 無職 ６０代 女性 ゼロシナリオを推進戴きたく。
シナリオはゼロでも、福島自体の処理、瓦礫処理、被
災者への緊急救援、何れをとっても速やかに、具体策
を実行していただきたい。

幼い子供がいることで、昨年3月、息子一家は西日本に居を移しました。考えうるあらゆる方法を使い、情報を集めた結果の判断でした。
目に写らなくとも、事態が如何に深刻であるかを個人で理解しなければなりませんが、今後の長期の課題を考えれば、いまや、個人に留めず全ての国民の救済として、ゼロシナリオの採択から
出発しなければなりません。

55232 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを希望します 〇核廃棄物最終的な処分方法も場所もまだ決まっていない
〇過疎エリアに原発作り都市部へ送電することは格差であり差別である
〇疫学的に人工核種が人体にどのような影響をどの程度与えるのかもわからない
〇常に運転再開を前提にする国や電力会社の考え方に違和感を感じる
〇確率的にわずかでも人体に悪影響があるのならそれは避けるべきである
〇福島第一の事故の原因は天災ではなく人災であった
〇福島第一の事故はまだ収束すらしておらず、収束の見通しすら不透明
〇震災瓦礫に放射能が影響して震災からの復興の足かせとなっている
〇事故後に適切な避難措置や危険を知らせることを怠った
〇風評被害という実害を特に第一次産業に与えている
〇原発の存在そのものが心身にストレスを与えるまでになっている
〇東京電力やそのほかの電力会社の隠蔽体質に不安を感じている
〇総括原価方式とその原価に疑問を感じる
〇天然ウランにも限りがある
〇これからの自然エネルギーを模索して日本が世界をリードしていくべき
〇大量の家畜や哀願動物を見殺し、または殺処分した
〇福島エリアの子供達を守ることをしなかった。安定ヨウ素剤すら与えなかった
〇日本海側で事故が起きれば中国や韓国などに取り返しの付かない外交的マイナスを生む
〇電気は足りている

現在判断がつかない子供達になかば強制的に核廃棄物の処理義務を残すのは恥ずべきことである。
子供達の明るい未来や希望こそが国益であり、道徳の無い経済は大きな罪であると認識します。

55233 個人 家事専
業

４０代 女性 「エネルギー・環境 に関する選択肢 」に対する意見と
して、私はゼロシナリオを選択します。

原子力発電には、安全が有り得ないため。人による完全なコントロールが出来ない。

55234 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発依存度については、ゼロになることを支持しま
す。

(1)福島第一原発事故は、一旦事故が起きれば日本という国家そのももの存続すら危うくなることを証明しました。日本という地震多発国家においてそのようなうな危険性のある施設が今後一日
でも長く存在し続けることはそれだけ日本という国家の滅亡の危険性が高まることを意味します。
(2)原発は危険であるのみならず放射性廃棄物を生みだします。この廃棄物について処理方法は確立されていません。そのような施設である原発は一日も早くすべて廃炉にする必要がありま
す。
(3)代替エネルギーの開発は新しい産業を創造し、雇用を創出します。幸い日本には地熱発電について恵まれた自然環境があり、太陽光発電についても世界屈指の技術力を有しています。原
発全廃において失われる雇用もこれらの新エネルギー開発に振り向け、さらに有り余る雇用を創出することは可能と考えます。
(4)電力会社が主張する原発のコストが安価である点については、放射性廃棄物の処理や原発立地自治体への交付金等が含まれておらず、電力会社のバランスシート上の計算値に過ぎない
と言わざるを得ず、実際の国民負担としてのコストという点において原発は高コストであるととらえています。

以上のような観点から原発の一日でも早い全廃と新エネルギーへの転換を望むところです。

55235 個人 無職 ３０代 男性 「ゼロシナリオ」を選択します。
ただし、2030年までと悠長なことではなく、　即時に原
発をゼロにすることを強く希望します。

・放射能はこわい！早くやめて！

55236 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロを望みます！ 資源の乏しい日本の活路として、原発の恩恵を受けて来ましたが、東日本大震災により、福島第一原発の事故が起こり、原発の限界を感じています。万が一の事故に対する保障まで考えると、
原発は割安ではありません。原発を持ち続けるメリットとしては、経済的な理由に尽きると思いますが、万が一事故が起こった場合は、被害にあった方を見捨てることを前提にしているように思
います。
現在も、仕事のない方々を日雇いで、除染作業に従事させている事を考えると、自然エネルギーを普及する為の工場に、従事してもらう方がいいと思います。国際潮流に合致していると思いま
す。新しい事に踏み出す事が苦手な集団としての日本人。今こそ、経済構造を変えるべく、自然エネルギーに切り替えるチャンス。ここを逃したら、日本は緩やかに下降していくと思います。大切
な娘に、輝きのある日本を残したい、その一心です。２０２５年までに、原発ゼロを望みます！



55238 個人 無職 ４０代 男性 ３０年まででは遅すぎ、即時廃炉と燃料の保管に着手
する。
コストがかかりすぎて後腐れが酷い。将来性が無い。
廃炉ビジネスの立ち上げを。

○３０年までに廃炉では遅い。即時に廃炉着手する。
１、核反応炉は基幹技術が未完成
　放射性物質の処理が出来ず、暴走した場合にあとくされ無く出来ない。また、影響範囲を原理的に隔離する事も出来ない。同時に、平時のリスクとして最大とされる地震や津波においては、そ
れを解明する地震学が未だ非常に未熟な段階で、危険性を指摘する事は出来るが、とてもここなら何年間は安全というような保証を出来る学問では無い。
２、事故が起きると、日本の場合国家破綻に追い込まれる危険性がある。
３、日本は地震が活動期に入っており、危険性はこれまでとは比較にならない。東北関東大震災の影響で、既知の活断層についてさえ危険性の評価がこれまでになく困難になっている。言える
のは、全体的にリスクが跳ね上がったと言う事くらいである。２０３０では一番肝心な現在の危険な期間に対応出来ない。
４、よって一刻も早い燃料棒の堅牢な施設への保管、廃炉が必要。
　最終処分などと言う必要は無い。どうせ永遠の中間貯蔵で、最終処分など有り得ない。堅牢性においてベスト規模の施設を年限を限って全国へ分散配置し、国民がなるべくリスクを平等な負
担し、同時に事故で致命傷となる確率の低減を図るべき。

○コスト的に見合わない。
国の負担が東電経由と直接負担あわせて年間２兆としても、消費税にして１％分、それを３０年続ければ６０兆円。民間が独自に支出する額もあるから、更に大きくなる。
もしも、２回３回と同時に抱え込んだら、消費税など何％あっても足りない。
「事故物件」をこれ以上抱え込む経済、財政的余裕は日本には全く無い。福島第一原発跡の、（人道は置くとしても）廃棄、補償処理が物理、経済両面で片付くまで、原発の運転は出来ない。
対して、再生可能エネルギーはコスト低減が更に続く。
そん切りに一刻も早く着手しなくてはならない。

○廃炉ビジネス業界の立ち上げを
　廃炉、燃料の保管にあたる人材をどうするかが最大の課題と考える。
　だが非常に長期にわたって事業の継続が見込める（保管事業などは永久に）という事業メリットがあるし、この事業によって得られる技術は、海外で原発が維持されようが廃止されようが関係
なく必ず必要となるので、安定した事業となる。

55239 個人 自営業 ４０代 男性 原発依存度0%。
新規増設反対。
再稼働反対。
古い原発、危険度の高いものから廃炉。

地震の多い日本、最近の異常気象を考えても、原発の安全運用は不可能と考えます。また、核廃棄物の最終処分方法も決まっておらず、後の世に危険を残す原発は、クリーンエネルギーとは
言えないと思います。
今回の福島原発事故を見て、安全では無いと分かったこと、また、それにも増して、実際に事故が起こっても、この程度の対応しかしてくれないことは、親族を福島に抱える身としては、やりきれ
ない思いです。
再生可能エネルギーでは、電力不足に陥るという意見もありますが、それは、ぎりぎりまで努力をしたものが言うべき言葉だと思います。
一刻も早い脱原発を希望致します。

55240 個人 自営業 ３０代 男性 「速やかに0％」に一票です。
むしろ「0％を目指す」という目標を合意し、どのように
それを達成しうるか、という議論で意見徴収を望みま
す。続けるか、否かという議論ではらちがあかないで
しょう。

『eシフト』(脱原発・新しいエネルギー政策を実現する会)の以下の主張に賛同しています。

１．脱原発依存を選択するにはゼロシナリオしかありえない
２．15シナリオは原子炉の新規建設を可能とする原発温存シナリオである
３．20～25シナリオは原発推進シナリオであり、論外
４．３つの選択肢から、真ん中の中庸に見える15シナリオへ誘導していないか
５．望ましい選択肢には、多様なゼロシナリオが用意されるべき
６．パブリックコメント、意見徴収会や討論型世論調査の期間が短すぎる
７．公正な情報提供が無ければ、意見徴収会や討論型世論調査の枠組みは不十分
８．国民的議論の実施方法について、市民の意見を反映させるべき
９．核燃料サイクル問題、再処理、もんじゅの決定が隠されている

55241 個人 自営業 ３０代 男性 原発停止。全て廃炉に。 福島第一原発事故から、政府は何を学んだのか。
全て安全が確認されたなどという、何の根拠も責任もない、首相の再稼働容認の演説には、全く同意できない。
国民を欺き、馬鹿にするのもいい加減にしろといいたい。
大きな転換の時期である。
目先の利益でなく、日本の未来を本当に考えてほしい。

55242 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオで即時０％を希望します シンプルにリスクの多すぎる原発の稼働は不安です。

55243 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 できるだけ早急に原発ゼロに 昨年の震災時は東京に住んでいました。
想定外のことは起きるものだと知りました。
福島の事故の処理はまだ終わっていませんし、福島の方々の暮らしも元どおりになるのはいつのことなのか…
同じような大変な事故が他の場所で起きてしまう前に、早急に原発ゼロにしていただきたいです。
放射能物質を一瞬で消せるような薬や装置が発明されれば、原発を稼働しても安心していられるのでしょうが…
制御不能な物質を扱う原発は、ただひたすら不安なだけで必要ないと思っています。
早く原発ゼロにしていただきたいです。
よろしくお願いします。

55244 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年というのが長期すぎて外部要因（円高など）で
予測不能のことが入りすぎてると感じます。案は2020
年までに一旦原発発電比率を１５％以下にし、2020年
に再度エネルギー政策を見直す、というもの。

２０３０年というと１８年先なのですが、そんな先のことを人間が予想するのは可能でしょうか？まずそこに疑問があります。
（２年前、今の状況を予想できた人は誰も居ないでしょう）
例えば、為替、財政赤字、GDP、失業率、再生可能エネルギーの実情・日本と米国・日本と中国の関係、中東情勢、温暖化の状況などパラメータは多岐にわたり、未来のことを全部当てることは
不可能です。

とはいえ、エネルギー政策は長期の予定のもとに進める必要がありますので、アウトラインと、中間の見直し時点を同時に決めるべき、というのが自分の意見です。

具体的には、

・シナリオ１の２０３０年に原発比率０％のペースで可及的速やかに脱原発
（実際、新設は不可能だし、経年劣化した原発の廃炉は早めるべきと思うので）

・ただし、２０２０年にもういちど原発の比率を再度見直し。
たぶんそのころは１０～１５％になっているので、
1-aそのまま０％まで縮小か、
1-b比率を１０％程度で維持
1-c為替など化石燃料の購入に限界がある場合、新設で20％まで拡大
など、将来ある程度柔軟に対応できるようにすべきと考えます。

（温暖化対策で実現不能なCO2削減比率を宣誓してしまった愚を繰り返さないようにおねがいします）

55245 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 3.11と同じ事が起きるのは、もう勘弁して欲しい。

多少、不自由でも制限があっても構わないので
安心安全な国を目指して行きたい。

55237 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 私は日本が大好きです。ずっと住んでいたいです。
でも今はそれが叶うのか、あまり自身がありません。

311後、すでに多くの方が普通の暮らしや健康を阻まれ
目に見えない汚染が日本中に巻き散らされています。

一度単純に考えてみて欲しい。

今日も朝目覚めることができて、自由に歩けてものが食べれて、
使い慣れた枕で寝る事ができる。友達や家族が元気でいる。

こんな基本的なしあわせって無いですよね。
これが叶わない暮らしはあなたも望みませんよね。

311後、普通の暮らしや健康が阻まれた人がたくさんいる。
放射能汚染が止まらない今、この日本の空の下にいる私もあなたも
毎日おびやかされる中にいます。なのになぜ平気なんでしょう？

土地も空気も水も汚れたら、人は生きていられませんよ。
そのとき何の助けにもならない地位やお金を守るのですか？選ぶのですか？

もう九州の食べ物からも汚染物質が出始めましたね。
日本を滅ぼしたいのですか？
あなた個人はそれを望むのですか？住んでるのに？

国が押し進めようとしていることの多くには人の心が感じられません。

日本には世界に誇れることがたくさんあるのに、特にその人間性は
すばらしいものなはずなのに、どうしてでしょうか。
あなたが守りたいのは何？

チェルノブイリがこれから日本がどうなるかは教えてくれています。
チェルノブイリより事態が悪い事はご存知でしょうか。
政策を進める中にも真実を知らない人が多すぎるようで恐ろしいです。

日本人の心と技術を持ってすれば、原発なんてどうしようもない電力より
もっと安全なエネルギーが開発できるはずです。

国にお金が無くても、お金を持ってる企業や個人がたくさんいます。
その人たちを巻き込んで、楽しい方向へ行きませんか。
そんな日本、すっっごくカッコイイんですけど。

ブータンの国民全員の思いやりにあふれる美しい心。
環境国家と言えば！ですぐ思い浮かぶようなドイツ。

国が率先している国は本当にすてきです。
エネルギー面や地球環境を思いやった製品の面でのクールジャパンを
目指してくれたら本当にカッコイイし、日本人として誇らしいです。

今のままでは国民はどんどん離れていきます。信用も無いです。
隠蔽もバレバレですし、もぅ、なんなんでしょうか。
自分の親世代がぐじゃぐじゃぐじゃぐじゃ…恥ずかしいです。

自分の死んだ後は知らんって、それはできないようです。

今回のパブリックコメントの募集はありがたく思っています。
でも知られてなさすぎます。偶然知り得たごく一部の人の意見を
全国民の意見だとは思わないで下さい。
今後もこういう機会を作り、もっと選挙くらい大々的に募集してください。
重要な決めごとの際のひっそり、こっそりが多すぎますよ。

「原発ゼロシナリオを選択します」と書かなければ全てその他の意見に
まとめられると聞きました。更なる数減らしですね。

どうか何が起こっているかを説明し、真実を隠さず、国民を味方につけてください。

いつまでも日本の土地が空気が水が美しく保たれますように。
寿司が食べられないなんて嫌ですよ。
今日も検査もされない魚が出回ってるなんていやですよ。

ぜひ、もう国に諦めを感じて、国が安全だという汚染食物を食べ続けて
自分の体の変化を記録し続けている女性の映像を見てみてくださいよ。
髪も歯も抜け落ちていっています。

あなたや私の未来でしょうか。
人の心に寄り添える政策。よろしくお願いします。



55246 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオ　を選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
福島での原発事故後、いまだに収束していない中で、
日本で原発ありきのやり方は、破錠している。

自然エネルギーの開発を進めつつ、
ガスによる発電など、
電力を分散する。

また、電力会社の本社を、原発の敷地内に置き、
社長や幹部はそこに居るべき。(フィンランドの様に)

55247 個人 自営業 ４０代 男性 シンプルに考えるべき。原子力は危険。3.11 直後にみ
んなが恐怖した「アンコントローラブル」な事態や「放
射能汚染」を考えれば、やはり他の道を模索スべき。

シンプルに考えて欲しいです。原子力は危険。3.11 直後にみんなが恐怖した「アンコントローラブル」な事態や「放射能汚染」を考えれば、やはり他の道を模索スべきだと思います。代替エネル
ギーの開発も急速に進んでいます。もっともっと知恵を絞るべき。

55248 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。?日本が地震国で
あること。?使用済み核燃料の処理方法が確立されて
いないこと。この2点だけで充分な理由です。再処理な
どという方法が確立されてないものなど以ての外で
す。

日本は地震国です。福島第一原発の事故のときのような地震、津波がいつまた起こるかは誰にもわかりません。対策をいくらしてもなにがおこるかわからないからこそ想定外なのです。2度目は
赦されるものではありません。国民の安全な健康。生命を大切に思えるならば原発はゼロにするべきです。

使用済み核燃料の処理方法が確立されていない限り、原発を動かせば動かすほど核のゴミは増えて行きます。それを未来に託して処理方法が見つかる保証などありません。我々にできること
は少しでも核のゴミを少なくすること、この1点につきます。すなわち原発を動かしてはいけません。

同様に再処理などという先の見えない技術にしがみつくのは全く無駄なことです。金銭のためと思われても仕方ないくらいにもう見捨てられた技術です。そのようなものにお金をかけて未来に託
すなら再生エネルギーの研究に費やした方がよほど建設的だとおもいます。

55249 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030年までに原子炉全炉廃炉にする。現在止まって
る原子炉は再稼働しない。再稼働した大飯原発も停
止する。

茨城県に住んでいる私は、福島の事故で考えられない恐怖を感じました。東海村の原子炉ももう少しで福島と同じ様になる危険がありました。時間がかかるかもしれませんが時間をかけて廃炉
にしていく事を要望します。

55250 個人 その他 ７０代 男性 現在あるすべての原発は廃炉にして、原子力発電に
よるエネルギー使用はゼロにする。廃棄物もリサイク
ルできる自然エネルギーに即刻変換する。

1.核のゴミの処理に伴う問題が解決できない以上、商業用原子炉は全てなくすべきである。
2.現在・未来の子供たちのため、生命・地球環境の汚染はこれ以上許さない。
3.国民の安心・安全を考えるならば、エネルギー政策に原子力を導入すること自体矛盾し、自然エネルギーを導入することが不可欠である。

55251 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ２０－２５％シナリオを支持する。 ２０－２５％シナリオを支持する。
日本の将来のエネルギーの選択は、国家・国民にとって最重要課題の１つ。福島の事故の重大さを正視しつつ、日本の取るべき選択肢を冷静に判断する必要が在る。現状においては、各選択
肢について十分な比較・検討が尽くされたとは言いがたい。特に０％の選択肢は、現状において克服すべき課題の困難さと多さは問題であり、感情に流された誤った結論と考える。
安全を確認できた原発は再稼動させて、生活・産業・経済の安定を最優先すべきであり、原子力安全技術・コスト・エネルギーセキュリティ等を見極めながら、一定の時間を掛けて再判断し、国
民のコンセンサスを得るべきである。

55252 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 今、エネルギーの方向性を考えて変える時です。

何万年も続く原発のゴミを残し続けて行くなんてそんなことできません。
原発なんてものは一度事故が起こったら制御出来ないって改めて教えられました。
人間だから失敗もある。だからこそ原発じゃなく自然エネルギーに！

未来の子どもたちの為に！！
日本は変われる！

原発反対！　再稼働反対！

「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します

これ以上落胆させないで下さい。

55253 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2030年に原発ゼロではなく、即時停止を主張します。 リスクを抱え、また万が一の事態に備えた対策を示さず再稼働された大飯原発は、非常に残念かつあり得ないことでした。未だ収束の目処もたたない原発を目の前にして、この先、原発のある
社会を求めようとは到底思えません。
原発に依存しない、新しい社会の仕組み・経済の確立を求めます。できない、ではなく、最大限の知恵を。そして、国はそのための情報開示をするべきです。分からないことが多すぎる。

55254 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 ゼロシナリオを希望します。今すぐ原発は廃止にして
いただきたいくらいです。私は20代でこれから家庭を
持ちたいと思っています。子供を安心して産み、育て
られるような国にして欲しいです。

放射能に怯えながらの生活はしたくありません。

55255 個人 自営業 ４０代 男性 脱原発 危険

55256 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原子力発電所の稼働をすべて停止し、代替エネル
ギーでの電力供給に切り替えるべきだと思います。

今後再び地震等により原子力発電所に問題が生じた際、国民の健康に甚大な影響を及ぼすため。

55257 個人 自営業 ４０代 女性 原子力発電の維持、最稼働に反対です。0％を支持し
ます。

先の震災での、福島第一原子力発電所の事故では
多大な被害を国民が受け、今もまだ受け続けています。
その中で、原子力発電の継続はありえないと思います。

子どもの未来、農業、漁業、普通の人々の平穏な暮し…が受けた
多大な被害。そして事故は未だ収束していません。
その中で、最稼働もありえないと思います。

世界で唯一、広島、長崎で原爆を受け、そして福島が
あった日本で最稼働など、世界への恥さらしです。

0％を目指し、国民が世界に誇れる政策を打ち出して下さい。
国民の声を聞いて下さい！

安心安全な自然エネルギーと未来のためなら、国民は
協力を惜しまないと思います。

55258 個人 家事専
業

７０代 女性 シナリオ１の原発ゼロを支持します。
原発の即時停止、原発事業からの早急な完全撤退を
強く希望します。

私はシナリオ１の原発ゼロを支持します。
福島第一原発の事故を経験した今、原発の即時停止、原発事業からの早急な完全撤退を求めるのは当然のことです。
ひとたび原発事故が起こった後の、経済的損失や、世界を放射能汚染被害に巻き込む恐れがあることをえれば、原発ゼロを選択することは、経済発展と相反するものではないと考えます。
地球温暖化抑制のための「クリーンエネルギー」として期待される原発のメリットよりも、日本国内のみならず、全世界を放射能汚染に巻き込む危険性（デメリット）の方が遙かに高く、また危険性
も甚大であると考えているため、この危機を解消するためならばどんな困難にも耐え、協力するのが国民の義務であると同時に、子ども達が安心して生活するために原発ゼロの社会を実現さ
せることを願うのは国民の当然の権利であると考えます。
また、代替エネルギーの開発は新たな技術を日本にもたらし、中長期的に世界をリードするものになりうると考えます。

55259 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。同時に原発比率ゼロの実
現の早期化及び温暖化対策目標を強化する第4のシ
ナリオの可能性の追及を希望します。

チェルノブイリと福島を経験した今、ゼロシナリオ以外は考えられません。今直ぐにでも原発比率をゼロにしてもらいたい、というのが正直な気持ちです。日々の暮らしのなかで、もっと節電出来
ると感じる場面は多々あります。過剰な冷暖房、無人なのに一晩中灯されているマンションの共用エリアの灯り等々。技術的にも原発ゼロは可能であるという有識者の方々の主張も多々目にし
ます。今の快適で便利な生活を失う覚悟で、ゼロシナリオを断固支持します。

55260 個人 無職 ６０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。
しかも、即時、大飯原発の再稼働を中止し、他の原発
の再稼働も止め、直ちにすべての原発の廃炉に向
かった措置を講じるという「ゼロシナリオ」です。

１、未曾有の東電福島第１原発の事故は、その真の原因も未だに解明されず、廃炉に向かう道筋さえ見えず、いつまた大きな地震や台風などによって破滅的な事故が再発するかもわかりませ
ん。しかも、福島の浜通りを中心にした１０数万の人びとが事故によって文字通りすべてを失い、故郷を追われた「原発難民」の過酷な生活を強いられ続けています。その中で、この狭い地震列
島・津波列島で５０機もの原発を再稼働し、長期にわたって稼働させるなどということは、電力会社とそれと利害を共有する銀行・保険会社・大企業などの目先の利害のために、福島の被災者を
冒涜し、国民全体のいのちと暮らし、列島の自然環境・生態系の保全などを根本から危険にさらす、狂気の沙汰としか言いようがありません。
もしもう一度福島のような事故が他府県で起きてしまえば、それこそ日本全体が危機に瀕し、近隣諸国だけでなく、地球全体にも取り返しのつかない被害を与えてしまいます。
福島の事故でさえ誰一人として責任を取ってもいないのに、もしそのような事故を引き起こしてしまったら、いったい誰が責任を取るのですか。

２、私が６歳まで生まれ育った故郷は双葉郡富岡町夜の森で、生家があったのは第１原発から６．５キロ地点の、桜の名所として名高い桜並木の入り口近くです。しかも、その桜並木は、１１０年
前に無人の原野だった夜の森を購入して開拓を始めた、曽祖父半谷清寿が開拓記念と農事暦のために植え始め、その後祖父半谷六郎が維持・拡張したものです。戦後、人びとの地域ぐるみ
の世話と努力によって桜はさらに地域全体に広がり、夜の森は福島県のみならず全国有数の桜の名所となったのです。
同様のことは、常磐線夜ノ森駅のツツジについても言えます。現在私は東京の山手線駒込駅の近くに住んでいますが、戦前に祖父がこの駒込駅の見事なツツジを見て、夜ノ森駅の構造がよく
似ていることから、自費でツツジを夜ノ森駅に植え始め、それが戦後にやはり地域ぐるみの世話と努力によって、駒込駅をはるかに超える見事なツツジに育ったのです。ある時期から無人駅に
なってしまったような小さな駅ですが、花の季節には特急列車も徐行して乗客の目を楽しませるほどになっていました。
桜もツツジも、それを植え、育て、世話をしてきた故郷の人びとの歴史と暮らしも、原発事故はすべて根こそぎ奪ったのです。
許せません。
夜の森に住み続けてきた従兄弟たちや親戚も、すべて「原発難民」の暮らしを強いられ続けています。夜の森に帰ることはもはや不可能です。夜ノ森駅近くにある祖父母の墓に参ることもできま
せん。

３．絶対に二度とこのような事故を起こしてはなりません。そして、その唯一の方法は即時原発を「ゼロ」にすることしかありえないのです。それ以外の選択があり得るなどというのは、故意か無
関心か、いずれにしても福島の事故の現実を直視しようとしない欺瞞または幻想です。

55261 個人 自営業 ４０代 女性 　即原発０パーセント 　安全な理由が無い！

55262 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選択、希望します。 核廃棄物の処理も決まっていないのに、このまま原発を動かしていくことは無理なのでは？
放射性物質が生体、環境に与える影響について、非常に不安を感じるから。

55263 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを指示します 核と人類の共存はできないから。

再生可能エネルギーが無理なら、地熱なり、新しい手法を考えるべき。
時間がかかるのなら、火力の施設の立替など可能な手段はあるはず。
原発で事故がおきれば取り返しがつかないことがわかったはずです。
原発の事故は二度と起こしてはいけないんではなく１度でも起こしてはいけないことだった。

放射能の害は時間が経たなければわからないし証明が出来ない。
が、DNSが損傷を受けることは民族としても大きな損失である。
人間の手に負える問題ではない。

55264 個人 法人等 ５０代 女性 エネルギーは制御不可能なものは使わない、子孫に
負の遺産を残すものであってはいけないということを
原則に、作り出せる範囲内に自分達の生活を収める
という方向性にシフトしていかなければいけないと思
います。

私たち人類は、地球環境のこと、またそこで働く労働者のことよりも、経済的効果を何より優先し、その恩恵で必要以上の便利な快適な生活を追求してきました。
原子力利用がその最たる物で、「そのうちに、核廃棄物をどうにかする技術は開発されるはず」という安易な傲慢さで、今に至ってもその技術を開発できないまま恩恵だけを享受している現況で
す。
これだけをとってみても、小学生でもおかしいと思うのではないでしょうか。
その安易な傲慢さの最中に、福島第一原発の事故が起きました。
事故を考察すればするほど、人類は手をつけてはならないものに、手をだしたことを、大多数の人が知ることになりました。
そう、知ってしまったのです。
もの言わぬことの大罪、経済優先の先の苦悩、人類の欲深さと身の丈で暮らすことの大切さ。
これ以上の悲劇を引き起こさないために、そして尊い福島の方達の犠牲を無にしないために、私たちは、方向転換する必要性があると強く思います。
このような意見を発信する場所を作っていただいてありがとうございました。
どうか、一人一人の意見がその選択権をお持ちの方に届きますよう祈念します。

55265 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 最終エネルギー消費形態の5割は石油であり、資源メ
ジャーの寡占化も懸念されさらに化石燃料の生産減
少が問題となるのは今世紀後半である。代替エネル
ギー源としての核融合エネルギー開発研究の促進が
必要と考える。

このエネルギー・環境会議の議論では、長期的なエネルギー政策の視点は別途議論するとして含まれていない。
しかし、日本の最終エネルギー消費形態で電気の占める割合は23%であり、提案されているシナリオは原発依存度26%をどのように割振るかという議論にしかすぎない。
最終エネルギー消費形態の5割は石油であり、資源メジャーの寡占化も懸念され、さらに化石燃料資源の生産減少が問題となってくるのは2030年以降である。
したがって2030年までに行わなければならない最重要課題は「代替エネルギー源の開発」である。再生エネルギーは不安定型の自然エネルギーであるが、これももちろんのこと、原子力も含め
あらゆるエネルギー源を動員することが予想される。
今回のシナリオとは並行して「代替エネルギー源の開発」、日本独自の技術も含まれる核融合エネルギー実現に向けた開発研究の促進を加速するべきである。

55266 個人 その他 ４０代 女性 今後の原発のあり方について 私は2030年原発ゼロシナリオを選択します。というよりも即刻廃炉すべきだと思っております。空に海に、放射能をばらまき、世界中に甚大な迷惑をかけておきながら、いまだに原発を動かそう
なんて、ありえません。このままでは世界中から訴訟を起こされても無理がありませんし勝てるわけもありません。ましてや日本は地震国でもあります。どう考えてもばかげています。経済より命
が大事です。私は今すぐ廃炉でお願いしたいと思ってるほどです。よろしくお願いします。



55267 個人 その他 ５０代 女性 原発の安全神話は完全に崩れた。どんなに日本の科
学技術が進んでいても、原発を完全に制御するのは
無理だ。福島第一原発の事故も、政府の事故調査委
員会は「人災だ。」と結論づけたので、脱・原発を支持
します。

　私は、野外科学とその教育を専門とする大学講師です。日本の科学技術のすばらしさについては理解していますが、原子力発電という技術については、別格の扱いが必要だと考えます。なぜ
なら、原発という巨大プラントの管理にはとてもとても複雑な命令系統と複雑で精度の高い機器の管理を必要とします。が、しかし、それを司るのは、”だだの人間”です。どんなに優秀な人間で
も、間違いは起こします。判断の誤りを起こすこともあります。そのような事をわかっていながら、マスコミも電力会社のCMも、これまで原発の安全神話を守ってきました。しかし、その神話は眉
唾のものだったのです。悲しいことに、それを思い知るためには、福島第一原発の事故という犠牲を払うことになりました。
　福島とその周辺では、多くの市民が内部被曝にさらされ、また、事故現場では、多くの原発労働者が被曝しながら作業に携わっています。広大な土地や農作物や海洋資源も汚染されました。
このようなことが、日本中のまたどこかで、起こる可能性は否定できません。特に、日本のような地震国にあって、５０基以上の原発が建設されたこと自体が異常なのです。
　私たちは、これまで原子力発電の電気に頼って生活してきました。しかし、それは、もうやめなくてはなりません。福島や原発が立地する地方の人たちの犠牲の上に、成り立っている生活は見
直す必要があると思います。
　それゆえに、政府の政策としても、脱・原発へ、シフトしていただきたいと思いますし、それに私たち市民も協力していきたいと思います。

55268 個人 無職 ３０代 女性 原発はいりません。原発依存０％を望みます。今すぐ
福島第一原発に、全電力会社社員が集結し、一丸と
なって収束させるべき。そして全原発を廃炉にするべ
き。

核の平和利用といいながら、その裏で核兵器の開発をすすめていると聞きました。
テレビでも、評論家の寺島実郎さんが「安全保障のために原発は必要だ」とおっしゃっているのを耳にして、やはりそうなのかと実感しました。
電気とは本来関係がないのに、核兵器を開発するために、原発が隠れ蓑として使われている。
核兵器はもう充分造ってあるのではないですか？
もうこれ以上何のためにつくるのでしょうか。
各国がたくさん核兵器をもっていても、使ってしまえば人類は滅亡の道しかないのではないですか？
日本は２つも原爆を落とされた。
太平洋戦争終結のためではなく、人体実験だった。
今回の福島第一原発事故で、福島周辺の人々を置き去り、さらに人体への影響を調べて、将来そのデータを何に使うとゆうのですか？
もうこれで終わりにしなければならないのではないですか？
私は、福島に友人がいます。小さい子供を２人も抱えたお母さんです。
彼女は、最初京都に避難していたのに、郡山にもどりました。
おいてきたご主人のもとに、帰っていったのです。
放射能より、家族が崩壊することを恐れたからです。
彼女はあらゆることを我慢しています。
私に愚痴をこぼすことも我慢しています。
我慢しているのをいいことに、彼女らを犠牲にしたまま、政府が原発を再稼動させたことは、私の理解を超えました。
もう許せません。
原発はいりません！！

55269 個人 自営業 ３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 子供達へ少しでも安心できる未来を残してあげたいと常に考えています。
不安要素の多すぎる原発の再稼働はせず、もっと自然エネルギーを推進してください。

55270 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 化石燃料のクリーン化に向けて、今後、価格安定化
が見込める天然ガスの利用を促進べきと考える。

3.11の震災、原発事故を経験し、生活に身近な所ではガソリンスタンドに長蛇の列ができ、石油依存度がほぼ100%である日本の運輸部門においても、エネルギーミックスの重要性を改めて感じ
た。化石燃料のクリーン化を強力に進めて行くことが、原発依存度低減と、グリーンシフト化にむけた、現実的な路線では無いかと考える。
運輸部門をはじめ、農林水産業、建設業が、石油依存度の高い分部門だが、なかでも運輸部門の石油依存度は高く、諸外国を見ると、石油以外の燃料利用によるエネルギーミックス化は進ん
でおり、中でも、シェールガス革命で天然ガスの利用が進み、ガソリン→天然ガスシフトが進んでいる。
CO2排出量がガソリンに比べ20%低い天然ガスの利用促進はエネルギーセキュリティ及び、CO2削減の観点からも進めるべきと考える。日本では、電気自動車やプラグインハイブリット化が進ん
でいるが、乗用車に限られており、輸送部門の中で貨物自動車、特に中・重量車の貨物自動車については、電気自動車化はバッテリの性能から不可能であり、クリーン化が進んでいない。今後
の天然ガスの低価格化も含め、中・重量貨物車のCO2削減に向け、運輸部門においても、天然ガス燃料の利用促進を図るべきと考える。

55271 個人 無職 ３０代 男性 原発を０へ 自然エネルギーへの転換をおこない原発を必ず０にしてください
この炎天下のなかデモをおこなっているひとたちの努力を無駄にしないでください
そろそろ自分たちの利権で動かない政治家がみたいです
もう福島でおわかりでしょう　わたしたちに原発は扱えません
どこよりもエネルギーを考える先進国になるチャンスでもあります
どうかよくかんがえてうごいてください　お願いします

55272 個人 家事専
業

６０代 女性 原子力発電について。 すべての原発を廃炉にすることこそが、大人の責任です。
シナリオゼロを望みます。

55273 個人 学生 １０代以
下

男性 三つのシナリオのうち、私は2030年における原発依存
ゼロシナリオを支持する。それは原子力の不可操作
性と、他の発電と比べた時の供給量の差、核燃料サ
イクルなどを包括的に鑑みた結果の判断である。

一つ目に、原子力発電は人間の手におえていないからである。
核廃棄物の処理の方法は完全に見つかっていない。また、去年3月11日に発生した東京電力福島第一原子力発電所の事故も、「想定の範囲」という根拠のない安堵により全電源の喪失といっ
た本来ならば可避なものを不可避にしてしまった。さらに、避難勧告の発令が遅く、周辺の国民に放射能被害の危険性を与えた。

二つ目に、原子力発電がなくても電力の供給は需要を超えることはないからである。
日本全国の火力発電所や、使用可能な天然ガスを発電のためにすべて稼働・使用すれば、電力供給は十分足りるのである。さらにこれから原発維持費を自然エネルギー発電所建設費に充て
れば、長期的にも見てコスト削減になる。

三つ目に、その核燃料サイクルの環境への影響と高コストである。
クリーンな発電といったキャッチフレーズのもと原子力発電は容認されているが、核燃料サイクル全体をみると、発電所の建設費、原料の運搬費、最終処分場となる地下処分場の建設費など、
CO2、コストともにその他の発電と変わらないのである。政府は一面的でなく、より多面的に原発を国民に知らせるべきである。

18年という期間があれば、最先端の原子力技術を持つ日本であればドイツのように脱原発は可能である。私たち国民の声をどうか聞いていただきたい。このパブリックコメントの結果が反映さ
れるか否かで、政府が憲法に明記されている国民主権を守っているか否かがわかる。私は若者の一人として、日本の経済発展よりも、本当の幸せを共有できる国づくりを政府に要求する。

55274 個人 その他 ４０代 男性 2030年原発ゼロシナリオ（即時） 「2030年原発ゼロシナリオ」を選択しますが、即刻廃炉すべきです。

日本は地震が世界で最も多い地域です。
近年の岩手で観測された4000ガルという地震加速度に耐え得る構造物はありません。地震の少ない欧州のような段階的廃炉の選択肢はあり得ません。

省エネや自然エネルギーに対しても、「経済的負担が大きくなる」としていますが、わずか数年の電気料金で取り戻せるのに、なぜ「負担が大きい」のでしょうか。イニシャルコストだけで、ランニ
ングコストを考えていないように見えます。

原発に依存し、動かすことのリスクは限りなく高いため、即時のゼロシナリオを求めます。

55275 個人 その他 ４０代 女性 (1)ゼロシナリオに賛成
日本は脱原発し、新しく生まれ変わるべきだ。二度と
福島の二の舞を作り出さないために、絶対に脱原発
すべきです。

福島の惨事を引き起こし、今もまだ家や故郷をなくしてしまい以前の生活がまったくできない人たちがいて、原因究明も事後処理も終わっていない段階で、大飯原発再稼働を決めた政府と野田
総理には違和感と不信感でいっぱいです。
外国諸国にも恥ずかしい。
福島と大飯原発のあるところが同じ国だとは思えない。
福島の惨事は本当に悲しいことだけれど、これを機会に新しいエネルギーの体制を作ることもできたのではないか。
新しい日本、新しいシステムを持つ国として再出発するチャンスだったのに、それを自ら潰した野田総理は即刻やめるべきだ。
会議の内容を読むと異論を唱える方もいらっしゃるというのに、流れで消されている。どこが民主主義国家なのだろう。
デモが起きても何も心に響かない、そんな大臣たちに日本は託せません。所詮、目の前のこと、自分のことしか守りたいものはないのでしょう。
今年の夏は比較的涼しいと今みんな実感しているはず。節電を一丸となってやれば、大飯原発を動かさずにすんだはず。
活断層がいっぱい走る日本で原発は根本的に危険だという基本的なことに目を向けてください。もう二度と日本人が悲しい思いをすることがありませんように、脱原発しかありえません。

55276 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオ。日本にある全ての原子力発電所の廃
止を求めます。

原子力発電所が稼働している限り使用済み核燃料、核廃棄物を作り出すこと、2011.3/11の福島原子力発電所の事故により、原子力発電がいかに危険なものか明確になったこと、以上の理由
から出来る限り早期に原子力発電所、完全廃止、ゼロシナリオを求めます。

55277 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 日本国内から原発を無くして下さい。原発ゼロ。 原発全廃炉はもとより、再稼働は今後一切しないでください。子供たちに健康な未来を残す為に、原発はゼロにしてください。

迅速に省エネルギーの取り組みを進めてください、併せて、自然エネルギーを推進してください。
宜しくお願い致します。

55279 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は当面、寿命をもって廃炉とし、廃棄物処理と事
故発生時の安全性確保の研究を全力で進めるべき。
再生可能エネルギーは発電施設建設・運転・廃棄ま
で副作用も含めて慎重に検討すべき。

原発は廃棄物処理と事故発生時の安全性確保に問題があるため当面は漸次利用を低減すべき。このため、「寿命をもって廃炉」との意見とした。但し、温暖化防止のためには有効な手段では
あるので、廃棄物処理と安全性研究の結果、問題が解決されれば再度推進してもよいと思う。
なお、ここで安全性と記載したのは、被覆管素材の改善（温度上昇時も水素を発生させない等）や電源喪失時にも物理法則に則れば冷却が可能になったり、炉内圧力の上昇が抑止されたりす
る等、フェールセーフの考えを極めた意味で用語を用いている。
再生可能エネルギーについては運転時のメリットのみが強調される現状に極めて危険性を感じる。建設から運転・廃棄まで、副作用も含めて慎重に利用を検討すべき。太陽電池の寿命やレア
メタル問題、光による環境問題、風力発電についてはグラスファイバーの廃棄問題や、音・振動による公害等、課題があるはず。現状の手放しの推進は危険である。利点・欠点をきちんと認識し
てすすめてほしい。もちろん、再生可能エネルギーの課題も解決に向け全力で推進すべきと思う。
なお、小水力発電は比較的環境負荷も少ないと聞くが、制度上の課題が大きいとのことなので、法整備もあわせてすべき（設置する際、水利権の関係か、１０件近い申請が必要と聞いている）。
以上。

55280 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 福島原発もいまだ収束せず燃料棒も回収出来ず放射能汚染も深刻で、国内はおろか国際的な責任も果たしていない中、原発を稼働させる事は許されません。
国内の原発は活断層の上にばかり建設されていることも発覚し、さらには老朽化も深刻、検査をする組織も身内で固めて不備が発覚しても隠していた事実が発覚するなど、原発稼働について
前向きな要素がない事も理由の一つです。
さらに、国際的にも日本の原発稼働には反対の声が多く、これを無視して稼働に踏み切るのは国際的批難を浴びるだけでなく、テロ国家とさえ認識する意見もあるとききます。
これ以上の輸出制限が、稼働により制裁として行われる危険さえあると考えます。
その場合、国内の輸出を行う企業への打撃は計り知れません。
これら様々な観点から考えても原発は即刻停止し、廃炉にすることは史上最悪の原発事故を起こした国としての責任でもあると考えます。

55281 個人 家事専
業

３０代 女性 今すぐ原発廃炉シナリオを選択します 今すぐ原発廃炉シナリオを選択します。

地震大国の日本では、これから先も原発は大変危険な存在であり遠い未来の命を脅かすものです。
使用済み燃料も、行き場のない限界が来ている現状、
そして一度事故が起きてしまえば簡単に収束は出来ず、事故の起きた原発は廃炉にも膨大な時間と危険と費用がかかります。
地震はいつ起きるかわかりません。明日起きるかもわからない日本では、今すぐ原発廃炉に取り掛かるべきです。

55282 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ 処理方法の確立していない原発で発電し続けることで、子どもたち、まだ見ぬ子孫、未来に負担をかけ続けることに反対です。他のエネルギーにシフトしていくために、現存の原発、そしてもん
じゅをできるだけ早く廃炉にする方向で話し合ってください。

（国の政策決定）
エネルギー・環境に関する選択は国の最重要課題であり、国民に広く問いかけて決める今回の政府の取り組みと国家戦略室の提示資料に敬意を示すとともに評価します。しかしながら国民の
意見集約までの期間があまりに短か過ぎます。
ＮＨＫで放映されたエネルギー討論会でも、モニター・アンケート結果が示すように、最初は「ゼロシナリオ」賛同者が５１％でしたが、討論終了後は大幅に減り、逆に「２０～２５シナリオ」支持者
がかなり増えました。このように情報提供者の発言の内容や態度に左右されて数値が動くのです。したがって、提供された意見や資料だけをもとに、1カ月程度で国民の意見を集約して決める
のは大問題です。また、現状と未来に対する分析が十分でないまま、ＴＶで放映される“原発反対集会”の一側面だけを見せて偏った判断をしては国の将来を危機に追い込みかねません。そこ
で、当面の課題に対処しながら、1年間程度かけてこの国民的議論を展開し、不断の検証後、正式な国の政策を決定していただきたいと要請します。
（選択シナリオ）
現時点で政府が示す三つのシナリオでは「２０～２５シナリオ」を選択します。
長期的にみて“原発からグリーンへ”は受け入れやすい表現ですが、地球規模、日本の過去・現在のエネルギー事情を十分把握した上で定量的な現実性のある選択をしなければ日本の将来
に禍根を残します。
世間では好都合な情報だけを提供しがちですが、常に“メリットとデメリット”があり“リスク”を伴います。日本はこれまで国家戦略として”電力ベストミックス政策により、その時代に最も相応しい
原子力、火力、水力、再生可能エネルギ－の割合を決め、経済成長や環境問題に対処してきた“と私は高く評価しています。
（原子力政策）
極めて当然ですが”原発推進“にも長所と短所があります。日本ではマスコミからも指摘されたように安全に対する”リスク“に正面から向き合ってきませんでした。米国”ＴＭＩ“やソ連”チェルノブ
イリ“の原発事故を教訓として、米国や欧州では、例えば「フィルター付ベント」や予備電源の具体的な対策を国と電力会社が一緒になって講じてきました。
今回大惨事に至った福島原発は米国ＧＥ社から“ターンキイ方式”で購入したマークI型原子炉でした。その安全対策に関しては、これまで海外や学会の専門的な指摘や提言にも拘わらず国と
東京電力は対策を怠ってきました。福島原発事故調査報告書でも指摘されたように”人災“の部分も否定できません。この際、福島原発事故の原因解明をハード（技術）とソフト（体制）の両面か
ら徹底的に行い、広く国民と世界に分かり易く周知し納得を得ることが最も大切な課題です。事故から１年半経った現在、多くの事実が判明してきましたが、更に徹底した追及と改善策を示さな
い限り、これまでの“原発推進”は許されません。この状況を適切に乗り越えずに、感情的に”危険なものはゼロへ“という情緒論で国策が決定されてはなりません。
（代替エネルギー）
原子力に代わる代替エネルギーを大幅に導入した場合について考察します。例えば、風力や太陽光の発電割合が大幅に伸びたドイツでは国を取りまく電力ネットワークや石炭や気象の事情が
日本と異なります。ドイツ政府の財政負担も限界に達し補助金を止めました。このため電力コストが上がり、大電力を消費するアルミ産業は破産を余儀なくされています。
誰もが分かるように太陽光や風力による発電は天候の影響を直ちに受けます。所謂“スマートグリッド”の普及によりある程度緩和されますが、大陸の米国や欧州と日本では事情が違います。
莫大な設備投資により待機電源を確保しないと安定的に電力は供給されません。大容量や家庭用の燃料電池の開発にも資金と時間を要します。その技術開発にインセンチブを与える国家資
金の投入は必ずしも悪くはありませんが国民の経済的負担が一律に増加します。
火力発電で補う場合には、設備の老朽化や排気ガスによる地球温暖化の問題に対処しなければなりません。また、火力発電の燃料費の大幅な海外流出や、国民の負担がどれだけ増大する
か深刻な問題です。既にＬＮＧ燃料等の購入のため１兆円も国際収支がマイナスになっています。火力発電に大幅に頼ると産油国に足元を見られて石油価格の高騰を招くことは必須です。
シェール・ガスやシェール・オイルについても楽観視できません。そもそも日本が原子力発電を導入した経緯は、湾岸戦争による“石油ショック”で価格が暴騰し、“石油依存からの脱却という政
策転換を図った”歴史に学ぶべきです。
（今後の進め方）
日本においては、これまで”推進派と反対派“が徹底した議論の場を持たず、悪戯に”色分け“して対峙してきましたが、この構図を乗り越えて、反対派も賛成派も一緒に国益すなわち“国民一人
ひとりの幸せのために”エネルギー・環境に関する国の政策を確立すべき時期です。今回の国民的議論と集約が単なる形式論に終わらず、中身のある、国民に優しい選択結果になるよう切に
願っています。

55278 個人 無職 ６０代 男性 “国民に意見を求めて決定する”取り組みは評価しま
す。私は「２０～２５シナリオ」を選択します。今回の決
定は暫定とし、更に国民的議論を重ねて1年後に国が
正式決定するよう要請します。



55283 個人 学生 １０代以
下

女性 私は、原発は2030年までにゼロにしたほうが良いと思
う

なぜ、ゼロにするのがよいのか。それは、私たち若者が、将来同じような事故に巻き込まれてしまうと思うからだ。それに、つい最近まで原発をひとつも動かしていなくても、生活に支障はなかっ
た。事故の直後も、計画停電でなんとかなっていた。それなのに、「原発をもっと動かそう」などというのは、少しおかしな話である。それに、事故があって福島のみなさんは、とてもつらい思いをし
ている。それでも原発をうごかそうとするおとなたちに、私はがっかりした。今からでも遅くないから、すぐに原発をゼロにしてほしい。

55284 個人 無職 ６０代 男性 即時全原発停止 直ちに0にすべき。
震災瓦礫の後始末にてこずっているのを見ても分るとおり近代文明は
ゴミに弱い。
放射性廃棄物というゴミの生産設備である原子炉をこれ以上運転する
ことは良識ある人間のとらぬところである。
原発維持を主張する財界、学会の人々はゴミを資源と言い換える事に
よって原子力推進の責任逃れを図っているに過ぎない。
安全保障云々を理由に原子力推進を主張する人々もいるが4号機の
プールの状況を見ればそんなことは言えないはずである。

55285 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロにしましょう！ 放射能汚染の危険から子供達をまもりたい！
もっと自然エネルギーを推進してください。
自然エネルギー先進国になって、自分が日本人である事を誇りに思いたいです！

55287 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 国内原子力発電所の稼働停止と廃炉と、新規開設計
画の即時中止を求めます。また、太陽光エネルギー
有効活用のための研究開発と利用促進のための具
体的施策の即時遂行を求めます。

昨日大地震が起きなかったのも、今日この時点で大地震が起きていないのも、「たまたま」のことです。
近い将来、確実に日本各地で地震が起きると科学的に証明されている現在、リスクの高い原子力発電所にエネルギー施策を委ねることに何ら合理的な根拠は無く、日本の国土と日本に住む
人間の人命はもちろんのこと、地球上のあらゆる生命と自然環境を甚だ軽視していると言えます。
エネルギー施策に関する決断次第で、近い将来に日本やひいては世界が一瞬にして衰退と破滅に向かうということを改めて肝に銘じ、日本政府の正常で責任ある判断を強く強く希望します。

55288 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロに賛成 即時にお願いします。 脱原発

現在停止している原発の再稼働反対。

55289 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 新エネルギーの推進と新しい雇用を求めます。

原子力発電依存はゼロに。完全廃炉。
発送電分離、電力企業を選べる社会にする。

汚染されていると知りつつ食べる。
人体への悪影響、遺伝子の破壊。
国土を失う、故郷を追われる。
核廃棄物の処理の目処もなく、
費用も膨大。
全国に汚染瓦礫をばらまき
日本中を汚染させている現状。

日本の正義は何処にあるのですか？
誇りある美しい日本、
世界の先陣を切って、
新エネルギーの国を目指す決断をして下さい。

55290 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 製造業は放射線問題が発生した時、風評被害に遭っています。国家財政を勘案すると、企業が日本国内に安心して立地できる環境づくりが必要であり、将来的にクリーンな国家環境を整備す
ることが国力の増大に繋がるものと思います。

55291 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを指示します。 福島県出身です。実家は浪江町で、線量が高い地域です。原発事故が起きて一年以上経過し、未だに何も復興しない現実。故郷に帰れない悲しみ、とても言葉には表しきれない。地震が多発
する日本では原発は無くすべき！そうしなければ、また同じ事が起きてしまう。

55292 個人 パート・
アルバイ

４０代 女性 原発ゼロ 福島原発事故では　多くの人が大変な被害に遭いました。その被害は、もはや単純にお金に換算し得るものではありません。核廃棄物の処理問題など　様々な問題を抱えているからである。

55293 個人 家事専
業

７０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。
省エネルギーによって需要を絞り、１００％自然エネル
ギーへの移行を切に望みます。

福島の原発事故は、今後の日本いえ、世界のエネルギー対策への警鐘である。
唯一の被爆国として、核廃絶は勿論、今回の事故を受けて、絶対原発はゼロにしなければならないと、日本は世界に発信すべきである。
被爆地の生物、自然環境の回復、保全対策が急務である。
これから選ぶべきエネルギーの将来は、持続可能で、地球温暖化の防止にも貢献し、原発の放射性物質のリスクもなく、利便性も損なわれないような自然エネルギー１００％を達成する施策を
切望する。

55294 個人 家事専
業

４０代 女性 限りなくゼロに近い形での原発を願います。すぐには
難しいが、目標としてゼロに近いことを掲げることで、
安心して暮らせる、日本の未来にとっては良い選択で
あったと子どもや孫に思ってもらえると考えたからで
す。

私たちは地球という星に奇跡的に誕生してきた生命体です。生命がなければ、今のような生活はおろか経済発展をなしえることもなかったと考えます。人間が生きていくにエネルギーが必要で
すが、使いすぎています。日本は停電のない国で、逆に誇りにさえ思うこともありましたが、パソコン、ゲーム、テレビ、エアコンなど便利に使いすぎていたと考えるようになりました。便利になるほ
ど人間は使ってしまうのです。また、エネルギーを生み、使い、放出することによる温暖化など問題は輪のようにつながっていきます。それはどの国も同じであり、これから発展途上国の人々も
エネルギーを使います。本当に人間にとって必要なものは何か問いかけられているように思います。
確かに経済上、日本はさらなる困難な状況に陥るのかもしれません。もうすでに困難な状況にあるとも考えられますが、それでも、今やらなければ、何十年とかかると言われる廃炉作業を子孫
に残すことになります。それに、代替エネルギーについてももっと議論があってもよいのではないかと思います。かえって、議論がないことで不信感、不安感のようなものが感じられます。つまり、
他の選択肢はないのかしら・・・というものです。原発だけを取り上げられてて、自然エネルギーに対してはどう取り組んでいくのかとか、ないのかしら？と思うこともあります。
原発がないと本当に生活していけないのか？今のように停止状態ではいけないのか？今後、電気代等の負担をどう考えるのか？福島のようになってしまったら、国民はどこに行くのか？どこで
働くのか？国は何を保障してくれるのか？

あげてみれば、きりがありません。すべての人間が幸せに生きていくすべは、困難の中にあるのかもしれないと思うこのごろです。子どもや孫に幸せな未来を残したいです。

55295 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを推します。 ゼロシナリオ以外を選ぶ事は、日本が唯一誇れる風土を自ら捨てる事になります。
「ゼロシナリオは負担がある」と、かわいいわかりにくい説明の中で強調していますが、頭がいい筈の内閣府その他省庁で働く人は、自分の私腹を肥やしながら国民の生活を考え続けていってく
ださい。

55296 個人 その他 ５０代 女性 原発に依存しない生活を望みます。 福島でいまだに自分の家に帰ることができない人がいる中で、原発に依存して生きて行くことはいやです。
原発におびえなくてもいい生活をしたいです。

55297 個人 自営業 ５０代 女性 原子力発電自体に反対します。
その観点から2030年ゼロシナリオを支持。それより早
期に原発ゼロを実現すべきです。国民一丸となり産業
構造の変革と技術革新によって新しく世界をリードし
てほしい！

　2011年3月11日東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故により、原子力の安全神話が崩壊し原子力をコントロールすることがいかに困難であるかが明確になりました。
政府は「より安全な電気が欲しい、使用済み核燃料の問題を子供たちの世代におしつけたくない」などの国民の声を聞き、しっかりとした政府方針を立てるべきと考えます。

特に、国民生活や産業に影響を与える電気料金の上昇に関して、原子力発電の有無による差異はほとんどありません。（参考:http://jref.or.jp/images/pdf/20120810/20120810_scenario.pdf )

むしろ、電力小売の完全自由化・発送電の所有分離などの施策を早期に実施し、電力会社間の競争を促すことの方が今後の電力料金の上昇を抑えることに役立つのではないでしょうか。
また、競争環境整備と安定供給のために国内送電線の整備はもとより、海外との送電線の連系が必要と考えます。

原子力の代替としての自然エネルギーは、化石燃料やウランのような輸入に頼らない純国産エネルギーであり、導入コストの回収が終われば他の電源より発電コストが安いという特徴がある
ため早く導入すればするほど2030年以降の電力全体のコスト低減に役に立つと考えます。
原子力ゼロを現実のものとするために、今この時点から最大限導入する必要か?あります。自然エネルギーには頼れないという意見も有りますが、日本は自然エネルギーの宝庫であり、その発
電量もコストも著しく改善するものと思われます。
さらには、スマートグリッド、スマートメーターの導入により需要家サイドでのイノベーションを促進し、省エネや ヒ?ークシフト等の施策を競争環境の中で創出していかなければなりません。

原子力ゼロ社会の構築は再度の大きなチャレンジです。いまこそ、日本の国民が一丸となって産業構造の変革と技術革新によって新しい社会を構築し世界をリードしてきました。　いまこそ、国
が大きなビジョンを示し一丸となって取り組むことで原子力のない社会を目指すべきで、またその実現は十分に可能であると考えます。

55298 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 2030年までに原発依存度を0とするゼロシナリオを支
持します。核燃料のサイクルも含め、即時0とする道を
最大努力して模索すべきと考えます。

原発、原子力の開発には原発事故の有無に関わらず反対です。核廃棄物は今後10万年に渡り厳重に管理されなければならないにも関わらず、技術ができてからせいぜい100年が経過したの
みで、今後現在の政体、国家が保たれるかもわからない中で10万年に渡り管理していくことは不可能と判断するのが常識と考えます。

また、今回の原発事故を経験し、地震国であり活断層の有無に関わらず大地震が起こる可能性があり、地震学者もその詳細がわからない中で、原発を続けていくことは危険と判断します。

また、日本の原発の管理は東電、政府も十全に出来ていません。これは十二分にでき、なお相当の安全を担保できる場合にのみ稼働が考慮出来るものと思います。現在の政治、東電のあり方
では原発の稼働は容認できません。

これにより経済も打撃を受けています。原発をゼロとすれば一時経済はさらに大きな問題を抱えるかもしれません。しかし、日本国民は、今後は原子力をあてにしない別の発展、別の豊かさを
求めていくことが出来ると思います。

以上の理由から、ゼロシナリオを支持します。

55299 個人 家事専
業

６０代 女性 全原発、即停止、即廃炉。原発は必要ない。 原子力研究者の小出裕章氏は、以前より、原発は非効率で無駄の多いエネルギーだとおっしゃっています。それにもかかわらず、原発が抱える危険、ましてや、地震国（しかも活動期にある）の
日本で原発を持つのは、自殺行為です。小出裕章氏は、火力発電の有効性を訴えていらっしゃいます。洋上風力発電（大規模発電）と太陽光（民生向け小口発電）も有効でしょうし、水力発電、
海洋発電、などそれぞれに良し悪しがあるようですが、原発の危険に比べれば小さなものです。原発を維持することに時間と労力とお金を使うのは、即やめてください。
原子力は、人間の細胞を壊すものです。自然を破壊し、人間を破壊するものです。
ヒロシマナガサキの原爆、ビキニ水爆実験での被曝、原発労働者の被曝、そして、福島第一原発事故による被曝と今後も続く内部被曝、本当に日本は、世界を汚染しながら、自滅して行きま
す、このままでは。

全原発即停止、即廃炉。これしかありません。

55286 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを支持する。福島原発事故以降、原発の
安全性は疑問で早期に脱原発を実施すべき。今後新
規の原発建設は不可能であり、２０３０年に９割以上
の原発が４０年の耐用年数を超え実質廃炉になるは
ずである。

なぜ２０２０年以前に原発ゼロの早期シナリオがないのか。
新聞などの世論調査によれば、国民の声は、「脱原発」が過半数を占めるにもかかわらず、より早期のゼロシナリオが提示されていない点にまず不信感を覚える。　国内での「再稼働反対」デモ
の高まりを見ても、国民の多くが早期の脱原発を求めており、それに対しては、たとえば２０２０年以前に原発ゼロといった選択肢があるべきである。　ドイツでは２０２２年までにすべての原発を
停止することを決めた。　これだけの過酷事故を引き起こし、世界に迷惑をかけた日本にはその選択肢さえも提示されないのはなぜか。政府の当事者としての認識に大いに疑問を覚える。

原発維持が前提の選択肢に疑問：　まず「エネルギー選択にあたっての４つの重要な視点」の第一が、「原子力の安全確保」となっており、原発の維持を前提にシナリオが提示されているのはお
かしい。２番目の「エネルギー安全保障の強化」というのも原発を促進するためのさんざん使い古された言辞である。　さらに「コストの抑制」も、原発の発電コストが、１ｋＷｈあたり９円程度という
従来の試算を前提にしている。　確かに稼働時だけを考えればそうかもしれないが、通常３０年とも４０年ともかかる原発の廃炉費用、事故の場合の住民賠償、使用済み核燃料の処分にかかる
費用は、このコストには反映されておらず、再生可能エネルギーに比べて大幅割安という議論は今や説得力を失っている。現に東電は実質債務超過、国営化の状態であり国民が事故のコスト
を払わされている。
原発安全神話は崩壊：　地震多発国の日本に原発は危険すぎるし、核燃料廃棄物の処理も確立されていないのに、原発の運転を継続するのは「トイレのないマンション」に住むようなものだ、と
今や国民は認識している。核燃料サイクルはほぼ実現不可能であるのは、六ヶ所村の再処理工場が今だ稼働できず、「もんじゅ」が９６年に停止したままであることでも明らかだ。さらにこの半
世紀の間に、７９年のＴＭＩの事故、８６年のチェルノブイリ事故、そして２０１１年の福島の事故と、少なくとも３度の炉心溶融（爆発）事故がおこり、放射能が外部に大量に放出された。これを直視
せずに何を見るのか。今後世界で２００基ともいわれる原発が建設されれば、必ず同じような過酷事故が起こり、その国と周辺国の住民に被害が及ぶであろう。人間は原発を制御できておら
ず、原発技術者の頼ってきた確率論による原発安全性は完全に崩壊しており、必ず事故は再発するとみるべきだ。

政府には国民の声が聞こえないのか：　3.11以降、国民の認識は変わった。電気業者の選択ができないにもかかわらず、原発の電気を使い、原発を間接的に容認してきた反省と「脱原発」の意
志を多くの国民が示している。　福島の事故に一番責任のある東電と、原子力政策を推進してきた政府は、一番深く反省すべきであるにもかかわらず、原発維持を前提にすべての議論を進め
ようとしていることに、大きな疑念と不信を抱かざるをえない。　今や安い電気と経済性よりも、「国民の命と健康」を第一に考えて、エネルギー選択をすべきであると多くに人が感じている。　福
島県の三分の一近い土地が放射能に汚染されて半永久的に居住不可能になり、警戒区域圏外でも多くの住民が見えない放射能の恐怖に怯えて暮らす現実を、政府はもっと深刻に受け止め、
原発政策の今後を判断すべきである。
　今回、「国民的議論」のために併行して実施された「意見聴取会」で、電力会社の人間や原子力村の住人が何人も紛れ込んで批判を買った。電力会社や原子力産業の立場は、エネ環や経産
省で十分に忖度されているはずであり、一般国民に意見を聞く場にそれらの関係者が出席するのは不適切であることはいうまでもない。　意見聴取委員会やパブコメは、原発稼働維持を前提
に、そのアリバイ作りに企画されているという印象を持たざるを得ない。政府は、今回のパブコメのすべてのコメントを公表するくらいの透明性をもってしかるべきではないか。

一刻も早く脱原発、エネルギー分散型社会の構築を：　何もすべての原発を即刻廃止しろと言っているわけではない。老朽化しているものもあれば、稼働してまだ２０年たたない比較的新しい原
発もある。　活断層やプレート境界地震の危険が高いところと、それほどでもないところもあるはずだ。　一方で、すべての原発を即刻廃炉にすれば、電力会社の経営に深刻な危機が生じるとい
う事情もあるかもしれない。しかし、これまでも廃炉や使用済み核燃料の処理コストなど先送りにしてきたのだし、これから直面せざるを得ない問題でもある。
　
今回の大飯原発の再稼働に関しても、新安全基準なるものを発表してわずか数日で保安院が稼働を了承するといった全く茶番劇を演じて失笑と怒りを買った。東電に関しても、来年以降には、
柏崎刈羽の再稼働を模索しているかもしれず、それについても、徹底的に地震や津波のリスクの検証、東電の経営への影響などが、多角的に議論されて結論が導かれるべきである。　実際、
この夏、関電管内は夏場の電力が足らないと大飯を再稼働しながら、実際は足りている状況で、火力発電所を止めたと判明している。　国民を欺いたいい加減なプロセスでは、誰も納得しな
い。リスクと経済性をしっかりと検証し、それを各原発ごとに積み上げていけば、ドイツのように２０２０年までには脱原発といった、国民が納得できる路程表が描けるはずではないか。
　シェールガス革命で化石燃料の市場も変化しており、コンパインドサイクルのガスタービン発電など、既存火力でも原発よりずっとすぐれた発電効率をもつ技術が登場している。再生可能エネ
ルギーの買い取り価格の設定で、日本でも本格的に太陽光や風力、地熱などの発電に参入する企業も出てきた。脱原発と発送分離によって、地産地消の分散型エネルギーネットワークを構築
することに未来があることは確かだろう。そちらに大胆に舵を切ってもらいたい。



55300 個人 家事専
業

２０代 女性 原発依存０シナリオ　支持 原発ゼロ、それも30年といわず、できるだけ早く明日にでもゼロにすべきだと思います。
雇用面は廃炉事業が数十年大規模に行われることを考えれば問題ないと思います。経済が停滞するというのは原発を動かしたい守銭奴の詭弁です。

国民の大多数が原発に反対し、放射能の被害を受け苦しんでいる東北関東の人たちが数多くいます。外で遊んだり、そこに住めなくなるなど本質的な自由を奪い、さらに廃棄物の処理方法も
全く見つかっていない原発を、大地震が近年中に高確率で起こるといわれている日本で継続しようとするのは狂気の沙汰であり、
国際的にみても非常に愚かです。

原発がなくても電力が足りることは現在の状況を見ても明確、大飯を再稼動させる時や計画停電を起こすという脅しも電力会社と政府の癒着の最たるものであることは国民にばれています。

命の問題です。私たちや次の世代を実験台にしないでください。

加えて、1日5500万円もの税金を使い、未だ発電実績が０のもんじゅの一刻も早い廃炉も強く望みます。

そんな無駄金を使うのはやめ、被災地への支援に回してください。高線量地域から妊婦さんや子供を避難させてください。

55301 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 しかし2030年では遅すぎます。
できるだけ早期に原発ゼロにするべきと思います。
政府がやろうとしていることは、今にでもまた大地震が来るかもしれないという危機感を全く感じません。
原発を温存する限り、安全は訪れません。
15シナリオも20～25シナリオも現実的ではないと考えます。
外国からも軽蔑され経済どころではなくなります。
原発はなくしていきつつ、だからといって石炭火力にも依存しすぎないよう、自然エネルギーの普及目標などをしっかりと示すべきです。
ゼロシナリオにだけ国民の経済的負担が増え、厳しい規制を課すようなことが脅しのように書かれていますが、未来に向けた投資として新たなビジネスの活性化など国民の活力を促す方向に
考えてほしいと思います。

55302 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 娘2人の父としてまた１経済人として、ゼロシナリオ、
かつ全ての原発を再稼働せず廃炉に向かわせること
を主張します。

理由は以下の通りです。

＜代々の先祖より命を受け継ぎ、娘2人の将来に責任を持つ父として＞
今回の事故を観察して、政府と電力会社に過酷事故に対する危機管理能力がないこと、そして安全に対して投資を惜しむ電力会社の体質がよく分かりました。原子力発電を継続すれば将来必
ずまた事故が発生し、その対応に失敗します。
このような危険な未来を娘たちに残すわけには行きません。
また、放射性廃棄物という負の遺産をその先の子孫に残す行為は倫理的にできません。
CO2の問題は、世界の一員として責任を感じていますが、当面軽く見るべきです。しかし自然エネルギーの日本の利用技術は世界をリードするようになるので、その償いをして余りあるようにな
ると思います。

＜日本の経済を支える１会社員として＞
今後必要になる原発安全対策の費用と、将来事故が起きたときの賠償を計算にいれると、原子力発電の経済性は、その他の発電方法より劣ります。
したがって、原発を再稼働させない場合に、燃料輸入による一時的な経済喪失になりますが、トータルで日本経済にプラスとなります。

55303 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 「原発０シナリオ」を望みます。
その上で、省エネルギー、自然エネルギーの推進に
もっと力を入れてください。
また、電力の自由化、発送電分離も進めて欲しいで
す。

早急な原発０化、核燃料再処理計画の中止を望みます。

今回の福島第一原発の事故の原因および責任が未だ明確になっておらず、安全性の認識、管理体制もとても十分とは言えないためです。
また色々な情報が開示されないことへの不安と不信もあります。

地震大国日本で原発の運用は安全性から見て非現実的なのではと思います。
もっと自然エネルギーの導入に力を入れて欲しいです。
それには、電力の自由化や発送電分離も欠かせないと思います。

今回の福島第一原発の事故で多くの自然が汚染され、日々の食べ物にさえ気を遣う暮らしになりました。
被災された方は勿論のこと、離れた場所で生活していても、日常的にじわじわとくるストレスは辛いものがあります。
このような思いは繰り返してはいけないと思います。

目先の経済を優先するのではなく、本当の意味で豊かな国にする為にも、今、日本は核を手放すべきだと思います。

55304 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発０シナリオの早期実現。 そもそも核燃料廃棄物の処理を見通せないままの原発推進があまりにも杜撰でした。放射能を身近に放置しておくことの人類の生存にかかわる危険は自明の理です。原発推進ではなく、自然
再生エネルギー活用に財源をまわすべきです。原発の再稼動はありえません。

55305 個人 学生 ２０代 女性 私は、政府の皆様にゼロシナリオを選択していただき
たく存じます。その理由は、日本が長期的に発展して
いくために、安全で国内での自給ができ、持続可能な
再生可能エネルギーにシフトすべきだと考えているか
らです。

　私は、エネルギー・環境に関する選択肢の中から、政府の皆様にゼロシナリオを選択していただきたく存じます。その理由は、日本が長期的に持続・発展していくためには、危険の多い原子力
エネルギーではなく、安全かつ国内での自給ができ、そして持続可能な再生可能エネルギーにシフトしていくべきだと考えているからです。
　3.11以降、原子力発電所事故のため、国土の中に住めない土地ができ、また地震活動が活発になり日本はいつまた大地震にみまわれるか分からない国となりました。このような試練のときに
こそ、政府や国民の真価が問われているときであり、また理想の国家実現へと立て直しをはかれるときだと思います。内村鑑三は「デンマルク国の話」の中で、戦争に敗れて国土が減った中、
植林をして土地を肥沃にし、小国だけれども豊かな国をつくったデンマーク国民の例を挙げ、国運衰退のときにこそ希望をもって事業を興し、自国にある自然の持つエネルギーを富源に変えて
国土を開発し、豊かな小国をつくるべきだと述べています。そのように日本も自国の中で再生可能エネルギーの開発と自給自足ができれば、地震や原発事故に脅かされることなく、また外国か
らの資源に依存することなく持続可能なエネルギーをもつ国家として今後も発展していけると思います。そのような国家となれば、原子力発電所の事故や大震災という国難を乗り越えられるだ
けでなく、持続可能なエネルギーを持つ豊かな小国として世界の先駆的存在となり、多くの国に模範を示せると思います。現状では再生可能エネルギーで自給自足をするのは困難が多いことと
存じますが、指針となる目標を定めて一つ一つの課題に取り組んでいくことで政策が実現していくと思います。このような理由から、多少課題があったとしても、日本の国民が安全かつ持続的に
生活できるゼロシナリオを目指して、政策をぜひお決めいただけたらと願っております。

55306 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ 広島、長崎、福島の経験を活かしてほしい。
ドイツの決断の早さも見習うべき。
あのような震災を目の当たりにして、この期に及んで既得権益を守ろうとするのは理解できない。
消費税を増税するなら、再生エネルギー開発に使って欲しい。

55307 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 1.原発ゼロに
2.再生可能エネルギーの発展

福島の原子力災害の惨状を目の当たりにして、地震国日本に原子力発電所は
あってはならない。事故後の対応のまずさ、システムの脆弱性を露呈し、今後いくら安全対策など講じても信用できない。自然災害には勝てない。
もう原発はいらない。原発ゼロ、それに変わる再生エネルギーの発展にむけて
国は全力で取り組んで欲しい。子どもの命を守ってください。

55308 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 原発の恩恵を充分に受けてきましたが、代償が大きすぎることを痛感しました。
自分達も反省し改めるべきところがたくさんあるとおもいます。

新しいエネルギーへの転換が簡単でないのは分かります。問題点もたくさんあります。

でもこれからどんどん新しい技術が開発されていくでしょう。きっとこの先も状況が変わって行くのではないでしょうか。

短期間では達成するのは難しい事と思いますが、進むべきはそちらの方向だと思います。

55309 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロ・シナリオを支持します。 ゼロ・シナリオを支持する理由は以下の４点です。

１）福島第一発電所の爆発事故も、それ以前の東海村の放射能漏れ事故、もんじゅの事故等いずれも、軽微な人為的なミス、人為的な見逃し（想定外の出来事も含め）から起こっているからで
す。福島第一発電所に関しては、ここまでの大爆発は簡単な配管設計の変更で防ぐことができたという人がいます。同時に、皮肉なことに設計上のミスにより、かろうじて助かっている部分もあ
るそうです。このようなずさんな工事が行われている現状、それを防ぐことができなかった、予防を考えなかった事実に目をとめるべきです。人為的なミス、見逃しは今後も起こり得ると考えま
す。

２）東日本大地震により、日本の地下、地殻構造は大きく変わったと言われます。実際、東南海地震も予測されています。そのような国土で原子力発電所を持つことは、非常に危ういと考えま
す。福島ご第一発電所の爆発以降の混乱、人々の疲弊、広範にわたる環境破壊を見ても、再度の原子力発電所の爆発事故に日本社会が、また地球環境が耐え得るとは思えません

３）なによりも核廃棄物の最終的な処分方法を人類は発見していません。地下に埋蔵するとしても、日本の地殻は大きく変動しており、安全な土地はありません。よって、現状以上に核廃棄物を
増やすことに反対です。

４）これ以上の省電力は経済に悪影響を及ぼすという意見がありますが、311の震災以前、電力をふんだんに使うことのできていた間にも、日本経済は「失われた10年」「失われた20年」と言わ
れ続け、政府、経済界は具体的な手を打つことなくきました。このことから、「脱原発を目指すと経済停滞が長引く」と言うのは詭弁であることがわかります。
新しいエネルギー政策へと大転換し、政府がはっきりとその指針を打ち出しリードすることでこそ、経済が活性化すると思います。

私は新しい社会を求めています。今、変わることを通して、日本を再び世界に誇れる国にしていただきたいと思います。原子力発電を手放し、それらを廃炉にする技術、さらに新しいエネルギー
源の開発方法、省エネ技術、環境保全等を輸出する国になることを願います。
政治を行うリーダーの方々に、変わる勇気を持っていただき、ぜひ世界の歴史に名を残す政治家になっていただきたいと願います。

55310 個人 その他 ４０代 女性 絶対0パーセントにしなくてはいけないと思います！
  

子どもや地球のことを考えると、もちろん0パーセント！！
電力が足りないとか雇用が必要とか、それならもっと真剣に他の方法を考えていこう！！

55311 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する御意見
の募集に対する回答

政府に憤りを覚えています。
大飯は、西日本の各社に常時1000万キロワットの電力の蓄えがあるのに、大飯３号機118万キロワット、４号機も118万キロワットを 動かした。
再稼働と同時に、火力８機も止めたくせに。

挙げ句、北海道の泊まで再稼働したいと言ってる。
夏は乗り過ごせたが、冬は無理だと言ってる。
冬は灯油が主体の暖房があるから間に合うのに。
道民が間に合うと言ってるのに。
間に合わないから、再稼働する！と叫んでる。

どう考えてもおかしい。
国民を、国民の気持ちを適当に扱っているあなた方に原発を再稼働させる権限はない。

第一、福島県は復興したの？

安全でない原発。
福島県を復興できない原発。

動かすべきではありませをん。
代わりになる電力施設の増強を要望します。

55312 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年より前に、可及的に速やかに原子力発電への
依存度はゼロにして、かつ発電用原子炉はすべて廃
炉にすべきものと考えます。

2030年より前に、可及的に速やかに原子力発電への依存度はゼロにして、かつ発電用原子炉はすべて廃炉にすべきものと考えます。
理由1: 福島第一原子力発電所での事故で明らかになったように、原子炉が爆発した場合の影響について、短期的も、中長期的にも把握されていない。また国家として国民や国土に対して責任
を持つ体制が何ら確立されていない。
理由2: 原子力発電により生成される放射性廃棄物の処理方法について、技術的なメドが立っていない。地中に埋めるのは将来世代へのリスクの押し付けでしかなく、将来の国家の経済的社会
的成長の阻害要因となる
理由3: 既存の原子力発電所には、効果的なテロリスト対策が何も講じられていない。北朝鮮等からの船舶による攻撃、アルカイダが9.11米国同時多発テロで行った航空機による攻撃、ロシア・
チェチェン共和国で発生した学校での立てこもり、オウム真理教が行ったような毒ガスによる攻撃のいずれに対しても無防備であり、日本の現在の警備体制では原子力発電所の運用は危険極
まりない

55313 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 子供達に明るい未来のために、恐ろしい原発はもう要
らない。国民を守る政治をしてほしい。産業界を守る
ための政治でなく、国民を守る政治をしてほしい。

原発がなくても電気は十分たりている。もう犠牲者を出してはいけない。

55314 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」・・・唯一の脱原発シナリオ もっと省エネルギーの取り組みを進めてください。

55315 個人 その他 ７０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。原発は、できるだけ
早い時点で、日本のエネルギー源から排除すべきと
考えます。

現状を見れば明らかなとおり、原子力のコントロールは、不可能であり、第2，第3のフクシマの危険とともにくらさねばなりません。原発の必要性にかんする納得的な理由の開示は、3.11以後あ
りません。成長と原発をセットにして考える思考方法から抜け出さねば、エネルギー政策の未来も見えてきません。ヒロシマ･ナガサキに通じる核の安易なコントロールから人類が抜け出す方と
を模索することこそ、我々の叡智なのではありませんか。成長は、決して至上命題ではありません。豊かさ=成長という哲学は既に破綻しています。失われた20年をみれば、それがげんじつてき
なはんだんであることはまちがいありません。



55316 個人 自営業 ４０代 女性 一刻も早く０％に。
今現在、大飯原発3、4号機をのぞき日本全国エネル
ギー需要は足りていることは証明されてしまっている
のだから、とにかく早く原発を０％にする決断と実行を
してほしい。

＜理由＞
●日本は世界に類なき、人口過密大都市を有する地震列島国です。放射能汚染の広がり方から考えても、日本に人口の少ない原発立地可能エリアは存在しない。幸か不幸かたまたま地震の
休息期に、54基もの原発と核燃料サイクル施設を作ってしまったに過ぎない。活断層をなかったことのように誤摩化し、数々の事故を矮小化してきた電力会社にこれ以上原発の稼動をやらせて
はいけない。
●それにも増して、私達世代の経済性のために、何万年も管理しないといけない使用済み核燃料の放射性廃棄物をこれ以上出し続けることは、もはや許されない。政治家や官僚は一体何を
やっているのか。あなた方、たかが5年10年目先の自身の保身や既得権益保持に頭を使っているようだが、多少経済が混乱しようが100年～500年先の日本を考えるのが仕事です。ああやこう
や理屈をこねて正しい選択を出来ずにいる臆病者に過ぎない。
原子力をまだ使おうなどというこの時代の私達日本人は、このままだと未来の日本人から、強欲愚人扱いされます。もっともっと先の未来を、誠実に考えて下さい。

他にも理由はいっぱいあるが、地震国であること、放射性廃棄物のことだけでも答えは明白ではないか。今現在、電気需要は足りているのだから。きっぱりとゼロに向けて国が決断すべき。

＜他の理由、提案＞
●仮に事故が起こらなくても、定期検査の度に被曝労働が避けられない事実も大きい。被曝労働を弱者に押し付けたり外国人にさせたりすることは、倫理上許されない。
●世界中どこの保険会社でも、日本の原発事故の保険を受けることなど出来ない事実を直視すべき。そもそも発電コストは、甚大な事故が起きたときの保険額、放射性廃棄物処理にかかる費
用、廃炉まで考えた費用をすべて含むべきで、コストの面からだけ考えたとしても原発はとうてい割に会わない。

現在、電気需要は足りている上に、
●今までは各々使いたいだけ電気を使ってきたのだから、私達が節電をすることは電気をつくることと同じ意味を持つ。まだまだ余力はある。日本の大都市は、外国に比べてまだまだ明るすぎ
る。
●日本はエネルギー貧国ではない。再生可能エネルギーのポテンシャルをものすごく持っている。技術も急速に洗練されていく余地がある。太陽光や風力が不安定であっても、地熱は安定して
おり、海に囲まれた日本は潮力、波力はそして小水力発電をあらゆるレベルで普及させていけば、エネルギー地産地消の豊かな技術国になれる。
●国がゼロの決断をし、送電線を分離し、法を整備していけば、民間はそれに向けて予断なく動き出す。電力需要のピーク時間帯を高い値段設定にするだけで、民間は自ずと節約と工夫を行
う。民間は自分で電気を作り出す努力をこれからもっとしていくことになる。現在（この猛暑の夏）でも足りているのだから、まだまだ余地がある。

＜提案＞
●原子力規制委員会ではなく、廃炉を安全に行うのため、燃料を確実に廃棄していくための監視委員会が必要である。
●廃炉によって電力会社の不良資産が膨大になる話し等は、国策で進めてきた以上法でカバーする必要がある。
●いままで電源交付金を支払っていた原発立地地域に対し、未来の産業に繋げていくべき産業振興交付金を期間を決めて支給していく必要がある。

55317 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオを要望します。 (1)ゼロシナリオを要望します。福島第１原発事故をみて、技術的に何の安全性も保証されていません。また体制的に、危機に対する対応が不適切です。今後も運用されるべきではありません。
将来の世代に、このような猛毒を残すことは、我々の世代がしてはなりません。

55318 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成します。
地震大国日本において、将来の安全性が必ずしも担
保されていない原子力発電にたよることは、日本の将
来を明るく描けるものではないので、避けるべきだと
思います。

核廃棄物の安全な処理方法を見つけられていないものをつくり続けることは、将来の子孫の生命・生活を脅かすものであり、現代人の責任感のない行動であると思います。
また、福島第一原発では、廃炉までに４０年かかると言われ、事故処理に今後５年間だけでも延べ４万人の作業員が必要といわれています。この被爆の恐怖と戦いながら行う作業員が、果たし
てこれからもずっと確保できる保証もないし、原発の恩恵を受けてきていない人に、そのリスクだけを負わせることはできません。
このように、現在起きていることを処理するだけでも全く見通しが立たないものをつくることは、子孫に対し、地球に対しするべきではないと思います。
さらに、ひとたび事故がおきたときには、事実を世間に包み隠さず明らかにし、あらゆる方面から全ての英知を終結して原因究明をしていく姿勢の社会でなければ、原発を持つ資格はないと思
います。
現在の東京電力のように、ビデオの公開を拒み、国民の信頼を得ようとする姿勢や、今後のリスクを減らすための最善の努力を行う姿勢を国民に見せることができないような体質の会社・社会
は、原発を持つことをしてはならないと思います。
原発ゼロシナリオ、それが、地球の将来を預かっている現在の私たちが、将来の子供たちにしなければならない最低限のことと思います。

55319 個人 その他 ３０代 女性 ゼロシナリオを選択、ただし2030年までにといわず、
即時に原発を廃止すべき。

そもそも、原発がなくても電気は足りてる事実があるわけだし（原発がゼロになっても何も起きなかった！）我が国が自然災害大国である事を考えると、原発からのエネルギーに依存すること自
体何のメリットもない。
エネルギーが足りないというのであれば、まずは私たちの社会経済システムで電気の無駄遣いをしていないかどうか考え、省くのはあたりまえのこと。
技術的限界、安全体制の不備、組織の脆弱性、リスク回避思想の欠如など、原発の抱える問題は根が深く、国土の致命的汚染、国際信用性の著しい低下など、それがもたらす経済的恩恵よ
り、デメリットの方が大きすぎる。
また核廃棄物の処理問題もいまだ未解決で、廃棄物を十万年間安全に管理するというのは、現実的に不可能である。一部の利権者のために国民と子孫を危険にさらす事は許されない。
そもそも原発に「確実な安全性」などありえないし、それを求めるとなるとそのコストは途方もなく高くつく（でも完全に安全ではない）安全神話を政府とマスコミが広めた結果が、この福島の大惨
事である。未だに収束しておらず、何の責任もとらず、被災者支援も避難もさせていないのに、まだ原発を続けるなどバカにするにも程がある！

よって三つのシナリオからは「ゼロシナリオ」を採択すべき。ただし、2030ねんではそれまでは原発をつづけられてしまうので、ゼロといっても実情は稼働を容認する汚いシナリオ。
「20～25シナリオ」は安全対策費、廃棄物処理費用などに関しては全く触れられておらず、いい加減な試算。
「10～15シナリオ」は要するに現状維持というだけで、原子力災害などの対応についても全く言及がなく、これも状況を改善するものとはとても言えない。

　原発は、将来といわず、即時停止すべきであり、それは十分可能な筈である。
　原発をゼロにすると停電が起きるという政府の説明はまったく不合理であり、根拠にも欠ける。設備容量は足りており、ピークシフト等の電力需要のコントロールで、電力不足はまかなえる筈で
ある。自家発電設備の普及は今現在も進んでおり、原発がないと電力を供給できないという事はありえない。
　シナリオでは、自然再生エネルギーの導入見込みが著しく低く設定されており、また原発を稼働しないと温暖化が進んでしまうような印象を与える。
　省エネの割合が、過去の実績とちぐはぐな、全発電量の一割しかないとされている点にも疑問がある。再生エネルギーの技術的進歩も換算されていない。再生エネルギーについては、ゼロシ
ナリオで電源割合が35％とされている点も不可解である。再生エネルギーの発電量が潜在的にもっと大きいことはすでに様々に試算されている。
これらの事から、用意されたシナリオの質問設定にはある種の恣意性があるように思われる。まずはその点を指摘しておきたい。

　危険性、（廃棄物処理、廃炉などもふくめた）最終的なコストを考えると、我が国は原子力政策を、シナリオに示される以上に大きく転換すべきだ。
　そのためには、まずは電気事業者に対しては、省エネ事業を促し、さらには、自然エネルギー発電業者の振興政策をとることを、今後のエネルギー政策の根幹とすべきである。日本は自然エ
ネルギー発電の先端技術をすでに所有している。
　また再生エネルギー電力普及のため、他の先進国のように電力の発送電分離、小売り自由化を進め、現在の、電力会社が地域を独占するやり方は後進的であり、改めるべきである。
　以上、日本がやるべき事は、硬直した原子力依存体質を改善し、省エネルギーをより徹底、自然、再生エネルギー事業を振興する事である。
この政策がきちんと進めば、原発ゼロと温暖化対策の両立は可能である。自然災害の多い我が国においては、原子力発電に依存する事は極めて危険である。

55320 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 即時原発ゼロシナリオ ごみの処分法もないものをつくるべきではない。
人を犠牲にする原子力は必要ない。

55321 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発0シナリオを希望します。原発は未来に負の遺産
しか残しません。

原発によって多くの人々が涙を流しています。日本が核プラントになるということを、政治家の方々が胃を痛めなくていいように、一国民として反対の声をあげていきます。一億人のno nukesを。
資本主義に愛を。

55322 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します ・逆に、御エライ方々に聞きたいです。
帰る家も財産も未来も命さえも奪われいまだ避難生活を続けている人々がいる、そんな原因を作った原発を、執拗に動かそうとする理由は何ですか。
聞かないでも分かるけど。
お金？

55323 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発は即時廃炉に。 作業員の方は言うに及ばず、大気中にも放射能をたれながし、すべての人間が被ばくしてしまう原発は即時　完全廃炉にするべきです。そのような原発でエネルギーをまかなう必要は１００％あ
りません。原発なしでも電気は十分足りている事は現状を見ればわかることですし、福島の事故ではいまだに人々が危険な放射能の中で被爆しながら暮らしています。そして、日本中、世界中
に拡散しています。このような状況で最稼働などあり得ない話です。国はいったい誰の為に運営されているのですか。

55324 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

55325 個人 無職 ８０代以
上

男性 ゼロシナリオに賛同する。 便利を求め過ぎている。
冷房に頼り過ぎている。
私の家も、娘の家も、風呂は天日を使い、追い炊きは、庭の木を選定したものを使っている。
冷房がなくても扇風機で毎夏、過ごしている。
夏には夏の身体の働きがあり、冬には冬の身体になる。それがちゃんと循環する、「普通」の暮らしが、今はできなくなっているのではないか。
「便利」で「心地よく」が行き過ぎて、かえって「人心地」の本当の良さを見間違ってしまっているのではないか。
かつて、我々の世代は今よりずっと不便だったが、しっかり生きてきた。
本来の「人心地」ある暮らし方を考えるべし。原発にかける費用で、より安全なほかのエネルギーを開発すべし。
孫の世代が心配でたまらない。

55326 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発、即刻停止、廃炉。を主張します。
ドイツ、イタリアなど見習おう。

稼働、すなわち放射能汚染です。
日本の子孫の為に 今、私達は決断するべきです。

55327 個人 自営業 ３０代 男性 原発は全て廃炉にしてください！ 歴史上をみてみても想定外は常に起こることです。
経済などはそれからできる範囲で考えればよいのでは？
貧しくなったとしても生きてはいけます。
とにかく原発の再稼働はあり得ません。
取り返しのつかなくなる前にお願いします

55328 個人 自営業 ３０代 女性 原発は即ゼロです(もう使ってませんし)。廃炉までは
遠い道程かも知れませんが、やめる事を決断すれ
ば、お金の問題の解決法も見付けられます。民間会
社から見るとお金を言い訳にして甘いです。

既に日本のかなりの面積が汚染されています。
次に何かあったら、世界中が危機に見舞われます。
この状況で、電力会社の経営がどうのというレイヤーで話をする状態にありません。とにかく辞める。その為に何をするか、この順番しかないです。
よろしくお願いします。

55329 個人 無職 ６０代 男性 原発は速やかにゼロにすべきです。
国民の声が反映されることを望みます。

１　事故は必ず起こるものです。原発事故は他の事故と質が違います。（自分の家に戻れない。後々までも不安。地域も、地域経済も、家庭も破壊するなど）
２　放射性廃棄物は処理・管理が困難なことが明らかです。放射性廃棄物を増やし続けることは地球にとって犯罪的です。
３　大飯原発再稼働について福島の人が言っていました。福島の原発建設の時と大飯では同じことを言っている。「地域経済のために再稼働が必要」と、それで今、福島では地域経済も、地域
も、仕事も失ってしまった。
４　経済、電気が少し滞っても、みんなで協力・努力し、安全な日本を作る事を優先しましょう。エネルギーの浪費をやめ、再生可能エネルギーの導入に力を入れましょう。

55330 個人 自営業 ３０代 男性 即刻原発をゼロにしてください ･原発がなくても電気は足りている
･負の遺産(核廃棄物)を未来の世代に残さないでください

55331 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 0％にする まずは、福島原発を解決すること。みんなで、節電すればいいから。

55332 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 2030年といわず、その前に、できる限り早く原発はす
べて廃止、廃炉にすべきである。
また、節電、省ｴﾈﾙｷﾞーに関する技術開発を国家的な
戦略として進めていくべきである。

原発をできる限り早く、2030年により前にすべて廃止し、廃炉にすべきである。

以下、理由を述べる。

第一に、使用済み核燃料が処分できないことである。そのような負の遺産を未来に残してはいけない。
かといって、エネルギーリサイクルは、実現性に乏しいことがこれまでの経緯から明らかである。
ただでさえ、財政が逼迫しているときに、そのような実現性の乏しいものに、これ以上、予算を使うのは許せない。

第二に、安全保障上の問題である。
すでに国際敵には原子力発電施設を狙ったサイバー攻撃が勃発している。
そのような状況の中では、原子力発電施の存在そのものが国民の安全保障を
もっとも脅かすことになる。
ネットの世界において、破られない完全なシステムは存在しないということは、自明である。
システムを堅牢にすれば、大丈夫というのは、欺瞞以外の何ものでもない。
また、システムを運用する人間が、ミスをしないということも、絶対にあり得ない。
国民の安全保障というのであれば、原子力発電所をすべて止める以外の選択肢はない。



55334 個人 自営業 ３０代 女性 ゼロシナリオの選択を希望します 原子力に頼らないシナリオを希望します。これから先も日本で生きていきたいから。出来る努力があるのなら、原子力以外のクリーンエネルギーの開発と、すべての原発の廃炉に向けて全力を
注ぐべきだと思います。

55335 個人 無職 ５０代 女性 原発をゼロにすることを希望します。 今、日本 は地震が活動期に入っていると言われています。多くの原発は活断層の上に建設されている危険性があるとの指摘がされています。

福島原発の事故も終息していないのに、大飯原発をはじめ強引に次々と再稼働を 進めようとしています。
日本政府は国民のためにと口では言いながら経済を優先する考えで突き進んでいるように思います。
日本の子どもたちに、処理の仕方さえ分からない負の遺産を残し、未来につけを払わせるやり方は、決して本当の経済発展と呼べないと思います。

国民や子どもたちの命と健康を最優先に守るこ とが本当の経済政策、経済発展への近道だと思います。
本当の幸せとは何か、考えなおす日が来ているのだと思います。

55336 個人 その他 ６０代 男性 全原発、即停止、即廃炉。原発は必要ない。 原子力研究者の小出裕章氏は、以前より、原発は非効率で無駄の多いエネルギーだとおっしゃっています。それにもかかわらず、原発が抱える危険、ましてや、地震国（しかも活動期にある）の
日本で原発を持つのは、自殺行為です。小出裕章氏は、火力発電の有効性を訴えていらっしゃいます。洋上風力発電（大規模発電）と太陽光（民生向け小口発電）も有効でしょうし、水力発電、
海洋発電、などそれぞれに良し悪しがあるようですが、原発の危険に比べれば小さなものです。原発を維持することに時間と労力とお金を使うのは、即やめてください。
原子力は、人間の細胞を壊すものです。自然を破壊し、人間を破壊するものです。
ヒロシマナガサキの原爆、ビキニ水爆実験での被曝、原発労働者の被曝、そして、福島第一原発事故による被曝と今後も続く内部被曝、本当に日本は、世界を汚染しながら、自滅して行きま
す、このままでは。

全原発即停止、即廃炉。これしかありません。

55337 個人 家事専
業

３０代 女性 原発はゼロシナリオしか選択できません。 福島原発で大変な事故を起こしておきながら、まだ原発が必要でしょうか？そうは思えません。
私には2人の幼子がおります。子供たちの未来を考え、安全でクリーンなエネルギーを推進していきたい。事故によって人を外部被爆させ、環境を汚染し、呼気や食物から内部被曝させる原発
はリスクが多すぎる。
子供たちのため、出産をする若い世代の方たちのため、早く廃炉を！完全廃炉をお願いします。

55338 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 私はゼロシナリオを選択します。 私はゼロシナリオを選択します。
なぜなら、原発が止まっている今も現に電気は足りてるからです。
何の不自由もありません。
原発がないと、電気が足りないように国民をだまし、
電気が大量に必要な経済界のために、必要以上の電気を原発で作る。
その結果が、福島の事故です。
私たちは、学ばなくてはいけません。
多くの人の故郷を奪い、たくさんの涙を流させてしまいました。
20年後に原発を無くすこと。
それが、原発を推し進めた国の大きな責任であり、
電気を使いたいだけ使って生きてきた私の責任でもあると思っています。
原発をなくしましょう。
そして、自然に優しいエネルギーにあふれる日本を作りましょう！
技術力が高く、働き者の日本人。
思いやりのある温かい日本人。
20年あれば、実現できると私は思います。

55339 個人 その他 ４０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見。

「2030年に原発0」なのではなく、「即刻、原発0」を主
張。

エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張します。

大震災後の日本でまだ原子力発電を続けて行こう戸というのは、あらゆる意味で最早不可能です。政府は民間と連携して本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽力すべきだと考えます。

55340 個人 自営業 ６０代 男性 原発の依存度は０％にすべきです。 原発の燃料であるウランの埋蔵量は2007年の採掘実績であと８０年。また原発を稼働することで出る高濃度の放射性廃棄物は処理方位法も確立していないまま積もる一方。福島第一原発4号
機が良い例でを廃炉への道をより困難にしています。原発維持にかける予算があったら将来性のある再生可能エネルギーの開発へ向けるべきです。
地震リスクの大きな国土での原発維持は子孫に負担をかけるだけのものです。

55341 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発はいらないです。完全廃炉を目指し、可能な限り
早急に原子力に頼らないエネルギーにシフトするべき
です。原発依存0％！

福島の原発事故を経て、日本のような活断層の多い国が原子力発電に電力を依存することがどれだけ危険なことか、また、事故を起こしたらどれだけ費用がかかるものかよくわかりました。今
となっては、少し考えればこどもでもわかることだと思います。このような事態になってもいまだ原発に依存することを政府が選択していることは成熟した国家として理解が難しいです。人命を第
一に考えたら早急なエネルギーシフトが必要です。実際原発を動かさずともこの猛暑で電気が足りなくなることもないことから、原発依存0％は難しいことではないと思います。廃炉に向けて方向
転換をお願いします。

55342 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ゼロシナリオ 震災で起こった原発事故で、原発の危険性をリアルに感じました。危険と分かっていて、このまま何も変えずに原子力エネルギーを使い続けることに疑問と不安を感じます。子供はおりません
が、安全な環境を作ることが未来のために必要な事だと思います。

55343 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 2030年に原発0ではなく、即刻、原発0を主張します。
原発には、抱えきれないリスクの方が多いと思います。
日本は地震大国であり、もしまた福島のような原発事故が起きた際に
「巨大地震は想定外でした」等の言葉はもう二度と聴きたくありません。
福島では、未だ除染作業が進んでいませんし、使用済み核燃料や瓦礫など
問題が山積みです。
このようなリスクを考えれば、日本は原発依存から自然エネルギーへ即刻変えていくべきだと思います。自然エネルギー分野を広げていくことで国際社会で新たにリードしていくチャンスでもあり
ます。

55344 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 リプレイスできるエネルギー源が確実に確保されるま
で原発開発を止めるべきではない。積極的に開発し、
古くなった安全性に疑問のある原発は積極的に交換
改修していくべき。

震災の悲惨さを目にしたからといってヒステリックに原子力を忌避する事は誰も幸せにしない。
エネルギー源を海外に頼る以上、複数のエネルギー源を常に相互補完できるように維持してゆく事が必要。
再生可能エネルギーと称されるものはまだ不安定かつ小さなもので、研究に力を入れることは必要であるがエネルギー源としてあてにできるものではない。
忌み疏んでしまっては、原子力分野に優秀な人材を確保できない。

55345 個人 自営業 ３０代 女性 原発反対 原発がある以上日本のどこに住んでいても不安です。同じ年代の人達は海外で働く事を考える人も多いので、経済的にもダメージがずっと先に出てくるでしょう。

55346 個人 法人等 ３０代 女性 速やかな原発ゼロシナリオの実現を求めます（再稼動
は行わない）。

・「失われた20年」のあげくの果てに起きた原発事故は、日本社会に多大なる（はかり知ることのできない）負債を背負わせました。原発がもたらす社会・環境コストを考えた時、もはや未来のエ
ネルギーの選択肢として残すことはありえません。
・日本に長年存在する閉塞感は、多くの若者から希望の未来と生活の基盤を奪っています。この原発事故を機に、新たなエネルギーとして、再生可能エネルギーに投資・促進することは、エネ
ルギー需要の面のみならず、若者の雇用の面からも最善の選択肢と考えます。
・また、Co2削減のためにも、今の政府の想定よりも化石燃料への依存を脱却し、再生可能エネルギーの割合を高める選択をとるべきです。電力の自由化、発送電の分離などを含む再生可能
エネルギー促進のための政策の強化を求めます。
・また、ピークカットやピークシフトなどの需要調整を行い、省エネをさらに進めることを求めます。（多くの国民が節電の努力をしていますが、たとえば交通機関や建物などの公共エリアでは、冷
房が寒いと感じるところがまだまだたくさんあります）。
・脱原発ですから、当然、核燃料サイクル・再処理もやめることとなります。世界に先駆けて、放射性廃棄物処理の検討に、国の総力を挙げて取り組んでください。

55347 個人 その他 ８０代以
上

男性 自然豊かな我が国土を将来に渡って守るべく、原発
はすべて停止・敗炉させ、メタルハイドグレード・地熱
の自然エネルギー源利用に方向移転すべき。

敗戦国日本の戦後復興に、ここまで原子力発電が広まっていた事に、この日本の将来を危惧する。
現状のエネルギー政策に、人としての良識を疑う政府の進め方に断固反対を申し入れる。
大和民族としての誇りを蘇らせよ！政府民主党さま。

55348 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。原発はできる限り早く完全
廃炉すべきです。

今回の福島原発事故において様々な事が明らかになりましたが、特に安全の為に原子力を規制する組織が推進する組織と事実上一体化しており、この状態では原発を安全に運用するのは不
可能です。
また高レベル核廃棄物の問題も含めて考えると原発に経済合理性は無く中長期的にみて、日本経済に対して非常にマイナスです。

55349 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は本当に必要なのかと感じる 311以降、あなた方のから出てくる隠ぺい工作と言われても仕方が無い様な事が続き、信頼は全く出来ない。

原発に群がる原発ムラの馬鹿共とガレキ処理の問題。自分らの利権しか考えてないんやから、仕方ないやろ。

子どもらの将来をしっかりと考えてこれからどうすべきかしてほしい。

55350 個人 自営業 ４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０%を希望します。 何十年、何百年もどうする事も出来ない使用済み燃料など、未来の子供達に押し付けるのはおかしい。
原発反対！ 再稼働反対！
「原発ゼロシナリオ」で即時０%を希望します。

55351 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「2030年原発ゼロシナリオ」を選択しますが、
すべての原発を可能な限り速やかに、
今すぐにでも廃炉にすることを希望します。

まず第一に、日本列島は地震の巣であり、
原発立地には不適格であるということ。
第二に、3.11以前に数多くの専門家が
原発震災の危険性を指摘していたにも関わらず、
推進派はそれを黙殺してきたこと。
さらに目前で福島第一原発がメルトダウンして放射性物質を撒きちらし、
日本の大切な財産である豊かな海、山、田畑を
何世代も先まで取り返しのつかないほど汚染してしまったにもかかわらず、
この上事実を過少に評価し、被害を隠蔽しようとしていること。
また、未だ内部に人が立ち入ることもできない福島第一原発を
「冷温停止状態」などという詭弁でごまかし
早々に大飯の再稼働を強行したこと。国民を愚弄しています。
第三に、原発が生み出す核のゴミは、私たちの子供、孫、その先の代まで
厳密な管理を必要とする大きな負債となること。

原子力のように一歩間違えば制御できなくなる技術は、細心の注意を払い、
少しでも不安材料があれば即停止させる慎重さが
必ず求められるべきであると考えますが、
現在の原発を取り巻く環境はこれとまったく対極にあると思います。
事故から1年半が経った今でも住みなれた土地を追われ、
職を奪われ、安心して暮らすことのできない避難者の方々は、
原発の再稼働を望まれるでしょうか？
日本が地震大国である以上、原発を稼働していれば
同じような事故はまた必ず起こります。
今、止めなければ、私たちは事故から学ぶ
最後の機会を失うことになるでしょう。

私は「原子力発電にはコスト面、安全上の問題があり、2度と採用しない」が、ベストアンサーだと思っています。ですので、「ゼロシナリオ」を選択します。「2030年までのなるべく早期に原発比率
ゼロに。」ではありません。「明日から大飯原発を止めて、2030年を超え、その先ずっと原発比率ゼロに。」という意味で「ゼロシナリオ」です。
今夏の電力需要と供給の関係を見ても、足りない足りないと大騒ぎしていた関西電力管内でさえ、深刻な電力不足には陥っていません。原発なしで十分にやっていけると思います。

１．コスト面の問題
原子力発電はバックエンド費用がきちんと計算されてもいないし、発電コストに含まれていません。今回の事故で見直されるべき安全対策や補償費用（保険）、研究開発費や各種原発関連の公
的機関を運用するための費用等、発電コストには含まれない、税金として国民が負担している部分も相当な額です。コスト計算に関する情報が共有されず、計算方法がブラックボックス化された
ままで、原子力発電が安価であるような見せかけの発電コストを見直すべきだと思います。
放射性廃棄物を気の遠くなるような期間管理し続けるために、一体いくら費用がかかるのでしょうか。子孫の代にまで残る放射性廃棄物を延々と増やし続けているのは、孫の財布からお金を抜
き取っているようなものではないでしょうか。倫理的に許されるものではありません。
大島堅一立命館大学教授が、公開データを駆使した独自の手法で原発の実態的な発電コストを算出した著書「原発のコスト――エネルギー転換への視点 (岩波新書)」を読んでも、原発のコス
トが決して公表されているほど安いものではないことは明らかです。いずれにせよ、原子力発電のコストを、様々なバックエンド費用を含めた場合毎に計算し直し、分かりやすくはっきりした形で
公表し共有するべきだと思います。

２．安全上の問題

原発は絶対安全だと散々喧伝されてきて起こったのが今回の福島第一原発の事故です。「絶対安全」は絶対にないし、事故が起こったときのリスクが大きすぎる原発に、これ以上時間と費用を
注ぎ込むのは、やめにしてください。
事故が起こっても福島第一原発の時のように、場当たり的な対処しかできないということも判明しました。誰がどうやって事故を収束させ、誰がどういう責任をとるのかということすら明確ではな
いのに、原発を動かそうというのは、おかしいと思います。

３．原子力発電の代替エネルギーへのシフトを

原発にかかっている莫大な費用を、「自然エネルギー」「新しい発電・送電・蓄電システム」「省エネ」等の開発・振興に回せば、十分に原発を停止した分の電力はまかなえるのではないでしょう
か。外国からエネルギーを買わなくてもすむ形を作っていき、内需を促せばいいと思います。
火力を含めて、有望な技術・工夫はまだまだあるのだから、そちらに予算をつぎ込むと同時に、産業として成り立つような構造を作っていくべきだと思います。逆に、代替エネルギーを潰すような
形で原発関連の既得権益を持つ者に金が回るような構造ができていたのは周知の事実です。この構造を変えていくことが政治の役目だと思います。
電力小売の完全自由化・発送電の所有分離などの施策を早期に実施し、電力会社間の競争を促すことの方が今後の電力料金の上昇を抑えることに役立つのではないでしょうか。

55333 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 私はゼロシナリオ」を選択します。「原子力発電にはコ
スト面、安全上の問題があり、2度と採用しない」そし
て「「明日から大飯原発を止めて、その先ずっと原発
比率ゼロに。」という意味で「ゼロシナリオ」です。



55352 個人 自営業 ５０代 男性 ０％シナリオを選択するべきです。 原子力発電０％シナリオを選択します。

そもそも、発電により産まれる廃棄物の安全な最終処分方法の確立目途が全く立たない現状において、将来のエネルギー源の選択肢に原子力発電を含めることは将来世代への責任を果たす
上で許されざる愚挙と謂わざるを得ません。

事務局では2030年までにGDPが2割増加する、とのシナリオを下にエネルギー政策の選択肢を設定していますが、近い将来に人類が経験したことの無い急速な人口減少社会に突入しようとし
ている我が国においては、寧ろ、マイナス成長時代の到来に備え、低消費社会へと大胆に舵を切り変革を進めることこそが喫緊の課題だと考えます。

従って、エネルギー源の選択肢の検討においても、新たに未想定のリスクを抱え込む可能性が高い新クリーンエネルギー技術の開発を推進するよりも、低成長、低消費に耐える社会構造の構
築こそが最優先課題とされねばなりません。

この余りにも明白な、差し迫った将来における課題を官財民が共に受け止め、新しい社会の構築に向かわねばならないと考えます。

55353 個人 無職 ４０代 女性 原子力発電は20年後を目途に稼働停止し、代替エネ
ルギー開発を国家事業として推進する。

昨年3月１１日の地震と津波による死傷者は膨大なものでした。
そしてその後の福島第一原子力発電所の大事故によって、多くの人が精神的・物的・経済的被害を受けています。
女川原子力発電所ではそういったことは起こらなかったにせよ、それが原子力発電に依存し続ける理由にはなりません。一度大事故を起こすとどういうことになるか、日本の住人が、いや世界
の人々が目撃したのですから。

また、原子力発電の燃料リサイクルも海外頼みで、国内的にも先が見えない状況です。プルトニウムの処理は、核兵器の開発にもつながるものですから、国際的にも疑惑を招いているむきもあ
ります。

これ以上原子力発電に依存することを私は望みません。

というより30年前から私は原子力発電を止めて欲しいと思っていました。
私は被爆二世です。
これまでに国が原子力発電を推進するのを止められなかった悔しさもあります。

今回の原子力発電所事故を契機に、エネルギー政策を大転換しなくてはなりません。
国を挙げて取り組めば可能だと信じます。
電力不足くらいがまんします。
製造業などの企業は我慢できないかもしれませんが、ぜひ企業ではなく、国民一人ひとりの声を聴いてください。

55354 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 原発０を望みます。 原発０を早急に行って欲しいです。理由は怖いからです。

新しい方法で電気を作れるようになるまでは、火力発電等でカバーしつつ、水力、地熱、風力、省エネルギー等を増やしてカバーする。
この際かかる費用(新しい方法を考える費用とか化石燃料にかかる費用)は、政治家やお金持ち等から募る。(そうすると国民からのイメージアップになって一石二鳥)

排出されるCO2は原子力発電から卒業するので少し許してくださいと、世界各国に許してくださいと伝える。

こんな感じで。

それかソーラーパネルを各世帯にプレゼントして電気を自力で何とかさせる。

あと、この国民から意見を募るなら、CMや新聞で広告しないとまた勝手に決めたと言われてしまうと思うので、そこのところは治して欲しいです。

それと、文章が長すぎるし、難しいです。

私も出来ることが有りましたら手伝いたいです。

よりよい幸せな日本になりますように。頑張りましょう。

55355 個人 その他 ４０代 男性 三つのシナリオの中では原発ゼロシナリオが最良だ
が、これらの三つのシナリオの内容自体にも問題を感
じる。原発依存度ゼロの達成には2030年を待たず、
日本の全ての原発を直ちに廃炉にすべきだ。

2030年を待たずに日本の全ての原発を直ちに廃炉にすべきという自分の意見は、生命の尊重とこの国の歴史や名誉、世界の国々との関係・共存を考えた上での意見。

まず原子力発電自体に生命と人間の尊厳を脅かす危険と問題とが大き過ぎる。事故が発生して収束せねばならない場合のみならず、通常の運転を続けるためだけでも、被爆する人々・犠牲に
なる人々の存在なしに利用し得ない原子力は、速やかに利用を断念するべき。

そして、提示されている三つのシナリオはいずれも、これから2030年までの間に新たな原発事故・シビアアクシデントの起こらないことが前提になっていたり、核燃料リサイクルへの取り組みやこ
れまでの九電力体制が存続することが暗に前提とされており、フェアでありません。

2011年3月の福島第一原発の事故の引き金となったのが（津波でなく）地震であったという見方も有力ですが、これから2030年までの間に各地の原発が地震で事故を起こさないという楽観に基
づくシナリオは国際的にもこの国の信用を落とすものです。既に福島第一原発の事故で生じた海洋・漁場の汚染で海外の漁業者が日本を相手に巨額の損害賠償を求める可能性も指摘されて
います。

日本は世界に先駆けた脱原発を速やかに達成するべきです。

55356 個人 自営業 ３０代 女性 原発は即ゼロです(もう使ってませんし)。廃炉までは
遠い道程かも知れませんが、やめる事を決断すれ
ば、お金の問題の解決法も見付けられます。民間会
社から見るとお金を言い訳にして甘いです。

既に日本のかなりの面積が汚染されています。
次に何かあったら、世界中が危機に見舞われます。
この状況で、電力会社の経営がどうのというレイヤーで話をする状態にありません。とにかく辞める。その為に何をするか、この順番しかないです。
よろしくお願いします。

55357 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを強く望みます。 未来を担う子供たちに安心、安全な地球を残すために、原発は０にし再稼働はしないででください。
地球に共存する生きものの一員として、謙虚な気持ちで生活する必要があることを、３．１１以来痛感しています。人間のエゴである、危険な原発はすぐ廃止して、自然エネルギーを推進してくだ
さい。私たちは省エネに努めます。そうすれば必ず幸福な未来が待っています。国民の切実なる意見を尊重してください。

55358 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを強く希望します。 使用済み核燃料の処理方法がきちんとできていないこと、天災による事故の危険性はもちろんですが、テロや攻撃の格好の標的になりうることから「原発ゼロ」を強く希望します。

「原発ゼロ」による経済界のダメージが取り沙汰されますが、まだまだ日本は電気を使いすぎていると感じます。

3・11以降、本当にさまざまな対策に多くの税金が使われていることにも疑問をぬぐいえません。

日々の食材を調達したり、子供たちの給食や外食するにも放射能の影響を懸念してしまい、心から平和に過ごせる時間は本当になくなってしまいました。

それでも生きなければならないし、こんな時代にしてしまった責任は、原発に無関心だった私自身にもあることは承知しています。

地域分散型のエネルギー供給が進むようなシステムや自然エネルギーの推進にどうか力をお貸しください。よろしくお願いいたします。

55359 個人 自営業 ３０代 男性 軍事転用できる原子炉はヤメ、４世代目以降に注力
する

フランスで開発実験中の、核兵器に転用できなくて、核廃棄物の必要保管期間が数十年単位に大幅短縮可能の、第4世代原子炉に賛成してます。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC4%E4%B8%96%E4%BB%A3%E5%8E%9F%E5%AD%90%E7%82%89

宇宙では核融合と核分裂しかエネルギーを生み出さないとはいえ、、、、、、、、
核兵器をつくれる3.5世代までの原発には反対します！

いままで以上に働いて、もっと税金納めますから、
それまでは、ガスでも石油でも石炭でもいいです。

55360 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 　エネルギー自給率が低い日本では、今後の国際情
勢・経済情勢等の変化に柔軟に対応できるよう特定
のエネルギーに偏らないことが重要であり、２０～２５
シナリオが最も現実的な選択であると考える。

　日本の将来のエネルギーを考える上で、もっとも重要なのは特定のエネルギーに偏らないことである。それぞれのエネルギーには、長所・短所があり、自給率が低く国内に有望なエネルギー
ソースを持たない日本では、特定のエネルギーに偏ることは、今後の国際情勢・経済情勢等の変化に対応することができないため避けるべきである。
　再生可能エネルギー及び省エネルギーについては、今後も技術開発を進めると共に普及させるための政策をとることにより、拡大を図るべきであるが、その実現には不確定な要素も含んでお
り、過度な期待は避けるべきである。
　化石燃料によるエネルギーは、地球温暖化問題や国際的な情勢変化の影響を大きく受けることを考えると現状維持という選択肢はあり得ず、今後も一層の削減に努めるべきである。
　原子力については、今回の東京電力福島第一発電所の事故を受け、より一層の安全対策をとる事が大前提では有るが、ウランの算出国が政治的に安定し、国内に保有する燃料だけでも長
期間のエネルギー供給が可能な点、核燃料サイクルを導入することにより、ウランのさらなる活用ができることから、一定の割合で今後も活用することが必須であると考える。特にゼロシナリオ
を選択し原子力による発電をやめた場合には、原子力発電の技術が途絶えてしまう可能性が高く、今後、情勢が変化し原子力発電が必要になった時に対応ができなくなる。
　以上を考え合わせると２０～２５シナリオがもっとも現実的なエネルギーの選択であると考える。

55361 個人 自営業 ４０代 男性 原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏
み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求
めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

55363 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。現在停
止中の原発については、再稼働せず、再稼働した原
発は即時停止を希望します。

科学の粋をこらした原子力発電所は、設計された前提が正しく、また決められた設計通りに運用されれば、事故の発生確率は非常に低く、統計的にはほとんど0に等しいと考えられます。

そうであるにも関わらず、原子力発電所で何度か放射能が外部に漏れる事故が発生し、東日本大震災では広範囲に渡る放射能汚染を引き起こしました。これは、設計思想が正しくても、その
前提条件や、人による運用に限界があり、危険率が想定よりも大幅に大きいことを示していると考えざるを得ません。

放射能は、身体的な影響もさることながら、福島の原発の近くに住む方のみならず、日本全体の住民に大きな精神的負担を与えています。私は、広島に生まれ育ちました。両親ともに被爆者手
帳を持つ被ばく二世として、子供のころから、放射能に関する不安を常に抱えてきました。福島の原発事故以降、私が広島で子供のころから心配していた放射能に関する不安や差別が実際に
起こったのを知り、非常に悲しくなりました。

原子力発電がなくても、日本には素晴らしい技術がたくさんあります。世界に省エネルギーの先進国として技術を提供するなど、原子力に頼らない経済社会を築いていくことは可能だと思いま
す。

55362 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原子力：
５％程度まで削減（最終ゼロ）
国が継続的に科学・技術者を育成（製造物責任）
配分：
メインは化石燃料と水力に。
それ以外の手段を一つに絞らず、採算性・環境保全
からバランスよく配分

【5%の理由】
2030年ゼロ%は実質的に無理かもしれないが、配分の割合を優先にして原発を新たに新調してはならない。最終的には放射性廃棄物格納施設、大学等研究施設の原子炉を残す。

【将来に亘って国の責任において科学者・技術者を継続的に育成する?製造物責任】
原子力環境問題は地球規模で考慮する必要がある。今後廃棄物管理が重要になってくること、また、日本製の原子炉を輸出していたことから、世界標準の知識レベルをもつ原子力科学者およ
び技術者を国の責任において継続的に育成していく必要がある。

【エネルギー】
1.　化石燃料の輸入は世界情勢に左右されるというが、Yellow cakeも同じ。
CO2削減は確かに大切だが、日本が排出するCO2を中国・米国のそれと比べるとはるかに少ない。そこで、化石燃料を当面のメインエネルギーにし、その間に代替エネルギーを早急に準備定
着させて、将来的に化石燃料の配分を減らす。

2.　代替手段は無理に一つに絞らずに、幾つもの方法をバランスよく配分する。採算性・環境保全の効率の点から特定のエネルギーに依存しないためである。特に一般家庭での太陽光発電に
ついて、費用対効果の面で疑問が残る。太陽光は電気しか生まれず、パネル寿命が短いことから廃棄パネル処分時のゴミの問題が懸念される。

3.　次世代エネルギーの研究の継続
1)　太平洋側のメタン・ハイドレート抽出技術が早急に必要。日本海側のメタン･ハイドレート（MH）は竹島問題と密接な外交問題があるものと推察され、外交上の問題に影響されやすい（MHの
掘削技術をもっていない韓国は米国から購入しようとしているのではないか）。そのため早急に太平洋側のMHを抽出可能な技術開発が望まれる。

2）　筑波大の渡邉信教授が発見・研究中の、10年程度先の実用可能性が高いバイオオイル「オーランチオキトリウム」による産油研究開発支援（日本が産油国になれる可能性が高い）。*1

3)　過去、実現可能性が高いにも関わらず、不運にも研究が休眠状態になっているものを復活させる（例・高温岩体発電など）。

4.　 シェール・ガスは米国での乱開発の問題（毒性成分の井戸水への流出等）があるため動向に注目。

*1
「オーランチオキトリウム」は産油性がある藻類で、廃棄物、排水処理、CO2を吸収しながら油をつくることができる。優れたバイオオイルとなる。昨年行われたトラクターの混合燃料実験で成功
http://www.biol.tsukuba.ac.jp/~makoto/02project/index.html

！CAUTION！
HPの入力画面にアクセスすると、そちらが信頼されないサイトだというアクセス警告が出ます。
信頼性が低いため、念のため氏名をカタカナにしました。
個人情報保護の観点から、一度ご確認願います。



55364 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 原子力発電所は段階的に廃炉にすべき。利用するに
しても関西で１～２機を制御棒を半分入れた状態での
稼動で十分。

原子力発電所は段階的に廃炉にすべき理由。

１、これから日本は人口縮小、電力が長期的に右肩上がりに必要とは思えない。
２、節電対策、電力の地産地消を進める事でピークを低くする事が可能。
３、地震、津波への施設対策、及び有事の官庁の対処策とも不十分。
４、老築化した火力の建て直しなら環境アセスも短期化が可能と思う。
５、発電後の核燃料サイクルも、既に費やした金額と実績を考えると失敗。

地元の雇用は廃炉と火力発電所への転換の作業、及び芋エネルギー(芋を乾かせば石炭の代わりに利用可能)の為の研究と農地利用を進める事で可能と考える。

なお原発の輸出は、新幹線と同様に運用・管理の技術も含めて検討すべき。
日本が作らなくても他国が作れば同じ事だし、技術力の低下を防ぐには、
輸出面で競争力を付けて生き残るしかないと考える。

以上、廃炉に向けて方針転換しても問題は無い。

55365 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 できるだけ早急に原発がゼロになることを希望しま
す。

原発というものが私達人間には手に負えないものだということが昨年の東日本大震災後の福島第一原発の事故でよく分かりました。未だに収束に向かうこともできず、被害は広がっています。
原発は雇用を生み出し、お金を生み出してきたものでしょうが、それはやはり間違いだったのだと思います。とにかく犠牲になるものが多すぎました。私達日本人は原発事故を反省し、これから
原発に頼らない社会を作っていくことを世界からも期待され、注目されていると思います。今までどおりの原発推進では世界からも見捨てられ、復興もできずまして繁栄もないことでしょう。国民
の大規模なデモからも分かるように、多くの国民も脱原発を希望しています。国民の声を無視する国であってほしくないのです。原発の維持、まして推進という選択肢はないのです。脱原発無し
の復興は無いと思います。

55366 個人 その他 ６０代 女性 原発以外の自然エネルギーの開発は日本が進んで
います。人類、自然二反しないエネルギーを開発しま
しょう。原発は絶対反対です。

放射の被曝に関して軽く扱いすぎです。地球の上で大気の中で安全に生きられるエネルギーを使いたいです。放射能被爆者はどんどん増えます。福島の子供たちがかわいそうです。日本中汚
染したいのですか？東電、政府関係者の孫たちは海外に逃げているのでしょう。国がなくなったら難民です。ふるさとを無くしたくないです。

55367 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 即時原発ゼロを指示します。 虚偽で成り立っている原発が、今も虚偽の上に持続されようとしています。ウランも輸入に依存しており、資源として限りがあることも一顧だにされていません。即時ゼロ以外の選択肢もまたわ
たしたちを欺くレトリックです。

55368 個人 学生 ２０代 女性 原発ゼロのシナリオを支持します。 福島県の津島にあった小村が、高い放射能汚染のせいで、20年、30年は、だれも住めなくなりました。事故が起きたら大変です。将来、中長期的には全部廃炉にすべきです。

55369 個人 無職 ３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時0％にしてください。
するべきです。

なにも難しいことはありません。
危険だからです。恐いからです。
実際に福島であのような事故が「起きた」のです。

55370 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 私は、昨年の大地震と津波で福島原発がメルトダウンを起こすより以前からずっと、原発には問題があり無くしたほうが良いと思ってきました。
２００７年から今と比べれば小規模ですが、デモにも参加してきました。
現在も、行ける時にはデモに参加しています。

大変素朴なしかし大きな疑問として、ゴミの行先が見えないものをどうして推進しているのかがわかりません。ずっと未来にまで、大変危険で厄介なゴミを押しつけてしまうほどリスクのある方法
で、どうして電気を作らなければいけないのでしょうか。他に方法がないわけではにのに。

原発は一見簡単な方法で、大きなエネルギーを生むと思われてきましたが、そのゴミを処理する為に、どれだけのお金や時間がかかるのでしょうか。
イギリスから船便で届けられるガラス固化体は、あとどれだけ残っているのでしょうか。そしてそれを受け入れようとしている青森六ヶ所村の処理施設はずっと不具合続きで先が見えていませ
ん。

昨年はゴミの最終処理地をモンゴルにつくるというニュースがありましたが、とんでもない話だと思います。
先進国にはどれだけ、後進国といわれている国に勝っている部分があるのでしょうか。とても傲慢なシナリオだと思いました。

野田首相の言われる「豊かで人間らしい暮らし」とはどういうものを指しているのでしょうか。私と同じとは思えません。豊かとは、なにかを無駄に使えることではないはずです。なにかを犠牲にし
てまで得るものでもないです。

今でも過酷な状況の中、作業員の方たちが収束に向けて作業をしておられますが、（収束したとは誰も思ってないのではないですか？）いったいいつになったらその危険が収まるのでしょうか。
それは予測出来ているのでしょうか。

地震も日々どこかが揺れていますが、活断層の上にあると言われている大飯原発が再稼働されました。強行的に、一方的なやり方で、原発を進めていくのはもう限界がきていると思います。

自分の生活にかかる電気は、原発のような危険なものからつくられたくないです。人には扱えないものだと方向転換をする最後の機会かも知れないと思います。

唯一の被ばく国として、原発を手放すことを決断して、そうでない次の豊かさや強さをつくり始めて欲しいです。
原発ゼロシナリオを進めていただきたいと思います。

55371 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発即刻中止。即時０％を希望します 核燃料廃棄物の処理ができないのに、これ以上原発を稼働させて、増やすことは反対です。

55372 個人 自営業 ３０代 男性 原発は全て、廃炉。原発0％ 使用済み核廃棄物を今後どうするかも先延ばしのままで、
安心安全な未来は無い。

東京湾に原発を建設するのであれば、それは認めるが、
他の地方に造られた原発は廃炉すべき。

55373 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 即刻、原子力に頼らないエネルギー政策に切り替える
べきである。

原子力によるエネルギーは即刻停止すべきである。

理由
1廃棄物の技術開発が達成されてなく、数万年もの間安全に格納することができていない。
2原子力の技術開発が不完全であり、福島であったように、人間、生物に安全に制御することができない。

以上

55374 個人 自営業 ２０代 女性 2030年までに原子力発電ゼロ これから子どもを産む世代の女性として、いつ何が起こるか分からない未来に、原子力発電所があることが恐怖でしかありません。すでに汚染されている日本、世界から、できるだけの危険を
取り除いて安心をください。

55375 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。それは、世界に発信
しうる新たなエネルギーを開発する絶好の機会だから
です。

原子力発電は、様々なリスクが伴うとともに使用済み燃料の処理に莫大な時間とコストがかかります。未来に負債を残す原子力政策を見直すべきだと思います。それよりも、全世界が安心・安
全・低コストにて導入しうる新たなエネルギーシステムの開発に融資・投資をするべきです。当面はコスト高になってでも、化石燃料・天然ガスで電力を賄うのはやむを得ないと考えます。政策に
迷った際に、未来の日本の子孫へより良い環境を提供することをふまえて検討するべきだと思います。
依って、今回のエネルギー・環境に関する選択肢としては、原発ゼロシナリオの選択しかあり得ません。

55376 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電はゼロシナリオで行くべき。 捨て場のない核廃棄物。安全の保障されていない核施設。
先のことを見ず、今だけを見て稼動することは良いとは言えない。
ー核廃棄物。「将来」科学技術によって処理できる。ー
まだ確立していない、技術に頼るのは、科学ではない。

放射能汚染。どこまで危険なのか政府ですら把握していない(データが少ないためできていない)。
メディアではまともな情報を流さず国民は安心できていない。

今回の事故で多くの人が住居、土地を失っている。
土、海に住む生物が知らず知らずに汚染されている。
見えない(遺伝異常・白血病・奇形として見えることもあるが)環境汚染を進めるべきではない。

今回のようなトラブル時にも人が放射線が高濃度のため、長時間対応できない。
おそらく現場のプロフェッショナルも規制された作業時間でしか対応できない（無理にされても困るが）、そんなリスクの高い発電システムを使用することは疑問に感じる。

しかしながら、温暖化を考えるとCO2を大量に排出する火力も疑問である。
簡単ではないが、政府はクリーンエネルギーにシフトする方法に全力を尽くしてほしい。

世界に誇る日本の科学力。今こそ見せてほしい。
安全・安心な国家を

55377 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)原発ゼロシナリオに賛同します 原発依存度を減らしていく努力をするべきだと思います。その上で、１５％では現状維持に近く取り組みとして不十分でしょう。選択肢としてゼロか、その上が１５％では横暴すぎると思いますが、
この選択肢であれば、(1)ゼロを目指すことが私たち日本人のするべき取り組みなのではないでしょうか。

55378 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年までのなるべく早期に原発比率ゼロにすること
を希望します。

原子力発電所は、どんな微量の放射能も外に漏らさないということが条件で建設が許されていたものと思います。
福島原発事故があった以上、原発を続けていくことはありえないことだと思います。
原子力以外のエネルギーで需要はまかなえると考えます。
したがって、2030年までのなるべく早期に原発比率ゼロにすることを希望します。

55379 個人 自営業 ３０代 男性 原子力発電は反対です。 原子力発電は反対です。危険の責任をとれるのでしょうか？原子力発電も結局かなりのコストもかかるのだし、地熱発電などを採用してください。福島の事故でどれだけの環境がだめになった
か考えてください。未来の子供達のためにも。おねがいします。

55380 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発反対 原発反対！
子供たちに、負の遺産を残したくないです。

55382 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ３つのシナリオの中では(1)ゼロシナリオを希望します
が、2030年までではなく即刻の原発ゼロを求めます。

原発再稼働の必要性として電力が足らないと言われていますが、今年の夏でも既に原発がなくても電力が足りることはほぼ証明されていると思います（大飯原発の再稼働も当初電力不足とい
う話ですが、その後関電は電力が足りていることをオープンにしています）。
なので、電力が足らないといった嘘の説明ではなく、原発を動かしたい理由をしっかりオープンにした上で、改めて国民にエネルギー政策をどうしたいと思うか？を確認して欲しいです。
未来分の原子力発電用の資源を購入してしまっているため、原発を止めると無駄になるという声もありますが、ではどれぐらいのボリュームのものを購入してしまっているのかはよく分かりませ
ん。
従って、原発以外での発電能力及びそういった既に投資しているものがどれぐらい無駄になるのか？などもオープンにした上で議論をできる状態にして欲しいです。
そして、現在見えている情報からいくと即時の原発廃止が可能だと考えているため、即時原発廃止を望みます。また、もんじゅについても実用化の目途が立っておらず、費用が無駄に使われて
いる状況ですので、すぐに廃炉を求めます。

昨年の東日本大震災で福島原発ならびにその他の原発についても決して安全ではないことが露呈しました。

電力が必要不可欠なエネルギーであることは間違いありませんが、発電方法を原発に全く依存しない社会を望みます。

なぜ、原発でなければならないのか、その理由が電力会社またその関連企業に従事していない大勢の一般市民には見当たりません。

即刻、少なくとも３年以内に原発を一切使用しない発電方針に切り替える必要があります。

そしてがれきの処理、その他放射性物質を帯びた物質の県外持ち出し禁止も実行すべきです。

私にはまだ子供がおりませんが、子作りに積極的になれないことの大きな要因が放射性物質を多量に含んだ食品などを摂取してしまっている現状によるものです。

これは国家としての危機であり、子作りをし未来につないでいこうとする未来の父母に対する大きな障害となっていることは明白です。

安全だと思われる地域へ引越し、新しい場所での生活を考えたこともあります。
しかし、これは今まで築き上げた人間関係などを全て放棄し、新たに人間関係を築いていく必要があります。
人は一人では生きられませんので。

これを再度構築することはかなりの労力を要し、疲弊してしまい子づくりどころではなくなることが予測され、現実的ではありません。

福島より避難されてきた方々のような思いをさせてはいけません。
これは私の住む地域にも避難してきた方々が大勢いらっしゃり、その方たちに炊き出しなどをさせていただき、直接接してきた人間だから言えるのです。

様々な情報媒体があり、正確な情報がわかりづらくなっている現在、政府として国民との正確な情報共有を切に願います。

人を思いやる想像力をもって、政治にあたっていただきたいと思います。

稚拙な文章でお恥ずかしい限りですが、私の主張はご理解いただけるものと信じております。

55381 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発反対について、使用を一切認めない。



55383 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 20年以内に新たな原発を建設する事は到底人々の理
解を得られるものではなく、原子力依存度をなるべく
早期にゼロに近づけるべく、新しい再生可能エネル
ギーの開発を国家として推進していくしか解はないと
考える。

今後何十年もかけて福島原発を廃炉にしていく事を考えると、20年以内に新たな原発を建設する事は到底人々の理解を得られるものではなく、全く現実的ではない。従って、原子力依存度をな
るべく早期にゼロに近づけるべく、新しい再生可能エネルギーの開発を国家として推進していくしか解はないと考える。また、使用済み核燃料の処理技術や廃炉技術を世界の先頭を切って開発
し、産業化する事が、科学技術大国として復活する為にも、必須である。

55384 個人 その他 ４０代 女性 原発はすみやかにゼロに！！ 原発は危険だということがわかりました。
国民の命を守るために、廃炉に向けて真剣にとりくんでください。

55385 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 三つの選択肢の中で選ぶとしたら、現時点では原発ゼロシナリオになります。
原発に関する世論の動向がまず理由の一つとしてあげられます。反原発の意見が多い中で、必ずしもそれに対する説明が十分ではないかと思います。第二に原子力規制の体制が不十分なの
ではないかと思います。人事案の反対の意見も出ているので、第三者によるチェックが働くようにしたらいいと思います。第三に原発のコストや危険性、放射性廃棄物などの問題も解決できてい
ないのではないかと思います。
 以上の点から三つのシナリオの中では原発ゼロのシナリオを支持します。

55386 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」が私の考えに近いのですが、正
確に言うと、即時撤廃が希望です。もちろん全ての原
発の再稼働にも反対で、大飯原発も速やかに稼働を
停止することを求めます。

一番の問題は、使用済み核燃料の処理方法が確立していないことです。福島の４号機が良い例ですが、国内のほとんどの原発には、稼働していなくても大量の使用済み核燃料が保管されて
おり、地震などの天災やテロなどで暴走する危険はゼロではありません。その危険な使用済み核燃料を更に増やす再稼働は認めるわけにはいきません。

火力発電は不経済でだ、と言う主張があります。そこに中東の石油の情勢を絡めて、燃料の調達が不安定で火力に頼るには電気代を上げなければならない、と言う論を目にしますが、実際は
火力発電の燃料の主力は天然ガスになっています。しかも、日本が輸入している天然ガスは国際基準の数倍だと言われていますので、その部分を是正するだけで、価格の上昇はかなり抑えら
れると思います。普通の民間企業では、調達費を押さえる為に血のにじむような努力をしています。そのような努力もせず、ただ燃料費が高くなるから値上げする、と言うのははっきり言って企
業の怠慢だと思います。

「原発を止めると電気が足りなくなる」と言われて来ましたが、東電管内では、特に電力不足は起きていません。また、関西でも電気の供給量は余っており、大飯を再稼働しなくても（しかも火力
発電所を8基わざわざ止めている状態で）、電気は足りていたと言う報道もあります。福島県の避難区域の皆さんが未だにふるさとに帰れず、苦しい生活を余儀なくされている現状を考えると、こ
れ以上原発を稼働させることは、国家を滅ぼすことになりかねないと危惧しています。

速やかな稼働停止と、長い行程になりますが、全ての原発の廃炉を心から求めます。

55387 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオ 安全な処理ができない放射性物質をこれ以上増やす事は許されない。

55388 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロを求めます。原子力発電所の新規計画の中
止は勿論のこと、既存の原子力発電所の計画的な廃
炉を強く求めます。

私たちはこれまで「安全神話」に騙されて、原子力発電に対して疑問を感じず生活してきました。しかし、今回の東京電力福島第一発電所の大事故で、その恐ろしさを改めて知りました。羽核廃
棄物処理の問題も含め、原発は人間がコントロールできるものではないことを知らされました。私たちは、子供たちや孫たちにこのような恐ろしい世の中を渡したくありません。強く原発ゼロを求
めます。

55389 個人 家事専
業

５０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見。
原発をゼロにするよう、即刻、動いてください。代替エ
ネルギーの問題を精査していてからでは次の原発事
故は防げません。

原発がなくても電気は足りている状態。地震列島の日本。しかも活断層上にも原発がある。なにより原発をゼロにすることが急務。今すぐ、停止と廃炉に向けて動いてください。

55390 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
２０３０年までの出来るだけ早い時点で稼働原発をゼロにし、廃炉に向けて動き出すべきです。

これから新たな再稼働や原発建設などは許されるべきではありません。

原発の是非を電力や経済と天秤にかけて考えること自体が適切ではない。

事故を起こした時の被害の大きさを、私たちは身をもって知ったはずです。
平常時でも原発作業員は被曝し続けます。現時点で最終処理の決まっていない核廃棄物をこれ以上増やし、未来へ先送りすることは許されることではないはずです。

命より経済が優先されるなど、あってはならないことです。
原発を存続させることは、人の倫理に大きく反します。

覚悟を決めれば、やれるはずです。

55391 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電に関しては、核廃棄物の処理方法が決ま
らない限り、停止すべき。地熱発電や波力発電など、
次世代エネルギーにもっと力を入れるべき。

原子力発電に関しては、核廃棄物の処理方法が決まっていない状況で稼働し続けるのは反対です。

短絡的に原子力発電禁止とは言いませんが、この地震の多く、国土の狭い日本に原子力発電は向いていないと思います。天災による事故のリスクと処理能力のなさを考えると、日本は原子力
発電をやめるべきです。

かわりに、原子力発電のリスクを逆に考えると、地震が多い⇒地熱が多い（？）、国土（陸地）狭いけど、周りは海。ということで、地熱発電や波力発電、風力発電に力をいれていくべきです。そし
て、その技術を世界に売っていければ、なお良いと思います。

某国のいいなりのまま、原子力発電を続けるのではなく、次世代エネルギーを日本の技術力で世界をけん引していってもらいたいものです。

55392 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ２０３０年には原発ゼロ。 2030年には原発ゼロ。
原子力に頼らない電力供給が可能な技術を日本は間違いなく持っているから。子どもたちに安全な未来を約束してほしい。

55393 個人 自営業 ５０代 男性 日本国内の原子力発電所を再稼働せず全てを廃炉
にし、原子力に頼らないエネルギーで賄う新たな経済
構造に向けての研究開発をすべき。
日本国内の原子力発電所を0%にして欲しい。

昨年の福島の原子力発電所の事故で広大な土地が人間の住める土地では無くなりました。農業や漁業にも世界的なダメージを与えており、原子力が安全と言う認識は全くありません。今回の
福井県の原子力発電所再稼働に関しても、福島原子力発電所にあった免震塔もベントも無く再稼働された事に大変不安を感じます。

55394 個人 学生 ２０代 男性 (1)　０％　　を選択します。 原発はいったん動かすと放射能まみれになり、容易に廃炉解体ができない。

放射能廃棄物の始末もできず、長期保管するのもリスクが大きすぎる。

原発は、放射能を無毒化できる技術を開発してからにすべきだ。

55395 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します

55396 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発推進政策から、エコロジー政策への転換を 危険なエネルギー源である原発にいつまで固執するのですか？そして風力や太陽光などの危険のないエネルギー活用をなぜ本気にならないのか、私には信じられません。よく経済的な問題で
原子力が…という意見がありますが、これまで風力や太陽光などの自然を利用したエネルギー政策を、原子力並みに政府は推進してきたでしょうか。そういう土台がないものを経済的理由とす
るのは、おかしいと思います。根本的にこれは政策的課題だと思います。地球環境汚染でも、今回の福島でどれだけ自然を汚染したのか、政府として調べる気はないのですか？本気で環境を
維持していく気であれば、原発エネルギーの中心を自然から得られるもに進めるべきと思います。

55397 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発依存率０％希望。理由、(1)国土が狭すぎ日本に
は不向き、今後、大小の事故に対してまた誰かが被
害を被る。(2)原発は技術が完全でない。(3)原発は大
量の水が必要

要約しきれないため以下に記載。
理由、(1)国土が狭すぎ、地震その他の自然災害に対して安全と言い切れる場所が見当たらない。今後、大小の事故に対してまた誰かが被害を被る。(2)原発は技術が完全でなく、暴走したら人
の手に負えず、途方もない時間のみが解決できる。(3)原発は大量の水が必要でその水を温め海へ投棄しているが真にその影響を考え、議論されてきていない。以上「技術的な課題と日本特
有の国土の問題から原発依存度0%を主張」

その他の意見として、政府が原発依存度0%を示すことにより、企業や家庭が各々自分のこととして本気で省エネを考える。また原発以外の安全かつクリーンなエネルギー開発に原発推進で
使っていた税金を使うのが次の日本の生きる道であり、今回の事故がその契機となっている。世界も日本の同行に注目している。被爆国日本が世界に向けて、安心して生活することの道筋を
示すべきときであると考える。
国が税金を日本の生きる糧に使うならば、国民も省エネ、再生可能エネルギーの利用、その他のエネルギー開発の技術開発に向かうものと考える。これまで一部の人間だけで決めてきたエネ
ルギー政策を国民に問うているこの機会に、国民の声に真摯に耳を傾け、2030年の日本のあるべき姿を見極めて欲しい。日本人の皆が安心して生活でき、無駄に電気を使わないような工夫を
今後、原発依存度0%の方針の元に議論していくことを期待したい。

55398 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発はゼロにするシナリオでお願いします。 現状の原発の比率を考慮しますと、ゼロにしていく方向がよいと思います。
これまでは省エネへの意識の不足（これは私たちもしっかり自覚しないといけません）原子力や石炭火力による発電への依存、自然エネルギーを使用することを普及することができなかったと
思いますので、それらを見直していくことも必要です。
昨年の福島での原発事故は不幸な事故ではありましたが、私たちのこれまでの考え方を変える大きな機会だと思います。ぜひゼロシナリオへ進めていただくようお願いいたします。

55399 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを指示 原発が純粋にエネルギーの問題だと見受けられない。エネルギーの問題なら、リスクの評価、対策ももっと冷静で、専門家の意見を反映したものになったろう。しかし、現時点では利権構造しか
見えてこない。
３１１の震災で、原発というものがいかにリスクの大きいエネルギーかという事がよくわかった。被災した人の補償もままならず、将来のこどもへのリスクも計り知れない。絶対に原発以外のエネ
ルギーを模索すべきだ。国民の意見が反映されない政党なら、このまま居座るべきではない。

55400 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します

55401 個人 自営業 ５０代 女性 ・「(1)ゼロシナリオ」を支持、できるだけ早く原発ゼロに
・もんじゅは即刻廃炉

原発はコストが安いのを売りにしているが、それは推進派に都合のいい計算でしか無い。
廃炉費用や事故対策まで含めるとコストパフォーマンスは非常に悪い。
燃料そのものも他のエネルギー源よりも希少で核燃料サイクルも机上の空論。
「原発はCO2の排出が少ない」という利点も、その分海水冷却で海の水温を上げ結果的に地球温暖化を進めているではないか。
デメリットだらけである。

その上日本は世界一の地震国なのに原発が乱立しているのだから、世界一原発事故の確率が高い。
事故の際は汚染で取り返しが付かない事態になる。（実際、なっている）
地球的な規模で危険なのだから、一国の問題ではない。

事故が起きなかったとしても、廃炉に膨大な費用と時間と作業員の命の危険が伴う。そして使用済み核燃料も貯まる一方で無くなりはしない。
未来永劫、子孫に核のゴミを押し付けるシステムは無責任過ぎる。
世界の国々はもうとっくにそれに気付いている。

そして今や意地としか思えないもんじゅの維持に膨大過ぎる予算がかかっている。
いくら研究とは言え無駄遣いにも程があるのではないか。
同じ研究費用をかけるなら、既存原発を少しでも安全で早く廃炉にするための研究予算に回すべきだ。

少しでも早く脱原発すればそれだけ核のゴミの量も少なく済み事故の確率も下がるのだから、一刻も早いゼロシナリオ発動を希望する。
エネルギーが足りないなら皆そういう生活をすればいい。
むしろ今は贅沢過ぎるのだ。

政府は私利私欲ではではなく国民のためにあるはずである。
後世に対し恥ずかしくない選択をしよう。今の状況は非常に恥ずかしく申し訳無い。
今からでも遅くない。失敗であるなら一刻も早く見限る勇気が必要である。



55403 個人 自営業 ３０代 男性 現在のエネルギー環境においての政府に対する意見
です。

人類がコントロールできない核エネルギーは即刻取りやめるべき。
原子力発電0％希望。
核の時代はもう終わらせなければなりません。
どうか国民の意見をしっかり受け止めてください。
よろしくお願いいたします。

55404 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 脱原発を！ 日本の人口は減っています。人口も経済も右肩上がりの時代ではなく、エネルギーだけが右肩上がりでいいはずがありません。原発は右肩上がりの時代が永遠に続くと妄想されていた時代に
構想されたもので、時代とともにあり方を再検討する必要があります。

55405 個人 家事専
業

５０代 女性 ゼロシナリオを支持します！
自然エネルギーを推進し、世界を牽引していけるよう
産学公が協力を！
発送電の分離を！
エネルギーシフト過渡期は石炭ではなく、天然ガス
を！
そして、省エネの徹底を！

日本は地震大国です。そんな国に原発があること自体、狂気の沙汰です。

私は今回の事故で、これでもう日本の原発はすべて廃止されるだろうと考えていましたが、そうはならず、本当に失望しています。

未だに事故の収束すらできていない中、大飯原発の再稼働、そして更に政府は原発20～25％案を推し進めようとしているのは、まったく理解できません。

もしまた大事故が起きたら、日本のどこに逃げればいいのですか？
日本人だけが被害を被るのではなく、海も空も繋がっているのですから、世界中を汚染してしまうのです。

今を生きる私たちだけではなく、何万年、何十万年後まで、すべての人間、動植物が影響を受け続けるのです。

そんな恐ろしいものは要りません。

一刻も早く原発すべてを廃止し、自然エネルギーへと転換してください。
そして、国民一人ひとりもライフスタイルを見直し、エネルギー大量消費社会から脱却すべきです。

55406 個人 学生 ２０代 男性 原発ゼロに賛同します。 原発に替わるエネルギーがあり、福島第一原発を経験したぼくには、原発を再稼働や新設は許せません。即時全原発廃炉を求めます。この過ちを教訓にし二度と悲しい過去を繰り返さないでく
ださい。15歳である僕らの未来も考えた、エネルギー選択をしてください！将来的に大きな電力を作らなくてはいけない、今の大量消費社会を見直し、低消費低エネルギー社会を目指して行くこ
とを求めます。よろしくお願いします。僕たち子どもに原発はいりません！

55408 個人 その他 ４０代 男性 ３つの中ではゼロシナリオを支持します。 事故の原因と対策がはっきりしていないのは問題で、原発ゼロの社会実現が急がれると考えます。根本的に放射能問題が解決できる状態にないと考えるので、原発を新規に作ることももちろ
ん、再稼動にも反対します。

55409 個人 その他 ３０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択すべきと考える。原子力発電に
ついては、安全性だけでなく経済性が確保されている
とはいえず、また地震という大きなリスクを抱える中、
絶対の安全性はあり得ない。

原子力発電所の事故がどれだけ悲惨な状況を引き起こすかということは今回の福島第一原子力発電所の事故を見れば明らかである。長らく自然との調和を図り命をつないできた国として、ま
た、世界で唯一の被爆国として、国のアイデンティティのためにも原子力発電ゼロの未来を選択するべきであると強く思う。

55410 個人 自営業 ４０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持します。理由は，(1)地震列島で
ある日本に原発を置くのはリスクが高いため，(2)使用
済み核燃料の最終処分の問題が解決不能なため，
(3)中長期的には原発は経済合理的でないため。

「ゼロシナリオ」を支持します。理由は以下の通り。

　第一に，地震列島である日本に原子力発電所を置くのはリスクが高いためです。東日本大震災後の経過からもわかるように，ひとたび原発事故が起こるとその被害は甚大であり，回復困難
な影響を及ぼします。仮に原発事故の確率が低かったとしても，与える影響の大きさを勘案すると，設置すべきではないと考えます。たとえば，発射されれば確実に人を死に至らしめるピストル
について，実弾が発射される確率が1万分の1だったとしても，頭に向けて引き金を引きたいとは全く思いません。お金をもらっても嫌です。このように，もたらされる結果が致命的な事象は，普通
の確率論議では判断できないと考えます。ましてや新期造山帯上に位置する日本列島では，どこであろうと多かれ少なかれ地震・津波災害のリスクを伴うという点で，安定陸塊の上にある欧米
地域と事情が異なります。これ以上のリスクを回避するためにも，できる限り早く廃炉を進めていくべきです。

　第二に，使用済み核燃料の最終処分の問題が解決不能なためです。仮に核燃料サイクルが実現できたとしても，使用済み核燃料の最終処分の問題は残ります。しかし前述のように，新期造
山帯上に位置する日本列島では，数万年先まで地質学的に安定した場所はどこにもありません。外国や将来世代にツケを回す使用済み核燃料をこれ以上増やさないためにも，できる限り早く
廃炉を進めていくべきです。

　第三に，中長期的には原子力発電所は経済合理的でないためです。短期的にみると，原子力発電所は総費用に占める燃料費の割合が低いため，火力発電所に代替することにより費用は膨
らみます。しかし中長期的に見ると，(1)いまだに使用済み核燃料の処理・最終処分の技術・方針が確立されていないことから，コストは見積もりよりもかなり大きくなりそうなこと，(2)福島の事故
や将来起こるかもしれない事故の補償費用が見積もりよりもはるかに大きくなりそうなこと，(3)ウランの価格の高騰（資源価格だけでなくリスク管理の費用も含む），(4)多額の費用をつぎ込んで
も未だに確立の見通しが立たない核燃料サイクルのコストの更なる膨張，(5)いまだに技術的な見通しの立たない福島第一原子力発電所の廃炉費用，等々を勘案すると，原子力発電のコスト
は，これまでの見積もりよりも高くなることはあっても安くなることは想定しがたいです。加えて原子力発電は，ウラン鉱山での劣悪な労働環境や，原子力発電所・関連施設の末端労働者の劣悪
な労働環境に支えられており，当然のことながら，正当な労働安全衛生を保障し，正当な報酬を支払う必要があります。しかし，そうなるとさらにコストは増大することになります。このように，日
本の国益を損なわないためにも，中長期的にみて経済合理的でない原子力発電所は，できる限り早く廃炉を進めていくべきです。

　ただし，廃炉や事故対策の技術，使用済み核燃料の最終処分の技術は必要ですから，これまで推進に使われていた多額の経費を，今後はこちらにつぎ込んで積極的に研究開発を進めてい
くとともに，原子力発電所の立地自治体に対する廃炉後の補償を進めていくべきと考えます。

55411 個人 その他 ３０代 男性 国内の原発は即座に全原子炉の廃炉の方針を固め
再生可能エネルギーの開発・普及推進と地域間で電
力を融通し合うスーパーグリッドや、コージェネなどを
展開に全力を上げるべき。原発輸出の方針も即座に
やめるべきだ。

原発をすべて無くすのは現実的でないという意見もあるが、原発事故が起きないという想定も現実的ではない。原発事故については、実践的な避難訓練すらできないので、いざ事故がおきたと
きには、福島第一原発の事故と同様に混乱することが容易に想像できる。事故のリスクが小さくても、実際に事故がおきたときに取り返しのつかない大きな被害が出てしまうことは、私たちは経
験済みだ。今すぐに廃炉の方針を固めたとしても、廃炉までには時間がかかり、さらに放射性廃棄物の問題はもっと時間がかかる。早くに脱原発のスタートを切った方がよい。
原発は、海外では需要が大きいので輸出したい気持ちもわかるが、自分たちのコントロールがきかない海外で、いざ事故が起きたら、日本の責任になりかねない。輸出政策もやめるべきだ。

55412 個人 その他 ３０代 男性 原発、もんじゅ全て止めてください。０%を希望します。
廃炉にしてください。

まず、原発がなければ経済が成り立たなくなるというのは、おかしいです。
日本には自然エネルギー、海洋、地熱、里山などの発電資本はあるはずで、技術もあるはずです。それらの資本や技術があるにもかかわらず、原発を動かし続けたいというのにはたくさんの利
権やお金、核抑止力としての防衛的な理由があるのも、そのことを隠したがっていることも、なんとなくわかります。
人間の欲望がどんなものかはわかります。
一部の人たちが人道的/倫理的に逸脱してまでも、手にしたものにしがみつきたい気持ちはわかります。
仏教の話で、ひょうたんの中に手が入ってしまった男が、ひょうたんの中にあるものを手放したくないばかりに、ひょうたんから手が抜けない男の話があります。
利権やお金を手放したくないというのはまるでその話の男のようだと思います。
原発がなくても、他にもエネルギーはあるんだということを理解して、手を離して、国民とちゃんと手をつないでください。
自然エネルギー資本は経済を破壊するとは思いませんし、むしろ新たな雇用を生み出したり、地域やコミュニティに資本が回る仕組みができるのではないかと思います。
自然エネルギーは、仮に事故があったとしても、原発のようにたくさんの人々の人生を破壊したり、世の中を混乱させるものになるとは思いません。
原発のコストに事故を含めて算出し直すべきです。原発で事故があった時の保険はないと聞きました。日本は地震大国です。
いつ、どこでまたあのような出来事が起こってもおかしくはありません。
一部、核エネルギーを持つことは防衛上の抑止力だと言われていますが、その抑止力であるはずのエネルギーは自爆し、むしろ国民の生活を脅かし続ける存在となっています。早く目を覚まし
ていただきたいです。
原発のような矛盾を抱えたエネルギーは、たしかに、戦後の経済成長にとっては必要だったのかもしれません。「毒をもって毒を制す」というキャッチフレーズの元に原爆が落とされた日本に原
発が導入されましたが、今やその薬効の時期は終わり、自家中毒に陥り強烈な副作用の時期に入り、多くの国民は苦しんでいます。
何が大切なのか、今一度、国民と共に、よく考えてみた方が良いのではないでしょうか。
我々の世代だけで解決できる問題ではないものを続けるようなことは、ただちに停止・撤廃し、新たな道を歩むべきだと思います。

　エコロジー経済学者として、原子力発電のライフサイクル全体をエコロジー経済学の視点、倫理学的・医学的視点から評価して参りましたが、地球上の生態系とは共存することができず、人間
を含む様々な生物種の生命を犠牲にする劣悪極まりない技術であるという確信を持っております。
　まず、核燃料の製造という出発点から見てみます。最上流のウラン鉱山・製錬工場では、深刻な放射能汚染と多くの被曝を発生させています。私自身、オーストラリアと米国の幾つかのウラン
鉱山に赴き現地調査し、その被害の大きさに驚愕しました。たとえば、米国のナバホ族居留地内のチャーチロック・ウラン鉱山では、鉱山労働者の肺癌発症リスクは、ウラン鉱山で働いた経験
のないナバホ族男性の場合と比べ28.6倍となる等深刻な状況です。1964～1981年の間にナバホ先住民居留地内のシップロック･ウラン鉱山周辺地域で生まれた先天性異常児の発生率は、全
米平均の2～8倍とする報告もあります。
　また、ウラン鉱山・製錬所敷地内の中でも特に放射能汚染が深刻である鉱滓ダム（テーリングダム）は、超長期間に渡り放射性物質が漏れ出さないよう厳重な管理をしなければなりません。
オーストラリア連邦議会での専門家の証言によれば、ウラン鉱山の鉱滓ダムの管理は、少なくとも1万年間継続しなければならないとのことです。さもないと放射性物質を含む有害な鉱滓が漏
れ出して、生態系への影響や健康被害が発生する恐れがあるからです。
　原発稼働や定期点検そのものについての放射能被曝による健康被害についても深刻なものがあります。フォトジャーナリストの樋口健二氏やエントロピー学会の藤田祐幸氏等の告発で明ら
かにされてきたように、原発の補修・定期点検などにおいて、下請け・孫請け・ひ孫請けの労働者が過度な被曝を強いられています。老朽化した原発については保守管理の頻度が高くなり、必
然的に労働者の被曝が増えるというデータも存在します。そして、その実態はほとんどが隠されたままです。東電福島第一原発の事故処理作業中の鉛カバーを使って放射線被曝量を改竄した
事件が発生し、労働被曝がクローズアップされた感じがありますが、日常の原発稼働に伴う被曝量改竄事件は数知れず、その頻度から比べると鉛カバーの事例は氷山の一角です。
　原発技術の本質は、原発を稼働させるためには労働者の放射能被曝が不可欠であるという点です。つまり、被曝労働が無くては一秒たりとも原発は動かないという事実です。ホームレスや日
雇い労働者をかり集める業者がいて、その人たちの口車に乗って、自分が被曝することやそれがどのような健康被害をもたらすかについて正しく知らされないまま、多くの労働者が健康を害し、
生命を失っているのです。その全体像を把握するような総合的な調査は実施されておらず、正確な数字は不明なままです。
　このように、原発は、稼働の各段階において労働者の生命を奪うことを前提とする非人道的な技術です。このような技術は、日本国憲法の理念とは相容れないものです。
　さらに、使用済み核燃料、あるいは、廃炉となった原子炉などの高レベル放射性廃棄物については、もっとやっかいで、管理期間は100万年とされています。これは、脱原発派だけでなく、米国
政府も100万年を想定しています。
　私の試算では、このような超長期の高レベル放射性廃棄物の管理、そしてウラン鉱山の水質管理などに要するエネルギーコスト（積分）は、産み出される発電量の「16倍」にもなることが判明
しました。原発は、エネルギーコスト的にみただけでも、非常に効率の悪い技術であると言えましょう。
　このような将来の管理コスト、現在の既に発生している健康への被害について、原発で造られた電力の利用者である我々は、負担をほとんどしていません。つまり原発利用は、外部不経済の
典型例なのです。
　原発は、事故が起こらなくても以上のような劣悪な技術でありますが、一端、東京電力福島第一原発事故のような過酷事故が起こった場合は、被害は全国・地球規模に広がります。
　以上のように現代世代と将来の数知れない数の世代に多くの犠牲と負担を強いる技術は即刻使用を停止すべきです。
　我々は、人類の歴史の中に、奴隷労働に依存しながら経済を発展させてきた事例が数多くあったことを知っています。そして私たちはそれを非人道的な行為であったと非難します。私は、100
年・200年後の世代が、奴隷労働に匹敵するような非人道的な被曝労働に依存しながら経済を発展させていった国々が存在したことを知ってどのように思うかと想像すると、恐ろしくなります。
きっと彼ら彼女らは、我々が奴隷制によって便益を得た世代を非難すると同じように、強制被曝労働制をつくりだし維持した我々の世代を野蛮だと非難するでしょう。一方、ドイツ、スイス、イタリ
アなど、「強制被曝制度」から脱却することを決断して実施した国々の現世代を、奴隷を解放した人々とおなじように賞賛することでしょう。日本もそのような国際的名誉を得たいと思います。
　フクシマの過酷事故を経た今こそ、「強制被曝労働制」、「強制被曝制度」からの脱却を決断する最初で最後の機会であると思っております。
　このような強制被曝制度に依拠なくても、豊かな社会は築きあげることは可能です。むしろ強制被曝制度に依拠するほうが、豊かな社会は到来しないと言って過言ではありません。
　再生可能エネルギーには、数多くのブレークスルーが期待できます。たとえば、最近では、京都大学等が開発した特殊フィルムを一般的な太陽光発電パネルに張り付けることで、発電効率が
2倍以上に向上することが判明しました。太陽光だけではなく、波動発電、小水力発電、地熱発電、藻のバイオマス発電等、期待できる技術が多々あります。
　そして、「非電化」という方法も期待できます。「地下熱利用」、「雪の冷熱利用」等、日本古来からのシンプルな技術を利用することで豊かな未来を築くことができると考えます。

55407 個人 その他 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを支持する。ただし2030年までにで
はなく、即時ゼロにしたい。また、エネルギー政策に関
する学習会・討論会などを全国各地で開催し、多くの
国民を蒔き込み1～2年かけて熟議することを望む。

55402 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2030年までにゼロシナリオを支持します。 とにかくわたしたちは原発依存の社会を辞めるべきです。

原発は事故が起こった場合の被害やリスクが危険性が高すぎます。
人間は必ず間違いをおこします。そして、日本は地震大国です。
あまりに危険な要素が強すぎます。
原発は危ないです。いまの私たちにはコントロールできません。
やめましょう。

ただ、辞めなければいけないのは、原発だけではありません。
原発を辞められない世の中です。わたしたちの経済です。
私たちの価値観です。生活態度です。

私は去年まで電気の無駄遣いばかりしていました。

この夏、それを改め、エアコンをやめて、待機電力を減らし、
テレビもつけっぱなしをやめたところ、昨年の７月より
45パーセントも消費電力が下がりました。

特に苦労はありませんでした。
わたしのような一般人が普通に少しの心がけで
上記のような変化が起こります。

できるはずです。

心ある政治家の皆さん、公務員の皆さん、そして
志のある国民の力で日本を再生したいです。

それは、きっと、日本でオリンピックを開くよりも
ずっと素敵なことです。



55413 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 安全性の問題、廃炉・廃棄の困難さを理由に、原発比
率を0%に引き下げる、ゼロシナリオ案を支持します。

原発比率を0%に引き下げる、ゼロシナリオ案を支持します。

安全性の問題が第一の理由です。日本の技術力の高さは疑いませんが、いくら優れた意図や設計に基づいたものであっても、建設・運用は別問題あり、被曝労働という制限による慢性的な専
門作業員の不足も相まって、安全性は担保できるものではないと考えます。また、事故が起きた時のリスクは福島第一原発の例で誰の目にも明らかになりました。テロの標的となるリスクも看
過できません。速やかに廃止するべきです。

また、廃炉・廃棄の困難さが第二の理由です。止め方がわからないのに、始めるべきではありませんでした。せめて、次世代への影響を最小限に留めるべきです。

今後の方針として、「需要化主体」「分散型」は正しい道筋だと考えます。それには発送電の分離が不可欠です。さらには、この機に西日本と東日本の周波数も一致させるのが理想的と言えま
す。全国で電力を融通し合える体制作りが必要です。

また、経常的に節電を根付かせる必要があり、そのインセンティブとして電気料金の設定や送電方法に工夫が必要です。IT技術を駆使し、日本が得意とする「かゆい所に手が届く」スマートなシ
ステムの設計を期待します。
省エネの推進はもちろんです。

再生可能エネルギーについては、次のように考えます：
太陽光：ソーラーパネルのクリーンな製造を実現できれば可能性は開けると思われます。
太陽熱：特に夏場のピークへの対策として有効と思われます。即効性が期待できるので、小型化など、現在もっとも注力すべき分野と考えます。
風力：日本では条件が厳しいように思うが、引き続き研究に期待します。
地熱：課題が色々とありますが、もっと注力して良い分野と思います。
水力：大型ダムを必要としない中小水力を増設し、地方の電力源としてもっと利用できると思います。
潮力・波力・海流発電：島国である日本にとって、太陽熱に続く再生可能エネルギーとして、力を入れるべき分野であると考えます。

再生可能エネルギーの推進と平行して、既存の発電施設の効率化を進める必要があります。たとえば、火力発電はコンバインサイクルによって、もっと熱効率を上げることが可能です。熱の温
存・有効利用の機会を丁寧に拾っていく地道な努力も必要です。発電損失はもっと削減できると考えます。また、排熱発電など、今後の汎用化に期待しています。

55414 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ・原発の比率は、今すぐゼロシナリオで行くべきであ
る。現時点での再稼動には　強く反対する。
・自然エネルギーの開発に、今すぐ　着手すべきだと
考える。

▼原発比率について
原発の比率は、ゼロシナリオで行くべきである。
福島原発事故が明確にした事故のリスク、事故が起きた時の対策の不充分さ、未だに解決できない核廃棄物の処理問題など、様々な問題を抱えるからである。更に、日本は、世界で唯一の被
爆国。その日本で原発による被爆や国民への被害は絶対にあってはならない事態である。

▼原発は、廃棄物の処理問題が全く解決されていないので、ゼロシナリオを選ぶしかない。
・自然エネルギーは、本当の意味で国産エネルギーなので、それ中心の社会を目指すべきだと考える。昨日21年前に中学を卒業した生徒との同窓会に招かれた。36－37歳となる教え子達の
生活状況は、悲惨であった。新エネルギー、自然エネルギーを中心としたエネルギー革命に、政府、財界の総力を挙げて、今すぐ取り組むことで、日本全体の景気回復と国民の生活の向上を
強く願うものである。

55415 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時ゼロ）を希望します。 ・このような大事故の原因も解明されず、事後処理も進まない中での再稼働は納得できません。
・そもそも、何かが起こった時の処理方法が確立できていないものを持つこと自体、間違っていると思います。
・戦争を放棄した誇り高い国である自覚を忘れず、放射能もしっかり放棄していきたい！

55416 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 全ての原発を即時廃炉に！

55417 個人 その他 ３０代 男性 「ゼロシナリオ」の実施を希望します。 我が国における現状の原子力発電システムは、福島第一原発事故における各種報告書に記載されているようなその安全性について疑問があるのみならず、“天災”時の補償や放射性廃棄物
の処理処分、あるいは警備体制に至るまで莫大な外部不経済を前提として成り立っているものである。これら外部不経済を全て電力会社が賄うことは事実上不可能、つまり原発とは不採算事
業なのであって、国民経済から見れば著しく経済的合理性を欠くシステムであると言わざるを得ない。またエネルギーの自給という主張はそもそもエネルギーの多くを自給しなければならないよ
うな状態にすること自体が国際協調を国是とする日本国憲法の主旨と反するものであるし、技術力の確保の為という主張も、(廃炉扱いにすると一気に負債になるという会計上の問題点はある
にせよ)新規に安全性を高めた施設の建設を進めるより老朽化した施設の延命を図りたがるような風潮がまかり通る今の状態では極めて疑問である。いずれにせよ放射性廃棄物の取り扱いや
最終処分といった点で需要が無くなる訳ではないことからも、理性的な主張とは認められない。自給や技術力がそれほどまでに重要ならば国内炭鉱からの採掘もまた維持されなければならな
いだろうが、当然ながらそうはなっていないのである。
国際的にも不拡散条約等規制の多い原子力、それも老朽化した施設を採算を度外視してその維持に汲々とするよりも、いわゆる代替エネルギーやシェールガスといったより規制の少なく、かつ
日本企業の技術力・競争力に資する分野に最大限の投資を進めるべきであり、その為にはゼロシナリオを採って方向転換を十二分に進めることが重要である。国民経済全体を見据えた上で
の理性的な選択が行われることを切に望みたい。

55418 個人 自営業 ５０代 女性 昨年の大震災を教訓にして原発は0にする必要があ
ると思う。

昨年の大震災での福島原発の事故により、放射能汚染で住めなくなった地域がある。日本は多くの活断層のある地盤にあり、再び昨年のような大地震がどこにも起きない可能性は保証されな
い。また、使用済み核燃料の処理方法も地下深くに埋める方法以外に手段がない。大惨事を教訓に今までのシステムを見直す時だと思う。日本国民は大きな決断が必要です。原子力に代わる
エネルギーの確立を早急に進めることが日本の発展につながると思う。

55419 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持します 可能な限りすみやかに全ての原子力発電所を停止するべきです。
また、近い将来、燃料が枯渇する恐れがあり、二酸化炭素の排出量が大きい火力発電所への置き換えではなく、積極的に再生可能エネルギーの導入を目指すべきです。
再生可能エネルギーの導入に当っては、補助金、減税措置などのインセンティブや規制緩和を行い、政府の主導によって積極的に行うべきだと思います。また、技術革新に対する積極的な支
援策も必要であると思います。
また、国際競争力の低い産業の保護を考慮して、再生可能エネルギーの導入コストを電気料金に上乗せするだけでなく、一部を税負担とすることも議論の対象とするべきだと思います。

2030年までの現実的なロードマップを作成し、目標達成のための最大限の努力と、経済的負担の平準化のための努力を望みます。

55420 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 温水を大量に発生させる原子力発電のシステムは温
暖化等の悪影響を与えるのではないでしょうか。
また、選択肢としての３つのシナリオに問題がありま
す。

まず、福島原発が終息しておらず、使用した廃棄物等問題の解決法もない状態で、原発を今までのように使用することや新たに建設するようなことは論外であると思います。

１　大量に温水を発生させる原発ですが、その温水による環境への影響はどの程度なのでしょうか？一般的な原発で常温より７～１０℃高い温水が、毎秒２００トンも排出されていると言われて
います。最大の柏座刈羽原発では毎秒８００トンもの排水があるそうです。エネルギーの密度を考えても、空気を温めるより海水を温めたほうが環境への影響力が大きいのは当然のことだと思
います。環境への影響評価を徹底してください。

２　エネルギー政策の３つシナリオで、『原発０%シナリオ』の次の段階がなぜ『原発１５%シナリオ』なのでしょうか？これでは、「原発も少しは必要」という意見だと、１５%という今まで通りかそれ以
上の原発使用率を選らばざろう得なくなります。「原発０%では困る。でも原発を減らしたい。」という意見にも対応できるように【０～５%、３～７%】のようなシナリオもあって然るべきだと思います。
 

３　電力利用者に電力会社と発電方法を選べる体制を。スマートメーター等、スマートグリッドの普及を。

55421 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発反対します！！！ 電気には日々お世話になっているし原発が無くなるとどうなるのだろうと、代替エネルギーが良いに越した事ない、でも今すぐに変えていけないのではと。
反原発派の意見も推進派の意見も感情を抑え、ちゃんと精査して考えようとここ暫く私なりに真剣に考えました。結果は本当にシンプルに出ました。
エネルギーも経済も大切ですが、やはり命、健康あってこそのエネルギーや経済ではないでしょうか。
それと、政府や東電の隠蔽体質は恐怖や疑念の増幅に繋がります。即刻、止めて情報開示してください。
やはり、原発は地震国の日本には合わなかったと３月11日に明らかになったと思います。原発中止してください。
また、真剣に考えてパブコメさせていただきました。この意見を重く受け止めていただけるよう祈る気持ちです。

55422 個人 無職 ４０代 女性 ●「3つの選択肢」には強く反対！
●原発ゼロ、または削減によって日本の経済成長が
著しく阻害され、失業者の増加、自殺者の増加を招
く！
●シーレーン封鎖の可能性への対策（エネルギー安
全保障）が必要！

●原発敷地外では、誰も健康被害を受けないという
「科学的見解」
と、原発事故による死者はまだゼロであるという紛れもない
「客観的事実」
は揃っています。
(高田純著『放射能・原発、これだけ知れば怖くない！』)

●福島の原発事故は原発自体の性能ではなく、菅前首相をはじめとする人為的な判断ミスの集積によるものであることを、各国の政府筋は既に見抜いています。

●原子力エネルギーはほぼ資源を必要とせず、化石燃料に依存しないため、国家戦略における独立性を担保できます。

●情緒的な恐怖心に煽られた地獄よりも、原発ゼロにより引き起こされる地獄をこそ直視すべきです！

55423 個人 自営業 ６０代 男性 原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します こんな狭い国土で原発事故は国民の生命にに直結するから。

55424 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオに賛成。厳しい目標に向けて国民一丸と
なって取り組むべきだし、耐えることも必要。従来の資
源・エネルギーの大量消費による経済発展という夢か
ら覚めなければ日本の未来はない。

・安全対策や事故の補償、廃棄物処理もコストと考えれば原発は安くない。
・資源やエネルギーの大量消費に頼る産業構造では他国に負けるのが当然。
・脱原発の技術と再生エネルギーの開発をセットにして他国に売り込む、ぐらいの発想をもちたい。
・第二次大戦後の高度経済成長のように、産・学・官・政が一体となって取り組むためにも「できそうな目標」ではだめ。
・持続的な開発に必要な技術をハードもソフトも日本が握り、世界を動かしたい。

55425 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発反対。２０３０年では遅い。 2030年廃炉では、その間はどうするのか？提案がなければどうしろというのか？私は、原発が安全か否かを問うているのではない。廃棄物をどうするのかを聞きたい。廃棄物まで安全と言うの
か？１０万年もどこに置くのか？国会議事堂の真下にでも埋めるのか？総理官邸は、原発の隣に移転するのか？それが出来ると胸を張って言えるのなら、廃棄物を「安全だ」と言う人が引き
取ってほしい。2030年なんて先の事を言わないで、すぐに原発を停止し、廃炉にして、廃棄場所の確保を。

55426 個人 家事専
業

３０代 女性 原発いりません 私は母親として、子供を自然の中で遊ばせたいと思っていたのに、原発事故のせいでいろんな不安(健康被害、内部被爆など)を抱えながら生活しなければならなくなりました。
福島にも親戚はいるし、実の弟も生活しています。関東には家族もいます。

日本は被爆国であるにもかかわらず、原発を爆発させ、放射能を世界にばらまきました。被害者でなく加害者です。

それなのに原発に頼って生きていくのはおかしい。原発を停止し、水力や火力、風力、その他の自然エネルギーで生きていくべきです。電力は足りている！

変わらなければならない！

55427 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロを選択します 今まで安全神話を唱えてきた日本政府には憤りを感じる。
その上、使用済燃料の保管場所も決められない状態で、なぜ50基以上も
作って来たのか呆れてしまう。
経済大国にならなくてもいい。放射能と縁を切って生活を元に戻して欲しい。
ここは放射能が挨拶代わりなっいる。精神的にも、肉体的にももう限界。
電気代が倍になっても構わないし、太陽光発電や小水力発電で自分の家の電気は
自分で作る政策転換をして欲しい。

55428 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は即刻ゼロに。 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《即原発ゼロへ。弱者の保護を優先》

大飯原発、志賀原発、敦賀原発。ほぼすべての原発直下に活断層。日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」。そんな中、原発を維持するのは間違い。即刻ゼロに
するべき。電力は足りていることは明らか。これからは再生可能エネルギーをどんどん実用化、普及させていくべき。

55429 個人 その他 ３０代 男性 ２０３０年までには原発依存度をゼロにした方がよいと
考えています。安全対策がしっかりとなされていない。
原発の維持費が稼働していてもしたいなくても膨大に
かかる。寿命の４０年が近づいているものがある。

安全対策もなされていないのに稼働する。地質や活断層の調査をせずに安全だと言い張る。そのことに対して国民が納得するはずもないのに安全だといえるのは何故でしょうか。

化石燃料も他国と比べて割高で購入しているのは何故でしょうか。購入の際の価格交渉はちゃんとなされているのでしょうか。そのことを言及されると今度は、火力発電は環境に優しくないとい
う。原発は環境に優しのですか。そんなはずがありません。

稼働していても停止していてもコストは膨大にかかるのならば、多少のリスクがあっても動かそうと考えているとしかおもえません。原発の維持費と火力発電の化石燃料の価格の比較はしっかり
とされていないし、再生可能エネルギーの開発に関しても国がやっているというよりは各研究機関や会社がやっているのが現状のようにおもえてなりません。支援は本当にされていいるのでしょ
うか。

電力会社に屈せず、これからの日本のためにすべきことを考えていただければとおもいます。

55430 個人 無職 ５０代 女性 原発０シナリオ。人としての心・健康な身体・日本、地
球の美しい自然を消滅させないために、即時原発停
止。廃炉は、地球温暖化抑制にも効果あり。CO2削減
技術のさらなる推進。欲張らなければ、電力は足り
る。

　過去の歴史に学び、想像力があれば、災禍を免れることができたでしょうに….
　広島・長崎・第五福竜丸と被爆し、公害も経験し、幾多の地震や津波の被害も受けながら、また、他国の被害も目の当たりにしているにもかかわらず、多くの社会派ミステリー作家やSF巨匠の
映像からの警鐘にも耳を貸さず、何の危機管理もしなかった原発を推進してきた人々。責任をとらずに、もうすでに鬼籍に入られてしまった人もいられるでしょうが、命あられるならば、廃炉そし
て使用済み核燃料の処理技術の推進に深い謝罪をこめて、携わっていただきたいと思います。
　戦後の復興・経済発展の名の下に、原発を推進し私利私欲を肥やしてきた方々は、想定外と逃げるのではなく深く反省し謝罪し、原発廃炉に向けての安全な技術の確立と若い技術者の育成
に助成すべきだと思います。
　福島第一原発事故は、一年以上たった今も現実には収束のめどがたたず、放射性物質は拡散されています。いまの技術では、抑制できないものは、即刻停止にすべきです。
　原発稼働による温排水は、海水温度を上昇させ、気候変動にも影響を与えます。停止されれば、その危惧が払拭されます。
　原発のない未来のためには、太陽光発電・ガス・地熱・水力・バイオ…。環境破壊や生態系に影響を与えないためにも、開発助成と検証を強化する必要があります。
　そして、｢足るを知り｣幸福の価値観を見直すことによって、電力は足ります。



55431 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は0％。不要。原子力は人、資源・経済、社会、時
間的に脆弱性・リスクが余りにも大きく、将来への負
担も増大する。自然エネルギーは国産といえ省エネと
併せた推進こそ、社会・国家的に採るべき戦略であ
る。

【理由】
　将来的に活力ある健全な社会を構築・発展させるため、新たな産業を生み、脆弱性・リスクが低く、自然条件・環境負荷の面からも無理がなく、そして、将来世代への負担を残さない方策が必
要。

　放射性物質（核燃料）は国産資源ではなく、海外からの輸入資源であり、資源の確保・採掘可能期間の面でも難がある。使用済核燃料は、処理方法に目途が立たないうえ、万年単位に及ぶ
対応を要するという人類のタイムスケールを遥かに超える未だ解決不可能で根本的な問題を抱え、将来世代に逃れようのない負担を強いることになる。また、事故の被害と回復にかかる影響
は、人・社会・時間的にも狭義の科学論、確率論などでは到底語れるものではないほど大きく、許容できるものではない。更に事故防止策・被害補償等を含めた経済的コストだけを比較しても、
他の発電方法より高く、将来は相対的にも更に高くなる。
　これまでの原子力政策は「根本的・戦略的に誤り」であり、人、資源・経済、社会、自然条件・環境負荷等いづれの面からも無理に無理を重ねて強引に続けてきたのが実情である。
　普通に（合理的に）考えれば、原子力発電は選択肢から外さざるを得ない。

　自然エネルギーは、自然条件・環境負荷の面からも無理が少なく、事故の被害と回復にかかる影響は小さく、そして、将来世代への負担も無い。技術的、社会・制度的な障害は、歴史の変遷・
転換（パラダイムシフト）を顧みれば、十分に克服可能な範囲といえる。資本主義経済のレールに乗せることで、新たな産業・社会的な好循環を生むことができる。更に自然エネルギーこそ真の
国産資源といえ、国家的なアキレス腱といえる資源・エネルギー問題の大幅な解消に繋がる。

　「脱原発」「自然エネルギー社会」の実現というパラダイムシフトを成し遂げられれば、その成功自体を海外に「輸出」「紹介」することで更なる産業創出、エネルギー問題に係る国際的緊張・紛
争の解消、そして、核の不安の無い世界に繋がる。

【提言】
その一段階として、明確に「脱原発」を謳うこと。
原発推進派ばかりで疑問の多い原子力規制委員会人事を撤回・再考すること。公務員のノ―リターンルール等骨抜きにされた原子力規制庁案を再考すること。
また、
党利党略の政党、経産省をはじめ利権に群がった組織・官僚・団体・人の思惑に乗せられない国民の民意を直接的に表せる国民投票制度も必要。

「原発ムラ」を生み出した「歪み」の中で「矛盾」した思いを抱きながら、暮らすのはもう「卒業」しよう。
「健全な未来」への展望は、ヒトのより多くのやる気と行動を生む。

「脱原発」で世界から本当に尊敬される「日本」になろう。

55432 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 ２０３０年段階の全電源に占める原発の比率について
(1)０％　を希望する。

1.政府（野田総理）の説明では原発の安全性を納得できない。
2.地震大国日本には向かないエネルギーだと思う。日本の技術があれば、原発のような不安が残るエネルギーを使わずにすむ方法があるはずだ。（地熱・風力等々）
3.100％の安全が保障できなければ、使ってはいけないエネルギーだと思う。原子力というものが、どのくらい危険で国民を傷つけるものかは広島、長崎、そ　して福島で十分過ぎるほど証明さ
れている。
上記のような理由で即原発廃止を願っている。

55433 個人 家事専
業

６０代 女性 ２０３０年の総発電量に占める原発比率「０％」を選択
します。
経済より、原子力発電の電気より「命」が大切です。未
来を担う子供達のために安全でクリーンなエネルギー
開発に全力で舵をきりましょう。

福島原発事故収束宣言が野田首相により出されましたが、２０１２年８月１２日現在、収束したとはまったく思えません。事故の真相はいまだに解明されていないのですから。
福島の人々は、放射能汚染から避難するため、ふるさとを離れ不自由な生活を余儀なくされています。いつになったら安心して帰郷できるのでしょうか。
近い将来、あるいは近いうちに・・・と決して言えないのではないでしょうか？
まさに「原発難民」だと思います。
放射性廃棄物の問題も未解決。再稼動した大飯原発は活断層の上にあることが明らかとなりました。
他の原発も多くの不安材料を抱えています。
このような状況のもと、私は「０％」を選択しました。

55434 個人 その他 ５０代 女性 これからの日本に、原発は必要無いと考えます。
完全廃炉を目指すべきです。

そもそも、エネルギー需要が増え続けることを前提に考えることが、間違っていると思います。経済至上主義を脱し、少ないものでいかに満ち足りた生活を送れるかを探っていくべきと思います。

55435 個人 その他 ２０代 女性 今すぐに原発を０にすべきだ。太陽光と風力以外の再
生可能エネルギーの研究が急がれる。また廃炉の具
体的な計画や安全性のより一層の確保、放射性物質
に対する国民への啓蒙が必要とされる。

今すぐに原発を０にすべきだ。→2030年までの早期ではなく、今すぐに原発を全て廃炉にすべきだ。現在稼働している原発は大飯の２つだけだが、全国的に見て電力は不足しておらず、全機を
停止しても日本経済には何の影響もないと思われる。停電が起きていないという点からもエネルギーは今の水力、火力などでまかなわれていることが実証されている。

太陽光と風力以外の再生可能エネルギーの研究が急がれる。→原発を全て廃炉にした場合の代替エネルギーを太陽光と風力だけに限定するのは間違っている。どちらも天候に左右される不
自然なものだからだ。それよりももっと安定的に供給可能な水力、波力、地熱などの再生可能エネルギーの研究を進め、これらの方法から得られるエネルギーの供給量をあげることが必要だ。
我が国は東日本大震災で深刻な原発事故に見舞われている。だがしかし、この事故の教訓を徹底的に生かし、どこの国よりもいち早く再生可能エネルギーやCO2排出料の少ないエネルギー
の研究に取り組むべきではないだろうか。再生可能エネルギーの確実な供給方法を確率すればその技術を他国に売り込むことも可能である。

また廃炉の具体的な計画や安全性のより一層の確保、放射性物質に対する国民への啓蒙が必要とされる。→悲惨な原発事故を起こしその処理もままならないまま原発を再稼働させ、放射性
物質を垂れ流し、国民を被曝させ続けている。こんな姿勢の国が他の国から信用されるはずがない。食品の放射性検査を徹底させ、放射性物質の降下量を測定し、避難民への補償を充実さ
せる。放射性物質の危険性を国民に知らせ、早急に国民の安全を確保すべきである。

更に今回の国民への情報の告知は大変分かりにくいものだ。全国１１カ所で行われた説明会も広報の仕方が悪く、全く知名度がない。また、無作為に選出された国民代表の意見だけで決定で
きる事案では到底ない。大部分の国民が知らないまま未来を担うエネルギーの決定をしてしまうというのは時期尚早であり、大変危険なことである。８月末に決定してしまうのではなく、もっと長
期の説明会や意見公聴会を開き、国民の意見を取り入れた密な議論が必要である。

55436 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 事故の収束、被災者の救済、日本国民の安心を求めます。

55437 個人 自営業 ５０代 男性 2030年、あるいはそれ以前の原発依存度ゼロを希望
します。例外的に核融合方式による発電については、
その研究開発及び実用化を支持します。

核分裂方式の制御が、人間の能力の限界を超えていることは、昨年の福島の事故で明らかだからです。原発をゼロにすることのデメリットは色々あるでしょうが、どのような問題も乗り越えられ
ないはずはありません。原発のような「不完全」な技術に安易に解決を求めてはいけません。例外的に核分裂より扱いやすく、より多くのメリットを持つ核融合方式を、未来の「夢の」エネルギー
と捉え、積極的に研究開発して、この分野で、日本が世界のリーダを目指すことには賛成します。

55438 個人 パート・
アルバイ
ト

１０代以
下

女性 私は、0シナリオを支持します。 なぜなら、原子力エネルギーおよび核エネルギーは、命と共存できないと考えるからです。3.11の事故で、被害を受けられた方々、今もなお苦しみの渦中にいる方々、そしてこれから何十年先も
ばら撒かれた放射能によって苦しむ方々が、体を張って私たちに学ばせてくれていることを、何があっても無駄にしてはなりません。お金と命どちらが大事でしょうか。誰かの命を踏みにじって得
たものの中に、しあわせを見出す事はできますか。今まで原子力エネルギーに大いにお世話になったことを否むことはできません。ですが、わたしたちの子供たち、孫たち、そのまた孫たちが生
きる日本、地球、未来を毒物だらけにするだけして、死んで行くことも私にはできません。民主主義のようで、命中心ではなくお金中心の日本を、本当の民主主義の国にする選択という意味も込
めて、ここで、0シナリオという意思表示をさせていただきます。

55439 個人 自営業 ３０代 男性 原子力発電所の新規増設をやめ、現在ある原子力発
電所の危険度ランキング化を。発電コストの透明化
を。

現在ある原子力発電所については、40年の期間を延長することなく一律廃炉にすべきと考えております。また、40年以内であっても活断層の調査や津波、地震対策、地震が起きた際の事故対
応マニュアルの内容、その他の危険性の調査および情報のオープン化を進め、危険度ランキングを作成。危険性の高い物から順次廃炉を進めていくべきと思っております。

福島での事故ににおきましては1年以上過ぎた現在でも除線費用、風評被害の金額などまだまだ計算出来ない状況が続いておりますが、その損害費用をカバー出来る保険を掛けた場合の保
険金額等も含めた発電コストの計算、また、現状での全ての発電コストを国民が知ることが出来るシステム作りが必要と思っております。

55440 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 段階的脱原発を。フクイチ以降の核燃料の使用は絶
対に反対！

原子力の使用は反対です。日本はチェルノブイリ以上の悲劇を生みました。
電力が必要なのは分かる。しかしコントロールできないエネルギー、測定限界がありすべての測定をできない放射性物質は人間が操れるものではないことは今回の事故で明白です。
今すべての原子炉を廃止しても核燃料は残ります。それでさえ危険。廃炉に莫大なお金がかかることも承知です。しかし、風力・火力・太陽光の自然エネルギーを有効的に活用し次世代へ残し
てしまう核を少しでも少なくして欲しい。
戦争を知らない我々世代が再び知らしめられた核の恐怖。日本は２度の被爆を経験した国です。核は使用しないという覚悟を決めてほしい。核は未来へ受け継いでいってはならない物だと思
います。
それから、現在おこっている事の正しい情報を国民は知る権利があります。個人が持っている情報には限りがあります。今自分が暮らしている場所の空間線量はどれくらいなのか、口にする食
べ物の線量は。基準値はいくらでも変えられます。正しい測定結果を基準値ではなく数値で私たちに毎日知らせてください。

55441 個人 自営業 ４０代 男性 原発セロを早期に実現すべきです。新規設置計画は
全て凍結、現存する原発は直ちに廃炉にすべきです。

人類の生存を脅かし、嘘やまやかしなくしては維持できない原発は、地球上から追放すべきです。

55442 個人 自営業 ３０代 男性 原発はできる限り早くゼロにする。
全ての原発を完全廃炉にする。
原発依存は０％で。

絶対安心と言われていたものが事故を起こしてしまった。
しかも天災ではなく人災によって。

日本は原子力を使う能力がないと思います。

55443 個人 自営業 ４０代 男性 原発は無くすべき 原発の出す核廃棄物が処理出来ない限り、原発を続けるべきではない。
人間は必ずミス、間違いをします。そういう生きものであり、宿命です。
取り返しのつく失敗なら良いですが、原子力においての失敗は甚だ不安です。
現に福島という大事な国土が失われてしまいました。
ひじょうに悲しいことです。原子力が夢のエネルギーだと私自身も思っていました。残念ながら悪夢だったようです。かのアメリカ(GE)ももう原発に興味はないといっているように、コスト、リスクが
高過ぎると思います。
何れにしても新しいエネルギー産業で新しい経済活動をして行きましょう。
仮に全世帯が太陽光発電、やがてくる燃料電池を備えれば原発なんか要らないでしょう。恐らく人口もこれから減ってくればなおのこと必要な電気が減ってきます。
動いても止まっていても危険なものはもう要りません。

もし安全だというなら東京都心、首相官邸、皇居にでも原発を造れるはずです。
それができるなら私は原発に賛成してもいい

55444 個人 その他 ５０代 女性 遅くとも数年以内には原子力発電所に依存しなくても
よいエネルギー政策を推進してください。
原子力発電所は、日本に地震がなくならない限り設置
すべきではないと思います。

これだけたくさんの人が、原発に反対しているのに、原発依存度を0％にするための、選択肢がひとつしかなく何十年もかけてやっと0％にするというプランしかないのはおかしいと思います。事
故の可能性を0％にできない以上、事故の被害が他の代替エネルギーに比べてあまりに大きい施設を国内に持つべきではないと考えます。日本の技術水準は高いので、原子力発電以外の、
より安全な方法でエネルギーを供給することは可能だと思います。

55445 個人 その他 ３０代 男性 脱原発を支持します 「現実的な落としどころ」を見いだすことと、未来を創造することは違います。
「日本を良くしたい」という純粋な気持ちをもって国づくりの仕事に就いても、立ちはだかるさまざまな現実を前にして、知らぬ間に大きな夢を失ってしまうことは仕方のないことです。
しかし、国づくりの道を志した心の奥底には、かつて抱いた純粋で大きな夢がまだ眠っているはずです。忙しい日々で「現実」に張り付いてしまった目をいったん閉じて、心の奥底にある声を、国
を動かす立場にある方々にはぜひ聞いてほしいと思います。「私はは今、自分がかつてそうなりたかったような仕事ができているだろうか？　生き方をしているだろうか？」この問いは、あらゆる
大人が考えるべき問いですが、国を動かす立場のある方ならばなおさらです。
そして、自分のこどもたち、未来の子どもたちに、胸を張って誇ることのできる決断をしてほしいです。”大人の事情”ではなく、子どもたちが、「自分たちもそんな大人になりたい」と憧れるような、
本当の大人の決断をしていただきたいと、心から願います。
（僧侶）

55446 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー・環境に関する選択肢 今が変化のチャンスだと思います。

原発がなくとも快適な社会は作れると思うし新たな提案をされてる方は多いです。
戦後からの発展は素晴らしかったと思います。
でも、何かを失い彷徨ってる不安定さは過剰な経済への固執からは何も生み出されないのではないでしょうか。

私は今住んでいる地域が好きです。家族や友達。ここの空や水や土。空気。

それらを潤わせるのは原発のエネルギーではなくていい。

安心して暮らせるための努力を一緒にして頂けないでしょうか。

55447 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 人間は原発を制御できない。地球の自然を破壊し、生
きているすべての命を危険にさらすものである。すべ
ての原発を廃止し、自然エネルギーへと転換していく
べきである。

　まず、私の考えは、３つの選択肢から選べば、「２０３０年までに原発を０％にする」である。しかし、本来は、福島原発の徹底的な反省と処理ができるまでは原発を稼働させず、原発を廃止す
べきであるという考えである。
　原発を廃止する方向で、エネルギー政策を考えていくべきである。
　その理由の第１は、福島原発事故の後始末が全くできていないことにある。原発事故の原因や対応の問題点について未だ、釈然とする説明がない。安全神話に寄りかかっていたというが、そ
の反省に基づいて、どう変えていくのかもはっきりしない。原子力規制委員会の人事も原発推進派で占められている。原子力推進に対し，規制する組織を作らなければ、今までと同じ原子力む
らではないか。福島の多くの人たちおよび、関東圏の人たち、さらには海洋の放射能汚染の影響を受ける人たちの生活をどう保障するのだろうか？放射能で汚してしまった地球をどうもとに戻
せるというのか？放射能による被害は計り知れない。一度出た放射能はなくならない。生活を破壊され、人生を破壊された人々に対し、どう責任をとれるのだろうか？また、将来、放射能による
がんが見つかった場合、どう責任をとるのだろうか？今、廃炉作業に当たっている労働者の被曝をどう考えるのだろうか？福島県の放射能汚染、海洋汚染の被害をどう保障するんだろうか？と
んでもない被害が出ているのに、きちんと保障もしないばかりか、責任も取ろうとしない東京電力と政府に対し、大変憤りを感じる。
　野田政権は経済や財界の声を優先し、大飯原発の再稼働を決行した。後始末もしないまま、原発を推進するやり方に断固、抗議する。一たび事故を起こせば、もとの地球に戻すことができな
い。責任がとれないのに、原発を動かすことは倫理的におかしい。
　第２に政府は未来のエネルギー政策に対し、方向を示していない。もし、原発事故の反省の上に立てば、原発にとって替わるエネルギーについていろいろな試案をたてるべきではないか。そし
て、国民に信を問うべきではないか。ドイツはエネルギー政策を転換させるときに、いろいろな分野の人たちによる討論会を開き、テレビで中継した。そのように、必要な電力量と可能な代替エネ
ルギーについて道筋を示し、議論に付すべきである。また、今回の事故の情報ももっと公開されてしかるべきである。政府は国民の知る権利を侵害している。もっと国民に情報を知らせ、時間を
かけてエネルギー政策を考えるべきなのに、原発推進の結論ありきのような今回の意見の聴き方では不十分である。
　第３に原発は多くの犠牲の上に成り立っているということである。ウランを採掘する時に、労働に従事する人たちは被曝する。また、原発の定期点検作業を行う下請け労働者の多くが、被曝に
より健康を損なうが、その責任も明確にされないまま、闇に葬られている。原発はそのような犠牲の上にしか成り立たない。そういう電力はいらない。



55448 個人 家事専
業

６０代 女性 使用済ウラン燃料１ｔにつき、１年後でも８京９千兆ベ
クレル。それが、もとのウランと同レベルの放射能に
なるまで、数万年以上かかる。埋めても、地殻変動や
地下水の動向で、拡散される可能性がある。原発は
ゼロに。

高木仁三郎氏の試算によれば、使用済ウラン燃料は１年後でも８京９千兆ベクレル。広島原爆セシウム８９兆ベクレルの１０００発分です。再処理してもしなくても、もとのウランと同じ放射能レベ
ルになるまでに数万年以上かかります。
地下にうめても、地殻変動や地下水で汚染がひろがる可能性があります。
使用済ＭＯＸ燃料は、さらに放射能も熱量も高く処理が難しいが、処理方法の検討すらされていません。
　　再処理してできる高レベル廃棄物の処理方法として、地下３００ｍに１０００年もつ容器にいれるから安全だという説明がありましたが、「１０００年もつ容器など無い。」と東大の井野先生も
言っておられますし、数万年にわたることです。数万年にわたって、放射能もれがないか、監視を続け、放射能もれがあったら、対策をしていかなければならないことだと思います。
　アメリカでも、使用済燃料プールからの放射能もれも報告されています。
　子孫に多大な負担をかけ続けます。
　ウラン採掘から原発の稼働や処理まで、被曝労働なしにはありえません。　派遣労働が解禁になり、正規労働の原則もなしくずしにされた今の社会で、過酷な被爆労働は非正規労働者が請
け負うことが多く、下請け孫請けひ孫請けで給料は減らされ、被曝隠しなどの問題があっても、電力会社に訴えることも難しい状態です。少なくとも、全て、電力会社の正社員が原発関連の労働
に従事し、一生にわたって、会社が、社員の健康を守っていくてだてをとる必要があります。
　放射能は、遺伝子をもきずつけます。
ＪＣＯの事故では、放射線で、労働者が、内臓の奥の奥まで、被曝し火傷し再生ができず、苦しみぬいて死にいたりました。
１９８６年のチェルノブイリ原発事故で、１６年後のベラルーシで、８５パーセントの新生児が、障がいをもって生まれているとの事実を知らせる記録映画を見ました。遺伝子の異常によって、様々
な障がいをもって生まれた新生児の状況は、あまりにも悲惨でした。
　チェルノブイリ原発事故後、４，５年たってから、そのような事態が出現しはじめたと言われていますが、福島県では、今年４月、子どもたち３５％に、甲状腺にのう胞が発見されたことが発表さ
れました。福島原発事故で被曝した人々の健康については、一生、目を離さず、見守っていかなければなりません。
　日本及び世界が救われる方法は、原発は、再稼働せず、できるだけ早く廃炉にし、数万年にわたって今ある核廃棄物の管理をし続け、節電対策をすすめ、太陽熱、太陽光、洋上の風力発電、
水をよごさない小水力発電、動植物由来の廃棄物を利用したバイオマス発電、波力発電、沸点が低いアンモニアを温泉の熱で沸騰させてタービンを回す地熱発電、二酸化炭素の排出量が少
ないガスタービンサイクル発電などをすすめていき、環境を守っていくことと思います。
　そのほうが、地域で雇用も生まれていくと思います。

55449 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持 現状を考えると、今すぐに全ての原子力発電所を閉鎖し直ちに廃炉とするのは、非現実的と言っていいと思います。そして、先のエネルギー政策の見通しもなく、放射能への恐れの逆反応とし
ての脱原発の強力な推進には、正直言って、実現性に無理があると思います。
ですので、今存在している原発は今後数年に渡って閉鎖し廃炉し、２０３０年までに原子力発電所に依存するのをゼロにできればと思います。それに代わる代替エネルギーについて、太陽光発
電、地熱発電、風力発電も含め、さまざまな、できうる限りの方策を試してみる価値はあると強く思います。原子力発電所を維持するよりは、明るい未来のために、いい選択ではないかと思いま
す。

55450 個人 家事専
業

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します」 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します」
誰かの犠牲の上にしか、成り立たないエネルギーなんていりません。
たかが電気のために苦しむ人がでるのはナンセンス。
廃炉にするだけで、たくさんの雇用も生まれます。
今こそ、再生可能なクリーンエネルギーにシフトチェンジし、それこそが日本の新しいビジネスチャンスです。
利権、欲のためだけに子孫に負の遺産をのこさないでください。
官僚の方々が、私欲をはなれて目を覚ましてくれる事を願います。

55451 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持します
再稼働反対
原発依存反対

原子力発電所の安全神話は崩壊し
拡散された放射能に対しての隠蔽
無責任な東京電力や政府の対応への失望感
原子力発電所が無くても
電力は十分に足りるという事実
そして使用済み核燃料の処理方法が
全く無い事実
これらの事はTwitterやFacebookを通じて
全世界が知っている事実
負の遺産を
遠い未来を生きる子供たちに残すのは
絶対に止めていただきたいと
信念を持って熱望します

55452 個人 家事専
業

４０代 女性 原発事故の影響範囲を意見 原発はできるかぎりはやく完全廃炉。ゼロにすること。
再稼働なんてもってのほかです！
300県内までは地元と認定し甚大な被害を及ぼした事に対して賠償をしてください。私も関東から熊本に避難したものの一人です。
電力会社、政府の対応に怒りでふるえています。
　
　

55453 個人 自営業 ２０代 女性 0パーセントシナリオ！ 安心安全なエネルギーを希望します

55454 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発を即時廃炉にしてください！また広域瓦礫処理を
即時中止してください。そしてゴミ焼却灰を他県へ持ち
込んで埋立てするのを中止してください。

原発事故がこれで２回目です。東海村と福島です。また、もんじゅでも機材を圧力容器に落としてしまいましたね。もう危険過ぎます。そして、まだ福島で苦しんでいる人達がいます。事故の収束
も完全に終わっていない状況ですから、もう原発は要りません。即時廃炉にして下さい。また瓦礫処理ですが、放射性物質が微量でも含まれている瓦礫を拡散し焼却するのは予防原則の意味
でも反対です。即時中止して下さい。最後に焼却灰の他県への埋め立てですが、この間、ある所で首都圏の焼却灰を秋田県に埋立てる！と言う話しを聞きました。なぜ他県に持っていくのです
が、自分の所のゴミの焼却灰は自分の土地に埋立てるのが、当たり前です。そのような事をして他県の人に迷惑を掛けるような埋め立ては反対ですし即時、止めてもらいたいです。

55455 個人 自営業 ４０代 女性 政府は原発での発電を止めると明言すべき。日本政
府には片付けることのできない核のゴミや原発がコン
トロールできないのは解りました。自然エネルギーに
援助し日本のビジネスとして汚してしまった大世界に
還元すべき

日本政府、政治が信じられないからです。
既得権、利権のある特定の企業や、団体のことのみ考え、嘘やまやかしが多く不信感が蔓延しています。パブリックコメントも信頼していませんが、、。日本は滅びるのかと思っています。
でも、何もいわないわけにはいけません、納税者国民ですから。

55456 個人 自営業 ６０代 女性 今すぐ原発０にしてください。 放射能に汚染された福島の苦しみを繰り返してはなりません！核廃棄物を未来の子や孫に押し付けるは許されません！今すぐ廃炉にしてください。

55457 個人 自営業 ４０代 男性 原発即時0% ごり押しの再稼働、明らかに国民を煽ってる計画停電。
根拠の無い安全性、一度のトラブルで取り返しのつかない被害。
未だに確立していない使用済み燃料の処理。
こんなにもわかりやすく危険、リスクの大きい原発。
利権の塊。

55458 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 原発０を望みます。 もう安全じゃないことはわかったでしょ。他の方法はいくらでもあります。原発再稼働反対それだけを望みます。

55459 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発は完全ゼロで 原発はスイッチのない原爆と同じだと思う。いつ起こるかわからない自然災害によって爆発。そんな恐ろしいものはいらない。
核のゴミもどうやって処理するのか？処理できないものを作り出すことはやめてほしい。
自然の再生可能エネルギーは豊富にあると思うし、それを有効にするために専門家や政府が存在するのではないの？と思う。

55460 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 原発をやめる。私達のインテリジェンスは必ずそれを
解決します。本当は資源豊かな国だから、それを大切
に！本当に自然と文化が豊かな国として　再生するこ
とが　ありとあらゆる問題解決の道なのだと思いま
す。

まず、原発はやめる。そのことをしっかり決めなければなりません。私達は　コントロールできないものをもってはならなかったし、子孫にその後始末を任せるようなことをしてはならなかったので
す。
地球は　宇宙の中でもありえないくらい豊かです。その中でも、日本ほど豊かな国があるでしょうか？日本は四季が有り、海も山も　ありとあらゆる自然に恵まれています。それを心から感謝して
次世代につなぐべきでした。そして、それを資源としてありがたく使うべきなのです。それを与えられているのですから！
自然に畏敬の念を抱くことを忘れてしまって、経済優先にしたことが　最大の誤りです。
目の前のことに心を奪われていると　経済優先になってしまいますが、「日本をどのような国としてこれから作っていくのか」と言うことを考えなければなりません。

資源が無いと言われていました。それは詭弁でした。
工業優先の場合には　資源が少ないのでしょう。
けれど、日本にはほかに無い豊かな資源が　たくさんあります。
森林。四季。そして四季折々の豊かな食べ物。人に思いを寄せることの出来るインテリジェントなやさしさ、品のよさ。
そして、今の若者は　驚くほど柔軟なクリエイティブな文化を持っています。
自然と人。それほど豊かな資源を大切にしない手は有りません。
他に無い自然と文化こそが　日本が世界に誇り、経済的にも自立していく道であると思います。

政治家の皆さん、本気になってください。
官僚の皆さん、皆さんの豊かさをほかの人たちとこれからの人たちに分けてください。本気で。

原発は今すぐやめると決めなければなりません。

55461 個人 家事専
業

３０代 女性 とんでもなく高コストで、最終処分も確立されず、人類
の手に負えない原発は、全炉完全廃炉を望む。これ
による電力不足の回避には、周波数の統一、発送電
分離、事業者の公正な市場競争、複合発電の利用が
有効である。

とんでもなく高コストで、最終処分も確立されず、人類の手に負えない原発は、全炉完全廃炉を望む。これによる電力不足の回避には、周波数の統一、発送電分離、事業者の公正な市場競争、
複合発電の利用が有効である。

55462 個人 自営業 ４０代 男性 原発のない社会を希望します。現在ある原発は、即時
停止、廃炉を望みます。

放射能の人体への影響は、大変おおきいように思えます。経済優先よりも、子供達の未来をまもりたいので、原発即停止及び、即廃炉を希望します。

55463 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 5年以内に、原発ゼロ シナリオ。

必勝を期して、日本の新分野産業を、国策で推進しよ
う。

中期的に、原発ゼロが荒唐無稽とは全く思わない。

コンバインドサイクル発電

発送電分離

スマートグリッド

ミニ水力発電

振動発電

工場事業者の低音排熱を利用したミニ発電

地熱

家庭用風力発電

新潟沖の油井の急ピッチな開発

まだ沢山、技術的ブレイクスルーの可能性アリ。

官僚の皆さんは、この機を逆手に一丸となって、投資も積極的に。

日本丸を新しい分野での技術立国化を強力に推進してください。

55464 個人 自営業 ５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。今すぐ原発をゼロにする
ことを求めます。国民的議論の大前提は、福島原発
事故の現状です。福島のいまを前提としない政府資
料は、原子力ムラの作為を感じます。

私が7月に書いた内容です。

日本で原発を考えていく上での大前提

　原子力の今後を決める国民的議論は、福島原発事故の被害の大きさと、地震国日本における原発の危険性の情報周知を大前提に行われなければ、公正な議論にはなりえません。
　パブリックコメント、意見徴取会、討論型世論調査のすべてにおいて、福島原発事故の被害の大きさと、地震国日本における原発の危険性の情報周知を大前提に国民的議論を行うことが必
要です。

(1)大前提となる福島原発事故の被害
　福島原発事故では、４つの原子炉が爆発するという深刻な被害をもたらしました。福島ではいまも16 万人もの人が故郷を追われ、仮設住宅などで避難生活を送っています。福島県の広大な
面積が人が住めない土地になってしまいました。原発事故は、お金には替えられない福島のふるさとを奪ってしまったのです。
福島原発事故の被害を誠実に賠償した場合、賠償金額は数十兆円、数百兆円にものぼるだろうとの試算も行われています。福島原発の爆発事故によって、原子力発電による利益では支払い
きれない経済的損失が発生してしまいました。原子力発電はもはや安価な電力ではありえません。
　もう一つ重大な問題は、核廃棄物です。いま、私たちが原発の電気を使うと、将来の日本子孫に核廃棄物の管理と言う負の遺産を背負わせることになります。私たちの電気のために、この先
何百年先まで未来の日本人に迷惑をかけてよいのでしょうか。

(2)地震国日本では原発は危険すぎる
　７月10 日の国会で羽鳥光彦気象庁長官は、マグニチュード６以上の地震は、科学技術的に日本のどの原発直下で起きる可能性があるという意味の答弁を行いました。柏崎刈羽原発では、マ
グニチュード６.８の中越地震で1699 ガルという強烈なゆれが発生しました。このゆれは、日本のすべての原発でメルトダウンを防げないかもしれない強烈な揺れです。
　東日本大震災前の日本では、マグニチュード６以上の地震は年平均20 回程度でしたが、震災以後昨年一年間でマグニチュード６以上の地震が116 回も発生しています。日本の原発は大変
危険な時期にさしかかっています。



55465 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します」 この期に及んで、原発の必要性を全く感じない。
これ以上、使用済み核燃料を増やして、どうするというのか。
トイレのないマンションという例えは、そのものズバリを指しているとは思わないか。
日本の未来を考えれば、おのずと答えは出ると思うが。

55466 個人 その他 ３０代 女性 原発はゼロにすべきです。 原発はいりません。
必要がないからです。
現に、今現在も国内の殆どの原発が稼働していませんが、その事で不便を感じている国民も殆どいません。
電気が足りるか足りないかはどれだけ使うかと言う問題です。
湯水のように使えば、例え原発があろうがなかろうが、永遠に足りる事はないでしょう。
日本には海があり山があり陽がさんさんと注ぎ込みます。
各土地で、その地に合った自然エネルギーを供給すれば良いのです。
もう一社独占と言う体制は古いし国の為にもなりません。
エネルギーも地産地消にし、原発はなくすべきです。

55467 個人 その他 ６０代 男性 ひとたびシステムが壊れれば人間の生命すら脅かす
原発の怖さを誰もが知った。再度あの日のことを思い
出せば再稼働などありえない。喉元すぎれば熱さ忘
れるは人間の悲しい性。その性に流されないのが英
知である。

すべての生活は安全な環境で営まれなければならない。そのためには原発は不向きであることが今回の災害でわかったこと。必要に迫られれば日本の技術は驚くべき進歩を見せる。原発の稼
働ゼロを実行してこそ自然エネルギー事業の発展はあると信じる。思い切った決断こそが日本の未来を拓く。

55468 個人 家事専
業

３０代 女性 将来のエネルギー供給は、地域・家庭ごとに「独立」す
るべき。これによってどんな異常気象・災害が起ころう
とも、国民の健康と安全に影響を最小限にできる。エ
ネルギーの地産地消が国家の安定にも寄与するは
ず。

　原子力の場合、一度１ヶ所で大災害が起きると、被害は市町村から県・国へ広範囲に広がる。将来は、いかなる大災害があろうとも、地域住民の「健康と安全」が保たれなければならない。

　そのためには、脱原発とともに、地域独自のエネルギー産業を開発し、発電網を「独立」させることによって、エネルギーの安定供給を図る必要がある。

　まずは各地方または県で独立したエネルギー産業をスタートさせ、脱原発とその他エネルギーの開発・発電所設置を目指す。

　次に、各市町村でエネルギー供給網を維持・管理する。

　そして、将来的により技術革新・コスト負担減が進んだ場合には、各「家庭」においても自家発電を維持・管理する。

　これによって、最終的には、一方が地震で停電しても、他方では設備が壊れず電力を維持することができるなど、災害時の安全性が高まる。

　各地方→各県→市町村→家庭へ、と自家発電の独立性へ向け開発を進めていくことは、上記の国民の「健康と安全」守ることにつながる。

　ただし、新しいエネルギー産業への転換期においては、中小企業などは柔軟に経営転換を図れず、多くの雇用が失われるだろう。

　このため、例えば国家戦略として、新しいエネルギー開発分野において、中小企業への勉強会を行い、技術開発の連携を図る機会を創り、地域産業を守る努力が必要である。

　また、失業者には関連産業への特別雇用枠を設けるなどし、雇用（国民の生活）の安定を最大限に図るべきである。

55469 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ 即時０％を希望します。

55470 個人 自営業 ３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。 百害あって一利なし。

55471 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 (1)ゼロシナリオを選択します。 ひとたび事故が起きれば、今の科学の力では制御できない原発。死の灰の安全な処理方法も確立していないのに原発を動かすことは、犯罪に匹敵します。
日本は自然エネルギーの宝庫です。一刻も早く自然エネルギーへ転換していくべきです。

55472 個人 無職 ３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

御意見及びその理由
新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

55473 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 即時廃炉。速やかなるもんじゅ含む日本の原子力発
電所の停止。原発依存0％の実行。

現在夏の電気使用量ピークといいつつ、実際関東の東電圏内は一基も原発が動いていない。すなわち原発無しで十分電力をまかなえているという証拠である。

また、いつ大地震が日本のどこに起きるかわからない大変動期にあって、浜岡やもんじゅ、大飯など活断層があることがわかっている危ない場所にわざわざ原発を設置する自殺行為は恐ろし
く、到底容認できるものではない。

今福島で原発が壊れメルトダウンしているのを現地作業員の方々が必死になって作業に当たってくださっているが、もし他に一基でもこういった事故が起きたらどうするのか？対応しきれないの
ではないだろうか。

危険要素が多い原発を稼動させる理由はない。あるとすれば一部の金が欲しい経団連のお年寄り連中だけで、その人たちは自分の孫子の代のことまでなんて考えていない。
そんな人たちはどうせ原発で事故があっても（実際あったのに）責任はとらずさっさと先に年齢からいってお亡くなりになるだろう。
残された私たちは？子ども達は？
そんな人たちが決めようとしている原発推進なんて許さないし、とても認められない。

日本の自然の豊かさ、大切さ、美しさ、日本のおいしい作物、魚介類、農業のことを考えても、原発はもういらない。
すみやかなる全原発の廃炉を。

55474 個人 学生 １０代以
下

男性 原子力エネルギー０％を支持します 僕たちの未来に原発という重い荷を背負わせないでください。原子力発電はいらないです。僕は原子力エネルギー０％を支持します。

55475 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発ゼロシナリオ、原発即時停止を望みます。 ●核燃料廃棄物の処理方法の見通しが立たない今、原発の稼動は人類にとって害でしかない。
●巨大地震が予想される日本で、再稼動するのは現実的でない。危機管理の欠如。
●事故が起きれば、日本の存続に関わる。人類の存続に関わる。

原発反対。

55476 個人 無職 ４０代 男性 原発依存はゼロパーセントです。 放射能から脅かされない社会を作る事が必要。
日本中の原発は即刻完全廃炉にしなくてはいけない。

55477 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力ゼロシナリオを切望します。バイオマスや地
熱、小水力などさまざまな選択肢を組み合わせること
で、地域に雇用を生み、自然との共生型の社会を目
指して本気で知恵を出し合う風土が育ちます。

原子力ゼロシナリオを切望します。原発の事故があったからというだけではありません。日本は生物多様性豊かな国。バイオマスや地熱、小水力などさまざまな選択肢を組み合わせることで、
地域に雇用を生み、自然との共生型の社会を目指すマインドが国民に根付き、そこに向けて本気で知恵を出し合う風土が育ちます。
エネルギ?自治は、地方を周縁化しない上でも重要な課題です。

55478 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
日本は少子化が問題になっていますが、安心して産み育てられる環境かどうか、子供を守ってくれる国かどうかを考えた時、今の状況ではこの先子供の数が増えていくとは思えません。自然エ
ネルギーを推進して、安心できる状況をつくってください。

55479 個人 自営業 ４０代 男性 原発０％を望みます。 人間は、経済や便利な生活より命を大事にすべきです。原発は確実に生命を脅かします。今も苦しんでる人が大勢います。そういう人たちに対して、国や東電は納得のいくケアをしているでしょ
うか？とてもそうは思えません。そういう体質の企業が、いくら安全だとかなんだとか理屈をこねても、とうてい信頼できるものではありません。それに自然のエネルギーをうまく使うことは、とても
日本人らしいと思います。今こそ日本人の知恵をしぼって、世界に尊敬される国になるチャンスだと思います。

55480 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発再稼働に反対します。 今夏の関西の電力不足を理由に大飯原発を再稼働した訳だが、稼働させることが目的の様々な理由付け。計画停電をちらつかせ必要以上に生活の不安を煽る。
では本当に電力は足りなかったのでしょうか。
昨年並みの酷暑であったにも関わらず、計画停電が起きるどころか、総発電量に対し、消費電力は余裕すらあったのではないでしょうか。
恐らく、正確なデータは公表されないでしょうが、大飯原発を再稼働しなくても、市民は安心して豊かな生活を送ることができたはずです。
原爆、そして原発による核の被害を受けた国として、核は兵器としてもエネルギー資源としても不要であるという姿勢を見せ、代替エネルギーの開発で世界の先頭を担うというのは自然な流れ
だし、そういう社会に向かうべきです。
原発が良い悪いとか、必要か否かでなく、それがある社会を国民は望んでいないという事実に政府は目を向けるべきだし、その先にある豊かな社会のグランドビジョンを描くべきです。

55481 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は今後の日本において不要である。 ・元来、日本は唯一の原爆被害国であり、非核三原則を持っているにも関わらず
その核を利用した原発を推進する事、それ自体がおかしい事である。

・福島の事故が起き、100%安全では無い事が証明されてしまった今
安全対策を建てたと言われても、何を根拠に信用すればいいのか不明確。

・そして何より、国民の声を嘲笑うかの様な対応
処置に対して、民主党、並びに自民・公明も責任をとるべきである。

55482 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 　昨年の東日本大震災において福島第一発電所で事故が起こりました。その後、まだ事故の影響が続いており、今後も放射能の汚染は続く予定です。
　同じような規模の地震が起こると予想されている現在、原子力発電を即時停止することが、子どもの未来を守ると考えています。

55483 個人 自営業 ５０代 男性 すべての原発の再稼働をとりやめ、原発は０％にすべ
きです。

福島原発事故の状況を客観的に見れば誰もがわかるとおり、原発は人間が完全にコントロールできるものではありません。
野田首相は「自分の責任で再稼働する」と言いましたが、事故が起きた時に、責任など取れるはずもありません。現に、福島原発事故で、誰も責任を取ってはいません。

私たちが安全な未来を子どもたちに手渡すためには、原発はすべて止め、すぐに０％にすべきです。

55484 個人 自営業 ３０代 男性 2030年までのできるだけ早期に原発を0％にするゼロ
シナリオを支持いたします。

コストの面で原子力発電を維持すべきという意見は未だ多いと思いますが、福島第一原発事故がもたらした数々の悲しむべき事柄や、事故収束・賠償等の問題は現在も山積みです（首相の自
己収束宣言が受け入れられる状況には到底ありません）。

ただコストが安いというだけでの原発の優位性は最早なく、膨大な費用をかけていつ実現するとも分からない核燃料サイクルも現実的ではありません。
原発を抱える佐賀県が故郷である私としても、使用する電力が現在においても子孫の代においても安全であることを望みます。

自然エネルギーのさらなる促進と、地域別の中小規模発電、それらを互いに支えあう送電網の整備（そのための発送電分離）など、原発依存とともに化石燃料依存の削減を目指す「環境エネル
ギー革命」を日本が目指すことを切に願います。

昨年の震災と原発事故以降、節電意識は日本人の中に定着しつつあります。家電製品のイノベーションが進めば嘗てのように電力消費が過剰に必要な社会ではなくなるでしょう。
日本人の身の丈にあった発電を、より安全な電力で生み出す社会に導くことが、子々孫々の代のために我々の世代のがやるべき責任なのではないかと考えます。

55485 個人 家事専
業

４０代 女性 この3つのシナリオからは原発ゼロしか選ぶことがで
きません。

福島の事故があってから初めて自分から情報収集をするようになりましたが、知れば知る程、原発以外の方法(風力、地熱等による発電)の有用性を見ることになりました。原発ゼロの日本に住
みたいです。

55486 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 (1)ゼロシナリオを選択します。 ひとたび事故が起きれば、今の科学の力では制御できない原発。死の灰の安全な処理方法も確立していないのに原発を動かすことは、犯罪に匹敵します。
日本は自然エネルギーの宝庫です。一刻も早く自然エネルギーへ転換していくべきです。

55487 個人 無職 ６０代 男性 「０シナリオ」を支持します。 使用済み核燃料を処理する技術も確立されておらず、一たび事故が起きると、コントロール不能になる福一事故が再び起きない保証はない。今の地域独占の電力供給体制をやめ、発送電を分
離し他の事業者が発電事業に参入しやすくする。原発推進に回した財源を再生可能エネルギー開発や原発廃炉に充てる。電力会社の経営を助けるだけの原発再稼働は絶対しない。政官学財
の原発推進派の圧力に屈することなく原子力村を解体し、稼働せず存在しているだけでも危険な原発を、30年と言わず出来るだけ早い時期に0にし廃炉にする。核兵器の被爆と原発の被曝の
両方を経験した日本から、核兵器と原発の廃絶を世界に訴えるべきです。



55488 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 3つのシナリオの中で言えば、ゼロシナリオに賛成い
たします。

昨年の大震災を見るまでもなく、日本の地震の多発する国土においては原子力発電所は不安定すぎる。
コスト面でも、処理の問題や被害補償を税で肩代わりする額を考慮に入れるなら、決して安価なシステムとは言えないと思うし、いざこのような事故が起これば国益さえ損ねるのでは。
またそれ以上に、危険度の高い放射性廃棄物の処理の安全な方法が確立されていない以上、なるべく早くこの発電方法を減らす努力し、その開発維持費を高効率な自然エネルギー発電にシ
フトする方向性を推進すべきだと思う。

55489 個人 家事専
業

３０代 女性 原発いらないです。 人が住めない場所になるような原発事故はやめましょう。
電気がなくても生きていければいいのです。

55490 個人 自営業 ６０代 男性 脱原発(ゼロシナリオ)を支持します 原発関連労働者の現状を考えると将来、原発を維持することは不可能と考えます。

55491 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 リスクを負う事が難しい原子力エネルギー 本当に原発を使う必要があるのか。福島の原発も当時、計算上安全だと言えたから建てたのではないだろうか。
先進国の中には、自然エネルギーで暮らしている国もある。日本は世界に誇れる技術国で、自然エネルギーに変えることは出来る技術は持っているのに、やろうともしない。何かあってから、原
発事故があってからでは遅い。今から少しずつ自然エネルギーに変えていくべきである。
なぜなら、日本は2度原子力エネルギーに苦しめられているからだ。
何度も同じことを繰り返してはいけない。今回のことは確実に人災であり、手を追い切れていないのが現状だ。また計算上以外の事が起きて、手に負えなくなったら多大の税金を使うのだろう
か。はなはだ疑問である。
日本は島国であり、周りが海に囲まれている。風力発電だったら代用できるのではないか。
原発を使わずに、代わりのエネルギーが出来ればいいと思う。

55492 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発の、全廃！自然エネルギーへの移行。 1　原発は、不要です。そのための我慢、節電はＯＫです。原油代アップのための電気料金値上げは、適正な限り認めます。

2　地熱発電を、強力に推進してください。景観等は、日本文化の象徴として誇りに思います。

55493 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオ 安全の為

55494 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発はできる限り早くゼロにするべきだと思います。
今ある原発は即刻「完全廃炉」にして、今後新たな原
発は作らない事を要望します。

原発は一部の既得権益のためだけに存在しているだけで、日本全体の経済の為にはならないし、何よりも事故が起きると、ほとんど何も出来ないのは福島原発をみても明らかで、こんな危険な
ものを地震が多い狭い日本でやるのはキチガイ沙汰だと思います。原発は無くても電気は足りているし、仮に足らないなら足りない中で経済活動、生活をすべきでしょう。経済活動第一主義か
ら脱皮して、もっと人間らしい活動を目覚め、日本、しいては世界の将来のために一日も早く原発を止めるべきだと考えます。

55495 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発全廃の検討願い 原子力のせいで日本はすでに破綻しました。
今現状起こっている事は全て作られたものです。
数年後には全て顕在化するでしょう。

もはや手を引くべきです。

55496 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 地震大国日本で、想像以上の地震が起きた時に、原発が事故を起こしたからです。

システムやロジックでは絶対安全かもしれませんが、動かすのは人間です。想定外が起きた時に、人間は絶対ではないと思います。

しかも、福島原発の状況を我々市民は、個人的にインターネットで調べるしか知る術がありません。

目に見えない恐怖に対して、きちんと知る術が個人に任されてしまっている以上、そこまでの責任を政府が持てないということだと解釈しています。

責任を全てカバーしきれないのであれば、当然これから先に原発を動かすことには賛同できません。

またこの時代に生きた者として、原発事故を目の当たりにした者として、同じ思いを、これから先の日本を担う世代にまた丸投げしてしまうわけにはいかないので、原発ゼロシナリオを支持しま
す。

55497 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原子力発電の使用は、今後ゼロにしていただきたい。 １）原子力発電を続けることにより生まれる核廃棄物を、これ以上増やしたら、汚染される地域が増え、国民が健康的な生活を営めなくなるため。

２）原子力発電所そのものが、国土の放射能汚染をすすめているから。

55498 個人 自営業 ４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で、かつ即時０％を希望します。 　放射能の危険と隣り合わせの労働、今回のような大事故が発生した場合には制御できず日本の大部分が汚染されてしまうこと、放射性物質の短期・長期的な影響が分からないこと、また分
かってきていても既得権益を持つ大規模産業として強力な原子力産業に不利な調査研究や規制を推し進める政治的能力、行政能力、社会的制御が効かないことから、原子力産業は社会の弊
害だと考えます。
　原発ゼロの方針を明確にしたうえで、分散型で、大量生産することによって規模の経済も生まれる余地があり、経済効率、環境効率もよい、より多くの企業が参入しやすい、省エネ型建築物を
含む省エネ型設備および再生可能エネルギーの推進を支持します。
　またそれに対応する蓄電技術開発などを支持します。
　また緑化、風の通りをよくする街づくりなどの省エネ型の都市計画を支持します。
　またピークカットに効率よく対応できるデマンドサイドマネジメントを支持します。

以上

55499 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ゼロシナリオ 原発の危なさが良く分かった。明日は我が身。いつ関東で地震があるかもわからない中、こんなに危険なエネルギーを使う事は出来ない。

55500 個人 自営業 ３０代 男性 私は、原発“ゼロ”シナリオを選択します。 今に生きる私たちが未来の世代のためにできることとして、事故が起きた場合に人類の力で処理しきれない原子力発電をゼロにすることを選択します。たとえ電気代負担が増えたとしてもゼロ
シナリオを選択します。

東北で食に関わる仕事をしている私は、消費者が食品への放射能の影響について不安に思い、生産者が苦しんでいるのを間近で見ています。福島第一原発事故による放射能の影響、対策は
これからです。

ヒロシマ、ナガサキの被爆体験をした私たち日本が「非核」を選択したように、フクシマを経験した私たち日本が「脱原発」を選択することを、日本政府が世界に向けて宣言することを心から望み
ます。

すべては私たちに続く未来の子どもたちのためです。日本国民が勇気を持って自らの意志で原発ゼロを選択することを望みます。平和な世界を日本からつくりたいと願います。

55501 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 国民の意見を聞きたいのであれば国民投票にすべ
き。

原発０を支持するが、なぜ３択なのか、この３択から選ばなければその意見は無視されるのか、どこを調べてもよくわからない。本当に政策に反映されるのかも疑わしいしこのような形で国民の
意見を聞いていること自体を知らない人が多い。なぜ国民投票にしないのかまず説明して欲しい。

55502 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「ゼロシナリオ」を選択します。
ただし、2030年までと悠長なことではなく、　即時に原
発をゼロにすることを強く希望します。

事故発生時の避難体制が絵に書いたモチ
　東電・政府による補償がまったく不十分、誠意のかけらも無い。

55503 個人 家事専
業

３０代 女性 原発による発電の完全な廃止を希望します。 さきの福島第一原発の事故で
広範囲の放射能汚染という取り返しがつかないことが起き、
未だ今後の健康被害などの可能性について
不安な日々を過ごさないといけない状況は心身金銭全てにおいてたいへん負担です。
これからの日本を担う子供達への影響、
また今回の事故で人間が制御しきれないと分かった、
原子力を使っての発電は日本どころか世界を滅ぼしかねません。
数年後には対策が取れるから再稼働というのは
明日起きるかもしれない巨大地震にはなんら対策になりません。
原発事故は日本の復興を大きく阻害しています。
それらも含め原子力による発電は完全に廃止を希望します。

つまらない利権にとらわれず日本の中にある資源で
日本独自の技術を用いての発電方法の開発を願います。
日本ならそれができるはずです。

55504 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」にすべき。
再び事故が起これば、日本は再起不能になる。政府
は自然エネルギー比率を増やすスケジュールを国民
にしっかり示すべき。

原発の安全性が確約されないことが福島の事故で明示されているわけで、原発に頼ることは今すぐに止めるべきです。そのことで一時的に日本経済が苦しくなったとしても、地震国日本で再び
原発の事故がおこるリスクを避けることが優先されるべきです。
また、資源に限りがあり、CO2排出を増やす化石燃焼に頼ることも日本の将来を考える上では許容できません、速やかに安全で地球にやさしい自然エネルギーへの移行を推進するべきと考え
ます。

55505 個人 その他 ３０代 女性 本日只今より、即刻全原子力発電所の稼働停止を求
めます。故郷と生命と、更には地球を失うリスクを、何
と天秤にかけられるでしょうか！

本日只今より、即刻全原子力発電所の稼働停止を求めます。故郷と生命と、更には地球を失うリスクを、何と天秤にかけられるでしょうか！

最終処理も決まっていない、こんなハイリスクな発電方法を推し進めてきた関係者の理性と良心を疑います。

新たなシステムへの怖れ、今までのシステムを失うことへの怖れから、原子力発電に伴うすべてのシステム変更を拒むことは、新しい豊かさ、新しい技術と生活を受け取ることを大幅に遅らせ、
または受け取るチャンスをのがすことになる可能性もあると考えます。

受け取るチャンスを逃し続ければ、この地球に人類の住む環境はなくなります。

55506 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発ゼロを支持します。 今後、いつ大地震が発生するかの予想もつかず、福島原発の処理も最終的にはいつになるのか分からず、他の原発の使用済み燃料・核廃棄物の処分も行き詰まっている。国策として進めて
来た原発制作が破綻したことは明らか。今こそ転機だと思う。

55507 法人・
団体等

会社員・
公務員

５０代 男性 脱原発のシナリオについては、ただちに原発セロを追
加し、ただちにゼロにしてください。
燃料については、再処理は行わず、高速増殖炉、ＭＯ
Ｘ燃料も使用しないことを求めます。

福島原発事故は、既に多くの方の命を奪っています。（津波だけなら助けられた方々も放射能のために救助に行けず見殺しにした、避難中にストレス死したなど）
多くの村が避難区域に入ったままで、故郷にも帰れず、共同体を破壊し続けている。
事故が起きた事実を忘れたかのような人たちの発言は恐ろしいものがあります。二度と事故が起きないようにするには原発を動かさない、作らないという選択以外にはありません。
日本原燃(株)六ヶ所再処理工場ではアクティブ試験が2006年3月31日に開始されましたが、放射線が強すぎてトラブルが発生しても人が近寄って修理することができないため、まだ完成してい
ません。1日で原発1年分の放射能が捨てられる再処理は必要ないと思います。仮に原発ゼロ以外のシナリオを選択するという政策がとられるとしても、核燃料サイクルの完成は断念すべきで
す。危険で金食い虫の高速増殖炉は事故を起こさないうちナトリウムを処理し、廃炉にすべきです。
最後に、環境問題、廃棄物処理の鉄則は、処理できない廃棄物を生み出す技術を使ってはいけないということです。これまでの環境汚染とその対策の歴史の中で学んできた原則を踏み外すこ
とは許されません。直ちにすべての原発を廃炉にし、核燃料サイクルから撤退することを求めます。

55508 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 即時原発０を支持します。原発稼働中に環境放出さ
れ、稼働後に残る排気物等の、科学的かつ技術的に
安全な処理方法をきちんと確立したうえで、原発を利
用するのが本来の手順だと考えます。

　原発稼働により、現状では法的規制値以下ですが希ガス放射性物質の排出があり、環境、人体への影響が無いとは断定できません。また稼働により生成される放射性廃棄物を、長期的に安
全に処分する方法が確立していません。確立していない不完全技術に基づき、原発の本稼働を行うことは、技術立国を目指す我が国の政策としては正しくないと考えます。
　今後世界各国、特にアジア諸国で原発が増設されると、ウラン燃料の残存年数も短くなり、早期に枯渇する可能性があります。そうなった場合、高レベル放射性廃棄物や、使用できない原発
施設等を単純に管理するだけのことに、多量のエネルギーを使用する必要がでてきます。現在、単に安価だから便利だからといって原発を使用しつづけると、将来、今、我々が得られるエネル
ギーをはるかに越えるエネルギーを、廃棄施設の冷却、管理の為に使用する必要があります。これは本末転倒以外の何物でもありません。
　原発に頼らない、新エネルギーの生産、利用技術の開発研究を早急に推進し、実用化技術を得ることが、日本のエネルギー政策および国際貢献にとって最善であると考えます。

　高速増殖炉、核燃料リサイクル技術は過去に世界各国で開発されていましたが、実現の見通しが立たず、全て断念、開発計画を廃止しています。にもかかわらず、我が国で莫大な予算を掛
け推進しようといしているのはなぜでしょうか。国際的な情勢を見れば、計画中止、廃止を検討すべきではないでしょうか。
　他国が断念したが、日本なら技術開発に成功するという考えであるならば、太陽光発電をはじめ再生可能エネルギーの実用化も成功するとは考えられませんでしょうか。開発、実用化に長期
間を要するのであるならば、なおのこと、今から再生可能エネルギーの利用技術の開発推進を進めるべきだと考えます。

55509 個人 家事専
業

４０代 女性 原発はできる限り早くゼロにする。原発は完全廃炉。
原発依存は0％。

福一の大事故が収束していない（放射性物質が今もなお漏れ続けている）のに、原発を維持し続けるのは問題外と考えます。そして、原発はただちに廃炉にし、2030年の原発依存度は０％にす
るのが日本が進む道と考えています。全世界に大迷惑をかけているのに、日本が原発を推進するのはおかしい。処理できない核廃棄物が多数あるのに、今後も核廃棄物を増やし続けて良い
ものだとはおもいません。自然エネルギーを推進して、環境にやさしい国「日本」を目指すべきです。

55510 個人 家事専
業

３０代 女性 原発をゼロに。日本の未来を脅かす原発はいらない。
省エネと自然エネルギーの活用を。

いらないものは、いらない。

55511 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ３つのシナリオでは、再生可能エネルギーの技術革
新の可能性や国民の生活における必要エネルギーの
削減に対する工夫、進歩についての考慮が不足して
おり、原子力、化石燃料に頼らない社会が実現可能と
考える。

エネルギー政策に関してはできる限り再生可能エネルギーへの転換を図るべき。原子力への依存もできる限りゼロにしていくべき。示されている３つのシナリオでは、再生可能エネルギーの技
術革新の可能性や国民の生活における必要エネルギーの削減に対する工夫、進歩についての考慮が不足しており、より原子力、化石燃料に頼らない社会が実現可能でそれが必要と考える。



55512 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発の再稼働反対。現在稼働している原発の即時停
止。そして原発依存のエネルギー政策から脱し、再生
可能エネルギー政策の推進。

放射能の恐ろしさを実際に経験している唯一の国でありながら、福島原発の事故を起こしてしまった今なお、原発の安全神話を引き続き信じろと国民に言い続ける今の政府のやり方がしんじら
れません。失望しました。日本の国内に人が足を踏み入れられない地域を作ってしまったこと、長い年月をかけて作られてきたも森やその生態系を壊してしまったことは、取り返しのつかない、と
てつもない重要な過ちなのではないでしょうか。例え電気が今のように供給できない状況になったとしても、人が足を踏み入れられないような地域を国内に、いや地球上に作ってはいけないと思
います。事故が起きないとしても、残された放射能廃棄物をどうするつもりなのでしょう？これは日本だけの問題ではなく地球上のすべての生き物の運命を脅かす問題なのだと感じます。
即刻すべての原発を停止して、自然エネルギーを利用する方法の開発に予算をつぎ込んで政策を転換していってください！そのためなら国民は税金を払うことも、電気を節約することも惜しま
ないと思います。ちゃんと筋の通った方法を選択してくれるのであれば。

55513 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 国として、国民の誰かが犠牲になる可能性のあること
はするべきではありません。原発依存は０％にするべ
きです。

昨年の震災には大変衝撃を覚えました。自然の脅威というものは人間の力ではどうしようもありません。が、その後起こった福島の原発事故。これは明らかに人間が起こした事故です。その可
能性があったにも関わらず、人間がエネルギーを創り出せるという面ばかりを強調し、そのリスクを見ないふりしてきたそのつけが、あの事故に表れていると思います。
地震や津波は人間の力では防ぎようがありません。自然の力に対して人間はほとんど無力です。ただ、人間が決めたことについては、人間は変える力を持っている。変える勇気を持っていると
も言えるでしょう。あの事故は、日本に暮らす私たちに、または世界に暮らす人たちにも、変える勇気を持て、と呼びかけているのだと思います。
福島の原発の事故後、そこに暮らしていた人たちの生活は「無くなってしまいました」。これは、民主主義の日本の中において、かなりのありえない強制的な力です。その土地に暮らしたくても暮
らせない。自分が大切に守ってきた田んぼや畑、家畜、家、家族、暮らし。それがあの事故によって奪われてしまった。なんという辛く悔しい出来事でしょうか。また、福島の事故後、どのような影
響がでてくるのか、それはまだ誰にもわからないことです。それがわからない段階で、原発を再稼働し、再びそれに頼っていくというのは、無責任と言えるのではないでしょうか。この国は、国民
のことを何だと思っているのか。正直、不信感を覚えます。
国というのは、国民の集まりです。経済的集団ではありません。もっとこの国のことを俯瞰で見て判断する必要があるのではないでしょうか。そして俯瞰で見たときに、この福島のことを思った
ら、今後、どこかの国民が犠牲になるようなことを国の政策として選択するべきではないと思います。
人間は、誰もが皆そうであるように、ある一人の母親から生まれてきます。その母親もまたある一人の母親から生まれてきている。ずっと、ずっと、命が続いてきているからこそ、私たちは今こう
やって生きているのです。この命の連鎖を脅かすことがあってはならないと思います。
もちろん、それによって各家庭への負担が増えるということもあるでしょうが、原発のリスクを考えたら大した問題ではありません。また、それは、今後の日本の方向性についてしっかりと国民が
考えるいい機会とも言えると思います。私たちは、便利で快適な生活をできていることに感謝しつつ、何が必要な便利さか、個々で考えて選択する時がやってきたのだと思います。

どんな日本に暮らしたいか、そうやって考えたときに浮かんでくる風景、それを大切に守っていくべきなのではないでしょうか。今を生きることに精一杯でありつつも、その先に何を残していくかを
考えるべきではないでしょうか。「何の利益のため」に、福島のような出来事のリスクを背負うのか。考えれば答えはすぐに出てくると思います。原発依存は早い段階で０％にするべきです。

55514 個人 その他 ３０代 男性 原子炉は出来るだけ早い時期の廃炉を求めます。
いかなる核エネルギーの利用にも強く反対します。

放射能の与える影響はすべての生きものにとって有害です。
核エネルギーを取り出した後の廃棄物も、気の遠くなるような長い期間厳重な管理が必要です。それらを未来の世代に任せるのはおかしい。
自分達で幕を引くべきです。

55515 個人 その他 ４０代 男性 原子力エネルギーの廃止を希望します。 危険な原子力エネルギーはやめましょう。

55516 個人 無職 ４０代 女性 原発はいりません。
原発はできる限り早くゼロにしましょう。
すべての原発は完全廃炉にしましょう。
 
原発依存は0％でいきましょう。

原発を動かす限り、放射性廃棄物が生み出されます。
放射性廃棄物は安全な処分法が確立されていません。

原発を動かす限り、被ばく労働者を生み出します。

日本は地震国です。活断層がある危険な場所に原発があり、それが稼働しているということは、事故の危険性も大きいということです。

福島第一原発の事故が収束していないのに、原発を稼働するのは無責任極まりないと思います。

一刻も早くすべての原発を完全廃炉にしましょう。

55517 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオで即時０％を希望します。 原発に関心を持つことによって、知らないことが多すぎた。
核燃料廃棄物の処理方法が決まっていないのに、これ以上原発を稼働させて核燃料廃棄物を増やすことに反対します。

55518 個人 家事専
業

３０代 女性 脱原発への移行を願います。 原発への依存を徐々に減らし、最終的に原発依存0の自然エネルギーへ替える未来を望みます。
今の現状で、すぐに切り替えが出来ないのは致し方ないですが、今から他のエネルギーへ代えていく事なら始められるのではないでしょうか。
核廃棄物を、未来へ残すやり方は間違いだと思います。
日本は戦争でも福島の事故でも、その恐ろしさを知っています。
お金より、便利さより、命が大切。

空気も、海も、大地も、生き物も、汚れる事がない世界になるために、日本の技術を使って欲しいと願います。

55519 個人 家事専
業

３０代 女性 即時原発ゼロ
再生可能エネルギー、代替エネルギーにシフトした新
しい日本で世界をリードしよう！

核廃棄物の最終処分もできる見込みがないまま、核のゴミだけ増やしマイナスの遺産を子どもたちに残してはならない。

日本のみならず世界中に届いてしまった放射能を回収もできない、地震国日本が今後また世界中に迷惑をかけるなど、子どもたち、日本の未来を潰すようなものだ。

電気は足りている。
廃炉作業でも原発がある町は雇用が生まれる。
安全な廃炉、福一の収束、それだけでもまだまだ研究は必要。人材も必要。

原子力のような古い考え方から脱却し、新しい次のエネルギーで日本のエネルギーを生み出し、世界に広げていく。
失敗をもとに、生まれ変わった日本を世界にアピール、そして世界をリードできる力が日本にはあると信じている。

55521 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 2030年における３つのシナリオのうち、ゼロシナリオを
支持します。

今回の原発事故は目に見えない放射線の取り扱いがいかに困難で、回収に莫大な労力を費やし、直接被害がなくとも風評に苦しむこともあることを示しました。
現在の原子力発電は、リスクが大きすぎ、被害を受けた人への補償額が天文学的数字となり到底満足できる補償はできそうもありません。

国土が広大でないから核廃棄物の最終処分地も見つけるのも困難であるという点も次世代に負の遺産を押し付けるようで、誠に心苦しい限りです。

原子力発電所が研究用に必要であるかどうかわかりませんが、どうしても必要なら研究用に保持することには同意します。
今回の事故も原子炉が１基であれば、放射性物質の拡散という大事故に至らず、あるいは収束できたかもしれませんから。

55522 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 いますぐ、原子力発電所の廃止を実行してください。 昨年の3.11東日本大震災で明らかなように、日本国は地震大国です。核の抑止ができない今日、「核と人類」は、共存できません。広島や長崎で受けた「原爆の悲劇」を繰り返してはなりませ
ん。原子力発電への依存を中止し、今すぐに「原子力発電所を廃止してください」。自然エネルギーを中心としたエネルギー政策に方向を切り替えてください。数年しますと、3.11での放射能被害
が確実に現れます。医療への力も入れてください。

55523 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする 広瀬隆氏の本によれば 日本は原発がなくても大丈夫。天然エネルギーがなくなるにしたがって 原発制度ではなく、グリーンエネルギー、例えば藤野 エネルギー（トランディションタウン藤野の
独自の電気供給プロジェクト）のようなプロジェクトに税金を払い、応援したい。

55524 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発再稼働も、持つことも反対 今まで、何も考えずに原発を受け入れて来たけれど、福島の事故を受けて、目がさめた人は沢山いるはず。
これを受けてもなお、再稼働させるわけは何ですか？
神の領域を侵してまで人間が持つべきものではないかと思います。
子供達の為に、だれも生きているうちに責任取れないものを扱うのはやめましょう。

55525 個人 その他 ６０代 女性 全ての原発停止を求めゼロシナリオを支持します 東日本大震災による福島第一原発事故を経験し、地震国日本には、原発はリスクがありすぎることが、わかった以上、即刻、停止し、エネルギー政策を転換すべきです。まず、可能なあらゆる
節電さくに、私たち市民も努力し、未来に責任のもてる再生可能なエネルギーを選択していきたいのです

55526 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 選ぶなら１番選択。しかし即停止の選択がないのがお
かしい。福島の事故のあとで選択肢がある事自体が
不思議。

このコメント募集自体も周知されてないしニュースにも頻繁にださないオリンピックに関心がいってる間に終わってしまう。やり方おかしい。経済の前に命が大事。原発なくてもエネルギーは足り
ると聞いています。

55527 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを求めます 未来ある子どもたちのために、国民一人一人の幸せな生活を守るために
福島の事故を二度とこの日本で起こしてはいけない。

55528 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発依存度について『ゼロシナリオ』を選択するべき 3.11の事故で改めて原子力の恐ろしさを思い知りました。
『ゼロシナリオ』を選択することは経済にも影響を与えるだろうし、CO2削減も進むどころか後退するかも知れません。
しかし、原発が潜在的に抱える”リスク”と天秤かけたら、二度と悲劇的な事故を起こさないために絶対的安全性を選択するべきです。
これ以上取り返しがつかなくなる前に。

55529 個人 自営業 ５０代 女性 原発比率はゼロシナリオを支持します。 原発の比率は、ゼロシナリオで行くべきである。
 福島原発事故が明確にした事故のリスク、事故が起きた時の対策の不充分さ、未だに解決できない核廃棄物の処理問題など、様々な問題を抱えるからである。

55530 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発ゼロ！ 第二の福島になる都道府県を作ってほしくありません。
原発以外の電力を作る方法は他にもあるはずです。
自分の住む街、住み慣れた思い出のある街が将来、もし福島の様に
放射能に侵され、強制的に追われる形になり、戻る事もできなくなったら・・
と、考えると胸が張り裂けそうになります。

お願いします、これからの日本で暮らす全ての人の為にも、
原発の無い安全な生活作りをお願いします。

55531 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオしかありません。 人類にとって原発は災いしかもたらさないからです。すべての原発を即時廃炉にしましょう。

55532 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオを選択します。」 電力の独占運営を辞めて下さい。発送電分離し、市民が電力会社を選択出来るようにして下さい。

55520 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発比率ゼロシナリオを支持します。しかし、このシナ
リオではGHG排出量を２０２０年に１９９０年比で２５％
削減することはできないため、原発比率ゼロ政策と温
暖化対策が両立する別のシナリオが必要と考えま
す。

１．原発比率ゼロを求める理由について

（１）事故の発生確率と発生する事象の大きさ
原子力発電所は安全神話が謳われていましたが、そもそも事故が起こらないシステムはありません。安全対策が徹底されている電車や飛行機であっても、事故は起こりうるものです。設備に問
題がなくても、ヒューマンエラーによって事故は起こりえます。１００％の安全というものはありません。そして原子力発電所は一度事故が起こると破局的な事象に至るところが他のシステムと違
うところです。事故のレベルが社会が受容できるレベルを超える、これが他のシステムと大きく異なるところです。

（２）地震のリスク
日本は地震国であり、絶えずその脅威にさらされています。つまり地震が起こらない他国に比べ、リスクが極めて高いと言うことができます。地震については未解明の部分が多く、不確実性が高
い知見に基づいて対策を立てても、不十分なものにならざるをえません。

（３）使用済み核燃料
使用済み核燃料の処分の問題が解決されていません。核燃料サイクルが破たんしている以上、原子力発電所の稼働を続けていけば、適切な廃棄方法がないものを次々と生み出していくことに
なります。

以上より、原子力発電所は我が国における「持続可能な発展」に寄与するものではないと結論付けることができます。ゆえに原発比率ゼロを支持します。

２．原発比率ゼロの実現性について
（１）電力の供給量
電力不足が騒がれていますが、電力使用量がピークとなる時間の需要を下げればよい話です。需要量が供給量を超えるのは年間を通してわずかの時間でしかないため、その対策に重点を置
くべきです。原発を稼働させることによって供給量を確保したものの、また地震が起きて原発が止まり一気に電力不足に陥る、このリスクは非常に大きいと思われます。原発に電力供給を依存
するのは危険だと考えます。

（２）電力のコスト
火力発電の燃料費が電力料金にそのまま反映されるため、電力料金が高くなってしまうということが言われていますが、発送電分離、電力市場の自由化が議論されている中、単純にそのような
値上がりにはならないと考えられます。競争原理が働けば、価格が下がるのは当然だからです。各電力会社が抱える赤字をどうするかという話は出てきますが、それは電力料金の値上がりと
は切り離して考えるべきと思います。

３．温暖化対策の必要性について
先進国は、温室効果ガス排出量を2020年に1990年比25～40％削減する必要があります。25％という数値はその下限値でしかありません。しかし原発比率ゼロシナリオでは、この下限値ですら
達成できません。原発比率がゼロでも2020年に25％削減は可能というシナリオは、研究者や環境NGOからいくつか出されています。そこでは、省エネルギー、再生可能エネルギー、燃料転換の
数値目標をもっと深掘りすべきということが強調されています。原発の推進によって温暖化対策を進めていくという旧態依然とした発想からの脱却が求められていると感じます。

以上



55533 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 エネルギーと環境に関する選択肢から、原発０シナリ
オを支持します。
原発を即時停止し、即刻廃炉に向かう政策への転換
を強く希望します。

原発ゼロをは２０３０年までではなく、できるだけ早期に実現することを希望します。それが福島第一原発事故を受けて、唯一政府がとるべき政策です。
今回のエネルギー政策の目的は、『原発を減らすこと』にあると書かれてあり、枝野経産相も聴取会でそのように挨拶しています。原発比率15％案と原発20-25％は原発を減らすことにはなって
おらず、選択肢をこのように設定する政府の姿勢に強い憤りを覚えます。
原発は自然を破壊し、人の命とは相容れないものです。現在ある放射性廃棄物ですらどう処理するのか、人類は今も今後も解決することはないでしょう。100万年先もの未来まで放射性汚染物
質を残し地球を汚染させるのです。人間は地球の生命サイクルの一片にすぎません。私達には責任があります。未来に生命の輪を繋いで行く責任です。福島原発事故は、日本だけでなく、世
界に、地球上に甚大な放射能汚染という被害をもたらし、現在もまだ続いているのです。
また原発は人間社会においては、はじめから終わりまで差別の構造の上に成り立っています。
福島原発事故後の日本政府の行いは人の命、人権を切り捨てた、犯罪であると思っています。
日本政府はただちに大飯原発を原発を停止し、日本の全ての原発の廃炉を決めて下さい。そしてそうすることは可能なことです。
そして、原発事故での被災を受けたすべての人への損害賠償を認め、長期にわたる救済を行ってください。

　エネルギー政策においては、再生可能エネルギーの比率をもっと高めてください。
　電力の独占を廃止し、自由化し、再生可能エネルギーの研究、産業へと早急に舵取りを行って下さい。
原子力産業は続けられてもあと数十年です。日本政府はこれ以上国民の声を無視し続けることなく、国民を

55534 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030年までに原発ゼロを目指すべきだと思います。 まず、3/11を経ての今なので、「原発を使わない世の中」を目指し、それを土台にし、他の事を組み立てなおして行くべきだと思います。

夏のピーク時の対応も、各企業への協力を求め、電力使用のピークの分散や、新しい自然エネルギーの開発を進めるなど、あらゆる方法を使い、まずは原発稼働を回避すべきです。

大飯原発稼働の進め方にも不満が有ります。

3.11のような大地震・大津波はそう頻繁に起こるものではないですが、「起こる」事は避けれないわけなので、単純明快な話だと思います。

55535 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
地震多発国の我が国では原発で日本経済ではなく、
日本国そのものが滅亡してしまいます。

ゼロシナリオを支持します。
地震多発国の我が国に原発は馴染みません。今日にも再び severe accident を起こしうる状況と考えます。一日でも早く全原発をとめないと、日本経済ではなく、日本国そのものが滅亡してしま
います。

55536 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 目指すべき目標はゼロパーセントであり、その過程の
中での15パーセント（未満）ではないだろうか。
目標設定がスタティックであり、今後の社会経済状況
や技術開発など予測が難しい変化への対応方針が
読めない。

・20～25パーセントシナリオでは、「快適な生活」は社会心理的にあり得ないと感じる。
・使用済み燃料の処理が不可能な中、原発は縮小せざるを得ないと考える。これは、エネルギー問題ではなく、国家の安全上の問題。
・革新的なエネルギー技術が開発されても、○○パーセントという固定的な目標だと、目標の数字だけが一人歩きしてしまい、よりよい方策に向けた努力がなされなくなる恐れ（そんな素晴らし
い技術革新があればよいという希望も込めつつ）

55537 個人 自営業 ５０代 女性 2030年に原発ゼロのシナリオを選択しますが、福島の
事故について責任者が処罰され、利益相反のない安
全性チェックが確保されるまでは再稼動に反対です

日本のような地震国で原発を稼動することは、安全面で欧州とまったく違うので、エネルギー需要や経済への影響だけで欧州などと比較しても意味がありません。核燃料廃棄物の安全な処理
ができないのであれば一刻も早く全部廃炉にすべきです。コスト的にも、まったく引き合いません。電力会社がどうしても稼動させたいというのなら、政府保証をとりはらって全部自己責任でやっ
てもらってください。

55538 個人 自営業 ３０代 女性 自分や自分の家族の将来にリスクを及ぼしてまで原
発欲しくないです。

ヨーロッパで暮らしていましたが、こんなにも電気を無駄に使っている国は珍しいと思う。こんなに電気は必要ない。

55539 個人 その他 ６０代 男性 原発ゼロシナリを支持する。
福島原発事故にかんがみ、地震国日本で原発を稼働
させることは危険極まりない。原発０の社会を目指す
べきだ。

福島原発事故により原子炉を制御できなくなっている。地震の多発する日本、それに伴う津波被害のある日本でので原発を稼働させることは危険極まりない。経済性よりも生命の安全を優先す
るべきである。自然エネルギーほか原発以外での発電システムの技術開発で世界をリードし先駆者利益を追求すべきである。

55540 個人 無職 ７０代 男性 ゼロシナリオを選択してください。東電福島原発の事
故の原因についての解明はまだ終わっていません。
それなしに、ここにある「安全対策の強化によってリス
クを最小化する」ことが可能かどうかすら分かりませ
ん。

ゼロシナリオを選択してください。その理由は次の通りです
４つの視点の一番目に「原子力の安全確保と将来リスクの低減」を挙げておられます。そして、「社会の安心・安全を持続可能な形で確保することが今は何よりも求められている。」とされている
点は完全に同意いたします。しかし、現時点では何故東電福島原発の事故が発生したのかの解明がまったく終わっていないと思います。まずこの解明を多角的な視点から専門家の集団（でき
るなら外国人の学者にも入っていただいて）により徹底して行い、その結果を公表するところから始める必要があります。これが行われないと、ここにある「安全対策の強化によってリスクを最小
化する」ことが可能かどうかすら不明です。

55541 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 １の「ゼロシナリオ」を選択します。
どんな機械でも必ず壊れます。それはいくら技術が進
んでも変わりません。
不具合が生じないことはありえない。それならば壊れ
ても被害の少ないものを選択します。

原発を運用するには膨大なお金がかかります。同じかけるなら、私は廃炉や除染技術の向上に向けての研究などに使うべきだと思います。

今まで自然エネルギーの技術が原子力技術に比べて進歩が遅いのは、やはりかけている資金の違いだと私は思います。きれい事ではなく研究にはお金がかかりますから。

「100年後に片腕の子供が生まれたとしても今進めなければならない」そう原発を作ろうとしていた当時、言われていたそうです。なぜ未来に負の遺産しか残さないと分かっていて目の前の利益
しか追えないのでしょうか。

原油でも事故が起こればかなりの被害、汚染が出ます。でもまだ目に見える分対処の仕方がありますが、放射能は目に見えません。目に見えないのです。

私たち人間はこの地球の薄い表土上でしか生きられないのです。この四季に恵まれ緑豊かな日本で「健康で文化的な生活」を営んでいくのに原子力発電は必要ありません。これは日本だけで
無く世界中に言えることですが。

放射能に晒された経験のある日本で先駆けて廃炉・除染研究を進めることこそ今最も利益のあることだと思います。

どうかこれ以上愚行を繰り返さない選択をしてください。

55542 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 「原発ゼロシナリオ」でお願いします。 既に破綻している核燃料サイクルはやめて、再処理の廃止を決めてください。
未来のために今決断を！

55543 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオで即時０％を希望します 安心安全な代替エネルギー開発を進めて下さい

55544 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電は必要ない。
原子力発電０％希望。

電気より健康と命が大事である。
一部の人間が利益を得るための原子力事業には断固反対！

55545 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 できるだけ早い段階での原発の再稼動の停止を求め
ます。

原発の危険性や、福島のことはまだ問題解決に至っておらず
そのような状況で、安全であるとはいえないからです。

突然の出来事で住んでいる地域が危険地帯となり
再度戻ることが難しいというような危険であるものに
頼らなければならない生活は見直すことが必要だと思います。
、
安心して住み、子供を生み育てる環境が欲しいのです。

想定外の地震等の災害があった場合には対応できるとは
全く思えず、節電等を行えば、原発に頼らずとも
生活に支障はありません。

55546 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発に頼らないエネルギー政策を求めます。「ゼロ
パーセント」です。原発の新設、休止中の原発の再稼
働にも反対です。

今回の福島の事故でも明らかになったように、原子力エネルギーは、人間の手でコントロールできません。人間の命を最優先した政策を進めるべきです。何処かの意見集約会で、電力会社関
係の方が、原発事故で亡くなった方はいないというような発言をしていました。放射性物質が人体に与えた影響と、被災者住民の精神的苦痛を真剣にとらえるべきです。

55547 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を希望します 事故が起きる可能性、起きたときの被害がともに大きすぎます。
安全対策が万全ではないことは電力会社自身認めるところですし(そもそも「100%の安全」はありえません)、福島のような事故がもういちど起きれば日本の国土は大きく失われます。
「経済か安心か」などという二択ではありません。
もう一度、事故が起きたら日本経済はどうなるのでしょうか。事故が起きないほうに賭けるギャンブルには付き合っていられません。そんなリスクを放置する国に、諸外国の企業が投資するとも
思えません。

55548 個人 無職 ６０代 男性 １.2030年より早くゼロにする、ドイツに負けるな。
２.福島事故に関する情報は全て、世界に公表する。
３．原子力規制庁人事はやり直し。

１.使用済み核燃料の最終処分場は引受自治体ゼロ。福島で国民は　　原発の真の危険を知った。原子力村の技術レベルの低さを知り、　怖くて任せられない、更に、東電、関電の世間ずれし
た傲慢さを　目の当たりにした。２、２兆円投下してもモノにならない再処理　工場、１歩前に進んだとしても上述のレベルで国を亡ぼす。
２.考えられないくらいな膨大放射能をバラマキ、なを海に垂れ流し　続け世界に多大な危険を及ぼしている。東電テレビ会議の公開は
　、これが大惨事を起こした会社がやることか、世界の笑いもの、　日本の恥。大型余震で本当に大丈夫か、前より斜めになる柱。補　強データーを出せ、大丈夫は信頼できない東電さんよ。
３.従前の推進原子力村からの人選、だれも信じない。反対派で国民　に信頼されている京大小出助教等を望む。

55549 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 「2030年原発ゼロシナリオ」を選択しますが、即刻廃
炉にするべきと考えます。

日本は地震が世界で最も多い地域にあるため、たとえどのような対策を取っても原発は危険きわまりない存在です。想定外の自然災害は、必ず再び起こりうるでしょう。また原発のコストの高さ
はすでに「原子力のコスト(岩波新書)」などで立証されています。安全性、経済性の面から原発を選択することはできません。
原発に依存する必然性はなく、逆に動かすことのリスクは限りなく高いため、即時のゼロシナリオを求めます。技術立国の日本であればそれができるはず。また、そのための技術をいち早く開発
し、世界に広めるのも日本の役割といえるでしょう。

55550 個人 パート・
アルバイ

２０代 女性 原発ゼロシナリオで即時０％を希望します。 みんなすべてのひとに平和な未来を。

55551 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 事故は過去に10mを超える津波があったが、対策をし
なかった。もし対応しておれば、福島第2程度の被害
でおさまった。巨大地震に耐えた日本の原発を世界に
知らしめ、将来にわたり原発が推進されていくであろ
う。

　そもそも今回の事故は、国家の存亡にも影響を及ぼす事故であったことは間違いない。複数の事故調査委員会が報告書を提出しているが、事故の最大の原因は、津波により全電源が消失し
たことに尽きる。事故の発生後の対応などは検証してもさして意味がない。少なくとも2008年時点で、福島第一原発付近には過去10mを超える津波があったことが確認されている。これに対して
東電、原子力安全委員会、原子力保安院が何も対策をとらなかったことを重大視すべきである。
　一般国民の多くは、原子力発電所は大津波にも、巨大地震にも耐えると思っていたはずである。今回の事故は、東電をはじめとして電力会社は、巨大地震に対するリスクをあまりにも過小評
価していた。あるいは、自分の在任中は、巨大津波などないと思っていたのであろう。一方、監督すべく国は、評価する能力が欠けているにせよ、なれ合いで原子力行政を推進していたことが露
呈した。
　今回の事故による損失は、将来的におそらく10兆円をはるかに超えるものと推定される。避難区域は何十年と不毛の地と化すことは無論、国民には電気料金の値上げ、企業にとっては、工場
の海外移転、移転できないような企業は倒産など、その影響は計り知れない。この責任をだれも取っていないことがまず問題である。少なくとも東電の経営陣は過去にさかのぼって、退職金の
返納、年金の半減等の処置をすべきである。国の担当部署の責任者も過去にさかのぼり、同様とすべきである。国の担当者は数年で変わり、責任があいまいになっていることが、どの行政分
野でも見られる。これだけの被害を国民に与えたことは、一殺人犯よりも重大な罪を犯したことになる。人一人を殺せば死刑囚、多数を殺せば英雄と同じ論理である。今回もこの事故により直接
的か間接的か多くの自殺者も出ている。今後、このような重大事故を発生させた場合の責任を明確にする制度、法改正が必要である。この辺りを不明確のまま原発を維持しようとしていること
が、原発反対派につけこまれる一因でもある。
　現行のエネルギー基本計画では、原発比率を2030年時点では45%としているが、今回の事故を受け選択肢から単純に削除すべきではない。原発は事故を起こせば、チェルノブイリでのその恐
ろしさは十分に分かっていた。その対策をとってこなかったことを問題とすべきである。福島第一も防潮堤の対策を実施しておれば、福島第2や女川原発程度の被害でおさまった。水素爆発によ
る放射能漏れは防げた。逆に巨大地震に耐えた日本の原発を世界に知らしめ、将来にわたり原発が推進されていくであろう。日立や東芝など関連企業、その従業員、さらに国、自治体にもその
恩恵を受ける。
首相官邸付近では原発反対のデモが連日行われている。マスコミの影響も大きい。シーベルトやベクレルの意味もよくわからず原発反対のデモに参加するも人いる。都内在住者でも我々は被
爆者だと思っている人がいる。今回の事故により東京都も放射性セシウムの汚染はあったが、その程度は自然放射線に比較してもはるかに低い値である。一方、原発を容認する人々は、その
ことを声高に表明はしない。一部の原発反対派の声を受け、このようなパブコメを実施しているのでは。
　電気料金は国際的に見ても高い。その料金を差さらに値上げしようとしている。今、至急実施すべきことは、過去の津波を検証して、それに耐える防潮堤など必要な対策を実施し、原発をなる
べく早く再稼動することである。今や国の借金は1,000兆円を超える。今ある原発の資源を活用することが、国民負担を減らすことにもつながる。巨大地震はいつ来るか想定できないが、今回た
またま福島第一が事故を起こしたから全ての原発を一斉に止めること自体、非科学的である。過去の巨大地震を検証し、対策が取れ次第再稼動すべきである。このままでは、日本経済がます
ます衰退する。企業も円高の定着もあり、海外移転が加速するであろう。この結果、雇用の減少、税収の減少と悪循環に陥り、国債残高は減少するどころか、さらに増大することとなる。少子高
齢化の加速もあり、将来世代に多大な負担となる。まさに経済的破綻が目に見えている。
　一方、自然エネルギーは理想のように見えるが、いくつか問題点も多い。まず、設置するには広大な土地がいる。景観的にもよいとは言えない。費用対効果が原発に比してかなり悪い。核廃
棄物の処理が問題となっているが、その多くが非科学的な嫌悪感から設置場所の拒否がされている。
今後、中国、インドなども原発を建設していく。もし中国で原発事故があれば、日本にも大きな影響がある。我が国が原発を廃止すれば、技術の継承、発展も途絶えてしまう。日本は原発の先進
国として、これらの国の原発の設置、管理にも積極的にかかわっていくべきである。また原発は地球温暖化対策にも貢献できる。

55552 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 選択肢の中では(1)ゼロシナリオを支持します。しか
し、2030年までではなくもっと早く原発ゼロ、もんじゅ廃
炉を望みます。

原発は廃棄物の処理問題がまったく解決されていないので、これ以上廃棄物を生み出す原発は使うべきではないと思います。
狭い島国の日本、地震の多い日本、広島、長崎、福島と放射能に苦しんだ日本には原発はいりません。

55553 個人 自営業 ５０代 女性 ゼロシナリオを支持します！ 原発ゼロ。ゼロシナリオを支持します。

この先、原子力エネルギーの専門家が、増えるとは思えません。
原発で働きたい労働者も減ると思います。
廃炉にするのは今がチャンスだと思います。
「そのうち片付ける」が通用するモンスターとは思えません。

再生可能エネルギーを、本気で開発しましょう。
省エネ節電のアイデアは、国民からもアイデアを募集してください。

廃炉は撤退でなくて前進だと思います。

55554 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 　「原発ゼロ％」を選択します。
　ただし、2030年にゼロ％では遅すぎます。直ちに原
発をゼロ％にするべきです。
　また、原発輸出も直ちにゼロにするべきです。

　「原発ゼロ％」を選択します。原発ゼロ以外は原発推進のシナリオだからです。
　ただし、2030年に原発依存が0%では遅すぎます。原発を即刻0%にするべきです。
　また、原発輸出も直ちに中止することを強く求めます。原発輸出も即刻0%にするべきです。

55555 個人 家事専
業

３０代 女性 【ゼロシナリオ】を選びます。
安心して暮らせる日本を子ども達に残すためにも、一
度事故を起こしたら取り返しのつかない原発は廃止し
てほしいです。

・美しい島国、日本で魚が食べられないなんて悲しいです。
・いくらでも代替エネルギーはあると思う。経済界には、私利私欲のために日本をつぶさないでほしい。



55556 個人 無職 ４０代 女性 原発エネルギーを是非０％にお願いします。原発に関
係している従事者にはその他の代替エネルギーを取
り扱う施設で働いていただけるように、国民皆が幸せ
になるようにしていって欲しいと思っています。

核廃棄物を処理する能力もなく、これ以上、他国に迷惑をかけるわけにも行きません。ということは、核廃棄物を出さないこと！なので、原発エネルギーは将来的に０％にすべきです。

55557 個人 学生 ２０代 男性 日本のこれからのエネルギー政策について 段階的に原子力によるエネルギーを0%まで削減することを望みます。
また、活断層とみられる地層の上にある原子力発電所の廃炉を早急にお願いします。
わたしは放射能による被害に恐れています。おそらく国民のほとんどの人も同じ思いを持っているのではないかと思います。

国民の声が反映されることを期待しています。

55558 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発立地周辺の国民には、憲法２５条の生存権、国
の社会的使命が行使されていない。ただちにすべて
の原発を廃止すべきです。

原発周辺の国民が憲法による生存権を奪われているにもかかわらず、一方でその犠牲の上に多大な電力の供給によって便利な生活を営む国民がいることは差別を生みだしている。すべての
国民が憲法２５条の恩恵を受けるには、原発はなくす以外に道はない。原発をなくした後、エネルギー政策を考え直すことが今後の始まりだと考えます。

55559 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロシナリオに賛成です。 福島の原発事故で、私たちはしなくてよい被ばくをしています。
食べるものも、行くところも色々がまんしています。
私は原発は事故を起こすと取り返しがつかないことを知りました。
今原発ゼロと決めても、日本中の原発が廃炉になるまでには何十年もかかり、
そのとき私は子供もいて孫がいるかもしれません。
私たちが大人になる前に、ゼロにすると決めてください。お願いします。

55560 個人 家事専
業

３０代 女性 命を脅かす原発はいりません。原発は出来るだけ早く
ゼロに、そして完全廃炉にしていただけますよう宜しく
お願いします。

国民の一人として、未来の子供達の為に意見します。

55561 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。 理由はたくさんありますよ。
言いたいことたくさんありますよ。
ただ
対立を生んでしまう原発は
もう無しにしましょう！

55562 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロ社会の早急な実現 東電が福島であれほどの大きな事故を起こした上にまだ処理すらわからない状況で現在も稼働している原発があるのは非常識です。日本人としてお粗末すぎです。外圧があろうと危険なもの
は危険なのですから即刻止めて不便でも安全な日本に住みたいです。お金に群がる大人の皆さん頭があるなら人間として進むべき道は脱原発のみです。

55563 個人 自営業 ４０代 男性 2030年原発ゼロシナリオを選択します。
一度事故が起きてしまったら、解決が非常に困難な問
題を国民に押し付けてしまうような原発はいずれ無く
さなくてはならないと思います。

　原子力発電所の安全性云々以前に、福島で一旦これほど重大な事故が起きたにも関わらず、安全対策の強化や避難訓練の徹底、といった現実的な措置がほとんどなされていない現状を見
るにつけて、やはり原発を正しく運用するのは日本では無理なのではないのかと思います。
　海外では本社を原発の敷地内に置いている電力会社もあるようですが、これぐらいしなければ真剣に安全性を高める努力など出来ないのではないのでしょうか。
　但し原子力発電という産業が消滅しても、原子炉や放射性物質の維持管理は成さねばならず、また使用済み核廃棄物をどう最終処分するのかという問題。現状の科学技術では使用済み核
燃料は地中深く埋めるという最終処分以外は処理をする方法がないと思われます。
　となると原子力発電所を抱える電力会社はとてつもない不良債権を抱えることになります。そのことで管理運営に支障をきたしてしまっては、原発は止まっても事故は増えることになるかもしれ
ません。ですから原子力発電所停止後の維持管理といった運用に関しては、その費用は国が責任を持つ必要があると思います。その費用をどのように捻出していくのかは大きな問題です。止
まったけれども維持しなくてはならない原発にどう向き合うのか。その部分に関して熟議ができていないのではないのかと思います。
　この「使用済み燃料」と「止まった原発の維持」について国民が理解できる明確な道筋を示さなくては、どのシナリオを選択したとしても信頼されないと思うのです。この2点について熟議しそれ
が多くの国民の納得できる形で提示されることを望みます。
　そしてやはり一度事故が起きてしまったら、このように解決が非常に困難な問題を国民に押し付けてしまうような原発はいずれなくす必要があるとも思います。
　もちろん何十年か先にはすべてを解決するような技術が現れるかもしれません。しかし少なくともこの地震の多い日本という国では、そして一度事故が起きてしまった以上は、そしてその後の
事故対応や大飯原発再稼働時に「事故が起きたらこうする」という指針は示されず「絶対安全」。このような現状では正しく運用できっこないと思うのは当たり前です。せめてシビアアクシデントが
起きた以上、「シビアアクシデントが起きたらこうします」というアナウンスは必要であったと思うのです。
　全ての人の心を汲み取ることは難しいことではありますが、多くの国民が納得できる落としどころがなければ、社会への不信や不安は高まるばかりです。
どのシナリオが選択されるにせよ、答えが導き出される過程を明らかにし、反対意見に対して口をつぐむのではなく、丁寧な説明を繰り返す誠実な対応を心がけて欲しいと思います。

55564 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発０シナリオを選択 原発ゼロシナリオを選択。未来の人類と他の生命体維持のため

55565 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成です。原発がほぼ稼働してい
ない現在の収支を明確にして、2030年といわず、一刻
も早く原発を保有しているリスクをもゼロにする方向で
の施策をお願いします。

現在の原発の稼働状況、2011/3/11前の稼働状況、爆発事故後の費用(損害賠償も含む)を計算、さらに地震が起きる可能性を考え合わせれば、原発ゼロシナリオ以外を選択する余地はない
と思います。数字を明らかにする術を持ち合わせていないので、ここで個人では計算できなくて悔しいですが、少なくとも、人の命に関しては、お金に換えられるものではありません。
今まで何も知ろうとせず、福島や浜岡、茨城など、原発設置県の方にだけはかりしれないリスクを負わせて、電気を使っていたことを恥ずかしく思います。
過去は変えられませんが、未来は変えられるはずです。
どうか、自分たちや今経済の利をこうむってきた大人たちだけではなく、子供達や、まだうまれてきてもいない未来の日本人のことを考えてください。
世界にも恥じない日本人の智慧を、いまこそ発揮すべく、歴史的な転換を期待しています。

55566 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発依存度は0%が妥当。なお、2030年までではなく、
即時廃炉が望ましい。

原子力を使った発電は、万が一事故が起こった際の被害が甚大であるだけではなく、使用済核燃料等の放射性廃棄物の現実的な廃棄方法もなく、なおかつ発電から取り壊しまでのすべての
行程において被曝労働を生む発電方法。
特に使用済み核燃料の保管については使用済み核燃料が増加すれば増加するほど、費用、リスクともに増大化する。
これ以上の費用負担およびリスク負担の増加に見合うだけのメリットを原子力発電所は有しておらず、即時全ての原子力発電所を廃炉が妥当。

なお、電力需給については、国内工場の海外移転が進んでおり、2012年夏も結果的には電力需給が逼迫することはなかった。
今後は既存の火力発電所の高効率化と、再生可能エネルギーの拡大、省エネ化を進めることで、国内の電力需給の更なる安定化を図るとともに、新たな産業育成が可能。
原子力発電所の即時廃炉は、原子力発電所を維持する以上のメリットを有していると思料する。

55567 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。 福島原発事故がまだ復旧できておらず、人類の叡智をもってコントロール不可能なものはやめるべきです。放射能がどれくらい生態系に影響するかもはっきり分かっていないし、核廃棄物の処
理の問題も解決できていないのも理由です。
脱原発をすることで、自然エネルギー開発、新しい日本の動きができ、これを世界に輸出していけば、国際競争力も同時に実現できると考えます。

55568 個人 無職 ６０代 男性 日本国憲法第二十五条「すべて国民は、健康で文化
的な最低限度の生活を営む権利を有する」を最優先
したエネルギー・環境政策を実施すべきである。原発
はこの点から非現実的であるので、一刻も早く無くす
べき。

１．日本国憲法第二十五条の意味は、「すべての国民」が、「健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する」ことであり、至極当たり前のことを述べている。しかるに、原発事故が証明し
ているように「福島」の被災者の中には、元の住まいに戻れない人も出かねない。明らかに憲法に反している。原発事故の本質である放射能汚染は今後も確実に増加するので、原発を無くさな
い限りますます憲法２５条に反する状況になる。
２．「放射能汚染は今後も確実に増加する」理由
(1)放射性廃棄物を、人類が存在する限り安全に処理する技術開発は不可能である。その証拠が現在の研究状況である。放射性廃棄物による環境汚染も今から深刻にとらえなければならな
い。
(2)戦争での核兵器使用や大気中核実験による放射能が今も環境放射能の一部を　構成していることは周知の事実であり、世界中で原発を増やしていけば、環境放射能の数値が増加すること
は火を見るより明らか。
　　なぜなら、放射能は原子核の世界のことであり、生命のかけらも存在でき　ない高エネルギーの世界のことである。したがって、放射性物質が我々の生活空間に出てしまうと制御不可能であ
る。これを悪用したのが核爆弾であり、日本の原発も核兵器開発という憲法第２５条から見ても狂っている意図が潜在している。
　　放射性物質は厳重に閉じ込めておくしかないのだが、それが我々の子子孫孫まで確実にできる技術は不可能である。理由は原子核の世界のことは、人類の知恵を超えているからである。
３．世界中が健康で文化的な生活望む方向に向かい、結果として、高齢社会になる方向が見えているのだから、先頭を行く日本は、エネルギーも環境も真に安全なものを開発することに尽力す
べきであり、その能力も生活の知恵も　日本人にはある。その覚悟の表明が、官邸前のデモであろう。
４．経済界のトップが言う「非現実」は、逆に最も現実的な選択であり、創造　的問題解決力のないトップは早く退かないと日本の将来にマイナスである。

55569 個人 学生 ２０代 男性 [その他] 電力需要の削減により注力し，継続的な議
論の継続と，地域の状況に即した小規模な再生可能
エネルギー開発を促進するべき

　前提として，再生可能エネルギー全般は発展途上にある技術であり，将来の不確実性が高い．また，原子力発電もハード，ソフト面でのシビアアクシデント対策，放射性廃棄物の処分方法の
観点から，再生可能エネルギーと同様に発展途上の技術であると考える．従って，2030年時点で，上記の技術の発電比率を高く設定することはリスクが高く，リスクを取るにしても国民的な議論
が不十分であるためあまり現実的ではない．
　そこで，現時点では電力需要の削減，省エネに勤めることが重要であると主張したい．政府による2030年における電力需要予測は，基本的に人口予測に基づいていると考えられる．しかしな
がら，既存の省エネ技術の導入によって，より多くの需要減が望めると考える．例えば，家電や電力設備の更新の促進や，PHVやEVの普及による化石燃料使用量の削減，火力発電の高効率
化である．これらの技術はすでにある程度確立されたもので，再生可能エネルギーや原子力と比較して，導入時のリスクは相対的に小さい．また，電力需要の削減は将来に渡って，不可欠な
対策であり，無駄な投資になることはない．その他にも，民生，業務部門での電力需要の削減は，電力使用量の削減につながり，必ずしも経済的な損失を伴うものではないという点，省エネ技
術は日本企業の得意とする分野である点が利点として挙げられる．
　次に，今夏に2030年のシナリオを設定することは拙速であることを指摘したい．東日本大震災以降，エネルギーに関する国民の興味・関心はこれまでにないほど高まっている．ただ，エネル
ギーに関する社会の理解は，政府提案のシナリオを含めて，まだ不十分であり，現実を踏まえていない感情的な主張も散見される．もし，今年を目処に目標設定を行うというのであれば，一定
期間経過後の目標の見直しを行うべきである．
　どのようなシナリオを選択するにしても，再生可能エネルギーへの導入は不可欠である．特に2030年までの短期間であれば，地域の状況に即した小規模な電源の開発に特に注力すべきでは
ないだろうか．FIT制度によって再生可能エネルギーの拡大が期待されるが，企業間の価格差がついている現状では，過度な期待は出来ない．短期間では，設備投資が小さくてすむ小水力や
地熱発電など，その地域の状況に即した小規模な再生可能エネルギーの選定を自治体に働きかけ，データの蓄積を行うことも普及と同様に重要であると思う．
　最後に，今回のシナリオでは，発電電力量の構成が議論されているが，1次エネルギーの構成比も併せて議論すべきであると思う．

55570 個人 自営業 ５０代 女性 ０％に舵を取り、新しい技術やシステムをイノベーショ
ンし、世界のモデルになってゆくことが必要。
子子孫孫まで影響を及ぼすリスクを抱え続けること
は、国力を弱める。
地球のリーダーたる日本に成長の時

０％を目指すには、古いシステムから新しいシステムへ移行するための、想像を絶する知恵と労力とコストを覚悟しなければなりません。自然災害による被害だけならば、震災からの復興はもっ
と進んでいたでしょう。原発によってうみだされる半永久的に解決できぬ問題を抱えてしまったからこそ、無限の苦しみを抱え、非生産的なエネルギーを費やし続けねばなりません。
あるはずのないと言われたたった１回の事故でこのありさまです。事故の可能性がどんなに低くても、たった１回おきたら、子子孫孫まで影響を及ぼす解決のしようのない問題。いつまでこのリ
スクを抱え続けるのでしょう。

相対的に見たとき、国力を弱めます。

発展途上国に古くなりつつある行き詰った技術を売って生き延びていくより、世界が求めている新しい価値、技術を創造し、世界のモデルとなっていくことこそ日本の使命ではないでしょうか。

いのちに対して最も責任のとれる進路に舵を取っていただきたい。

原発という人智を超えた技術を生み出してきた日本の優れた頭脳をもってあたれば、豊かな自然を生かした技術と新しいシステムをうみだすことは可能でしょう
広島・長崎・福島という大きな悲しみを経験した日本。
同じ苦しみを世界の他の国々に味わわせない地球のリーダーたる日本であってほしい。

日本という国の未来に希望を持っています。どこに舵を取るかそれによってすべての現実は、新しい未来に向かって動き始めます。行き詰った未来より、新しい国づくりに向けて国民一丸となっ
て意識を変えて、とりくんでいくことにエネルギーを向けていきたい。国民も覚悟します。

55571 個人 自営業 ５０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 シンプルなことです。人間が制御しきれないとわかっている以上、原発はやめるべきです。

55572 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 今夏の猛暑にもかかわらず、電力不足が生じていな
い現状を見ると、原発は不要である。

今夏猛暑と言われながら、動いている原発は大飯の２機のみ。
この２機も火力発電所を動かせば、不要であることが明らかになっている。
これで「電力が足りないから大飯を再起動する」というロジックも破綻。
結局コスト高で電力会社の負担が大きくなるから大飯を再起動させたというのが真実だった。
１年でもっとも電力を必要とする夏に全国で２、３機しか動いていなくても、さしたる電力不足になっていない現実を見れば、今後の省エネ技術の発達と節電意識の高まりによって原発は０でよ
い。

55573 個人 その他 ５０代 女性 『２０３０年のエネルギー・環境に関する３つの選択肢・
原発依存度を基準に ゼロシナリオ １５シナリオ ２０、
２５シナリオ』についての意見

 ゼロシナリオを支持します。
福島の事故で、原発とは共存できない事を学びました。
生命、未来、食の安全、環境、経済、他国への信頼、など損失は膨大でした。
また放射性廃棄物、原発事故処理、廃炉などコストもかかります。
原発依存が高いままでは、負の遺産を先送りすることになります。
地震列島には、リスクが高すぎる原発依存からの脱却と、
代替えエネルギーへの方向転換を、切に望みます。

55574 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 原発を利用する限り、海外からのエネルギーを頼りにしなければならず、
政治的にも常に弱い立場です。
世界経済も日本の経済も落ち込み傾向にある今、
日本は、自国でエネルギーをまかなえるように意識改革するべきです。

それはまた、未来の地球の、自然や資源を守ることにも繋がります。
日本は島国であり、技術大国のはずです。
潮の満ち引きでエネルギーを得る、地熱や風力を利用するなど、
未来の日本と地球の為に、原発ではないエネルギーを活用することに
真剣に取り組んで下さい。

「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。



55575 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発依存の比率は0％にする。現在停止中の物は廃
炉にし、稼働中の物は1年以内に停止する。
当面は既存の火力、水力発電などを中心に用いつ
つ、再生可能エネルギーの低コスト化のために取り組
む。

原子力発電所が地震や津波などの被害にあった場合の生活に与える影響は計り知れない。また原発から発生する廃棄物の保管には非常に高いコストがかかり、これまでの人類の歴史を上回
るほどの長い期間、適切な管理下に行うことが求められる廃棄物もある。

さらに、万が一、戦争やテロなどがあった場合に、原発施設が悪用された場合にも、その被害の大きさは他の発電施設の場合と比べて甚大になることが予想される。

日本の人口がこれから現象に転じることを考えると、今以上の電力需要と言ううことは考えにくい。

自然エネルギーの開発と同時に、電気を控えめに使うという生活のスタイルを再び定着させていくことが重要ではないかと考えられる。
クーラーなど、100年前には影も形もなかったものであり、30年前でもぜいたく品であった。当時の日本家屋の多くは、風通しがよく、クーラーなしでも快適に過ごせるように作られていたものであ
る。

今よりは電力需要の低かった30年前くらいの生活水準に戻しながら、他方で自然エネルギーの開発や省エネ家電の開発を行うことによって、原発を使わない生活の実現は可能であると考えら
れる。

55576 個人 学生 １０代以
下

男性 １，０％　を選択 去年の３月、僕は茨城にいて放射能被曝した。

今も茨城に住み放射能内部被曝が心配だ。

日本中に原発があり、どこへいっても原発事故の心配をしなければならず、このままでは
地震大国の日本は終わるのではないかと思う。

原発は断固反対する。

55577 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発は即時廃止してください
代行エネルギーみつかるまで節電したらなんとかいけ
るとおもいます。

大停電のリスクをとるかメルトダウンのリスクをとるかなら確実に停電の方がまし。原発にかかる予算今からかかる賠償考えたら予算もかかりすぎ、それでなくても維持に金かけて処理できない
放射性物質をまたつくるなんて、頭わるすぎ
  日本の経済は落ち込み先進国からははずされると思う。新しい開発とかで返り咲きしないかぎり。その為にも新しい代行エネルギーの開発予算かけたほうが生き残りできるから原発即時廃止
を求めます。

55578 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ゼロシナリオ。国民が、原発に対する正確な情報を得
る事が困難である限り、原発との共存はできない。例
え、一機でもだめ。
廃炉後の情報提供と管理体制も構築して行かなくて
はならない。

政府がやる事の全てを疑う時間や、国民同志が争う時間は、無駄。
わざと、無駄な時間稼ぎをしようとする様な感覚が少しでもあるならば、政府は腐っているし、原発を取り扱う資格の無い人間の集まり。
残念ながら、原発事故は起きてしまった。
今までの様にはいかない。
原発を稼働させる限りは、原発に関する正確で偏りの無い情報を、簡単にチェックできる様なツールを積極的に開発する必要があると思う。それができれば政府は、少し正常化していくのでは
ないか。

55579 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発の即時完全撤廃、稼動０％即廃炉を希望します。 原発事故により避難を余儀無くされ、生活は激変しました。
食品の汚染は全国にひろがり、汚染資材により農業も脅かされています。
命を脅かすほどのリスクばかり。
電気にこんな莫大なリスクを背負う価値はありません。

55580 個人 自営業 ３０代 女性 ゼロシナリオ即時 即刻０パーセント。
人を犠牲にしないと成り立たないような原子力は必要ない

55581 個人 自営業 ３０代 女性 原発は即刻ゼロに エネルギー環境に関する選択肢に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《即原発ゼロへ。弱者の保護を優先》

大飯原発、志賀原発、敦賀原発。ほぼすべての原発直下に活断層。日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」。そんな中、原発を維持するのは間違い。電力は足り
ている。即刻ゼロに。再生可能エネルギーの普及に努めるべき。

55582 個人 自営業 ６０代 男性 原発即時廃止 ・原発は不当利権の温床である。
・電力は原発無しでも十分に足りている。
・人類に原子力を扱う能力はまだまだ無い。
・原発を攻撃された場合、非常に危険である。

55583 個人 自営業 ５０代 男性 原子力発電のリスクと必要性、そして経済発展と将来
のエネルギーについて考える。

まず、先日の福島の事故をもって、それがどのような状況下でも原子力は壊れないと言っていたものが壊れた時点で、原子力の信頼性はなくなった事は間違いありません。加えて事故が及ぼし
た影響についても、今後住む事はおろか、使用できない土地が出来、広範囲にわたった汚染の影響が将来どのような形で出てくるのか分からないなど、原子力を使った発電がもたらした恩恵よ
り、リスクのほうが大きいのは言うまでもありません。また放射性廃棄物の処理の問題が解決されていない、そして古くなった炉の廃炉を考えると、結局この原子力発電での40年得た経済発展
での利益などは、こういった原子力にともなう今後の処理・リスクに対して、その余裕をすべて使い切るのではと思われ、何の為の原子力発電だったのかと、疑問すら生まれます。そして、もし福
井県など関西圏で今回のような事故が起きれば、ニッポンの東西は壊滅的な打撃を受け、もはや国は立ち直る事はできないでしょう。今、考え治さないと行けないのは、このような国が滅びるリ
スクを負ってまで、原子力で発電をしないといけないのかと言う事ではないでしょうか。原子力に費やした開発費で、他の発電方法を開発しなかった事が今は悔やまれてなりません。私達は原
子力が必要ではなく電気が必要なのです。中には武器製造のためや個人・又は団体の利益のために原子力が必要な人もいらっしゃるでしょうが、もはやそのような個人的な目的で国の政策を
決めるのは時代が違います。今は真の意味で国と国民の将来を考える時代なのです。現在の多くの発電方式は、最後には発電機が回れば電気が生まれるのですから、原子力に頼らずこれか
らは地熱や波、太陽などの自然エネルギーでまかなえる比率を増やすべきですし、こう言った研究も続けていくべきです。しかし、原子力や核融合、また今後生まれる新しい理論に基づいたエ
ネルギー開発の研究も引き続き行うべきだと思います。
経済発展とは聞こえが良いのですが、あれだけ猛威をふるっていた家電業界も数年で地に落ちました。この経済発展にはどうも上限がなく、発展しても時代が変わる度に浮き沈みが激しく、 経
済の仕組みもいままでの旧体制ではどうも良くなさそうです。
この100年は発展ばかりを急ぎ、結局汚染だけが残ってしまった感じがあります。これまではそれで良かったと思いますが、そのような考え方が今後も続かない事が良く分かったのではないで
しょうか。上手く経済の事も念頭に入れ、原子力を撤廃し、太陽・地熱・波・風などを利用し、自然とのバランスをとるのエネルギー政策を求めます。

55585 個人 その他 ５０代 男性 「”０”選択」以外考えられません。
即時、全原発廃炉しかありえないでしょう。

既に、関東圏でも健康被害が出てきています。
今現在でさえ、事故は進行中で、多量の放射性物質が漏れ続けています。

危険地域からの避難。
食料汚染からの放射能防護対策の徹底。

若者の一部は、既に海外移住を真剣に考え始めています。
もう間に合わないのかも知れません。

55586 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ」で即時 ０％を希望します 爆発したら原子爆弾。原子力は自然界を滅ぼす人の手に余る危険なだけの物。

55587 個人 その他 ４０代 女性 (1)のゼロシナリオを選択します。 原子力発電にはまったくの安全は保証されません。そして、福島の事故のように、ひとたび事故を起こせば、国土にも国民の命や生活にも経済にも取り返しのつかない被害を出すことをまのあ
たりにしました。しかも日本は地震や活断層の多い国で、そのような土地で原子力発電を行うことはリスクが大きすぎます。また、このような大変危険な発電方法を扱うには、日本は力不足だっ
たことも今回明らかになったと思います。過酷事故を想定すること、および、想定しての対応を考えていなかったことを見ても明らかです。これでは世界からの信用も失いかねません。なので即
時ゼロを訴えます。

エネルギーと経済を強く維持して世界に対することも大切ですが、盲目的につき進んで利益を得たり強さを競ったりする時代は、ヨーロッパや他の国々ではもう過去のものになりつつあります。
世界では、市民、国民、一人一人が知性や経験を重ね、ものごとに自覚的になって、地域単位でエネルギーの自治までもしていかれるレベルに達していて、実際にそのような自治も実現されは
じめています。日本ではまだ国民一人一人の知力と自治に参加する自覚的な力が弱く、強く育っていません。この力が身についているかいないかが、これからの世界の進化についていかれる
かどうかの境になると思います。投資は原子力にではなく（廃炉作業にはもちろん必要ですが）、国民にこのような力を今すぐにでもつけさせることに行うべきだと思います。

55588 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 シナリオゼロは当然です。2030年ではなく今どうする
か、国民がどうしたいと思っているのかを聞くべきでは
でしょうか？

国内の原発の耐用年数は2030年までの18年間何をするのか、政府のすべき行動がみえません。ＣＯ２削減などと言っている場合ではない、東海、東南海地震が来て、国内の原発が制御不能
になれば、日本は滅びてしまいます。それまでに耐用年数の来ているものから順次廃炉にすべきです。時の猶予はありません。玄海原発が爆発すれば、日本で安全な食料はなくなります。世
界中の気候変動が激しくなり、食糧も海外に頼れない現状です。日本の食を守るためにも原発は即効廃炉とすべきです。原発がなくても十分電力は足りています。原発の事故補償を考えたら、
こんなコストは無意味です。それに今は円高で燃料が安く入手できているはずなのに、電力会社の天然ガスが異常に高値なのは、どこかで談合しているのでしょうか？政府はもっと厳しく目を
光らせてほしいです。国民の目線で政策と立ててほしいです。

55589 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを選択すべき 稼働をける限り、最終的にどのように処分されるのか先行きの見えない放射性廃棄物が生み出されることを思えば、可及的速やかに原発は廃止すべきと考えるので、「2030 年までのなるべく
早期に原発比率をゼロ」に賛成する。
原発はクリーンエネルギーではありえない。福島の事故がそれを証明している。意見を品定めをしている時間がもったいない。

55590 個人 自営業 ４０代 女性 原発に反対です。原発の再稼動にも反対です。 原発が絶対に安全とはいえないことは、東日本大震災で明白になりました。これ以上、日本の自然を破壊しないで下さい。我々、我々の子どもたちが安全に生活していける環境を残して下さ
い。日本は世界に誇れる素晴らし文化を持っています。原発事故は、人々の生活、文化までも一瞬にして破壊します。地震の頻発する日本で原発を稼動させることは、狂気としか思えません。
正しい方向へ転換するのは、今しかありません。

55591 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発いりません 風力発電、太陽光発電で、国を維持するために、国策を考えて欲しい。

55592 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 第三世代原子炉を利用しつつ核融合炉の開発を視野
に。

原発アレルギー、経済的問題により、新しい原発が作ることが難しくなり、安全性に欠ける古い原子炉をだましだまし使うことに問題がある。
第一世代、第二世代の原子炉は順次廃炉。第三世代の原子炉は利用するのが合理的。
もちろんそれなりの安全性を担保する手続は必要。
代替エネルギーとしては当面LNG等の化石燃料に頼ることとなるが、過度に依存するようになるとエネルギー安全保障面や輸入のためのコスト面が問題となる。
太陽光や風力などの自然エネルギーの活用はするべきだが、現状は電源の安定供給性、コストパフォーマンスで劣るように見える。
小型核融合炉の開発と実用が実現できれば大部分の問題が解決できるのではないかと思う。

55593 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発はゼロに。 原発がないと電気が足りない以前に、

そもそも使用済み核燃料を処分するすべがないのに、これ以上原発推進することに未来はあるのでしょうか。
今から廃炉を推進しなければ、結局ずるずると現在稼働している原発を使い続けなければならない。
今やめる決断をしないで先送りしても状況は何も変わらない。

新しいエネルギーの開発に税金を使うべき。

55594 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発は今後ゼロ！すべて廃炉に。日本は今回の事故
から学び、危険な原子力発電から退くべき。

今回の福島の事故を受け、原子力発電の安全神話はすべて幻であったことは明らか。今回の事故で受けた経済的、肉体的、精神的損害を考えれば、原発と言うシステムが本当に危険で、非
経済的で、地球そのものの環境を著しく害する物である事は明らか。
経済的な事をあげ、原発を未だに推進しようと言う意見がありますが、
子供たちの健康を犠牲にし、人々から住まいを奪い、美しい環境を奪うもの。それらをすべて犠牲にしてまで原発を推進しなければならない理由はどこにあるのか、全く理解できません。

原発は今すぐゼロ！廃炉に。

昨年の福島第一原子力発電所の事故以来、これほどまで議論が沸騰するということ自体原子力発電という方法に問題があると言うことではないでしょうか。
躍起になって「日本の原発は安全です」と言ってきたこと自体「安全とは言い切れない」ことの裏返しだったわけで、今回それが明らかになりました。安全であると言い切っている以上非常時の訓
練はやる必要がないという言い訳に至っては、笑止千万といったところです。
津波の大きさが「想定外」だったということも、地球そのものの歴史から見れば人類が記録にとどめている歴史など微々たるもので、そこに勝手な「想定」などあってはならないのではないでしょう
か。（記録された歴史の中にでさえこの規模の津波があることは、震災後明らかになりました）

原子力発電が本来持っていて、チェルノブイリ以降原子力発電を推進してきた側が一生懸命隠していた不安が一気に国民にばれてしまったのです。

ここまできても原子力発電にこだわる人たちのことがむしろ信じられません。

また、そういった人たちが再稼働を進める本当の理由が見えてこないことも、原発ゼロ････しかも即刻ゼロを求める理由です。
原発が稼働できなければ電力不足に陥るという言い訳がうそであることは明らかにされています。
緊急の停電でシステムに障害が起きるので、なるべく余裕を持たて電力を確保するべきという主張は、蓄電施設なり、自家発電装置の設置を必要な家庭や事業所が、それぞれ進めた方が効
率的ではないでしょうか。
うがった見方をすると、蓄電や自家発電をしてほしくないから、そういった技術の開発を意識して遅らせてきたのではないでしょうか？自然エネルギーも然りです。

自然エネルギー利用に限界があることは承知しています。
かといって、原子力発電に頼らなくてはならない道理にはつながりません。

また、買い込んでしまったウラン燃料の処理に困るというなら、事情を公にして、最も新しく、安全度が高い原発を優先して稼働させるという方法があると思うのですが、そういった動きがあるよう
には聞いていません。
むしろ大飯原発は危険な原発の１つではないのでしょうか。

まだまだ不安要素をあげればきりがありません。
説明されないから不安は広がります。

というか、原発は安全ではないので、「安全だ」という説明が出来ないのではないですか。
一度広がってしまった汚染がどのようなものかは、福島を見れば明らかです。これだって「いつまでに除染が完了する」と説明しきれないはずです。

もう、国民は騙されません。
それどころか、今度ばかりは「忘れてなるまい」という声が強いです。
そういった国民の願いに応えるためにも、せめて「ゼロシナリオ」を！いや、一歩進んで「原発は二度と稼働させません」と宣言していただきたいものです。

55584 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 私は(1)のゼロシナリオを支持します。最大の理由は、
人類が制御できる目処も立たない技術に電力供給を
頼ることが認められないからです。使用済核燃料の処
理に関して、技術に目処が立っていないのも理由の１
つです。



55595 個人 学生 ２０代 男性 迅速な原発廃炉を最優先事項とすべき 再び原発事故を起こしたらどうするのか？安全対策の出来ていない原発を再稼働などもってのほか、多少日本の経済力が低下しようが、安心して住める国土を確保するために今すぐにでも原
発を廃炉にすべき

55596 個人 自営業 ４０代 女性 2030 年のエネルギー・環境に関する3つの選択肢の
中から、1ゼロシナリオを選択いたします。

人間は自然の力を操作する事は不可能です。
その中で今回の福島原発の事故が起こりました。

この先、どんなに技術が高められようと、自然の力を超える事は不可能なのです。

もう、原発にこだわる理由がみつかりません。

55597 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 直ちに「ゼロシナリオ」にすべきです。 　福島第一原子力発電所の核燃料はコントロ－ルできていないし、コントロールできる見込みがないと思います。他の日本国内の原子力発電所の核燃料についてもコントロールできないにもか
かわらず安全対策がおろそかにされています。

　使用済み核燃料の処分についても、現在保管するのみで処分に至っていません。又、使用済み核燃料の放射線の影響は今後何世代も続きます。
　再生可能ネルギー３５％より多く推進するための予算をもっと増やすべきと思います。直ちに始めるべきです。

55598 個人 学生 ２０代 男性 原発ゼロシナリオで即時撤廃希望。 お金のために生きているのではない。

55599 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオ 原発はいりません。
即時完全停止、廃炉へ向けて動き出すべきです。

55601 個人 自営業 ２０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。 この災害の多い日本には適して無いと思います。

55602 個人 学生 ３０代 男性 １５シナリオ １５シナリオが最も現実的である。「ゼロシナリオ」は見通しが甘すぎる。現存の原発を廃炉し、残存燃料を処理し、当該地域に代替産業を興す為のコスト及び費用の見積もりは十分か。国際情
勢の変化に伴う化石燃料の供給不足及び価格高騰を考慮しているか。自然エネルギーで定規格電圧を安定供給できるか。他方、「２０～２５シナリオ」は努力不足が明らかである。
この問題はリスク／リターンを天秤にかけないと結論が出ないはずであるが、示された「シナリオ」では明確になっていない。原発維持の「リスク」は自明というスタンスであるが、今回事故を教訓
とした安全強化策を施すことで、大幅なリスク低減が図れるはずだが、考慮されていない。また、ゼロシナリオ実施に当たって誰がどの程度負担を強いられるかの説明がなされていない。大半
の国民は「事故が起こるかもしれない」という恐怖感だけで判断した結果、急進的脱原発に走っている。
自然エネルギー導入、既存原発の廃炉などを実施してリスク／リターンを明白にしてからシナリオ詳細をつくりなおし、再度意見公募すべきである。
国際的に脱原発が進んでいない（中国、ベトナムなど）ことも考慮すべきである。これらの国に対し競争力で不利になると同時に、これらの国で事故が起きた場合、不利益だけを被る怖れがあ
る。ここからも、今回事故を教訓として世界の規範となる原発安全技術を確立すること、漸次的な脱原発をすることが最も現実的と考えられる。

55603 個人 その他 ５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を求めます。東日本大
震災と福島第一原発事故による大きな犠牲から最優
先で学ばなければならないことは、持続可能な社会の
ためには、まず原発の稼働を止めるということだと考
えます。

　東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所の事故による大きな犠牲から最優先で学ばなければならないことは、持続可能な社会のためには、まず原発の稼働を止めるということだと考
えます。その意味で、私は「原発ゼロシナリオ」で即時０％を求めます。
　再生可能エネルギー利用の推進と電力需要への対応、化石燃料依存の低減と温暖化対策、経済社会への影響や負担の問題は、既に市民や専門家からも多くの提案や意見が出ているよう
に、すべて民・学・産・官の協働（こういうときこそ「協働」の力を発揮するとき！）努力によって、困難はあっても改善可能な課題であり、そこにかけるコストと、原発の稼働継続による破壊的なリ
スクおよびコストとを天秤にかけるなら、前者を選択するべきなのは明らかです。すべての人が安全・安心な社会に暮らせるようになるためには、その方向しかないといっても過言ではないと思
います。
　この考え方は、社会状況を的確に反映した「社会的合理性」にも基づくものです。公害の歴史を例にとるまでもなく、また今回の福島第一原発事故に鑑みても、「科学的合理性」や「経済的合
理性」に基づくだけでは、生命・健康・（社会の）持続可能性を守れないことは、既に立証されていると考えます。「科学的合理性」や「経済的合理性」が貫徹されても、人間とその社会が存続でき
ないのでは意味がありません。人間と社会の存続にとってリスクがあるときは、まず一旦、事態の進行を止め、しっかりとした政策と対策をできる限り早急に構築することにこそ、政府行政は全
力を注ぎ、そして市民・企業・専門家等はそこに協力することが何より優先されるべきだと考えます。

55604 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 2030年までに完全な脱原発を望み、
「原発ゼロシナリオ」を選択します。

　「原発ゼロシナリオ」を強く強く望みます！
　
　原発はどんなに厳重な安全強化をしたところで、核廃棄物は増え続けます。
　どんなに科学が進歩しても、ヒューマンエラーも失くすことはできません。

　日本のような地震大国では、他国のように地中深くに何万年も核廃棄物を
捨てておくことは危険すぎます。
　廃棄場所も、また札束で貧乏な地域に押しつけることになるでしょう。

　日本は核戦争で負けて、再び福島原発事故で原子力に完敗したのです。
　このことをしっかりと自覚して、国がまた貧しくなったとしても、
また一からやり直すべきです。
　安全な土地、安全な食材を探してウロウロするのはもうゴメンです。
　今でも生活は大変厳しいですが、脱原発のためにさらに厳しい生活に
なることは覚悟できました。

　「原発ゼロシナリオ」以外の選択肢は、まやかしでしかありません！

55605 個人 自営業 ４０代 女性 原発は確実になくすべきと考えますので、ゼロシナリ
オを支持します。

昨年の福島原発事故以前は「原発って安全なのだろうか？」という漠然とした思いがありましたが、事故以後、原子力発電の存在そのものの危険性、また廃棄物の処理方法が何百年後まで危
険を伴うものと知りました。事実を知ったからにはこれ以上増やすのはもってのほか、今あるものは段階を踏むにしろ廃炉にし、危険のないエネルギーへ転換していくべきと考えます。

私の住む茨城は東海原発が存在し、関連の職業に従事する人が沢山います。その人たちにすれば、仕事を奪われる心配もあるでしょうが、このような事故を起こした日本国民こそ、世界へ向
けてよい例となるようなクリーンエネルギーへの転換を見せるべきではないでしょうか。今まで原子力関係の仕事に重視されていた方々にはクリーンエネルギーの研究開発など、何か雇用を保
証するような形は出来ないか、皆で知恵を出し合って考えるべきだと思います。
省エネを低エネと考えるのも良いかと思います。夜は無駄に明るすぎたと思うし、夏の冷房も寒すぎでした。
人はもっと自然と上手く向き合い、人としての身の丈に合った生活を見直す機会が今、与えられているのだと思います。

55606 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ３つのシナリオのうち「ゼロシナリオ」を支持します 「エネルギー・環境に関する選択肢」の3つのシナリオのうち、私は「ゼロシナリオ」を支持します。

福島第一原発の事故により我々国民は大きな被害を受け、その被害がさらに拡がっていくという恐ろしい状況に日々直面しながら生活することを余儀なくされています。

事故が発生してから今日にいたるまでの政府や東京電力の動きを見るに、開示されるべき国民にとって必要な情報が隠蔽されていたり即刻取られるべき対策が後手後手に遅れてしまっていた
りすることが多発しています。この現状を見る限り原発に関して信頼できるレベルでの安全保障が早急になされていくとは到底考えられません。もしこのままの状態で「地震大国」と称されるほど
地震の多い、しかも狭い国土の中に多くの人々が生活をしている我が国において現存している原発を存在・稼働させ続けることを考えると、これは余りにもリスクが大きすぎます。

もちろん一つの選択をするということは他の選択にはないリスクを引き受けるということに他ならないと思います。他の２つに比較して大きな幅でエネルギーのシフトを行うためのコストが小さくは
ないであろうこと、そして国民の理解と協力を基に数々の規制を行なっていかなくてはならないこと。決して楽な道のりではないはずです。しかしそれでもそのリスクは福島第一原発で実際に起
きてしまった（ということは即ち二度、三度と起こる可能性が決して少なくない）事故が起こりうる原発をこのまま稼働させていくリスクに比べれば決して大きなものではない、我々が引き受けるべ
きリスクだと考えます。

55607 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます。

費用がかかることは重々承知ですが、自然エネルギーへの推進をもっと進めてほしいです。そうすれば、必ずしも原子力発電に頼り切らない未来を描けるのではないでしょうか？

原子力発電所で働く人がいて、原子力発電所があることで地域が潤っていることも承知です。何故なら、火力発電をしていた時代もそうだったからです。しかし、火力発電が原子力発電に変わる
ことで、炭鉱町は寂れ、夕張市のような自体にも陥っています。これから自然エネルギーに切り替えることで、同じような弊害は出てくるかもしれませんが、そこに対策を投じるのも政府の仕事な
のではないでしょうか？

電力が足りなくなるからというのも、国民の私たちはどれが真実で、どれが虚偽なのがわからないのが現状です。ただ、真実がわからなくても、原発ゼロシナリオを選びたいと思っています。

55608 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ０％シナリオは非現実的と考えます。
火力発電を増やすのは燃料が調達できなくなったとき
が怖い。よって、２０～２５％シナリオが妥当だと思い
ます。

これ以上日本国民が貧乏になるのはどうかと思います。
原子力を止めることによって日本の経済が低迷して、国の力が落ちるのは良くないと思います。
安全が大前提で原子力発電を活用するべきだと思います。

55609 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオですすめるべき。 原発の比率は、ゼロシナリオで行くべきである。
福島原発事故により下記の事が明確になった。
・事故発生確率が地震発生に依存すること、
・事故が起きた際の生命や環境に及ぼすダメージが大きいこと
・事故防止につながる組織的、技術的対策に不備があること

加えて、核廃棄物の処理問題に課題があることは明確である。
よって、原発を無くすゼロシナリオで行くべきである。

55610 個人 家事専
業

４０代 女性 私は「ゼロシナリオ」を選択します。
ただし、2030年までと悠長なことではなく、　即時に原
発をゼロにすることを強く希望します。

電力業界は隠蔽している！

原発利権は許せない
子供たちを守りたい！

55611 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオで即時０％を希望します。 地震国である日本にこれ以上危険な原発を稼働させることに反対です。

55612 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオ、それも直ちに 大飯を含め、一旦、全ての原発を停止したのは何のためか。『安全』のためではなかったか。
いつまた、『想定外』の地震や災害が起こるともしれぬ今、そもそも『１００％安全』などが幻想に過ぎぬと分かった今、それでも原発を再稼動する愚かさは決して受容できない。
フクシマの事故すら責任が取れず、収束どころか被曝を拡散させている状況で、さらに国を滅ぼす危険を冒すような原発再稼動など、言語道断である。

55613 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 ゼロシナリオ 大震災を機に原発の危険性を嫌というほど目にした。関東にいても放射能におびえて暮らす母親も多い。
地震の多い国で、地震に弱い原発と言うエネルギーを選ぶことは出来ない。

55600 個人 自営業 ６０代 男性 原発事故を１００％押さえ込むことが出来ないのであ
れば、
すべての原発を廃炉にすべき。
何が起きてもも完全に押さえ込めるという根拠の提示
と国民の了解が必要である。国と国民の信頼関係は
不可欠。

日本の原子力発電は、
虚偽、隠蔽、偽装、謝罪の繰り返しの末、東日本大震災で極めて過酷な事態となった。
天罰とか天誅とか言う人もいるが、私は、これまでの無責任な政策、稼動に対する警告と受け止めるべきと感じている。
経済的な理由で稼動させることは絶対に避けなければならない。

被害を受けて今も苦労されている方々は大変気の毒と思うが、
地理的なことを考えれば日本国としては運が良かったと言えるのではないか。
もし大都市の西に位置する原発が破綻すれば、取り返しのつかない事態となる。

３案が提示されているが、全くナンセンスな話。
原発事故を完全に押さえ込めるという根拠、それに対する国民の信頼なくして再稼動してはならない。
想定の数倍を超える地震に対してすべての点で耐えることが出来るのか？
活断層を完全に避けているのか？　テロ対応。
万が一への備え：フィルターつきベント。免震重要棟。住民退避。使用済み燃料に対する方針も未決定。

大飯原発にしても、フィルター付きのベント、防潮堤もなく、しかも活断層の可能性が指摘される中で再稼動するとは、まさに人災を繰り返そうとしていると言って良い。

しかもインドネシアの地震をみても余震、誘発地震は１０年近くたった今でもＭ９級が発生している。
０４年１２月２６日　Ｍ９．１
１２年　４月１１日　Ｍ８．６

すべてを津波起因としているが、すべてが明らかになった訳ではなく、国会の事故調は地震による破壊の可能性を指摘している。
津波の来襲に絞った過小評価に留め原発の再稼動しようとしている。

夏の電力不足を脅しに使って大飯原発を稼動させたが、
電力量の予想等これまでの虚偽、隠蔽に比べればたやすいこと。

ドイツでも太陽光発電がピークカットに役立っているが、暑い日中には太陽光発電が貢献すると考えてよいのではないか。元々夜間電力は余っているのであるから、昼間発電出来れば十分。

これまでは原子力発電に頼って再生可能エネルギーの活用があまり重要視されて来なかったが、これらに対する新たな取り組みは、閉塞状態にある日本の再生/活性化につながる可能性が
ある。
我慢すべきことは出来る国民性デモあるし、生活のあり方、地域の振興に関しても見直しを行なう良い機会と考える。

再生化のエネルギーではどうしても不足する恐れがあるのなら、ウランではなく安全で効率も良いトリウム原発の開発、実現を目指すべきであろう。新規の原発建設は難しいであろうし、現在の
ものは（１００％の安全保証が可能としても）老朽化してしまう。



55614 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します」 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します」
誰かの犠牲の上にしか、成り立たないエネルギーなんていりません。
たかが電気のために苦しむ人がでるのはナンセンス。
廃炉にするだけで、たくさんの雇用も生まれます。
今こそ、再生可能なクリーンエネルギーにシフトチェンジし、それこそが日本の新しいビジネスチャンスです。
利権、欲のためだけに子孫に負の遺産をのこさないでください。
官僚の方々が、私欲をはなれて目を覚ましてくれる事を願います。

55616 個人 学生 ２０代 女性 原発を徐々に減らしていく（最終的に原発に頼らない）
努力とそのための下準備を求める。

このような事故が起きてまでまだ原発を推し進める本当の理由はなんだろうか？
政治とは、今の現状を考えることは当然のこと、100年先を見つめた政策をすべきではないだろうか。
私はまた再び事故を起こす可能性を含んでいる原発を未来に残すという選択はしたくない。
まずは、感情に訴えることなく冷静に原発、核についての議論をする場を求める。

55617 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年時点の原子力ゼロシナリオを支持します ※今回お送りして２度目ですが以前にお送りしたものは取り下げますので、削除して下さい
よろしくお願いします

地震をはじめとする自然災害の多いこの国でプルトニウムの半減期に相当する年月、原発の放射線を安全に封じ込めることは技術の発展を見込んでも不可能と考えます。
エネルギーの供給が非常に大事であることに疑いはありませんが、震災による原発事故で私たちの国土が失われ、重大な健康被害を生み出すことを体感し、原発を使用していくことはあっては
ならないと考えます。
今までも、震災後も政府、電力会社の対応は稚拙で、原因を究明して今後に生かそうという姿勢がまったく感じられず、原発を安全に稼働させ国民の安全を守るという点で、政府と電力会社に
はその能力がまってくないと考えます。

55618 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロ・廃炉を急ぐべき 原発はひとたび事故を起こせば広範囲にわたって人が住めなくなる。これは「人権」の問題であって、エネルギー問題ではない。経済を持ちだして矮小化するな。

55619 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロ案に賛成です。 福島の事故が未だ収束していないのに、原発再稼働をする現状。
この東電～電気会社～企業～政府の腐った体制を再構築するのがまず第一歩
それをふまえた上で、原発をどうするのか、議論が始まると思います。

現状は、一部の利権のためだけに再稼働しています、みんな気がついています。
どんどん広がっています。
この状況下で将来の原発を？っと聞かれたら明らかにNOです。

科学的根拠にたってみても
コスト面、安全目、電気需用量、廃棄物問題。など国家の電気政策として相応しくないのが明らかです

以上が原発ゼロ案の理由です。

最後に、どうか本来の真っ当な心で見てください、日本という国をけがす事ないようよろしくお願いします。

55620 個人 その他 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 コスト、CO2排出量という観点から原発は推進されてきたようですが
核廃棄物の処理、事故施設の処理、放射性物質の処理などを想定に入れれば
効率が悪いことは明らかだと思います。
どんな施設、機械でも事故は必ず起きます。
これ以上日本の国土が汚染されるようなリスクを抱えたまま
目先の利益を優先して原発に頼るのは避けるべきことだと思います。
そのため、私は原発ゼロシナリオを支持します。

55621 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ゼロシナリオに賛成です 20代で一人暮らしをしています。ゼロシナリオを推奨して経済的負担になるのは、正直、辛いです。それでなくても、現状なんとかやりくりして、ぎりぎりで生活を保っています。どうしてだろうな、
世間は若者に厳しいです。とはいえ、もうこれ以上危険因子を残しておきたくない。親世代がないがしろに、見て見ぬ振りで「経済成長」に傾倒したツケを、良い加減、どこかで、それはきっとわた
したち若い世代が払わなくてはいけない。先代への失望を割り切って、苦しみを共有しながらも、楽しみに替えて、取り組んでいきたい。10年前に大震災を想像できなかったように、10年後、20
年後にもきっと、予測し得ないことが待ち構えている。そんな想定外を受け止められる基盤作りを、今、始めなければ。その、最初の一歩が、ゼロシナリオではないかな、と思っています。

55622 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロのエネルギー政策へ転換すること全て自然
エネルギー１００％とし、地産地消を原則とすると同時
に省エネを強力にすすめる。人口減少に向かう日本
社会ではコンパクトシティをめざすべき。

2011年3月に東日本を襲った大震災と、それに伴う福島原子力発電所の事故は、地震や津波の影響を受けたエネルギー・インフラの課題や、原子力発電所のリスクを日本国民は、身をもって
知り今もその影響を受けて不自由な生活また、放射能被害に苦しんでいます。まだ福島原発のリスクは続いています。人間の力でコントロールできない原発の恐ろしさを改めて再確認した私た
ちは、もうこれ以上原発によるエネルギーを使用したくないと思い以下の意見を書きました。

福島原発ゼロと自然エネルギー100%を実現した、新しいエネルギー社会をつくるためには、新しいエネルギー基本計画に、以下の5つのポイントが盛り込まれるように要望します。

1.自然（再生可能）エネルギー100％を目指すこと
新たな基本計画では、2020年に供給される全ての電力のうち、まず「25%」を自然エネルギーとすること
同じく、一次エネルギー供給の中での割合については、「15％以上」とすること
2.電力の自由化を進め、発電と送電を分離するなど、自然エネルギーを大幅導入するための次世代電力システムの整備を実施すること
新規再生可能エネルギー事業を妨げている地域独占型の電力10社体制（東京電力、中部電力、など）を見直し、いっそうの電力の自由化を進めること
発電と送電を分離し、系統を強化することによって、現在は不安定と敬遠される再生可能エネルギーの参入を促進すること （この自然エネルギーは、中小力発電、太陽光発電、バイオマス、及
び地熱、風力による発電、を指す）
3.原子力に頼らない未来を実現すること
原子力発電所の新規増設計画を全て白紙にすること
既存の原子力発電所については、安全性を確保しつつ、廃炉にむけた工程表を作成し、運転開始から40年を期限として廃止していくこと
4.地球温暖化を解決するため、化石燃料（石油、石炭、天然ガスなど）への依存から脱却し、下の目標を達成すること
温室効果ガス排出量を「2020年までに1990年比で25％削減する」とした日本政府の約束を守ること
現行のエネルギー基本計画で見込まれている、2030年までに1990年比で「30％程度もしくはそれ以上の（CO2）削減」を着実に実行すること
5.今よりずっと少ないエネルギーで暮らせる省エネ社会の実現を目指し、利便性を保ちつつ持続可能な生活を送ること
エネルギーの全消費量（一次エネルギー供給）を減少させていく目標を数値化して持つこと
省エネルギーの方法としては、LED照明、高性能住宅断熱基準、高効率ヒートポンプ、 都市の緑化、TV会議による交通の代替、鉄鋼リサイクルの進展、インバータ制御モータ の利用、カーシェ
アリング、エコドライブ、電気自動車／プラグインハイブリッド／燃料 電池車などを幅広く検討し、エネルギー需要を削減しいくことを進めていくこと。これは新たな産業を育成すつことにもなり、ま
た海外展開できる産業となるように政府として助成する。

以上

 
  

55623 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 ゼロシナリオに賛同する。 かかる費用や、電気代の高騰などマイナス面はもちろんあると認識する。
製造業などに与えるインパクトも大きいだろう。
だが、原発依存度0であるという世界。それを推し進めた時の世界に対するアピールを考えると、あきらかにプラス面が勝ると考える。
自慢できる国に私は住みたいし、子どもを育てたい。

55624 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 再稼働反対、原子力発電0％ 現状において原子力エネルギーの継続利用はもはやコストが大きすぎる「本が取れない」ものであり、中長期的には速やかな全廃が望ましい。短期的にも国民の多数の積極的承認を得ていな
いままの再開および継続は問題が多い。国民の信頼を回復しないままでの再稼働は認めるべきではない。

私は、ゼロシナリオを推します。
理由は次の３点です。
（その１）原発はアスベスト／ＰＣＢ／カドミウム 等と同様、人類が使用をやめるべき物質。
（その２）原発はひとつのミスで国家を失う程の高いリスクを抱えた産業。
（その３）廃炉は衰退の道ではなく発展の道。
以下詳しく書きます。

-----------------------------------------------------------
（その１）原発はアスベスト／ＰＣＢ／カドミウム 等と同様、人類が使用をやめるべき物質。

アスベスト／ＰＣＢ／カドミウム等は、その害に目を瞑れば、とても便利な物質でした。長い間人類は
これを利用し豊かな生活を手に入れた気持ちでいました。しかし、科学技術の発達でこれらの物質は
とても危険で、利便性と天秤にかけても、使用すべきでないと結論づけました。これは人類の英知だと
思います。
原発で生産される核廃棄物はこれと同じだと思います。人類はその英知で、「便利と解っていても
使用をやめる」という判断をすべきと考えます。

-----------------------------------------------------------
（その２）原発はひとつのミスで国家を失う程の高いリスクを抱えた産業。

今回の福島原発事故では、前首相（菅直人さん）が責められておりますが、私は彼が日本を救ったと
考えるひとりです。彼が東電の「全面撤退」を阻止しなかったら、今頃は、北海道から東京に至るまで
居住不可能な状態になった可能性もあります。つまりは、原発は一国を破滅に導くリスクを抱えた
産業と言えます。

もしも「六ヶ所村の核廃棄物が、大気中にむき出しになったら」
もしも「もんじゅが爆発したら」
きっと日本には人は住めなくなるのではないでしょうか。
隣国にも多大なご迷惑をかけることでしょう。

今の日本にそれを賠償できますか？きっとできません。
多大な犠牲と、将来１００年超に及ぶ国家賠償をを抱え続ける国になるでしょう。
人々の日本脱出は止まらず、国家の体を成さなくなる可能性もあると思います。

この高いリスクから、日本を早く開放するためにも、ゼロシナリオを推します。

-----------------------------------------------------------
（その３）廃炉は衰退の道ではなく発展の道

現在、国内の電力会社を頂点に何万もの企業がピラミッド構造を成しており、そこには多くの
雇用と生活があります。この問題をないがしろにしては、ゼロシナリオもあり得ません。

私は、原発立地地区の「廃炉特区」を提案します。
例えば、ある原発を廃炉と決めたとしても、完全に廃炉にするには数十年かかります。
「廃炉特区」とは、現在、業務契約や雇用契約を結んでいる企業／個人に対し、１０年を上限に
優先的業務委託、あるいは優先的雇用を認めるものです。

企業や労働者は、１０年の安定を手にすることができますし、この間に競争力の高い廃炉技術を
開発すれば（身につければ）、１０年以降も生き延びる可能性が充分にあります。
ひいては世界に飛躍できる企業に飛躍する可能性すらあります。

廃炉は衰退の道ではなく、発展の道としてゼロシナリオを進めるべきだと思います。
-----------------------------------------------------------

55615 個人 自営業 ４０代 男性 私は次の理由からゼロシナリオを推します。
・原発はアスベスト／ＰＣＢ同様、人類が使用をやめる
べき物質
・原発は国家を失う程の高いリスクを抱えた産業
・廃炉は衰退の道ではなく発展の道



55625 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ希望。
過剰に使用している電力は、まだまだあります。
もう二度と福島の様な事故を起こしてはいけない。
必要なのは電力では無く、国民の決断です。
原発は不必要です。嫌いです。

原発ゼロシナリオを望みます。
過剰に使用している電力は、まだまだあります。
もう二度と福島の様な事故を起こしてはいけない。
地震大国、日本では想定外の事象は必ず起きてしまう。
人災と言われているが、あの状況をコントロール出来ていたとしても、震災後は反原発運動が起きていたと思います。
それは、あの日を境に生きる意味、生活のあり方、生き方を考え直したからです。
原発は、いりません。嫌いです。

少なくとも、食料生産地からは、撤退させるベキである。
電力より必要な、食料が、水が無くなってしまったら、我慢（人間が少ないカロリーで動くように、省エネ化するとでも？電気よりも食料と水の方が必要なのは、明らかです。）では済まされない。

原発を使い続けるなら、大量消費地である首都圏（東京湾等）に作ればいいのでは？
首相官邸の横に作れば、非常事態に適切な対応が可能になるのではないですか？

それが出来ないなら、やはり原発はゼロにするベキです。
しかも、直ちに実行して欲しい。
必要なのは電力では無く、国民の決断です。

電力業界の脅しともとれる、計画停電予告。
今の所、各地危なげなく、猛暑を乗り越えています。

風の通る街の構造（近代的なエコシティの建設）等を見直せば、電力を大量消費しているエアコン不要で、快適で風の涼しい街が出来ると思います。
まずは、国民も時分事として、生活そのものを考える時期なんだと思います。

東北で被害に遭われた方々の死を胸に秘めて。

55626 個人 法人等 ５０代 女性 現存の原発を安全に維持管理することで原子力エネ
ルギーを終息させることとし、原発の新規建設は海外
協力含め愚かな行為である。

人類は地球の有限エネルギーや太陽エネルギーで生きている限り集合体として滅亡する運命からは逃れられない。人類は地球のエネルギーを消費することでエントロピーを乱しながら生きて
いるのですからそのエネルギーは人類にも用意されたエネルギーであり真摯に消費しないと地球の寿命はどんどん短くなるのは当然です。その為に人類が考えだしたテクストが科学文明だと
すれば原発事故は自然エネルギーの操り方を間違えてしまった、結果誤った文明である可能性がありその障害は恩恵に与った全ての人々が放射線の影響（感受性）に反比例する形で甘受し
なければならない。地球のエネルギーは有限ですからそのエネルギーを消費し尽くしてしまって地球が消滅することでエネルギー保存則は成り立つ。わかりやすく言えば、太陽光エネルギーに
しても地球に降り注ぐエネルギーを途中で太陽光パネルでカットすることでエネルギーを横取りしエネルギーバランスを変えてしまう。さらにメガ級の太陽光発電パネルで地表の大表面を覆って
しまえば結果的に生態系が変わったり、さらには地球の回転が変化したり、気温が下がったりすることで地球の老化を加速させる可能性はゼロではあり得ない。さらに、エコ・エネルギーのシス
テムを支えているバッテリーの廃棄、環境への影響はまだ研究さえ始まっておらず、恩恵のみが先行し代償が未来についてくる構図は原子力エネルギー利用と同じである。代替エネルギーの
開発は原子力エネルギーを推進することと同じ穴の狢的な発想にすぎないのである。一方、発想のベクトルを変えて地球上のエネルギーを出来るだけ温存するようなライフスタイルを個々が考
え実践することはとても大事です。つまりは生きるということはそう言うことなのだろう。そして人類は総和として進化しながら遅かれ早かれゼロに収束する。今回の原発事故によって直ちに原発
廃止を叫ぶのは如何なものでしょうか。築いてきた人類の英知を瞬時に捨て去るべきではない。むしろ英知を原発の安全と運営に注ぎエネルギーシステムの多様性の中で維持していくべきで
あろう。原発だけを５年先、１０年先、２５年先に、、、廃止するといった議論は無意味であり、多様性の中で安全を確立しつつ原発を利用するのが良いように思われる。現存の原発を安全に維
持管理することで原子力エネルギーを終息させることとし、原発の新規建設は海外協力含め愚かな行為である。

55627 個人 自営業 ３０代 女性 日本の風土や地形を生かしたエネルギー政策を打ち
立ててほしい。世界に先駆けて、今度は環境先進国
にシフトチェンジしてください。

原子力はもう人の手には負えないということがはっきりしました。

メルトダウンより大停電のほうを望みます。

子供たちだけでなく、地球上にすむ生きとし生けるものに愛を。

もうそういう時に来てます。

ここで無視すれば、もっと取り返しのつかないことになります。

だれもこの世の中がいいと思っていません。

最善に近づくためにも

新しいなにかを勇気をもってやるしかないです。

55628 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発を断固推進? 何れ原発の廃炉をするにも技術力の維持が必要。
この夏関西電力管内は原発がなければ計画停電間違いなしだった。
日本だけの事情だけではなく島国日本としてどんな世界情勢になったと
しても耐えうる社会構成のためには電力のベストミックスしかない。
電力コストの面からも世界と価格競争出来なければ、雇用問題にもつながる。
班目よ、はよ働け！

55629 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
子どもたちのために、これから子どもを産んで育てて
いく人たちの
ために再稼動反対します。

安全が確保されていないのに再稼動することに疑問を感じます。
政治家の皆さんは日本のためになるように働いてくださっていると思います。
では何故日本人をもっと信じてみないのですか？
電力が限られているなら、皆で協力しよう、と呼びかけないのでしょう？
ゼロシナリオが自然エネルギーや火力発電で賄おうと言うことなら
全力でそれらの技術を推進しようとしないのでしょう？
絆絆と強調する政治家やマスコミは感動させたりするだけですか？
英断を期待し、信じています。

私には娘が2人います。お腹にもいます。毎日食事が心配です。
安全な食材探しに必死です。将来娘たちが育って何か放射能の影響が
出たら…と思うとたまりません。娘たちが子どもを産みたいと願った時に
赤ちゃんに影響があるかも、と不安に思うことを考えると私たちの責任は重大です。
子どもたちのために、難しくてもゼロシナリオの方向を選ぶことを信じています。

55630 個人 家事専
業

６０代 女性 　原子力発電所をなくしてほしい。
　自然エネルギーをもっと推進してほしい。

　原子力発電所は
　核を燃料としているので
　使用済み核物質で
　地峡を汚染する。

　また
　地震国なので
　東日本大震災のような
　大きな震災のあった場合には
　福島のように
　大きな被害をもたらす。

55631 個人 自営業 ４０代 女性 原発は停止、廃炉へ　代替エネルギーの開発に早急
に押し進めて欲しいです。
原発の現場で人に従事させずではなく作業用ロボット
を作ってください
原発の後処理の研究に国力を注いで欲しいです

放射能による生物や環境への悪影響は述べるまでもありません
過去のデータや安全基準というものを科学的論拠と言っても大きな事象の中で計れる（つもりでいる）ことはわずかで解っている訳ではありません
確実なのは人間には核エネルギーをコントロールしきれないということです

電力が石油や天然ガスなどの有限資源でなく風力火力太陽光以外でも生物から地球からで宇宙からいくらでも取り出せるはずです
日本人はそういうことが得意なはずでした
原発とそれにまつわる利権のせいで開発が遅れたと思います
新しいエネルギーの開発に国力をかけて欲しいです

世界には多くの原発、核兵器があります
自然災害は地球規模で巨大化していて、テロへの警戒も必要です
日本は世界に唯一核エネルギーに関して縮小していく指導的位置にあります
原発に携わるロボットの開発や廃炉のための研究を奨励してください

戦後日本は目覚ましい経済発展をし世界第２の大国になりました
その陰には過疎の村に基地や原発を押し付けて今の繁栄があります
いまだに悪循環から抜け出せない村民
国民は幸福でしょうか
軍需産業による経済発展は本当に豊かな国でしょうか

政治家は数字に踊らされるのではなく、倫理的に多くの人が安心して生きれる国、未来を目指すために今どうすべきかを考えていただきたいです

55632 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 選択すべきエネルギーシナリオ今回の提案にはな
い。今後、子々孫々、経済的・精神的に豊かになるこ
とを国内外からみて現実的な選択肢が必要。技術成
長を織り込み、原子力も基幹エネルギーとして位置付
ける。

我々が選択すべきエネルギーシナリオ今回の提案にはない。
今後、我が国が将来的に（子々孫々）経済的・精神的に豊かになることを目
指した国内外からみて現実的な選択肢を準備すべきである。
経済的に豊かになるとは、一人あたりGDPやその成長率。特に他国と比べ有利
とすべきもの。
精神的に豊かになるとは、環境問題など社会問題への貢献、余暇や自己成長
などといったもの。
これらを子々孫々で享受できる、且つ現実的な提案をすべきである。

１．省エネルギーをすすめエネルギー消費量を削減することに無理がある。
つまり、エネルギー消費量は2010年比ゼロ、または増される前提に立つこと
を提案する。なぜなら、省エネ投資は経済合理性の範囲でしか行われないか
らである。むしろ、海外シフトによるエネルギー消費の純減が選択されるこ
ともある。このようなことが無いよう、国家戦略と同レベルの経済成長を織
り込む。
２．技術成長の見とおしに偏りがある。
つまり、再生可能エネルギーの量的な面、電力ネットワークが許容可とする
技術成長だけでなく、その他のエネルギー源にも技術成長を織り込む。
なぜなら、化石燃料の環境問題に対する認識でも地下貯留技術の進展や効率
の改善を織り込むことは可能である。また、安全保障の面でも若干であれば
、メタンハイトレードやバイオ燃料を織り込むことも可能である。

最後に原子力の取り扱いについて
現実的な選択として、原発ゼロを達成したとして問題と思われる事項は解決
するのか。子々孫々繁栄できるのか、世界的にみて考える必要がある。
０．上記のような前提に立てば、エネルギーが足りていないこと
１．日本には使用済み核燃料があること（使用済み核燃料の最終処分問題を
解決するということ）
２．日本には核を平和利用できる技術・技術成長があること（安全神話でな
く、安全を築ける技術があること）
３．日本には原爆による被爆、原発による被爆という経験があること（なお
、原発による被爆は低線量被爆であり、原爆とは違う経験）
４．世界中の人々は、原子力発電所を建設していること（ドイツのように原
発ゼロを選択した国もフランスから輸入している）
５．世界中の国々は、原子力発電所の建設では足らず、国土問題まで起こし
ていること（50年前は戦争までしていた）

この状況を鑑みれば、現実的な選択として原発ゼロの選択はなく、原発も基
幹エネルギーとして一定量組み込むことが大切である。
なお、原子燃料サイクルの扱いについては、最終処分量を削減する技術やウ
ラン燃料の将来的需給動向、技術的価値・現実性といった観点から、別途検
証する必要がある。



55633 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 核の無い世界 再起動反対！脱原子力！
国内原発の、即時廃炉を求めます。
(もんじゅも含む)

理由は簡単、危険この上ない。
あんな事故が起こってもまだわかりませんか?
殺人原発、要りません。

唯一、原子力潜水艦は開発しても可。

55634 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを支持するが、再生可能エネルギー、省
エネルギーにもっと力を注ぐべきである

福島の人々の暮らしを根こそぎ奪っておいて何が原発維持か。
原発は水俣病と同じ明確な差別である。
廃棄物の問題も解決できない(子孫につけを回すだけ)核エネルギーは容認できない。
エネルギーを大量に消費する(無駄遣いする)社会からは決別すべきである。

55635 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを選択すると、どう困難なのか国民に説
明と選択権をください。

一般社団法人 日本経済団体連合会が20-25％シナリオを進めたいのはよくわかります。経済性を考えると戦後のエネルギー政策を支えて来た原発依存を辞めない方がよいのかもしれませ
ん。ただし、今国民は経済性よりももっと根本的な、命を守る、子供の身体の将来にリスクを持たせたくない、そんなことを注視しているのだと思います。だから、国と国民の議論が平行線を辿
る、と。

原発によるメリットがない、もしくは感じていない、人にとっては、原爆、原発事故と世界でも稀に見る核の事故に見舞われたこの日本で原発を継続するのは怖いのです。

ですから、基本的にはゼロシナリオを前向きに検討いただきたいと思います。

国や一般社団法人 日本経済団体連合会がゼロシナリオじゃムリというなら、
国民を納得させてください。でないとまた国と国民の心の距離が離れます。

55636 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発は、即時やめるべきです。 万一の時、原発は即刻止めることができない。
事故の被害は拡大・拡散していくのに
それを止めることができない。

安全策に確実なものなどない。
常に事故の危険があり、
一度起きた事故は、収束するのに大変な時間を要する。

原発の周辺住民の被害を、完全に保障することはできないのだから、
即時止めるべきだ。

55637 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロの社会を早急に実現することを望みます。
そして、各原発の環境、市民への影響を客観的に測
り、適切に開示することを求めます。

原発ゼロの社会を早急に実現することを望みます。
そして、各原発の環境、市民への影響を客観的に測り、適切に開示することを求めます。

経済効果よりも、人命を第一に考えた真摯な対応が大切と考えるからです。

55638 個人 学生 ２０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発ゼロシナリオを選択します。
一刻も早く、原発を必要としない社会を形成してください。
自然エネルギーも太陽光等だけでなく、地熱など多岐に力を入れるべきです。
偏りのない電気供給システムを構築してください。

55639 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 選択すべきはゼロシナリオ。理由は３点。
（１）安全確保ができない。
（２）放射性廃棄物の処理方法が現段階では見出せ
ていない。
（３）コスト、温暖化への影響などを考えてもゼロシナリ
オが望ましい。

選択すべきはゼロシナリオとするべきである。理由は以下の３点。
（１）安全確保ができない。
およそ人間が製造し、稼働しているプラントに関して絶対的な安全確保というのは不可能である。ということは、人為的ミス、自然災害、テロなどの外部攻撃等々により、事故が再び起こるという
ことを前提にものごとを考えねばならない。
原子力発電の場合、事故が発生した場合の被害があまりにも大きいこと、事故が発生時の住民避難、事故対応専門員の育成など、本来行なうべき安全対策がほとんど実行不可能であるよう
に思える。事実、福島第一原発事故から１年半にもなる現在も、事故対策はほとんど進んでいない。そのような事実を踏まえると原発をこのまま残していくということはとても考えられない。
（２）放射性廃棄物の処理方法が現段階では見出せていない。
処理方法が見つかってもいない放射性廃棄物をこれ以上増やすことはできない。強引にこの問題を解決しようとすると、コストの問題、用地確保の問題などでさまざまな弊害が出てくることが予
想される。もうすでに我々は膨大な量の放射性廃棄物を抱えてしまっているが、できるだけはやくその増加を止めるべきである。
（３）エネルギーコスト、温暖化防止への影響などを考えてもゼロシナリオが望ましい。
15%、20～25%案を選択する大きな要因は、エネルギーコスト、温暖化防止、エネルギー安全保障などがあげられている。しかし、その点でも日本が国家を上げてさまざまなクリーンエネルギーシ
ステムによる解決策をつくり出していけば、それが大きな産業として育っていく、と考えれば見方が一変するはずである。むろん、最初のうちは厳しい状況にさらされるだろう。さまざまな分野で
海外との競争にさらされ苦戦している産業界の現状を見れば、その苦しさを乗り越えクリーンエネルギーシステムの開発を新たな日本の有力産業と位置づける道を選ぶことは正しい選択では
ないだろうか。

55640 個人 自営業 ３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。 もし原発が何かトラブルになったら、、
手におえないものを使う理由が分からない！
隕石落ちても安全なの？無理でしょ！

海に垂れ流した放射能の問題は？？

何一つ解決していないぞ！

55641 個人 法人等 ５０代 男性 ３つの選択肢の中からしか選べないのであればゼロ
シナリオの考え方をとります。しかし原発廃止にまで
許される時間はせいぜい１０年以内とすべきであり達
成目処が２０３０年というのは遅すぎると思います。

３つの選択肢の中からしか選べないのであればゼロシナリオの考え方をとります。しかし原発廃止にまで許される時間はせいぜい１０年以内とすべきであり達成目処が２０３０年というのは遅す
ぎると思います。

原発依存度をゼロとすべき理由を述べます。
私は、廃棄物処理技術のない技術体系は、今後日本が目指すべき、自然共生型、循環型地域社会構築になじまないと考えます。ましてや危険極まりない廃棄物です。後に続く子孫に対して
は、生存リスク、生態系リスク、健康リスクを残します。地震国日本では全く責任を持つことのできない技術体系であり、そのことが３．１１で露見しました。以上の理由により将来的に原発依存度
ゼロとすべきと考えます。

次に、廃止までの期間ですが、１０年程度を目標とすべきだと思います。現状では、この技術に依存しながら生活を預けている多くの同胞がおられます。国家の支援の下、地域の主導により古
い原発型の社会経済システムから再生型エネルギー社会経済社会への早急な変換を急ぐべきで、そのための時間は必要です。
しかし、２０３０年までという設定は、目標シナリオとしては悠長であると考えられます。つまり、起きてはならないことですが、万が一、次の震災津波等で事故が起きてしまったときには、今この時
点の判断が将来における過去の判断として問われます。その意味では本来既に時間的猶予は無いはずです。一方で、拙速な再稼働はやめるべきです。

55642 個人 自営業 ３０代 男性 原発0%でお願いします。 あれだけの被害をだしながら、まだなにも解決せず、環境汚染しつづけている、原発というものを信用できないし、この国で稼働させるのは狂っているとしか思えない。

55643 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 15シナリオに賛成 原子力発電への依存度を下げる目標によって、再生可能エネルギーの技術開発促進が期待できる。
ゼロシナリオは火力への依存度が高いままなので、燃料の輸入確保、備蓄、CO2排出の改善が見込めない。

55644 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今夏の電力需給と原発再稼働が全く無関係であった
事、原子力以外のエネルギー（ガスコージェネ、液化
石炭ガス火力発電、小規模水力等）の選択肢に関す
る情報開示が不十分で国民間での議論の前提が共
有されていない。

議論というものは共通の前提があってこそ成り立つものだと思われるが、昨今の
エネルギーや環境政策に関する議論に関して言えば前提が共有されていない為に
国民間の意見の形成に大きな障害が出ているのではないか？政府からの情報開示が
不十分ゆえ今夏の電力需給とは全く無関係に原発が再稼働され、原子力以外の選択肢に関してもガスコージェネや液化石炭ガス、小規模水力等が有望かつ実績を上げつつある事を国民全
体が情報を共有しているとは思えず、これでは正しい議論がなされないばかりか政府が世論をミスリードしようとしているという誹りは免れない
のではないか？

55645 個人 無職 ４０代 女性 原子力発電　⇒　稼働率０％へ。 天災、人災ともに事故に対する万全な備えは有りえず
3/11で示された通りリスクが高すぎる。

全ての人の生活の見直しにつながるので
幅広い意見を検討するのは当然だが
稼働時の副産物を考えると
＊子を持つ親の層　＊若年層
の声を尊重したい。

現時点では処理を未来に託すことになるので
科学の進歩を信じるだけでは夢を見過ぎだし
無責任にすぎる。

55646 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロを支持します。 まずは原発ゼロでやっていく努力をすべきでしょう。原発に頼らずにやっていく方法を研究開発してください。省エネ家電の開発のように、電気の消費を減らす方法も開発していくべきです。節電
目標数値はもっと高くてもいいのではないでしょうか？　「電気を使うことを我慢する」ということだけが節電方法ではないと思います。あれだけの原発事故をおこした日本が、なぜ原発を続けよう
とするのかがわかりません。日本が率先して自然エネルギーへシフトし、成功すべきだと思います。

55647 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発はこれ以上増やさないことを前提とし、現在稼動
しているものも段階的に廃炉にしていくことを求めま
す。

先の震災とそれに伴う津波によって福島原発が破壊され放射能がばら撒かれたことは国民全体に大きなダメージを与えました。このことにより社会に修復不可能な精神的ダメージが加わったと
認識しています。今後、この損失を少しでも回復していくためには、これ以上の原発稼動は認められません。

放射能汚染の被害を受けた多くの住民、そしてそれに伴い未来への大きな不安を被った国民全体に対して、原発のリスクを除去し、それに代わるエネルギーの積極的な導入・促進に努めるこ
とは国家の義務であり、欠かすことのできない責務だと思います。

今後のエネルギーおよび環境政策に日本国民の意思を充分反映させていただき、これから先の国民生活に希望と、ともに前に進む力を生むことを目指して、脱原発の方針を明確にしていただ
くよう心よりお願い申し上げます。

55648 個人 その他 ６０代 男性 原子力発電所は「０」にしてほしい 理由　(1)　原発は安全と言うけれど、もし隕石が発電所に落ちても安全と言い切れるか？
(2)　テロリストの攻撃が発電所に対して行われても安全と言い切れるか？
(3)　インディアンの諺に今の大地は孫・ひ孫からの預かりものという諺があるが
、原子力発電所に異常事態が起きなくても、廃棄物は、未来の子供達に我々世代の我がままを尻ぬぐいさせることになる。そんなことをして良いのか？

少しくらい苦しくても、孫、ひ孫、その次の世代のことを考え行動すべきだ。



55650 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 3つの選択肢の中では、ゼロシナリオを支持します
が、
火力発電の割合を、再生可能な自然エネルギーにシ
フトして、安全で健全な生活を確保するためには、国
民は省エネの我慢を受け入れるべきであると考えま
す。

3つの選択肢の中では、ゼロシナリオを支持しますが、
化石燃料に頼る火力発電が６５％と高く、CO2削減効果が低い点に問題があります。
再生可能な自然エネルギーの利用にシフトして、安全で健全な、かつ地球環境にもやさしいエネルギーに変えてゆくべきです。
大震災の大きな犠牲は払われましたが、とりあえず、福島原発の不時着ともいえる、微妙な安定化によって、日本は崩壊の危機を免れました。
そのような大きな犠牲を認識していながら、尚もまだ地震大国日本で原発に依存しよういう考えには、人道的にも賛同できません。
人間の手に収まりきらない、原子力を人間は利用するべきではないのです。
確かに省エネという不自由さありますが、安全な生活の確保に勝るものではありません。
日本のこれからの技術力は、再生可能自然エネルギーの開発、活用に活かされるべきです。
その技術力で世界をリードするようになることで、大震災の犠牲者を弔い、全世界からの支援に報いることができ、放射能汚染の謝罪を果たすことができるのではないでしょうか。

55651 個人 無職 ６０代 女性 2030年時点での原子力発電所0%を支持します これから の人たちに何が残せるか？  カネミ油症のように子供達 子孫に影響を与えて 自由を奪う もっと もっと大変な人生を歩んでいかなければならなくなります。  今私達が多少？不便？だ
としても原発を使わないで済む世の中にせつに祈ります。

55652 個人 自営業 ５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。
「2030年」ではなく、いますぐ原発の稼働をゼロにする
ように求めます。

昨年（2011年）に起きた、東京電力福島第一原子力発電所の大事故の原因究明も、事故後の対応も、今もって不充分な状況において、これから先の「エネルギー・環境」について、原発に依存
し続けるという選択は、もはやあり得ません。
「原発」導入の当初より、原発を稼働させることによって生じる放射性廃棄物（いわゆる核のゴミ）の最終処分問題は、ずっと先送りにされたまま、点検などの際に、労働者の被曝が不可避であ
ること、安全よりも経済最優先の原発プラント管理・運営体制での情報隠しといった無責任な電力会社任せであったこと、地震大国といわれるこの国で、エネルギーを得るために原発を稼働させ
る危険を数え上げればきりがないほどです。
今回、多くのパブリックコメントが寄せられていると聞きます。
この意見を施策にきちんと反映させるように、強く求めます。
いままで何度も繰り返された「ご意見、承りました。」というアリバイだけで、市民の声が反映されないような「パブリックコメント」にならないよう、多くの人が政府の対応を見つめていることを忘れ
ないでください。
いますぐに原発を停めても、廃炉、放射性廃棄物の安全な保管、被災した住民への十分な補償、被災地の復興など、取り組むべきことが、たくさんあるのです。
政府も、電力会社も、言葉だけではなく中身の伴った「責任」をしっかりととらなくてはならないことを強く自覚していただきたい。
これから長期に渡って後世に託さなくてはならない負の遺産を作ってしまった、原発を停められなかったおとなの一人として、一日も早い「原発ゼロ」の日が来ることを望んでいます。

55653 個人 自営業 ４０代 女性 子供達の未来の為にも原子力エネルギー依存は可
及的速やかに中止するよう要請します。他のエネル
ギーの開発促進、廃炉の方法検討を進める事が、先
進国日本の道です。

エネルギーは、他の方法で足りている。
自然エネルギーが先には得。
何世代まで課題を残すエネルギーを使い続けたら、世界に安全な場所がなくなる。

55654 個人 自営業 ３０代 女性 安全なエネルギーを すぐに辞めるのは無理にしても、原発に変わる安全なエネルギーに積極的に変えて行くことが、これからの将来に引き継げるものではないか。

政府一人一人が戦争や原爆の影響を忘れることなく、自分の子供や子孫に胸を張って残せる将来を目指して行くことが、今回の震災と原発事故の教訓ではないか。

国レベルでできることを行って欲しい。

55655 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。
目先の経済を優先させるのではなく、
未来の日本のことを考えてください。
廃棄物を完全に処理する方法はありません。
一刻も早い完全廃炉を望みます。

福島の原発事故以降、食や生活の不安に怯えながらの生活を送っています。 チェルノブイリ、広島、長崎と、被曝のリスクは 充分に証明されています。
事故以前は知らないことも多く、電気がふつうに使える生活があたりまえだと
思っていましたが、今は違います。原発の恐怖の上で成り立っている電力なんて要りません。

55656 個人 自営業 ４０代 男性 将来的には必ずや原発0％にするべき。
原爆被害を受けた日本の世界に対する使命です。

将来的には必ずや原発0％にするべき。
人間が生きて行く上で大切な希望を持てる国になるべきです。

推進派の唱える、社会情勢のなかでの必要性よりも、
新しいより良い国家になれるかもしれない希望に賭けてみたい。
ドイツは舵をきった。

原発を無くせば、新しいエネルギーの創出を促すはず！
このままなし崩しで進む国家エネルギー政策の元で、
国民は希望を失います。

先進国としての原発依存型エネルギー政策を失ってでも、
国民のやる気のほうが、はるかに大きなエネルギーのはず。
人が元気であれば、必ずや国は立ち直れる。

太平洋戦争で国を守ったご先祖様に申し開きのできる日本でありたい。

55657 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを希望します。一度事故を起こすと取り
返しのつかない原発はできる限り早くゼロにするべき
と考えます。核廃棄物の処理方法も決定的なものが
ないため、完全廃炉を求めるます。

一度事故を起こすと取り返しのつかない原発はできる限り早くゼロにするべきと考えます。核廃棄物の処理方法も決定的なものがないため、完全廃炉を求めるます。

55658 個人 自営業 ４０代 男性 原発は今後作らず、すべて廃炉にしていく。 去年は冷夏でしたが、平均以上に暑い今年の夏、一番電力消費の多い首都圏が原発無しでも何とか乗り切れそうです。ということは、原発は無くても大丈夫と言うことが証明されたということで
はないでしょうか。
経済界から「原発がないとダメだ」みたいなことが言われていますが、日本はこれからは経済発展まっしぐらではなく、成熟した社会を目指すべきです。
ある程度の収入で、安全で平和な生活ができれば良いではないですか。
殆どの国民はそう考えているのではないかと思います。

太陽光、地熱、風力などの原発に変わるエネルギー源の拡充は当然ですが、サマータイム制、時差労働、LEDの更なる普及といったアイディアを出せば、エネルギー消費自体を少なくすること
は可能なはずです。

国民の一人として私も協力しますので、ぜひそういった方向を目指して言って欲しいと思います。

55659 個人 無職 ８０代以
上

女性 ゼロシナリオに賛同いたします。 仮に、事故が決して起こらない原発があるとしても、使用済み燃料の処分はどうなるのでしょうか。大量の使用済み燃料が、大きな地殻変動などで露出することなどはないのでしょうか。

55660 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 私は、ゼロシナリオによって、国民ひとりひとりが社会に対して責任を持てる国になると思います。
経済や雇用面でのデメリットばかり強調されていますが、新しい事業を始めるに伴って経済が活性化するような仕組みづくりに取り組んでいただきたいです。
新しいエネルギーを開発し、世界に電力を売ることも日本の技術なら可能でしょう。

また今回のパブリックコメント募集についてですが、持続可能な社会に向けてのそれぞれのシナリオの展望が見えません。例えば、原発をなくす事に対しての経済面でのリスクは数字で示され
ていますが、原発を使い続けることによる具体的なリスクの提示がなく、一方的な情報に偏っています。
15シナリオ、20-30シナリオをとった場合、「また想定外の災害が起きたら」「現在も続く福島第二原発事故の影響がどれほどのものなのか」国民は正しい情報を提供されず、推測し疑い続けるこ
としかできません。
果たしてこのような方法で十分な国民議論になり得るのか、という問題も今後の課題ではないでしょうか。

55661 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発比率ゼロに 未来の子供達の為に、原発比率をゼロに！

55662 個人 その他 ３０代 女性 無知な私の意見として 私は幼稚園で働いている主婦です。自分に子どもはいませんが毎日成長していく子ども達を見守り続けています。正直に言いますが、本当に知識がありません。原発は怖いです。なくなれば良
いと思います。でもなぜ怖いのか、なぜなくならないのか今の私には分かりません、勉強不足だからです。だからパブリックコメントに投稿するなど恥ずかしいと感じました。しかし今、目の前で生
きているこども達の未来の為にも、将来生まれてくるであろう自分の子どもの為にも安心して暮らせる日本でいて欲しいと願っています。
主旨もよく分からずに投稿してしまいました。

55663 個人 学生 ２０代 女性 原発０シナリオを希望します。今すぐすべて廃炉に！
という意見は非現実的ですが、2030年までにはすべ
て廃炉になるように、再生可能エネルギーに投資をす
るなど、対策をしてください。

・増設はやめてください。
・負担はみんなで背負います。
・でも、東電社員のボーナスは払いたくありません。

55664 個人 自営業 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。 万が一（といっても実際にフクシマという前例ができてしまいました）、事故が起こったときに、その修復方法が明確にされていないシステムを、最稼働させることに、どうしようもない不安を覚えま
す。一度事故が起こってしまえば、現在だけでなく未来への責任は果たせません。
経済の発展も文化・科学の発展も、健康な命あってこそです。

55665 個人 無職 ７０代 男性 ゼロシナリオ（即時） 即刻ゼロ！！

3月11日。
普段東京で仕事をしており、
出張などない私ですが、
その日は新店オープンの手伝いで偶々福島にいました。
福島について4時間、それは起こりました。
尋常でない揺れの中、東京への帰路を絶たれ、
あれよあれよという間に被災者と呼ばれることに。
何が起こったのか把握できない中で、
目にすることになった情報。
「福島原発、放射線漏れか？」

その情報を目にした時に、私が思ったこと。
「もう子供を産むことを諦めるのか」という絶望感。

だから、もう二度とこんな想いを、、、と言いたい訳ではありません。

あの時、あそこに居た、
日本にいた被災者と呼ばれた人々が、
その絶望の中で何をしていたか。

ある人は、家からタコ足プラグを持ってきて、
体育館にある少ないコンセント数を増やし、
情報を得るための携帯電話を充電させてくれました。

ある人は、昨日オープンしたばかりの店が倒壊。
準備した食材を無駄にするのはもったいないと、
雪降る寒い体育館で炊き出しをしてくれました。

こうして、
流されたものの上に、
人との繋がりによって再び
家や家族を築くことはできても、
不安という大地の上には、
何をも暮らすことはできません。

事は起こりました。
引き返すことも、
取り返すこともできません。

時代により、人により、
選ぶ幸せや正義は異なりますが、
今選んではいけないことは、
小学生でもわかります。

ここで本当に大切なものから
目を逸らすこの国であるならば、
この国で暮らす者という誇りなど
もちようがないではないですか。

しかめっ面をして目を閉ざすこと、
笑いごまかして心を閉ざすこと、
しないでください。

55649 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 選択肢が他にあるのか？

流されたものの上に、
人との繋がりによって再び
家や家族を築くことはできても、
不安という大地の上には、
何をも暮らすことはできません。

原子力発電ゼロ。



55666 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 (1)原発ゼロシナリオを支持します。 原発ゼロを目指すと同時に、持続可能な社会にしていくために環境に負荷をかけないエネルギー利用への転換を図るべきだと思います。電力会社や産業界の経済的な利益を、国民の安全よ
りも優先させるべきではない。安全が得られるのであれば、引き換えに多少の負担（省エネ、エネルギー開発に伴う税金などの国民への負担）はやむを得ないとは思います。

55667 個人 自営業 ６０代 男性 原発ゼロ。
速やかに、原発は全廃炉。
エネルギー、電力に、原発は不要。
猛暑でも、原発１０基以上の電力に余裕。。
大飯原発も、速やかに停止。

原発は全廃炉。が、国民のため。人類のため。原発ゼロが最善。
原発は、エネルギー、電力にカモフラージュした核兵器工場。
巨大地震列島に原発は、時限核爆弾。

原発は、原発マフィアの、国民の税金強奪、法外な電気料金略奪のシステム。
また、その金に群がる原発シロアリという、クズ人間を作る、悪魔のシステム。

核のゴミが、増えるばかり。核は、人間には、コントロール出来ません。
ウランは、化石燃料より、資源が遥か少ない。すぐ止めるべき。

止めなさい、原発。

55668 個人 家事専
業

５０代 女性 　「ゼロシナリオ」を支持します。 　選択肢として提示されたシナリオのうち，「ゼロシナリオ」を支持します。
　福島原発事故を経験し，そもそも我が国が海に囲まれた地震大国であり，そのような国であるにもかかわらず，原子力に依存した生活を推進していくべきではなかったのだと思います。
多少の家計負担増になっても，再生可能エネルギーや自然エネルギ－に期待します。
　なぜドイツのように即断できないのでしょうか？
　原発には絶対反対です。絶対ゼロにしてください。

55669 個人 自営業 ３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。 原発はなくても経済はまわり、電気は余っているという事が、はっきり証明できたからです。

消費社会はもう終わりを迎えようとしています。
物質的価値観の時代に別れをつげ、新しい社会へとシフトしようとしている今、
日本は放射能の恐さを一番身を持って体感してきたとうのに、それでもまだ原発にしがみつき経済発展にこだわっている事がとてもはずかしいと思います。

それでもどうして政府が原発にこだわっているのか、財政界からの圧力、アメリカへの依存があるという事、アメリカに日本は守ってもらっている事を考慮すると簡単にノーと言えない事もわかり
ます。それでも大多数の国民は「原発はいらない」と言っています。

地方財政を守る為に原発は必要という理由も間違っています。
結果数年後にその町は財政破たんするという事もわかりました。

福島の原発事故を起こしてしまった今、世界にも迷惑をかけています。
ここで原発から離脱できなければ、日本は自分達の経済優先しか考えられないはずかしい国、考え方の遅れた国として、今後の信頼もなくなります。

新しい日本を世界に示してほしいです。
国民はもう独自に動き始めています。

「原発ゼロシナリオ」２０３０年までに０％ではなく即時０％にした上で、そこから新しい議論が始まる事を心から政府に期待しています。

55670 個人 家事専
業

３０代 女性 「１．ゼロシナリオ」を選択
それ以外は考えられません。

「１．ゼロシナリオ」を選択

原発の中に使用済み核燃料が大量に保管されている現実。
これらの処理方法さえ、まだ明確に決まってはおりません。
自分達の子どもに、こんな危険なものを押しつけてのうのうと暮らす事はできません。

また、福島の事故で、国は被災者救済に向かうどころか、高濃度汚染地帯も「安全です」と言い切り住民を戻すようにしています。
給食にも汚染食材を流用し、農家に賠償も進まず、日々恐怖しています。
瓦礫バッヂでオリンピック開会式の退場も、BBCが正式に報道しましたが日本では報道されず…この国は本当に民主主義ですか？

福島での事故原因が調査中にも関わらず、大飯を稼働させたりする。
「電気がたりません」と言いますが、
原発近辺には同等の発電力を持つ火力や水力発電所がなければいけない決まりがありますよね？
国民を騙すのもいい加減にして下さい。

原発はいりません。

55671 個人 学生 ３０代 女性 原発が安全なら東京やその近郊に作ったらどうです
か？

安全と言い切れないから都市部に原発を作らないのではないですか。

スウェーデンのように電力会社を各自選ばせてほしい。
私は高くてもクリーンな電力が買いたいです。

55672 個人 自営業 ３０代 男性 2030年までのなるべく早期に原発比率ゼロにするシ
ナリオを選択しますが、できる限り早急に原発比率ゼ
ロにすることを希望します。

＊巨大地震が続く中、原発の直下に活断層が存在する恐れがある中で原発を動かすことに不安があります。
＊現状の電力量の上限を維持するのではなく、上限に合わせた経済活動にすべきと考えます。（2年程度の計画停電も受け入れただし、病人、被介護者、子供、老人は守らなければならない）
＊これからますます増えるであろう原発から出る放射性廃棄物の処理方法が定まっていないのは問題があります。
＊再生可能エネルギー比率が増えていくことは国民の活力を生み出す可能性があります。
＊福島の問題がいまだ収束していない中で原発を動かすことには無理があります。
＊最低限の移行期間として、少なくとも、40年以上の原発は廃炉、最新のものに限って期間限定で動かすというのは許容可能かと思います。
＊いずれにしても、原発比率を減らしていくためのロードマップを早急に提示すべきと考えます。

55673 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電、ゼロシナリオを支持します。 今回の福島での事故のように１度起こしてしまうと取り返しのつかない事態が起こり、さらには責任の所在がはっきりしない原子力発電はこれ以上支持できません。
燃料の廃棄物の処理方法も確立しておらず、通常の運用においても多くの作業員たちの健康のリスクを負わなければならない物は今後は無くしていくべきものと考えます。
将来的には自然エネルギーやハイブリッド型の火力発電を利用しクリーンな発電で率先して世界をリードできるよう、研究や開発、設備投資など税金や企業からの援助が行き渡るようなシステ
ムを築かれることを期待しています。

55674 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発反対！

廃棄物発電などもサポートして下さい！

温泉地の水力発電、発電床などにも期待！

原発依存ゼロの未来を期待します。

原発により、国土を一部失ったと感じている。

未来に責任を押し付けて、枯渇する燃料も使い果たす道には希望がない

自然エネルギーは勿論、廃棄物発電の考慮も！

地熱エネルギーは、観光客現象にある温泉地域などと共存できる関係に‥

もしくは温泉地による水力発電など、協力を仰いで欲しい

人が集まる施設には、小規模でも、太陽光、風力、床発電などの導入を義務にし、自然エネルギーを身近に感じさせ、広めて欲しい。

国民に協力を仰ぐことで、またビジネスも生まれ、小さな事から大きな力に！

原発依存を低く、そしてゼロにできる日を期待！

55675 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発はゼロにしなければならない 原発は絶対安全なら動かしてよいが、絶対安全ではないので動かしてはいけない。原発は、何かあった時、人間の手におえない。外部被ばくだけでなく、食品等による内部被ばくに一生意識し
なければならない。子供に食べさせるものを、毎日毎日全力で探し続けなければならい。未だ事故は収束していないのに、また、電力も足りているのに、原発を動かすなんて、大人はもちろん、
子供視点からだって狂っているとわかること。

55676 個人 自営業 ３０代 男性 国家と国民のあるべき姿とは。 国家、国民のあるべき姿を再考する必要あり。
国家は何のために存在し、国民は何のために存在するのか？
人命第一は議論する余地なし。

原発に変わる代替エネルギーも50年後どんなリスクがあるかは分からない。
しかし、原発の危険性は100%体験。全て停止し、代替エネルギーに変更するべき。
そこにはどんな理由があろうとも、聞き入れる必要なし。全ての物事において、最も優先されるのは人命。
国民のための国家であるべき。

55677 個人 その他 ３０代 男性 すみやかに原発の全面廃炉。ただちに全面稼働停
止。

大飯再稼働にともなって火力発電所が八基も稼働停止した。
原発がなければ電力不足に陥るという話と異なっている。
また平成21年度の発電データでは原子力発電所は全体の三割程度を担っているが、実際の消費電力は原発発電量を削っても足りている。
来年には新潟県沖で海底油田の試掘もはじまる。原発よりも発電量の高い火力発電所は多いのだから、原発に拘る理由もない。
原発は不要。

55678 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 夏のピーク時を越えたら、すぐに原発ゼロにしてくださ
い。

今脱原発しなくていつするのか。「原発が無くては成り立たない」という考え方から「どうすれば原発無しでやれるか」へ。
政府への不信感は募る一方です。

55679 個人 その他 ５０代 女性 ２０３０年迄にではなく即刻ゼロを掲げる第４の選択肢
を支持

何時、何が起こるか判らないのです。
２０３０年などと悠長なことを言わず、即刻ゼロを宣言すべきと思います。
いくらハードは万全と言ったところでそれを扱う人間に完全はあり得ません。不完全な人間によって何かが起こるという事もあり得るでしょう。福島の現状を見れば一度事が起これば人がコント
ロールすることが出来ないのは明白です。
未だ何も解明出来ず多くの国民が国に対し不安と不信を募らせています。
未来の人達にツケを残しながら経済発展を目指すなんて恥ずかしいことです。
一日も早くゼロに向けて舵をきって下さい。

55680 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発比率ゼロのシナリオが良い 原子力発電所で事故が起きた場合、取り返しのつかないことが分かった現在、原発ゼロのシナリオしか選択はないだろう。

また、原発での処理できないゴミの問題は、まだ原発をつくってはいけない状態にあると言ってよいでしょう。

未来の子供たちが健康で過ごせる日本をつくる必要があります。

どうか原発ゼロのシナリオでお願いします。

55681 個人 その他 ３０代 男性 原発比率0％を支持します。
原発が無くても電力は足りています。
停電の可能性を減らすため電源周波数を統一すべき
です。
省エネ技術と再生可能エネルギーの開発で経済を伸
ばすべきです。

2030年時点で原子力発電比率0％を支持します。というよりもそれよりも早い段階で0％にするべきです。
福島原子力発電所の事故は収束していませんし、原発が動かなくて電気が足りないことにもなっていません。関西電力管内では他の電力会社からの融通などで最大供給力の上乗せがあり、そ
れにより大飯原発が再稼動していなくても今夏の電力は足りています。
仮に電気が足りない事態が発生したとしてもそれは1年間でたったの数時間のことでしょう。海外なら日常的にその程度の停電は起きています。その数時間のために本質的に危険で長期的にコ
ストが掛かる原発を維持する必要はないです。数時間位の停電ならば非常用発電機や蓄電池で対応できます。
送電関係では東西で電源周波数が違っている状態を今回見直して周波数を統一するべきです。停電の可能性を減らせます。災害大国の日本では電力の融通がし易い状態にしておくべきと考
えます。
電気を以前のように大量に使用し続けることを考えるよりも、節電技術・再生可能エネルギーの開発にお金と労力をつぎ込むことの方が長期的に見て経済的に良い方法だと考えます。日本の
省エネ技術はすばらいのですから伸ばすべきです。

55682 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ もっと自然エネルギーを推進してください

55683 個人 自営業 ４０代 男性 現実的な脱原発までのロードマップを示せ 原発問題はエネルギー問題でもあり、安全保障（軍事）問題でもあります。

脱原発は正直、40～50年は少なくともかかるものだと覚悟しております。
代替エネルギーが確実に得られるまでは一定のシェアは原子力発電で賄わなくてはいけないと思います。

ただ、原発は軍事施設と同列にみなされると思いますので、安全保障面からの考察も不可欠だと思います。結論から言えば、10～20基の原発は向こう10年間は必要だと考えます。「核の抑止
力」とほぼ同じ効果がありますので、今後軍事的緊張が高まるアジアにおいては原発を手放すことは丸腰になることと同義だと思います。



55684 個人 その他 ４０代 男性 「ゼロシナリオ」を選びます。

2030年に原発ゼロではなく、直ちに、日本中の全原発
を廃炉しにして下さい。
大飯原発3号機、4号機をまず直ちに停止して下さい。

「ゼロシナリオ」を選びます。

はじめに、このパブリックコメントは、設問がおかしいです。
2030年の時点での原発依存度をどうするかではなく、現時点での原発依存度をどうするかを国民に問うべきです。

2030年に原発ゼロではなく、直ちに、日本中の全原発を廃炉しにして下さい。大飯原発3号機、4号機をまず直ちに停止して下さい。このパブリックコメントでは、“現時点で原発依存度ゼロ”という
選択肢がないので、やむなく「ゼロシナリオ」を選びました。

電力会社、政府（官僚、政治家）は、今回の福島第一原発事故について、全く何の責任もとっていません。このような無責任極まりない電力会社、政府に、これからの日本における原発の運転・
管理は任せされません。

実際、電力会社・政府は、福島第一原発事故の教訓を全く生かすことなく、津波や地震に対してほとんど何の対策も取らないまま、大飯原発3号機4号機を再稼働しました。無責任極まりないで
す。

このような無責任な電力会社・政府に原発の管理・監督は任せられません。
日本の原発は、直ちに全て廃炉にするべきです。

55685 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発は、事故があれば原爆と同じです。また、長い将
来にわたって廃棄物と汚染に苦しむのは、私たちでは
なく将来の人たちです。原発への依存は、ゼロにして
いくべきです。

原発は、多くの人の願いによって原子力の安全利用として頼られてきました。私も原発の電気によって育ってきました。今も、多くの人にとって原発は大切なものになっています。でも、私は事故
が怖くて怖くて、たまらないのです。実った農作物が食べられない。育った家畜が食べられない。親しんだ土地に住めない。それが、原発がもたらした、結果です。人の人生が、生活が、すべて
が奪われている点で、原爆と同じ結果が、戦後６０余年たって、また起こっている。そして、日本は世界の中にあります。地球の上にあります。すべては、ひとつなのです。汚染は、これから世界
中へ広がっていくでしょう。数年後、わかることだと思います。私は、私の国が世界で大切な役割を担ってほしいと考えています。誇れる国であってほしい。被爆というつらく大きな歴史を、しっか
りと将来への糧にして、私の国が、世界の中で尊敬される理性と決断を持った国になってほしいと願っています。

原発は、素晴らしい電力源かもしれませんが、やはり廃棄物の問題、事故の処理などが解決しないし地球を大きく汚す可能性があります。今後、依存をゼロにしていくことが、私の国の選択肢で
あってほしいと願うものです。

55686 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。
（即時原発ゼロを希望します）

未だ福島第一原発の事故の原因がはっきりと解明されない中で、日本国内の原発を再稼働させるのは断固として反対です。
現在日本は地震活動期に入ったといわれています。これから福島のような事故が二度と起こらないとは誰にも言えません。福島原発が不幸中の幸いで水素爆発だったことを考えると、もっとひ
どい事故が起こる可能性だってあるのです。これ以上誰かが命の危険を感じたり、ふるさとを奪われたりすることはあってはなりません。これ以上環境を汚染するようなことは二度と起こしては
いけません。

その他にも原子力発電の問題点として、使用済み核燃料の処理方法が確立されていないことがあげられます。原発を稼働させるということは、どんどん行き場のないゴミを増やすこととなりま
す。まるっきり目処の立たない核燃料サイクル計画に、これ以上膨大な予算をつぎ込むことは税金の無駄遣いにほかなりません。

これからは地産地消の考え方でエネルギー政策を進めるべきです。既存の建物に太陽光パネルを設置する。工場には工業廃水を使用した発電機を設置する。幾らでもやりようはあると思いま
す。
コストも安く済み立地スペースも少なく発電効率も良いガスコンバインドサイクル発電も推進するべきです。ＣＯ2の排出も今までの化石燃料を使用した火力発電より抑えられます。

政府の方々には、長い目で見てこの国を良い方向に引っ張っていくということはどういうことなのかを、目先の利害に囚われず真剣に考えていただきたいと思います。
何十年もかけて原子力を推進してきたのに、方向転換するということは容易いことではないかもしれない。でも今変えていかなければ、日本は原発事故から何も学ばないまま、3.11以前に戻って
しまいます。
日本は新しいエネルギー推進国のリーダーとして、世界を引っ張る存在になるべきだと思います。日本の技術力をもってして、不可能なことはないと思います。
あれほどの事故を経験しながら、原発依存から脱出できずにまた事故を起こしてしまえば、今度こそ日本は世界中から呆れられることでしょう。
そうなる前に自国を愛する国民として、日本政府の英断を期待します。

55687 個人 無職 １０代以
下

男性 原発いりません 外でおもいっきり遊びたい。僕たちの未来に原発はいらない。

55688 個人 自営業 ３０代 男性 自然エネルギーにシフトしていって欲しい。
メタハイドレードを活用して欲しい。

原子力政策をちゃんと総括し、未来のエネルギーに対して今こそ転換を考えて欲しい。

55689 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０３０年の電源構成における原発比率は０％にすべ
きです。

福島原発の事故の結果を鑑みると、東海・東南海地震等東日本大震災級の地震が起きた場合に、(1)原発施設が大災害対応されていない、(2)政府・電力会社含め対応能力に欠ける、(3)福島
の原発非難住民の方々が未だ自宅等に戻る事ができていない現状があり、いつ戻れるかのメドもたっていない、(4)政府・電力会社の両方が福島の原発非難住民の方々の保障が全くできてい
ない＝未だに非難したまま、(5)政府・電力会社共(1)～(4)が今後改善される状況に全くない＝示していない、
これら(1)～(5)の現在の結果から考えると原発廃止は必須と考えます。

これらは日本国民の誰もが福島の原発非難住民の方々と同様な状況に陥る可能性があり（我々は東海・東南海地震より可能性が高い）人事ではない。昨夏国民全員で電力削減ができたよう
に、政府・電力会社より企業・個人が対応すればよい。電力料金ＵＰ・電力削減行動等、消費税の負担よりはるかに少なく、可能な範囲であり、未来の子供達の為に安全な住みよい国にする事
が我々の最重要責務。政府が国民が安全に暮らせる・国民が最も望んでいる原発廃止という最適な選択を行うことを一国民として切に希望致します。

55690 個人 学生 ２０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成します。 原発があっては安心して生活ができません。すでに溜まっている核廃棄物ももう増やしてほしくありません。どうか、原発の再稼働をやめて、自然エネルギーへのシフトを一刻も早く進めてくださ
い。

55691 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 相対的コストの観点でゼロシナリオを支持します。
原子力発電に伴うコストは天文学的に上ることが判明
し、国家戦略上とるべき政策でなく、21世紀型のエネ
ルギー政策で日本国の持続的発展を願っておりま
す。

日本のエネルギー政策の転換という視点で意見を述べさせていただきます。
相対的コストの観点でゼロシナリオを支持いたします。

　原子力の平和利用という観点で進められてきた、原子力発電方式はすでに20世紀型の政策にすぎなくなってしまいました。　福島原発事故による環境汚染は日本にとどまらず海外諸国から
の海洋汚染を始め損害賠償請求を受けるため、原子力発電所の廃炉、周辺自治体への補償をはるかに超えるコストを日本が背負わざるをえない状況にあります。
　一方、電力会社が保有する原子力発電所の減価償却の問題もあり、日本の産業界へ安定的・低コストの電力供給が求められます。
　相対的なコストを鑑みた場合、すでに原子力発電に頼るエネルギー政策は日本の将来を２０世紀型の産業政策から脱却できず、来るべきさらなる円高、超株安を伴う世界的な経済危機に立
ち向かうことはできません。
　そこで提言を述べさせていただきます。
1) 特別立法による各電力会社の原子力発電所の減価償却は特別償却を認め、実施する。
2) 世界の平均気温はすでに低下傾向にあり、間違った考え方で脱化石燃料政策はとらない。特に、米国で始まっている低コストのシェールガス利用による発電方式もエネルギー政策の検討を
始める。
3) 放射性廃棄物を保管するための施設建設とその監視は10万年レンジの視野が必要になるため、その問題を明らかにし国家的戦略の観点で取り組む。
4) 昨年の福島原発事故に伴う、日本人への遺伝子学的な影響は避けて通ることはできず、このことは経済的発展の阻害要因にならざるをえず、マイナスコストと考えていかなければならない。

　エネルギー政策の観点ですので、原子力発電方式と化石燃料方式を含む発電方式との相対的コストに絞り、生物学的、倫理的な視点は省略させていただいています。
　
最後に　充分な意見反映とはなっていいませんので、確認点など必要が生じましたら喜んで意見の聴衆をお受けいたします。

55692 個人 その他 ４０代 女性 ゼロシナリオを選択します。全ての原発を即時廃炉す
べきです。全国の原発の再稼働に反対です

ゼロシナリオを選択します。全ての原発を即時廃炉すべきです。全国の原発の再稼働に反対です。もっと自然エネルギーを推進して下さい。また、既に破綻している核燃料サイクル温存しない
で下さい。再処理の廃止を決めてください。

55693 個人 学生 ２０代 女性 ３つのシナリオのうち、「０パーセント」という選択肢を
支持します。

いまだ福島第一の現状は厳しく、また廃炉は技術的観点から長期にわたるということは知っています。しかし、福島での事故での「落とし前」をつけるために、そして国際的な信用を確保するた
めにも「ゼロ％」に向けて真摯な取り組みをしなければならないと思います。（２０３０年に２０％というのはあまりにも悠長なのではないでしょうか？）したがって、私は上記のような意見を述べま
す。

55694 個人 家事専
業

３０代 女性 原発0%,震災ガレキ広域処理に、反対します。 こどものみらいのために、原発反対します。

55695 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオが妥当だと考えます。 使用済み燃料の処分方法が技術的にも確立しておらず、処分地も決まらない以上、原発を稼動させることで使用済み燃料をさらに増やすことは処分をますます難しいものにします。今あるもの
が処分できないのに、もったいないからと稼動させて使用済み燃料を増やすことは、財源の限られている税金をみすみす浪費することになります。事故を起こしていない原子炉の廃炉を進めな
がら、事故を起こした原子炉の後始末を同時に行う必要があります。原子力発電をしないとなれば、ほかのさまざまな発電や節電の技術が発展し、経済にも活気が出てくるものと考えていま
す。

55696 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 ゼロシナリオ希望します。原子力は使用したくありま
せん。

震災以前に戻ることに未来はないとおもいます。当時だって日本は行き詰まっていました。これを打破するための一歩が卒原発だと思います。

55697 個人 家事専
業

３０代 女性 将来原発は停止して欲しいです。
ただ、
全原発を廃炉にするための燃料棒の冷却分に必要な
電力分だけは
原発を稼働させてもいいのかも知れない。と思いま
す。
あと、嘘は嫌です。

原発はあまりにも大きくて今現在の私達には手におえない物だと分かりました。何か起こってしまったとき、私たちがすぐに終息出来るようになるまで、手をつけてはならない聖域だったのだと思
います。
新しいエネルギーを産み出すこと、
原発の核分裂に拮抗作用のあるもの研究をすすめて
誰の体にも被爆する事なく廃炉にできる道を探って欲しいです。

55698 個人 その他 ４０代 女性 原発はいらない。30年待たず、すぐ停止させ、完全に
廃炉にしてください。

福一の事故があり原発はつくづくいらないと思った。

55700 個人 自営業 ５０代 女性 「原発０シナリオ」は可能です。何とか諸方面に調整し
て実現してください。そのためにも、原発規制委員会
の人事を中立的で公正な人選にして、今後のエネル
ギー政策に集めたパブリックコメントを反映させてくだ
さい。

原発規制委員会は、「規制」を厳正に行うには、脱原発・反原発の先頭に立つような技術者こそ委員として採用し、厳しく規制のために意見を述べてもらい、その意見に全部、反論ができた原発
施設のみ、運用すべきです。さもなければ、国土の保全もできなければ、公衆被曝も防げません。

ところが、現状では、候補に上がっている専門家は、厳しい規制をする立場に立つような経歴を持つ人が一人もいません。

もし、脱原発・反原発の先頭に立つような技術者から構成された原発規制委員会を発足させたら、現在、日本にある原発は、いずれも稼働すべきでないようなものばかりです。また、日本は地
震国なので、いくら新設原発には老朽化の問題がなく、耐震設計もさらに高度にするとしても、エネルギー政策を転換すれば、原発なしでもやっていける経済成長シナリオが描けるのですから、
敢えて原発を持ち、安全に保管することが難しい核廃棄物をさらに増やし続ける根拠もありません。失敗続きの核燃料サイクルもやめてください。

55701 個人 自営業 ３０代 女性 原発をすべて廃炉にし、ゼロにしてください。 原発は必要ないと思います。わたしの暮らす岡山は晴れの国と呼ばれるほどお天気の日が多い場所です。このような場所にメガソーラーを建設してください。原発につぎ込まれている大金をメ
ガソーラーの建設や地熱発電の推進に投入してください。放射性廃棄物の処理は不可能です。未来に負の遺産を残すのではなく、未来の人たちが放射能の心配をせずに暮らしてゆけるよう、
今決断してください。

55702 個人 学生 ２０代 男性 20～25％に賛成 私は20～25％が望ましいと思います。燃料の価格高騰リスクに対応できるのと、エネルギー容量の高さ原子力をこれからも活用していくべきだと考えます。また核燃料サイクルにも賛成します。
地層処分する量を減らし、さらにリサイクルすることにより新たな燃料にすることができるからです。エネルギー自給率が低く、石油禁輸やオイルショックを経験した日本にとって燃料の確保は死
活問題です。原子力規制委員会の下、原子力の安全性を最優先とした運営がなされることを強く望みます。

55703 個人 家事専
業

５０代 女性 原子力エネルギーは0％にしてほしいです。 実家の福島では両親や親せきが毎日大変つらい思いをしています。まだまだ被害の解決もなされないままに、原子力エネルギーを使うことは福島の人々の気持ちを逆なですることです。まず、
福島の事故をスタートラインとしてそこからエネルギー問題は考えられるべきです。

55699 個人 無職 ４０代 女性 原発には問題が多く危険性もある。
原発依存率０％の「ゼロシナリオ」が望ましいと思う。
原発依存度をゼロにして、化石燃料の輸入も抑えて
いくために、新エネルギーの開発に全力で取り組むべ
きだと思う。

古墳の壁画にも描かれている四神相応は、「地域のエネルギーのベストミックス」を表現したもののように思う。

青龍は、清流（水力発電、潮流発電）。
朱雀は、熱（火力発電、地熱発電、温度差発電、熱水の利用）。
白虎は、風（風力発電）。
亀と蛇が一体になっている想像上の生き物「玄武」は、ソーラーパネルと送電線のように思える（太陽光発電、超電導送電線）。
そして風穴はエネルギーセンター（パワーコントローラー、蓄電池、電流のフライホイール、スマートグリッド）。

エネルギーのベストミックスの中に、原子力を入れるべきだろうか？

安全を確保できるのなら良い電源と考えられてきた原子力発電（私の父も以前、プラントの設計・製造に携わった。）だが、残念ながら、安全を確保することが福島第一ではできなかった。
事故の検証を経て、他のプラントにも同様のことが起こりかねないということがわかってしまった。
さらに、作業に伴う被曝や周辺の汚染、廃棄物の処理など、原発の稼働そのものにたくさんの問題があることも露顕した。

事業の実態を「見える化」して問題点を見いだし「改善」する努力を続けることで、日本の「現場力」は高められてきた。
原子力の管理においても、これを当然やらなくてはならないだろう。
実際に、原子力発電所や核燃料関連施設、放射性物質などの管理を今後も続ける必要があるからだ。

日本の安全保障を考える上で「使用済み核燃料」をどう位置づけるのか、これを決定してからでないと将来の原発依存度は決められないのではないか？

従来通りに核燃サイクルを強行することが良い選択とは思わない。
ウランを利用できるトリウム発電はどうかと思うが、これにもトリチウム汚染や事故の懸念があるのならば安易に選択するべきではないだろう。
核兵器を作るのは、滅びの道を選ぶことなのだと思う。（真の安全保障とは、人道に則る「人間の安全保障」であろう。）
私たちは絶対に広島、長崎、福島を忘れてはならない。この重すぎる事実から得られる教訓を全世界の人たちの間で共有し続けなくてはならない。

リーマン・ショックからも学べることがある。
高利回りの金融商品をつくるためにハイリスクな債権を組み込んだことがアダとなり、当事者の倒産はもちろん、米国経済ばかりか世界中の関係者が損害をこうむり、直接には利害関係のない
日本企業や労働者までもが惨禍に巻き込まれて、日本は不況に陥った。

経済性にかんがみてエネルギーのベストミックスに原子力発電を組み込むことを是とする政策は、恐らく将来に取り返しのつかない禍根を残す。

原子力発電をいつまでにやめなければならないのか？
この問題に具体的な日付を示して回答できる人はいないと思うが、遅くとも次の震災までには原子炉から燃料がすべて取り出され、使用済み核燃料もかなり冷却できていることが必要だと考え
られる。
このことから、２０３０年に原発が稼働していることを前提として私たちの国のエネルギー、経済、産業のあり方を構築することは、非常にリスキーであるように思われる。
したがって、示された３つの選択肢の中から選ぶとすれば、私は原発依存率０％の「１番・ゼロシナリオ」が望ましいと思う。
原発依存度をゼロにして、さらなる化石燃料の輸入も抑えていくために、新エネルギーの開発に全力で取り組むべきだと思う。



55704 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 私はゼロシナリオを支持します。被曝労働を避け得な
い、ゴミの処理方法がない、事故のリスクが高過ぎ
る、の3点の理由からです。

私はゼロシナリオを支持します。現在停止している原発はそのまま稼働させず、再稼働した大飯原発の2機は停止を望みます。理由は3点です。1点目は、原発の稼働には被曝労働を避け得な
いということです。福島第一原発で事故が起きる前から、被曝労働は原発を動かすために必須のこととして続けられて来ました。今までにも多くの方々被曝しなくなっていますが実態はあきらか
にされていません。今回のようにひとたび事故が起きれば、さらに多くの被曝労働者を必要とせざるをえません。2点目は、非常に危険で大量の放射性廃棄物を安全に処理する方法が確立され
ていません。原発を停止していても放射性廃棄物を抱えるリスクは未来永劫です。3点目は、原子力による発電によるメリットより地震や人為ミス、老朽化などによる事故のリスクが大き過ぎるこ
とです。このたびの福島第一原発の事故でどれだけの被害と混乱が生まれたかを見ても、そのリスクの大きさは明らかです。以上の理由で私は原発のない日本を希望します。

55705 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 エネルギー 環境に関する選択肢に対する意見。 エネルギー環境に関する選択肢に対する意見。

原発は即刻廃止にして下さい。

絶対な安全性が認められないエネルギーを使うことは
国民の安全性が認められないということに繋がります。

日本だけでなく、世界の環境にも影響があるのでは？
国民が安心して安全に平和に過ごせる未来のために、

原発は稼働ゼロ。
即刻廃止を希望します。

55706 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発を廃炉へ。もう国民は全て知っています。 ちょっと調べればわかるこんな昭和で前時代的な利権システムに乗っかったものを推し進める愚行。反対一択です。

55707 個人 自営業 ３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を求めます。 大量消費社会からの脱却及びエネルギー政策の転換を
同時に進めていってほしいです。
それに伴うある程度の消費の冷え込みや
経済の縮小は避けられないことかと思いますが、
それでも唯一の被爆国として
原発において世界の尊厳の先頭に立っていってほしいと思ってます。
未来へ取り返しのつかない負の遺産を残さない、
そんな今の世代の責務、全うして欲しいです。

55708 個人 その他 ５０代 女性 原発比率「０パーセント」 福島の事故により、原子力が人間と共存出来ないことが明らかになりました。原子力の平和利用は在り得ず、長崎、広島、第5福竜丸と同じ様に放射能が人間を苦しめることになります。内部被
曝は科学的根拠はないとされていますが、チェルノブイリ事故後の例えばベラルーシの子ども達の状況を見れば、人間の身体を蝕み、癌や他の病気を引き起こす原因となっていることは事実
の姿としてあります。
今原発を動かさず電力は足りています。企業も個人も節電をし、自家発電を行い、日本の社会は原発に依存しない方向に舵を取ろうとしています。それはこれからの子ども達に、日本の未来に
そして世界中の未来を守るため・・・と今を生きる大人の責任として果たさなければならないと思っているからです。
日本は唯一の被曝國です。被爆者の声を、原爆の恐ろしさを世界に発信できる國です。其の国が自分の國で被曝するとは、本当に悲しいです。そして一瞬にして今までの普通の生活が破壊さ
れてしまった広島、長崎、福島の方々の気持ちを思うと、自分の身に置き換えてみると、やるせない思いでいっぱいです。
原発はゴミがでます。そのゴミの処分も考えなくてはなりません。また、原発を止めるためにも４０年はかかると言われています。その間作業する方たちはどのように保障されるのでしょうか？そ
して福島で今現在生活されている方々の健康とこれからの保障、避難している方々の保障は？
電気があれば、豊かな生活ができるとは思いません。原発を動かすことで、経済が回るとは思いません。まずは国民の健康が第１です。原発は日本の國から失くして下さい。そして唯一の被曝
國として、恐ろしさを世界に発信して、脱原発のリーダーになって下さい。

55709 個人 自営業 ３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。 原発がなくても電気は足りるというのと、日本は電気を無駄に使い過ぎです。
海外はもっと夜の町も暗いしスーパーや駅の中も今より暗くできるはず。

一人一人が力をあわせれば原発という危険なものに頼らなくても
十分電気は足りるしそもそも原発は一部の人の金儲けのためのものに
なっているではないですか！！

今のままでは日本はおろか地球そのものの存続が危ういと思います。
日本にはもっとすばらしい資源があります。
気候や水にめぐまれた土地をもっと生かして、
植物を育てて地上資源を使う方法だっていくらでもあります。

私はこの地球が平和になることを望んでいます。

55710 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 １．ゼロシナリオ
10年も前から原発ゼロでも問題ないとの研究結果が
出ているはずです。変わるきっかけは、このタイミング
がベストだと思います。

まず、このパブリックコメント自体がほぼ報道されていない時点でどうかと思います。ほかのパブリックコメントが重要でないというわけではないですが、現在最も国民の関心の高いトピックである
はずです。

10年ほど前に、原発ゼロでも十分日本は電力がまかなえるという研究結果を読んだことがあります。
環境や費用的な面での問題も多々あるかとは思いますが、そのかわり、食品や水でさえも不安を持ったまま摂取しなければならない状況が続いています。
即時ゼロとは私は言えません。ただし、その間に大飯が爆発したらと考えると不安でなりません。

例えば米沢市では、マイクロ水力発電への動きが見られます。
それは水田が多い土地ならではの、その土地にあった発電方法だと思います。
通勤途中の電車からは、ソーラーパネルを設置した民家が明らかに増えてきました。
そういった、福島を受けての新しい動きを推奨したり、効率的な新しい発電方法の実用化を目指していくこと、同時にその分野での雇用を作ることで、問題は徐々にクリアになっていくのではな
いでしょうか。

もし万が一、国民の体に障碍が現れはじめたら、経済どころではなくなるはずです。
状況は違えど、ドイツは原子力から身を引きました。時間と準備があれば、不可能ではないはずです。
原子力の傘からの脱却も含め、世論が盛り上がっている今こそ、変革をご検討いただきたく思います。

デモに参加するのも、脱原発を訴えるのも「経済のことを知らない人間だ」とは言われますが、その人間が国民のほとんどを占めているということ、消費活動の核になっているということを忘れな
いでほしいです。
現在5万強集めっていると言われるこのパブリックコメントも、形式上のもので終わらせず、民意としてしっかり受け止めていただけることを切に願います。

エネルギー問題以外にも問題が山積みで、大変ご足労おかけしていることと存じますが、民主主義国家である日本の今後を、何卒よろしくお願いいたします。

55711 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ゼロシナリオを選びます。 一刻も早くゼロに！！
もう原発に頼る事はないと思います。原発ゼロのする事を前提にもっと案を示して欲しいです。

55712 個人 自営業 ３０代 男性 福島第一の事故により原発が絶対安全などではない
事が明確になり、放射性廃棄物の最終処理方法も目
処が立たない状況です。当然ゼロシナリオを選択する
べきだと思います。

それまでそこにたくさんの人が暮らしていたのに3.11の事故で、今後何十年、おそらくそれ以上の間もう住めない、戻れないという土地が出来てしまいました。このような事はもう2度とあってはい
けないと思います。
現状の原発が安全でない事が実証され、大飯原発再稼働にかんする報道等を見ていても充分な安全確保（結局なされないまま再稼働されてしまいました）には相当の時間が必要なようです。
一刻も早く全ての原発を停止し一旦現状の火力発電でまかないつつ、再生可能エネルギーやコンバインドサイクル発電所等を新たに建設し置き換えて行く方が良いように思います。燃料費も
長期的に見るとウランが上がる一方で天然ガスは逆に下がって行くしコンバインドサイクルだと熱効率も良くCO2の発生も少ないと聞きます。トータルでCO2発生量が抑えれれば化石燃料の比
率を減らす事自体にはそれほど意味は無いように思います。一時的に税金や電気代が値上がりするのはやむをえないと思います。そもそも原発の事故コストや現実味の無い高速増殖炉の開
発費、使用済み燃料の処理費等で値上がりしてるのであれば同じ事のように思います。
そもそも自国での使用済み燃料の最終処分の方法の目処も立っていません。ましてやそういった状況で他国に保管場所を作るような事等許されるような事ではないと思います。
以上のような理由から一刻も早く全原発を即停止、廃炉にし、コンバインドサイクルや自然エネルギーに乗り換えてもらいたいと考えます。

55713 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 即廃止 ブレーキのないクルマを、無免許で運転するようたなもの。即廃止以外考えられない。

55714 個人 法人等 ５０代 男性 　原発比率　0％　を支持します。 　現状の原発では、必ず、核廃棄物が出て、その処理問題など、様々な問題を解決する技術力が無いまま続けていったら、地球が核のゴミだらけになってしまうからで、原発は止めるべきであ
る。
　また、原爆と原発の両方の被爆国であるから、世界にも、直ちに原子力事業を止めるよう働きかけるのは当然のことと思う。
　今まで、国民は、危険なものを安全だと、政府に騙されていたとしか言いようも無く、あんないい加減な会社の東電は潰すしかなく、まだ、原発をやろうとしているなんて、反省のいろもなく、まと
もな人間がやることではないと思う。
　

55715 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発の比率は25％以上を維持すべきである。
民意の聞き方が誤っている。

原発の比率は25％以上を維持すべきである。
＜理由＞
１）再生可能エネルギーの見通しすら立っていないときに重要なエネルギー源を放棄するのは自殺行為である。
２）核技術と核物質は我国の安全保障上放棄してはならない。核を放棄すれば日本の周辺国に侵略されるだけである。
３）天然ガス等の輸入代金は膨大である、国富の流出ひいては国力の低下を助長する。
３）電気エネルギーが安定供給されないと企業は国内から脱出し、雇用が失われ、経済がますます衰退する（原発反対者はこのことをどうするつもりでしょうか）。
＜原発維持に当たって＞
１）政府、電力会社の産官複合体を破壊し、透明性の高い経営体、組織体を再構築すべきである（官僚の天下りや経営トップの長期体制など許されない）。
２）生産性の高い組織体にし、電力会社社員だけの特権と思えることは全て廃止すべきである。
３）使用済み燃料の再処理技術と体制を早期に確立し、トイレのないマンション状態を早期に脱却すべきである。
４）強い権限を持った透明性の高い監視機関を早期に立ち上げるべきである。

民意の聞き方が誤っている。
＜理由＞
１）民主主義は少数意見も尊重しなければいけないが、少数意見だけが通る現状は非常に危険である。
２）一時的な感情によって大衆の意見は左右され、それをマスコミや一部の過激な人間が煽動していることを忘れてはならない。
３）原発反対か賛成かというような聞き方は誤っている。原発がないと経済はこうなる。あなたの生活はこうなるというように身近な状態における説明を分かりやすくしないと、やたら危険だという
話ばかりが強調されてしまうのは危険である。

55716 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 「ゼロシナリオ」（原発依存度ゼロ）を支持します。 第一に、原子力の安全確保は、本質的に困難であると考えます。安全性を限りなく高めていたとしても、事故が起きた場合の影響が大きすぎ、回復不可能な影響も多くあります。「将来リスクの
低減」の視点が提起されていますが、そもそもどんなにリスクを低減してもゼロにはならない以上、原子力発電からは撤退するべきと考えます。
第二に、エネルギー安全保障や地球温暖化対策の視点への不信感を表明します。脱原発の結果、例えば地球温暖化の影響で飢餓が発生し人命が失われたりすることも、原発事故に起因す
る人命の喪失と同様に避けたいと考えています。なお、原発事故の影響を受けて自殺された方もいるため、原発事故での死者をゼロとする考え方は間違っていると考えています。
しかしながら、原子力発電も大量の廃熱を生み出していることなど、広く知られていないことが多すぎます。情報の寡占化や意思決定過程が市民に開かれているとはいえないことから、視点の
立て方そのものが無効であると考えています。
第三に、コストの抑制とありますが、そもそも、今回の事故はコストを削減してきた結果であり、原子力発電のコストが安いとされていることも、コストを不当に低く抑えているためであることは明ら
かです。そこまでコストがかかるということは、安全上のリスクが大きいためであり、そのようなものをあえて活用する必要性は一切ないと考えます。
第四に、原発は民主主義とは相容れないものであることを指摘します。情報が国民に知られていないのは、知らせては不都合だからだと確信します。また、原発立地をめぐっては、当該地域の
人たちは抑圧され、人間らしく生きられない状態になっています。そのようなシステムは、日本国憲法の理念と相容れないと考えています。

55717 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発廃止を求めます。 環境の面でも、費用の面でも、次世代にまでつけを回す原発は、未来のない時代遅れのエネルギーです。決して「クリーン」なエネルギーなどではないことは、福島を見れば明らかです。一旦こ
とが起きた場合、その後始末の費用と人的犠牲はとてつもないものです。しかも、後始末すらまだまともにできていません。原子力エネルギーなどというものは、人には制御しかねる代物だとい
うことはここからも明らかです。まして、再稼働、再利用などとんでもありません。

地域での小発電や代替エネルギーの開発を推進し、原発をなくしし、一刻も早く脱原発を行うことを求めます。

55718 個人 その他 ３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を希望します。 １）発生する確率は非常に低い、と言われていた事故が起こりました。確率が非常に低いことでも、発生したら大事故につながることは、その原因を取り除くべきだと考えます。
２）原子力発電以外のエネルギーの開発により、新たな技術が生まれることを期待します。事故の不安がある限り、この分野が社会的に支持を得ることは難しいとおもいます。今は、従来とは異
なる分野を発展させるよい機会ではないでしょうか。新たな技術の発展が、社会に活力をもたらすのではないかと考えています。

55719 個人 学生 ２０代 女性 2030年までに原発ゼロにすべき 2030年までに原発稼働はゼロにすべきであると考える。
即時ゼロにすることは難しいと思うが、2030年までに段階的にゼロにしていく決断をすべきであると考える。
たとえ原発をとめたとしても廃炉にするのにも莫大な費用がかかり、
廃炉にした後も使用済核燃料の管理にも費用がかかる。
しかし、これ以上有害危険な放射性物質を生み出す原子力というエネルギーに頼っていくのは、未来の世代や日本の美しい自然を守るのために断固として今ここで断ち切る決断をすべきであ
ると思う。
国の政策としては代替エネルギーの開発に力を入れてほしい。またかつこれまでの無駄な電力消費を抑え、当事者意識を高くもつことが福井の原発から多くの電力を送電してもらっている関西
に住むわたしたちにとって大切なことだと考える。



55720 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 2030年までの３つのシナリオでは原発の比率は(1)の
ゼロシナリオで行くべきである。あえて言いたいのは３
つのシナリオの選択では2030年となっている、即、原
発を止めるべきである。

原発ゼロの理由は(1)福島の事故により、原子力は人間の手にを負えないことがわかりました。そして今もなお危険であるということ。(2)地震大国日本、日本は地震活動期に入ったといわれてお
り、あまりにもリスクが大きい。(3)核廃棄物の処分場がいまだ決まっていない。
フィンランドの「オンカロ」をご存知でしょうか？核廃棄物の最終処分場です。太古の岩盤層を深さ５００mまで堀り、１，２年後から国内の廃棄
物を搬入して、１００年後に満タンになった時点から１０万年間封鎖されるもの。核廃棄物の生物への影響がなくなるのは10万年といわれています。途方もない期間を要する核廃棄物をこれ以
上生み出さないでほしいです。
また事故があれば、狭い日本に難民が増えることになり、世界から避難されるでしょう。放射能の飛散状況によっては海外からの損害賠償も考えられます。

次世代のために、即、原発ゼロを選択し、実行してください。

55721 個人 その他 ５０代 女性 原発ゼロシナリオしか無いと思います。 核ゴミ問題を先送りして、原発開始から何十年も経つというのに、解決法が見いだされていません。そもそも、最後までコントロール出来ないものを持つのがおかしな話だったわけです。日本人
なら、クリーンエネルギーの開発が何処の国にも負けず出来ると思います。

55722 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電は全て撤廃し、なるべく安全な廃炉の方
法をなるべく早く確実に、検討・計画して頂きたいで
す。

原子力発電が無ければ今の水準の生活が出来ないように宣伝されて居ますが、それが本当だと思えません。
仮に本当だとしても、消費電力を控える事に対する不安も抵抗もありません。
廃棄物の処理方法も、100％安全な運営方法も確立されていないものを継続している事に大きな疑問を感じます。
政治的、経済的理由からではなく本当の意味で環境負荷が少なく持続性のある方法での発電方法を模索する事は、日本の技術をもってすれば必ず出来るはずだと思いますし、原発の維持費
用を掛けるよりも、そちらにその費用をシフトする方が絶対的に有効な税金の使い方だと信じます。
なるべく早い方針変更を望みます。

55723 個人 その他 ５０代 男性 ゼロシナリオを選択するが、できるだけ早いうちにゼ
ロにする。

原発が人類にとって相容れないエネルギー政策であることは、３・１１の福島の事故により決定的な事実となった。
原発に安全はあり得ない、即刻全原発を廃炉にすべきであり、そこからエネルギーをどうするのか発想の展開を図るべきである。
今だ福島の事故は収束していないし、そもそもどう収束するのかもわかっていない。
人間にとって放射能はコントロールできないものである以上、一刻も早く手を引くべきである。
今後問題になるであろう低線量被ばくにおいても、詳しいことは分からないままである。　こんな危険極まりないものを存在させておくこと自体間違っているのである。
大飯原発を早く止め、一旦ゼロにして今後を考えるべきである。

55724 個人 家事専
業

５０代 女性 直ちに原発を再稼働中止、頼らない政策をすすめて
ほしいので、ゼロシナリオを選択します。

福島第一原発事故が起き、もう私は原子力発電はすべて止めてほしいと願います。
理由
(1)福島第一原発事故により福島（だけではありません）の人々が大変つらい思いをし苦しい状況にあるのに、１億人以上の人口を持ち経済的に発展をしてきた日本という国ではその人たちを救
うことが１年以上経った今でもできないからです。人間の生命を脅かすことはやめるべきだからです。
(2)原子力発電は実験により地球の大気を汚染してしまいました。現場での作業にも被ばくの危険があります。そして、核廃棄物は将来ずっと先まで危険すぎるゴミとして地球上に残ります。
(3)経済的にも無駄が多く浪費型で事故による経済的マイナスは計り知れません。

原子力推進に反対してきた専門家や学者の意見を政策のベースに取り入れるべきだと思います。
なぜなら原子力村、御用学者と呼ばれる推進派の人たちが起きないと言った事故が起き、彼らが正しくなかったことが明らかになったからです。間違いに気付いた専門家は謝ってほしい。
例えば小出裕章氏の意見や解説は私たちも大変わかりやすいので是非彼の力を借りて欲しい。

55725 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 一刻も早く、脱原発をめざして、自然エネルギーによ
る発電推進を行ってほしい。

福島第一原発の３号機の水素爆発を目の当たりにし、明らかになってきたのは、原子力発電の技術は、人類にとってまだまだ未知の技術であること。
また放射性廃棄物の中には３００メートル以上奥深く地中に埋めて処理するが、その年数、数万年とも数百年万年以上とも言われています。
このように、現代の科学ではとても人間が最悪の事態に見舞われた際、管理できる技術ではないのは明らかです。
　加えて福島第一原発事故後、内部はどうなっているのかの事実関係は、現段階でも東京電力でさえもつかめられていないとのことです。
このように制御不能な危険な原子力発電をこのまま稼働させていては、日本の国土を滅ぼすことにもなりかねません。
一刻も早く、原子力エネルギーからの変換を切にお願いします。

55726 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオで進めてほしい。 2030年と言わずできるだけ早期に原発を0にする。停電に備えて、重度心身障害児などの家庭には、発電機や蓄電池といった設備を用意してほしい。人工呼吸器等を使用していない人でも、体
温調節ができずエアコンがどうしても必要な人がたくさんいるため。

55727 個人 学生 ２０代 女性 提示されている３シナリオのうち「ゼロシナリオ」を支
持し、かつ既存の原子力発電プラントの安全性の確
認、リスクの高いものから順次廃炉、また早急な自然
エネルギーの拡充への国家的な後押しを強く望みま
す。

　ゼロ（脱原発）シナリオを支持する理由として、国家戦略室の本会議内において提示されたエネルギーの選択を行なうに当たって重要となる４つの視点（(1)原子力の安全確保と将来リスクの
低減、(2)エネルギー安全保障の強化、(3)地球温暖化問題解決への貢献、(4)コストの抑制、空洞化防止）に沿う形で以下意見を述べたいと思います。
(1)原子力の安全確保と将来リスクの低減に関しては，福島原発事故後の影響を考慮するならば、どんなに現在のコストが増えようと、原発は速やかに廃炉すべきです。できる限りの安全管理
を行なうとしたら、今とは比べ物にならない限りのコストがかかるだろうということが福島事故後徐々に明らかになってきました。また、もしも最善の安全管理が可能だとしても、人間が関わる限
り、ヒューマンエラーは排除できませんし、人間の「想定外」の事象はいくらでもあり得ます。もしも飛行機会社が最高の安全管理を行なっているから、事故は起きないと言うとしたら、その飛行機
会社は信頼されるでしょうか。しかも今の状況は、既に途方もない事故が起きているのです。安全管理を本来なされなければならないレベルで行なうにも大きなコストがかかり、事故が起きれば
経済的にもそれ以外の面でも気の遠くなるような問題をいくつも生み出す原子力発電を今後も存続させていく理由はないと思います。
(2)(3)エネルギー安全保障の強化と地球温暖化問題に関しては、原発に頼らずに自然エネルギーを政府が拡充していくことで解決していくべき／できる問題だと考えます。まず、現在の自然エ
ネルギーを使った日本の発電技術は現在の電力供給を賄うだけの発展を遂げていないという指摘をしばしば耳にします。しかし、日本以外の市場では日本企業の自然エネルギー発電技術を
大きなシェアを誇っています。国内の電気を全て地熱発電でまかなっているアイスランドも発電技術は日本のもの（東芝，三菱）ですし、三菱の風力発電はヨーロッパ１のシェアを誇っています。
原発の生産メーカーでもあるこれらの会社の自然エネルギー技術をきちんと全国の電力会社が使用するように努めるべきであり、政府はこのような技術の発展を後押しすべきです。また、原子
力発電が抑制すると言われている二酸化炭素による温暖化のリスクと、事故が１度起きたら発生する放射性物質によるコストのどちらが重要かは、一概に判断できない問題であるとも思いま
す。
(4)経済の空洞化防止に関しては、上記に述べたように自然エネルギーの拡充で十分補填できると思います。そもそも現在全てある原発の廃炉技術が必要であることを考えると、原発関連技術
は今後数十年必要であり、空洞化は起きないと思います。また、労働環境の提供の場が健康リスクが大きいと思われる原発から自然エネルギーへと移行することは、倫理的にもとても好ましい
と思います。逆に、現在ウラン燃料生成から発電、使用後の放射性廃棄物の全ての過程で不公正な労働を必要とするというだけで、原発の存続をやめる十分な理由になると思います。この点
は原発の発電コストに繋がってくることですが、燃料生成から使用済み核燃料の保管の問題、また事故時のコストを全て含んだ本当の原発のコストを計算することは未解決の問題である以上、
簡単に原発はコスト安な発電方法であるとは言えません。特に、使用済み核燃料をどのように保管するべきなのかまだ明確な答えが出ておらず、福島原発の事故の影響もきちんとフォローされ
ているとは言えない現在の状況では、原発のコストは未確認であるけれどもとても高いように思えます。

55728 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 あえて選べというなら、「20～25％シナリオ」を選択し
ます。

資源の少ない日本が、今後も一流の工業国を目指すのであれば、準国産エネルギーである「原子力」の発展的維持がまず必要であると考えます。

もっとも、それは３．１１の結果を踏まえ、安全を確実なものにしてというのが前提であることはいうまでもありません。
福島原発事故の教訓を基に、進化した安全管理のもとで、ぜひ次世代型の原子力発電を継続してもらいたい。

原子力発電は、被爆国である日本が、核心技術で世界をリードしてきたものであり、ここですべてを捨て去るより、知恵を出してより安全な原発の開発推進をするべきではないか。

一方資源調達面でも、準国産のエネルギーを一定比率有していることは、各種エネルギーの価格交渉力向上にもつながる。
原子力発電は単に電力料金面からだけでなく日本にとって、エネルギー調達のリスク対策にもつながることを忘れてはならない。

将来の子供たちのために、もちろん「核」のない世界は、それですめば一番良いが、現実問題として、そのようなことになれば、日本は、ヨーロッパのたとえばポルトガルのような、かつては栄光
の国、今は貧乏な国になってしまうのではないか　と心配します。

日本には、まだ技術が残っている。この技術を無駄にしないよう知恵を出して、対応してもらいたい。

55729 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発の全撤廃 できる限りの早期の廃炉を求めます。

55730 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 まずは原発からの脱却を決定し国民に明言すること。 まずは原発依存からの脱却を決めること。そこから時間はかかると思うが、まずは方向性を明らかにすること。＝ゼロシナリオを指示します。
唯一の原爆被災国として、原発の重大事故を起こして世界に迷惑をかけた国として、また産業や経済の先進国として、原発からの脱却を世界に示すことは、地球全体の今後の方向性にかかわ
ると感じます。
今、経済のこと、他国との関係性、などいろいろと理由はあるかもしれませんが、ここで決断をしないと世界各国はもちろん、国民からの信頼も回復できないと考えます。

55731 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発0％案を支持する。１．放射能被爆事故による人
命へのリスクはコスト換算出来るものではない。２．原
発の燃料を含む廃棄物処理方法が確立していない。
３．放射能被曝は憲法の基本的人権を脅かしている。

原発0％案を支持する。１．原発の事故により人の生命が脅かされている事をコストに換算できることは出来ない。それによりエネルギーをコストから考えること人の生命をエネルギーコストとし
てみる事であり、無意味である。２．原発建設当時から廃棄物である使用済み燃料を処分する方法が決まらず、いまだ処分方法が確立していない事は原発そのものが成り立たない事を示す。
直接処分として何万年、何百万年の先の安全に保証のない負の資産を残すことは現在の人類がやるべき事ではない。３．放射能被曝は憲法に保障する人権を侵すものであり、被曝の原因者
である東京電力は速やかに、人を被曝から守らなければならない。低線量だから生活しても良いと言う方便は法の番人がすることではない。低線量を安全と言うなら原因者、法の番人は自ら内
部外部被曝を率先として受けるべきである。４．原発の再稼動はもちろん、新規建設はすべきことでは無い。原発が事故を起こしたときに、事故を収束出来ない現状が、人によって制御できない
こと示しており、事故などのリスクを評価することが無意味であることを示している。５．原発は安全ではない。仮定として安全であれば何故、電力消費場所である東京など都会に立地しないの
か。危険だから地方に安全だと言い、経済的に魅力的と言い押し付けてきている。６．リスクに関する論理的に説明が不十分。チェルノブイリ、スリーマイルから何を学び、何をなしてきたのか。
真摯に過ちに学び、論理的に国民に説明すべきである。

55732 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電はすみやかに廃止すべきです。 廃棄物の処理が事実上できない上に廃棄物や稼働中の燃料のトラブル時に何ら手が打てないシステムは推進すべきではありません。

55733 個人 法人等 ４０代 男性 2030年のエネルギー・環境に関する３つの選択肢のう
ち、(1)ゼロシナリオを、強く支持する。

(1)原子力発電の最大の問題点は、使用済み核燃料のまともな最終処分方法が現状ではないことにつきる。これは、将来世代に、廃棄物処理のツケを回すことであり、世代間の公平（将来世代
への倫理）という観点からみて著しく不当・不正である。このまま使用済み核燃料を「生産」し続けることは、現在世代の利益のために、将来世代を犠牲にすることを意味する。または、類として
の人間に対する不正である。

(2)このまま原子力発電をつづけることは不可能である。なぜなら、使用済み核燃料を原子力発電所内部に保管することは既に限界に近く、その他の中間処理施設に関しても同様であり、3.11
を経験した国民で、それらの新規建設を同意する場所があるとは思えない。

(3)核燃料サイクルは、失敗している。また、そもそも使用済み核燃料を完全になくすわけではないので、(1)の問題の解決にはならない。せいぜい、(2)の時間を少し稼ぐだけである。

(4)原発は、その構造上、直接的なコントロールが困難な設備であり、一端制御不能になった場合、なすすべがない。

55734 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発比率「２０～２５％」かそれ以上でないと現実的な
選択肢とはなり得ない

政府が示した原発比率「０％」「１５％」「２０～２５％」の三つの選択肢についてですが、まず始めに、このような数値目標「ありき」で国の根幹を支えるエネルギーを国民に問い、意見させること
は、冷静さ、適切さを欠いているのではないでしょうか。

次に、「０％」「１５％」に反対する理由を述べます。

現在、代替エネルギー利用の比率がベースロード電源を賄うには到底及ばず、原子力発電の停止後、高騰する燃料を購入し火力で補っている現状があります。この火力の燃料代、CO2排出
の問題があります。

代替エネルギーの比率が上がるには蓄電池の大幅な性能向上も必須であり、周波数に合わせた変電所や送電網の再整備も必要です。計画／予算はどうするのでしょうか。

太陽光発電を進めるにしても、日本各地の地方の土地を活用し、パネル設置の太陽光は火力や原子力程の雇用創出が期待できず、土地を提供する自治体にしても土地が売れず、買取制度
の期間のみのレンタル契約という寂しい状況です。実現可能性にも疑問が出てきます。

このような懸案を含めて、他の代替エネルギー含めた計画から営業までのロードタイムを考えると、2030年というのはあまりに早いゴール目標ではないでしょうか。

さらに固定買取制度による太陽光の買取も電気料金に反映し、高騰する火力燃料代と合わせ、家庭の電気料金の上昇が確実です。
原発比率「０％」「１５％」「２０～２５％」いずれの選択肢でも国民負担が増し、それだけでなく企業活動など、経済全体への影響が大きいとの試算もあり、ただでさえ厳しい家計を考えると避けた
いと思います。

ですので、シビアアクシデント時の事業者、規制庁、政府対応含め、原子炉のコントロールのための方策をしっかり検討して欲しいと思います。

廃炉にしても時間で区切るのではなく、妥当な評価軸をしっかり知見を集めて、使える炉は動かし、国民の生活と経済活動を圧迫することのないようお願いいたします。

震災による原子力事故については同じ津波震災を受けた女川、福島第二、東海第二が炉の安定冷却に成功していますので、全体で評価をされるべきと思います。
政府がそれを忘れ、事故のみにフォーカスし視野狭窄に陥り、恐れてしまっては、国民の、被災地の人の生活の安定はやってこないのではないでしょうか。
子どもを一人前に育てて行く以上、経済力、技術力のある日本がまだ必要です。
よろしくお願いしたいと思います。

  
55735 個人 会社員・

公務員
２０代 男性 ゼロシナリオを選択します。このまま原子力に頼ること

が続けば、自分の子供や孫の未来は悲惨なことにな
る。エネルギーの作り方、使い方を見直し化石燃料に
頼らない生活ができる社会を望みます。

自然エネルギーの利用にもっともっと積極的に取り組み、住まいの在り方、暮らし方を変えていけるよう促進してほしい。

55736 個人 無職 ７０代 男性 シナリオ１の原発０を支持する。
人の手に負えない核に頼るという発想を根本的に見
直さなければならないと考える。

シナリオ１の原発０を支持する。

原発事故の後、なお原発依存を捨てられないという状況がおかしい。
100％の安全が保証できないと分かった今、原発０以外の選択肢はない。
再び、このような自己がおこれば、日本は間違いなく破綻し、海外からも見放されるであろう。
公聴会に見る電力会社の一連の動きは原発推進そのものであり、国としても、そちらよりであることは間違いない。
既得権益を守ることを優先する原子力事業者、電力会社は信用できるものではなく、その安全性も疑わしい。
何より重視されるべきは、人の命である。

力を入れるべきは代替エネルギーの開発であり、
移行期間は節電、省エネ家電の買い替えなどで、国民も努力すればよい。
また、長期的な節電は地球温暖化対策になると考える。
よって、原発の即時停止、2030年を待つことなく、原発事業からの早急な完全撤退を強く希望する。



55737 個人 その他 ５０代 男性 原発ゼロ。 設問の設定自体に疑問はあるが、この中から選択するとすれば、ゼロパーセント以外にないだろう。

55738 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０３０年ゼロシナリオを希望します このような広範囲の事故、当然相関する風評被害に対して、刑事罰ひとつ科せられない事実を見るに、政府の怠慢であると思う。今後同様の事態が起こったとしても、この点で同じ対応を政府
は示すであろうと予想するので、原発はゼロにしていただきたい。

55739 個人 自営業 ５０代 女性 原発を廃止して下さい。
再稼働させないで下さい。

東北大震災で原発の危険は充分証明されました。
どうぞ他の発電に切り替えて下さい。

55740 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 福島第1原発事故が起きたとき、私は産後1ヶ月でした。

飲み水、食べ物、マスク、と出来るだけ気をつけて生活していましたが、自費で行った母乳検査の結果、私の母乳からセシウム137が5．4ベクレル／リットル出てしまいました。

これを読まれている方に、お子さんやお孫さんがいらっしゃったら、あなたは、その子にセシウム入りの母乳を飲ませることをどう思いますか？
微量だから、構いませんか？電力のために、我慢させますか？

私は、心から、こんなにリスクのある発電方法は、即刻廃止して欲しいと思いました。また、現在行き場のない原発のゴミを、子供の世代に追わせたくないです。

家庭で出来る努力として、家の電力を20アンペアまで下げました。
他に出来ることも、必死でやっています。それでも、生活が苦しいという感覚はありません。むしろ、新しい発見があったり、昔の人の知恵を学んだりと、毎日が新鮮です。

このまま利益の追求だけをしていった先に、本当の幸せがあるのでしょうか。

どうか、原発ゼロシナリオ（即時）といった歴史に残る英断を御願いいたします。

55741 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロ！原発はいりません！ 原発以外のエネルギーで生きる政策を早急に進めるべし。
命を脅かす危険性のあるものを維持する必要性などない。
ましてや被害が出ているにもかかわらず。
生物としての正しい選択ができないのなら、
国民で多数決するべき。

55742 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択する。
その理由として、原子力発電設備の脆弱性、運用組
織の信頼性への疑問があるため。

2030年ゼロシナリオを選択します。

その理由は下記の通りです。
・日本において、地震活動が活発化している
・東南海地震それに連動するとされる大地震時に、福島原発同様の事故発生の懸念が大きい
・事故発生時の健康への影響、生活への影響、社会への影響、経済活動への影響の大きさ
・放射性物質の廃棄方法が確立されていない
・運用組織の信頼性への疑問が払拭できない

今後のエネルギー政策は、下記の内容を希望します。
・地域特性を活かした再生可能エネルギー利用の開発
・再生可能エネルギーを主要エネルギーとして確立できるまでの日本領域内での化石燃料の開発の促進
・電力業界の自由競争促進による開発の加速化と費用の低減
・スマートグリッドの導入等、公正な自由競争を前提とした国策としての社会基盤の整備

また、選択されるエネルギー政策のメリット、デメリットは、正確に国民に対して説明されるべきであり、その議論は公開されるべきだと考えます。

55743 個人 自営業 ４０代 男性 ３つのシナリオのうち、原発0パーセントを支持する。
また、シナリオにはないが、国内すべての原発の即時
廃炉を求める。

原発は安全でもクリーンでも経済的でもないから。

55744 個人 自営業 ５０代 男性 福島第一のか燃料がどこにあるのかさえ目視でき
ず、廃炉方法も決まっておらず、核廃棄物の処理方法
も決まっておらず、汚染された土地を浄化することもで
きないのに、原発に依存し続けることに反対します。

原発はすぐに止めてください。福島第一が収束どころか燃料がどこにあるのかさえ目視できていないのに、廃炉方法も決まっていないのに、核廃棄物の処理方法さえ決まっていないのに、汚染
された土地の浄化方法もないのに、他の原発を動かし続けることは世界に対するテロとも言えます。国境の空にも海にも、放射性物質の拡散を抑えられる壁などないのですから。
当面は火力をメインにしてまかなえるはず。チェルノブイリから学んでください。国際世論から学んでください。原発は禁断のエネルギーです。

55745 個人 自営業 ４０代 女性 核兵器、原発、人工放射線、未来を奪うものは何一つ
いりません。
人が人として幸せに暮らすには、たくさんのものはい
りません。
きれいな水、空気、豊かな大地、人が人を思いやる心
ではないでしょうか。

原子力は要りません。
子供たちの未来を大人の欲で奪わないでください。

55746 個人 家事専
業

４０代 女性 原発0%
何年も先ではなく、「即停止!!!」

原発は人間の制御出来るものではない!!!
おごり昂るのもいい加減にしていかなねればならない。
福島原発事故で良くそれがわかった。
たかが電力の為に人間の命を危険にさらしたくはない!!!
子ども達の未来の為にも1日も早く原発0%!!!

55747 個人 無職 ６０代 男性 原発不要、再生可能エネルギーが良い。 安全第一

55749 個人 自営業 ６０代 女性 原発については「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希
望します。

チェルノブイリを超える福島原発の過酷事故を起こしながら、なんら有効な対策を講じられないまま大飯原発を再稼動した野田内閣に、国民の怒りは頂点に達しています。
福島原発事故で首都圏を含む東日本全域が汚染された上、近い将来に予測される大地震でさらなる事故が重なれば、日本は確実に終焉を迎えます。
原発がなくても火力・水力そして再生可能エネルギーで電気の供給は十分カバーできるので、原発はもう必要ありません。
日本の国土と民族を守るため、原発は即時０％、すみやかなる廃炉を強く希望します。

55750 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 即原発0%にして欲しいです。

　

こんなに、日本国内に原発があったとは。
福島の件で、知りました。
広島長崎の原爆投下が。あったのになぜ、こんなにつくってしまったのか、疑問です。
　知ってたら、確実に作るの反対しました。

廃ろにするのも、何年もかかるし。今即原発0%をめざして下さい。宜しくお願い致します。

55751 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は一切不要 地球上で天然原子炉が消滅した２０億年前、始めて多細胞生命が誕生した。原子炉と生命は地球上で共存し得ないことは自然の摂理。人類を絶滅の危機にさらすものを存続させる理由がどこ
にあろうか？

55752 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオ!! 危機的な有事の時に人間にコントロール出来ない物を扱うべきではない！！ゼロシナリオしか有り得ません!!

55753 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 　「原発０シナリオ」を支持します。 　２０３０年迄に「原発０」では今後２０年弱、原発が稼働することになってしまうので、この３つの選択肢では不十分と考えますが、仕方なく「原発０シナリオ」を選びました。

　あくまでも原発の即刻停止・廃炉を望みます。

　
　55754 個人 会社員・

公務員
３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。

しかし日本や世界で地震の活動期に入ったという話も
聞くため、２０３０年までではなく、全ての原発の即時
停止と廃炉を希望します。停止中の原発の再稼働も
反対です。

日本の地震は増加傾向にあると聞きます。
また大飯、志賀、敦賀原発などの下に活断層がある可能性があると報道もされています。
日本の原発の安全対策も不十分だと思いますし、昨年の福島第一原発の事故以降、想定外の過酷事故はあり得るということがよくわかったと思います。
そして未だ避難生活を続ける近隣住民のことを考えれば、またこのような事故を起こす可能性があり、事故が起きたときの被害規模が大きい原子力発電は日本ではやめるべきだと思います。
ゼロシナリオのいう２０３０年までに０％ではなく、即刻０％にすべきだと思います。

そして、原発停止にともなうエネルギー選択では、自然エネルギー導入の拡大と省エネルギーの更なる拡大に努め、不足分を天然ガス火力発電で補うという選択をすべきだと思います。

また、自然エネルギー発電の促進のため、発送電分離を求めます。

 「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する意見
（そもそも要旨を100字以内にすることすら難しい）

6月29日の政府の「エネルギー・環境会議」における3つのシナリオを提示したこと自体が、誤りである。その理由を以下に列挙し、再度白紙に戻して、国民の審判（解散総選挙）を受けた後、国
会事故調や原子力発電・核燃料サイクル技術等検討小委員会の検証委員会報告などを尊重しながら、決定していくべきものと考える。

政策過程における問題点

１）2030年のエネルギー・環境に関する3つのシナリオの正当性に対する問題
　(1)シナリオの根拠となった「原子力発電・核燃料サイクル技術等検討小委員会」の正当
性が検証されていない。（時系列的事実による検証）
　i）２０１２年５月２４日、毎日新聞朝刊に「原子力発電・核燃料サイクル技術等検討小委員会」のための「秘密会議」（内閣府は「勉強会」と称す）を開催していたと報道される。
　ii）この概要を６月４日HPにて資料を掲載した。原子力委員会は、新大綱策定会議を見合わせ、内閣府検証委員会に判断をゆだねる形を取った。
　iii）６月５日、渦中の原子力発電・核燃料サイクル技術等検討小委員会が「核燃料サイクル政策の選択しに関する検討結果について」として『３つのシナリオ』を提示
　iv）６月２１日、原子力委員会は「核燃料サイクル政策の選択肢について」で『３つのシナリオ』を提示
　v）６月２９日、「エネルギー・環境会議」は2030年のエネルギー・環境に関する３つの選択肢『３つのシナリオ』（原発依存度を基準に、(1)ゼロシナリオ、(2)15シナリオ、(3)20～25シナリオ）を決
定。
　vi）８月６日、内閣府検証委員会が報告書提出。「秘密会議（勉強会）」は、(1)実態について、「原子力発電・核燃料サイクル技術等検討小委員会」の審議に影響を及ぼそうとした意図を持って
いた。(2)４つのシナリオから電気事業者に不利なシナリオを削除した３つのシナリオとなる。(3)原子力委員会に求められる中立性・公正性・透明性という観点から、不適切と判断。

　(2)意見聴取会や討論会の開催が、単なる「やらせ的」ものである可能性が否定できない（時系列的事実による検証）
　i）エネ庁、６月１５日に「意見聴取会」の入札公告
　ii）エネ庁、６月２２日に「討論会」の入札公告
　(3)政策過程の正当性と公開性に問題あり
　　　国家戦略室が総括的立場にあるが、原子力を推進してきたエネ庁が、意見聴取会･討論会などの手配を行い、事務方を担うことに違和感をおぼえる。また、検証途中のシナリオが、一人歩
きしていることに怒りを覚える。

２）政府（決定者）の資質などの問題
　(1)審議会や事務方等の人選の正当性・公開性に対する疑義
　　審議会や事務方の人選の過程が公表されておらず、原子力規制委員会の委員長や委員の人事など将に、国民を馬鹿にした決定を平気で行っている。「誰がどのような理由で選び決定した
のか。」を公表し、その正当性を国民に問うべきものである。

　(2)政府（政策決定者）としての資質
　　衆議院を解散し、国民の審判を受けた後、国会事故調や政府事故調など事故原因を踏まえ、原子力規制委員会を発足した後、国策としてのエネルギー政策を決定するものである。

　(3)国家公務員法違反などで告発されている現状を踏まえ慎重な判断を求める
　　『原子力ムラ』としての政治家・官僚・専門家・事業者等が問題視される中、いろいろなところで問題を指摘され、法に抵触する恐れがある。禍根を残さないためにも、慎重な判断が求められ
るものである。

提言
『今後、３つの選択肢に関する国民的議論を礎として、８月にエネルギー・環境の大きな方向を定める革新的エネルギー・環境戦略を決定し、政府として責任ある選択を行います。』とあるが、広
島・長崎原爆訴訟、水俣病等の公害訴訟、日米安全保障条約・沖縄等米軍基地などにみる過去・現在・未来にわたる問題に学び、拙速な判断は行わないで戴きたい。

急遽、意見をまとめたので、意味不明・誤字脱字などあるかもしれませんが安全側・慎重側にご判断ください。

55748 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 要旨：6月29日「エネルギー・環境会議」の３つのシナリ
オ自体問題であり、国民の審判（解散総選挙）を受け
た後、決定すべきものである。政策過程の問題（(1)シ
ナリオの正当性、(2)決定者の資質など）以下に列挙
する



55755 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 2030年にこだわらず、可能な限り早い時期の全炉廃
炉が好ましく、また、可能な限り早い時期の廃炉と経
済問題の両立は可能であると考える。脱原発こそが
次世代の日本経済のための必須条件といっても過言
ではない。

　2030年にこだわらず、可能な限り早い時期の全炉廃炉が好ましく、また、可能な限り早い時期の廃炉と経済問題の両立は可能であると考える。脱原発こそが次世代の日本経済のための必須
条件といっても過言ではない。
　化石燃料はいずれにしても有限であり、その確保は国際的な紛争による資源確保を前提としている（例えば、独裁政権を支援するような形の資源外交、あるいは沖縄には原発がないにも関
わらず、原発は沖縄の人々に多大な負担をかけている米軍の駐留とも原発は一体不可分だと言っても過言ではない）、中央政府が産業などで必要な電力量から外挿して発電所を建設する
「ハード・エネルギー・パス」から、地域のエネルギー資源の活用を中心に、どのエネルギー需要にどのエネルギー資源をマッチングするかという制度設計から考える「ソフト・パス」への転換は、
元来地球環境問題を考える上で急務である。
　原子力の利用は、ウラン等が化石燃料と同様に希少資源であり、また原子力の利用が中央集権的にしか行えない以上、長期的に見ればハード・パスの阻害要因でしかなかった。また、世界
中がいずれは（埋蔵資源の枯渇により）強制的に自然エネルギーを前提としたソフト・パスに転換しなければ行けない以上、その分野に転換し、技術を積み上げることは国益にも合致する。逆に
言えば、今、原子力さえあれば維持できると産業界が主張する「産業」とは、基本的にあまり先行きのない産業である。
　逆に小水力などの技術はローカルな雇用に資するため、こういった側面を延ばすことは長期的に見れば不況対策と整合させることも可能であろう。いずれにしても過渡的な技術であったのだ
から、技術を知悉した第一世代の研究者・技術者が存命のうちに廃炉技術の開発を積極的に進め、同時に自然エネルギー時代に対応した研究開発と産業のために、なるべく多くの人的・社会
的資源を振り向けられるようにすべきであり、そのためにはなるべく早い時期に全原発を停止することが好ましい。

55756 個人 自営業 ３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望！！ 再生可能エネルギーへのシフトなど他国の霊を参考に変えていけるようにしてほしい。
色々な可能性を国民全体で考え、選べるようにして欲しい。

55757 個人 自営業 ２０代 女性 「明日にでも原発0を」が私の考えです。政府のいう
「国民」とは誰のことですか？デモはイベントではあり
ません。デモの声は「国民」の声です。

3/11の事故が起きて、海外諸国では原発0を掲げています。
そんな中、事故を起こした日本が原発0を掲げないなんてあってはいけない。

55758 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発依存度０にするべき。
2030年「目途」ではなく、遅くとも2030年と考えていた
だきたい。

原発のメリットとして「発電時にCO2を出さない」ということがあげられるが、実際には管理等に多くのCO2を排出すると聞く。
今後の運営についても、これまで以上に安全性を確保するため見直しをしなければならないだろう。そのためのコストも莫大なものであろう。
メリットとして考えられるのはもはや燃料費が安いということだけではないか。
もう一カ所で福島と同じようなことが起きたときのことを考えれば、とてもそれに見合うようなすばらしいメリットとは思えない。
今既にある原発を捨てることは国としての大きな負債になるだろうが、それはもう諦めてほしい。

火力発電は温暖化の面で将来的には無くしていかなければならないだろう。
しかし太陽光、風力、省エネを推進しつつ、それらで補えるようになるまでは現状で設備・技術の蓄積のある火力に頼ってよいのではないか。

55759 個人 無職 ７０代 女性 原発シナリオで即時０％を希望します 福島の原発事故で、本当の恐ろしさを知った。
原発でなく、次世代の再生エネルギーに変更していくべき。

55760 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。
原子力に替わる自然エネルギー、再生可能エネル
ギーの研究と普及をすすめクリーンで安全なエネル
ギーで生活できる社会にしてほしい。

私は原発ゼロシナリオを選びます。
現在住んでいる宮城県には女川原子力発電所があります。
私が生まれた頃には既に完成され運転しており当たり前のように黙認していましたが、昨年の東日本大震災での大津波、こちらも住んでいる場所からはそう遠くない福島第一原発での事故が
起き、原子力発電のリスクの高さを目の当たりにしました。本当に恐怖を感じました。今でもそれは続いています。
さらに使用済み核燃料の再処理も現在は確立されていないのに、このまま原子力発電に依存していくことは事故が起きた時のリスクを高めていくだけだと思います。
原子力に替わる自然エネルギー、再生可能エネルギーの研究と普及をすすめ、省エネの取り組みにも一層力を注いでもらいたいです。そしてクリーンで安全なエネルギーで生活できる社会にし
たいです。

55761 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 ２０３０年時点での選択肢は(1)ゼロシナリオです。速
やかに大飯原発を停止して、すべての原発を廃炉に
する。原子力が安価で安全で環境にやさしいなんてと
んでもない。福島のこどもを疎開させてください。

２０３０年時点での選択肢は(1)ゼロシナリオです。速やかに大飯原発を停止して、すべての原発を廃炉にする。原子力が安価で安全で環境にやさしいなんてとんでもない。使用済みの核燃料を
どうするのですか？土地や水、食べ物が汚染され、暮らしていた土地を捨てなければならない。もう二度と元の通りにはなりません。事故の後の政府の対応、マスコミの報道、そして何より東京
電力の無責任極まりない姿勢。原子力を扱う資格がないと思います。いまからでも遅くありません、福島のこどもを疎開させてください。

55762 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発0%になって下さい！ わかり切った事ですが、次に何かあってからでは遅いです。
日本国民、土地を犠牲にしてまで、守るものって何ですか？
日本人として、誇りに思える政治を、
どうか今一度、宜しくお願いします！
少しでも、希望の持てる未来を望みます。

55763 個人 自営業 ３０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見：省
エネ家電のみならず、原発ゼロでも成り立つ省エネ社
会として世界の見本を目指そう。

日本の家電メーカーが売りとする「省エネ」は、実際には社会にとっての省エネではなく、あくまで個々の家庭の節約にしかなっていません。現在不況にあえぐメーカーはそういったミクロな視点
でのものづくりから、社会にとっての省エネが実現できるような装置、システムの実現に注力するようにシフトしていくべきではないでしょうか。海外市場でのJAPANブランドの存在価値を復興さ
せるためにも、今まで他の国がやっていなかった事にチャレンジするべきです。仮に原発を維持したまま経済活動を続けたとしても、今までと同じやり方では他のアジア諸国の新興勢力に負け
てしまうのは目に見えています。資源の少ない国だからこそ挑戦するべきことがあるはずです。

55764 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電自体に反対します。
目先の利益ではなく、永続的な国家の安泰と未来を
担う子供たちの幸せ、地球温暖化問題を考えて、代
替自然エネルギーの伸長と、関わる産業の成長を目
指すべきと考えます。

原子力発電自体に反対します。

　昨年2011年3月11日に発生した東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故により、原子力のコントロールが如何に困難であるかを、我々は痛感しました。まして日本は世界
唯一の戦争被爆国家であり、原子力がもたらす恐ろしさ・惨さを多くの日本人が知っています（知っていなければいけません）。
　原子力発電所再稼働に関して「責任を取る」と総理大臣は仰いますが、事故発生に伴う多くの苦痛と健康被害は、一個人が取れる責任の範疇を超えています。にも関わらずこの地震大国日
本で、原子力発電を採用し続けることは、合理的な理由に欠けています。
　私たちはこの事実を真摯に受け止め、目先の利益ではなく、永続的な国家の安泰と未来を担う子供たちの幸せを考えて、代替自然エネルギーの伸長と、関わる産業の成長を目指すべきと考
えます。

　経済界から、電力不足による経済の停滞が懸念されています。例え原子力発電所の停止によって電力不足が生じたとしても（実際生じていないですが）、代替エネルギーの伸長に舵を取るこ
とにより、この産業に関わる事業はもちろんのこと、断遮熱技術の研究・発達とそれを利用する住宅の開発、省エネルギー家電の開発など、今後の日本経済を牽引していく可能性のある産業を
育てることが可能であると考えます。
　政府がそのような研究・産業への支援を集中的に行うことで、その躍進のスピードが速まり、震災前から停滞している日本経済の再生につながると考えます。

　また、我々は地球温暖化について考えることを忘れてはいけません。これまでよく考えずにエネルギーを使い続け、自分たちの住む地球の温度を上げてきました。振り返って下さい、私たちが
子供の頃、せいぜい20年前、夏の温度は35度にもなっていましたでしょうか？東京郊外にある私の家にあるクーラーはほとんど稼働していませんでしたし、外で部活動をして熱中症になること
などありませんでした。そんなことで死ぬ日本ではなかった。それが実感です。
　いつの間にか我々は、自分の生活を異常なまでに快適にし、地球を住みにくい場所に変えてしまいました。いつまでもこのようなことをしていては、もっともっと住みにくい場所になります。住め
なくなるかも知れません。それでは未来を担う子供たちに申し訳が立ちません。このことから、石油系発電は選択することは出来ません。

　経済の伸長と地球温暖化対策は両立できるものです。代替エネルギーの採用で、その実現に向けて大きく舵を取ることができるのではないでしょうか。
　
　自分を始め、国民にとって我慢とチャレンジであることは確かです。しかしながら、このチャレンジには合理的な説明が可能であり、このチャレンジを乗り越えてこそ、豊かな未来が待っていると
考えます。

55765 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持します。 選択肢を３つに限定するならば「ゼロシナリオ」を支持します。
他の２つは原子力発電や核燃料サイクルの廃止や時期が明確ではないからです。

原子力発電で発電コストをどんなに下げたとしても、それは変わりに発生する計り知れない後処理のコストやリスクを後世に押し付けているにすぎません。

また、地震大国の日本において、重大な原発事故が再び発生したら、もう対応できる体力が日本に残っているとは思えませんし、そのような事故が発生しないと安心できる状況では今のところ
ありません。
（懸念される活断層の確認や免震重要棟建設を先送りしたまま強行した原発再稼動など）

政局や役人の利権に左右されず原子力発電が不要となる日が一日も早く実現する政策を望みます。

55766 個人 家事専
業

３０代 女性 0パーセント！ 原発は危険だし、原発からでる排水が海水温度を上昇させていることは汚染にも温暖化にも繋がっていると思う。
もんじゅも廃炉
パブコメ、知名度低すぎほとんどの国民は知らないと思う。

55767 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発ゼロシナリオを選択します。
子供たちが安心して生活できる「未来の日本」にするには原発を残していてはいけないと考えます。もっと自然エネルギーの推進・発展に力を注ぐべきだと思います。

55768 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は早急に全て廃炉にして、自然エネルギーの開
発や規制緩和を進めるべき。また、原発の廃炉を進
める際には過去の炭鉱廃坑のように地域への経済対
策や雇用対策を国と電力資本の責任で行うこと。

原子力発電は使用済み核燃料という処理できない核のゴミを排出し続ける。事故の危険性と、影響の大きさは計り知れない。また、必ず被曝労働を強いらなければ成り立たないという点でも原
子力発電は容認できない。
現に、今年の夏も電力は足りている。
原子力発電を推進した国と電力資本は責任を持って原発立地地域の経済対策を廃炉作業を共に行う必要がある。

55769 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発は即時停止し、他のエネルギー源に移行すべ
き。国民、企業は今までより節電を心掛け、エネル
ギーを大切にすべき。
ゼロ案でも、2030年までにゼロにするシナリオになっ
ているが、原発は今すぐに廃止して。

原発事故により、国民はもちろんのこと、地球上で被害が起きている。チェルノブイリ事故の汚染でさえ、まだ消えていない。地震の少ない国でさえ、人為的ミスにより小さな事故が度々起こって
いる。日本はその上、地震大国なので、事故の危険が非常に大きい。福島の事故でこれだけ肉体的にも精神的にも被害が出ているので、これを教訓に原発は即時廃止にして、他のエネルギー
源に移行して、日本を守って下さい。

55770 個人 その他 ６０代 女性 原発を即刻ゼロに。
ただし、「ゼロシナリオ」の「再生可能エネルギーを
35％」と今より25％も引き上げることに反対します。
むしろ、排気もクリーンな天然ガスの火力発電を増や
すべきです。

事故や天災は、どんなに避けようと努力しても完全に避けることはできません。
一度でも事故が起きれば国土を放射能で汚染する原発をゼロにすべきです。
原発で現在稼働しているのは、大飯原発だけです。
それでも盛夏を乗り切れています。
関西電力の停止中の６基の火力発電所がすべて動いていたら、大飯原発も必要ないのはないでしょうか
足りないのなら、排気もクリーンな天然ガスの火力発電所の増設を急ぎ、事故が起きたら国土を汚染する原発を今すぐゼロにするべきです。

55771 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 再稼働は撤回し、更なる再稼働はしないでください。子供たちに健康な 未来を残す為に、原発はゼロにしてください。 もっと自然エネルギーを推進してください。日本の技術はすごいはずです。
今、原発に使われている費用、研究機関等を自然エネルギーに向ければ、推進は目覚ましく進むと思います。

55772 個人 パート・
アルバイ
ト

７０代 女性 ゼロシナリオ即時 人の命を脅かす原子力は要らない

55773 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ・原子力発電反対です。
・もっと安全でコストの安い発電をすべきです。
・未来の日本のことを真剣に考えて
・若者に議論と決定権を。

原子力発電自体に反対です。

原子力発電には問題点が多すぎて、どうしても今の段階では扱いきれない方法だと思います。
使用済み核燃料の置き場の確保や安全の確保だけでも原発ゼロにする理由になるとおもいます。

また福島第一原発事故をうけて私たちは原発について知り、勉強しました。
今国民全員が真剣にかんがえなくてはいけない問題になりました。

原子力発電のコストにしても、立命館大学の大島賢一教授の試算では一番高いことが証明されました。

安全面・コスト面・事故が起きた時の国民や周辺諸国に及ぼす深刻さを考えただけでも即廃炉・ゼロにすべきです。
2030年までに、できればもっとはやくできたらいいと思います。

今回の福島第一原発事故をうけて私たちは一生放射能とともにいきていかなくてはいけなくなりました。
若い世代は長く長く付き合っていかなくてはいかない。これから生まれる子供は生まれた時から付き合っていかなくてはいけない。

これをかんがえるとエネルギー問題を考える時、決定するときには若者を中心に考え、決めるべきとおもいます。若者だけで決定させてください。

是非、こういった意見も参考にお聞きいただき反映、実行していただけると幸いです。

どうぞよろしくお願いします。

東京都　女性　３０代

55774 個人 家事専
業

４０代 女性 原発0%
何年も先ではなく、「即停止!!!」

原発は人間の制御出来るものではない!!!
おごり昂るのもいい加減にしていかなねればならない。
福島原発事故で良くそれがわかった。
たかが電力の為に人間の命を危険にさらしたくはない!!!
子ども達の未来の為にも1日も早く原発0%!!!

55775 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 経済再生のためにも原発即時停止。２０３０年ではなく
即時の全原発ゼロを。

経済に打撃を与えかねない原発停止は危険との意見もあるが、日本が真に再生するためには一部既得権を持つ会社や地域ではなく、全国民に利益のあがる社会構造にしなければならない。
原発停止で一時的には打撃があるかもしれないが、既成の構造を放棄する事で様々なビジネスチャンスも生まれ雇用の促進にも繋がる。通常の原発ビジネスでは雇用が生まれる事は無い。こ
の機を逃し既得権益者に今まで通りの利潤を与えれば将来的に原発依存度を下げる事も困難になる可能性が高い。



55776 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロのシナリオを支持します。 唯一の被爆国として原子力の恐ろしさを体験し、戦争ではない、これからも起こりうる自然災害で福島の発電所は、爆発しました。廃炉にするにしろ、まだまだ時間がかかり処分所も決まってお
りません。福島の避難されている方々は、帰るめどもたたず、家族が分裂してしまった方々もたくさんいらっしゃいます。日本はこれまでにも、技術開発で、世界を牽引してきた力のある国だと信
じています。クリーンエネルギーに関しても、世界全体が変わってゆく変革のリーダーになるよう、一市民として、協力をしてゆきたいと思います。こうやって変化のときが来ていることを、無きこと
にすることなく、変化のために国民が一致して、取り組んゆく社会に貢献したいと考えています。

55777 個人 自営業 ４０代 男性 断固としてゼロシナリオを支持します。
ゼロシナリオだけでなく、全国の原発の即時停止、廃
炉への対策をとっていくべきだと主張いたします。

未曾有の自然災害により引き起こされた福島第一原発の事故は政府及び東電のずさんな管理体制によるものであり、自然災害の予測が不可能であるという結論を浮き彫りにした。

「予測が不可能である」というのには多分に情状酌量の余地がある言葉だ。が、現実はそんなに生易しいものではない。

そのようなことを推測できたにも関わらず、アメリカとの国際関係上の圧力、そして一部の利権に群がる支配階級の人間たちによる構造によって何の対策も立てられていなかったことが、多くの
国民の目の前にさらされていることになった。

また関電による大飯原発の再稼働を例にとっても、最新の情報により今夏の予測供給量を3倍も多く見積もっていた、などという事実など、今までの隠匿の歴史はすべて意識のある全世界の市
民によって共有されている認識である。

そして現在、福島4号機のみがフォーカスされているが、残り3基に関する状況はなんら1年5カ月前と、変わっていない。しかもその情報さえすべては公開されず、かつマスコミによる情報操作に
より、事実は全く知らされないまま過去のものになろうとしている。まだ何の解決も対策も始まっていないのに、だ。

また、最も忘れてはいけない決定的な事実がこの議論には欠落している。
それは、現在、そして将来に向けて自らの故郷を亡くしてしまった十万近くの福島県民の存在である。そしてこの事故により生活が破たん、自殺に追い込まれた多くの人の存在である。

この状況ですでに7割の国民が、現在の原発にNOを突き付けているにも関わらず、ないものとし、将来の原発の稼働の話をするなど言語道断である。
理性的な議論を求める段階ではない。
このまま日本がゼロシナリオ以外の選択をした場合、アメリカを除く国際社会から軽蔑されていくであろう。

代替エネルギーなどの現実的かつ理性的な議論はこの際専門家の方にお任せする。私はあえて同じ国に生まれた同胞を見殺しにし、真実を隠し、市民の意見を無視、弾圧するような国におい
て、原発というアンコントローラブルなエネルギーを議論するなど、あり得ない話であるということを強く主張する。

55778 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発即時停止。将来も必要なし。消費税の増税も反
対。議員を含め公務員の削減に取り組め。細野は辞
任しろ。がれきで放射線をばらまくな。

安心して住める世の中をつくれ！

55779 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 私は１案を支持します。他の電源によって安定供給が
可能ならば、リスクの高い原発に固執する理由はあり
ません。脱原発の時期も、官民一体となってできるだ
け早期にこれを実現するべきだと考えています。

私が１案を支持する理由は、(1)原発のリスクの巨大さ、(2)原発の再稼働や新規増設の問題、(3)脱原発のコスト、核廃棄物の処理の問題の4つの理由からです。

　第一に、原発のリスクの大きさがあります。東日本大震災による福島第一原発事故によってはっきりしたように、原発は事故が起きた場合、ほとんど社会全体の存続を脅かすような巨大なリス
クをもたらします。この巨大なリスクを認識した場合、15％以上の原発比率を維持することは現実的とは言えません。もし電力不足から限定的な再稼働を認めるにしても、その比率は5%程度に
抑制するべきです。
 
　第二に、原発の再稼働や新規増設の問題があります。１案以外の案、特に3案は、原発の再稼働もしくは新規増設／リプレースが前提となります。これは現在の原子力行政への信頼の低下
を考慮すれば、現実性に乏しいと考えています。また、2案の場合も、活断層の存在が指摘されている浜岡原発、地元自治体が強く廃炉を望んでいる福島第二原発、頓挫している核燃サイクル
の象徴であるもんじゅといった、安全性や現実性に問題のある原発も、すべて40年の運転が前提とされます。これは危機管理の観点から言って非常に問題があります。
 
　第三に、脱原発のコストがそれほど高くないことです。これまでは、脱原発は高コストで不安定であり、原発は低コストで安定的なものとされてきました。しかし、今後はCO2の排出抑制やエネ
ルギー安全保障の観点から、再生可能エネルギーを推進していく方針はどのシナリオにも共有されており、原発を維持／推進したとしても、電力料金が格段に下がるわけではありません。ま
た、政府シナリオの料金算定には問題も指摘されており、特に原発のもたらす社会的なリスクや核廃棄物の最終処理に関するコストは組み入れられていません。
 
　第四に、核廃棄物の処理の問題があります。現在、原発から排出される核廃棄物の処理方法についての議論は、方法論のレベルで頓挫した状態です。よって、少なくともこの廃棄物の最終
処理の問題に見通しが立つまでは、原発の再稼働は見合わせるべきであり、可能ならば廃炉作業に入るべきだと考えています。ただし、この問題は、現時点で即時原子力政策を転換し、脱原
発を実現したとしても、現実的な問題として残されるものです。今後、日本は現在抱える核廃棄物を可能な限り安全に処理する方法を模索する方向へ政治的な決断を行う必要があります。
 
　以上、4つの理由から、現実的に考えて、１案が最も適切な選択肢だと考えています。

55780 個人 自営業 ４０代 男性 原発の比率はゼロシナリオ
福島原発事故が明確にした事故のリスク
事故が起きた時の対策の不充分
未だに解決できない核廃棄物の処理問題
様々な未解決な問題

原発の比率は、ゼロシナリオ
福島原発事故が明確にした事故の処理方法
事故が起きた時の対策処理、保証、責任元の提示
核廃棄物の処理問題、場所や安全性、核製造業者の情報公開

55781 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオ 再稼働はしないでください。子供たちに健康な未来を残す為に、原発はゼロにしてください。もっと自然エネルギーを推進してください。

55782 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発を日本からなくして欲しいと思います。 原発を日本からなくして欲しいと思います。これから子供を産もうと思っている自分にとっては、子供が放射能の恐れがある日本に暮らして欲しくないです。いつ地震があるかもわからないなか
で再稼働しているのも危険なのでやめて下さい。国民の意見を聞いて決めるのなら国民投票してほしい。

55783 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 2030年迄に原発ゼロ、原発＝核事故は人間や自然に
とって回復不可能な、非常に危険なものなので、即時
ゼロ

　核＝原発は人間が制御できない技術であることは、以前から分っていたが、残念ながら福島第一原発事故の大惨事がはっきりと証明してしまった。特に、原発から放出される死の灰（高レベ
ル廃液や使用済み核燃料）は、トイレなきマンションといわれてきたように原発稼働時から未解決の問題だった。何故、このような重大な問題をはらんでいる原発を稼働させてしまったのだろう
か。原発に関わってきた当事者は、誰も責任を取らない無責任体系のなかで仕事を進めてきたとしか思えない。
　原発を少しでも稼働させると死の灰は増える。これ以上、死の灰を増やさないためにも、原発は即時廃止すべきである。同様に核兵器も即時廃止すべきである。自分達の時代で責任の取れ
ない仕事はこれ以上すべきではない。自分達が取れない責任を未来に押し付けることは倫理的にも許されることではないと思う。
　また、これ以上、福島第一原発事故のような大惨事を起こすべきではない。被災者の方々、被ばくされた方々、現に今被ばくさせられている方々にも申し訳ないと思う。
　核燃料サイクル政策についても、原発一年分の放射性廃棄物をたった一日で放出する「危険な再処理」などは直ちに止めるべきし、使用済み核燃料はより安全な乾式貯蔵方式で直接処分す
べきである。
　エネルギーについては、今年原発ゼロで乗り切った実績もあり、工夫すれば何とかやっていける。あとは政府が責任を取れるビジョンを示すことだと思う。
　最後に「エネルギー・環境会議」は、このパブリックコメントなどにより「国民的議論」を展開すると言っているが、政府からの広報などが少なく存在を知らない人がまだ多くいる。期間もあまりに
も短すぎ、周知徹底しよとする誠意が感じられない。
資料も、福島原発事故の現状が反映されておらず、原発ゼロで乗り切った事実も反映されていない、あまりにも恣意的だと思う。
選択肢も3つしかないというのも作為的と思う。
更に、このパブコメの集約をどのように開示するのか、どこにも記載されていない。公正のために個人情報を除いて全ての人の意見を公開すべきと思う。
　東京・横浜の意見交換にも参加したが、ありきたりの回答または回答なしで、国家戦略室の誠意ある姿勢は感じられなかった。
それでも、パブコメは提出するのは、少しでも社会をまともな方向へ進めたいという気持ちからだということを、これを読んだ方は分って欲しい。
以上

55784 個人 その他 ５０代 男性 選択肢が３つしかないのが不満ですが。原発ゼロを
目指すべきだとおもっておりますので、０％を政府とし
ても推し進めるべきだと思っております。

福島原発事故以後、原発安全神話が総崩れとなり、コスト面でも実は、他の発電手法に比べて高コストであることが明らかになっています。福島原発事故は、依然として収束のめどがたってお
らず、太平洋の海を汚染し続けています。唯一、原発の必要性と言われた、電力不足についても関西電力管内以外では、このままでは夏を乗り切れそうですし、大飯原発を再稼働させた関西
電力管内でさえ、過大な需要見積りが指摘されており、原発再稼働の必然性が全くなかったことが明らかになっています。太陽光発電システムの普及をはじめ、省エネ家電や自家発電、電力自
由化、地産地消と、あらゆる要素を考えても、原発を即刻ゼロにすべきだと思います。加えて、米国でも、放射性廃棄物の処理について、未だに有効な手立てがないこと、オバマ政権が処理塲
について、断念したことなどが要因となって、NRCが原発の規制に乗り出す決断をしました。http://www.nikkei.com/article/DGXNASGM0805Z_Y2A800C1FF2000/
もはや、世界の潮流となってきた脱原発の動きに被曝した日本が逆行するわけにはいかないと思います。トイレのないマンションにトイレを付ける作業は、すでに破綻してしまいました。つくる場
所もない現況を鑑み、即刻原発は国有化を図り、廃炉に向けた道のりにすぐさま着手し、次世代に禍根を残さぬ決断をお願いしたいと思います。

55786 個人 パート・
アルバイ

３０代 女性 原発0システム希望します。 危険リスクが高すぎると思うからです。

55787 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロ、即刻原子炉の停止・廃炉を望みます。使用
済み核燃料を無害に処理する技術もなく、原子炉を動
かし続けるのは絶対反対です。

世界で唯一の被爆国の日本が地球上の核廃絶の先頭に立つべきです。地震大国の日本が原子炉を動かし続けて喜ぶのは一部の利権者、大企業・政治家・官僚だけです。福島の事故を教訓
に、子供たちや未来の国民のためにも即刻原子炉の停止・廃炉を望みます。

55788 個人 その他 ４０代 女性 ゼロシナリオを要望します。 原発反対だからです。

55789 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電所は不要だ。唯一の原爆の被爆国が、今
度は世界を被爆させている。

原爆よりもひどい放射能をまき散らしている、原子力発電所。このような安全性に疑問があるようなものは、作ってはいけなかったのだ。平和利用なんて言うのは、口から出任せだ。安くて安全
なものなんて、この世にはないのだ。安全に対しては、それなりの金がかかるはずだ。これ以上、嘘を嘘で塗り固める事は許されない。すぐに、原発すべてを廃炉にすべきだ。家も家族も職場も
無くす人を、これ以上増やすような事はやめろ。間接的にではあるが、人殺しの道具を作っていたのではないか。

55790 個人 自営業 ２０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。 福島県に生まれ育った身として、
原発ゼロを希望する以外の選択肢はありません。

このような人災を二度と起こさせることはできません。
希望に溢れるはずの未来です。
子供たちにとって不安な未来は、絶対に反対です。

私たちが自分の身を持って、今までの生活を考え直さなくてはならないと思います。

55791 個人 家事専
業

６０代 女性 即時ゼロを目指せ。原発なしでも電力は足りる資料は
沢山ある。国も関電も経済と自分たちの利益を最優
先していることは明白。醜悪だ。最終処分の道筋もな
いのに無責任極まる。すぐ停止せよ。

「あるはずがない」と言われていたことが最悪の形で起こった。原発は安価というのも嘘だった。狂ってしまった国民の人生をどうしてくれるのか。
子孫に残す苦痛をせめて少しでも減らすべく原発は即時中止にして、自然エネルギーへの大転換に乗り出すべき。
優秀な日本の技術はそれを可能にするであろうし、雇用も増え、経済もその方面で活性化が望める。
それぞれの人生を否定されるのは嫌で、言い逃れを続け、利権にしがみつく汚れ切った原子力ムラにはお引き取りいただきたい。
再稼働に関し、野田首相は「政府の責任で」と繰り返しいうが、魔法を使って瞬時に元に戻せるというのか。福島の事故ですら責任取っていない。
福島ばかりか、地球規模で広く放射能汚染され、国の基準とやらの高線量を押し付けられ、まるで屋根のないゲットーだ。
放射能に関連する施策はすべて生産側、企業側に立ち、経済ばかりを優先させていて、真に国民の健康な生活を守るという姿勢が感じられない。
小手先をちょっとだけ変えてガス抜きのようなことをやって見せるというセコさも丸見え。
核のゴミの最終処理すら見通しが立たないのに、「自分たちの時代さえよければあとは知らない」と言うことか。
国民は政府も、電力企業も、学者をはじめとする原子力関係者を信用していない。
時間が経てば国民はそのうち忘れると思ったら大間違い。命ある限り糾弾します。
※今回集まった国民の意見は政府関係者、官僚、原発企業、原子力関連学者が必ず、全部自分で目を通して欲しい。統計数字だけでは国民の怒りや悲しみが伝わらないことはお分かりであろ
う。

55792 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発は即時、廃止。もんじゅも即時、廃炉。 原発は事故がおきたら大変危険で、人には、制御不可能です。
事故がおきる確率が0でない限り、原発は即刻廃止すべきです。
もんじゅも非現実的です。
もんじゅにかける予算を自然エネルギーにかけるべきです。

55785 個人 会社員・
公務員

４０代 男性   我が家では家族的議論の末、原発ゼロシナリオを選
択した。原発事故の影響は遥かに受忍の限度を超え
るものだからだ。最もハードルの高い選択肢だか、
バックキャスティングで乗り越えられるはず。いざ挑戦
を！

  我が家では、「国民的議論」の前に「家族的議論」を行ない、2030年におけるエネルギー・環境に関する選択肢として、「原発ゼロシナリオ」を選択しました。

  エネルギー業界の片隅に身を置き、地球温暖化の問題に大きな関心を寄せる私としては、エネルギーセキュリティーや温暖化対策、原発のリスクとのバランスなど様々なことを考え、将来的
には原発廃止の方向に向かいつつ、2030年の時点では原発15％でもよいのではと思っていました。しかし、家族との議論の結果、原発ゼロが最良と考えるようになりました。

  妻や子供たち（小学生）によると今回の福島の原発事故は、その怖さ、被害の大きさ、生活への影響などどれを取ってもはるかに受忍の限度を超えるものであったそうです。子供たちやその後
の世代にどの様な社会を引き継いで行くかを考えた場合には、核のゴミ問題も含めた「原子力」で、もうそんな怖い思いをさせたくない（したくない）。また、心配もさせたくない（したくない）と思っ
ているようです。冷静な思いであり、決して感情論ではないそうです。

  人々が「幸せ」に生きるためには、「安心・安全」な社会を作ることが欠かせません。「幸せに感じる」とは、人間が本来、生き物として?持っている「生存の可能性が最大限に高まったと感じてい
る状態」であり、「安心・安全」はそのための大きな必須条件です。目の前の生活がいかに快適でも、意識の底に不安を抱えたままでは、決して心から幸せになれないと思います。

 「幸せになろうとエネルギーを使う」⇒今回のように「安心・安全を損なう」⇒「人々が不幸になる」ということでは全くもって本末転倒です。

  このように考えると仮に「リスク ＝ 発生の可能性 × 影響の重大性」と考えた場合の原発のリスクが低かったとしても、「万が一にも原発事故が起こった場合の影響が非常に甚大であり、受忍
の限度を超えるもの」であるならばその選択は避けるべきものであると思います。多くの人々を不幸に陥れた原子力発電を都市に住む私たちのエゴで地方の人々に押し付けるわけには行かな
いと思います。

  そのような訳で、?唯一残された選択は、最もハードルが高い選択肢ではありますが、「原発ゼロシナリオ」しかないと思います。その上でもう一つの安全対策「地球温暖化防止を徹底して行っ
てゆく」ことこそが私たちが人間が安心して暮らしてゆける唯一の道、私たちが本来心から求めている道であると思います。

   経済界を中心に原発存続を求める声が聞こえて来ますが、これについては、目の前の経済、つまり、当面の会社の利益を考えた場合には、このような考え方もあろうかと思います。しかし、企
業が社会の一員として、先々永くにわたり存続することを考えるならば、「安心・安全な社会」の実現無くして企業の成長はないのであり、原発の維持、増大を選択すべきでないと考えます。

   また、原発ゼロと温暖化対策、そして、経済の全てを両立させるのは無理との意見もありますが、単に現在の延長線で想像し対策を考えるのではなく、こうありたいという未来を定め、そのあ
るべき未来からとるべき道を考えるバックキャスティングの手法をとるのであれば必ずや人類の英知により道が開けてくるのではないでしょうか。

   特に昨今、環境に優しい天然ガスの需給がシュールガス革命により大きく改善されてきています。また、人々の意識も震災後、安全を大切な価値として認識するようになりました。再生可能エ
ネルギー買取のおかげもあり、新ェネ市場はにわかに活気づいています。環境関連分野での技術の進歩も目まぐるしいほどに進んでいます。このような状況も大いにわれわれを勇気づけてく
れると思います。

　何か大きな変化が起きる時、現在に固執する人たちは、出来ない理由を並べて激しく反対します。しかし、いざ環境が変わってしまった時、今までのやり方ではもはや通用しません。こんな時
にこそ新しいやり方を考え、様々なことにチャレンジして行く姿熱が必要なのではないでしようか?



55793 個人 家事専
業

３０代 女性 エネルギー・環境に関する選択肢について 事故等で放射性物質をばらまく原発は今すぐ止めてください。もんじゅは廃炉にしてください。

55794 個人 自営業 ６０代 女性 限りなく早く原発はゼロに 単純に原発がなければ、原発事故に対する心配はなくなる。
こんなものを造ってしまって後処理や使用済み燃料をどうするかなど課題は山積みだが、少なくとも廃止しなければ問題は増えていくだけで、減少しない。
日本人のみならず、全世界の子供たちの問題だ。

55795 個人 その他 ４０代 女性 選択の中では「2030年原発ゼロシナリオ」を選択しま
すが、即刻廃炉すべきです。

　日本は地震・津波が世界で最も多い地域です。「想定外」ではありません。近年では4000ガルというような常識を超えるレベルになっています。耐え得る構造物はありません。
　地震の少ない欧州のような段階的廃炉の選択肢はあり得ません。

　また原発のコストの高さはすでに「原子力のコスト(岩波新書)」などで立証されています。
　経済性や国際競争力からは原発を選択することはできません。

　そもそもGDP成長率がエネルギー消費量を考える元になっていますが、ドイツではGDP成長率とGHG(温室効果ガス)排出量は反比例しています。GDP成長率はエネルギー消費量を減らせま
す。

　省エネや自然エネルギーに対しても、「経済的負担が大きくなる」としていますが、わずか数年の電気料金で取り戻せるのに、なぜ「負担が大きい」のでしょうか。イニシャルコストだけで、ランニ
ングコストを考えていないように見えます。

　電源構成はピーク瞬時の電気需要に対して構成されます。したがってピーク瞬時の需要を下げれば足りるのに、年間電力消費量で考えられているようです。
　八幡東区で「新日鉄」などがやっているように、ピーク時の料金を10倍まで高くする仕組みを入れれば、ピークの消費を下げられます。
　電源構成は瞬時の対応ですからその点から考え直すべきです。

　以上により、原発に依存する必然性はなく、逆に動かすことのリスクは限りなく高いため、即時のゼロシナリオを求めます。

　今、日本に求められている選択は、未来の世代・地球規模にわたって永く影響をもたらすことは、誰の目にも明らかでしょう。3.11を経て、大きな痛みを共有した日本人としてできること、それは
立場や目先の利益ではなく、一人の人間として良心に従い、誠実に行動することです。

日本は、自分は、何をもって記憶されたいのでしょうか？　政府の勇気ある決断を、どうぞよろしくお願いいたします！

55796 個人 無職 ４０代 男性 全原発即時完全廃炉 福島第一原発の事故により膨大な量の放射能が主に東北・関東に拡散し、日本全国にも拡散されました。

政府による事故収束宣言（冷温停止状態）は誤りであり、事態は深刻です。

東京の汚染も深刻で放射線管理区域に指定されるレベルにあります。

大飯原発についても安全性の確認がされない中再稼働され、火力発電を６基も停止しています。

2030年に向けたエネルギー選択は2030年までは原発を稼働する事のすり替えだという事を国民は解っています。

未来に生きる子供達を守りたいのか、目先の利権を守りたいのか。

何時また大地震が起きるのか誰にも予測できません。

その時に手遅れにならないためにも全原発即時完全廃炉を願います。

55797 個人 家事専
業

３０代 女性 「０％」。「即刻０％」を希望します。ゴミの処分法もない
ものを造るべきではない。ウラン採掘から廃棄に至る
まで、誰かを犠牲にし、日本国土を破壊に追い込む原
子力など即刻廃止して下さい。

私は２児の母の立場で言わせて頂きます。
一旦事故を起こせば、目に見えない放射能から、どこへ逃げて良いのかも分からず、国土を破壊し、生命そのものを脅かすような原発は即刻廃止してください。
その為に私たちの暮らしを見つめ直す事、いくばかりか不便があったとしても、それは命には替えられません。
今すぐ廃炉にしても、安全になるまでには莫大な年数かかります。だから、「今後は安全な原発を」ではなく、「日本は原発に頼らない」と決め、「輸出もしない」と決め、原発を完全にやめるため
に今すべきことは何で、どういう解決策があるのか、どういうしくみに変えていけばそれが実現するのか、日本国民皆で知恵を出し合いましょう！その為の努力を全力を挙げてしていくべきです。
私たち未来の子供達のためにも、ご英断お願いします。

55798 個人 その他 ３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
同時に、すべての原発の即時廃炉、再稼働停止を求
めます。

・2030年までに、国内のほぼすべての原発が耐用年数40年をを超えます。原発への依存度を維持するということは、老朽化した施設を動かし続けるか、新規につくるということ。福島原発の事
故の原因の一つ（また、全国の原発で起こっている表面化されない不具合）に、施設の老朽化があると指摘されています。福島第1、2に始まり、玄海、伊方などから始めて、ひとつひとつ、廃炉
にする時期に来ています。

・使用済み核燃料処理は現状でも解決できない問題と認識しています。15％、20～25％シナリオとも核燃料サイクルを含んでおり、容認できません。

・今年の猛暑でも電気の供給量はじゅうぶん間に合いました。若い人たちの間ではどれだけ電気に頼らず生活やイベントを実現できるか？という取り組みも全国や全世界でなされています。

・福島の事故は福島県だけでなく、東日本一帯を壊しました。原子力の時代は終わったと、多くの人が認識し新しいエネルギーや生き方の可能性を求めて動き出しています。これをチャンスと考
えて推進すれば、次の悲惨な事故は防ぐことができるでしょう。

55799 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 可能な限りの原発即時停止と近い将来の原発依存ゼ
ロを強く望みます

私の意見はゼロシナリオが一番近いのだろうと思いますが、大きく違うところは基本的に即時撤廃を求めている点です。
「2030年までにゼロ」という案は、見方を変えると「2030年まで稼働させる」ということに他なりません。

地震大国として、また地震の活動期に入り、いつ大震災が起こっても不思議ではない今の段階で、原発を稼働させることは非常にリスクが高く、国民としてとても看過できません。
本来なら即時停止・即時撤廃を強く求めたいところですが、一定のエネルギーは生活において無くてはならないものなので、節電や代替エネルギーで賄えない部分は、必要最小限においてあく
まで一時的に、稼働せざるを得ない場合もあるかもしれません。
ただし、それを口実に原発を稼働し続け、原発依存を前提としたエネルギー政策を続けることには断固として反対します。

原発はたとえ地震やテロなど事故や事件がなくとも、永久に近い時間廃棄物を管理しなければならず、元々存在してはならないものでした。
安全・クリーン・低コストという言葉を疑わなかった我々国民も無能であったと痛感していますが、一年以上経った今でも収束の気配すら見えない東電事故を省みると、今後たとえ僅かでも原発
に依存していくという選択は、その余地すらありません。

以上の理由により、以下について強く求めます。

（１）必要時・必要量以外の原発の即時停止
（２）原発稼働の際は、稼働の必要性と期限を国民に提示し理解を求める
（３）原発稼働の際は、事故対策を万全に行うことは言うまでもなく、万一事故が発生した場合の責任の所在と補償を明確にする
（４）エネルギー開発政策の予算を原発以外に回す
（５）原発への予算は廃炉と廃棄物処理に向けたものだけに限る
（６）2030年と言わず、早期の全廃に向けて全力を尽くす

最後に、日本が高リスクな原発から撤退し、真に「安全・クリーン・低コスト」なエネルギーを手に入れ、安定した国づくりを目指せるよう強く願っています。
よろしくお願いします。

55800 個人 その他 ３０代 男性 一刻も早い脱原発を実現するため「ゼロシナリオ」を
支持します。

　昨年の福島第一原発の事故は、国民生活に深刻な影響をもたらしました。被災地では数万の人々が未だに避難生活を余儀なくされ、放射能汚染の深刻な地域では、今後数十年、数百年以
上に渡って人の居住が不可能となるかも知れません。事故の被害は福島県内だけに止まりません。放射能による農林水産物等への影響は、いわゆる「風評被害」も含め、国民生活に深刻な被
害をもたらし続けています。

　こうした、一度事故が起きれば取り返しのつかない被害をもたらす、あまりに巨大なリスクをはらんだ原発という存在への依存から、われわれは一刻も早く脱却しなければなりません。

　このような主張に対し、エネルギーコストの高騰による経済への影響といった「合理的」な理由から、他のシナリオを擁護する向きもあるでしょう。私はそれをナンセンスであると考えます。なぜ
なら、脱原発は今や、われわれ日本人の「倫理上の義務」となったと考えるからです。

　先の大戦における2度の原爆投下という悲劇を共有したわれわれ日本人は、戦後核兵器の保持という「シナリオ」を放棄しました。その選択に対し、外交・安全保障上の観点から「合理的でな
い」とする批判はナンセンスだと言ってよいでしょう。核兵器による史上唯一の被爆国民であるわれわれ日本人にとって、核の放棄は、それを保持することによる他国への軍事上の抑止力と
いったあらゆる外交・安全保障上の合理的なメリットを超えた、言わば倫理的な見地からの決定であったからです。

　今、福島のあの悲劇を共有したわれわれにとって、脱原発は、核の放棄と同様、あらゆる経済上の合理的要請を超えた「倫理上の義務」となった、と私は考えます。われわれは一刻も早く原発
への依存から脱却しなければならない。私は「ゼロシナリオ」を支持します。

55801 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 2030年までの可能な限り早期に原発比率を0%とする
ゼロシナリオを政府の政策として頂きたい。核燃料サ
イクルについても使用済核燃料を直接処分する政策
を採用して頂きたい。

今日の世界的な動きからも、原子力発電については、過酷事故のリスクとコストの面からも正当化するのは大変難しいと言われており、アメリカをはじめとして価格の安いガスと風力または太陽
光発電の組み合わせ等に多くの国が進んでいる中、現在の日本は立ち後れていると感じている。

我が国は地震列島であり、他国に比べても遥かにリスクの高い原子力発電からは一日も早く撤退し、
シェールガスなど二酸化炭素排出量も比較的少なくコストの低い燃料を使った火力発電と再生可能エネルギーを併せた発電へと、エネルギー政策を転換して頂きたい。

国民は、この度の福島第一原子力発電所事故から多くを学び、
二度と同じ過ちを繰り返さぬよう様々な努力を始めている。
政府には、是非とも原発比率を0%とするゼロシナリオを採用し、国民ばかりでなく世界に対して恥じることのない、高い目標をお示し頂きたい。

55803 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発全面廃止と即時全廃炉を望みます。 昨年の福島第一原発の爆発事故により、我々国民が今まで全く知りえなかった危険な事がわかりました。
また、1年5カ月を経てもなお収束できていないうえ国や電力会社の対応も納得できるものではなく、常に外部被ばく、内部被曝の恐怖や不安を抱えながら生活する状態が続いています。

原発そのものがテロ等の標的になり得る事、
万が一の事故に対する準備・対応等が不十分であり、
現時点の技術では放射性廃棄物の安全な処理が確立できておらず、
国土の少ない日本での処理は不可能だという事、
そして何より一度事故が起きたら膨大な損害を生み、収束不可能なエネルギーと言う事で
原発全面廃止、即時廃炉を強く望みます。

日本は地熱エネルギー、そして海洋エネルギーを沢山持っている国です。
そして、日本には有能な科学者技術者がいます。
その方達と国とが力を合わせ、自然エネルギーによるクリーンな発電を開発していただきたいと思います。

原子力に頼らない、どの国よりクリーンで安全なエネルギーを作ってください。

それが出来る国だと信じています。

震災後、誰もが今の生活を普通に送れることに感謝しつつ、
今までの生活のあり方を見直す機会が増えています。

生活を送る上で、水道、ガス、電力は不可欠なものですが、
一方で消費と供給のバランスを国民自体が配慮する時代にもなりました。
不足すれば、消費者だけでなく企業も節約する時代です。
それが出来る国民性を持っている。それが日本だと思います。

特に電力については、技術の発展に伴い、
太陽光や風力、地熱、天然ガスなど、環境に配慮された発電が可能な時代です。
これまでの火力、水力と合わせれば、需要と供給のバランスも取れるはず。
次世代電力網としてのスマートグリッドも実験が進み、
分散型の電力供給がシステム化可能な時代も近い。

そういった声は、Facebookを始めとしたソーシャルメディアをきっかけに、
マスメディアからも知る機会が増え、数多くの国民が知り始めているのが
現状だと思っています。私自身もその認識です。

そんな時代に反して、なぜ今原発を再稼働させる必要があるのでしょうか。
夏まっさかりではありますが、電力不足、という話は聞こえてきません。
さらに原発を再稼働させるとするならば、理解に苦しみます。

私たちの世代だけでなく、これからの10年50年100年先の国民が
安心して暮らせる国作りを目指してほしいです。
原子力発電所を廃し、世界から評価されるエネルギー社会NIPPONを
目指してほしいです。国民が胸を張って自慢できる国にしてほしいです。
世界に先駆け、被爆国、被災国の日本が先頭に立って進んでほしい。

よろくお願いします。

55802 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 誰もが安心して暮らせる社会インフラを求めます



55804 個人 家事専
業

４０代 女性 出来るだけ早く原発ゼロを目指してください。
再稼動した原発は　止める方向でお願いします。

国会議員のみなさま
すぐには無理でもどうか原発ゼロを目指してください、お願いします。

そもそも原発再稼動に反対です。
原子力安全保安院が提示した30項目の対策についても、15項目程度しか満たしていないと聞きました。
それも、簡単に出来るものばかりとか。
福島と同じような地震がまた起こるとお考えでしょうか？次はそれ以上の地震かもしれないし　想定外の災害やテロがあるかもしれません。

福島の事故はまだ終わってませんし、どなたも責任を取ってません。
野田さんは「責任を取る」とお話ししてましたが、事故が起こってしまえば責任なんて誰も取れないと思います。

それに、使用済み核燃料の処理方法や処理場について何も決まってません。
どこかに埋めるとして、半減期2万4千年の使用済み核燃料を　地震の多い日本で安全に管理できる保障はありません。

少しでもましな未来のために、どうかどうか原発ゼロを目指してください。
よろしくお願いします。

55805 個人 自営業 ４０代 女性 原発依存ゼロパーセント
原発即時完全廃炉
電力業完全自由化
範囲３００kmまでは地元と認定

事故が起きても何も制御できない、危険なものを建てるな。
原発なくても電気足りる。
やめろ。
絶対許さない。
世界に迷惑かけるな。

55806 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発依存を今まで通り続ける事に経済的なメリットは
本当にあるのか？
むしろ、既得権益依存が高く本来は競争力を失ってい
る古いビジネスモデルを温存することになり日本の経
済に悪影響を与える事を懸念する。

原発依存を今まで通り続ける事に経済的なメリットは本当にあるのか？
むしろ、既得権益に支えられていて本来は競争力を失っている古いビジネスモデルを温存することになり日本の経済に悪影響を与えるのではないか。

日本がこれまで通り原発依存を継続した場合の経済的なデメリットを是非、数値化していただきたくお願いしたい

55807 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロシナリオしかありません。 人間にはコントロールできない原子力を利用しては
未来はありません。
もっと省エネルギーの取り組みを進めるなどして
原子力に頼らない社会に向かうべきです。

55808 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。それだけでなく原発は即
時廃炉、０％にするべきです。

原発ゼロシナリオを選択します。そして段階的にゼロにするのではなく、一刻も早く、現在運転中の大飯原発も停止し、その他の原発も動かさず地震に備えつつ廃炉に向けての作業に入るべき
です。

理由は、まず、地震国である日本に原発は危険すぎるという事です。４０００ガルもの地震が起こっており、それに耐えうる構造を現在の原発が有しているのか疑問であるという事です。
東海・東南海・南海地震は、100～150年周期で繰り返し発生しており、既に前回の地震から１５０年経過しています。つまりいつ地震が来てもおかしくない状況です。
そんな中で、当然、原発を存続させる選択肢は持ち得ませんし、ゼロ％にするにしてもドイツのように段階的に寿命が来た原発から停止していくという方法も取り得ません。即刻原発を封印すべ
きです。
即時ゼロ％以外の選択肢は、これから起こる地震の可能性を軽視したシナリオだと考えます。

また原発が発電する際に生み出す使用済み核燃料、放射性廃棄物の問題があります。人間にとって重大に危険であるこれを有効に廃棄する手段を人類は未だ持ち得ていません。次世代に負
の遺産を押しつける罪悪からこれを機会に手を引くべきです。

幸い、電力の需給問題的にも、今夏のピークタイムが原発無しで乗り切れていたというデータが特定非営利活動法人気候ネットワークにより明らかにされました。

当面、石油や水力などの発電方法で電力は賄いつつ、次代に適した新エネルギーの開発を進めるべきです。そのための多少の電気料金の値上げも正当な根拠にもとづくものであるならば受
け入れる考えです。

55809 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 福島県の原発事故は日本にとって大変深刻な問題。
多くの人間の命を危険にさらすエネルギーは使用す
べきではない。今こそ、経済優先から国民の幸せ、安
全、安心優先に大きくかじを切る時と考え原発０％を
選択します。

福島県の原発事故は日本にとって大変深刻な問題です。多くの人間の命を危険にさらすエネルギーは使用すべきではありません。今こそ、経済優先から国民の幸せ、安全、安心優先に大きく
かじを切るときです。原発０％選択します。

55810 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電所は私達の未来には要りません。完全廃
炉を希望します。

原子力発電所の爆発以降、私は出産を躊躇しています。
出産するのであれば、子どもを安心出来る環境で育てる為に、
両親が望むように海外へ移住するしかありませんから。
職場の同僚達とも話しますが、状況が改善されないのであれば、
日本を棄てる覚悟です。

本当に国を想う気持ちがあるのであれば、
どうか原子力発電を止めてください。
「原発を止めれば生活水準が下がる」だなんて
諸外国に対して恥ずかしくなる発言も止めてください。
新しいことに頭を使い、工夫することを諦めた
依存心丸出しのコトバで、情けない限りです。

原子力発電を止め、完全廃炉にし、
せめて諸外国に呆れられたり嘲笑されない
そんな国を目指して頂きたく思います。

55811 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。また、全ての原発の
即時廃炉を求めます。

原発は一度事故を起こせば長期間広範囲に被害が及び、今の技術では到底対処できない事態に陥ってしまいます。最終的な処理方法が決まっていない核廃棄物や被曝労働を生み出すこと、
また、この夏も電力需給も逼迫していないことから原子力発電はこれ以上続けるべきではありません。廃炉にする期間で原子力に代わる産業を育てたほうが長期的なメリットがあると考えてい
ます。

55812 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原子力発電に反対します。
可能な限り早くゼロを目指すべきです。
なくさないならば首都である東京に原発を作るべき。
それくらいの安全と自信を持っているならば原発を支
持する。

原子力発電の安全神話の崩壊は周知の事実である。事故後の汚染も、使用済み核燃料の問題も残念ながら未来の子供たちに背負わせてしまっている。「持続可能性」という言葉が先行しすぎ
てモノの本質を見失っている。もっともシンプルに、エネルギー問題だけでなく、すべての生活において重要なポイントは、（1）自然の中で地殻から掘り出した物質の濃度が増え続けない。、（2）
自然の中で人間社会が作り出した物質の濃度が増え続けない、（3）自然が物理的な方法で劣化しない、（4）人々が自らの基本的ニーズを満たそうとする行動を妨げる状況を作り出してはなら
ない・・・という国際ＮＧＯのナチュラルステップが明確に定義している。http://www.naturalstep.org/ja/japan/concept-japan参照。
原発は見事に持続可能性とは間逆の方向にベクトルが向いている。

日本は十分に成長してきたのでそろそろ発展へと向きを変える時代だと思う。クリーンエネルギーへの方向転換期でもあると同時に、新たな電力産業を生み出すチャンスでもあると思う。
藤沢市に見るサスティナブルスマートタウン構想など産業と自治体の連携なども新たなビジネスモデルであり世界をリードできるクリーンエネルギーの開発など大いにチャンスはある。

55813 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「ゼロシナリオ」を希望します。経済、生命・健康に破
滅的な影響を及ぼす原発事故のリスク、原子力利権
の不健全性、火力その他手段により現実的に代替可
能なこと、いずれの面からもゼロシナリオ以外は考え
られない。

  2030年までのできるだけ早い時期に「原発依存度ゼロ」を実現すべきである。さらに言えば40年を超える原発の稼働は一切認めず、経年40年未満の原発も2020年までに全ての原発を廃止す
るべきである。一時的に火力への依存度が非常に高まるが、その状態から徐々に再生可能エネルギーを開発し、火力への依存度を下げるべきである。

  今回の福島第一原子力発電所事故は福島県下を中心に非常に大きな被害や影響をもたらしたが、これですら事故時の原子炉の状況、運転員・作業員の決死の対応、放射性物質の拡散が
最小限で留まった天候など、いくつもの偶然、幸運が作用した結果である。

  核分裂、またそれを利用した原子力発電というシステム自体が人類の英知であり、科学的に非常に魅力的な面もあることは否定しない。しかしながら、あらゆる場所でいつ大地震、巨大地震
が来るかわからない日本の国土では、いわゆるストレステスト等で小手先の対策をしたところで、一度の事故で経済的にも国を破滅させかねない原子力発電を認めることはできない。

  天然ガスは以前から石油を大きく超える可採年数が見込まれており、近年ではシェールガスなどの商業的実用化も相まって希少価値は薄れている。また産出国も正常的に安定した国が多く、
少なくとも数十年の将来に渡って主力エネルギーとして依存するに足ると考えられる。

55814 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 2030年までに「原発ゼロシナリオ」を支持します。早く
原発ゼロ方針を打ち出して出来るだけ早期に実現し
てください。

福島原発の事故をいうにおよばず、地震国日本では原発は危険すぎます。
核廃棄物の条理の問題もあります。
リスクと保障費、補強費などを考えると原発は安いエネルギーではありません。
こんなリスクの高いものにお金を掛けるのは止めてください。
もっと自然エネルギーの開発を進めれば、化石燃料と自然エネルギー、省エネルギーで原発０を実現できるはずです。緑を多くしていくことでもＣＯ２を減らすこともできます。
日本の技術は進んでいるという話をよく聞きます。現在あるそういった技術を活用、潜在的な技術を開発していくことで、世界的にも抜きんでた自然エネルギー、省エネルギーで脱原発と地球温
暖化防止は実現してください。

55815 個人 自営業 ５０代 男性 2030年までにゼロに。 これ以上放射性廃棄物を増やし続けては未来のひとたちに責任を負えない。

これ以上放射性物質で自然を汚染してはいけない。

危険性の高い原発を扱うにしては企業の意識が低すぎると感じる。

他の選択肢がある。

55816 個人 家事専
業

４０代 女性 日本の原発ゼロを切望します。 日本は地震の多い国です。福島第一原発の事故処理が終わるまで何十年、何百年かかるかもわからないのに、また原発事故が起きたら日本はどうなってしまうのかおそろしいです。
核廃棄物の処理も先送りして、次世代にツケをまわすのは即やめるべきだと思います。
日本の原発ゼロを切望します。

55817 個人 学生 １０代以
下

男性 (1)の０％　を選択します。 原発事故の時、両親は最悪のことを考えていた。
あとで、その最悪のことが本当になりかけていたことを知り、
恐ろしくなった。

偶然や奇跡が起こって、なんとか最悪の事態＝東日本が壊滅、
にならずにすんだ。

こんなことが二度と起こってはいけないと思う。
原発事故は二度とごめんだ。原発も再処理工場もすべてやめにするべきだ。

日本のすぐれた技術で原発以外のエネルギー開発をするべきだと思う。

僕もそのためなら勉強して、貢献したいと思う。

55818 個人 その他 ３０代 女性 原発に頼らないエネルギーに移行して行く事を希望し
ます。

昨年の震災により原発の恐ろしさや今後の不安が拭えません。
全国各地にある原発地域で地震などの天災が起らない保障は無く、安全に維持して行く事は不可能だという事が分かりました。
もし何かあった時は誰も責任が取れず、対応も難しいと思うので・・・

55819 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオに賛成。ただし全原発即時稼働停止、全
機廃炉に向かうべき。事故の処理も出来ず放射能の
影響も分からない中で多大な迷惑をかける原発を続
けるのは間違っている。事故は起こることを認識して
ほしい。

たった一回の事故で、放射能物質をまき散らしこれだけ多くの人に影響を与えながら、これから先どのような悪い影響を人間や自然に及ぼすかハッキリ分からなく、
人間の時間概念では計り知れない影響を与える物質を利用すること、放射能物質に対する国民の共通理解を得れていないものをこのまま使用し続けることがおかしい。
もう一度、同じような事故が起これば日本は終わると思います。
国民がそう思わなくても海外からの目はそうなるのではないでしょうか。

あと、このパブリックコメントは国民にとってとても重要なものだというのは私もそう思いますが、それを国民に対して周知させることが足りないと思います。
日本国民どの世代にも届くメディアを利用し、多くの国民の意見を集めれるようにするべきだと思います。
ちなみに私はツイッターで知りました。地デジ移行の宣伝、広域瓦礫処理の宣伝に比べると扱いは小さすぎるのではないかと義憤を覚えます。

55820 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電をすみやかに停止するべき。自然エネル
ギーによる発電を推進すべき。

原子力発電は、コストが安いと言われているが、様々な国の予算措置があり、本当のコストが明確にされていない。核燃料リサイクルとしての施策による施設が予定の稼働が出来ておらず、安
全に処理できているとは言い難い。また昨年の東日本大震災による福島第一発電所の事故の究明が出来ていない今、同様の原子力発電所の稼働に、地震が多い日本国内では様々なリスク
が多い。
国内では沖縄電力が原子力発電を利用しておらず、他の電力会社よりコストが高いと言われるが、事故が起きたあとのリスクとコストを鑑みると、多少のコストアップは仕方ないと思われる。
自然エネルギー、特に太陽光、地熱等の発電推進に予算を投じて、新たな産業活性化をすべきである。また、蓄電池のパフォーマンスアップを推進することも必要ではないかと考える。

55821 個人 家事専
業

３０代 女性 即刻0% 広島・長崎、チェルノブイリ、福島原発事故、どれをみても原子力とは夢や希望のエネルギーではなく、人類の手に負えないものであるとわかる。
これ以上過ちはおかすべきではない。
福島原発事故は一年半以上経った今も何も収束しておらず、福島に住む方々の苦悩は今もなお続いております。
私達はこの悲しい事故を良い未来を作るターニングポイントにすべきだと思います。そのためには、「安心安全な原発」などという幻想は捨て、即刻原子力は０％にした上で自然エネルギーにシ
フトしていくべきだと考えます。



55822 個人 自営業 ３０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「原発ゼロシナリオ」なまぬるい。「即刻原発ゼロ」主
張

日本の現社会体制は原発を扱う器に非ず。

偏りあるパブコメの3案からも日本の現社会体制は原発を扱う器に非ず。原発事故で民主主義国家としての未熟さを再露呈、国家や企業の不信の行為は国民に自明。事故後改善が見受けら
ない現状は憂慮すべき事態。

日本人として自国がこんなにも幼稚な国だったのかと再認識するに情けない。いつまで戦後成金国家でいるつもりなのか。この事故は社会全体の問題を内包している。経済至上主義問題、日
本国民の中の格差、あげればきりがないので省略する。

倫理面での成長なくして日本の未来なし。政府はこの恥ずべき事態を深く反省し、民主主義国家にふさわしい政治をしていただきたい。今まで信頼してきた国民までもが不信感を抱いていると
いう危機を真摯に受け止めるべき。原発をうんぬんなど語る資格もない。話にならない。ゆえに停止に向け動くべきである。

55823 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 これからの子供達の未来を考えて行く上で、今の地球
に残されている自然、資源はできる限り守ってくべき。
しかも安全に。それが今大人である我々がするべき責
任です。原発への依存度は0％で

東日本大震災で起きたことは、原発の安全神話を決定的に崩した事実。これまでの開発にかけてきた費用や経済効果などを気にして、新たなエネルギーへの移行を恐れていては、結局震災を
何も教訓にしないことになります。子供達の未来のために今こそエネルギーをシフトチェンジして行くべきだとおもいます。今もなお故郷を追われ、仮の住まいにすみ続けていらっしゃる福島の人
たちの心を踏みにじってはいけないと思う。彼らのためにも、日本の愛すべき大地に畏敬の念をもち、これ以上危険で大地をけがすような恐れのある原子力発電の存続は、必ず避けていただき
たいです。心からお願い申し上げます。

55824 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発は絶対にゼロにするべき。そしてそれは経済性を
犠牲にする事には繋がらない。企業や官僚の既得権
益を守ることはもう諦めて欲しい。日本には国民が
もっと少ないエネルギーで生活するために必要な技術
がある。

政府が原発を推進する理由が経済効率である以上、安全性の確保は必ず等閑になります。福島の責任を取るのは誰ですか？国民です。政府と電力会社が推進した政策の結果にもかかわら
ず。一部の企業と官僚、政治家が原子力村で沢山の甘い汁を吸った後に、後始末は国民ですか？次にもしもの事が起こった時、政府と電力会社は責任を取らないことは福島の事故が教えてく
れました。まるで私たちが今の贅沢な暮らしを諦められず、原発を望んだような事を今更言わないでください。私たちは要らないと言っている。それによって月々の電気代が１０００円上がるので
あれば、私たちはより省エネな暮らしを選択します。原発事故の保障や使用済み燃料の処理の額を考えれば、月々１０００円は安いものです。でもエネルギー消費量を減らしたくない人たちがど
こかにいますね？　私たちがエネルギーを沢山必要としているのだと断言したい人たちがいますね？　政府はどちらの側に付くべきなのでしょうか？

私はヨーロッパで省エネ建築の設計ノウハウを学んできました。再生可能エネルギーによる創エネの前に、そもそもエネルギー消費量はもっと減らせる。国民の意思に従い、原発ゼロシナリオ
を実現すれば、国民は一丸となって協力するでしょう。過半数以上の国民が、原発ゼロの生活を受け入れようとしている。なのに必死で原発を推進するから、ますます国民と政府の信頼関係が
崩れていくし、そんな盲目の政府に原発の安全性が保障出来るなど、誰も思っていないのです。信頼関係を修復するには、国民の意見を聞く事しかありません。

原発事故はあなたたちに責任が取れるような代物ではない。事故は絶対起きないと言う事自体が馬鹿らしい。地震と津波が想定外なんてありえない。この地震大国で。

そもそも原発なんて要らないのです。あそこに送られる日雇い労働者が沢山いるでしょう。おかしな誓約書を書かされて。最近は外国人も多いと聞きました。そういった弱者をお金でつって、使い
捨てにし続けて運転する原発はそもそも人権問題に触れています。エネルギーがどうのこうのという議論がそもそもおかしいでしょう。

55825 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発の即時廃炉について 原発の中長期的維持など、全く無意味な政策を論じたり決定するのはやめて下さい。
福島の現状を政府も官僚の方々も、実際はよく知っているはずです。
人類は、放射能に対して無力です。何もできません。
そんなものを扱えるとするのは、地球や環境に対して傲慢でしかない。
ましてや、この日本では世界の中でも地震の多発地域で、さらに
震災を契機に活動期に入ったと言われている。
そんな日本で原発を稼働し続けるのは、どう考えても「自殺行為」としか
思えません。

日本の国、国民を守る為には、全原発の即時停止、廃炉を決定すべきです。

55826 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発は一基も要りません。 原発は一基もいりません。日本にも世界にも。
核兵器もいりません。戦争もいりません。わけあえばいい。つながればいい。のびのびたのしくやればいい。らぶ&ぴーす(*´∀｀)

55827 個人 自営業 ３０代 女性 原発再稼働には反対です。 自然エネルギーへの開発や変換は時間がかかると思います。
その間、石油資源に頼る火力発電はコストの問題も二酸化炭素排出の問題も他国の資源に頼る上での問題も含みます。
しかしながら、原子力発電は一度、自然災害または人的ミスがおこったときの環境的損失、経済的損失ははかりしれません。
日本は自然災害の起こりやすい国であり、また小さく細長い国です。特に静岡や福井の原発で何かがあれば土地が分断されかねません。
また、原子力発電はけしてコストが安いとは考えられません。それどころか、既に存在している発電所の維持そして廃炉後の膨大な管理の時間と手間を考えれば増幅していく一方ではないで
しょうか。
ならば、私はリスクが少なく一時的なコスト増の方を選びます。
その間に緊急に自然エネルギーへの開発をいそぎ、支援を大きくするべきだと考えます。
今、福島の問題で世界からマイナスなイメージをもたれている日本が、リスクも少なく自給できるエネルギーで経済がなりたつ素晴らしいモデルになれる転換期なのではないでしょうか。

55828 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原子力発電は、地震、廃棄物処理等リスクが、高いと
思うので、即廃炉を希望します。
電力不足については、各家庭や、自治体、各工場へ
な太陽光発電を補助金等で促進して、早急に、普及
出来れば良いと思います。

電力料金が、高いです。
太陽光発電は、設置したいですが、高いように思います。
もっと。普及して、低価格に
なりますように、国として、促進お願いします。

原子力発電は、事故が起ってしまうと、リスクが高すぎて、決して安い電力では、ないように感じらましたので、
早期に、廃炉を希望します。

55829 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発再稼働は必要 経済性を考慮すれば今ある原発を引き続き利用するのが最も負担が少ないため。太陽光・風力などはその経済性や発電効率から考えて代替電源とは成り得ない。また、原子力工学は今後も
廃炉やより安全性の高い原子炉開発のために必須のため重要である。耳障りの良い言論によって国策を誤らないことを期待する。

55830 個人 その他 １０代以
下

男性 ゼロシナリオ即時 即０パーセントを希望します

55831 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを日本が選択にすることを要請しま
す。

全ての装置及びシステムにおいて、どんなに技術が進歩しても、絶対安全であることを証明することはできない。その絶対に安全とはいえない多くの機器やシステムが世界中で稼動しており、
何時事故が起きても不思議ではないが、通常の機器やシステムであれば、一時的且つ局所的な被害で終わり、長期間に亘る影響は極めて少ない。一方、原子力の場合は、一旦、事故が発生
すると被害の範囲の拡大と超長期化は免れない。ここに、原子力利用の他とは異なる最大のリスクが存在する。特に、日本のように国土の狭いところでは、事故は必ず起きるというこのリスクを
背負うことにより生活環境が破壊されて行く。
百歩譲って、国際的には、事故後の原発サイト内の物理的対策や住民の完全な避難まで対策を打てば、被害は最小限度に抑えられるという考えも示されているが、今の日本にはそのような完
全な対策を打てるだけの覚悟も技量も無い。これは、政府事故調や国会事故調の提言を無視して、大飯原発の再稼動を許容した政府の姿勢に表れている。即ち、日本には必ず再度起こるで
あろう原発事故のリスクを背負うだけのマネージメント能力が完全に欠如しているのである。人命が失われ、国土が半ば廃墟になる高リスクを背負って、快適な生活も経済発展もまったく無意味
である。

55832 個人 その他 ４０代 女性 地震大国の日本に原発設置は馬鹿げています。原発
は即時廃炉にすべき。原発を温存させるために使う時
間・労力・権力を、直ちに代替エネルギーのために活
用すべき。未来の産業を育てることにこそ力を注ぐべ
き。

東電福島第一原発事故で明らかになったように、地震大国の日本に原発設置は馬鹿げています。原発は即時廃炉にすべきです。3つの選択肢が準備される過程もこれだけが示される現状も
全て反対です。業界圧力に屈する政治にも反対です。原発を温存させるために使う時間・労力・権力を、直ちに代替エネルギーのために活用すべき。世界一の自然エネ資源大国であり未来の
産業を育てることにこそ力を注ぐべきです。
　国内のほぼ全原発が止まっていても、電力は足りています。足りていないのは、政府のやる気だけです。

55833 個人 自営業 ３０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、今すぐにすべての原子力
発電所は廃炉へ。

原子力発電所で事故が起こるということがわかってしまった今、そんな危険なモノに頼るのは狂気。
少々不便になっても、火力や自然エネルギーでまかなっていく事を望む。

55834 個人 学生 １０代以
下

男性 「ゼロシナリオ」を選択します。
ただし、2030年までと悠長なことではなく、　即時に原
発をゼロにすることを強く希望します。

・放射能はこわい！早くやめて！
・地殻変動と津波の過小評価をしておいて、“想定外”とは許されない。

55835 個人 無職 ５０代 女性 地震大国日本においての原発設置は
全世界に対しても大罪である。

今回の津波にしてもほぼ100%の日本人が
まさか、来るとは思っていなかったのです。過去から学ばない傲慢で馬鹿な国民だと外国からは嘲笑の的でしょうね。

この地震大国日本において、
今後、原発設置地に地震が来ないなどと
言える日本人はいません。
言えるとするなら、大うそつきです。

原発はそれは便利なエネルギーかもしれませんが、地震大国日本にあって、いつどこで起こるかは誰もわかりません。

どうか、謙虚になってください。

55836 個人 その他 ４０代 女性 ０％(即時)を支持します 即時脱原発したところで、今までに蓄積された、また廃炉にともなって新たに出てくる放射性廃棄物の安全管理には、何世代もの時間と莫大な費用が必要になります。これ以上後の世代に負の
遺産を「積み増し」しないためにも、原発依存率０％、その分は移行的に火力・水力、その後は地域ごとの特性や事情に合わせたコジェネレーション・システムによる電力自給の計画をすみやか
に進めるべきだと考えます。

55838 個人 その他 ４０代 男性 原発0%を希望します。 放射能汚染は最大の脅威だから。

55839 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 稼働している原子炉は、即刻０にする。つまり即時廃
炉処理に入る。

原子力関連技術は、原発の輸出ではなく廃炉処理技
術の輸出への転換をはかる。

たった５０年しかない原子力発電の歴史で、世界大戦規模の被害を起こしてきた原子力発電技術は不安定すぎて実用性がない。

即刻廃炉処理に入るべきである。

政府発表のデータにより原発がなくても電力が足りることは明白である。実際、大飯原発を稼働し８基の火力発電所を停止した関西電力が雄弁にそれを証明している。

なお、原発設置自治体については、廃炉処理の公共事業という形で今後数十年の補助金を保障し、そのあいだに別の産業への切り替えを模索してもらう必要があるだろう。

また、廃炉処理は、今後数十年から百年のあいだ世界各地で行われるが先行技術がほとんどない。現在、ドイツだけが行なえている事業である。新規参入するなら今である。積極的に打って
出るべきである。原発メーカーは、原発製作ではなく、廃炉事業への切替をめざしてもらう。

55837 個人 無職 ４０代 男性 ニッポンはヒロシマ、ナガサキ、フクシマを体験しなが
ら未だ国は核利用が必要安全とウソを吐いている。核
利用と人間は共存できない。直ちに原発全廃し、いの
ちを守る施策を実行願います。

ニッポンはヒロシマ、ナガサキ、フクシマを体験しながら未だ国は核利用が必要安全とウソを吐いている。核利用と人間は共存できない。直ちに原発全廃し、いのちを守る施策を実行願います。

わたくしは、国家公務員の仕事というものは、
 
「国民のいのち・健康・安全・安心を守る。」
 
この一点に尽きるとつねづね愚考しております。

地球が壊れる可能性があるほど危険な「原発」を、
 
絶対の安全が担保されないまま稼働させることは、
 
全ての生命を賭けて博打をするに等しく、

被災すればだれにも責任を取ることができません。

これは地球の未来を左右する大問題であります。

原発を使わなくとも電力は足りております。

保身とカネのために、北米の意向のままに、

世界にウソを吐いてまで稼働させることは、

断じて許されぬ愚行というほかありません。

西暦二〇一二年〇八月一二日日よう日一七時十三分　(削除)



55840 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発反対 福島原発の結果はこれから益々顕著にでてくると思います。
事故が起きた時の対処の仕方もはっきりしてない事が分かったのにこれからも電力を原発に頼るのは問題だと思います。

九州は玄海原発が稼働してなくても夏を乗り切れそうです。
原発がなくても電力が足りない事は無いんだと思いました。

原発ゼロの日本が私の理想です。

55841 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 １～３以外のその他の意見 原発を０パーセントにし、温室効果ガス排出削減数値の目標も０パーセントとし目標を立てるべきと考えます。
原発に変わる電力をまかなう方法が火力発電ではなく、その他のエネルギーを考える必要があると考えます。自然エネルギーで発電を考えていく時期になっていると思うので、よい機会と考え
ます。
私は、どちらも推し進めていくべきだと思います。

55842 個人 無職 ７０代 女性 (1)ゼロシナリオ　原発依存度０％を選択する。
　
　日本は、将来世代の為に脱原発を、また世界の脱
原発によるエネルギー改革　の先導を果たす責務が
ある。

［その理由］

１）原発の未来に安全確保、安全保障は皆無である！

　３・１１大震災と福島原発事故は原発の安全神話を根底から覆した。高度経　済成長期を支えた世代（７０代）として、原発を黙認してきた責任を痛感し
　、将来世代に禍根を残してはならない責任を果たすべき義務があると思っている。原発依存でない経済活性化の道を、全国民の総力を結集して構築していくべきである。

２）脱原発とエネルギー改革は世界平和の礎となる！

　原発の廃棄物処理から核への移行が可能という。「三たび許すまじ原爆を」　と核兵器廃絶を国是としている日本。恒久平和を希求し、国際社会において　名誉ある地位を占めたいとは、日本
国憲法の理念である。将来世代の為にも　日本は、脱原発とエネルギー改革を世界に向かって発信する責務がある。

　以上、２０３０年まで生きていられるか分からぬ私の、切なる願いです。

55843 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロ 原発を開発できる科学技術力があるならば、安全で安定した再生可能な自然エネルギーの開発に力を入れるべきです。
昨夏は大騒ぎでしたが今夏は電力不足が逼迫していないように感じます。日本全体で省エネに努め、電力依存の生活を見直せば原発は要らないと思います。
被爆国として悲劇を繰り返さないために、未来のある子供たちが安心して暮らせるよう稼働中の原発の即時停止をして欲しい。

55844 個人 無職 ６０代 男性 2030年までの早い時期に原発ゼロとすべきである。 　原発依存度１５％、２０～２５％のシナリオはこうした使用済み燃料の再処理、直接処理を前提にしている。しかし、再処理問題は「もんじゅ」に見られるようにその技術開発の展望な絶無であ
り、直接処理問題も技術的展望を見いだせないままであり、国内での最終処分場問題も展望を見いだせない状況である。ましてや海外に最終処分地を求めることはコスト上、国際関係上不可
能であろう。原発依存度１５％、２０～２５％のシナリオはこうした人為的に統御できない状況を無視するものである。
　
　

55845 個人 自営業 ４０代 男性 大飯原発の早急の再停止。及び、全原発の廃炉を含
む新しいエネルギー政策の緊急の策定。

福島原発メルトダウンに見られたように、原発の事故はその大きさ、長期間さにおいて前代未聞のものとなります。地震国日本にそのような危うい原発が５０数基もあるというのは、今になって
考えればあまりにも危険な事態だと思います。
なので、もう国のエネルギー政策を原発に頼らないものにすると、大胆に決断し、その上で、今再稼働されている大飯原発を早急に再停止し、また、火力・クリーンエネルギーを中心としたエネ
ルギーを作る技術研究・配備に全力を上げるよう努力することこそが必要だと思います。

55846 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオしかありません。 ゼロシナリオでしか、安心して安全に暮らせる方法がないからです。

55847 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 地震大国の日本に原子力発電所は、いりません。 地震大国の日本に原子力発電所は、廃炉にすべきだ。東日本大震災で未曾有の福島原発の事故は、日本に留まらず地球災害とも言うべき深刻な事態を引き起こした事態を政府はどう認識し
ているのか理解しがたい。福島原発によって避難されている方々の気持ちを思うといたたまれない。一旦、原発が事故を起こすと手に負えないと言うことも理解できた。世界人類史上の被爆国
であるにも関わらず、ヒロシマ・ナガサキの教訓が活かされていない。原発のゴミは、どうするのか。未来の子ども達の為に、私たち大人の責任で原子力発電所を廃炉にしなくすべきだ。

55848 個人 その他 ４０代 女性 安全性の不確かな原発は、順次廃炉にして行き、再
生可能エネルギーへの転換を願っています。その理
由を箇条書きで書かせて頂きます。

・原発は、稼働していても廃炉にしてもコストがかかりすぎる。
・現在原発関係労働者の方に再生可能エネルギー発電関係労働者へと移行して頂けるよう工夫すれば、失業の心配はない。
・原発でなければ、地産地消も可能なので、長距離の送電に於ける様々な無駄も省ける。
・東電･関電などの大手電力会社にばかり頼らず、どんどん再生可能エネルギー発電の新電力会社の進出を認可していけばいいと思う。
・現在の原発での深夜の発電分は、使用出来きれず(夏意外)蓄電も出来ず、結局は余剰電力と言う無駄な電力になってしまい、その解消の為に無理に深夜放送の電波を流し続ける等している
が、そのあたりも、根本的に見直す必要があると思う。
・日本の技術をもって、不可能な再生可能エネルギー発電はないし、現在原発に注ぎ込んでいるお金をその技術の発展に回せば良い。
・我々の子々孫々に負の遺産である原発とその処理を残し続ける事のない様にしたい。
・既に福島周辺では、生態系への異常が出始めています（蝶・花）｡この警鐘を真摯に受けとめ、原発の人類への影響の大きさを何よりも一番に考えて下さい。
以上、書き方に丁寧さが欠けますが、自分なりに精一杯綴らせて頂きました。宜しくご検討お願い致します。

55849 個人 無職 ３０代 男性 遅くとも2030年には原発はすべて廃炉にする。エネル
ギーの効率利用を進め、電気と熱を合わせた対策を
行うこと、再生可能エネルギーの利用を推進するこ
と、原発立地地域の新たな産業振興を図ることが必
要である。

安全な原発というのはありえない。ウランの採掘から、原発の運転、放射性廃棄物の処理に至るまで、被曝労働の上に成り立つものであり、かつ巨大事故の可能性を常に内包するものである。
そのようなシステムを利用し、将来世代に残していくのはおよそ倫理的とは言えない。
まずは、原発は可能な限り早くすべて廃炉にし、それは遅くても2030年には完了することを目標に掲げるべきである。
そのためには何が必要で、何が課題となるか。ここでは３点を挙げたい。
一つはエネルギーの効率利用である。単なる省エネということではなく、社会全体としてのエネルギーの効率利用というのを考えて、仕組みにしていくことが重要である。特に、電気と熱の利用
については、行政も縦割り的になっているので、一体としての対策を考えるべきである。
次は、言うまでもないことだが再生可能エネルギーの推進である。
そして最後が一番重要だと思われることだが、原子力関連施設立地地域の新たな産業振興を図ることである。原発やその関連施設の立地地域は、電源三法交付金などのいわゆる原発マネー
で成り立っているところが多い。原発関連の補助金で地域経済がまわっているのは、地域づくりのあり方としても健全ではないし、いつまでも原発から抜け出すことができない。地域からの内発
的な発展を促すような政策が必要である。

55850 個人 自営業 ４０代 男性 ゲンパツ0％シナリオを希望します。 人類は原子力エネルギーとは共存しえない。いろいろと現実的な選択肢とうのはあるでしょうが、日本は何度被曝すれば自分たち民族の意思を持ち得るようになるのか。怯えからくる（いわゆる
現実的な）選択ではなく、他国民を魅了できるような選択ができる国家になりたい。恐怖政治ではなく、未来志向を少しでも選択していくべきです。

55851 個人 自営業 ４０代 女性 原子力発電所は今後２０～３０年程度かけて緩やか
に削減し、最終的には自然エネルギー等にて代替し、
原発ゼロを目指すべきだと考えます。

原子力発電所は今後２０～３０年程度かけて緩やかに削減し、最終的には自然エネルギー等にて代替し、原発ゼロを目指すべきだと考えます。

我が国は地震大国であり、今後も大規模な地震に見舞われる可能性が高いと考えられています。国家によっては原子力発電所を使うリスクが低い国もあるかもしれませんが、我が国について
は、原発に依存するリスクの高さが昨年実証されたのではないでしょうか。

原発問題については、「原子力村」や地方自治体に対する交付金など、本来のエネルギー問題とは異なる面から議論されることが多いように感じます。しかし、純粋にエネルギー問題のみを考
えると、原子力はＣＯ２もほとんど発生させず、燃料の再利用もでき、クリーンで安価なエネルギーになるはずでした。現在、問題は２つあると認識しています。

(1)地震・津波などの自然災害により事故が起きた場合に、影響があまりにも大きい。
(2)使用済み核燃料の再利用への技術が、確立されていない。

経済面のみを考えると、何とかして(2)の再利用技術を確立させ、原発を使い続けるという選択肢を選びたくなりますが、それでも100%の安全が実現できない限りは、(1)の問題があり続けます。

今後２０年から３０年かけて、原子力発電を太陽光発電や地熱発電などにゆっくりと置き換え、なるべく経済的にも無理のない範囲で最終的には原発をゼロにし、国際的な原発脱却のモデル
ケースになれば良いと考えます。
今はまだコストが高い太陽光発電も、今後発電パネルの効率が上がったり、蓄電技術が上がったりすれば、コストを下げる努力はできるはずです。
それには、ある程度の時間が必要です。

原発の再稼働反対、即原発停止を唱える人も多いようですが、それは不景気を通りこして世界恐慌すれすれの状態にいる経済に、トドメを刺すことになるでしょう。放射能を恐れるあまり、餓死
者を出す愚は犯したくありません。
毎週金曜のデモ映像などを見て思うのは、この状況は政府・東京電力が説明責任をきちんと果たせていないために起きているのではないかということです。脱原発を目指すのであれば、ぜひ今
後数十年の工程表などを作成して、国民に説明をしていただきたいと思います。

55852 個人 自営業 ５０代 女性 国内の原子力発電所はすべて即廃止すべきです。 チェルノブイリの例をみれば、どんなに放射能の影響が恐ろしいかがわかります。５年後１０年後２０年後に何がおこってくるのか、、、福島の子供たちのことを考えると胸がつぶれそうになりま
す。
それなのに政府は有効な対策をとるどころか、まるで見殺しにしているかのような状況にしか思えません。
そもそも地震国には原発をつくってはいけなかったと、世界の専門家達は指摘しています。
それなのに十分な議論もないまま大飯原発を再稼働してしまいました。
経済のためと言って。
では将来を担う子供たちの命はどうなるのですか？放射能で汚された土地・自然はどうなるのですか？
まるで目先のお金のために命を悪魔に売り渡しているのと変わりがないと思います。
日本政府が日本の国民も、美しい自然に恵まれた日本の国土も大切にしないことが判明して、本当に悲しくなりました。

55853 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロシナリオ【即全廃炉希望】 理由、大好きな人に元気で居て欲しいからです。
原発は危ないからです。

55854 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 原発の比率を高くすることを望みます 2030年度までのエネルギー政策の内、3つの原発比率の選択肢はどれも低く、私は原発の比率を最低でも東日本大震災前の状態にして欲しいと思います。
そもそも東日本大震災で福島原発の事故は、津波により電源を流されたことが原因であり（菅前首相の問題行動も事故を拡大させた原因）、原発自体に問題があった訳ではありません。
原発は、今回の福島の事故を教訓として、更に安全性の高くしていけば良いことです。
また、エネルギー資源が乏しい我が国では、原発は必要不可欠なものです。
火力発電などの化石燃料による発電を増やした場合、我が国が原油の多くを輸入している中東では、いつ戦争が起き、原油の輸出を止めるかもしれない不安が常にあります。
火力発電の比率の増加は大気汚染を伴い、体力の弱いお年寄りや子供などの弱者が、発病、病死する懸念があります。
太陽光や風力による発電は、現在では効率が非常に低い上、国民への経済的負担を大きくするだけです。
不況のさなかに、消費税増税が国会で決まり、更に電気料金の値上げで経済的負担を増やし、国民生活を苦しめるなど、言語道断です。
福島の原発事故では死者が一人も出なかったのに、国のエネルギー政策により、経済的負担や節電により、亡くなってしまう方が出ないようにして頂きたいと思います。
日本の原発は、東日本大震災後も世界各国から受注があるように、世界一の技術なのですから。

55855 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発はすべて即刻停止・廃炉。世界で既に運用され
ている日本の自然エネルギー技術を駆使し発展させ
て今すぐエネルギーシフトに舵を切ることは次世代へ
の責務です。

原発利権によって政財官マスコミが癒着した状態がフクシマを生み出しました。原発事故で広大なっ土地と環境が汚染されました。子どもたちをはじめ老若男女問わず日々被曝させられ、未だ
帰宅もできない避難者や移住者が大勢います。今こそ一人ひとりの成人が、子どもたちの将来に何を残すかを真剣に考え見つめなおさねばならないはずです。原発を推進しようとする人たちの
話を突き詰めると「経済」しかありません。原発推進は限られた一握りの人々が、その他大勢の犠牲を踏みつけて儲けるシステムで成り立っています。
では、自然エネルギーは不経済でしょうか？自然エネルギーは地域に経済を分散し、地域に新しいビジネスと雇用の機会を生み出し、より多くの人々が健康で豊かに暮らせることができるとい
う意味で、原発よりも経済を潤すはずです。しかも原発は次世代に汚染を残しますが、自然エネルギーは豊かな環境を残すことができます。太陽光発電、風力発電、水力発電、地熱発電、バイ
オマス技術を駆使し、世界でもトップクラスの日本の技術力をさらに高めていけば、脱炭素社会と自然エネルギーは両立が可能という試算も数多く出ています。

経済力が強く既得権益を握る一部の人々の声ではなく、次世代を担う子どもたちの命と声に耳を傾けさえすれば、答えは「原発０」しかないはずだと強く信じています。

55856 個人 家事専
業

３０代 女性 ３つのシナリオのうちであれば、ゼロシナリオを支持し
ます。さらに、即時原発の停止も希望します。

原発の事故以降、電力供給源として原子力を使用することのリスクは、その恩恵をはるかに上回ると思うのでゼロシナリオ以外考えられない。原発は停止していただきたい。
化石燃料を使う火力については、温暖化問題や化石燃料の資源枯渇があるので長期的視点で増やすことは難しい。ゆえに、他のエネルギーへ転換を必然的に行っていかざるを得ない。現状
では問題点も多いと思うが、それがやらない理由にはならない。

55857 個人 学生 １０代以
下

女性 今後の原発のあり方について 私は学生です。原発全基廃炉を求めます。これ以上被害は拡大させないでください。罪のない国民、世界中の人々に迷惑をかけないでください。今の日本政府は国民の声をまじめに聞いてくれ
てるように思えない。これではヒトラー政権と変わりありません。もっと国民の声を、そして子ども達や学生の声も聞いてください。これからの日本をになう私たち・子どもの未来をつぶす気です
か？今すぐ原発を止めて廃炉にしてください！

55858 個人 自営業 ４０代 男性 1.全原発の廃炉
2.瓦礫の焼却に反対
3.全ての食品で1ベクレル以上のものは流通させな
い。

1.これから日本は地震活動期に入っていくから。
2.これ以上1ベクレルでも被爆したくないから。
3.これ以上1ベクレルでも被爆したくないから。



55859 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 地震活動期の日本では、原子力発電所の稼働、使用
済み核燃料の原子力発電所内での貯蔵は余りにも危
険性が高く、原子力発電所は即時停止・廃炉処理と
し、使用済み核燃料も即時永久廃棄処理を行わなけ
ればならない。

地震活動期に入った日本において、原子力発電所（高速増殖炉もんじゅを含む）の稼働、使用済み核燃料の原子力発電所敷地内での保管は余りにも危険性が高く、地震その他の原因によっ
てもう一度原子力発電所の災害を発生させた場合、日本の国土は広範囲に汚染され、国民生活は破壊され、経済活動は回復不可能な被害を被ることは明白である。この予想され得る大被害
を避けるためには、全ての原子力発電所を即時停止・廃炉処理としなければならない。また、六ヶ所村再処理施設での再処理の可能性が全く無いために、各原子力発電所敷地内に貯蔵されて
いる使用済み核燃料も、即時永久廃棄処理を行わなければならない。このようにすれば、少なくとも日本の国土が現在以上の放射能汚染を被る可能性を無くすことができ、将来の経済発展の
可能性を保証することができる。

現在、経団連・経済同友会は、「原子力発電所を稼働させなければ、経済発展できない」という詭弁を弄している。しかし、２０１１年３月１０日まで、過去２０年間にわたり、電力が余っていたにも
拘わらず経済発展を実現できず、国民の生活水準を下げ続けてきたのは、経団連・経済同友会のメンバーたる企業経営者の責任であることは明白であり、決して原子力発電の有無によるもの
ではないことは事実として証明されている。

今こそ企業経営者は、率先して原子力発電所と使用済み核燃料のリスクをゼロとし、それに変わる再生可能エネルギーの技術開発に全力を投ずるべきであり、そこに新たな経済発展の大きな
可能性もある。再生可能エネルギー技術の開発、新製品開発等により、新たに多くの雇用を生み出すことが可能であり、最終的には、化石燃料の輸入量を大きく減らすことができ、電力コストも
下げられ、国民の生活水準を改善できるはずである。

私は、この原発ゼロ・再生可能エネルギー中心のエネルギー政策として、以下の方針を国家エネルギー政策として提案する。

１．全ての原子力発電所（高速増殖炉もんじゅを含む）の即時停止
２．全ての原子力発電所（高速増殖炉もんじゅを含む）の１０年以内（２０２２年まで）の廃炉
３．各原子力発電所敷地内に貯蔵されている使用済み核燃料の即時永久廃棄処理
４．六ヶ所村再処理施設の閉鎖およびそこに貯蔵されている使用済み核燃料の即時永久廃棄処理
５．急速な再生可能エネルギー技術開発、新製品開発への重点的予算配分と雇用創出
６．再生可能エネルギー発電の奨励と各電力会社からの発電部門の分離
７．全国規模の送配電網を非営利的に管理・運営するの国家あるいは第三者機関の設立と早期運用開始

55860 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 日本国家の存続を考えると、原発依存率0%はありえ
ません。しかしながら、その前に核燃料の最終処理場
をどうするか、という課題を解決しなければなりませ
ん。

エネルギーは常にベストミックスである必要があります。自然エネルギーを活用する必要は勿論ありますが、原子力発電を全て止めてはいけません。理由は、核を持つ能力を放棄してはならな
いのと、技術のある日本が格の処理技術を放棄してしまうのは、日本のみならず世界の利益に反するからです。日本が仮に原発から撤退しても韓国、中国、インド等は原発の建設を止めませ
んし、そのような国々で事故が起こった時どうするのか、また事故を防ぐにはどうするのかといった知識や経験を伝えられるのは日本だと思っています。

現在の様な自然エネルギーに偏った政策ではなく、自然エネルギーの利点と不利点を明確にし、補助金漬けにするのではなく、国民に対し安定的な電力を供給できるシステムを考えなおす必
要もあります。

最後に、青森県六ケ所村の中間処理場の他に最終処理場の建設も急がなければなりません。それなくして、日本の原子力政策の方向も決められません。

55861 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 100%の安全性が無いのならば、原発は無くすべき。

55862 個人 その他 ４０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」 再稼働はしないでください。子供たちに健康な未来を残す為に、原発はゼロにしてください。またほかの生き物たちもつながっていることを理解し、自然エネルギーを推進してください。

55863 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発は今すぐすべて廃止する
代替エネルギーを積極的に推し進める

原発はやはり廃止すべきだと思います
福島の事故で本当に思い知らされました
原発でしかできないことと原発による事故被害をどう天秤にかけても
原発を継続したほうがいいとはやっぱり思えません
原発というシステムはやはり人間特に日本人には制御できないと思います
不便な暮らしでも死んでしまうことはないけど
原発の怖さは無限にあると思い知らされました
今すぐ廃止を！

代替エネルギーに関してはいくつかあると思いますが
太陽光発電がもっと普及できるよう
いろんな補助システムを積極的に普及させてください
安く太陽光発電できる！

政府は自分が東北・福島で暮らしている
福島の水を飲む
子供もそこで一生暮らす
だったらどうする
それぐらいの気構えで毎日の仕事をしてください
思いをはせて仕事をしてください
時間とお金を無駄にしないでください
がんばれ民主党！

55864 個人 無職 ６０代 男性 原発０シナリオ 地震大国かつ活動期に安易な再稼働するなどもってのほか。
完全な第三者による原子力規制委員会のチェックを受けたのであれば暫定的に再稼働もありかもしれないが、２基動いてるとはいえ余程の事がない限り電力が足りている現状からみても、発
展途上国でもあるまいし電力消費が急激に増えるとは考えられず、２０３０年に０にする事は十分可能。
ガスコンパインドを推進しその間に再生可能エネルギーの研究、実践に注力する。一般家庭の省エネ促進はもとより、大企業工場等の中には数年のうちに３０％の省エネ達成を表明していると
こもあるように、この分野の省エネ余力はまだ大きく、それで中小の消費をカバーする。
電力業界には発送電分離、小売り自由化を促進し、地域独占をやめる。国策が変更されればそれに従って企業は行動するものであり、電力料金の大幅な値上げなどありえず、適正価格に落
ち着く。

55865 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオ」で即時 ０％を希望します 国が滅びます！

55866 個人 学生 １０代以
下

女性 私には将来のやりたいことが沢山あるし、絶対叶えた
いゆめがあるし、私の友達が夢を叶えるのを見たいで
す。原発があれば、もしかしたらそれが全部できなくな
るかもしれない、だから原発は一つもいりません。

同左

55867 個人 家事専
業

６０代 女性 　原発ゼロシナリオを選びます 　原発ゼロシナリオを選ぶ最大の理由は、私たち人類が未だ核のゴミを処理する術を持っていないからです。ゴミはどんどん溜まっていき、地球をおおってしまう恐怖すら感じます。２０３０年など
とのんきなことを言わず、すぐにもすべての原発を停止すべきだと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　足りなくなった電力は、以下の方法で補います。
・電力の無駄使いをやめる。(強すぎる冷暖房)　　　　　　　　　　　　　・発送電を分離する(送電は水道のように公的なものにしてもよいのでは)　・地域ごとに、いくつかの発電会社があり自由に電
力会社を選べるようにす　　れば遠くまで電気を送らずにすみロスも少ない。　　　　　　　　　　　　・自然エネルギーを推進し、研究を応援する。日本の技術力に期待する。

55868 個人 自営業 ５０代 女性 原発が人間の力で扱えるものではない化け物のよう
な物であり、
広島や長崎の苦しみを繰り返してはいけません。

危険な事だから原発はいけません。

55869 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します！ 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します！

原発に代わる自然エネルギーで、未来の地球を守ってほしい?

55870 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを目指すべきと考えます 今ある原発の施設や燃料などを処分するのは大変なことだと思います。原発によって暮らしが成り立っている方もたくさんいらっしゃると思います。しかし、原発は安全ではないことが東日本大
震災により証明されました。何よりも人命を守ることが大事だと私は思います。自然エネルギーを開発し、発展させていく技術力を日本は持ち合わせていると考えます。国をあげてきちんと予算
をまわしていくことで、これから先何十年後の日本においては、あの時に原発をゼロにして良かったという結果が出せることと思います。いま、利権のためでなく、将来の日本のために、世界に
向けて日本の先進的な思考を示すためにも、ゼロエネルギーにシフトチェンジするべきだと思います。

55871 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー計画の筋書きは、将来の世代に対して安
全で日本を約束するものではありません。原子力へ
の依存を即終了させる、踏み込んだ原子力ゼロの提
案を求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
  直ちに原子炉再稼働をやめさせる
  積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
  再生可能エネルギーの生産を加速させる
  発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
  石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

55872 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます

国会と政府の事故調の報告書を読みました。
危機管理が全く出来ていない、考えられていない原発を一日も早く日本から、そしてゆくゆくは世界から無くしたい。

このフォームで何度か長文を書いたのですが、投稿できずに消失したのでもう書きません。
意見聴取のお電話を頂くのは歓迎します。

55873 個人 学生 ２０代 男性 国民の一人としてゼロシナリオを選択します。尚且つ
原発の即時停止と廃炉を求めます。電力自由化と送
電線国有化及びスマートグリットの確立、国民が自分
で電力の発電方法を選べる環境を！

先ず電気より健康・安全がさきであること、今夏、電気は足りていること、核燃サイクルの見通しも立っておらず、使用済み燃料を捨てる場所も無いこと、少子高齢化により消費電力の需要は下
がること、日本が地震国であること、2030年には恐らく原子力分野に人材が集まらず人材の枯渇に陥ることによります。

55874 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発0ｼﾅﾘｵに賛成。即時原発をやめてほしい。 今回の大震災での安全神話の崩壊、そしてその後の不誠実な対応（東電はもちろんのことだが政府も）にて原発には手を出してはならないと思った。

55875 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロを支持します。 　安全に、ひとが生きて行くための電気です。原発ではそれが叶わないです。

　自然エネルギーなどの新しい発電方法に期待しています。国はそれに移行するために必要なことを、誰にでも具体的に分かるように示してもらい、一人一人がどう動けばよいかを分かるよう
にしてほしいです。

　また、原発で働いている方や、原発によって経済が成り立ってきた町の今後については、国民全体で協力して支援し、新たな生きる道を探せるようにしなければいけないと思います。

55876 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 原発からのエネルギー供給により、生命の危険に晒されたくないためです。



55878 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「３つのシナリオ」のいずれにも反対し、即時（ないし
２、３年以内）の原発ゼロ達成を求めます。

理由１）　原子力政策の実施状況を振り返れば、政策の経済的・科学的・社会的合理性が欠如しており、また、官民の不透明な結びつきによって批判を排除して進められてきたことが明らかで
す。これだけでも原発廃止の十分な利用になると考えます。

理由２）　経済的側面とは、原発のコスト試算に代表されるような、推進側に都合のよい計算。科学的側面とは、原発の過酷事故対策に代表されるような、安全であることを前提にした科学的知
見の不適切な選別。社会的側面とは、上記の諸点への批判は福島第一事故の遥か以前から数多く社会に存在していたにもかかわらず、特に公的責任を負う政府及び関連機関がそれらを無
視してきたことです。

理由３）　原発利用を続けたいのであれば、上述の諸点を踏まえて政策運営体制を抜本的に改革・改善することが最低限の条件ですが、これまでのところ政府の取り組みに「改善」と評価する
に足る部分はほとんどありません。原子力規制委員長人事を見てもわかるとおり、現在の日本でいわゆる「利益相反」を回避し得る関係専門家をリクルートすることすら困難な状況で、これまで
不可能だった「信頼できる組織」が今後なぜ可能になるのか、合理的に理解できません。

理由４）　加えて、関西電力大飯原発の再稼働（再起動）にあたって露呈したように、過酷事故対策を依然として事業者任せにしていることや、安全性や電力需給よりも事業者の経営を優先して
いることなど、原発が形式上「民営」であることを都合よく利用して重要な責務から逃れる政府の姿勢も、原発利用を容認し得ない深刻な問題です。

理由５）　現実的な課題としては大きく２点を挙げておきます。まず一つは、放射性廃棄物処分問題が未解決であることと、その原因となっている核燃料サイクル政策の技術的・政治的困難さで
す。放射性廃棄物処分の先行きが見通せない中でさらに廃棄物を増やすことは自殺行為です。ただでさえ、処分地の選定は深刻な政治課題となるのですから、処分を確実に実施したいのであ
れば。まずは放射性廃棄物をこれ以上増やさないことを明確に宣言することから始めるべきです。もちろん、処分事業の技術的・社会的困難さをいっそう高めてしまう再処理事業は、即刻撤退
すべきです。

理由６）　もう一つは、日本国民の多くが想像していなかったと思われる、過酷事故時の放射線影響の甚大さです。『防災白書』が言及しているように「マグニチュード6以上の地震回数は世界で
発生した地震のうち20.5％が日本で発生」しており、こうした地震国ではもはや原発の安全確保を「シミュレーション」によって確保することは、技術的にもコスト的にも不可能です。いったん起き
てしまった被害を元に戻すことができない放射能災害の再発を防ぐためにも、原発は即時廃止すべきです。

付言１）　なお、原発廃止を主張すると具体的な「対案」を提示せよという反論がなされることが、これまで多く見られました。しかし、世論を受けた「対案（複数案）」の策定は、まずは政策決定者
たる政府の責任においてなされるべきであり、今回の「３つのシナリオ」に「原発の即時廃止」が含まれていないことに抗議します。

付言２）　また、今回政府に寄せられるたくさんのパブリックコメントが、政府担当部局のの責任において誠実かつ精緻に集計・分析・公表されることを強く求めます。ウェブ上の意見募集フォーム
を見ると、提出者の属性等の個人情報を詳細に求めており、これは意見提出の心理的障壁や個人情報保護の観点からあまり感心できません。とはいえせっかく集める以上は、これら提出者に
関する情報をきちんと活用して国民意見の傾向を把握し、公正に公表するべきです。

55879 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 20～25シナリオに賛成です。 ・品質が良くコストが低く安定した電力は産業に欠かせない
・今後の他国の発展にともなう原油需要増により原油価格は下がるとは思えないので原子力発電は必要

55880 個人 自営業 ４０代 女性 絶対に「原発ゼロシナリオ」を望みます。
今すぐにでも、全ての原発を廃炉にしてほしいです。

昨年の事故により福島ではいまも16万人もの人が故郷を追われ、仮設住宅などで避難生活を送っています。高濃度の放射能がまきちらされ、福島、関東でも放射能の影響で被爆し続けていく
運命です。国はもっと放射能の影響によるガンや奇形の子が生まれるリスクを自覚するべきです。

・再稼働はしないでください。子供たちに健康な未来を残す為に、原発はゼロにしてください
・もっと省エネルギーの取り組みを進めてください。
・原発をいつまでにゼロにするか期限を示してください。
・もっと自然エネルギーを推進してください。
・電力の小売の全面自由化や発送電分離を実現してください。
　電力の小売会社を選ぶことができ、間接的に再生可能エネルギーの発電会社を選ぶことができるようにしてください。
・原発の電気を使うと、将来の日本子孫に核廃棄物の管理と言う負の遺産を背負わせることになります。
・いくら安全対策が万全だと言っても地震国日本では原発は危険すぎます。

55881 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー・環境に関する選択肢
０％シナリオを希望します。

現在、一時的にも原子力発電所がすべて停止した状態を迎えた時に大きな混乱もなく、国民が少し節電ないし、計画停電を実施することで乗り切れたということは、危険な原子力を稼働させなく
ても国民の生活は送れるということだと思います。今後生産分野で電力が必要なのであれば企業が個々にエネルギーを確保して、経営を進める選択肢でもよいのではないでしょうか。電力会
社の利益のために、国民全体が危険にさらされるのは、納得がいきません。いまだに原子力推進派が優位に立ち、何とかして存続させようとしている姿は、国民を危険な目に合わせても構わな
いと言っているようで、大変な恐怖を感じます。私は戦争を体験していませんが、情報操作をして国民を誘導して危険な方向に向かわせる今の政府、マスコミのやり方は官邸前で行動をしてい
る人たちには支持されないと思います。本当に国や国民のことを思って政治をしている人たちはどれくらいいるでしょうか。ほかのシナリオを推進することは、結果的に原子力政策を容認するこ
とになるので選択できません。この意見がもし少数派の意見になってしまっても、原子力発電所が全機廃炉になるまで、行動をしていきたいと思います。

55882 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択いたします。 先の原発事故を鑑みるに、やはり人が原子力を管理するのは無理があったのだと思わざるをえません。安全管理を蔑ろにし、目先の金に拘って日本領土を汚し、子孫や植物、海や土地へ何代
にも渡る遺伝子損傷という大きすぎる傷を残すものを認めるわけにはいきません。原発ゼロシナリオを選択することは、今、この時代を大人として生きている我々の責任だと考えます。

55883 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 原発ゼロシナリオで即時0%を希望します 放射性物質は何万年も生命に毒性と恐怖をもたらしてしまうものです。平和のための利用とは一部の人間のみの考えのエゴです。そうした考えはけして平和を生みません。命は個で成り立って
いるのではありません。植物や微生物や動物たちの繋がりの奇跡で私たちは今生きているのです。それは自然のサイクルです。人間もそのサイクルのひとつ。どうか今のこの不自然な世界に
気づいて下さい。愛ある心を今こそ取り戻して下さい。私たちは誰も愛ある心を持っているはずです。

55884 個人 自営業 ５０代 女性 原子力発電反対 地震大国の日本には そぐわない、安全安心性の無いリスクの高い開発と思います。いち早く自然エネルギーの開発 （地熱.太陽光 等）を願います。そして今後二度と放射能の被害者を増やし
てはいけないと思います。

55885 個人 自営業 ４０代 女性 3つの選択肢の中ではゼロシナリオを支持。ただし、
国内全ての原発の新設と再稼働に反対。再稼働され
た大飯原発も直ちに停止してください。地震国である
日本に核施設を扱う資格はない。全面撤退すべき。

福島原発の大事故をふまえ、これまでの原発に対する法律、行政、政府、電力会社のあり方を根本的に見直すべきです。
事故の被害はすでに甚大です。その上チェルノブイリなどの事例を見ても、むしろこれから大きな被害が出てくる事が予想されます。
原子力発電はリスクが規定不可能であり、また、大規模な事故に関しては対処不能となるというのが今回の福島原発事故からの教訓です。関わっていた方々、全員がそう考えているはずで
す。
電力不足のリスクやCO2の問題よりも、事故のリスクの方が比較にならないくらい大きい事は明白。
政府や、多くの人の生活に影響を与える大企業は、国民の生命や安全を守る義務があります。
それに対して東京電力、原子力安全委員会、原子力安全保安院、どこをとっても国民の信頼を完全に失っているといっても過言ではありません。
起こるはずのなかった原子力発電所の大規模な事故が実際に起こってしまったのですから、まず、国策としてすすめられてきた原子力政策そのものを白紙に戻すべきでしょう。

55886 個人 その他 ５０代 女性 「ゼロシナリオ」を支持します。

原発からは、2030年と言わず、即刻撤退するべきだ。
政府は地熱、風力等の再生可能エネルギー開発を推
進し、また、発送電分離を実現させて電力の自由化を
行うべきだ。

３つの選択肢が全て、言い方を変えれば「2030年までは原発維持」を前提としており、国民を誘導しようという意図が感じられる。
　

福島原発の事故では、首都圏を含む関東全域および福島、宮城、新潟、山形県全てが避難区域になる可能性もあり、そうならなかったのは単なる偶然の所産に過ぎない。3.11以降、地震学者
の共通見解として、日本は巨大地震のサイクルに入ったとされるが、大飯、敦賀、志賀原発の直下には活断層の存在が以前から指摘されている。

国会事故調の報告でも、福島原発の事故は、津波だけでなく、地震に起因する可能性も指摘されており、地震大国の日本で、ましてや地震活動期に入ったとされる現在、一旦事故が起これば、
広範な地域を居住不可能にしてしまう原発の稼働を容認することはできない。廃炉に至るまでの期間を考えても、2030年と言わず、一刻も早く原発０を実現するべきだと考える。

政府が、再生可能エネルギーや省エネルギーの普及を後押しすれば、内需を生み、企業は研究開発に本腰を入れ、さらに普及が進むことになる。自然エネルギーの推進は、現在、国際社会に
おいて、重要な政策および産業になってきており、この分野で技術力を高め、商品開発を行うことは、企業にとって、国内で収益を伸ばすだけでなく、国際競争力を高めることにもなる。

野田総理は、大飯原発の再稼働を認める際、「国民の生活を守るため」と述べたが、３．１１により、原発は、一旦事故が起これば、どれほど国民の生活、生命、国土そ取り返しがつかないほど
危険に晒すかが明らかになった。現実に電気は、原発を稼働せずとも足りており、「国民の生活を守る」ことが国の責務であるならば、政府は一刻も早く、国内の原発を全て廃炉にし、発送電分
離をし、自然エネルギーおよび省エネ商品の普及を推進すべきである。

55887 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はいらない！ 核兵器とカネの為に人々を危険に晒し続ける原子力はもう終わっている。第二、第三の福島が出る前に直ちに全廃させろ！

55888 個人 自営業 ３０代 男性 全ての原発はすみやかに廃炉にする。 次の世代のためにも、危険性の高い原発はゼロにすることが大人の役割だと思う。

55889 個人 自営業 ３０代 女性 　福島の原発事故を真摯に受け止め、本当に収束へ
の責任を果たす気があるのならば、（1）ゼロシナリオ
を選択して「脱原発依存」をきちんと実行するべきで
す。

　福島の原発事故を真摯に受け止め、本当に収束への責任を果たす気があるのならば、（1）ゼロシナリオを選択して「脱原発依存」をきちんと実行するべきです。
　理由として、福島の原発事故原因にまだ不明点があります。現段階で、国や東電が「2度と原発事故は起きないから大丈夫」と、福島の皆さんや、国民、そして国際社会に約束できるとは思い
ません。技術的な安全対策方法については、専門家のなかでも意見が分かれています。原発の安全性を誰も確約できないにもかかわらず、今、大飯原発を再稼動してしまった政府の考えは、
到底支持することができません。
　ゼロシナリオについては、経済界からの反発が強いです。それは、現在の産業界の構造を守る立場からみれば当然で、雇用が減るというのも事実でしょう。しかし、大量生産・消費により大金
を稼ごうとする企業活動に疑問をいだき、自ら職を辞する人もたくさんいることを知っていただきたい。経済的な発展だけを物差しにするべきではありません。稼ぎは少なくても、誇れる仕事につ
きたいとの願いを持つ人は多いのです。日本は、四方を海にかこまれ、世界でも有数の森林大国です。美しい日本の国土にふさわしい、新たな再生可能エネルギーを主軸とした政策の実現に
取り組んでいただきたい。それにより、日本の技術力のさらなる発展と、新たな雇用の創出を図って欲しい。日本人として誇りを持てる政策のためなら、コスト負担増にも耐えられます。どうぞ、よ
ろしくお願いいたします。

2011年3月11日に起こった東日本大震災を起因とした東電福島原発事故において、原子力発電に関わる様々な者は、まず「原子力」をコントロールすることが出来なかった、今後も100%のコント
ロールを保証することが出来ない、ということを真摯に認めなければならない。
これらをしっかり認識した上で、今後の日本のエネルギー戦略を検討する必要があると考える。
但し、それらを感情的に捉えての一方的な意見ではなく「エネルギー・環境に関する選択肢」の「おわりに」に記載（「エネルギーを使わない国民生活や産業活動はない。エネルギーの選択で頭
を悩ませない国もない。いつの時代でも、どの国でも、エネルギーの問題は最重要で挑戦的な課題の一つであったし、それは今も変わらない。 ）にある通り、日本国が日本企業が国際社会で発
展、貢献して行くために「電力」は非常に重要な要素であり「社会の発展を放棄する」というような意見をを導くような愚考はさけるべきである。
あくまでも「日本が世界に誇れる国」であり続けること、その世界に貢献を持続し続けること、を念頭に拙意を乱文ではあるが述べさせていただきたい。

・「日本が世界に誇れる国である」の前提
日本国憲法の第25条「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。」にある通り、国民がエネルギー政策の犠牲になるようなことは絶対にさけるべきものである。
過去の高度成長期に「公害」の犠牲になった国民が多数発生したが、今回の東電福島原発の事故、今後のエネルギー政策により歴史が繰り返されてしまうことは、絶対にさけなければならな
い。

・「原子力発電」の安全神話ははもはや存在しない
今回の事故だけではなく、それ以前にも原発による事故や不具合は発生している。またこれらの制御に苦労している現実がある。また一度メルトダウンが発生した時には、その土地を捨てる覚
悟を迫られることが現実である。
また日本の現在の原子力発電所数を考慮すると、日本国全体がスリーマイル島、チェルノブイリになる、いや「フクシマ」になる可能性も完全には否定できない。
現在の技術で完全なる制御、もしくは事故時の完全なる収束方法がなどが確立できない中で、原発を継続、推進する理由は見当たらない。

・「エネルギー・環境に関する選択肢」から選択する
前述を踏まえ、選択肢から選択すべきシナリオは「ゼロシナリオ」以外考えられない。「原子力」をコントロールを約束できない以上、日本国として、原子力関連企業として、いや日本国民として
「ゼロ」を選択することが、憲法を遵守することとである。

・経済界が訴える「雇用」問題などについて
これは国として「クリーンエネルギーへの重点シフト」を宣言し、ここに優秀な人財、資本が集まるよう政策を図り、大きく推進することが求められる。
例：クリーンエネルギー事業においては法人税の大幅な軽減もしくは免除、関連産業への積極融資など
日本国の主産業自動車産業と同等と考え、クリーンエネルギー開発への補助金、企業への支援、産学連携の一層の推進などを通じ、「クリーンエネルギー」を主産業に育てる、国際競争力のあ
る産業に育てることを目指す。
これらにより、研究、開発、製品化、販売などそれぞれにて雇用の発生を推進する。

これらの「クリーンエネルギー」により、日本は世界に貢献する国、となることを切に願うものである。

・「ゼロ」の意味とは？
選択肢において「ゼロシナリオ」を選択したからといって、「原子力発電所」ビジネスからは距離を置くことになるが、「原子力」の研究をやめることではない。「原子力」の研究開発は産学連携で続
けて行くべきである。それによりコントロールできる新たな技術が考案された際には、改めて国民に問う、ということが望ましい。
「原始力産業」のマーケットが日本には無くなった、ということであり、海外では存在することであり、国際競争力で勝ち抜けるだけの絶対的な安全性を見出せるのであれば、国民も納得をするの
ではないだろうか。

・さいごに
今回の事故で、様々な苦難を受けた方々は、「公害」の被害を受けたと同様である。経済成長に「公害」は付きものだ、と述べる方がいるやも知れないが、既に「原始力発電所」において事故が
発生し、被害が起こってしまったわけであり、その可能性を排除でない状況であれば、「繰り返す」という最悪の「愚行」が起こらぬよう、しっかりと国、国民の下監視されなければいけない。
そのような結果になることを、一国民として、切に願うものである。

55877 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー・環境会議決定「エネルギー・環境に関す
る選択肢」を読み、「世界の中の日本としての大いな
る貢献」と一国民として「日本国民としての尊厳と日本
国家に期待すること」を念頭に、ここに意見を述べる



55890 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 3つの選択肢の中では「原発ゼロシナリオ」だが、この
選択肢の提示では不十分。省エネ、CO2削減、再処
理問題、ライフスタイル転換、自然エネルギーなど、
様々な視点で時間をかけて市民が議論する場をつく
るべき。

【概要】
3つの選択肢の中では「原発ゼロシナリオ」だが、この選択肢の提示では不十分。省エネやCO2削減、再処理問題、ライフスタイル転換、自然エネルギーの可能性など、様々な視点で時間をか
けて市民が議論する場をつくるべき。

【詳細】
・核廃棄物をこれ以上後世にツケとして残さないために、できるだけ早い段階で原発依存をゼロにすべきと考えます。
・「ゼロシナリオ」の、「原発をゼロにする代わりに化石燃料の使用を増やす」という選択肢は納得できません。省エネは企業や個人がもっと積極的に行うべきで、1～2割の省エネ目標は不十分
です。

・核兵器の材料ともなるプルトニウムを大量に保有することは、他国にとっても脅威であるし、核廃棄物の再処理はお金の無駄です。再処理工場を一日稼働するだけで、普通の原発の一年分も
の放射性物質が放出されます。低レベルの放射性廃棄物が大量に発生することや、通常ウランを使う原発でプルトニウムを使用することへの危険性も指摘されています。

・これだけ人口が密集していて、地震の多い日本ではそもそも原発を建てて動かすこと自体が無謀だったと思います。事故の想定が今までほとんどされていなかったことが原因で、多くの人が
早く避難できずに被曝し、住んでいた土地に戻る見込みもなく、長期にわたる避難生活を強いられています。また、様々な事情で避難できない人、自主的に避難した人もを含め、非常に広い範
囲に住む人々、特に小さい子どもを持つ親や体の弱い人が、将来にわたって常に不安やストレスを強いられることになり、放射能の身体への影響だけでなく経済的、精神的な負担も大きいで
す。
・今回の原発事故は、個人だけなく、企業活動や市民活動にも多大な影響を与えています。原発事故の被害状況や、地震その他のリスクを提示したうえで、議論するべきです。

・2度と事故を起こさないためには、再稼働をせず、少しでも安全に廃炉にするために、また核廃棄物を保管するために具体的な計画をたててそのため何が必要なのかを議論したい。

・原発を動かすことによって蒸気を温めタービンをまわして電気を起こし、遠くの消費地に電気を流す、このやり方ではロスが大きすぎます。
　
・短期間でのパブリックコメント募集や、少人数しか発言できない意見聴取会、討論型世論調査だけでは、国民全体の議論が深まりません。この選択肢では、CO2の削減や、省エネに消極的で
あること、またいつまでに原発依存度を減らすのか具体的な目標が提示されておらず、不十分です。もっと多くの情報を開示して、インターネットからだけでなく、テレビや新聞などのメディアを
使って広報を行い、それぞれの地域の中でもっと多くの人が考え議論するための場をつくるべき。

・市民も企業も国も、電気の大量消費、化石燃料を大量に使うライフスタイル（車の使用、ハウス栽培など）を見直していくべき。原発依存度をどうするか、だけでなく、CO２削減の具体的な方法
について、また、自然エネルギーの可能性を十分に検討し、議論する場を設け、市民の取り組みを国が後押しすることが必要と考えます。

55891 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ゼロシナリオの選択を希望します。たとえ事故が起き
なくても、通常運転で必ず被ばく労働と核廃棄物が発
生する原発は、一刻も早く止める努力をすべきであ
る。

エネルギー施策の転換には代替エネルギーの開発が欠かせない。早急に、一刻も早く原子力からの転換を実現するには、やはり国家レベルでの取り組みが不可欠である。
政府には、2030年原発ゼロを基準にして、エネルギー開発に全力を注いでいただきたい。
これ以上の経済発展はいらない。便利や裕福は幸せをもたらさない。一瞬の喜びがあるだけである。むしろ、心が窮屈になる。
いのちや自然を大切にして生きられる日本にしたい。

55892 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロ 使用済み核燃料は使用中よりも危険度が増し、
高レベル放射性廃棄物であり数万年以上保管する必要がありますが、
数万年の間に311と同様かそれ以上の大きな地震が一度も来ない。
という保証はどこにもないので。

55893 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発０％シナリオを求める。 2030年までではなく、より早い原発依存度０％を求める。核の廃棄物、事故の起きた時の被害の大きさ等から、国土が狭く地震大国の日本において原発を推進していくのは非現実的。当面は
火力発電
に頼りつつ、自然エネルギー開発をよりすすめるべき。福島第一原発のような重大な事故が起きたのだから(過去にも原発のトラブルは何回もあった)、日本の原子力発電所の技術は高いとは
いえないし、安全でもない。安定した電源供給でもない。そのような技術を他国に輸出する政策も止めるように求める。

55894 個人 自営業 ３０代 女性 【2030年までに原発比率ゼロ】を支持。 【2030年までに原発比率ゼロ】では、「なるべく早期」が
いかなる時期を指すのかを明確に提示し、総選挙の争点とするべき。

シナリオで提示される３つの選択肢自体がすべて再稼働前提であり、
「原発の即時廃止」の選択肢がない点に強い憤りを覚える。

シナリオ３つとも、化石燃料比率は過半数超で大差は見られない。
天然ガスの調達は、国際的な標準額に比べ高額になっていると聞く。
現状より安価に取引できる交渉をし、ガスコンバインドサイクル発電や
小水力発電など、持続可能で柔軟なエネルギー施策をとるべきである。

政策を【原発比率ゼロ】に転換すれば、物事は舵を切っていく。
国を衰退させる方向性を「決められる政治」と称するのは許されない。
原発は割に合わない。核兵器の懸念を抱かせる。
廃炉を国是とし、負のスパイラルを断つのが時代の要請である。

国民感情に乗っ取った、安全な暮らし・人命が最も重視される
当たり前の感覚こそ、この国の政策に反映されることを切に願う。

55895 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロ 10万年先まで誰が管理するのでしょうか？
1日でも早く廃炉してください。

原発がないと経済がまわらないと言ってる人がいますが、今　福島はどうなってますか？
経済は人が健康で豊かに生活して　はじめて成立するのではないでしょうか？

もっと想像力をもってください。

政府の安心、安全はもう信用できません。

55896 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 最終的に原発には依存しないようにして頂きたいです
が、性急な原発停止は避け、ソフトランディングを目指
して頂きたいです。

原発を停止しても核燃料がそこに存在するのであれば、稼働時と比べてどの程度リスクが下がるのかが良くわかりません。

一方、安全性を高めるという意図であれば、国内の放射性物質の総量を増やさずに「廃炉＋新設」もあり得るのでは無いかと思います。但し、その場合のリスク（避難区域、期間等）と補償はわ
かりやすくご提示頂きたいです。

ご検討のほど、よろしくお願い致します。

55897 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発０のシナリオを支持します。 原発０のシナリオを支持します。２、３年以内など、できるだけ早期に未だ人類の知恵においてコントロールしきれない原子力エネルギーの利用廃止、封印を行うべきである。コジェネレーション
などの推進によるエネルギー産生効率の推進、自然エネルギーの拡大、スマートグリッドなどのシステムによるエネルギー利用効率上昇の推進、省エネルギー政策の推進、産業構造の転換促
進、など政府がまだまだ充分に行おうとしていない政策があり、これらを実施すれば、原子力発電に頼らず、二酸化炭素の排出率を抑えたエネルギー政策で十分に日本の未来は築ける！　自
然エネルギーの拡大政策を充分にも行わず、省エネ政策にも本腰を入れることなく、原子力発電のリスク・経済的損失を低く見積もり、核燃料廃棄物処理費用・原子力発電所の廃炉費用・原子
力エネルギー開発費用、などを隠蔽しわざと原子力発電経費を低く見積もった上で、老朽化した原子力発電所を使用しきり、新たに新規に原子力発電所を建設しないとならない原子力推進とも
思える１５、２０～２５の２つのシナリオを対比にしれっーと提案し、ごく限られた条件のもと、ごく限られた時間で国民に提起し既成事実を作り上げようとしている政府の姿勢に断固反対する。シ
ナリオは０しかないし、日本は０で行けるし、０シナリオで行くことでしか汚染しまくった世界中に日本の国家としてのあるべき姿勢を見せることは出来ない！

55898 個人 その他 ６０代 女性 原子力比率ゼロに賛成。 　以前から原子力発電所の存在に不安があった。意図的でなくとも単純に何かが原子力発電所に落下したらどのようなことになるかと気になっていた。建屋上部の強度が心配だった。活断層の
診断方法にも疑問があった。
　2011年の福島原発事故により、建屋の下に活断層がなくても、上からの落下物がなくても、大変な事態が生じるということを改めて認識した。極めてデリケートで些細な異常にも対応できない
ものだと知った。
　原子力発電所が大いなる危険と不安を含んだ物であることは、自明の理となった。この期に及んで、まだその危険と不安を払拭しようとする政府・東電・官僚の意図が理解できない。
　ゼロシナリオの説明にはひたすら「経済への影響」を反論として掲げていることに疑問がある。15シナリオや25シナリオに原子力発電所を存続することによる「安全性確保の難しさ・不経済性」
についての記述がまったくない。15シナリオに未だに技術力の担保のない核燃料サイクルを可能としていることにも不信感がある。
　「経済性」を原子力発電所稼働の理由とする前に、福島第一の事故でどれほどの経済的痛手を負ったかをしかと検証するべきではないか。個人や企業の電気料の負担増を稼働の理由とする
前に、これまでどれだけの税金を電力業界・経済界に拠出してきたかを提示してほしい。
　ただひたすら、安心して生活できる時間・空間を与えてほしい。

55899 個人 無職 ４０代 男性 可及的速やかに原発依存から脱却することを前提に
議論を進めていっていただきたい。

再処理施設からでる廃棄物の半減期は10万年を超すと言われています。今から10万年前と言ったら、ネアンデルタール人の時代です。そんなタイムスパンで管理ができるはずがない。その一
点だけからも、核サイクルからの脱却を求めます。

55900 個人 学生 １０代以
下

男性 原発は０％いらないです。 理由は、福島の事故でたくさんの人が死んでしまいました。
そんな事故を二度と起こさないために原発をなくしてほしいです。

55901 個人 自営業 ２０代 女性 ゼロシナリオを支持。 原発はひつようありません。

55902 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオを踏まえたうえで2030年を期限としな
い、原子力発電からの即時撤退を希望します

安全、安心、経済的、環境負荷がすくない、行政が喧伝していたことは総てが出鱈目だったことを今回の事故でまざまざと見せつけられました。
未来の子供たちに重荷を背負わせないで済む新たな道を築いていくべきです。

55903 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 30年と言わず、最大限の努力ですぐにでも全機停止、順次廃炉を。
中間貯蔵から最終処分まで、早急に取り組んでこれ以上の先送り、次世代に回すツケを増やさないで欲しい。
核燃サイクル、高速増殖炉のような見込みのない事業は即刻廃止を。

55904 個人 法人等 ４０代 男性 「原発ゼロプラン支持」とその理由2つ 1.福島の原発事故は、これから先、数十年、あるいは数百年、被爆者、被害者への補償、医療支援、地域の除染が不可欠。これではコストがやすくつくとは言えない。また「安全神話」はすでに
崩壊。女川などの原発も同様のリスクを負っており、政策的にはドイツやスイスにならい原発ゼロに政策転換すべき

2.日本は先進国中で自然再生可能エネルギーの開発が遅れている。けっして技術がないわけでなく、買取なでで他国より低いため・・と政府の政策に要因がある。またCO2削減のこともあり、こ
の自然再生可能エネルギーの開発、比重増加はこれから重要になるし、推進しないと世界の孤児になる

以上

55905 個人 学生 ２０代 女性 子どもたちのために、原発ゼロシナリオを強く支持しま
す。

原発ゼロシナリオを支持します。
原発は、これからもしも安全度が強化されたといっても、やめるべきです。
原発による放射能、セシウム137をはじめとする危険な物質、海洋の汚染、
、、福島の事故が起こり、私たちにとって未知のさまざまな問題が浮上しています。ただちに健康に問題はない。この言葉こそ、私たちの疑念を強くしたものはありません。
原発がなくても電力は足りることは、多くの国民の知るところとなりました。実際に今関東は、原発フリーの電気を使っています。

脱原発は可能です。

55906 個人 その他 ５０代 男性 ３つのエネルギー選択肢はいずれも到底容認できる
ものではない。国内のすべての原子力発電所を即座
に停止し、廃炉にすべきである。

東京電力福島第一原子力発電所の事故が、この程度の被害で済んだのは奇跡（http://digital.asahi.com/articles/TKY201203070856.html）と称すべきものであり、最悪シナリオ
（http://www.asahi-net.or.jp/~pn8r-fjsk/saiakusinario.pdf）が現実のものとなる可能性は十分にあったと考えられる。そうなった場合、国民の生命と財産が甚大な被害をこうむり、日本国自体が
立ちゆかなくなったであろうことは容易に想像される。福島第一原子力発電所の状況もいまだ予断を許すものではないが、これほど地震の多い国であるから、近い将来に第二、第三の原発過
酷事故が起り、最悪シナリオから予想されるような被害が生じる可能性はきわめて高い。

原子力安全・保安院や電力会社は、福島第一原発事故で得られた知見にもとづく安全対策をすでに行い、あるいはこれから実施すると称しているが、事故が起きるまでは、福島第一原発も「安
全」だと言われていたことを忘れてはならない。また大きな事故は、種々さまざまな要因が複合した結果として生じるものであり、それらの要因およびその可能な組み合わせを事前にすべて予測
し、それぞれに応じた対策を取るのは原理的に不可能である。いかなる対策を取ろうと、今後も大事故は起こりうる。したがって、一旦事故が起きた場合、きわめて大きな損害を与える原子力発
電所は即座に廃止すべきである。

このようなことは誰にでも理解できる単純明解な事柄のはずであるが、あろうことか政府は、免震棟もベントフィルターもないまま大飯発電所の再稼働を強行し、また原子力規制委員会の長やメ
ンバーに原子力村の村民を据えようとしている。かかる愚行は即刻即座に改められてしかるべきである。

55907 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発再稼働反対です。ほかエネルギーの模索をして
いくことを意見します。

福島も収束していないのに、人が暮らせなくなってしまう放射能が出る危険性のある原発を再稼働することに何も賛同できません。観念的にもリスクを考慮しても反対です。

55908 個人 その他 １０代以
下

男性 即刻ゼロシナリオ 人を犠牲にしないと成立しない原子力は要らない

55909 個人 家事専
業

４０代 女性 自然エネルギーへの転換を 地球は私たちみんなのものです。その地球は次世代へ安全なかたちで残していかなければなりません。そのためには自然エネルギーへと転換し、また自然との共生が不可欠です。自然エネル
ギーは我が国の得意分野であり、世界に先駆けて自然エネルギーで暮らせるということを示していくことが私たち日本人の使命なのでしょう。自然との共生は先人たちの知恵（里山や人糞を堆
肥に使う。和食文化など。）が役に立つことでしょう。素晴らしい日本をみんなで作っていきましょう。

55910 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発は要らない。 戦争と同じで過ちを繰り返さないため。

55911 個人 無職 ７０代 男性 私は2030年時点の目標を原発0パーセントにするよう
求めます。

　地震大国、日本の海岸に原発を数多く建設し、巨大地震・津波対策を全くとってこなかったために、福島第一原発事故が発生しました。これは人災です。使用済み放射廃棄物の処理も困難な
のに、どんどん増え続けています。原発に未来はありいません。国民と日本の将来に災いをもたらす原発は廃止し、安全と希望と安心の確保される社会を建設しましょう。
　日本はドイツのように脱原発を目標に掲げ、国と国民総力を結集して再生可能エネルギーによる電力生産を推進し、これによって段階的に2030年までに原発の割合をゼロパーセントイにすべ
きです。政府と国民の強い意志さえあれば、それな十分、可能です。以上の理由から、2030年時点の原発ゼロシナリオを提案します。



55912 個人 自営業 ５０代 女性 国民一人一人が着実に地球に対する意識を高めてい
ます。経済発展など、一部の者しか価値を感じていな
い。地球があってこその人間。原発は不必要です。無
にできないものを作るべきではない。人間の奢りを今
こそ捨てよ

政治家のみなさまへ
もしも、あなたが政治家ではなかったら、おそらく原発には反対することでしょう。
目先の利益など、命に比べたらチッポケなものです。
日本こそが先頭に立って、個人・社会の欲得をちょっと捨てて地球を守るという究極の善を行っていきましょうよ。

今朝京都のWEBニュースを見ました。
国民を信じてください。
一人一人が地球を大事に思っている結果、原発なんてものを使わなくても、充分電力が足りる状況になっているではありませんか！

即刻原発ゼロの日本、いえ、世界を作るよう政治家のみなさん勇気を持って決断してください。

55913 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 ゼロシナリオを選択します。 ゼロシナリオを選択します。
原発は、人間だけじゃない、地球全部が危険に脅かされる危険なエネルギーです。便利だからといって、こんなにも危険なものに頼って生きることはもうたくさんです。
私もこれから子どもを生み育てます。その子どもたちが本当に安心して生きていかれる世の中にしたいです。
環境に負担のかからない、その地域に合った発電方法を組み合わせて、皆が幸せに暮らしていける世の中が実現されることを強く望みます。

55914 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発０シナリオに賛同します。 地震大国日本に原発は要りません。福島第一原発の事故に学ぶべきです。昨年の原発事故により今なおたくさんの人々が苦しんでいます。今現在も放出され続けている放射能により日本中
に汚染が拡がっています。原発が無くても電気は足りています。原発0に向けての政策を期待します。

55915 個人 学生 ２０代 男性 原子力エネルギーを０％にしてください 僕は今大学で保育の勉強をし、将来は保育士になる予定です。研修で子供たちの笑顔に触れるにつれ、ここ東京ですら線量が高い状況に悲しい気持ちになります。これ以上子供たちの未来を
奪わないでください。どうか原子力エネルギーを０％にしてください。よろしくお願いします。

55916 個人 自営業 ５０代 男性 国民の「命」と「経済」を天秤にかけること自体が愚か
ですが、「命」が大切だと考えれば当然「ゼロシナリ
オ」以外にありえません。

大飯原発再稼働にあたって、関電の担当者はいみじくも「再稼働は、電力不足の問題ではない。経済の問題だ」と語っていました。

現在は"資産"として計上されている原発関連の施設・使用済み核燃料等が"不良資産"となれば、各電力会社は破綻に追い込まれるでしょう。東電など、すでに破綻していて、今後管内の電力
料金をどこまで上げれば維持できるか、見当がつかないはずです。

それでは経済は立ち行かない？

危険性を十二分に理解しているからこそ立地要件に"辺鄙な場所"と定めた原発を廃止するか、維持・推進するかは単なる経済問題です。しかも、いつになるかもわからぬ福島県を中心としたエ
リアの原発事故からの復興と、国内外での超巨額な補償を考えれば、この国自体がすでに破綻していると言ってよいでしょう。

国民の生命を第一に考え、原発を速やかにすべて廃炉とすることを要求します。廃炉と、すでにある送電網を利用した火力発電所を建設・稼動することで、少なくとも原発立地自治体の「経済」
は成り立つと考えます。

もちろん、このとき原子力ムラの皆さまの既得権益は失われますが。

55917 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオ」を選びます。
福島第一原発事故で、想定外の事態に陥った場合、原子力発電によってもたらされる危険が回避不能であることが明確になりました。
現在も同事故によって安心して生活できる基盤が失わた方が大勢おり、回復の目途も立っていないのが現状と認識します。これは大変な悲劇であり、かつ憲法の三原則の一つである「基本的
な人権の尊重」が果たされていない状態と考えます。
科学技術は未熟な部分が多く、多くは妥協の中で経済行為の中に組み込まれていますが、これほど多くの国民を不幸にした事故がかつてあったでしょうか？
国家が、この美しい日本の国土を守り、そこに長らく暮らしてきた国民の安全と生活を守るのは、憲法順守上最低限保証しなければならないことです。
想定外の事態が起これば誰も責任を取れないような悲劇をうむ不安定な技術から、早急に脱却すべきと考えます。
同時に原発や火力に代わりうる技術開発を、国を挙げて推進してください。
そのための増税なら納得して協力します。

55918 個人 自営業 ３０代 女性 原発は今後、段階的に廃炉にして将来は自然エネル
ギーや再生可能エネルギーにしていくべきだと思いま
す。つまり、原発使用ゼロを強く望みます。

福島の事故により初めて原発について深く考えています。
原発の問題は、安全であれば良い、事故対応策がきちんとできていればよい、ということでは解決にはなりません。さらに原発が無いと経済の低迷や雇用の問題が発生する、というのも理由に
なりません。なぜならそれらは代替エネルギーの開発、新分野への移行ということで補える可能性があるからです。
はっきり言えるのは、普通に稼働している最中で出てくる核のゴミを完全に無害なものにできる術が無いくせに、地中や海中に捨てれば良いという未来に対する無責任さ、ここが解決しない限
り、稼働中の安全や事故対応の補償があっても原発が悪であることに変わりはありません。
さらに、事故があった場合のリスクも大きすぎます。
現場の人間のみならず、地域や国を越え、動植物や自然環境までもを毒してしまいます。そういうことを考えると、原発をやる、やらないの決断は、政府だけでするものじゃないし、原発立地地域
がするものでもありません。
日本がどんな国を目指していくのか、政府はもっと国民の声を聞くべきです。
原発にしても、国民投票するべきです！！！
少しでも早く原発を止めて、新エネルギーの開発とともに今ある核のゴミへの責任、廃炉にしていく責任を果たしていくのが未来に対する我々大人の義務だと思います。

  
55919 個人 無職 ６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。 自然災害や事故に対して原発は脆いということが明らかになりました。国防上でも日本海に面して原発銀座が存在するのは余りに無防備です。丸裸ではないですか。

即時廃棄に舵を取らねばなりません。
国民よりも、様々に言われている利権が大事なのでありましょうか。

55920 個人 家事専
業

３０代 女性 3つの選択肢の中から、ゼロシナリオを選びます。 ２０３０年までではなく、即時原発廃止を求めます。
福島原発を今だ収束できていない中、次々と原発を再稼働させるのは
おかしい。
子供たちの未来のためにも、原発は廃止し、自然エネルギーへ移行していくべき。

55921 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 全原発即廃炉！命を守り、人間らしさを大切にする日
本を創造しよう。経済優先は矛盾。生命と未来を守る
平和と安全なくして、日本の反映は実現できません。

広島・長崎の原爆被害、福島の原発事故を踏まえ、日本は今こそ核および原子力からきっぱりと手を引くべきです。
ドイツのように、脱原発を英断してください。
「再生可能エネルギーなどの技術が不十分だから当面は原発が必要」というのは詭弁だと思います。経済優先のために国民の安全を犠牲にするのは許されません。そのような考え方、やり方
は民主主義に反し、国が国民を弾圧するシリアなどの政権と同じ暴挙です。
未来を支える子供たちはもちろん、すべての国民が安心して生活できてこそ、成長ある日本を作ることができると思います。
私たちが納める税金は、原子力ムラや経団連などを肥え太らせるためにあるのではありません。安心・安全な新しいエネルギーを生み出すために使って欲しい。

55922 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 原発ゼロでは今の暮らしを維持できない、だからたとえ危険でも原子力のエネルギーが必要。そう言われます。でも、現実には想定外の出来事は起こり、放射能汚染で「今までの暮らし」を、維
持できない状況にあるのではないですか。
もし原発でまた想定を超え、福島も超える大事故が起きたら、その時は、エネルギー問題をどうするかという議論すら必要ないというか、そんな心配をする必要もなくなるかもしれない。ですか
ら、ゼロシナリオを支持します。そこに向かって何をしたらいいか、自分たちの暮らしをどうするのかを考えて行って欲しいし、自分自身も考えて行きます。

55923 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します 福島を見て、原発の怖さを思い知りました。
子供達のために綺麗な環境を残したいです。
リニア中間駅予定地に住んでいますが原発再稼働前提であれば
止めてほしい。
3.11後、国民の価値観は変わりました。
原発ゼロシナリオを希望します

55924 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 20~25％シナリオ支持します ・現状では燃料の大半を輸入に頼っている火力発電の比率は極力低く抑えることが、エネルギーの安全保障上も重要と考える。

・電力を海外から調達できない我が国にとって、発電方法の多様性は維持すべき。核燃料サイクルと組み合わせることで、化石燃料調達コスト上昇や政情不安定によるリスクへの強靭性が維
持できる。

・原子力発電のベース電源は、揚水発電と組み合わせることで、夏季・日中の電力需要に対する即応性に有効である。

・原子力発電所の維持管理や原子力発電所の国際的需要を考え、安全性技術の開発、技術継承への技術者育成のためにも、原子力発電比率をゼロとするのは望ましくない。

55925 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張しま
す

3.11の後日本は巨大地震活動のサイクルに入ったと多くの地震学者が言っています。まだどこかで地震があり福島のようなことが起きたらもう日本には住めません。過去に巨大地震があっても
日本が復活できたのは原発がなかったからです。地震国には原発のエネルギーはあいません。万が一事故が起きても責任を取らない、隠ぺい体質の会社、政府に任せること自体不安でなりま
せん。

55926 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロ ただちに原発ゼロ

55927 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオ 子供達や孫達、その子孫達が安心して暮らせる未来を残したいので、原発再稼働に反対します。

今後は、自然エネルギーによる発電法の開発をもっと推進していただきたいです。
その地域特有の気候や地形を活用した発電所の開発は、自治体レベルでもっと活発化できる余地があるのではないかと思います。

55928 個人 その他 ５０代 女性 ０％シナリオ＋即時稼働停止と全原発の廃炉に向け
た行動を求めます。

２０１２年５月５日に総べての原発が止まりました。
不信を抱かざるを得なかった歴代の日本政府に対して、ようやく望みを持つことができました。しかし、
(1)福島の事故の影響や損失を過小におこない住民を混乱させている現状
(2)ストレスチェックと深層防護が不十分なままの大飯原発再稼働
(3)国民的議論で決定したいとしながら、経済への影響から原発依存を誘導するようなエネルギー政策を押しつけているように見える、「エネルギー・環境会議」の資料
(4)福島の事故の責任を取るべき立場にいるメンバーが３人もいる原子力規制委員会の人事案をみて、再び、深い失望をしています。このような状況でおこなわれる、今回のパブリックコメントに
おいて、以下の通り意見を述べます。
１、子ども内部被ばくの影響を少しでも少なくすために、総べての食品の放射能検査を実施する事．ならびに、その費用を上乗せすること。
２０ミリシーベルトまで緩めている避難基準について、直ちに１ミリシーベルトまで引き下げ、必要な費用も加えて評価すること。
２、経済的な影響を示していますが、なによりも貴い人命と環境の価値に対する認識が不十分です。担当官庁として福島の事故の、環境的評価を加味すべきです。一酸化炭素だけの問題では
なく、放射能は除染できるとするようないい加減な気休めでごまかさないでください。また、健康面での影響を評価するために、事故前後の健康状態を明らかにしてください。そして、放射能の再
拡散となる、災害廃棄物の広域処理をやめてください。
３、１９７６年のチェルノブイリ事故以降、世界は、さらに原発の事故を最小限に食い止める策を取るべく対策をすすめてきました。日本はＩＡＥＡがすすめてきた深層防護に対して、なにもしてきま
せんでした。「五重の壁」でごまかしてきた責任は大きいです。今回その壁が総べてこわれ、甚大な被害を出しました。１９９９年９月のＪＣＯの事故で漸く特措法をつくり、ＥＰＺを設けて、事故時
の防災体制をつくり、ＳＥＥＤＩの設置や国や事業者の責任をうたったものの、防護資機材であるヨウ素剤を備えても、何の力も発揮させることが出来なかったのは、深層防護に対する認識が甘
かったことが原因です。これは現政府だけの問題ではなく、歴代の責任です。官僚の質にも関わる重大事項と考えます。このような状況で再稼働はあり得ません。ましてや、日本の様な地震や
津波などが多い場所に原発政策は無理があり、深層防護を行った場合、その費用を上乗せすると、原発のコストはさらに高いものになります。
４、省エネ、再生可能エネルギーにより経済の活性化は、原発を維持するより健全です。原発を政策誘導してきた反省に立った、未来に対する責任を果たす強い政策誘導が求められます。福
島県民に対しても世界に対してもそれが唯一の政治的な責任の取り方と考えます。

55929 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを希望します。 中途半端に減らすより全部無くしてしまった方がいいと思いました。
何十年も前に発明された古いシステムを今後も使っていくというのは、未来を感じません。新たなシステムを開発するなら原子力のような有害なものよりも、安全で、クリーンなものを望みます。

原発をなくして、もんじゅなど、原子力発電関係の無駄な出費をソーラーパネルに換えられないものでしょうか。



55931 個人 その他 １０代以
下

女性 ゼロシナリオがいいと思う。 福島第一原発の事故が起きたせいで，被ばくしないようにするために食べられなくなったものがあったり，外で遊べなくなった子どもがたくさんいたりするから，もうこんなことにならないように原
発はなくしたほうがいいと思う。

55932 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 本当の責任とは 判断の基準は未来への影響ではないでしょうか。

被爆国日本が真剣に学ばなければならなかったことは原子力のことです。

その日本の知性が今世界から見られています。

アメリカに国民を売らないでください。

人間はものじゃありません。

もしそう思うならそう思わなくなるまで
私たちを知る努力を、国ならばしてください。

国会議員になるほどの人は、命をかけるくらいでないと
最後は何もできないと思います。

それくらいの信念と誇りを持っていてほしいです。

そうでないと、日本はその程度の国だったと本当に日本にとって必要なすばらしい人がいる国からも甘く見られ、最終的には国の存続に関わると考えます。

これ以上、恥ずかしいことをいい大人がするのはやめていただきたいです。

あんなことがあったけれど、必死で今度こそ学んで対応した日本という国に
していきたいです。

55933 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 再稼働反対です。原発ゼロシナリオで即時０％を希望
します。

地震大国日本で、原発安全神話が崩れたいま、人の手におえない原発から自然エネルギーにシフトすべきだと考えます。

55934 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 「「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します 「「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します

55935 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオで原発即時０％を希望します。 原発は事故の時の結果だけでなく、再処理の問題なども含めて、未来の世界に負の遺産を残します。
快適な暮らしを少し我慢することで、原発ゼロは可能です。
自然エネルギーの転換へ有効に税金を使ってください。
原発はいりません。

55936 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電は、当面必要であり現在停止中のものを
速やかに再稼働すべき。

現時点での総合的リスクを考慮した結果である。供給が不安定かつ電力量不足な自然エネルギーでここ数年を乗り切ることは経済活動や国民への負担を考えると難しい。また、原子力発電の
技術を支え、より安全なものにしていく新たな人材が育たない、など後ろ向きになり廃炉するにしても技術的な課題が残る。今回の事故は想定されていなかったが故の人災である面が強い。女
川原発では軽微な損傷で済んだ。福島原発の事故を真摯に振り返り、国と電力会社および研究機関で再び事故を起こさないよう技術力、不測時の対応をしっかりと構築していただきたい。今は
パニックになって何でも反対、という声が大きく冷静に考えることができている人は声を上げていないような気がする。太陽光発電の買い取り価格が42円だなんて国民への負担を助長することも
やめていただきたい。被災された方の感情は察ししうる範囲を超えているが節電して熱中症になり死亡した、なんて人が増えないことを祈ります。

55937 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロシナリオで即時0％でお願いします。 まずゼロにする前提で舵を切ってください。原子力発電が人間の手に追えないのは、今回の事故、世界での事故を見ても自明であり、使用済燃料棒の処理の問題も依然として解決していませ
ん。他の方法で、火力と天然ガスを中心に、地域によって柔軟に発電方法をミックスしてバランスを取るべきだと思います。送電事業も発電事業とは分割・独立させてください。よろしくお願いしま
す。

55938 個人 無職 ６０代 男性 私はゼロシナリオを主張する。現在の科学では核は
人間のコントロールを超えたものである事が福島の事
故で思い知らされた。更に使用済み核燃料の処理の
見通しすら立たぬ中これらを次世代に残す事は許さ
れない。

意見の概要は以上だが、もう一つ我が国の特色から銘記すべき事は、
地震等多くの災害の宿命を背負う日本では原発をゼロにしない限り
想定外の名のもとで同じ過ちを犯さぬ保証はない。そうなれば日本は世界中から相手にされなくなりそれどころか、事故の発生場所によっては多くの日本人が難民化する様な最悪なうなとてあ
りうる事である。
原発を維持・推進の考えは経済至上主義であり、経済的マイナスばかりを挙げるが、次世代への責任という倫理上の点はどうなのか。
また経済面では、自然エネルギー活用の為の新技術の開発、一極集中ではない地産地消等による新規雇用の創出も十分可能である。経済面なプラスモ十分ある。

55939 個人 自営業 ４０代 女性 日本の今後のエネルギー施策として、ゼロシナリオを
支持します。使用済核燃料を自国で処理することは難
しく、また危険である事などを考えても原発はクリーン
なエネルギーとは言い難いと感じます。

日本の今後のエネルギー施策として、私は脱原発、ゼロシナリオを支持します。
たとえ今後、安全に配慮したとしても使用済核燃料を自国で処理することは難しく、また危険である事などを考えても原発はクリーンなエネルギーとは言い難いのではないでしょうか。
建築設計に携わる身としては建築物の省エネ化をこれからも進め、国全体のエネルギー使用率を減らしていく事で、原発への依存度を少なくしていく、日本の科学技術力を以ってして、少ない
エネルギー利用で効率的に稼働する工業機械等の開発も可能なのではと考えています。
スイスなどでは、電池を使用しないリモコン等も普及し始めています。今よりも消費エネルギーを減らす努力（我慢ではなく）を日本の技術力で進める事で経済の停滞も防げるのではないかとも
考えます。

55940 個人 自営業 ４０代 男性 上記命題の件。 東北北関東の最速最大限の復興を絶対的に優先させた上で、昨年来の悲劇を繰り返さないよう、"経済優先"という名目の、根拠が二転三転するような、根拠がハッキリ提示出来ないような原
発再稼働に強く反対します。
原子力発電以外の、特に自然エネルギーを有効利用した発電システムへ速やかに移行する事を強く要望します。

55941 個人 無職 ５０代 男性 GTCCへの転換、石炭ガス化GTCCの推進
地熱発電推進・高温岩体発電実用化
核燃料サイクルの中止
原発を10年以内に廃止

安定的にエネルギー供給を図りつつ、地球温暖化対策に考慮した政策の実現にはこれしか実現性のある対策は無いと考えます。

55942 個人 家事専
業

４０代 女性 ０パーセントシナリオでお願いします 原子力発電は人類が制御できないものであることが、今回の東日本大震災ではっきりとわかった。想定外の自然災害は必ず発生します。使用中、使用後も人がコントロール出来ない原子力発
電は使用できない発電方法だと思います。

55930 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (1)M9.0以降原発に対する外力が事実上想定できな
い，(2)国土に人が住めなくなるリスクの深刻さから，
原発全面廃止を前提としたエネルギー選択が望まし
いと考える。また，社会的な議論の質を高めることも
必要。

１．エネルギー・環境に関する選択肢について
　具体のシナリオ選択以前の話しとして，主には以下の２点から原発の全面廃止を前提としたエネルギー選択がが望ましいと考える。

(1)原発に対する外力が想定し難い
　東日本大震災のM9.0以降，どのようなレベルの地殻変動が起き得るか，誰にも想定できない状況が続いている。外力（日本における地殻変動のリスク）が想定できない中，安全性を議論し，
原発の再稼動等の判断を行っていく状況に疑問を感じる。
　特に後述の(2)のようなリスクに対し，その不確実性は非常に「アンバランス」なものと考える。
　外力が想定し難い現在，安全性の確保を確実とすることは事実上困難であり，有事の際に周辺住民を守りきれるかどうかでさえ見通しが立たないと状況と考えるべきである。

※　上記に加え，廃炉，核廃棄物の処理・貯蔵・管理に至る気の遠くなるような時間に対しては，日本の大半が被災する超大規模噴火のように，人の歴史的感覚では想像し難いものでも想定す
べきであり，安全性に係る議論に際し考慮にいれるべきと考える。

(2)国土の一部に人が住めなくなるという事実の重さ，リスクの深刻さ
　今回の事故により，原発事故の影響の深刻さが明確となった。国土の一部に人が住めなくなるようなリスクは，電気料金の高さといったことと比較できるものではなく，日本のようなせまい国土
では容認できない性格のものである。
　経済的な側面だけでなく，また，生活の場やコミュニティの消失という観点だけでもなく，地域の歴史や先人たちの思い，次世代への責任，連綿と続いてきた自然に修復不可能な「傷」を刻んで
しまうかもしれない危険性等，「失うかもしれない国土の価値」を十分に議論した上で，リスクの大きさを国民がはっきりと認識した上で，「価値選択」に臨むことが必要である。

　上記により，原子力発電所の全面停止が妥当な選択と考えるが，その実施については，外力が想定し難い現在，可能な限り早期に行われることが望ましい（重要施設の停電リスクの低減や
原発後処理の人材確保等に係る各種方策実施に鑑みた現実的な猶予期間・移行期間の設定は必要であるかもしれないが）。
　3.11の直後に見られたように人が目標を共有した時に総体として発揮する力は決して小さくない。環境的側面も含め適切に目標設定し，人の（意志の）力を過小評価せず，社会全体が連携す
るシナリオが描ければ，困難は伴うものの実現する道は何通りもあるものと考える。

２．エネルギー選択のプロセスについて
　全体として，まだまだ問題を過小評価しているのではないか，「価値選択」に必要かつ重要なことが「見える化」されていないのではないかと感じる。
　例えば上記で挙げた(1)，(2)のようなことは，エネルギー選択の上で非常に重要な要素と考える。重要な判断材料や視点を欠いた状態で議論を進めてはならないし，今回の震災の犠牲者や犠
牲を強いられている多くの人たちのためにも，目の前で現実に起きていることをしっかり認識し，解釈し，糧としなければならない。
　こうした情報は，関係する科学者・技術者等を総動員してでも，一般国民が認識できる形で示さなければならないし，今回のような重要な選択に当たっては，議論の質を高めることに対して可
能な限りの「リソース」を費やすべきであると考える。
　私たちは，次世代に対しても，国際社会に対しても責任のある選択を行わなければならない。



55944 個人 その他 ２０代 女性 原発ゼロ これからは、太陽など、自然のエネルギーを求めてほしい。

55945 個人 自営業 ５０代 女性 原発はすぐにゼロししてください。 もし、また大きな地震が来たら浜岡原発は絶対安全だと良い切れますか？
私は桜海老が好きです。駿河湾が汚染されたら桜海老が安心して食べられません。おいしいお茶も飲めません。楽しみにしている三ケ日みかんも汚染されてしまいます。静岡の実家も住めなく
なるかもしれません。年老いた母がいます。避難による引越しなど、体調を考えるとできません。どうか、安心安全にすめる日本、地球にしてください。

55946 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 選択肢が３種類しかないので、ゼロパーセントを選ぶ
しかない。１５パーセントでは多すぎます。

　段階的に縮小し廃絶を目指すのが現実的。しかし目標は高く掲げてそれに向けて最大の努力をするべきです。少しぐらい残しておいても良いとのスタンスでは実現できません。ましてや「原発
ありき」で議論を進めるようでは本末転倒です。

　縮小の過程でも原発現場労働者は過酷な労働と被曝を強いられ続けます。その方たちの健康管理を充実させ１人でも多くの方がもっと安全な仕事に就けるよう体制を変えていかなくてはなり
ません。

　原発立地の地元の人々が原発を止めることによって受ける経済的打撃も大きいですから、それを最小限にとどめる対応も国の力無くしてはできないでしょう。

　以上、原発ゼロパーセントに向けて意欲的な政策が提示されれば、国民のほとんどは大いに力を集結し協力できると考えます。
55947 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電には反対です。 これ以上、日本を汚したくない。これ以上世界に迷惑をかけたくない。

55948 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 選択枝の中では原発０％のゼロシナリオしかありませ
んが、しかし一刻も早い段階での原発０をする第4の
シナリオを支持します。

エネルギーを原発に依存することは、放射性廃棄物を将来の子供達に負のつけを回すものです。
このような悪いサイクルは、早い段階で断ち切らなければいけないと思います。
しかも、日本は地震大国です。今回の福島原発事故により、未だに１６万人が避難され、被災者の皆さんは、自分達の住む家と土地を奪われました。これは一度原発事故が起こると、日本の国
土をも奪ってしまうほどの、他の事故と比較にならないほどの壊滅的な大打撃を与えることが証明されました。
しかも、事故調が指摘した事故原因は、人災とのこと。このことは、利益優先の民間企業が原子力発電を行っている限り、いつかまた繰り返される可能性を示唆しています。
私達は経済優先の社会ではなく、安心して暮らせる社会を切望します。

今後は、持続可能な再生可能エネルギーにシフトし、不足分は天然ガスなどで賄って、
更に省エネルギー技術を促進していって欲しいと切に望みます。

55949 個人 その他 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。 本当に、原発は必要なのでしょうか？私にはそうは思えません。豊かさとは、経済云々ではなく、日本の自然そのものなのでは？それらや生命の危険と引き換えの豊かさなど存在しないと思う
のです。生命も自然もない国で、「経済」なんてありえないのですから。本当は、「今すぐ『原発ゼロシナリオ』」を希望しています。

55950 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発なくても電気は足りてる そもそも再稼動じたい電力会社の都合によるものと思われます　現在東京電力管内では原子力発電されていないわけですから。すべての原発を今すぐ廃炉にしてください

55951 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発の依存度はゼロにするべきだ！安全面や廃棄物
の処理などの具体的な対策が決まらないからである。

「ゼロシナリオ」しか容認できません。日本全体で、本格的な省エネ化を進めること。

55952 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロシナリオ 核廃棄物の処理問題や、地震によるプラントの欠損、将来不安です。ハッキリした方法を見出さないまま稼働を続けるべきでは無いと思います。
すぐに稼働中のものは止めるべき。
どうか自然エネルギーの推進をお願いします。

55953 個人 自営業 ３０代 男性 原発0%シナリオ！ 人間があつかえるものではないと福島の事故でわかったから。

55954 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 とにかく「原発ゼロシナリオ」を決意し、それに向けて
動き出すことを希望します。50年かけてゼロに（全原
発を廃炉に）

手に負えないものは使っちゃいけない。福島の事故を天災があったにせよ、大きく反省すべきだと思います。

55955 個人 家事専
業

４０代 女性 原子力エネルギーはゼロとし、代わりに化石燃料を利
用する。

福島原発事故が収束の見込みもつかない末期的状況、住民を避難させることも拒否した状況、今現在も被曝を拡大させている政府の状況を、世界が見ている。原子力エネルギーには将来は
ない。核兵器を作るための隠れ蓑にも、今やなり得ないことは、福島原発の事故で多くの国民の知るところとなった。原爆も原発も同じ「核」であることは明白だ。日本は大戦でも、ビキニでも被
爆させられているのに、なぜいまだに核にこだわるか、まったく理解不能。経済については、一刻も早く、化石燃料入手の確実なルートを確立すれば済むことだ。

55956 個人 その他 ２０代 男性 原発ゼロシナリオへの政策の転換を希望します。 <意見>
原発ゼロシナリオへの政策の転換を希望します。

<理由>
日本列島は昨年の東日本大震災のように自然災害の多い国であり、そのような不安定な大地の上に人の手に余る原発を稼動し続けるべきではない。

放射性廃棄物の処理に関しても同じく、火山や地震の多い国土で数万年も安定した環境を保証できる処理場を建設することは難しく感じている。その処理にかかるコストも膨大なものになる。
現状の電気料金には長期間に渡る処理費用は含まれておらず、決して原発による電気は安くない。これ以上原発を使い続け無闇に放射性廃棄物を増やすべきではない。

原発に必要なウランについても述べたい。核燃料サイクルの実現の目処が立たない以上、ウランの輸入は原発が稼動し続ける限り、今後も継続されることになる。様々な資源を輸入に頼る日
本では、電気という生命線は海外に依存しすぎない方が国家戦略的にも良い。また、ウランも石油や天然ガスと同じようにいつかは枯渇する。これからの日本の発展を考えるなら自然エネル
ギーをはじめとした恒久的な代替エネルギーの開発に尽力するべきだと思う。

55943 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発依存度ゼロシナリオを支持します。
ただし2030年まで原発と核燃料サイクル稼動・研究に
同意せず、
速やかな廃炉計画作成と目標年制定、合わせて自然
エネルギーと省エネに
大々的取組を望みます。

【原発依存度ゼロを望みます】
・ただし、「2030年までに原発ゼロにすれば良い」ではなく、
より早期にゼロにするべく、全力で計画努力する事を望みます。

・首相・政権が変わろうと意志貫徹し原発から撤退する宣言と実行を望みます。

・同時に使用済核燃料の直接処分を支持します。
・核燃料サイクル中止。「もんじゅ」研究開発も断念することを求めます。

・将来の廃炉と使用済核燃料最終処分コストからしても、原発増設はありえず
今が良ければの先送り方式の原発依存を考える前に
「まったくクリーンでも安くもない原発」だと頭に叩き込む前提が第一だと感じます。

・省エネルギー化が進んでいる現状を推進力とし、
原発に頼るシナリオを振り切り、全力で省エネルギーに取り組むことを望みます。
・2030年における省エネの見込みが「１割」とは、甘過ぎると感じます。
・経済的負担が重くなると簡単に結論づけるのは早計で、
発電損失を減少させるべく、まず国が取り組むべきと感じます。

・温暖化問題も含め、電力使い放題の時代は過ぎ去ったという意識改革に
今がちょうど良く、節電意識をより高めることに国は努力すべきと感じます。

・必要エネルギー量は信頼ができません。
原発稼動が必要だとの電力会社の試算を鵜呑みにすることなく、
時間を惜しむことなく細かい分析による試算をし、必要消費量を見積もり
計画を立てることを望みます。

・再生可能エネルギーのパーセントをどう試算しているのかも不明確。
企業他が再生可能エネルギーと電力の買取制度を利用しようと計画、実行、
申請をしている現在で、この動きはより加速する予測までした上での
試算でなければ、早々の原発依存度決定には納得できません。
・電力自由化や発送電分離などシステムが変わる可能性についてどう予測し、
シナリオを作っているのか、現時点では不明確な点を
どう見積もっているのか、明確にしてください。

・再生可能エネルギーについての国をあげての研究が足りません。
原子力発電・核燃料サイクル・再処理研究に力を入れていた事を過去とし、
今後の研究を再生可能エネルギーに力を注げば、日本の経済は原発がなかろうと、
大いに発展するのではないでしょうか。

・技術大国日本、再生可能エネルギーの技術開発で経済・産業も発展していくことを
考えてください。
・再生可能エネルギー事業で雇用を促進する展望を望みます。

・温暖化対策と原発問題を同一線上で議論することに違和感があり、
温暖化対策に原発が必要という論理が透けて見え、信頼できません。

・真夏、原発稼動は大飯原発３号機・４号機だけで電力は足りています。
・その分火力発電が増え、温暖化に拍車がかかる、料金が上がる等
言われるが、それが原発に依存する理由では全く足りません。
・天然ガスは他国に比較し、高い価格で購入している現状を、コストが高いと言い、
なぜ早く打開してこなかったのか疑問であり、早急に行なうことが必要です。

・国際社会において、福島第一原発事故で世界的に放射能汚染を拡散し、
いまだそれが続いている現状で、各国が望むのは、まず福島の原発事故を
全て終わらせる事であり、その後、ようやく今後の原発のありようが検討されるべきで、
それが日本の責任であると考えます。

【原発依存度を考える前に】
・脱原発の政府の方針はどこに行ってしまったのでしょうか。
・エネルギー長期展望は国家として不可欠と理解はしますが、
原発事故の未解決で、原発に依存する度合いを検討するのは時期尚早で、
安定した電力や産業・経済のためという大義名分は、
原発依存度を早急に決める理由として、納得できません。

・原子力ムラ、電力会社、諸々関係各所の思惑や利益等を振り捨て、
未来の日本を真剣に考えていただき、そのための舵きりを、
今こそ取って、「大きな決断を政府がした！」と思わせていただきたいと
思って止みません。

・地震国日本で、原発の存在だけで危険であり、
廃炉までに３０～４０年もかかり、核燃料の最終処理技術も確立できぬ
現状で、原発に依存するのは愚かであり、深刻に捉えることが、
未来の日本につながると感じます。

・「活断層」についての調査を待つことなく、再稼動を進めた大飯原発４号機には、
不信感が募り、今後、同じことがないように望みます。

・現段階において、各事故調査委員会の最終報告でも福島第一原発事故の
事故原因は確定できず、高濃度汚染で近づく事もできない中、作業員は
過酷労働をしている状況で、どうして原発依存度を決めるための決定を
今できるのか理解できずません。

・安全性を高めれば、事故はもう起こらない　と誰が本当に言えるのか。
「責任を持って」と簡単に言われるが、誰が辞任しようと謝罪しようと、
起きた事故で被った被害は、元に戻らない。
責任など取れないことだと、もっと心底思っていただきたいものであり、
また「想定外」を繰り返すのが関の山だと想像できる故に
多くの国民が、これまでになく、あきらめることなく、１年５ヶ月経った
今ですら、原発反対の声をあげていると、もっと理解すべきだと感じます。

・国民の声を聞くという割には、意見聴取会の行ない方についても
満足いくものでなく、結論を急ぎたがっていると感じられ不信感が増加されます。
・再稼動の依存度を決めるなら、福島第一原発事故が言葉上だけでなく
収束した上で、より時間をかけて、結論づけるべきと感じます。

・国民的議論にももっと時間をかけるべきと感じます。
核燃料サイクルも含めて、議論を深めるべきと感じます。
・原発に依存してでも、電気を今後も使い放題に使用したいのか、
手前推量によらず、国民にまず問うべきです。

以上



55957 個人 自営業 ３０代 男性 原発は、危険性、倫理的問題、経済性の３つの観点
から即時停止し、廃炉の手続きに入るとともに、最終
処分に向けた研究をすすめるべきである。この社会構
造の転換は人類が存続するためには必要な取り組み
である。

　以下の3点から原発の即時停止が適切と考える。

（１）危険性
　いったん事故が起き、人の手による制御が困難になったとき、放射能の被害は日本だけでなく人類の将来に大きな影響を与える。地震によって（特に活断層上の）原発が事故に遭った場合の
広域かつ甚大な被害だけでなく、いずれの人為的なミスによる事故も作業員に深刻な健康被害を及ぼす。商用原発だけでなく、事故が続き、たびたび稼働停止となった高速増殖炉や、可動の
めどがたたない再処理工場も同様である。すべての原発は即時稼働停止すべきである。

（２）倫理的問題
　放射性廃棄物の最終処分方法のめどがたたないにもかかわらず、原発を稼働させることによって放射性廃棄物を出し続けることは、その管理の危険性のみならず、現在の世代が負うべき責
任を、技術的に困難であるという理由から、次世代に負わせることは、倫理的に問題がある。さらに、この負の遺産は原発を稼働させる限り増え続けるのである。「安全」とされる地下に埋設す
るとしても、放射能レベルが安全とされる程度に下がるまでには、人類がどのようになっているか想像すらできない。そのような技術が未成熟な手段である原発を電力供給の基幹として見なす
ことは、倫理的に耐えることはできない。

（３）経済性
　原発を停止した場合の経済的影響を心配する声もあるが、上記の「危険」「倫理」の項で述べた理由を差し置いても、原発を稼働し続ける動機にはなりえない。発電コストの再算定が行われ、
必ずしも原発が安価な発電方法とはいえないことが明白になったが、原発立地自治体に支払われる交付金および事故に備えた保険を加味した場合、到底賄えるものではない。このようなコスト
は、廃炉に向けた手続きに費やされるべきである。廃炉および最終処分こそ、最高の技術力が求められる分野である。さらに、現在の経済活動が停滞するという理由から廃炉を躊躇するなら、
原発など大型発電に頼る産業構造をこそ転換するための施策を推進すべきである。危険に目をつむり、倫理に目を背けたライフスタイルは、遠からず行き詰まることになる。

　以上の３つの観点から原発の即時停止が適切だと考える。歴史上、滅んだ文明は自然環境や社会環境の変化に適応できなかったためである。いま日本が問われているのは、人類が生き残
るために選択すべきことは何かという命題でもある。

55958 個人 その他 ５０代 女性 原発は今すぐやめて自然エネルギーにシフトして行く
べきです。

原発は今すぐやめて自然エネルギーにシフトして行くべきです。
事故が起きても打つ手もない、処理するす手段を持たない廃棄物をただ地底深くに埋めている現状で原発の再稼働は理不尽この上ない事と思います。
私は子供や孫に、心から安心して暮らせる未来を残してやりたい。
産地を気にしながら野菜を選んだり、夫の釣ってきた魚を疑心暗鬼で調理するような生活はもう、うんざりです。
日本は世界に先駆けて自然エネルギーだけで発電できる国となるべきです。

55959 個人 家事専
業

３０代 男性 ゼロシナリオを選択するべきだと思います。福島原発
事故によって明らかになった事故のリスク、事故が起
きた時の対策の不充分さ、未だに解決できない核廃
棄物の処理問題等、原発が様々な問題を抱えるから
です。

▼福島原発事故の責任について
今回あれだけの規模の事故を起こしておきながら東電の経営陣はだれも責任を取っていない。また政府による資本金注入により東電の株主も救済されていることに強い憤りを感じる。今回の
事故の責任を誰も取らずに済んだ事により、今後、他の原発での事故対策に真剣さを欠くものになるのではないか。

▼原発の監視・監督機能の崩壊について
原子力安全について監視・監督する機関である原子力安全保安員が、原子力政策推進の経産省の一部となっている今の組織体制のままでは、再び福島と同じような事故が起こる可能性があ
る。原子力安全について監視・監督する組織を経産省、および電気事業に関連のある組織から独立させない限り、原発を再稼働させるべきでない。

▼原子力損害賠償法について
原子力損害賠償法は表向きは「被災者の救済」を目的にしたように書かれているが、この法律の一番の目的は電力会社の救済である。わずか１２００億円の損害賠償責任保険への加入を義
務づけ、「賠償措置額（＝１２００億円）を超える原子力損害が発生した場合に、国が原子力事業者に必要な援助を行うことを可能とすることにより被害者救済に遺漏がないよう措置する」と規定
している原子力損害賠償法は、「万が一の大事故を起こした場合にも電力会社は倒産させません」と言っているのに等しい。
「万が一の大事故を起こしても電力会社は倒産させない」と規定している原子力損害賠償法により、東電は「津波の危険を知りながら対処を怠った」といえる。
この原子力損害賠償法をなくさない限り原発の再稼働はすべきでない。
逆に、原子力損害賠償法がなくとも原発を運用していけると電気事業者が思う場合は原発を稼働しても良いと思う。

▼放射性廃棄物処理問題について
危険な放射性廃棄物の処理方法が確立しないまま原発を稼働し続けることは、未来へつけを残すことになる。いわば将来のお金を前借りして電気を得ているようなものである。放射性廃棄物
の処理方法が確立するまでは原発の新規建設はすべきでない。

55960 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発再稼働を強く反対します。いまある原発は廃炉に
してほしいです。

いつまでわたしたちを裏切るおつもりなのですか？

55961 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオを支持します ウランの埋蔵量が将来にわたる可動を保証していない。
使用済核燃料の処理について真剣に考えられているとは思えない。
稼働中の安全確保が極めて不十分。
今後地震が増加傾向にあるなかで、現在の原子力発電所の立地は危険である。
国内で安全に運転できてないものを海外に輸出する姿勢は、国際的に信用を落とす。
安全に運転するためにかけるコストと使用済核燃料の処理にかかるコストを勘案すると、投資効率が悪い。
多大なリスクを犯してまで原発を推進する態度は、核兵器を開発する意志があるのではないかという疑念を他国にもたれる可能性が高く、国際的な安全にも悪影響があると予想される。

55962 個人 自営業 ３０代 男性 将来目標をゼロベースにするべき。 目先の事を考えれば原発に依存した社会の方が良いと誰もが言うだろう。
しかし原発のゴミの最終貯蔵の結論が出ていない状況や地震大国の安全性の問題を考えれば、ゼロベースに考えるべきだと思う。

日本で活用できるだけの自然エネルギーの発掘、効率的な発電技術の開発と蓄電技術技術開発をし、中長期的には原発ゼロ社会　長期的には海外からの天然エネルギー依存への脱却をす
るべきだと思います。

55964 個人 無職 ６０代 男性 原発０シナリオ
原発は即、廃炉にしてください

事故の甚大さ放射能の後世への影響。原発の維持費等が莫大。
後世のため、原子力は止めてください、安心安全な日本国に。

55965 個人 学生 ２０代 男性 2-3年以内に原子力発電所を全て廃止すべきである。 ・福島原発で 4 基が同時に失われる大きな事故が起こったということは、原子力発電所の事故の確率がこれまでの公式の主張に比べて何桁も高いも のであることを疑問の余地なく示すもので
ある。
・そして、今回の事故を受けて事故への備えをより万全なものにしたとしても、東日本大震災のように想定外の事故が起こりうるということである。そして、この数年以内に巨大地震が発生すると
いう予測がある。
・放射性廃棄物の処理も、技術として確立してない。そしてその処理そのものにも、膨大な経済的コストが発生するのではないか。
・廃棄物の処理だけでなく、事故への備えや事故の損害賠償等の経済損失を考えても、原子力発電所が日本経済に仇をなすことは明白ではないのか。
・被爆労働者の問題も大きい。電力会社や下請け会社の労働者への待遇も問題だが、やはり現場での労働そのものが、労働者に大きな負担を強いるのではないか。
・農家、漁業関係者の不安も大きい。今回の事故で一番の被害を受けたのは、汚染地域の農業、漁業ではないかと思われる。実際に農協は脱原発の態度を表明した。
・あれだけの事故を起こしたにも関わらず原発を存続すれば、国際社会からもよい視点では見られないと思われる。
・以上の理由から、原子力発電所は極めて早い時期に全部廃止すべきであると思われる。
・代替エネルギーとしては、天然ガスが有力なのではないかと個人的には考える。

55966 個人 その他 ５０代 女性 原発はできる限り速やかに、0にすべきと思います。 原発がなくても、十分にやっていける資源を、日本は持っていると思います。地熱、風力、潮力、太陽など。初めは多少大変かもしれませんが、市民は覚悟はできています。原子力は何万年も
先まで、私たちの処理能力を遥かに超えた、放射能のゴミを出しつづけます。そんなものは使うべきではありません。

55967 個人 無職 ３０代 女性 原発依存度を速やかに０とし、それにかわる自然エネ
ルギーへのシフトを望みます。

今回の東京電力福島第一原子力発電所の事故により、私たちは一旦事故が起きれば、原子力発電が我々人間にとってコントロールできないものであること、その被害が広範囲かつ長期間に
わたって続くことを目の当たりにしました。
電気は我々の生活及び経済活動に必須のものではありますが、命を脅かしてまで原子力発電に頼る必要があるのでしょうか。
原発を０とすれば、一旦は化石燃料による発電比率が上がるかも知れません。
しかし、日本は自然環境に恵まれた国です。また地熱・風力発電の技術も世界トップレベルであるとききます。
それであれば、この環境と技術を利用し、徐々に自然エネルギーへの変換を図って貰いたいと思います。
地球温暖化への影響を考えても、原発は確かに発電時はCO2を発生しませんが、ウランの採掘から運搬、発電所を動かすためにはCO2を使います。けしてクリーンとはいえません。使用済み
核燃料をどうするかということも大きな問題です。
以上のことから、原発０シナリオを望みます。

55968 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 0%シナリオ ・段階的廃炉ではなく、全ての原発を即刻廃炉にすべきだと思います。

・稼働より、廃炉に向けて国の予算を使用すべきだと思います。

(技術者の養成、作業を進める、など)?

・原発依存から自然エネルギーへ早急に変わるべきだと思います。
その為に政策も予算も知恵も心も捧げる国になることが急務。

・福島第一原子力発電所の事故から原発が危ないと学んだ。
他の原子力発電所が事故を起こしたら日本は終わります。
住めない日本、農業や産業が輸出拒否される日本、ゆるやかに被曝して死んで絶える民族になりかねないかもしれない。

・今一度、冷静になり、お金より命を大事にする、他の国に恥じぬ日本になるべく、政策を見直すことをすべきだと思います。

・これ以上の被曝をしたくないです。

・未来のこどもたちも被曝させなくないです。

「地震に対する安全性への不安」「人口動態・経済合理性」「省エネ・ネガワットの推進」「エネルギー安全保障・地球温暖化の観点」「放射性廃棄物の問題」という5つの理由から、即時のゼロシ
ナリオ実行を求めます。

1．安全性の観点から見た即時停止
2011年3月11日に発生した未曾有の地震と津波は、東日本を襲い、福島で史上最悪レベルの原発事故を引き起こした。現在も16 万人もの人が故郷を追われ、日本中の人々が見えない放射線
への恐怖に不安を抱えている。スリーマイル島、チェルノブイリ、福島と60年で3度の重大事故を引き起こした原子力発電所を、なおも安全だと主張する政府や電力会社の主張が信用できない
というのは、国民の心情として当然だ。近い将来、再び日本で大地震が起きるとされるなか、3機が同時にメルダウンした原発が、福島以外の施設であれば安全などと誰が言い切れるのであろ
う。いまやコスト的にも安全的にも「不安」電源になってしまったのが原子力発電所なのである。もちろんすべての原発を即時停止しても、使用済みの核燃料は冷却し続けなければいけないなど
の問題はあるが、電源喪失してもプール内の水さえ失わなければ、数日間は対処できる猶予がある。まずは全ての原発を停止し、堅牢なプールに核燃料を沈めることこそが、国民生活を守る
ために政府がすべきことである。

2．人口動態・経済合理性から見た理由
今後、人口構成が減少していくに伴い、電力需要は減少していくと見られる。国交省の試算では2030年時点での人口構成比は11522万人と現在の1割減、2050年には9515万人で3割以上の現
象が予測されている。2030年時点での電力だけを考えて、莫大なコストをかけて新たな原子力発電の増設を計画することは、その後の電力需要の減少や、経済合理性から言ってナンセンスで
あることは明確だ。もっと長期的視野でエネルギー構成を考えるべきである。

3．小さな投資で発電所建設と同等の効果がある、省エネ・ネガワットを推進すべき
限りない発電所建設が電力ピークのためだとしたら、その時間の電力料金を上げればよい。事実、企業に罰金が課された昨年の電力使用制限では、東京電力管内で前年比16.8％の節電を達
成している。また、デマンドコントローラーや省エネ製品、省エネリフォームへの助成を行うことも、発電所建設を行うよりもははるかに投資額は低い。また、家庭部門だけを見てみても、2007年
の電力消費は1985年比で約2倍と、エネルギーをムダに使う仕組みを作ってきた日本だが、排熱や太陽熱の活用や断熱リフォームを行い、家庭の電力消費を半分にするだけで、単純に原発の
数は半減できる（http://to1985.net/1985panf1106.pdf 参照）。米国・カリフォルニア州のサクラメント電力公社（SMUD）では原発の廃炉への対応に、こうしたネガワット施策を行うことで総需要電
力をコントロールした歴史がある。産業部門はもちろん、家庭部門、オフィス部門とオールジャパンで省エネに取り組めば、原子力発電所の新設は不要だ。

4．原発にも化石燃料にも依存すべきでない
20兆円以上もかけて海外から燃料を調達している現在の日本。今後もピークオイル等で燃料コストの上昇が避けられないなか、日本の化石燃料依存度を上げてしまうことは、エネルギー安全
保障の観点からも、地球温暖化の観点からも、望ましくない。原発代替のシナリオを描くのであれば、化石燃料依存も減らしながら、省エネ＆再生可能エネルギーの拡大を進めるというのが、我
が国が向かうべき方向性である。

5．未来に負の遺産を残す放射性廃棄物の問題
原発の使用によって生まれる使用済み核燃料の問題も大きな課題だ。日本においてもすでに1.4万トンあると言われる使用済み核燃料だが、地層に埋めるほか、これらを処分をする技術は確
立されていない。フィンランドでは「オンカロ」と呼ばれる処分場が建設中だが、放射能が生物にとって安全なレベルまで下がる10万年の間、どのように管理し続けるのか。重要なテーマとなって
いる。日本では地震が多く、地層処分すら難しいと言われており、こうした解決策を持たないまま、これ以上、原子力発電所を続けることは、未来に負の遺産を押し付ける愚策としか言いようが
ない。

55963 個人 自営業 ３０代 男性 「地震に対する安全性への不安」「人口動態・経済合
理性」「省エネ・ネガワットの推進」「エネルギー安全保
障・地球温暖化の観点」「放射性廃棄物の問題」という
5つの理由から、即時のゼロシナリオ実行を求めま
す。



55970 個人 無職 ８０代以
上

男性  １．エネルギー需要の見込みが低すぎる。
 ２．省エネルギーの想定量が過大である。
 ３．再生可能エネルギー計画置が過大であり、実現性

がない。

以上により２０～２５シナリオが妥当である。

以下に述べる理由により、20～25シナリオがよいと考える。

 １．エネルギー想定
・経済成長率２％を標榜しているが、実際は2010年代で１．１％、20年代で０．８％とされており、平均０．９５％である。政府の成長戦略との整合性がない。
・経済成長に対する電力の弾性値は、伸びは資金年度の実積値はプラスであるが、計画では平均で▲0.95％としている。
・2030年エネルギー最終エネルギー消費は、ゼロシナリオで基本計画比▲９％、電力需要は、基本計画比20％減としている。このような計画は、経済成長の制約要因となる恐れがある。
・省エネルギーは、ゼロシナリオで、・重油ボイラーの禁止、性能の劣る機器の改修義務付け、市街地へのガソリン車の乗り入れ禁止などを実施し、最終的には自動車総数の３０％が電気自動
車になるとしている。この計画は実現不可能である。

以上総括してみるとエネルギー需要の想定が低すぎる。

２．再生エネルギー計画
・再生可能エネルギーは2030年で、太陽光発電を最大721億kWh、風力を903億kWh導入としているが、太陽光発電のを例をみると、設備不可能な家屋を修復して全住宅に設置するなど、とても
実現不可能な施策が挙げられており、実現可能性の検証が不十分である。特にバックアップ電源の必要設備と投資額が明示されていない。

 ２．総投資額
・省エネルギーおよび再生可能エネルギーのための投資は、2030年までに104.8～132.9兆円の巨額に達するとみられる。このような巨額な資金投資負担は、我が国の正常な経済成長を妨げる
おそれがあり、深刻な影響を与えかねない。

55971 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 人類の手に負えない物はもつべきではありません。

核の平和的利用という言葉にもう惑わされません。

未来のために今こそ、原発のない暮らしを日本がその手本となるべきです。

55972 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 進化・スピードを求め過ぎ すべてにおいて、進化・スピードを求め過ぎだと思います。
それによって人々は「楽」「便利」の世の中が当たり前と感じ、
その根底にどんなリスクを抱えているかも気づきません。
それに甘んじている国民にも責任があるでしょうし、
原発ゼロによって引き起こる弊害もきっとあるでしょう。
でもそれは安全な国をつくるために必要な試練であると思います。
進化が止まり、今より不便な世の中になったとしても、
人間らしい生き方をする事。
それが一番必要な事だと思います。
反対するからには、それを受け入れるつもりです。
わたしは進化や便利さを今以上に求めません。

55973 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は、少なくとも2030年までに０にしてください。 放射能の汚染や、燃料の管理が係り、国民に取ってリスクばかりでなんの特にもならず、国内外の一部の企業と権力者だけが特をするだけなので。はっきりいって、このまま続ける事は人殺し
と同じため。

55974 個人 自営業 ４０代 男性 即時（できるだけ早く）の原発ゼロのシナリオを強く望
みます。

いろいろと勉強をしてみると、原発の存在理由が分からない、
というよりも、理不尽な理由しか出てこない。
なくてもなんにも問題ないものなのだから、当然なくすべきです。
幼稚園児でも分かります。

55975 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発依存度ゼロが妥当と考える 原発はCO2を出さないクリーンなエネルギーと政府は言っているが、放射性物質については元のウランの約20倍の放射性物質を生成してしまう欠点がある。CO2は化学反応により分解可能で
あるが、核分裂後のセシウムなどを無害化させることは出来ていない。つまりコントロールできないのである。そのようなエネルギー手段は妥当でない。処理方法が未決のまま使用済み核燃料
が増えている現状で原発を運用する事は、処理施設の新設や中間貯蔵施設の確保等、新たに不経済を生むと考える。加えて外国から武力攻撃やテロにより容易に臨界に達する事が露呈した
今、一日も早く廃炉が必要である。例えば大量のゲル化材を取水口に散布し、同時に送電網を混乱状態にするなど多重の攻撃には無力である。福一事故のように爆発し大量の放射性物質が
拡散してしまえば経済活動、政治活動が混乱し破綻してしまうことはより現実的な事態である。技術者も少子化ににより減少する事を併せれば廃炉作業に一日も早く入り、その技術も習得しな
ければならないと考える。故に増やすことも維持する事も反対であり、かつ一日も早くゼロにして安定した経済活動が行える｢原発依存度ゼロ」が唯一の道と考えます。

55976 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発０％希望します。 人間が制御できないもので電気を作るべきではない。

自然に勝とうと思ってはいけません。

東京は明るすぎます。

日本の技術力があれば、代替エネルギーはあります。

55977 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロ、脱原発 子供の未来の為に　原発のない日本を　希望します。

55978 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発ゼロを選択します。チェルノブイリ救援活動をして
きた団体として、チェルノブイリの子どもたちの犠牲を
これ以上無駄にしたくはありません。次に福島のよう
な事故が起きる前に原発ゼロにすべきと考えます。

チェルノブイリ子ども基金では、毎年4月にチェルノブイリ救援のためのイベントを開催しています。チェルノブイリのことを忘れないために、少しでも救援のためのカンパを集めるために、そして
日本にも原発がたくさんあることを知ってほしいために、そんな思いから開催してきました。

昨年からは、「チェルノブイリと福島の子どもたちのための救援イベント」というタイトルに変更しました。なんという悲しい事態でしょう。

今年の4月に開催したイベントでは、郡山から神奈川県に避難している小学5年生のT君のメッセージが参加者一同の胸を打ちました。一部抜粋します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
現在の家に住んで 1 年が経ちます。
そして、うれしいことに原発事故が発生してもうすぐ
5 月 5 日の子どもの日に、原発が全機停止しようとしています。
しかし、政府などは原発を早く早くと再稼働をしようとしています。
なんででしょうか？
意味がわかりません。
電気が足りない?
足りているではありませんか。
火力だと電気があがる?
命のほうが大切なのではないですか？
電気は必要だから仕方がない。
原子力に変わる電気を探しましょうよ。
そういう話なんです。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
会場で聞いていた私たち大人は、恥ずかしくてなりませんでした。
今すぐ脱原発は無理かもしれませんが、命を第一に考えるなら、どうしたらよいか？おのずと答えは出るはずです。国は今まで膨大な予算を原子力関係につぎ込んできました。それを原子力に
代わるエネルギーの研究や導入にあててください。
私たちもできるだけの節電に努めます。
どんなに経済が豊かでも命がおびやかされる世の中であってはならないと思います。

55979 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー政策の展望には、無理の無い長期的な展
望を。

原発を止めて節電で対応となると、熱中症で倒れる方、節電による生産活動の圧迫による長期的な雇用の不安、自殺者の増加など急激なインフラの変化は生活を著しく脅かすと思います。
もし、脱原発路線をとるのであれば、電力消費設備による節電対策などにより、必用電力の減りに合わせた対策を行っていただきたい、電力に上限を決めて節電を強いるやりかたでは、日本の
将来は尻窄みだと思います。
個人的には、並行させて、原発の安全性の向上、原発に代わる大型発電機の開発に優秀な人材と予算をより多く割いてほしいと思っています。

55980 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 将来のためにも原発は0にすべき。放射性廃棄物の
処理方法も確立していない中、それを作り続ける愚を
犯してはならないと考える。核と原発は同じ物と認識
して対処すべき。

・選択肢があまりにも恣意的すぎる。三つの選択肢しかないことは、本当にこの国のエネルギー政策を真剣に考えるつもりがあるのかを疑わせる。
・時間にしても、何故にこのように急ぐのかが理解できない。
・これまでに推進してきた原発政策は、多くの矛盾を含んでおり、それに利益を得ていた側、原発を廃棄できない多くの勢力があることをネットが発達している現在知らない者はいないと思う。こ
れまでの政策も含めて、国のエネルギー政策についての詳細な調査を原発に利益を得ていない第三者機関に行って欲しい。その際に調査権の権限を与え、情報隠しのないようにもっと時間を
かけて、将来に禍根を残さないようにしたい。
・原子力安全・保安院・原子力安全委員会は、福島原発事故でその中立性が疑われるようになった組織であり、技術も倫理も無い組織であることが明らかになってしまった。今まで、原子力政策
に関わってきた人たちの責任を問うことなくして、今後のエネルギー政策を語ることはできないと思う。
・現在ある原発は福島原発事故の詳細が明らかになるまで稼働させるべきではない。願わくは即刻廃炉の作業に入って欲しい。原発は人間の制御できるものではないと、福島の事故で思い知
らされた。福島では未だに汚染水が出続けているし、放射性廃棄物も増える一方だ。これらの処理方法すら確立しておらず、方針さえ決まっていない。このように全く収束などしていないのに、
速くも大飯原発の再稼働を決定してしまったことに、憤りを覚える。

55981 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロを支持します。

即時撤廃

原発０％を支持します。

地震国の日本では、原発にそぐわないです。

更に、天然ガスの価格低下により火力発電がもっとも安価に発電出来ます。

55982 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します これ以上犠牲にするものなど無い、
原発は要らない！！！

55969 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力発電は継続する。 原子力発電を継続せねばならない理由を下記します。
１．原子力発電は二酸化炭素の排出がとてもすくない。
　　もし、石化燃料による発電が続けば、大気汚染などの環境破壊が改善せず、地球温暖化の
　　原因になる温室効果ガスの放出を伴い、益々異常な気候変動が生じる。
　　すでに、異常気候変動は始まっており、最近、世界の各地で生じている豪雨や干ばつは
　　それです。。（また、京都議定書などの国際的な日本の公約も果たせない）

２．エネルギー資源の乏しい日本では原発が無ければ窮乏する。
　　もし、原発をとめた場合、太陽光発電など自然エネルギーでは10％が限界で石化燃料による
　　発電が必要。しかし、石化燃料はほとんど海外からの輸入になり、膨大な資金が海外に
　　流失、国際収支の悪化につながり、最終的には、日本自体が窮乏する。その結果として、
　　現在、日本国内でまかなえられている国や地方の借金（国債など）が、貧困になれば、
　　海外からの調達が必要になり、今、欧州で起きている債権危機が日本でも起きる可能性が
　　増してくる。（ギリシャやスペインと同じ状況になる）

３．基礎インフラの一つである電気の価格が高くなることで日本の全体的なインフラコストが
　　アップする。
　　インフラコストが高いということは、日本にある企業の生産性が低下することを意味し、
　　すでに、起きているが・・、日本企業の海外流出がより加速する。このことにより、働く場
　　が減少し、より失業率が高くなり、貧困が増える。

４．新興国の原子力発電は始まったばかり。
　　原子力発電の技術は日仏の二か国が持っていると言っても過言ではない状況で、世界的に
　　考えて、日本の原子力発電の技術開発を止めることは、世界の原発の不安定化を招くことに
　　繋がる。日本の原子力発電の技術開発を維持発展することが必要で、これから原子力発電
　　技術を担ってくれる若手技術者が減少させないことが重要です。原子力発電設備がない
　　ところではそれは不可能。

この４項が簡略的に書いた主な理由です。

以上が私の意見です。私は電力会社社員などの原子力産業の関係者ではありません。念の為。



55983 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発依存は0%が大前提、かつすみやかに全面廃炉
が望ましい。
現在稼働中の原子炉についても即時停止をお願いし
ます。

＜原発依存0%とする理由＞
最終的な廃棄物の処理方法が見いだせていない。
たとえ地中に10万年埋める方法をとったとしても、10万年後先に生きている生命に伝える術がない。（人間が残っているかどうかも定かではないと思います。）稼働すればするほどゴミが増え、
将来の世代に負の遺産となるため。

＜全面廃炉・即停止を希望する理由＞
大飯原発については、ストレステストが十分ではなく破砕帯の問題も現在調査中の段階です。規制庁も発足してない現段階で何か事故が発生した場合、責任の所在が不明確であるため。
この夏は日本で稼働している原発は2基しかないが、電力は足りており眠っている火力発電を動かせば原発を稼働させずとも夏・冬のピーク時は乗り切れます。

55984 個人 学生 ２０代 男性 2030年までに新規建設する発電所を全て水力・風力・
太陽光（WWS）とし、2050年までに日本のすべてのエ
ネルギー需要をWWSで供給する。

2012年から2030年までの間新規建設する発電所を全て水力・風力・太陽光（以下WWSとする）とし、その後2050年までの20年間で日本のすべてのエネルギー需要をWWSで供給するべきだと思
う。

これが実現可能であるということはスタンフォード大学のMark Z. Jacobson教授
の論文の中で示されており、技術的、経済的に妥当である。唯一の問題は社会的、政治的なもので、日本政府がそれを推進しようとする意志がないということが大きな障害となっている。

日本政府は既存の化石燃料や原子力発電に対して支払っていた補助金をWWSに集中させ日本を再び環境技術立国として世界でイニシアティブの取れる国にするべきである。

55985 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発０シナリオを選択します。
もう原発はいりません。
国民は負担がかかることもわかっています。
大丈夫ですから、０にしてください。

原発を少しずつでもやめてください。これ以上原発を増やさないでください。
福島の原発により自分のまちに住めなくなった人が大勢います。もし、また、こんなことが起きたら、今も誰も責任をとらないのに一体誰が責任をとるのでしょうか。というか、責任をとるとらないよ
りも起こさない方向に進もうとするのが自然の流れだと思います。そうならないことに、ブレーキをかけているなにかを感じずにはいられません。
起こさないためには原発をやめる選択肢しかないはずです。絶対安全なんてゆう言葉はありえないということが証明された今、このタイミングで方向を変えなければ、一体いつ変わるのか。
原発はリスクが高すぎます。
核エネルギーの処理にかかる人間の生きる年月よりも長い長い長い年月を考えると、本当に恐ろしく、知らなかった自分や暗黙の了解のようになってしまっている日本社会、そうさせてきたであ
ろう電力会社や日本政府、、、原発に関わる全ての大人たちを腹立たしく思います。こんな危険なものに手を出してはいけなかった。
現在の日本の豊かさや経済など、多大な恩恵を受けてきたということもわかります。でも、間違った方法だったということをなぜ声にだせないのか。今までの大人たちが間違っていたから、自分
たちでもう一度やり直しましょう、だからみんなお願いだから協力して！と、なぜ声を大にして言わないのか。それをできるのが内閣ではないのか！
国民に負担がかかることはわかっています。それでも原発はもういりません。
お願いします。切に願います。

55986 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電所はいりません。 原子力発電所はいりません。
稼働中の発電所については、段階的に廃止していくべきです。
廃炉にするのも時間がかかります。そんなのは当たり前にわかっているので、段階的に廃炉にしていけばよいのです。
すぐに「ゼロ」を目指すから、うまくいかないのです。

55987 個人 その他 ７０代 男性 原発はゼロにすべきです。 原発は地球にとっても人類にとっても危険すぎます。原発の再稼動は第２、第３のフクシマを恐れない無謀な政治といわざるをえません。地震や津波を避けることはできず、事故が起これば取り
返しがつきません。運転中の核燃料廃棄物も安全な処理方法がなく、未来に途方もない禍根を残します。

55988 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持する。原発は事故を起こせば
周辺環境に甚大な影響を及ぼし、周辺住民に極端に
大きな負担を強いるものである。インフラコストをより
公平に負担するという観点から原発は適切とはいえ
ない。

エネルギー・環境に関する選択肢として、原発ゼロシナリオを支持する。理由は以下の二つの点で、エネルギーという社会インフラを市民が公平に負担するという観点で原発が適切は発電方式
ではないからである。

・福島第一原発事故やチェルノブイリ原発事故から明らかなように、炉心融解の重大な事故を起こした原発の周辺は数十年単位で人が住むのに適さない土地になる。他の一極集中型の発電
方式に比べても、原発は極端に発電施設周辺の住民の負担が大きいものである。特に東京電力の事業地域においては、福島、新潟の原発で発電した電力を使用しているように、事故の直接
の被害を被る人々と電力を利用する人々が完全に分離している。このような現状は負担の公平性の観点から是正していくべきと考える。

・二つ目に世代間の負担の公平性という観点でも原子力は適切なエネルギー源とは言えない。現在の原発のコストに廃炉費用やバックエンド費用、そして事故が発生した際の賠償費用、除染
費用などが適切に算入されているかは大変疑わしい。また、原発の事故で発生する膨大な損害に伴う費用は、そもそも算定が極めて困難なものである。従って、算入されなかったコスト、算定
ができなかったコストを、現在の将来の世代に過剰に負担させてしまう可能性が高い。

2030年に原発をゼロにした場合の電力需給や経済に与える影響は慎重に検討する必要があるが、上に述べた観点から原発ゼロシナリオを基本方針とし、それに沿って原発ゼロを実現可能に
する方策を検討していくべきである。

55989 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 ゼロシナリオを支持します。原子力発電はいりませ
ん。即効廃止し、次世代エネルギーへの転換をお願
いします。

技術・開発力で世界を牽引する事のできる日本がいち早く次世代エネルギーへシフトし、効率の良い自然エネルギーを開発していく事によって、日本だけでなく世界をリードしていく事を望みま
す。同時に、現在ある原発は即刻廃止していかなければ何も変わっていかないと思います。ゼロシナリオ以外の選択はあり得ません。

55991 個人 家事専
業

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で即時０％を希望します。 再稼働はしないでください。
原発による発電は次の世代に負担を先送りしているだけです。また、地震活動が活発な今の日本での原発稼働は無謀です。まやかしの「安全宣言」は、マスメディアしかなかった過去ならまだし
も、今や通用しません。原発は即時ゼロにしてください。
もっと自然エネルギーを推進してください。
既に破綻している核燃料サイクル温存が2と3のシナリオです。再処理の廃止を決めてください。これ以上公費を採算の合わない核燃料サイクルなどに費やさないでください。

55992 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 ゼロシナリオ推進は拙速である。 意見募集対象の文書には、国民負担の具体的な記述が乏しく、GDPなどの指標では国民にとっては実感が沸かない。従って、現時点では国民の間で議論がつくされているとは言い難く、ゼロ
シナリオを推進することは拙速だと思われます。

55993 個人 その他 ６０代 男性 地震頻発国である我が国に危険な原子力発電所は
要らない．

福島第1原子力発電所の事故も，結局は地震が引き金になったといえる．いくら格納容器・圧力容器を丈夫につくっても，それに繋がる配管を，巨大地震に万全にすることは不可能である．
2011/3/11の事故以前は，このような原発の危険をいくら表明しても，国・経産省・保安院・東電は一切耳を貸さなかった．事故以降も，責任を認めての謝罪はなされていない．
国民に被爆の危険を負わせてはいけない．また，核廃棄物の処理は科学的にはまったく行き詰まっており，将来の日本国民を脅かす存在である．

すぐに脱原発とはいわないが，ドイツと同様に10年以内に原発を廃棄することを求める．

55994 個人 自営業 ３０代 男性 エネルギー・環境に関する３つ選択肢より、原発依存
度を基準に(3)20～25シナリオを支持します。

　エネルギー・環境に関する３つ選択肢の内では、原発依存度を基準に(3)20～25シナリオを支持します。
　本来の原発依存度は33とすべきですが、レーザー核融合などのより高度なエネルギー源が開発されると仮定して三つの選択の中から選ぶのならば(3)20～25シナリオを支持します。
　原発事故後のセンチメンタルな感情としては反原発感情も理解できますが、日本政府は原発以外の高コストエネルギーを選択した場合、産業が日本から無くなり、雇用が無くなり、資源を輸入
できなくなり、食料も輸入できなくなり、国民の生命が維持できなくなることを数字でもって示すことで、原発以外に選択肢が無いことを周知すべきです。
　原発無しでは８０００万人が消え、４０００万人が維持できるかどうかでしょうか？
　ただし、民間には原発を管理する能力が無いことも判明したので、原発は全て国有化もしくは公社化すべきと考えます。
　日本政府は衆愚政治に陥ることなく、日本国民の生命を維持できるよう正しく政治を執り行ってください。お願い申し上げます。

55995 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを選択します。
原発は安全ではなく、一度事故が起こると被害は甚
大かつ、回復不可能です。また、使用済み核燃料の
処理も未確立です。

　原発に頼らない社会を目指すのであれば、最初から原発ゼロを目標にして、国・国民が一つになって、省エネの取り組みや、自然エネルギーの推進をしていくべきです。
　今回出された「選択肢に関する概要」を見たり、意見聴取会での説明を聞くと、ゼロシナリオを選択すると、経済的負担が重くなるとか、省エネ機器を使用しないと、罰則の対象になるなど、マ
イナス面ばかりが強調されているように感じます。一方、20－25シナリオを選択した際に生ずる原発の更新・新設費用については一切触れられていません。また、安全対策にかかる費用や原発
立地自治体への補助金に関しても同じで、政府の提示するシナリオ自体に信頼がおけません。
　原発の安全神話は完全に崩壊しました。今回の事故は収束していません。この影響で苦しんでいる人を多く知っていますし、先の見通しも立っていません。このような状況の中での、原発の再
稼働は考えられません。
　そして、何よりも、使用済み核燃料の処理が出来ていない現状で、これ以上核のゴミを出し続けるける事に、断固反対します。未来に負の遺産を残すべきではありません。
　今こそ、日本人の持てる英知と技術を結集して、原発のない社会を作っていくことを望みます。

55996 個人 自営業 ４０代 女性 原発の問題についてできるだけ早く再稼働を辞め、全
ての原発の閉鎖を決定することを求めます。

福島の事故からまだ問題も解決していないし、原因もわかっていない。

被害者はまだまだ困っているし今後いつまたこんなことがあるかもしれない。

国民のことを１番に考えて国をつくっていってくれる政治家を私達は考え選んできているはずなのに、情報は押さえられ、本人の意思で発言すると切り捨てられてしまう。

もっと真剣にやってください！未来の地球も子供たちもあなた達にかかっているんです。

生意気ですが本当によろしくお願いします。

55997 個人 学生 １０代以
下

男性 原発０案に賛成です 僕たち子どもにゴミをおしつけないでください。

電気はみんなが少しずつ工夫すれば大丈夫だと思うけど
放射能は工夫してもなくならいし、これ以上放射能が出ると日本では生きていけなくなると思います。

今すぐ、全ての原発をとめてください。

55998 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 自然エネルギー、再生可能エネルギーへのシフトを推進してほしい。
また、再処理の廃止を決めてください。

『 選択の中では「2030年原発ゼロシナリオ」を選択
しますが、即刻廃炉すべきです。』

　日本は地震が世界で最も多い地域です。当然津波も。「想定外」では
ありません。近年では4000ガルというような常識を超えるレベルになって
います。耐え得る構造物はありません。
　地震の少ない欧州のような段階的廃炉の選択肢はあり得ません。

　また原発のコストの高さはすでに「原子力のコスト(岩波新書)」などで
立証されています。
　経済性や国際競争力からは原発を選択することはできません。

　そもそもGDP成長率がエネルギー消費量を考える元になっていますが、
ドイツではGDP成長率とGHG(温室効果ガス)排出量は反比例しています。
GDP成長率はエネルギー消費量を減らせます。

　省エネや自然エネルギーに対しても、「経済的負担が大きくなる」と
していますが、わずか数年の電気料金で取り戻せるのに、なぜ「負担が
大きい」のでしょうか。イニシャルコストだけで、ランニングコストを
考えていないように見えます。
今こそもっと自然のエネルギーを活用してこれ以上地球を汚さない方法を考えるべきです。

　電源構成はピーク瞬時の電気需要に対して構成されます。したがって
ピーク瞬時の需要を下げれば足りるのに、年間電力消費量で考えられて
いるようです。
　八幡東区で「新日鉄」などがやっているように、ピーク時の料金を
10倍まで高くする仕組みを入れれば、ピークの消費を下げられます。
　電源構成は瞬時の対応ですからその点から考え直すべきです。

　以上により、原発に依存する必然性はなく、逆に動かすことのリスクは
限りなく高いため、即時のゼロシナリオを求めます。

55990 個人 無職 ３０代 女性 ゼロシナリオ
以外の選択はありえません。



55999 個人 自営業 ４０代 男性 原発再稼動の為にムダな経費や嘘が出回り責任も取
らず電気代を上げる。更に貧乏人からも搾取する消
費税は他国には無い。メディアに間違った報道をさせ
ないで。汚染で自然破壊と癌患者が増える日本にしな
いで！

京都大学原子炉実験所、小出裕章氏の客観的なデータに基づいた主張をもとに、一市民の立場から編集した資料が有ります。小出裕章氏は、次世代エネルギーに希望を抱いて原子力工学の
道に入りましたが、原子力発電の持つあまりに大きい不利益に鑑み、以来40年間「原子力発電をやめることに役立つ研究」をされている学者です。電力会社が原発にこだわる理由!一言でいえ
ば、原発は儲かるからです。電力会社が得る利潤とは、電気事業法により次の式によって算出されるとされ、手厚く保護されています。　利潤 ＝ レートベース × 報酬率（%）
この式におけるレートベースとは、電力会社の資産のことで、資産が多ければ多いほど、利潤も多くなるという仕組みになっています。　高額な建設費のかかった原子力発電所（建設中も含
む）、都市部までの長距離送変電設備、膨大な核燃料の備蓄施設、ウラン濃縮工場、再処理工場など、多岐にわたる原発関連施設が資産となり、さらには研究開発費などの特定投資もレート
ベースとして計上され、利潤を膨らませています。つまり、原発を増やせば増やすほど、電力会社は儲かるのです。原子力発電はコストが高い。政府発表の発電コストによると、原子力発電が
一番安価であると言われてきました。しかしこれはあるモデルを想定して計算した結果であって、実際にかかったコストではありません。
　立命館大学国際関係学部の大島堅一氏が、エネルギー政策としての見地から、原子力発電の過去40年間の商用運転で、実際にかかったコストを算出したデータを公表しています。水力火力
よりも、原子力がコストであることが分かります。しかも、揚水発電を含めると、さらにコストが跳ね上がっています。揚水発電とは、出力調整の難しい原子力発電の夜間に余った電力を使うため
に考えられたもので、約3割ものエネルギーをロスしてしまう非効率な発電方法なのです。しかし原子力発電を選択する以上、この非効率な揚水発電がついてまわるので、原子力発電のさらな
る高コスト化に拍車をかけているのです。
　結果として、この高いコストは、前述した原発の生み出す利潤も重なって、電気料金の高騰を招いています。そして、諸外国に比べて著しく高い日本の電気料金は、産業界の競争力までもを
奪っているのです。
福島第一原発半径20キロ圏内、計画的避難区域、緊急時避難準備区域、にお住
まいの10万人以上の方たちが将来の不安を抱え続けなければならない状況になっています。この方たちを目の前にして、「それでも原発は必要だ」と言えるでしょうか。確固たる信念を持って言
えるのならしかたがありませんが、それが無関心から出た言葉であってはならないと思います。経済性という観点からも安全性という観点からもメリットはありません。この先、持ち続ける理由は
ありません。電力会社が大スポンサーとなっているマスメディアが事実を報道する可能性は残念ながら低いようです。だから我々は個人レベルで情報を集め、自分の価値観を持って発信してい
ます！この証明書は皆が配れるようになっています。

56000 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 日本のエネルギー政策について 原発ゼロシナリオを選択、即時ゼロを希望！


